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其 七 イエスの 弟-十  
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我 主 耶蘇 基督 


其 一 喚 求 (INVOCATION) 

彼の 人た る *〇 彼の 神た る 事 〇 批評 學 0 彼の 神性 は 智的證 明 以外の 事實 なる 事 〇 良心と 膀史 との 證明 〇 良心 

の醫癒 〇 睛 罪と 世界 勝お 

ァ 、我が 主よ 我が 神よ、 余れ 爾に 召されて より 玆に 二十 有 三年、 而も 爾を識 る こと 至て 淺く、 今玆 

に爾に 就て 余の 信仰 を I に 表. H せんとす るに 方て、 < ^は 余の 不德 不信 を感 する 切なり、 余 は 今日 迄 幾 

囘 となく 余の 心に 顯 はれ 給 ひし 爾を 世に 示さん と 欲へ り、 然れ ども 余の 不淨 なる 到底 其 器に あらざる 

を 意へ り、 想 ふ爾は 世の^ 造られ ざり し 前より 父と 榮光を 共に せし 者、 雨 は 輝く 喂の 明星な り (默； 

錄ニ 十二 章 十六 節)、 宇宙 も 爾を化 含む 能 はす、 若し 淸淨を 一一 百 はんか、 天使 も 雨の 前に 立てば 翼を以 

て 其 面を掩 はざる を 得す、 曾て 良心に 責められし 事な き爾、 世の 罪惡を 身に 負 ひ 給 ひし も 自身 曾て 罪 

て ふ ものに！^ されし ことなき 爾、 シ ヤロンの，：：： 薔薇、 シロ アムの 泉水と 其 淸淨を 競 ひ 給 ひし 雨、 若し 

爾の眼 を 以て 八 水の 心 を 觀じ給 はん 乎、 余 は 余の 汚濁に 堪え 得すして 雨の 前より 逋れ 去らん のみ、 故に 

主よ、 余 は爾と 同等の 者と して 爾の 前に 来らざる なり、 余が 爾を 識れ りと 云 ふ は 余が < ^の 朋輩 を 知る 

我 主 耶蘇 督  I 


我 主 耶蘇 基お  一一 

と 云 ふと 異る、 余 は 余の 救 主として 爾を識 るの み、" 神と して 繭を崇 るの み、 罪人の 救 はれん こと を嘉 

みし 給 ふ 主よ、 余 をして 雨の 衣の 裾に だに 捫 はる こと を 得さし めよ。 

余 は， iz 狀す、 主よ、 余 は 未だ 全く 爾の 3： 者た る を 知らす、 余 は 使徒 約 翰の 一一 一一 口に 從ひ、 面 は肉體 とな 

りて 臨り 給へ る こと を認む (約 翰 第一 書 四 章 二 節)、 爾は 幻に あら ざり しなり、 爾は爾 の崇拜 家の 心 

に 浮ぶ 想像 的 人物に あらざる なり、 睛は眼 を 以て 見る を 得べき、 手 を 以て 捫 はるを 得べき 歷 史的 人物 

たりし なり、 爾に奇 綾 ありし が爲 めに、 雨に 一 つの 汚點の 指摘すべき なかり しが 爲 めに 爾を 以て 單に 

理想な りと 做す 者 は 未だ 爾を 識ら ざる 者な り、 爾は现 想な り- 然れ ども 事實 となりて 世に 顯 はれし 者 

なり、 爾が 天の 寶座を 去て 事實 となりて 此哥レ に 現 はれ 給 ひしが 故に 世に 救 濟の道 は 開かれ、 理想 は 吾 

等 罪に 沈める 人類の 追求 到達し 得る ものと はなり しなり、 故に 余が 爾に 就て 語る は 余の 空想に 就て 語 

るに あらざる なり、 余 は 曾て 詩人 ゲ ー テが 嘲け りて 言 へ りしが 如くに 總 ての 禽鳥の 善き 羽 \ ^を 取て 余 

の 意中の人 を 飾らん と はせ ざるな り、 爾は雨 自身の 性格 を 具へ 給へ り、 爾は 完全なる 人と して 吾等の 

中に 住み 給へ り、 雨の 敵 人 も 雨に 就て は 一 つの 罪 惡をも 指摘す る 能 は ざり し、 如何なる 詩人 も 小說家 

も 福 昔 書が 雨に 就て 語る が 如き 神ら しき 品性 を 想像し、 抽象し 能 はざる なり、 然り爾 は 詩人の 理想な 

り、 雨 在て より 詩人 は 彼の 理想 を 得たり、 余 は 再び 詩人 ゲ ー テに 傚て 云 ふ 

！ jet  msltill  cultlu-e  gc  cn  adviulcing.,  let  science  g.o  cm  g.aljung  in  (leptll  and  bl-eacuh, 

and  the  hu ョ an  intellect  ©xlund  as  it  may,  it  will  never  g.o  beyond  tlie  elevation  an(l 

moral  cultm-e  of  Christianity  as  it  slrhies  forth  in  tlie  Gospels. (英 譯、 

余 は 余の 神に 感謝す、 余の 信ぜし 宗敎の 巧なる 奇談に あるざる 事 を (彼 得 後書 一章 十六 節)、 余の 


救 主の 事業 を證 明す るた めに 明瞭に して 欺くべからざる 世界 歷史 あり、 余 は 彼の 時代 を 究め 得るな り、 

余 は 彼の 生地 を踐み 得るな り、 彼 は 彼の 父母と して 呼び 給へ る 人 を 有て り、 彼 は 亦肉體 の：： 儿弟を 有て 

り * 彼 は 泣けり、 喜べり、 饑 たり、 充 たされたり、 彼 は實に 人なる キリス トイ H ス なりし (提摩 太 前 

書 二 章 五節)、 故に 彼 は 余の 如き 者 を も 兄弟と 呼び 友と 稱 へて 恥ぢ給 はざる なり (約 翰 傳ト五 章 十五 

節)、 彼 は 凡の 事に 余の 如く 誘 はれたり、 彼 はたに 余の 如く 誘 はれて 罪 を 犯さ r りしの み、 若し 彼に 

して 肉 體 を 有て る 人なら ざり しならん 乎、 彼 は 余の 荏 を 體恤る こと 能 は ざり しならん (ベ 布 伯來書 g; 

章 十五 節)、 キリスト は肉體 〔を 有て る 人〕 なりして ふ 事 は 彼は祌 なりして ふ 信仰 を轉 覆せん ための 

事に あらす して、 彼が 人たり し 事 を 担む 人に 偉大の 慰藉 を與 へんた めの 天よりの 一 il-Fin; なる 事 を 吾等 は 

忘るべからざる なり。 

余の 救主ィ ヱ ス キリ スト は 肉體を 着けた る 人たり しなり、 然れ ども 余 は 彼 は 余が 人た るの 意味に 於 

て 人たり しと は 信ぜざる なり、 勿論 余に 於ても 神聖なる 所 あり、 余 は 眞理を 愛し、 正義 を 追求す、 余 

は 宇宙 を觀 察し 之を现 解し 得る の 智能 を 有す、 余 は 肉體を 有て る 人 なれば とて 單に F 等 動物の 進化せ 

る 者に あらす、 余 は 余の 靈 能に 於 て 動物 以 上 の 者た る を自覺 す、 余は自 から 人な りと 稱し て 余に 遠大 

の 希望と 責任との 供せられ し を 知る。 

然れ ども 余の 救主ィ H ス キリスト は單に 神聖なる に 止まらざる なり、 彼 は祌聖 なりし のみなら す、 

亦 神性 を 具へ 給へ り、 彼 は卽ち 神の 有ち 給 ふ 權威を 有ち、 祌の 如くに 行 ひ 給へ り、 彼 は卽ち 吾等が 感 

する が 如き 罪に 源 因す る 荏 弱 を 感じ 給 は ざり し、 彼 は マリヤの 子に しあり しも： 大然は 彼の 命に 從へ り、 

彼のみ は 人間の 中に 在て 天然 を 支配して 天然に 支配 せらる . ^^に は あら ざり し、 彼 は 特別なる 意味に 
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於て 神 を 父と 呼べり、 彼 は アブラハムの 在ら ざり し 前に 在れり と自 から 言へ り、 彼 は 亦 人の 罪 を赦す 

の權を 有せり、 彼 は 父の 眞像 なりと て 彼 自身 を f に 紹介し、 彼 を 見し 者 は 神 を 見し なりと て その 弟子 

達 を敎へ 給へ り、 若し 彼に して 人な らん 乎、 彼 は 如 河に 傲慢に して 如何に 偕 越の 人な りしよ。 

人 或は 言 はん、 余 〔汝」 の此 信仰た る、 素是れ 聖書の 一一 一一 n 其條を 信じて より 起り し 者な り、 然るに 今 

や 批評 學の 進歩と 共に 聖書の 記事に して 信憑すべき 者の 日々 に滅 少しつ & あるに あらす や、 現に 博士 

シ ュ ミットの 說に 依れば 幅 昔 書中 眞正 にィ H スの 言と して 認 むべき 者 は 只 僅に 五六に 止て、 「 一 人の 

外に 善 者 はなし 卽ち 神な り」 (馬 可 傳十車 十八 節〕 の 如き は 其 一 なりと 雷 ふに あらす や、 若し 聖書の 首 

にして 信す ベ からざる に 至らば 汝は何 を 以て ィ H ス は 神な りて ふ汝の 信仰 を 維持 せんとす る 乎と。 

然り 批評 學 とよ、 余 は 其 刃の 銳 きを 知る、 然れ ども 余 は 亦 批評 學 者なる 者の 無 謬 無缺の 人に あら ざ 

る を 知る、 批評 學は 多くの 雲霧 を排 せり、 余 は その 爲 めに 神に 感謝す、 余 は 固陋の 保守 家に 傲 ふて 批 

； 學を 斥けて 之に 手 を觸れ ざるが 如き 事 を爲さ べし、 余の 信仰 は 元是れ 事實に 由て 素 まりし 者な 

り、 批評 學を 以て 消散す るが 如き 者 は 事實の 上に 立つ 信仰と 稱 すべから す、 來れ 批評 學、 來て 吾等の 

il;;- 仰 を 試め せよ、 其 土 臺を發 掘せ よ、 其 金なる 乎 銅なる 乎 を 試せよ、 かの 感情の 發 動に 依て 起り しリ 

バイ バル 的 信仰、 かの 破 壞を懼 る&宜 敎師的 基督 敎、 かの ー學 者の 新 著述に 依て 希望 を 奪 ひ 去らる \ 

が 如き 薄；^ なる 信仰、 鳴 呼、 余 は 余の 信仰の 舟に 余の 生命 を 托して 此世を 去らん と 欲する 者、 若し 此 

舟に して 水 を 漏さん 乎、 余の 危險 之に 勝るな し、 余 は 批評 學者 を歡迎 する 者な り、 余 は 彼が 彼の 鐵^ 

を 以て 余の 信仰 を 叩き 見ん こと を 欲す、 ナザレの イエス は 余の 罪 を牘ふ 主に あらざる 乎、 彼 は 余の 救 

主に あらざる 乎、 彼 は 余の 祈 禱を聽 く 者に あらざる 乎、 彼の 弟子 トマス は 彼 を 呼んで 「我が 主、 我が 


神な り」 と 一 W へり (約 翰傳 二十- Ijsf  二十 八 節)、 而 して 彼 は トマ スの此 言 を 咎め 給 は ざり し、 彼 は. K に 

亦 余の 主、 余の 祌 にあらざる 乎。 

試みに 獨 逸批： t 學 家の 言 をして 眞 ならしめ よ、 若し 幅 昔 書の 多分 は 記者の 想像に 成りし 者に して、 

其歷 史的 根據は 甚だ 薄" なる 者たら しめよ、 若し 然 らんに は是れ 世界の 大事な り、. 罪 を 贖 はる、 の 希 

望 は 人類の 腦裡 より 撒 去され ざる 可ら す、 世の 俗人 は 知ら ざらん、 然れ ども 過去 二 千年間の 人類の 進 

歩なる 者 は 精神的 自由の 進步 なりし なり、 而 して 自. S とは脫 罪の 意な り、 罪の 覊 粋より 脫 する こと、 

是 をば 稱 して 自由と は 云 ふなり、 而 して 今 キリストの 聰罪を 離れて 自由 を考へ 見よ、 何物が ダンテに 

天 國の歡 喜 を 歌 はしめ しぞ、 何物が ミルトンの 眼 を 聞きて 彼に 大 上の 榮光を 示せし ぞ、 ：e 物が ダンバ 

,1 の 凱歌 を 奏せし めし ぞ * ル ー テル 何處 にある、 コ ロム ゥ H ル何處 にある、 ィ H スを 人な りと 信じて 

和 蘭の 自由 は 起ら ざり しなり、 ィ H スを祌 なり と^じて 新 自由 國は 大西洋の 西岸に 起れ り、 批評 學は 

批評學者頭腦中の出來^^-なり、 歷史は 全世界 全人 類の 出来事な り、 イエスの 神性 は 全世界の 證明を 待 

て 然る 後に 確定すべき 者な り、 吾等 をして 批評 學 者に 彼れ 適當の 位地 を與 へしめ よ、 然れ ども 彼の 學 

說を以 て 世界 歷史と 混同す ベ からざる なり、 若し 批評 學 者の 說 にして 眞 なら ば. …： 然り 若し！ 若し 

眞 ならば 如何、 若し 中 江 兆民 氏の 說 にして 眞 ならば 神 もな けん、 靈魂 もな けん、 然 りと て祌 あり- 複魂 

ありと 信ぜし 人の 中には ィザャ ありたり、 ソクラテス ありたり、 プラト ー ありたり、 カント ありたり、 

へ ー、 ゲ ル ありたり、 コ ロム ゥ H ル ありたり、 ヮ シン 卜 ン ありた リ、 ピ ット ありたり、 グラ ソド ス 卜 ン 

ありたり、 輕々 しく 一  日本人の 說を 信じて 世界の 大折 2 學者、 大 詩人、 大政 治 家の 所信に 反 封す るが 如 

き 危險を 冒す 勿れ、 若し キリスト にして 神なら すば 如何、 f, 然れ ども 是れ總 ての 批評 學 者が く 
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所の 說 にあら す、 キリスト を祌 として 拜 する 人に 一一 ュ ー トン ありたり、 ハァラ 、デ ー ありたり、 グラッ 

ドスト ンも ヴィク トリ ャ女皇 も 彼に 彼等の 靈魂を 委ねて 世 を 逝れり、 之 を デリッチに 就て 學 ベよ- 之 

を 口 ー テ、 シュ ライエル マ ー へ ルに 就て 聽 けよ、 之をシ ヱ ッド、 クイべ ル に 行て 稽 へよ、 キリス トの 

祌性說 なる 者 は 世人が 推察す るが 如き 淺薄々 fl^ なる 者に あらざる なリ。 

キリストの 神た る證 明！ 是れ 神の 存在 を證 明す るが 如く 難し、 そ は 是れ證 明 以外に ある もの なれ 

ばな り、 ^明 は 智能の 行 働な り、 祌は證 明 的に (theoretically) に發 見すべき 者に あらす と は カント 

折" 學の定 一一 =1: なり、 -告人 は 神に 就て 知る を 得べ し、 祌を 知る こと 能 はす、 吾人 は キリストに 就て 知る、 

キリスト を 知らす、 キリストの 救极、 キリストの 贖罪、 キリストの 品性、 是れ 吾人の 智識 以內 にあり、 

餘は 彼に 就て 信す るの み、 彼 は 吾人の 罪を赦 すの 權能を 有す、 吾人 は 吾人の 實 験に 依て 此事を 知る、 

而 して 人 は M 人 も 罪を赦 すの 權能を 有せす、 故に キリスト は 人に あらす、 叉 天の 使に も あらす、 キリ 

スト は 吾人に 取りて は實際 的の 神な り、 吾人 は 人に 祈 禱を捧 る 能 はす、 是れ 吾人の 常識の 許さ る 所 

なり、 吾人が 祈禱を 奉る 者 は 神の み、 然るに 吾人 は 神に 祈る が 如く キリストに 祈る を 得るな り、 而し 

て キリストな るせ- -拜物 は 直に-合 人の 祈 禱に應 へて 吾人の 心に 平和 を 與へ給 ふ、 故に 吾人 は 叉 云 ふ、 キ 

リ スト は 吾人に 取りて は實際 的の 神な りと、 吾人 始めは 聖書の 一一 目に 依て キリス トは 神な りと 信ぜり、 

然れ ども 今 は 聖書に 依ての み 彼 を爾か 信す るに あらす、 吾人 は 今 は 吾人 自身の 實驗に 依て 彼 を 爾か信 

するな り。 

人 は 又 言 はん、 「汝 の此 信仰た る 全く 主觀 的な り、 汝は キリスト は 神な りと 前提して 彼に 祈る、 故 

に汝は 彼に 聽 かる X 如くに 感 するな り、 彼れ 神なる に 非す、 汝 彼を祌 となすな り」 と。 


鳴 呼、 然る 乎、 然れ ども 主觀 的なる は必 すし も 空想的な るの 意に あらす、 余 も 宇宙の 一部分な り、 

余 も 亦寳在 者の 一 なり、 故に 余 とても 宇宙に 全く 實在 せざる 者に 就て 主觀し 得べき 者に あらす、 余の 

衷に现 想の 存 する は 余の 外に 理想に 適 ふ 事實の 存在す る證據 ならす や、 主觀の 謬り 易き は 客觀の 謬り 

易き が 如し、 然れ ども 詩人の 理想が 多くの場合に 於て 科學 者の 實驗を 以て 證 明され るが 如く、 吾人の 

主観 も 亦 客観的 事實を 以て 證明 さる \ に あらす や、 殊に 余 一人の 主觀 たるに 止まらす して、 多くの 常 

識に 富める 人の 主觀 たるに 至て は 主觀は 益々 事實に 近き ものた る を證し 得べ し、 又 客 觀的賁 物な き 主 

觀 は永續 すべき 者に あらす、 吾人 は 欺かる \ 事 あり、 然れ ども 永久に 欺かる、 者に あらす、 人類が ィ 

H スを 神と 呼んで 兹に 一 干 九 百有餘 年、 而 して リビングストンの 如き 常識に 富みし 人が 彼に 神と し 事 

へながら 暗黑 大陸 開發の 偉業 を 遂げし を 見ても、 ィ H スを祌 なりと 觀 する 主観の 目的な き實 物な き 主 

觀 として 考 ふること 能 はざる を 知るべし。 

故に 主ィ H スょ、  < 水 は爾は 神な りと 信す， 而 して 余 は斯く 信す るに 方て 多くの 理由と 證 人と を 有す、 

雨の 僕たり し 伊太利の 愛國者 マッチ II が 曾て 言へ りし 如く 吾等の 語る 所に 良心と 歷史 との 證明 なかる 

ベから す、 而 して 余 は爾は 神な りと 信す るに 方て 余の 良心と 世界の 歷史 との 證明を 有するな り、 余 は 

罪の 裡 にあり たり、 余 は 良心の 詰責に 堪る能 は ざり し、 余 は 幸に して 世に 所謂 法律上の 罪惡を 犯せし 

と は 信ぜす、 然れ ども 神の 光明に 輝ら されし 時、 < ^の 心の 隈は 日光に 爆され し 如き 感 ありて 余 は余自 

身の 汚 據に耐 ゆる 能 はざる に 至れり、 余 は ョ ッブ と共に 叫べり、 

假令 われ 義 しかると も 我 口 われ を惡 しと 爲 さん、 假 われ 完全 かると も尙 われ を 罪 ありと せん… 

…… われ 雪 水 を 以て 身 を 洗 ひ、 灰汁 を 以て 手 を 潔む ると も、 汝 われ を 汚 はしき 穴の 中に 陷 いれ 給 
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はん、 而 して 我 衣 も 我 を 厭 ふに いたらん (約 百 記 第 九 章 二十、 …三十、 三十 一節)。 

此 時に 方て 余 は瞧に 行ん 乎、 世の 師 たる 者 は 余に 便宜の 方法 を 敎へ吳 る&も 余の 此苦腦 を 去る に 於 

て 何に か あらん、 英雄の 傳記 もこ k に 於て は 全く 無用の ものと 化せり、 神學も 哲學も 詩歌 も 美術 も 罪 

人の 良心 を 癒す ための 祕藥 にあら す、 此 時に 方て 嗚呼 我 主 キリス 卜よ、 爾は 余の 良心の 空 天に 現 はれ 

給へ り、 爾を 仰ぎ 瞻て 余の 良心 は 平和 を 得たり、 其 何故に 然り しか は 余の 未だ 全く 知悉す る 所に あら 

す、 然れ ども 其然 りし は事實 中の 大事 實 なり、 爾は 良心の 大醫師 なり、 雨に 由ての み 余 は心靈 的に 蘇 

生せ り、 故に 余に 良心の あらん 限り、 余 は爾の 贖罪 力 を 疑 ふ 能 はす、 余 は 雨に 由て 生涯の 危機より 免 

る \ を 得たり。 

余の 良心の 證 明す る 所斯の 如し、 而し て 歷史は 亦 其 大事 實を 以て 余の 此 良心の 證 明に 和す るな り、 

雨に 由て 此歡 喜の 聲を 投げし 者 は 余 一 人に 止まらざる なり、 余 は 幾 同と なく 雨の 誠實 なる 僕 架 ァゥガ 

ス チンの 『吿 ，：：』 を讀 めり、 余 は 彼の 實驗に 於て < 自身の 實驗を 認めたり、 彼 は 第五せ 紀の 中頃 亜 

弗 利 加の 一一 ュ ミディ ャに 生れし 人な り、 然れ ども 十九 f 紀の 中頃 亞細 の 日本に 生れし 余 は 彼と 同一 

の實 験を經 過せ り、 余 は 亦 英國バ ン ヤンの 『恩惠 記』 を讀 めり、 而 して 彼の 實驗 亦ァゥ ガス チンと 余 

との ものと S ハ ならす、 獨のル ー テル、 米の エリオット、 其 他 良心の 活歷史 を 有する 世界 文明 國の 多く 

の 聖者 仁人 も 亦 余と 經驗を 共に せり、 余 はこ &に 於て か 知れり、 世に 社/皆 を 其 根底より 潔む る 者に し 

てィ H ス の救濟 力の 如き はなしと、 故に 爾が此 世に 現 はれ 給 ひて より 人類の 革新 史に爾 の 名の 伴 は ざ 

る はなし、 雨が 伊國フ 口 ー レン スの 市に ジ 口 ラモサ ボナ 口 ー ラ なる 者の 心に 現 はれ 給 ひしに 依て 彼國 

中世の 大 改革 は 起れ り、 獨逸ッ ー リン ギヤの 森の 中に マルチン ル ー テルの 心に 現 はれ 給 ひて 文明 世界 


は 終に 震動す るに 至れり、 セン 卜 アイ ブス 河の 逢に 爾の靈 に 接して コ ロム ゥ H ルは英 ：^^ 族 を 改造す る 

に 至れり、 偉大なる かな 爾の 行動、 雨に 見えて 人 は 其 良心の 根底より 改造され、 社會爲 めに 動き、 阈 

家爲 めに 振 ふ、 僻陬の 地 ユダヤに 生れ 給 ひし 大工の 子な りし 爾の 勢力に のみ 人類 救^の 能力 は^する 

なり。 

故に 爾を 知て 余 は 始めて 世界人と なる を 得たり、 グラッドストン は 余の 兄弟と なれり、 余 は ミルト 

ンの眞 意 を 解し 得る に 至れり、 美術 思想に 缺 乏した る 余 は爾を 知て ラ ハァ H ル、 アン ゼ 0 の 作 を 稍 や 

味 ひ 得る に 至れり、 和 蘭の 福 昔 的 畫.； M レ ム プラン 卜の 作 は 幾度 か 余 の^より 同 IE の淚を 引けり、 义余 

が 和 蘭復與 史を讀 み、 英國 革命 史を 維き、 近く は 南阿の 獨立戰 (サ史 を 聞いて 余 自身の 戰闘を 聞く が 如 

くに 感す るに りし は是れ ijQ な 余が 雨に 於て 得し 自由 脫 罪の 贲 に 因ら すん ば あらす、 雨 を讚赏 する 

の聲は 今や 世界 傥 兆の 口より 揚る なり、 雨 は 心靈の 放免 者な り、 爾は 神の 子 イエスキリスト なり、 雨 

は 人類の 王に して 彼等の 崇 拜を受 くべき 者な り、 余 は爾を 信す る を 得たり、 嗚呼 如何なる 幸福 ぞ. 余 

の國人 未だ 多く 睛を 知らす、 故に 彼等 は爾を 目す るに 單に 「宗 33.;}, 表」 の 一人 を 以てす、 彼等 は 爾を信 

する より 来る # の 迫害 を 以て 苦痛の 如くに 見做す、 然れ ども 彼等 は 未だ 雨の 何たる を 知らす、 一度び 

雨 を 知て M 人 か爾を 去り 得ん 乎、 ァ、 我主ィ H スキ リストよ、 余の 生涯の 終りまで 爾の愛 を 以て 余 を 

爾 に繁げ よ、 爾余より 何物 を 取 去り 給 ふと も 余の 爾に 於け る 信仰 を 取り去り 給 ふ 勿れ、 余 をして 雨 を 

以て 余の 榮 光の 極と なさし めよ、 余の 終生の 事業 をして 爾の 偉業 を 余の 愛する 國 人に 紹介す る ことた 

らしめ よ、  < 水の 筆 は 拙し、 余の 舌 は 鈍し、 然れ ども 雨の 愛 心に 勵 まされて 余 をして 玆に爾 の 淸き生 

を 余の！； 人に 傳へ しめよ、 余の 心の 眼 を 開いて 雨の 心の奥底 を 探らし めよ、 罪深き が 故に 余 を 捨てる 
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ことなく、 余の 身に ある 總の 力量 を 喚起して、 余 をして 玆に 余の 心に 現 はれ 給 ひし 爾の眞 像 を 誤りな 

く畫 かしめ よ。 

其 二 ィヱス の 誕生 

世に 祌の 降臨の 事 實を疑 ふ 者 は あらむ、 然れ ども 神の 降臨 をび 1^1 まざる 者と て は あら じ、 そ は 人類 は 

其 無言の 間に 神の 降臨 を 俟っ者 なれば なり。 

「ユダヤ人の 王と て 生れ 給へ る 者 は M 虚に 在す や」 と、 是れ 東方の 博士が ィ H スを 尋ねん とて 來り 

し 時の I 緊 なりし、 「人類の 救 主として 生れ 給へ る祌は 何處に 在る 乎」、 是れ 何人も 其 心の奥底に 於て 

獨り發 する 聲 ならざる ベ からす、 吾人 何人も 厳父と 慈母と を 要する が 如く 亦靈 魂の 救 主 を 要す、 神の 

降臨 は 人類の 最大 X 布 §1- なり、 若し 此事 なしと すれば 人生 は 失望の 極な り。 

余 は 信す、 祌は千 九 百年の 昔し、 ユダヤの 山地なる べッレ ヘムの 僻村に 降り 給へ りと、 然れ ども 世 

人 多く は 此事を 信ぜす、 曰ふ祌 如何 かで 人類の 中に 降り 得ん やと。 

然れ ども 爾か云 ふ 世人 は 神の 降臨 を唱 へて 止ます、 或は 人に 天子の 尊號を 奉り、 祌 として 之に 事へ、 

或は |5 侶 を 仰い で 之に 神に 呈 する の 敬 崇を呈 す、 祌 の 降臨 を 信す るに 於て は 吾人 彼等と 異ら す、 唯 吾 

人の 神の 彼等の それと その 性質 を 全く 異にする のみ。 

神 若し 此 世に 降り 給 は 彼 は 如 3： なる 狀 にて 降り 給 ふべき 者ぞ、 或 者 は 思へ り、 神 は 宇宙の 主宰な 

れば 彼が 此 世に 降り 給 ふや 必す 皇帝の 像 を 以てせざる ベから すと、 羅馬人 は斯く 思へ り、 支那 人 も 朝 


鮮人 も斯く 思へ り、 故に 彼等 は 彼等の 皇帝 を 神に 崇めたり、 而 うして 13- よ、 彼等の 中に 一一 1C の 如き 

夏桀の 如き 者 出で k 彼等 を 失^せし めたり、 或 者 は 亦 忍へ り、 祌は 神聖なる 者 なれば 彼が 此 世に 顯は 

る」 ゃ必す 祭司 又は 倂 侶の 像 を 以てせざる ベから すと、 西藏人 は斯く 思へ り、 日本人の 或 者 も 斯く思 

へり、 故に 彼等 は愁 情の 人 を 捉へ來 りて-刺 麻と して 之 を 祭り、 法王と して 之 を 崇めたり、 而 うして 見 

よ、 彼等の 屮に 多くの 破 誡份顯 はれて、 彼等の 此 思想 を 毀ちたり、 彼等 は 皆な 人と して 顯 はれた る祌 

を 求む る 者 なれ ども、 彼等 は 之 を W 王の 中に 又 は 祭司 神主 愤侶 の 中に 發 見す る こと 能 は ざり し。 

彼等の 此 謬見た る 彼等の 祌に關 する 誤 想に 基かざる ベから す、 惡 魔の 欺く 所と なりし 彼等 は 神なら 

ざる 者の 中に 祌を 索め たり。 

祌は 如何なる 者ぞ、 彼 は {丈巾 萬 物 を 造りた る 者た るに 相違な し、 彼 は 神聖なる 者た るに 相違な し、 

然れ ども 彼 は 世の 所謂 有力者に あらざる なり、 帝たり、 王たり、 愤 侶たり、 學 者たり、 是れ此 に 於 

て 神 を 代表す る 者に あらざる なり。 

祌は 如何なる 者なる ぞ、 祌 は謙遞 なる 者な り、 彼 は壯置 威風 を 忌む 者な り、 彼 は 柔和なる 者な り、 

彼 は隱れ たるに 在て 善を爲 さんと 欲する 者な り、 彼は勞 倒 を 愛する 者な り、 彼 は 貧民の 友な り、 世に 

彼 を 代表す る 者 は 王侯貴族に あらす して 平民な り * 彼れ 若しせ に 降る こと あれば 彼 は 平民と して 生る 

べき 者な り。 

未だ 神 を 見し 人 あらす、. 惟神の 生み 給へ る獨 子、 卽ち 父の 懷に 在る 者の み 之を彰 はせ り (約 翰傳ー 

章 十八 節)、 人 は 呰な祌 を 帝王に 擬 せり、 然るに ィ H スの みは 之 を 平民と して 彰は せり、 ィ H スに由 

て 人類の 祌に關 する 思想 は 一 變 せり、 平民主義なる もの はィ H ス と共に 世に^し ものな り。 
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喜べよ、 平 K、 我等の 救 主 は 降り 給へ り、 我等の 辯 護 者、 我等の代^！^人は神が人と成りて世に顯は 

れし 者な り- 彼 天 上に 在て は 父と 榮光を 共に せし もの、 世 は 彼に 造られ、 彼 は 天のう ち 地の 上の 

凡ての 權を 握る 者な り、 彼 は 萬 民の 救 主なる も 特^に 我等の 救 主な り、 彼に 依て 救 はれん と 欲する 者 

は先づ 平民 を 救 はざる ベから す、 彼 は 曰へ り r 是等 小さき 者 (我等 を 指して 云へ り) の 一人に 冷水 一 

杯 にても 飮 する 者 は 其 報 賞 を 失 はじ」 と、 我等の 特權 も亦大 ならす や。 

人類の 歷史に 於て 幸福なる 日の 一 は 九月 卄ー 日な り、 そ は 紀元の 一 干 ra-rc 五十二 年の 此 日に 於て サ 

ボナ 口 ー ラはボ ー 河邊の フ H レ ラの巿 に 生れて 伊太利の 自由と 獨 立と は玆に 始まり たれば なり、 义十 

一 月 十日な り、 そ は 千 四百 八十 三年の 此 日に ル， "テル は アイス レ ー ベンの 村に 生れて、 新宗敎 は此日 

を 以て 歐洲の 天地に 臨み たれば なり、 叉 四月の 五日な り、 そ は 干 五 百 九十 九 年の 此日を 以て コ ロム 

ゥ ェ ルは 英國ハ ン チン グ トンに 生れて、 英 民族の 自由 は 彼と 共に 世に出 たれば なり、 又 一 一月の 什 日な 

り、 そ は 干 七-も 三十 二 年の 此日を 以て 世界の 最大 共和 國は ジョ ー ジ、 ワシントン と共に 呱々 の I 赏を撝 

げたれば なり、 是等は 皆な 特別に 神に 惠 まれし 日な り、 ；大の 祝福 永く それ 等の 日の 上に あれ かし。 

然れ ども 此 地球 ありて より 其 終結に 至る まで、 最も 幸福な りし 日 は 神の 獨子 にして 人類の 王なる ナ 

ザ レのィ H ス が此 世に 生れ 來 りし 日な り、 是れ 世界の 自由の 生れし 日な り、 此 口に 新生 命 は 世に 臨め 

り、 人類の 救 濟は此 日 を 用て 昉 まれり、 此日 罪に 惱 まされし 人と 天然と は 始めて 其 放免の 聲を 聞け り- 

是れ歷 史の新 期限な り、 太古 は 此日を 以て 終り、 近代 は此 n を 以て 始まれり、 萬國 尺の 均しく 記惊す 

べき 日 は 實に此 日な り。 

此日は 何月 何日な りし か、 吾等 は 確かに 之 を 知らす、 或 者 は 五月の 二十日な りしと 云 ひ、 或 人 は 十 


二月の ：b 五日な りしと 云 ふ、 然れ ども 四 世紀 以来の 輿論 は 後者 を 以て 人類の 此大 祝日と 定めたり、 吾 

人假 りに 此日を 以て 新紀元の 第一 口と 定めん、 大 光明の 暗夜に 顯 はれし は事實 なり、 吾人 は 只 其 日 共 

時 を 詳細に 知らざる のみ。 

吾人 亦 細密に 其 現出の 歳 を 知らす、 之 を 今より 千 九- rE 一  年 前と なす は 僧 ディ ォ 一一 シァス の 違算に 化 

りし 事 は 今や 歷 史家の 證明 する 所と なれり、 吾人 はへ ti デ王 死去の 歳 を 知る、 是れ羅 馬の 建國 七- rc 五 

十 年に して 今日 吾人の 稱 する 紀元の 前 g! 年に 當る、 吾人 は 亦 知る 彼れ へ B デはィ H スの 降誕 後久し か 

ら すして 失せし 事 を、 故に 降誕 若し 死亡と 同年に 起り しと すれば へ 口 デを薛 りし 歳はィ H スを迎 へし 

歲 なり、 若し 其 間に 一年の ありと すれば イエス はへ n デの 死に 先す る 一年に 生れ 給 ひしな り、 是れ 

羅 馬の 建 國七百 四十 九 年に して、 今 を 去る 干 九 百 六 年の 昔な り。 

而 うして 人類の 王た るィ H ス は 誰の 子と して 生れし ぞ、 彼 は 時の 文明 世界 を統 一 せし 皇帝 ァゥガ ス 

タスの 子と して 生れ 給 ひし か、 否な、 否な、 然ら ざるな り、 ァゥ ガス タスに 一女 ありたり、 彼女 を稱 

して ジュリア スと 云へ り、 彼女 は 著明なる 娃婦 なりし、 彼に 一人の 養子 ありたり、 彼をチ ベリオと 稱 

せり、 彼 は 暴虐の 君な りし、 帝王の 宮殿に 生る \ 者 は 概ね 皆な 此の 如し、 我主ィ H ス キリスト は 人類 

の 救 主 なれば 彼 は 王子と して は 生れ 給 は ざり し。 

彼 は ユダヤの 王と て 生れ 給 ひし 者 なれば 時の ュダ 王へ 口， テの 子と して 生れ 給 ひし か、 否な、 否な、 

然ら ざるな り、 へ n ヂ. は 掠奪 者な り、 彼 は ュダ國 正統の 王に あらす、 彼は詭 はりて ュダの 王位 を 奪 ひ 

し 者な り、 彼に 十 人の 妻 ありたり、 彼 は 其 一人に して 淑德を 以て 名高 かりし マリヤ ムを 殺せり、 彼に 

十二 人の子 ありたり、 其 一二 人 は 父に 叛 いて 殺されたり、 へ bMn 王の 家庭 は 修羅の 街に 能く 類せ り、 王 

我 主耶ー 躲某督  一 三 


我 主^ 蘇 基 g  151 

者の 家庭 概ね な 此の 如し、 我主ィ H ス キリス トは 王者の 家庭に 成育ち 給 は ざり し。 

然 らば 彼 は 誰の 家に 生れし や。 

ナザレの ー小ェ ヨセフの 家に 生れたり、 彼の 母 を マリヤと 云へ り、 淸淨無 坂の 處女、 聖靈に 感じて 

彼を姙 めり と， 記さる、 世の 據れ たる 人 は 此事を 聞いて、 據れ たる 念 を 懐く、 然れ ども 余輩 聖靈の 恩 化 

を 受けし 者 は此事 ありし を 聞いて 疑 はす、 聖 なる 哉、 聖 なる 此 奥義、 吾人 をして 之を聖 き記錄 に讀ん 

で 獨り深 かく 吾人の 心に 念 はしめ よ。 

此 人亦羅 馬に 生れす、 M ルサ レムに 生れす、 彼 は ユダヤの 郡 中に て 至 小き べッレ ヘムの 村に 生れ 給 

へり、 言 あり 曰く、 人 は 都會を 作り、 祌は村 を 造れり と、 神 は 其 子 を 村に 降して 其 純樸を 祝し 給へ り。 

而 うして 誰か 此 人類の 王を迎 へし ぞ、 へ ti デは 彼の 屮 I 生 を 聞いて 直に 彼 を 殺さん とせり、 彼れ 生れ 

て 國民歡 呼して 彼を迎 へす、 時の 歷史家 も 亦此歷 史的 大事 實を其 記錄に 留めす、 王侯の 來て 彼に 玉帛 

を獻 するな し、 學 者の 来て 彼に 賀狀を 奉るな し、 彼 は 貧家の 兒 として 生れ 給へ り、 世 は 彼の 榮光 を認 

めざり し。 

然れ ども 彼 を 知る 者 は 知れり、 正直 素朴なる 牧羊者 は 急ぎ 来て 嬰兒に if 遇へ り、 曰 ふ 天使 來て 野に 

て 此事を 彼等に 告げたり と、 祭司と 學 者と 長老と は 彼 を 認め ざり しに 異邦の 博士 は 星に 導かれて 来て 

彼を拜 せり、 智者 反て 己の 智慧 を恃 みて 神 を 知らす、 祌は 反て 其 奥義 を 世の 愚かなる 者に 示し 給 ふ、 

誠實 なる 迷信 は 高慢なる 學 問に 優る、 東方の 博士と は彼斯 の 徒な り、 素 ァゼル ビジ ヤンの 山 

中に 起り し 者 (『與 國 史談』— 第一 卷 『初期の 著作 上』 に收 む— 參考 )、 後 移て =1 勒 底の 巴 比倫に あり、 星 

を 見て 吉凶 を 卜す、 古代の 所謂 占星學 者な り、 彼等 天を舰 ひて 救世主の 降誕 を覺 りしと 云 ふ、 彼等 何 


を 見て 之 を 知りし や、 或は 是れ 木星 土星の 會 合して 燦爛たる 光輝 を 放ちし 者な りと 云 ひ、 或は 此時大 

狼 星が 太陽に 接近して 大に 天文 學 者の 注意 を惹 けりと 云 ふ、 べッレ ヘム の 星なる もの は. 大然的 現象な 

りし か、 將 たまた 奇壞的 異象な りし か、 吾人 玆に之 を斷定 する 能 はす、 只 知る 東方の 學者中 誠意 祌の 

降臨を5"^!む者ぁりし事を、 熱誠 は 知識の 本源な り、 熱誠 を 以て 萬 象 を 見る、 當ら すと 雖も 遠から ざる 

事 多し、 衷に祌 を 索む るの 心 有て、 宇宙 萬 象 は 皆な 吾人 を 導いて 彼に 至らし む. パリ サイ 人の 祌學を 

以てする も 看 出し 能 は ざり し 者 を マ ガイの 徒 は 其 卜：： 術に 均しき 星學に 依て 發見 する を 得たり、 熟 誠の 

力 も 亦 偉大なら す や。 

老 ひたる シメ オン も亦ィ H スを 認めし 者の 一 人な りき、 

借 M ルサ レムに シメォ ンと云 へ る 人 あり、 此の 人 は義く 且つ 敬 ありて イス ラ H ル の 民の 慰められ 

ん 事を俟 てる 者な り、 靈 その上に 臨り、 また 主の キリス トを 見ざる 問 は 死な じと 聖靈 にて 示さ 

る、 かれ 聖靈に 感じて 神殿に 入れり、 兩親 その子 イエス を 携へ來 りしに シメ オン 嬰兒を 抱き 神 を 

讚美て いひけ る は 

. 主よ 今爾の 言に 從 ひて 

しも.. へ 

雨の 僕 を 安然に 世 を 逝ら せ 給へ 

我 目す でに 爾の救 を 見たり、 

是れ爾 が 萬 民の 前に 設け 給 ひし もの 

異邦人 を 照さん ための 光 

また 爾の 民ィ スラ H ル の榮 なり (路加 傳ー S 
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神 を 敬 ひて 壽 域に 就く 者 は 幸福なる かな， 其 K める 目に は 天の 榮光現 はれ、 其 鈍れる 耳に は 地の 勝利 

響く、 老鶴 ー聲を 放て 高く 天に 飛び去る、 吾人 後進、 敬んで 彼の 聲に聽 かざらん や。 

老 ひたる ァ ン ナ亦彼 を 認めたり 

やもめ  みや 

パヌ H ル の 女に アンナと 云へ る 預言者 あり、 彼女 は 齢 凡そ 八十 四 歳の 鼓な りしが 神殿 を 離れす、 

夜 も 晝も斷 食と 祈 禱を爲 して 神に 事 ふ、 此時 この 老女 も 側に 立て 主 を 讚美し、 亦 H ルサ レムに て 

罪の 噴 を， ばず： める 凡ての 人に 此 子の 事 を 語れり。 

翁と 媼、 情念 旣に絕 え \ 頂に 千秋の 雪を堪 へて 心に 萬 古の 神 を 映す、 彼等 は眞 個の 詩人な り、 學 者の 

推理し 能 はざる 事 を 彼等 は直覺 す、 智者 安くに ある. 學者 安くに ある、 このせ の 論者 安くに ある、 神 

は此 世の 智慧 をして 愚かなら しむる に 非す や (哥林 多 前書 一 章 一 一十 節 )o 

ケ しこ，？ もの .？ ときら 1 でさな _.- 一 

ァ、 天地の 主なる 父よ、 此事を 智者、 達者に 隱 して 赤子に 顯 はし 給 ふ を 謝す、 父よ 然り、 それ 此の 

如き は聖 3は に 適へ るな り (馬 太傳十 一 章 一 一 五- 一 一六 節)、 H ルサ レムに ヒレル、 ガ マリ H ルの徒 あり 

て 深き 神學を 講ぜし にあら す や、 羅 馬に ヴハ ー ジル、 ホレス、 オビ ッド、 リビ ー の 文 星顯れ て、 金 章 

玉 句 は 彼等に 由て 綴られし にあら す や、 然れ ども 神學者 は爾を 認めす、 文學 者は爾 を識ら ざり き、 爾 

を 索め.' 來て 雨を拜 せし 者 は 野に 居れる 牧羊者な りき、 異邦の 儒者な りき、 シメ オンな りき、 アンナ 

なりき、 世が 以て 無智 迷信の 徒と して 嘲け る 者な りき- 然り祌 よ、 それ 此の ごとき は 雨の 聖旨に 適へ 

るな り、 往昔に 於て 然り、 今日に 於て 亦然 り、 智者 は 雨 を 識る能 はす、 彼等の 智慧 は 彼等 を 欺く、 爾 

は 野に へ く 雛菊の 如き 者、 吾等の 心の 淸き 時の み， 其 秀美を 探り 得るな り、 雨謙涯 なる 者よ、 余れに 

ねの っゝ  う i ぶね 

も 雛菊の 心を與 へて 布に 裹 まれて 梢に 臥し 給 ひし 爾に 於て 人類の 王 を 認めし めよ。 


神 は 此の世に 降り 給へ り、 嗚呼 余れ も 行て 彼に 事 へん、 彼 は 王宮に 於て 在らす、 彼 は 亦 金冠 を 戴か 

十、 彼 は 今尙ほ S 樓に褒 まれて あり、 億 萬の 貧 兒は错 な 彼な り、 余 は 余の 黄金 乳香 沒藥を 彼等に 捧げ 

ん， 痛き 棘の 晃を 冠り、 貴族の 强壓に 泣く 無辜 數干 萬の 民 は 都て 彼な り、 余 は 余の 救 主に 傚 ふて 余の 

生命 を 彼等の ために 捨てん、 我主ィ H スは大 の 寶座を 去て 我等の 間に 降り 給へ り、 彼の 價値 なき 僕の 

一 人なる 余 も 余の 幸福なる ホ ー ムを 去ても 世の 憐れなる 者 を 救 はん、 鳴 呼 余 は 何 を 以て 祌子 降誕の 佳 

. 節 を 祝 せん 乎、 歌 を 以て か寶を 以て か、 否な、 否な、 新ら しき 決心 を 以てな り、 彼の 心 を 以て 世の 難 

事に 臨む の 決心 を 以てな り、 彼に 代て 此國 民と 鬪 ふの 決心 を 以てな り、 ナザレの ィ H スょ、 今年ん：' 口 

再び 余の 心に 降りて 余の 此 決心 を 堅く せよ。 

其 三 ィュ スの敎 育 

天然 的な リ 〇 其笫 一 は 聖書 〇 第二 は 天然〇 第三 は家廏 0 此 三者 ありて 完全なる 敎育 あり 

我主ィ H ス キリスト は 如何にして 成長し 給 ひし か、 彼 は 如何にして 彼の 自 « に 達し 給 ひし 乎、 余 は 

人 r 玆に此 事に 就て 考 へんと 欲す。 

ィ H スの 成長 は 天然 的な りし、 彼は學 校的敎 育に 負 ふ 所な かりし、 彼 は 彼の 弟子 保羅の 如くに 聖都 

H ルサ レムに 上り ヒレル、 ガ マリ H ル si^ の 足下に 座して 時の 神學を 攻究し 給 は ざり し、 彼 は 亦 海 を 渡 

り、 雅典 城外 橄^ 林 中 ァカデ ミヤに ピサ ゴ ラス、 プラト ー 等の 哲學を 探り 給 は ざり し、 彼 亦 埃 及に 下 
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り、 メム フィス、 タべ スに ナイル 河 邊の古 IB を 索め 給 は ざり し、 彼 は 巴 比倫の ベ 口，' サス に 負 ふ 所な 

かりし、 彼 は フィー i シャの サン コ-ー ヤトンの 跡 を 尋ね 給 は ざり し、 彼の 時代 は 文 蓮 隆盛の 時代な りし. 

ピサ ゴラ ス 死して 後 五 百年、 政事 家べ ルクリ ー スを敎 へし アナ クサ ゴラ スが ラム プサ カスの 地に 眠て 

より 四百 二十 年、 ソ クラ トス 出で、 プラト ー 生れ、 ァ リスト ー トル、 近世 科學の 基礎 を据 ゑて より 三 

百年 後の 時代に 生れ 給 ひて、 キリスト は 若し 學 ばんと 欲すれば 學 ぶべき の 多くの 折：： 學を 有ち 給 ひしな 

り、 殊に ァゥ ガス タス 帝の 治世に 生れ 給 ひて 同時代の 文 星 グハ ー ジル、 ホレス、 オビ ッド、 リヴィ ー 

等の 作に 眼 を 曙ら さ るが 如き は 識者の 蔑視す る 所たり しならん、 而 かも 我 主ィ H ス キリ スト は 身 は 

世界の 大敎師 にて 有り 給 ひし なれ ども、 曾， て是 等の 大家の 著に 意 を 注がれし を 聞かす、 學其物 を 卑し 

め 給 ひしと 云 ふに あら ざれ ども、 學に 就て は 至て 無頓着な りしが 如し、 或 人 曾て 我 主 を； t して 曰く 

「學に 於て はィ H スはシ HI クスピ ャに 及ばざる 遠し、 彼 (ィ H ス) は マクべ ス劇を 作る 能 は ざり 

し」 と、 然りィ H スは學 を 以て 自 から 任じ 給 は ざり し、 彼に 吾人の 稱 する 學 なる もの はな かりじ、 然 

れ ども 彼 は 權威を 有て る 者の 如く 敎へ 給へ り (馬 太 傅 七 章 一 一九 節) U 

然れ ども 彼 は 無學の 人に は あら ざり し、 彼 は 善く 一書 を 解せ り、 聖書 是れ なり、 彼 は 彼の 母の 懐に 

在りし 時より 之 を學び 始め 給 ひしな らん、 彼 は 之 を 彼の 父なる ヨセフより 授けられ しならん、 彼亦忖 

童と 共に 之 を ナザレ の會 堂に 於て 學び給 ひしな らん、 彼 は祌學 的に 之 を 究め 給 は ざり し、 然れ ども 彼 

は 善く 之 を 解し 給へ り、 彼れ 後日 パリ サイ 人と 論ぜら る、 や、 聖書 を 引 證し給 ふに 於て 些少の^ 滯を 

示し 給 は ざり し、 惡魔彼 を 誘 ふに isl の 言 を 以てすれば、 彼 も 亦 聖書 の 言を以 て 之に 應へ 給へ り、 

「爾之 を 聖書に 讀 まざる 乎」 と は 彼が 屢ば パリ サイ 人と 論 辯せられ し 時の 常 語な りし、 而 して 彼れ 天 


父の 命 を 全 ふし、 彼の地 上に 於て 爲 すべきの 業 を 終へ、 罪人と して 二人の 盗賊と 共に 十字架 上に あげ 

らる、 や、 彼が 生氣絕 ゆる 前に 大聲に 發し給 ひし 一言 も 亦 聖書の 一句な りし、 H リ、 エリ、 ラマ、 サ 

パク クー 一と、 れ 彼が ナザレの 地に 在て、 其 母 マリヤの 脊 より 直に 學び給 ひし 詩篇 第二 十二 篇屮の 一 

語な りしな らん、 聖書 は 實にィ H ス の 生命な りし。 

而 して 我等 は 知る 聖書 は 最良 の 敎科 書な る こと を、 人、 此 書に 曉 達して 彼の 才能 の 總 て を發 育し 得 

べし、 之に 歷史 あり、 詩歌 あり、 科學 あり、 熱 炭の 如き 預 一一 lie 者の 言 あり、 小 女の 心 を 奪 ふに 足る ソ 口 

モンの 雅歌の 如き あり、 聖書に 依て 養 はれし 人 は 完全に 最も 近き 人な り、 聖書 は單 に歷史 として 歷史 

を敎 へす、 神の 攝理 として 之を敎 ゆ、 聖書 は單に 詩歌と して 詩歌 を唱 へす、 聖書の 詩歌 は 讚美 欲な り、 

預言 は 神が 人に 託て 語り 給 ひし 言葉な り、 天然 は 神の 聖ェ なり、 總 ての 事と 物と を 透して 神を顯 はす 

者 は 聖書な り、 是れ此 書の 他の 書と 異なる 所以、 而 して 是れ此 書が 之 を學ぶ 者に 特殊の 感化 を與 ふる 

ふか.？ こと 

所以な り、 gfj 曰 は 神の 深 事 を 探る、 E; 儿に 依て 人 は 始めて 其 智覺に 達する を へし、 "： ルれ此 書の み を以 

て 養成され し 人の 屮に 往々 にして偉人を01^0所以なり。 

イエス は此 最上の 敎科書 を 以て 敎 へられたり、 彼が 人たり、 世界の 救 主たるに 於て 彼に 希腦折 ：！ 學、 

羅馬 文學を 究め 給 ふの 必要 はな かりし、 文擧 それ 何物 ぞ、 哲擧 それ 何物 ぞ、 其 吾人に 傅へ て M〈 现 とな 

せし 者 は 幾度 か 誤謬 に 終りし にあら す や、 美文の 名 を 以て 顯 はる k « 魔の 文字に して 吾人の 心に 害毒 

を 注 人す る 者何ぞ 多き や、 祌は 一書 を 人類に 供し 給へ り、 彼の 聖-書 之な り、 彼 は 亦 一子 を 世に 賜へ り、 

ィ H ス キリスト 彼れ なり、 彼 は 彼の 一 書 を 以て 彼の 一 子 を 敎へ給 ひ、 以て 吾人に 完全なる 敎 育の： た 

る 乎 を敎へ 給へ り、 聖書な り、 叉 聖書の 如くに 人類の 歷 史を傳 ふる 史 なり、 g^, 書の 如くに-火 然を^ 
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する 科學 なり、 聖書の 如くに 人生 を 歌 ふ 詩歌な り、 預言者の 如くに 祌の言 を 語りし 者の 言な り、 是れ 

のみが 人の 靈能 を發 育す るに 足る の 智識な り、 其 他 は總て 有害な り、 之に 觸れ て危險 多し、 見よ、 今 

日の 學校敎 育なる 者 を、 其 不具者 を 造る 何ぞ 多き や、 是を 詩人 バ ン ャ ンに 於て 見よ、 政治家 リ ン コル 

ンに 於て 見よ、 彼等 は 重に 聖書の みに 依て 作られし 人、 彼等の 常識と 深 情と は 人の 嘆稱 して 止まざる 

所、 而 かも 彼等 は 之 を 彼等の 聖書に 於て 得たり。 

學は之 を 聖書に 得 給 ひ、 識は之 を 天然に 得 給 へ り、 若し 視 る 股 を 以て 之 を 見れば 大然 は大 著述な り、 

若し 聽く耳 を 以て 之 を 聞けば 天然 は 大敎師 なり、 山 あり、 川 あり、 谷 あり、 樹 あり、 草 ある は、 是れ 

人類が 之に 依て 衣食の 料 を 得ん ための みに あらす、 是れ 皆な 神の 聖- 意を傳 ふる 者な り、 卽ち 第二  (或 

は 第一) の 聖書な り、 而 して 猶太の 祌學、 希 職の 學に 重き を 置き 給 は ざり しィ H スは 野の 百合 花と 

空 天の 鳥に 神の 眞理を 探り 給へ り。 

ガリ ラャの 地、 山水 美な り、 北に ヘル モンの 白 頂 聳えて 高き と 潔き と を 愛する 者の 視望 を惹 き、 ョ 

ル ダン 其 麓に 發し、 湛 えて はメ  ロムの 小 湖と なり、 叉 下て は ガリ ラ，ャ の 海と なる、 ガダラの 斷岸其 東 

を 限り、 ヘル モン の 淸姿其 面に 映す、 魚族に 富み、 沃野に 濱し、 長さ 十三 哩に充 たざる 湖面 は 其 西岸 

に數 萬の 2^ を 宿す を 得たり、 湖畔 を 西に 行く 遠から すして ク ー ボルの 孤 丘は錄 ゆ、 槲林を 以て 蔽 はれ、 

w 隣に 冠たり、 キションの 水此 邊に發 し、 遠く 流れて 東の 方 「大海」 に 注ぐ、 キションの 兩岸 之をェ 

ス ドレ n ンの 平原と 稱す、 無比の 沃壤 なり、 豐 かに 麥と橄 澄と 葡萄 樹 とを產 す、 沃 原の 東に 盡る所 は 

力 ー メル 山な り、 榭林を 以て 黑く、 亦 石灰岩 を 以て，： n し、 力 ー メル 山 嘴 をな して 海に 突出し、 灣弓こ 


こに 始て 東北に 折れて アコ ー の 小 港に 終る、 此邊 大海の 怒濤 岸を嚼 み、 硬 土 之に 杭して 約 fn 記の 言 を 

借りて 曰 ふ、 「此 まで は 来るべし、 此を越 ゆべ からす、 汝 の高浪 こ、 に 止まるべし」 と (約 百 記 第三 

十八 章 十一 節)、 ィ H スの 居住の 地たり し ナザレの 鄕は 大海と 大 湖との 中 問に あり、 ナザレの 稱、 素 

と是れ其背後の高丘ょり起りしものなりとの^_£^ぁり、 ナザレ は卽ち 「高 樓」 の 意に して、 之に 登れば 

一眸の 中に ガリ ラャ 全土 を牧め 得べ しと 云 ふ、 是れ疑 ひもな く イエスの a ば 攀り給 ひし 嶽 にして、 彼 

れ此に 北の方 へ ル モ ンの夏 尙ほ白 冠 を 戴く を 望み、 服 を 東に 轉 すれば 力 ー メルの 海 角 波に 打 たれて. □ 

く、 偶 ま 頭 を 擡げ て 天空 を 仰ぎ 瞻れば 海 鵡の西 海の 波 を 去て ガリラヤ湖 畔に通 ふ を觀給 ひしな らん- 

** ち  ゆ り 

ナザレの 邑は 彼の 服 下に 眠り、 橄糟其 週圍を 包で 青し、 野の 百合 花 (翁 草の 一種) 彼の 足下に 咬き、 

葡萄 樹 到る 所に 彼を迎 ふ、 彼れ 時には 狐 の 跡 を 窮め、 叉 母 鶴の 常 性 を 探り 給へ り、 彼 は 天然と 倍に 

交 はり、 天然の 父と 接し 給へ り。 

是れ なん 我 主 をして 後日 彼の 大訓を 世に 傅へ 給 ふに 方て 彼が 引證 し例證 して 止み 給 は ざり し 比喩の 

好材料と なれり、 野に 穀類の 生す るを觀 て， 彼 は 天國の 地上に 建てら る X 亦 植生の 例に 傚 はざる ベ か 

ら ざる を敎へ 給へ り、 「初に は 苗、 次に 稼いで、 德の屮 に 熟した る穀を 結ぶ」 と (馬 可 傳四隶 二八 節)、 

人の 衣食 を 得る に 汲々 たる を 見て、 一 輪の 野 花の ソ 口 モ ン の榮 華の 時に だも裝 ふこと 能 は ざり し 美服 

を 以て 纏 はる k を 示し 賜へ り、 人、 彼に 彼の 住所 を 問へば、 彼 は 彼の 孤 獨を嘆 じて 宣べ 給へ り、 「狐 

は 穴 あり、 天 {4； の 鳥は巢 あり， 然れ ども 人の子 は、 枕す る 所な し」 と (馬 太 傅 八 化：： 十二 十 節)、 彼れ？： 

ルサ レム 城外の 橄攬 山に 登り、 谷の 彼方に 都 城の 其 罪に 沈淪 して、 滅亡の 到 來を俟 ちつ & ある を 兄^ 

ひしゃ、 彼の 心に 浮び 屮 I でし は 彼が 未だ 故 鄕に木 匠たり し顷、 彼の 庭園に 雛 を 育みし 牝 鶴な りしが 如 
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し、 「喧 M ルサ レムよ、 エルサレムよ、 ：：： 母 戴の 雛 を 翼の 下に 集む る 如く 我なん ぢの 赤子 を 集めん 

と爲 しこと 幾囘ぞ や」 と (路加 傳 十三 章 三 四 節)、 天國の 成長 を說 くに 方て 彼 は 之を芥 i に喩へ 給へ 

り 、 傳道 の 希望 を 示す に 方て 彼 は 熟き たる 畑 を 指し 給へ り. 天然 物 は 其最微 の ものに 至る まで 彼に 大 

敎訓を 授けたり、 天然 は實に 彼に 取て は 聖書に 次ぐ の 大敎科 書な りし、 有名なる 詩人 ゲ ー (JC1111  Gay) 

の 一句 はィ H スに 取て 最も 適切なる ものな り。  . 

Pride  often  guides  tlie  au  tlior  s  pen  ； 

Books  as  ttfcectea  as  as  men- : 

But  lie  .wllo  studies  Nature*s  laws. 

From  certain  trutJi  liis  maxims  ciraws  ； 

And  tliose,  without  our  scllocls,  suiKce 

，卜. -c  make  man  moral,  g.ood,  an;  wipe. 

^傲 時には 記者の 筆 を 導き 

著書 時には 著者の 假扮 を俾ふ  . 

然れ ども 深く 意 を 天然の 法則に 注ぐ 者 は  . 

其 敎訓に 依て 彼の 格言 を定む 

而 して 若し 是れ あれば 吾等の 學校 なくして 

人 は眞、 善、 且智 たる を 得べ けん 


イエスに 尙ほ 第三の 學校 ありた リ、 彼の 家庭 是 なり、 彼の 父 は ヨセフ、 木 -iM なりき、 彼の 母 は マリ 

ャ、 其 兄弟 は ヤコ ブ、 ョセ、 シ モン、 ュダ、 亦 彼に 姊妹 ありたり、 彼は门十くょり勞働に從^*し、 ョセ 

フ 死して 後に 彼 は 家長と なりて 彼の 一家 を 支へ しが 如し、 彼 は 父の 愛に 由て 天父の 愛 を り、 母の 慈 + 

惠に 依て 献身の 何たる 乎 を 智覺し 給 ひしな らん、 世に 神の 存在と 其 愛と を 知らし むる 者に して 愛に 富. 

む 父母の 如き は あ らす、 我等 は 肉體の 父に 於 て 靈魂 の 父の 代表 人 を認 む、 我 は神學 書に 神の 愛 を 讀ん： 

で 之 を 信す るに 非す、 我 は 我が 地上の 父に 愛せられて 天上の 父の 愛なる を 知るな り、 無神論 を 作る ■ 

に 於て 無慈悲なる 父母の 如く 有力なる は あらす、 其 子を責 むる に 不孝 を 以てする の 外 父た るの 權能 を. 

示す こと 能 はざる 父 は 其 子に 祌を彰 はす 能 はす、 殘虐 なる 父母 を 有つ 者 は 多く は殘虐 なる 祌を 信す、 

世に 無神論者 多き は 信な き 慈な き 父母 多き に 因る。 

我等 は聖父 ヨセフに 就て 多く を 知らす、 然れ ども 彼が 端正の 人に して、 祌を 長れ 雜を慕 ひ、 善く 械 

默の 問に 神の 委托を 全 ふせ し 人な りし は 聖書が 彼に 就て 示す 所 の 數；^liょ り推測す る を 得べ し、 マリヤ 

は ュ ダ的賢 婦人な りし (箴言 第三 十 一 章 十 節 以下 參考 )、 彼女の 前例 は 之 をサミ ュ H ルの母 ハンナに 

於て 見る を 得べ し、 謙遜に して 神 を 敬 ひ、 勤儉 にして 能く 貧家 を處理 し、 彼女の 聖 子の 肩に 世界の 大 

任の 懸る を智覺 し、 常に 彼の 背後に 立て 彼の 偉業 を 助けたり、 偉人 多く は 賢母 を 有す、 マリヤ は 女の 

中に 最も 幅なる 者な りし (路加 傅 一章 ra 二 節)、 劍 彼女の 心 を 刺せし も (二 章 三 五節)、 人類の 救 主 

は 一時 は 彼女の 纖 手に 委ねられたり、 我等 天主教 徒に 傲 ひ 彼女 を 崇めて 祌 として 拜し能 はざる も、 彼 

女に 理想的 婦人 を 認め、 ィ H スに 最も 近 か k りし 者と して 彼女の 愛 を 慕 はざる を 得す。 

齊{ 糸の 術、 易き に似て 甚だ 難し、 忠實に 其 任に 當て 誰か 人生の 眞味を 悟らざる 者ぞ ある、 是れ 人生 
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の 習練 所な り、 能く 之に 耐えて 齊 世の 術に 達せり と 謂 ふべ し、 其 中に 服 從の要 あり、 信愛 あり、 友誼 

あり、 又權 能の 施すべき あり、 忍耐の 鍛 ふべき あり、 殊に 活計の 一事に 至て は 心血 を 絞り、 天に 叫ぶ 

こと 幾囘ぞ や、 ィ H スの 確信なる もの は 多く は 是れ此 常人の 任に 當て自 から 得 給 ひし 者に あらす や。 

聖書と 天然と 家庭、 此 三者 ありて 完全なる 敎育 あり、 恩 惠のィ H スょ、 願く は 我等 も 爾に傚 ふて こ 

の 三者に 我等の 祌を 索め、 此に彼 を 探り 得て 我等の 全 性の 發育を 計らん こと を、 願く は 我等 書を讀 む 

こと 多から ざるが 故に 恥る ことなく、 亦 學を講 筵に 聞く こと きが 故に 吱 くこと なく、 能く 祌の與 へ 

給 ひし 所に 滿 足し、 聖書 一 卷に總 て 闞の聖 意 を 探り、 自由の 天然に 爾の靈 能を讀 み、 日毎の 精 を 得ん 

が爲 めに 我等が 日々 從事 する 我等の 卑しき 勞 働に 貴き 爾の 恩惠に 接して、 平凡なる 我等の 生涯 も 我等 

をして 完全の 雨に 到らし めんこと を。 

其 四 ィヱス の自覺 

ィ ェ ス の 天職と 其撰定 〇 聖書に 依て 〇 彼の 時代と 歴史に 依て 〇 彼き 身の 智覺に 依て 

我主ィ H ス キリストよ、 余 は爾に 頼て 凡ての 事 を爲す 者な り、 余 は- 爾を 離れて 何事 を も 爲し能 はす" 

雨 は 余の 能力に して 亦た 余の 生命な り、 余に 邇き 者に して 雨の 如き は あらす、 余の 妻 も 子 も、 然り、 

余 自身 も、 雨が 余に 近き が 如く 近き 者に あらす、 余 は爾に 依て 自己 を發 見す る 者、 爾を 知らす して、 

余 は 余 自身 さ へ も 知る 能 はざる 者な り。 


故に 主よ. 余れ 如何にして 余の 口、 余の 手 を 以て 爾を 世に 紹介す る を 得ん や、 余 は 愚かに も 歷次雨 

を 余の 書齋に 於て 看 出さん とせり、 叉 或る時 は 淸涼人 無き 所に 人て 余の 心の 裡に 雨を畫 かんと 努めた 

り、 然れ ども 现 想の 實體 たる 爾は 余の 學んで 探り 得る 者に あらす、 余の 念じて 畫き 得る^ にあら す、 

雨き 身 余の 此據れ たる 心に 降り 給 ひて 爾を 余に 顯し給 ふに あら ざれば 余 は爾に 就て 何事 を も 識る能 は 

ざるな り、 謙遜なる イエスよ、 玆に復 び 余の 心に 降り 給 ひて 余 をして 爾に 就て 信實を 語り 得しめ よ。 

ナザ レ の 閑居に 三十 年間 無名の 生涯 を 送り 給 ひし 爾は 如何にして 雨の 自覺に 達し 給 ひし 乎、 余 は 知. 

る爾は 好んで 公的 生涯 を 索め 給 は ざり し を、 シャロ ンの 薔薇 花に 均しき 爾は爾 の 日毎の 職務の 外に 何 

の 求む る 所 あら ざり し、 太陽 は 日毎に 汝の爲 に バシャンの 丘に 登り、 キションの 谷 を 照して、 西の方 

力 ー メルの 山 嘴に 沒 せり、 爾に虛 日なる 者 はな かりし、 爾の 〔パ がの ため、 雨の 友の ため、 爾の鄕 里の た 

め、 爾は爾 の 手に 有り 餘る 程の 爲 すべき 善事 を 有ち 給へ り、 爾は 人類の 救 主として 完全な りしの みな 

らす、 人の子と して、 又 その 兄と して、 而 して 亦 市民と して 完全な りしな り、 聖書が 爾の 始めの 三ト 

年に 就て 語る こと 至て 尠き は、 是れ 爾の此 安全に 就て 吾等 を敎 へんた めな らん、 ナザレの ィ H スょ、 

吾等 も 雨に 傚 ふて、 父が 吾等 を 召び 給 ふまで は 喜んで 彼が 吾等の 爲 めに 定め 給 ひに し 所に 安 じ， 其虚 

に勞 働し、 其處に 同情の 香氣を 放ち、 吾等の 小なる iHi: 域に 於て 小なる 救 主た らんこと を。 

然れ ども ナザレの 幽居 は 永久に 爾を 保つべき にあら ざり し、 世 は爾の 出廬 を 要求せ り、 世界の ，れ は 

爾の 出顯を 待てり、 爾は 呼ぶ 者の 聲に餘 儀な くせられ て爾の 谷間の 家 を 出で 給へ り、 雨の 中なる 聲は 

言へ り、 「行て 救靈の 途を備 へよ」 と、 而 して 世界の 億兆 は 叫んで 曰へ り、 「來て 死せ る 我等 を 救へ 

よ」 と 0 
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余 は 信す、 雨 は 雨の 學 びし 聖書に 依て 雨の 天職 を 覺り給 ひし こと を、 聖書 は 吾等に 吿 るに 人世の 無 

意義の ものに あらざる を 以てす、 吾等 信す る^に 取て は歷史 は攝现 なり、 大 なる 意志 は 歷史を 通して 

一徹す、 是れ 人類 を 救 はん 爲の 神の 聖ェ なり、 一^の 報 も祌の 許容な くして 地に 墜ち 来らざる が 如く， 

一 人の 人も聖 意に 依らす して 此此に 生れ 来たる こと あるな し、 人 各々 神の 授け 給 ひし 彼の 天職 を 有す、 

卽ち此 世に 於け る 神の 聖 業を輔 けんため の备自 獨特の 業務 を 有す、 人 は 何人たり とも 彼の： 大職を 知ら 

ざるべ からす、 而 して 天職の 選定に 於て 吾等 を 助く るに 最も 力 ある もの は 聖書な り、 聖書の 歷史觀 有 

て 初めて 明白なる 天職の 觀念は 起るな り、 歷ぉを 「出来事の 偶然の 流 合」 (fortuitous  concourse  of 

events) と 見做す 者に 天職の 念 あるべ き 害な し。 

ュ グャ 人と して 生れし 者 は ュ ダャ 人の 天職 を 全 ふせざる 可ら す、 神が 國：^ を 地上に 配？^ して 世を理 

め 給 ふ は 世 をして 總 ての 方面に 於て 神の 完全 を 認めし めんが ためなり、 ュ ダャ 人の 前に アツ シリャ 人 

ありて、 「力」 の 何たる 乎 を 世に 示したり、 希 職人 は 知" を 以てし、 羅馬人 は 法 を 以てし、 以て 人類の. 

發育を 計りたり、 然れ ども ユダヤ は歷史 の精祌 なり、 巴」 比倫に 天 體が窺 はれつ、 ありし 問に、 埃 及に 

數现が 講ぜられつ & ありし 間に、 X 布 職に 祈 ：！ 學が 究められつ k ありし 問に、 祌は 猶太； C=J に 於て 良心 を 鍛.. 

へ つ あり 給へ り、 模範的 猶太 人 は ュ ー ク リツ ドの 如き 救學 者に あらす、 フ ィヂ ィァス の 如き 彫刻 者 

にあら す、 亦た シ ー ザ ー の 如き 政治家に あらす、 校 範的摘 太 人 は 道德的 改革 家た るべき なり、 卽ち 1» 

言 者 ィザャ の 如き 者、 ァ モス、 H レ ミヤの 如き 者、 卽ち 人類 を其靈 魂に 於て 癒し、 彼 を祌の 足： 卜に 連 

れ來り て 之に 天よりの 平和 を與 ふる 者なら ざるべ か らす。 

イエス は 猶太 人な りし、 故に 彼の 志望 は 模範的 猶太 人た るに ありし， 彼 は 預言者の 類た らん、 其最 


も大 にして 最も 完全なる 者た らん、 而 して 聖書 は 模範的 猶太 人の 如何なる 者なる か を 明，： Z に 彼に 示せ 

り、 ィ H スは幾 囘か眼 を 預言者の 書に 曝して、 彼の 使命に 就て 深く 考 ふる 所 ありし ならむ。 

彼 は 之 を 預言者 米 迴 の 書に 讀 めり、 

汝 べッレ ヘム エフ ラテ よ、 

汝は ュ ダの郡 中に て 小き 者な り、 

然れ ども ィ ス ラ H ルの 君と なる 者汝の 中より 我がた めに 出づ べし  . 

その 出る 151- は 永遠の 古昔より 永遠の 日より なり (米迦 書五窣 一 一節) 

之を讀 みし ィ H スは 如何なる 感を 起し 給 ひけむ. 惟 ふ、 我 は ダビデの _ ^にして、 我が 母 は 我 をべ ッ レ 

ヘム ヱ フラテ に 於て 生めり、 我 は卽ち イスラエルの^と なるべき 者に あらざる 乎、 我 は 永遠の 古业" よ 

り 神が 其 民に 約束し 給 ひし 者に あらざる 乎、 我の 系 闘と 我の 出 所と は 確に 我の 3： たる 乎 を 示せり、 鳴 

呼、 我 は 實に來 るべき 彼なら ざる 乎と。 

以賽 -亞書 五十 三 章はィ ェ ス特 愛の 聖書の 部分たり しに 相違な し、 彼 は 字 毎に 之 を 彼の 記憶に めし 

ならむ、 猶太 人の 理想 は此 一章に 存す、 然れ ども 大預言 者に 依て 此の 天 來の现 想の 畫 かれし 以來、 未 

だせて 之に 適 ひたる 人物の 出し 事な し、 猶太 人 を 巴 比倫に 於け る覊 より 救ひ屮 Z だせし ゼ ルバ ベル も 

此 理想 を距る 甚だ 遠し、 シリャ 王 アンチ ォ カス、 ヱ ピフハ ネスの 虐政より 彼等 を脫 せしめし マ 力 ビス 

兄弟 も此现 想の 人に は あら ざり し、 然 らば 預言 は 魔るべき か、 是れ菅 に 现想畫 に 止る か、 ィ H スは幾 

同と なく 其 解釋に 苦み 給 ひしな らん。 

鳴 呼、 我 は 理想的 猶太 人たり 能 はざる 乎、 鳴 呼、 我 は 人類の 疾患 を ft ひ、 せ r 悲痛 を擔 ひ、 其 想の ため 
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に 傷 けられ、 其 不義の ために 碎 かれ 能 はざる 乎 (四、 五節)、 我 は 神が 其 民の ために 供へ 給 ひし 羊 fH- 

にして 彼等の 罪の 獻物 として 獻 げらる & 者に あらざる 乎 (七 節)、 我 は卽ち エホバの 義 しき 僕に して 

多くの 人を義 とし 叉 彼等の 不義 を 負 ふ 者に あらざる 乎 (十 一 節)、 我れ 大 なる 者と ならん ために 我 は 

我の 祖先た る ダビデの 如く 劍を 以て 異邦の 民 を 征服すべき にあら す、 亦ソ 口 モンの 如く 錦繍を 以て 纏 

はれ、 玉，：！： を 以て 飾られて、 以て 世の 榮 華に 誇るべき にあら す、 我 は 罪人の 爲 めに 屠られて 我の 榮光 

に 達すべき なり * 我は惡 人の 虐待 を 受けて 我の 王た るの 權能を 全 ふすべき なり (八、 十二 節)、 然り、 

我 は 猶太 人の 王と 成らん、 權柄を 握る 者に あらす して、 荊棘の 冠 を 戴く 王と ならん、 萬卒 枯れて 我 一 

人榮 ふるの 王に あらす して、 我 一人 殺されて 彼等の 瘐を 癒し、 彼等に 永生の 冠を與 ふるの 王と ならん 

と、 沈思 默考 して 兹に 至り 給へば ィ H スは 彼の 目前に カル バリ ー 丘上 旣に 十字架の 擧 げらる k を 見 給 

ひしな らん 0 

聖書 は 彼に 理想 を 供せ り、 之に 依て 彼の 天職 は 稍 や 明かなる に 至れり、 然れ ども 彼 は 人と して 生れ 

給 ひし 者、 肉の き は ffi 次 靈の强 きに 勝て. 彼の 確信 も 時には 其 快 明 を 失 ひしな らん， 其 時 彼の 時代 

と 境遇と は 彼に 迫て、 更に 彼の 確信 を 促が せし ならん、 今や 諸ての 文明 は 綜合せられ、 凡ての 國民は 

統 一 せられ、 進步は 一 大 段落 を 告げて、 歷史 は玆に 一 轉 すべき 時と はなれり、 今や 文明 は 一 にして 政 

治 は 一 なり、 一 の 國語は 以て 萬 邦に 通すべし、 今にして 祌の 奥義 を 世に 投 ぜんに は 世 は 永久に 救 はる 

る を 得ん、 我の 傅 へんと する 此宇內 的の 一 i 音、 是を 今日に 於て 傳へ すして 何れの 日を恃 たんや、 神の 

人を此 世に 降し 給 ふや、 彼 は 國を簡 び 給 ふと 同時に 必す時 を 擇び給 ふ、 我 を ユダヤ 國に 送りし 者 は义 

今日に 我 を 遺 はせ し 者なら ざる 可ら す、 今 は 神の 王國を 建設すべき 時な り、 今 は 神の 福 昔の 種 を：^ に 


下すべき 時たり、 祌は 我の 爲 めに 世 を 準， m へ，；； i へり、 アツ シリャ が 興て 亡びし も、 ペルシャが 榮 えて 

衰へ しも、 y 布臘が 文化の 赛を呈 せし も、 而 して 羅 馬が 今や 世界 を 一統す るに 至りし も是れ 皆な 我がた 

めに 道を備 へんが ためなら ざるべ からす、 天父の 智慧と 能力 は 犬なる かな、 彼が 萬 國の民 を 練る、 恰 

かも 陶工が 粘土 を煉 るが 如し、 彼 は 我 を 送らん ために 世界 を 用意し 給へ り、 我に して 今日 屮 Z すん ば 我 

は 彼の 攝理を 無視す る 者な り， 造化 はために 其 目的 を 失し、 歷史は 終に 無意味に 終らん、 然り、 我-は 

歷 おの 中心な り、 造化の 終局な り、 我の-犬 職 は 萬 有と 人との 促す 所の ものな り。 

鳴 呼、 然 らば 我 は實に 「彼」 なる 乎、 我 は豫言 者の 夢想せ し 所の 者なる 乎、 *t の 創始より 萬 K のた 

めに 備 へられし 者なる 乎、 聖書 は爾か 云へ るが 如し、 天然 も歷史 も爾か 云へ るが 如し。 

而 して 我れ 亦 我 自身 を 省みる に 我に 此大能 あるが 如し、 我 は 肉の 荏 jj| を感 す、 然れ ども 3： 人 も 我 を 

罪に 定 むる 能 はす (約 翰 傳八章 六 節參考 )、 天然 も 我の 命に 從 ふが 如し、 我 は 心に 罪 念を覺 えす、 

我 は 人に して 人に あらざる が 如し、 奇異なる かな、 我れ、 我 は 世に 在て 唯 だ 一人な り、 人、 我 を 解ら 

ざる は 我が 彼等と 本性 を 異にすれば なり、 我 は 木 匠の 家に 生れたり、 然れ ども ユダヤ人の 王に して 人 

類の 救 主な り、 我 は 確かに 是事を 我が 衷に 智覺 す、 然り我 は 彼な り、 神の 子な り、 萬 民が 之 を 否定す 

る も 我 は 確かに 彼た る を 疑 ふ 能 はす、 天地 は 失する こと あらん、 然れ ども 我と 我が 言 詞とは 永遠に 失 

する ことなしと。 

斯くて 我主ィ H ス キリス トは 容易に 彼の 自覺に 達し 給 は ざり し、 然れ ども 之に 達し 給 ふに 方て 彼 は 

之 を 人に 諮り 給 は ざり し、 彼 は 彼の 弟子と 同じく、 彼の 天職 を擇 ぶに 方て、 直に 之 を 彼と 彼の 天父と 

の ii に 於て 定め 給へ り、 「蓋 は 我れ 之 を 人より 受けす、 亦敎 へられす、 唯だィ H ス キリストの 默ー }| に 
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由て 受け たれば なり」 と は バウ 口が 彼の 天職 を發 見せし 時の 感 なりき、 ィ H ス亦 此點に 於て 彼の 弟子 

と 異なる 所 あるな し、 彼 は 三十 年 問の 永き 之 を 彼の 良心に 問 ひ、 時代と 感史と 天然と に稽 へ、 聖書の 

明. H なる 指 命に 鑑みて 終に 彼の 本性 を 自覺し 給 ひしな り、 其 間 勿論 父の 聖靈彼 を 導きし は 云 ふまで も 

なし、 然れ ども 彼 は 瞬 にして 此 決心に 屮 I でしに 非す、 亦 境遇の 潮流に 强 ひられて 欲 はざる に 此大住 

を 負 ひしに あらす、 彼の 獻身は 彼の 計較 熟慮の 結 菜たり しなり、 ィ H スは 深慮と 決心と 先 la と を 以て 

世の 罪人の ために 彼の 身 を 屠られ 給へ り。 

誠實 なる ィ H スょ、 我等 も 各自 その 天職 を敎 へられん こと を、 我等 も 雨に 傚 ひ、 聖書に 於て 歷史の 

asf を 解し、 我等 各自の 此 世に^け る 本務 を 了り、 亦 時代に 鑑み、 境遇に 照し 見て、 爾が 理想的 猶太 

人と して 干 九 百年の 昔、 爾の 聖職 を 盡し給 ひしが 如く、 我等 も 理想的 日本人と して 二十世紀の 今日、 

我等の 本分に 忠實 ならむ こと を、 我等 勿論 爾の 如く 罪な き 者に あらす、 我等 は爾の 救扬を 要する 者、 

我等の 素質に 於て 繭と 全く 性 を 異にする 者なる は 我等の 能く 知る 所な り、 然れ ども ィ H スょ、 我等に 

亦 我等の ために 備 へられし 天職 あり、 我等 は 之に 忠實 なれば 足れり、 我等 は 光明 を 雨に 仰ぐ 者、 勿論 

雨の 義の 太陽なる が 如く、 自身 光 を 放ち 得る 者に あらす、 然れ ども ィ H スょ、 我等 雨の 光に 輝され て 

我等 も 光輝 を 放ち 得るな り、 雨に 賴 るべき 我等 は 此國此 民に 爾の 生命 を頒ち 得るな り、 爾 願く は 我等 

を惠 みて 我等 凡て をして 小 基督た る を 得さし めよ。 


其 五 ィヱ ス の出顯 

イエス は旣に 自覺し 給へ り、 彼 は 人類の 救 主たる を 意識し 給へ り、 彼 は 今より i に屮 Z て 彼の 父の 命 

を 行 はんと 欲す、 然れ ども 意識が 實行 となりて 顯 はる.^ 前に そが 確信と 化する を 要す、 意識 は 自信に 

して 主觀 なり、 而 して 確信 は 自信に 他 信 を 加へ たる 者な り、 主觀は 客觀を 以て 確め られ ざるべ からす、 

然ら ざれば 事業 其 中より 来らす。 

ィ H ス は 祌の子 なれ ども 亦此 心理的 法則の 外に 立ち 給 は ざり し、 看よ、 神に 三位 ありて 彼 は 一 體に 

於て 主 觀客觀 を 翁ね 給 ふに 非す や、 萬 物 i^" な 相互 的 動作の 結果な り、 天 あり 地 ありて 草木 生じ、 男 あ 

り 女 ありて 毋は 愛情の 鏈 鎖たり、 人に 朋友な かるべ からす、 彼 は孤獨 にして 人に あらす、 吾等 は祌と 

偕に 働く 者な り、 而 して 神 は 人 を 以て 吾等と 偕に 卿き 給 ふ、 ィ H スは 神の 獨子 にして 世の 创始 より 父 

と 榮光を 共に せり、 然れ ども 彼れ 人類の 屮に 降り 給 ひて 祌の 事業に 從 事し 給 ふや、 彼 は獨り 之に 從事 

し 給 は ざり し、 彼 は 歷史の 一部分と して 世に 顯 はれ 給へ り、 彼 は 人世 を專 W し 給 は ざり し、 彼 は 喜ん 

で 他の 人と 共に 彼の 事業 を頒ち 給へ り、 彼 も 亦 吾等と 等しく、 友人、 同志、 證明者 を 要し 給へ り、 彼 

の 自覺も 亦 友人の 證明を 得る にあら ざれば 確信と なりて 現 はれ ざり し、 而 して 祌は 特^に 彼の 要求す 

る此 友人、 此證明 者 を 彼の 爲 めに 備へ給 へり、 バプ テス マの ヨハネ 是 なり。 

ィ ェ スが 北方 ガリ ラャの ナザレ に 於て 溫良從 順の 成長 をな しつ、 ありし 間に 彼の 親戚なる ザ カリヤ 

の子ョ ハネは 南方 ユダヤの 曠野に 在て 峻厳 苛 刻の 修養 を 積みつ V ありし， 二者 未だ 曾て； 立に 相 見し 事 
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なしと 雖も 各自 其 父母の 告 ぐる 所に 由て 彼等の 間に 深き 心 靈的關 係の^す る ある を 知りし ならん、 若 

し 性質の 異同 を 以て 談 すれば イエ スとョ ハネと は 正 反對の 人物な りし、 イエ ス が忍容 にして 能く 鳥獸 

を も 其 身に 近け 給 ひしに 對 して ョ ハネ に端嚴 にして 近くべからざる 所 ありたり、 ィ H スが祌 を 其 無限 

の 愛に 於て 認めし に對 して ョ ハ ネは彼 を 公義の 方面に 於て 解せ り、 ィ H ス は 喜ぶ 者に して ョ ハ ネは憂 

ふる 者な りき、 ィ H スは 感謝して 食 ふ 者に して ヨハネ は悔 ひて 斷貪 する 者な りき、 ガリ ラャの 山野に 

花鳥 を 友と せし 者と ユダヤの 曠野に 路駝の 毛 衣 を 着、 腰に 皮帶を 束ね、 蝗蟲と 野 蜜 を 食 ひし 者と は 其 

間に 和解し 能 はざる 所 ありし が 如し。 

然れ ども 同一 の希^111!を懷て1^1對性は反て相近づき易し、 吾等の； _ 取 も 好き 友人 は 吾等と 性 を 全く 異に 

する 者な り、 柔和なる ィ H スは嚴 格なる ョ ハネに 於て 嘆 稱敬畏 すべき 友 を 見し ならん、 而 して 義を追 

求して 止 まざりし ョ ハ ネはィ H スに 於て 始めて 彼の 理想た る 神の 羊" を 認めたり、 ョ ハネ を識て 彼の 爲 

に 世に 辯 明せ し 者はィ H ス なりし (馬 太傳十 一 章)、 而 して 始めて ィ H ス の 救 主なる を 認めて 彼 を 世 

に 紹介せ し 者 は ヨハネな りし (約 翰 傅 一章)、 ィ H ス 有て ヨハネ は 其 自信 を 確め られ、 ヨハネ 有て ィ 

ヱ スは其 知 覺の指 明に 就て 些少の 疑惑 をも懷 かざる に 至り 給へ り、 貴き かな、 友人 相互の 奉仕、 是有 

つての み 人 は 其 天の 使命 を 全うする を 得るな り、 我 を 知る 者、 是を 友人と 云 ふ、 彼 は 我の 半 性に して 

我の 完成 者な り、 我 は 彼に 認められて 我 自身 を認 む、 我 は 彼の 證 明に 由て 世界に 出づ、 我れ 惟り 事 を 

作す に 非す、 友人に 援 けられて 作すな り、 祌はィ H ス のために ョ ハ ネを備 へて 友誼の 神聖 を 世に 示し 

. 給 へり。 

羅馬帝 テベ リオ カイゼルの 在位 十五 年、 卽ち 吾人の 紀元 二十 六 七 年頃、 ィ H ス歳 凡そ 三十に して 彼 


の 故 園なる ナザ レの地 を 出ん とし 給 ふや、 忽ち 聞く ョ ル ダン の 外なる ベ タ 一一 ャの 地に 於て I- 鍵 を 放て 喊 

ぶ 者 あり、 曰く 「天國 は 近け り悔 改めよ」 と、 而 して 其 聲 ヨルダンの 四 方に 響き： えりて 彼に 就て 悔改 

のバプ テス マを受 くる 者 多し、 ィ H ス此聲 を ガリ ラャに 在て 聞き、 ；大 國の此 地に^ 始 されし を 知り、 

自 から 歩 を 進めて ベ タ 一一 ャの 地に 向 ひ 給 ふ、 ョ ハ ネ遙 かに ィ H ス の 己に 來るを 見て その 傍人に 告げて 

曰く 「世の 罪 を 任 ふ 神の 羔を觀 よ」 と、 蓋し 彼れ ィ H スの 聖貌を 仰ぎ 瞻て、 其 彼が 待 $1 おみし 人類の 救 

主なる を直覺 せし ならん、 ョ ハネ 亦た イエ スに 就て 證 して 曰く 「我に 後れて 來 らん 者 は 我より 優れる 

奢な り、 其 は 彼 は 我より 以前に 在りし 者 なれば なりと 我が 言 ひし は此 人な り」 と、 乂言ふ 「我 は 其 履 

の： g を 解く にも 足らざる 者な り」 と、 二 聖相會 して 其 間に 些少の 確執 あるな し、 謙 通なる ョ ハネの 前 

に 謙遜なる ィ H スは 立てり、 イエ スは 其處に 集へ る 罪人に 傚 ふて ョ ハネ より 悔改の パプ テス マ を 受け 

んと 求め 給 ふ、 而 して ヨハネ 辭 みて 彼の 其 任に あらざる を 語れば ィ H スは 彼に 答へ て 曰 ふ、 「暫く 許 

せ、 如此 凡ての 義き事 は 我 倚盡す 可な り」 と、 蓋し ィ H スは ヨハネの 神の 人た る を 知り たれば 彼 を 敬 

丄 3 るの 餘り、 玆に躬 から 身を卑 くして 辜な きに 洗 罪の 禮に與 かり、 以て 衆人の 前に ョ ハネの 聖職 を證 

明し、 併せて 身 を 罪人と 伍して 彼と ヨハネと を 環視せ し 幾多の パリ サイ、 サド カイの 徒に 顧 傲 自尊の 

尝毒を 示し 給 ひしな らん、 ィ H スに 悔改の 必要な かりし は 言を俟 たす、 然るに 兹に 己を虚 うして 身 を 

罪人に 擬 して 浸禮の 式に 與 かり 給 ふ、 是れ自 遜の 極、 而 かも 是れ祌 子 降 f の精祌 にして 父の 喜び 給 ふ 

. 所 なり. 宜 なり、 彼れ バプ テス マ を 受けて 水より 上れる 時、 ：大 忽ち 之が 爲 めに 開け、 祌の靈 $1 の 如く 

„ 降て 其 上に 止り しと は。 

吾等 兹にバ プ テス マ の 何なる 乎 を 深く 究 むる を 要せす、 其 悔改の 必要 條 件に 非す して 單に其 表號に 
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止る こと は 一一 一一 II ふを俟 たす、 往昔 はモ ー セ其 1^ を聖 むる に 其 衣服 を 濯 はしめ たり (出 埃 及 記 十九 章 十四 

節)、 今 又兹に 天國の 創立 を 宣言す るに 方て 其 市民た らんと 欲する 者 を 河水 流淸き 所に 浸して 洗淨の 

式 を 行 ふ、 之 を 佳 禮と稱 せす して 可な らん や、 然れ ども 要は 心の 洗滌に 在て 肉 體の淸 洗に あらす、 卽 

ち 聖靈と 火と を 以てする ィ H ス のバ ブテ ス マ に 在て 水 を 以てする ョ ハ ネの それに あらす、 後者 は 之 を 

魔す る も 可な り、 前者 は 永久に 之 を 棄っぺ からす、 吾等 は實を 貴び 名を輕 す、 而 して 吾等 は 確 知す、 

是 れ亦バ プ テス マの ョハ ネの 精神な りし こと を。 

イエ ス 水より 上り 来れば 天 は 彼が 爲 めに 開けて 聖靈 は：^ S の 如くに 彼の 上に 止まり、 又 天上より 聲ぁ 

りて 此は 我が 心に 適 ふ 我が 愛子 我が 悅ぶ 所の 者な りと 言へ りと 云 ふ、 以て 知る パプ テス マ の聖 式はィ 

ェ スが 天の 嘉納に 與 かる 大 なる 機會 なりし 事 を、 彼れ 後日 ユダヤの 曠野に 在て 惡 魔の 誘惑 を 悉く 斥け 

給 ひし 時に 之に 類す る 父の 嘉納 ありて 「天使 來 りて 彼に 事へ たり」 と 云 ふ、 犬なる 謙 通 は 常に 大 なる 

稱讚を 神より 喚ぶ 者な り、 吾等が 一 段卑く 下る 時 は 吾等が 一 段 高く 上げら る&時 なり、 罪人と 共に 水 

中に 下りて ィ H ス は聖靈 ー警の 恩賜に 與 かれり、 彼れ 此 世に 於け る 彼の 使命 を完 うして 世の 罪 を 任 ふ 

も ろ さ 

て 罪人と して 墓に 下り 給 ふや 神 は 甚だしく 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 彼に 與へ 給へ り、 バプ テス マ 

はィ H スに 取りて は自遞 の行爲 なりし、 故に 神の 稱讚 之に 伴へ り、 吾人 此聖 式に 由て 神に 嘉納せられ 

んと 欲する 者に 亦此 心な かるべ からす。  . 

聖霊に 形な し、 然れ ども 其 吾人の 心に 臨む や 鴿の其 巢に歸 るが 如し、 雷.^ の 31? を擊 つが 如くに あら 

すして、 春雨の 乾 土 を 潤す が 如し、 吾等 を歡 ばし め、 亦 吾等 を 安から しむ、 之れ に 思 ふ 所に 過る 平安 

あり (腓立 比 書 第 四 章 七 節)、 の 如くなる は 餡の 如く 柔和 なれば なり、 吾等 時に 電光の 人 を 射る が 


如き 聖靈の 降臨 を 耳に する 事 ある も、 而 かも 其べ タ 一一 ャの 地に 於て ィ H ス の 上に 降りし 靈 にあらざる 

を 知る 0 

「天よりの 雞」、 吾等 又 其 何たる を 知る、 「我が 心に 適 ふ 我が 愛子、 我が 悅ぶ 所の 者」、 鳴 呼、 我 

も 時には 微かに 天よりの 此聲を 聞く を 得たり、 我れ 我が 利 慾の 念に 勝て 我の 有する 些少の もの をい と 

微 さき 者に 與 へし 時に 我 は 天よりの 此聲を 聞け り、 我れ 怯懦の 意を脫 し、 我に 不利なる を 顧みす- 大 

膽に 立て 人の 前に 我が 主 を 表 G せし 時に 我 は 我が 心の 深 底に 於て 天よりの 此聲を 問け り、 我れ 一 つの 

疑灌 する 所な く、 神の 約束 有の 儘 を 信じ、 直に 彼の 足下に 走て 罪の 赦免 を 乞 ひし 時に 我は义 我が 全身 

に 響き 亙りて 天よりの 此聲を 聞け り、 勿論 ィ H スの 場合に 於て は 此聲に 特^の 意味 ありし は 一一 一一 C ふを俟 

たす、 ィ H スは祌 の 生み 給 ひし 獨子 にして 吾等 はィ H スに 依て 神の 子た る を 許されし 者な り、 然れど 

も 神が 其 子と 語り 給 ふに 當て 彼の 使用し 給 ふ 言 語に 異なる 所 あるべ からす、 是れ靈 の 言 語な り • 良心 

の應 答な り、 吾等 如斯き 言 語 を 聖 書に 讀んで 其 意義 を 解す るに 難から す。 

イエス はョ ハネに 行て 彼の 自覺に 證明を 得たり、 彼れ 是を 彼の 家人に 求めて 得る 能 は ざり し、 彼の 

父 も 彼の 母 も、 彼の 兄弟 も 彼の 姉妹 も、 彼が 人類の 罪 を 任 ふ 祌の羔 なる を認 むる 能 は ざり し、 是を始 

て證 明せ し 者 は 世界 を擧 りて ザ カリヤの ヨハネ 一人の みなりし、 然れ ども 如何.^ る 一人よ、 一人の ョ 

ハネは 萬 人の 普通の ユダヤ人よりも 重し、 神の 使命 を證 明す るに 方て 羅馬の 皇帝、 猶太 亞の牧 伯 共に 

何の 憤 値 あるな し、 靈を 知る 者は靈 なり、 肉 は 靈の事 を 知る 能 はす、 骨肉 如何に 親近な りと 雖も 吾等 

の 靈の事 を 識る能 はす、 吾等と 信仰 を 共に する 者の み 吾等の 靈を 知るな り、 ョ ハネー 人の 贊同 承認 は 

イエスに 取りて は 全世界の 贊 同に 勝りて 力 ありき、 ヨハネに して 彼 は 神の； 111 ぶな りと 言へ り、 彼れ ケ 3： 
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の 疑 照す る 所 か ある、 死せ る 預言者なる ミカ、 ィザャ 等の 一一-一 n は 今 は 活ける 預言者なる ョ ハネに 依て 證 

明され たり、 好し、 今より 人類 救 齊の途 に 上らん、 然れ ども 確信 は ia{ に 確かめられ ざるべ からす， 我 

は 我に 關 する 神の 聖旨に 就て 更に 一 暦の 明瞭 を 要す、 我 は 如何なる 意味に 於て 人類の 救 主なる 乎， 我 

は 屠られす して 世 を 救 ひ 得ざる か、 十字架 上の 恥辱の 死 は 救 主なる 我に 取り、 亦 救 はるべき 人類に 取 

て 實に 我の 受 くべき ものなる 乎、 我れ 我が 心に 存す る ：！；^後 の 疑問 を 解かん がた めに 獨り ユダヤの 野に 

行かん と。 

斯くて ィ ェ ス聖靈 に 導かれ 惡 魔に 試ら れん 爲 めに 野に 往 けり (馬 太 傳四車 一 節)。 

氺  "h 

さ .Jv ん ひ .3 り 

ナザレの ィ H スょ、 我 は 知る 我 は汝と 全く 素性 を 異にする 者なる 事 を、 汝 は 祌の榮 の 光輝、 その 質 

の眞像 (希 伯來書 一章 三 節) なりと 雖も余 は 罪に 由て 孕まれ 罪の 中に 成育し 者な り、 故に 余 は 余の 救 

主として 汝を 仰ぎ 視て 余の 模範と して 汝を學 ばざる なり、 然れ ども、 主よ、 汝は 余に 近かん ために 懦 

弱き 肉體を 取り、 余に 類した る 者と して 世に 降り 給へ り、 余 は汝に 於て 罪の 聖淨を 得る のみなら す > 

亦 人生の 態 を 探り 得る を 感謝す、 汝 自身 友 を 要し 給へ り、 況して 余に 於て を や、 自覺 する に 甚だ 純 

き 余 は 友の 援助 を 要する 如何に 大 なる ぞ、 而 して 余 は汝に 感謝す、 汝は余に>^-亦余の要する友人を賜 

ひし 事 を、 余 は 余の 心の 信念に 應 じて 余 を汝に 導きし 二三の 友人に 就て 殊更に 汝に 感謝す、 彼等 微り 

せば 余の 生涯 は 如何に 成行きし ぞ、 彼等若し余に適^^の援助を與へざりしならば余は今尙ほ人生の路 

頭に 徨 ひしな らん. 余は汝 が 余に 下し 給 ひし 多くの 恩 惠の屮 に 殊更に 余の 心靈的 友人に 就 て 汝に 感謝 

せざる を 得す。 


而 して.：^ よ-  < 水の 友人が 余に 對 して 忠實な りしが 如くに 余 をして 亦 彼等に 對 して 誠實な らしめ よ、 

余 も 亦 彼等の 從事 する 總 ての 義き 業に 向て 余の 滿 腔の 同情 を 表し、 汝が汝 自身の 威権 を 去て ョ ハ. 1^ の 

悔改 の-パプ テス マ を 受け 給 ひし 如く、 余 も 亦 友人の 義を 立てん がた めに は f の 侮辱 冷笑 を 顧 ざらん 0 

と を。 

叉 < ^が 身 を投す る 社 會を撵 ぶ に 就ても パリ サイの 義人 、 サド カイの 智者と 列 を 偕に せんこと を §s む 

ことなく、 進んで 罪人の 群に 人り 其 救 濟の爲 めに 汝に 使？.：！ { せられん こと を。 

ィ H スょ、 余 は 今に 至て 少しく バプ テス マの 眞意を 了り 得し を 感謝す、 余 は 之 を 以て 余の 身を淨 め、 

自 から 義人と 稱 する を 得て 世の 罪人と 交際 を絕 つの 式な りと 思へ り、 何ん ぞ 計らん、 是れ 罪人の 群に 

己を投 する の 式な らんと は、 主よ 余 をして 汝の靈 火に 接して 玆に 新たに 罪人 救助の バ ブテ ス マ を 受け 

しめ 給 ：。 ァ ー メン。 

其 六 ィヱ スの誘 試 

地上に 於け る天國 建設 の 業 は イエスが 父よ り 授かりし 天職な りし、 然れ ども 如何に し て 之 を 建設 せ 

ん乎、 其方 法を定 決めん が， 爲 めに 靈 た、. - ちに ィ H スを 野に 往 かしめ たり (馬^？傳ー章十ニ節)。 

野と はュ ダ ャの 野に して 其 山地と 死海との 間に あり、 其荒漠 たる 狀はュ ダ文學 の厦々 記述す る 所、 

ダビデ 七 年の 間此 所に 彷徨して サゥ 口の 毒手より 免る、 を 得、 ァモ ス此 所に 羊を牧 ふて 天来の 偉 想に 

接せり、 人 を 離れて 直に 神と 交 はらんと 欲せし 者 は 多く は此 所に 往 けり、 是れ 天然の 祈禱 場な り、 好 
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良なる 斷食 場な り、 祌は 彼の 撰 民 を 鍛練 せんがた めに 特^に 此 荒野 を 造り 給 ひしが 如し、 而 して イエ 

ス 今や 彼の 偉業 を 開始 せんとす るに 方て、 ュグ 民族の 此 大祈禱 場に 人り 給へ り。 

此 所に 在る こと 四十 日 四十 夜、 彼 は 沈思 默考に 食 を 忘れ 給へ り、 彼 今や 語る に 人た く、 只 野獣の 彼 

と共に 在りし のみ、 心に 寂寞 を感 する こと 甚 しく、 我と 我に 向 ひて 我に 答へ、 筢 壁の 下、 斷 崖の 麓、 

惟り 無 覺の岩 を 友と し 給へ り、 地上に 4、 ける 天國の 建設、 是れ難 中の 難事業な り、 我れ 此 5；? に 向て 語 

る も 其 我に 應 へ せざる が 如く、 我れ せに 吿 るに 父の 愛 を 以てする も 其 容易に 之 を 受けざる ゃ必 せり、 

寂寞なる は此 荒野に 限らす、 我に 取て は 全世界 は 之に 勝る の 荒野な り、 我 は 此., に 人の 心の 頑愚なる 

け も G 

を 見る、 我 は此獸 に我國 人の 3- 猛 なる を 認む， 寂寞なる かな 我が 生涯、 至難なる かな 我が 事業、 而か 

も 我 は 父の 命 を 奉じて 天 國を此 地に 建設せ ざるべ からす、 鳴 呼 我 如 3： にして 之 を 就さん 乎と。 

時に 聲 あり 彼に 告げて： n ふ、 「爾 もし 神の 子なら ば此 石に 命じて パンと 爲ら せよ」 と、 試 者の 意 蓋 

しィ H ス をして 一 瞬 問に 彼の 此苛嚴 なる 境遇 を變 じて 至樂極 喜の ものたら しめんと する にあり たるが 

如し、 彼 は 祌の子 なれば 此事 を爲し 得ざる にあら す、 若し 之 を爲し 得すと すれば 彼 は祌の 子に あら ざ 

るな り、 何ぞ 彼の 大 慈悲心に 訴 へて、 石を變 じて パ ンと爲 らしめ、 彼 刻下の 饑娥を 癒す は 勿論、 廣く 

天下の 锇民を 養 ひ、 是に 鼓腹 擊壤の 快を與 へて 一瞬間に 天 國を此 世に 來 さぐる と、 是れィ H スに 取て 

は大 誘惑たり しに 相違な し、 彼 は 神 子た るの 實證を 得ん と 欲する 切なり、 彼 は 地上に 天國を 建設 せん 

と 欲する 急な り、 而 して 萬 K 機娥に 迫り、 憂苦に 泣く を 體恤り 給へば 彼は總 ての 方法 を盡 して 彼の 仁 

政 を 世に 布かん こと を 1^ ひ 給 ひしな らん、 r 此は 我心に 適 ふ 我が 愛子」 なりと は 彼が ベ クバ ラに 於て 

ョ ハネ より パプ テス マ を 受けし 時に 天より 聞きし 聲 なり、 彼 何 ぞ玆に 大異績 を 行 ふて 彼が 神 子た るの 


實證を 得る と 同時に 奇緩 的に 天國を 建設せ ざると。 

ィ H スは 試みられたり、 卽ち惡 魔の 誘 試の 力 ある を 感じ 給へ り、 然れ ども 罪な きィ H スは 直に 誘 試 

の 誘 試た る を 看破し 給へ り、 彼 は此言 の 詭計 ある 惡 魔の 言に して、 深智 ある 祌の 言に あらざる を 解り 

給へ り、 奇績は 如斯き 場合に 於て 施すべき ものに 非す、 亦 天國は 如斯き 手段 を 以て 建設 さるべき もの 

にあら す、 天國 の天國 たる は 萬 物 を 直に 神より 待ち望む にあり、 天國は 食に あらす、 亦異 II にあら す- 

天 國は愛 心なり、 信仰な り、 故に 彼 は 直に * 命 記 第 八 章 三 節 を 引いて 答へ 給へ り、 曰く 「人 は。 ハ ンの 

みに て 生る 者に あらす、 唯祌の 口より 出る 凡ての 言に 因る」 と。 

斯くて ィ H スは 世に 所謂 慈善なる もの を 以てする 天國の 建設 を 斥け 給へ り、 慈善 其 |< ；の惡 きに あら 

す、 然れ ども 之れ 隱密 になすべき ものにして、 是を 以て 天國 建設の ための 機關 となすべき ものに あら 

す、 天 國は祌 の 口より 出る 一一 百の 權 能に 依て 建設 さるべき ものな り、 卽ち 一 卷の 聖書と 一 個の 確信と を 

以て 設立 さるべき ものな り、 之に 伴 ふに 慈善 學校 あり、 慈善 病院 ありて、 神の 恩 惠の其 言に 於て あら 

すして、 却て 其 食物と 學問 とに 於て あるが 如くに 思 はしめ し、 今日の 傳道 事業なる 者が 全然 其 目的 を 

想り し は 決して 怪む に 足らざる なり。 

イエ スは富 を 以て 欺く ベから す、 故に 惡魔は 彼を聖 京に 携へ 行き、 其 所に 更に 奇異なる 誘惑 を 試み 

たり、 彼れ ィ H スを祌 殿の 頂上に 立た せて 曰 ひける は 

爾 若し 神の 子なら ば (彼 叉此 一一 目辭を 重複して 曰 ふ、 其 中に 嘲弄の 語氣存 す)、 …… 雨 若し 神の 子 

ならば 己が 身 を 下に 投げよ、 其 は 雨が ために 祌 その 天使 等に 命ぜん、 彼等 乎に て 支へ 雨が 足の 石 
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に觸れ ざる やうす べしと 聖書に 錄 されたり。 

彼 は 詩篇 第 九十 ー篇 より 此言を 引いて 曰へ り、 彼はィ H スに祌 の 約束 を 覆 誦して 玆に 更に 天國 建； If^ 。の 

ための 一 奇法を 彼に 授けん とせり、 卽ちィ H ス をして 萬 民 凝視の 中に 神殿の 頂上より 飛 下せし め、 彼 

の 全く 無害に して 地に 達せし を 彼等に 示し、 以て 彼等の 驚嘆 を惹 き、 異觀 以て 民の 心を牧 接し、 然る 

後に 彼等に 說 くに 天國の 福音 を 以てし、 直に 速 かに 地上に 天國を 建設せ しめんと せり、 是れ 一見して 

ィ H ス の 目的 を 成就す るが ための 最捷徑 なる が 如ぐ 思 はれたり、 是れ 政略 を 以てする 天國の 建設 法な 

り、 而 して 政略 亦必 しも 惡 しき 者に あらす、 人に 由て 人 を 導く、 是れ 仁政なら す や、 小兒は 大人の 如 

くに 敎ゅ ベから す、 頑愚の 民に 天の 福音 を傳 へんと 欲する に 方って 先 づ其心 を牧攪 して 然る 後に 之 を 

して 天の 幅 祉に與 からし めんと 欲す、 何の 惡 しき ことか 之 あらん、 慈愛 は 之 を 施す に 方て 方法 を 選ば 

す * 殊に 身 を 高所より 投下す るが 如き は、 何人も 之が 爲 めに 害 を 蒙る こと あるな く、 天使 は ィヱス の 

足 を 支えて 彼に 傷な からしめ、 民 は 唯 奇行 を 視て之 を 嘆賞す るに 過す、 而 して 其 結果た る や 彼等に 天 

國のー i 昔を傳 へて 永久に 彼等 を 濟ふを 得ん、 神の 子よ、 汝の愛 心に 訴 へて 此 事を爲 せよ と。 

然れ ども 智慧に 富み 給ふィ H ス は亦此 甘言に 惡 魔の 譎計を 認め 給へ り、 彼 は 民 を 愛する 餘 りに 深 か 

りしが 故に、 計略 を 以て 彼等 を 濟ひ給 はざる べし、 彼 は 彼の 福音 を 彼等に 注 人す るに 方て 彼等の 良心- 

の  正門より して 彼等の  恐怖 驚駭の 念なる 側 門より せざる  べし、  人 は 何人たり とも 素是れ 神の 像に 象り 

て 造られし 者 なれば 我等 は 如何なる 場合に 於け る も 彼に 向て 深厚の 禮意を 表せざる ベから す、 率直な. 

るより 他に 人を齊 ふの 途は あるべ からす、 若し 策略 を 施す にあら すん ば 之 を 濟ふ能 はすん ば 之 を濟は 

ざらん のみ、 永久に 涉 るべき！ K 國は 時と 共に 消失すべき f の 王國の 如く に虚 威を以 て 建設 さ る ベ き 者. 


にあら す、 故に ィ H スは復 た 聖書の 言 を 以て 答へ 給へ り、 曰く、 「主たる 繭の 神 を 試む ベから す」 と 

(申命記 六 章 十六 節)。 

神 を 試む と は 神 を 濫用す る ことなり、 神 以外の 事に 神の 權能を 用 ひんと する ことなり、 卽ち祌 を 其 

榮 光の 寶 座より 引き 下して 之に 祌 以外の 事 をな さし めんと する ことなり、 是れ潜 越の 最も 甚 きものな 

り、 神の 命ぜざる に 高き に 登て 飛ド する の 際 彼 をして 我が 足 を 支えし めんと す、 是れ偕 越の 第一な り、 

神の 一 i 昔を傳 ふるに 方て 良心の 直 道に 由ら すして 恐權の 間道に 由らん とす、 是れ僧 越の 第二な り、 祌 

の 導かざる に 我より 進んで 天 國の民 を 作らん とす、 是れ借 越の 第二たり、 偕 越の 上に 借 越 を 加へ、 自 

己に 依て 萬 事 を 就さん とす、 是れ 祌に對 しての 大罪 惡 なり、 大 國は斯 くして 來 るべき ものに あらす、 

天 國は祌 に 由て 建ら るべ き 者、 其 民 は 神に 召され 神に 撰 まる ベ き 者、 而 して 是れ 我より 進んで 詣 造す 

べき 者に あらす、 惡魔は 天國の 何たる を 知らす、 彼はィ H スの 意に して 成らば ィ H スの 王國は 就る ベ 

しと m 心 ひたり、 然れ ども ィ H スにィ H ス の計畫 なる 者 あら ざり き、 イエ スの 意志 はた、 ^ 父の 意志 を爲. 

すに ありき、 彼 はた 父の 命 を 待ち 之 を 遂行 すれば 足れり、 彼は自 から 進んで 父の 業 を 助く るに，」 の 

畫 策を以 てす ベ からす、 彼 は祌を 試む ベ からすと。 

偉大なる かな、 ィ H スの 此自 抑、 此自 抑な きが 爲 めに 失敗に 終りし 敎 法師 3： ぞ 多き や、 自 から 神の 

聖 3 曰 を 奉す ると 稱し、 神の 命ぜざる に 多くの 事 を計畫 し、 祌の 導かざる 者に 濫りに 洗禮を 施して 之 を 

信徒の 列に 加へ、 獨り自 から 以爲 らく、 我が 智を 以て 神の 王國の 建設 を贊 する にあら すん ば 何れの 時 

を 期して か 地上に 之 を 見る を 得ん やと、 玆に 於て か 「目的 は 手段 を義 とする」 との 政略 生じ、 種々 の 

神聖なら ざる 方法 は 講ぜられて 天國の 降臨 は 人力に 依て 早めら る、 が 如くに 思 はる、 然れ ども 見よ、 
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天 國は祌 の 賜物に して 人の 製作 物に 非す、 ョ ハネは 架 城なる 新しき M ルサ レム 備え 整 ひ 神の 所 を 出て 

天より 降る を 見たり と (默 示錄 第二 十一 章 二 節)、 天より 降るべき 者 を 地より 組立 てんと 欲す、 世の 

傳道 政治家なる もの」 愚は此 一 事 を 知らざる に存 す。 

食 を以 て 民 を 誘 ふ ベから す、 聲 slf- を以 て 之 を 導く ベ からす、 去らば 權 カを以 て 之を敎 化する は惡し 

きか、 惡魔は 終に ィ H スを 最高き 山に 携へ 行き、 世界の 諸國 とその 榮 華と を 見せて 彼に 言 ひける は 

「雨 もし 俯伏して 我を拜 せば 我 此等を 悉く 爾に與 へん」 と。 

斯くて 惡 魔はィ H スに 政治的 王國の 建設 を 想 はしめ たり、 政權 素是れ 神より 出し 者、 之 を^ ひて 民 

を敎 化せん とす、 何の 惡 しき ことか 是れ あらん、 政- 械に 神聖なる もの あり、 神聖なら ざる 者 あり、 之 

を聖 化すれば 政治 は 善の ための 偉大なる 勢力な り、 ダビ ヂ之を 用 ひて H ホバ の聖名 四隣に 普く、 ョ シ 

i! ち .i ち 

ャ 之に 依て 改革の 業 一 時に 就れ り、 倏 にして 大事 を 成さん と 欲せば 政治に 干與 して 民 を 風靡す るに 若 

かす、 天 國素是 れ王國 の 一種、 之 を 建設す るに 方て 政權の 利用 は 免 かるべ からすと U 

然れ ども 政權の 利用に 就て 惡魔 はィ H ス より 一 事 を 匿す こと 能 は ざり し、 彼 (惡 魔) は 世界の 王な 

れば之 を 征服 せんと 欲する 者 は 俯伏して 彼を拜 せざる ベから す、 毫も 彼に 頼る ことなくして、 全然 彼 

を 排除し て 世に 王た らんこ と は 不可能 事な り、 若し 帝王 に 臣服せ すん ば 衆愚に 從せざ る ベ か らす、 

劍を揮 はざる ベから す、 法 を 施かざる ベから す、 神の 言と 良心の 命と をのみ 以て 此 世に 王た らんこと 

は §1!! んで 達すべからざる ことなり、 政權を 以て 世 を 治めん と 欲する 者は惡 魔に 此 一 歩 を讓ら ざるべ か 

らす、 然れ ども 讓る所 はた 1- 此 一歩の み、 而 して 此讓 歩に 由て 得る 所 は 世界の 權 威と 榮 華と なり、 汝 


阈. 民衆の ために、 將た亦 汝の现 想 的 王國の 建設の ために 〈， ？に此 一 歩 を讓ら ざる 耶と。 

然れ ども 是れィ H スに 取りて は 最も 看破し 易き 誘惑な りし、 旣に 慈善 を 斥け、 聲 望を排 せし ィ H ス 

は 政 權を拋 菜す るに 何の 禱路 する 所 あら ざり し、 彼 は 一 言 以て 彼の 試 者に 答 ふれば 足れり、 卽ち 「サ 

タンよ 我 後に 退け、 獨 主たる 雨の 祌に拜 跪し 之に のみ 事 ふべ し」 と (申命記 六 章 十三 節)、 惡 魔に 拜 

跪して 善事 を爲し 得べ しと は 背理の 最も 基 だしき ものたり、 ィ スは 如何なる 場合に 於け る も 之 を 信 

じ 給 はざる なり。 

去らば 天 國は何 を 以て 建設 せん 乎。 

十字架 を 以てな り、 絕對的 愛 心と 服 從とを 以てな り、 終結まで 耐え忍ぶ こと を 以てな り， 是れ 永遠 

に 築く の 方法な り、 是れ祌 たる 者の 王國 建^ 法な り、 我 は 至極まで 此 法に 則らん と。 

惡 魔の 誘惑 兹に 悉く 收れ たれば 彼 終に 暫く ィ H スを 離れたり、 彼 は 他の 境遇に 於て 復 たび 彼 を 試る 

こと あらん、 然れ ども 天國 建設 發途 の此 時に 方て 彼 は 終に 我 主に 勝つ こと 能 は ざり し、 こ k に 於て か 

天 國は惡 魔の 最初の 襲擊に 耐え、 兹に其 基礎 を 堅 固められ たれば 天使 等は來 りて 餓えし 我 主に 事へ、 

彼 は聖靈 の 能力 を 以て 彼の 故鄕な る ガリ ラャ に歸り 給へ り。 

ナザレの イエスよ、  < ふ は 汝に此 誘 試と 勝利 ありし が 故に 汝に 感謝す、 余 は 之に 由て 汝の 余の 如く 試 

られし 者なる を 知る、 汝は 凡ての 事に 就て 余の 如く 誘 はれたり、 故に 汝は 能く 余の 荏 弱 を 體恤り 給 ふ 

なり (v;a 伯來書 四 章 十五 節)、 汝自 から 惡糜と 戰ひ給 ひて 能く 其 威力の 強大なる を 知り 給 ふ、 我等 幾 

囘か 彼の 欺く 所と なり、 方略 を 講じ、 . 姿 望 を 求め、 汝に事 へんと 欲して 却て ffiK 彼に 祥跪 せり、 願く 
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は汝の 智慧 を 我等に 賜 ひ、 我等 も 汝に傚 ふて 能く 神の， 聲と惡 魔の それと を 刺^す る を 得、 瞭 かなる 眼. 

を 以て 汝の； 止 道 を踐み (馬 太 傳ーハ 章 ニニ 節/ 右に も 左に も 曲る ことなく  (約 書亞記 一章 七 節)、 汝 

に 依て 總 ての 誘惑に 勝ち、 此 所に 汝の 天國の 建設 を贊 助け、 彼 所に 汝の榮 光に 與 からん こと を、 ァ ー 

メ ン _リ 

其 七 ィヱ スの 子 

天圃の 建設 は 宣言せられ、 ィ H スは 凡ての 誘 試に 勝て 其 王た るの 資格 を 得 給 ひければ 彼は玆 に其巿 

民の 選 搽に着 \i ^せられぬ。 

人 は 何人も 自 から 望んで. 大國の 市民た る 能 はす、 血肉 は 神の 國を嗣 ぐ こと 能 はす、 人の 智も才 も 富 

も 位 も 彼 を祌の 子と なすに 足らす、 た： 神の 簡び給 ひし 者の み 主 を其榮 光に 於て 見る を 得べ し、 天國 

の 建設 は 神の 事業な り、 人の 之に 千與 する は 啻に 其勞 役者た るに 止まる、 其 計畫、 其 進行、 其 完成 は 

總て 神の 聖旨に 從ふ、 神に は 神の 意思 在て 存す、 人 は 之 を 變更し 叉 は 仲 ii する 能 はす、 祌の 召し 給 ひ 

し 者の みが、 其 子と 稱 せらる \ を 得るな り、 彼の 召 を 蒙る ことなくして、 智慧 ある 者 も- 能 ある 者 も， 

責き者 も 大國の 市民た る こと 能 はす。 

か. u-り 

イエス は： 大國の 王な り、 然れ ど， 彼の 此 世に 在る や、 彼に 見るべき の 美 はしき 貌 あるな く、 慕 ふべ 

きの 艷色 あるな し、 彼 は 侮られ、 人に 棄 てられ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり (以 賽亞書 五む 三 章)、 

彼 を 王と し稱 する は 彼の 特^の 行爲に 依て なり、 乎に 權柄を 握る が 故に 王なる に 非す、 身に 錦 繡を纏 


ふが 故に 王なる に 非す、 萬卒の 彼の 四 邊を衞 るが 故に 王なる に 非す、 彼の 王なる は 彼が 神の 子た るに 

因るな り、 卽ち 苦しめら るれ ども 謙遥 にして 口 を 啓かす、 場に 引かる k 羊羔の 如く、 從ふを 知て 逆 

ふ を 知り 給 は ざり しに 因る。 

誰か 此 王に 臣事す る 者ぞ、 誰か 一切 を棄て 彼に 從ふ 者ぞ、 弟子 は師 より 優る 能 はす、 荊棘の 冕 を 冠 

ら しめられし 王 は其臣 に 安寧 幅 利 を 給す る 能 はす、 故に 自 から 好んで ィ H スに來 て 其 弟子た らんと 

欲する 者 あるな し、 イエス は 曰 ひ 給へ り、 「我 を 遣し、 父 引か ざればん よく 我に 就るな し」 と (約 翰 

傳六章 K 四 節)、 人 は 聖靈に 感ぜ ざれば ィ H スを 主と 謂 ふ 能 はす (哥林 多 前書. H 一章 三 節〕、 血肉 は 

吾 儕に イエ ス の活 神の 子た る を 示す 能 はす (馬 太傳 十六 章 十七 節)、 福利 を 求む る 者、 權威を 欲する 

者、 此 せに 於て 大 なり、 又 貴 からん と 欲する 者 は イエスの 弟子た らんと は 欲せざる なり。 . 

然れ ども 神 は. 1H スを 獨り此 世に 途り給 は ざり しなり、 彼に 王 國を賜 ひし 神 は 彼に 亦 弟子 を 賜へ り、 

イエス は 弟子 を 作り 給 は ざり し、 彼 は 旣に祌 の 召 を 蒙りし 彼等に 遭 ひ 給 ひしの み、 攝理は 時 を 期して 

彼 を ュ ダャの 地に 遣 はせ り、 而 して 攝理は 彼の 偉業 を 助けん ために 彼のた めに 彼の 弟子 を 遣 はせ り、 

遣 はされ し 者が 遣 はされ し. 者と 相會 して 玆に 師弟の 關係は 成れり、 嗚呼、 神聖なる かな、 神に 依て 成 

りし 師弟の 關係、 師が 特別に 招きし に 非す、 弟子が 特別に 尋來 しに 非す、 神に 導かれて 師弟 相 合す、 

彼等 はせ の 創始より 師弟と して 定められし もの、 死 も 生 も 天使 も 執政 も 八 I 'ある 者 も 後 あらん 者 も、 高 

きも 深き も 我 儕 を 我主ィ H ス キリストに 賴れる 神の愛より、 絕ら する こと 能 はす r 羅馬書 八- S^H 二八、 

兰九 節)。 

始め て イエス を 主として 認め， パーに 從 ひし 者 を シ モン ぺ テ t の 3^ 弟ァ ン デ レ なりと す、 彼れ 素バ プ テ 
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ス マの ョハ ネ の？^ 子な りしが ィ H ス に關 する ョ ハ ネ の證霄 を 聞き直に 去て ィ H ス に從 へり * 大膽 なる 

かな アンデレ、 木 匠の 子な りし ナザ レのィ H スを 始めて 人類の 救 主と 認めし 汝の 勇氣は 吾等の 讚稱し 

て 止む 能 はざる 所な り、 吾等 今や 十九 世紀 間に 涉る歷 史の證 明 を 以てせら る k もィ H スの キリストな 

る を 知る に 苦む， 然るに 汝は 始めて 彼に 接して 直に 彼の 彼た る を識れ り、 歷史は 多く 汝に 就て 語らす、 

而 かも 汝は 最始の 基督 信者と して 永く 信仰の 模範た らん、 偉人に 次ぐ の 偉人 は 偉人 を 偉人と して 認む 

る 者な り、 光明 獨り此 世に 臨みし 時に 汝は 世に 先 じて 獨り 始めて 之 を 仰げり、 聖 アンデレの 名 は 蓋し 

眞 勇の 表號 として 永く ；大 上の 記錄に 輝かん U 

ァ ンデレ の 次に ィ H ス に 就り し 者 を 其 兄弟べ テ B とす、 輿論 を排 して 新来の 師を迎 へし？ 5- 氣に 至て 

は 兄弟 相讓ら す、 而 かも アンデレが^に 秘 して 沈勇なる に 比して ぺ テ 口 は 外に 表 はして 稍 や 猛勇な り 

,. し ゑ 

き、 彼れ ぺテ a は 信仰の 發表 者と なり、 地上に 於け る 敎會の 礎と なれり、 彼の 信仰の 外形的な りしに 

おの づ 

非す、 而 かも 彼の 性た る. に 包む こと 能 はざる ものな りしが 故に 彼は自 から 對 外的 運動の 率先 者と た 

れり、 福 ひなる は ガリ ラャ 海の 漁夫 ョナ なりし、 彼 は 其 二子 をィ H スに 獻げて 地上に 於け る天國 創設 

の 榮譽を 其 家に 牧 めたり。 

ョナの 一 一子に 次で ィ H ス に來 りし 者 を 彼と 同鄕の 人な りし ピリ。 ホと す、 「ィ H スガ リラ ャに往 かん 

として ピリ ボに遭 ひ、 我に 從 へと 曰へ り」 と (約 翰傳 一章 四 三 節)、 此簡 短なる 記事に 無量の 意義^ 

す、 遭 ふて 從 へりと、 深く 相互の 眞偽を 探る の 要 あるな く、 兩聖 一面して 神の 定め 給 ひし 師弟なる を 

智覺 せり、 此師 ありて 此 弟子 ありし ならん も、 亦 此笫子 ありて 此師 ありし ならん、 此 一面識に ビリボ 

の 運命 は 定められ、 彼 亦 一 切 を 棄てィ H スに從 へり。 


ピリ ボ、 ナクナ H ルに遭 ひて 曰け る は、 「我 倚モ ー セと豫 首 者 等が 記し、 所の 者に 遇へ り、 卽 ち- コ 

セ フの 子ナザ レの イエ ス なり」 と、 ナ タナェ ル之を 信ぜ ざり しかば ピリ ボは曰 へり 「來 り觀 よ」 と、 

来て 其 聖貌を 仰ぎ 視 よと、 其 神の 如き 風采 を拜 せよ と、 而 して ィ H ス、 ナタナ H ルの 己が 所に 來るを 

見て、 彼 を 指して 曰 ひ 給 ひける は 「視 ょ眞の イスラ ェ ル の 人に して、 其 心詭譎 なき 者ぞ」 と、 以て 知 

る、 彼れ ナタナ H ルは 正直 一方の 猶太 人な りし こと を、 彼に 才略 ありし に 非す、 彼に 博識 ありし に 非 

す、 彼に 於て 責き は單に 彼の 欺かざる 心に ありき、 天國は 才學に 非す して 謙德 なり、 ィ H ス、 ナタナ 

H ルを其 弟子と して 受け 給 ひて 世界 幾 萬の 正直なる 心の 外、 何の 頼む 所な き 者に 對 する 彼の 同情と 特 

愛と を 表し 給へ り。 

ガリ ラャ 海の 漁夫 は 旣にー 一人の 弟子 をィ H ス に 供せ り、 彼等に 次いで ィ ェ ス に從 ひし 者 を 同じく 

漁 夫 なる ゼ ベ タイの 一 一子に して ボア ネル ゲ卽ち 雷の 子と 名 けられし ャ コ ブと 其弟ョ ハ ネ なりと す、 

雷 子の 名稱、 彼等の 雷 性 を 示す、 卽ち發 怒し 易く、 激愤し a- く、 敵 を 貴む るに 酷に、 友に 交 はるに 厚 

し、 後日 愛の 福音の 使徒と して 人に 仰がれし 者が 其 始めて ィ H スに來 りし や 雷 子の 稱號を 値せし 者な 

りし を 知て、 福音の 人の 常 性に 及ぼす 感化 力の 如何に 深厚 偉大なる 乎 を 知る を 得ん リ 

餘は稅 の マ クイと 疑惑の ト マス、 アル パイの 子 ヤコ ブと ゼロ デと云 へる シ モン (ゼ n デ之 を譯せ 

ば 熱血 兒 にして 猶太 國當 時の 頑陋 激烈なる 愛國 者な り)、 ヤコ ブの 兄弟 ュダ とィ H スを賣 りし イス 力 

リオ テの ュダ、 以上 を ィヱス の 十二 弟子と 稱 せり、 外に 七十の 弟子 ありたり、 又 多くの 婦人の 彼に 從 

へる ありたり、 マグ ダリヤの マリヤ は 娼婦な りしが 如し、 漁夫の 子と 稅 吏と 娼婦、 社 會が稱 して 以て 

峩物 となす 者 を 以て 天 國の某 礎 は {li- めら れ たり。 
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是れ基 誓敎會 なる 者の 濫觴な りき、 其 中に 未だ 一人の 權者 あるな く、 一人の 哲學者 あるな く、 一人 

め 能辯 家と 稱 すべき 者 あるな し、 此弱 羊の 一 群 を 以て 不信の 世界に 當る、 是れ 神の 事業に 非す して 何 

ぞ、 羅 馬の 國敎を 護る に 四十 七 聯隊の 精兵 あり、 之に 地方の 守兵 を 合せて 現役 四十 七 萬と 稱す、 若し 

皇帝に 向て 頭 を 低れ ざる 者 あれば 之 を 罰する に リク トルの 職 あり、 若し ジ ウス の 神を拜 せざる 者 あれ 

ば 之 を 懲らす に 國法を 以てす、 權 能と 威 嚴とを 以て 保持 せられし 羅 馬の 世界 帝 國に對 して 玆に 愛と 信 

仰と を 以ての み 結ばれし 新 王國の 建てられ しあり、 而 して ョナの 子べ テ a 會 衆に 代り、 ィ H ス は キリ 

ストな りとの 信 條を吿 白す る や、 ィ H ス はべ テ a に 告げて 此 信仰の 上に こそ 新 王國は 建つ なれと 宣言 

せられぬ (馬 太傳 十六 章)。 

ナザレの ィ H スょ、 余 をして 亦 玆に爾 に 就て 深く 學ぶ所 あらしめ よ、 余 をして 雨に 傚 ふて 自 から 進 

んで 敎會を 作らん とせす、 爾の 聖國の 父の 聖 3ほ に 順て 時 を 定めて 此 世に 顯 はるべき ものなる を 知り、 

雨の 豫め簡 び 給 ひし 者に 雨の 幅 音を傳 ふる を 以て 足れり となし、 之 を隱す ことなく、 亦 之 を强る こと 

なぐ、 只 謙 遞に大 膽に爾 の聖語 をせ に傳 ふる を 得さし めよ、 斯くてせ が爾の 幅 音に 耳 を 傾けざる も 深 

.く失§"^1することなく、 福音の 進步 を； i 音に 委ね、 福音 をして 世の 權 勢に 當 らしめ、 之 を 挫かし め、 之 

を 葬らし め、 而 して 吾等 はた 共傳播 發揚の 器具と なり、 其 勝利 を 以て 吾等の 勝利と なさん こと を。 

殊に 主よ、 余 をして 特に 權威 ある もの、 智慧 ある 者に 雨の 福音 を傳 へんと 欲せ ざら しめよ、 余 をし 

て 世の 所謂る 勢力なる もの k 雨の 勢力に あらざる を 知らし め、 雨の 愛子 を 寧ろ 弱き者. 貧しき 者、 愚 

かなる 者の 中に 尋ねて、 此 等の 間に 地上に 於け る 天國の 基礎の 据えら れんこと を 祈らし めよ。 ァ ー メ 


ン o 

其 八 ィヱス の敎訓 其 一 

イエスの 敎訓は 倫理に 非す、 然れ ども 倫理 を 離れた る ものに 非す、 ィ H スは 先づ 神と 人と 人生の： 1： 

たる か を 明かに し、 然る 後に 人の 之に 虚す るの 道 を 示し 給へ り、 故に 彼の 敎訓は 倫理 學 者の それと 異 

りて 敎義 的な り、 .S ち itr つ 人生の 説明 ありて 然る 後に 人道の 垂示 ありたり、 人道の 主なる 彼 は 道 を 前 

にして 說を 後に し 給 は ざり し。 

イエス 一 生の 事跡 は 之 を 彼の 敎訓と 見做す を 得べ し、 虞理は 彼の 一 W 葉に のみ 存せ すして 彼 自身に 在 

りたり、 我 は眞理 なりと 彼 は宣べ 給へ り (約 翰傳十 ra: 章 六 節)、 彼の. 誕生 は大 なる a 県理 なり、 彼の 死 

と 復活と は 最大の 眞理 なり、 ィ H スに 在て は 敎訓は 事跡 を 離れて 論す ベから す。 

然れ ども 彼 亦 人類の 大敎師 として 多くの 敎訓を 垂れ 給へ り、 語る よりも 行 ふに 敏 かりし 彼 も 亦 口舌 

を 其 神聖なる 用に 供し 給へ り、 彼の山上の垂訓なる^|<?は聖 マ クィに依て記されしが如くに、 一時に 順 

を逐 ふて 宜 ベら れし者 なるや 未だ 靡かなら すと 雖も、 其 善く 彼の 教訓の 要略 を傳 へし 者なる や 敢て疑 

を容 るべき に 非す、 余輩 は 今より 後數囘 謹んで 其 考察に 從事 せん。 

ィ H ス許 多の. 5 を 見て 山に 登り 坐し 給 ひければ 弟子 等 も 其 下に 来れり、 や 、ェ ,ス ^1^4: わ」 でき^ 

敎へ曰 ひける は 

OOO00OOO0  0OO0O0O00OO00 

、もの 貧き 者 は 幅な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也、 
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イエスの 垂訓の 場所と 方法と 內容と は 能く 馬太傳 の此數 句に 於て 現 はる、 場所 は 山上な り、 或は 海岸 

なり、 ナザレの 敎會 堂より 逐 はれ 給 ひて より 以來、 彼 は 彼の 敎を {B: ぶる ための 講壇なる もの を 有ち 給 

は ざり し、 敎會は 彼を逐 へり、 然れ ども 天然 は 彼 を 受けたり、 今や 莊嚴を 極む る 世界 幾多の 大會 堂よ 

り 宣べ傳 へらる k ィ H ス の 教訓なる もの は 其 始めは ガリ ラャ 海の 風に 達ら れて聽 者の 耳に 達せし 者、 

或は テル ハ ムの 山に 響きて 罪 奴の 心に 沈みし 者な り、 天眞は 最も 善く 天然に 緣 りて 傳 へらる、 イエ ス 

の敎 訓に淸 風の 香味 在て 存す。 

方法 は 自由な り、 ィ H スの 垂訓に 組識 立た る 順序 あるな し、 彼は學 者の 如く 熟思して 眞 理を發 見し 

給 は ざり し、 彼 は 世の^ 始 より 之 を 彼 自身に 於て 有ち 給へ り、 熟せる 菜實が 技より 落つ るが 如くに 眞 

理は 彼の 口より 落ちたり、 彼 は 眞现其 物 なれば 彼れ 口 を 啓き 給へば 敎訓は 自由に 彼より 流れ出たり、 

而 して 眞理と は實 に如此 きもの ならざる ベ か らす、 野 の 百合 花 の勞 めす 妨 かすし て 色 を 呈し香 を 放 つ 

が 如くに ィ H スは學 ばす 究めす して 深き 眞现を 世に 供し 給へ り、 雪山 十二 年の 苦 業の 結果に あらす、 

ナザ レ 三十 年の 曇りな き 成育の 餘韻 なり、 之に 淸 風の 香 氣 あるが 如く 亦た 山 を 走る 玲 羊の 自由 あり。 

而 うして 其. S 容 は眞理 の實體 なる 滿 身の 確實 なり、 之に 些少の 疑義の 存 する あるな し、 彼が 學 者の 

如くなら す、 權威を 有する 者の 如く 敎へ給 ひし は" だが ためなり、 彼の 敎訓は 彼 自身な り、 之 を 斷て生 

血 其 中より 流る と は 彼の 言の 如き を 指して 云 へ る 語な り、 若し 總 ての 誠 實は 天地と 共に 存す とならば 

イエ スの 如き 聰明なる 誠實は 天地 は 失する と雖も 失する 者に 非す、 全身 を 以て 信じ 得ざる 眞理 は眞理 

にして 眞理に 非す、 心の 信す る 所を腦 能く 之を贊 し、 口 能く 之 を 唱 へ、 手 能く 之を傳 へ、 足 能く 之 を 

運ぶ ものに あら ざれば 之を眞 理と稱 すべから す、 ィ H スの 眞理に 鑑みよ、 是に全 性の 贊同 あり、 感情 


のみに 非す、 道理な り、 道理の みに あらす、 溢る、 斗り の 熟 誠な り、 之に 接して 電流の 我が 全身に 傅 

はるを 覺ゅ。 

心の 貧しき 者 は 福な リ、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

是 れ敎訓 にあら すして 宣言な り、 貧を勸 めし 一一 H 辭に 非す、 亦 之 を 命ぜし 訓令に あらす- 贫を 讚美せ し 

詩歌の 一句の 如き 者な り、 ィ H スは 貧者 は 幸福な りと 曰 ひ 給へ り、 而 して 彼 は 其 幸福なる 理由 を 述べ 

^-n  /り 0 

糸 Z  I 

心の 貧しき 者と は 心に 貧しき 者な り、 卽ち 心より 貧しき 者な り、 單に 身に 於ての み 貧しき 者に あら 

す、 貧 を 深く 其 心に 感する 者な り、 *1 に は 身に 貧して 却て 心に 傲慢なる 者 あり、 又 身に 富. で、. ：3 に 贫 

しき 者 あり、 ィ H スの玆 に 謂 ひ 給へ る 心よりの 贫者は 前者に も 非す 亦 後者に も 非す して、 身に 贫 して 

叉 心に も 貧す る 者な り、 卽ち 貧困の 極に 達せし 者な り (路加 傅 六 章 一 一十 節 は 「心の」 の 二字 を缺 けり)。 

而 うして ィ H スは斯 かる 貧者 は 不幸なる 者に 非す して 却て 幸 幅なる 者な りと 曰 ひ 給へ り、 幸 一 i なる 

は 富者に 非して 却て 貧者な りと 宣べ 給へ り、 彼は佛 者に 傚 ひて 貧困 は 人が 前世に 於て 犯せる 罪業の 結 

果なり と は 稱へ給 はす、 彼 は 却て 貧困 を 祝福し 給へ り、 彼 は 貧 は 神が 吾人に 降し 給へ る 多くの 恩惠の 

中に 在て 首座 を 占む ベ き 者なる が 如くに 唱 へ 給へ り。 

貧困 は 幸福な り、 何故に？、 之を享 けし 者 を 天國の 所有者と なすべ ければ なりと、 卽ち彼 をして 比 

しみ  さび  ぬすびと- ソ がち 

骨より 離 絶せ しめ、 其 財 を 霞く ひ 誘く さり 盜 穿て 竊 まざる 所に 求めし むべ けばな りと、 イエ スの敎 

訓 は其發 端より 來せ 的な り、 來卅 レに關 係せ すして 彼 は 彼の 最も 簡 短なる 教訓 を も 宜べ給 は ざり し。 

來世 的なる は 計算 的に して ィ H スの 敎訓を 下落せ しむと 云 ふ^あり、 然れ ども 計算 的なる 來 *1 觀ぁ 
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り、 計算 的なら ざる 來 f 觀 あり、 現世に 於け る 善業 を獎勵 せんた めに 無现に 案出せ し 來ゅ觀 は 計算 的 

なり、 人生の 雍實 有の 儘を俾 へ、 在るべき もの を 在りと 傳へ、 人 をして 天然の 法則に 順て 其 身 を處せ 

しむる ための 來世觀 は 計算 的に あらす、 ィ H スは 宗教家た るに 先ち て 博物 學 者たり し、 彼 は先づ 天然 

を 知て、 然る 後に 天然の 堅固なる 土臺の 上に 彼の 敎理を 築き 給へ り、 彼 は 過敏なる 慈悲心に 驅られ て 

彼の 敎理を 案出す るが 如き 常識に 缺 けたる 者に て は 在り 給 は ざり し、 事實は 最大の 敎訓 なり、 イエス 

は 近世の 科學 者の 如くに 事實に 依らす して は 何事 を も 人に 敎へ給 は ざり し。 

イエス は 未來を 熟知し 給へ り、 彼 は 吾人が 明日 ある を 知る が 如くに 来世 ある を 知り 給へ り、 故に 吾 

人が 明日の 計 をな すが 如くに 來 世の 計 をな すべき こと を i^i  〔人に 敎へ 給へ り、 彼の 敎訓の 他の 敎師の そ 

oooooooooon-oooooooc  0  0  0  0  0 

れと 異なる 所 は 彼の 卓越せ る 宇 {由 觀に存 す、 彼 は 常識 を 無限の 朱來 にまで 仲 張し 給へ り、 而 うして 此 

0  0  0000O0O00CO0O  O0O0OO0  OO0OOOOO0OOOO00OO00OOO 

仲 張に 依て 常識 は 常識 以上に 達し、 簡短 明瞭なる 敎訓も 天 來の新 思想と なりて 深く 吾人の 心 裡に穿 人 

0  0  0  0-0  0 

する に 至れり。 

「心の 贫 しき 者 は. 幅な り」、 彼 は 先天的に 幸 一條なる にあら す、 神より 特別に 福祉 を 受けし 者な りと、 

X 布躐 語の makarios に此 受動的の 意味 存す、 祝福され し 者、 特に祌に^？！心まれし者、 貧しき 者 は 如此き 

者な りと ィ H スは曰 ひ 給へ り、 富める 者の 祌に惠 まれし に 非す、 祌に 特^に 惠 まれし 者 は 富者に 非す， 

して 貧者な りと、 彼 は單に 貧者 を 慰め 給 ひしに あらす して、 之を稱 美し 給へ り、 彼 は 貧^に 向て 能く 

其 貧に 耐えよ と 語り 給 ひしに あらす して 貧に 就て 祌に 感謝せ よと 宣べ 給へ り、 來世^ 在の 一事 を 知て 

人生 は斯 くも 轉 倒して 吾人の 眼に 映す るに 至る、 卽ち其 苦しき もの は 喜ばしき ものと なり、 其咒 はれ 

しと 思 ひし 事は惠 まれし 事と なる。 


哀む者 は 福な り、 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 也" 

柔和なる 者 は 福な り、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也。 

饑渴く 如く 義を慕 ふ 者 は 福な り、 其 人は飽 くこと を 得べ ければ 也。 

心の 淸き者 は 福な り、 其 人 は祌を 見る こと を 得べ ければ 也。 

和平 を 求る 者 は 幅な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也。 

義し きことの ために 責めら る &者は 福な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

我がた めに 人 汝等を 詬誶り また 迫害め、 詐 はりて 様々 の惡 しき 一 I 一一 II をい はん、 其 時 は汝等 幅な り、 

喜び 樂 しめ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、 そは汝 等より 前の 豫言者 を も斯く 迫害たり き。 

困難 は 總て此 世に 有て 其 報 賞は總 て天國 にあり、 現在に 於て 苦しむ は 未来に 於て 樂 まん ためなり， 人 

に 迫害ら る k は 神に 安 慰ら れんた めの 準備な り、 苦しむ 者よ、 人に 踐み附 けらる &者 (柔和なる 者の 

眞義) よ、 喜べ 樂 しめ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ なりと。  • 

斯くて ィ H スは 吾等の 服の 前に 天 画の 扉 を 開き、 下界の 苦痛に 對 して 安 慰の 理由 を 示し、 之に 耐ゅ 

るの 動機 を^し、 目 を 擧げて 天の 榮光を み瞻て 地の 忠苦を 忘れし む、 彼の 敎訓の 如何に 單 純なる よ、 

彼に 倫 现を講 する の 要 あるな し、 彼に して 天の 扉 を 開けば 足る、 去れば 萬 物 は炳然 たる を 得て、 ；^:! 等 

は淚の 谷に 在て 人生 を樂 しみ 得る に 至る。 

氺  氺 

ナザレの ィ H スょ、 我 倚 は 多く 知る が 如く なれ ども 赏は 3： 車 を も 知らざる 者な り、 我 倚 は 倫 现を知 

り、 道義 を 解し、 哲學に 通す るが 如く なれ ども、 人生の 何物た る 乎 を 知らざる が 故に 多くの 智識 を 懐 
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て 陰密の 暗夜に 彷役ふ 者たり、 我 倚 は i 仝 想 を さ 天に 高く 畫くを 知る と雖 も、 ；！：^ 仰 を 地に 堅く 築く を 知 

らす、 我 儕の 該博たり と稱 する 倫理 學は我 倚の 人生観の 狭隘なる がた めに 我 倚に 何の 用 をも爲 さす、 

我 倚 は 知て 知らざる が 如き 者な り、 願く は 我 倚の 「聰明なる 無識」 を憫 めよ， 汝 のみが 未來を 知り 給 

ふ、 汝に 由ての み 人生 は 明瞭なる を 得べ し、 我 倚 柔和の 美なる を 知れり、 然れ ども 其 美なる 理由 を 解 

せ ざり し、 我 倚 は 和平の 善 を 知れり、 然れ ども 其 善なる 理由 を曉ら ざり し、 天より 降り 給 ひし 汝が我 

倚の 眼の 前に 天の 扉 を き 給 ひしに 由て 我 倚 は 我 儕の 學び來 りし 普通 道德 の眞義 を 解し 得る に 至れり、 

余 は 知る * 汝は 特训に 新ら しき 道義 を 人に 敎 へんた めに 世に 降り 給 は ざり し を、 汝は 道義の 註解 者と 

して 我 倚の 間に 臨み 給へ り、 而 して 看よ 汝に 由て 道義 は 新ら しき 者と なりて、 之に 順 ふは勞 苦に 非す 

して 快樂 なること、 なれり。 

願く は 我 倚汝に 迫て 新 倫理 を學 ばんと 欲する ことなく、 唯汝に 依て 閉ぢ たる 我 倚の 眼 を 開かれ、 來 

らんと する 天の 榮光を み 得て、 喜んで 道義の 要求に 應 する を 得、 我 儕の 現今の 地位に 安んじ- 笑顔 

を 以て 總 ての 困苦 を迎 へ、 而 して 生命 終へ て 後に 汝の天 國に迎 へられん こと を、 ァ ー メ ン-" 

其 九 ィヱ スの 教訓 其 二 

美訓九 箇條を 以て 世の 不幸 者 を 慰められし 後、 イエ スは 更に 語を繼 けて 特に 其 第 子等 を敎 へて 曰く 

雨 一 31 は 地の 盥な り、 卽ち 國籍を 天に 置く 者 なれ ども、 此 地に 在る 間 は 其 防腐 劑の用 をな すべき 者 

なり、 故に 鹽 たる 爾曹 にして 萬 一 其 鹹味 を 失 ふこと あらば 地 は M を 以て か 其 芳味を 維持す る を 得 


んゃ、 叉 爾曹は 誰に 由て 雨曹の 能力 を囘復 する を 得ん や、 ，M 若し 其 味 を 失 は^ 後 は 用ゐる 所な く、 

唯 途上に 棄 てられて、 通行の 人に 踐 まる & のみなら す や、 其 如く 爾曹 にして 若し 防腐の 用 をな さ 

ざるに 至らば せに 不用なる 人物に して 爾曹の 如き は あらす、 爾曹 は墮落 信者と して 世の 輕蔑 貌視 

する 所と ならん。 

爾曹は 又 世の 光な り、 ちた ビに 地に 香味 を 供し、 其 腐敗 を 防ぐべき 者なる のみなら す、 亦 を 

照らし、 之 を 敎へ之 を 神の 救扬に 導くべき 者な り、 山の 上に 建ら れ たる 城は隱 れんと 欲して 隱る 

る こと を 得す、 睛曹旣 に 福 昔の 證明 者と して 世に立 てらる、 雨曹 せの 注意 を惹 かざらん と 欲する 

とら しび ..Jb  ます 

も 得す、 誰か 燈を 燃して 斗の 下に 置く 者 あらん や、 彼 は 必す之 を 燭臺の 上に 置て 家に 在る 凡ての 

物 を 照 さしむ るに あらす や、 祌 が爾曹 をた て、 世の 燈 たらしめ しも 亦 之が ためな リ、 卽ち 爾曹を 

して 獨り 退て 孤 節 を 守り、 心に 惟り 祌の恩 惠を樂 まし めんがた めにあら すして、 爾曹 をして 大膽 

に 民の 前に 立ち， 之を誡 め、. 之 を 慰め、 之を敎 へ、 之 を 導き、 以て 父の 慈愛 を 普く 世に 示さし め 

ん ためなり、 故に 爾曹 臆する ことなく 人々 の 前に 雨曹の 光を耀 かせよ、 注意せ よ、 我れ 雨 曹に爾 

曹 自身 を耀 かせよ と 云 はす、 是れ 傲慢な り、 神の 嘉し給 ふ 所に あらす、 爾曹は 爾曹の 中に 在る 神 

の 光 をして 耀 かしむ ベ きなり、 此の 如くに して 爾曹 謹ん で 自己の 榮光を 求めす し て 爾曹に 榮光を 

賜 ひし 神 をして 雨曹を 通して 耀か しめんに は、 人々 は 爾曹の 善行 を 見て 雨 曹を榮 めすして 天に 在 

す爾曹 の 父 を榮む るに 至らん 

と (馬 太傳 第五 章 十三 節より 十六 節まで)。 

S れ幅昔 書の 載す る 所の 簡潔なる ィ H スの 言に 少しく < ^輩の 義解を 加へ たる ものな り、 基督 敎 徒の 
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此 世に 於け る 地位と 責任と を 明かに して 遺憾 あるな し。 

イエ ス天國 の 福音 を 述べ 給 ふや、 人、 彼の 眞意を 解す る 能 はす、 或人は彼は舊^：^仰の破壞者なりと 

10,-」  つ ズ J 

云 ひ、 叉 或 人 は 彼 は 新 宗教の 設立者な りと 云へ り、 故に 彼の 下に 集ひ來 りし 者の 中に 過激なる 破壞者 

も ありし ならん、 又 萬 事に 於て 新 珍 を趁ふ 好奇 者の 類 も ありし ならん、 然 かも ィ H スは 世に 所謂 革 

命 者に 非す、 叉 今日 世に 稱 せらる、 社會 改良 者の 如き 者に あらす、 彼が 過去 を 貴び、 歷史を 望ん じ. 

古人の 事績 を繼 がんと 欲せし 點に 於て は 彼 は 純然たる 保守主義の 人な りし、 叉 新 天地の 建設 を 唱へ舊 

習 古例 を排 して 世に 眞现の 自由 を 注入 せんと せられし 點に 於て は 彼 は 殆んど 急進主義の 人な りし、 然 

れ ども 保守的 なれ、 進歩的 なれ、 ィ H スは道 德と宗 敎とを 離れ、 た f に 社會の 制度 を 革 めんと する 政 

治 家、 改革 家の 類に は あら ざり し、 イエス 若し 革命 者なら ば 彼 は 宗敎的 革命 者な り、 彼 若し 革新 者な 

らば 彼 は 道德的 革新 者な り、 彼 は 彼の 聽 衆に 誤解せられ ざらん こと を 欲す、 故に 彼 は 更に 語 を 繼げて 

彼の地 位 を 明かに して 曰 ひ 給 はく 

我れ 舊 約の 律法と 豫 一一 一一 口 者と を 廢る爲 に來れ りと 意 ふ 勿れ、 〈おは 此の 如き 破壞 者に は あらす、 我 は 

之を廢 るた めに 來 りし 者に 非す、 我の 世に 臨みし は 之 を 成就 せん ためなり、 我 誠に 爾曹 に吿 げん、 

律法 は 神聖な り、 是れ 天地と せ 亡 を 共に すべき ものな り、 故に 天地の 在らん 限り 律法 は^すべし、 

なしとげ 

而 して 天地の 魔た る 時 は 律法が 其 最小 最 微の條 件に 至る まで 悉く 遂行ら れし 時な り、 我が 舊來の 

律法 を 敬 ひ 且つ 尊ぶ こと 此の 如くなる を 見て、 以て 我の 舊敎 の破壞 者に あらざる を 知れ。 

この ゆる 一  い i しめ い i ち ひ さ  やぶ 

律法の 重き こと 此の 如し、 是 故に 人 もし 其 訓誡の 至 微きー を 壌り、 又 その 如く 人に 敎 へて 彼 をし 

や ふ  いとち ひさ 

て 亦 之を壞 らしめば、 彼 は縱し 天國に 入る を ると する も 其 至微き 者と 謂 はれん、 之に 反して 小 


なりと 稱 して 小事 を輕ぜ す、 之 を 行 ひ 且つ 之 を 人に 敎る もの は 天國に 於て 犬なる 者と 謂 はるべ し. 

大善は 之を爲 すに 易く して 小善 は 之 を 行 ふに 難し、 大惡は 之 を 避る に 易く して 小 悪 は 之を愼 むに 

難し、 神の 律法の 完備せ る、 之 を； 奉 せんと 欲する に 方て 其 訓誡に 輕重 大小の^ あるべ からす、 

我 は 律法 全部の； 遵奉 を 要求す る 者な り、 我 は 人が 其 荏 を訴 へて 律法 或る 一部の 要求より 免 かれ 

んと 欲する こと を 許さす、 渠の學 者と パリ サイの 人 を 見よ、 彼等 は 或は 俾說に 拘泥み、 或は 宗式 

に賴 り、 律法 を 極めて 安易なる 意義に 解釋 し、 以て 彼等の 遵法 上の 缺を補 はんとす、 然れ ども 我 

雨 曹に吿 げん、 雨 曹の義 にして 此等祌 學者並 に 祌職輩 の義に 勝る に あ ら すん ば爾曹 は必す 天國に 

入る こと 能 はす、 

と (馬 太 傅 第五 章 十七 節より 十九 節まで)。 

是を 聞きし ィ H スの聽 衆はィ H ス の端齩 精密なる？？^ 法 者なる に 驚きし ならん、 彼等の 或 者 は 彼の 理 

想の 餘 りに 高遠に して 常人の 到底 追及し 能 はざる を 見て 彼 を爽て 去りし ならん、 然れ ども H だれ 却て 彼 

の^みし 所な り、 彼 は 多くの 弟子 を 得ん ことより は 人に 誤解せられ ざらん こと を 求めたり、 彼 は學者 

に 非す、 又 祭司に あらす、 彼は嚴 格なる 道義の 嚴 格なる 實 行者な り、 彼を此 資格に 於て 仰がざる 者 は 

彼の 弟子と 成る こと 能 はす。 

斯くて 皮相 的の 革新 を 彼より 要求せ し 彼の 聽 衆の 多数に 一驚 を iK せしめて 後に ィヱ スは 彼の 解す る 

律法なる もの k 時流の それと 如何に 相 1|# 離す るか を 示さん ために、 兹に 彼等の 前に 摩 西の 十誡に 對す 

る 彼の 註解 を 試みられたり、 十 誠 は 二部に 分た る、 其 前半 部 は 神に 對 する 人の 本分 を 明かに したる も 

Q にして、 其 後半 部 は 人に 對 する 其 責任 を敎 へたる 者な り、 而 して ィヱス が玆に 人と 神との 關 係に 就 
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て 語り 給 はすして 人と 人との 間に 存 する 義務と 責任と に 就て 說き給 ひし は、 人道の 神道に 勝って 平易 

にして 解し 易き が 故な り、 世に 無神論者 ありと 雖も 無人 論者なる もの あるな し、 人 は 皆な 悉く 人道 を 

口にす、 故に ィ H スは玆 に 彼の 人道の 註釋を 試みられたり。 

十誡 第 六條に 曰く 汝 殺す こと 勿れと、 而 して 學者は 之に 解 釋を附 し て 殺す 者 は 判 に 干 からん と 

曰 へり、 是れ 古人の 言な りと て 爾曹が 量々 爾曹 の敎會 堂に 於て 學者 等の 口より 聞きし 處 なり、 然 

れ ども 我は爾 曹に吿 げんと 欲す、 力 インの 如くに 血 を 流して 人 を 殺す 者の みが 審判に 干る に 非す、 

凡て 其 兄弟 を 怒る 者、 是れ當 に 審判 (地方 裁判) に附 さるべき 者な り、 そ は 殺人 は 忿怒の 結 si- に 

して 人 を 怒る 者 は 旣に其 心に 於て 彼 を 殺した る 者 なれば なり、 而 して 心に 忿怒 を 醸す に 止まらす 

して、 之 を 語に 發 して 其 兄弟 をラカ (愚者) よと 稱 ぶに 至りし 者 は 宜しく シネ ドリオン (中央 會 

しれもの 

議) の. 雜 判に 附 さるべき なり、 而 して 彼れ 若し 尙ほ ー步を 進めて 其 兄弟 を狂妄 よと 稱 ぶに 至らん 

に は 彼の 犯罪 は 到底 世の 公判 を 以て， if かるべき にあら す、 彼の 身 は 宜しく H ルサレ ム 城外の ヒノ 

.ム の 谷に 投ぜら れて其 處に熄 えざる 火に て燒 かるべき なり、 忿怒 其 物が 殺人罪な り、 忿怒の 輕重 

は 殺人罪の 輕重を 以て 論ぜら るべき ものな り、 我の 見解に 由れば 殺す こと 勿れて ふ 誡は其 中に 怒 

る 勿れて ふ 誡をも 含むな り。 

忿怒 怨恨の 斯 くも 大罪な る を 知らば 爾之を 心に 懐きて 神に 近かん と 欲す ベ からす、 彼 は燔祭 に 勝 

りて 慈悲.；^ 愛し 給 ふ 者 なれば、 彼 は 忿怒の 焰に心 を 焦す 彼の 崇拜者 を 接け 給 はざる べし、 故に 爾 

若し 禮物 を携 へ て 神の 祭壇に 往 きたる 時、 彼處 にて 爾の 兄弟に 恨まる k こと ある を 憶 ひ 起さば、 

その 禮物を 壇の 前に 留め置き. 先づ往 きて 雨の 兄弟と 和ぎ、 然る 後來 りて 爾の禮 物 を獻げ よ、 兄 


弟と 和ぐ とは必 しも 理を 非に 任げ て 彼の 免 を 乞 ふこと に 非す、 先づ 心に 於て 彼を宥 し、 罪の 謝す 

べき あれば 之 を 彼に 謝し、 彼に 關 して 何の 惡意を も 挾まざる に 至て 爾は 彼と 眞 正に 和ぎ たりと 曰 

ふ を 得るな り。 

爾を訟 ふる 者 ある 待 は 彼と 未だ 出訴の 途上に ある 問に 速 かに 彼と 和げ よ、 蓋 訴訟 雨の 耽に 歸 する 

時 は 雨の 敵は爾 を. 1^ 官に附 し、 .：» 官 また 爾を 下吏に 附し、 終に 爾は 獄舍に 入れられて 爾が 有する 

分釐 の 貨幣 ま で も 償 は ざれば 其 所 を 出る こと 能 はざる ベければ な， り、 そ の 如く 忿怒 終に. g の 心の 

中に 於て 解けす して、 雨に 宥恕の 美質 全く 絕 ゆるに 至らん 時には、 神 も 亦爾の 罪を赦 さぐる に 至 

て、 爾は 終に 天の 裁判に 於て 永久の 刑罰 を受 くるに 至らん. 怖るべき は實に 殺人の 罪に して 亦忿 

怒の 罪に ぞ ある 

と (馬 太 傅 第五 章廿 一 節より 廿六 節まで)。 

以上 は 殺す 勿れて ふ簡 短なる 誡に對 する ィ H スの 深遠なる 註解たり き、 彼 は 人を鞫 くに 其 表面に 現 

はれた る 行爲を 以てせす して、 行爲の 動機た る 意志 を 以てし 給へ り、 是ぞ 之れ 律法の 精神的 解釋 とも 

t# えらるべき ものにして、 兩 刃の 劍 よりも 鋭き ィ ェ ス の 言辭を 以てして は 人と して 聖 なる 神の 前に 立 

て 殺人の 惡を 犯さ f る 者 は 一 人 もな きに 至れり、 嗚呼 祌ょ 我等 は爾の 言を聽 きて 戰慄く  (以赛 亜 書 

第 六十 六 章 五節)。 

世に 若し 殺人の 刑 を 値せざる 者 一 人 もな しとせば 姦淫の 罰に 當ら ざる 者 あり や、 ィ H スは語 を繼げ 

て 宣べ給 はく 

十誡 第 七條に 曰く 姦淫す る こと 勿れと、 是れ又 古人に 傳 へられし 言と して 爾曹が 聞きし 所な り、 
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然れ ど我爾 曹に吿 げん， 凡そ 色情 を懷 きて 婦人 を 見る 者 は 中心 旣に 赛淫 したる 也、 此 場合に 於て 

雨が 現行に 屮 I で ざり し は 雨が 骨の 制 栽 を 怖れ たれば なり、 雨に して 旣に 心に 劣情 を懷 きし 以上 は 

他に 爾を妨 ぐる 者な からん に は 爾は必 す 爾の卑 慾を充 たせし ならむ、 不正の 淫慾 は總て 姦淫な り. 

我の 十誡 第 七條を 解す る 此の 如し。 

3 ？ , バー  そ は 

若し 爾の 右の 眼爾を 罪に 陷 さば 抉 出して 之を棄 てよ、 蓋 百體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 入れら 

る- -には 勝され り、 又 若し 爾の 右の 乎爾を 罪に 陷 さば 之 を 斷て棄 てよ、 蓋 は 百體の 一 を 失 ふ は 全 

身 を 地獄に 投ぜ らる& より は 勝され り、 雨が 如何に 鍾 愛する 者な りと 雖も雨 を 危殆に 誘 ふ 者 あら- 

ば 雨 は斷て 之を棄 てざる ベから す、  右の 服然 り、 右の 手然 り、 況して 爾の靈 魂 を滅す 者に 於て を 

や、 雨ル刀 封の 君へ ロデを 見す や、 彼 は 其 兄弟 ピリ ボの 妻へ 口 ヂャの 愛に 溺れて 其 身と 靈と を滅し 

つ、 あるに あらす や、 爾 不正の 愛を愼 めよ、 雨の 右の 股 を 抉 出す の 決心 を 以て 爾の邪 慾 を 繭の 心 

の 衷に壓 し、 併せて 爾を誘 ふ 者 を 遠く 爾の 身邊 より 斥けよ 

と (馬 太傳 第五 章廿七 節より 三十 節まで)。 

是を 聞きし 聽衆は 甚く 爱 恥の 感に打 たれし ならん、 彼等 は 股 を 擧げて 彼等の 前に 立ちし 聖き 說敎師 

の 顔貌 を 仰ぎ見る こと 能 は ざり しならん、 「我 儕 は 奸淫に 由り て 生れす」 と は 彼等 ュダ 人が 常に 異邦 

人に 向て 誇りし 所、 然るに 其 貪 戀の罪 を 面責 せられて、 彼等 は 答 ふるに 言辭 なかり しならん、 姦淫の 

察 を 語られし 序に ィ H スは 離婚 問題に 論及し 給へ り。 

叉 曰へ る こと あり、 凡そ 人 その 妻 を 出さん とせば 之に 離緣 狀を與 ふべ しと、 然れ ども 我爾 曹に告 

げん、 姦淫の 故なら で 其 妻 を 出す 者 は 之に 姦淫な さしむ る 也、 叉 出された る 婦を娶 る 者 も 赛淫を 


行 ふなり 

と (馬 太 傅 第五 章 三十 一 節より 三十 一 一節まで)。 

イエス が 玆に此 言を發 せられし や、 彼の 意中に 存せ しもの は其當 時の 大 問題な りし ガリ ラャの 領主 

分封の 君へ nMN の 其 妻に 對 する 措置な りし ゃ敢て 疑を容 るべ からす- 彼へ n デは其 正當の 妻た る H ド 

ム王 ァレタ スの女 を 故な くして 離 训し其 兄： Ji^ ピリ ボの： ^へ 口、 デャ を娶て 妻と せり、 彼は斯 くして 一 一重 

の 赛淫罪 を 犯したり， 彼 は 故な くして 其 正當の 妻を逐 へり、 彼 は 亦 他人の (然 かも 其 兄 の) 妻を迎 

へて 彼の 妻と せり、 然るに 學 者と パリ サイの 人と は 王の 威力 を 懼れ、 習俗の 離緣狀 一通 を 以て 夫妻の 

緣を斷 つ を循に 取りて、 王の 行 爲を辯 護 せんとせ り、 然れ ども ィ H スの 公平なる 眼 を 以て 兒れ ば國王 

たりと 雖も其 犯せし 罪 は 罪に して 赦 すべから す、 凡ての 故な き 離婚 は 姦淫な り、 自己の 意に 適 は ざれ 

ばと て 妻 を逐ふ 者、 三年に して 子な しとの 故 を 以て 彼女 を 去る 者、 病に 福り たれば とて 彼女 を棄 つる 

^、 或は政略上又は理財上の理由ょりして其妻を出す者は^！：：なゴ^^淫罪を犯す者なり、 離婚 を 正しと す 

るに 唯一 の 理由 在て 存す、 「>\g 淫 (porneia) の 故」 是 なりと。 

ィ ヱ スは 斯くて 十誡 一 一 侗條の 新 註解 を 彼の 聽 衆に 供し 給へ り、 彼 は旣に 彼の 註解の 方法と 精神と を 

明示し 給へ り、 故に 彼 は 更に 進んで 十誡 全部の 義釋を 彼等の 前に 述るを 要せす、 我 倚 は 一斑 を 以て 全 

斑 を 窺 ふ を 得べ し、 我 倚 は イエ スの此 註解 法 を 以て 舊約 全部 を解釋 すべきな り。 

ナザレの ィ H スょ、 我 倚爾の 敎誡に 接して 我 倚の 心の 暗黑に 恥て 爾の 前に 堪 ゆる 能 はざる なり、 我 

儕 は 人 を 殺す 者な り、 我 倚 は 姦淫 を 行 ふ 者な り、 我 倚が 無罪な りと 云 ふ はた^ 此 世の 不完全なる 律法 
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に 照しての み、 我傳 怒りし こと 幾 囘ぞ、 我 儕 兄弟 を 恨みし こと a 々なり、 我 儕 は 友 を 愚者と 呼び、 狂 

妄と 罵て 却て 快 を 取りし こと あり、 我 倚 は 亦 邪念 を 以て 婦人 を 見たり、 淫話は 我 儕の 替を 汚したり、 

ァ 、聖き 救 主よ、 我 儕 を 審判く に過嚴 なる 勿れ、 我 倚 は 罪の 子供な り、 雨の 慈悲の ために 我 倚 を赦せ 

よ、 面の 血 を 以て 我 儕 を 潔め よ、 我 儕 若し 我 倚の 眼 を 抉き 出して 我 儕の 罪 を 拭 ひ 得ば 我 倚は斷 じて 之 

う. ot ひつ -? 

を爲 さん、 然れ ども 罪 は 我 倚の 股に 在らす、 手に 在らす して、 我 俥の 生来の 性に あり、 我 儕 は 我 儕の 

心の 汚 據 よりして 我 倚の- rR 體を 以て 雨の 聖き 律法 を 犯すな り、 こ 、 に 於て か 我 倚 は 雨の 贖罪 を 要する 

益々 切なり、 我 儕 は 爾に賴 りて 我 儕の 全 性 を 潔 めら れんと 欲す、 我 儕 は 怒ら ざらん に 達せん と 欲す、 

我 倚 は淫せ ざらん に 至らん こと を 欲す、 而 して 我 倚 は 信じて 疑 はす、 爾は我 儕の 身に 於て 此奇績 を 行 

ひ 得る を、 ァ、 我 倚 は 最早 爾の 前に 辯 解の 辭を 述べて 我 倚 自身 を義 とせんと はせ ざるべし、 我 倚 は 罪 

人と して、 人 を 殺せし 者と して、 姦淫 を 犯せし ものと して、 只管に 爾の 赦免 を 願 ふな リ、 然り、 我 倚 

は 力 インな り、 へ 口，、 テ なり、 我 倚 は 他人の 惡を 述べて 自己の 義 をば 飾らざる べし、 爾我 儕の 罪の 微悔 

を 受けよ" 

而 かして 斯く 雨に 潔 めら れて我 儕 も 地の 鹽、 面の 光と なる を て、 此 世に 在て は 防腐 放光の 用を爲 

し、 來 らんと する 爾の聖 11 に 入る を 得て 後 は 爾の聖 名 を 永久に 榮讚 する 者と ならん こと を， ァ ー メン。 


演 
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明治 三十 三年 二 九 〇〇 年) 

女子 獨立學 校に 於け る 最後の 說敎 

甚督敎 の 眞 髓 (馬 太傳 第一 一十 七 章) 

基督 敎は 非常に 六ケ 敷い 宗敎 であると 多くの 人 は 思 ひます、 是を 能く 解す るに は 深い 學問を 要し、 

大學 者で なければ 到底 此敎を 解し 得ない 事. と 思 ふ 人が 澤 山あります、 勿論 是は易 さしい 宗敎 では あり 

ません、 世界の 全 智識 を 悉くしても 未だ 充分に 解す る 事の 出来ない 宗敎 であります、 基督 敎の 神學者 

の 中には 大哲學 者 も ありました、 大科學 者 も ありました、 大文學 者、 大 政治家 も ありました、 然しん 1- 

日まで 彼等 一 人と して 基督教の 奥義 を 悉く 究めた と 云 ふ 人はありません、 基督 敎祌學 なる 者 は 日本の 

靑 年ゃ學 者が 之 を 蔑視す るに 關 はらす、 學 問の 中で 最も 六ケ 敷い 者であります、 基督 敎は 其經 典の 比 

較 的に 少 いが 故に 極く 簡易なる 宗敎 であるな ど \ 云 ふ 人 は、 未だ 其 一 斑 を も 窺 ふた 事の ない 人で ある 

と 田^ ひます。 

然し それ はさう として、 基督教の 何たる か 其 最大 敎理の 何たる 乎 は、 之 を 知る に 決して 難く はあり 

ません、 是は 普通の 人の 誰も 知り 得る 事でありまして、 祌學 者で なければ 知る 事の 出来ない など 云 ふ 

やうな もので は 決してありません、 それ は 太陽の 輝く が 如く 明々 白々 な ものでありまして、 六 歳の 小 
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兒も之 を 解し 得れば 鴻 SI 大家と 仰がる 、人で も 之に 敬服 せざるを^ない 者であります、 基 1^ 敎 の眞髓 

を 知る には训 に神學 校の 敎授を 要しません、 我々 普通 一 般の 平民で も 充分に 其 何たる 乎 を 解し 得る も 

のであります。 

然 らば 基督教の 眞髓と は 何で ある 乎と 申し ますれば、 それ は此 馬太傳 第二 十七 章に 揭げ てあります 

某督の 受けられし 苦痛と 此 場合に 處 しての 基 I の行爲 とより 他ではありません、 卽ち 人の子の 中で 最 

も淸く 最も 正く 其 一 生涯の 事 廣の屮 に 一 點の非 雑 を 加 ふべき 事の ない 人が、 十字架の 刑罰と 稱 する 人 

間が 曾て 受けし 刑罰の 中で 最も 慘 酷な る 最も 恥辱 多き 刑に 慮せられ しと 云 ふ 事であります、 極 惡の人 

が 極刑に 處 せらる、 は 適當の 事で あると 云 はれませ う、 然るに 極 善の 人が 極刑に 處 せられし と 聞いて 

は 我等 M 人 も 人生に 就て 大 疑問 を 起さ^る を 得ません、 祌の 子に して 人類の 王たり しィ H ス キリスト 

が 受けし 十字架の 刑罰 は 事 莨と して 現 はれた る 悲劇の 最も 甚し いもので あつたと 云 は なけ 力 ば な り ま 

せん => 

然るに 是 は事實 でありました、 一 點 の瑕瑾 なき ィ ェ ス キリ スト は 人間の 受けし 最も 慘 酷なる 刑罰に 

處 せられました、 然るに 此 人は此 刑に 處 せられたがら 一 の 怨恨の 念を懷 きませんでした、 彼 は 十字 

架に 在て 却て 彼の 敵 人の 爲 めに 祈りました 『父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 其 爲す所 を 知らざる が 故な 

り』 と (路加 俾 第二 十三 章 卅四 節〕、 此 忍耐、 此 寬容、 此宥恕 、是が 基督教の 眞髓 であら ふと £) ひます。 

最も 正しき 人が 最も 苦しき 刑罰 を 受けし との じあります、 然 らば 我等 如き 愆 多き 者、 缺點 多き 

者が 多少の 艱難辛苦に 遭 ふの は 甚だ 適當の 事でありまして、 我等 は 之が 爲 めに 決して 眩くべき 者で は 

ありません、 我が 艱難 を キリストの 受けし 艱難に 比べ ますれば 實に九 牛の 一 毛、 大海の 一滴に 過ぎ ま 


せん、 我れ キリ ストの 艱難 を m わ ひ 遣りて 我 は 甚だ 幸福の ものである 事 を 了り ます リ 

愆な き 基督が 如斯 苦痛 を 受け られし を 思 ふて、 愆ぁ る 我等が 如何なる 辛 慘を嘗 む る も 決し て 恨む ベ 

きで はありまん。 

基督 は 彼の 敵を赦 し、 また 彼 を 七 度 を 七十 估す る 宥恕が ありました、 怨恨，； 仪 II； の 念 は 彼の ^^子 た る 

者の 決して 懐くべき ものではありません、 我等 は 基督の 愛 を 以て 我等に 罪 を 犯せる 者 を 總て赦 すべき 

ものであります、 愆 なき 基督に して 彼 を 十字架に 釘け し 者を宥 されました たらば、 ？ 仇して 我等 慰 ある 

者に 於て を やです、 我等 は 如何なる 敵と 雖も 喜んで 宥 すべきであります、 神の：；； b 在 を 知る も 敵 人を宥 

す 事の 出來 ない 者 は 基督 信者ではありません、 如何程 * 督敎の 藉奥を 究め、 其 敎理に 於て 一 も 知ら ざ 

る 所な きに 至る も 心に 長く 怨恨 の 念を貯 ふる 者の 如き は 某督 信者 ではありません、 祌とは 永久 の 宥恕 

でありまして 某 督敎と は 此{ 有 恕を敎 へた 宗敎 であります、 人の 罪を宥 さない^、 赦し 得ない 者 は 基督 

信者ではありません。 

如何にして キリ スト 信者た る を 得ん 乎 

過る： W 信 州 小 諸 町の 或る 友人の 家に. た リし時 近隣の 女子 十四 五名 來て 余に 此 質問 を 掛け たれば 余 は 人 略 左 

の 如く 答へ ぬ。 

キリ ス ト 信者に 成る こと は 難い やうで 實は 易しい 事であります、 易しい やうで 實は 難い 事で ありま 
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す、 何故に 易い かと 申します るに、 何にも^に 深い 學問ゃ 辛い 修業 は 要らない からです、 何故に 難い 

かと 云 ふに、 私 愁を根 こそげ 絶たなければ ならない からであります。 

キリスト 信者と 成る 事 は キリストの やうな 生涯 を 送る 事であります、 彼の やうな 謙遜なる、 柔和な 

る、 無慾なる 生涯 を 送る 事であります、 新約聖書の g: 福音書に 書き記して ある やうな 美 はしい 勤勉な 

る 生涯 を 送る 事であります、 之 は 貴孃方 誰に も 送る 事の 出来る 生涯であります、 キリス 卜 信者と 成る 

事 を 以て 何に か 特^の 儀式で も 守り、 特別の 修業で もな さなければ ならない やうに 思 ふの はま だ キリ 

ス ト敎の 何たる 乎 を 知らない からです。 

今玆に キリストの やうな 生涯 を 送る 妙齢の 女子が あると 考へ て御覽 なさい、 彼女 は眞 正の 美 を 愛す 

る 者であります から、 世の 稱ふ粧 飾に は 餘り意 を 留めません、 彼女 は 人間の 作った ものよりも 祌の造 

り 給 ふた 天然 物 を 貴びます、 彼女 は髮に 金剛石 を附 けんよりも 夜な々 々天上に 輝く 數 知れぬ 星 を 見て 

之 を 我 馬と 思 ふて 樂 みます、 彼女 は 頭に 野薔薇の 一輪 を 挿んで 之 を 小間物 商の 手より 買 ひ 取りし 高價 

な る 花 響より も 貴 びます、 彼女 は 天然 有 の 儘 を 愛す る 者で あり ます か ら 、 何事 も 質素な る を 喜び ます 

私共 は キリ スト を 信じて 始めて 虚飾 虚榮 なる ものより 全く 脫 する 事が 出來 るので あります。 

何故に 婦人 は 一般に 芝居 を 好みます か、 是は 何んでも ありません、 彼等が 人生の 有の 儘に 面白味 を 

感じませんで、 何に か 他に 人生の 眞似事 を 見た く 欲 ふからで あります、 彼等 は 人間 日常の 生涯が 眞正 

の 芝居で ある 事 を 知りません、 何れ 程 上手なる 俳優で も 私共が 毎日 演じて 居る 芝居 を演 する 事 は出來 

ません、 私共 は 人の 泣く の を 見る ために 別に 芝居に 行く の 必要はありません、 大抵の 人の 生涯 は 深く 

之 を 察し ますれば 淚の 生涯であります、 貴 孃方は 人の 死ぬ の を 見た 事が あります か、 其 辛ら さ怕 ろし 


さは 筆に も 紙に も盡 される ものではありません、 貴 孃方は 俳優が 泣く 眞似 をす るの を 見て 悅 ぶので あ 

ります か、 それならば 貴 孃方は 未だ 眞 正に 泣いた 事がない のです、 淚と はそんな 安價 いもので はあり 

ほん たう 

ません、 貴孃 方が 眞 正に 他人の 困難に 向て 同情 を 表され まする なれば、 俳 3il が 困難の！ K; 似 をす るの を 

見て 決して 悅 ばない 害であります、 芝居 を 好む は實 は浮氣 の證據 でありまして、 キリスト を 信じて キ 

リストの やうな 眞 面目なる 人となり ますれば、 芝居と 云 ふ 人生の 眞似事 を 見ん と 欲 ふよりも、 眞 正の 

人生 を 見て 之に 同情 を 表し、 困し む 人 を 救 はんとの 念が 起る 害であります。 

0  0  0  0  0  000O00OOOO000000CO0O000 

キリ ス ト 信者と なる の は 實は眞 正の 人間に 立歸 るので あります、 私共 は 皆 生れながら にして 罪に 沈 

んで 居る ものでありまして、 皆な 虚偽の 生涯 を 送って 居る 者であります、 それであります から 私共の 

好き 嫌 ひが 皆ん な 狂 ふて 居ります、 私共 は 好むべからざる 者 を 好んで 嫌 ふべ からざる 者 を 嫌 ふて 居 ま 

す、 私共 は 快樂を 家庭に 求めん とせす して、 之 を 家庭 以外に 何に か 私共に 愛 相 を 曰 ふて 吳れる 者の 屮 

に 求めん と 致します る、 私共 は 神の 造り 給 ふた 天然の 景色 を 賞め すして、 園丁の 作った 庭 を 貴びます、 

私共 は眞の 兄弟 姉妹の 中に 善人が あっても 彼 を 貴びませんで、 たぐの 他人に して 正義 を 唱道す る 者が. 

ありま すれば 頻りに 彼 を 尊重 致します る、 嫁 は 姑 を 嫌って、 姑 は 嫁 を 憎みます、 私共 は 毎日 太陽と 云 

ふ 大光を 見て 居ます が、 目 ッ駄に 之が 爲に 感謝の 祈禱を 捧げる 事はありません、 私共 は 日々 香 はしい 

{企 氣を 呼吸して 居ながら、 それが 爲に 特別に 有難い と 思 ふ 事 はありまん、 頭の 上に 數 萬の 星 を 戴く 女 

子 は それが 爲に 有難い と は 思 はないで、 他の 女子が 髮に寶 石を箝 めた る簪を 挿す を 見て は 頻りに 羨み 

まする、 野邊に 出れば 到る 處に 野菊 や 亀 花 が^て 居る の を 見ても 別に 嬉れ しく は 感じないで、 小 問 物 

商より 花 簪を買 ふて 之 を 朋輩に 示して 誇ります る、 彼等 は 家庭 日々 の 生涯が 最も 有益なる 敎育 である 

明治 三十 一一 一年  六 九 


事 を 知らないで、 3： ん でも 學校 へ 人て 卒業 證書を 取て 来なければ ならない と 思 ふて 居ります、 彼等 は 

神樣が賜ふた皮膚有の^：！が最も美しぃものでぁる事を知らなぃで毒物を以て製したる白粉を面に塗て 

それで 美人に 成った と 思 ふて 喜びます、 實に キリストの 恩 化 を 受けない 者の 生涯 は斯 くも 狂 ふた 者で 

ありまして、 之 を 祌樣の 眼から 見 給 ふたら 狂人の 生涯で あると 思 はれる に 相違ありません。 

然るに 私共が キリスト を 信す るに 至つ て此 偏見が 全く 取り去られます、 私共 は 神様が 此 I に 降られ 

し 時 は 大工 を 以て 職業と なされました 事 を 知りまして、 勞 働なる もの \ 實 に 貴い ものである 事 を 悟り 

まする、 普通の 日本人の 考 へ に 依り ますれば 一 番に 貴い 者 は の 膏血に 衣食して 居る 貴族であります > 

其 次ぎ は 倒かないで 只 遊んで 居る 御 役人 樣、 其 他 下女 や 侍婢に 用 を 命じて 自身 は 蒲 圏の 上に 坐て 居る 

奥様の 類であります、 然し キリ ストの 御 目から 見られましたならば 是等は 極く 卑ぃ 者でありまして 人 

間た る 者の 品性 を 殆んど 備えて 居らない 者であります、 ^に 勞磡 ほど 貴い ものはありません、 坐して 

人 を 使 ふ 人よりも 立て 人に 使 はへ 0  i 人の 方が 幸福であります、 臺 所に 出て 飯 を 炊き、 野に 出て 稻を刈 

るの は 決して 卑ぃ 事ではありません、 他人の 働く 時に. 3 かに 在て 小 說を讀 み、 何 を 食 ひ 何 を 衣ん とて 

ひ 煩 ふて 居る 人、 是が實 に卑ぃ 人であります、 私共 キリスト 信者と 成ります ると 働く 事が 好きに 成り 

ます、 善 を 取て 匿に 出で、 鎌 を 取て 畑に 出る の を 以て 名 譽と思 ふやう になります、 キリストき c 者と な 

る を 以て 女學 生と なり 貴婦人と 成りて 交際 社會に 立つ 事と 忍 ひ、 家政 を 整へ、 臺 所の 始末 をす る 事 を 

以て 恥と する やうな 者 は 未だ キリストの 心 を 知らない 者であります。 

キリス トは づ 他人 を 悅ば せん 事 を 思 ふて 自身 樂 しまむ 事 を 思 ひ 給 ひませんでした、 それで ありま 

すから 私共 キリ ストの 心 を 知らん と 欲 へ ば先づ キリ ス トの心 を 以て 私共の 心と 致さなければ たり ま iJ 


ん、 「我 倚お の/^ 隣人の 德を 建てん ために 善 を もて 之を悅 ばすべし、 キリス 卜すら 尙ほ 己を悅 ばす 

事 をせ ざり き」 と 聖書に 記して あります、 貴孃方 若し キリスト 信者に 成りた ければ 先づ此 道に ぉ從ひ 

なさい、 何にも 必 しも 敎會へ 行く に 及びません、 何にも 必 しも 洗禮を 受ける に 及びません、 何にも 又 

必 しも 深く 聖書 を 究め るに 及びません、 先 づ贵孃 方 の 友人 か、 或は 兄弟 か 姉妹 か に對 して 此道 を！， 加し 

て御覽 なさい、 貴 孃方は キリス 卜の 心が 分つ て、 キリ ス トを 友と し 終に は 彼を師 として 仰ぐ に； ム丄り ま 

す、 父兄 に强膨 るに 自身の 衣 物の 新調 を 以 て せす し て 先 づ弟か 妹 か の 衣類 を以 てして 御覽 なさ い 、 貴 

孃方は 古き 衣類に 滿 足し て 心に 言 ふ ベ からざる の 喜悅を 感じます 、 日本 國 の 何れの 家庭 に 於 て も 嫁な 

る 者 は 最も 憐 むべき 地位に 立つ 者であります、 彼女 は 彼女の 家 を 去て 他人の 家 を 己が 家と なす 者で あ 

ります、 若し 同情の 寄すべき あれば 實に 日本の 嫁で あると 思 ひます、 然るに 小姑 一 人 は 鬼千疋 とか 申 

しまして 日本の 家庭に おきまして はク水 擧て此 弱き 嫁 を 貴め る もの で あ り ます 、 日本の 嫁 は その 夫と 

夫の 父母と に 事 ふる は 勿論、 夫の 兄に も 弟に も、 姉に も 妹に も 事へ なければ なりません、 日本の 家庭 

の 不和なる もの は 多く は 嫁と 姑との 感情の 行 違 ひより 起る ものでありまして、 此惡ぃ 習慣 を 直す にあ 

ら ざれば 日本に 幸福なる 家庭 は 決して 出來な い と 忍 ひます。 

此 時に 方て 贵孃方 キリ ストの 心 を 以て 此 可憐の 地位に 立つ 貴孃 方の 義理 ある 姉 や 妹に 深切 を盡 して 

御 K なさい、 彼等の 友と なり、 蔭と なり 日向と なりて 彼等の 爲に辯 護して 御覽 なさい、 贵孃方 は 家庭 

てんの っケひ 

に 於け る 大慈善^：象と な られ まして、 平和 は 贵孃方 に 由て 贲嬸方 の 家庭 に 臨み、 責嬢方 は 天使の やうな 

者と なりて、 祌と 人との 祝 一 i を受 くるに 至ります。 

斯う 云 ふ 生涯 を貴孃 方は途 りたく はありません か、 節 儉と云 ひ、 勤勉と 云 ひ、 柔和と 云 ひ、 婦德と 
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云 ふ婦德 は總て キリスト 信者の 生涯に 籠って 居ります、 是が眞 正の 美人ではありません 乎、 天然の 景 

色と 花と を悅 び、 勞 働を惜 ます、 責任 を 避けす、 己 を 後に して 他人 を 先 きにする、 是に 優る の 美 は 他 

に はない 害です、 斯う 云 ふ 心が 面に 輝いて こそ 眞 正の 美は顯 はる X のであります。 


明治 三十 四 年 二 九 〇 一年) 

基督 信徒の 謙遜 

キリスト 敎は忠 に 就て、 叉 は 孝に 就て、 叉 は 愛國に 就て 餘り 多く 說 きません、 之 は 何 にも 忠孝に 重 

きを 置かない からではありません、 キリス ト敎が 忠孝に 冷淡なる やうに 見えます るの は 之 を 以て 枝葉 

の 道德と 見做す からであります、 キリス ト敎は 人類に 根本的 道 德を敎 ふるため に 世に 顯 はれた もので 

あります から 先づ 混濁 を 其 源に 於て 淸 めまして 餘は之 を 自然の 成 行に 任 かします。 

雨して 斯 くも 忠孝に 冷淡なる 樣に 見える キリス ト敎は 謙遜の 德に 就て は 非 赏にカ を 籠め て說 きます、 

是は實 に 奇態な 事でありまして、 聖書 は其始 より 終に 至ります る 迄、 謙 遞を勵 まし、 傲 を責 むる の 

語 は 殆んど 其 中に 連 綾して 居る と 云 ふても 宜ぃ 程であります、 故に 力 ー ライル は 基督 敎に 定義 を 下し 

て 「之れ 謙 德を敎 ふるの 宗敎 なり」 と 申しました、 恰も 儒敎が 忠孝 を說 き、 佛敎が 慈悲 を敎 へます る 

かなめ いし 

やうに 基督 敎は謙 遞を說 きます、 謙 遲は實 に 基督教の 要石と も稱 すべき 者でありまして、 其說く 所の 

謙遜なる 者の 何たる 乎 を 知て 始めて 基督 敎の 何たる 乎が 分る ので あると 思 ひます。 

故に 私 は 先 づ兹に 基督教で 申します る 謙遜と は 如何なる 者で ある 乎に 就て お話し 致さう と 思 ひます、 

支那 文字で は 謙 は慊と 同じでありまして 「アキ タラス」 の 意で あると 申します、 卽ち 己れ に 就て 不滿 
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足を感 する こと で あ る と 申します、 或は 謙 は 抑で あ ると も 申します、 卽ち 己れ を 抑 ゆ る こ と であると 

申します、 故に 謙遜と は 己れ を 抑へ て 人の 前より 引き 退く の 意で ある やうに 思 はれます、 卽ち 俗に 云 

ふ 「デシ ャバ ラヌ」 と 云 ふこと でありまして、 殊に 內氣の 婦人な どに 就て 東洋人が 一般に 重ん する 美 

德 であります。 

勿論 キリス ト敎 の謙邏 にも 此讓退 叉 は 卑下の 意の ない ことはありません、 哥林多 前書 第 十 ra 奪 三ト 

四 節に ある 「爾曹 の 婦女 等 は 敎會の 中に 默 すべし、 彼等の 語る を 許さす、 彼等 は 律法に 云へ る 如く 順 

ふべき 者な り」 との 保 羅の言 は 確かに 此 支那 風の 謙 遞を敎 へた ものであります、 謙遜 謹慎 は 何人に 取 

り 何れの 場合に 於ても 美德 でありまして 私共 は縱令 外面 だけたり とも 己れ に 勿 體を附 けぬ やう 努めね 

ばな りません 0 

然し 基督 敎で云 ふ謙遞 はこれ 丈け ではありません、 英語の ヒ ュ ー ミリ チ ー (IJLlinlility) は 漢語の 謙 

邏 よりも 尙 一 曆 基督の 理想に 近い 詞 であります、 ヒュ ー ミリ チ ー はヒュ ー マ-一 チ ー (人 遊) と 同じく 

ヒュ —マス (lulmus) 卽ち 「土」 なる 根詞 より 来りし 詞 である さう です、 卽ち 「地に 就く」 或は 「地 

を 見る」 の 意でありまして、 「身 を 土に 附 ける」 とか、 又は 「下 を 見る」 とか 云ふ義 である さう です 

卽ち 貴人 の 前に 出て 自己 の 卑賤な る こと を 悟りし 時の 感、 叉 は 己れ に 恥ぢ て 面 を 擡げ 得すし て 下 を 見 

る 時の 狀を云 ひし 詞 であると 思 ひます、 ぺテ a が キリストの 奇 を 見て 忽ち 自身の 不能 を 悟り、 イエ 

スの 足下に 俯して 「主よ 我 を 離り 給へ 我 は 罪人な り」 と 曰 ひし は此 種の 謙遞を 感じて ぐあります (路 

加 傳五章 八 節)、 又 神が 棘の 中より モ ー セに現 はれ 彼に 神の 使命 を 傅へ 給 ひし 時に 「モ ー セ神を 見る 

こと を 長れ て その 面を蔽 せり」 とあります るの も亦此 種の 謙遜に 打れ たからで あると 思 ひます、 聖書 


»  »  »  »  »  «參き0^ 参  へ 

は 高ぶる こと を 面 を 上げる とか 角 を 高く すると か 申しまして 其反對 なる 謙りく だる こと を 「面 を 土 

に 咐 i;^ る」 と 云 ふの は適當 で あると 思 ひます。 

然し 卑下す ると 云 ひ、 平伏す ると 云 ひ、 基督教で 云 ふ 謙 遇なる ものに は 遠く 及びません、 基督 敎で 

云 ふ 謙涯は 「デシ ャ バラ ヌ」 と 云 ひ乂は r, おへる」 と 云 ふが 如き 外形的の 行爲 ではありません、 义は 

己れ の 不淨を 恥て 身を敝 くす に 止まりません、 基督教の 謙 遍とは 自身の 價値を 知る ことであります、 

語を替 へ て 申し ますれば 祌に對 して 己れ の 零 屑た る こと を 倍る ことであります、 私共が 之 を 謙遜と 巾 

します るの は 英語で 矢張り 之をヒ ュ ー ミリ チ ー と 言 ふのと 同じでありまして、 其 字義に 於て は 足りな 

い 所があります が、 其 普通 私共の 用 ゆる 詞 であります るが 故に 之に 特^の 意味 を附 して 川 ゆるので あ 

ります、 漢語に 謙虚なる 熟 字が ある さう です が 之 は 確かに 謙遜と 云 ふより は 基督 敎の 理想に 近い 語 で 

あります。 

空虚くなる ことであります、 心屮 無一物になる ことであります、 我に 我が 屬と稱 ふべき もの k 一  つ 

も 無くなる ことであります、 n; 疋が 基督 敎で稱 ふ 謙遜であります、 爾 うして 斯 くなります るの は：！： にも 

メ诚遞 の 美と 益と を 知る が 故に 無理に なら ふとす るので はありません、 空虚 は 赏は 我々 人類の 本性で あ 

りまして、 我々 に 何に か 我が 屬と稱 ふ べき ものが あると 思 ふの が 抑々 誤 護の 根源で あるので あります、 

「我れ 裸に て 母の 胎を 出たり、 叉 裸に て 彼 處に歸 らん」 (約 百 記 一 章 一 一十 一 節)、 私共に 財産が あると 

申します が 之 は 私共が 人に 對 して 云 ふので ありまして 神に 對 して 云 ふので はありません、 祌に對 して 

は 私共 の 財産 は依托 で あります、 卽ち 神より 預け られ たも の であります、 其 證據に 如何なる 豪 st^ 豪商 

でも 死んで その 财產を 持 行く こと は出來 ませ ん 、 經濟學 上 の 凡て の 難問題 は 人が il= な 「財産 U 疋 れ依托 
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なり」 との キリ ス ト敎の 眞理を 悟って 始めて 解ける ものであります。 

爾 うして 依托は 財産に 限りません、 私共の 身體、 私共の 智識、 私共の 震 魂、 私共の 道德、 私共の 謙 

遞其 物まで が 皆な 神の 賜物でありまして、 是 れ^な 私共が 我が 屬と云 ふことの 出来る もので はあり ま 

せん、 自由と はわれが 我が身 を 自由にす る 事で あると 思 ふ 人 は 未だ 自由の 何たる か を 知らない 人で あ 

ります、 エホバの 神 を 自由の 神と 稱 へます るの は 彼 は 亦 自由の 持主で あるから であります、 自由と は 

神 に 服從す る ことでありまして 、神の 律法 を 離れて 私共 は 罪の 奴隸 となる ものであります。 

然し 世に は 富と 體と は祌の 賜物 である こと を 知る 者 は 有ります が、 德も亦 神 の 賜物で ある こと を 知 

て 居る 者 は 實に尠 くあります、 然し 能く 考 へて 見 ますれば 我々 人間 は 我々 の德に 就ても 誇る ことの 出 

來る ものではありません、 我 は 正直で ある、 我 は 潔白で ある、 我 は高尙 であると 誇る 人 は實は 正直で 

も、 潔白で も、 古 i 尙で もない 人であります、 私共が 比較的に 正直なる は 私共の 敎 育が 其 宜しき を 得た 

からで ありませ う、 又は 私共の 境遇が 私共 を 詐欺の 罪に 誘 はない からで あるか も 知れません、 殊に 神 

が 私共に 良心なる もの を 賜 ひまして、 私共 をして 惡を 怖れ 善 を 貴ばし め 給 ふの は是れ 確かに 神の 恩惠 

に 由る のであります、 使徒 バウ n が 申しました 「善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる を 知る、 そ は 願 

ふ 所 われに 在れ ども 善 を 行 ふこと を 得 ざれば 也」 と は 完全 無缺の 生涯 を 送らん と努る 人の 凡て 實驗す 

る 所であります、 私共 は 善 を爲し 得て 神が 特別に 私共 を 助け 給 ふの を 知る のであります。 

雨う して 人 は 叉 彼の 謙遍に 就て 誇ります、 彼 は 彼の 所有物に 就て 誇る を 止めて、 彼の 肉體に 就て 誇 

る を 止めて、 彼の 學 問に 就て 誇る を 止めて、 彼の 德と 信仰に 就て 誇る を 止めて、 彼 は 終りに 彼が 誇ら 

か i に 就て 誇ります、 卽ち 彼の 謙遞に 就て 誇ります、 故に 聖書に は 偽 はりの 謙邏に 就て 誡 めて ありま 


す (哥羅 西 書 二 章 十八 節 を 見られよ)、 私共 は 謙遞其 物と なりまして、 私共の 謙遜に 就ても 謙遜に な 

ら なければ なりません、 卽ち 私共 は 十字架の キリ ス トの他 は 何にも 心に 留めざる やうに なりまして、 

私共の 誇り は 惟 彼 一 ッ にならなければ なりません。 

基督 敎の救 濟と云 ふこと に 就て は 極々 の解釋 があります、 然し 其 最も 明白なる 意味に 於て 救 濟とは 

私共 を 全く 謙遞 ならしむ る 事で あると 云 ふ 事が 出来ます、 先づ 第一 に 人世に 幾多の 悲慘 なる 事が ある 

の は是れ 皆な 私共 を 謙り くだらせる 爲 めではありません 乎、 私共が 些かの 財産に 就て 誇ります 故に 火 

災が あり、 震災が あり、 蟲 害が あり、 盗難が ありまして、 私共に 世の 寶 財なる もの- - 如何に 某な き 者 

であるか を 知らし まする、 又 私共が 肉體に 就て 誇ります る 故に 祌は 多くの 疾病なる もの を 下し 給 ひ、 

玉の 如き 美人 も」 朝に して 醜惡 見る に堪 へざる ものと なり、 鬼 祌を哭 かしむ るが 如き 大丈夫 も 羸 Si 扶 

け を 人に 借りざる を 得ざる に 至ります、 若し 疾病なる ものが ありませんでしたならば 人間と は 如何に 

傲慢なる 者で ありませ う、 雨う して 時には 側に も 寄り 附 かれぬ やうな 威張った 人が 病の 爲 めに 打ち 萎 

れ、 それが 爲 めに 打って 變て 小羊の やうな 柔和なる 人と なる の を 見まして、 私共 は 病なる もの \必 し 

も惡 しきもの ではない 事 を 了る ではありません 乎。 

叉 私共が 學 問に 就て 誇ります る 故に 學者 問に 嫉妬 競爭が 起り、 信仰に 就て 誇ります るが 故に 敎會と 

敎會と 牧師と 牧師との 間に 嫉妬 怨恨 を 生じ、 德に 就て 誇る 大 懦 碩學 と稱 する 人 も 亦 猜疑の 魔 鬼の 追 ひ 

立つ る 所と なります、 人 I の 悲劇 を 悉く 其 根源に 於て 調べて 御覽 なさい、 皆な 我等 人類の 傲慢 を 矯め 

るた めで ある 事が 分ります、 我等が 以て 苦痛と 見做します もの は 皆な 我 倚の 救 扬を全 ふせんた めの 祌 

の 恩惠に 3^ しもので ありまして、 私共 は 所謂 「苦痛の 哲理」 なる もの を 攻究 致しまして 祌の恩 惠の測 
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る ベ からざる を 知る の で あ ります。 

是は 人間の 方面より 觀 ての 事であります、 若し 亦 神の 方面より 同一 の 問題 を 攻究 致し ますれば 人 を 

謙遲 ならしむ る 事 は 我等 人類に 關 する 祌の大 御 心の^す る 1^ である ことが 分ります、 キリ ストの 降！^ 

と は 何の 爲 めであります か、 是も 矢張り 我等 人類に 謙遜の 美德を 促す 爲 めではありません 乎、 至高き 

者が 至 低き 者と なりて 生れ、 宇宙の 主宰が 此 世に 生れ 來て 枕す る 所 だ もた く、 愛の 泉 源なる 神の 獨り 

子が 人に 憎まれて 十字架の 死 を 遂げ、 榮 光の 主が 恥辱の 極 を 味 ひ 給 ひしと は 是れ何 を 我等に 敎 ふるた 

めで ありまし やう、 キリスト は 我等に 謙遞を 促して 我等 を 救 ひ 給 ふので あります、 キリス 卜の 十字架 

上の 死 を 贖罪の 死と 申し ます の は 何に か 此邊に 深い 意味 を^して 居る ので はありますまい か、 人はキ 

リストの 神なる 證據を 彼の 行し 給 ひし 奇廣に 於て 求めます、 然し 私の 考 へます るに 奇蹟 は必 しも 之 を 

行 ふ 人の 神性 を證據 立てる もので はたい と 思 ひます、 奇積を 行す の 能 は 使徒達に も與 へ られ ました、 

あや？ り 

聖書 は 奇绩の 故 を 以ての み キリ スト は 神で あると は敎 へません、 私が 常に 以て 誤な き キリス ト 神性 論 

の證據 と 致します る もの は 腓立比 書 第一 一章 六 節 以下に ある 使徒 パゥ 口 の 一一 百であります、 

ひとし 

彼 (基督) は 祌の體 にて 居りし かど も自 から 其祌と 匹く 在る ところの 事を棄 難き こと k 意 はす、 

し ，-.- ベ ありさ i 

反て 己を虚 うし、 僕の 形狀 にて 現 はれ、 己を卑 くし、 死に 至る まで 順 ひ， 十字架の 死 を さへ 受る 

に 至れり、 是 故に 神は甚 しく 彼 を？ めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 予へ 給へ り、 此は 天に 在る もの 地 

に 在る もの 及び 地の 下に 在る もの をして 悉く ィヱ スの 名に 由て 膝 を 屈めし め， 且つ 諸の 舌 をして 

悉く ィ H ス キリ スト は 主な りと 稱揚 して 父なる 神に 榮を歸 せしめん 爲め なり。 

キリストの 如き 謙 遍は祌 ならでは， 行し 得ざる 謙遞 でありまして、 此 謙遜に 由て 彼 は 今 は 人類の 救 主と 


して 父なる 神の 右に 坐し 給 ふとの 事であります。 

故に 私共 キリスト を 信す る 者 は先づ 第一 に 彼の 如く 己を虚 うしなければ なりません、 主にして 其榮 

を棄て 我等 人類の 中に 住み 給 ひしと ならば 我等 彼の 僕た る 者 は 世に 所謂 榮華 快樂 なる もの を 悉く 去て 

主の 命じ 給 ふ 所と あれば 何處 なりと も 行かねば なりません、 主にして 十字架の 恥辱 を 受け 給 ひしなら 

ば 我等 は 世の 嘲弄 迫害 位に 辟易し て はたり ません、 我等の 祟む ベ き 神と は 惟り 天 の 高き に.；^ して 榮光 

を 以て 己れ を繞 園し 給 ふ 者で はなく して、 反て 卑しき K カ鹏老 となりて 此^に 降り 給 ひし 者なる を 知て 

私共の 祌に關 する 思想 は 一 變し、 從て 私共の 生 1^ も 其 根本より 一 變 すべき 苦であります。 

爾 して 又 美 はしき 樂 しき 生涯と は 謙 避の 生涯であります、 謙遞 でなくて は 平和 も滿足 もありません 

詩人 ハイネの 語に 「汝 の蝸廬 をば 谷に 造れ 山嶽に 於て する 勿れ」 と 云 ふが あります、 卽ち 幸福 は 世人 

の 仰望 注目す る處に 於て は 無い との 意であります、 人び を 博す ると か 申しまして 人に 譽 めら れんと す 

る ことが どれ 程の 嫉妬と 憎惡 との 原因で あるか は 人 ゆに 少しく 通す る 人の 能く 知る 所であります、 猜 

疑、 食楚、 暴很、 (卡 岡、 鼯害、 毀 謗の 諸惡を 我等の 心の 根底より 排除 致さん としま すれば 我等 は先づ 

. 基 敎 的に 謙遞， 卽ち盧 にならなくて はなり ません。 

我等 は： 1： 故に 他人 を嫉 みます るか、 我 は 彼より 勝った 者で あるのに、 彼に 臨り し 幸福の 我に 臨らぬ 

を 憤る からではありません 乎、 然しながら 我の 無一物なる を 知て、 神の 我に 與へ給 はざる ものに 我が 

ものと 稱 すべき もの & 一  もな きを 知て、 私共 は 何にも 他の 人 を猜む 理由はありません、 神の 聖 意に 順 

て 彼 は 彼た る を 得、 我 は 我た るので あります、 此事を 知って 私共 は 他人の 幸運に 依て 少しも^ 共の 心 

を K はさない やうに たります 0 
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又 何故に 私共 は 怒ります か、 私共の 欲 ふこと が 其 やうに 行 はれない からではありません 乎、 然しな 

がら 愁 なる ものが 全く 私共の 心に 無くなりまして 私共に 怒る 原因が なくなります、 憤怒と は 短 氣の結 

果 でありまして、 神の 心 を 以て 我が 心と なす 者 は 希望 を 永遠に 繁ぐ 者であります から、 如何なる 反對 

妨害に 遭 ひましても 苦 もな く 之に 勝つ ことが 出来ます。 

叉 何故に 私共に 不平が 多くあります 乎、 私共の 心に 盈 たされぬ 慾 望が 多く あるから ではありません 

乎、 然しな が ら先づ 慾 望なる も の を 退治し まして 不平 は自 から 消え 失すべ きもので あります、 單數も 

若し 零 を 以て 除 すれば 不 限に 等し (ふ =  00) との 哲人 ノ ー バ リスの 言 は 實に大 なる 眞理 であります、 

富 を增す 方法の 第一 は 世間 普通の 法、 卽ち富 を 增殖す 方法であります、 第二 は 基督 信徒の 方法で あり 

まして 卽ち 慾を滅 する 法であります。 

さう して 偉大なる 人と は實に 皆な 謙遲 なる 人であります、 神の 人モ ー セは 「その 人 爲溫柔 (謙 遞) 

なること 揪の 中の 諸の 人に 勝れり」 と 書いて あります (民 數紀略 十二 章 三 節)、 冷水 一杯と 麵夠 一片 

の 他に 何も 求む る 所な かりし ゾ クラ トス は 希臘第 一 等の 人物で ありました、 裏店に 蟄居して 人智 論 を 

著 はした 哲學者 口 ッ クは大 革命 を惹き 起す に 足る の 人物で ありました、 珊瑚 蟲ゃ 蚯^な ど 人が 一 般に 

蔑視す 小蟲に 終生の 研究. を 積みし ダ ー ゥヰン は 十 丸 世紀の 思想界 を 一 變 した 人物で ありました、 キリ 

ス トは 申されました 

凡て 勞 たる 者、 また 重き を 負へ る 者 は 我に 來れ、 我 爾曹を 息ません、 我 は 心 柔和に して 謙遜 者な 

れば我 軛を負 ひて 我に 學べ、 爾曹 心に 平安 を璲 べし、 そ は 我が 軛は 易く 我が 荷は輕 ければ 也 (馬 

太傳十 一 章 二八— 三十 節) 


と、 凡て 競爭 に勞れ たる 者、 凡て 心配の 重荷 を 負へ る 者、 凡て 憤怒の 火に 己れ の 身 を 焦す 者、 凡て 怨 

恨の 焰に 己れ の 心 を 燒き盡 しつ k ある 者、 凡て 不平の 毒素に 侵されて 學も德 も 少しも 進まざる^ は 速 

に キリストに 來り、 其 柔和なる 謙遜なる 心 を學ん で、 心に 平安 を 獲べき であります。 


他人 を議 する の罪惡 


基督 の 宣 ベら れし 敎訓で 世人 は 勿論 基督 信者 ま で が 之に 注意す る こ との 至て 少ない も のがあります- 

是は 人を議 する こと 勿れとの 敎訓 でありまして、 其 如何に 大切なる 誡 である 乎、 それ を 能く 辨 へて 居 

る 者 は 至て 少ない やうに 見受けます。 

議 すると は 裁判す る ことであります、 人の 曲 ffi を定 むる 事であります、 その 善惡 を斷定 する ことで 

あります、 之 を 小に して は 人の 行爲に 就て 彼是 評 1: を 立つ る 事であります、 之を大 にして は 自分の 憎 

愛に 順て 人に 法律上の 裁判 を 宣告す る ことであります、 さう して 聖書、 殊に 新約聖書 は幾囘 となく 此 

事に 就て 深く 私共 を警て 居ります、 人 を 議す る こと 勿れ 恐く は 爾曹も また 議 せられん (馬 太 傳第七 章 

一節)、 人を議 する こと 勿れ、 然ば爾 曹も議 せられす、 人 を 罪する こと 勿れ、 然 らば 爾曹も 罪せられ 

す、 人 を 恕せ然 らば 爾 曹も恕 さるべし (路加 傳第六 章 三十 七 節)、 爾 何人 なれば 他人の 僕 を 審判す る 

か、 彼の 或は 立ち 或は 倒る k こと は 其 主に 由る (羅馬 書 第 十四 章 四 節)、 兄弟よ 互に 謗る 勿れ 足 弟 を 
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謗り 或は 兄弟 を議 する 者 は 律法 を 謗り 律法 を議 するな り (雅各 書 第 四 章 十 一 節)、 其 他 同じ 事 を敎ゅ 

る 聖書の 句は澤 山あります。 

斯 くも 架 書 は 他人 を 誹議す る こと を强く 警めて 居ります が、 基督 信徒に して 他人の 行爲を 云々 する 

は 左程の 罪惡 ではない やうに 思 ふて 居る 者の 澤山 有る の は 實に奇 ぎな 事であります、 聖書に 姦娃を 犯 

す 勿れと 誠め てあります から 畜娃を 犯す もの は敎會 から 放逐され ます、 聖書に 竊む 勿れと 敎 へて あり 

ますから 竊む者 は 信者と して はまに 迎 へられません、 然か のみなら す、 聖書に は 明白に 禁じて ない 飮 

酒樊 煙で すら 之に 耽ける 者 は 信者の 仲 問から 遠 けられる と 云 ふ 次第であります、 然るに 他人 を 誹議す 

るの罪惡に至ては其明^«に而も繰り返し/(\、 聖書に 誡 めて あるに 關 はらす、 之 を 犯す も 人の 多く 之 

を咎 るな く、 信者 相會 すれば 世の 人 同然に 他人の 惡事を 語る を 以て 一 つの 快樂 として 居ります、 雨う 

して 夫れ 許りではありません、 牧師と か、 敎師 とか、 神學 者と か 云 ふ 人で も此事 丈け は罪惡 以外に 置 

くやう に 見えまして、 普通の 信者が 此罪を 犯す も 甚く 之 を 咎めない 許りでなく、 御自身 も 自由に 之に 

從 事せられ て 少しも 惡ぃ 事と は 思 はれない やうに 見えます、 是は實 に 奇怪 千 萬の 事でありまして、 私 

共に は 一 向 分らない 事であります。 ， 

然し 少し 心の 眼の 開けた 人から 見ます と 好んで 他人の 短所 を 擧げて 語る 人 程 醜い 者はありません、 

聖書に も ある 通り 他人 を議 する 者 は 自己 を議 する 者でありまして、 彼 は 他人の 惡事を 語り 居る やうに 

見えます が 實は彼 自身の 惡事を 他人に かこ 附 けて 語て 居る 者であります、 潔い 者 は 惡事を 知らない 害 

であります、 淸ぃ 小兒ゃ 乙女の 口より 他人の 惡 評の 出な いのは 彼等が 他人の 惡事を 知らないから では 

なくして 彼等 の 心に 邪念がない からであります、 他人の 惡事を 聞き 且つ 之 を 語て 喜ぶ 者 は實は 同じ 惡 


事の 自己の 心の 裡に 在る を 承知して 居て 常に それに 就て 良心に 咎められつ M あるから であります、 不 

義を なす 者は義 者を惡 み、 義 しき 者は惡 者を惡 むと 聖 J 曰に 書いて あります (箴言 第二 十九 章 末節)、 

人 は 他人の 富 を猜む 許りで はなく 叉 其の 德をも 妬む 者であります、 自己の 富に 誇らん と 欲 ふ もの は 他 

人の 貧 を 聞い て 喜びます やうに 自己の 德に 誇らん とする 者 は 他人の 墮落を 聞いて 悅 びます、 世が 擧て 

少しく 名 あり 德 ある 人 を 引き下げ やうと して 努めて 居ます の は 全く 罪惡に 沈める 人類の 此常 性に 因る 

のであります、 今日の 社會が 全然 堕落して 居る の證 據は澤 山あります が、 其 最も 明白なる もの は社會 

一 般れ 人の 墮落を 聞いて 悅び、 叉 說敎師 や 新聞記者 などが 社 會尾正 を 名と して 悅んで 罪惡の 曝露に 從 

事す る ことであります。 

然し 或 人 は 申します、 何故に 他人の 惡事を 語る のは惡 いか、 事實 は事實 なれば 之 を 語り たれば とて 

^に 惡ぃ事 はない、 若し 惡事を 語らる、 のが 厭なら ば 之を爲 さなければ 宜しい と、 是れ 誠に 立派なる 

議論の やうに M え ます、 私 は 斯う 云 ふ 議論 を 世の 批評家 か ら 許り で はなく 立 派な る 基督 敎 の 敎師の 口 

から も 聞きました、 然し 是は 世の 文士、 政 客、 叉 は 或る 一派の 敎界の 名士の 說かは 知れません が、 基 

督と 聖書と は 之と 全く 反對の 敎訓を 私共に 與 へます、 今少しく 曰の 語に 照して 人 は 何故に 他人 を 誹 

議 して はならぬ かに 就て 述べ まし やう。 

一 、 私共が 他人 を 誹謗して はなら な いのは 私共 自身 も 同じ 誤謬に 陷り 易い 者で あるから であります- 

若し 私共が 神の やうな 完全 無缺の 者で ありましたならば 或は 他人の 行 爲に對 して 誹議 を 試ても 宜 いか 

も 知れません、 然し 私共 自身 が^れ も 不完全 だらけの 者であります から、 私共 は 他人の 缺點を 指摘 審 

判す るの 權利を 有たない 者であります、 「汝 兄弟の 目にある 物 屑 を視て 己が 目にある 梁木 を 知らざる 
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は何ぞ や、 己の 目に 梁木 あるに 如何で 兄弟に 向 ひて 雨が 目にある 物 屑 を 我に 取らせよ と 曰 ふこと を 得 

んゃ」 (馬 太 傳七章 三、 四 節)、 若し 世に 能く 己が 心 を 監察して 其 中に 一 つの 瑕瑰 をも發 見し ない 人が 

ありま するならば 其 人は祌 にあら ざれば 狂人であります、 私共 は 皆 盲人に あら ざれば 啞 人であります- 

啞人 にあら ざれば 聾 人であります、 3： にか 一 つの 缺點の 無い 者 は 世に 一 人 もありません、 私共が 互 を 

詳議 します の は r 度 聾 人が 盲人の 缺點 を算へ 上げる やう な 者で ありまして、 實に 不當の 極で はあり ま 

せん 乎。 

一一、 縱令 世に 己に 劣る の 人物が あるに もせよ、 私共 は §ef に 憐憫の 心より して 其 短處を 述べ立て K は 

なりません、 r 是 故に 雨曹の 天の 父の 憐憫の 如く 亦 憐憫 を爲 すべし、 …… 人を恕 せ、 然 らば 雨 普も恕 

さるべし」 と (路加 傳六章 三 六、 三 七 節)、 試に 考 へて 御覽 なさい、 若し 天の 神が その 潔き 服 を 以て 

私共 各自の 心を鑒 られ、 容赦な く 私共の 短處を 述べられましたならば、 如何で ありませ う、 是れ 私共 

の 到底 耐え 得ない 所ではありません 乎、 然し 神 は 憐^に 宵み 給 ひます、 神 は^ 共 は 土の 塵に て 造られ 

罪に 胎 まれた 者で ある 事 を 知り 給 ひます、 祌は 私共 を 箱き 給 ふに 私共が 小兒か 不具者 を 箱く やうな 心 

を 以て 爲し給 ひます、 神と は憐偶 あり 恩惠 あり、 怒る こと 遲く、 恩惠を 千代まで も 施し、 ！ 315 と 過と 罪 

を赦す 者で あると は 聖書の S 々私共に 示す 所であります (出 埃 及 記 三十 四 章 六、 七 節)、 さう して 如 

新き 神 を 信す る 私共 は 亦 私共に 劣る 人 を 見る に 同じ 寛容 を 以てせねば なりません。 

三、 私共 は 他人の 惡事を 語りつ k ある 間に 如何程の 大罪 惡を 犯しつ』 あるか 自 から 知りません、 私 
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共 は 誹 誘 は 人 を 殺す も ので あると 云 ふ 事 を 曾て 心に 留めた 事が あります か、 私共 は 左の 如き 聖書の 敎 

訓は 意味の 無い 詞 であると 思 ふので あります か。 


凡そ 兄弟 を 憎む 者 は 卽ち人 を 殺す 者な り 凡そ 人 を 殺す 者は窮 なき 生ん w その 衷に せる ことなし (約 

翰 第一 書 三 章 十五 節)。 

舌 は .§ ち 穴すな はち 惡の 世界な り、 舌 は k:: 體の 中に 備り あり て 全體を 汚し 又 全世界 を 燃すな り、 

舌の 火 は 地獄より 燃出づ (雅各 書 三 章 六 節)。 

一寸と 之を讀 みます ると 餘り 過激の 詞の やうに 思 はれます が 然し 能く 考 へて 見ます とそれ は 決して 爾 

うでない 事が 分ります、 舌 は 實に人 を 殺す ものであります。 

多くの 人 は實に 舌に て 殺されました、 劍を 以てする やうに 肉體の 生命 を 摩 はれた のではありません、 

然し 之よりも 更に 一勝 恐し い 死 を 遂げました、 舌 は 靈魂を 殺す 者であります、 さう して 若し 肉 體の生 

命 を 奪 ふ 者 は 地獄に 陷 さる \ ことならば 靈 魂の 生命 を 奪 ふ 者 は 如何なる 刑罰 を受 くべき であり ましよ 
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善良 無垢の 人が 罪な きに 罪 ありと 人に 呼ばれて 終に 眞 正の 罪人に 成った 例 を 貴下 方 は 知りません 乎， 

熱心に 福音の 宣 傳に從 事し て 居つ た 若き 傳道師 が 年長 の 教師の 冷き 批評に 遭 ふて 全く 傳道を 放棄す る 

に 至った 許りで はなく、 終に は その 信仰まで も棄 て、 極惡の 世人とまで 墮 落した 例 を 私 は 知って 居り 

ます、 個人 に 關す る惡ロ 誹 誇 は 決 し て 彼 を 改良す る もので はなく して 反て 彼を惡 に 陷れる もので あり 

ます、 殊に 面前に 於て する 詰責で なくして 陰密で 詆識る 事は此 恐るべき 結果 を來 たす に 最も 力 有る も 

のであります、 基督 敎會は 人の 靈魂を 救 ふ ものであると 申します るが、 私の 考 へます るに 幾人の 靈魂 

は 其會員 の 無慈悲なる 批評に 由て 地獄へ 落ちた か 知れない と 忍 ひます、 最も 頑 同なる 無神論者 は 基督 

敎會の 造った 者であります、 最も 狡猾なる 商人 は 牧師の 養成と 識. 5^ とに 由て 成った 者であります、 多 
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分朱來 の 裁判に 於て 最も 重き 殺人罪の 刑罰 を受 くる 者 は 基督 敎 の 敎師の 中より 出る であら ふと 思 ひま 

す。 

ra:、 然し 之 は 之と して 私共が 他人 を議 すべから ざる は 他に も 深い 理由が 有ります、 私共 は 他人 を議 

して はならない 許りでなく 決して 正 當に議 する ことの 出来る 者ではありません、 「心 は 萬 物よりも 深 

し 誰か これ を 知る を 得ん や」 と 聖書に 書いて あります (耶利 米亞記 十七 章 九 節、 日本 譯に偽 はる 者と 

ある は誤譯 なり) 我が 自身の 心すら 我 は 之 を 知る ことの 出来ない 者であります、 況して 他人の 心 を や 

です、 之 を 知る は-: 于宙の 奥義 を 知る よりも 難い 事でありまして 全能の 祌 にあら ざれば 決して 量り 知る 

ことの 出來る ものではありません、 此 出来ない 事 を 私共 は爲 さんと する のであります、 是は實 に越權 

と 云 ふ 事ではありません か、 故に 聖書に は 他人 を 誹議す る こと を 他人の 僕 を 審判く こと、 稱 ふて 居 ま 

す、 他人と は卽ち 神の ことでありまして、 私共 同胞の 事 を 彼是 非難す るの は實は 神の 僕 を 非難す るの 

であります、 僕 を 精く 者 は 其 主人であります、 人 を 鞫く者 は 其 造 主であります、 私共 は 他人 を 箱く の 

權利も 能力 も 有つ 者ではありません。 

殊に 人に は 夫れ く 特別の？ 机 遇が ある ものです、 彼の 缺點は 彼 一人の 缺點 ではありません、 彼 は 彼 

の 身に 彼の 父母の 罪惡、 彼の 祖先 代々 の 罪惡、 彼の 社 参の 罪惡を 總て擔 ふて 居る ものであります、 人 

一 人 を 知り 悉く さう と 思へば 人類 全體の 歷史を 悉く 知らなければ ならない ものであります、 さう して 

是は 誰に も 出来る 事ではありません、 然る を 私共 は 自分 は 全能の 祌 である やうに 思 ふて 矢 鱒に 他人の 

行爲に 裁判 を 下す のであります、 私共 は 何ん と 高馒の 者ではありません 乎、 我國 の歷史 さへ 碌々 知ら 

ない 者が 人類の 歷史を 凡て 知って 居る やうな 顏 をして 私共 は 私共の 朋友 知人 を排 謗す るので あります、 


之 を 思 ふ て 私共 は 恥て 面を蔽 したく はなり ません 乎。 

斯くて 他人 を議 する こと は 大罪 惡で あります、 是れ盜 む 事、 殺す 事、 姦姪 する 事と 同等の 罪惡 であ 

ります、 それであります から 私共 此罪を 犯して 實は 人の 前に も 神の 前に も 立つ 事の 出来べき 害の 者で 

ありません、 又 敎會は 此罪を 犯す 者 を 直に 放逐すべき 害であります、 殺人罪 を 犯した 敎師を 決して 敎 

師 として 戴かない やうに、 好んで 朋友 知人の 惡事を 語る やうな 敎師は 之 を 解職して 了 はなければ なり 

ません、 他人 を議 する の 罪、 之れ 人 を 殺す の 罪で ある こと を 私共 は 決して 忘れて はなり ません。 


キリスト 信徒の 勇氣 - 


愛 を說き 慈悲 を勸 め、 有 恕を强 ゆる 基督 敎は 男氣に 就て は餘り 多く を 語りません、 勿論 聖書の 或る 

所に は 「心 を强 くし 且つ 男め」 とか 「汝等 勇し かれ」 とか 云 ふ 事が 書いて あり、 又た ヨシヤ、 ギデォ 

ン、 サム ソン、 ダビデ 等の 人の 記事 を 載せて 讀 者の 勇 氣を勵 まして は 居ります るが、 然し 聖書の 記事 

の全體 より 評 を 下し ますれば 聖書 は 太平 記の 水 滸傳の やうな 特に 勇氣、 豪邁の 氣風 を獎勵 する ために 

書かれた 書で ない 事 は 能く 分ります、 聖書が 私共に 供す る 理想的 人物の 中に 樊 is 又は 武林唯 七の やう 

な 勇者はありません、 或は 惡源 太義 平と 云 ひ、 或は 惡七兵 衞景淸 と 云 ひ、 或は 能 登 守 敎經と 云 ひ、 或 

は篠塚 伊賀 守と 云 ひ、 私共 日本人が 幼少の 頃より 勇者の 手本と して 仰ぎ 来りし 人物 は 之 を 聖書の 屮に 
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發見 する 事 は出來 ません、 聖書 的 人物 は 全 體に溫 和なる 人物であります、 血 を 嫌 ふ 人物であります， 

何方 かと 云へば 寧ろ 臆病なる 人物であります、 ァ ブラ ハ ム の 如き すら 時に 或は 家の 子 三百 十八 人 を 率 

き 具して H ラ ム の 王の 侵入軍 を追擊 したる 事 も ありまし たが、 然し 彼の 一 生 は 平和の 生涯で ありまし 

て、 彼に 關 する 主なる 記事 は 彼の 妻と 子と に關 する 記事であります、 其の 子 イサクの 如き は 全く 家庭 

的 人物でありまして、 彼 は 順良なる 夫で ありし と 云 ふの 外 彼に 就て 語る ベ き 事 は 何にもありません、 

イサクに 一 一人の 男子が ありまして 長男の H ソゥは 武勇 を 好む 人で あり、 次男の ャ コブは 至って 內氣な 

人物で ありまし たが、 神の 選擇は 懦弱なる ヤコ ブの 上に 落ちて H ソゥは 終に 其 家長 權を奪 はれた との 

事であります、 次に 来りし ヨセフ は 平和 時代の 政治家でありまして 彼 は 曾て 一 度 も 戈 を 採て 戰 場に 臨 

みし 事の ない 人であります、 神の 人モ ー セに 於ても 同じ 事であります、 彼 は 多くの 戰爭 を目擊 致し ま 

したが 然し 自づ から 手 を 下して 敵を展 つた 事 は 一度 もありません (彼が 靑 年の 時、 彼の 同胞 を 救 はん 

がた め 誤って 埃 及 人 を 殺せし 事の 外 は)、 其 他 サム ソ ンの 如き 荒武者で も 妻 デリ ャの 愛に 惹 かされて 

敵の 捕虜と なった やうな 人物で ありました、 豫言者 H レ ミヤ は 淚の人 一、" ありまして、 彼は國 人の 迫害 

に 遭 ふて 苦痛に 堪えす して 幾 II か 悲鳴 を發 した 者であります、 ヨブ は 忍耐の 勇者でありまして、 彼の 

勇 J 湫 なる もの は 敵に 勝つ の勇氣 でな くして 能く 已に克 つて 終に 神に 救 はれし： gfj 氣 でありました、 大王 

ソロ モ ンが 賞め 立った 人 は 敵の 砦を攻 取る 勇 氣を備 へた 人物で はなく して 能く 自己の 心 を 治む る こと 

の 出来る 人物で ありました。 

今舊約 時代 を 去て 新約 時代に 人り ますれば 此 事が  一 明. m に 分ります、 人類の 桟範的 生涯と して 我 

等に 與 へられました 神の 子ィ H ス キリストの 生涯 は 決して 私共 日本人が 謂 ふ 勇敢、 剛氣の 生涯で は あ 


りませんでした、 彼 は 武士の 家に 生れ 來ら すして 大工の 家に 生れ 来りました、 故に 敵懾 の精祌 である 

とか、 復讎の 菊 風で あると か 云 ふ もの は、 彼の 幼な 心に 曾て 注ぎ 入られた 事の ない ものであると 思 ひ 

ます、 彼 は 友人の 死 を 聞いて 泣き、 1^ 女 を 友と して 其 家に 客た る を 好み、 靜肅 なる 處に獨 り 在る を 愛 

し 成るべく i は 噪の處 を 避けました、 彼 は 敵 人の 乎に 付た さる、 の 前夜 ゲッセ マネの 圃に 人て 聲を 揚げ 

て 泣きました、 爾 うして 彼の 死狀は 決して 勇者の 死狀 ではありませんでした、 「吾 祌、 吾祌、 なん ぞ 

我 を 遺た まふ 乎」、 My れ 決して 勇者の 臨終の 語と は 思 はれません、 t 右し i 単に £s ^の 一 點 から 巾し ます 

るなら ば ステパ ノの死 は キリ ストの 死に 勝る： 男 ましい 死で ありし と 思 ひます、 「我れ 旣に善 戰を戰 ひ 

たり」 の 一言 を 遣して 靜 かに 死に 就きし ま 徒 バウ 口の 死 は キリストの 死に 優る 死狀 ではない 乎と 思 ひ 

ます。 

爾 うして 又 基督 敎の 信仰 を 以て 有名なる 人達 は 大概 淚 脆い 女らしき 人で ありました、 妍太 利の 命 

者サ ボナ B 1 ラが 拷問の 苦痛に 堪 すして 一 度 は 彼の 主義の 取消 を諾 しました 如き、 英國の 監督 リツ ド 

レ ー が.^ にて 燒 かれんと して 一 度 は 彼の 信仰 を 曲げん とせし 如き、 亦コ ロム ゥ H ルが 彼の 愛 兒を失 ふ 

て 短刀 を 胸に 刺されし やうに 感じたり とて 彼の 友人に 彼の 苦悶の 狀を 語りし との 如き、 リビ ング ス ト 

ンが其 妻 マリヤ を 失 ひし 時に 他の 人の 多く 居 合せし にも 係 はらす 大聲を 揚げて 小兒の 如くに 泣きし が 

如き、 ァ マ ス ト大學 の 前 敎頭シ ー リ ー 先生が 醫師に 說敎を 禁止され し 時に 物の 譬 へやうな き聲を 放ち 

て失§1^!落膽されしとの如きは、 皆な 基督 信徒なる 者 は 情に 跪き ものなる こと を 示す 事柄でありまして 

私共 之 を 聞いて 同情 推察の 涙に 咽び まする と 同時に 亦此 人達 を 東洋 的 英雄の 標準に 铰べ て 見まして 勇 

敢剛氣 の 人と は 少し 評し 兼る のであります。  - 
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基督 信徒 は 人に 撲られ て も 彼 を 打 返しません、 故に 世の 人 は 彼 は 臆病で あると 申します、 基督 信徒 

は 人に 謗られても 口 を 襟んで 語りません、 故に f の 人 は 彼 は意氣 ぎが 無い と 申します、 基督 信徒 は 妻 

子 を 愛します、 故に 世の 人 は 彼 は！！ 弱で あると 申します、 基督 信徒 は 亦淚を 流す こと を 以て 恥と 致し 

ません、 故に 世の 人 は 彼 は 女々 しいと 申します、 基督 信徒 は 血 を 見て 戰， へます、 故に 此の 人 は^は 

男氣 がない と 申します、 彼 は 亦 生命 を 大切に 思 ふて 死 を 酒れ ます、 故に 世の 人 は 彼 は 卑怯者で あると 

申します、 柔和なる、 愛 心 深き、 平和 を 愛する 基督 信徒 は 決して 世の 以て 房 者 剛の者と 見做す 者で は 

ありません。 

然 らば 基督 信者に 勇氣 がない 乎と 云 ふに 決して 爾 うではありません、 基督 信徒に は 基督 信者 の 湫 

があります、 是は 世の 人の 知らない 勇氣 であります、 是は淚 の 無い 勇氣 ではありません、 是は情 を 殺 

して 來る fifj 氣 ではありません、 是は 眼に 苦痛 を 認めない 盲人の 勇氣 ではありません、 是は亦 智覺を 失 

ふたる 歇 私的 里 性の 勇氣 ではありません、 世が 基督 信者の 苦痛の 深さ 廣さを 知らない やうに 其？ 31? 氣の 

强さ 高さ を 解りません。 

基督 信者 は^の 人の 勝つ ことの 出來 ない 敵に 勝ん と 欲する 者 一、. い あります、 私共 基督 を 信す る 者の 勁 

敵 は 露西亞 人で もなければ 英吉利 人で もなければ 亦獨 逸人で もありません、 私共の 勁敵 は 私共 自身で 

あります、 「怒 を遲 くす る 者 は 勇士に 愈り、 己の 心 を 治む る 者 は 城を攻 取る 者に 愈る」 とはソ 口 モン 

の 箴言 第 十六 章 三十 1 一節に 書いて ある 所の 辭 でありまして、 私共 は 私共の 心 を 治む る を 以て 第 一 の 要 

務と 致して 居る 者であります。 

歷山王 は 世界 第一 の勇將 として 世に 稱 へられる 人であります、 彼 は 小勢 を 以て ィサ スにァ ー ベラに 


波 斯の大 軍を殲 しました、 彼の 向 ふ處に は歐亞 何れの 地に も 一人の 强敵 とてはありませんでした、 勝 

利の 連 綾と は實に 彼の 軍事上の 一 生涯で ありました、 然し 彼 は 彼の 知らない 一 人の 勁敵 を 有ました、 

彼 は 彼の 飮慾を 支配す る ことが 出来ませんでした、 波 斯の大 軍 を 容易く 破り 得し 歷山王 は 酒の 爲 めに 

バ ビ 。 ン の舊 都に 於て 三十 三 歳 を 一 期と して 最も 哀れなる 最後 を 遂げました、 軍人の 目から 見ました 

たらば 歷山王 は fsv^ 者で あるか も 知れません が、 然し 吾等 基督 信者の 目から 見れば 彼 は大の 意氣地 無で 

あります、 雨う して 私共の 觀る 所に 由り ますれば せに は 大小の 歷山 王が 澤山 有る と E わ ひます、 卽ち胸 

に 金鵄勳 十 を ドげて 過去の 軍功に 誇る 勇士の 中に 酒愁、 食慾、 娃愁を 少しも 支配す る 事の 出来ない 卑 

怯 者が 澤山 居る と 思 ひます、 牙 山、 平壤、 叉 は 旅 順、 蓋 平に 敵 を 鏖 にす る 事 は比较 的に 容 い 事で 

あつたと 思 ひます、 然れ ども 利愁の 一 小 軍が 胸中の 城壁 を 襲 ふ 時に 能く 之 を 撃退す る ことの 出 來る將 

Bsf は 誠に 少ない と 忍 ひます、 基督 信者に EH 湫 がない のではありません、 彼 はより 强き 敵に 對て 彼の 

氣を用 ゆるので あります。 

詩人 シ ルレ ルは 申しました、 「獨り 立つ 時に 强き 者は眞 正の 房 者な り」 と、 大勢と 共に 立つ^に は 

懦夫も 勇者と なる 事が 出来ます、 所謂 H ス プリ、 -デ、 コ ー ブと 申しまして 世に は 軍隊 的 勇 氣と稱 すべ 

きものが あります、 是は 職工 や 土方 や、 又 今日に 至りまして は雜誌 記者 や、 裁判官 までが 同盟？ 能ェを 

行 ふ 時に 顯 はす 勇 氣 であります、 卽ち 一 人と して は 極く の 臆病者で も 六 七 人 又は 數十百 人と 群 をな し 

て爲す 時には 如何なる 非 紳士的の 行爲 にで も 出る 事の 出来る ef^ 氣 であります、 爾 うして 其圑合 一 致の 

力の 强 きょり、 叉 猛進： Sf! 行の 當る ベから ざるより して 世 は 以て 彼等 同 盟罷ェ 者 を 目して 勇者と なし ま 

す、 然し 彼等 は 者ではありません、 彼等 は 赏に大 の 卑怯者であります、 彼等 は 一人と して は 極く の 
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弱 511 であります、 その 始て 雇主の 許を訪 ふて 衣食の 道 を 求めし 時 は 彼 は 頭 を 垂れ 尾を擺 つて その 憐哀 

を 乞 ふた 者であります、 彼 は 到底 獨で 立つ 事の 屮 I 來 ない 者であります、 故に 彼 は 始めは 彼の 雇主に 依 

頓し、 今 は 彼の 朋輩に 依賴 する 者であります、 神に 賴る能 はす、 自己に 親る 能 はす， 故に 雇主に あら 

ざれば 朋輩に 賴る 者であります。 

勇者 は獨り 立つ 時に 强し (Del-  StarkG  ist  madltigsten  alleiu)、 天下 を 敵と して 獨り其 信仰に 依 

て 立たねば ならぬ 時に 眞 正の 勇 氣は顯 はれる ものであります、 世 を舉て 彼方に 立つ も 我れ 獨り是 方に 

立つ 時に 私共の 勇氣の 有無 は 試め さる k ものであります、 軍隊 的の 勇氣は その 眞偽を 判別し 難い 勇氣 

であります、 眞 正の 勇氣は 個人的であります、 爾 うして 基督の 男氣は 個人的で ありました、 爾 うして 

亦 基督が 私共 彼 を 信す る 者に 賜ふ處 の男氣 も 個人的であります。 

我國 人の 前に 愛 國心を 語る 必要はありません、 吾等 は外國 人の 中に 在て 愛 國を唱 へ 難き 時に 之を唱 

ふべき であります、 敎會， ^に 於て 敎師幷 に 信徒の 前に 信仰 を 表白す るの 必要はありません、 不信者の 

中に 在て 信仰の 表白 は 多く の 嘲弄と 輕 侮と を 以 て迎 へらる、 時に 之 を 表白す ベ きであります、 「ビラ 

ト、 彼 (ィ H ス) に 曰 ひける は 然ば爾 は 王なる 乎、 ィ H ス 答へ ける は 爾の 一一 目 ふ 所の 如し」 と、 是が眞 

正の 勇氣 であります、 「雨の 言 ふ 所の 如し」、 r 然 り」、 r.yes」、 基督の 此 一 言に ァ レ キサ ン ドル もシ ー 

ザ ー も ナボレ ォ ンも 有つ 事の 出來 ざり し 勇氣が ありました。 

お のれ 

基督 信者の 勇氣は 己に 存 する 男氣 ではありません、 彼 は 自身の 力なる もの は 總て之 を 否定し、 且つ 

取り去った 者であります、 彼 は囊中 無一物で あるば かりで はなく、 亦 心中 無能力の 者であります、 身 

を 彼の 救 主と 共に 十字架に 釘け て 彼に 頼るべき の 勢力 は 一 つもありません、 世に 賁は 基督 信者 ほど 弱 


い 者 は 無い のであります、 基督 御自身が シャ a ン の野薔 藻の やうに 跪い 者で ありし やうに 私共 彼 を 信 

する 者 も 亦 路傍の 翁 草 叉 は 庭の 瞿麥の やうな 極く 弱い者であります、 基督 信者 を 窘める ほど 容易い 事 

はありません、 彼 は 決して 抵抗 を 試みません、 彼 は 微笑 を 以て 忿恚 に應 する まで あります、 彼を撲 

つて 御覽 なさい、 彼は撲 りし 人の 爲に 天の 祝 幅 を 求めます、 彼を惡 しき 樣に 書き立て、 御覽 なさい、 

彼 は その 人の 惡事 をい くら 知って 居っても 之 を 世に 公に して 怨恨に 酬 ゆるに 怨恨 を 以てする やうな 事 

を 致しません、 基督 信者 を攻 立つ る ほど 安全なる 事はありません、 故に 世の 多くの 臆病者 は 彼 を 窘め 

て 自分の 勇 氣を銜 ひます。 

00O0OO0OOOO0O0OOOO0 わけ OOOOOOO0O0OO0O0  0OOO 

然し 彼れ 基餐 信者が 斯 くも 無能力に なりし 所以 は 全能なる 神が 彼に 宿らん ためであります、 卽ち彼 

の 弱き に 由て 神の 强 きが 顯 はれん ためであります、 彼の 愚かなる に 由て 神の 智が顯 はれん ためで あり 

ます、 故に バウ 口 は 申しました、 「我 は 弱き 時に 强し」 と、 叉 「祌は 智者 を愧 しめんと て 世の 愚なる 

者 を 選び、 強者 を愧 しめんと て 世の 弱者 を 選び 給へ り」 と、 私共に 我意 我 力の 存 する 間 は 私共 は 神の 

完全なる 器と なる 事 は 出来ません、 故に 神 は 多くの 艱難辛苦 を 私共に 降し 給 ひまして、 私共 をして 柔 

£ お 便な きものと ならしめ 給 ふので あります、 基督 信者 は 弱くなくて はならぬ 者であります、 ^ほ 誇る 

べきの 力 ある 者が 基督 信者た る 事 は 至て 難い 事であります。 

然しながら 斯 くも 援 けない 私共の 心に 神の 聖靈 の 降られ まする 時に は 私共 は 私共 以上、 否な 人問以 

上の 者と なります、 賴 るべき の 力なき 私共 は 他に 怕 るべき 者 は 何 一 つ 無くなります、 私共 は 自分な が 

らも 自己の 勇氣に 感服す る やうになります、 是は 確に 私共 自身の 勇氣 ではなく して、 私共 以外、 卽ち 

天から 來 る勇氣 でなくて はなり ません、 私共 或 時はパ ゥ n の 如き 人が 如何して 羅馬全 帝國を 相手に し 
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て單獨 立て 彼の 奇異なる 信仰 を 述べ 傅へ たかと 考 へて 驚きます が、 然し 自身 此 超自然的の 能力に 接し 

まして 私共 は バウ 口の 場合 を M いて 決して 驚きません、 又ル ー テルが 時の 政權、 敎權を 敵に 有って 如 

何して 獨 りで 信仰 自由 を唱 へた かと 思 ふて 奇異に 感じます が、 然し 自身 g ゃ靈の 降臨に 遭 ふて 是は 何に 

も 私に も 出来ない 事で はない と 思 ふに 至ります、 バウ 口 が 何う した、 ル ー テルが 何う したと 云 ひます 

るから 非常に 難い 事の やうに 思 はれます るが、 然し 全能の 神が 彼等 を 通して 働き 給 ふたと 知り ますれ 

ば 決して 奇異ではありません、 世に 超 天然 的 超 人間的の 大事 業の 行 はれまし たの は是は 皆な 神が 人に 

依て 行 ひ 給 ふたからで あります、 此事を 知らないで 荐 りに 大 英雄の 世に出ん こと を 待ちます るの は實 

に 愚の 極であります、 最も 犬なる 英雄 は 神 御自身であります、 爾 うして 私共 は 自己に 死して 神の 行 ひ 

給 ふ 業を此 身に 於て 行ひ途 ぐる 事が 出来ます。 

ル ー テル は 申しました、 「若し 我等の 力に！ g らば、 我等 は 直に 失 はれむ、 然れど 一人の 聖き 者の 我 

等の 爲 めに 戰ふ あり、 彼 何人と 尊ぬ る 乎、 ィヱス キリスト 其 人な り、 サ バオ スの 神に ましまして、 彼 

の 外に 祌 あるな く、 彼我 等と 共に 戰ふ」 と (『愛吟』 —第 十二 卷收錄 —參考 )、 若し 私共 自身が 此社會 を 

改良せ ねばなら ぬと 云 ふなら ば 私共 は 失望せ ざる を 得ません、 私共 は 自分 一 人 を さ へ改 むる ことの 出 

来ない 者であります、 ？ れんや 他人 を や、 況して 四千 萬の 同胞 を や、 私共が 努めて 努めて 日夜 此事 のみ 

を 苦慮して 何事 も 爲し能 はざる の は 私共が 自身の 限り ある 能力に 賴て 何事 を か爲^ んと 焦る からで あ 

ります、 然れ ども 天と地と 其 中に 在る 總 てのもの を 造り 給 ひし 神の 力 を 以て 致し ますれば 日本 全國は 

愚か 全世界な りと も 之 を 動かす 事の 出来ない 害はありません、 爾 うして 吾等 人間の 貴 さに は 吾等 も自 

己に 死して 此大 運動 を 起す に 足る 動力と なる 事が 出來 るので あります。 


然 らば 吾等 は 如何にして 勇氣を 得べき 乎と 申ます るに、 腕力 を鍛た 所が 夫れ まで あります、 劍は 

一 人の 敵 を 殺す に 止て 萬 人の 敵 を 挫ぐ の 術と はなり ません、 或は 勢力の 增殖 とか 稱 へまして 多くの 同 

志 を 募て 大圑結 を 作りました 所が、 矢張り 弱き 自分勝手の 強い 人間の 集合 體 であり ますから 其 爲す所 

知るべき であります、 多數を 議會に 得た 所が、 政府 を 味方に 有った 所が、 矢張り 死すべき 人 問 を 味方 

に 有った 迄でありまして、 之 を 以て 全社 I" を 其 根底より 動かす 事 は 出来ません、 眞 正の 勇 氣殿鍊 法 は 

* つ  △ 厶厶 △△<!△△△  <3<1厶厶 △△△△△△△ 厶 

決して 雨ん な ものではありません、 私共 は祌の 粲を 私共の 勇氣 となさなければ なりません。 

祌に賴 る 事であります、 自己に 死す る 事であります、 豫言者 ィザャ の 申しました 「平穏に して 依賴 

まば 力 を 得べ し」 との 語を體 して 我れ と 我が身の 支配 を 全く 祌に委 る 事であります、 爾 うすれば； S き 

此身も 金鐵を 以てする も 挫く ことの 出来ない 身と なります、 玆 に叉豫 一一 一一 口 者 ィザャ の 一一 一一 n を 揭げて 私共 信 

仰 的 生： € の 進軍の 標語と 致さう と 思 ひます。 

汝 知らざる か、 汝 聞かざる 乎、 エホバ はと こしへの 神、 地の はての 創造者に して 倦た まふ ことな 

く、 また 疲れた まふ ことなく、 その 聰明き こと 測りが たし。 

疲れたる ものに は カを與 へ 、 勢力な き 者に は强 きを 增加 へ 給 ふ。 

年少き 者 も 疲れ 倦み、 壯ん なる もの も衰 へお とろ ふ、 然は あれ ど H ホバ を俟 望む もの は 新なる 力 

を 得ん、 また 驚の 如く 翼 を 張りて 昇らん、 走れ ども 疲れす 步め ども 倦ざる べし。 (以 賽亞書 四十 

章 二八 節より 三 一節まで)。 
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第一 ー囘 夏期 講談 會に 於て 讀 まれし 

聖書の 部分 並に 其 略 註 

第 一 日 

馬 太傳第 十六 章 一 節より 三 節まで 

パリ サイと サド カイの 人き たりて ィ H スを 試ん とて 天の 休 徵を我 儕に 見せよ と 曰 ひければ、 彼等 

に 答へ ける は 爾曹暮 に は 夕 紅に 由り て晴 ならん と 言 ひ、 晨には 朝 紅 また 曇に 由り て 今日は 雨なら 

んと いふ、 偽善者よ 空の 景色 を^つ こと を 知りて 時の 休徵を 別ち 能 はざる 乎。 

略 註 

そら けしき  ゆ ふやけ は れ 

時勢の 休徴を 知る は 空の 景色 を 別つ が 如く 易し、 只 之 を 解す るの 心 を 要する のみ、 夕 紅 は晴を 意味 

し、 朝 紅 は 雨 を 示す、 是れぺ レス チナに 於け る も 日本に 於け る も 異なる ことなし、 然れ ども 天候 を豫 

知し 得る の 世の 人 は 時勢 を覺 るの 明 を 有せす、 是れ 彼等の 心の 頑愚なる に 由ら すん ば あらす。 

日本 今日の 時勢の 休徵、 是れ 解し 難き の休徵 にあら す、 文明の 利器 は備 はって 社會 人心の 腐敗 は 其 

底止す る 所 を 知らす、 今 は 正直なる 事 は 何事 も 成功せ ざる 時と は 成りぬ、 社會 改良 其 物す ら畫し 得て 

就し 難き 事と はなり ぬ、 是れ 如何なる 休徴 なる 乎。 


是れ 人心が 祌を •  要求す るの 休徵 ならざる ベから す、 ^仰 • 熱心、 誠實、 是れ我 邦 今 n の 最大 要求 物 

ならざる ベから す、 宗敎 問題 は我國 刻下の 最大 問題な り、 我國の 志士た る 者ん，' や 犬に 此^に： ：！！ を： 汗が 

ざるべ からす。 

第二 日 

馬 可 第 六 章 十四 節より 一 一十 九 節まで 

ひろ-か 

ィ H ス の名播 りければ へ „1 、デ王 ( へ ロデ 大王の 子に して ァ ンチパ スと稱 せられし 者、 時に ガリ ラ 

よろ かへ  ふ し y  n 一 J 

ャを領 せり) これ を 聞いて 曰け る はバプ テス マ を 施し &ョ ハネ 死より 甦りた る 故に 奇異なる 能 を 

なす 也、 或 人 は 之 を H リャ なりと いひ 或は 往昔の 預霄 者の 如き-お 霄者 なりと 曰 ふ、 へ 口， デ之を 聞 

て 曰 ひける は是れ 我が 首斬りし 所の ョ ハネ 也、 彼れ 死より 甦りた る 也、 曩 にへ 口，. テ その 兄弟 ピリ 

ボの 妻へ 口.、 テャの 事に 因て 人 を 遣し ョ ハ ネを 捕へ て 獄に繁 げり、 蓋 は へ ロデ がかの 婦を娶 りし を 

ョ ハ ネ諫めて爾兄弟の妻を納るは{^^からすと曰 へ るに因てなり、 へ 口 デャ彼 を 怨みて 殺さん と 欲 

ひし かど 能 は ざり き、 へ S デはョ ハネ を義く 且つ 善なる 人と 知りて 彼 を 敬 ひ 彼 を 護り、 彼に 聞て 

ろ/、 

多くの 事 を 行 ひ、 a つ 喜びて 彼に 聽 くこと をせ り、 斯くてへ ロデ その 誕生の 日に 諸の 大臣， 千 人 

ふる まひ  を り  * しすめ 

の 長 及び ガリ ラャの 尊き 人々 に享宴 をな せる 機會 好き 日いたり ければ へ 口 デャの 女 (先の 夫なる 

ピリ ボに 由て 持ちし 子) きたりて 舞 をな し、 へ B デと其 席に 列れ る 人々 を樂 ましむ、 王 その 女に 

曰 ひける は 何 にても 我に 求へ 雨が む 所の 者 は 我 雨に 與ふ べし、 叉 彼に 凡そ 雨が 求る もの は 我が 

領分の 半に 至る とも 爾に與 へんと 誓 ふ、 女 出て 其 母に 何 を 求 ふべき 乎と 5 ひければ 母 乃ち バ プ テ 

ス マの ョハ ネが 首と 曰 へり、 女 直に 急ぎ 王に 來 りて 求 ふて バ プ テス マの ョハ ネが首 を 盆に 戰 せて 
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卽 時に 我に 賜へ と 曰 ふ、 王 甚だ 憂へ けれども 旣に誓 ひたる と 同席の 者の 故と を 以て 之 を 担む 事 を 

欲ます、 王 直に ョ ハネの 首 を 携來れ と 命じて 兵卒 を 遣し ければ 彼往 きて 獄に 於て 之 を 斬り、 其 首 

を 盆に 載せ、 携來 りて 女に 與ふ、 女 は 之 を 其 母に 與 へたり、 ョ ハネの 弟子 等 この 事 を 聞て 来り 其 

屍 を 取て 墓に 葬りぬ。 

略 註  - 

是れ 義人の 最後の 狀 なり、 r 婦の 生た る 者の 中に 未だ パプ テス マの ョ ハネ より 大 なる 者 は 起ら ざり 

き」 と キリストの 評し 給 ひし 程の 義人 は 一 婦の愤 怒に 觸れ、 其 忿恚を 癒さん が爲 めに 首 を 刎ねられ 

ねうち やす 

たり、 義人の 生命 も亦價 安き 者なら す や、 義人 ョ ハネと 姦婦へ 口 デャ、 若し 正 法 を 以て 律す ベ くんば 

勿論 殺さるべき 者 は 後者に して 前者 たるべからざる なり、 然れ ども 事實は 之に 反し、 義人の 首 は 刎ね 

られて 姦婦 は 女王の 位に 座せ り、 誰か 社會の 不公平 を 憤らざる 者ぞ ある。 然れ ども 是れ此 世の 習慣な 

り、 キリストの 時代に 於て 然り、 今の 世に 於て 亦然 り、 赛 婦は榮 えて 義人 は 屠らる、 現世と は斯 くも 

價 なき 所な り、 而 して 其 然る は 神 は 義人の ために 更に 好き 世 を備へ 置き 給 ふが 故な り。 

神が 今 世 を 輕じ給 ふ は 彼が 來世を 重 じ 給 ふに 因ら すん ば あらす、 義人 ョ ハネの 斬首 は來世 存在の 主 

なる 證據の 一 なり、 この 悲慘 なる 事 實は大 なる 希望 を 吾人に 傳 ふるもの なり。 

第 三 日 

馬太傳 第一章 一節より 十六 節まで 

アブラハム I の裔 なる ダ 4 デ の 裔ィ エス キリストの 系圖 

アブラハム クを 生み、 イサク， ，flTr ブ， を 生み、 fir ブ ュグ とその 兄弟 を 生めり、 ユダ 


5rl ル I に 由て パレスと ザラを 生み、。 ハ. T ス H ス ロン を 生み、 エス 口 ン ァ ラム を 生み、 ァ ラム 

ァ ミナ ダブ を 生み、 ミナ ダ， 力 ナァ ソン を 生み、 ナァ ソン I  ,サ|^ ぞ— ンを 生み、 サル モン ラハ 

に 由り て 、H^ F^l を 生 み 、 ズ I  , ル  11;^ に 由て デ を 生み、 ォ ベ デ， サイ を 生み、 H ッ 

—ィ 王 を 生み、 ダ ビ， 一 3f  の 妻に 由り てソ I ロモン を 生み、 l>r ロ|| モ ベ アム を 

生み、 レ ハベア ム 力、 ビ |ァ1 を 生み 、アビ， R  ,f 'サ  1 を 生み、 アサ ョサ パテ を 生み、 ョサ パテ ョ 

-, フムを 生み、 ヨ^ ム ^ッズ ャを 生み、 ウッズ ャ ョ タム を 生み、 ョ タム ァ カズ を 生み ァカ 

^  71 ゼ キヤ を 生み、， へ ylT^ を 生み、 TT,^ ァ モ を 生み、 モン Innis ァを 生め 

り、 「ハ 、： Jvl ン I に徙 さる、 時 Ifrq ェ ホヤ キンと 其 兄弟 を 生み、 バ I ビ 口 ンに徙 された る 後 H ホヤ 

—ち ン— シァ テル を 生み、， シァ テル せ Tx ベル を 生み、 ゼル バ ベ ル アビ.^ デを 生み、 ァ ピウ デ 

ンを 生み 、 エリア キン 力"、： を 生み、 ァゾル ザ ドク を 生み、 ザ ドク アキ ムを 生み- 

,プ キム エリ ゥデを 生み、 ェ リウ， デ ェ リア 3. を 生み、 エリ I ァザル マツ タン を 生み、 マッタ 

を 生み、 ャ コ ブ  > リャ の夫ョ セ フを 生めり、 此の. マリヤより キリ ス トと稱 ふる ィ ェ 

ス 生れ 給 ひき。 

略 註 

乾燥無味の 記事と して 之に 注目す る 者 少し、 然れ ども 是れ亦 聖書の 記事な り、 且つ 新約の 卷 首に 揭 

げらる k 者な り、 其 中に 黃 金の 眞理 なくん ば あらす。 

斯 くも 精密た る 系圖を 有ち しィ H ス キリスト は 確かに 歷 史的 人物たり しなり、 彼 は 福 昔 記者の 想像 

に 成りし 小說的 人物に は あら ざり しなり、 彼 は確實 たる 祖先 を 有せり、 彼 は 祌の權 化な りしの みなら 
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す、 叉 肉體の 人たり しなり、 彼 は實に 「人なる イエスキリスト」 にして、 彼に 關 する 記錄は 實錄 なり 

，に 系圖を 以て 始まる 稗お 小說 あるな し、 福音書 はィ ヱ ス の實傳 なり。 

系圖中 婦人の 名 を留る 四つ、 タマルな. り、 ラハブ なり、 ルツな り、 ゥリャ の 妻な り、 而 して タマル 

は 如何にして ヤコ ブの ために パレ スとザ ラとを 生みし か、 其恥づ べき 記事 は 之 を 創世記 第三 十八 章に 

見よ、 ラハブ は H リコの 娼婦な りし、 ルツ は 異邦 モア ブの 婦人な りし、 而 して ゥリャ の _ ^とて 兹に揭 

げられ たる 者はバ テ シバ と稱 へて ダビデの 辱 かしむ る 所と なりし 者なら す や、 「吾等 は S 淫の 子に あ 

らす」 と は パリ サイ 人の 誇りし 所な り、 然るに 玆に 神の 子と して 生れ 来りし ィ H ス キリス トは其 祖先 

の 中に パ レス、 ソ&モ ンの 如き ハ.^ 淫に 由て 姙 まれし 父 を 有て り、 且つ 彼れ キリ スト は 其 肉體に ュダ人 

が 擯斥して 止 まざりし モ アブ 人の 血 を 受け、 繭 かの みならす、 最も 賤 むべき 娼婦 すら 神の 子の 祖母た 

るの 榮 春に 與 かれり、 而 して 記者 馬 太 は此事 を記揭 する に 瞎隨せ ざり しのみ ならす、 五 トニ 人の 祖先 

の 名 を 記す るに 當て只 僅に 此 恥辱の 歷史を 有する ra 人の 婦人の 名 を揭げ ぬ、 是れ 抑々 何が 故ぞ、 吾人 

の 犬に 攻究すべき 問題なら す や。 

是れ 一に は キリスト は萬國 の：^ の 救 主たる を 示さん が爲 ならざる 可ら す、 ュダ 人の みならす、 ルツ 

の國 人た るモ アブ 人 も、 ラハ ブの國 人た る 力 ナン 人 も、 亦 バテシ バの國 人た るへ テ人 (加奈 太の 學者 

ライト 氏の 說に 依れば 今の 日本人 は 往昔の へ テ 人の子 孫な らんと) も 皆な 彼の 救 濟に與 かるべき 者な 

る こと を 示さん ためなら ざるべ からす。 

一 一に は キリ スト は 罪人の 救 主たる を 示め さんが 爲 めなら ざるべ からす、 異邦人 は 勿論 娼婦 も 妾 も、 

；; # 生 兒も總 て 彼の 救 濟に與 かるの. 資格 を 有する 者な り. 馬 太はィ H ス の寳 傳を綠 るに 當て 劈頭 第 一 先 


づ事實 を 以て 此 大幅 昔 を述 ぶ、 耳 あり て聽 ゆる 者は聽 くべ し。 

爾 かの みならす、 五十二 名の 祖先 中 ソロモンの 如く 墮 落せし 者 も あれば、 マナ セ、 アモン、 H ホヤ 

キンの 如く 偶像？ ぉ拜 に沈淪 し、 M ホバの 目の前に 總 ての 惡を爲 せし 者 も あり、 ィ H スは其 祖母に 於て 

のみなら す、 亦 其 祖父に 於ても 名譽 あるの 歷史を 有せす、 若し 其 系圖を 以てせば 救 主 イエスキリスト 

は 他の 人類と 少も m ハ なる 所， あるな し、 系圖に 就て 誇る は 愚な り、 惡 人の子に 善人 あれば 善人の 子に 惡 

人 あり、 人 は 彼 自身の 價値を 以て 箱 かる、 ィ H スは； .1;: 等と 均しく 罪の 肉 體を受 けて 生れたり、 然れど 

も 彼の 聖 善の 靈に 由て 之 を聖め 給へ り、 吾等の肉の汚る \が故に失び1^^すべからす、 そ は イエ スは 彼の 

靈を 以て 之 を 潔め 給へば なり。 

第 m 日 

馬 太 傅 第五 章 三 節より 十一 一節まで 

心の 貧き もの は 福な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

哀む者 は 幅な り、 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 3。 

柔和なる 者 は； i なり、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を？ 化べ ければ なり。 

餓え 渴く 如く 義を慕 ふ 者 は 幅な り、 其 人は飽 くこと を 得べ ければ なり。 

^恤 ある 者 は 福な り、 其 人 は 矜恤を 得 ベ ければ なり。 

心の 靑 き 者 は， 幅な り、 共 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也 U 

和平 を 求む る 者 は！ i なり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる 可れば なり。  、 

51^, きことの 爲 めに めら る&者 は： i なり、 天 W は 卽ち其 人の 者 なれば 也、 我が 爲 めに 人 爾^ を；^ 
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誶り、 また 迫害、 偽 はりて 备樣の 惡き言 をい はん、 其 時 は雨曹 福な り、 喜び、 樂め、 天に 於て 

曹の報 賞 多ければ なり、 そ は爾曹 より 前の 豫言者 を も 如此く 責めたり き。 

略 註 

是れ 曾て 美 訓の名 を 付して 獨立雜 誌に 掲げし 者な り (第五 卷 『新約 研究 上』 四 四 頁 以下 參 照| 編者)、 ィ 

ヱ スの 敎訓中 精華 を 以て 稱 せらる、 人、 其 佳麗 を 讚して 止ます、 然れ ども 之 を 賞 讚す る 者 多く は 福 を 

受 くるに 至る 心の 狀態 に 留意し て、 其 何故に 福なる 乎に 注目せ す、 卽ち 福祉の 源 因に 留意して 其 結果 

に 注目せ す、 故に 美訓の 半面 を 解し 得て 其 全部 を 了る に 至らす。 

「天 國」、 「地」、 是れ何 を 意味す る 言葉なる 乎、 天國と は單に 幸福なる 心の 狀を云 ふに 止る 乎、 

「地 を嗣 ぐ」 と は 詩人 的 比喩なる 乎、 之 を 聖書の 他の 部分に 較べ 見て 其然ら ざる を 知る に 難から す、 

基督 敎は 明白に 未來 永遠の 實 在を說 く、 基督 敎は 人生 五十 年 を 以て 存在の 範圍と 見做さす、 基督 敎は 

復活 を 信じ、 來 らんと する 神の 王國を む、 故に 天國と 云へば 此 架- 淨 純潔なる 祌の 王國を 指して 云 ふ 

ならざる ベから す、 之 を辭義 通りに 解せ すして 美 訓の純 美 を 味 ふ 難し。 

柔和なる 者 (或は 蹂み附 けらる k 者と 護むべし) は 福な り、 其 人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ 也と、 

此美 はしき 天地、 富士山の 錄ゅ る國、 琵琶湖の 月光 を 映す る 土 は 終に 今 は權門 勢家の ために 蹂み附 け 

ら る- - 者の 手に 附る べしと なり、 是 如何なる 福音 ぞ、 地 は 永久に 俗人に 依て 機 さるべき 者に あらす、 

正義の 王國は 終に 此 地上に 建設 せらる べしとの 約束な り、 吾等 は 俗人に 蹂み附 けられて 永遠に 此世を 

逝るべき 者に あらす、 嗚呼、 誰れ か此大 福音 を 信じ 得る 者ぞ ある。 


つか ひ. U ち と b  おこ.：：？ ひ 

それ 人の子 は 父の 榮光を 以て 其 使 等と 偕に 来らん、 其 時お のく の 行に 由て 報 ゆべ し (馬 太傳第 

十六 章 二十 七 節)。 

其 時人の 子の 兆 天に 現 はる、 また 地上に ある 諸 族 は 哭き哀 み 且つ 人の子の 權 威と 大 なる 榮光を も 

て 天の 雲に 乘り來 る を 見ん (馬 太傳 第一 一十 四 章 三十 節)。 

€： 衣 を 着た る 二人の 人 ありて 旁に 立ち、 (弟子 達に) HI ひける は ガリ ラャ 人よ、 何故に-太 を 仰ぎ 

て 立てる や、 雨曹を 離れて 天に 舉 げられ し此ィ H スは 爾曹が 彼の 天に 昇る を 見た る 其 如く 亦來ら 

ん (使徒 行 傅 第 一 章 十 一 節)。 

其 他 使徒 行 傳三章 一 一十一 節、 哥林多 前書 一 章 七 節、 腓立比 書 三 章 一 一十 節、 帖撒 羅尼迦 前書 一 章 十 

節、 同ニ荤 十九 節、 同 三 章 十三 節、 同 後書 一章 七 節、 希 伯 来書 九 章 二十 八 節、 彼 得 前書 五 章 g: 節 _ 

同 後書 三 章 三、 四 節、 默示錄 一章 七 節、 同 三 章 十一 節、 同 二十，？ 四より 六 節まで 等 

略 註 

キリ ストの W 來に關 して は 聖書の 褐 ぐる 所 は 之に 止まらす、 之れ 聖書 記者の 意 屮に存 せし 一 大事 項 

たりし や 疑 ふべ からす、 其哲學 的， 歷 史的に 如何に 解すべき ものなる や、 余 は 玆に之 を辯ぜ ざるべし 

然れ ども 之 を 等閑に 附 して 聖書の 大部分 を 解し 得ざる に 至る は 疑 を 挾むべき にあら す。 

キリ ストの 來は 改革者の 希望な り、 若し 此事 なしと すれば 世の 完全なる 改新 は 到底び I- むべ からす 

吾人の 改革なる 者 は單に 一部 的た るに 止る、 a つ 一方 を改 むれば 他の 方面に 害 を 及 さ i.- る を 得す、 人 

類 全 體を改 むる が 如き は 是れ祌 以下の 實在 者の 完成し 得る 事業に あらす。 

今日まで キリス 卜の 再 來を豫 言して 其 言の 當ら ざり し 事幾囘 なる を 知らす、 故に 世の 智者 を 以て 自 
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から 任す る 者 は 此說を 嬉笑して 止ます、 然れ ども 其 今日まで 成就せ ざり し を 以て 其 終に 行 はれざる の 

兆と なすべ からす、 豫 一一 一一 II 者の 豫霄、 使徒 等の 希望 は 常に 此 一事に ありき、 是れ 迷信家の 夢想に あらす 

歷 ss^ の 結論な り、 改革者 唯一 の 慰藉な り、 世に 人類の 墮落を 見て 失望に 沈む 者 多き は 聖書が 吾人に 

傅 へ たる 此大希 a^i を 心に 受けざる 者 多ければ なり。 

第 八 口 

希 伯 來書第 十 一 章、 殊に 其 三十 六 節より 四 十 節まで 

また 或 人 は 嬉笑 を 受け、 ^打た れ線拽 と^ 圄の 苦み を 受け、 石に て擊 たれ、 鋸に て ひかれ、 火に 

て 焚かれ、 刀に て 殺され 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 窮乏して 難 苦め り、 世 は 彼等 を 居く に 

堪 へす、 彼等 は 曠野と 山と 地の 洞と 穴と に 周流 ひたり、 彼等 は 皆 信仰に 由て 美名 を 得 たれ ども 約 

束の 所 を 得 ざり き、 そ は 彼等 も 我 倚と 偕なら ざれば 成 全す る こと 能 はざる 爲 めに 更に 愈れ る 者 を 

神 預め我 倚に 倫へ 給へ り。 

略 註 

： 。じ ネス  ：ピ ネス 

現 骨 を 以て 幸福 を 得る 所な りと 見做す は 誤りた る 人生 觀な り、 現世 は 幸福 を 得る 所に あらす して、 

試 鍊を受 くる 所な り、 今や 人 何人も 「幸 幅」 を說 く、 曰く 「最大 多数の 最大 幸. 幅」、 曰く 「幸福なる 

家庭」 と、 而 して 之 を 說く者 は 世俗的 政事 家に 限らす、 宣 敎師然 り、 牧師 然り、 彼等 は 皆な 人世の 最 

大目 的 は 幸福 を 得る にある かの 如くに 說く、 然れ ども 基督 敎の 人生 觀は 全く 之と 異なる、 基督 敎は幸 

幅 を來 世に 置て 之 を 現世に 求めす、 基督 信徒 は 冕 をび 1- む 者 なれ ども 之 を 神の 王國に 於て 戴かん こと を 

欲す、 彼に 取て は 現世 は 試鍊の 場所た るの み、 義の爲 めに 忍び 且つ 戰 ふの 處 たるの み、 彼に この 世に 


於て 枕す るの 所な き は當然 なり、 彼が 世に 憎まれ、 嬉笑 けられ、 時には 石に て 撃 たれ、 銀に て ひかれ、 

火に て 焚か る&は 決して 怪む に 足らす、 基督 敎 を 信す ると 稱し て此 ゆに 幸福 を 迫 ひ 求む る： si^ は 未だ 基 

督敎の 何たる 乎 を 知らざる 者な り。 

第 九 口 

馬太傳 第五 章 十三より 十六 節まで 

雨^11!は地の鹽なり、 鹽 若し 其 味 を 失 は J- 何 を 以て か 故の 味に (仪 さん、 後 は 用な し、 外に てられ 

て 人に 踐る」 而已、 爾曹 は批の 光な り、 山の 上に 建ら れ たる 城は隱 る. - こと を 得す、 燈を 燃して 

斗の 下に 置く 者な し、 燭臺に 置きて 家に 在る 凡ての 物 を 照らさん、 此の 如く 人々 の 前に 爾曹の 光 

を 輝かせ、 然れば 人々 雨 前 曰の 善行 を 見て 天に 在ます 爾曹 の 父 を榮む ベ し。 

略 註 

吾等 キリ ス トを 信す る 者 は 地の 鹽 なり 又 其 光な り、 臨-は 其 量 少しと 雖も 多量の Si 蝕 物の 腐敗 を 4- む 

るの 力 を 有す、 一個の 燈光は 廣き窒 を 輝ら すの 力 を 有す、 故に 少量なる が 故に 無能な りと 做す ベから 

す、 少数なる が 故に 無力な りと 做す ベから す、 然り、 揪の 腐敗 を 止む る 者 は 常に 少数の 義人な り、 世 

の 暗 黑 を 輝 ら す 者 は 常 に 二 三 の 聖 人 な り 、 多 數 に の み 依 頼す る 今 の 人 は 深 く 此 に 注 意 せ ざ る ベ か ら 

キリスト 信者 は 位の 少數 なり、 亦 正に キリスト を 信す る 者 は キリスト 信徒 中の 小數 なり、 吾等 此 

事 を 見て 時には 大に 失^す、 然れ ども 此 最小 數の キリスト！ 徒 こそ、 實に敎 きを 救 ひ^を 救 ふの 力な 

る なれ、 吾等 をして キリストに 忠實 ならしめ よ、 然 らば 吾等 は 確かに 此 腐敗せ る 大社 會を 潔む る を 得 
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ん。 

第 十日 

イエ ス 彼等 (弟子 達) に 曰 ひける は徧く 世界 を 廻りて 凡ての 人に 福音 を 宣べ傳 へよ (馬 可 傳第十 

六 章 十五 節)。 

略 註 

吾等が キリスト 敎を 信す る は 特に 吾等 自身が 救 はれん 爲に 非す、 神が 我等 を 救 ひ 給 ひし は 吾等が M 

の 人 を 救 はん 爲也、 傅 道 は 基督 信者の 身に 添 ふ 義務な り、 傳道 せざる 者 は 基督 信者に 非ざる なり。 

我に 美 はしき 名 二つ-あり、 二者 共に J を 以て 始まる、 ィ H ス (Jesus) なり、 日本 (Japan) なり、 

我 は 之を稱 して 二つの J  (two  J.S) と 云 ふ、 我の 宗敎 は此 二者 を 離れて 存在せ す、 ィ H スの爲 めな 

り、 日本の 爲め なり、 ィ H スの榮 光を顯 はさんた め、 日本の 名譽を 傷け ざらん ためなり、 我が 夏期， 

談會 も此等 二つの 美しき 名のた めに 開かれし なり、 吾等 は是 より 各々 家に 歸 らんと 欲す、 然れ ども 吾 

等は大 重任 を 負 はすして は 此所を 去ら じ、 イエ スの爲 め、 日本の 爲、 イエ スの爲 めに 不義に 陷る 勿， 丁、 

日本の 爲 めに 外 國官： 敎師の 補助 を受 くる 勿れ、 日本 を 救 ふに 日本人の 力 を 以てせよ、 二つ のれ，， を 忘る 

勿れ。 
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第一 席 今日の 最大 要求 物 

こ& に此會 場に 於て、 豫定 通り、 諸君と 相會 する は、 滿 足に 禁 へぬ 次第で ある、 「獨 立雜 誌」 以來. 

「g\f- 書 之 研究」 とても、 多分 は 二人の 仕事であって、 友人の 同情 は 有る ものの、 乍 併予の 今日 迄 執り 

來 つた 方針、 信仰の 性質より 見れば、 至て 孤獨の 位地に 在りし とい ふが 至當の 見で あらう、 其 孤獨な 

るー雜 誌の 編輯 者が 催 ほせる 講 談會 に、 かく 遠近より 集 ひ 来られし は、 これ 全く 神の 恩 惠に藉 る もの、 

予は 自己の 責任の 重き を感 すると 同時に、 感謝の 祈禱を 捧げざる を 得ない。 

振 返て、 開會に 至りし 迄の 成行き を みれば、 種々 の 心配 もあった、 先づ 第一 の當惑 はき 場 を 何處に 

する かとい ふこと であった、 昨年 講談 會の 報告が 誌上に 現 はれて より、 綾いて 本年 もとの 注文が 烈し 

いので、 一 は 喜び 一 は 甚だ 心配した、 何故 此校舍 の 借用が、 しかく、 面倒で あるか、 地方の 方々 に は 

奇怪の 感も あらう、 が此 校の 持主 は、 いつも 不定であって 誰に 申込んで 宜しい やら 分らない ので ある、 

そこで 鎌 倉 行き を 思 ひついて、 同地の 津田仙 君に 相談して 大贊成 は 得た ものの、 さて これに は少 から 

ぬ 入費 を 要する ので、 終局 信 州 小 諸の 友人の 誘 ひに 從ひ、 同地に 駄 込んで、 一旗揚げよう とも 思うて 

みたが、 夫 等の 遣 損じが 今 は 却て 幸福の 基と なった、 講師 も 今年 は澤 山の 害で あつたが 永々 會 場の 不 

定で當 方より 斷 つたる 向き も ありて、 乍遣憾 不着、 松 村 介 石 君 も 京都 行きで 間に合 はぬ が、 大島君 は 

孰れ 二三 日中に 出京 あるべく、 在巢 鴨の 巖本、 田 村、 留岡三 君 も 日 を 異にして 參 せらる i 約束で ある- - 

却說、 本年 は刖 にこれ ぞと 申す 馳走 も 無い が、 吾等 は 時勢の 大 問題 を 考究す ると 同時に 世に 得られ 
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講演  ，  ICX  、 

ぬ 能力と 生命と を 有せん が爲め 第った 者で ある、 されば ク ロン ゥ H ル 時代の 人々 が祌 惠を受 くるに 非 

すん ば 此場を 去らぬ と 叫びし 如く、 吾等 も 其 生命に 一大 變化を 得 ざれば、 誓て 此會を 立 退かざる 大決 

心 を 以て、 祈 禱と研 鍵と を 試みん と 思 ふので ある。 

昨年 は 初日に Pro  christo  et  patria の 談話 をした、 今日は 此 語句の 意味 を 如何に 解すべき 乎、 又 

今日の 我 國の狀 態、 我 同胞の 心の 狀態 は、 此の 語句 を 何れ 程 迄に 迎 へ 得べき 程度に きて 居る 乎 を少々 

調べて 見たい、 先 づ馬太 傅 十六 章の 最初 數節を 讀んで 見よう、 「パリ サイと サド カイの 人來 りて イエ 

し る し  3 ふやけ 

スを 試ん とて 天の 休徵を 我擠に 見せよ と 曰 ひければ， 彼等に 答へ ける は爾曹 幕に はタ 紅に 由て 晴 なら 

んと言 ひ、 晨には 朝 紅 また 曇に 由て 今日は 雨な らんと いふ、 偽善者よ 空の 景色 を^つ こと を 知て 時の 

休徵 を^ち 能 はざる 乎、 赛惡 なる 世 は 休徵を 求る とも 預言者 ョナの 休 徵の外 休徵を 予られ じ、 遂に 彼 

等 を 離れて 去りぬ」、 短 かい 問答で は あるが 此 語の 中には 種々 の 意味が 含まって 居る、 「パリ サイと 

サド カイの 人」 これ は 今の所 謂 俗人で ある、 渠 等はィ H スのカ を 試みん とて、 天の 休徵を 以て 世の中 

が 如何なる ことか 我 倚に 知らせよ と 質問した、 そこで ィ H スは 直に 汝等； 大氣 のよ しあし を 知て 何故に 

時の 休徴を 知り 能 はざる 乎と 反問した、 キリスト は渠 等が 大嫌 ひであった、 罪人 は恕 しても 彼等に 對 

て は 少しも 假 借す る 所がなかった、 「晨に は 朝 紅 また 曇に 由て 今日は 雨な らんと いふ 偽善者よ 空 の 景 

色 を训っ こと を 知て 時の 休徵を 別ち 能 はざる 乎」、 此 一 節 はソッ クリ其 儘 今日の 社 會に應 用す る こと 

が 出来る、 すな はち 今日の 時勢 を 知る の 易き は、 朝 紅 又は 曇に 由り て 今日は 雨な らん と^つが 如くに 

容易く ある、 單刀直 入に 首へば 开は卽 ち 人心 腐敗で ある、 新聞記者 も かく 唱へ、 雑誌 記者 も かく 唱へ、 

道德 家、 政治家、 代議士、 醫者、 商 賫人も 皆 かく 叫んで 居る、 我等に 现想は 有る が 人心 腐敗で 何事 も 


出来ない と は 一般 人士の 歎聲 ではない か、 これに ついては 謡 も 異論 を唱 ふる 者 は あるまい、 八， 'n! は缠 

山 事業の 勃興 も ある、 商 資のロ も ある、 新著 述新雜 誌 も 表装 S{ ^しく 現 はれて はくる が、 それに も關せ 

す人生 に 希^11- ぁ り て ふ聲は 何處を擊 て も 叩 い て も出 て は 來な い 、 絕&^- の 奥 の 奥 に は 大 な る が 潜ん 

で 居って これ ぞ卽ち 喜びの 屮の 喜びで あると いふ 事 を 喝破し 來る もの は 只の 一 人 も 無い、 口 傅へ に 口 

眞 似に 半分 位い ふ 人 は 出て きた、 然れど 其 人世 觀に 於て 確に 此世は 憤 悶惟悴 の 死 を 以て 終る ものに 非 

すと いふ 信仰 を 有せる 英雄 は 蓋し 一人 もない、 人心の 腐敗— 大失 §1-1 大 悲觀、 これがん. 'ョ の 特徴で は 

ないか、 毎朝 チ リンチ リンと 鈴 を 鳴らして 新聞配達が 走て 來 るから、 3： か 喜ばしい 報知で も あるかと 

取て 見れば いつも か はらぬ 大失 嗚呼と 歎息して 新 ffl を擲き 付ける 計りで ある、 一 I ュ ー スを 見た 一 

日 は 甚だ 不快で ある、 惡事を 載せぬ とい ふ 新聞紙 もま づ その 如くで ある、 斯 くも 希 § 一 丄と歡 喜と を與ふ 

る 言論 文章 の缺 如す る は 抑 も 何等の 因緣 であらう か、 これ 全く 同胞 千 五 百 萬 人の 胸中に 毫末 も 希望 

の 光が 存 して 居ない 故で はない か、 多くの 人の 中には、 音樂も ある、 美術 も ある、 朋友 も 有る、 社交 

でも 盛に やれば それでよ いと 云 ふて 居る もの も あるが、 西洋人と 雖も 決して 單に それの みで 慰められ 

て は 居ない、 音樂 美術の 源 は 我等の 心の底に 在る、 心の底に 天の 高き より 何物 かが 下り、 3： にか 立 c ば 

しい ものが こ 、にこ もれば こそ それが 則ち 口に 發 する の聲律 となり 又は 乎 腕に 觸れて 美しい 物が 寫し 

出さる k ので ある、 然るに 今の 世 は 到處此 生命の 原理に 缺 亡して 居る ではない か、 之 を 詳述す る 前に 

二三の 實例 を舉げ てん.' 少しく 時の 徵候を 繰返し 說 明して 見たい、 づ其ー つ はん/年の 大舉俾 道で ある 

友人の 口より きけば、 今度の 大舉傅 道程 活氣 を帶 びた もの は 無い というて 3i5 るが、 ^し 此傳 道が 何も 

牧師の 眞现發 見や 信徒の 懺悔 改悔 等より 起った ので はなく、  一一：  一口 は 人世 は 如何す るか、 金と 義现 との 
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兩責は 堪らない とい ふ社會 自然の 必要から 吾れ 先き にと 人々 が 押 寄せて きたので、 これ は 全く 社會全 

體が失 に 沈 淪んで 居る 證據 である、 其 二 は 萬 朝 報の 發 起に 係る 理想 團、 これ 亦 非常の 勢力であって 

發起 < ^の 狀況の 如き は實に 盛んな ものであった、 此 中には 案外な 人物 も 居った さう であるが、 然し 是 

等も全く社會の腐敗に辟易失^11-して入り來た人達でぁって、 要するに 現 社會が 如何に 精神 上の 飢渴に 

苦んで 居る か、 如何に 新 事物に 接せん ともが いて 居る か は此ニ 例に 仍て 見る も 明白で ある、 义予は 他 

の 方面から 社會の 腐收を 目撃した、 それ は卽ち 彼の 鏑毒 事件で ある、 乍 併予は 3 中正 造 君の 受けつ ぎ 

ではない、 又鎮毒 事件の 爲に鑛 毒 事件 を 喋 古る ので はない、 是は卽 ち鑛毒 以上の 大 問題、 國民 全般の 

大 問題で ある、 聖書の 研究に は 間接 かも 知れぬ が餘 程近い 關係を 有て 居る、 被害地の 模様に ついては 

諸君 も 種々 傳 承して 居られる であらう が、 實 地に 行て 見れば 驚く 可し 日本 帝國の 中央し かも 東京より 

三時 間た てば 達せら る i 處に あんな 悲劇が 行 はれて 居る と は、 予輩は 今更の 如く 茫然と して 自失せ ざ 

る を？. £ ない、 日本 唯一 の沃饒 地— 埃 及 ナイル 河邊の 土地に 比すべき 處、 而も 何 萬 町歩と いふ 廣漠 たる 

土地が 一 面の 荒野と 化した とは實 に々々 此上 なき 悲劇で はない か、 それで 地面 は 十 ケ年問 も かくの 如 

く 曝されて ある、 有力 家も實 見した、 が 救 はう とする 人 はない、 否な 救 はう. としても 救 ふこと が出來 

ない とは實 に々々 奇怪 究 まる 現象で はない か、 若し か k る 事件が 英米に 在りと せんか、 そ は 實に國 家 

社 會の大 問題で ある、 三年 五 年の 問に は 屹度 戰爭 が始 るに ちが ひない、 か. -る 明白なる 罪惡— 普通人 

が 普通の 肉眼 を 以て 見れば 分り切た る 罪 惡に對 し 治療 方 は 承知して 居ながら、 如何と もす る こと 能 は 

ざる 今日の 社 會は其 生命の 源に 何 か 大變な 狂 ひがき て、 其爲 めに 療治の 力 を 失うて 居る ので はない 乎. 

1 俩 人の 問題 家庭の 問題 事業 上の 問題 告然 り、 病 源 は 分って 居る、 療治 法 は 分って 居る、 が 悲哉之 を 


療治す る 力が 全く 無い、 吾々 は 折々 盜賊に 追 はれて 一生懸命 逃げよう としても どうしても 逃げられぬ 

苦しい 夢を見る ことがあ るが、 夢で はない、 吾々 は今實 際 か、 る 境遇に 彷徨て 居る、 昨 晚〔\ そ M 改良の 

法 を fi ぜ よとの 注文 を 受けた が 乍 W 改良の 方法 は 今や 残らす 言 ひ盡 されて ある、 唯 肝 g!r なの は 其方 法 

を 動かす モ ー チブ • パヮ ー、 電氣 電流で ある、 如何 すれば 機械が 動く か、 それ は 能く 分て 215 る、 され 

ooooooooooooooooooooooooococ-oooooooo 

ど 非常な 大き い 發電 所が あ つて そこから 電氣が やって こなければ 全く 無效 である U 機械 を 動かす 力 、 

悪 を 蛇^ 視 する 力、 喜んで 善 を 遂行す る 力、 吾等の 欲求 は 一 に此 偉大なる カを瘦 るに 存 して 居る ので 

ある、 足 尾 問題 もつ まる 所 は 一身 問題 國家 問題で、 被害 人民に 生命な く、 社會に 何等の 動力な き は 今 

更言ふ を 待たない、 それで 吾々 はん f 救濟の 方法 を 講究すべき 必要 はない、 方法の 詮索 は 博士 學士 たち 

に 委せて 置いて 充分で ある、 唯 吾々 は 方法よりも 方法 を 使 ふ 能力が 欲しい ので ある、 今日の 日本に は 

種 々雑多の 器械が 備 はって ゐる、 玆に 器械と いふ は必 しも 錢ゃ 木で 作った もの を 指す ので はない、 法 

文、 命令、 宣 敎師學 校、 日曜 學校、 これら も 亦 一 の 器械に 過ぎない、 先日 一 靑 年から 書面が 參 つた、 

披 いて 見る と 私 は 神 を 信じたい がどうしても 信す る ことが 出来ぬ、 何 か い 工夫 は あるまい かとい ふ 

問合せであった、 支那の 儒者 は 心に 脫 罪の 工夫 を 按じ、 口に は 修養々々 と 論じて 居る が、 基督の 道よ 

りい へば^に 工夫、 修養と いふ ものの 必要 はない、 唯 吾 倚 は 吾 儕の 汚據れ たる 身體に 新生 命 を 吹 人れ 

る 丈の 事で ある。 吾人が 聖書 を 研究す る 目的 は 卽玆に 在る、 彼の 新なる 社會 改良 法を講 すると か、 聖 

書 文學を 社會に 供す ると か は 放て 吾人の 目的と する 所ではない、 吾人 不肖な りと 雖も 願く は此 目的 を 

高く 標榜し て 進み 以て 日本 國が 要求す る 最大 必要物 を此會 場より 發見 致した い、 予は予 の 目の前に あ 

る 水道 淨水池 を 見て 常に 考 へる、 それ は 何かとい ふに、 東京の 人士 は 毎日 毎夜 此處 から 輸送る 水を飮 
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で 生命 を 緒いで 居る、 處で 若し 此 池の 中に 審藥を 注ぎ込まん か 東京の 人士 は 忽ちに し て 死 ん で 仕舞 ふ 、 

これ は卽ち 東京 人士の 生命の 水で ある、 此の 如くに 吾々 の 小雜誌 (聖書 之 研究) も 一 つの 水道 淨水池 

でなければ ならない と 思 ふ、 今日に 於て 日本 人士の 要求す る もの は學 問で もなければ 器械で もない、 

卽ち 生命の 泉で ある、 それ だから 此淀橋 水道の 水が 東京 幾 百 萬の 住民 を 救 ふが 如く、 精神 界に は此小 

雜 誌が 一條の 泉水と なって 溢れ出で 流れ出で 以て 社會の 生命 を 新に する 樣に とひた すらに 祈禱 るので 

ある、 御 承知で も あらう が榛 名山に 登る 男女 は必す 其嚴の 湖水から 淸 水を^んで、 それ を携 、て 行く、 

よ i つの ぼ 

吾々 も 此^に 於て 萬 丈 高き 險山 を攀 臍る ものと すれば、 どうか 一 滴なりとも淸冽の水を得て然る，1^-此 

トロ 問の 會同を 屑よ く 離れたい ものである。 (黑木 耕 一 峯記) 

第二 席 甚督敎 と は 何ぞゃ 

此 問題に 就いては、 雜 誌上に も 一度 披露 をした が、 尙ほ、 少々 談話 を 試みたい、 嘗て 予が米 國の或 

ュ 一一 テリアンの 信徒の 家に 寓 せる や、 一 日日 本の 一友 人が 予を 訪問れ た ことがある、 あとで kSg の 妻 

君に 今の 御 方 は クリスチャン かと 問 はれた ので、 否な 彼はュ 一一 テリアンで すと 答へ た、 それで 細. 君大 

立腹の 態で ュ 二 テリアン は 基督 敎 ではない かと 大喝した、 予は 口論の 無益なる を 思 ひ 一 時の 沈 默を守 

て 居た が、 其實、 予は 今にも ュ 一一 テリアン は 基督 敎に 非す と 思うて 居る。 

クリス チヤ ン なる 語 は 甚だ 立派な 語で あるから 皆然ぅ 呼ばれた いと んで 居る、 力 ー ライル はクリ 

ス チャンで は 無かった、 が 或 時 卿 は 何 信者です との 問に 答へ て、 十九 世紀の 人に 向って そんな 質 5? を 


發 する 必要 は あるまい というた 程で ある。 

基督 敎は 新約 全書の 中に ある、 新約聖書 を 公平に 解釋 して 其 敎義を 信仰す る 人 は クリスチャン であ 

る、 然るに 唯 人類の 爲に盡 し 社 會の爲 に 務めさへ すれば、 それで クリスチャン であると 心得て 居る 人 

は 世の中に 多い、 吾等 は 3: にも ュ 一一 テリアン や 慈善事業に 竭す 人を惡 魔と 見做す とい ふので はない、 

叉 不善 の 人と も 見做 さない、 併 乍 明瞭 に 聖書に 記し て な いこと を 基督 敎と 云 ふ は 犬に 紛ら はしい 事で 

あらう と 思 ふ、 I  am  a  Christian とい へばん！' は 西洋で も 名眷の 語で あるが、 然し タリ ス チヤ ン なる 

名 は 元々 名譽の 名ではなかった、 併し 嘲弄 的の 言葉 が 却て 高尙な 貴い 言葉と なった の は 其 例 あへ て 西 

洋 にも 珍ら しくない、 嘗て 和 蘭の 愛 國者は 乞食 黨と 嘲られた を名譽 として、 其 印し にお 椀 を 胸に 懸け 

て 大道 を 歩行いた、 ケ日 南亞戰 (i^f 'の 有力者 は皆此 乞食 黨の 子孫で ある、 メソヂ スト は 今 は 名 譽の稱 で 

あるが、 其 本 をた せば メソ ドは卽 nlethccl で metllcdist と は ra 角 四面た 規則に のみ 拘泥す る述 

巾 を 指した ので 有った、 Christian とても clu-estian の轉 訛で、 お 互に 善行 を 勵み合 ふの を 人々 が 忌 

嫌って direst と 嘲り そして 彼等 を chrestian と 篤た 其 言葉が 今 は 立派なる 名譽 の標號 となって 居る 

ので ある、 され ど實際 今日の クリ ス チヤ ンが 如何なる 人物で あるか を 見る に 及んで 吾等 は屢々 茫然と 

して 自失す る ことがある、 彼等の 中には 新約の 敎 へに 合 はぬ こと を 信じて 居る 者が 頗る 多い、 故に 我 

等 は 先づ歷 史家の 位置に 立て 公平に 如何なる 人が 眞の クリスチャン であるか を 観察して 見 度い。 

基督 敎 徒と 呼ば る、 人の 中に は隨分 君子と 稱す べき 人が ある、 然れど 其 等の 人と 雖肉體 の 復活 は容 

易に 信じない、 肉體の 復活 は 所謂 靈魂 不滅と は 違 ふ、 靈魂 不滅 は 肉 身 は 腐れて 仕舞て 唯だ靈 魂の み 生 

存 ると 云 ふ 議論で ある、 此說は 嘗て 神道 者も唱 へた、 嘗て X 布臉 印度の 折 〔學 者も唱 へた、 獨り肉 體の设 
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活說は 新約 全書 特 得の 敎義 であって、 世に 是程 大膽 なる 敎義 はない、 之 を 信ぜざる 基督 信者 は 有名 無 

實の クリスチャン であると 思 ふ、 復活の 第一 の 證據は キリストの 更生で ある、 キリスト は 十字架 上に 

手と 足と を 釘付けに せられ、 劍で其 胸 を 刺され 全く 絡 息して 三日 目に 甦った ので ある、 其 後 キリスト 

は 弟子 等の 己れ を 疑 ふ を 見て 爾曹 何ぞ駭 くや 我 手 我 足 を 見て 我なる こと を 知れ、 來て 我に さはれ よこ 

れ 我身體 なりと 明言した、 かくして 彼 は 弟子と 共に パ ンを食 ひ 魚 を 食って 汝等 福音 を此 世に 傅へ よと 

首 ひ 渡し つ、 天に 舉 げられ たので ある、 これ 聖書の 中に ある 有の 儘の 記事であって 更生 復活 のこと は 

聖書の 到る 處に 記されて ある、 然るに 所謂 基督 信者の 中には 吾 は 肉體の 復活 は 信ぜぬ が 基督 敎 の 倫理 

は 大に嘉 みすべき であると 論じて 居る 人が ある、 これ は實に 奇態な 話であって、 之 は 丁度 人が 私に 向 

て アナ タの 主義 は惡 いが アナ タの額 や 手足 は 立派で あると 云 ふと 同じで あると 思 ふ、 人の 賴て 立つ 所 

は 其 heart にある、 に eal.t を 外にして 人 を 論 すれば 馬鹿 氣 たこと になって 仕舞 ふ、 願く は 吾々 は 吾 

吾の heart を 信じて 貰 ひたい、 抑 も 福音と は 不死 不朽 を 傅 ふるの 聲 である、 此肉 體は復 生して 天國に 

昇る ので あるとの 事を傳 ふる 者で ある、 天國が 星の 世界で あるか どこの 世界で あるか は 姑く 別問題と 

する も、 鬼に 角 貧 や 死の 怕れ なく、 誤解 偽 察の 恐れな く、 腐敗の 聲を きく 心配 もな く、 理想的の 生涯 

を途る ことの 出来る 聖ー 境で ある こと は 聖書の 上に 於て 疑 ふ 可らざる 事實 である、 處が 先日 予は 一 地方 

に 行て 極く よい クリ ス チャン に會 した、 其 クリス チ ャ ンが 予に對 つて 先生 私 は キリス トの祌 なる こと 

幷に キリス トの道 德をも 信す るが 復活 丈 は 信す る ことが 出来ない、 役活 問題の 如き は 信仰と 何の 關係 

もあります まいね と 宛然 自明の理の 如くに 問 ひか けられた ので、 予は 甚だ 其 返答に 困窮した、 若し か 

かる 質問が 保羅の 耳に 人った とすれば、 彼 は 何と 答へ たで あらう か、 それ は實に 大變な 誤解です、 そ 


れ では キリスト は 無益に 此 世に 降た ことになる、 飛んでも ない 事 だ、 吾々 はそんな 考で傅 道 をして 居 

るので はない というた で 有らう、 乍 併 か.^ るあります まいね 的の 質疑 は 今日の 基督 敎會 問に 於て 训に 

怪しむべき 語で はない、 說 敎を聽 きに 行けば 信徒 は 熱心に 慈善事業 ゃ社會 改良の 必要 を唱 へ て 居る、 

會 C 一 仪活論 を 質 ぬれば 彼等 は 頭 を 後い て あれ は 容易に 決せられない 大 問題 であるな ど 云うて 居る、 於 

是乎予 輩 は 常に 疑 ふ、 復活 を 信ぜざる 人に して 洗 禮を受 くるの 资格 あり や 否やと、 これ は 一 つの 大問 

題で ある、 バプ テス マ を 洗 禮と譯 した は 甚だ 穏當 でない、 バプ テス マと は 「浸す」 とい ふ 意味、 水 を 

潜る とい ふ 語で ある、 單に水 をく  りさへ すれば 救 はれる か、 それ は 勿論 さう ではない、 パプ テス マ 

は 一 の 特^の 儀式で ある。 精し く 云 はば、 水に 浸た さる、 は 死して 墓 下に 埋まりし 表彰で、 其 水上に 

あがり 來るは 勿論 新生 命 を 受けて 更生す るの 表象に 外ならぬ、 卽ち此 は 役活の 信仰 を 表. S す る？ 敏重な 

る谈 式で ある、 然るに 復活 を 信ぜざる 人が 容易に 洗禮 なる 者 を 受けて 敎會に 入る は、 これ 實に 洗禮の 

儀式 を 濫用した ものであって、 全く 基督教の 根本的 敎義を 蔑視した 行爲 では あるまい かと 思 ふ、 現今 

にて は 復活の 信仰 は 丼 ^ 督敎の 信仰と 作うて 居ない、 キリ ストの 人格 を さ へ 信 すれば それで 基督 信徒と 

なった やうに 思うて & 5 るが、 然し それ は 最も 基督の 敎 に反して 居る、 序にい ふが 今の 日本人 は 主と し 

て 某 督敎の 倫 现を說 き、 叉 基督教の 倫理的 ならざる 可らざる こと を 論じて 居る、 然れど 基督 敎が 倫理 

を敎 ふるの は 倫理の 爲に 倫理 を 語て 居る ので はない、 或特刖 なる 敎理を 示さん が爲 めに 倫理 道 德を語 

て-居る ので ある、 言 を かへ てい はば、 キリスト は 倫现道 德を敎 へん 爲に 態々 此 世に 降った ので はない 

怫愤は 地獄 極 樂の說 を 唯の 善 巧 方便と して 說敎 して 居る が 基督 敎は それと 全く 正反對 である、 キリス 

トは 確に 未來天 國を說 き、 未來 復活 を證 した、 キリストの 復活 昇； 大は卽 ち 人 問の 復活 样天 であって、 
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吾等 は 吾等の 信仰に 由て 必す 神の 榮 光に 與る こと を 得る ので ある、 それ だから 現世の 不幸に 我慢せ よ、 

忍耐せ よと 保 羅は絕 えす 叫んだ ので ある、 天 國の兒 は 現世に 於て こそ、 泥土の 如く 踏 付けら る、 が、 

併し 彼等 は 遠から すして 天國を 受けつ ぐ ものであるから 現世の 苦は將 來の榮 であると いふので あって、 

キリスト 敎の 倫理 道德は 這般の 第一 敎義 より 生れ 來 たもの、 卽ち 基督 敎の 倫理 道德は 基督 敎 人世 觀の 

結果に 過ぎない、 然るに 今の 人 は 此事を 顧 倒して 慈善事業、 社會 改良 を眞 先に 善の 至極と 考 へて 居る、 

これで 果して 人が 喜んで 善 を爲す もので あらう か、 永生の 觀念だ もない 五十 年 一生の 人に 向て、 ィャ 

金 を 出せ 喪 を 出せと 迫る の は 全く 無理な 話で はない か、 聖人 君子 も 人情 を破壞 する こと はでき ぬ、 出 

さぬ とい ふ 人が 無理 か、 出せと 迫る 人が 無理 か、 一寸 考 へて 見ても 分り切た 話で ある、 され ど 永生の 

眼より 見れば 現世の 死 は卽ち 一時の 睡眠で ある、 現世の 死 は卽ち 人間 新 生涯の 發端 である、 而 して 此 

確信 ある 者に はい まに 必す 永遠の 冠が 来る もの だと すれば、 彼等 は 何う して 現世の 浮華 眩 榮に顚 動す 

る ことがあら うか、 自分の 物 をす てて 人に 惠む 位の こと は 何でもない、 使徒 保羅は 不幸の 人であった、 

彼 は 一生 親兄弟に 誤解せられ、 叉 殺されよ うとした こと も囘々 であった、 それに も拘 はらす、 彼に は 

內心 いふに 忍びざる 大 慰藉が あった、 彼れ 羅 馬の 獄屋に 馘ら れんと する 數日 前、 書 を 或 方に 達て、 吾 

れ はこれ から 永遠の 冠 を 頂く ので あると いうた、 世人の 最も 怕れて 居る 死と いふ 考は 毛頭 彼れ の 頭に 

存 して 居らなかった ので ある、 世の 學者 はよ くい ふ、 曰く 未来の 希望の 爲 めに、 善を爲 さんと いふ は、 

嘉 みすべき 心で は， ない、 道德 は道德 それ 自身の 爲に爲 すべき 者で あると、 一見 難 有い 敎の やうで は あ 

るが 併し 其 等の 人に 保羅の 如き 大 希望 大歡 喜が あらう か、 況んゃ 善惡應 報の 關係は 人世の 原則で ある、 

これが 不正の 原則であるなら ば、 天皇陛下より 御 褒美 を 戴く こと もやめ なくて はならぬ、 現 ^ に 於て 


義の爲 に 命を棄 つる ものが、 未来に 於て 榮譽 を受 くる は 不動の 天則で はない か、 其 天則 を暖昧 に附す 

れば こそ 妄に天 を 怨み 人 を^め て、 失 悲哀の 生涯 を 送る に 至る ので はない か、 祌は 善人 を 殺す との 

み 見て、 原因 結 茶の 理窟 は 頗る 解し 難い、 祌が 善人 を 殺す は 殺す 様に 見 ゆるので あって、 其實、 眞に 

善人 を 殺し 給 ふので はない、 我等 は 倫理 學 者より 見て 如何にも 哀れに 思 はる k かも 知れぬ が 併し 我等 

は純粹 倫理の みに 賴て此 世の中 を 渡て 行く こと は 出来ない、 基督 敎 倫理 は 飽迄も 其敎義 に附帶 した も 

の で 基督 敎 の 敎ゅ る 所と 倫理 學者 の 主張と に は 其 間に 雲泥 月 鼈の 相異 が^し て 居る。 (黑木 耕  一 

第三 席 予が 聖書 研究に 從 事す るに 至りし 由來 

S も 書 を 研究 せんと せらる k 諸君の 爲に、 予が 聖書 を 研究す るに 至りし 來歷を 述べ 置く も あ へ て 無益 

のこと では あるまい と 信す る、 元 來余は 農業 敎育を 受けた る 者であって 聖書に ついては 特^に fi 釋な 

ます/ ヽ 

ど を 聞た こと は 無い、 然るに 基督 敎を 信じて より 二十 餘年、 益々 聖書の 研究 を 重要視し 大膽 にも これ 

に關 する 雜 誌まで 公刊す るに 至った、 勿論 予は之 を宣敎 師に强 ひられし 事 もなければ 叉 聖書 を說 かね 

ばなら ぬと いふ 世上の 義務 も 有して 居なかった、 父母 も 之 を 要求せ す 友人 も あ へ て 之を勸 誘し なかつ 

た、 それに も關 せす 予が 聖書 研究 を 畢生の 事業と する に 至った は 蓋し 巳む を 得ざる 事情より 出た ので 

あった、 甚だ 高慢な 申し様で は あるが 少く とも 此事は 極く 淸 潔なる 思想より 湧いて きたので あって 私 

的 欲情が これ を 促した ので 無い こと は 明確に 斷言 する ことが 出来る。 

第一 に予を 聖書の 研究に 引き入れ たる は 矢張り 自分が 專門 として 居た 實業 問題であった、 予は 常々 
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ほ. 

感じて 居った、 それ は 他で もない 日本 實 業の 不振 は 資本の 缺乏ゃ 實業敎 育の 不完全に あらす して 一 に 

人心 道義の 頹廢に 在る との 意見であった、 結局て 云 はば 實業 問題 は 卽ち宗 敎道德 の 問題で あるとの 考 

で 有った、 忘れ もせぬ 予 が 本職と して 從 事せ し實業 を， 拋機 つたの は 明治 ト七 年の 夏— 恰度 今頃 で 會 " 

漁業 調査 の爲房 州に 出張した 時の ことであった、 當 所に 祌田吉 右衛門と 呼ぶ 老人が あって 毎夕 二人で 

種々 の 雜談を 試みた、 然るに 或 夜の 事 神 田 老人 切に 歎息して 幾許 鲍 魚の 繁殖 を圖 つても、 幾許 漁船 を 

あみ！ f で T ぐ  に す け  いた 

改良し 新奇の 網 道具 を 工夫しても 彼等 漁夫 共 を 救助て やる こと は 出来ぬ と 熱心に 話し 出した、 予は甚 

く 之が 爲に 腦漿を 刺激され た、 この 事に ついて 深く 考 込んで 居た 最中に 斯な 談話 を 聞かされて は堪ら 

ない、 予は 忽ち 或 決心 を强 固めた ので ある、 夫れ と 同時に 今迄の 職業に 何だか 張 合が なくなつ てきて 

空 氣を擊 つ 樣な氣 持が した、 如何にも 漁夫の 生涯 程不偶 極まる もの はない、 今年 は 大漁 獵 だから 定め 

し 有 幅に ならう と 思て 居る と 鮭 魚が 網に 入れば 直ぐ 其 俊 料理屋 へ 駔 込で 一 夜に 百 も 一 一 百 も 費やす とい 

ふ 始末、 儲けた f 錢で 借金 を拂 はう とい ふ心懸 もなければ 貯蓄し ようと 云 ふ考も 無い、 名案、 新法、 

大 骨折、 大 利益、 是等は 凡て 皆 彼等の 放蕩 を增 長せ しむる 許り、 東西 到る 處の 海邊、 鯡 捕り， 鲍 捕り 

孰れ も 絶 の耿 態であった、 於 是 予は斯 る 者 共に 金 錢を與 ふるの は 却て 國家を 貧弱に 陷 る- - 源で は 

ないかとの 疑問 を 起した、 それから 越後 や 佐 渡 島 も巡囘 つて 見た が 何處も 同じ 秋の タ暮、 いつも 同感 

慨同 結論に 達した、 予は 最早 實業を 遣るべき I？ 氣を 失って 了た ので ある、 それから 予は 慈善事業 を 研 

究したぃと考へ て：^-米利加に渡航し白痴病院內に臼痴の尻まで拭って見たがこ^にも亦 一 つの 疑惑が 

生じて きた、 ぎべ て 見れば 見る 程 慈善 其 者 は 利益らない ものである、 慈善事業と は 放蕩息子の 梅毒 を 

治 寮して やる 樣な もので これに は 梅毒 以上の 治療 物が ゐる、 慈善 は 一 の 方法であって 最後の 目的で は 


無い と考 へた、 そこで 復 び空氣 をた、 いて 居る 樣な氣 持が して ァ マ スト 大 a- の シ ー リ， '先生 を訪 うて 

遠 廻し に敎 育の 方針 を 質問した、 先生 徐 かに 口 を 開いて 私に 教育の 方針と いふ もの はない、 唯 私 は 主 

の 導きに 賴る のみで あると 答 へられた、 先生の 書齋に 行く と、 先生 は 一枚の 寫眞を 出して 見せて、 此 

は 一 一年 以前に 逝去った 妻の 面影で ある、 彼女 は旣に 天國に 行いて 貴君 や 私の 來 るの を 待て 居る の だと 

1  一一 一 tl つて、 思 はす 兩の 眼に 淚 をた、 へられた、 余 は モウ 堪らない 様な 心 持が した、 併し それと 同時にん，' 

迄の 疑念が 全く 霽れて 了った、 學 問の 目的 も 分明った、 事業の 目的 も 分明った、 政治 歷史を 研究して 

も 慈善事業 を 調査ても 同胞 兄弟が 救 3,1 されて 祌の榮 光に if る こと 能 はすん ば 何の 爲の學 問 か 何の 爲の 

慈善事業 かと 一 圖に考 込んだ、 然れ ど尙ほ 特^に 聖書 を解釋 しょうと いふ 觀念は 起らなかった、 聖書 

の 註 釋は之 を 他人に 任せて 余 は 矢張實 業に 盡カ しょう、 記者に ならう 敎育を やらう とい ふ考 のみで あ 

つたが 段々 日本 現 時の 宗教 界を觀 察して 見る と眞 面目に 熱心に 聖書 を 研究し ようとい ふ 人 は i 鬆々 隨天 

の 星の 如くであって 殊に 外 國神學 校の 卒業 先生が 日本に 歸 つて 銀行の 支配人 や 商店の 番頭 や 政府の 官 

吏と なる 傾向 を 看て は 不肖 予の 如き ものと 雖も傳 道の 一 念 俄然と して 動かざる を 得なかった ので ある 

故に 予が 諸君の 前に 聖書の 解釋を 試る は 父母の 要求、 敎師の 誘導、 肉體 上の 境遇より して 然 する にあ 

ら すして 實に已 む を 得ざる 事情より 來 たもので ある。 

昨年より 「聖書 之 研究」 を發刊 して 戰鬪を 開始した が 今日に 至て は 何 か手應 へが ある 樣に感 する、 

特に 昨夜の 祈禱 會は予 にと つて 沟 にく 嬉しかった、 予の 演說の 力で 鮭 魚が 百 萬 石 あがっても それ は 

嬉しく はない、 人間 一 人 を 神に 紹介した 方が 數 十倍 以上の 大滿 足で ある。 

聖書々 々とい へば 多数の 人々 はうる さく 考 へて、 たまに は社會 事業 を やれと か 慈善事業 を やれと か 
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催促され る、 それ は 遣る 積り である、 新聞社で も 一生懸命になる ことがある、 けれども 遣って 見て 一 

番手 應 への 有る こと は 何かとい ふに 卽ち 天國の 福音 を說く こ と で あ る 、 然も これよ り 有益な 仕事 は な 

い、 ， 死 際にな つて 公债證 書が 幾許に なった とか 大器 械を發 明した とか 學校 をい くら 設立た とか そんな 

ことで は 安心して は 死ねぬ、 どれ 丈の 人間が 罪業 を悔 改め、 どれ 丈の 人間が 吾々 の 紹介に よりて キリ 

ストの 救に 預っ たか、 それ をき、 乍ら 死ぬ るより 偸 快な こと はない、 クラ ー ク氏 といへば 札幌の 農學 

校に 來て 基督 敎を 吾々 に傳 へて 吳れた 恩師で ある、 かれの 歷史は 明治の 日本 宗敎史 の 肝要なる 一 部分 

を 占めて 居る、 クラ ー ク 先生な くんば 此 夏期 講談 會 もなかった、 クラ ー ク 先生な くんば 失禮 ながら 大 

島 君 も 一 生 意地の 惡ぃ 人で 終り 余 も 亦 西 野 文 太郞の 二の舞 をして 死んで 仕 了った かも 知れぬ、 先生 札 

幌に 留まる こと 僅に 八 ヶ月であった、 聖書 五十 冊 を 橫濱で 購求む る や 人 は 犬に 共 無謀 を 笑った、 先生 

は 顧みす して 聖書 を學 生に 配付った、 今にして 往事 を追懷 すれば 實に 感懐に 堪 へない、 彼 は 鑛物學 者 

1 殊に 無機 化 學は頓 る 得意の 科目であった、 南北 戰爭に は 少尉より 大尉に 昇級して 後に は 大佐 クラ ー 

クと稱 呼れ た、 加 之 彼 は マ ッサチ ュ ー セット 州に 農 學校を 建て 生理 植物 學者 として 評判 を揚 ぐる か 

と 思へば 忽ち ァ マストの 巿 街に 水道 を 引く とい ふ 干變萬 化の 英傑であった、 彼が 札 幌の學 校を辭 して 

歸 米した 後の 計畫は 船の 上に 世界 大學校 を 築き 敎員 生徒 を 搭載て 世界 を週航 しつ i 學問を 研究す ると 

いふに 在った、 彼 は實に 勃々 たる 野心家の 好 代表者で あらう、 され ど 終に は鎮 山に 失敗して 彼の 最後 

は 甚だ 悲慘 なる 狀況 であった との 話しで ある、 彼 は 臨終の 床に 唯 アマ ストの 牧師 一人 を 呼んだ、 而し 

てい ふに は予が 六十 年の 生涯に た 喜びと いふの は 日本の 農學 校に 八 ヶ月 間 居て 聖書 を擴 めた 一 事の 

みで あると 一一 目うた、 諸君よ 學術 上の 發 見や 有名なる 第廿 一 聯隊 を 率ゐて 奮闘した 事 は 彼に 取て 生前の 


すこし  なぐさめ 

一 快で あつたに 相違ない、 併し それ 等 は 臨終の 床に 於て 毫も 彼 を 慰藉る に は 足らなかった、 然れど 

も 小 日本— 日本 北海の 一 部に た 數十 冊の 聖書 を ひろげた 其 一 事が 彼が 一 生の 死 を 慰めた ので ある、 

吾人が 現世の 苦鬪を 終て 死を迎 ふる 時に 吾々 の說 いた 福音が 耳より 耳に 傳 はって 多くの 人々 が 宇宙の 

祌を 見付けた こと を 聞いたならば どんなに 愉快な 心 持が しょうか、 予は顯 微鏡を 扱 ふこと もす き、 測 

量 器械 を か、 へて 跃猶る こと も 好きで ある、 今の 政治 界に 入ても まさか 牛 尾に つかう とは考 へない、 

諸君 も 代議士と なって 國會 にの ぼる 事 は あ へ てば 難しい 仕泰 ではない、 併し やった 所で 何の 價 値が あ 

るか 甚だつ まらない 話で はない か。 

尙 進ん でい はば 予が 今日 やって 居る 聖書 の 研究 は 農 學士と い ふ 卒業 證 書に 對し て 行つ て 居る と 云 う 

て も 差 支 はない、 實 業の 振興 も 究竟 は此 所に ^4: し 社會の 改良 も 究竟 は此 處に存 して 居る、 社會 改良、 

實業 振興の 最良 策 は卽ち 聖書 を解釋 して 其 大精祌 を 明白に 表， H する ことで ある、 この 精祌を 外にして 

は 予はク a ンゥ H ルを 紹介す る こと は 出来ない、 力 ー ライル を 紹介す る こと は出來 ない、 昨晩の 集 #、 

あれが 社會の 改良 法 である、 於 是乎予 は 明に いふ 聖書の 研究 は予に 取ての 必要であって 义 國 家社會 に 

對 しての 義務で あると、 かくいへば とて 余 は 諸君に 向て すべて 余に 傚へ と勸吿 する ので はない、 

が 聖書 研究の 爲に筆 を 執り、 口 を 費す こと 能 はざる も それ は咎 むる 所ではない、 た 願く は 人生の 目 

的に 一 一つ はない とい ふこと を合點 して 薪 を 割て 米 を 炊ぎ、 學問を 研究して 之を實 地に 試る に 當ても 皆 

其 最大 目的 を 同 一 にして 相 共に 勇し く 進軍の 喇叭 を 吹奏つ &戰鬪 て 行き度い ものである。 

(黑木 耕 一 筆 
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第 四 席 クロン ゥュ だの 宗敎 

昨 晚もク 口 ンゥ H ル傳を 著述せ よとの 注文が 出た、 幸に も 集 會られ た 方々 に は 皆 其 希望が 有る 樣で 

あるから、 今日は 特に ク 口 ンゥ H ルの 宗敎に 就い て 話して 見よう、 併し 我 W は 此處に 立て ク ロン ゥェ 

ルの 信仰 個條を 話さう とする ので はない、 我輩の 話さう とする のは宗 敎の應 用— 卽ち 基督教が 如何に 

應 用せられ て 如何に 大 革命が 成立つ たかを 話さう と 思 ふので ある。 

却說、 毎々 繰 返す 事で は あるが 吾人 はク ンゥ エル を 英雄と 稱呼 ではならぬ、 英雄と いふ 文字に は 

頗る 語弊 が^して 居る、 |^雄々 々とー1^ へば日本人は直に西鄕、 大久 保、 太閤な ど を 想 ひ 浮ぶ るので あ 

るが、 併し オリバ ー、 クロン ゥヱ ルは之 を 西 鄕大久 保 等と 比して 其 人物に 天地 黑 白の 相異が ある、 成 

程カァ ライル は渠を hero と 呼んだ が 然し 乍 ら 英雄せ- +拜 など ときて は實に 不幸 極ま る 熟 字 で あると 云 

はなければ ならぬ、 英雄 崇拜、 英雄 崇拜、 基督 信徒の 眼光より 見れば ソン ナ大 不都合な 又 ソン ナ大不 

贊 成な 言葉 は 無い、 吾々 無知と 雖もク B ンゥ H ル を崇拜 はしない、 保 雜をも 崇拜 はしない、 崇拜て ふ 

ll=n 葉 を用ゐ るに 値する 者は眞 正の 基督 信徒の 眼より 観れば 洪 たる 六合の 裏に 唯 一 人 ある 許りで ある。 

借て ク ロン ゥヱ ルを我 日本人に 紹介す るに 際っての 第 一 困難 はク 口 ンゥヱ ル 的の— 少 くと もク 口 ン 

ゥ. -ルに 似た 人物が 我歷 史上に 一人 も 無い ことで ある、 彼 は 信 長、 秀吉の 如き 武將 であった か、 彼 は 

甲 東、 南洲の 如き 豪傑で あつたか、 n く 否な、 彼 は 全く 東洋人の 夢想 だ もす る こと 能 は ざり し 異人 物 

で 有った ので ある、 西洋に もク ン ゥヱル 程の 偉人 は 滅多に 現 はれない、 がそれ に 類似した 人物 は あ 


へ て 乏しく はない、 先づク B ン ゥヱル に 近い 好 代表者の 一 人 は 同 國のグ ラッド スト ー ン であった、 一 

は 武人、 他 は 純粹の 政治家、 其 活動した 一 tel 域に 異同 は 有った が 其 根本的 特質に 至って は 双方^よ く 類 

似して 居った、 rrs;??; の已に 知れる が 如く グ翁は 三度 も 度 も 英國の 主權を 掌握した 英 物であった、 政 

黨の 操縦、 一 切の 國〔¥ 的 運動 を處 する 上に 於て 彼 は 近世 罕れ なる 大政 治 〈¥ であった、 然るに 此大 政治 

家に 日本 政 客の 解 釋し能 はざる 性行が あった、 それ は先づ 何ん な ことかと いふに、 彼れ  一 口 誤って ド 

婢を 叱り 後で 大に 後悔した とい ふ 話が ある、 主人が 何 かの 間違で 下女 を 叱る 位 は 世に おり 觸れ たこと 

であつ て^に 咎 むる にも 當 るまい、 され ど此 一 失策 は 直に 彼グ翁 をして 朝夕の 食 F" を 離る k におら し 

めた、 數 夜の 安眠 を妨 ぐるに 至ら しめたとの 事で ある、 大功 は 細瑾を 顧みす IE!: 々たる 小事に 齲齪 して 

大事 を 忘る.^ は SR 兒の 本領に 非す 况んゃ 天下に 號 令すべき 大政 治 家が 一 下婢 を 叱して 兢々 如此 くなる 

は 如何にも 愚の 至りで あると は 日本人 特に： W 數機 變を以 て 人 を 籠絡した がる 政 客 策士 の異ロ 同 昔に 嘲 

笑す る 所で あらう、 けれども 彼 は 政治家た りしが 爲に 恭謙の 德を ill- てなかった、 大政 治 家、 大政 治 { 豕、 

これ は 勿論 名 春の 言葉で あ つ たに 相違な い 、 され ど 彼 は 之に 對 して 何の 滿足を も 感じな か つた、 渠は 

基督 敎の 傳道師 たらん こと を § 王んだ 者で ある、 渠は自 {" した 自分の 目的 は 倚道師 たるに 在る と、 若し 

强て渠 の 所謂 野心なる もの を 求めん か、 开は唯 神の 福音 を 多くの 人々 に傳 ふるて ふ 一 點に存 して s!5 た 

ので ある、 渠の 臺閣を 退て 野に 下る や 彼 は 直に 田 を 耕し 樹木 を 伐り 悠然として 其 問に 宗敎の 研究 を始 

めた、 曰の 註 釋をも 試みれば 聖書 文學 にも 熱中した、 而 して 死ぬ る 迄 一生懸命に 勉強した、 杯 を^ 

んで tl- 焰を 吐く は 彼の 長所で は 無かった、 美人 を 枕と して 絃昔 をき く は 彼の 嗜好む 所では 無かった、 

バ トラ ー の Analogy の 註釋は 未完で は あるが これ 彼が 最後の 絶筆であった、 而 して 其 死 際に は 侍べ 
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る 者 共に 「千代へ し 岩よ」 を 歌 はしめ て 安らかに 八十 年の 生涯 を 終った、 言 ふ 迄 もな く 彼の 希^ は 常 

に 耶蘇 基督に あつたの であって 其 死ぬ る 時には 肉 を も 靈魂を もこの 人に 任して 眠に ついた のであった、 

斯る 政治家の 生涯 を 今の 伊藤 侯 や 松 方 伯 等に 聽 かせたならば 彼 は 恐らく ァ ー と 云うて 不思議が る 許り 

であらう。 

歐洲 大陸 迄 も 震動せ しめた ク ロン ゥヱル の 一 生 は 卽ちグ ラッド スト ー ンの 一生であった、 如何に 

して 英國は 世界 第 一 の國 たらん か、 如何にして 英 人の 自由 は 復興す ベ きか はク ロン ゥ H ル に 取ての 大 

問題で 有った に 相違ない、 併し 彼の 胸中に は 夫 等に 優る の大 問題が 横 はって 居た、 地獄の 火— 永遠の 

刑罰、 如何にして 我 は それより 救 はるべき ぞ、 これ 實に彼 を 苦しめし 最大 問題であって 彼が 束の間 も 

忘却る こと 能 は ざり し 所であった ので ある、 彼が 四十 二三 歳の 折 自分 の 從妹 に 送つ た 書翰 を讀ん で 見 

ると 其 中には 何卒 此澗れ なる 罪人の 爲に^ 禱 て吳れ よと いふ ことのみ が 巨細と 書き つらねて あって、 

國 家救濟 なんどの 文字 は始 にも 終りに も 全く 見當ら ない、 又 彼 は 地方の 傳道師 に 滞な く 月給 を拂 ふこ 

と を 運動し j^、 其 時の 書翰の 中に 祌樣は 如 此な憫 れな奴 を も 御 救け 下さった ので あるから 自分 は 其 神 

樣の爲 めと なら ば 粉 骨齋身 如何なる 難行 をも辭 する 所ではないと 云 ふやう な 熱心 の 言葉が 認めて ある、 

彼が 終りの 十 年間 許り は實に 慘儋ぃ 生活であった、 乍 併 其 臨終 最後の 祈禱は 甚だ 淸 美なる 者であった- 

日本の 英傑と は 一個人の ことに は 寸 毫も 懸念 憂慮 しない 者を稱 ふので あって 妻子 眷族と 親む の は 却て 

英傑の 品位 を 下す もの だと 考へ られて 居る、 それで あるから 自分の 罪惡に 苦悶す るク ロン ゥ H ル 的の 

英傑 は 日本人 普通の 眼から 見れば 唯 愚痴 を 溢して 居る 婦女子の 10! 流と しか 思 はれない ので ある、 ダン 

パ ー の戰に 大捷を 獲る や 彼 は國會 議長に 送るべき 報告書 を 認め 同時に 同じべ ンを 以て 最愛の 妻に 與ふ 


る 書狀を 認めた、 其 書中の 文 言 は洵に 人情 有の 儘を寫 した ものである、 r 汝は 私が 書面 を 送らな かつ 

たの を大 變怨ん ださう だが 私 は 決して 汝に怨 まる、 覺ぇ はない、 私 は 片時 も汝 のこと を 忘れた 折 はな 

かった、 私 は 最も 汝を 愛す」 と 云 ふ 様な 言葉が 繰返しく 書かれて あって 其 次に は 善く 子供 を 養育し 

て吳れ よと いふ 依賴 なぞが 認めて ある、 彼 は 娘に も 書き 婿に も 書いた、 而 して 何の 包み かくす 所 もな 

く、 湧く が 如き 人情 を 人の 前に さらけ出した、 彼 は 之 を 以て 自己の 恥と 見做さざる のみなら す 却て 之 

を 以て 自分 を 慰め 人 を 喜ばした ので ある、 斯る 性行の ク ロン ゥ H ルが 英吉利に 生れて 日本に 生れな か 

つたの は實に 彼の 幸福であった らうと 思 ふ、 若し 彼の 如き 人物が 日本に 生れて 来たと すれば 彼 は 一 般 

の 笑 物と なって 卑怯者よ 怯懦 者よ と 罵られた に 相違な い 。 

細君に は 艷文を 書く、 而 して 死 際に は 神に 向て 「我 魂 を 雨に 任す」 と 叫んだ、 或 時 は フィと 居な く 

なる、 兵卒が 探して 見る と 彼は窒 内に 籠りて 一 心に 祈禱を 捧げて 居る ので ある、 日本人に は 全で 奇怪 

不思議、 力の ない 弱 武者と しか 見えない、 がそれ は 幕の： e: のこと である、 其 一 旦幕 外に 現 はる \ や 彼 

は 全く^ 種の 人間の 如く 其沈靜 剛毅 殆ん ど當る 可らざる の 勢であった、 ダンバ ー 戰爭に 於る 彼の 行動 

に觀 よ、 引 卒せる 病 兵 糠に 一 萬、 人 少なく 糧 乏しく して 味方の 軍勢 は 忽ち 蘇 蘭の 大兵に 取卷 かれた、 

乍 併 彼は寸 毫も 動す る 色が 無かった、 神色自若 として 彼 は 一意に 神の 救助 ある こと を 信じ 而 して 敵陣 

V かう  いろめい 

の搖 動す るの を 窺って 居った、 案に 違 はす 敵方の 陣列 は 俄に 狼狽て きて 我の 一撃に 敵 は 木の葉の 如く 

に遁 資した、 さて プ レ ス トンの 戰は 如何で あるか、 畫策百 中、 敵將ハ ミルトン は 降伏して 馘られ たに 

も 係 はらす 彼 は 切りに ク a ンゥ H ルの 天才 を稱赞 し又ク & ンゥヱ ルが 紳士た るの 處 置に 感服した る禮 

狀を途 つたで はない か、 今の 軍人で もプ レストン の戰爭 位 巧く 效を 奏した の はない と 驚歎して 居る 位 
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である、 若し 彼 を 英雄と いふべ くんば 彼 は實に 意外の 英雄であった、 非常に 弱くして 又 非常に 强ぃ英 

雄であった、 西鄕、 板 垣、 星な どと は 全く 其 性質 を 異にした 英雄であった、 彼 は 到底 日本人の 解釋し 

能 はざる 疑問 物で ある。 

！ e 洋の 文明 を 解す る亦ク & ンゥ. - ルを 解す るが 如くに 闲 難しい、 東洋 唯 一 の李鴻 章も尙 泰西の 文物 

を 解す るに 苦んだ、 そこで 或 有名な 畫ェ は李鴻 章の 肖像 を 描いて 其 老雄の 眼鏡に ク H ス チョン マ ー ク 

の (？) をクッ 付けた とい ふこと である、 然れ ども ク ロン ゥ H ルの 心の 宗敎を 觀て而 して ク ロン ゥて 

ルを 解す る は あ へ て 困難し いこと でない、 基督 敎の 敎義を つて 而 して 後に 西洋の 文明 を 解す るは敢 

て 困難し い ことで はない、 基督 敎を 外にして 彼 を 知り 此れ を 了 せんと すれば 到底 それ は 奇怪 不可思議 

の ものた るに 留まる ので ある、 クエスチョン マ ー ク を附 せざる の 已むを 得ざる に 至る の である。 

ク n ンゥ H ルは 十字架 上の 噴 罪 を 認め 未来の 存在 を 信じた、 其大仿 仰と 大 慰藉と を 彼より 取 去った 

ならば 彼 は卽ち 彼に して 彼でなかった ので ある、 日本人た る： 卞が 今日に 於て 聊か ク ロン ゥ H ルの 心事 

を 解し ク n ンゥ  >1 ルの 性行 を 評する を 得る は 實に偸 快の 至りと 云 はなければ ならぬ、 若し 山縣、 川上、 

山 口 等の 諸將 をして プ レストンの 戰を 評せし めば 彼等 は 一 同に 彼が 軍事上の 天才 を稱 へ、 彼が 機敏な 

る 立 廻り を 賞して 實に 逋れの 武人な りと 言 ふで あらう、 併し これ は 眞にク n ンゥ- ルを 知た 者の 贊辭 

ではない、 叉 クロン ゥヱ ル其 人に 取て 左程 名 譽の言 葉で はない、 蓋し ク ロン ゥ H ル にして 斯様な 評論 

を聽 たなら ば 彼 は呵々 として 大笑した に 相違ない、 而 して かく 返答した に 相違ない、 口く 「己れ が あ 

の 戰爭で 大勝 利 を 得た の は 何も 軍學を 知て 居た からで は 無い、 己れ に は 方法と か術數 とか 一 K ふ もの は 

よく 分らぬ、 がた 朝夕の 祈禱 によって 此 幼 き 心に 祌の强 き 命令が 加った 爲め斯 かる 全捷を 占めた 


ので ある」 と、 實に彼 は 陣營に 在って 絶えす 熱心に 祈禱 をした、 彼の 將官も 祈禱り 彼の 軍卒 も 草- ra^ に 

跪いて 一 生 懸命に 祈禱 した、 彼の 勝利 は 已に此 時に 現 はれて 居た ので ある、 故に 予聚 はク n ンゥ エル 

の 勢力 を觀て 神の 全智 全能 を觀、 祌の 全智 全能 を 知て ク ンゥ エルの 勢力 を 解し 得る ので ある、 吾々 

が 常に 信仰の 力 を說く 所以 は 卽ち此 所に 在る、 今日で 勢力と 云へば 金力と 人力との 二つで ある、 三 井 

や 古川 は大 なる 權カ 者であって、 大政 黨と は澤 山の 代議士 を 有する ものと 定 つて 居る、 併し 吾々 は 金 

がない からと て 歎息す るに は 及ばぬ、 味方が 少 いからと て 辟易す るに は 及ばぬ、 クロン ゥ エル、 ミル 

トン は 一生 金 錢ゃ人 問に 依頼し なかった、 ク a ンゥ H ル は唯祌 をのみ 畏る& 兵卒 を 募集た、 吾々 基督 

信者 は大に 此點に 於て ク n ンゥ H ルを眞 似ねば ならぬ と 思 ふ。 

予輩 は已に 日本の 英雄なる 者 を^た、 彼 は 常に 精神 一到 何事 か 成ら ざらん と 意 張って 居る、 予__ ^は 

こ、 に 泰西の 英雄なる 者を觀 た、 是れ はた f 虔ん で祌を 恐れ 一 心に 神の 大能を 信じて 居る、 彼の 大言 

は 小人の 喜ぶ 所、 此れの 謙遜 は眞 紳士の 本領で ある、 彼 は 切りに 黄金 を 集め 人心 を牧覺 する に 係 はら 

かねもち 

す 此れ は 專ら心 を 上帝の 慈愛に 維いで 居る、 失 if ながら 今 諸君 は 餘り豪 富の 人で は 無い、 諸君  一！ 1： の 

財布 をた、 いた 所で 大砲 一 門 も 中々 買 ふこと は屮 I 來 まい、 叉 人數の 上から いうても 諸君の 數は 僅か 四 

十 人 か 五十人 かで ある、 五十人の 諸君が 干 雨に も 足らぬ 金 を 握って 社會 改良な どと 叫んでも 成績の あ 

がる 道理 は 無い、 併し ク n ンゥ H ル 主義から いへ ば それで 充分で ある、 事業の 成否 は 全く； HE 仰の 有無 

に 在る ので ある、 諸君に 牢 たる 信仰の 力 さ へ あらば 地方に g へ つ て 其 地の 有志 者に 負けない 仕事 を や 

る ことが 出來 るに 遠 ひない、 一人々々 が 宇宙の 力 を 自分の 腹 屮に貯 へて さへ 歸れば 天下 を傻 へす も肯 

む. つ  f.  rr. 

て 難 かしい ことで はない と 信す るので ある、 吾々 の 首 は S に サ.！ ^ちる、 吾々 の 手足 は 直に 切れる、 され 
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ど 吾々 の、 も 身 は 永遠の 支配者 を 宿らし むる を 得る 立派な 道具で ある、 諸君よ 願く はク p ンゥ H ルの宗 

敎 によって ク ロン ゥ H ルを 知れ、 ク n ンゥ H ルを 諸君に 紹介す る もの は 英語の 力で もなければ 又歷史 

や 地理の 力で もない、 諸君に して 果して ク ロン ゥヱ ル 傳を讀 まう との 希 SIf; があるなら ば 深く 此點に 於 

て 省る 所がなくて はならぬ。 (黑木 耕 一筆 記〕 

第五 席 少數 義人の 勢力 

キリストの 山上の垂訓 は 諸君の 常に 聽 かる、 所で あるが、 予は 八：' 日此 中の 十三 節 以下 數行を 讀んで 

而 して キリストの 眞 意の 存 する 所 を 咀嚼 發 露したい 考 である、 一 體此 章句 は 信徒 は 更なり 世人 一 般が 

喰 炙して 居る 丈に 深く 味 はれて 居る かと 云 ふに 決して さう ではない と 思 ふ、 大抵の 人 は 一 潟 千里 文字 

通りに 誦し 去て 至 深 至妙の 敎 訓が此 裏に つて 居る こと を 悟 得して 居ない 樣 である。 

予は 昨日 人世に 就いての 一般の 誤解に 就て 話した、 卽ち 人生 五十 年 は 決して ハツ ピ ネス (幸福) の 

生涯で はない、 苦痛 悲慘が 其 當然の 道筋で あるとの 刹斷を 下した、 然れど 衆人の 耳目 を 眩ます 迷 雲 は 

一 朝 一 夕に 消失し 去る もので はない、 故に 彼等 は些々 たる 不幸に あへば 憂悶 苦惱 措く 所 を 知らす 愈々 

益々 災害 を 加 ふるに 至る ので ある。 

社會 改良なる ものに 就ても 今の 人 は大變 誤解して 居る 樣 である、 現に クリスチャン の 多数が 矢張り 

问じ誤 IS に陷 つて 居る、 それ は 何かとい ふに 彼等 は 社會の 多數を 基督 信者 や 正義の 士 になさねば 社會 

の 改良 策 は 到底 行 はれぬ と 諦めて 居る ことで ある、 更に 首 を換 へて い へば 百 人中 少く とも 六十 人を聖 


人君 子に せねば 眞理は s,. 底實 現さる-^ もので ない と考 へて 居る ことで ある、 何時に なれば 善人が 多數 

を 占む るに 至る か、 何時に なれば 惡 人が 減 却す るか、 冠 履 S 幽倒 かく も iH 季の 世と なりて はいくら 道 を 

唱へ義 を 叫ぶ も 何 かせんと は 今の 俗人、 否な 先見者と いはる &人 迄が 言 ふ 所の 口癖で ある、 然し 如此 

き 歎息 は 果して 吾曹が 同感すべき IK 葉で あるか、 動かす 可らざる 事赏 であるか、 一 人の 善行 は 所詮 三 

人の 惡 業に 敵す 可らざる か、 信者、 有 德の士 其數を 加へ ざれば 社會の 改良 は出來 難き もので あるか、 

旣にニ 千年 以前に 於て 其 質問に 應 へられた る 救主ィ ェ ス、 キリストの 答 辯 は實に 予翬の 忘る 可らざる 

至 重 至要の 大 訓誡で ある。 

諸君に して 如上の 疑問に 會 せんか、 願く は 之に 對 する キリストの 敎 訓を讀 め、 其 大敎訓 こそ 實に馬 

太傳 第五 章 十三 節 以下の 數行 である、 「爾 is: は 地の gi: なり、 爾曹は 世の 光な り」. 光と ir  ,M と 光、 

孰れ も 甚だ 大切なる 者で ある、 光な くんば 此世は 干 哉の 常闇で ある、 ，M なくん ばず：； 物の 腐蝕 をと め 

る こと は 出来ぬ、 乍 併 一 切の もの を應 となし、 一 切の もの を 光と せよ と は キリ ス トま 身の 訓誡で はな 

かった、 腐 耽 をと める 鹽の 量と 腐敗 物 其 物の 目方と は 常に 平均した もので はない、 一個の 洋燈 は赫灼 

として 優に 十 尊 を 照す ことができる ではない か。 

社會の 事亦然 り、 社會の 暗黑を 照す も亦然 り、 社會を 改良す るに 凡ての 人が f を 照す 光と なる に は 

及ばぬ、 百 人中 六十 人が 働かないでも よい、 百 人屮廿 人の 働き手が あれば それで 充分で ある、 百人屮 

一 人の ル ー テル かグ ラッド スト ー ンが あれば それで 充分で ある、 善く キリ ス トの 敎訓を 味って 見よ、 

面前 "は 地の i ュ なり、 爾等 よく 其 本務 を竭し 信仰 有の 俊を爲 せば それで^の 腐败 はと まる、 雨 は 世の 

光な り、 社 會の闇 黑は少 數の爾 iSE が 照して やれば よい、 決して 多 數の頭 數を禁 むる に は 及ばぬ との 意 
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味が 隱然 顯然、 此衷に 含ま つ て ゐる ではない か 0 

然るに 骨に は 足 を 空に して 我と 同派の 人を驅 立て、 切りに 敎會 員の 頭を殖 さう と あせって 居る 人達 

が ある、 是 等の 人 は 全く 聖書 讀 みの 聖書 知らす である、 吾々 五十人 否な 時として は 僅か 十 人の 力で 千 

萬 人の 腐敗 を 防ぐ ことが 出來 ると 云 はば 彼等 は 舌 を 捲いて 其大 膽に駭 くで あらう が 併し これ 決して 驚 

くべ き事實 ではない。 

亞米利 加 は クリステン ドム (基督 敎國) であるが、 これ は必 しも 多數の 人が クリスチャン だと 云 ふ 

意味で はない、 敎 會の鹽 となり、 光と なって 居る もの は 僅か 其 中の 八 人 か 五 人、 下って は 二 一人 位の 

ものである、 され ど 夫れ 等の 人 は 常に 敎會の 全體を 指導し、 而 して 其 小なる 敎會が 常に 應大の 社會を 

デモクラット レバ ブ リウ， 二 

壓へ 付けて 居る、 叉 亞米利 加に は 合 衆黨と 共和 黨と いふ 一 一大 政黨が あるが、 悲しい ことに は どちらも 

利益 一方に 支配 せられて 居る、 され ど 其 問に は 極少數 の正士 より 成れる 獨立黨 なる ものが あって、 こ 

…ヂ H I タ I 

れは 中々 買牧 などされ る 醜漢の 集合 體 ではない、 常に 前 ニ黨の 仲裁者と なり、 天枰 となり， M 梅よ く輕 

重 を 定め 勝敗 を 左右して 居る。 

かく 言 へ ば 諸君 は 或は 答へ て いふか も 知れぬ、 亞米利 加の 如き 國 では 少数の 義人が 巧に 勝 を 制する 

こと も あらう、 が 腐敗の 極に 達した る 今日の 日本 は 亜米利加と は 全く^ 物で ある、 現に 我 日本に 於て 

正義の 議論 は 風に 舞へ る 蝴蝶の 如く 敢 なき 有様で はない かと、 乍 併 これ 未だ 一 を 知て 二 を 知らざる 

議論と いはなければ ならぬ、 正義 は 神の 最愛し 給 ふ ものである、 今日 本に 於て 正義の 力の 振 はざる は 

これ 卽ち 正義 其 者の 微々 たるが 爲に 非す して 全く 正義 を唱 ふる 人の 元 氣奮發 が 足らぬ からで ある、 吾 

吾が 今少し 大膽に 正義 を唱 へ、 天上の 福 昔を說 いたならば 神 は 喜んで 我々 に 最後の 勝利 を 與へ給 ふに 


相違ない、 神 は l1 ふんで 此美 はしき 日本 國を淨 め 給 ふに 相違ない、 ミルトンの 筆勢 は 確に 此國に 在った、 

ク B ンゥ H ルの刃 光 は 確に 此國に 閃いた、 若し 正義なる ものが 我 日本に 行 はれぬ ものなら ば歐 米に も 

行 はる k 苦 はない、 一 人が 正義 を唱へ て 全社 會の 根藉 がそれ に. e て搖 動いた と 云 ふこと は 決して 亞米 

利 加 ゃ歐羅 巴に のみ 限った ことで はない、 近い 例 を 以てい へば 一 人の 靑 年が 斷然杯 を 手に せなかった 

爲に宴 席の 凡てが 遠慮して 默 酬を錢 めた ことがある、 思 ひ 切て 「飲みません」 との 一 言 を 放てば 後 は 

必す大 能の k 救助が 在る、 此事 について 予は なほ 一 つの 實歷談 を 語りたい、 或 地方に 極 惡ぃ風 |0 が あ 

つた、 それ は會 場で 人の： 饭說 を聽き 乍ら 悠々 と 煙草 を 吹かして 居る ことであった、 此惡風 は今尙 東京 

にも 全く 消滅した とは考 へられぬ、 小 使が 會 席に ズット 煙草盆 を 列べ て 置く、 演說が 始まる と 煙草す 

きの 會員は ils 煙 を 吐き 灰 吹を扣 いて、 怠惰 散漫 如 M にも 暢氣 な有樣 である、 予は疾 うから 之を嬌 正し 

度い と考 へて 居た、 處 がー 朝機會 あり 其 地方に 某 政 客と 出演す る ことにな つた、 行いて 見る と 相も異 

らす <g: 場に は in い 煙が 臭い 匂 ひ を 放て 口と ^3- とより 揚 つて： 15 た、 そこで 予は予 が 演說の 劈頭  一 ^に it 

る 所な く聽 衆の 樊堙 を斷 つた、 一同 は 思 はす 其 額 色 を かへ たので あつたが、 仕方なく 多 數の人 はやめ 

て 了った、 然し 中には 頑固な 者が あって 尙ほ 手より 煙管 を 放さない もの もあった、 すると ヤメ  口々々 

々の聲 は 忽ち 彼等 を 葬って 了った、 予は 當時沟 にょい 仕事 をした と 喜んだ、 然るに 予は 昨年、 其會場 

. に 出席した 一人に 遞 返った ので あろ、 處が其 人の 話の 中に 先生の あの 時の 一言が 大變 な藥劑 となって 

今、 吾々 が 勢力 を. めて 居る 界 隙に 於て は 演說會 に 於て は 一 切 樊煙を 全 魔て 了った との 言葉が 有った、 

諸君よ 男氣 ある 一 言 は實 に如此 ものである、 fs?;m ある 一 首、 これが 先 5^ の 口より 發 しょうが、 措大 

の 口より 發 しょうが それに 決して 頓着す る 所 は 無い、 唯" 侃々 誇々 其 言 ふ ベ き 所 を 言 つて 實 際に それ 
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を 行って さへ ゆけば 神 は必す 永遠 之 を 援け給 ふに 決定て 居る、 若し 敎師 中の 一人が 善良で あるならば 

其學校 全體の 風儀 は 自然と よい 方に 革って くる、 吾等 は 時に 蹉跌す る ことがあっても 決して 味方の 少 

數 なる を 歎息して はならぬ、 正義の 團體は 十 人で も 宜しい、 五 人で も 宜しい、 三人で も 宜しい、 否な 

一 人で もよ ろしい、 吾々 が 自己 を賴 むこと なく 唯 神の 大命に 從て其 天職 を盡 しさへ すれば 惡魔は 追 は 

す とも 逃げ去る ので ある、 吾等 は 時として 案外に 風儀の 治まった 田 舍を觀 る ことがある、 就いて 其 所 

以 を！^ 只 せば 郡長 や 村長さん の 御蔭で はなく、 全く 一  人の 靑年か 或は 一 人の 婦人が 正義 を 行って 居る の 

に 由来して をる ことが 多い、 近 江 聖人 一人の 道 德は其 鄕全體 を 風靡した、 虚言 を 云 ふなとの 力 ー ライ 

ルの 一 言 は 英のニ 千 七 百 萬 人 を 感化した、 それ を 解せ すして 徒に 世 問 多 數の贊 成 同情 を俟 たんと する 

はこれ 沟に 痴人の 夢と 一 般 であらう。 

吾々 が 斯く論 すれば 或 人々 は 冷笑す る、 而し てこれ 絶望の 聲な りと 評して 居る、 果して 左樣 である 

か、 カル ビンの 如き も 世に 救 はれる もの は少 數の士 であると いうた ではない か、 亞米利 加の 如き も敎 

會の 名簿に のれる 信者の 數は 僅に 人口の 一 一割に しか 及んで 居ない のみなら す眞 正の 信者と いふ は尙其 

中の 一 一割に も 足らぬ とい ふ狀況 である、 況んゃ 我 <fr 日の 日本に 於て 眞の キリ ス ト 信者が 多數を 占む る 

に 至る は 何時の 事で あらう か： 又 か \ る 希望 は 將來に 於て 成 遂げら るべき 事實 であるか、 甚だ 疑 はし 

い 問題で ある。 

更に 予輩 をして 謂 はし むれば 善人 大多數 を 占む る I 界は 試鍊の 世の中で はない、 聖人 君子が 大多敏 

であれば、 それ は 決して 吾人の 心身 を鍛鍊 する 處に はならない、 そんな 結構な 處は 未来の 王國、 祌の 

玉座に 限った ことであって 此 世に 在て 吾人の 望むべき もので はない、 現世と は義 しき 人 ゃ淸き 人の 詬 


詳 られ、 蹂 みつけら る k 修羅場で ある、 現世と は 牧賄者 や 好色漢の 跋扈 を 極む る 遊戯 場で ある、 乍 W 

これが 現世の 面白い ところで ある、 これ だから こそ 吾々 に 奮 戰勇鬪 の 氣慨が 生じて 來 るので ある、 嗚 

呼 「同士の 集合」、 予！ M は 巳に 幾度 か此 語に 厭き 果てたり と 云 はざる を 得ない、 多 數を赖 むと いふ は 

決して 基督 信者 其 人の 本領で はない、 吾等 バウ II に 傚 はんか、 ル ー テルに 傚 はんか、 バウ 口、 ル ー テ 

ル の聲は 確に 羅馬獨 逸全國 民の それよりも 偉大かった ではない か。 

諸君の 志 もし 神の 業 を 助く るに 在らば 願く は此 講談 會に會 する 五十人 を 一 團 として 窗鬪し 給へ、 正 

義 一 圑の 勢力 は 確に 社會の 腐敗 を 根底より 排除す るに 足りる ので ある、 諸君 は 自分 一 侗の 平和 を 求め 

んが爲 に 此會に 臨まれた ので は あるまい、 クリス チヤ ン としての 大 責任 を 盡 さんが 爲に 来られ たので 

あらう、 予 S 本 は 確に 信す る 諸君 は 人の 爲 神の 爲に其 身 を 捧げん 準備に とて 態 々来られた ので あると、 

果して 然 らん か予は 恭しく 諸^に キリ ス ト 山上の垂訓 を呈 する、 山上の垂訓 — これ を 活かす か 殺す 

か は、 これ 一々 諸君の 肩 上に か、 つて 居る ではない か。 (《! 一木 耕 一筆 記) 


信 州 東德高 講談 會 講演 大意  - 

第一 囘 眞理の 攻究 

眞理と は 眞の现 であります、 故に 多くの 人の 云 ふ眞理 なる もの は 私共の 云 ふ 眞理と は 違 ひます、 勿 
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論 動物 學 にも 植物 學 にも 政治 學 にも 眞现 があります、 牛と 馬との 關係を 知る の も眞理 であります、 血 

液の 循環の 现を 知る の も眞理 であります、 然し 私共の 云 ふ 眞理と はそんな 者 を 指す のではありません 

私共の い ふ眞现 なる もの は 眞の理 であって 叉 中心の 理 であります、 眞理と は總て の 物の 中眞 であり ま 

し て 丁度 地球 の 中心 點 の 樣な 者で あります、 若し 如何に かして 我々 が 此萬物 の 中心 點に 達する ことが 

出来ますならば 是に 依て 總 ての 理を盡 く 知る ことが 出來 るので あります。 

世に 俗人と いふ 者が あります、 彼 は 何で あるかと いひます に、 只 目前の 實 益より ほかの ものに 目 を 

着けない 者であります、 例へば 養蠶 家に しましても 唯 養蠶で 利益 を 得たい とば かり 欲 ふ 者 は 俗 的養蠶 

家でありまして、 利益 を 得る 得ない に 關らす 蠶其物 を 研究の 目的と する 者が 非 俗 的養蠶 家であります 

政治家な どに しましても 同じ 事であります、 日本 は 佛敎國 であるから 佛敎で 治める 方が い、 と 云 ひ、 

そ れ なら ば 怫敎と 云 ふ敎は 善い 敎で あるか 或は 惡ぃ敎 であるかと 問へば それ はしらな いが 只佛法 の 方 

が 都合が 善いで はない かと 答へ ます、 かう いふ 風に 常に 實益應 用にば かり 目 を 着けて 居る 者 は 俗 的 政 

治 家 で あ り まし て 、 都合 の 善い 惡ぃ に 拘らす 人間 はかく 治む べき もの で あ る 斯く 支配 さ る ベ き 者で あ 

ると いふ こと を 研究す る 者 を 非 俗 的 政治家と 申す のであります。 

私 は 俗人 は 必す惡 人 であると は 云 ひません、 只 俗人 非 俗人 の 別 は 應用を 目的と す ると 眞理其 物 を 目 

的と するとの^で ありまして、 是れ は實に 進歩と 退步、 輿隆と 滅亡との 岐路で あると 云 ふこと を玆に 

斷 言す るに 躊躇 致しません。 

東洋 西洋と 地理 上で 云 ひます のはパ ミ ー ル 高原 を 中心として 其 東西 を 指す のであります が、 東洋人 

と 西洋人との 性質に は 著しい 差別が あります、 一は 退歩で 他の 者 は 進歩、 一は^ 滯で 他の 者 は 活動で 


あります、 M 故に 東洋 は s 滞で 西洋 は 活動で あるかと 云 ひます に、 東洋 は 應用を 代表し、 西洋 は眞现 

を 代表して ：1_5 るからで あります、 斯く すれば 旨く行く から やれと 云 ふの は 東洋の 精神でありまして、 

都合 は 善い か惡 いか は 知らぬ が眞理 であるから やれと 云 ふの が 西洋の 精神であります、 獨 逸の 哲學者 

パ ロン. ブ ン セ ン 氏の 支那 論 を 見ます と 其 結論に 「支那 人と は應 用に のみ 注目す る 人民で ある、 支那 

人 は 只 楊子 江の 沿岸 や 北京な どにば かりに 住んで 居る 者で はない、 彼等 は倫敦 にも 伯林に も 住んで 居 

る、 此 服の 碧い 毛髮の 紅い 白 哲人 種の 支那 人 は實に 吾々 の 文明 を 妨害す る 者であって 彼等 は總 ての 事 

を單に 目前の 利害に のみよ つて 定 むる 者で ある」 と 云て 大に自 國の人 を 罵て 居ます。 

令 年の 夏期 講談 會に 於き まして 會 員の 質問の 十 中の 八 九 は 如何にして 日本の 家庭 を 改革 せんかと 云 

ふこと でありました、 叉 私が 所々 へ參 りまして 多くの 人から 尋ねられる 問題 も亦此 家庭 問題で ありま 

す、 然るに 此 n 本國は 昔から 忠孝の 敎の 盛なる 君子 國 であると 云 はれて is ります るに、 此國で 第一 に 

改革し なければ ならない もの は 家庭で あると 云 ふの は 3 典に 不思議の 事ではありません か、 仁義 忠孝 を 

重す ると 云 ふ 日本に 眞 個の ホ ー ム の 無い と 云 ふの は 如何い ふわけ であり ませう か、 勿論 日本人に も 美 

ぽ はあります、 よく 質素な 生活 をな し、 禮儀 正しく、 能く 客 を もてなす など、 外から 見れば 其 家庭 は 

如何にも 立派な 樣に 見えます が、 其內 部に 入って 見ます と 嫁と 姑と (命 ひ、 兄と 弟の 爭 論と いふ 樣なこ 

とが 赏に 多くありまして、 彼等の 家庭 は樂 しい 處 ではなく して 却て 苦い 處の やうに なって ります、 

待合 茶屋の やうな 不潔な 所が 繁昌 するとい ふの も畢竞 家庭が 不愉快で あるから であります、 日本の や 

うな 夫婦 相 和し、 君に 忠、 父母に 孝と いふ 敎の唱 へられる 圍 でありながら、 そこに 眞 個の ホ— ムは無 

くして 反て 「爾曹 の 父 をに くみ、 面 曹の母 をに くみ、 爾督の 兄弟 をに くむに あら ざれば、 我よ き；？； R 子 
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に あ らす」 と敎 ふる 基督 敎の行 はれて 居る 西洋に 眞 正の ホ ー ムの あると 云 ふの は實に 不思議の ことで 

あります、 そこで 如何にして 日本人の 家庭 を 造り 直すべき かとい ひます と 其方 法と て は 一 つも ありま 

せん、 心の中に 一致 和合の 泉がない から 家庭に 平和の 來 よう 害がない、 それならば 西洋に て は 何故に 

ホ ー ム が 整って 居る かと 云 ひます に 之れ はこれ まで 多くの 人が 眞理 のために 殺され、 多くの 子供が そ 

の爲 めに 勘當 された 結 某でありまして、 之 は 初めから 今日の 如くあった のではありません、 家庭 改良 

の 祕訣は 家庭の 平和に 優りて 眞理其 物 を 貴ぶ 事であります、 此精祌 なくして 幸， 幅なる ホ ー ムは迎 も 得 

られ ません、 國 家の 改良 も 同じ 事であります、 治國平 天下 を 最大 目的と する 者 は國に 最も 忠なる 者で 

はありません、 眞 正の 愛 國者は 平和よりも 眞理を 貴ぶ 者であります、 コ a ムゥ ヱルの 如き、 ヮ シン ト 

ンの 如き、 グラッドストンの 如き は 皆な 斯う 云 ふ 人で ありました、 吾々 は 利益に 目 を 留めて はなら な 

い 計りで なく、 平和に 目 を 注いでも なりません、 眞理 一途の 人の みが 眞 個に 國家を 改造す る ことの 出 

來る 人であります。 (井口 喜、 源 治 筆記) 

第二 囘 眞理の 特質 

昨日 は 眞现と 云 ふ もの は 眞の理 であって 叉 中心 の现 である、 眞理 の 應用 に ば か り 注目す る は 退歩す 

る わけで あつ て 11 興 理其物 を 目的と する は 進歩す る わけで ある、 應用を 目的と する 者 は 俗人であって 眞 

现其 物に 注目す る 者 は 非 俗人で ある、 叉社會 家族 並に 國家を 改革 せんと 欲 ふ 者 は 眞理其 物に のみ 着目 

しなければ ならない とい ふ 事 を 御 話 致し ましたが、 今日は 如何にして 眞理を 得ん か、 眞理は raK して 得 


られる ものである かとい ふ 事に 就て 述べ ようと 思 ひます。 

^の 中に 隨分 之れ は眞理 である、 正義で あると 思っても それが 反て 理で 無い 事が 澤 山あります、 

例へば 西 野 文 太 郞が森 文部大臣 を 刺した 時に 彼 は 正義 を 行った 事と 信じました、 伊庭 想 太郞が 星"：： 了 を 

刺し ましたの も眞理 の爲め 正義の 爲め であると 信じた ので ありませ う、 叉 人が 私供に 申します こと は 

「あなたが 自分で 眞理 であると 信じて 居る こと も實は 自分 免許の 3 具理 であって、 若 も あなたが 年少 さ 

い 時より 佛敎 信者の 家庭に 育てられて 佛敎の 書 を讀ま れ た ならば 佛敎 信者 に なられた に 相違ない、 あ 

なた の 基督 敎を 信じた の は あなたの 境遇に よって さう なられた ので ある」 と 云 ひます、 しかし 若し 廣 

理が 境遇に よって 支配 さる、 ものである ならば それ は眞理 ではありません、 眞理 の廣理 たる わけ は眞 

理の 外に 何にも 證明を 要さない からであります、 若し 私共が 2+2  =  4 とい ふ 眞理に 達し ますれば それ 

以上の 證明 はいりません、 その 時 は 私共の 腦と 心と 私共の 全體 とが 之れ に 同意 を 表します、 属 理 とい 

ふ もの は 在りの ま、 の もの、 清く して 而 かも 深く、 清き 心 を 以て 見れば 誰に でも 分かる もので ありま 

す、 何故に 眞理 なる か、 透明に して 單純、 之に よれば 何れの 疑問 も解釋 する ことが 出來 るからで あり 

ます、 世の中に は 非常に 困難して 渐くサ ット其 信仰 を 維持して 居る 人が あります、 さう いふ 人の 額 を 

見ます と 常に 心配 さうな 顏付 をして 今にも 其眞理 がく づれ はしない かと 心配して 居る やうであります 

然し 3 呉に 眞理に 達する こと を 得ました 人 は 悠然として 安心して 居ります、 其 時 は 自分が 眞理を 持つ の 

では 無くし. て 眞理が 自分 を 持ち、 自分が 眞理を 抱 へ るので なくして 眞理が 自分 を か、 へ て くれる ので 

あります、 叉 世の中に は 眞理を 指して 幽邃 玄妙な ど 云 ふ 人が ありまして 如何にも 眞理と は 木の 下で も 

く  つ て ゆく 細路の やうな ものであって 普通の 者に は 知れに くい 所の ものの 樣に 思って 居る 人が あり 

明治 三十 四 年  ニー 一七 


ます けれども、 眞理と は 大道であって 細道ではありません、 眞理は 誰でも 行く ことが 出來、 叉 何處に 

でも 應用 する ことが 出来る ものであります、 これ は 日本人に 適した 道德 であると か、 これ は 今 曰に 適 

した 主義で あると いふ やうな もの は眞理 でありません、 眞理と は 何れの 時代に も 何れの 國 にも 應 用す 

る ことの 出来る ものであります。 

叉玆に 眞理の 攻究に 於て 大に 吾々 の參考 になる ことがあります、 それ は 何んで あるかと 云 ふに 之 は 

世界 の 舆 論と 云 ふ 者で あります、 こ れは 世界 の 舆 論で あります、 英國叉 は 米國の 舆 論で はありません、 

世界の 輿論と は 人類に 歷史 有って 以来 *1 に顯 はれた 偉人、 大 英雄の 輿論であります、 是 等の 人達 は ど 

う 云 ふ 事 ふ 信じて 居った か、 是れ 吾々 の 知らねば ならない 事であります、 英 國の大 政治家 ピットと 云 

ふ 人 は 申しました、 「偉人の 言葉 は 有力なる 議論な り」 と、 ソ クラ トス、 プラト ー、 コ II ムゥ エル、 

ル ー テル、 ヮシ ン トンな ど 人類の 歷史に 大關係 を 有った 人の 言うた 事、 信じた 事 は 大抵 眞理 でなくて 

はなり ません、 若し 私共の 持 說が是 等の 人々 の 人生観と 異 つて 居ます たらば 私共 は 犬に 自己に 顧みて、 

深く W び 私共の 所信 を檢査 致さなければ なりません、 之に 反して 若し 幸に して^ 共が 彼等の 信ぜし 通 

りに 信す る 事が 出来ましたならば 私共 は 犬に 安心して 宜ぅ 御座います、 私共 は 古人に 對 して 深き 尊敬 

の 念を懷 き、 彼等の 信仰に 依て 私共の 信仰 を驗 めさねば なりません。 

眞理の 第三の 試驗 石は實 行であります、 學 問を修 むれば 眞理は 得らる k 者で あると 忍 ふの は 間違 ひ 

であります、 眞理 は大學 にも 大學院 にもありません、 斯う 云うて 私 は 學問を 見下げる 者で はあり ませ 

ん、 然しながら 實 行に 由ら すして 發見 する ことの 出来る もの、 又は 知て 直に 善行と なって 現 はる \も 

のでなければ 眞理 ではありません、 眞理を 哲學と 同視す るの は大 間違であります、 眞理は 眞理、 善行 


は 善行な どと 云 ふの は 未だ 眞理の 何たる 乎 1^ 知らない 人の 言であります、 賺遞 なる 心、 潔，：： なる 精神、 

寬大 なる 行爲、 是れ 皆な 眞理に 達する ための 必要 條 件であります * 樹は其 茶實を 以て 知らる、 眞现は 

其 結果に 由て 分ります、 常識に 則れる 善行 は 眞理を 判 分す るた めの 最も 正確なる 試驗 石であります C 

(井口 喜 源お 箪記) 

第三 囘 甚督敎 と眞理 

昨日 御 話 申しました 眞理の 要素に 基督教が 符合して 居る か、 基 #敎 は して 眞现 であるかと 考 へて 

見ます と、 基督 敎は單 純で 明， 曰なる 宗敎 であると いふ こと は 誰も 能く 知て 居る ことで あると 思 ひます、 

釋迦牟 尼と いふ 人 は實に H ラ ィ 人であって 佛敎 は實に 宏大なる 宗敎 であります、 然し 佛敎 について 誰 

も 異論の あるまい と 思 ひます こと は 佛敎と は 甚だ 複雜 したる 宗敎 であると 云 ふ 寧であります、 例 へ ば 

鐵 瓶が こ 、 にある として 之 を 有る と 思 ふの も 間違で あると 云 ひ、 無い と 思 ふの も 間遠で あると 云 ひ、 

有る が 如く 無き が 如く 考 ふるのが 眞理 であると 申して 居ます、 有る と考 へる のが 小乘 で、 無い と考へ 

るの が 大乘の 人口で、 有る でもな く 無いでも ない と考 へる のが 大乘の 奥の手で あると 云ふ桌 であり ま 

す、 丁度 八蟠の 森へ 入った 樣な もので 何方へ 行って い k か 分りません、 井上 博士が 佛敎が 宏大なる 宗 

敎 である こと は其經 文の 多い ので 分る、 基督 敎の淺 薄なる の は其經 典が 只 一 冊し かないので 分る と 申 

されました けれども、 是れ 複雑と 深遠と を很 同した 說 であります、 祌は 愛也、 一， I  i*- Icve.  一一； n 紫と 

して は 僅に 三つ、 これほど 單 純な 言葉はありません、 併し 又 これほど 深い 言葉はありません、 宇 {.H を 
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盡 しても 此 言葉 を 入れ 盡す審 は 出来ません、 祌は 愛で ある、 とい ふ 何れも 實に 深い 重い 言葉で あ 

ります、 基督 敎と は斯 くも 單純 明，； n なる ものであります。 

さて 基督 敎に 就ての 世界の 舆論は 如何で ある 乎と 申します るに、 基督 敎 ほど 昔から 今日に 至ります 

まで 世界の 偉人の 贄同を 得た 宗教はありません、 若し， にコ £1 ムゥ H ルが 無い と 致しましたならば 今 

日の 英國 はない のみなら す、 今日の 米 國も亦 今日の 日本 も 無いで ありまし たらう、 コ ロム ゥ H ルは實 

に 世界的の 大人物で ありました、 然しながら 此人 をして 斯 くも 偉大なる 者たら しめし 者 は 何で ありま 

したら う、 コ。 ムゥ エルより 彼の 基督 敎を 取り除いて 御覽 なさい、 彼 は 殆んど 無い 同然の 人で ありま 

す、 基^ 敎と コ n ムゥヱ ル との 關係は 精神と 肉體 との 關 係であります、 基督 敎 なくして コ n ムゥ ヱル 

はありませんでした 0 

叉 グラッドストン を御覽 なさい、 彼 は實は 政治家で はない のであります、 彼 は實は 基督 敎の 傳道師 

であった のであります、 彼 は 其 全身 全力 を英國 のために 捧げた ので はなく して、 之 を 基督に 獻 げたの 

であります、 基督 を 離れて グラッドストン は 論ぜられません、 彼に 取りまして は 基督 は 彼の 善行の 都 

ての 原動力で ありました。 

又 ダンテの 如き 詩人に 於き ましても、 ラフ ァ H ル、 アン ゼロの 如き 美術家に 於き ましても、 文明 I 

界の 第一 流の 人物の 最大 多數は 基督 を 救 主として 仰いだ 者であります、 叉フラ ンクリ ンゃジ H ファソ 

ン の やうに 基督 信者と は稱 ふべ からざる 人で も 基督の 人物に 對 して は 皆な 非常の 尊敬の 念 を 懐いた 者 

で あります、 若し 偉人 の 輿論 の みが 眞理 を定む る もので あります るなら ば 基督 敎 の 眞理 たる は 何人も 

疑 ふことの 出来ない ことであります。 


叉 第三の 實 行の 點に 就て は 如何にと いふに、 日本に 於て 何れの 地が 最も 腐敗して 居る 乎と 云 ひます 

るに、 神社 佛閣の 盛なる 地 ほど 腐敗して 居る 所はありません、 例へば 下 總の成 田で あると か、 尾 張の 

熱 田で あると か、 5: 勢の 山 田で あると か、 讚 岐の金 比羅、 信 濃の 善 光寺な ど、 祌佛が 盛 なれば、 盛な 

る ほど 其 土地 は 腐敗して そこに 淫蕩の 風が 盛に 行 はれて 居ます、 信仰 は 道德と 併行す ベ きもので ある 

のに、 神怫の 場合に 於て は 二つの 者 は 逆行して 居ります、 今日の 基督 敎は 如何に 腐敗して 居ましても 

ま さ かに 其會堂 附近 に 妓樓の 設置 を 許す ま で に は 腐敗し て 居りません、 道德と 離れて 研究 の 出 來る宗 

敎は 決して 眞 個の 宗敎で はありません、 清き 心と 潔き 行爲に 由る にあら ざれば 到底 解す る を 得ない 者 

でなければ 眞 個の 宗 敎と稱 ふこと は 出来ません、 *1 に は 能く 神の 存在が 解らない、 基督の 神性が 分ら 

ない とて 私共の 所へ 質問に 來る 人が 度々 あります が 斯う 云 ふ 人に 對て 私共の 答 ふべき こと は 「雨の 行 

爲を 改めよ」 との 一 言であります、 自己 を愼 み、 利 慾の 念を斷 ち、 心の 穢れを 洗 はんと 努 むる にあら 

ざれば 基督教の 眞理は 分る ものではありません、 基督 敎は 理窟 を 以ての み 分る ものではありません、 

是 れ 其眞 理な るの 最も 明， 曰なる 證據 であります、 さう して 亦 基督 敎を 理解して 其 人 の 行爲に 大變動 の 

来らない 理由はありません、 基督 敎に 於て は 信仰と 行 爲とは 同 一 物であります。 

單 純で、 明白で、 世界 偉人の 奥 論であって、 亦 之を學 ぶに 高潔なる 行爲を 要する 井い 督敎は 宇宙の 眞 

理 でなくて はならない と 思 ひます。 (井口 喜 源 治 筆記) 

^！^末 「講演 餘錄」 中の 「入信 日記」 參 gi—：i 者 
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基督 敎の 信仰 

日本 園が 改築 せらる i 時 は 日本人の 多数が 基督 敎を 信す る 時で ある、 此 事に 就て は 吾等 は 一 點の疑 

ひを懊 かない。 

然しながら 日本人が 基督 敎を 信す ると は 彼等が 宣教師 や 牧師から 洗禮を 受けて 令の 基督 敎會に 人る 

と 云 ふこと ではない、 洗 禮を受 ると 云 ふこと、 基督 敎を 信す ると 云 ふ 事と は 全く^ 物で ある、 余輩の 

見 1 つ 聞く 所に 依れば 洗禮を 受けて 立派な 敎會 員で ありながら 無神論者 も敢 てし ない 事 をす る 人が 澤 

山 ある、 善く 基督教の 何たる 乎 を 究めないで 基督 敎 信者 (所謂) となった 者 は澤山 ある、 故に 今日の 

所では 此國に 在て 基督 敎 信者で あると 云 ふ 事 は 其 人に 取て 決して 名譽 ではない、 彼が 敎會 員で あると 

云 ひて 彼 を 信じて 彼と 事 を 共に する 時には 酷い 目に 會ふ 事が 度々 ある。 

基督 敎を 信す ると は先づ 第一 に 基督の 行 爲に傚 ふと 云 ふ 事で ある、 基督 は 怒らなかった、 基督 信者 

たる 者 は 怒って はならない、 基督 は 謙遜であった、 卽ち 己れ 祌の 子で ありながら 僕の 貌を とりて 己 を 

卑 うして 人の ために 盡 した、 吾等 も 此心を 有たなければ ならない、 彼 は 勤勉であった、 彼は勞 働を以 


て 恥と 爲し給 はなんだ、 吾等 も 彼に 傚 ふて 善く 倒かなければ ならない、 懶惰は 基督 信者に 取て は弱點 

ではた くして 罪惡 である、 基督 は 亦 柔和であった、 此點に 於て は 彼 は 殆んど 女の 如くであった、 彼の 

愛 は實に 婦人の 愛に も 勝った (撒 母 耳 後書 一 章 一 一六 節)、 吾等に も 彼に ありし やうな 女らしい 所がな 

くて はならない、 女らしい と は 勿論 女々 敷い と 云 ふ 事で はない、 吾等 も 基督の やうに 感情が 鋭敏で な 

くて はならない、 に 富まなければ ならない、 溫き 同情の 涙に 溢れなければ ならない、 是が 基督の 

やうに 婦 らしい 事で ある、 此 心がなくて は M ライ 政治家に も 又 軍人に もなる 事 は 出来ない、 泣く こと 

の 出来な い 人 は 基督 信者で はない。 

吾等 は 勿論 今日 直に 基督の やうな 完全の 人と なる 事 は 出来ない、 基督 信者と は 勿論 完全の 人と 云 ふ 

意で はない、 然しながら 彼 は 完全 を 追 ひ 求む る 人であって、 彼の 不完全 を 常に 慨く 者で ある、 悔改と 

は 實に此 悲歎の 心 を 云 ふので ある、 基督 信徒、 一名 之 を r 悔ひ 改めた る 罪人」 と 云 ふ 事が 出来る、 翠 

に 過去の 失敗 を I む 計りで はない、 自己の 罪 性 を 歎く ことで ある、 歎いて 神の 宥恕を 乞 ひて 其 靈を受 

けて 罪 を 癒されん こと を sl^, むこと である、 此 悲歎と 欲望と がな くして 如何なる 人 も 基督 信者と 稱ふ事 

は 出来ない、 我 は 義人な り、 我 は 心に 一 點の.仄しき所なき者なりと誇る人は加^:人又は義人でぁるかも 

知れない が 基督 信者で はない。、 

基督 かやうな 人になる ことで ある、 是れが 基督 敎を 信す ると 云 ふ 事で ある、 基督 敎を 學 的に 攻究 

すると 云 ふこと ではない、 基督 敎學 者と なると 云 ふ 事で はない、 基督 敎の 眞髓を 探って、 怫敎、 儒道 

其 他の 宗敎 を駁擊 すると 云 ふ 事で はない、 勿論 亦 敎會の 儀式 を 落度な く 守る と 云 ふ 事で もない、 多く 

の 場合に 於て は斯 かる 事柄が 基督 敎 である やうに 思 はれて 居る、 然し 決して 雨う ではない、 宗敎と は 
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ん である 耶、 豫言者 ミカ は此 問に 答へ て 曰 ふた、 

エホバの 汝に 要め 給 ふ 事 は 唯 正義 を 行 ひ、 憐澗を 愛し、 謙邏 りて 汝の祌 と 偕に 歩む 事なら す や、 

(米 迦書六 章 八 節) 

洗禮 ある も、 晩餐 式 ある も、 堅信禮 ある も、 信仰 箇條 ある も、 若し 是れ なくば 宗敎 はない、 是れ常 識 

である、 然しながら 多くの場合に 於て 人に 信ぜられない 事柄で ある、 宗敎と 云へば 何やら 秘傳で も 

ある やうに 思 はれて 居る、 何に か 普通 道德の 代理 をす る 者の やうに 思 はれて 居る、 神社 佛閣に 參詣す 

れば それで 淫行 を 行しても 博 突 をな しても 可い やうに 思 ふて 居る 人が ある、 故に H ライ シャ、 ムルフ 

ホ ー ドと云 ふ 學者は 「基督 敎の みは 宗敎 ではない」 と 云 ふた、 卽ち 基督 敎の みは 道德の 代理 をす る 者 

ではない、 との 意で ある、 實に 適切の 言で ある。 

然しながら 單に 善行 をな すの みが 基督 敎 ではない、 基督 敎は 道德 以外の もので はない が、 然し 道德 

のみで はない、 若し 雨うならば 基督 敎は 儒教と 同じ ものである、 井&督 敎是れ 高潔なる 道德 なりと 云 ふ 

者 は 未だ 基督 敎の 何たる を 知らない 者で あると 思 ふ、 斯う 云 ふて 基督 敎は 何にも 道德の 「ェ 風」 を敎 

ゆる 者で はない、 r ェ風」 と は 不自然の ものである、 卽ち 人の 搏へ たもので ある、 若し 禪宗 が膽 カ毅 

鍊のェ 風で あるならば 基督 敎 はそんな もので はない、 道德 ではない、 亦 道 德のェ 風で もない、 基督 敎 

は 道德 の 精神であって 其 根源で あ る 。 

仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 溫柔、 撙節、 是れ 皆な 是を 目的と して 達し 得らる & もので はない、 是れ 

皆な 聖書に 所謂る 「靈の 結ぶ 所の 菜」 であって、 之 を 完全に 行 はんと 欲すれば 先づ 心の 狀 態から 直し 

fe と Z ヽ  し *0,- へ 

て 行かねば ならない ので ある、 人 は 素々 神の 僕と して 造られた る 者で あるから 彼が 人た るの 本分 を完 


全に 盡 さんと 欲すれば 先づ僕 (神の) たる 彼の 本来の 位地に 立戾ら ねばならぬ 者で ある、 唯 善人に な 

りたい とい くら 焦慮つ て も 彼 は 善人と なること は 出来ない、 偶々 修養の 結果と やらで 彼が 善人に なつ 

たと 思へば 彼 は 自分 の 高 德を誇 る 高慢 の 人と なった ので ある、 無祌 論者 の 道德が 道德の 如くに 晃 えて 

實 は道德 でな いのは 少しく 事理に 通じた 者の 能く 知る 所で ある、 眞 正の 道 德は 絕對 者に 對 する 吾等の 

心の 態度より 來る 者で ある、 雨う して 基督 敎とは 人の 心 を 此正當 の 態度に 還さん とする 者で ある。 

斯く する ために 基督 敎は 人に 罪の 源 因 を吿る ものである、 蜜 書が 吾等に 敎 ゆる 所に 依れば 罪なる も 

の は 決して 天然の もので はない、 若し 之が 天然の もので あれば 之 は 罪で はない 害で ある、 罪と は 人の 

良心と 深い 必然の 關係を 有つ もので、 之 は 彼が 犯した もので なければ ならない、 卽 ちそれ が爲 めに 彼 

が 罰せられる 可き 者で なければ ならない、 然しながら 彼 は 如何して 罪 を 犯す に 至った か、 彼 は 罪 を 犯 

し 度く して 之 を 犯した ので ある 乎。 

基督 敎は此 問に 答へ て 云 ふ、 人 は 罪 を 犯せり、 而 して 罪 を 犯せし が 故に 彼 は 罰せら るべ し、 然しな 

がら 彼 は 罪 を 犯す 前に 之 を 犯さ る を 得ざる に 至れり、 卽ち彼 は 神 を 離れ、 神より 獨立 せり、 是れ彼 

が 罪 を 犯す に 至りし 所以な り、 と、 罪惡 問題 は實に 人生の 最大 問題で ある， 都ての 道德も 宗敎も 政治 

も、 亦た 能く 探究して 見れば 醫學も 法律 も 文學も 皆な 此 問題 を解釋 せんた めに 起った ものである、 如 

何に して 人 をして 罪 を 犯さ るに 至らし めん 乎、 世に 是 より 重大なる 問題 はない、 爾 うして 基督 敎は 

大膽 に、 明 A に、 歷 史的に、 事實 的に 此 最大 問題に 對 する 答案 を與 へたので ある。 

人が 罪 を 犯す の は 彼 は 之 を 犯さぐ る を 得たい から 犯 十ので はない、 彼に 肉體 なる ものが あって、 之 

が 彼の 靈に 逆って 彼に 罪 を 犯さし むる ので もない、 人 は 素と 罪 を 犯す の 必要が あった 者で はない、 亦 
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令 日 も 之 を 犯す の 必要が ある もので はない、 今や 義人 天下に 一 人 もな しとて 我れ 適當の 道に， E て 我れ 

惟り 義人た る を 得ない 现由 はない ので ある、 我 は 天に 父なる 神の 在る の を 忘れ、 我れ 惟り 我が 意志の 

能力に 由て 大聖 人と なる を 得べ しと 信じた のが 抑々 誤謬の 開始な ので ある、 我 は 人 なれば 祌に賴 るべ 

き 者で ある、 彼の 靈を 我が 心に 受けて 始めて 善人と なり 得る 者で ある、 若し 我が 我意 を 張って 我は縱 

.  みづ 

令 神たり と雖も 其奴 僕と はなら じと 威張る とも、 悲 かな 我 は 人に して 祌 にあら ざれば、 我は自 から 獨 

力で 純潔なる 人と なること は 出来ない、 人 は 人た るの 態度に 還って、 初めて 人ら しき 人と なる 事が 出 

來 るので ある、 基督 敎の敎 ゆる 所は實 に是れ 丈け である、 學 ぶに 至て 困難なる やうに 兄え て實は 至て 

容易で ある。 

基督 敎は 罪の 源 因 を 明に すると 同時に 亦 其 f 殳 除の 途を 供へ る、 一 度び 罪 を 犯した るぎ は旣に 精神 上 

の 病人で ある、 彼 は 唯 だ 心に 罪 を 憎んだ 丈け で 罪から 脫 する 事 は 出来ない、 否な、 彼 は 旣に眞 個に 罪 

を泔む ことの 出来な い 者と なった、 彼 は 今 は 罪に 苦む 者で は あるが 之 を 取 去る ことの 出来な い 者で あ 

る、 罪の 結果 を 憎む 者で、 罪 其 者 は 反て 之 を 慕 ふ 者で ある、 罪 を 慕 ふて 而 うして 之より 免 かれんと す、 

是れが 人生の 悲劇で ある、 兹に 於て か 躓 罪の 必要が 出て 來 るので ある、 卽ち 罪より 我等 を 引上げ、 吾 

等が 今 慕 ふ 所の もの を 憎まし め、 罪 其 物に 對 して 非常の 憎 惡の念 を 生ぜし むる もの V 必要が 出て 來る 

の である。 

聰 罪と 云へば 何に やら 他の 人が 吾等の 爲 めに 罪の 賠俊 をし て 吳れて 吾等 自身 は 何にも 爲す こ と なし 

に 罪の 身の 儘に 永生に 人る ことの 出來る やうに 思 ふて 居る 人が 有る、 然しながら 是れ單 に 贖罪 を 文字 

通りに 解釋 してより 起る 誤 迷であって、 基 螯敎の 所謂 贖罪 (Atonement) なる もの は 決して そんな も 


ので はない、 英語の Atcllement と は At-cne-3ent との 意であって、 「二者 をして 一 ならしむ る」 

の 意で あると 云 ふ、 卽ち 人類の 罪惡に 依て 乖離せ る祌 とんと を W び 一 ならしむ る 或る 行動 又は 事實を 

指して 云 ふので あると 云 ふ、 それ は 兎に角、 基督の 晴 罪なる もの はこの 神人 和合 一致の 結果 を 生す る 

ものである 事 は 確かで ある、 基督の 十字架 上の 死 は 罪人 をして 其 罪 を 嫌 はしめ、 それが ために 彼に 取 

りて 今日まで 慕 はしかり し 罪 は 憎むべき ものと なり、 彼の 心に 一大 變動を 起して、 彼 をして 努めす し 

て 善 を 追求せ しめ、 惡を 避けし むる に 至る、 是れ 3： が 故に 然る 乎、 共现 由の 解 說は训 の 事と して、 共 

所謂 る 贖罪 力 の 絶大なる こと は數 -巧 干 萬 人の 實驗 に照らして 疑 ふ ベ くもない、 十字架 上の 基哲を ひぶみ 

見て 罪なる もの は 全く 吾等の 心より 消え 失する ので ある、 幾那劑 に. E て 熱が 下る よりも 速 かに、 莫雨 

比 湼劑に 由て 痛みが 去る よりも 確かに、 罪の 苦痛 は 基督の 死に 依て 取り除かる k ので ある。 

^故爾 う で ある 乎、 何故 基督 の 十字架な ど 云 ふ譯も 分ら な い も の に .m らな ければ 罪 は 除かれな い 乎、 

何故 人 は 自力 で 淸 潔， 门 の 者と なる 事が 出来な いかと 問 ふて 吾等 基督 信者 を 責める 者が あ る 。 

.£ 故 か は 吾等 は 能く 知らない、 之に 學 上の 解釋も ある、 病 现學ヒ の 解釋も ある、 生物 學 上の 解釋 

も ある (『求 安錄』 —本 全集 笫ー卷 —參考 )、 然しながら 何 よりも 確かなる もの は その 效某其 物で ある、 

w 故 幾 那が熱 を 冷す か、 未だ 病理 學 上の 疑問で ある、 然しながら 其 下熱 劑 たる は 誰も 疑 はない から、 

醫師も 素人 も 安心して 之 を 用 ふる、 吾等が 基督の 十字架 を 世に 勸 るの も 同一 の理 に. e るので ある。 

基督 敎を 信す ると は 基督に 依て 神に 還る ことで ある、 雨う して 神に 還る ことが 出来て ifi" 等が 始めて 

自由に 善 を爲す ことが 出來る やうになる ので ある、 祌、 基督、 善：：；：、 R 疋に 達する のが 基督教の 目的で 

ある、 其 他 は 都て 餘計 である、 洗禮！ 受けても 宜し、 受けす ともせし、 敎會！ 人っても せし、 入 
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むすと も 宜し、 法王、 監督、 牧師、 執事 …… 彼等 若し 基督 を說 き、 其榮 允を顯 はす 者なら ば 彼等に 聽 

け、 然れ ども 若し 然ら すば 彼等に 聽 かざれ、 彼等 も 同じ 人で ある、 彼等 は 罪を赦 すの 力 を 有たない、 

彼等が その 專有權 として 乎に 握れる 儀式 は、 其 物 それ 自身に 於て 何の 效カを も 有たない 者で ある、 吾 

等 は 彼等に 欺かれ ざるべし、 吾等 は 基督 に 行て ^等に 行か じ 〕 


基督教の 修養 


基督 敎 にも 修養なる ものが あります、 然し 是は 儒 敎ゃ禪 宗で云 ふ 修養と は 全く その 趣き を 異に 致し 

ます、 基督 敎 で 云 ふ 修養な る もの は膽 カ毅鍊 ではありません、 叉 喜 怒哀樂 の 情 を 自由に 支配す る と 云 

ふ 事で もありません、 或は 山に 立籠り、 或は 禪 寺に 入て、 身 を 責め、 慾 を 制する が 如き は 基督 敎の修 

養ではありません、 日本 や 支那で 修養と 云 へば 何に やら 凡人に は 出来ない ことの やうに S は， e て 居 ま 

す 力 基 I 敎の勸 むる 修養なる もの はそんな 不自然の 者で はあり ま， y,l。 

基督 敎の 修養 第一 は祈禱 であります、 是は 神と 偕に 在る 事であります、 或は 山に 登り、 流， e  二 臨み、 

或は 密室に 人て、 我が 心の 滿 腔の 感謝 を祌に 捧げ、 時には 亦 我の 悲痛 を訴 へて 神の 慰藉に 與 かる こと 

で あ ります、 我等 は 亦 友人と 共 に 祈る こと も あり ます、 又 稀に は 公會堂 に 入て 衆人と 共 に 祈る 事 も あ 

ります. 讚美 は义 我等の 祈禱の 大部分であります、 我等の 歡喜 心に 溢れて 我等 は 歌 はすに は 吾ら.^ ま 


せん、 祈禱と 讚美と は 神の 靈を 以て 我等の 心を充 たされん ための 修養であります。 我等の 修義 第二 は 

聖書 の 研究 で あ り ます、 我等 は 聖書に 由て 信仰の 糧を 得る ので あります、 基督 信徒 の 人生 觀 なる もの 

は 聖書に 於ての み 示されて 居ります、 或 人 は 基督 信徒 は 正道 を踐む 者で あるから、 何にも 必 しも 聖書 

計りに 賴る 必要 はない と 申します、 然しながら 是は 未だ 深く 聖書 を 研究した こ とのない 人の 云 ふ 事 

であります、 以賽 joi や、 何 西 阿や、 約 翰 や、 保 羅の傳 へた 事に、 釋迦ゃ 孔子 や、 プラト ー や、 シセ口 

が 夢に 見た ことの 無い 事が あります、 基督 敎の 人生観なる もの は 世の 聖賢 君子が 傅へ たものと は 全く 

^物でありまして、 我等が 聖書 を 探って、 其眞 理を發 見し ました 時には 丁度 n  a ム ブスが 新 大陸 を, 5- 

見した 時の やうな 心 持が する のであります、 r 耶和華 云 ふ、 我の 思念 は汝の 思念に あらす、 我の 道路 

は汝の 道路に あらす、 蓋 は 天の 地よりも 高き が 如く 我の 道路 は汝の 道路よりも 高し、 我の 思念 は 雨の 

思念よりも 高し」 と (以赛 亜 第五 十五 章 八、 九 節)、 卽ち 聖書に 示された る 神の 聖 意と 論語 や 孟子 や 

プラト ー の 『共和 論』 に 書かれた る 人間の 思念との 問に 天地の 別が 在る との 意であります、 「是 故に 

人 キリスト に^るとき は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新ら しく 作るな り」 と 保 羅は申 

しました 林 多 後書 五 章 十七 節)、 聖書 は 他宗の 敎 典に 較べて 見て 至て 短 かい 書であります、 亦 外 

見 上 至て 容易い 書の やうに 見えます、 然しながら 容易い やうに えます の は 其 文字 丈け であります、 

是を學 ぶの 困難 は 其 文字 や 理屈に あるので はありません、 聖書 研究 の 困難 は其俾 へん とする 眞理 の 奇 

異なる のに ほります、 基督 敎は 神と 人生と を 如何に 見る か 解って、 聖書の 研究 は 至て 容易で 且つ 非 

常に 面 {Z いもの で あ り ます。 

我等の 修養 第三 は勞 働であります、 勞働は 我等の 信仰 を 確かむ る ものであります、 亦 之 を 固める 者 
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であります、 勞働は 信仰の 實驗 であります、 基督 敎は祌 の眞现 でありまして、 人の ェ 風した 空想で あ 

りません から、 之 は是れ 日常の 生涯に 試みて 有效 なる 者でなくて はなり ません、 某 督敎は ゥ；. 小敎 

ではありません、 又 寺院 敎會 の宗敎 でもありません、 基督 敎は實 際の 宗敎 であります、 卽ち M: 儿を おに 

施し、 商に 施し、 ェに 施して 偉大なる 實效を 奏する 宗教であります、 勿論 之 を 施して 直に 金が 儲かる 

と 云 ふので はありません、 然し ながら 神の 眞理で あります か ら之 は：； y れ 正直なる 勞 倒と あれば 3- ,L の 

^勸に 施しましても 我等に 永久の 大滿 足を與 へ、 我と # と を 永久に ハ；| す る眞现 でなくて はなり ません、 

爾 うして 是れは 過去 二 千年間に 於け る 幾千 萬の 正直なる 人の 實驗に 依て 明かなる 事でありまして、 我 

等 も 亦 我等の 身に 於て 自身 此 世界 通有の 大露现 を 試め さなければ なりません。 

基督 敎を 信す る 農夫 の 修養と は 善く 忠實に 其 田 鬧を辩 す ことであります、 斯 くして 彼 は 始めて 某 i 

彭の眞 髓を識 る ことが 出來 るので あります、 彼は柯 にも 傳 道.！： となって、 特別に 基督 敎學 者と なる の 

必要はありません、 否な、 鋤 を 棄て神 學書を 手に する 者 は 返て 基督 敎を 忘却す る ものであります、 最 

も 善き 說敎 は敎會 の 講壇 にある もので は なくし て、 谷の 小川の 其邊り に樱 草が へ 、く 所 にある もの で あ 

ります、 雲雀の 聲を 善く 聞く 者はム ー デ ー ゃビ ー チヤ ー の 說敎を 聞よりも 幸福であります、 我等 は祌 

に賴ら すして 3： 審も屮 I 來 ません、 農な り、 ェ なり、 商な り、 若し 之 を 究め 見れ ば^な 是れ 神と 人との 

共同 事業であります、 斯くて 神と 共に 働ら いて 我等 は祌を 知り、 神と 偕なら ざる を 得ません、 某督敎 

は 到底 勞 働に 依ら ざれば 解らない 宗教であります。 

基督 敎の 修養！ 是 れ座禪 でもなければ、 讀書 でもありません、 基督 敎の 修養 は 祈禱を 以て 神と 交 

はる ことであります、 聖書に 於て 神の § 一 さ 曰 を 探る ことであります、 雨う して 其 後 は 田鬧ニ 於て、 ^ェ 


場に 於て、 乂は 帳場に 於て 祌 より 賜 はりし 能力 を赏 行す る こ と で あ り ます 、 M ん と 常識 に 適 ふたる 

又 何ん と 有 5 を な る 修養 法 では ありませ ん乎。 


信者 不信者 を 見分ける 法 


〇 信者、 不信者 を 見分ける 法 は 至って 易い やうで 實は 甚だ 困難であります、 能く 此見 分の つく やうに 

なる に は 多くの 信仰 上の 經驗が 要ります、 へ ：< 玆に 私が 知て 居る 所の 方法に 就て 少し 御 話 申し ませう。 

〇 先づ第 一 に 心に 留め置くべき こと は 洗禮を 受けた 者の 必 しも 信^で ない 事であります、 立派な 敎師 

より 立派な 冼禮を 受けた 不信者が 世に は澤 山あります、 卽ち 聖書 をも讀 みます るし、 敎會政 ュ山を も； 詰 

ります るし、 殊に 祈禱の 術に 於て は 甚だ 巧なる 人で 神の 聖意を 少しも 解ら す、 其 E 心 ふ 所、 爲す 所に 於 

て は 立派な 不信者が f に は澤山 居ります、 爾 うして 私共の 見る 所に 依り ますれば 斯う 云 ふ 人 は 反て 八，' 

口 の 敎會 に 於 て は 多く の 勢力 を 持 つて 居る 人でありまして、 亦外國 {ー=. 敎師 などに は特训 に 信用 をお か 

れて： 115 る 人であります、 故に 外見 上 立派な 信者の やうに 思 はれまして、 それが 爲に 多くの 正直なる 人 

の礙 となる. < -が澤 山あります、 故に 始めて 基督 敎を 信じた 人は此 「洗 禮を 受けた 不信者」 に 就て 非常 

に 注意し なけ わば なりません。 

〇 又 敎師义 は 牧師な りと て必 しも 信者で あると は 限りません、 獨逸國 に は祌を 信じない 牧師が あると 

, 明 洽三 十五 年  1 五 I 


は 曾て 聞き ましたが、 私共 も 基督 を 知らない 牧師 を 度々 此國に 於て 看た 事が あります、 其 奉す る 信仰 

は 至て 堅间 で、 其 雄 辯 は 全 會を壓 する に 足りて、 然 かも 信者で ない 牧師と 敎師 とがあります、 是れ亦 

私共 の大に 注意す べき 事で あり ます。 

〇 去らば. 5- 何して 信者 不信者 を 見分けん かと 申します るに、 是れは 到底 一 見して 分る 事で はあり ませ 

ん、 私共 は 能く 其 人の 主義 信仰 を考 へ、 其 人の 日常の 擧 動に 注意し、 能く 其 人が 永の 間取り 来りし 生 

涯の 方針 を 究め 見て 始めて 其 人が 信者で あるか、 不信者で ある 乎 を 略 ぼ 見分ける ことが 出來 るので あ 

ります。 

〇 先づ第 一 に 好んで 架 書を讀 またい 者 は 基 誓 信者ではありません、 聖書 は 神の 言葉であります から 神 

を 信す る 者 は 必す喜 んで之 を讀む べき 害であります、 何にも お 交際 に 之 を讀む のではありません、 何 

にも 宣教師 を歡ば せんた めに 之 を讀む のではありません、 實 に 娥ぇ渴 く 如く 祌 の 義を慕 ふの 心 を 以て 

之を讀 むので あります、 亦 I に は 批評 學 研究の ために 聖書 を讀む 人が あり、 亦 古代史 研究の ために 之 

を 縮く 人が あります るが、 然し 是れ 皆な 聖書 を 愛護し、 敬讀 する 人ではありません、 聖書 を讀 むこと 

が掛 くして 聖書 以 外 の 宗敎 書類 を讀む ことが 多くなる 時に は 大抵 其 人 の 信仰が 冷え 屮 I した 時で ありま 

す、 聖書に 就て 語りまして、 聖書 其 物に 深き 注意 を拂 はない 者 は 大抵 は怪ぃ 信者であります。 

〇 第二に 祈らない 者 は 基督 信者ではありません、 尤も 世に は 祈禱の 上手な 信者が あります、 官； 敎師學 

校の 信者な どで 特別に 祈禱の 稽古 をした 信者が あります、 然し 彼等の 祈禱 は祈禱 ではありません、 彼 

等 は 人に 聽 かれんた めに 祈る のでありまして、 神に 聽 かれんた めに 祈る のではありません、 故に 祈禱 

の 上手なる 人 は 反て 不信者と 見て 宜 いと 思 ひます。 


〇 然 しながら 眞 正に 祌を信 する 者 は 祈らす に は 居られません、 人の 前で 聲を 揚げて は 祈らない 乎 も 知 

れ ません、 然しながら 獨り 密室に 居ります る 時 か、 或は 友と 森林に 逍遙し まする 時 か、 或は^ 人の 枕 

邊に 於て、 或は 繁劇の 執務 最中に 於て 彼 は 度々 心 を 開いて 神の 祝 幅 を 祈ります、 斯くて 祈禱は 秘密の 

ものであります から、 私共 は 服に 之 を 目撃して 人の 信、 不信 を 定める こと は 出来ません、 コ &ムゥ VI 

ルの 祈って 居る 所 を 見た 人 は 唯 だ 一 人であった そうです、 ワシントンが 雪中に 獨り 跪いて 彼の 國 のた 

めに 祈って 居る の を 見た 人 も 特^に 彼の 擧 動に 注意して 竊 かに 彼の 跡 を 尾いて 行った 彼の 兵卒の 一 人 

のみであった さう です、 故に 私共 は 或 人の 祈る の を H 擊した 事がない とて 其 人の 信 不信 を判斷 して は 

なりません a 

〇 然しながら 祈る 人に は 祈る 人の 態度が あります、 能く 彼の 容貌 を 察し ますれば 彼 は 其處に 何に やら 

祈 禱の跡 を 留めて 居ります、 彼 は 何ん となく 天の 方 を 仰いで 居ります、 彼の 吸に は 何に やら 希 tlji! が あ 

ります、 彼の 一 體の 態度に 「或る 者」 に 依頼す る 所があります、 彼の 一一 一一 11 語に 謙遜の 辭が 多くありまして、 

彼の 擧 動に 自己の 能力に 誇る 所が 少しも ありませ む、 卽ち 彼の 全體 が祈禱 でありまして、 私共 彼が 聲 

し. 5/ ヽ  .T  i 

を投て 祈る の を 一 囘も聽 きませんでも、 確かに 彼が 置 次 祈禱の 座に 近づく の 人で ある こと を覺 ります。 

〇 第三に 基督 信者 は 他人の 惡事を 語る こと を 好みません、 是れー に は 聖書の 特別なる 敎訓に 由る ので 

あります るが (馬 太 傳七章 一 節、 羅馬書 一 一章 一 節、 同 十四 章 四 節、 雅各書 四 章 十 一 節 等參考 せよ)、 

然し それの みではありません、 彼 は 神 を 知りて より 彼 自身の 懦弱に 就て 憶 ふ 事が 餘 りに 多くな り まし 

た 結 として、 彼 は 他人の 惡 事に 眼が 屆 かなくな りました、 世に は 能く 「基督 敎の 教師 程 能く  3-^?  it 

妹の. 惡事を 語る に 巧なる 者 はない」 と 云 ふ 人が あります が、 是れは 矛盾の 極でありまして、 若し 世に 
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そんな 敎師 があります るなら ば、 彼 は敎師 でも 信者で も M ん でもない のであります、 兄； as の 祕密を 探 

り、 之をー^！？るの故を以て第 一 の快樂 となす 教師の ある こと は 實に悲 むべき 事であります、 勿論 他人の 

事に 就て 3： にも 一 切語ってはならなぃとは！^：書に誠めてはなぃと思ひます、 公人の 公的 行爲に 就て 公 

正 の 批評 をドす こと は 決して 惡 い 事で はない と 思 ひます、 然しながら 其 私的 祕密 を發 き、 之 を- 稠座 の 

前に 於て；.^ i る こと を 以て 少しも 恥ぢ ざるの みならす、 反て 此事を 爲すを 以て 快樂 となす が 如きに 至て 

は 之を墮 落の 極と 一一-一 3 はなければ なりません、 詩篇の 第 一 篇に 「嘲け る 者の 座に すわらぬ 者 は 幸 ひなり」 

と 書いて あります が、 私共 若し 兄： 姉妹の 惡事 祕密を 喜んで 語る 人が ありましたならば、 彼 は縱八 P 敎 

師 であら ふが、 祌學 者で あら ふが 私共 は 直に 其 席 を 去るべき であると 思 ひます、 是れ實 に 罪 惡 の巢で 

あります、 * 督の 在す 所ではありません U 

〇第闪に基督：一:^者は人を憐む者でぁります、 神 は 憐憫に.； £ み 給 ふ 者であります から、 祌を 信す る 者 は 

亦 憐潤深 い 者でなくて はなり ませむ、 他ん の 困つ て 居る の を 兄て い-, t ぶ 者 は、 確に 惡魔 の 子供 で ありま 

す、 兄弟の 苦境に 陷 りしに 乘 じて 更に 彼に 苦痛 を 加 へん と 欲 する おは 確に 其 人 が 基督 信者 で な い g ほ據 

であります、 「闹 Jgl の 父の 憐 偶なる が 如く 亦 憐憫 を爲 すべし」 (路加 傅 六 章 三 六 節) と は 聖書 を 一 赏す 

る 精神でありまして、 此 精神な くして は 如 M に 深遠なる 祌學 者で も 其 人 は 基督 信者で あると は 申され 

ません、 竹て 或る 信者が 或る 有名なる 基督教の 敎師を 評しまして 「あの 先生の 最も 悅 ぶこと は 他人の 

苦しむ のを兒 る 事です」 と 申し ましたが、 n-pi れ實に 其 先生に 取ての 最大の 不名譽 でありまして 弱き 信 

者の 一人 をして 此 聲を發 せしめし 此 先生 は 未だ 基赞 の 心 を 有た ない 人 で あると 言 はなければ なり ませ 

んリ 


〇 曾て 聞きました 事に、 かの 明智 光秀と 云 ふ 人 は 毎朝 必す雀 一羽 を拈り 殺しまして、 彼の 心に：； i する 

慈悲心 を 打消さん と 致した さう であり ますが、 私共 若し 人に 對 して 慈悲 深 からん と 欲し ますれば 勢 ひ 

必す 無言の 禽 徵に對 しても 慈悲 深くなくて はなり ません、 故に 牛馬 を 虐待す る 者、 好んで 遊戯の ため 

に 銑 獵に從 事す る 者 は 基督の 心 を 有たない 者で あると 首 はなければ なりません、 詩人 カウ パ ー の詞に 

「我 は 思慮な く 蟲嶁を 踏み 殺す 者 を 我が 友人の 中に 加へ ない」 と 云 ふ 言が あります が、 私共 も 生物に 

對 して 同情 を 表 はさない 人 は 之 を 基督 信者の 中に 箅 へない でも- H しからう と m 心 ひます。 

〇 第五 に 働か な い 人 は 基督 信者 ではありません、 勒^ は 基督 信徒た る の 最も 著明な る 特徴 で あ ります - 

世に 懶惰； ^者なる 者が あります が 彼 は 信者ではありません、 基督 敎を 信じた るの 故 を 以て 普通の 勞働 

を廢 して 外國宣 敎師 の 通 辯 人 になったり 又 は 神學を 修め て 條道師 にならん と 欲する 者の 如き は 大抵 は 

怪しい 信者であります、 基督の精祌は勞卿の精祌で^^りますから、 基督 を 信じて 勞 働を廄 する 现. m は 

ありませ む、 基督 敎を 信す る や 否や、 農 を 止め、 商 を 魔して 所謂 敎役 事業に 從事 せんと 欲する 者に し 

て 確實 なる 信仰 を 懐く 者 至 て！！ く、 亦た 斯う 云 ふ 人で 永く 續 い て敎役 事業 に 從 事し て- るお は： だ it 

くあります、 農工 商の 高尙 なる 職業 を 放棄して、 敎師、 傳道師 の 比 絞 的に 平易なる 職に 就きし 者 は 多 

く は 復た傳 道の 職を歇 めて、 銀行員で あると か、 外國 商館の 番頭で あると か、 仲賈 商で あると か、 更 

に 一 層 平 にして 不生産的の 職に 就く 者であります、 斯う 云 ふ 實例は 私共の 澤山 HHif する 所で ありま 

して、 其 人達に 取り 實に氣 の 毒の 極 で あります U 

〇 以ヒは づ 私の 今日 思ひ附 きました る 信者、 不信者 を 見分ける.： 點 であります、 甚督 信者 は 酒 を 飲 

まない 者、 堙草を 吸 はない 者で あると か、 世 問に は 禁酒 禁煙 を 以 て 基督 信徒た る の 特 兆で ある やうに 
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田 あ ふ 人が あります るが、 それ は間逮 いで あると 思 ひます、 飮酒樊 煙 は 之 を 罪惡と 見做す 事 は出來 ませ 

ん、 友人 を 罪に 陷れ るの は 罪であります るが 煙草 を 吸 ふの は 罪ではありません、 然しながら 基督 信者 

となれば 自づと 酒 や 煙草の やうな 不必要 品 は 嫌な 様になる 害であります、 彼 は 他に 大 なる 快 樂を得 ま 

すれば 之 を堙ゃ 水に 得ん と 欲しなくなる 害であります、 故に 基督 信者 は 大抵 は此ー 一 者 を 用 ひませ む、 

殊に 我圃の 如く 多くの 弊害の 酒に 附隨 して 居る 國に 在りまして は 禁酒 は 殆んど 信仰の 一 条件と 兑 故し 

て も 宜しい と 思 ひます、 私 は 公け に 酒を嗜 み、 藥 用の ためで なく、 快樂 のために 酒 煙草 を 自由に 用 ゆ 

る 基督 信者に 多く 信用 を 置きません、 私 は 聖書の 聖 語に 依る ではなく して、 普通の 道 德に訴 へまして 

極く 必要の 外 は 禁酒 禁煙 を 基督 信者た るの 一 條件 として 要求す る 者であります。 

〇 日曜 n を 守る； a| は 亦た 基督 信者た るの 一條 件と して 兑 做されて りまして、 も 之に は大贄 成で あ 

ります、 也し 日曜日 を 守る と は單に 日常の 職 を 休む と 云 ふ 事ではありません、 I には勞 を 止める よ 

り も惡ぃ 事が 澤 山あります、 日曜日 を 守る と稱 して、 說敎を 聞き、 祈禱を 捧げた 後で、 信徒 相 集って 

世間話し に 無益の 時間 を 費し、 かの 兄弟の 惡事を 語り、 この 姉妹の 祕密 を！^ して 喜ぶ の は是れ 日曜：：： 

を 守る ので はなく して 之 を 敗る のであります、 日曜日 は 之を聖 く 守らなければ なり ま： tj.,i、 卽ち善 を 

爲 すため に 之 を 費さなければ なりません、 殊に 人の 靈魂を 救 ふために 費さなければ なり ませ i、 日稷 

ふ ii ん 

日 を 守る と は 斯う 云 ふ 事であります、 ^ち 日常より 一 曆 神に 近く 歩き、 日常より 一 層 深く 靈 魂と 永^ 

の 事に 就て 考へ、 且つ 其た めに 働く 事であります、 爾 うして 之を爲 さない 者 は 基督 信者で はあり ませ 

ん 0 

〇 先づ 今日は 之で 止めて 置き ませう、 まだ 他に も 信者 不信者 を 見分ける 法 はあり ますが、 然し 上で 


大抵 澤山 であると m 心 ひます" 

〇 然し 此 講話 を 終ります 前に- W ほ 一 言申し遣て置かねばならぬ^^-がぁります、 卽ち 私共が 他人の 信仰 

の眞 偽に 就て 心 配す るより は 先 づ 自分自身 の 信仰に 就て 深く 注意す る 事であります、 「我 は 實に救 は 

れ たる 者で あるか、 我 は 實に眞 正の 基督 信者で ある 乎、 我 は 祌の恩 惠に與 かりし 者で ある 乎」、 是れ 

私共に 取て 最も 大切， なる 問題であります、 他人 は 先づ如 3： でも 宜ぅ 御座います、 我の 目に 梁の 在る の 

に 他人の 目に 在る 塵 を拂ふ ことは3^來ません、 故に 私が 玆に お話し 申しました 信者 不信者の 見 分 法 は 

ドウ ゾ之 を責 下方 御，：！ 身に 施して、 他人に 施 こさない やうに 致したい ものであります。 


基督 信徒の 患難 


基督 信者に は 串』 難があります、 世の 人の 知らない 忠 難が 澤 山あります、 罪 を 離れて 神に 還りし 以上 

は 患難の 彼の 身に 臨む 苦 はない やうに 思 ふ 人 もあります けれども、 然し 事實は 決して 爾ぅ では ありま 

せん- 基督 信者 は祌と 基督と を 信じて 却て 息 難 を 身に 招いた やうな ものであります、 息 難 は 基督 信徒 

の 附着 物で あ ると 稱 ふても 宜ぃ と 思 ひます〕 

基督 信徒に^ 間 普通の 忠 難があります、 貧の 患難、 死の 患難、 天災の 忠難、 社會の 患難、 是れ 皆な 

世間 一 般の 上に 來る忠 難でありまして、 私共が 基督 を 信じ たれば とて 神は是 等の 忠 難より 私共 を 特^ 
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に 救 ひ 出して は 下さりません、 H ホバ の祌は 災難 除の 神ではありません、 彼 を 信す る も 信ぜざる も來 

るべき の 忠難は 必す來 ります e 

然し な が ら此 外に 尙ほ 殊更ら に 基督 信者に は 彼れ 獨特の 息 難と も稱す べき ものが あるので あり ます 、 

彼に は 世と 筢緣 する の忠 難があります、 彼に は 罪と 奮闘す るの 忠 難があります、 眼に 見えぬ 神 を 常に 

信仰の 眼に 認め 置く の忠 難があります、 敵 を も 愛さねば ならぬ 串-難があります、 神の 正義 を實 行す る 

た め に 世人 は 勿論 近親せ 肉 の 者までに 反對 される の 患難が あります、 眞 、理と 異端と を辨^ せねば なら 

ぬ忠 難があります、 時には 親 や 君にまで も 逆ら はねば ならぬ 忠 難があります、 基督 信者の 忠難は 到】， S 

世の 人の 量り 知る ことの 出来る 者ではありません、 彼 f 信者) は^か もま 難 を 求めて 基督に 來 つた 者 

の やうに 思 はれる 時が あります。 

斯 くも 忠 難が 多い の に 然 らば 神 は特训 に 基督 信者 を援け て 下さる 乎と 云 ふに 決して さう では ありま 

せん、 某： 督彼 自身 すら 終に 其 敵 人に 捕 はれ 十字， 架の 恥辱 を 受けら，；.^ ました、 其 時 彼の 敵 人 は 嘲って，：：： 

しました、 「彼 は 神に 依り 賴 めり、 神 若し 彼 を 愛し まば 今 彼 を 救ぶべし」 と、 然るに 神 は其聖 なる 獨 

子が 斯 くも 嘲弄 せらる k を 見 給 ふ も 決して 彼 を 救 ひませんでした、 基督 は 敵の 思 ふ^ 分に 辱 かし めら 

れて 終に 十字架の 上に 死なれました、 何ん と 無慈悲なる 神ではありません 乎、 眞理を 信じ 之 を 宣べ傳 

ふること は M んと 3- 斐 のない 事ではありません 乎、 然しながら れ 基督 御 一 人に は 限りません- 凡て 

誠實に 基督 を 信ぜし 者 は 基督の 受けられし 苦痛より 免 かる i 事 は出來 ません、 十字架 は 基督 敎の附 物 

でありまして、 十字架 無し の * 督敎と て は廣き 宇. W に 決してありません。 

玆に 至て 大 疑問が 起る のであります、 何故に 神 は 基督 信者 を 困し め 給 ふので ある 乎と、 聖書に 基督 


は 苦しまね ばなら ぬと 書いて あります (馬 太傳 十六 章 一 一 一 節、 使徒 行 傳三章 十八 節 等參考 )、 亦 基督 

信者た る 者 は必す 苦しむべき 者で あると 書いて あります (羅馬 書 八 章 十七 節、 腓立比 書 一 章 一 一九 節 等 

參考 )、 苦痛 は 基督 信者の 生涯の 要素の 一 つでありまして、 之れ なくして は 彼 は 信者であって 信者で 

ないやう に 書いて あります、 是は抑 も 何う 云 ふ 理由で ありませ うか、 神に 愛せられる 者 * 特^に 神に 

簡 まれて 其 子と 稱 ばれし 者が 特に 多くの 艱難に 遭 はねば ならぬ と は 如 M にも 奇怪ではありません 乎 U 

然しながら 善く 考 へて 見 ますれば 之に は 實に實 に 深い 理由が 在て がする こと を 私共 は曉る ことが 出 

來 ます、 之 を 患難と 稱 します るの は 肉の 股 を 以て 見る 時に さう 稱 ふので ありまして、 基督 信者の 信仰 

の^を 以て 見ます る 時に は 串^ 難 が 忠難 でなくなる ので あ ります、 卽ち忠 難 が 化し て 恩惠と なる ので あ 

りまして、 若し 忠 難が なくなれば 其 時には 恩惠 がなくなる のであります。 

申 七難 は 勿論 讯 罰の 一種で あるに 相違ありません、 息 難 其 物 は 決して 樂 しい 者ではありません、 若し 

罪が ありませんでしたならば 忠難 はない に 相 遠ありません 、世に出 ャ難 がな からざる を^ざる に 至り ま 

した 事 は 實に歎 か はしい 事であります、 然しながら 若し 罪が あって 其 刑 刑た る 患難がなかったならば 

如何で ありませ う、 若し 人が 罪 を 犯します る も祌は 全く 彼 を 放 i% して 其 罪 を 問 ひ 給 ひませんで したな 

らば 如何で ありませ う、 是れ實 に 悲痛の 極ではありません か、 祌は其 子 を 愛し 給へば こそ 彼を懲 しめ 

且つ 之 を 鞭ち 給 ふので あります (希 们來書 十二 塞 六 節)、 人が 神に 刑罰 を 加 へられ ざるに： キ： りし 時 は 

其人が神に全く^^てられし時でぁります、 神、 豫 一一 一一 1： 者 ホセ ャを 以て H フ ライムの 民に 宣告して ni ひ 給 

ひました 「H フライ ムは 偶像に 結び 聯れ り、 その 爲す がま.' に ft せよ」 (M 西 阿 書 四 章 十七 節)、 斯く 

宣吿 せられて 人 も 國民も 其 悲運の 極に 達した と 云 はなければ なりません、 世に 神に 「爲 すが ま-' に 任 
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かせら る」」 事 ほど 恐し い 事はありません、 而 かも 刑罰 は 吾等 を その 爲 すが 儘に 任せ ざら しめんとの 

神の 恩惠に 出る ものであります、 假令 事業の 失敗で あれ， 惡疾 であれ、 火災、 水難 等の 禍 であれ、 若 

し 之れ 吾等の 罪 を 矯めん ため 神が 吾等に 送られし 者で あると 思へば 吾等 は 感謝して 之を受 くべき であ 

ると 思 ひます。 

此點 から 考へ て 見ましても 基督 信者 は 特^に 神より 多くの 鞭撻 を受 くべき 害の 者であります、 彼 は 

特^に 神に 愛せら る、 ものであります るから、 亦隨て 彼の 受 くる 戀罰も 特別に 嚴 しくなくて はなり ま 

せん、 基督 信者に 取て は 少しの 罪 惡も大 なる 罪惡 であります、 彼 は^ 人に 優て より 多くの 光輝と 恩惠 

を 受けた おであります るから、 彼 は 普通 一般の 人と して 裁判 かるべき 者でありません、 彼 は 神の 法律 

に服從 すべき 者であります るから、 之 を 破り 之 を 犯した 場合に は 彼れ 相應の 神の 忿怒に 觸れ べき 香の 

者であります、 刑罰の 甚 しいの は 愛の 甚だしい 證據 であります、 神が 時には 非常の 刑罰 を 以て 私共 を 

見舞 ひ 給 ふの は 神が 非常に 私共 を 愛し 給 ふの 一 つの 確かなる 證據 であります。 

然し 懲罰の ために 斗り 祌が 私共に 患難 を 下し 給 ふので はない と 思 ひます、 患難 は亦毅 練の 性 を帶、 ひ 

て 居る ものであります、 私共 は 時々 神に 私共の 信仰 を毅 えられん ために 神より 患難 を 賜 はるので あり 

.Ti* 人-、 二、 ろみ 

ます. 故に 使徒 ヤコ ブは 白され ました、 「我が 兄弟よ、 若し 爾曹各 様の 試 誘に 遇 は 之 を 喜ぶべき 事 

とすべし、 蓋 は爾 蕾の 受 くる 信仰の 試鍊 は爾曹 をして 忍耐 を 生ぜし むる と 知れば なり」 と (雅各 書 第 

一章 二、 三 節)、 信仰 は 金 や 銀 ゃ鐵と 同じ ものでありまして， 鍛えられなければ 剛ぃ强 いものと なる 

事 は 出来ません， 所謂 生鐵 なる ものと 鋼鐵 なる ものとの 間に 殆ん ど蠑と 石との 差別が あります るの は 

全く 鍛鍊 の效に 依. るので あります， 艱難 は 熟 火の やうな ものであります、 亦 時に 依て は 鐵砧と 鐵捉の 


用 を爲す 者であります、 之に 依て 私共 は 疑惑 を脫 して 確信に 人り、 恐怖 を 去て 平靖に 進む ので ありま 

す、 艱難に 由ら すして^ 共 は 誠實の 何たる 乎 を 深く 解す る こと は 出来ません、 艱難 は赏に 金の 巾より 

其 金渣を 去る 者であります、 ミルトン は 彼の 明 を 失 はすに 彼の 「失樂 園」 を 書く こと は出來 ませんで 

した、 ダン テは失 戀の苦 を 味 ふて 見て 彼の 祌„ ^を綠 り 得た のであります、 艱難 を經 ない 人 ほど 詰らな 

い 者はありません、 彼 は實に 味の 無い 人でありまして、 彼の 額に 铍 がない と 12 時に 心に と 推察の 

1^ のない 人であります、 艱難 は 實に祌 の 心 を 見る ための 眼鏡であります、 艱難に 依らす して 私共 は 基 

督の心 を 以て 我が 心と なす 事 は 出来ません. 艱難 は實に 基督と^ 共と を繼ぐ 鎖であります (腓立 比 書 

1 二 章 十 節)、 艱 難 に 依 て 私 共 は 世 の 凡 て の 人 と 兄 姊 妹 と な る こ と が 屮1 來 る の で ぁ り ま す 。 

艱難と は斯 くも 貴き ものであります るから、 其； i4 共の 身に 臨みます る 時に、 私共 は 感謝して 之を受 

け、 出來 得る 丈け の f5J? 氣を 以て 之に 耐え、 亦 得らる、 丈け の 利益 を 其 中より 得なくて はなり ません、 

殊に 大 艱難なる もの は大 幸福と 同じ やうに 一 生に" 一度と は 私共の 身に 臨まない ものであります るから- 

私共 は 之に 遭遇す る 時に 謹んで 之 を 接け、 善く 主の 之 を 以て 私共に 敎へ給 はんと 欲し 給 ふ 事を學 び、 

其 私共の 身 を 離れ 去る 時に 方て は 私共 は 前よりも 數着 倍の 善 且つ 忠なる 者と ならなければ なりません- 

艱難 は 勿論 之に 遭遇す る 其當時 は 決して 樂 しい 者ではありません、 然れ ども 其 苦い 困し い 中に 醫 癒の 

名薬が 籠って 居る のであります るから、 私共 は 苦し まぎれに 其 效能を 逸して はなり ません (彼 得 前書 

一章 十六 節)。  ， 

懲罰の ため、 亦 試練の ための 艱難 は 亦 完成の ためであります、 私共 は 鍛えられる 斗り では 足り ませ 

ん、 私共 はより 深く 祌の恩 惠を隨 りより 多く 之 を 私共の 心に 受け、 神 を 知る 益々 深く、 彼の 恩 惠に與 
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かる こと 益々 多くなら なくて はなり ません、 人間 は 元 是れ祌 の 恩 惠を受 くるた めの 器物であります る 

から、 或 時 は 神に 由て 之を擴 めら れ、 又 或る時 は 之 を 改善せられ なくて はならない ものであります、 

生れた ま \ の 人間 は 神の 恩 惠を感 する に 至て 鈍い 者であります から、 彼 は 時々 艱難 を 以て 彼の 感能を 

覺 されなければ ならない 者であります、 艱難 は 確かに 刺激 劑の 一種であります、 之に 依て 鈍りし 視覺 

は 一 曆の明 を 得まして、 見え ざり し 天の 光榮が 見える やうになります、 之に 依て 石の 如き 堅き 心は碎 

かれまして、 之に 代 はるに 柔き 情の 心 を 以てせられ、 前に 感ぜ ざり し 神の愛が 感ぜられる やうに 成り 

ます、 危き 疾病に 罹て 神に 還り 来りし 人は澤 山あります、 資産 を 失 ふたた めに 靈の 財貨 を 豊かに 受け 

た 人も澤 山あります、 身の 損失 は 多くの場合に 於て 心の 利益と なりました、 若し 世に 疾病な く、 失败 

なく、 泣く こと \ 死ぬ る こと、 が 無いならば 此世は M んと 堅い 冷， い 堪え難い 所で ありませ う、 世に 同 

情 推察と 云 ふ 美 はしい ものが あります の は是れ 皆な 人間の 上に 臨む 艱難なる 天使の 賜物であります、 

我等 人類 は 艱難 に 由て 互に 相鈸へ 合せられる のであります、 艱難 は 刺激 劑 で あると 同時に 亦 溶解 藥で 

あります、 之に 由て 人 は祌と 和合す る ことが 屮 I 來る のみなら す、 亦 人と 一致す る ことが？： 來 るので あ 

ります、 人間 は 亦 神の 恩 惠を受 くるに 至て 狹ぃ ものであります、 彼の 狭量なる、 彼 は 少しの 恩 惠に接 

パっ き 

すれば 直に 一 杯になる ものであります、 金 錢に對 して は 無限の 慾 を 有つ 人 ii は 靈の恩 惠に對 して は 極 

く 小 慾の 者であります、 彼 は 少しの 德を 以て 誇り、 少しく 他人に 勝って 淸く なれば それで 聖人に でも 

成った やうに 思 ふ 者であります、 夫れ 故に 彼の 心の 恩惠 の受 器は絕 えす 廣め られ るの 必要が あるので 

あります、 さう して 艱難 は此 場合に 於て は 整 か鑪の 用を爲 しまして、 私共の 堅い 心の 容量 を 掘り 擴め、 

私共 をして 旣往の 恩惠を 以て は 足らす して 更に 大 なる 恩惠 を 受けた く感す る やうに 爲 して 1犬 れ ます、 


神の 恩惠は 無限の ものであります から、 祌は 私共の 心の 量が 增 せば 增す ほど 其 善き もの を 以て 私共 を 

滿 たしめ 給 ふ 事が 屮 I 來 ます、 さぅして夫れ故に祌は時々更に大に私共を^31^み給はんと欲して不意の艱 

難 を 私共の 上に 下し、 私共 を 非常に 驚かし 給 ふと；： 1： 時に 亦 私共の 想 ひに 過る ゎ惠 を 私共に ドし給 ひて 

其 至大の 愛 を 私共に 示し 給 ひます。 

勿論 鑿 ゃ鑪を 以て 私共の 心 を 剜られ る 時には 私共 は 非常の 苦痛 を 感じます、 私共の 设も 愛する 者が 

； i# 共を棄 て 去る 時に、 私共の 愛弟子が 私共 を 反き 去る 時に、 私共の 骨肉の 兄弟まで が 私共の 敵と 組ん 

で 私共 を 窘めます 時に、 私共が 忠赏 ならん と 欲する 時に 不忠の 臣、 不孝の 子と して 攻め立てられます 

る 時に、 私共 は實に 消え 人る 斗り の 痛 を 感じまして. 神 も 天國も 私共の 希 s}- の 空より 全く 拭 ひ 去られ 

たやう に 感じます、 私共 は 其時ィ H スと 共に 叫んで 曰 ひます、 「我が 神、 我が 神、 何故に 我 を 棄て給 

ふ 乎」 と、 世に 艱難 ありと は 聞き ましたが 斯 かる 艱難 ありと は 之に 遭遇す るまで は 決して 知る こと を 

得ません。 

然しながら 神 は 其 時 私共 を 築て 給 ふたので はない のであります、 神 は 手に 新たら しき 恩惠を 持ち 給 

ひて 私共の 身より 雲霧 の 晴れる の を 待ち 給 ふので あります、 『その 怒 はた 暫時に て その 惠は 生命と 

共に 永く、 夜 は よもすがら 泣き 悲しむ とも 朝に は 喜び 歌 はん」 (詩篇 三十 篇 五節)、 朝の 明くると 同時 

に 神が 私共に 下し 給 ふ 恩 惠は亦 譬 るに 物な きものであります、 其 恩 惠は其 忿怒に 準じ、 三年の 呪詛の 

後に 百年の 福祉が 來 ります、 祌とは 實に斯 の 如き 者であります、 その 道 は 量り 知る ベから す、 其 愛 は 

私共の 思料 以外に 涉 ります。 

斯く觀 じ 来れば 艱難と は 神が 人類に F し 給 ふ 賜物の 中で 最も 貴い ものである ことが 分ります、 眞珠 
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も 余 剛石も 艱難に 較べ て见 ますれば 土塊に 過ぎません、 祌と： 大同と を 私共に 紹介す る 艱難 は 人類の 善 

き 友に して 亦 其 善き 師 であります、 彼 ありて 私共 は 私共の 罪 を 知り、 私共の 信仰 を毅 えられ、 且つ 確 

めら れ、 彼に 依て 神と 接し 人と 和合し、 亦 彼に 依て 神の 無限の 恩 惠を受 くる ことが 出來 るので ありま 

十、 其 暗く 見 ゆるの は^ 共の 眼が 曇って 居る からであります、 祌の 眼より 見 給 ふ 時には 私共の 身に 艱 

難の 近づきます 時 は 金襴の 雲が 乾け る 田圃に 近づきし 時でありまして、 遠 か ら すして 恩惠の 驟雨が 私 

共の 心の 畑に 瀧の-如くに 掛 らんと する 時であります。 

然 らば 來れ 艱難、 我等 は 歡んで 汝を迎 へん、 我等 は汝に 依て 偉大なる 强 固なる 基督 信者と ならん、 

我 は. 冉び汝 を 我が謦 と 呼ば じ、 そ は汝は 我の 姉妹、 我の 眞 正の 兄弟 なれば なり。 


第三 夏期 講談 會 に 於て 讀ま れ し 聖語と 其 略 註 

詩篇 第 十九 篇 

諸 の大は 神の 榮光 を顯 はし、 

弯蒼は その 手の 業 を 示す、 

この 曰 語 を かの 日に 傳へ、 

この 夜 智識 を か の 夜に 達る、 


語らず 言 はず 其： ぽ iS えざる に 

其 響 は 全地に 普く、 

其 語 は 地の 極にまで 及ぶ。 

神 はかし こに 帷暢を 太陽の ために 設け 給へ り 

太陽 は 新郎が 祝 ひの 殿 を 出る 如く、 

勇士が 競 ひ 走る を悅 ぶに 似たり 

其 ぼ 立つ や 天の 涯 よりし 

其； 連り 行く や 天の 極に 至る 

物と して 其 和煦を 被ら ざる はなし。 

力り 4- に  仁 まし ひ い X. か 

ヱ ホバ の 法 は 完全く して 靈魂を 蘇生へ らしめ、 

,り し  おろかなる も S- ，と 

- ホバ の 證詞は 罔く して 愚 者を智 か.，：' しむ、 

ヱ ホ. パ の 訓論は 直く して 心を悅 ばし め、 

いまし り  -r ニニ あきら 

ヱ ホバ の誡 命は淸 くして 眼 を 明かな.，： しむ。 

ヱ ホパ の 博權は 潔くし て 世々 紙る ことなし、 

二 ホバ の 裁判 は 賞に して 悉く 正し。 

こ； \ ,s  ，、らふ  ** じりな きこが ね  いや. -*さ 

是を 黄金に 較る も、 純 金 に 比ぶ るも彌 優りて 慕 ふべ く、 

是を 蜜に 鞍ろ も、 蜂の 巢の 滴應 に 比ぶ る も彌 優り て 甘し。 

爾の僕 は これらに よりて 儆戒 を受く  . 
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これら を 守らば 大 なる 報 《B^ あらん。  • 

唯 か 自身の 過失 を識り 得ん や、 

願く は 我 を隱れ たる I 良よ り t 解放ち 給 へ 、 

願く は 爾の僕 を 引止めて 故意なる 罪 を 犯さし めず、 

それ を 我が 主たら しめ 給 ふ 勿れ、  . 

去れば 我は站 なき 者と なりて 大 なる 愆を； ％ かる.^ を 得ん。 

エホバ、 我が 磐 我が-贖 、！ S よ、 

我が 口 の 言、 我が 心の 思念 をして 爾の 前に 受け 納れら る. - こと を 得しめ 洽へ。 

天然の 法則と 祌の 律法と を 較べし 聖語 なり、 ；大 體に聲 なく、 響な きも、 其 和煦は 地に 普き が 如く、 

神の 眞理に 世の 所謂る 勢力なる もの、 附隨 する ことなき も、 之に 疲れし 靈魂を 蘇生へ らしめ、 愚者 を 

くも  ちから 

智 からしめ、 憂 ふる、 七を悅 ばし め、 曇れる 眼 を 明かたら しむる 能力 存す、 太陽の 光線の 普く 照り り 

て、 其 達する 所に、 物の 隱れ て顯 はれざる 者な きが 如くに、 祌の 眞理は 人の 心の 深奥にまで 透 散し、 

其處 に隱れ たる 燈を發 見し、 神に 依り 賴む者 をして 覊 粋より 脫 する こと を 得しむ、 ，に 貴き ものにし 

て 日光の 如き は あらす、 人に 必要なる ものにして 神の 眞现の 如き は あらす、 純金 も寶玉 も、 富貴 も權 

勢 も 之に 比べて 糞土た るの み、 吾等 は 太陽の 光に 侔き祌 の 眞理を 獲ん こと を 欲す、 吾等 は 心の奥底よ 

り 洗 ひ 潔 めら れんこと を 欲す、 而 して 吾等 を 中心より 潔む る もの は 聖書に 顯 はれた る祌 の眞现 のみ、 

人 をして 眞 實に悔 改めし むる 者 は 之の み、 彼の 良心 其 物 を 改造す る 者は是 のみ、 他の 者 は 社 會と侗 人 

との 外面 を 修補 矯正す るに 過ぎす、 吾等 は 僅に 暗夜に 燈光を 求む る 者に あらす、 吾等 は 直に 進んで 日 


光に 出 で ん と 欲す る 者な り、 聖書 研究の 目的 は 靈魂 の 太陽 を 探る にあり、 而 して 身心 を其大 光に 嚼ら 

し、 自己の 罪過 を識認 し、 總 ての 隱 微の愆 より 解放 たれ、 以て- 3 上 〔等の 口の 一 百と 心の m 心 念 をして 聖 くし 

て 全能の 祌に 受け 納れ ら る，^ ものたら しむる にあり。 . 

雜馬書 硏究の 方法 

(其 第五 章を讀 む) 

科风 子に 法則 あるが 如く、 宗教に 敎现 あり、 法則 は 天然 觀 察の 結 菜 を 能く 簡明なる 語に 彰し たる^な 

り、 敎理は 心 靈赏驗 の 結 を 能く 簡潔なる 語に 一一 一一 11 ひ 表した る ものな り、 敎理を 斷定と 解す る は 謬れ り， 

是れ 法則 を 學說と 泥す るの 類な り、 多くの 人に 出て 實驗 されし 同様の 事實 を簡單 にして 明，：：： なる 言語 

に 表した る 者、 是を 科學に 於て は 法則と 稱し、 宗敎に 於て は 敎现と 曰 ふなり。 

叉 能く 法則 を 知る は 科 學を究 むる の捷徑 なる が 如く、 能く 敎理を 解す る は 宗敎を 解す るの 便 方な り、 

此法 たる や： 汲緯 的なる が 故に 背现 的な りと 云 ふ を 得す、 人 は 何人も 一一 ュ ー トン、 ダ ー ゥヰン の 觀察を 

繰 返す にあら ざれば 科學 者た る こと 能 はすと 云 ふ を 得ざる が 如く、 彼 は 亦 アン セル ム、 カル ビンの 推 

现 探究 を 積む にあら ざれば 宗敎を 解し 得すと 云 ふ 能 はす、 先進 攻究の 結 架 を 利用す る は 後進た る 者の 

特權 なり、 敎理に 由て 宗敎を 學ぶは 此特權 を用ゐ るに 外なら す。 

.m 來羅馬 書 は 難解の 書な りと 稱 へられて、 人の 其 攻究に 從事 する 者 ii し、 然れ ども 少しく 基督 敎の 

原理 を 解して 此書は 決して 解し 難き の 害に あらざる を 知るべし、 人の 凡て 罪人なる こと、 基督の 血に 
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緣て のみ 罪の 赦免の ある こと- 罪の 潔め、 其勒を 心に 留め て 之 を 讀め ば 羅馬書 は 我が 心中の 實驗錄 と 

たりて、 吾等 之 を 手に して 讀ん で 共 終に 達せ ざ れば止 ま ざるべし、 要は 基督 を 心に 實驗す るに あり、 

所謂 基督 的 意 li を 養成す るに あり、 而 して 此 意識 を 以て 此書 を讀む にあり、 然 ら ば 此書は 一種の 靈 

的 稗史と 化せん、 何ぞ必 しも 註解 書に 緣 るの 耍 あらん や。 

人生の 價値 

或篇 に人證 して 曰 ひけろ は 人 を 誰と して 爾 これ を 心に， 115^ る や 人の子 を 誰と して 爾 これ. fe.g る や (希 伯 来書：. 

章 六 節、 詩篇 八篇 il 節)。  . 

ィ ェ ス答へて彼に曰ひけるは若人我を愛せば我言を守らん0^我が父は之を愛せん、 我傳來 りて 彼と 偕に 住む ベ 

IK 約翰傳 十四 章 二三 節)。 

爾曹は 神の 殿に して 神の 靈爾曹 の 中に 在す こと を 知らざる 乎 C 哥林多 前書 一一 一 章 十六 節」。 

人の 生命 は 何故に 貴重なる や、 是れ 容易なる が 如くに 見えて 實は 甚だ 困難なる 問題たり、 何故に ど 

丐ー 人の 生命 は 千 萬 金 を 値する 馬の それよりも 貴き や、 或は 云 ふ、 是れ 己の 生命が 貴き 故な り、 卽ち 

^ 人の 生命 を 害 ふ を 許し 置かん に は 終に 我が 生命 を 侵す 者 の 出で 來 らんこと を懼れ てな りと、 然れど 

も 此解釋 は 人命 其 物の 贵 重なる 所以 を說 明す るに；； 走らす。 

基督 敎は 人命の 貴重なる 所以 を說て 曰く、 人 は 祌の聖 殿た るの 資格 を 備えた る 者 なれば なりと、 ，§J 

ち 天の 父と 其 愛子と が 其 聖靈に 由て 彼の 内に 宿り、 彼と 偕に 住む を 得べ ければ なりと、 哲學者 力 ン卜 


約 翰 俾の十 ra: 窣ニ 十三 節 を 評して 曰く、 「是れ 人類の 最大 特權を 一： 小せ る 語な り」 と、 神の 宿る 所と な 

る 者、 是れ 人な り、 彼の 何人た る を 問 はす、 彼 は 乞丐なる も、 5!- 人なる も、 黑 奴なる も、 無宿 無賴の 

流浪 人なる も 人 は 人に して 此 至大の 特權を 有す、 馬 は 皇帝， の， 愛馬な りと 雖も此 特權を 有せす、 萬 金 を 

依す る 獵犬も 此特權 を 有する 者に あらす * 黄人 も 黑人も 銅色 人 も、 人と し稱 えらる &者は 凡て 此特權 

を 有す。 

故に 人命 は 貴重なる なり、 故に 之 を 毀つ 者 は 神殿 を 毀つ の 罪 を 以て 罰せら る k なり、 「若し 人、 神 

の 殿 を 毀た ば 神 かれ を 毀たん、 蓋 神の 殿は聖 きもの なれば なり、 この 殿は卽 ち爾曹 なり」 (哥林 多 前書 

三 章 十七 節)、 他人 を 殺す 者 も、 自己 を 殺す 者 も、 均しく 是れ祌 の 聖殿を 毀つ 者な り。 

是れ 如何なる 敎 訓ぞ、 吾等 各自 は 神の 宿り 給ふ聖 殿た る を 得べ しと、 吾等 は 自己の 貴 m なる を覺リ 

しゃ、 吾等 時には 生命 を 嫌 ふに 非す や、 此寶殿 を 吾等に 委ねられ しに 吾等 は 如何にして 之 を用ゐ つ」 

ある や。 

叉 世に 貴重なる 者 勘き とて 歎つ 者 多し、 闩 く 人 は 皆 凡俗の みと、 n く、 英雄 5 ゆに 出る 甚だ 稀な り 

と、 然れ ども 是れ 基督の 福音 を 知らざる より 發 する 歎聲 なり、 世に 貴重なる 者 は 多し、 n 本國に w 干 

EkzISS の 神の 聖殿 あり、 其 备個は ソロモンの 造りし と 云 ふ 神殿に 優る 數搭 の惯彼 ある 者な り、 隣邦の 

£め 鮮に 一 千 五 百 萬の 祌の聖 殿 あり、 其 支那に 四 億 萬の 神の 殿 あり、 鳴 呼 吾等 何ぞ 今日 起て 之 を 潔め 

て 之 を 神に 捧げざる、 吾等 此 地に 存 して 實に 架-城なる エルサレム に 在る に 非す や。 
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衆人と 偕に 祈る の 利益 

我 また 爾曹に 告げん 若し 爾曹の 中二 人の もの 地に 於て 心 を 合せ 何事 にても 求めば 天に 在す 吾 父 は 彼等の 爲に之 

を 成し 給 ふべ し、 蓋 我が 名の 爲 めに 二三 人の 集れる 處には 我 も 其 中に 在れば なり (馬 太傳 十八 章 十九、 二十 

Jg」 

祌は祈 禱を聽 く 者 なれば、 彼 は 一人の 祈 禱も萬 人の 祈禱も 等しく 之 を聽き 納れ給 ふ、 故に 彼 は-吾等. 

各自に 獨禱の 義務 を 命じ 其權利 を與へ 給へ り、 吾等 は 各自 獨り疆 次靜 かなる 所に て 祈るべき なり、 然 

れ ども 祌は亦 彼の 子供が 衆人 相藥て 祈る こと を 嘉し玉 ふ、 彼 は 其 場合に 於て は 彼等の 中に 在す と 約し 

給へ り。 

^人相 惜に 祈る の 利益 二つ あり、 其 第一 は 神が 各自の 心に 存 する 牆壁 を 排除し、 心 をして 心と 通 ぜ- 

しめ、 玆に眞 個の 兄弟 的 圑合を 作らし むる にあり、 人心 を結附 ける ものにして 誠實 なる 祈 禱會の 如き 

は あらす、 人 は 神に 於ての み 互に 相 一致す る を 得る 者な り、 偕に 祈り 得ざる 者は眞 正の 兄弟 姉妹に あ 

らす， 偽善 を 怕れて 人の 前に 祈り 得ざる 者 は 未だ 人と 眞 誠に 交 はりし ことなき 人な り、 眞 個の 鰥寡 孤 

獨とは 人と 惜に 祈り 得ざる 者な り、 吾等が 二人 或は 三人、 或は 五十人、 六十 人相 偕に 心と 聲とを 合し 

て 祈る 時に、 祌は 吾等の 巾に 在して、 吾等の 隔離した る 心を繫 ぎ、 吾等 をして 彼の 中に 在て 相 S に眞. 

個の 兄 あ 姉妹たら しめ 給 ふ。 

其 第二 は 祈禱に 力の 加 はる ことなり、 一人の 祈 禱 に 一人の 力 あり、 十 人の 祈 禱に十 人の 力 あり、 五. 

十 人の 祈禱に 五十人の 力 あり、 吾等と 雖も 五十人 心 を 合せて 吾等に 懇願し 來る者 ある 時には 單 獨の睛 


求に 對十 るよりも 多く 彼等に 向て 耳 を 傾く るに 非す や、 吾等と 靈性を 同う し 給 ふ 神 も亦然 かせ ざら し 

ベ 神 力： く 爲し給 ふ は 彼が！ g 頗な るが 故に あらす、 彼は斯 くな して、 彼の 子供 をして. ^こりて U 一 

致せし む、 吾等 は 兄弟の 祈 禱を藉 りて 吾等の 祈願に 力 を 添 ふる を 得るな り、 吾等 は 又 兄弟の 祈， こ., 

し、 之 をお けて 之に 吾等の 力 を 添 ふる を 得るな り、 吾等 は 祈禱に 於ても、 他の 事業に 於る が 如く こ、 

兄弟 姉妹 互に 相 助く る を 得るな り。 

故に 吾等 は 各自 獨り 祈る と 同時に、 吾等の 同志と 偕に 祈るべき たり、 吾等 は 衆人の 援助 を藉 りて 吾 

等の 祈願 を： 人に 達せし めん。 


辯 明の 準備 

心の中に 主なる キリスト を崇 むべ し、 亦 W 曹の衷 にある 望の 緣由 (理由) を 問 ふ 人に は 柔和と g を； て 

答 弊 をな さん- ,1 と を ® に備 へ よ (彼 3SS 書 三章ナ 五節)。. 

我 倚 前に 爾曹に 我 S 主 イエスキリストの 能力と 其 顯れ給 ふこと を吿 ぐるに TLISr を用ゐ ざり き、 I 

は 親しく 其大 なる 威光 を 兌し 者な り (， 彼 後書 一 章 十六 節)。 

基督 敎は 理論に 非す、 然れ ども 理論に 合 はざる 者に 非す、 理論 は 吾人の 祌の 子た るを敎 へす、 に" 人 

は 理論に 巾て 基督の 吾人の 救 主なる を 認めす、 * 督敎 は事寳 なり、 故に 理論 以上な り、 理論 を 以て 基 

督を 知らん と 欲する 者 は 竟に彼 を識り 得ざる 者な り。  . 

理論 は 基督 敎を說 明す る 能 はす、 然れ ども 之 を 辯 護す る を 得べ. し、 吾等の 希 は 理由な き 者に 非す， 
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天然と 哲學と は 其合现 的なる をポ す、 ^に 人生 觀 多し と雖も 基督教の 如くに 饒 多の 證明を 有する 者 は 

あらす。 

感覺 にの み 依る 宗敎は 迷信に 走り 易し、 之を矯 むる に冷靜 なる 論證 なかる ベから す、 吾等の 宗教の 

乾燥無味 にして 情なき 淚 なき 者に あらざる は 言 を俟 たす、 然れ ども 理論 を 悉く 反對 者こ讓 て、 吾等 ま 

己れ を 守る に 唯だ單 純なる 感覺 のみ を 以てする が 如き は 吾等の 爲 すべき ことに 非す、 基督 を 信じて 理 

性の 發達を 来たさ るが 如き は 其 信仰の 朱 だ 甚だ 薄弱なる 證 なり、 基督 信者 は大 なる 理論家 たらざる 

へからす、 靈を解 故され し 者 は 亦 智能 を も開發 せられし 者な り、 吾等の 信仰 を^き 形而上 學と 博き； 大 

然 との 上に 築かし めよ 0  . . 

金 錢 の 愛 

ね. u  ^  ^ 

爾曹世 を 過る に S る こと をせ ず 有る ところ を 以て 足れり とせよ 董 我れ 爾を 去らず 更に 爾を棄 じと 云 ひ 給 ひたれ 

ば 也、 然 らば 我倚毅 i 、：： として 曰 ふべ し 主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し 入、 我に 何 を か がさんと (希 伯 来書 十三 

章 五、 六 節)。 

財 を 森 ふ は 諸の 悪事の 根な. り ( 提摩太 前書 六 章 十 節 〕。 

此 所に 引用され たる 希 伯 来書の 一節に；^ 譯が ある、 「世 を 過る に"： &ぼる こと をせ す」 と は 實朱 甚 

だ 平凡で ある、 原文の 希 臘語は 只 僅かに； 二つの 辭 より 成る、 ap】l3,3s  ho  tropg. 其 第一の 

.Iphill-yi は 是を叉 三つの 辭に 解剖す る ことが 出来る、 P は 「無し」、 JS は 「愛する」、 a 


は 「銀」 である、 三 語 相 合して 「銀 を 愛する ことなく」 なる 一 辭を 作る、 lio は 冠詞で、 trcpos は 心 

の傾嚮 である、 故に 全 句の 意味 は 「汝の 心の 傾嚮 をして 銀 を 愛する ことに あらしむ る 勿れ」 との 意で 

あ る 、 斯う 讀ん で 其 中 に 幾多 の 面白 い 事柄が 含ま れて 居る ことが 刺る。 

, 之に 依て 其 頃の ユダヤ 地方の 通貨が 銀であった ことが 判る、 故に 貪愁 なること を 愛 銀と 稱 ふたと 兑 

える、 雨う して 神の 3： たる 乎 人生の 何たる 乎を辨 へない 者 は 頻りに 銀 を 欲しがつ たと える、 又 丁度 

其 •  頃 は = 本ん， H の やうに、 西方 亞細亞 に經濟 上の 大變 動の 来った 時であって、 人 は 不安心の 餘り 3： ん 

でも 銀 を 獲ん と 欲した と 見える、 彼等 は 心に 曰 ふたで あら ふ、 「銀卽 ち是れ 勢力」 と、 r 度 今日の：：！ 

木 人が 財產を 生命と 思 ふやう に 其 時分の ユダヤ人 は 神に 賴る よりも 多く 銀に 賴 つたので あらう、 無愁 

になる の は 彼等に 取て は、 吾等 今日の 日本人に 於け るが 如く 非常に 難い 事であった らふ。 

此時に方て希伯來書の記者は大膽に其受信者に^！：て曰ふた、 「銀 を 愛する 勿れ」 と、 卽ち 彼等 は 彼 

等に 向て 銀に 賴ら すして 神に 賴れと 云 ふた、 安心 は W ャ S に於 てあらす して 天地 萬 物 を 造り 給 ひし 神に 

於て あると m ふた、 是れ 甚だ 單 純なる 敎訓の やうに EE- えて、 實は 之を實 行す るに 甚だ 難い ことで ある。 

銀 を 愛する ことなく、 唯祌 より 賜 はりし 所の もの を 以て 足れり とせよ、 そ は 离物を 造り 之 を 支配し 

給 ふ祌は 吾等 を 去らす、 決して、 否な 決して (「更に」 の 意) 吾等 を棄て じと 約束し 給 ひたれば なりと、 

是れ實 に 偉大なる 慰藉であって、 又 偉大なる 勇氣を 吾等に 供す る 言 辭 である、 貧 を 懼れ、 碟餓を 心配 

して身と心を苦める者に取ては之に：§^-るの安慰はなぃ、 吾等の 安全 は 王の 王、 帝の 帝なる 全能の 神が 

保證 して 下さる とのこと である、 吾等 は 何 を 苦んで 財 を 貪らん とする 乎。 

此 約^と 保證と あれば 吾等 は 正義 を爲 すに 決して 怕れて はならない、 世の 俗人 は 吾等 を 脅か して 吾 
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等の 職 を！^ ふて 吾等と 吾等の 家族と を 飢えし めんと する、 是れ 彼等が 吾等 を攻 むる 時の 唯一 の 脅迫 手 

段で ある、 然し 吾等 は 彼等 を怕る k に 足らない、 全能の 神 は 吾等 を棄て じと 誓 ひ 給 ふた、 故に 吾等 は 

毅然として 臼 ふべ しだ、 主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し、 人、 我に 何 を か 行さん と。 

嗚呼、 吾等 は 金銀 を 失 はんがた めに 世 を 怕れて はならない、 吾等 は 大丈夫で ある、 神 は 吾等と 偕に 

在り 給 ふ、 不義 不正の 金銀、 我に 取て 何 か あらん やで ある。 


狭隘の 利益 

申 命， 記 第 七 章 一節より 十一 節まで。 (略す)。 

シ オンよ 我れ 汝の 人々 を 振起して ギリシャの 人々，.^ 攻め しむべし (撒 加 利 亞書九 章 十三 節)。 

又爾曹 彼等 f 偶像 信者) の 中より 出て 之 を 離れ 汚 據に們 る こと 勿れ 我 爾曹を 受けん (哥林 多 後書 六 章 十七 節)。 

我 また 天より 聲 ある を 聞け り 曰く 我が 民よ 爾曹 彼の 罪に 共に 與 かりまた 彼 § "が、 に 共に 遇 ふこと を かれんが 爲 

め その 中 を 出べ し (默 示錄 十八 章 四 節，)。 

此 東洋の 曰 本國で は宏 量と 云 へ ば 必す善 い 事で 狹.^ と 云 へ ば 必す惡 い 事で ある、 狭お に も 利益 が あ 

るな ど 仝 百っても 日本人 は 容易に 信じない、 斯う 信す るの は 何にも 必 しも 世の 俗人に ら ない、 基 i 

敎の敎 師の屮 にも 同じ 宏量 大度 主義が 唱 へられる、 彼等 は 基督 敎は宇 {.5 主義で あると 云 ひて 歡んで 之 

を迎 へる、 ュ 一一 テリ ヤン 主義に 敎理の 牆 壁が 無い と 云て 彼等 は 之 を 讚 賞して 止まない。 

然しながら 吾等 は 忘れて はならない、 基督 敎は 一種の 狭隘なる 宗敎 である こと を、 基督教の 先驅な 


りし 猶太 敎は 非常に 狹 なる 宗敎 であった、 猶太 人 は 他の 國 民との 交際 を 許されなかった、 彼等の 上 

に 神の 恩寵の 最も 豊かに 降った 時 は、 彼等が 固く 孤獨を 守った 時であった、 之に 反して 彼等の 最も 墮 

落した 時 は 彼等が フィ 一一 シャ 人、 埃 及 人、 バビ n ン人 等の 彼等の 周圉の 民と 廣く交 はった 時であった、 

開放 主義 を 取った ソロモン、 ァハズ 等 は 最も 墮 落せる 國 王であって、 孤立主義 を 取った へゼ キア、 ョ 

シャ 等が 最も 祌の聖 意に 叶った 王であった、 . 猶太 人の 淸潔は 孤立に 由て 維持され た 者で ある、 猶太 敎 

を 廣く擴 げて其 最も 貴き 所 は 消えて 了 ふ。 

故に 猶太の 精神 は 希 職の 精神と 正反對 であった、 猶太 は狹 くして 深 からん とし、 希 臌は廣 くして 淺 

からん とした、 故に 祌は豫 一一 目 者 ザ カリヤ を 以て 曰 はれた 「シ オンよ、 我れ 汝の 人々 を 振起して ギ リシ 

ャの 人々 を 攻め しむべし」 と。 

猶太 敎 の 後を嗣 ぎし 基督 敎も亦 多く の點に 於て 狹 L 呶な る 宗敎 で あ る 、 基督 敎は萬 民 のために 說 かれ 

た る 宗敎 であるが、 然し 萬 民の 中で 神に 特^に 擇 ばれた る 者に の み 受け 納れ ら る ベ き宗敎 とし て說か 

れた 者で ある、 敎會 (ecclesia) は 世より 召び 出されし 者の 團體 であって、 彼等 は^に る も^に 屬す 

べき 者で はない、 r 爾曹此 世に 效ふ 勿れ」 と は 基督 敎の 大切なる 敎訓 である。  ， 

故に 基督教に 於ても 猶太 敎に於 付る が 如く 其 信徒が 廣く其 心の 門戶を 開いて 世を迎 へた 時 は 其 信仰 

の必 す墮 落した 時で ある、 彼の サボ ナ n 1 ラ 時代の 羅馬 敎會の 如く 法王が 文學 と美 術と を 重んじ、 ブ 

ラト ー の 哲學が ィザャ の 豫 言に 優る 勢力 を 有 つに 至った 時 は 敎會の 非常に 腐敗した 時で ある、 所謂 

Pagan  Christianity  (偶像 信者の 基督 敎) と稱 へて 世俗の 援助と 同情と を 求めて 終に 全く 其 勢力 を 失 

つた 敎會 と敎 徒と は澤山 ある。 
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廣 い^は 淺ぃ 者で ある、 吾等 は狹 くして 深くなければ たらない、 雨う して 深い 所へ 行て、 其處 で^ 

の 屈かない 所に 於て 萬 人と 偕に ならなければ ならない、 外面に 於け る 和合 一 致 は 甚だ 薄弱なる 和合 一 

致で ある、 世界主義 は 心の奥底に 於て 取るべき 者で ある、 然ら すして 誰と でも 和し、 惡 人と でも 盗賊 

とで も 和す るに 損害 あるな しとの 主義 を 取て、 憎 愛の 區别を 少しも 立てざる 者 は、 終に は 眞理を 誤謬 

より 1^ 训 する ことが 出來 なくなって、 其 極、 神 を 失 ひ、 腐實 なる 友と て は 一人 もな きに 至る、 吾等 は 

實に 狭隘の 利益 を 忘れて はならない。 

兄弟の 親睦 

じ-り. K ら. C ひ；. 1 つ み 

視ょ 兄弟 相睦て 偕に 居ろ は 如何に 善く 如何に 樂 きかな、 

か 5 ベ そゝか  ぁ ふ- f つゆ  ころも すそ  し. U 

首に 一 躍れた る 責き膏 鬚に 流れ ァ n ンの 鬚に 流れ その 衣の 裾まで 流れ 滴た るが 如く、 

また へ ル モ ンの露 降りて シォ ンの 山に 流る、 が 如し" 

そ は H ホ バ かしこに 福祉 を 降し 窮 なき 生命 を さ へ與へ 給へば なり。 

詩篇 第 百 三十 三篇 

世に 美 はしき 樂 しき 事と て靈に 於け る 兄弟 姉妹が 一 體 となりて 偕に 祌の 前に 居る ことの 如き はない、 

是れは 丁度 祭司の 首なる ァ II ンが 神の 前に 谷よ き膏を 注がる とき、 其 滴 漉が 首より 鬚に 及び、 鬚より 

衣の 裾の 隅々 にまで 至る が 如き ものである、 其 やうに 主に 於け る 團體の 中に 在て W 人 も 其より 受 くる 

,  -  いとら ひさ 

恩 化に 與 力らない 者 はない、 其 首長た る 敎導^ より 、 其 最微き 者に 至 る ま で 均しく 聖靈 の 受膏 に與か 


ら ない^ はない、 叉 ヘル モンの 山より ドる 露が シ オンの 山 を濕す やうに、 全會 衆が 同じ 聖靈の 恩澤に 

與 かるので ある、 斯 かる 听に H ホバは 福祉 を 降し、 窮 なき 生命 を 與へ給 ふ。 

眞 正の 兄 

ィ ェ プ、 人々 に 語り 居る 時 その 母と 兄弟 彼に 言 はんとて 外に 立ければ、 或 人 イエ スに曰 ひける は爾の 母と 兄弟 爾 

に 言 はんとして 外に 立り、 イエ ス 告げし 者に 答へ て 曰 ひける は 我 母 は 誰ぞ我 兄弟 は誰ぞ や、 手 を 伸べ その 弟子 

を 指さして 曰 ひける は是れ 我が 母 我が 兄弟な り、 蓋す ベ て 我が 天 に 存す父 の 旨 を 行 ふ 者 は是れ 我が 兄弟 我が 姉 

妹 我が 母 なれば 也 (馬 太傳第 十一 一章 四 六より 五 〇 節まで 〕。 

是に 於て ぺ テ 口 彼 广ィ H ス」 に 曰 ひける は 我 倚 一 切 を舍て 爾に從 へり、 ィ ェ ス答 へて 曰 ひける は 誠に 爾曹 に吿 

げん 我と 福音の 爲に 家宅 或は 兄弟 或は 姉妹 或は 父 或は 母 は 妻 或は 兒女 或は 田 疇 を 舍る者 は、 この 世に て 百倍 

を 受けざる 者な し、 卽ち 家宅、 兄弟、 姑 妹、 母、 兒女、 田 疇 を 迫害と 共に 受け、 また 後の世に は窮 なき 生命 を 

受けん (馬 可 傳第十 章 二八より 三 〇 節まで/ 

から-た  み. 

體は 一 っ靈は 一 つ ： ： 主 一 つ 信仰 一 つ， パプ テス マ 一 つ (，以 弗 所 書 四 章 四、 五節)。 

基督 敎は 東洋 流の 忠孝 主義と は 相容れ ざる 者で あると は 其 敵 次 云 ふ 所で あるが、 是れは 根據な 

き 反對說 ではない、 キリスト は 其 母に 向って r 婦ょ爾 と 我と 何の 與 あらん や」 と 曰 ひ 給 ふた、 又 聖書 

に は 「凡そ 我に， 来りて その 父母 妻子 兄弟 姉妹 また 己の 生命 を も 憎む 者に 非れば 我 弟子と 爲る こと を 得 

g る 

す」 と 書いて ある、 又先づ 行て 父 を 葬る こと を 我に 容 せと 云 ひたる 弟子の 一 人に 向て ィ H スは 「死た 
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る 者に 共 死し 者 を 葬らせよ」 との 甚だ 無情なる 語を發 せられた、 凡ん 等の 例 を 見ても 基督 敎は 東洋 流の 

忠 is^ 主義と 兩 立して 行く ことの 出来ない ものである こと は 能く 判る、 それ を兩 立し 得る 者の やうに 辯 

護 を努 むる 者が 却て 誤って 居る ので ある。 

基督 敎は 孝悌の 道を敎 へる、 然しながら 東洋主義と は 全く 異 つたる 根底より して 之を敎 へる、 東洋 

近德は 血緣に 依る 道德 である、 卽ち 東洋人に 取て は 直接に 血 を 分けた 者が 父母で あり、 兄弟で あり、 

親戚で あるので あって * 其 他の 者 は總て 他人で ある、 或は 之 を { 糸 族 制度と 曰 ひ、 或は 閥族 制度と いふ 

も 畢る所 は血緣 を土臺 にして 成った 制度で ある。 

然しながら 基督 敎は 之と は 全く 反對 して 居る、 基督 敎は靈 魂 を土臺 として 作った 家族制度 を傳 ふる 

者で ある、 其敎 ゆる 所に 依れば 我の 眞 正の 兄： flR と は 我と 胎を 共に したる 者に あらす して、 我と 生命の 

主 を 共に する 者で あるとの 事で ある、 靈魂は 直接に 神が 造り 給 ふた 者で あるから、 靈 魂の 關係 は肉體 

の關 係よりも 迎 かに 深い ものである、 爾 うして 人の 人た る 所 W は 共 身に 宿る 靈 魂に あるので あるから 

吾等 祌 に 由て 新たに 我靈魂 を發 見した る 以上 は、 古い 肉の 關係を 離れて 新ら しき 靈の關 係に 人るべき 

である。 

斯く云 ひて 勿論 肉の 關係を 度外視せ よと 云 ふので はない、 肉の 關係 とて 矢張り 神に 依て 定められた 

ものであるから、 吾等 は 之 を 大切に 守らなければ ならない、 ィ H スが 死す る 前に 其 母をョ ハネに 委ね 

られ たやう に、 吾等 は 吾等の 力の 範圍內 に 於て 吾等の 血肉に 對 して 出来 得る 丈け の 義務 を盡 さな けれ 

ばなら ない、 然しながら 靈の 肉よりも 大切なる が 如く、 靈の 兄弟 は 肉の 兄" めよりも 深い 關係を もつ 者 

である、 是れ爭 ふべ からざる 事實 であって、 世に 信仰の 友 を 有つ 者の 何人も 否む ことの 出来ない 事で 


ある。 

故 に 若し 靈肉孰 れをか 擇ば ざ る を 得 ざ る 場合に 於て は 吾等 は 止む を 得す 靈 の もの を擇 ぶべき である _ 

是れ 甚だ 辛い 事で ある は 一一： c ふを俟 たない、 然し 致し方がない、 肉は此 世に 於て 憲 きる 者であって 靈は 

永遠にまで 存 する 者で ある、 靈は 神と 繁 がる 者で、 肉は此 世に 屬 ける 者で ある、 吾等 キリスト を 信す 

る 者 は 天に 在て 新しき 靈 の 家族 を 作る ものである。 

肉の 兄お 姉妹 を 棄る事 は 辛い 事で あるが、 然し 其 報 賞 は 實に大 なる 者で ある、 之に 翁な き 生命の 伴 

ふて 居る 計りで はない、 吾等 は此 世に 於ても 亦 百倍の 靈の 兄弟 姉妹 を 確る に 至る ので ある、 三人 又は 

ra 人の 兄弟 姉妹 を 棄る報 賞と して 五大洲に 跨がる 主に ある 總の靈 の 友 を 我が 兄弟 姉妹と して 有つ に 至 

るので ある、 其 中には 勿論 日本人 も あれば 支那 人 も ある、 歐羅 巴人 も あれば 亞米利 加 人 も ある、 グラ 

ッド スト ー ン の やうな 政治家 を も 主と 共に あるが 故に 我 兄弟と 呼ぶ 事が 出来る やうに 成る、 總て主 を 

信す る 婦人 は 最も 深い 意味に 於て 我が 眞 正の 姉妹と なる、 义 今人に のみ 止まらない、 過去の 人で- ァ 

ブラ ハム も ノダ ビテも ィザャ も、 エレ ミヤ も、。 ハウ n も、 ぺテ 口 も、 ヨハネ も、 ダンテ も、 ル ー テ 

ルも、 ゥ H スレ ー も、 街. 同一の 主より 同一の 生命 を 引く 者なる が 故に 我が 兄： fij- となる ので ある、 斯く 

て 世界 は 我がた めに は 非常に 廣 くなる、 我 は 我が 戰爭を 見る の 心 持 を 以て 南阿 トラ ン スバ ー ル の：^ の 

自由の ために 戰 ふの を 目撃す るに 至る、 我 は 我が 心の 實歷 談を讀 むの 心 を 以て パ ゥ 口、. ダン テ、 ミル 

トン、 バ ン ヤンの 作を讀 むこと が出來 るに 至る、 基督に 在て M 海 皆な 眞侗の 兄弟と なり、 古今 皆な 眞 

個の 姉妹と なる、 何ん と嬉ぃ 事で はない 乎。 

體ー っ靈ー つ 主 一 つ：^ 仰 一 つ パプ テス マ 一 つ、 是を 以て 總て 生活る 者總て 眠りし 者が 主に 在て 繁が 
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り、 一 つの 犬なる 家族 を 作て 永久に 主 を 讚美す るので ある、 然 らば 吾等 何 を か 歎かん、 信仰の ために 

肉の 兄弟 を 失 ふに 至る 事 は 慘は慘 なりと 雖も、 主は此 損失 を 償 ふて 餘り あるの 利得 を 吾等に 與へ給 ふ 

吾等 は 決して 淋しく 感じて はならない、 吾等 は 主に 在て 深く 互に 相愛し、 以て 主の 聖 33 を 成さな けれ 

ばなら ない。 


第三 Ms 期 講談 會 講演 

開會の 趣旨 

(詩篇 第 十九 篇朗讀 ) 

講談 會廣 告文の 劈頭に もってき て 私 は 毎年 「神 若し 許し 給 はば」 とい ふ 條件を 加へ て 置きます、 こ 

れは 所謂 拉典 語の cl.  V. で其實 際の 意味 如何 は 英米で も刖 段に 注意され て 居りません が、 併し 私は飽 

迄 も 正直に 此 文句 を 用ゐて 居ります、 私 は 信じます、 全能の 神に して 若し 許可 を 與へ給 ふこと なくん 

ば 私の 此 微力で は 到底 何事 も 做し 得な いもので ある を。 

先、、 つ 一 昨年 は 例の 獨立雜 誌 社の 破 填の ありました 年で、 同時に 學校は 手 を 離れる、 攻撃 は 受ける、 

私 は 實に悚 然として 其 爲す所 を 知りませんでした、 然るに 局面 は 忽ち 一 變 して 大 島さん は來 てくだ さ 

る、 應援は 信 州 や 京都より 相呼應 してく る、 此學校 は 容易に 借りら る \ と いふ 勢で、 第一 囘の 講談き 


は 其 後 何の 障り もな しに 綾け て 行く ことが 出来ました、 昨年 も 本年 も 無事に 難關を 切りぬ けて 多く^ 

會員 諸君と 懷か し き此 講堂 に 相會す るに 至 りました は 感謝 の 次第に 堪 へません。 

單に會 場の みの 困難ではありません、 吾々 は 世の 所謂 有志 家 や 知名の 士の贊 成 補助 を 仰ぐ ことので 

きえない 者であります、 贊 助を與 へて 旲れる もの は 僅の 親友 ゃ雜 誌の 讀者 諸君 許りであります、 若し 

世界に 神なる ものが 有りませんならば コ ンナ 粗漏 極った 計 畫の行 はれよう 害はありません、 私は此 講 

談會 について ことに 神の 御 恩寵の 下った こと を 感謝いた します。 

祌が 許可し 給 ひし 此 講談 會は 決して 無益な 集會 ではありません、 若し 此れが 要の ない 會 合で ありま 

するならば、 神 は 屹度 吾々 の 計畫を 妨げられた 普であります、 これ は 何う しても 神が 何 か を 諸君の 腦 

中に 注ぎ込む の 機會を 私共に 與へ て 下さった の だと 信す る 外はありません。 

そこで 私 は 諸君に 對 して 本會の 性質 目的 を 一 應ぉ 談話して おくの 必要が あると 考 へます。 

申す 迄 もな く 今日 の 日本 は隨分 腐敗 墮落を 重ね て 居ります、 併しながら 近頃に な つ て 日本 國 民の 多 

數が其 腐敗 墮落を 意 II する 様になって きたの は 兎に角 一 縷の 希望と 巾さなければ なりません、. 社會の 

改良 策 や 矯正 策は國 民の 大に 喜んでき た 問題であります、 され ど悲哉 今日 我 國で唱 へ られて 居る 國 

改良 法、 道德養 成 法は詮 する に 外側から 內 面を淨 めて 行かう とい ふ もので、 首ひ換 ふれば 社會の 境遇 

ゃ狀態 をのみ 完全に 仕ようと いふ 方法に 外ならぬ ものと 考 へます、 私 とても 是 等の 策略 を 全く 不必要 

として 排斥す る譯 ではありません が、 併し 是 等が 一番 大切な 改良 法で あらう と は 何う しても 信す る こ 

とがで きません。 

社 會と云 はす、 國家 とい はす、 個人の 改良 法に ついて 見ましても 今の は 矢張り 外側からの 改良に 外 
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なりません、 勿 かれ 勿 かれの 規則 勵行、 煩瑣 極まる 法令の 强 迫です、 か k る 方法の 下に 訓練 せられて 

人 は i^H 希望 の 無い 消極的の 姑息 道學 者と な つ て 了 ふ 計り で あります、 人 の 靈魂を 救 ふとい ふ 宗敎界 も 

^^,"する所矢張り外面的改良法でぁります、 宏大な 敎會 堂と 機敏な 辯せ と 偸 快な 音 樂と種 々さまぐ の 

歡樂と を 供へ て靑 年子 女 を 導かう として 居ります、 沟に 派手 やかな 繂で はあり ませう が、 これが 精神 

的傳道 者の 爲 すべき 所で あらう と は 私等には 何う しても 思 はれません。 

へ， や 改革の 火の 手 は 甚だ 熾ん です が 要す るに 外面 的 求心 的の 姑息 法であります、 私共 の 求む る 改良 

法 は 求心 的で なく 遠心 的でなくて はなり ません。 外面よりの 改革で なく 內 側よりの 改革でなくて はな 

りません、 今の 世に 禁酒 會と いふが 行 はれて 居ります が、 成程 酒 のこと 位 は 禁酒 會の 力で やめられ 

るに しましても、 人心 根本の 改良 は Iz^ 々たる 人間の 力、 文部省の 倫 现敎育 を 以て 成效 すべき もので は 

ありません。 

玆に 唯一 つの 改良 法が 殘 つて ります、 それ は 私共の 平生 主張して 居る 改良 法でありまして、 卽ち 

詩篇 第 十九 篇中 にかいて ある ものであります、 「エホバ の 法 はまた くして 靈魂 をい きか へ らしむ」、 

吾々 人間の 靈魂 をい きか へらせる ものが 眞 の 改良 法で あり ます、 「願く は 我 を かく れ た る 想よ り 解放 

ち 給へ」、 此 祈願に よらす して If^s 々に眞 の 改革ので きょう 害はありません。 

聖書 研究の 利益 はいろ くです、 之 を 政治 ゃ文學 上に も 發 見す る ことが で きま すれば 义 之 を 殖産 や 

法律 の 上に 發 見す る こ とが 出来ます、 併し 私共が 特別 に 聖書 研究 の 利益 を 感じます の は それが 私共 人 

間の 靈魂 をい きかへ らしめ ると いふ 其 事に 存 して 居る ので ございます、 人間の 靈魂 をい きかへ らしめ 

る 力、 これ は 何の 力で ありませ うか、 これ は實に 大變な 力であります、 然るに 世間の 人— ことに 多數 


の 宗敎家 迄が 此 力の ある ことに 窥が 付かぬ は 實に殘 念の 至りではありません か。 

聖書 は 痛く てた まらぬ 程 私共 の 所を壓 へ ます、 どんなに 傲慢の 人で も眞に 聖書 を讀ん で -マ in れは義 

人な りと 叫ぶ こと は 出来ません、 單 にかく 叫ぶ ことので きないの みならす、 私共 は 神の 前に 非常の 大 

罪人で ある こと を感 する 樣 になって まゐ ります、 キリストに 責められた バ ン ヤン はどうで ありました 

か、 聖書の 敎を聽 いて 私共 はよ くバ ン ヤンの 苦悶なる もの を 了解す る ことが 出来ます。 

聖書と は如斯 きものであります、 併し 聖書の 敎 ほど 人々 の 良心 を 鋭敏く する ものはありません、 私 

共 は 文部省の 倫理 敎育ゃ 佛敎に その 樣な 力が あらう と は 夢にも 信す る ことが 出來 ません。 

吾々 は大々 的の 罪人と なって、 晝も夜 も 泣き通さねば なりません、 乍 併 神 は 其 流る ヒ淚 をい つの 

にか 綺麗に 拭 ひ 取て 下さります、 吾々 は淸淨 めら れ、 赦 されて 始めて こ \ に 人 問の 人 問た る 眞價値 を 

認む るに 至ります、 吾々 は實に 大罪 人であります、 され ど 吾々 はもと もと 神の 子で ありま すれば 神 は 

必す 特別 の 恩寵 を 吾 々の 上に 下し 給 はる ことで ござい ます。 

巳に 溢る、 程の 神惠に 浴して、 如何なる 人 も 其惠を 他人に 分たない わけに はま ゐ りません、 不俱戴 

天の 敵に 對 しても 吾々 は 愛 を W て 之と 接し 得る 様になります、 吾等の 人生観 は 見る. /(\ うちに ー變し 

來 つて 吾等 は II 金の 夏 を も そんなに 苦しく 感じない 樣 になって まゐ ります、 凡ての 善き 事 は 吾 々は 喜 

び 勇んで それ を 守る ことが 出来る 様になつ てま ゐ ります、 心の底からの 讚美の 歌 は此時 始めて 聞いた 

り發 したりす る ことが 出來 るので ございます。 

此 講談 會は 小さな/ \ 研究會 であります、 名 を 貸して 吳れる 華族 も 居なければ 金 札 を 撒きち らして 

吳れる 紳士 紳商 も 居り ません、 失禮な がら 世間に 輕 蔑され て 居る 小學敎 員ゃ大 ェ 左官 百姓 の集會 であ 
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ります、 果敢ない といへば 洵に此 上 もな く 果敢ない 會 合の 様に 見られます、 若し 文部省の 參事官 でも 

此 門前 を 通り ませう ものなら、 內村 がまた 例の 氣狂 ひじみ た 眞似を 行って るな どと 冷嘲す かも 分り ま 

せん、 併し 冷嘲 は 冷嘲、 非難 は 非難に 任せて 置き ませう、 世間の 評判ば かり あてに して 居る の は 無 信 

者の すべき ことであって 決して 神に 賴る 者の なすべき ことではありません。 

そこで 私共 は此 講談 會で 何を爲 すので ありませ うか、 私共 は 自ら を 侮って はたり ません、 私共 はこ 

こに 世間の 貴族 ゃ權 勢が 何う しても 爲す ことができない 大 問題 を 解決しょう として 居る のであります 

大 問題と は何ぞ や、 日本人 日本 國の 根本的 改革であります、 然り 私共の 根本の 改革であって 外面 的の 

一 時 的の 改良なる ものではありません、 根本 改革と い へば いかにも 六箇 敷い ことの 樣に きこえます、 

成程 六箇敷 仕事に は 相違ありません、 併し これ は 巳に 聖書 中の 人物が 試って みた 事であります、 私共 

の 弱 いのは 恐怖る \ に 足りません、 キリ スト さ へ 強く あれば 私共に 取て 何の 撣る 所が ありませ うか、 

キリ スト を 見 ざり し 前の ョ ハ ネゃパ ゥ 口 は 罪に 惱 める 一 病人に 過ぎませんでした。 

「エホバ の 法 はまた くして 靈魂 をい きかへ らしむ」、 私共に 大 確信が 有って 私共に 成就 得ない 事業 

はありません、 今や 私共が 大に 決心して 改革の 緖を 開く 時機であります * 私共 は 改革の ビギ 一一 ングを 

やる 可き でございます、 私共が 神の 奴 僕であります る 以上 は 私共に バウ ロゃョ ハネが 試った 事の 出來 

ぬ譯 はありません。 

角 害の 講談 會は實 に 如上の 目的 を 以て 生れて きた 會 合であります、 故に これ は 一 內 村の 講談 會 では 

ありません、 個人々々 の 講談 會 ではありません、 若し 諸君の 心中に 此 目的が 存在して 居りません たら 

ば 角 害 の 講談 會は 全く 取 るに 足らぬ もので あらう と考 へます。 (黑木 耕 一 筆記) 


狭^の 利益 

今 讀んだ 申命記 七の 一 —十 一 迄に 書き記して ある こと は舊約 聖書 中に 多く 見る 所の 敎へ である、 猶 

太 人 は 特に 神から 選び出され たる 聖民 なれば 諸種の 隣 民族と 交際して はならぬ、 若し その 敎 へに 背く 

ならば 忽ち 天罰が 下る とい ふ、 之 を 四海 兄弟の 觀 念より 讀 めば 如何にも せまくるし い 窮屈な 思想で あ 

ると しか 思 はれない、 猶太 人の 歷史は 一種 狹， 隘の 歷史、 孤立の 歷 史と稱 して 差 支へ はない、 新約に て 

哥林多 後書 六の 十七な ども 舊約 聖書から 引出された 思想であって キリス ト 信者に 適應 さるべ き 敎訓で 

ある、 敎會を 意味す る希臘 語の ecclesia は ec  =  ol.lt,  cleHcall で、 卽ち此 世から 呼 出された 團體と 

の 意義で ある、 其 外 Congregation,  Separate,  s.lint などの 原義 を 探って 吾々 は 殆んど 同様の 敎訓 

を發 見す る ことができる。 

舊約 新約 其 いづれ より 見る も、 猶太 人、 キリスト 信者 は 元と もと 特別に 作られた る 者であって、 猶 

太敎 キリスト 敎 は或點 より 首って 狹隘 なる 宗敎 とい はなければ ならぬ、 神 は 嘗て アブ ラ ハ ムに カル ヂ 

ァを 離れよ と 命令した、 モ ー セ、 エレ ミヤ、 ィザャ 等 も 選ばれた る 猶太 民 中より  ー&? 精選 せられて、 

神の 特別の 感化 を 受けた 人々 であった。 

歷史を 凝いて 見る に 彼の 希 職人 は 世界的の 國 民であった、 諸種の 民族と 相 混交して 成るべく 外部に 

擴 がらう と 欲した 國 民であった、 猶太 人 は 全く 之に 反して 己れ を 守る ことに カを竭 した 民族であった、 

彼等 は宏 量の 民と 狹 の 民との 一幅 對 である、 ユダヤ人よ 汝の民 は ギリシアの 民と 反對 せざる 可ら す 
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と 言て 希臘 主義 を 排斥した の は 預言者 ゼ カリヤであった (撒 加 利 亞書九 章 十三 節)。 

併し乍ら 狹： P 祝と い へ ば 如何にも 不愉快な 面白から ぬ 一一 一一 n 葉で ある、 宏量 海の 如しと は 東洋人が 豪傑 を 

賞揚す る讚辭 で あ る 、 基督教 は 世界的な り 包括的な りと 說 かれて 、 吾々 に うれしい 心 持の 起らぬ こと 

はない、 ュ 二 テリアンの 歡迎 さる \ も 一 つ は廣く 門戶を 開放して 善 を 慕 ひ義を 求む る 者 は 誰でも 來れ 

と 叫んで 居る からの ことで ある、 狭隘て ふ 文字が 今日の 人心 を 感服せ しむる それでな いこと は 吾輩よ 

く 承知して 居る。 

併しよ く/. \ 研究して 見れば、 神 は獨り ノアの 一族 を 救って、 多くの 人々 を 救はなかった、 モ ー セ、 

アブラハム 等 は皆狹 溢の 歷史を ふんだ 人々 であった、 ソロモン は學 者であった、 彼 は 恐らく 埃 及、 希 

臘、 印度 等の 思想に 通じて 居た であらう、 併し 彼 は 埃 及 ゃフィ 二 シャ より 愛妾 を かりあつめた 不道德 

の 行爲を やった、 大風呂敷の 結果 はいつ も大墮 落で ある、 猶太の 王に して 墮 落せ ざり し 者 は 皆 悉く 孤 

立 主義 を 確守せ し 人々 に 限られた こと は 明. m な事實 である。 

下って 基督 敎 となっても、 世間と 和合して 廣く 門扉 を 開きし 時 はいつ も 其大墮 落の 時であった、 キ 

リ ス ト敎會 の 歷史を 調べ て 見れば 是等は 明々 白々 なる 事實 である、 新 島 君の 失 も 矢張り 此點に 在つ 

た、 明治 二十 三年、 二十 五六 年頃の 同志 社の 狀況は 特に 吾々 に 取ての 最 よき 殷鑑と いはなければ なら 

ぬ、 今日の 墮落 信者 を 見よ、 彼等 は 皆 新神學 とやら を唱 へて 三位 ー體を 嘲り 噴 罪の 敎理を 篤った る 人 

人で ある、 狭隘 を歷 ひし 名 ある 信者に して キリ ス ト的 特性 を 失 ひし 者 は 其 例 決して 龄 くないので ある。 

廣く 交りて 大 平和が 來 るとの 思想 は大 間違で ある、 味 を 失った る鹽と は、 廣く 世間と 交った キリス 

なれの はて 

ト 11；3 者の 成 菜 を 形容す るに 最もよ く 適合した 一一 一一 II 葉で ある。 


1 種の 狹溢は キリ ス ト敎の 特性と して 吾人の 堅く 守らねば ならぬ 所の ものである、 ヂ ヨンソン は嘗 

て I love  g.8d  haters と 言った、 liate 卽ち 憎む と 云 ふ 字は餘 りよい 字と は 言 はれない が、 W し 伊藤 

侯 も 古河 市 兵 衞氏も 我 友人な りと いふ 人 は 決して 吾人の 尊信すべき 人物で はない。 

吾人 は 此點に 於て 亦 日本人と 西洋人との 氣質を 比 絞す る ことができる、 すき 嫌 ひの 甚 しいの は 西洋 

人で ある、 彼等 は 嫌 ひな 人と は 決して 交際し ない、 それで 彼國に 於て、 友人よりの 添書なる もの は頗 

る 勢力 ある ものと なって 居る、 吾等 は 西洋人の 添書に よりて 其 友なる 他の 西洋人と 一 見舊 知の 如く 捉 

手 快談す る ことが 出来る ので ある。 

され ど 日本に 於て はさう でない、 日本人 は 誰 を も 自已の 友人と する、 友誼 上に 於け る s 本人の 態度 

は 甚だ 暖昧 であると いはなければ ならぬ、 八： -玆に 一 人の 友人が 有て 其 友人が 私に 不信 極まる 行 をな し 

た爲 めに 私が 其 友人と 絶交した とする も 第三の 人 (卽 ち兩 者の 友人) は 相 か はらす 兩 者の 友人と なつ 

て M る、 如此 にして 兩 者の 第三者 を 疑 ふに 至る は 人情の 自然で ある、 而れ ども 此 第三の 人 は 日本に 於 

て あ へ て 珍ら しからぬ 人物であって、 或 人々 は 却て 其 廣 量なる に 感服して 居る 便 きがある ではない か。 

併し乍ら 如 此きは 決して 予 輩の 信 を 措ぐべき 人物で はない、 誰れ とで も、 たと へば 鼠 小 |5 とで も 石 

川 五右衛門と で も 交際 を 開く 人 は實は 自己 の 交際 をと め よ うとす る 人で ある、 明白に 嚴重 に 交際上 の 

區別を 立てて 居る 人 は 信用 ある 人物で 有って、 これ は 實に敵 人と 雖も擧 つて 腹心 を談 ぜんとす る 人物 

である。 

基督 敎は 一 種 特別の 宗敎 である、 ii 敎佛敎 も 同じく 眞理 なれば 共に 手を携 へて 交って 行かう とい ふ 

の は 如何にも 美しい クリスチャンの 態度の やうで ある、 併しながら、 婦人の 如きへ ンリ ー、 マルチン 
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も キリス ト 以外に 救 主 ありと いはれ た 時には 起て 大抵 抗を 試みた、 予輩は マルチン の 擧動を 正な りと 

して 大に其 勇氣を 敬慕 せざるを得ない。 

諸君に して 若し 漠然たる 考 を廣大 いと せんか、 それ は 間違 ひで ある、 开は廣 大きに 非す して 唯廣大 

きが 如くに 見 ゆるの みで ある、 頑 問に 自說を 守る もの は最責 むべき 信者で ある、 信賴 する に 足るべき 

人物で ある、 或 人の 書翰 中に 「眞理 は 中庸に ありと いへ ど眞理 は實は 極端に あり」 とい ふ 一句が あつ 

たが、 甚だ 善い 言辭 であると 思 ふ、 予 輩は狹 溢、 極端の 語に 辟易す る は義に 勇む 義 者の 本領に 非す と 

信す る 者で ある。 

歐洲 十六 七 世紀の 光明 は、 中世 時代より 山の 中へ 引 籠りし 僭 侶 共お キリストの 眞理を 守り 通した る 

結果と して 来た 者であった、 英ゃ獨 の 盛大と なった の は 常に 不義に 向て 戰を 宣吿 せし 人々 が居づ たか 

ら である、 非狹 主義の 却て 光明 を消燼 した 例 は 一 々之 を 舉げる 迄 もない。 

かくい へば 或 人 は 犬に 喜んで ョ シ おれ は 其 極端 狭隘の 手箒 を 以て 當るを 幸 ひ 向 ふの 人 をた \ き 落し 

て やらう と 力む かも 知れぬ が、 併し さうな つて はならない、 吾人 は 一 の 人間と して 彼れ 古川 巿兵衞 を 

も 尊敬せ ねばならぬ、 これ 特に キリスト 信者の 忘る 可らざる ことで ある、 乍 併 吾々 は 彼と 交際し 彼の 

金 を 貰 ひ、 彼と 主義 を 同じう すべきで はない、 吾々 の 主義、 信仰 を 維持す るに ついては 吾々 は 飽迄も 

籠城 的でなくて はならぬ。 

ァ ブラ ハ ム より 基督に 至る 迄 神が 或 人々 の 間に 障壁 を 環ら し 給 ひしに は大 なる 意味が ある- バ イブ 

ルの 今日に 傳 はり、 豫言 者の 續々 世に出た りし は 決して 偶然の 事で はない と 信す る。 

狹隘 は眞正 の 世界主義に 達する 最良の 手段 である、 吾 々 は 狭隘 を 守 て 世の 誘惑に 欺かる k こ と なく， 


終に 誰れ とで も 一 致す る ことの 35 來る 時節が くる、 人類 全體と 交らん とする の 欲念が 有て 吾々 は 益々 

狭隘の 利益 を 主張せ ねばならぬ" 

ゆに 社會 主義者の 唱 ふる 財 康 平等 說 とい ふが ある、 平民主義と いふが ある、 然し 人々 は 心の奥底に 

於て 一 所になる べしで ある、 或點に 於て は 隔離の ある 方が 却て 可い、 五十人が 一 團 となって 祈る 時 は 

皆 兄弟 姉妹で ある、 然れど 彼等が 五十 日間 合同し 見よ、 予輩 は必す 彼等の 中に 喧嘩 口論の 起る を 見る 

であらう、 力 ー ライル は此點 について 甚 しき 狭！^ 家であった、 彼 は 訪問者の 多く を 担 絶した、 然しな 

がら 彼の 友人 H マ ー ソ ンも 終に 彼の 眞意を 悟る に 至った、 眞に 人類 を 愛した るは宏 量なる H マ ー ソン 

ではなく して 却て 狭量なる 力， - ライルであった、 彼の 外相 を 観て 直ちに 彼 は 薄情たり きと 叫ぶ の 徒 は 

未だ 力— ライル を 知れる ものと 云 ふ 可ら すで ある。 

予は 重ねて 云ふ予 輩の 所謂 狭隘と は 深く して 廣 からん が爲 めの 狹隙 なること を、 諸君 願く は 其深處 

に. 4、 て 人々 と 一 致せよ、 外形の 異同に 係 はって 其 根 を 深く する こと を 忘る k の は 決して 眞 正の タリ ス 

チャン の爲 すべ き 事で はない と 思 ふ。 r 黑木耕 一 肇記) 

.  眞 正 の 兄^ 

馬太傳 十二 章の 四十 七 節 以下に かう いふ ことが 書いて あります、 「或 人ィ H ス に：：： ひける は 雨の 母 

と 兄弟なん ぢに 首，. はんとして 外に 立てり、 ィ H ス 告げし 者に 答べ て 曰 ひける は 我 母 は 誰ぞ我 兄弟 は 誰 

ぞゃ、 乎 を 仲べ 子 を 指て 曰 ひける は是れ わが 母 わが 兄弟な り、 蓋す ベて 我が 天に 在す 父の 旨 を 行 
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ふ 者 は是れ わが 兄弟 わが 姉妹 わが 母 なれば 也」 (^ほ 馬 可傳十 章の 二八 節 以下 三十 節まで、 以弗所 書 四 

の ra— 六 其 他 をも參 照た さい)、 キリス ト敎を 研究す る 人、 ことに 支那 道 德の敎 をう けた 日本人 は、 

これ を 讀んで 如何に 感じ ませう か、 これ は 我等の 父母 兄弟 親戚に 對 して 頗る 不穏な 言葉で あると 思 は 

ぬ もの は 恐らく 一人 もあります まい、 敎育 勅語 を 奉持して 居る 學者は 常に 申します、 キリスト 敎は忠 

孝の 道に 反對 する ものであると、 さう すると キリスト 信者の 多く はいろ/ \-な 辯 鼓 をいた して、 切に 

キリス ト敎 保護 策を講 する のが 常であります。 

W し、 忠孝 主義 を 以て キリスト 敎を うつ 人の 方に は、 大に强 味が あるので あります、 キリス 卜が 十 

二 歳の 折、 エルサレムの 殿堂に たった 一人で、 敎師 共と 問答して 居ました、 ところが 歸 りかけ て 居た 

キリストの 兩親 は大に 心配して わざく 步を 返して、 キリスト を 探しに まゐ りました、 其時ィ H スは 

其兩 親に 向って 「何故 われ を尋 ぬる や、 我 は 我 父の 事を務 むべき を 知らざる 乎」 と 申されました、 こ 

れはィ H スが 腹立ち紛れに 申された 言葉ではありません、 これ は此 世の 義務の 外に、 それ 以上に、 ま 

だ  一 3^ 重大な 役 EI を もって 居る 身分 だとの 意味 を 直接に ほのめかされ たものに は 相違ありません が、 

然し 日本人 普通の 觀 念より 申し ますれば 決して 當な挨 接の 様に は 思 はれません、 叉 カナの 酒宴の 場 

でィ H スは其 母に 對 つて 「婦 よ、 われと 汝と 何の か、 はりあらん や」 と 申されました、 r 婦ょ」 と は 

いかにも 耳障りで 御座います、 併し 聖書の 屮に は、 、まだく 强ぃ 文句が 澤山 にあります、 馬 太 傅 十の 

三十 五 以下 を 讀んで 御覧なさい、 而 して 叉 路加 傳十 ra の 二十 六 を 讀んで 御覧なさい、 「凡そ 我に 來り 

て 其 父母 妻子 兄弟 姉妹 また 己の 生命 を も 憎む 者に 非 ざれば 我 弟子と 爲る こと を 得す」 と は 隨分摩 酷 極 

つた 言葉ではありません か、 「我 母 は 誰で ある 乎」 とい ふ 我が 子の 言葉 を 聞いて は * すぐに 憤怒て く 


る： ：！ 本の 母に、 若し こんな 敎を きかせたなら * それ は實 に大變 であります。 

然し か、 る敎 へ を 示して をる 言葉 は 聖書 中に い くら も 御座います、 斯様な 首 葉の キリスト によりて 

發 せられた こと は、 明， 曰 なる 事實 でして、 吾々 キリス ト 信者 は 何う しても 之を掩 ひかくす こと は出來 

ません、 忠孝 主義の 論者が 先 づ此點 に 於て、 大に キリスト 敎 に反對 する の は ー應尤 たこと と考 へます、 

そこで 或 キリスト 信者 は 倉皇 狼狽して、 「憎む」 とい ふ 字 を やさしく 改譯 して、 馬鹿な 辯 護 を やらう 

として 居ます が、 これ は 却て キリスト 敎を瀆 す ものであって、 眞理に 不忠 實な 似而非 基督 敎 徒の 所業 

と 申さねば なりません。 

キリスト はいふ 迄 もな く、 完全 無缺の 人で、 情愛の 非常に こまやかな 氣 質で 御座いました、 それ は 

キリス トが 十字架に つけられ 給 ひし 最期の 言葉に 徵 しても 明かな ことであります、 キリス ト 十八 九 歳 

の 頃に 父 は 歿し、 それから キリス 卜 は 腕 一杯、 大工の 稼業 をして、 母 を 養ひ义 よく 弟妹 を も 愛され ま 

した、 其實 際の 行爲 から 考 へて 見れば、 決して キリストが 不孝 不悌な 御 方で あつたと は 申されません。 

然し キリ スト は 憚る 所な く、 再三再四 か&る 不遜ら しき 言葉 を 申されました、 これに は 何 か 深い 理 

由がなくて はなり ません、 然り キリス ト敎其 者 はか、 る 言葉 を發 せざるを得ないので あります、 私 は 

今 こ X に 其說明 をいた したい、 これ は 私 一個人の 說 をのべ るので はなく、 諸君の 說を 述べる ので 御座 

い ます。 

現^に 於る 肉體 的の 關係は 貴い ものに は 相違ありません、 - お父さん、 お母さん とい へば いかにも 親 

しくき こえます、 兄弟 姉妹、 皆な 吾々 を 近く 引 寄せる 言葉に は 相違 御座いません、 天然の 情と して 吾 

吾が 父子 相 慕 ひ 兄弟 相愛す る は當然 のこと で 御座います、 叉 尤も 美しい 心で 御座います- 然し の 
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長い 經験 によりまして、 吾々 が 生涯の 中心 は 肉體に 在らす して、 霰 魂、 人格に 在る とい ふこと を 悟る 

に 至ります、 此肉體 は 父母から 分けて 貰った ものと いたしましても、 此の 靈魂、 人格なる もの は 決し 

て 父 や 母から 降って 来た ものではありません、 吾 々が、 此の. 靈魂、 人格なる もの を どこから か 貰って 

まゐ ります と、 肉 體の關 係が 薄くたって きたと いふ 譯 ではありません が、 併し どこ やらに 肉體の 重み 

が輕 くな つて 來 たやうな 感じが いたして まゐ ります、 キリス トの 重き を 措いて ゐる 所は汝 等の 肉體を 

殺して、 十字架 を 負へ とい ふに あります、 キリスト によりて 生く ると いふの が卽ち 信者の 生涯で 御座 

います、 肉 體の關 係 は 天然の 關係 として 貴ばない のではありません が、 肉の 關 係が 我々 の 心の中の 一 

番 大切な ところに 影響 や 勢力 を 及す ものであると は キリス ト敎の 全然 申さぬ ことであります、 私 はこ 

のへん 迄 信仰が のぼって こねば、 眞の クリスチャン では あるまい と考 へます、 肉的の 欲望 は 消えて 了 

ひ、 心の 裏に は 主なる キリストが 宿りて、 吾々 の 全 意志が 自然と キリストに 向いて きた 時 こそ、 吾々 

が眞 正の クリスチャン になった 時 だら うと 考 へます、 か \ る 境遇に 立て、 肉體 上の 關係は 殆んど 顧み 

るに 足りません、 か、 る 境遇に 進んで まゐ ります と、 これ は 私の 親で あるから、 これ は 私の 兄弟で あ 

る から 特別 にしないで はならん とい ふ樣な 思考 は 消滅な つて まゐ ります、 同じ 血筋./. \ と いうて 居る 

問 は 吾々 の 世界 は洵に 窮屈き はまる もので 御座いま すが、 併し 吾々 が 血肉の 中心、 生命の 心棒なる 祌 

の靈を 分けて 貰って、 靈的 身體の 部分と なって、 吾々 は皆眞 正の 兄弟 姉妹と 成る ので 御座います、 靈 

的 の 父母 兄弟 は 肉的 の 父母 兄弟 に比べて、 數倍 も數十 倍 も 優 つた ものである とい ふこと は 決して 理由 

のない 事ではありません、 昨晩 私共 は此  一 i 至で、 各自 自分の 罪を吿 おして 一 所に 神様に 祈り をいた し 

ました、 日本 今日の 狀態 では、 肉緣の 近い 人が 幾 百 人集りましても 私共 は 決して こんな 祈 禱會を 開く 


こと は 出来ません、 同じ 靈 によりて 祈ります る ことが いかに 神聖で 美しい もので あるか は、 今更 私が 

こ &に繰 返す 必要はありません、 靈的 結合と 肉的 結合との 相違、 これ は經驗 した 人々 の 明 白 に感 する 

所で 御座います。 

それで は、 此 世の 血 緣肉緣 なる もの は 取る に 足らぬ もので ありませ うか、 ィ 1H、 さう では ありま 

せん、 私 は 十 人の 外國 人が 活ける 祌の子 を 信す る樣 にたった と 聞いて 犬に 嬉しう 感じます、 併し これ 

を 一 人の 日本人が キリスト 信者に なった 時の 喜びと 比べ ますれば、 どちらが より 犬なる 喜びで ありま 

せう か、. 私 は 私の 朋友が キリスト を 讚美す る樣 になった の を 見て、 大に 喜ぶ ものであります、 併し こ 

れを 私の 兄弟 親戚が 自分 共の 大罪 を 告白した 其 叫びと 比べ て 見まして、 どちらが より 犬なる 喜びで 御 

座い ませう か、 ，是 は 分かり切 たる 事であります。 

肉に 於て 近 かりし ものが 靈に 於ても 近くたって きま すれば、 これ 程 私共 をして 親しく 感ぜし むる こ 

とはありません、 夫婦の 間柄に ついて 申し ますれば、 若し 此兩者 間に 肉體 以上、 靈 的の 關 係が 添 はつ 

てま ゐり ますれば、 それ こそ 鐵の 輪で 締めた 上 を プラチナで ズめ つけた 樣な もので 御座います。 

併し 肉の 關係 がな きにせよ、 靈を 以て 引きし めた 關係は 前者より 一 曆もー 11 も强 いものであります、 

かくいへば いかにも 情けない 話しの やうに 聞え ますが、 事實其 もの を誣 ふること は 出来ません、 若し 

私共の 家族に 祌を 信じない 人が あります るなら ば、 私共 は 唯 熱心の 祈禱 によりて 其 人た ち を 同一 の 信 

仰に 導く 樣 にして、 可成 早く 靈の 父母、 靈の 兄弟 を 見る ことので きる 樣ぃ たさねば なりません。 

メ シァを 慕ひ來 りし ァ ン デレ、 ベ テ&等 は キリストより 見れば 肉親の 兄弟よりも 愛すべく 親むべき 

もので ありました、 靈的 生涯 を 送らう とする キリスト 信者に 取て、 如此 きこと ある は、 いくら 日本人 
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の 攻擊を 受けよう が 致 方はありません、 普通の 兄弟 を賤 しめる 譯 ではありません が、 併し 肉の 兄弟の 

淺 くし て 、 靈の 兄弟の 深い ものなる こと は 不信者と 雖も爭 ふことの できぬ 事實で あ る と 信じます、 朝 

鮮は 肉の 關 係の 大 I 深い 國で あります、 或 一人が 大臣に でも なれば、 時には 遠い 親類 迄が 七 八十 人 も 

集つ てきて 其 家の 厄介になる さう であります、 日本 はま だ そこ 迄 進んで 居りません がお もなる 關係を 

肉の 上に 措いて ゐる こと は あへ て 朝鮮と ちが ひません、 キリスト 敎 はこれ を 破る ので 御座います、 私 

共 は、 肉體に 於て 素より 白暂 人種 や、 H スキモ ー 人種と 同一 な ものではありません が 「、 彼等と 私共と 

が 一 旦新 生命 をう けさへ すれば 肉の 兄弟 も 及ばぬ 深い 深い 兄弟と なること がで きる とい ふ 大福 音を受 

取って 居る ので 御座います、 此の 大福 音 I 大 思想 は 未だ 日本人の 多くが 夢にも 想うて 居ない 思想、 一幅 

昔で あるか は 知り ませぬ が、 併し この 思想 は 犬に 世界の 一致 を 助けて 居ります、 外 國傳道 はこれ によ 

りて 始まって まゐ りました、 日本の 東西に、 儒道 や 神道の 信者の 中に 一 人で も ボア 人の 爲に 同情 を捧 

ぐる もの を 得たい と は 私の 常に 思うて 居た ところで ありました、 成程 日本人 は英杜 戰爭に 多少の 心配 

をしたかった のではありませんでした、 但し 其 心配 は 利己的の 心配、 輸出 人、 貿易、 十露盤 上の 心配 

でありました、 ボア 人の 勝敗 はとり もな ほさす 我の 勝敗 だと 迄に 思 ひつめ た 者 は 恐らく 一  人 も 無 かつ 

たらう と考 へ ます。 . 

諸君よ、 諸君の 胸中に 若し 日本人の みが 日本 國を 愛する もの だとい ふ考が ありま すれば それ は大間 

達 ひで 御座ります、 ^^^米利加人で非常に日本國日本人を愛して居るものが御座ぃます、 日本人 も 神の 

子 だ、 神の 靈を享 ける ことができる、 日本人 を救濟 つて やらなければ ならぬ と は、 彼等 亞米利 加 人の 

或 者が 胸の 中に 抱いて 居る 熱情で あり. ます、 世 は ー链れ たりと 雖、 愛の 源泉 は どこかに 流れ出で て 人 を 


濕し國 を 潤 ほさう といたして 居ります、 淚を 流して 南天 北 地の 爲に 世界人 類の 爲に 祈って る 人 はたと 

へ 日本 國 になく とも， 日本 國 外の いづれ かに かくれて 居る ので 御座います。 

かく 申しましても、 日本の 愛國 者が あへ て 私共の 說に 服す ると は 思 ひません、 一 啻に 服せ ない のみな 

らす、 尙ほロ をき はめて 耶蘇 敎は 人倫 を破壤 るの 敎 だと 篤り ませう、 左樣、 破る かも 知れ ませぬ、 乍 

併 それが 爲 めに、 それが 破れた 爲に、 私共 は 抱 世界的の 人民 を 兄弟と 呼ぶ ことが 出 來る樣 にたります 

私共 は 狭い 小宇宙 を脫 して 廣ぃ惊 快な 大宇宙に 入り その 大宇宙の 兄弟と 心の底 を うちあけて 交る こと 

がで きる やうになる のであります、 肉的 姑息の 愛に か \ はって、 吾々 の 生涯 は沟 に憫れ たもので 御座 

い ます、 こ の 思想 服 を 以て 讀 まなけ れば、 馬可傳 十の 二十 九以 下 も譯の 分らぬ ものに なって しま ひま 

せう。 

キリストの 爲 めに 此 世の 妻子 兄弟と 離れても * 未来に は 限りなき 生命 をう くる ことができる と霄っ 

て、 單に償 ひ を 未来に のみ 求めて 居る 人が あります が、 それ は 普通 一般の 信者の 慰めで 御座います、 

ぺ テ を 通して 慰められし キリストの 言辭は それと はちが ひます、 「我と 福音の 爲に 家宅 或は 姉妹 あ 

る ひ は 父、 或は 母 或は 妻 あるひ は兒女 或は 田 躊を捨 つる 者 はこの 世に て 百倍 を 受けざる 者な し」、 こ 

れが キリ ストの 敎訓 であります。 

ぺ テ n は キリストの 敎 によりて 親 や 兄弟と 爭 つたで あらう と考 へ ます、 パゥ 0 は 明かに 之と 爭 ひま 

した、 彼の 家庭の 關係は 之が 爲に 一 時亂れ てま ゐ りました、 然し キリ ストの 爲に 一 切を舍 てし ベ テ 口 

や バウ 口 は 此 地に 於て 百倍の 兄弟 を 得た こと を 彼等 は 犬に 感謝した で 御座いませう、 私共 もこれ が爲 

めに は 時には 心臓 を. つかれ 腸 を かきむしられる やうな 苦み に 出 あ ひます が、 然し 無料で 此苦 をう け ま 
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せん- 此 苦あった が爲に 私共 は 此處に 居る 多くの 諸君と 兄弟 姉妹になる ことができました * 親類々々 

とい へば 如何にも 親しい 様に きこえ ますが、 今の 親類 は 少し 上等な 土産 を持參 して 行かねば 笑 ひ 額 を 

して 吳れ ません、 併し 土產 なしに 私共 を迎 へて くれる 靈の 兄弟 は 日本 國 到る 處に 御座います、 貧乏な 

私で も十錢 銀貨 一 枚 を ポッケ ットに 入れて 新 宿の ステ ー シ ョ ンを 出さへ しま すれば、 北 は 根 { 至の 端 か 

ら 南は薩 摩の 鹿 兒島迄 旅行して くる ことができます、 一 面識がなくても 喜んで 勞れを 慰めて くれる の 

は靈の 兄弟に 限る ことと 考 へ ます。 

豈 にた に 日本の みならん やです、 洗禮を 受けた 日本人が 外國に 行く と隨分 親切 に 取扱 はれた もの 

であります、 併し これ はすこし 以前の ことで、 度々 日本人に 誑かされた 外 國人は 今や 大に 日本人 を 疑 

うて 居ります が、 然し 若し 私共が 眞 正の クリスチャンであるなら ば、 彼等 は 決して 私共 を 排斥 はいた 

しません、 た に 排斥 致しません のみたら す、 犬に 私共 を歡 待して 吳れ ます、 英 であれ 佛 であれ 獨で 

あれ、 これ は 皆 同様で 御座います。 

歐洲 の諸國 民が 移住 民と なって 亞米利 加に 航海の 途上、 或 時 大西洋の 波の 上で 言語の ちがった 諾威 

の 一信 者と 伊太利の 一信 者と が 互に 握手した とい ふ 面白い 話が 御座います、 伊太利の 信者 は諾 威人が 

バ ィ ブルら しき 書物 を 熱心に 讀んで をる の を 見ました、 彼 は 嬉しくて 堪 りませんでした、 何う かして 

自分の 意志 を諾 威人に 通じようと 思 ひました が、 自國 語で は 分りません から、 一 聲 高く ハ レルャ と 申 

しましたら、 書物 を 讀んで 居た 諾 威人 は 直に ァ ー メンと 答へ て 握手の 禮を 施しました、 ハレルヤ、 ァ 

1" メン、 これ は 世界 共通の 言語で 御座います。 

私 は 喜んで グ ラ ッ ドスト ンの 著書 を讀 みます、 世界 第 一 等の 政治家が 我 朋友 兄弟 中に ありと 田ゐ へ ぱ 


實に 愉快 を感 する ので 御座います、 グ ラッド ス ト ン翁 死去の 新聞に 接しました 時に 私 は眞に 自分^ 

兄弟が 死んだ やうな 心 持が いたしました、 ク& ンゥ エルの 傳を讀 みます る 時に、 私の 心に 大偸 快が 御 

座い ます、 クロン ゥ エル は 私に 取て 親密な 兄弟であります、 キリスト 信者に して ミルトン を 知らない 

人の 多 いのは 殘 念な 話しであります、 ミルト ン の 著書 を 僅に 字句 的に 讀 みちら して 此大 詩人 を 知た や 

うに 喋 舌る 學者も あると 思 ひます が、 それ は 口先き ばかりです、 眞の キリスト 信者で なけらねば、 ミ 

ル卜ン を 解す る こと はでき ません、 ミルトンの 兄弟と たって 「失 樂園」 は、 らくに 讀 むこと がで きま 

す、 多くの 文 學者は ダン テの著 をつ まらぬ と 申します が これ は ダン テ の 著が つまらぬ ので はあり ませ 

ん、 若しつ まらぬ とい へば、 ダンテの 經驗な く ダンテの 生命な き 人 其 人が つまらぬ ので あらう と考へ 

ますつ 

よろしい、 勘 常され て もよ ろしい、 グラッドストン や ミ ル トン や ダン テ は 決し て 吾々 に 勘 當を與 へ 

ません、 朝 も晚も 彼等 は 吾々 の 座右に つき 添うて 居ります、 故に 私 は 更に また 眞の キリスト 信者が 秘 

共に 取て 眞の 兄弟 姉妹 である こと を 繰返し て お きます、 私共 はかく 考 へて 此 世の中の あら ゆ る 不平 や 

苦み を脫 却す る ことができ るので 御座います。 

今年の 講演 もこれ が 最後と なりました。 私 は 今日な つかしき 諸君と 訣れ るに ついて、 何 か 一 つのお 

土 產を差 上げたい、 私共 は 十日の 間 こ 、 に會 して 祈りつ けました、 同一の 主ィ H ス、 キリスト を 仰 

ぎました、 而 して 來 年の 七月 卄 五日 迄 毎 晚七時 を 期して 祈禱を 捧げる との 約束 をいた しました、 諸君 

の 一人が 七 時に 祈て 居られます 時には 他の 諸君 も 亦 同時 刻に 祈って 居られる ので 御^います、 二十 人、 

三十 人、 g: 十 人、 五十人、 是は 皆た、 これ 大兄 弟で 禪座 います。 
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彼等に 极 はる」 の 義務 を 有って US る やうに 思 ふて 居る、 彼の 柔和た るべ き 事 は 彼等 を 安全 の 地位に 置 

くが 故に 彼等 は 些少の 心配な しに 彼 を 罵り もす る、 嘲け り もす る、 爾 うして 若し 彼が 少しく 彼等に 向 

て 抵抗 を 試 むれば 彼等 は 馬 太 傳五章 を 引いて 彼に 說敎 する。 

〇 嗚呼 神よ、 我等 を鞫き 給へ、 人の 心 を 知り 給 ふ 者よ、 正義の 法 を 以て 我等 を亂し 給へ、 我等 此 世に 

ひねらす  .rui  ほ ふ 

在て は權 利な きが 如き 者な り、 我等 は 終日 汝 のために 死に 附 され、 屠られん とする 羊の 如く せらる 

(詩篇 四十 四篇 二十 二 節)。 

〇 何故に 基督 信者 は斯 くまで 其 兄弟にまで 嫌 はれる か、 何故に グ ビデ も M レ ミヤ も、 キリ ス 卜 もパゥ 

B も 皆な 骨肉に 逐 はれ、 其 憤怒 を 買 ひし か、 是れ大 に 攻究すべき 問題で ある。 

〇 其 一 は 確に 基督 信者の 人生 觀が 世人の それと 餘 りに 違う からで あるに 相違ない、 彼 は 彼等の 中に 在 

ケは， り-? 刀  ちが 

て 確に 一 の變 物で ある、 彼の 希望、 彼の 歡喜、 彼の 生涯の 目的 は 彼等の ものと は 全く 違って 居る、 彼 

の 善と 信す る 者 は 彼等の 善と 做す 者で はなく、 彼の 彼等に 勸 めんと 欲する 所の もの は 彼等の 甚だ 忌み 

嫌 ふ 所の ものである、 彼 は 心の 平和 を 求む る も 彼等 は 富貴 安樂と 之に 伴 ふ 榮譽を 求む る、 彼等 は 彼よ 

り 彼の 與ふ能 はざる 者 を 要求す る、 爾 うして 彼が 之 を 彼等に 與へ 得ざる が 故に、 彼等 は 彼 を 怒り 彼 を 

，つの  あ ひ -0 に はとり 

護る： 彼 は 彼等の 中に 在る も 彼等の 屬 でない が 故に 彼等 は 非常に 彼 を 嫌 ふ、 恰 かも 一 羽の 家鴨が 鶴 

の, の 中に あ る やうな 者で あって、 彼等 は 彼 を 疑 ひ 且つ 迫害せ ざる を 得な い 。 

〇 其 第二の 理由 は 嫉妬で ある、 彼等 は 皆な 人生に 就て 不滿 であるのに、 玆に 彼等の 中に 一人、 滿 腔の 

滿足を 以て 祌を 讚美し っ&日 をへ 送 る 者が あ る 、 是れ 彼等が 見て 以て 堪えられぬ 所で あるに 相違な い 、 

又 彼等 は 1^;! に 相 結ぶ に 血肉の 關係を 以てする に 引替へ、 玆に 彼等の 中に 一 人の 靈の關 係 を 以て 兄弟 姉 


妹 を 数多 宇內に 有つ 者が ある、 是れ 彼等が 觀て 以て 羨んで 歇 まざる 所で あるに 栢途 ない、 叉 彼等 は 彼 

を 苦しめる も 苦しめら る \ 彼の 事業 は愈增 して 旺へ、 苦しめし 彼等 は 常に 其 活動の 區域を 狭められつ 

つ ある、 是れ 彼等が 見て 以て 愤慨に 堪えない 所で あるに 相違ない、 斯くて 神な き 彼等 は 神に 依る 彼 を 

羨んで 止ます、 玆に 彼等 は 嫉妬の 念 を 起し、 彼と 彼の js^f 業と を 毀たん とする 企圖を 起す ので あらう。 

〇 其 第三の 理由 は 愛と 憎との 衝突で あると 思 ふ、 愛と 憎と は 正比例に 相增 減す る 者で ある、 一方に 愛 

の 增す時 は 他方に 憎が 增す 時で ある、 祌と 基督と を 知らざる 彼等 は 彼の 骨肉なる が 故に 彼より 總 ての 

愛 を 要求す る、 然しながら 彼 は 神と 基督と を 知る ことが 出來た 故に 斯 かる 偏愛 を 彼等に 供す る 事が 出 

來 ない、 玆に 於て か 彼等の 彼に 對 する 憎が 一 暦增 進し、 人倫の 道 (骨肉の 關係を 云 ふ) を 破る 者と し 

て 彼等 は强く 彼に 當る、 爾ゥ して 世 は叉此 骨肉の 關 係に 依ての み 立つ 者で あるから、 此 愛憎の 衝突に 

於て は 勿論 基督 を 信ぜざる 彼等に 與 みして、 基督 を 信す る 彼を窘 しめる、 是れ 自然の 成 行であって、 

一人の 人が 深く 基督 を 信じて 此顯 象の 現 はれざる はない、 否な、 斯 かる 顯 象の 頻々 として 現 はれて 來 

ない のが 却て 怪 むべき である、 斯 かる 事の あるべき を 知り 給へば こそ 基督 は 「地に 泰平 を 3,1 さん 爲に 

我 来れり と 意 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す. 刃 を 出さん 爲に 来れり」 (馬 太 傳十章 三 四 節) て ふ 非 

常 の 言 辭を發 せ られ たので あ る。 

〇 是れ實 に 苦し い 事で ある、 斯 かる 辛ら き 經驗を 有た ざれば 祌 の國に 入る こ と 能 はすと の 事で あれば』 

或は 祌の國 に 入らぬ 方が 却て 幸福で は あるまい 乎と 思 はれる 時が ある、 然しながら 我等 はるで も此苦 

き 杯を飮 まなければ ならない、 其れ は 他に も 種々 现 由が あるが、 其 肝要なる ものの 一 つ は 我等が 斯く 

厶ム <3<:厶<1厶<"<3<3 ム厶厶 △ 厶厶厶 厶厶 <!厶厶<1<1厶<3  △△△△<"△△<-△<"△<-< 

戰 はねば llg- 正の 幸福なる 家庭なる 者 を 決して 此 地に 於て 見る ことが 出来ない からで ある、 甚だしき 逆 
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そむ むすの  そ； 3  よめ  しラ， こめ 

說の やうに は 見 ゆれ ども、 然し 一度 は 子が 其 父に 背き 女が 其 母に 背き、 媳が其 姑 に 背く にあら ざれ 

ば (馬 太 傅 十 章 三 五節) 眞 正の 愛 心 は 決して 家庭の 中に 来らない、 是は 甚だ 危險な 敎訓の やうに 見え 

る、 然しながら 是れ 聖書が 幾囘 とたく 敎 ゆる 眞理 であって、 亦歷 史上の 事實 として 決して 否む ベから 

ざる 事で ある、 是れ 勿論 我等が 骨肉 を 憎む からで はない、 否な、 決して 雨う ではない、 是れは 我等が 

, ^い 犬なる 愛に 接した 爲に 我等に 對 する 我等の 骨肉の 憎 を 惹起し、 其 結果と して 此悲慘 なる 顯象を 見 

るに 至る ので ある、 是を 以て 見ても 罪の 結果と は實に 恐ろしい ものである 事が 判る、 血 を 流す にあら 

ざれば 到底 之を此 世より 拭 ひ 去る 事 は 出来ない、 故に 此衝 に當る 我等の 心 を 神 は 深く 推察し 給 ふ、 彼 

は斯 かる 場合に 於け る 我等 を 慰めて 曰 ひ 給 ふ 「兄弟 は 兄弟 を 死に 付し、 父 は 子 を 付た し 子 (祌を 信ぜ 

ふたお ク  に，、 

ざる) は兩親 (神 を 信す る) を 訴え 且つ 是を 殺さ しむべし、 叉汝等 我が 名のた めに 凡ての 人に 憾 まれ 

0OOO0OO0OOOO0O0OO  , 

ん、 然れ ども 終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし」 と (馬 太 傳十章 一 二、  ニー 一節)。 

〇 然し 此等は 皆な 手順に 過ぎない、 其 結果 は 何で ある 乎と 云 ふに、 地上に 於け る天國 である、 幸福な 

る 家庭で ある、 今日 我等が 羨んで 止まざる クリスチャン ホ ー ム である、 美 はしき 美 はしき ホ ー ム であ 

る、 總 ての 善き もの は戰 ふに あら ざれば 得る 事が 出来ない、 善き 國家 も爾 うで あれば 善き 社 會も爾 う 

である、 善き 家庭 とても 此例 以外の もので はない、 歐米 諸國に 於ても 多くの キリスト 信徒が 此 苦しき 

戰 爭を鬪 ひたれば こそ 彼國 今日の 美 はしき 家庭 を 見る に 至った ので ある、 故 に 我等 も 能く 今 日の 苦境 

に 堪え 後世 子孫へ ホ ー ムてふ 天の 恩惠の 最も 犬なる 者の 一 つ を 譲り渡すべき である。 


實 力 の 宗 敎  . 

(九月 七日 札幌獨 立敎會 にて〕 

其 は 神の 國は 言に 非す、 能に あれば なり (哥林 多 前書 ra 章 二十 節) 

基督 敎は 何ん た宗敎 である 乎と は 私共が 度々 他人から 聞かれる であります、 爾 うして 此 問に 對し 

て 私共 は 簡明なる 答 をな すのに 困る のであります、 基督 敎は之 を 一 つの 組織 立った る敎理 であると- -ム 

ふこと は 出来ません、 其 聖書なる もの は 多く は事實 の記錄 でありまして、 其 中に 一 つも 基督 敎を 哲理 

的に 講述 した 所の ものと てはありません、 世に 基督 敎的 宇宙 觀 とか 或は 人生 觀 とか 云 ふ もの を唱 ふる 

者が あります るが、 是は 聖書の 中に 散在して 居る 教義より 演繹して 斯 かる 說を唱 ふるのでありまして、 

決して 聖書の 中に 斯 かる 宇宙 觀ゃ 人生 觀が 書いて あるから ではありません。 

故に 世の 哲學 者の 眼より 見た 時には 基督 敎は 至て 詰らない 宗敎 であります、 其 聖書の 記事の 中には 

前後 互に 相 矛盾して 居る 所の もの もないで はありません、 其 文章に 文 則に 合 はない ものが あります、 

其 記事 の 中には 普通の 禮 法から 考 へて 見 ても隨 分^ 何 はしい 所の ものが あります、 此點 から 視 ますれ 

ば佛 法の 經文 は遙 かに 基督 敎の 聖書に 優る 經 典であります、 前後 相 符合し、 章句 整然たる より 視察 

致し ますれば スぺ ンサ ー 氏の 社 會哲學 論 は 新約聖書に 勝る 数等の 書であります。 - 
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然 らば 基督 敎に 於て 何の 取 所が あるか、 若し 其說く 所の 敎理に 由て 考 ふれば 佛敎 は遙に 基督 敎に優 

るの 宗敎 ではない 乎、 基督 敎は 常に 科 學の進 步に反 對し來 つたで はない 乎、 其 聖書 は 多く は 荒唐無稽 

の 記事で はない 乎、 爾 うして 今や 科學の 進歩せ る此 世に 在て は 基督 敎は旣 に 無用の 宗敎 ではない 乎、 

誰か 奇蹟の 愚 を 信す る 者が あら ふ、 誰か カント ゃス ピノ ザの 哲學に 絞べ て。 ハウ a ゃョ ハネの 書翰が 責 

いもので あると 思 ふ 者が あら ふ、 進化論の 何たる を 知らす、 微分 說の 何たる 乎 を 解せ す、 生理 學の元 

理に 就て は 全く 無學 文盲な りし 使徒 輩が 書き 殘 せし 書 は 一 一十 世紀の 今日の 人心 を 感化す るに 何の 力が 

あらう と は 私共が 今日の 學者 達、 殊に 靑年 達より 度々 開く 所であります。 

成程 基督 敎は 今日 世に 稱揚 せらる X 所謂 哲理 的宗敎 ではありません、 若し 夫れ 言語の 美、 理論の 精 

に 至て は 基督 敎は欣 んで之 を 他の 宗敎 叉は哲 學に讓 ります、 其 分量に 至て は 基督 敎の敎 典 は 決して 佛 

敎の經 文に 及びません、 若し 言辭の 美に 至て は バウ 口 の 書翰 は 決して プラト， 'の 哲學に は 及びません、 

若し 宗敎は 理論で あり、 哲學 であります るなら ば、 基督 敎は現 時の 社會に 於て は旣に 存在の 理由 を 失 

つた ものである かも 知れません、 亦 それが 私共の 目的であった ならば 私共 は 速に 基督 敎を棄 て 了った 

らふと 思 ひます、 基督 敎 がー 一十 世紀の 今日の 文明 諸國に 於て 尙ほ其 勢力 を 維持して 居る に は 何に か 他 

に 理由がなくて はなり ません。 

基督 敎 存在の 理由 は、 た^-に存在と曰ふては足りません、 其 勢力と 窮 なき 生長の 由 は 其 言葉に あ 

るので なくして、 其 能力に あるので あります、 神 は 議論で はなく して 實カ であります、 人生 は 理屈で 

はなく し て 實行 であります、 故に 神 を 人類に 紹介し て 之 を 救 ふの 宗 敎は大 なる 能力 でなくて はなり ま 

せん、 美文 は 人 を 救 ふの 能力ではありません、 哲學は 社會を 革む るの 爆發藥 ではありません、 若し 基 


督敎 がその 宣言す るが 如くに 神の 眞理 であります るなら ば、 是れは 美文で あると か哲學 であると か 云 

ひて、 單に 人を樂 ましむ る 者で 有て はなり ません、 是は 詩篇に 云 へ るが 如く 靈魂を 復活ら しむる 者で 

もろは  tt いのち， U. -4 しひ  ム し，、 二つ ザる  i  w-^  おら ひこ ゝ ろざし 

あります (詩篇 第 十九 篇)、 是は兩 刃の 劍 よりも 利く li^ と 魂 また 筋 節骨髓 まで 刺し 剖ち 心の 念と 志 意 

を 察る ものであります (希 伯 來書四 章 十二 節)、 是は ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人、 其 他 凡て 信す る 

者 を 救 はんとの 神の ガ 能であります (羅馬 書 一 章 十六 節)、 基督 敎が 「言と 智慧の 美た る」 者で ない 

事 は 其宣俾 者が 始めより 宣言して 居る 所であります (哥林 多 前書 二 章)。 

力であります、 然り、 力であります、 雨う して 是が 何れの f に 於ても 人類が 最も 要求す る 所の もの 

ではありません か、 說は幾 干で も 出で ます、 論 は 誰に でも 出來 ます、 然れ ども 最も 得難い もの は 力で 

あります、 今の 日本の 政治家 を御覽 なさい、 彼等 各自 は それ/, \國 家救濟 策なる もの を 抱懐して 居 ま 

す、 或は 軍備 を擴 張すべし であると か、 或は 商工業 を 振興すべし であると か、 或は 港灣を 改築すべし 

であると か、 或は 敎育を 普及す ベ しで あると か、 其 他 種 々 雜 多の 國家 振興 策なる も の は 講ぜられます 

然れ ども 最後の 問題た る 實カ卽 ち 金力の 供給 策に 就て は 難れ も 確說を 持ちません、 彼等 は 金を使 ふ 事 

は 知って 居る かも 知りません が、 之 を 作り出す こと を 知りません、 彼等 は卽ち 世に 所謂 政治家で あり 

まして、 政治 を 口にする 者、 經綸を 論 辯す る 者、 能辯と 論文と を 以て 時事 を 評論す るに 止まる 者で あ 

ります、 彼等 は卽ち 力，' ライルが 常に 罵て 止まざる R-ilaverer 卽 ち 空談 者 でありまして、 彼等の 首 の 

巧なる に關 はらす、 彼等の 論 3 曰の 立派なる に 係 はらす、 國家を 其 危窮の 場合より 救 ひ すため に は 至 

て 用の 少ない 人物で あり ます。 

道 德家も 同じ こ と で あ り ます、 吾人 の 今日 最も 要求す る 所の もの は 吾人 の 腦裡 に 最も 好く 符り 込む 
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倫理 哲學 ではありません、 是には 獨逸ゃ 英國の 近世の 倫理 學 者の 說の 中に 最も 恰好の ものが ありませ 

う、 或は 進化論に 堅い 基礎 を据 へた 倫理 學も ありませ う、 或は 心理 物理 學 より 編み出された 倫理 說も 

ありませ う、 或は 全く 政治の 一方 面より 考へ 出した 國家 倫理 說 なる もの も ありませ う、 其 他社 會 倫理 

とか、 宇宙 倫理と か唱 へられまして、 社 倉 を 主として 立てられた 倫理で あると か、 宇宙 を 客と して 組 

まれた 倫理と か 申しまして、 種々 雜 多の 倫理 說が 今の 世の中に 唱 へられます、 然しながら 是等は 皆な 

倫理 說に 止まります、 學 者の 研究の 付 料と して 面白味が あり、 之 を 知りて 之 を 語り、 之に 就て 論文 を 

作って、 私共の 博識 を树 ふこと は 出来る かも 知れません が、 然し 其實 行の 一 段に 至って は、 卽ち 人心 

感化の 一段に 至て は是 等の 中 孰れ も 未だ 古い 奮い 基督 敎に 及ぶ 者 はない のであります、 社會 主義 は 立 

派であります、 然しながら 如何う して 人 をして 其 美麗なる 條 目を實 行せ しめ ませう 乎、 如何して 人 を 

して 自己の 利 慾 を 忘れし めて 社 會全體 の 利益 を 意 はしめ ませう 乎、 是が 問題 中の 最大 問題で ありまし 

て、 玆に 至て 如何なる 社會 主義者 も 筆 を擱き 匙を投 する に 至る のであります。 

如何にして 善人 を 作らん か、 如何にして 惡人 をして 悔 改めし めん 乎、 如何にして 人 をして 善 を 愛し 

惡を 憎まし めん 乎、 如何にして 人の 心に 存 する 小我 を 殺して、 之に 代 ふるに 宇宙人 類の 大我を 以てせ 

ん乎、 我等 何人も 善の 善なる を 知って 居る、 然しながら 善 を 作る 事の 困難 は 金 を 作る よりも 難い、 若 

し 世の 人 を 善人と なすこと が 出来るならば 其 時 こそ 如何なる 倫理 說 でも 容易く 之 を 行 ふこと が 出来る 

プル ー ドン、 ラサル、 マ ー ルクスの 社會 主義 を 何の 苦 もな く 世に 行 ふこと が 出来る、 之に 反して 人が 

自分勝手 である 以上 は、 人が 自れを 先き にして 他 を 後に する 間 は、 彼に 中心の 滿足 なくして、 只 肉 慾 
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の 滿足を 以て 其饑 たる 靈魂を 癒さん として 居る 間 は、 如何に 巧妙なる 社會說 と雖も 決して 之を實 行す 


る こと は 出来ない e 

此 時に 方て 港 督敎は 其 獨特の 力 を 人 f に 供す るので あります、 他の 倫现說 ゃ社會 論が 力：^ 乏の故 

を 以て 苦しむ 時に 方て 基督 敎は 彼等が 如何に 苦心しても 得る ことの 出来ない 力 を 世に 供給す るので あ 

ります、 倫现學 者が 幾年 か i つても 說服 する ことの 出来ない 罪人 を 基督 敎の說 敎師は 時には 僅に 聖書 

の 一句 を 引用して 悔改に 導く ことが 出來 るので あります、 大 政府の 威力と 大哲學 者の 博識 を 以てして 

も 如何しても 感化す る ことの 出来ない 社會 を、 一 人の 取る に 足らない 基督の 僕が 其 心に 響き渡りし 天 

G.. へつ t 

の 幅 音 を 世に 宜傳 へて 之 を 震動せ しむる ことが 出來 るので あります、 罪人 を 論 服す るので はあり ませ 

ん、 又 威服す るので もありません、 愛 を 以て 彼の 全 性 を 化する のであります、 此 一事に 至て は 如何な 

る宗敎 でも 如何なる 哲學 でも 基督 敎に 及ぶ ものはありません。 

善心の 發動 者、 正義の 實 行者、 卽ち人 を 救 ふための 神の 大能、 是が 基督 敎 であります、 議論 は 之 を 

他の 宗敎 に讓り ませう、 若し 佛敎が 近世の 科 學說と 能く 和合 するとな らば 誠に 結構の 事であります、 

私共 は佛敎 のために 此事 ある を 祝し ます、 然しながら 私共 は 他の 方面に 於て 佛敎に 勝つ ことが 出來ま 

す、 卽ち 罪人 を 救 ふこと に 於て、 人に 新 希望 を 供す る ことに 於て、 彼に 慈善心 を 起す ことに 於て、 學 

校 を 建つ る 事に 於て、 病院 を設 くる 事に 於て、 國 民に 自由 を 供す る 事に 於て、 無智の 眼 を 開いて 彼 を 

して 宇宙の 美 を 讚美せ しむる ことに 於て、 我等 は遙に 佛敎の 上に 出る ことが 出来ます、 禪 堂に 在て 怫 

理の 深奥 を默稽 せんとす る 者 はする が宜 い、 然れ ども 私共の 宗敎は 空 碧に して 山 靑き邊 にあります、 

腦裡に 宿る 煩 惱を滅 殺せん と勉 むる 者は勉 むる が 宜しい、 吾等 は 活ける 社會の 活ける 罪惡を 殺し、 此 

かろし め 

處に 天國を 臨ら せんとす るので あります、 基督 敎は實 際 的宗敎 であります、 彼 は 空理 を貌視 ます、 彼 
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は 文の 巧拙に 拘泥し ません、 彼 は誠實 有の 儘であります、 彼 は 汚 機 を 燒き盡 すの 火であります、 彼 は 

傷 を 癒す の 香油であります、 彼は實 物であります 實 力であります、 彼 は 評さるべき 者で、 評論す る 者 

ではありません、 彼 は 何が 故に 救 ふ 乎 を 辯 解 致しません、 彼 は 只 救 ふの みであります、 彼 は 道 德界の 

硬貨であります、 卽ち彼 自身に 於て 罪を賵 ふの 能力 を備 へた 者であります、 故に、 彼 は 世の 實業 家が 

政治家の 多 辯 を 笑 ふやう に 倫理 學 者の 空理 を嗤ふ 者であります、 彼 はた 5^ 事 を 爲すを 知ります、 爾ぅ 

して 理論 は 之 を 世の 宗敎家 や 倫现學 者に 譲ります。 

口 本の 今日は 斯 かる 宗敎を 要しません 乎、 東西 兩洋 の學說 にして 一 として 唱 へられざる 者 はなく、 

人 は 皆な 咸く新 說を渴 望して 止まざる 日本人 は 今や 實カ缺 乏の故 を 以て 苦んで 居る ではありません 乎、 

國家敎 育 は 善人 養成の ために 何の 功 を 奏しました か、 進化 說の 普及 は 道德の 進化に 何の 影響 を 及し ま 

した か、 すょ 等の 腦髓 が充實 して 來 ると 同時に 吾等の 心裡は 日々 に 益々 空乏を 感じて 來 るので はあり ま 

せん 乎、 佛敎の 教理が 近 # の學說 と 能く 符合して 居る と は 云へ、 怫敎が 今日の 日本人、 殊に 青年 を 救 

ふに 方て 其 功力の 至て 微弱なる は 今 は 3： 人も認 むる 所ではありません 乎、 日本の 道 德界は 其 政治 界と 

均しく 多 辯 家、 評論家の 跋扈す る 所ではありません 乎、 百の 議論が 提出 せられて 一 つの 實 行の 擧らな 

ぃ社會 ではありません 乎、 此の 時に 方て 我等 は 一一 目に 在る に 非す 能力に 在る と 云 ふ 基督教 を 最も 要する 

ではありません 乎.、 基督 は 誰で ある 乎、 神で ある 乎、 人で ある 乎、 其 議論 は區々 であります、 然しな 

がら 只 一事 は 明白であります、 卽ち キリスト は 人 を 救 ふ 神の 大 能なる 事是れ であります (哥林 多 前書 

一章 二 四 節)、 此 故に 私共 は保羅 と共に 彼の 福 昔 を 世に 俾 ふるの を 恥と 爲 さない のであります (羅馬 

書 一章 十六 節)、 否な、 恥と 爲 さない のみなら す、 ^？^共の普通の愛國心に訴ぇまして、 今日の 日本に 


某 督敎の 非常に， 必要の ある を 感じ、 父母 兄弟 朋友の 反對を 受けましても 大膽に 此福昔 を 此^に 傳 へん 

とする の であります。 


信仰 治療の 可否 


祌 癒と は 信仰に 由て 肉體の 疾病 を 癒さる ^ と 云 ふ 事で ある、 神が 疾病 を 癒し 給 ふとい ふ に 就て は 

祌を 信す る 者 は 何人も 疑 を 挟むべき 害 はない、 只 所信の 異なる 點は キリスト 信者 は 醫藥を 用 ゆべき や 

否やの ー點 である、 爾 うして 余 は 醫藥を 用 ゆる 事 は 決して 聖書の 教訓に 反する 事で ない と 信す る 者で 

ある、 而已 ならす 多くの場合に 於て は 之 を 用 ひざる ことが 却て 神の 聖旨に 反く ことで あると；^ する 者 

である、 勿論 凡ての 醫 癒は祌 より 來る ものであるから、 醫藥を 用 ゆれば とて 決して 神に 親らない と 云 

ふので はない、 藥は 矢張り 神が 遣り 給 ふたもので、 醫師も 多くの場合に 於て は 神の 命令と 許可と に 依 

て 其 業に 從事 する 者で あるから、 吾等が 彼等に 依て 吾等の 肉體の 疾病 を 癒されん とする こと は 決して 

,,、、，.！■、  -  OOO0OOOOOOOOOOOO00OOO0 

惡ぃ 事で はない、 惡ぃ 事と は醫師 にの み 頼て 神に 賴ら ない 事で ある、 或は 神の 命 を 待た すして 醫師に 

頼る ことで ある、 然しながら 普通の 常識に 訴へ、 神の 指 命 を 乞 ふて、 -r^: 等の 信任す る 師の治 疮を乞 

ふこと は. 吾等 キリ ス トを 信す る 者の 爲 すべき 事で あると E 心 ふ。 

勿論^に は 偽醫師 一 名薮醫 者なる 者が ある、 然しながら それと 同時に 亦 偽 牧師 も あわば 偽 傅 道師も 
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ある、 偽物の 在る こと は Si; 物の 存在せ ざる ことの 理由と はならない、 神の 命じない 倚 道 師が偽 傳道師 

であって、 祌の 命じない 醫師が 偽醫師 である、 吾等 は 偽 俾道師 に賴ら ざる やうに 亦 偽 醫師に 頼らざる 

やう 用心すべき である、 然れ ども 眞 正の 醫 師は眞 正の 傳道師 だけ 貴むべき 者で ある、 吾等 は 注目して 

彼を搜 索し、 若し 彼 を 看 屮>^3 を 得ば 吾等の 身體を 彼に 任 かすべき である。 

又 偽 醫師の 多 いのは 僞傳 道師の 多い のと 同一 である、 實に 今の 世に 於て は醫師 たらん と 欲する 者 は 

傳道師 たらん と 欲する 者よりも 多い から 隨て僞 醫師の 數は僞 傅 道師の それよりも 多い、 故に 眞 個の 醫 

師の搜 索 は 頗る 闲難 である、 然し 彼 とても 全く 無い とは^らない、 或る時 は 吾等 は眞 個の 醫師に 遭遇 

する ことがある、 卽ち 謝禮を 目的と する に 非す、 評判 を 求む るに 非す して、 gef に 人世の 疾苦 を 拭 はん 

と 欲する 醫 者に！. 一 返す る ことがある、 是れ は實に 貴い 人物であって、 若し 幸に して 彼が 如き 者 を 看 出 

す こと を 得しなら ば 吾等 は總 ての 禮儀 を盡 して 彼 を 款待 優遇すべき である" 

キリストが 奇跡 を 以て 疾病 を 癒し 給 ひたれば 信者た る 者 は 何人も 世の 醫師 に賴ら すして、 直に 奇 

的に キリストに 癒さるべき であると 云 ふ 者 は、 未だ キリストの 聖じ曰 を 知らない 者で あると 思 ふ、 キリ 

スト は 「汝の 信仰 汝を 癒せり」 と は宣給 ひし も、 醫 癒の 方法に 就て は 人々 に 由て 之 を 異にし 給 ふた や 

うに 見える、 彼が 生来なる 瞽を 癒し 給 ひし 時には 「地に 唾し 唾に て 土 を 和き その 泥 を 瞽者の 目に 塗り I 

彼に 曰 ひける はシ p ァ ム の 池に 性き 洗へ」 と 命じ 給 ふた、 雨う して 彼れ 行て 主の 命じ 給 ひしが 如く 爲 

したれば 彼 は 癒えたり と 記して ある (約 翰 傳第九 章)、 此 場合に 於て は 主 は 確かに 彼の 能力 以外に 或 

る 一 つの 方法 を 用 ひられし やうに 見える、 彼 は 勿論 接の 方法 を 用 ひすして は 瞽目を 癒す ことが 出來 

なかった ので はない、 然し 彼が 或る 場合に 於て は 方法 を 採り 給 ふた 事 は 明かで ある、 其 やうに 彼が 今 


日 彼が 造り 給 ふた 藥品を 用 ひ、 彼が 命じ 給 ふた 醫師を 使 ふて 彼の 翳 癒の 聖業を 遂げ 給 ふの は 彼と して 

必す爲 し 給 ふ 事で あら ふと 思 はれる、 殊に 彼の 在世の 時代と は 異なり、 今日の やうに 醫 術の 非常に 進 

步 したる 時に 於て は 彼が 普通の 場合に は 彼の 奇跡 力 を 使 川し 給 はすして、 醫藥を 以て 忠 める 者 を 救 ひ 

給 ふの は 最も 有り さうな 事で ある、 今日の 醫 術の 進歩なる もの は 決して 神に 賴ら すして 成った もので 

はない、 歐米諸 國の大 醫と稱 せらる、 者 は我國 今日の 醫師の 如くに 神 を 畏れす 人 を 敬まない 者で はな 

い、 大醫 は大哲 學者大 政治家 大科 學者大 Saf 人と 同じく 多く は 敬虔なる 神の 信者で ある、 爾 うして 今 口 

の醫學 なる もの は 多く は斯 かる 大醫 の硏 15 探究に 由て 出來 たもので ある、 吾等 は我國 今日の 多 數の醫 

師が 不信 不敬の 人で あるの を 見て、 直に 醫術其 物が 惡 魔の 業で ある やうに 速斷 して はならない。 

雅备 書の 第五 章 十 ra 節 以下に r 爾曹の 中 誰か 病める 者 ある 乎、 あらば 敎會の 長老 等 を 招くべし、 彼 

等 主の 名に 託り て 其 人に 膏を沃 ぎ 之が 爲に 祈らん、 それ 信仰より 出る 祈 禱は病 者 を 救 ふべ し、 主 これ 

を 起さん」 と 記いて ある も、 之 を 決して 醫師を 招く 勿れ、 藥品を 用 ゆる 勿れとの 勸 言と 解して はなら 

ない、 此 所に 記された る膏其 物が 一種の 薬品で ある、 雅 各の 玆に言 ふ處は 疾病の 時に 祈禱 せよ との 事 

である、 醫師に 頼る も賴ら ざる も祌の 援助 を 乞 ふこと を 怠るな と 云 ふので ある、 吾等 は祌 に顿ら ざれ 

ば 何事 も爲し 得ざる 者で あれば、 病の 時には 殊に 祈 禱の效 力に 賴れ と敎 へたので ある、 醫師に 頼るな 

と敎 へたので なくして、 神に 頼れと 特に 注意した ので ある。 

斯く云 ふて 吾等 は 無 方に 醫 者に 懸れと 云 ふので はない、 多くの 疾病 は 醫師の 援助 を 借りす とも 治る 

ものであるから、 出來 得る 限り は 信仰と 淸潔 法と に 依て 其 治療の 途を 講 する に 若く はない、 今の 人 は 

神 を 信ぜざる 結 として 醫師を 信じ 過ぎ、 それが ために 却て 其 身 を 誤る は 常で ある、 吾等 神 を 信す る 
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者 は適當 の範圍 に 於て 醫師を 信すべき である、 然し 之に 反して 醫師を 信す る は 不信で ある、 藥：： 叫 は 

悪魔の 供す る 毒物で ある、 キリ ス ト 信者た る 者 は 如何なる 場合に 於ても 醫師の 治療 を受 くべ からすな 

ど云ふのは是れ聖書の明^！！なる敎訓に照して見ても、 亦 吾等の 健全なる 常識に 訴 へて 見ても、 決して 

1^ 當 なる 思想に 出た る；^ と は 思 はれない、 吾等 は 神 を 信じ、 祌に 祈りつ &醫師 の As 療を 受け、 全癒の 

福祉に 與 かりし 時には 醫師に 感謝す るよりも 多く 醫師 の醫師 たる 祌に 感謝すべき である。 

予の 宗教 的 生涯の 一 斑 

內村 生. s す、 此篇は 去る 十月 十日 余が 束 京 芝 高 輪なる 佛敎 大學に 於て 爲 したる 演說の 筆記に して * 『高 輪 

學報』 笫 十三 號に揭 げられ しもの を 其 編者め 承諾 を 得て 玆に轉 載せし ものな リ、 該 筆記 屮往々 余の 意 を 袁 

さざる 所 あり たれば 余 は. H 由に 之に， 訂正 を 加 へたり， 讀者 諒焉。 

私 は此頃 北海道へ 傅 道に 參 りまして、 餘り澤 山演說 したので 咽喉 を 痛めました 故、 當 分の 間 演說は 

致すまい と 思って 居りました 所へ、 二三 日前當 校から お 使が あって 私に 是非共 演說 しろと 云 ふお 話で 

ありました、 其 時 私考へ て 見ました に 今まで 度々 演壇に 登り ましたが、 未だ 佛敎學 校の 演 擅に 登った 

こと はない、 叉^ は刖に 自分で は 己れ は 耶蘇 敎の 信者と 言って 額に 判を捺 して 世の中に 立たぬ 積り で 

あります が、 然し 先 づ私は 基督 信者で あると 世の中に 知られて 居る 身分で あるに、 其 私に 向って 佛敎 


學 校から 演說 しろと 云 ふ 依頼 を 受けて 見 ますれば 何やら 一 の大 責任 を 背負 はされ た 心が 致しまして、 

縱令 咽喉が 破れても 其 好意に 報いなければ ならぬ と 云ふ考 から、 一 一十 五分な り 三十 分な りお 話 をして、 

此 好意に 報いて 來 ようと 云ふ考 から、 終に お 約束 を 致しまして それで 今日 罷 出た 次第であります、 勿 

論 短い 時間に 此處 によく 人の 言 ひます る 佛敎と 基督 敎 との 關 係で あると か、 或は 私 は 何故に 佛敎を 信 

じないで 基督 敎を 信す るかと か、 其 様な こと を 今爱に 言 ふこと も W 來ま せぬ し、 亦 言 ふ 必要 もなから 

うと 思 ひます、 然し 唯 だ 一 つの 事に 付て 諸君と 私と 一 つで あると 云 ふこと だけ 述べる ことが 出来ます、 

卽ち 諸君と 私共の 違 ひ を 言 ふより は 先づ第 一 に 諸君と 私共との 同じ 所 を 言つ て 置いた 方が 宜 からう と 

思 ひます、 それ は 何で あるかと 言 ふと、 吾々 基督 信者 も 諸^ 佛敎 信者 も 或 一 の 事に 付て 同じで ある、 

それ は 吾々 は 宗敎を 信す る ものであると 云 ふこと、 それだけ は 諸君 も 私 も 一緒であります、 夫 故に 或 

人 の 言 ふ 様に 基督 敎と 佛敎 と^々 になって 居る の は 甚だ 不得策で あるから どうかして 此 二つ を 和合し 

たらば さぞ 良い かも 知れません が、 然し 私の 考 へます るに、 それ は實に 馬鹿 氣た ことでありまして、 

それ は 基督 敎 のために もなら す、 眞理 のために もなら す、 國家 のために もなら ない 事で あると m 心 ひま 

して、 私 は 今 はそんな 考 へは棄 てて しま ひました、 私 は 今 は 其 様な 夢を見て 居る 人に は それ は 詰らな 

い 夢で あるから お捨てな さいと 勸 めて 居ります、 けれども 佛敎 信者 は佛敎 信者、 基督 信者 は 基督 信者 

であっても、 相互に 喧嗨 をして 一方が 他方の 缺點 を擧げ てお 前の 宗敎 は噓 である、 偽宗敎 であると？ 描 

るべき ではありません、 吾々 が眞 の宗敎 家なら ば 吾々 は 相互に 對 して 非常に 深い 尊敬 を拂 はなければ 

なりません、 同じく 眞理の 信者と してお 互に 尊敬 を拂 つて 居り ますれば、 佛耶兩 敎は其 時；^ 旣に 一 致 

して 居る のであります、 私は此 事に 就て 常に 思 出します に 二つの 例が あります、 それ は 私に 大 へんに 
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良い 考を 持たせました、 其 一は 十四 五 年 前に 死なれた 池 上の 新 井 日 薩師の 言であります、 丁度 私が 北 

海道 札幌に 居りました 顷、 私共が 基督 敎を 信じました ために、 日蓮 宗の 坊さん 達が 集って 駁邪 演說と 

云 ふ 基督 敎 攻撃の 诚說を 企て、 日 薩師に 相談に 行った さう であります、 其 時日 薩師は 非常に 不興で あ 

つて. 一 百 はれた に、 お前 達 は 何 をす るか、 人と して 假令 どの やうな 宗敎 であるに しろ、 一 の 宗敎を 信す 

る こと は 非常な ことで ある、 一 生涯の 熱血 を濺 いだ もので なければ 之 を 信す る こと は 出来ない、 縱令 

我宗敎 でない にしろ、 其 人が 其宗敎 を 信す ると 云 ふ 事 は 容易の 事で はない、 假令 幾ら 缺點が あらう が- 

聲を 極めて 異敎の 人 を 篤り 合 ふこと はお 前 達 決して 爲て はならない と、 さう 言 はれた と閜 きました、 

- ひつ  そのの ち  ふつ、 か 

實に 美く しい 話で あると 思 ひました、 從來 自分 は大 へん 日蓮 上人の 敬慕 家で、 不束なる 英文の 筆 を；^ 

つて 日蓮 上人 を 世界に 紹介した いと 云 ふ考が 起った の も日薩 師の此 一 一一 目に 基して 居る と考 へます る。 

もう 一 つ 私に 他宗に 對 して 良い 考を 持たなければ ならぬ こと を敎 へて 吳れた 人 は、 これ は 諸君に 其 名 

を覺 えて 置いて 欲しい、 麻布 の 東洋 英和 學校 に 居られ た 加 奈多人 の ホイ ツチ ング トン 氏であります、 

此人 は哲擧 者で 良い 宜敎 師、 良い 基督 信者で ありました、 或 時 私が 先生の 所に 行って 話して 居り まし 

た 時に、 基督 信者と 外の 宗敎 との 關 係の 話が 出ました、 其 時 先生 は 斯う 言 はれた、 『私 はぎ 時で も 芝 

の 山內を 運動す るが、 寺の 前 を 通る 時には 必す 帽子 を 取って 行きます』 と、 私 は 其 時 これ は 宣敎師 に 

ない ことと 思 ひまして、 『あなた は 基督 敎の宜 敎師で 御 趣い ません か』 と 問 掛けた、 『勿論』、 『それ 

が 佛敎の 寺の 前 を 通る に 帽子 を 御 取りになる のであります か』、 『左様』、 『何のた めに 御 取りに なり 

ます か』、 『私 は 基督 敎の 敎師 であり ますから 勿論 佛敎を 悉く 赞成 する こと は出來 ませぬ、 けれども あ 
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の 寺に 我 同胞が 心を籠めて 精神 を罩 めて 禮拜 して 居る の を 見ます 時に、 私 は 其 人達に 對 して 帽子 を 冠 


りながら 其 前 を 通る こと は 出来ません、 私 は 其 人達に 對し 私の 尊敬 を 表する がた めに 私の 帽子 を 取る 

のであります』 と 斯う 巾され ました、 私 は玆に 一 人の 友人 を 見出した と m 心 ひまして、 一 曆其 人と 親密 

になって、 ^離の 時には 眞の 兄弟と 別れる やうに 淚を 以て 別れました、 今の 日 顏師の 話、 ホイ ツチ ン 

グ トン 氏の 話から 考 へても、 是 が佛敎 徒が 基督 敎 徒に 對 しても， 基督 敎 徒が 佛敎 徒に 對 しても、 取る 

べき 君子 的の、 ゼン トル メン 的の 態度で あると 考 へます、 さう 云ふ譯 であり ますから、 私 は 今此處 に、 

諸君に 向て なぜ 私が 基督 敎 信者であって、 なぜ 佛敎 信者で はない か、 佛敎に 何處に 缺點が あるか、 甚 

督敎は 何處が 佛敎に 優って s5 るかと 云 ふやうな こと を 言 ひたくありません、 又 言 ふべき ではない と W 心 

^ます、 併ながら 諸君 を 私の 同胞と して、 宗敎を 信す る 方々 として、 私の 實驗談 を 少し 諸君に お話し 

致して 今日の 責を 塞がう と 思 ひます。 

私が 基督 敎を 信じ ましたの は、 今から 二十 五 年ば かり 前であります、 北海道 札幌に 於て 始めて 之 を 

信じた のであります、 其 信じました 手續 は、 長い 詰らない 話であります から、 兹 にお 話す る こと は 出 

來 ませぬ けれど、 併し 共 基督 敎を 信す る ことが、 どれ 程闲 難で あつたか、 どう 云 ふ 困難と、 l^-n 々は戰 

はなければ ならなかった か、 其 事に 就て お 話 致したい と 思 ひます。 

それ は 多分 私が 經 過して 来た 困難の 中の 或 部分 は、 矢張り 諸君 怫敎徒 も 遭遇し なければ ならぬ 困難 

であるか も 知れぬ からであります、 けれども 其 多くの 部分 は、 諸君が曾て諸^；；の信仰上 一 度もぉ感じ 

のなかった 困難で あらう と 思 ひます、 先づ其 第一 の 困難で 殊に 私共が 信仰の 初期に 於て 感じた 闹難は 

何で あるかと 巾し ますに、 それ は愛國 心と 基督 敎の 衝突であります、 其 衝突 は 今日 吾々 日本人が 基哲 

敎を 信す る 時に 必す 免るべからざる 衝突であります、 私 は 極く 詰らない 者で ございま すが、 然し 矢 張 
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り 日本の 武士の 家に 生れた ものであります、 武士の 家に 生れた ばかりでなく 私の 先祖 を 調べる と、 先 

祖 は 詰らな い 百姓であった さう であり ますが、 鐵 砲を擊 つのが 上手で そ れが爲 めに 天草に 耶蘇 敎 徒が 

起った 時に、 狙擊に 行く ために 雇 はれて、 彼の地に 行いて、 大部 基督 信者 を擊 殺した、 其お 蔭で 武士 

に 取 立てられ たと 云 ふこと であり ますから、 其 子孫た る 私が 基督 敎を 信す る こと は、 遺傳 から 言って 

も 非常に 困難で ありました、 斯 かる 遣傳を 有った 者でありまして 「我 國」 「日本 國」 と 云 ふ考が 私の 

心の中に 深く々 々染 込んで 居りました から 外國 から 来た 宗敎を 信す ると 云 ふこと は、 私に 取て は 非常 

に 辛い 事で ありました、 殊に 宗敎は 吾々 の 日常の 生涯に 込 入って 居る ものであります るから、 眞理は 

眞理 とした 處が其 眞理が 吾々 の 全身に 徹する までに 吾々 の 遭遇す る 困難 は、 今日 佛敎徒 諸君の 知らな 

い 困難で あらう と 思 ひます、 其 困難 は 今の 佛敎徒 諸君 は 感じない が、 然し 昔の 佛敎家 は必す 感じた こ 

との ある 困難で あるに 桕 違ありません、 耶蘇 敎が外 來の敎 であると 言へば 佛敎も 亦 外来の 敎で ありま 

す、 故に 初めの 佛敎徒 は 私共が 今日 遭遇す る 困難に 出會 ひました、 往昔の 日本の 佛敎徒 も 眞理は 眞现、 

國は國 と 別 を 立て ましたが、 然し 當 時の 國粹 保存 者の 考と 衝突して、 迫害 を 受け 血 を 流しました、 

何百 年後の 今日は 佛敎は 日本 國の 宗敎 となり、 之 を 信す る は 日本 國產 出の 敎を 信す る やうに 容易くな 

りて、 諸君 は 私の 遭遇した 苦み に は出會 はれなかった が、 然し 私共 日本 武士の 家に 生れた 者が 眞 面目 

に 基督 敎を 信す る 時には、 諸君の 千 何百 年 前の 先祖が 出會 つた 同じ a 難に 出 遭った のであります、 基 

督敎は 人類 を 救ふ敎 である、 基督教に は 眞理が ある、 基督 敎は どこから 來 たかと 云 ふと 外國 から 來た、 

外國 から 來た 者で ある 故に それに はいろ <,\ - の吾國 人の 心に 抵觸 する ことが 附隨 して 居る、 其 外國的 

の 側 を 去って 其 中の 眞理を 取って 我物と しょうと 云 ふ 其 困難 は 今日の 佛敎 徒の 推察の 仕 難い 困難で あ 


ると 考 へます、 それ故に 私共 基督 敎を 信じました 時に、 先づ 第一に 決斷 をした 事 は 何で あるかと 云 ふ 

OO00OO00O0O  O00000000000OOOO000O00000  00000 

と、 私共 は 基督 敎を 信じよう、 基督 敎は 信す る けれども 外國 人から 金 は 一文 も萸 ふまい、 基督 敎を信 

000000000000000000000000000000000000000000000 

じても 外國 にある 何 派と か 何敎會 とか 云 ふ 者と は 一 切 關係を 絶って 吾々 日本人 は 日本人で 基督 敎を信 
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じょう、 日本 國の 着物 を 着せた 基督 敎を此 國に騰 めよう、 と、 斯う 云 ふ考を 起しました、 吾々 は 基督 

敎は 信す るが 然し 之に 附隨 したる 外國の 弊害 を 取り去る 爲 に外國 人から 一 文 も 補助 は 受けまい、 体 道 

會 社の 補助 は 受けまい、 何の 敎派 敎會 にも 關係を 持つまい と、 斯う 云 ふ 決 斷が其 時に 起った ので あり 

ます、 さう 云 ふ 風に して 基督 敎の 眞理は 受け、 弊害 は 同時に 外に 撤 して 了 ふの 考を 有って、 及ばすな 

がら 過去 二十 五 年間 繼繽 して 来たので あります、 其 結果 はどうで あつたか、 基督 敎は 受けた けれども、 

併しながら 外國 人の 補助 は 受けぬ、 基督 敎に 附隨 して 居る 外國 的の 趣味 は 受けぬ と 云 ふこと がどう 云 

ふ 困難 を 来たした かと 云 "と、 先づ 二つの 困難 を來 たしました。 

一 は 基督 信者が 一般に 受 くる 迫害 を 私共 は 日本人から 受けました、 日本人の 多く は 耶蘇 敎と 云へば 

皆 同じ ものと 思 ひまして、 耶蘇 敎 一名 外 敎と 云ふ考 へから、 耶蘇 信者で あると 云へば 外敎 信者で ある 

と 云 ふこと から、 吾々 の爲す こと は 皆外國 人から 使嗾され て爲す ことで ある やうに 考 へて ：j5 ます、 さ 

う 云 ふ 人 は、 二十 五 年 前に 限りません、 今日で も 同じであります、 物の 區別 をよ く 立てない 人から 見 

れば 仕方のない ことで はあり ますが、 彼等が 深い 所にまで 立 人って 研究し ないで 何でも 吾々 に 少しの 

失策が あれば 吾々 は外敎 徒で あると 云って 吾々 を 責める、 吾々 が 眞理を 信す るに どれ 程 骨 を 折った か、 

どれほど 勉強した かと 云 ふこと は考 へす に、 吾々 が 基督 敎を 信じた の は、 外國 人に ご 愛想 をして 補助 

を 受けた いがため の 卑劣なる 愁 心からで あると 思 ひ、 矢 露に 吾々 を 貴め たこと は赏に 憤慨に 堪 へない 

5- 治 三十 五 年  ニー  七 


ことで ありました、 今日で もま だ 私共 は 多少 世間 一般から 其 攻擊を 受けて 居ります、 これ は 基督 敎を 

信じた 者の 免れ 難い 迫害であって、 吾々 が 忍ばなければ ならぬ ことか も 知りません が、 併し 外國 人よ 

りの 金錢 上の 補助 は 全く 絕 つと 云 ふ 決斷を 立った 吾々 に 向って は、 實に 無慈悲 極まる 攻擊 である、 け 

れ ど，^ それ は 唯 だ 一 方の 攻擊 であって、 それだけ なれば 忍ぶ ことが 出来る。 

二に は 私共ば 基督教 徒 彼等 自身から 攻撃せられ ました、 彼等 は 中し ました 『彼 は 基督 敎を 信す るが、 

日本人と 國粹 保存 〈诙の 愛想 を 取る ために、 愛國 とい ふこと を 言って 居る ので ある』 と斯く 巾 しました、 

あっちから も 拳骨 を 受け、 こっちから も 拳骨 を 受ける と 云 ふ 始末であります (笑聲 起る)、 私共 は自 

由說を 取る 者であります から、 聖晚餐 であると か、 洗禮 であると か 云 ふ もの は 取り除いて 了 ひました、 

叉 宗敎は 心の 問題であります から， 頭に 水 を 浴びる こと、 パン を 食 ふこと は 大切な ことで はない、 吾 

吾 は 心に 基督 を 宿さなければ ならぬ と唱 へ ました、 それ を 見る と 通常の 基督 信者より 大變な 攻撃が 起 

りました、 諸君に お 暇が あるならば 他の 基督 信者の 論 を御覽 なさい、 暗々 裡に 吾々 の說 1^ 壞さ うとし 

ていろ，^ の 手段 を 取って 居る ことが 御 分りになります、 それ故に 吾々 は 或點に 於て は 兄弟に 向って 

戰 はなければ なりません、 吾々 は 二十 五 年間 此戰 鬪を繼 けて 居ります、 又 私 は 地方に 參 りましても 刖 

に佛敎 徒の ご 愛想 を 取った からで はあり ませぬ が、 佛敎 徒と 曾て 一 囘も 衝突した ことはありません、 

寺 を 借りて 說敎 した こと もあります、 或は 腹の 狭い 佛敎徒 は 腹 を 立てる かも 知りません が、 如 來樣の 

前で 說敎 した こと は 度々 あります、 祌 道の 事務所に 行って 基督 敎を說 いた こと もあります が、 神主と 
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衝突した ことはありません、 けれども 私共の 前き に 立って 私共の 事業 を 第一 に 妨げる もの は 誰れ であ 

るかと 言 ふと、 基督 敎徒 彼等 自身であります、 內 村の やうに 國粹 主義 獨立 主義 を唱 へられて は、 吾々 


の宗敎 は仆れ る、 吾々 の 敎會は 破壊され ると 言って 私の 俾道を 妨げます、 私は傳 道す るに i="f. をす る 

の爭 ふので はありません、 國 民に 向って 宗 敎を說 かう と 思 ふので あります から、 傅 道す る 時には IS を 

披 いて 此處に は 基督 敎會が あるから 止めよう、 彼處 にも 敎會が あるから 止めようと 云うて 可成 敎會の 

ある 所へ は 行かぬ やうに して 居ります、 敎 X まの ない 所 を 選み、 敎會の 間 を 縫うて 步 いて 傳 道して s| り 

ます、 斯う 言 ふ有樣 であります、 日本的に やらう と 言 ふので、 普通の 基督 信徒から やられ、 基督 敎を 

信す ると 言って 日本人 全體 から やられる、 其 問 を 這 入って 行く のであります から、 吾々 が 通って 行く 

道 は 實に狹 いもので あ ります。 

私が 今玆に 衣食 問 题を持 出しましたならば、 甚だ 卑しい とお 笑 ひになる かも 知り ませぬ が 然し 是れ 

は實際 問題であって、 最大 問題の 一 であります るから 申 上げます、 此 衣食 問題 は 困難なる 題で あり 

ます、 我々 は 餓死ぬ 譯 には牲 きません、 武士の 子孫と 雖も 詰らなく 腹 を 空ら す は 嫌 ひであります (笑 

聲 起る)、 お前 は 何宗を 信す るかと 問 はれました 時に、 私 は 或 眞理を 信す る 者で あると は 答へ ませぬ、 

私 は 社會に 正義 公道 を說く 者であります と 言 ふ 方が、 或 時 はう まく 牲き ますが、 それ は 人 を 欺く ので 

あります、 私 は 職業 を 奪 はれても 構 はぬ、 基督 信者で あると 言 ひます、 日本人 は 基督 信者 卽ち 耶蘇 信 

者 危ぃ扠 だと 言って 遁れ ます (笑聲 起る)、 耶蘇 信者で あると 云 ふこと で學 校に 行て 牧師と なること 

も 出来ません、 傅 道 會社も 入れて 吳れ ません、 ra 方に 戶を閉 ぢられ て 其 間 を 行かなければ ならぬ ので 

ありまして、 唯 だ眞理 一 つに 賴 つて、 眞现 のた めなら ば 命 を 捨てる、 家と 財產は 勿論、 眞理 のた めな 

らば 何時でも 命 を^て ると 云ふ覺 悟で やって 性く  (拍手 起る)、 やって来た のであります (拍手 起る)、 

神が あると 信じ、 人 問の 心に は 神が 宿て る、 日本人が 墮 落して 居っても、 私の 誠赏を 日本人に 1^ ふ 
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れば、 終に は 私に 贊 成して どうかして 私 を 生かして 置いて 吳れ ると 云 ふ考を 以て やって 來 たので あり 

ます。 

それ は 失敗に 終た かと 云 ふに、 私 は 其 Is! に 就て は 感謝し なければ ならぬ、 日本人から 叉 耶蘇 敎徒か 

ら嘲 けられた がん r 日に 至って 二十 五 年間の 戰 ひの 結果が 實を 結んで、 今日は 佛敎 徒の 學校 さへ 私を聘 

んで 下さる やうに なった (拍手 起る)、 私が 『聖書 之 研究』 と 云 ふ 雜誌を 出しても 多くの 人が 買って 

讀ん で吳れ る、 どう 云 ふ 人が それ を 買て 讀 むか を 話さして 頂きたい、 耶蘇 敎徒 許りが 私の 雜誌 を賈ふ 

かと 言 ふに 決して さう ではない、 歳の 暮 になって 雜 誌の 讀 者が 私に 見舞 狀を 吳れ る、 其 中に 寺の 判が 

擦して ある 者が ある、 何國何 郡の 阿彌陀 寺と か、 又 其 他の もの も愤 侶で ある ことが 其 名で 分る、 それ 

が 十本 も 十五 本も來 る、 實に 有難い、 斯 くまで 日本人の 思想が 變っ たか 私の 志が 透徹した かと 见 うて 

感謝に 堪 へない、 此頃萬 朝 報の 紙上で 社友の 一人と 聖書 論 を やった、 友人 は 聖書 は 詰らない 本で ある 

と 言った から、 是は 少し 私の 年来の 主義に 戾 ります から、 大切の 問題で あると 思って 聖書 論 を 書いた、 

所が 時勢の 變遷に 依て あの 新聞が 其 聖書 論 を 載せて SK れた、 それで 方々 から 感謝 狀が來 たが、 其 巾 三 

河國の 或る 佛敎の 寺から 來 たもの が ある、 それに 言 ふに 『あなたが 聖書の 辯 護 を 書いて 下さって 誠に 

有難い、 私 は 何にも それに 依て 耶蘇 敎徒 になった と は 巾し ません、 然し あなたの 聖書の 辯 護の 方法に 

依て、 私 は 私の 經文を 辯 護す る ことが 出来ます』 と 云って 來 ました、 基督 教徒が 誠實に 聖書 を 辯 護す 

るの は 諸君の 經文を 辯 護す るので、 諸君が 眞 面目に 經文を 辯 護な されば、 私の 聖書 を 辯 護して 下さる 

のであります、 時勢の 變遷 と雖も 感謝して 事の 爱に 至り ましたの を 受けなければ なりません。 

もう 一 つの 困難 は 誰でも 出會ふ 困難で ございま すが、 卽ち 西洋の 學 術と 基督 敎 との 間に 起る 衝突の 


困難であります、 私が 始めて ダル ウィンの 原種 論を讀 みました 時に、 誰れ も 出會ふ 困難に 出き ひまし 

た、 或 人の 一一 一一 II ふ 通り ダル ウィン 自身 は 基鲁敎 を攻擊 する ために この 本 を 書いた のでない と 云 ふこと は 

分って 居ります、 只 之 を棒讀 みに する 人 は 彼が 基督 敎を k すため に 之 を 書いた と 思 ふか も 知れません 

が、 然し 少しく 之 を 深く 讀んだ 人 はさう 云 ふ考を 起しません、 けれども、 原種 論に 附隨 していろ，/, \ 

の說が 起って 來 ます、 それが ために 或 時 は 吾々 の 信仰 を土臺 から 壞は されん とした こと は事實 であり 

ます、 基督 敎の 眞理と 進化論との 衝突 を どうして 和合しょう かとして 頭腦の 内に 大 議論が 始まり まし 

た、 或 時 は 遂に 進化 說に 負けて 基督 敎を やめようと 思 ひました が、 亦 或 時 は ダル ウィンの 說の& ぉ點が 

見えて 来ました、 それで 或 時 は 此方、 或 時 は 彼方と 其 問に 立って 行く 頭 腦の內 の 困難 は 又 非常な もの 

でありました、 けれども 此經驗 は 私に 良い こと を爲 しました、 私に 宗敎は どこ 迄 も 合理的で なければ 

ならぬ、 コン モン センス 的で なければ ならぬ、 學術を 排斥して は 露现は 得られぬ、 と は 云へ 亦 學術を 

總て 信じて はならぬ、 眞 理は宗 敎と學 術の 間にあると 云 ふこと を 私に 敎 へて 吳れ ました、 それが 爲め 

に、 八：' 日 は 私の 考が 人生に 對 しても、 宗 敎に對 しても、 亦-: 千 に對 しても、 大分 明，：： になって 來 たの 

を 喜ぶ のであります。 

私 は 諸君が 此 同一 の戰 ひを戰 はれん こと を みます、 先程 北 村 君のお 話の やうに 古い 本ば かり を讀 

んで 居って はいけ ません、 我々 は 今 口 最も 進歩した 思想 を 養 はなければ なりません、 R 本人 は 本の 讀 

方が 足らない と ひます、 其 本を讀 むに 諸君 は 英語な り、 獨逸 語な り、 怫蘭西 語な り を 研究され て、 

吾々 の 日本 文を讀 むが 如くに、 それよりも 容易く 之 を讀む やうに なって、 日 進の 思想 を 養 はなければ、 

吾々 の 宗敎は 直に 腐って 了 ひます、 宗敎は 感情の 最も 高尙 なる ものであります から、 感情 は 光明 を與 
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へて， 乾して 行き ませぬ と 直ぐに 腐って 了 ひます、 腐って 迷信に なって 了 ひます、 吾々 は 信仰 を 進める 

と！： 時に 新 智識より 一 日 も 離れて はなり ません。 

第三の 戰ひは 前の ものに 似て 居らない ものである、 それ は どの 宗敎 家で も、 總て 人生の 事 を 深く 考 

へる 人に は 誰に でも 來る戰 である、 それ を 何と 言ったら よい か、 それ は 心の中の 戰ひ である、 第一 の 

戰 ひが 肉 體の戰 であれば、 第二の は 頭 腦の戰 ひで、 第三 は 心の中の 戰ひ である、 是 はどう 云 ふ 所に 出 

て 來る戰 ひで あるかと 言 ふに、 私共が 基督 敎を 信す る 時に 總 てのもの は 善の ために 働く と 云 ふ 事が 先 

づ 第一 に 起る 信仰で ある、 卽ち 宇宙 は 勿論、 人生の 總 ての 苦痛、 悲歎 は總て 善の ために 働き、 其 結 架 

は 萬 善で あると 云 ふ 信仰で ある、 それ はフ HI スと 云うて、 心に 深く 染 込んで 居って、 若し それが 眞 

理 でなければ 吾々 は ショウ ぺ ゾ ハウ H ルに從 て 自殺 をはギ 一む 方が 良い かも 知れぬ、 然るに 其 信仰が 吾々 

にある にも 拘 はらす 事實 はどうで あるかと 言 ふに、 人生 は 吾々 の 見る 通りの ものであって、 誰れ でも 

若し 眞 面目に 人生 を考 へ たなら ば 其 解釋に 非常に 困る の である。 

人生の 事實と 吾々 の 理想と を どうしたならば 調和す る ことが 出來 るか、 事實を 信じよう か、 现想を 

信じよう か、 此戰 ひ、 此 疑問、 此戰ひ を 終った 時 は、 吾々 の 生涯の 終る 時で ある、 吾々 が勉强 奮發す 

るの は、 此大 問题を 解く ためで あらう と 思 ふ、 吾々 は 理想 を 以て 事 實を說 明しょう か、 或は 事 實に負 

けて 此 世の中の 人と ならう か、 此 世の中 を 足の 下に 踏へ て 天國の 人と ならう かと 云 ふ 此戰ひ は 是れ私 

の 今でも 戰 つて 居る 戰 ひであります、 或 時 は 仕方がない、 今更 世に 降參 する こと は出來 ぬから 山に で 

も 逃げ 人ら うかと 思 ふこと もあります が、 併しながら 叉 思 ひ 返へ しまして、 否や さう でない、 矢張り 

善が 勝ちつ、 あるので ある、 道理が 勝ちつ & あるので ある、 此世を 足の 下に 路 まい 付けなければ なら 


ぬと 思 ひ 返します、 然しながら 此大 困難、 此大 疑問の 間に 始終 進歩が あります、 丁度 此 頃の 天 氣のゃ 

うに 夏 中 殆んど 雨が 降りつ けて、 雨が 六日 天氣が 一 日であった のが、 段々 雨が 少く なって 終に は 七 

日が 七 口 呰天氣 で、 S つた 日 は 一日 もなくなります る やうに、 吾々 の 進歩 は 決して 急激な もので は あ 

りません、 私 は 今日は 雨が 四日、 天 氣が三 口 位ゐの 程度に 居る ので あるか も 知れません、 今に どうか 

して 雨 を 三日、 天氣を 四日に しなければ ならぬ、 其 次ぎ は 雨が 二日、 天氣が 五日、 終に は 七日が 七日 

まで 悉く 晴天になる 積り であります、 此 確信 を 以て 其戰を 今でも 繽 けて 3^5 ります、 此大 なる 希 ひ ポがぁ 

つて、 吾々 は 終に 此 I に 勝つ ことが 出來 るので あると 思 ひます。 

此の やうに 私の 信仰の 戰ひを 15^ 別して 見ます ると 三つになります、 爾 うして 私 も先づ 有難い ことに 

肉 體の戰 ひ は 終に 戰ひ 通して 了 ひました、 第二の 頭 腦の戰 も 今 は 私に 取て は 過去の 戰 ひであります、 

世に はま だ 基督教と 佛敎 との 優劣 を 論じて、 基督 敎は 詰らない 宗敎 であるな どと 言 ふ 人が ありまして 

又是に 答へ る 人 もあります るが、 私に 取て は それ は 十 年 前の 戰 ひであって 八；' は 少しも 痛み を 感じない 

問題であります、 第三の 事 實と现 想との 衝突 は 今日 尙ほ戰 つて 居る 戰 ひであります が、 それに 就ても 

大抵 勝算が 立って 來 ましたから、 其 事に 就ても 私 は 喜んで 居ります。 

壇 を 降る 前に 諸君に 一 つお 話して S きたい ことがある、 それ は 宗敎の 大敵 は 誰で あるかと 云 ふこと 

であります、 宗敎の 大敵と 云って 佛敎の 大敵 は 基督 敎 であると 言 ふこと はやめて 赏 ひたい、 斯く云 ふ 

こと は 諸 Ilf^ の 恥で あると 思 ふ、 私も亦 基督 敎の 大敵 は佛敎 であると は 言 ひませ ぬ、 其點に 於て はお 互 

に 同じ 所に 立って 居る と 思 ひます、 宗敎の 大敵 は 誰で あるかと 一 百 ふに、 斯う 云 ふ 人で ある、 それ は 日 

本に 澤 山あります、 宗敎 など は 有ても 無くても 好い ものである、 己れ に は 宗敎は 不必要で ある C 拍乎 
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起る)、 けれども 愚民 を 導く に は 必要の ものである、 國家を 導く に 必要の ものである (拍手 起る/ 

それ だから 吾々 は 宗敎の 事に 口を出す と 言 ふ 人が ある (拍手 起る)、 其 人 は 三 田に 居って、 此 議論 を 

時事 新報で 二十 年 一 日の 如く 唱 へ て 居られた、 然るに 日本人が 斯 かる 議論に 對 して 公憤 を發 したと 云 

ふこと を 聞かない、 而 かも 此 新聞が 日本 第一 の 上品な 新聞で あると 云って 迎 へられて 居る のが 私に は 

分らぬ、 なぜ 佛敎徒 諸君が この 主義に 向って 大 憤慨 を 發し ないか、 基督 敎徒も 此の 大 侮辱 を 加 へられ 

て も 少しも 侮辱と 感じないで、 反て あの人の， 事 を 賞め 立て 居る、 宗敎は 詰らない ものであるが、 國民 

の爲 にやらなければ ならない と 一一 一一 n ふ、 是程 宗敎を 侮辱した 言葉 はない、 自分の 吐出した 物 を 人に 貧 は 

せようと 云 ふと 同じで ある、 吾々 は斯 かる 宗敎の 侮辱に 對 して は 大反對 をな さなければ ならない、 吾 

吾 は 人に 敎 ゆるに、 S 呉理 であるか、 爐 であるか を 知す に、 天國が ある 極樂が あると 言って お爺さんお 

婆さんに 敎 へて ^5 る 人 は大嫌 ひで ある (拍手 起る)、 さう 云 ふ 人 は 日本人で ない、 佛敎 徒で ない、 基 

督敎 徒で ない、 人間で ない (拍手 起る)、 私 は グラッドストンが H ライと 思うた の は、 彼が 愛蘭 土の 

自治 策 を 立って 論じた 時に、 彼の 家の 近所の 無一文 字のお 婆さんに、 X 布 腹の 哲學等 を 引いて 是 だから 

愛蘭 土に 自治 制 を 施さなければ ならない と 言って 一 生 懸命に 說 いて 居った と 言 ふこと であります、 福 

^先生から 言へば、 それに は 人を辨 へなければ ならぬ、 人に よって 話 をし なければ な. ぬと 言 はれる 

であらう が、 私 は グラッドストンが 議論す るに 方て、 お婆さんに 對 しても、 反 對黨の 首領に 對 しても 

同じ 確信 を 有って 居った とい ふの を 聞て 非常に 彼 を 尊敬 致します、 宗教家に は 此の 熱誠がなければ 宗 

敎を擴 める こと は 出来 ませぬ、 宗敎に 依て 人の 死生が 決する のであります、 永遠の 生命 は是に 依て 決 

する のであります、 宗敎は 人 を 救 ふための ものであります、 佛敎國 であるから 佛敎 でなければ ならぬ 


と 一 百 ひ、 日 木 政府の 保護 位ゐを 賴んで 之 を擴 めんと する やうで は 駄目であります、 フ ゥ ン タリ ン の tin 

葉に 政府の 保護 を受 なければ 立 行かない 宗敎は 死ぬ 方が 良い との ことであります、 井上 竹 次 郞君は 

佛敎は 基将敎 より 良い か惡 いか は 知らぬ が、 之 は 日本 國の 國體を 保護す るに 良い 宗敎 であるから、 口 

本 國は之 を 保護し なければ ならぬ と 言 はれて 居る やうに 見えます るが、 然し 私 は佛敎 はそんな 卑ぃ敎 

ではない こと を 知って 115 る、 釋 尊の 敎 はそんな 率し ぃ敎 ではない、 釋 尊の 敎は哲 學博丄 の 一一-一 "つた やう 

な 保護 は 要らぬ (拍手 起る)、 確信が あって、 無限の 慈悲が あって 人 を 愛すれば、 それが 釋 尊の 敎で 

ある、 それ故に 政府の 保護 も 學 博士の 保護 も 要らぬ、 吾々 は 唯 だ 一 つの 光明と 確信と 正義の 心と が 

あれば それで 澤山 である (拍手 起る)、 之 を 以て 画家 社會の 大敵 人類の 大敵 を 征伐しょう と m 心 ひます 

(拍手 起る )0  (筆記〕 


宗敎の 大敵 

明治 三十 五 年 十月 十 U 來 京高犏 西本願寺 大學 校に 於け る 演說の 一節 (前文 參照) 

佛敎の 大敵 は 基督教で はない、 又 基督 敎の 大敵 は佛敎 ではない、 雨う 思 ふ 人達 は佛敎 基督 敎 孰れ を 

も 知らない 人で あると 思 ふ、 余 は 基督 敎攻擊 を 以て 能事と する 佛敎 徒の 佛敎的 信仰 其 物 を 疑 ふ 者で あ 

る、 余 は 又 怫敎を 篤って 快哉 を 叫ぶ 基督 敎徒を 甚だ 卑む 者で ある、 宗敎と は 決して 斯 かる 害の 者で は 

ない。 
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佛敎 の 大敵 は卽ち 基督 敎 の 大敵 で あ る 、 卽 ち宗敎 の 大敵 で ある、 爾 うして 宗教 の 大敵と は 何者で あ 

る 乎と 問 ふに、 宗敎の 大敵と は 自身 宗敎を 信ぜざる に 之 を國家 或は 社會の 用具と して 利用 せんと 欲す 

る 者で ある。 

宗敎を 侮辱す る 者に して 之に 勝る 者 はない、 彼等 は 宗敎は 迷信で あると 言 ふて 居る、 彼等 は 宗敎は 

有識の 徒に は 全く 無用の ものであると 唱 へて 居る、 然るに 彼等 は此 迷信 此 無用 物 を 彼等の 同胞に 推薦 

しつ、 あるので ある、 彼等の 不信 實も此 に 至て 其 極に 達せり と 云 ふべき ではない 乎。 

然も 斯る 人は此 日本 國には 決して 勘く はない、 故 福 澤論吉 先生の 如き は 終生 斯る 說を唱 へられた、 

雨う して 彼の 門下生 は 今に 猶ほ 何の 撣る 所な く此 說を唱 へ て 居る、 然るに 最も 奇態なる 事に は 斯る無 

禮千 萬の 說に對 して 大義 憤を發 した 佛敎徒 叉 は 基督 敎 徒の ある を 聞かない、 聞かない のみなら す、 彼 

等が 斯 かる 說を 以て 廣量 であると か、 大度で あると か 評して 返て 之 を歡迎 して 居る の を 聞く、 實に奇 

怪千 萬で はない か、 然して 能く 考 へて 見られよ、 自己の 信ぜざる 者 を 他人に 信ぜよ と 薦める ので ある、 

若し 之が 偽善 で なく 不實 でないなら ば 偽善 不實と は 何ん で あらう。 

此點に 於て は 西洋人 は 日本人と 全く 違 ふ、 西洋人 は 自分の 信じない 事 を 決して 他人に 勸 めない、 若 

し 彼等 は 彼等の 父祖の 宗教なる 基督教が 迷信で あると 信 すれば、 彼等 は斯 かる 說を 唱道す るに 依て 社 

會の 安寧が 大に 妨げら る」 を 知る と雖 も、 彼等 は 大膽に 彼等の 所信 を唱 ふるに fl 路 しない、 彼等 は自 

己が 看て 以て 誤謬と なす 者 を 彼等の 妻子 や 下女下男 に 向て 眞现 なりと て 之を勸 めない、 彼等 は總 ての 

人類に 對 して 適當の 尊敬 を 表する 者で あるから 之に 迷信 を 働めて 一 時 的の 安樂 を 供 せんと は爲 さない、 

此 心が あつ て こそ 始めて 眞理を 知る こと も出來 るので あって、 又 眞理に 人 を 導く ことが 出來 るので あ 


る. - 

然し 此國に 於て は斯 かる 不信 實 極ま る 思念 を 悛く人 は福澤 先生と 其 門下生に 限らない、 日本の 政 治 

家と 稱ふ 人達 は 大概 は此 種の 人で ある、 彼等 は 人に 依て 道を說 くと か唱へ て 人に 依て は 如何なる 不道 

理 でも 之を說 いて 少しも 恥と 思 はない、 曾て 故グ ラッド ス 卜 ン 翁が 或る 田 舍の老 娘 を捉へ て 彼女に 愛 

蘭 自治 制 を 彼が 國會 に爲 したと 同じ 筆法 を 以て 說 いたとの 話が あるが、 然し 爾んな 事 は 日本の 政治 {豕 

達に は 迚も 出来ない、 彼等 は 唯 だ 虞 翁の 馬鹿正直 を嗤 ふの みで あらう、 然しながら 此誠實 があった か 

ら こそ ダラ ッド ス トン に 彼の 大勢 力が あつたの である、 國會 議員 も 人 なれば 田 舍の老 娠 さん も 人で あ 

る、 彼れ の 確信 を說 くに 方つ て は グラッドストン は 智者 愚者 の 差別 を 少しも 立 て なか つ た。 

政治家の 政略 は 少し は 許せる、 然しながら 學 者の 政略に 至て は 少しも 許す ことが 出来ない、 若し 

哲學 者と か文學 博士と 稱 へられる 人が 出て、 佛敎 は^に 基督 敎に 優る 所がな くと も 國體を 保^す るに 

必要で あれば、 之 を 保護し なければ ならない と 云 ふ 奇怪 干 萬の 說を唱 へ 出したならば、 其の 時 こそ實 

に 宗教家た る 者 の 大 憤慨 を發す ベ き 時 で あって、 我等 は 共同し て斯 かる 宗敎 の 大敵 を 排斥す ベ き で あ 

る J 

余の 怫敎 に關 する 知識 は 至て 淺 薄なる 者で あるが、 然し 其眞理 たる や 決して 政府 ゃ哲學 者の 保護 を 

仰がなければ 生^し 得ない やうな、 そんな 下劣な 者で ない 事 丈け は 余と 雖も 能く 知て 居る、 釋翻牟 -i? 

怫の 宗敎は 或る 一 國の政 體を保 _5 ^する がた めに 世に 說 かれた もので はない、 宗教 は 宇宙の 問題で あつ 

て 一 國の 問題で はない、 政府 ゃ哲學 者の 援助 を 得たり とて 歡ぶ やうな 宗敎 は旣に 存在の 理由 を 失った 

者で ある、 雨う して 佛敎 は斯 かる 卑しき 宗敎 でない 事 を 余 は 充分に 承知して 居る。 
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宗敎 を 以 て 社 會國家 の 用に 供 せん とす る 者 ， 宗 敎を以 て 暫時 的の もの と 做す 者、 之 を 政治的に、 

或は g 単に 之 を哲學 的に 說 いて 精神的に 之 を 解 釋し义 は擴張 せんと 欲せざる 者、 彼等 は 皆な 宗教の 大敞 

である、 彼等 は實に 宗敎を 蔑視め、 同胞 を 侮辱し、 宗敎を 保護す ると 稱 して 實は之 を破壞 する 者で あ 

る 、 宗教家 の 最も 注意す べき もの は 僞哲學 者 の贄 成で ある。 

宗 敎傳播 のために は 政府の 補助 も 要らない、 哲學 者の 赞成も 要らない、 社會の 同情 も 要らない、 吾 

等に は 只 一 つ 心の 屮に 動かすべからざる 信念が あれば 澤山 である、 若し 此 胸中に 光明が 輝き、 若し ：！^ 

を 愛し、 人 を 救 はんとす る 熱情が あれば 其 他の もの は 無くても 宜しい、 然り、 多くの場合に 於て は 却 

て 無い 方が 宜しい、 故に 我等 佛敎 徒た ると 基督 信徒た ると を 問 はす、 かの 似而非なる 宗敎贊 成 家に 賴 

る ことたく- 否な、 頼らざる のみなら す 却て 彼等 を- ie け、 唯 胸中て 片の 赤誠に 賴り男 ま，」 く、 歡んで 

吾等の 住 務を盡 すべきで ある。 


クリスマス 演 說 

平 和 と ^ 鬪 

い かきと ころ  に 

天 上 に は榮光 神に あれ、 地に は 平安、 人に は恩淨 あれ (路加 傅 二.； 十四 節)。 

地に 泰平 を 出さん 爲に 我れ 來れ りと 意 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん 爲に 非す、 刃 を 出さん 爲 なり、 夫れ 

我が 来る は 人 を 其 父に 背かせ、 女 を 其 母に 背かせ、 媳を其 姑に 背かせん 爲 なり、 人の 敵 は 其 家の 


ャ i<; なるべし (馬 太 傳十章 三 rar 三 五、 三 六 節 )o 

キリストの 此 世に 來り給 ひし は 平和 を來 たす ためであります、 然るに 彼が 生れ 給 ひて より 後 千 九； C 

餘 年の ケ日、 此世は 少しも 平和の 世ではありません、 ヶ 年の 今日、 日本 帝國の 議會に 於て は 更に： 単備 

擴 ^を 討議し つ \ あります、 阿 非 利 加の ソ マリ ランドに 於て は英 人が 囘々 敎 徒と 戰 つて 居ります、 南 

£に 米 利 加の ベ H ネヅ ヱラに 於て は 英獨の ニ國が 軍艦 を 以て 或る 要求 を 迫りつ.^ あります、 西 印度の ハ 

イチに 4- て も內亂 は 今 齊んだ 計りであります、 獨 逸と 露 西 亞とは 東洋へ むけ 新たに 軍艦 を 派遣 最中で 

あります、 肚界 各國の 軍備 は 月々 に增す 許りで 減す るの 兆候 は 少しも 見えません、 平和 を 祝すべき ベ， 

たやの クリス マ スも 矢張り 戰雲を 以て 掩 はれて 居ます。 

爾 うして 戰爭は 國と國 との 問に のみ 限りません、 米國に 於て 世界の 開 關以來 未だ 曾て 有った 事の な 

ぃ勞働 者の 大同 盟罷 H がありまして 其 落着 は 何時の 事 か 分りません、 佛國の 南部に 於て は 船員の 大： M 

盟罷ェ が ：订 はれつ & ありまして、 船 は 湊に這 人った きり 動く 事 は 成りません、 資本家と 勞働 者との 銜 

突 は R 々に 熱度 を 高めて 來 まして、 玆に 未来の 大戰举 を 萌して 居ります、 競爭と競^^ 衝突と 衝突、 

是れが 紀元の 千 九； e 一 一年の ィ H ス 降誕 祭に 於け る 文明 世界の 狀 態であります。 

爾 うして 令 吸を轉 じて 階級と 附 級との 爭 ひより 個人と 個人との 折衝と 反 n と を 視 ますれば n;,- れ亦實 

に慘儋 たる 者であります、 親 は 子 を 憎み、 弟 は 兄を责 め、 子 は 師を賣 り、 ：！： 胞相阅 ぎ、 少しの 资財 

の；^ る處に は必す 財ま爭 ひが あり、 寡婦が 其 不義 を 行 ふために 其 實子を 厭 ふ も あり、 友に 賣られ て 之 

を 愤り彼 を 殺さん と 忿るも あり、 子 は 其 母の 罪の ために 路頭に 迷 ひ、 妻 は 其 夫の 醉酒 のために さ乏に 

泣いて 居ます、 . ^を 恨む 親、 親 を怨む 子、 兄 を W るお， ； を 歎く：： 儿、 K 永 港亂、 社會 紛亂、 實に兄 る 
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に 忍びざる 狀 態であります、 世 は 平和 どころ ではありません、 鮮血 淋漓たる 戰 場であります。 

斯う 考へ て來 ますと 基督 敎は此 世に 何の 功 を も 奏しない やうに 見えます、 功 を 奏しない のみなら す 

基督が f に 降て 來て 人が 彼の 幅 昔 を 信じた からこ そ 返って 爭 鬪が增 したやう にも 思 はれます、 故に 世 

の 平和 をば 1- む 者 は 度々 基督 敎を嫌 ひます、 彼等 は キリスト を 以て 世の 擾亂 者と 見做します、 彼等 は 安 

慰 を 望む に 切なる が 故に キリスト 敎の 如き 激烈 にして 深刻なる 宗敎を 斥けます。 

しながら 我等 キリ ス トを 深く 信す る 者 は 世の 此悲慘 なる 狀態を 見て 失？〕 H 致しません、 我等 は先づ 

第 一 に 此狀態 は是れ キリ ス 卜が 明，：！ I に豫言 された る ものである こと を 認めます、 キリス ト敎は 元々 安 

泰を a- んで此 世に 顯 はれた 者ではありません、 是れは 神の 眞理 であります、 爾 うして 世は惡 魔の 世で 

あります、 神が 惡魔 の^に 臨ん で 衝突の ない はありません、 熱氣が 寒氣と 接觸す る 所 に 1::^ が 起り、 

風が 起り、 雨が 降る のであります、 光が 闇 暗に 臨む 所に 薄暮の 愴然 たるの が あるので あります、 眞理 

が 誤謬に 接して 爭鬪 のない 害はありません、 戰爭 は是れ 救濟の 臨みし 確かなる 豫 兆であります、 其れ 

許りではありません- キリストが 世に 降り 給 ふて 以來、 爭鬪は 段々 と 外面 的に 成って 來 ました、 彼 は 

靈 魂の 城砦でありまして、 彼に 據る 者に は 心の中に 常に 永久の 平和が あります、 殺さる」 の は 肉體丈 

けであります、 燒 かる、 の は 身の みであります、 奪 はる、 のは财 のみであります、 キリストが I に顯 

はれ 給 ひて より 祌を俟 ち？！ W む 者 は 心の 隱場を 得て， 靈魂は 肉 情 を 離る、 を 得、 それが ために 劍を 以て 

しても 達する ことの 出来ない 「堅き 城」 を 心の中に 得る ことが 出来る やうに なりました、 それで あり 

ますから 基督 を 信す る 者に 取て は 世の 爭鬪は 左程に 苦痛ではありません、 叉彼を；！：：^せざる者に取ては 

爭鬪は 却て 彼等 を キリストに 逐 ひやる 機會 となりまして、 彼等 を 救 拯の歡 喜に？ rs^  くに 至ります、 平安 


は實に キリス トの 降誕と 同時に 此 世に 臨んだ のであります、 今 は只此 平安 を實 にせん 爲に 稀々 の戰ひ 

が戰 はれつ .1 あるので あります。 

蓋 は 吾等の 謂 ふ 平和と は 無事との 謂 ひではありません、 平和 は祌の 意志と 人の 意志との 調和で あり 

ます、 祌に 愛せら る，^ との 確信であります、 直に 祌の靈 を 我が 心に 寓す の歡喜 であります、 是 れは實 

に 神より 出て 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 (腓立 比 書 四 章 七 節) でありまして、 祌は斯 かる 平安 を 我 

等に 下し 給 はんため に キリ フ、 トを 世に 降し 給 ふたので あります、 我等は平和を世の安逸を-ば^^む者がな 

す やうに 解して はなり ません、 平和 は 心の 平和であります、 身 を 殺しても 得ん と 欲 ふ 平和であります- 

勿論 斯る 宏大なる 平和 を 神より 賜 はりた る 吾等 は 決して 自 から^の 平和 を亂 しません、 吾等 は爭ふ 

ことがあり まする も 金の ためや 财產 のために は爭 ひません、 我等 は 亦た 世に いふ 權 利なる もの- - ため 

に(.^^ひません、 基督 信者 は無抵 ：！^ 主義 を 執る 者であります、 我が 衣 を 取らん と 欲する おに は 之 を 取ら 

せます、 我が 金 を 欲しがる 者に は 之を與 へます、 我等 基督 信者 はた i ^精神の 自由の ために 爭 ひます、 

我等に 惡 事を强 いられる 時に (辛 ひます、 眞理を 蹂躪 せられる 時に 爭 ひます、 無辜の 迫害 を る 時に 爭 

ひます、 雨う して 斯る爭 ひ をな す こと を 以て 我等 は大 なる 名譽 なりと 信じます。 

故に クリス マスが 來 りたれば とて 我等 は 何人と も 平和 を 結ばん と は 致しません 1 惡魔は 我等の 永久 

の 敵であります、 ゆに 正義が 全然 行 はれる 迄 は 我等の 戰ひは 絶えません、 キリストが 此 はに 生れ 来り 

給 ひし は 我等の 心に 人の 思 ふに 過る 平安 を與 ふると 同時に 此 せに 此 激烈なる 戰を 開始 せんが 爲 であり 

ました、 故に 聖母 マ リ ァが 始めて ぎ兒を 抱いて 神の 殿に りし 時に 老人 シ メ オン は此； W- を 祝して 共 母 

に 曰 ひました、 
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-„^ろ  いひ 3 か ら ひ  しるし  /1 ほ，、 

此嬰兒 は イスラ H ルの 多くの 人の 額び て 且つ 興らん 事と 誹駁を 受けん 其 記に 立てら る、 是れ 衆の 

心の 念 ひ 露 はれん が ためなり、 叉 劍汝が 心 を 刺 透すべし (路加 傳ニ章 三 四、 三 五節) 

と、 ィ H スを 以て 平和の 記號 とのみ なす は 間違であります、 彼 は亦戰 (やの 記號 あります、 彼れ が M 

に 屮：； てより 始めて 側の 義戰 なる 者が 開始され たのであります。 

嗚呼 樂 しき、 樂 しき クリスマス、 此 時に 幸福なる ホ— ムの 基礎が 此 地に 据えられました、 此 時に 大 

慈善の 理想が 地に 植付けられました、 凡ての 善き もの は此時 此淚の 世に 臨みました、 然しながら 此時 

父大貴 任が 人類の 肩の 上に 置かれました、 此 時から 闇黑の 驅逐が 始まりました、 此 時から 罪 惡の大 播 

攘が 始まりました、 故に 天使 は 彼の 降 世 を 聞いて 喜び ましたが、 惡 人へ Q デは之 を 聞て 非常に 懼れま 

した、 此 時に 總 ての 壓制は 崩れ だしました、 君の 壓制も 親の 壓制 も、 資本家の 壓制も 雇主の 壓制 も、 

將た 又た 勞働 者の 壓制も 平民の 壓制 も、 ^^子の壓制も、 子の 壓制 もィ H スの 誕生の 此 時に 崩れ 屮 U しま 

した、 卽ち嬰 兒ィヱ スの 誕生に 由て 人類の 歷史に 新紀元が 開かれました、 新ら しき 平和と 新しき 鬪 

，こが 此時 人類に 供せられ ました、 我等 深く 人世 を稽 ふる 者 はた 浮 氣に此 降誕 祭 を 観し ません、 我等 

は 深き 感謝と 共に 重き 責任の 念 を 以て 此 佳節 を 祝 します。 
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家庭の 意義 

*1 に 欲しき ものと て 幸 幅 なる 家庭の 如きはありません、 是れは 地上の 樂 園であります、 1^1^- のない 者 

は此 骨に 在て 旣に 地獄に 在る 者であります、 此 I は 工場であります、 競爭 場であります、 戰#プ あり 

ます、 .爾 うして 家庭の ない 者は戰 場に 在て 休息所 を 有たない 者であります、 た^.戰ってばかり居て休 

^3事を，5^らなぃ者でぁります、 ホ ー ム の 大切なる は斯 世の 何たる 乎が 能く ぼつ て 然る 後 こ 始めて く 

知る ことが 出来る ものであります。 

^庭と は 勿論 家屋 のこと ではありません、 勿論 家庭 を 作る に は 家屋 は 必要であります、 然した が ら 

家屋が あれば それで 家庭が 出來 たと は 言 はれません、 家屋 は 物でありまして 家庭 は いきであります、 

此事を 知る 事が 家庭 を 作る 上に 最も 必要であります。 

家庭 はまた 家族ではありません、 勿論 家庭 は 家族と 共に 作る ものであります、 然しながら 〔糸 族のお 

る處に は必す 家庭 は 有る と は 言 はれません、 { 氷 族 は肉體 でありまして、 家庭 は靈 魂であります、 此； 
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を も 能 く 心 に 辨 へ な い で 眞 貴 の 家 庭 を 作 る は 出 來 ま せ ん 。 

家屋が あっても 家庭 はない、 家族が あっても 家庭 はない と 言 ひましたならば、 多くの 人々 は 家庭の 

何たる 乎 を 知る に 甚だ 困り ませう、 其 故 は f に 謂 ふ 多くの 家庭なる もの は實は 家庭で はなく して、 .：1^ 

屋 又は 家族に 過ぎない からで あり ます。 

ね ふ  やどちん  しん しょく  ti に 

世間 一般に 「我が家」 と 云へば、 我の 寢る 所、 我の 食 ふ 所、 卽ち 宿賃 を拂 はすして 寢 食の 出来る 旅 

店で あるかの やうに 思 はれて 居ます、 义 「我の 家族」 と 云へば 我が 娶 りし 妻と 我が 生みし 子 を 稱ふも 

の、 やうに 思 はれて 居ます、 雨う して 若し 西洋に 幸福なる 家庭の 有る の を 耳に しま すれば、 是れ此 家 

屋の 華麗に して、 此 家族の 安樂なる ものである やうに 思 はれて 居ます、 然しながら 是れ 家庭の 何たる 

乎 を 判らない より 起る 想像であります、 先づ 家庭の 何たる 乎 を 究めないで 其 建 は を 計る も 無 で あ り 

ます 0 

抑々 ホ ー ム なる もの は 世界 何れの 國 にも ある ものではありません、 是れは 支那 や 朝鮮 や 其他卞 M 个：. 諸 

邦に ある ものではありません、 亦ホ ー ム なる もの は 世界 何れの 時代に もあった ものではありません、 

西洋 諸 邦に 於ても、 QI マ 時代 や、 ギリシャ 時代に 在て はホ ー ム なる もの は 未だ 有りませんでした、 

まな  oodd»«9«*««  * けんしゅつ 参 ©肇*****鲁-*0*_»**0*©4>* 

私は斷 言して 白し ます、 ホ ー ム なる もの は 基督 敎の顯 出 を俟っ て 始めて 此 世に 顯 はれた 者であります- 

亦 今日に 至る も 基督 敎の 行き 涉ら ない 國に はホ ー ム なる 者はありません、 ホ ー ム は 確かに 基督教の 特 

產 物であります、 印度の 佛敎ゃ 支那の 儒教 を 以てして は 到底 家庭なる もの は 出来ません、 爾 うして そ 

れには 深い 深い 理由が 在る のであります。 

前に も 申しました 通り 家庭 は 精神で あつ て、 物ではありません、 靈魂 であつ て肉體 ではありません" 


之れ は 精神の 和合に 由て 成る ものであります、 爾 うして 精神の 和合 は靈 魂の 同感より 來る もので あり 

ます、 支那の 忠孝 道德が 家庭 を 作る ことの 出來な いのは、 之に 靈魂を 活かし、 之 を 改造る の 力がない 

•  厶 △△<: 厶  <：<  ハ △△△△ 厶  <:<1厶<<3<： 厶 A  A 

からであります、 親の 八 叩 を 以て 求 を 其 子に 强 うる 所に 幸福なる 家庭はありません.. 自由の ない 所に は 

OOO00000O000000000O0O0 

道德 はない と 申します が、 自由なる 愛の ない 所に 幸福なる 家庭はありません、 愛は發 動的の もので あ 

りまして、 之 は 外から 打 込む こいの S 米る もの で なく、 又 命令 を以 て 引き出す こ と の 出來る もの で は 

あいません、 故に 忠孝 道德の 作った 家庭 は (若し 之 を 家庭と 稱 する 事が 出来るならば) 禮俄 的、 卽ち 

機械的であります、 是れは 無理に 作った 家庭であります、 其 家族なる もの は戰々 兢 々 薄氷 を踐 むが 

如きの 感を 以て 偏に 恭謙 己 を 持 せんとす る 者であります、 爾 うして 斯 かる 翁 倔なる 家庭 を 以て 世の 戰 

場の 中に 建てられ たる 休息所と 見做す 事 は 出来ません。 

家庭と は 神より 受けた 者が 其 愛 を 想 互に 交換す る 所であります、 是は 其れ故に 敎會 (眞 個の) の 一 

種であります、 た 家庭に 在て は 愛が 小數 者の 間に 限られる のと、 靈 魂の 愛に 加 ふるに 肉體の 天然 自 

然の愛 を 以てする の 差違が あるまで i-- あります、 敎會を 縮めた ものが 家庭でありまして、 是を擴 げた 

ものが 國 家であります、 家庭 は國 〔豕の 基本で あると 云 ひます るの は：； lij れは國 家の 單位 である、 亦縮畫 

であり、 亦 小 模範で あるから であります。 

話が 少し 六ケ 敷くな りました が、 然し 此事を 能くお 判りに なりません けおば 後の 話 を 爲る事 は出來 

ません。 


M 治 三十 六 年  二三 五 


勞 働の 快樂 

家庭 建設の 第 一 の 要素 は 職業と 之に 伴ふ勞 働と であります、 職業 は 河 にも 衣食の 料 を 得る ためにば 

かり 必要なる のではありません、 職業 は 人生に 味を附 ける ために 最も 必要で あるので あります、 職業 

のなぃ所には希&1^も歡喜も平和もぁりません、 無職の 人 は 無味の 人でありまして、 彼 は 人生の 眞味を 

知らない 人であります、 如何程 金が あり、 如何程 位が 高く とも 日毎の 勞働 を爲 さな、 い 者 は 人生 最上の 

快樂を 感じ 得ない 人でありまして、 斯 かる 人に 由て 幸 幅 なる 家庭の 組織され やう 害 は 迚もありません" 

然るに 祌をも キリスト を も 知らない 人達 は此 事に 就て は 全く 誤って 居ります、 彼等 は 勞働は 苦勞で 

あると 思 ひ、 樂を する 事が 人生 最大の 幸福で あると 思 ふて 居ます、 故に 親に 孝行と 云へば 親に 勞働さ 

せす に樂 をさせる 事で あると 思 ひ、 妻 を 愛する と 云 へば 下婢 を 多く 使って 妻の 勞働を 省き 彼女に 多く 

樂 をさせる ことで あると 思って 居ます、 然しながら 之 は 最も 犬なる 間違であります、 勞働は 決して 苦 

穷 ではありません、 勞働は 快樂の 最も 大 なる ものであります、 神の 事業 を なすこと であります、 世界 

こ  たの 

の 富 を增す ことであります (假令 ー錢 なりと も)、 我に 從屬 する 者 を 養 ふこと であります、 斯 んな樂 

しい 喜ばしい 事 は 外に はない 害であります、 然るに 此快 樂を與 へす して 他に 飮 酒の 快 樂 であると か、 

觀 劇の 快樂 であると か、 懒惰 の快樂 であると か、 何ん の 益に もなら ぬ 快樂を 供す る を 以て 是が 孝で あ 

り、 愛で あると 云 ふので あります、 世に は 誤謬 は澤 山に あります が勞 働に 關 する 誤謬の 如くに 大 なる 

ものはありません J 

勞働は 憂苦 を 忘れさせます、 勞 働に 依て 貧者 は 貧の 憂苦 を 忘れ、 老人 は老の 憂苦 を 忘れる ので ぁリ 


ます、 然 る に 此 最大 の 忘 憂劑を 有た な い 者 は 他に 憂苦 を 打消す の 途を 有た な い ^ で あ ります から、 M 

ん でも 自分の 不平の 原 を 他に 嫁 さう と 致します、 私の 考 へます るに は 東洋 流 の 家庭に や 愉快 の 多い 

の は 全く 此勞 働に 關 する 間違った る 思想に 因る ので あると 思 ひます、 卿く ことが 苦しい I* であると m 心 

ひ、 損で あると W 心 ひ、 其 結果 成るべく 勞卿を 避け やうと する ものであります から、 家計 は 不足 を 告げ 

る、 一人が 多人数の 厄介 を擔 はなければ ならた くなる、 働かない 者 は 働く 者に 向て 不平 を 述べる、 働 

く 者 は 怒る、 彼 さへ も 働く のが^に たる、 それから 言 ふに 言 はれない 苦しい 事が 澤山 起って 來 るので 

あります、 之に 反して 勞働は 大 の快樂 であると 知り ますれば、 クぶ內 の 者 は ゆって 働く やうに たる- 

勞働は 勞働を 生む、 家計 は 求めないでも 豐 かになる、 幸福 は 幸福の 上に 重なる、 誰も 不平 を 言 ふ 者 は 

なくなる、 讚美歌 は $S へない、 夜が 来れば 勞 働の _ ^勞に 感謝して 眠に 就く と 云 ふ 次第 …… ^働 は實に 

平和の 天使であります、 一致の 女神であります、 犬なる 說敎 であります、 寶の 山であります、 H;,! れが 

なくして 金 も 錦 も 學も才 も 決して 幸福なる. ぃ丕 M を 作る こと は出來 ません" 

總て 幸福なる 人と は 死ぬ まで 働いた 人であります、 世に 樂隱 居と 云って、 勞働を 魔した 樂な 人が お 

ると 云 ひます るが、 然し そんな 人 は 決して 有り やう 箸はありません、 隱居其 物が 旣に 苦痛であります、 

日が 出ても 勞 働の 希望が なく、 日が 入っても 勞 働の 牧 得な く、 只 口 的な しに 日 を 送る 位ゐ そんな 辛い 

事はありません、 勞働は 人世の であり、 胡椒で あり、 芥 でありまして、 是れ なくして は 人生 は 淡 味 

で 迚ても 堪えられる ものではありません、 私共 は それ故に 死ぬ まで 働く やうに 神に 祈らなければ なり 

ません、 亦 働く ことの 出來 るの を 神より 賜 ふた 最大 幸 幅で あると 信じ、 朝より 晚 まで 歡ん で、 笑って、 

感謝 して、 徘 の 賜 ふ た勞働 に 從 事す ベ き で あると 思 ひ ます。 
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高尙 なる 目的 

家庭 建設 第二の 要素 は高尙 なる 目的であります、 是れ がなくて は 如何に 好き 職業が あっても、 如 3： 

に 多く 金が あっても、 其 他家- s: 息災で 何 一 つと して 不足な ものがなくても、 幸福なる 家庭 を 作る こと 

は 到底 出来ません、 家庭 は 家庭の ために 作る ことの 出来る 者ではありません、 丁度 美術の ための 美術 

なく、 學 術の ための 學術 のない やうに、 家庭の ための 家庭なる ものはありません、 若し 幸 一幅なる. お 庭 

以外に 何にも 目的が なく、 只 好き 家庭 欲し さに 家庭 を 作らん と 欲する 人が あります るなら ば 其 人の 希 

SHI は 全く 畫 餅に 屬 します。 

言 ふまで もな く 家庭 も 亦祌の 恩賜の 一 つであります、 之れ を 作らん と 欲して 作る ことの 出来る もの 

ではありません、 之 は 私共が 善を爲 さんと 努 むる 時に 自然と 出来る ものであります、 良き 家庭が あつ 

て 良き 行 働が あるので はありません、 良き 行動が あって 良き 家庭が あるので あります、 快樂 をのみ 要 

求む る 者が 集合って 好き 家庭の 出來 やう 害 は 決してありません、 眞 正なる 幸福 は 權牲に 在ります、 犧 

牲 のない 所に は 幸福はありません、 爾 うして 犠牲の 精神 を 起す もの は高尙 なる 人生の 目的であります。 

何故に 昔時の 武士の 家庭 は 比較的に 淸 潔で つ 幸福で ありまし たか、 言 ふまで もな く 武士に は 利益 

以上、 快樂 以上の 目的が あつたから であります、 生命 を 自己の もので ない と 思 ひ、 何時でも 之 を 君の 

爲 めに 獻 げんとの 心掛 があった からであります、 それが ために 利 愁の念 は自づ と. 減 がれ、 節儉は 努め 

すして 行 はれ、 貧す るも^ しからす、 〔I 内禮 あり、 隣人 信義 ありと 云ふ狀 態であった のであります、 

今の 人 は 主義 は 富 を 致す の 妨害で あると 云 ひます るが、 主義の ない 所に 幸 一 i なる 家庭はありません。 


高尙 なる 人生の 目的 は 利 慾の 念 を 減殺す る ものであります、 之れ あるが 故に 家族の 者 は 孰れ も 寡慾 

になります、 それが ために 僅少の 牧人 を 以てしても 家族に 大滿 足を與 へる ことが 出来る やうに なり ま 

す、 世俗の 人の 家に ある やうな 女子が 美服 を 強請る とか、 男子が 遊蕩に 耽ける とか 云 ふこと は 断 かる 

象に は 滅多にありません， 夫の 高尙 なる 精神 は 妻に 感染し、 子 も 亦 親の 思想 を 受けまして、 一家 自づ 

から 祌の聖 殿の やうな 所と なります、 そうして 斯く なりて こそ 眞 正の 心より する 平和 も あり、 一致 も 

あるので ありまして、 其 精神 上の 幸福た る や 金銀 積んで 山を爲 しても 到底 得る ことの 出来ない もので 

あります。 

家內 に 平和 を缺く の 最も 大 なる 原因 は 家族 相互 の 間に 尊敬 の 念がない ことで あり ます、 若し 父 な る 

者 は 利益 一 方の 商 賣に從 事して 居る と 致し ますれば、 縱令 子たり と 雖も斯 かる 父に 對 つて 眞 正の 心よ 

りする 尊敬 の 念 を 抱く こ と は 出來ま せ ん 、 敬す る ことの 出来な い 夫に 向つ て 妻 は 貞節 を盡す こと は 出 

來 ません、 尊敬 を 以て 繁 がれない 愛 は 虚偽の 愛であります、 そうして 高尙 なる 目的の みが 此 尊敬の 念 

を 喚起す ものであります、 西洋の 諺に Familiarity  l>p,L5.ets  ccptempt と 云 ふ 事が あります、 卽ち 「狎 

狎 しき は輕 蔑の 念 を 生す」 と 云 ふ 事であります、 そうして 高尙 なる 目的の 無い 听には 愛 は狎々 しき 親 

密に 流れ 終に は輕 蔑の 念 を 生す るに 至ります。 

幸福なる. お 庭、 是れ 今日 何人も 欲しがる 者であります、 然しながら 之れ は 地位 あり、 名望 あり、 金 

錢 あり、 學識 あり、 才能 あり、 昔樂 ありて 得らる、 ものではありません、 之 は實に 神と 人と 人類との 

ために 自己 を 忘れて 始めて 天より 授けら る \ もの であります、 家庭 を 以て 世に 謂 ふ 所の 愉快なる 所と 

見做す のは大 なる 間遠 で あ り ます、 家庭 は 偸 快な るべき 所でありません、 神聖なる ベ き 所で あ り ます、 
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そ うし て 神聖 なる を 得 て 始め て 眞 i" に 愉快な る を 得 る の で あ り ます。 

自. E の 承 認 

家庭 建設の 第三の 要素 は 自由であります、，：： n 由と は 勿論 氣儘 勝手の 事ではありません、 自. m は 神が 

各々 に 賜 ふた 職責 を 何の 妨害 を 受けす して 盡す ことであります、 此 職責 を 完成う する のが 各人の 天職 

でありまして、 各人に 於て 此 天職 を 認め、 之 を 尊重し、 其 成功 を扶 ける のが 其 人の 自由 を 重ん する こ 

もの 

とで 亦 其 人に 對 する 私共の 大 なる 義務であります、 然る を 家族 は 其 家の 主人の 屬 である やうに 思 ひ、 

妻 も 子 も 悉く 主人の 勝手に 成るべき 者で ある や ケに考 へ 、 子に 强 ふるに 其 好まざる 學 問と 職業と を以 

てし、 妻に 圖ら すして 家の 萬 事 を 決する やうでありまして は、 家 庭 は 一個の 壓制國 となりまして 其屮 

に^！！由の仲張と稱すべきものはぁりません、 其 結 終に 親子の 愛 は 失せ、 夫妻の 情 は 薄らぎ、 家庭 は 

其 根底より 破壤 する に 至ります。 

言 ふ 迄 もな く 人 は 何人も 人の 屬 ではありません >  人 は 何人も 直接に 祌の屬 であります、 「夫れ 凡て 

の 靈魂は 我に 屬す、 父の 靈魂も 子の 靈魂も 我に 屬 するな り」 と 神 は 曰 ひ 給 ひました (以西 結 書 十八 章 

四 節)、 私共に 私共の 子なる ものはありません、 私共に 任 かされた る 子が あるの みであります、 彼が 

何に 成らう が 何を爲 すべきで あらう が、 私共の 與 かり 知る 所ではありません、 た 私共 は 彼の 保護^ 

であります るから 愼んで 神の 彼に 關 する 聖旨 を 探り、 彼 をして 其 聖旨に 遵 はしむ る やう 努 むる のみで 

あります、 妻に 於ても 爾 うであります、 下女、 下 wf- に 於ても 爾 うであります、 私共 は 彼等より 適當 の 

服從 は！ §„< 求 致します るが、 然し 自由の 人と しての 服從を 要求す るので ありまして、 奴隸 としての 服從 


を 要求 致しません。 

「衆ての 人 を 敬へ」 と は 叉 聖書の 敎訓 (ぺテ n 前書 二の 十七) であります、 父と 母と 君とば かりで 

はありません、 衆の 人 を 敬へ との 事であります、 子 や 妻 は 勿論、 如何に 卑しい 人で も 人 は 人と して、 

神の 像に 象って 造られし 者と して 敬 はなければ なりません、 其 尊敬が ありて 始めて 家庭 も 國家も 神聖 

なる ものと なる のであります、 其 尊敬が ありて、 女子 を 快樂の 要に 供し、 畜 妾の 醜行に 出づ るが 如 

きこと は 何う しても 出來 ません、 其 尊敬が ありて、 自己 は 無爲の 遊樂に 居って 他 をして 自己 を 養 はし 

むる が 如き こと は 何う しても 出来ません、 其 尊敬が あって 子 を 篤り、 妻 を 使役し、 以て 自己の み を 惟 

我獨 尊の 地位に 置く こと は 出来ません、 東洋 道德 が忠牵 を？？ へて、 子と llf と をして 親と 君と を 敬 ま は 

しめて、 親と 君と をして 子と 臣とを 敬 はしめ なかった のが、 是れが 抑々 東洋に ホ ー ム なる 者が たく 乂 

柯れ の大. M に も 必す 御家騒動 なる ものが ある 主なる 理由であります、 忠孝 道 德は素 々 不 具 道徳 で あ り 

ます、 是 れが爲 めに 大害を 被る 者 は 一 T に 立つ 子と 臣と ばかりでありません、 上に 立つ 親 も 君も此 不具 

道徳より 大損 害 を 蒙る 者であります、 愛 は屈從 ではありません、 自由の ない 所に は 愛なる もの はあり 

ません、 私共 は 止む を 得す 服從 する 乎 も 知れません、 然しながら 止む を 得すして 愛する こと は 出來ま 

せん、 爾 うして 人の 最も 要む る もの は 愛であります るが、 東洋 流の 道德を 以てして は 愛なる もの は 起 

りません、 其 結果 君 も 親 も 家來ゃ 子供 を 充分に 信す る 事が 出來 なくなり、 上に立てば立っほど寂！^の 

. 念 を 感じ、 十 人の 子 を 持ても 3： やら まだ 不安心 を 感じ、 名臣 堂に 滿 ちても 不安 措く 能 はすと 云 ふ 有 

様であります、 自由と 氣 儘と を 混同し、 若し 自由 を俱 したならば；^ を 蔑 にし 親 を 1- んす るに； 10: ると 

-S 心 ひ、 妄りに^？^權、 親權を 張らん とする の は 愚の 極であります、 "：il れは 神の g^lill: に 房り、 人生の 根義 
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に 逆ら ひ、 不幸 を國と 家と に 招ぐ 根 原であります。 ... 

罪の 大 なる ものと て 人の 靈魂を 殺す が 如き 罪はありません、 雨う して 靈魂 の 生命と は 其 自由で あ り 

ます、 故に 人の 自由 を 奪 ふ 者 は 其 人の 靈魂を 殺す 者であります、 我が 安樂 を 計らん がた めに 人の 自由 

を 奪 ふ 者 は 其 人の 靈魂を 殺す ものであります、、 縱令其 人が 子で あらう が、 家来で あらう が、 神の 服の 

前に は 少しも 變 りません、 雨う して 自由 壓 抑の 罰 は 愛 心の 消滅で i い，^ や、 是れは 天罰の 最も 重い 者 

であります、 爾 うして 愛 心が 失せて 家庭 も 天國も 無い ものと なります、 努 むべき は 人の 自由の 承認で 

あります。 


靑 年に 告ぐ 

是れは 東京 基督 敎靑 年會第 十 年期 祝賀 會 の 席上に 於 て 述べん と 欲して 用意した ものであるが、 都な 口によ リて 

之に 出席す る ことが 出來 なかつ た 故に 之 を 筆に して 玆に 掲げる 事と なした。 

汝の少 かき 日に 汝の造 主 を 記へ よ (傳道 之 書 第 十一 一章 一 節)。 

子 を 其 道に 從 ひて 敎 へよ、 然 らば 老いた る 時 も 之れ を 離れ じ (箴言 卄ニ章 六 節 )o 

祌を識 り キリスト を 信す る 時 は靑年 時代で ある、 勿論 老年に 人り たれば とて 之 を 信す る こと は 出来 

ない と 云 ふので はない、 神 は 萬 民の 神で あるから 彼 を 信す るに 老幼の^^ は 無い、 然しながら 老年 時 


代に 起った 信仰 は 多く は 偏った 不完全なる 信仰で ある、 神 は 永久に 靑 春なる 者で ある、 彼 は 或る 意味 

に 於て は 潔，： n 無 坊の小 女の 如き 者で ある、 彼の 心 を 知り、 彼の 愛 を 味 ふに は、 溫 かき、 軟 かき、 しな 

ひ 易き 靑年 時代の 心 を 要する、 神 は 正義の 外 何にも 知らない 法律 一方の 老爺で はない、 彼に 靑 年の 熟 

情が ある、 

汝は 他の 神を拜 むべ からす、 其 は H ホバは その 名 を 嫉妒と 言 ひて 嫉妬む 神 なれば なり (出 埃 及 記 

三十 四の 十 ra)。 

嫉妬の 惡 しき 半面 は嫉怨 であるが、 其 善き 半面 は 熱愛で ある、 故に N ホバの 神 は 曰 ひ 給 ふた、 

が あるじ  H  W がっき 

其 日に は 汝は我 を- 冉び バァリ (我 主) と稱 ばす して イシ (吾夫) と 呼ばん (河 西 阿 書 二の 十六)、 

と、 祌を 我が 戀 慕の 夫と 解し 彼に 我が 全 愛 を 奉らん とする が 如き 熱情 は靑年 時代に 於て なければ 起 

る もので はない、 老年 時代に 起った 信仰 は 多く は 堅い、 硬い 信仰で ある、 卽ち 神の 公義の 一 面に のみ 

注意して 唯義を 以て 他を鞫 かんとの みする 信仰で ある、 之に 武俠 的の 所がない、 之に 傳 近の 精神が 乏 

しい、 雨う して 基督 敎は素 々膨脹 的の 宗敎 であるから 舊ぃ 革" 囊の 老人 輩の 到底 永く 持 切 れる もので は 

ない、 基督 敎を 保存し、 之 を 成長させる に は必す 新ら しき 革囊 なる 靑 年の 活氣が 要る、 基督 敎と靑 年 

と は 天然に 定められ たる 配合 者で ある、 佛 敎は老 媼に迎 へられる と 云 ひ、 11 敎は 老翁に 適する と-な ふ 

が、 基督 敎は 特^に 靑 年の 宗敎 である、 故に 之 を 青年時代に 於て 信ぜす して、 之 を 信す るの 最上 

機會を 失する ので ある。 

事 IE 斯の 如く なれば 我 儕 は尙ほ 未だ 歳少 かき 時に 神と 其 獨子ィ H ス キリスト を 信すべき である、 爾 

うして 之 を 信じ 之に 我 倚の 身を捧 ぐるに 方て 我 倚 は 其 使 ひからし を 捧げて はならない、 神の 要求し 給 
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^  ^  二？ I 

ふ 者 は 初子で ある、 初穗 である、 班な き當 歳の 蒸 羊で ある、 我 俯 も 我 倚の 身 に^の 附 かざる 間に 之 を 

主の 祭 境の ヒに捧 ぐべき である、 キリ ス トを 信じて 其が ために 家より 勘當 さる 、 の は 可い けれども、 

惡事 を爲し て 家から 勘當 され て 止 を 得す 敎會 に 人 て 信者と な つ た の で は祌 は 餘り歡 び 給 は ない、 斯世 

に 在て は 無用 無能の 者と 認められ、 學 なく、 才 なく、 智 なく、 意志た き 者に して、 止む を 得す 職を傳 

道に 求めし 者の 如き も 亦 神の 餘り悅 び 給 ふ もので はない、 神 は 最上 等の 人物 を 要し 給 ふ、 祌は老 物よ 

り も 血氣壯 なる 者 を 要し 給 ふ、 神の 敎會は 不用 人物の 牧容 所ではない、 萬 物の 神に 獻 ぐるに 他に 用な 

きの 人物 を獻 ぐるより 不敬なる 事 はない、 然しながら1疋れ世問に甚だ多くぁる^*でぁる、 有 爲の靑 年 

は 政治に 入る、 法律に 入る、 文學に 入る、 實 業に 入る、 然しながら 滅多に 宗敎 にんって 來 ない、 彼等 

は 宗敎界 は 不用 人物の 捨場 所 であると m ケ A 一て 居る 、雨う して 亦 不用 人物の みが 綾々 として 之 に 人って 

來る、 是れ實 に 慨歎すべき 事であって、 之 を 怒り 給 ふ 者 は 神ば かりで はない、 H.ils^ も社會 も、 敎餘は 

勿論、 之が ために 大損 害 を 蒙る、 有 爲の靑 年 は 之 を 見て 默 つて 居られる 乎。 

第一 等の 敎育を 受けた 者が 宗敎に 人て 來る にあら ざれば 宗敎が 駄目で あるの みならす、 w.:l も社會 

も、 亦 其 靑年等 彼等 自身 も 駄目で ある、 國民中 第一 等の 人物が 傳 道に 千與し 亦從 事す るに 至る にあら 

ざれば 其國 民の 運命 は 甚だ 覺 束ない もの である、 然るに 我 國> 日の 歌 態 は 如何で ある 乎、 正 當 の大學 

敎育を 終へ た 者で キリ ストの 福 昔の 傳播に 身 を 委ねて 居る 者 は M 處に 居る 乎、 任意 的に 總 ての 野心と 

な すて  あ- i 

慾 sll! とを投 捨て バウ I- 、 ル，' テルの 迹を踐 まんと した 學士博 十： は： n 處に 居る 乎、 余 は大學 の^ 第 生に 

して 敎役 事業に 人った 者 を 知って 居る、 余 は 亦 大學は 勿論 高等 學 校に すら 入る の 資格 を 供へ ない 者て 

鐵 Ira 皮に も眞 现を絕 叫して 居る 傅 道 師を澤 山 知って 35 る、 n: 本人 は 決して 其 最も 善き 者 を 神に 捧げな 


かった、 今 H まで、 然り 个= も尙 ほ、 神の 御用 を爲 しつ 、あるお はた 抵は 不具者で ある、 跛 者で ある. 

片眼 者で ある、 實に 恐れ入った る 次第で はない 乎。 

爾 うして 偶々 有爲の 靑 年が あ ると 思 へ ば 彼等 は 如何 成り 行く か、 彼等 の 多く は 或は 文 を 以 て 或は 富 

を 以て、 祌と國 いおとに 貢獸 すると 稱 して、 段々 と 宗敎を 離れ、 終に は 宗敎を 愚弄し、 今 は 立派なる 俗 

人と 化し 去った ではない か、 何故に 我等の 中に 若き ビ ー チヤ ー が 起って 來 ない 乎、 3： 故に き アム ビ 

シ ヨン を以 て 充ち滿 ちた る ヘン リ—、 マ ー チン や.、 テ ビ ド、 リビ ン グ ス トンの やうな 卞； 円 年が 起つ て來な 

い 乎、 ケゃ宗 敎界も 政治 界と 等しく 老朽 人物の 退場 を 要する 時代で ある、 所謂る 敎界の 元老な る^の 

威光 を 恐れて 傳 道の ？；-丄 たる を權る 者の 如き は キリ ス トに對 して^だ 不忠なる 者と 云 はなければ なら 

ない。 

も必 しも 專 任の 傳道 肺と 成る には^らない、 靑年 時代 を 神に 捧げす して 失， 敗に 失收を 重ね、 失. や： 

の 淵に 陷入 りてから 止む を 得す、 神の 懷に 還って 來る やうで はや 可ない、 我 儕 は身體 も腦髓 も^ 祌も 

其壯を むる 時に 之 を 神に 捧げて 其 御用 を爲 すべきで ある、 爾 うして 之 を 爲す こと は 其靑 年の 大名 譽 

であって、 亦大 幸福で ある、 キリスト を 捨て *1 に降參 する 者 は 世が 之に 酬 ゆる 辛 慘の大 なる を 知らな 

い、 幸福と 榮譽 とは斯 せに 在て、 困難と 恥辱と は キリストに 在る と 思 ふの は大 なる 間遠で ある、 是れ 

は 丁度 其 正反對 である、 幸福なる、 平和なる、 ましき 生涯 は キリストに 在ての み 得られる もので あ 

る、 今の 時に 方て キリス トに 来らない 靑年は 甚だ 愚かなる 者で あると 云 はれなければ ならない。 

i^: 督敎を 信す ベ き である、 然しな が ら幾 薄な る 基督 敎 を 信じない やうに 注意す ベ き で あ る 、 信仰 

の墮 落なる もの は 其 多くの場合に 於て は、 淺 薄なる 宗敎を 信じた るに 原 W して はる、？ か嘗 ひて 主 を 

W 治 三十 六 年  二 四 五 


講 演  二 四 六 

仁 ある 者と 知りし 者に して 主 を 捨て去る 者 あらん や、 基督 敎の眞 意 を 探らざる が 故に、 多くの 人 は 之 

に 来らす、 亦 多くの 愚かなる 人 は 之 を 捨て去る ので ある、 而かもせに淺薄なる基督敎が澤山提3^され 

て 居る、 今 注意まで に 其 三 ra を 述べ やう。 

一 、 淺 薄た A る 基督教の 第一 は 政治的に 國 家を齊 ふの 宗敎 である やうに 思 はれて 居る 基督教で ある、 

日本人の 東洋 的愛國 心に 富める、 彼等 は此 種の 宗敎を 要求して 止まない、 故に 彼等 は 基督 敎に 於て 國 

家 救^の 原動力 を 求めん とする、 爾 うして 基督 敎に此 原動力の 存 する は 吾等 も 信じて 疑 はない、 然し 

ながら、 基督 敎は 彼等が. B 心 ふやうな 方法 を 以て 國家 を濟 はない、 基督 敎は 直に 政治家 を 作らない、 亦 

社會 改良 {豕 を も 作らない、 基督 敎は 先づ 第一 に靈 魂の 疾病 を 癒す の宗敎 である、 其 第一 に 各人に 向つ 

て敎 へんと 欲する こと は 「汝は 罪人の 首で ある」 と 云 ふこと である、 眞 正の 基督 敎は 活かさん とする 

に 先って 殺す、 先 づ人を 坊主 臭くな す、 隱遁 者と 做す、 國 家よりも 己の 心霊に 就て 心配す る 者と 做 

す、 然しながら 是れ 東洋 的愛國 者の 甚だ 厥 ふ 所で ある、 彼等 は先づ 第一 に 國政を 料理したがる、 彼等 

は 制度の 改良 を 急ぐ、 爾 うして 基督 敎を 以て 直に 之 を爲し 得すして 失望す る、 彼等 は 終に 疑問 を 提出 

して 曰 ふ 「基督 敎は實 に國家 を 救 ふ 者なる 乎」 と、 斯く云 ひて 彼等 は 之 を 捨てる、 或は 幸に して 捨っ 

るまでに 至らざる とも、 自 から 一種の 國家的 基督 敎 なる もの を 案出して、 元 來國家 的なら ざる 基督 敎 

を 以て 政治的に 國家 を齊度 せんと 努 むる、 然しながら其淺薄なる基督敎でぁることは其結ぶ3^ど見て 

知る ことが 出来る、 是れは Te  Deum の やうな 大 なる 讚美歌 を唱 へる ことの 出来る 宗敎 ではない、 之 

は 制度、 文物、 法律の 宗敎 であって、 靈魂、 赦罪、 復活の 宗敎 ではない、 か V る 基督 敎を 信じて 我 倚 

は 永久に 我 倚の 信仰的 生涯 を繼 ける こと は 出来ない。 


二、 淺 薄なる 基督 敎の 第二 は 慈善 的 又は 社會 改良 的の 基督 敎 である、 是れは 第一 のに 能く 似て 居 る- 

が 亦た 少し 異なる 點が ある、  一一 一一 II ふまで もな く 基督 敎は 慈善、 社會 改良 を 主張す る 者で ある、 基督 敎の 

行 はれる 所に 善事の 行 はれない 所 はない、 而已 ならす、 基督 敎 のみが 永久 盡 きざる 善の 源で ある、 然 

しながら 善行 を 以て 基督教の 主なる 特徴と 見做し、 善行 是れ 基督 敎と云 ふが 如き は是れ 確かに 淺簿な 

る 基督 敎 である、 基督 敎は 信仰であって、 行 働で はない、 行 鋤 を 以て 基督 敎と 見做す の は 結 5^ と 原 W 

と を 混す るので ある、 キリスト は 主として 罪の 噴 主であって、 肉體 の醫師 でも 慈善家で もなかった、 

バウ 口 やべ テロ は 傳道師 であって、 社會 改良 家ではなかった、 基督 敎は 人情 的宗敎 であると 云 ふの は 

僅かに 唯 其 一面 を 云った のみで ある、 基督 敎は祌 の 宗教であって 人の 宗敎 ではない、 是 は天國 建設の 

ための 宗敎 であって、 地上の 社會の 改良の ための 宗教で はない、 祌の聖 3 ほの 成らん が 爲には 人 を も W 

家 を も 犠牲に 供す る こと を敢 てす るの が 基督 敎で ある、 祌は 人の ために 世界と 其 中に あるす ベ ての 物 

を 造った ので はない、 彼れ 自身の 榮 光を顯 はさんた めに、 彼 は 之 を 作り 給 ふたので ある、 人情 的宗敎 

と稱 する 者 は 人 を 第 一 位に 置いて 祌をも 眞理を も 人の 幸福の ために 使用 せんとす る ものである、 然し 

ながら 是れ祌 の 何たる 乎と 人の 何たる 乎 を 解 しないより 來る 誤信で ある、 神の愛 は 貧者の 空腹 を充た 

す こと も ある、 充 たさない こと も ある、 然しながら 充 たしても、 充 たさないでも 神の愛に 變る所 はな 

い、 神の愛 を判斷 する に 方て 常に 現世の 幸福に のみ 注意す る 者 は 終に 基督教の 神 を 拾つ るに 至る 者で 

ある、 其實例 は社會 主義者で ある、 ユー 一 テリ ヤン 敎徒 である、 「新 祌學 者」 である、 彼等 は餘 りに 人 

情 的なる より 終に M ホバ の 神と 十字架 上の キリ ストに 於て 眞箇の 神と 救 主と を 認め 難き に 至った、 慈 

善 的 基督 敎の行 先き は 大抵 刺 然して 居る。 
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三、 淺 薄な る 基督 敎の 第三 はか 學的 基督 敎 で あ る 、 基督 敎が 背理 的 の 宗敎 で な いのは 云 ふまで もな- 

い、  然しながら 神よ り 示 さ れ し宗敎 の 人の 智慧 を 以 て. 解し 得 べきで ない の は 分か り 切って 居る、 ケス 

ネ ル なる 人が 云 つ た 「全然 神 的なる 智識 を 全然 人的なる 基礎の 上 に 建てん とする は 愚の 極で ある、 而 

かも 是れ 信仰の ぎ を 折：： 學の 原现を 以て 判斷 せんと 努めつ k ある 所の 人が 爲 しつ k ある 繂 である」 と、 

哲學を 以て 探る ことの 出来た 宗敎 は 人の 考へ 出し た宗敎 で あって 、神より 示さ れ た宗敎 ではない、 若 

し 基督 敎が 哲學 的に 解釋す る ことの 出来る ものなら ば 左程に 貴い 宗敎 ではない、 爾 うして 折： 學的 に ；irs 

仰 を 起した 基督 敎 信者が 彼の 哲學的 思想の 變遷 と共に 基督 敎を 捨て去った 者は此 日本 W にも 澤山 居る、. 

祈：： 學的 信者なる 者 は 決して 當に な る 信者 で はない。 

四、 淺 薄なる 基督教の 第 四：^ 敎會的 又は 儀式 的 基督教で ある、 其淺 薄なる 理由 は 余輩の 辯 明 を 待た 

すして 明かで あ る 、 敎會は 基督 敎 の 外形で ある、 其た め に盡す の は 死せ る， 鳙 のために 盡す の と 同然 で - 

ある、 而 かも 斯 かる i„i ^事に 從 事して 居る 者 も， たの 世に 澤山 る。 

然 らば 深淵なる 基督 敎とは 何で ある 乎 d  . 

余輩 は 答へ て 曰 ふ 「聖書 其 儘、 殊に 新約聖書 其 儘の 基督 敎 である」 と、 之に 無理の 註解 を 加へ すし ■ 

て、 聖書 を 其 始めより 終りまで 心の 屮に 調和し 得た 者が、 是れが 深い 基督 敎 である、 是れは 主として 

政治的 叉 は 園 家 的なら すして 倾 人的の 宗敎 である、 是は 人情 的なら すして 神意 的で ある、 是は §1: 學的 ■ 

ならす して 直覺 的、 默示 的、 信仰的で ある、 敎會 的で なくして、 心靈 的で ある、 是れは 奇跡 を 認め、 

&活を 認め、 來 ゆと 萬 物の ー仪 興と を認 る、 是れは 杏く の 疑問 を 提^せ すして 聖書 全體を 神の 言辭 とし 

て 認める、 是れは 疑 ふよりも 信す る 方が 多い、 求む るよりも 感謝す る 方が 多い、 憤る よりも 歡ぶ 方が. 


多い、 是れは 感情の 宗敎 でもな く、 亦た 反省 考案の- 敎 でもな くして 實驗 の宗敎 である、 是れは 人の 

心の 深い ものである やうに 深い 宗敎 である、 宗敎が こ、 に 人り 來 りて 人が それ を 捨て やう 箸 はない、 

其 時には 宗教が 眞の^ 命と なる、 故に 生命 を 失 ふまで は 之 を 失 ふこと が 出来なくなる、 否な、 それの 

みで はない、 斯の 宗敎を 信じて、 生命 は 永久に 朽な いものと なる、 雨う して 少 かき 時に 斯 かる宗 敎を 

信じて 其 人の 生涯 は 實に幸 幅なる ものである、 か、 る 人 は 水流の ほとりに 植 ゑし 樹の 期に 至りて 實 を- 

結び 葉 もまた^ まざる 如く、 その 作す 所 皆な 榮 えん (詩篇 一 篇三節 )o 

祈禱の 精神と 其 目的物 

C 六月 サ八 s 角 整 聖書 W 究會に 於て〕 

今： H は 路加 傳十 一 章 を 開いて 其 一 節より 十三 節まで を 護み ませう、 最初の 主の 祈禱の こと は 旣に雑 

誌に も 揭げて 出した ことがあり ますから 其 事 は^に 申 上げんで な：' は 祈禱を するとき の 精神と 其 目的物 

とに 就いて 談 しませう、 本章 第五 節 以下 十三 節 迄 を精讀 します と 私共が 祈る 時には 如何なる 決心 を以 

てせ ねばなら ぬかが よく 化 明って まゐ ります、 先づ キリ ストの 申された 譬喩 を 仔細に 稽へ て 見な けれ 

ばな りません、 或 人が 夜半 不意に 我が 門 を 叩いて 俄かの 客來で 何も 振舞 ふ 物がない から M- つか パ ン三. 

っ货 して 下さい 云々 とい ふ譬 へであります、 ^が 小 供の 時に 鄕 里に 3!5 りました 頃 俄に 客が 來 たとい ふ 

ので、 よく 御釵 借りに 隣家へ 丼 を 持って 走った こと を 記憶して 居ります が、 こんな こと は ナザレの 衬，. 
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にも 有り 勝の ことで あったら うかと 思 はれます、 キリ ス ト の 譬喩 はよ く 天然 や 日用の 件から 引かれ ま 

すので 粉 磨きと か、 婚禮の 席と か 何れも- -\ 分り 易い 例ば かりであります、 路加 傳に 書いて あります 

の も 其 一 つでありまして かく 隣の 人が 門 を 叩いて 切りに 貸せ^ \ と賴 みます から 內に 居る 者 も 其 切な 

る 願の 聲に耐 へ かねて 眠って 居る 兒曹の 側 を 離れ 締切て ある 門 を 開けて.； 1^ にある パ ン を予 へて やる と 

いふ 極々 率 近な 寓話であります、 然し キリス トは敎 へ てこれ は 賴んだ 人が 朋友で あるから 起きて 予へ 

たので はない、 是非 貸して 吳れ とい ふ 其 聲が餘 りに 高かった から それにつ い 引かされて 與 ふる 様にな 

つたので あると 申して 居られる のであります。 • 

一 寸考 へて 見ます と 願 ひ 方が 餘り 切であった から 巳む を 得す 與 へたと いふの は 如何にも 不人情の 樣 

に 聞え ますが、 併し キリスト は尙ほ 他の 章に 於て これと 類似した 譬喩 を 出して 居られます、 それ は 寡 

婦が、 已に 休眠んで 居る 代言人の 宅へ 來て辯 護 をして 下されと 賴 みましたら 代言人 はもう 寢て 了った 

から 歸 つて 吳れと 返答し ました、 けれども 寡婦 は 一 生 懸命に なって 頼みます から 代言人 は 其 女 を追拂 

ふ爲め 終に 其 依頼 を聽 いて やった と 云ふ喩 であります (路加 傳 十八 章 一 より 八まで)， キリスト はか 

かる 卑近な 譬喻 を^ 出れ てこれ は汝 等の 常に 經驗 する 事實 である、 頼まれた 人が たと へ 一面識 もない 

惡 人で あっても 一 心に 賴 まれて みれば 素氣 無く 追拂 ふやうな こと はない、 況して 賴 まる、 者が 友誼 あ 

り 愛 心 ある もの であるならば 其 所有物 を予 へ て やる は當然 であると 其 敎訓の 意を强 めんた め 態と か V 

る 譬喩 を 持 出された のであります、 かくて キリス 卜 は 御自身 を 盜贼に 例 へられた こと もあります (馬 

太傳 十二 章卄九 節)、 キリスト は 勿論 强盜 ではありません、 けれども キリストが 愛の 繩を 以て 私共 を 

縛り 私共の 靈魂 を俘囚 にさ るれば 其 殘餘は 一 切 キリストの 物であります、 これ は 丁度 强盜 が先づ 第一 


その- フ ち  と 

に 其 家 の 力の 强ぃ奴 を 縛つ て さ へ 了 へ ば後は 何 で も 欲 し い 物が ら れ る の と 同じ 理な门 ひ で ぁ り ます、 

私共 は 路加 傳の此 節を讀 みまして 愛 深き 神の 切なる 祈願 を 聽容れ 給 ふこと を 信じます と 同時に、 。ハ ン 

三つの 爲に すら 願うて みる 私共であって みれば 况んゃ 生命の 根源た るべ きものの 爲には 寸刻 も 祈る こ 

とを錢 して はならぬ と 吳れ/ ^も 思 ふので あります、 願の 切なる とい ふこと、 それが 大に 力の ある こ 

とであります、 祈禱に 於て 私共 は根氣 よく 餘程 執念深くなら ねばな りません。  ， 

然 らば 3： を 祈る のであります か、 之れ は 同 章の 十 一 節 以ドを 讀んで 行けば 直に 分ります (蠍と は英 

語の ス コ ー ピ オンで 毒蟲 であります)、 雨 曹は惡 に沈淪 める 者ながら なほ 善き 賜 を その 兒 前；" に予へ る 

こと を 知って 居る、 況して 天に 在す 睛曹の 父 は 求む る 者に §^靈 を與へ ざらん やとあります、 兹に至 り 

て キリス 卜 信者の 新り の 目的の 何たる や は 明々 白々 であります (馬 太 傅 第 七 章に 同じ 文が あります が 

其處 には^ 靈と いふ 字はありません)、 多くの人の中には息子が放蕩を止めます樣にと祈っ て^15る^ 

もあります、 叉た 父が 早く 酒 を 止める やうに と 祈って 居る 者 もあります、 澤山 金の 儲かる やうに と 願 

うて 居る 者 もあります、 而 して 其 财 爾が聽 かれません 時には 神も當 てに はならぬ と 巾して 祈 禱無效 論 

を吹聽 する のであります が、 W しそれ は大變 間違った 考 へであります、 神 は 一番 善い もの を與 へて や 

ら うとて 私共 の來 るの を 待 焦れて 居られる のであります、 「天に 在す 雨曹の 父 は 求む る 者に 聖靈 を與 

へ ざらん 乎」 とい ふ此 一句 を 忘れて はなり ません、 息子が 放蕩 を やめる の も 父が 酒 を やめる の も、 試 

驗に 及第す るの も 良友 を 得る の も 決して 惡 いこと ではありません が W し 神の 眼から 見 ますれば 進靈と 

い ふ 給 構な 賜が 其 手許に が 在して 居る ので あります、 こ の 賜 を 貰 ふこと を 忘れ て 外の 小さな 物 を 真 は 

うとす るの は餘 りに 謙遲 過ぎた 行爲 ではありません か、 然 らば 何故に 聖靈 がかく も 有難い ので ありま 
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すか、 第一 私共 は 之 を 受けて 我の 罪深き を 知り、 神の 惠の いかに 尸、 なる か を 知り、 凡て 神が 人類の 爲. 

に 具へ 給 ひし 恩寵の 中の 恩寵、 卽ち キリスト 降 世の 意味の 何たる か を 知る に 至ります、 斯 くして 人生 

問題 も 分り ますれば 宇 {由 の 問題 も 解けて まゐ ります、 子に 對 する 關係、 父母 朋友に 對 する 義務 は 勿論 

刃を迎 へす に 分って まゐ ります、 若し ialM の 賜が 私共に F りまして 至 深 至高の 大 問題が 解釋 せられ ま 

すれば 衣食、 健. 说、 家庭 等の 諸問題 は 特刖に は へられす とも 自ら 明， H になって くる ものであります、 

夫れ 故に 第一 の惠 なるこの 聖靈を 受け ますれば 私共 は 一 切の 賜 を 受けた と 同然であります、 この 第一 

の惠を 戴きます に は 前に も 巾し ました 通り 誠心誠意 を 以て 一 生 懸命に 祈る ばかりであります、 無理に 

もパ ンを貫 はう とい ふ 心 を 以て 祈り ますれば 祌は必 す 聖靈を 下し 給 ふに 相違ありません、 一家の 葛！. 

が 無事 に 治ま つたと か 商賣が 繁昌し 始めた からと て 我 は 最も 神に 愛せら る k 者 だと 思って はなり ませ 

ん、 或 種類の 信者 は それ 位で 滿足 する かも 知れません が、 ^し 神の愛 は 確に 夫れ 以上、 夫れ 以上の 夫 

れ 以ト： であります、 簿 情なる 祌は我 子 を 殺し 我家 を 減し 給 ふと 不平 を 鳴して 居ります 時に 聚靈は 忽然 

として 何れよりか 注いで まゐ ります、 「風 は 己が 任に 吹く 汝其聲 を 聞け ども 何處 より 來り何 處へ往 く 

を 知らす 凡て 靈に 由り て 生る i 者 も 此の 如し」 (約 翰 傅 三 章 八 節) であります、 私共が 失收に 失敗 を 軍 

ね 失 に 失 §W を 加 へ て 茫然自失して 居ます る 時に 聖靈風 の 如く 我に 人り て 心眼 玆に 開け ますれば これ 

程 愉快 を感 する ことはありません、 それです から 私共の 祈願 は 世人の それに 傲つ て社會 改良と か國家 

富强 とかい ふこと 位に 停止って はなり ません、 これら は 紛失 物 を 見出さう として 本願 寺 やお 稻荷樣 に 

參詣 する 老男 老女の 祈願と 五十 步百步 の 違 ひであります、 私共の 希望 は 「父 を 示せ、 然 らば 足れり」 

であります、 卽ち 私共 は 何う かして 祌其 もの を 心中に 宿したい のであります、 この 目的に して 達せ-り 


れ ません ければ 私共 は 生きて 生き w. 斐 のない 動物であります、 家庭の 平和、 國家 の 富 强位は 之 に 比 ベ 

. て 見 ますれば 數 ふるに 足らぬ ものでありまして、 いは 魏十： に 比すべき ものであります、 キリスト は 

. 何の爲 めに 現世に 降られた のであります か、 キリスト は 何の 爲に. r 字 架に 上り 給 ひしので あります か" 

彼 は 神 自身 を 我 儕に 示さん 爲め、 永劫の 生命 ー 卽ち神 自身 を與 へん 爲 めに 現世に 於て 苦しまれ たので 

あります、 若し キリ ス 卜の 賜 は： E ぞと問 ふ 者 あらば 神 自身が 我が 有と たり 祌 自身が 我に 下る とい ふ 共 

• 賜 なりと 答 ふるの 外はありません、 之 を？ 3； ざる 信仰 は 信仰と い ふべ き 程の 者で は 無い と 恩 ひます、 こ 

の 賜 を 得ました 曉には M に 失敗 致し ませう が 3： を 他人に 盗まれ ませ-つが 又は 世の中の 第 一 の 不幸き， こ 

笑 はれませ うが 關係 たこと ではありません、 义た或 人 は 聖靈を 指して 漠然たる 風の 如き もの だと 申す 

かも 知れません、 成程 風の 樣な もので ありませ う、 之 を 手に 取て 見る こと も 出来ねば 叉た 算盤に 彈ぃ 

て 勘定す る こと も 51 來 ません、 W し 我に 於て 最も 確實 なる 者 は 心より 外にはありません、 而 して 其 我 

が 心より も.^ 赏 なる は 卽ち祌 の 心で あり ます、 神の 心 我に 宿りて こ れ程氣 丈お な 確固な こと は 有り ま 

せん。 

n 本 第一 の 英雄と いはる.、 秀吉も 老齢 霜 を 戴く に 及びまして は 「難 波の 事 は 夢の 世の中」 と 歎じ、 

「世の 屮に 我れ にも 似た る 人 もがな 生きて 效な きこと を 語らん」 と 歌 ひました、 いかにも 情けない 歌 

. ではありません か、 私共 は 小な りと 雖も祌 の 聖靈 の 私共の h に： 卜って くる こと を 信じます、 神 の 聖霊 

にして -ノ r り ます れば難 波の 事 は 決して 夢の 世の中ではありません、 聖 靈を享 けざる 人 こそ 起きて 居て 

も 實は寢 て t= る 人であります、 眞 の自覺 とい ふ もの は怫敎 などで いふ 悟道で は りません、 世界が 破 

读 しましても 我れ 獨 りせ するとい ふ 自覺は 座禪を 組めば  一 S が 消滅して 愉快に なるとい ふ 境涯と は 全 
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く 違 ひます、 座禪するか义は華嚴の瀧に落っる時の平和は平和とぃは^-平和とも云 へ ませぅが、 然し 

これ は 寧ろ 一 極の 醉 ひと 言 ふべき であります、 死に 醉 ふとい ふ は卽ち これら を 指した 一一 一一 u 葉であります。 

私共 も逢靈 など 云 ふ 漠然として 風の 如き 物より は實 物た る 一 杯の 飯が 欲い など 申して 見た 時代が 御 

座い ました、 又た 聖靈の 靈の字 は 死 靈生靈 たどと 申して お 化な どに 緣の 近い 文字であります から 日本 

人に 餘り 好ましく 思 はれぬ も尤 であり ませう が、 然し 聖靈 のこと は S ま 書の 置々 繰 返す 所で ありまして、 

之に 依りて 神と キリ ス トが 私共の 衷に 宿る に 至る のであります、 キリス 卜 を 理想的 人物と して 崇拜す 

れば 自然と キリ ストの 如き 人になる と 云 ふ 者 もあります、 成程 人類の 王なる キリスト を崇拜 して 其感 

化を受 くる も 一 良策に は 違 ひあります まいが、 但し 私共が キリ ス トの 肉と 血と を 我が 有と なさう とす 

るに は キリ ス トを 一 個の 英雄と して 崇拜 する 位で は 足りません、 直に 聖靈其 もの を 以て キリ スト を 私 

共の 心に 燒 付けられねば なりません、 天然 や 文 學ゃ哲 學其他 萬般の 思想 も 貴い に は 相違ありません が、 

^し祌 自身と 比べて 見 ますれば 零た るに 過ぎません、 聖靈 にして 得られ すん ば 私共の 末路 は 「生きて 

かひ 

效な きこと を 語らん」 とい ふ 情けない 哀歌と 消えて 了 ふので あります、 3： と菜敢 ない 次第で は 有り ま 

せんか。 

多くの 人 は 我に は 熱心がない、 どうも 信仰が 足らぬ と 歎息ば かり 致して 居ります、 それ は當然 であ 

ります、 元來 私共 は 無力の 者であります、 無力の 者で はあり ますが 併し 無现 にも パ ン 三つ を 借らん と 

する 其 熟 心、 無理に も 代言人に 泣 付かん とする 其 勇氣を 以て 頼み ますれば 愛の 愛なる 神 は必す 其賴み 

を聽 i 井れ 給 ふに 相途 ありません、 之れ をし も 疑 ふ 者 は 生涯 無力の 者と なって 土に 歸 るの 外 はあり ませ 

ん、 私共に して キリス 卜の 道德を 喝采して 居ります 間 は實に 小なる ものであります、 聖書 を 一 つの 大 


文學 として 之に 道樂 半分 の 批評 を 加へ て 居ります 間は實 につまらない 者であります、 私 も 今迄 は傳道 

と は 讀んで 字の 如く 道を傳 ふる 爲の ものとば かり 考へ て 居り ましたが、 これ は 實に大 なる 證見 であつ 

たこと を 近頃 覺 りました、 約翰俾 第一章の 十二 節 十三 節に 「彼 を 接け 其 名 を 信ぜし ものに は 權を賜 ひ 

て此を 神の 子と 爲 せり、 斯る人 は 血脈に 由る に 非す 情慾に 由る に 非す 人の 意に 由る に 非す 唯 神に 由て 

生れし 也」 と 書いて あります、 基督 信者と は キリス 卜 を 接け 其 名 を 信じ 其 力 を 授かりし 者であります、 

元 々神に 造られし 者なる が 故に 私共 は 神の 子と 稱 せらる k のではありません、 キリス トを 信じて 神の 

力 を 受けし 者が 眞 正の 神の 子な のであります、 血脈 を 引いて 生れし に 非す、 神に. E りて 生れし ものが 

神の 子な のであります、 故に 若し 傳道を 以て 或は 聖書 知識 を 授け、 或は 道德的 感化 を 及ぼす に 在りと 

致し ますれば 是れ實 に 根本的 誤謬であります、 キリストの 俾 道と は 福 昔です、 道と いふ はこれ 聖靈を 

賜 はる 道の ことであります、 この 道 を 示す を 得て 私共の 所謂 傳 道の 目的 は 達せられた のであります、 

この 希 ありて 私共 は大 なる 勢力と なること が 屮ぃ來 ます、 私共 は 此點に 於て 牢怯 であって はなり ませ 

ん、 大膽 でなければ なりません、 私 如き 者が と 卑下す るの は大 間違です、 私 如き 者 こそと 自重し なけ 

れば なりません、 私共が 心掛 くべき 祈禱の 精神、 1^ 禱の y 的 物と は. S ち 以上の 如き ものであります。 

广 向井 耕 一 筆記〕 
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. 大工の 子ィ H ス キリスト 

これ 木 匠の 子に 非す や (マ クイ 傅 十三の 五 五) 

彼 は 木 匠に 非す や (マ コ俾 六の 三) 

是れ は實に 著 い 言 辭 であります、 此言辭 を キリス 卜 信者の 信仰の 立場から 考 へて 見まして 其なん 

と 驚く ベ き  一一 一一！： 辭 であるか 分ります、 抑々 我等 は キリ ス トは 誰で あると 信す るので すか、 聖書の 示す 

所に 依り ますれば 「彼 は 神の 榮の 光輝、 其 質の 眞像 にて 已が權 能の 言 を 以て 萬 物 を 扶持ち、 我 儕の 罪 

の淨 をな して 上 1K に 在す 威光の 右に 坐し 給 ふ」 者であります (希 伯 来書 一 の 三)、 彼 は 祌の獨 子で あ 

ります、 人類の 光、 其 生命、 希.？1-^!と稱へられる者でぁります、 然るに 斯 かる 者が、 然り、 斯 かる 神が、 

肉體を 取て 斯 世に 在り 給 ひし 間はェ の 子で あられて、 卑しき 大工の 職に 從 事して 居られた と 云 ふこ 

. と は是れ 何たる 天よりの 音信であります 乎、 若し 斯事實 の 巾に 何に か 極く 深い 眞理が 籠つ て 居り ませ 

ん ならば、 是れー つの 夢物語と 見る 外はありません。 

然し 此事 は事實 でありました、 ナザレの ィ H スは豫 言 者 H レ ミヤの やうに 祭司の-まに 生れませんで 

した、 彼 は 亦 彼の 弟子 パウルの やうに 博い 神 學敎育 を 受けませんでした、 ィ H スは ダビデ 王の 裔 であ 

り ましたが、 ソロモン： V ャ うに 榮 華の 極に 生れ 来りませんでした、 イエス は 僻陬の ナザレの 職工の 一 


人で ありました、 此 一 事に 就て は 如何なる 歷 史家 も 疑問 を 抱く 者はありません。 

「彼 は 木 匠に あらす や」， ァ ブラ ハムの 在り し 先に 在る 者な りと 自白せ し 者が 其 この 世に 於て 執り 

し 職 は 木 匠であった との 事であります、 其 事 其れ 自身が 奇跡であって、 亦大 なる 福音ではありません 

乎。 

此事 たる 勿論 我 舞 人類に 勞 働の 神聖 を敎 へる ための 事實 的敎訓 であった 事 は 誰に でも 能く 判 ります、 

勞働 を， k 蔑す るの が 罪に 沈める 人類 全體の 謬見であります、 斯 世の 貴 顯と稱 ひ 淑女と 稱ふ者 は 皆勞働 

を爲 ない 者であります、 書を讀 み、 國 事を談 じ、 謀 を 帷幕の 中に 運ら す 者が 社會の 上に 立つ 者で あ 

をの ふ.：；' あ  f  かに  ひ. U ひ ちせ 

りまして、 斧 を 振 上げ、 鋤 を 肩に し、 額に 汗して 食 を 得る 者 は下歷 劣等の 者と 見做さる、 のが 此 世の 

常であります、. 故に キリス ト降世 一 一千 年後の 今日に 至りましても、 人 は 何人も 學 者と 成らん と 欲し、 

農家の 子弟に して 都に 出て 學を 修め 得ない 者は斯 世の 最も 不幸なる 者で あると 思 ひ、 文 を 綴り、 說を 

立て、 名 を 天下に 揚げる 者 を 見て は 頻りに 其 幸運 を 羨みます、 叉 婦女子に 至る まで 田家 通常の 勞働を 

以て 最も 無味の ものと 思 ひ、 斯 せに 生れ 来りし 甲斐に は 少しく 宇宙の 幽理を 探り、 社會の 表面に 立つ 

て 其 美と 善と を嘗ひ 見ん など 云 ふ 希 を 起しまして 爭 つて 近世 敎 育の 利 澤に與 からん と 致します、 然 

るに 驚くべき 事に は ill 處に 人類の 理想と して 此 世に 下されし 者の 生涯 を 見 ますれば 彼 は 僻陬の 大工で 

ありまして、 曾て 其 職に 就て 不滿 を懷 きしこと はなく、 彼の 勞働を 以て 能く 貧家 を 支持へ、 其 間に 天 

地の 奥義 を 探って 終に 人類の 敎 導師と なった との ことであります、 キリストが 大工の 職に 從 事され た 

とい ふこと に 依て 人類の 勞 働に 關 する 思想 は 一 變 しました、 此 事に 由て 責賤は 其社會 上の地位 を顚倒 

し、 貴い 者が 賤く なり、 賤き 者が 責く なりました、 祌は其 獨子を 大工の 家に 降し 給 ひまして、 勞働者 
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全 體に對 する 祌の特 愛 を 示されました、 勞働は 最上の 敎 育であります、 是れに 依らす して 人生の 奥義 

を 知る こと は 出来ません、 勞磡は 最も 力 ある 傳 道であります、 口 を 以てし、 或は 筆 を 以てする 傅 道に 

偽善 は 甚だ 入 易く あります るが、 勞 働の みは 人 を 欺く ことの 出来ない ものであります、 勞働は 諸の 幸 

福の 基礎であります、 人生の 快味 は 勞働を 離れて 得る こと は 出来ません、 國 民の 貢に 依て 衣食す る 人 

は 最も 不幸なる 人であります、 糧を 他人の 寄贈に 仰ぐ 者 は 危險の 位地に 居る 者であります、 基督 敎は 

勞働宗 であります、 懶 ける 者 は 天國に 人る こと は出來 ません、 基督 敎の 道德 より 見 ますれば 懶惰は 確 

かに 重い罪の 一 つであります、 人 若し ェを 作す こと を 好まず ば 貪すべからず (テサ P 一一  力 後書 三の 十) 

是れは 聖書の 中に 示された る 神の 命令の 最も 肝要なる もの、 一 つであります。 

然し、 私の 考 へます るに、 勞 働の 神聖 を敎 ゆるの みが キリストが 木 匠と して 此世を 過し 給 ひし 目的 

000000000  0  0OO0OOOO0COO0O0 しん 0 ねう， り O00O 

ではなかった と 思 ひます * キリス トは 特^に 此 卑しき 職 を 擇び給 ひて i¥ 倚に 斯 世の 眞の價 値 を 敎へ給 

ふたので あると 思 ひます、 斯世は 勿論 神の 造り 給 ふたもので 神聖なる ものであります、 我 倚 神 を 信す 

る 者は斯 世は惡 魔の 屬 であって、 天國 のみが 神の 屬 であると は 信じません、 「林の 諸の 獸、 山の 上の 

千々 の 牲畜は 皆な 我が ものな り」 と祌は 申されました、 我 儕 は 決して 斯肯を 以て 汚ら はしき 所と 見て 

はなり ません、 然しながら 斯世は 最も 美い 所ではありません、 神 は 之れ よりも モット 美い 所 を 我 倚の 

ために 備へ給 ひました、 斯世 はま だ 進化の 段階に 於て 在る ものであります、 故に 斯世を 以て 最善 最美 

の 所と 見做す の は 犬なる 誤謬であります、 斯 世に 於て 王た る 者は必 しも 人類の 王た るべき 者で はあり 

ません、 斯 せに 於て 惡 人の 取 极を受 くる 者は必 しも 神に 詛 はれた る 者ではありません、 斯世は 試練の 

4* みか 

世であります、 神 を 信す る 者の 永久の 棲 家ではありません。 


こと さ 

故に キリス トは斯 世に 降られた 時 は 殊更ら に 其 職業の 選擇に 就て 心を碎 かれませんでした 彼 は-勿 

論 不正の 業 を 執ら ふと はなさり ませんで した、 亦 彼 は 彼の 特性と して 人類 多数の 從事 する 職に 就かん 

こと を 求められて、 帝王と か 貴族と かいふ 多くの 特權を 持った る 階級の 中に 加 はらん こと をび ポ まれな 

かった に 相違ありません、 然しながら それが 平民の 業で 正道の 職で ある 以上 は キリ スト は 彼の 執らん 

とする 職業の 種類に 就て は 多く 心 を 配られなかった やうに 見えます、 キリ ス 卜に 取て は 斯世は 斯世限 

りの 俗人の 思 ふやうな 左程に 大切なる 所ではありませんでした、 大理石の 家に 住ま ふが、 木造の 家に 

住 ふが それ は 彼に 取て は 問題ではありませんでした、 肉 を 食 ふが、 野 茱を食 ふが、 絕を衣 やうが、 木 

綿 を 纏 ふが、 其樣な ことに 彼 は 意 を 用 ひ 給 ひませんでした、 且又 世に ： 吋 謂 成功な る ものに 就ても キリ 

スト は 少しも 思考 を 運ら し 給 はなんだ と 3 心 ひます、 キリストに 取りて は 人生の HI 的 は 食 ふに 非す、 衣 

るに 非す、 叉必 すし も 世に 所謂 大事 を爲 すに もありませんでした、 斯世 は是れ 我憐が 神の 光 を 其 身に 

受け、 其 恩 化に 浴して 次ぎに 來 るべき 更 らに榮 ある 世に 移されん ための 所であります から、 我 儕は靳 

世の 成功に 就て は I の 神 を 知らざる 人が 爲す やうに 左程に 苦心すべき ではありません、 「それ 衣 貪 あ 

らば 之 を もて 足れり とすべし」 (テ モテ 前書 六の 八」、 それで 澤山 なのであります、 如 M にして 「成功」 

せんかと て 心 を 碎く人 は 未だ キリストの 心を冇 つた 者ではありません。 

故に キリ スト は 大工の 職 を 以て 滿 足された のであります、. 彼 は 救世主た るの 天職 を充 たさんが ため 

に は H ルサ レムに 上りて 文學、 祌學、 哲學を 研究す るの 必要 を 感ぜられませんでした、 彼 は 亦 彼が 人 

類の 模範た るの 目的 を 達せん がた めに は 特に 敎師 たるの 特許 を 人より 受け、 ラビと 稱 はれ、 先生と し 

て 崇められ るの 必要 を 感じ 給 ひませんでした、 彼 は羅馬 政府の 保護 を藉 りる の 必要 も 感ぜす、 又 富 を 
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作って 大に 慈善 を 行 ふの 必要 を も 感じ 給 ひませんでした、 若し 彼と 殆んど 同時代の ユダヤ人 たりし ョ 

セファ スの やうに 猶太 亞歷史 を 編 募す るの が キリストの 目的で ありましたならば、 彼は羅 馬の 首都に 

出で 大歷 史家の 友誼 を 求め、 皇帝 陛下の 恩寵に 與 かるの 必要 もあった 乎 も 知れません、 然しながら 人 

類の 模範と ならん との キリストの 目的 は、 それ は 大工の 職に 居っても 充分に 成遂 ぐる ことの 出来る も 

ので ありました、 それ故に ィ H ス は 三十 歳に 至る まで 曾て 一 度 もナザ レ なる 彼の 爐邊を 去って 遠く 智 

識と名 譽とを „:1 マ、 又は エルサレム、 又は 希臘 のァテ ン ス 、 埃 及の ァ レキ サン ドリア 等に 於て 探り 

給 ひませんでした、 ナザレの 僻村に 在て、 星 は 矢張り 彼の 頭上に-燦然 として 輝きました、 野 花 は 矢 張 

春 毎に 路傍に 祌の榮 光 を 示しました、 爾 うして 彼の 父母より 學 びし 聖書 は 神の 奥義 を 彼に 傅へ ました 

天然 あり、 聖書 あり、 勞働 ありて、 彼 は 人類の 模範と なる に 充分の 機 會を與 へられました、 故に 彼 は 

其 外に 何 を も 求め 給 ひませんでした、 キリストの 人生 觀を 以て 人生 を 見 ますれば、 是れは 至て 單 純な 

る ものと なります、 世に 所謂る 處 世の 策なる もの は 彼に 取て は 決して 難問題ではありませんでした。 

イエス は 大工で ありました、 雨う して 人類の 模範と なりました、 然 らば 今日の 我 倚 も 我 倚に 與 へら 

れし 地位に 在って キリストの やうな 人になる ことが 出来ます、 大政 治 家になる ことが 出来す、 大文學 

者になる ことが 出来す、 大 傳道師 になる ことが 出来ませんでも、 キリス チャン、 卽ち小 キリスト とな 

る こと は 出来ます、 卽ち 人間ら しき 人間と なること は 出来ます、 爾 うして 小 キリスト となる 事 は名譽 

の ー點 から 一 K ふても 日本 帝國 の總理 大臣と なる よりも 大 なる 名譽で あります、 富 を 天 國に蓄 ふるの は 

快樂の ー點 から 言 ひましても、 億 萬の 富 を 作る に 優る の快樂 であります、 人生の 最大 名譽は 大工、 左 

官、 百姓の 地位に 居っても 博す る ことの 出来る ものであります、 人生の 最大 快 樂は鋤 一挺と 聖書 一冊 


とを以 て 得られる も の で あります、 何にも 之 を 得ん がた めに 競 爭場裡 に 身 を&じ て , 無益 の 爭鬪に 身 

血 を 絞る の 必要はありません。 

「彼 は 木 匠に 非す や」、 我 倚の 模範 は 木 匠で ありました、 我 倚の 理想 は贫 しき 正直なる 勤勉なる 職 

ェ でありました、 天國は 何れの 職業に 在ても (不正なる もの を 除いて は) 達する ことの 出来る 所で あ 

ります、 それ故に 職業 選擇 問題 は 左程に 大切なる 問題ではありません、 最も 大切なる 問題 は 人生 問題 

であります、 赦罪 問題であります、 天國 問題であります、 我 儕が 斯 世に 在て 何の 事業 を爲 さう 乎、 そ 

れは我 儕に 取て は 至て 小なる 問題であります。 


信仰と 健康 

宗敎は 素 々心の 事 で あります から 之れ を 信じ たれば とて 藥が 利く やうに 直に 身體に 利く ベ き t;^ の も 

のではありません、 勿論 身 體も靈 魂と 同じく 神の 造り 給 ふたものであります から、 靈魂を 癒し 給 ふ 神 

に 身體を 癒す ことが 出来ない とい ふ 理由はありません、 神 は 若し 其 御意に 適へば 如何なる 疾病で も 直 

に 之 を 癒し 給 ふの は 聖書の 所々 に 記す 所で あります。 

然しながら 今の 時に 方て 神が 直に 身 體の病 氣を醫 し 給 はな いのは 事實 であります、 是れは 何にも 祌 

•  9 誊 9  ，  ,  9  , , 鲁 99，  9 考， 摯き OO00OOOOO0O0OO0OOOOO0C0COO 

が此事 を爲し 得ない からではありません、 是れは 神が 是 より 以上の 事 を 爲し給 はんがた めであります、 
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一 時 肉體の 疾病 を醫 され たれば とて 人 問 は必す 一 度 は 死な、 くて はなり ません、 然し 其靈 魂を醫 さる 

れば彼 は 永久に 生る ことが 出來 ます、 祌は 永久に 人 を 救 はんがた めに 今の 時に 方て は 滅多に 奇跡 を以 

て 肉體の 疾病 を 醫し給 ひません、 肉 體の醫 さる 、の を 見る まで は 神の 存在 を 信じない など 云 ふ 人 は 其 

醫 さる、 の を 見ても 信じない 人であります、 神 は 心 を 以て 見る にあら ざれば 信す る ことの 出来る もの 

ではありません、 神は靈 なれば 之を拜 する 者 は 靈と眞 を 以てせざる ベから すと 聖書に 書いて あります。 

然れば 宗敎 上の 信仰 は 肉體の 健康に 何の 關係 もない 乎と 云 ふに、 それ は 決して 雨う ではありません、 

肉體と 精神との 關係は _ 極く 緻密なる 者であります から、 一 一 者 孰 か 健康に 復 して 他の 者が 其 利益 を受 

けない 理由はありません、 殊に 精神 は內 であって 肉體は 外であります から、 內が 平癒って 外が 健全な 

る 感化 を 受けない 普はありません、 今の 時に 方て は 神が 若し 私共の 肉 體を醫 し 給 はんと すれば 此方 法 

を 取らる、 に 相違ありません、 卽ち 直に 外なる 肉 體を醫 し 給 はすして 先づ 内なる 靈 魂を醫 し、 然る 後 

に內 より 外 を 醫し給 ふに 相違ありません、 是れ實 に 根本的の 平癒でありまして、 斯く醫 されて こそ、 

疾病 は 返て 私共の 永久の 利益と なる ので あ ります。 

夫れ のみではありません、 能く 人 問の 疾病の 源 因 を 調べて 見 ますれば、 之れ は 素々 精神の 不調和よ 

り 出た 者であります、 人類 全 體が墮 落に 沈める 今日と 雖も 若し 兹に 精神的に 健全なる 人が あると しま 

す れば其 人が 身に 受く る 疾病 は 至て 僅少 で あります、 誰も 徽毒 病が 道德的 疾病で ある 事 を 疑 ふ 者 は あ 

りません、 雨う して 徵 毒より 來る 疾病の 多い こと は實に 非常であります、 種々 なる 祌經 病、 眼病、 皮 

膚病、 胃病、 虚弱 症より 來る 肺病の 多く は 直接 叉 は 間接に 徽毒 病より 來る 者であります、 若し 徽 毒の 

根 を 絶やす ことが 出来れ if 文明 人種の 疾病の 半分 以上 を 絶やす ことが 出来ます、 爾 うして 國 民め 賴 


神を醫 さすして 徽毒病 を 根絶す る ことの 艱難 は 誰でも 能く 知って i5 ります、 基督 敎が肉 體の淸 潔を唱 

へる 結果と して 徽毒 病の 蔓延 を 拒ぐ 許りで も 其 衛生上の 利益 は實に 非常なる ものであると m 心 ひます。 

然しながら 何にも 此道德 病に のみ 限りません、 心の 治まらな いために 起る 疾病 は 他に も澤山 ありま 

す、 何人も 身 體に對 する 憤怒の 害 を 知って 居ります、 憤怒 は 直に 神經を 突き、 心臟を 刺激し、 血液 循 

環の 不同 を 来たし、 消化 作用 を 害し、 それが ために 身體 全部 を 不調に 陷 らしむ る ものである こと は 誰 

でも 能く 知る 所であります、 或る 心理 學者は 申します、 憤怒 は 身體に 或る 一 種の 毒素 を 分泌せ しめ、 

それが 爲に斯 る 害毒 を 全身に 及ぼす ので あると、 多分 雨う であり ませう、 何れに しろ 憤怒の 健康に 害 

の ある こと は 能く 解って 居ります、 虚弱なる 人に は 憤怒 は 直に 發熱を 生じ、 それが ために 旣發の 疾病 

の 增進を 促が す こと は 度々 あります、 肉體の 健康の ために 平 n なる 精神の 如くに 有益なる 者 はあり ま 

せん、 怨恨な く 不平な く、 常に 歡 喜の 念に 溢る X 者 は 其 肉體は 病む と雖 も、 病苦 を 多く 感じない 者で 

あります、 ， 欲しき もの は 心の 平和であります、 是れが あれば 健康の 第一 の 要素 を 得た のであります、 

心の 快樂 は莨藥 なリ、 靈 魂の 憂愁 は 骨 を 枯らす (箴言 十七の 廿ニ： r 是れは 何人も 經驗 する 事實 であ 

ります。 

又 生活の 心配が 幾多の 疾病の 源 因と 成って 居る 事、 其 事 も 能く 分って 居ます、 餓死す るの 心配、 競 

爭に 食け て 破産す るの 心配、 災難に遭 ふて 路頭に 迷 ふの 心配、 是 等の 心配が 幾多の 祌經 病と 胃病と 心 

臓 病と の 原因と 成 つて 居 る 事 は醫者 の 診察 を 待た すし て 明かで あります。 

大抵の 人 は 憂世に 捨られ たる 築兒の やうな 心 持 をして 渡世して C!5 ります、 彼等 は 天に 愛なる 父 様が 

在られて、 一羽の « さへ 其 許可な くして 地に 陷 ちない 事 を 知りません、 彼等 は 衣食の 事 は 人た る 者の. 
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苦慮すべき 問題で たいこと を 知りません、 彼等 は 人類 は 「王の 子」 であって、 衣食 以上の 問題に 彼等 

の 全力 を 注ぐべき 特權を 有つ 者で ある こと を覺 りません、 衣食の ために 思 ひ 煩 ふこと は 萬 物の 霊長た 

る 人た る 者の 本能に 戾る ことでありまして、 其 結果と して 彼の 肉體 にも 犬なる 錯 a を 生じ、 多くの 疾 

病 を 惹起す に 至ります。 

信仰 は 直ちに 身體の 疾病 を 癒しません、 然しながら 直に 心の 錯亂を 治す 者であります から、 それが 

ために 竟に は身體 までが 健康になる のであります、 信仰 は 第一 に 心の 統一 を來 たします、 神 を 信ぜ ざ 

じ か ちゃく  じゃラ .---To 

る 者 は 自家撞着の 人であります、 彼の 右と 左と は 一致し ません、 彼の 情と 道理と は 常に 相爭 つて 居 ま 

す、 彼は爲 して はならない と 信す る 事を爲 して 居ます、 爲 すべき こと を爲し 得ません、 彼 は 主義 を 持 

みづ から 

て も 之を實 行し 得ません、 彼 は 常に 薄志弱行 を 以て 自身 を 責めて 居ます、 彼 は 聖書に 所謂る 「相爭 ふ 

家」 であります、 彼の 敵は實 は 他人ではありません、 彼 自身であります、 斯 くも 內 心に 於て 相 離乖す 

る 彼の 身に 眞 個の 健康なる もの 、あり やう 害はありません、 彼は內 心の 分離の ために 日夜 苦悶す る 者 

であります。 

然るに 信仰に 由て 此 分離 は 癒され、 調和 は 人の 心に 臨みます、 彼の 目的 は. f は 一 つになります、 今 

- ひち  あ ひせめ 

は 主義と 利益と は 彼の 裏に 在て 相鬩 ぎません、 彼に 彼の 理想 を斷 行す るの 勇 氣が與 へられまして、 彼 

は 今 は實 行の 人となります、 彼の 情 は 潔め られ まして、 彼 は 今 は 想 ふべ からざる こと を 想 はない やう 

P.J^  y い 3 ん  か i  5 一  >ち や-,.' ぶ  すべて き 0-5 

になります、 信仰 は 直に 財產を 作りません、 叉 身體を 丈夫に 致しません、 然し 信仰 は 心の 1^ の 機能 を 

統一し ます、 雨う して 內 心の 統一 は 新 希望 を 生じ、 果斷勇 行と なって 外に 彰 はれます、 憂 管の 人が 神 

,、p い，、 ひ つ  いんじ， ゆん こそ C 

を 信す るに 由て 快濶の 人と なる の は 全く 是が ためであります、 因循姑息の 人が 基督 敎を 信す るに 由て 


直に 開發 主義の 人となります るの も 全く 是が ためであります、 宇宙 的 觀念を 抱く とか、 天然と 交 はる 

とか 云 ふこと は 心の中に 苦悶 を 懐いて 常に 不平に 堪 へない 者の 到底 爲す ことの 出来る ことで はあり ま 

-フち しお  な、， らん やど  しんしゅ か、. よつ 

せん、 衷に 縛られ、 心の中に 常に 內亂を 宿して、 進取 も開發 もあった ものではありません、 信仰の な 

いきち  ちつ 

い 志士と か 論客と かいふ 者 は 不平 家であります、 心に 平和な きが 故に 常に 生血に 缺 乏して、 窒 內に楚 

きょ  あ を ざめ  <x  \\ んき -r>  のべたて 

居して 蒼白た る 額 色と 窪みた る 眼球と を 以て 世界の 萬 事に 就て 常に 不懑 を述 立る 者であります。 

信仰 は 第二に 神に 頼る 心であります、 雨う して 賴る 心は受 くる 心であります、 我等 は 人と 社 會に對 

して は 主動的で なければ なりません が、 絕對 的實在 者なる 神に 對 して は 受動的た るより 外の 態度に 出 

る こと は 出来ません、 然るに 信仰の ない 人は此 受動的 態度に 立つ こと を 知らない 人であります、 彼等 

はた 社會 より 要求 さる、 のみでありまして、 之に 應 する ための 能力 を 得る 途を 知りません、 神 を 知 

ら ない 者 は 彼が 自己の 裡に蓄 へたる 僅少 許りの 能力の 外、 同胞に 頒 つため の 慰藉の 材料 を 有ち ません、 

爾 うして 社會の 要求 は 日々 に 益々 多き を 加へ ますが 故に、 彼 は 終に 之に 應じ得 なくなりまして、 其 結 

えんせ いさいき 

果 厭世 猜 忌の 人となります、 實カ 以上の 責任 を 要求 せられる こと 程 辛ら い 事はありません、 然しな が 

ら神を 知らない 人の 生涯 は 凡て 此辛 らい 生涯であります、 彼 は 義務 責任の 要求 を 以て 彼の 國 家に 責め 

られ ます、 彼の 父母 兄弟に 責められます、 爾 うして 彼 は 之に 應 する ために 弱き 彼の 衷に貯 へたる 僅少 

許りの ぎ 力 を 有つ のみであります、 無限の 要求に 應 ぜんがた めに 有限の 能力 を 以てする ことで ありま 

すれば 彼 は 厭世家た らんと 欲せざる も 得ません。 

然るに 信仰 は 我等に 新たなる 寶 物の 山 を 開いて 吳れ ます、 人の 人た る 特權は 直に 宇宙の 主宰なる 神 

に 接して、 彼より 直に 能力 を 獲る ことの 出来る ことであります、 人と いふ 人 は其國 人なる と、 骨肉な 
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ると に 係 はらす、 只 瘦るを 知て 與 ふること を 知らない 者であります るが、 神 は 之と は 正反對 で、 與ふ 

る を 知て 獲る こと を 知らない 者であります、 神 は 我 儕に 萬 物 を 賜 ふ 者でありまして、 我 儕 は祌に 何物 

をも捧 ぐる こと は 出来ません、 神の 好み 給 ふ もの はた 我 倚の 碎 けたる、 小兒の 如き 神に 依り 賴む心 

であります、 爾 うして 若し 此心を 以て 神に 近づき ますれば 祌は我 倚の 願 求す る總の 佳き 物 を 我 倚に 與 

へて 下さります、 雨う して 父なる 祌の此 恩寵に 浴して 我 儕 は 人より 如何 ほど 無慈悲の 要求 を 受け まし 

て も、 喜ん で 凡て 之に 應 する ことが 出来ます、 玆に 於て か 私共 は 無盡藏 を 背後に 控 へたる 富豪 の 子 輩 

の やうな 者と なりまして、 或は 滾々 として 湧出て 歇 まざる 泉 を 水源と して 有つ 鐵 管の 如き 者と なり ま 

して、 人に 汲ま る れ ば 汲ま れ る ほど 愛と 好意と 同情と の淸水 を 何の 苦情 をも唱 へ すし て 悅ん で 供給す 

る ことが 出来る やうになります、 神に 賴ら すして 此 無慈悲なる 世 を 渡る こと は實に 辛ら い ことで あり 

ますが、 然 かし 祌を 信じて 之に 對し ますれば 此世は 左程に 辛ら い 所ではありません。 

「基督 信徒と は 全智 全能なる 神 を 信す る 紳士で ある」 (The  Christian  is  God  Almighty-!-  gen- 

tleman) と 云 ふ 言 があります るが、 祌を 眞誠 に 信す るの 結果が 人に 紳士 的 態度 を 供し まする こと は 事 

實 であります、 彼 は 信仰に 由て 狡猾い 性質 を, します、 彼れ は 人 を 疑はなくなります、 人の 惡を思 は 

すして、 善 を 信す る やうになります、 彼 は 迫らない、 憤らない 人となりまして、 煩雜を 極む る 此社會 

に 立て 平靜 の 心 を 持 綾る こ と が 來るゃ う に た り ます。 

爾 うして 斯 かる 心の 狀態は 實に身 體の藥 ではありません 乎、 如何なる 醫師 でも 彼の 忠 者の 總 てが 斯 

かる 心の 狀 態に 居らん 事 を 望まない 者 はありますまい、 平 康と云 ひ、 安寧と 云 ひ、 總 て長壽 健全の 源 

S となる もめ は此平 かなる 足りた る 心の中に 生す る ものであります、 全智 全能の 神と 交通 を 開かす し 


て、 此日々 に 進み 行く 複雑なる 世に 處 せんとす る 者 は 終に 世の 忙殺し 且つ あ 殺す る 所と なります るの 

は 分り切た る ことであります。 

信仰 は 第三に 精神の 活動であります るから、 之れ を 得て 人 は 其の 身の 中心に 於て 新生 命 を得ハ か 

ります、 肉體と 精神と は 名 こそ 違 ひます るが、 實は 同一 物の 兩 面で ほかありません、 同一 の 生命が 外 

に顯 はれた る ものが 肉體 でありまして、 內に 凝ったる ものが 精祌 であります、 爾 うして 神 は 生ん 叩の 畔 

の粹 なる 者であります から、 人の 上に 働ら き 給 ふ 時に 方て は 直に 人の 精神に 働ら き 給 ひます、 我 倚 人 

類 は 今 は祌を 物質的の 奇跡に 於て 認めん と は 致しません、 我 倚 は 我 倚の 神に 似た る 所に 於て、 卽ち我 

倚の 精神に 於て 神に 接し、 彼より 新なる 生命と 能力と を 得ん と 致た します る、 爾 うして 祌を 此の所に 

求めまして、 彼 は 決して 有名 無實の もので ない ことが 分かります、 彼 は實に 「我が 額の 助」 (詩篇 四十 

ニ篇 十一,) であります、 彼 は卽ち 我が 衰 へたる 顔色に 健康の 血 紅 を 漲らせる 者であります、 基督 信 

者 は祌を 單に靈 魂の 救 主として のみ 認めません、 祌は亦 肉 體の救 主であります、 祌は靈 魂 を 活かして 

終に 死せ る 肉 體をも 活かし 給 ふと 云 ふの が 所謂る 復活の 敎義 であります、 爾 うして 我 儕 は今此 世に 於 

て 肉體を 不朽なら しむる 丈け の靈の 能力 を 受けません が、 然し 之に 健康 を與 へ、 其 諸 機 {n^ を 活動せ し 

むる に 足る 位 ひの 能力 は 確かに 之 を 神より 受けます、 是れが 乃ち バウ 口 の 所謂る 「靈の 質」 (；^ 林 多 後 

書 一 のせ 二〕 でありまして、 我 儕 信者 は此 能力の 少量 を 現世に 於て 感じます るが 故に、 來 世に 於て 同 

一 の 能力の 大量 を 受けて 死せ る 肉體 をまで 更生せ しめら れんこと を^むので あります。 

此 理由から 考 へ て 見まして、 所謂る 信仰 治療なる もの 、決して 理由の たい 事で ない ことが 分かり ま 

す、 信仰 治療 も 確かに 疾病 療法の 一 つであります、 人の 生命に は肉體 的と 靈 的との 兩 面が ありま すか 
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ら、 肉の 病 を 治す に 方ても 肉的 方面から ばかり 治療 を 加へ たので は 足りません、 人は靈 である 以上 は 

靈に 新生 命 を 供す る こと は 肉 を 癒す の 一 つの 方法で ある こと は 言 を 待ちません、 近世 醫學の 一大 缺點 

は 確かに 此靈的 方面 を 無視す る 事であります、 若し 信仰の み を 以て 何れの 疾病 を も 癒す ことが 出来る 

いひす ：5 

と 言 ひましたならば それ は 確かに 過言で ありませ うが、 然し、 空 氣と 食物と 薬と 手術と 丈け で 靈的動 

物なる 人間の 疾病 は總て 直る ものであると 言 ふ 近世 醫學の 前提 も 亦 過言の 幾 を 免 かれません、 現に 醫 

者が 匙 を 投げた 病人で 精神の 持ち やうで 直った 者 は 幾人 もあります、 叉 西洋 諸國に 於いて 不治 患者と 

見做さる、 者 を 信仰 治療 病院に 牧容 して 全癒に 至たら しめた 實 例も澤 山あります、 醫者 も藥も 勿論 祌 

が 造られた 者であります から、 之れ を 用 ひたとて 決して 罪惡 ではありません が、 然 かし 信仰の 治療 的 

效能を 認めない 者 は 未だ 人間の 構造 を 充分に 究めた 者と は 云 はれません。 

それであります から 私共 傳道 師は靈 魂の ためにの み 基督の 救 濟の道 を 人に 勸 めません、 私共 は 叉 彼 

の 肉體の 健全に 達せん がた めに も 之を勸 めます、 キリ ス 卜の 世に 顯 はれ 給 ふた 後の 今日に 方て は 人 は 

何人も 心の 憂慮 を 以て 身體を 苦しめる の 必要はありません、 彼 は先づ 心の 平安 丈け なりと も 充分に 得 

る ことが 出来ます、 彼 は亦必 しも 近世の 醫 術に のみ 依って 彼の 身體の 健康 を 計る の 要はありません、 

彼 は高價 なる 診察料と 藥價 とを拂 ふこと なしに 天の 靈氣に 接して 新たなる H ネル ギ ー を 心と 身と に受 

くる ことが 出来ます、 往昔の 豫 一一 IE 者が 叫んで 曰 ひし 言辭は 今に 至る も眞理 であります。 

噫、 汝等渴 ける 者よ、 悉く 水に 来れ、 ％ なきもの も 来るべし、 汝等來 りて 買 ひ、 求めて 食らへ、 

來れ、 金な く價 なくして 葡萄酒と 乳と を賈 へ、 何故に 糧 にも あらぬ 者の ために 金 を 出 だし、 飽く 

こと を 得ざる 者の ために 勞 する や、 我に 聽從 へ、 然 らば 汝等美 物 を 食 ふ を 得、 脂 を もて 其 靈魂を 


樂 まする を 得ん、 耳 を 傾け 我に 来りて 聞け、 汝 等の 靈 魂は活 くべ し (以 賽亞書 五十 五 章 一節)。 

キリス トは叉 申されました。 

我が 爾曹に 曰 ひし 言は靈 なり、 生命たり (ョ ハネ傳 六の 六 三)。 

キリ ストの 言 は 確かに 肉 體をも 活かす に 足る の 能力であります。 


治  一二 十六 年  一一 六 九 


m  m  二 七 0 

明治 三十 七 年 二 九 〇 四 年) 

予が 見た る 一 一宮 尊德翁 

六月 十九： n 静岡縣 磐 田 郡 袋 井に 於け る學術 講話 會に 於け る 講演の 大耍 

予は 嘗て 「日本 及 日本人」 (後に 「代表的：：： 本人」 と 改題 I 編者) なる 一 書 を 英文に て 著し 之 を 世に 示し 

たり、 錄 する 處西鄕 隆盛、 日蓮 上人、 上 杉 鷹 山 公 等な りしが、 之 を 讀んで 英米人の 最も 驚嘆せ し は 二 

宮尊德 先生な りしと 云 ふ、 彼等が 異教 國と稱 する 此國に 此の 如き 高潔 偉大の 聖人 あらんと は 彼等の 意 

外と せし ところな りしと 見 ゆ、 若し 歐米 人が 詳 かに 先生の 性行 閱歷を 知り 得た らんに は 恐く 先生 を以 

て 世界に 於け る 最高 最大の 一人に 數 ふるな らん、 英人は 世界の 寶 庫と 云 はる & 印度 を 有する よりも シ 

エタ スピ I ャ 全集 を 有する を 誇りと なす、 否、 シヱ クスピ ー ャ 全集 を 有する は 誇りに あらす、 シェク 

ス ピ I ャ其人 を 生じた る を 以て 光榮 となす と 云 ふ、 然 らば 我 日本 は 滿洲を 獲る よりも 露國に 勝つ より 

も 此の 二  i 吕 先生 を 有する と 云 ふに 於て 至大の 光榮 となす べき か、 予は 汽車に 乘 りて 國府律 松 田 間 を 過 

ぐる 毎に 先生 を 思うて 止まざる なり、 予の 理想に 近き 人 を 求 むれば 先生 は 確かに 其 一 人な り。 

近年 日本に 產 出せられ たる 書物の 中に て 其 感化 力の 偉大なる ものにして 二 ial 先生の 『報德 記』 に 若 

くもの なし、 予 が小兒 等に 先づ讀 ましめ たきもの は 卽ち此 書な り、 予が雜 誌 「聖書 之 研究」 の讀 者に 


推薦して 熟 讀を勸 め 居る もの は 實に此 書 也、 此書は 聖書 的の 書籍な り、 現今 35 版 物 幾 百 册を讀 むも此 

の報德 記の 供す る 百 分 一 の 益 をも受 くる こと 能 はざる 可し。 

何故に 此 書が しかく 偉大なる 感化 力 を 有する や、 他な し、 之れ 眞 正の |i 濟 なる もの は 道 德の基 こ 
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立たざる 可らざる こと を 先生の 事業 生涯 を 以て 說 明した る もの なれば なり、 先生 は 卽ち身 を 以て 此問 

題の 解決 を爲 したるな り、 先生 は 經濟と 道德の 間に 橋 を かけたり、 先生の 一生 は經 濟道德 問題の 福 昔 

なり、 此 意味に 於て 報 德記は 一部の 「クラシック」 也、 經書 也。 

抑 も 現今 經濟を 論す る 者 は 大抵 是を 以て 倫理 道 德とは 何の 關係 もな き 者と 爲す 者の 如し、 倫理と 絵 

濟とは 分離し 得べき 者なる や 否や は 至難の 問題に 屬 すと 雖、 而も 倫理 道德 の 要素な しに 經濟の 成立 す 

べき 害な き は 明かな り、 アダム ス ミスの 「富國 論」 は 著名な り、 邦人^ 之を讀 みて 經^ 學 上の 大著と 

なす、 然れ ども 之れ 彼れ が 其 倫理 學の ー篇 として 書きた る 者な り、 彼れ は兩者 密接の 關係を 認めた る 

なり、 然るに 現今 英米の 學者輩 經濟學 を 以て 單に利 慾の 學問 とせり、 此に 於て か經^ 學は武 土の 子孫 

の學 ぶべ きものに あらすな どと 思惟 せらる 、に 至りき、 福澤 氏の 如き は 道 德は畢 竞經濟 なりと 道破し、 

現今の 社會 主義者 は道德 は單に 胃腑の 問題な りと 云 ふに 至れり、 此の 如き は 果して 眞 正の 經濟 なる 

や 二 1 呂 先生 は 曰 ふ 否な と 先生 は 道德は 原因に して 經濟は 結果な りと 斷 じたり、 先生 は 至誠 勤勉に 

して 初めて 經濟は 成立す る ものな りと せり、 此の 如き 高尙 なる 經濟論 は 假令英 の オック ス フォ I ド大 

學 に 行く も 決し て 多く 聽 くこと を 得ざる べし、 勤儉 貯蓄 のみが 先生 の 報德な りと なす もの あ ら ば 先生 

を誣 ゆる も亦甚 しと 言 はざる ベ からす、 若し 此の 如き 人 あらば， 卞は 先生に 代り て 云 はん、 「諸君 は 誤 

. れり、 諸君 先づ 善人と なる 可し、 至誠の 人と なる 可し、 予の 根本と すると ころ は道德 なる が 故に 諸^ 
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も 先 づ之を 心掛けざる 可ら す」 と、 故に 先生の 報德說 盛んに 行 はる、 所に は 必らす 先 づ道德 的 大變化 

大 復興 あらざる 可らざる たり、 若し 否ら すして 其 結 * にして 勤儉 貯蓄 等 の 經齊上 の變 化の みに 止まら 

9 參鲁鲁 參攀參 9*0 參鲁 

ば 聊か 之を怪 まざる を 得 す 。 

嘗て 大 礎の 川 崎屋孫 右衛門なる もの 先生に 就きて 廢家再 復の途 を 聞かん と 欲せし 時、 先生 浴室より 

飛び出し、 夜中 二 里餘を 隔てた る處に 逃げ 行けり、 何故 ぞ やと 云へば、 彼の 如き 難物 は 容易に 道に 入 

る 可き 者に あら ざれば、 仕 法を敎 ゆる も 益な しと 考 へたれば なりと 云 ふ、 家政 困難 を 救 ふ は 先生の 喜 

ぶと ころな りと 雖も、 之を爲 すに 方て 其 爲人を 改善す る を 先と なした る こと は、 之れ を 以て も 明かな 

先生の 自信の 强 きこと は 亦 之に よりて 知らる 可し、 先生 は 今日の 基督 敎の傳 道 者な どが 說敎聽 聞に 

來る もの あらば よくこ そ 来れり とて 禮を述 ぶる が 如く 卑屈なら す、 敎を乞 ふ もの ある も 先づ敎 を受く 

るに 足る 者と なりて 來 るに 非 ざれば 決して 之 を 授けす して 斥く るが 如き 自信 力 は 先生の 有せし 養に し 

て、 此の 如き 確信 こそ 吾人の 得ん と 欲する 所 也、 而 して 先生が 與 ふる 廢家 再興の 法と は何ぞ や、 他な 

し、 先生 は 其 人に 一一 目て 曰く  r 汝は非 を 飾り、 他 を 苦 めんと す、 誠に 惡人 なり、 速 かに 善に 歸し、 力 を 

盡 くして 人命 を 救助し、 一人 も 助命の 多き を 願 ふべ し、 之れ 汝の家 を 再興す るの 法な り」 と、 以て 先 

生の 敎訓の 如何に 高尙 なる か を 想 ふべ しリ 

叉 先生の 印幡沼 堀割 見 分 の 命 を 受け 其 復命 を爲 した る 如き、 實に現 時の 人々 に 見る こと 能 はざる 處 

なり、 先生 具 さに 種々 の 調査 を 遂げ、 確かに 印幡沼 堀割より 生す る 大益を 認め たれ ども、 其 地方 人民 

^道德 腐敗の 故 を 以て 直に 之に 着手す る も 其 功な きを 認め、 先づ儒者を遣はぃで1^ハ11-.^;^^ぃ、 4: か 


後に 事業の 擧 がる 可き を 以てしたり。 

先生 は印幡 沼の 開鑿 事業 を 以て 迸德 問題と なしたり、 今日の 技師 等に 此 aii あり や、 測量 や 水利 や 

只 之 を 以て 土木 事業 は 成就す べしと 思 ふ は 非な り、 先生 は 百 五十 年 以前 木 ありて 以来の 卓拔 の識、 

高潔の 德を 以て 此の 如き 復命 を爲 したり、 今日の 經濟學 者 は先づ 算盤 を 手に す、 先生 は先づ 至誠の 有 

無 を 質す、 吾人 先生に 學ぶ 所な きか。 

今や 不景 氣の聲 高し、 是の救 濟策を 以て 先生に？ 1： はば 先生 必す云 はん、 人民 腐收 せり、 先 づ道德 的 
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に 之 を 救 はざる 可ら す、 不景氣 の 救濟は 不道德 の救濟 ならざる 可ら すと、 今時の 人 動もすれば 不景氣 

挽 囘策を 以て 農工 銀 行 や 商業銀行 の 設立 によると なす、 然れ ども 人心 腐敗 すれば 此の 如き もの は 却つ 

て 之れ 不景氣 の前驅 となり 破産の 機關 となり 了 せん、 予 聞け るに 地方の 人に して 所有地 を抵 常にな し 

農工 銀行より 金 を 引き 屮 I し 放蕩して 遂に 破 鹿せ る 者 ありと、 畢党經 濟の本 は 金に あらす して 人の 心に 

あるな り、 此點に 於て 先生の 經濟論 は實に 敬服の 外な きなり、 たの 經濟學 者 は 只 之れ を 以て 金 錢利慾 

の 問題と なして、 人の 意志に 關 する 無形の 倫理 道德の 問題なる を 知らす、 眞に 憐れむべき にあら す や。 

予は 農學を 修めし 者な り、 今や^ 督敎 の傳道 者と なりて 東奔西走 すれば 友人 は怪み 或は 笑へ り、 

然れ ども 予思 へらく 牛の 改良 や 種子の 改良 は 其 事 だ 容易な り、 只 人心 を 改良し、 罪 ある もの を 悔い 

改めし め、 悲 める 者に 慰藉 を與 ふること、 之れ 最も 難き ことにして 叉 甚だ 尊贵 なること なりと、 此の 

如き 事業 こそ 萬 _ ？! f の 根本と なる に 非す や、 之れ 予の 喜んで 執る 處の 事業た るな り、 予の傳 ふる； i 音 を 
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信じて 破產 をな し 若く は 放蕩す るが 如き 人 は 未だ 嘗て 一 人 も 之 あらざる なり。 

凡ての 財産 は 天の 賜な り、 至誠 勤勉の 結果な りと は 二宮 先生の 敎訓 なり、 基督 敎に 於ても 亦然 り、 
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講演  二 七 H 

人往 々基督教の 信仰の 如き 結えて 經齊 などに は 何の 關係 もな きものの 如く 思惟す る は 甚だ 謂れな きこ 

となり 0  (筆記) 

キリストの 二 大敎訓 


キリスト は敎師 であるより は 寧ろ 救 主で ある、 人で あるより は 寧ろ 祌 である、 故に 我 倚 は 孔子 ゃソ 

クラ テスに 到る 時の 心 組 を 以て キリ ストに 近かん として はならない、 人なる 敎 師の敎 ゆる 所 は 重に 處 

世の 方法で ある、 然 かし 祌 なる キリストの 授けん と 欲し 給 ふ 所 は 罪の 赦免で ある、 キリストに 罪 を 噴 

はれん と は 欲せす して 彼より 惟、 處 世の 方法に 就て 聞かん と 欲する 者は竟 に 彼より 何物 をも敎 へられ 

なぃ^^：でぁる。 
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基督教 的道德 なる もの は キリストに 由て 罪より 救 はれし 者の 守るべき 道德 である、 是れは 誰に でも 

守る ことの 屮： 來 る道德 ではない、 キリ ストの 救 濟の恩 惠を說 かすして、 彼の 宣べ給 ひし 道 德を强 ひる 

者 は 無 现を强 ひる 者で ある、 人 は 何人も、 勿論 キリストの 救 齊に與 かるの 特權を 有つ 者で ある、 併し 

たがら 人 は M 人 も 基督 信者で はない、 さう して キリスト を； iir せす して、 基督の 命じ 給 ひし 命令 を 守る 

こと は 出来ない、 基督 敎道 德を稱 して riK 人の 道德」 と 云 ふ は、 是れ キリスト なくして 守る ことの 出 

來る萬 人の 道德 であると 云 ふので はない、 かの トルストイ 们 などが キリスト 山上の垂訓 を 以て、 直に 


之 を 人類 全體 の道德 となさん とする は、 是れ 到底 爲し 難い 事で ある。 

^しながら キリスト を 我 倚の 救 主と 仰いで、 彼に 由て 我 儕の 罪 を 贈 はれて、 我 倚 基督 信者に も キリ 

ストの 我 倚に 傳 へられし 處 世の 方法、 卽 ち敎訓 なる ものが ある、 所謂る キリストの 律法 (加 六 〇 二) 

とは卽 ち是れ である、 是は 世が 見て 以て 不可能 事と 做す ものである、 或 ひ は 理想と して 心に 之 を懷く 

こと ある も、 實 際に 之 を 行 はんと は 欲せざる ものである、 或 ひ は 彼等、 是を行 はんと 欲する も 之 を 行 

ふの 能力な き 故に 行 ひ 得ざる ものである、 是は キリ ス 卜に 由て 其 罪 を 救 はれし 者の み 能く： ひふ ことの 

出來る 律法で ある。 

キリストが 其 弟子に 與 へられし 敎訓の 第一 は 敵に 對 しての 無抵抗主義 である。 キリスト は 一一 葉を以 

て、 义は赏 行 を 以て、 繰返し、 繰返し、 此 主義の 遂行 を 敎へ給 ふた、 惡に 敵す る 勿れ (太 五 〇 卅 九)、 

其 仇 を 愛し、 雨 曹を愴 む 者 を 善くし、 詛ふ者 を 祝し、 虐遇 者の 爲 めに 祈 禱 せよ (路六 〇i- 七、 八)、 

此邑 にて 人、 爾曹を 責めな ば 他の 邑に 逃れよ (太 十 〇 卄 三)、 爾の劍 を 元に 収めよ、 凡て 劍を 取る 者 

は劍 にて 亡ぶべし (太仆 六 0 五 二)、 爾 うして 彼 は その 聖業を 成就げ 給 ふに 方て 全く 此 法に 則り 給 ふ 

た、 我れ 旣に 世に 勝て リと {-几 ベ 給 ひし 彼 は、 敵を壓 してで はなく、 身 を 其 if 乎に 附 して ゆに 勝ち 給 ふ 

たので ある、 若し 我に 從 はんと 欲 ふ 者 は 己を棄 て、 其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ (太 ト-パ 〇i- 四) と は 

彼が 彼の 弟子た らんと 欲する 者の 覺悟を 述べられ たる 言葉で ある、 十字架 は 恥辱、 壓服、 虐 遇の 表彰 

である、 雨う して 之 を 負 ふの 覺悟 なくして 基督 信者と 成る こと は 出来ない、 十字架 は 我 傅が^に 勝つ 

ための 唯一 の 1^ 器で ある、 商う して 十字架に. H て 世に 勝つ と は 十字架の 旗 章の ために 劍を拔 くこと で 

はない、 叉 は 基督 敎辦 護の ために 異教徒 を 篤る ことで はない、 叉、 敎會 防禦の ために 異端 論者 を 誹^ 
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陷搏 する ことで もない、 十字架 を 負 ふと は 負ける ことで ある、 全然 敵に 讓る ことで ある、 敵の 善 を 思 

ふこと である、 彼に 愚； 弄せら る、 ことで ある、 爾 うして 竞に祌 に 由て 勝利 を 獲る ことで ある、 キリス 

トは斯 かる 方法 を 以て 世に 勝ち 給 ふた、 爾 うして 我 倚、 彼の 弟子た る 者 も 亦、 同一 の 方法 を 以て 世に 

勝たなければ ならない、 十字架 以外の 武器 を 以て 3 ^たる 勝利 は 凡て 虚偽の 勝利で ある、 斯 かる 勝利 は 

勝利で はなく して、 敗北で ある、 利益で はなく して 損失で ある、 隆興 ではなく して 滅亡で ある、 基督 

敎に 若し 何に か 意味が あるならば、 其れ は 十字架 上に 於け る キリストの 勝利で ある、 而 かも 今の 基督 

敎國 なる もの も、 亦 基督 敎會 なる もの も、 此事を 知る と 雖も之 を實行 せんと はしない。 

キリストの 教訓の 第一 一は 生活 問題に 關 する 無頓着 主義で ある、 を 食 ひ 何 を 衣ん 乎と は 不信者 社會 

の 最大 最要 問題で ある、 彼等の 政治なる もの は 多く は此 問題に 外なら ない、 彼等の 道德 なる もの も 亦 

此 問題に 基因して をる、 如何にして 最も 容易に、 最も 多く、 最も 好き もの を 貧 ふ を 得ん 乎、 是れ 所謂 

る社會 問題なる もの \ 生粹 である、 爾 うして 實際 的に 此問题 を解釋 せんがた めに は國は 國に對 して 戰 

爭を 起し、 黨は黨 と相閲 ぎ、 法律 は 定められ、 裁判所 は 設けられ、 倫理 學は 授けら る、 衣食 問題 は實 

に 人生の 最大 問題で ある。 

然るに キリスト は 人生の 此 最大 問題に 就て 敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 爾曹思 ひ 煩 ふ 勿れと (太 六 〇卄 五)、 

彼 は是れ 皆な 異邦人の 求む る 所な リ (同卅 二) と 曰 ひて 其 不信者の 憂慮す る 問題なる を 述べ 給 ふた、 

精 を 思 ひ 見よ、 稼かず、 穡ら ず、 倉 を も 納屋 を も 有た す、 然れ ども 神 は 尙ほ此 等 を 養 ひ 給 ふ、 繭曹は 

鳥よりも 貴き こと 幾何 ぞゃ (路 十二 〇 廿 ra) と 曰 ひて 食物に 就て 苦慮す る ことの 鳥に も 劣る の 心 立な 

る こと を 敎へ給 ふた、 衣食の 人生に 必要なる は 言 ふまで もない、 然しながら 是を我 儕の 苦慮 を 値する 


問題と なして はならない、 人 は 衣食の ために 戰 ふの 必要な く、 之が ために 腦紫を 絞り、 之が ために ：3 

悶苦惱 する の必耍 はない、 キリストの 敎 ゆる 所に 依れば 人の 苦悶すべき 問題 は 唯一 つで ある， 卽ち神 

の 國と其 義とを 求む る ことで ある (太 六 〇 卅 三)、 雨う して 若し 之 を 求め 得ば 衣食 は 凡て 神より 我 

に 加 へらるべし (同) とのこと である、 面う して キリストの 此意を 受けて 侦 ^バウ 口 は 彼が 建てし 敎 

會に 書き 贈って 曰 ふた、 何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 唯 毎 事に 祈 禱 をし、 懇求 をし、 且つ 感謝して 己が 求 

むる 所 を 神に 告げよ と (腓四 〇 六)。 

是れが キリストと 其 使徒 輩が 明かに 我 儕に 敎 ゆる 所で ある、 併しながら 是れ實 際に 於て、 某 督敎圃 

に 由て、 亦、 基督 敎會に 由て、 懷 かる- - 主義で はない、 否な、 是れと は 正反對 であって、 衣食 問題に 

就て 心配す る もので、 所謂る 「基督 信者」 の 如く 甚だしき 者 はない、 彼等の 最も 權る k こと は娥 死の 

危險 である、 英國 民が 世界 最強の 海軍 を 具 ふるの は 國.； M 的 餓死 を 懼れて ある、 彼等 は 飢え ざらん が 

ために は 殆んど 如何なる 罪惡 にも 與 みする、 彼等 は アル メ 一一  ャ 人の 虐殺 を傍觀 して 少しも 國や氷 的 良心 

の 苦痛 を 感じない、 彼等 は 金鑛と 金剛石 鑛を 得ん がた めに は 世界 最良の 二 共和 國を 撲滅す るに _ ^路し 

ない、 彼等 は自 から 基督 敎國 であると 稱ふ、 然 かし 餓死しても 基督 敎を 信じ やうと は爲 ない、 然 かり 

祌の國 と 其義と は英國 民に 取て は 決して 最大 問題で はない、 彼等 は 衣食の ために 國を 作して 居る、 基 

督敎 のために 國 家の 全力 を擧 げて盡 さんと はしない、 若し 其 國家的 行爲を 以て 評すれば 英國は 立派な 

る 非 基督 敎國 である。 

若し 夫れ 英國の 兄弟 國 なる 北米 合 衆國に 至れば、 是れ 英國に 優る の 實際的 非 基督 敎國 である、 米！！ 

人多數 の尊拜 する もの は ュホバ の 神で はなく して、 彼等の 稱 する 「全能なる 弗」 である、 裕 かなる 衣 
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食 を 得ん こと は 米國人 第一 の 志願で ある、 彼等 は 勿論、 公義、 道德、 宗教に 就て 唱 へないで はない、 

然しながら 神の 國と 其義 とが 米國 人の 最大 要求 物で ない こと は 米國人 自身と 雖も 能く 知って 居る、 往 

昔 は 和 蘭に 於て、 獨 逸に 於て、 宗敎は 政治的 最大 問題で あつたが、 然 かし 4 マの 米國に 於て は 基督 敎が 

公的 問題と して 顯 はる X が 如き こと は 滅多にない、 「富者の 剩 餘のパ ンを 取て 我等に 與 へよ」 と は 其 

貧者の 聲 である、 「我等に も尙ほ 餓死の 危險 あり、 故に 我 儕 は 之 を 放つ 能 はす」 と は 其 富者の 聲 であ 

る、 「金 を 作る」 こと は 基督 敎國を 以て 自稱 する 米國に 於て は 最も 高尙 なる 事業で ある、 米 圃人は 衣 

食の 安心 を 得る まで は 神に 事 へんと はしない、 彼等 は 決して 衣食 問題に 就て は 無頓着 主義 を 採らない- 

否な、 是れと は 正反對 であって、 彼等の 大多數 は 基督教に 就て は 至て 無頓着で あるが、 併 かし 衣食 問 

題に 就て は 非常に 心配す る、 彼等の 數 多き 敎會 堂と 神 學 校と 傳道師 と は 彼等の 基督 敎國 なる を證 明す 

るかの 如くに 見 ゆれ ども、 然れ ども 生活 問題に 對 する 彼等の 態度 は 彼等の 立派なる 「異邦人」 なるこ 

とを證 明して 尙ほ餘 り ある、 キリストの 宣べ給 ひし 明白なる 言葉に 徵 して、 北米 合 衆國は 決して、 否 

な、 決して 基督 敎國 ではない。 

英米 ニ國 でさへ 斯の 如くで あると すれば 其 他の 諸國は 推して 知るべき である 、雨う して 處 世の 方法 

を 主に 英米人に 學 びし 日本人 も 今や 彼等に 傚 ふて 餓死の 恐怖の 奴隸 となりつ k ある、 空腹の 危險を 避 

けんがた めに は 今や 我 儕 日本人 も、 或 ひ は 友を賣 り、 或 ひ は 節 を 曲げ、 或 ひ は 主義と 信仰と を 抛って 

少しも 恥ぢ ざるの 陋 態に 陷 りつ，^ ある、 道德？ ^題 は 今や 吾等の 中に 在ても、 衣食 問題と 化せられつ X 

ある、 雨う して 此悲 むべき 感化 を 蒙りし 者 は 日本人 全體に 限らない、 主 もに 英米 兩國 の宜 教師より 基 

督 敎を學 びし 日本 今日の 基督 信者 は 生活 問題の 一 事に 於て は是等 英米の 宣敎師 に 傚 ふて、 主ィ H スキ 


リストに 學 ばんと はしない、 我 儕 も 今 は 英米の 基督 信徒に 傚 ふて、 衣食 を にして、 天國 il 题を 

後に す る 、 我 倚 も 今 は 英米の 穴敎師 の 如くに 衣食の 途を 確かめ ら れる にあら ざれば 進ん で 道 の 維； W 

に當 らんと はしない、 雨曹金 または 銀、 または 錢を貯 へ帶る 勿れ、 行囊、 二つの 裏 衣、 履、 杖 も亦然 

り、 幵は勞 働 者の 其 貪 物 を 得る は宜べ なれば なり (太 十 〇 九、 十) との キリストの 一一 バ 葉の 如き はん，' の 

英米の 敎師 等に は 實際的 不可能：？ として 一 笑に 附 せられつ k ある、 彼等 は 故に 凡ての 獨立述 動に 反 

對 する、 雨う して 彼等が 反 對の理 .E として 宜 ぶる 所 は 我 倚の 糧の絕 たれて 餓死 せんこと である、 彼等 

は 神の みに 賴る傳 道の 成功 を 信じない、 彼等 は 我 倚に 勸 むる に先づ 衣食 問題 を 攻究し S れいて 然る 後に 

傅 道に 從 事すべき こと を 以てする、 彼等 は主ィ H ス キリスト を 以て 靈 魂の 救 主として は 信す るか なれ 

ども、 肉體の 必要物の 供給者と して は 全く 信ぜざる やうに 見える。 

然しながら 宜敎師 は {ー几 敎師 であって、 キリスト は キリ ストで ある、 我^ は キリ ストに 山て 宜敎師 に 

由るべからざる である、 我 倚 は 大膽に キリストの 言. 葉に 賴り、 唯、 彼の if 意の 在る 所 を i 九め、 衣八处 

題 は 全く 之 を 彼の 聖 手に 委ね、 働く を 知て 总る を識ら す、 祌の國 と 其 誇と をのみ、 惟れ 我が 事と し、 

懼れす 倦ます 進むべき である。 

無頓着 主義 は 放埒 主義で なく、 又、 懶ゥ. - 主義で なく、 亦、 無分^ 主義で ない こと は 言 ふまで もない， 

へ倚勞 働の 主なる ィ H ス キリ スト を 信じて、 無爲 にして 神の 恩寵 を 待つ が 如き 者と なり やう 苦 はない， 

我 俾の稱 ふ 無頓着 主義と は 無心 配主該 である、 萬 物の 靈長 なる 人と して 衣食 题に 就て は 慮 せ ざ る 

ことで ある、 卽ち、 此^ 題に 就て は 常に 王侯貴族の 態度 を 取り、 若し 必要と あれば 祌は全 宇宙 を も 我 

倚の 用に 供し 給 ふこと を 信じ、 我 憐の傅 道の 計畫を 立つ るに 方ても、 先 づ之を 傳道會 社の 會 計に 謀る 
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が 如き こと を爲す ことなく、 之 を 時勢の 必要に 鑑み、 我れ 自身の 力量に 考へ、 特に 靜肅 なる 祈 禱の座 

に 於て 神の 聖 33 の 在る 所 を 確かめ、 然る 後に は、 自己れ、 大帝 國の國 王で あるかの 如き^ 念 を 以て、 

大膽 に、 高尙 に、 祌が我 倚に 任 かし 給 ひし 聖職に 就くべき である、 此 時に 於け る 我 倚の 確信 は 或る 米 

國の 婦人が 嫗 ひし 歌の 言葉 でなくて はならない、 其 一一 一 e 葉 に 曰く 

我が 父 は 家と 土地と に 富み 給 ふ 

彼 は 其 乎に 全世界の 富 を 握り 給 ふ  • 

綠 玉と 金剛石と、 金と 銀と を 以て 

彼の 金庫 は 溢る、 彼の 富に 限 あるな し。 

我 は 王の 子な り、 王の 子な り、 

イエス を 救 主と し 有って 我 は 王の 子な り。 


如何にして 我が 天職 を 知らん 乎 

(或る 靑年 ill 人に 告げし 言葉) 

人に 各々 其 天職の あるの は 能く 判 分って 居ります、 然 かし 之 を 發 見す るの は 非常に 困難 かしく あり 

ます、 「如何にして 我が 天職 を 知る を 得ん 乎」、 是れ實 際の 大問 題であります。 

天職と は 讀んで 字の 通り 天職であります、 卽ち天 或は 神が 我等 各自に 授け 給 ふた 職であります、 故 


に 之れ は 天 又は 祌を 識ら すし て識る ことの 出來る もので ない こと は 明かで あります、 多く の 人 は 天 を 

も 神 を も 知らん と は 欲せす して 頻りに 自己の 天職 を識 らんと 欲します、 然 かし 斯 かる 者に； 大 職の 示さ 

れな いのは 能く 判 分って おります、 天に 事へ、 自己の 職分 を 全 ふし、 恭謙 以て 命 を 終 へんと 欲する 者 

にの み 天職 は 示さる、 ものであります、 世の 無神論者、 隨意 家、 自己の ために 此 生を樂 まんと 欲する 

者… 斯 かる 者が イクラ 尋ねても 天職の 見附から な いのは 何よりも 明，： "であります。 

天職 は 叉、 考 へて 見附 かる ものではありません、 我 は 何のた めに 此 世に 遣され たる 者なる 乎、 是れ 

は イクラ 書 を 護んでも、 如何なる 大 先生に 就て 問 ふても、 如何に 沈思 默考を 凝しても 見附 かる もので 

はありません、 多くの 人 は 自己の 天職 を發 見せん とて 非常に 苦悶し ます、 爾 うして 之に 兒 常らない と • 

て 非常に 心配し ます、 しながら 是は 無益の 苦悶であります、 無益の 心配であります、 天職 は斯 かる 

方法 を 以て 發 見さる ベ きものではありません。 

天職 を發 見す るの 法 は 今日 目前の 義務 を 忠實に 守る ことであります、 左 すれば t は 段々 と 我等 各自 

を 神のお め 給 ひし 天職に 導き 給 ひます、 要するに 天職 は 之に 從 るまで は發 HfM リる ことの 出 來るも 

の ではありません、 豫め 天職 を 見附け 置いて 然る 後に 之に 從事 せんと W ャん人 は 終生、 其 天職に 人る こ 

との 出来ない 人であります、 凡て 汝の 手に 堪 ふること は カを盡 して 之 を爲せ (傳道 之 書 九 章 十 節) と 

の 聖書の 敎訓 が、 之が 天職に 入る ための 唯一 の途 であります、 我等 は 時々 刻々 と 我等の 天職に 向って 

^かれて 行く 者であります、 或る 一 時の 默 示に 接して 活 然として 天職 を覺る 者ではありません。 

天職 は高尙 なる 程、 之を發 見す るに 困難であります、 女官で あると か、 政治家で あると か 云 ふやう 

た 天職 は 之を發 E, する の は 至て 容易であります、 然 かしながら 貧家の 良妻た らん 乎と か、 又は 平お の 
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傅道師 たらん 乎と か 云 ふやうな 高貴なる 神に 似た る 天職 を 探し出す の は 非常に 困難であります、 に 

は 多くの 時と 經驗と を 要します、 是れは 幾度と なく 私供に 示されても 私供の 斥く る 天職でありまして、 

私供が 終に 威一 謝し て 之 を受く るに 至り ます ま で に は 多く の 失敗に も陷ら なけ れば なりません、 然しな 

がら 神の 定め 給 ひし 天職 は 到底 之 を 私供より 斥く る こと は 出来ません、 祌は共 揮み 給 ひし 者 を 無理に 

も 其 天職に 押 込み 給 ひます、 私俱は只單^！-に祌に事へんとの心を持って居れば足ります、 左れば 祌は 

過 かれ 早 かれ 必す 私供 を 彼の 定め 給 ひし 天職にまで 連行き 給 ひまして、 其處に 私供に 大滿 足を與 へ、 

私供 をして 此 世に 生れ 來 りし 甲斐の ありし こと を 充分に 覺 らしめ 給 ひます。 


信仰 維持の 闲難 

nz 本の 如き 非 基督 敎國に 於 て 基督 敎 の 信仰 を 持 綾け るの は 容易の ことではありません、 口 本國は 文. 

明國 ではあります るが、 然 かし 其社會 組織 は 全く 東洋 的であります、 爾 うして 東洋の 精神 は 其 多くの 

點に 於て は 基督 敎を以 て 築き上げられた る 西洋 の 精神と は 正反對 であり ますから、 隨て 西洋の 精神な 

る 基督 敎の现 想を此 日本に 於て 行 はんとす るの は 實に難 中の 難であります， 何にも 必 しも 我等 日本人 

に 基督 敎の 敎義を 信す るの 信仰がない と 云 ふので はありません、 佛 敎ゃ祌 道の 中には 基督 敎の 教義よ 

り も 信す るに 遙 かに 難い 敎義 があります、 殊に 神秘的なる 我等 東洋人 は 神秘的 敎義を 信す る點に 於て- 


は遙 かに 現實 的なる 西洋人に 勝って 居る と 思 ひます、 夫れ 故に 我等 日本人が 督敎を 信す るの 困難 は、 

^して 或る人た ちが 云 ふやう に、 我等の 科學的 傾向に 由る のではありません、 否な、 我等 口 本人 は國 

民と して 決して 科學 的ではありません、 _*實 は 其 正反對 でありまして、 我等 は科學 的で あるより は 寧 

ろ 感情的で 詩的であります、 爾 うして 其 詩的で ある 事が 我等が 基督 敎を 信す るの 非常に 困難なる 主な 

る 原因で あると 忍 ひます。 

1 面から 昆れば 非常に 溫 かい やうに 見える 基督 敎は 他の 一 面から 見れば 亦 非常に 冷たい 宗敎 であり 

ます、 イエス 云 ひける は 凡そ 我に 来て 其 父母 妻子 兄弟 姉妹 を も 憎む 者に 非れば 我が 弟子と 爲る こと を 

得ず (路加俾ト四^3^廿六節」、 若し 之が 冷酷で たいならば S が 冷酷であります か、 t 右し 之が 不人情で 

ないならば W が 不人情であります 乎、 而 かも 督敎は 或る 場ん n に 於て は 殆んど 字^な りに 此 主義の 實 

行 を 其 信者より 要求す る 者であります、 若し 人 ありて 主よ 先つ 行きて 父 を 葬る 事 を 我に 容る せと 口 ふ 

者が ありま すれば、 ィ H スは 之に 答へ て 死た る 者に 其 死し 者 を 葬らせよ、 而 して 繭 は 往て祌 の 國を宣 

ベよ (路加 傳九窣 五 九、 六 〇 節) と 一 W ひました、 また バウ：： は 神に 召されて 一幅 昔の 宜傳 者と なるや 其 

時 直に 血肉と 謀る こと をせ ず、 其 命に 從 ふたとの ことであります、 是れ 東洋人の 眼から 見て 實 に小實 

の 極でありまして、 若し 斯 かる こと を 今 H 窗に 彼等の 屮に赏 行 せんとす る 者が ありま すれば 彼等 は總 

掛り となりて 斯 かる 背 倫 の 徒 を 撲滅 せ ん と 致します る 、 東洋 の 社會 は 人倫と 稱す る 情實 的逝德 に 由て 

成立つ 者であります- 然るに 基督 敎は 多くの場合に 於て は此 種の 道德 を： S たい 者であります から、 1^ 

に 此社會 と 此宗敎 との 問に 非常の 衝突が 起る のであります。 

爾 うして 此 衝突 は 止む を 得ません、 世に 若し 基督 敎と情 實的道 德とを 調和 せんと 計る 者が あります 
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れば其 人 は 無理 を 企つ る 者であります、 基督 敎は 祌の敎 でありまして、 是れは 純 正義であります、 是 

れは 或る 範圍內 に は 父母 君臣 兄？ R の刖を 認めます が 其範圍 外に は 斷然之 を 認めません、 祌の 子た る 基 

督敎 信者 に 取りまして は 君 もなければ 親 もなければ 妻子 も 兄弟 も ありません、 神の 前に 獨り 立た る靈 

魂 は實に 不人情なる 者であります、 彼は淸 空の 中に 天 を观く 灭 文學 者の やうな 者でありまして、 天 あ 

るの 外、 地の こと を 全く 忘れて 了 ふ 者であります〕 

然しながら 基督 信者 も 情の 動物なる 人であります、 彼 とても 肉に 於て 在る 間 は 常に 天に のみ 獨り翔 

洋 する ことの 出来る 者ではありません、 爾 うして 彼が 地に 降り 來る 時には 地 は 凡て 彼の 敵であります 

彼の 父母 は 彼の 心 を 解せ す、 彼の 兄 は 彼は大 偽善者な りと 信じ、 彼の 國人 は亂臣 賊子と して 彼を迎 

へます、 情を絕 ちし 彼 は 血肉の 絕っ 所と なりました、 彼れ 直に 世 を 去て キリストの 許に 往 かんか、 是 

れ彼の時には^！ェむ所なれども、 彼が 爲 さんと 欲して 爲す能 はざる 所、 而 かも 此 地は旣 に 彼に 取りて は 

敵地と 化しました、 昇らん と 欲して 昇る 能 はす、 止まらん と 欲して 止まる 能 はす、 十字架の 生涯と は 

實に斯 かる 生涯 を 指して 云 ふたので あら ふと 思 ひます、 爾 うして 基督 敎を眞 面目に 信す る 者は遲 かれ 

早 かれ 此 境遇に 立 至らねば なりません。 

此時惡 魔 は 我等の 耳に 攝 いて 言 ひます、 r 爾其 高潔の 精神 を 以て 何 を 好んで 此 悲境に 立つ や、 汝の 

家の 者と 汝の 社會 とが 汝 より 要求す る 所の もの は單に 普通の 人情の み、 世に 人情に 優て 美なる もの は 

なし、 而 かも 汝は之 を棄 て、 之れ に 逆 ふ を 以て 義務な りと 信す、 雨 は 恐く は 基督 敎を 誤解せ しならん 

大聖 人 共」 督の俾 へし 宗敎 に斯 かる 敎訓の あるべき 理 なし、 父母の 聲是れ 祌の聲 ならす や、 君の 命是れ 

天の 命なら す や、 我れ 汝に 基督 敎を棄 てよ と 言 はす、 た 少しく 其 硬き を 曲げよ と 言 ふの み、 而 して 


神 を 信す ると 同時に 此 世と 和して 此の 地に. { 文んぜ よ」 と。 

繭う して 是れ が墮 落の 初歩であります 、基督教の や うな 絕對 的宗敎 は 之 を 總體 信す る にあら ざれば 

全た く 信す る ことの 出来ない ものであります、 我等、 若し 其 大部分 を 信じます ると も 其 一部分 を 信じ 

ませぬならば 遠から すして 其 全部 を 梨つ るに 至ります、 讓 るべ からざる 所の 一歩 を讓 つて、 終に 信仰 

の 全部に 於て 讓ら ざる を 得ざる に 至ります、 私の 見た所に. ffl り ますれば 日本人 中 の 多く の 基督教 信者 

は 人情の 胖を 絶ち 切れないで 終 元の 不信者 に 立 還りました、 1 等の 情 實は實 に 察す ベ きであります、 

然 かし 彼等 は 基督 敎を 信す るに. m て瘦 得し 得べき 褒美の 價 値を算 へませんでした、 彼等 は 城 を 築かん 

として、 其の 餘 りに 難 工事なる を 知て 中途に して、 建築 を 魔 止しました、 彼等 は 敵 國と戰 を 開いて、 

其の 餘 りに 强 きを 見て取て 中途に して 和睦 を 申込みました、 斯くて 彼等 は 世の 嘲け り 笑 ふ 所と なり、 

叉、 自 から 己に 就て 信用 を 失 ひ、 味 を 失 ひたる， M の 如き ものと なりて、 £ にも 糞に も 益な き 者と なり 

ました (路加 傳 十四 章卄 五節 以下 を 見られよ〕。 

爾 うして 我等 日本の 基督 敎 信者が 斯 くも 人情に 負ける の は 何にも 必す しも その 社會が 人情の 社,^ で 

あるば かりではありません、 我等 自身が また 强ぃ 人情の 子供で あるから であります、 我等 は 理性 を 貴 

びます が、 然 かし， 生來、 感情の 高い 人種であります、 忠と言 ひ、 孝と 一一 一一 n ひ、 是れ は道现 であるより 

は 寧ろ 情であります、 或 ひ は 情が 化して 道理と なった ものであります、 我等の 情 は 我等の 道理に 比べ 

て 見 ますれば、 發 達の 未だ 至って 足らない ものであります、 故に 我等 は 情を感 する こと 至って 早くし 

て理を 見る こと 至って 遲 いものであります、 否な、 多くの場合に 於て は 情に 感 する こと 餘 りに 烈しき 

>  , .-  OO000OOO0CC0OO0OOOCOOC 

よりして ^を見ることが出來なぃ者でぁります、 我等 日本人に 取て 最も 辛ら いこと は理に 反く こと 
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ではなく して IE に 逆 ふこと であります、 實に 日本人の 最大 多數に 取て は 情と 道理と は 一 つで ありま 

す、 我等 は理の 無い 處に 居る こと は 出来ます が、 然し、 情の 無い 所に は 居られません、 「不人情 者」、 

是れ 日本人に 取て は大惡 人の 代名詞で あり ます。 

斯 くも 熱情 を 追求す る 日本人 は 基督 敎の やうな 肉 情 以外に 立つ 宗敎に は 永く 耐えら^ません、 肉の 

兄弟の 外、 兄弟の 3： たる を 知らない 我等 は、 靈の n ん； ii^ を 以てして は 終に は 何ん となく、 物 足らな くな 

ります、 師弟の 關 係と 云 へ ば 親子 も啻 ならざる ものと 思 ひし 我等 日本ん に 取りて、 靈 なる キリ ストの 

外に 師を 認めすな ど- 1 敎 ふる 宗敎は 何ん となく 棋み斟 くなります、 日本人の 多数が 基督教に 入り 來る 

主なる 動機 は 之に 信實 なる、 人情に 篤い、 n 木 的の 團合を 得ん がた めであります、 然るに 基督 敎會な 

る ものの 情の 圑體 ではなく して、 信と (祌 に對 する) 理と (主義) の 結合 體 であるの を 知りまして、 

彼等 は 失-ば おして、 終に 基督 敎 以外に 於て、 M にか 彼等が 要求す る 人情 的團 體を發 見せん と 致します る、 

彼等の 多くが 基督教 を 去る の 後、 社會 主義な どに 投す るの も 全く 之が ためで あると 思 ひます、 彼等 は 

* 督 敎の餘 りに 精靈 的で あるの を 見て取る や、 之よりも 稍 や 少しく 血肉 的なる 社會 主義に. m て、 彼等 

の の 饑渴を 癒さん と 致します る、 情の 社 會は现 を 疎んじます、 肉の 慾 は 靈に逆 ひ、 靈の愁 は 肉に 逆 

ひ 此の 二つの もの は 互に 相 敵る (加 拉太書 五 章 十七 節)。 

OOOO00OO00OO0OOO0O0OO0OO000O 

日本の 社會は 其の上から 下まで 情 を 以て 成立つ ものであります、 其 政」 时も、 政黨 も、 # 社 も、 學校 

も、 皆な 情 を 以ての み 成立つ ものであります、 雨う して 斯 かる 社 會に 入って 生^せん とすれば、 情 を 

作り、 之に 依る より 他に 途 はありません、 日本の 社 會に理 を 以て 人らん とする は.^ を點 じて 水に 人ら 

ん とすると 同様であります、 其， 妮す 所と なる にあら ざれば 其彈き 出す 所と なります、 故に 基督 敎を信 


じて 日本の 社會に 立たん とする は 火を點 じて 水の 中に 立たん とする が 如く 困難であります、 是れは 到 

底 人間の 力で 成遂 ぐる ことではありません、 シャデ ラク、 メシ ャク、 及び アベ デネゴ の 三人 を 火の 屮 

に 守りし エホバ の祌 のみ 能く 我等 をして 此事を 成 遂げし め 給 ひます cffi 以现書 三 章)。 

ロ本に於て基督敎を：！：^するのは非常に困難でぁります、 然しながら、 此國に 於て 之 を 信す るの は 亦 

非常の 名譽 であります、 歐米 諸國の やうに、 其社會 組織が 旣に 基督 敎に 依て 改造 せられし 國 柄に 在て 

は、 之 を 信す るの は 誰に でも 出来る ことであります， 然しながら 神の 奇跡 は 人の 能力 を 以てして は爲 

す ことの 出来な い 所に 於て 顯 はれます、 若し 我等 の 能力に. m るに 非ら すして 神の 能力 を 知らん と 欲す 

るなら ば、 日本の やうな 固に 立て 基 将敎を 信す るに 若く はありません、 駱駝 をして 針の孔 を も 穿た し 

め 給 ふ 神 は 我等 をして 基督 敎の 信仰 を懷 いて 此 今日の 日本れ ン社會 を 通らし め 給 ひます、 只吳れ くも 

忘れて はならない こと は、 神に 依らす して、 獨 力で、 卽 ち 人 問の 力 を 以てして、 此國に 立て 基督 敎の 

信仰 を持續 けんと 欲 はない ことであります、 それ は 到底 出来る ことではありません、 基督 敎は人 を 人 

情 以上の 關 係に 速 行かん とする ものであります、 W うして 此 目的 を 達せん がた めに 人 をして 一時 は 人 

情 を 毀ち 之に 逆 ふやうな 行 爲に屮 いでし むる 者であります、 其 目的 を 見す して 其 手段に の み^を 注ぐ 者 

は 必す此 宗敎に 就て 躓きます、 智慧 ある 人 は 此事を 心に 留めて、 他人の 之 を 信す るの を 妨げても なら 

す、 亦自 から 其 信仰 を 妨げられて はなり ません。 

イエ スト 一 一の 弟子に E ひける は 爾曹も 亦 去らん と 意 ふや、 シ モンべ テ n 答へ ける は 主よ 我 倚 は 誰 

に往 かんや、 永生の 言 を 有て る 者は爾 なり (約 翰 傳六堂 六 七、 六 八 節)。 
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道德 以上の 宗敎 

加 拉太書 第三 章 

(明治 三十 七 年 十二月 四日 ilF 玉 驟 杉戸 洁池 敎舍に 於け る說敎 の- ¥ 稿) 

宗敎 に道德 以下の ものと、 道德 同様の ものと、 道德 以上の ものと があります、 世間 普通の 宗敎は ゆ； 3 

德 以下の ものであります、 是は道 德の代 をな す宗敎 でありまして、 極く 下等の 宗敎 であります、 人が 

多く 之に 歸依 します るの は、 之に 厳格なる 道德の 要求がない からであります、 或 ひ は 御祈禱 であると 

か、 或 ひ は裨呢 であると か 云 ひて、 或る 祕 術に 依て、 道德 なしに 天の 恩惠を 身に 招ぶ ことが 出來 ると 

信す るからで あります、 雨う して 宗敎 なる ものが、 通常 識者の 間に 賤 めら れ まする のは斯 かる 無道 德 

の ものであると 見做さる、 からであります、 然 かし 言 ふまで もな く、 道德 のない 宗敎 は宗敎 では あり 

ません、 寺院と 魔窟との 接近 を 許す やうな 宗敎 は宗敎 ではありません、 巡禮、 法 術、 斷食等 は 決して 

道德の 代用 を爲 しません、 道德 のない 宗敎は 小 供の 玩弄物の やうに 無害の ものである かも 知れません、 

然しながら 世 を 救 ひ 人 を 向上せ しむる もので ない こと は 何よりも 瞭 かであります。 

人が 信仰に 道德 (行 ひ) を 加 ふるに 至て 彼の 宗敎は 一 段の 進歩 をな すので あります、 宗 儀に 慈善 を 

はふる 一  ぜんけ ふ 

加へ、 法會に 善業 を顯 はして 彼の 宗敎は 稍 ゃ宗敎 らしくなる のであります、 然しながら 兹に又 危險が 


あります. 今の 時の やうに、 道德が 非常に 要求 さる、 時に 方て は、 宗敎は 道德と 同視され ます、 人が 

世に 道德程 貴い もの はない と唱 へます る 時には、 宗敎是 れ道德 なりと 唱 ふる 者が 起り ます、 雨う して 

世が 我々 より 道德を 要求す る こと 餘 りに 切なる より、 又、 我々 自身 も 亦 完全 無缺の 聖人と なりて 世に 

立たん と 欲する より、 我々は何ょりも先づ§^淨無垢の道德に達せんと致しまする、 玆に 於て か 我々 は 

た 單ら に淸き 道德を 求めん と 致します る、 我等 は 祈禱の 無用 を唱 へます る、 敎義の 探究の 如き は 之 

を 不問に 附 します る、 德 高き 者是れ 宗敎家 也との 觀 念より、 凡ての 宗敎の を 撒し 去りまして、 孔 

孟釋基 何れも 槔ぶ 所な しな ど唱 ふるに 至ります、 爾 うして 宗敎 を 道德と 同視す るの 結 ra;- は 兹 に. i_ り ま 

せん、 道德を 追求す るの 餘 りに 切なる より、 人 は 已に顿 みて 自 から 安ん する 能 はす、 常に ほ 己に 就て 

不快の 念を懊 き、 潔 からん と 欲して 潔から す、 義 しからん と 欲して 義 しからす、 常に 憂愁 不滿の 中に 

日月 を途 るに 至ります、 雨う して 己に 就て 斯 くも 不滿の 念を懷 くが 故に 他人に 對 して は 寛容 柔和なる 

乎と 言 ふに、 決して 爾 うではありません、 自己 を資 むる に嚴 なる 人 は 他人 を責 むる に更ら にー謦 酷で 

ありまして、 斯 かる 人の 鋭き 批評眼 は 他人の 缺點と あれば、 塵埃 ほどの ものと 雖も 之を假 惜しません、 

△  △A 厶厶厶 △ 厶厶厶  A<" 厶  厶. 厶 厶<3<:厶<"<3<" 

世に 不快なる こと、 て 「道 德家」 の 中に 在る が 如きはありません、 勞働 者は勞 働の 中に 自他の 缺點を 

忘れます、 * 者 は 學究の 間に 德不德 の 差別 を 問 ひません、 然れ ども 世の 「道德 家」 に 在て は 批評 謹責 

は 其 日常の 職業であります、 彼等 は 自己 を责 め、 他人 を責 むる 外に 爲 すべき 業 を 有ち ません、 道德を 

追求す る 彼等 は 道德の 餓鬼と なりまして、 自他 の^たく、 何人に も 咬 付く 者であります。 

故に 信仰の 冷却 は 常に 道德の 追求より 來 ります、 宗敎が 道德と 同視 さる k 時に、 敎會 より 熱心 は 消 

え 失せます、 雨う して 斯 かる 敎會は 裁！： 所の 一種と 化しまして、 其會 ：！：； は 各き、 小なる 裁判官と なり、 
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其 中に 平和 も 一致 も 愛情 もなくなります、 讚美の 聲は絕 え、 友愛の 情 は 失せ、 規則と 法律との み殘っ 

て、 冷たき、 狹困 しき 所と なります、 嚴格 なる カル ビン 主義 を 奉す る敎會 にして 此悲 むべき 狀 態に 落 

入った 例は澤 山あります。 

宗敎は 道德を 離れて はなり ません、 然しながら 道德 以上でなくて はなり ません、 道德を 生す る 者 で 

あって、 道德の 上に 築き上げた 者であって はたり ません、 爾 うして 私の 見る 所 を W てし ますれば 基督 

敎は斯 かる 宗敎 であると 思 ひます、 基督 敎は 儒教 又は 猶太 敎とは 違 ひ、 特に 人倫 を說 き、 律法 を强ひ 

ません、 た s.- ィ H スキ リストに 在て 人に 神の 靈を 供し まして、 道德を 守り 易き ものと なします、 基督 

敎は斯 く爲せ 斯く爲 すなと は敎 へません、 た 王 イエスキリスト を 信ぜよ 然 らば 爾 及び 爾の 家族 も 救 

はる べしと 敎 へ ます (行傳 十六 章卅 一 節)、 キ リ ス ト を稱 して 神の 義と云 ひます (羅馬 書 一 章 十七 節 )- 

卽ち祌 の 正義 は キリ ストに 在て 我等の ために 貯藏 へられて あるとの ことであります、 爾 うして 我等 信 

も C 

者 は 彼に 至り、 彼の 靈に充 たされて 此義を 己れ の 有と なすべし との 事であります、 基督 信者 は 正義 を 

己れ に 於て 求めません、 彼 は 之 を 彼の 救 主なる ィ H ス キリストに 於て 求めます、 彼は必 しも 義人， こな 

らんと 欲して キリストに 到りません、 然しながら キリストに 受けられ、 其 靈を供 へられて 彼 は 義人た 

ら ざらん と 欲する も 得ません、 彼は自 から 求めざる 義人であります、 神と 偕なる を 得て、 それと 同時 

に 成る を 得し 義人であります、 基督 信者が 牝 鹿が 溪ぁを 慕 ふが 如くに、 慕 ひ 喘ぐ もの は 正義 道德 では 

たくして 神であります、 正義 は 神の 一 面で しかありません、 繭う して 我等 は 神に 近づき、 其 靈を賜 は 

りまして、 神に K する 總 ての 善 物と 共に 正義 を も 我等の 有と なすので あります、 神より 來る 正義の み 

が 最も 圓滿 なる 正義であります、 是は 美なる 能力 ある 溫 かき 正義であります、 此 正義 を 心に 得て、 我 


等 は 邪 慾の 禁壓に 曰 もまた 足らざる 隱遁 者と はなり ません、 亦、 兄弟の 服に 塵を發 見して. 梁 を 得し 

とて 欣ぶ 批評家 ともなりません、 我等 は 自由なる 天然 的の 義人と たります、 信仰に 由て 義 とせら パ ~、 

とは斯 かる 義人と なるとの ことで あると 思 ひます。 
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余 は 何故に キリ ス トを 愛する 乎 

は キリスト を 愛する、 余 は 余の 父よりも、 余の 母よりも、 余の 妻よりも、 余の 子よりも、 キリス 

トを 愛する、 余 は 何故に 未見の、 而 かも 異邦の 人なる、 而 かも 二 千年 前に 此 世に 現 はれた る 此人を 愛 

する の である 乎。 

キリ ストの 品性の 高く して 淸潔 なりし こと は 余が キリ スト を 愛する 一 大 理由で あるに 相違ない、 

は 殊に 聖 ルカに 由て 記された る 貧者の 友、 弱者の 友と しての キリス 卜 を 愛する、 

余の 理想の 平民 を發 見す る、 余 は 如何しても キリスト を 以て 階級の 人、 义は 敎會の 人と 見る こと は m 

來 ない、 米國 詩人 ホイ チヤ ー の 理想 は 王な き 政治と 監督な き敎會 であった とのこと であるが、 余はキ 

リストの 理想 も 亦玆に 在った であら ふと 思 ふ、 キリスト を稱 して 敎會の 首長と 云 ふ 人が あるが、 へ.：^は 

彼 を 以て 今の 天主 敎會 や、 監督 敎會の 首長で あると は 如何しても 思へ ない、 余の 敬慕す る キリスト は 

大工の 子なる ナザ レの イエスで ある、 彼に 比べて は リン コル ン もグラ ッ ドスト ンも 平民と して は遙か 

におる、 勞働を 愛し、 天然 を 愛し、 嬰兒を 愛し、 學 校に 學 ばす して 常識に 1  ぼみ- 帝王の 宮殿に 口 か. el 


んょ. りは稅 吏と 罪人との 招待に 與 かる を 悅ば おし 彼 は實に 余の 理想の 平民で ある-〕 

然しながら 余が キリ ス トを 愛する の は 特に 彼の 純正なる 平民 性に 由る ので はない、 亦 彼が 傅へ し 多 

くの 驚くべき 高き 淸き 敎訓に 由る ので はない、 是等は 勿論 尊い ものであるに 相違ない、 余 は キリス 卜 

を 或る 他の 理由に 依て 愛する と 云 ふて、 彼の 道德と 訓誡と を 蔑視げ ない、 余 は 勿論 彼の 傳 へし 道德の 

宇宙 第一 である こと を 充分に 認める、 然しながら 余が キリスト を 特に 愛する 理由 をよ く/ \. 究めて 見 

ると、 其 決して 人 を 愛する の 愛でない こと を發 見す る、 余 は 或る 意味から 言へば 詩人 ヲルズ ヲスを 非 

常に 愛する、 余の 幼年時代に 於て 余が 此 「湖水 詩人」 の 感化に 與 かった こと は 決して ®t く はない、 「低 

き 生活と 高き 理想」 と は 余が 彼に 敎 へられた ことで ある、 「天然 を 通して 天然の 神に 達する」 とは是 

れ叉 余が 彼に 由り て 學んだ 所で ある、 余の 生涯より 詩人 ヲル ズヲス の 感化 を 取 去るならば 余の 衷 にあ 

る 最も 貴い 或る もの を 取 去る ので ある、 多くの 意味に 於て 詩人 ヲルズ ヲスは 余の 恩人で ある、 而 かも 

OO00O0O0OO0OOO0000O00OO  000O  000000000000 

キリストが 余の 恩人で ある 特別の 意味に 於て は 彼れ 「湖水 詩人」 は 少しも 余の 恩人で はない。 

其 理由 は 最も 明白で ある、 ヲルズ ヲスは 偉人で あつたが 人で ある、 彼に 天才 はあり、 淸き 良心と 高 

き 理想と はあった が、 然 かし 彼 も 亦 「壤 つべき 憐 むべき 罪に 枯死す る 人の子」 であって (彼 自身の 語 

を藉 りて 云 ふ)、 彼 とても 亦 如何に 願 ふても 人 以上の こと は爲し 得なかった、 彼 は 彼の 高き 潔き 句 を 

以て 余の 心 を 多少 引上げる ことが 出来た、 然しながら 彼の 瑤音 麗句 を 以てしても 彼 は 余の 最も 要求す 

る 一 つの こと を爲し 得なかった、 彼 は 罪の 繩 索より 余 を 救出す こと は 出来なかった、 彼の 詩 も 彼の 生 

涯 もた？ i 余 をして 高き を 慕 はしむ るに 止まって、 余 を 罪の 桎锆 より 解放す る こと は出來 なかった、 彼 

の 詩集 を 幾 囘雜讀 すると も、 余 は 矢張り 余の 心の 根底に 於て、 憂愁の 人、 傲慢の 人、 恐怖の 人で あつ 
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た、 余 は ヲルズ ヲスを 學んで 余が 人に 車 越して 高潔なる 人と なった、 やうに 感じた、 余 はせ の 罪人 を憐 

むに 至った、 然しながら キリス トに 由ら すして 余 は 余 自身が 罪人の 首で ある こと を 知る こと は 出来な 

かった、 余が キリストに 余の 心 を 照らされた 時 は、 恰 かも 電氣燈 を 以て 暗 所 を 探られる やうな 心地が 

した、 余 はキ" ストに 殆んど 驚 殺された、 爾 うして 驚 殺されて 後に 始めて 新ら しき 生涯に 入る ことが 

卞ぃ來 た。 

,ぷ は 何故に キリ スト を 愛する 乎、 余 は瞭 かに 聖書の 言 を 以て 此問 ひに 答へ て 曰 ふ、 キリスト は 我 儕 

の尙ほ 罪人た る 時、 我 儕の 爲に 死に 給 ヘリ、 神 は 之に 由り て 其 愛を彰 はし 給 ふ (羅馬 書 五 章 八 節)、 

其れ i:- に 余 は 彼 を 愛 十と、 又、 キリストの 愛 我 儕を勉 せリ、 我 儕 思 ふに 一人、 衆の 人に 代って 死 たれ 

ば 衆の 人旣に 死た る 也 (哥後 五の 十四)、 其れ故に 余 は 彼 を 愛すと、 叉、 我 懍神を 愛する に 非ず、 神、 

我擠を 愛し、 我 儕の 罪の 爲 めに 其 子 を 遣して 挽 囘の祭 物と せり 是れ卽 ち 愛な リ (約 置 四の 十) 其 

れ 故に 余 は 彼 を 愛すと、 人、 或 ひ は 一一 百 ふで あら ふ、 贖罪と か、 挽 囘の祭 物と かいふ は是れ ユダヤ 思想 

發 表の ための 語 式であって、 何にも 特別の 事 實を言 ひ 表 はした 言葉で はない と、 然か しそれ は 決して 

雨う ではない、 贖罪と は 心靈の 特^なる 實驗を 一 百 ひ 表 はした 言辭 である、 挽 囘の祭 物と は是れ 亦、 罪 

に 沈める 人類が 切に 懇求 する 神の 聖 業の 一 段 を 言 表すた めの 最も 適切なる 言辭 である、 別言すれば、 

キリスト は 神と 罪人との に 交通の 道 を 開き 給 ふた、 彼れ 以前に 此 特種の 交通な く、 彼れ 以外に 亦此 

特種の 交通 はない、 天然 を 通して 天然の 神に 達する こと は 出来る、 然 かしながら 天然 を 通して 罪の 赦 

免の 神に 達する こと は 出来ない、 キリスト は 孔子 も釋 翻もソ クラ テ スも顯 はすことの 來 ない 神の愛 

の 奥義 を 我 倚 彼 を 信す る 者に 顯 はし 給 ふた、 キリスト は 其爲し 給へ る 事業の 性質から 考へ て も 人 以上 


であって、 特別の 實在 者で ある、 故に、 余が キリスト を 愛する の も 又 特^であって、 此愛は 人的で は 

O00O0O0OO00OO000O0OOOOO00 

なくして 祌的 である、 卽ち < 水 は キリ ス トを 愛する と 曰 はんより は 寧ろ 彼を崇 拜 すると 一一 一一 n ふ、 彼 は 余の 

友で あるより は 寧ろ 余の 主で ある、 余 は 彼の 弟子で あるより は 寧ろ 彼の 僕で ある、 然 かり、 使徒 バウ 

口の 言を藉 りて 言へば、 余 は キリストの dollies 卽ち奴 僕で ある。 

< 水 は キリスト を 愛する、 何故 たれば、 彼 は 今 は 余の 生命であって、 彼 を 愛する こと は 余 自身 を 愛す 

る ことで あるから である、 今や 我れ 生ける に 非ず、 キリスト 我に 在リて 生けるな リ、 今、 我れ 肉體に 

在りて 生ける は 我 を 愛して 我がた めに 己 を 捨てし 者、 卽ち 神の 子 を 信ずる に 由リて 生けるな リ (加拉 

太 書 一 一章 廿 節)、 キリストが 我に 在りて 生ける と は是れ 比喩的の 一：；  一 ：！ 辭 ではない、 彼 は 誠に 彼より 屮  1 で 

來る 聖靈を 以て 我が 衷に 宿り 給 ふので ある、 是の事 は是れ 信仰の 奥義で ある、 雨ぅして此_5^-を赏驗し 

ない 者 は 此事を 聞いて 嘲け り 笑 ふ、 然しながら 此 事を實 験す る 者は此 事の 事實 中の 最大 事實 である こ- 

と を 知る、  我、 繭曹を 捨て 孤 子と せず、 再び 雨曹に 就らん と は キリストが 我 倚に 約 し 給へ る 言 辭で 

ある (約 翰傳 十四 章 十八 節/ 雨う して 彼が 感化 力と してぐ はなく、 活ける 眞 實の靈 として 彼 を 愛す 

る 者の 衷に 宿り 袷 ふと は 基督 信者 が 懍く 信仰 の 中で 最も 貴い ものである、 卽ち我 終 クリスチャン はキ 

9，19，1曹曹曹9攀9，9*嘗，999，，  ©©S3©©®©®©©0©©©©©®©©®® 

リ ス トを 最早 歷 史的 人物と して は 見ない ので ある、 我 儕 は 彼 を 生ける 現存し 給 ふ 者と して 見る ので あ 

る、 我 倚は卽 ち、 我 は 世の 末まで 常に 雨曹と 偕に 在るな リ との キリストの 言 を 字義な りに 解す るので 

ある、 過去に 存在せ し歷 史的 人物 を 愛する と 云 ふの は、 其 記憶 を 愛し、 其 事跡 を 愛する のであって、 

其 人 自身 を 愛する ので はない、 然しながら 我 倚が キリスト を 愛する の は、 今、 面前に； 在し 給 ふ 生者 

を 愛する ので ある、 卽ち 我が 偕老の 妻 を 愛する が 如き、 我が 同僚の 友 を 愛する が 如き、 愛情 交換 的の- 
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愛 を 以て 愛する ので ある、 故に 我 倚 クリスチャン は キリストと 語り、 キリストに 祈り、 キリスト を悅 

ば せんとす る、 彼 は 我 儕が 食す る 時に 我 儕と 偕に 在り、 我 傅が 歎げ き悲む 時に 我 倚の 側に 在りて、 然 

かり、 我 倚の 衷に 在りて、 我 倚 を 慰め 給 ふ、 I love  Jesus、 余はィ H スを 愛する、 小 兒が母 を 愛する 

心 を 以て 彼 を 愛する、 彼に 鎚 がる、 彼に 余の 凡ての 苦痛 を訴 へる、 余の 取るべき 步 1 歩に 就いて 彼の 

指導 を 仰ぐ、 

How  Sweet  the  name  of  Jesus  sounds, 

in  y Ibeliever-S  ear! 

It  sooths  His  sorrows,  lieals  his  wounds, 

Anci  drives  away  hs  lefu.. 

Jesvs 1 my  SJieplierd,  Guardian,  rviend.. 

My  Prophet,  Priest,  and  King 

My  liord,  my  L-igllt,  my  .vvay,  my  Mnd, 

Accept  the  praise  I  bring.. 

如 3： に 美 はしく ィ H スの名 は 響く よ、 

信徒の 耳の 中に、 

是れ 彼の 悲痛 を 和らげ、 彼の，. 傷 を 癒し、 


叉 彼の 恐怖 を驅逐 る。 

ィ H スょ、 我が 牧者よ、 我が 守護 者よ、 友よ、 

我が 豫言 者よ、 祭司よ、 王よ、 

我が 主よ、 生命よ、 道よ、 目的よ、 

我が 汝に 奉る 讚美 を納 けよ。 

大 なる 罪と 小なる 信仰 

路加 傳 十七 章 一 節より 十 節まで (明治 三十 八 年 四月 九日) 

(毎週 日曜日- 余の 家に 於て 家族の ために 聖書 研究 會を 開く. 之に 列す る 友人 常に 二三 十 名、 世に 戎ひは 其 

講義の 大要 を 知らん と 欲する もの も あら- ん、 依て 以後 毎 號其耍 じほ を 本誌に 揭載 する こと、 なすべ し-,)。 

「頃 かさる- -事」 と は 信仰 を 害 はる k ことなり、 神と キリスト とに 對し 疑念 を 懐き、 世俗の 言に 耳 

を 頃く るに 至る ことなり、 世に 懼 るべき ことにして 此の 如き は あるな し 〇 r 必す來 らん」 惡 魔が 勢 

力 を 有する 此 世に 於て 信仰の 墮落は 免 かるべからざる 事な り、 余輩 は 其 何故に 然る 乎 を 知らす、 然れ 

ども キリスト は 其 事 の 悲む ベ き 事實な る こと を玆に 豫め 吿げ給 へ り 〇 「小人」 キリストの 弟子 を 

指して 言 ふなり、 眞 正の 基督 信者 は實に 「小さき 者」 たり、 彼等 は 彼等の 父なる 大 なる 祌に對 して 小 
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さき 者たり、 彼等 は 又、 世に 倚邊 なき 者なる が 故に 小さき 弱き者な り、 彼等 は 殊に 無抵抗主義 を 採る 

が 故に 殊更ら に 弱き 小さき 者な り、 斯 かる 者より 祌に對 する 信仰 を 奪 ひ 去る は是れ 罪惡の 至極な り 〇 

「磨石」 は 驢馬に 由て 挽かる k 者に して 通常 我 邦に 於て 使用 せらる、 物よりも 優 かに 大 なり、 之 を 頸 

に 懸けられて 何人も 身 を 動かす 能 はす 〇 「海に 投 入れら れんこと」 海に 投 入れられて 居.^ つん こと、 

改譯 すべし、 斯 かる 者 は 地上に 在らん より は 寧ろ 海の 底に 居らん こと、 優 かに 其 人の ために 宜 かるべ 

しとの 意な り 〇 「自己 を 謹慎め よ」 躓か さる、 の危險 ある 弟子に 對 つて 曰 ふ、 躓かせられざる やう 

謹愼 めとの 意なる べし 〇 若し 兄弟 雨に 罪 を 犯さば 先 づ之を 諫めよ、 而 して 彼 若し 悔 ひなば 之 を 免す ベ 

し、 若し 一 日に 七た び 罪 を 繭に 犯して 一 日に 七た び 雨に 對ひ 我悔 ゆと 言 は 免すべし と、 基督 信者た 

りと 雖も 理由な くして 人 を 免す 能 はす、 然れ ども 罪人に して 悔 ひん 乎、 彼 は幾囘 たりと も 之 を 免す ベ 

きたり、 基督 信者の 最も k 慎むべき こと は 罪人に 對 する 復謦 無慈悲の 精神な り、 此 精神 あらん 乎、 彼 

は 甚だ 躓かされ 易し、 彼 は 常に 信と 愛との 胸當を 以て 彼の 心 を 護らざる ベ からす (撒 前 五 〇 八 を 見よ)" 

自己の 信仰 を く 持つ に 最も 善き 法 は 常に 兄弟 を 愛する ことなり。 

〇 「使徒 主に 曰 ひける は 我 儕に 信 を 益せ よ」 と、 主 曰 ひける は雨曹 若し 芥種 ほどの 信 あらば 云々 と， 

使徒 は 信仰の 益 されん こと を 願 へり、 然れ ども 主 は 信仰の 增减に 就て は 語り 給 はすして 信仰の 有無に 

就て 彼等に 答へ 給へ り、 主 は 曰 ひ 給へ り、 爾曹は 信仰の 益 されん こと を 求 ふや、 我 爾曹に 告げん、 先 

づ 信仰 を 得ん こと を 求めよ. 其 一粒 だに 有たん か 云々 と、 信仰 は 大勢 力なり、 其 最も 小なる 者と 雖も 

能く 大事 を 爲すを 得べ し、 我 倚が 大事 を爲し 得ざる は 信仰！！ きが 故に 非す して 信仰と 稱 すべき 信仰 無 

きが 故な り 〇 「桑 樹」 シカモ ー ルと稱 する パ レ スチナ 産の 桑樹の 一 種に して 大木な り、 我 邦に 於て 


楠义 は 櫸と稱 十 るの 類な り、 斯 かる 大木に 命じ て 拔 けて 海に 植れと 云 はんに は 其 如くなる べしと、 馬 

太傳 十七 章廿 節に は r 此 山に 此處 より 彼處に 移れと 云 ふと も必す 移らん」 と あり、 山 を 移す と 云 ふ も、 

桑 樹を拔 く と 云 ふ も 同じく 難事 を爲 すとの 謂 ひなり、 人が 以て 爲し得 ベ か らす と 見做す ブ ) と を 爲す を 

得べ しと. なり、 ィヱ ス 在世 當 時に 難 車 を 爲す者 を 「山 を 動かす 者」 と稱 ひしと 云 ふ、 ィ H スは 俗康を 

應 用して 兹に 此敎を 下し 給 ひしなる ベ し 〇 信仰 は 實に山 を 動かす の 能力な り、 大木 を拔 くの 勢力たり、 

祌を 信ぜざる 全國 民が 擧っ て爲 さんと 欲して 爲し能 はざる こと を、 一 信徒の 能く 其 獨カを 以て 爲すこ 

と あり、 信仰 は 能く 大木の 如き 社會の 弊害 を も 其 根底より 拔き 去る を 得べ し、 世の 政治.：^ は 之 を 見 て 

驚き、 世の 社會 改良 家 等 は 之 を 聞いて 怪む、 然れ ども 是れ 敢て怪 むに 足らざる なり、 基督 信者 は 神に 

依りて 此 大事 を 爲 すたり， 信仰 は 地上に 於け る祌 力の 應用 なり。 (以下 次 號)。 C 但し 續稿 なし- 編者〕 


日本人の 研究 

(四月 サ-へ 日 新 ほ 市 白山 公 圜偕樂 に 於け る演說 の耍領 なり、 『新 潟 日報』 記者の 報道に 依る) 

新 潟縣と の 因緣 

囘 顧す れ ば 明治 十七 年 我 の 農 商務省 に 職 を 奉ぜる の 際 新潟縣 の 物 產增殖 の爲 め、 佐 渡に 北海道 の 練 

卵 を 放流 せんとし 關澤 局長の 贊成を 得て、 小 樽より 鰊 卵の 箱 を 送って 來縣 したりし が 之れ 我と 新潟縣 

と の 最初 の 因緣を 結た る ものたり き。 而も 此 の 成績 は 他人 の 監督 の 下に 硏 霰せ ら る ベ く 我 は 委任して 
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同年 外遊 を 試みたり。 而 して 明治 一 一十一 一年 本 國へ歸 る や 否 北越學 館に 來 りて 靑年薰 化の 大任に 臂れょ 

との 勸吿 頻りに 至りたり。 

抑 も 身 萬 里の 外に 在りて 燦然た る 異邦の 文明に 接觸 する に 於て は 誰か 本 國に對 する 愛情の 汪然 たら 

ざる もの あるべき、 我 も 亦た 愛 國の眞 情 胸奥に 燃え 日本の 發展、 進歩の 爲め 夥多の 計 畫を腦 裡に牧 め 

て歸國 したる が、 北越學 館に 對 する 勸 獎を受 るに 及んで 先づ 思考す る 所 あり" 越後 一 の 木 戶は舊 藩 高 

崎の 領地に して 嚴父 は玆 所の 山河 を觀 賞し、 因緣 旣に淺 しとせ ざるに、 尙ほ新 潟 縣は會 て 義將上 杉 霜 

臺公を 出した る 所に して 其 民人 は 一 種の 氣骨 ある を 以て 或は 我事 業 遂行の 好 位置たら ざるな きに あら 

す やと 思念せ り、 否な 天が 我の 理想 を實 現せ しむべく 北 越の 天地 を與 へたる ものな らんと 斷 信し 二 週 

間の 後來 任す るに 至りたり。 

失 耽 の 原因 

希 は破壞 されたり， 事業 は 失敗に 終りたり、 哀れ 北越學 館に 於け るの 生涯 は 四 ヶ月に して 斷 結し、 

同年 十二月 十八 日雾亂 る、 寒風に 送られて 東京へ 逃 行く の 巳む を 得ざる に 至ら しめられ、 殘念 骨に 徹 

し 世人の 欺瞞、 我の 買 被 を悔る こと 深 ：® なる もの ありし、 而 して 之 を 始めと し歸 國以來 十六 年 問の 今 

日に 至る まで 日本の 事業に 從 事した る もの 誠意 日本の 進 運 を 開き 其 民人 を救濟 せんとす るに ありて、 

偶々 北 越に 計畫 する 所 ありた る は 以て 日本 全 體に對 する 計畫の 基礎 作成 を 目的と したる に 依れり しが 

他國に 於ても 同じく 功 を 奏せす、 夫より 行く 處 事業 を發 起し 幸福 を增進 せんこと を 期圖し 彼處に 困難 

し 此處に 失敗し つ 、ありし、 併しながら 我 は 又た 國 運の 發展に 對し尙 ほ 一滴の 微少と 雖 も寄與 する 所 

ありた る を 確信し 失望す る こと なく 寧ろ 衷心 偸 慰す る 所 あり、 而 して 此の 事業 上の 失敗の 原因 は 畢竟 


日本人の 氣質 を學ば ざり しに 依る こと を發 見したり、 斯の 如き 觀察は 外國 人ら し \ と 跳 も 口木 人を辨 

知せ ざる n 本人 決して 少なら すして 日 木 人 も 亦 日 木 人 を 研究す るの 大必耍 ありて 4 &す るたり、 づ 

日^人の 缺點 二三 を 述べん。 

建設的 結合 力の 缺乏 

余が 日本人 結合 力の 脆弱 を實驗 したる 者 を 北 越學館 事件な りと す、 當時我 同志 は 五十に 上り 其對乎 

は 漸く 十 一 人の 宜敎師 なりし も 我 五十人 は 五十の 意見 を 各^に 保有し 甲乙 間の 注文 相殺され て 一 定の 

決議 を 爲す能 はざる に 反し 彼宜敎 師は十 一 人に して 一 侗の 主張に 團結 せる ため 實 際の 勢力に 於て は 我 

が 一 或は 無と 彼の 十 一 との 衝突と なりき、 我が 失敗 は 殆ど 當 然と 云 はざる 可から す。 次で 東京の 萬 朝 

報に 英文 簡を 擔當し 居留地の 惡弊を 指摘す る や 不思議に も 又 十 一 の數 ある 日本 全體の 外字 新聞 は 同意 

見、 同筆 法 を 以て 當時 唯一なる 我 英文 觸を 攻撃し 英、 獨、 怫等 平素の 不和 を 顧みす 强 力なる 團結 とし 

て 迫り 來 るに 係 はらす 日本の 新聞 は 遂に 一 行 も 我が 後 按を爲 さ ざり き、 我 は W び 苦き 經驗 を爲 して H 

本人 結合 力の 缺乏に 驚嘆せ り、 併し乍ら 喧嘩、 ストライキ、 戰爭 等の 破壞的 結合 力 は 至て 强盛 にして 

實に 世界 無比た るたり、 千 葉の 海岸 百 問の 無價 値の 砂地 を爭 ひて 兩村 各々 三 四 年の 歳月と 三 四 萬の 大 

金 を 消費した る こと を 聞きし が、 而 かも 建設的に 三 gj 干圓を 以て 溝渠 を 作る の 案 は 贊成を 得ざる なり- 

今や 口 露 戰爭に 際し 恐る 可き 此の 破 壌 的 結合 力 は 偉大の 效 菜を擧 示しつ & あるが 更に 此の 缺乏 せる 建 

設的、 積極的、 進取 的 結合 力 を 養成して 國 家の 發展 を計畫 せざる 可から す。 

頭 寒心 熱 

漢法醫 は 人間 健康の 態 を 頭寒足熱と 云 ふ。 我 は 更に 精神的に 觀 察して 頭 寒心 熱と 云 はんと 欲す、 

明治 三十 A 年  三 01 


講 演  二 0  二 

感情に 支配 さる 、 は 熱 頭に して 殘忍 酷薄なる は 冷 心なり、 共に 之れ 中正 を 得た る ものに あら ざ るが 就 

屮 日本人 は冷靜 たる 態度に 據 て判斷 する こと を爲 さす 多く は 情熱の 爲 めに 妄動 せんとし、 愛に 溺る 、 

母親、 情實に 纏綿 さる」 代議士、 輿論に 盲從 する 經世家 等比々 皆然 り、 我 は 日露 戰爭 を惡 なりと 云 は 

す、 但し 三 四 年 前軍 備縮少 論の 盛に 起り たる 事 を 記憶す る もの は、 今日 一人の 非 戰論を 唱導す るお な 

きを 怪しむ なるべし、 我 は 今日 非戰 論を唱 へて 一人の 味方 を發 見せざる のみなら す 以前の 愛讀 者より 

露 採と 叫ばる、 に 至れり、 而 して 今日の 戰爭 論者が 戰爭 後非戰 論者たら すん ば 幸な り、 只 願 ふ 所は理 

性 をして 感情、 情實を 支配せ しめん ことに ある な り 。 

寬容 の 精神 

善 を 愛する の 精神、 卽ち 自己の 主義に 忠實 なる 者 は 縱令對 敵な りと 雖も 尊敬す る 寛容の 精神の 特に 

我 國に缺 如た る を覺識 するな り。 此の 如き 傾向 は 偉大なる 國民を 作り、 紳士、 武士 を 作る こと 能 ざれ 

ば大に 改善に 奮勵 せざる 可から す、 我 は武田 信玄の 菩提寺 慧林 寺の 維持 法に 就て 參畫 せり、 禪 宗の托 

鉢 僧の 慈善事業に 努力す る を 約束せ り、 然 りと 雖も是 等に 少ォ附 金を爲 したりと て 佛敎に 降伏した るに 

あらす、 只 だ 誠 實を以 て 自己の 信仰 を實 にせん とする ものに は 敵と 雖も贊 成を惜 まざる が爲 たるな り 

善 は 敵の 行 施す る 所な りと 雖も實 現 を 助く るに 躊躇せ ざるな り、 夫の 滔々 甲に 行きた るに 依り 彼 は 敵 

なり、 乙に 赴きた るが 故に 惡魔 なりと し 相排擠 せんとす るが 如き は 決して 進歩に 貢獻 する こと 能 は ざ 

る ものたり、 日本人 今や 露國 の罪惡 のみ を訐 きて 人間 以下と なす、 若し 突然 平和 來 らば 如何に 條約を 

定 むべ き、 蓋し 人 問 以下の 者 は 人間と 條 約を定 むる 資格な き^なれば なり、 國 民は尙 進んで 露 國の全 

部 を解釋 せざる 可から す。 


過去 十六 年間に 認識せ る 日本人の 缺點の 二三 は 此の 如し、 若し 令に 於て 改善す る 所た くんば 戰 隙の 

效某を 善用す る大國 民と なる 可から す、 以て 切に 玆に 猛省 を 請 はんと 欲するな り、 若し 夫れ 日 木 人の 

優秀なる 點に 至って は敢て 辯す る まで もな く 我 叉大に 感謝 に 堪えざる なり。 (筆記) 

善行の 報 賞 

(北 越 巡行 の 感想と して 家人 に 語りし 所) 

善 を 行 ふに 倦む こと 勿れ、 そ は 若し 弛む ことなくば 我 倚 時に 至りて 種 取る ベければ 也 (加 拉ぉ磬 

山ノ.^ 九ハ， E、  ，  ，れ. 

善 は 祌の聖 ihn であります、 爾 うして 神の 聖旨 は必す 成る ものであります、 その 何時なる 乎 は 我 倚 人 

間に は 解かり ません、 然しながら^ 時 か、 神の 聖旨に 叶 ふ 時に 必 す事實 となりて 此 世に 現 はれて 來る 

こと は 何よりも 明かであります。 

玆に いふ 「善 を 行 ふ」 と は 本章の 第 六 節に ある 「道 を敎 ふる」 とい ふ 一一 =n を 受けて いふて 居る ので あ 

ります、 傳道は 善行の 中で 最も 大 なる 者であります、 人に 永生 を與 ふること、 是れが 善行の 至極で あ 

ります。 

爾 うして 我 倚 は 善行、 殊に 生命の 道 を 人に 附與 する に 倦みて はならない とのこと であります、 而か 

も 世に 倦み 易き こと、 て此 事業の 如きはありません、 人 は 容易に 善 を 受けません、 否な、 多くの場合 
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事に 關 する 凱 切なる 一一 目であります。 

神の 言 は 他の物と は異 います、 文學 であると か哲學 であると かいふ もの は 之に 耳 を 傾く る 者 は 多く 

あります るが、 然し 一 度 之 を 聞けば 叉 直に 忘れて 了い ます、 然しながら 神の 一一 一一 n 葉 は 一 度 之 を" 耳に すれ 

もろは  つるぎ  のけの  い. t 一 

ば兩 刃の 劍の 如くに 人の 心に 人り、 之 を 除ん とする も 除く る ことが 出来ません、 神の 言は活 きたる 種 

子の 如き もので ありま すれば 時 さへ 来れば キット 生えます、 今 目前に 直ぐ 生えな いのは 未だ 時が 至ら 

ないから であります、 未だ 之 を 聞いた 人の 歳が 足りない からで ある 乎 も 知れません、 或 ひ は 未だ 其 人 

の 人生の 經 驗が淺 くあって、 之 を 充分に 解かる に 至らない からで あるか も 知れません、 或 ひ は 其 他の 

理由の ために 神の 聖靈が 未だ 其 人の 上に 降らないで 種子が 未だ 芽を屮 H して 地 を 裂いて 發 13 るに 至らな 

いので ありませ う、 然しながら 何れに しろ 蒔いた 聖 言の 種子 は 決して 死にません、 若し 萬ー此 世に 發 

生ない としても 來 世で 發 生ない とば 人が 知って 居ります 乎、 播 かない 種 は 生えません、 然し 播 いた 聖 

こと £4  さま 

言の 種 は必す 生えます、 若し 不幸に して 之 を 受けし 者 を 永生に 導かないならば、 之 は 神が 彼 を 精き 給 

ふ 時に 彼に 對 して 彼の 罪の 證據 となりて 現 はれます、 祌の聖 言 は實に 雨の 如き ものであります、 地 を 

濕 さすして は復 たび 天に 還りません、 祌の聖 言 はまた 選手の 放つ 矢の 如き 者であります、 冗 矢と て は 

一本 もありません、 斯 かる 有 效物を 委ねられし 我 倚 は 其 使用に 就て 決して 失望して はなり ません。 勿 

論、 我 儕の 牧穫 なる もの は此 世に 於て 行 はれる 者ではありません、 我 儕 は 我 倚の 倉庫 を充 たす に は 主 

の 臨り 給 ふ 日 を 待たなければ なりません、 永生の 牧穫時 は 神の 裁判の 日であります、 爾 うして 其 日の 

決し て 遠くな いこと は 聖書の 明かに 示す 所で あります、 爾 うして 人 は 老後の ために 準備 をな す の み な 

らす、 亦、 この 主の 恐るべき 日の ために 準備 をな さなくて はなり ません、 r 來 世の ための 準備」 な^ 


*i る-か. ち  いづこ 

ばと て 之を忽 諸にして はなり ません、 若し 人生の 意義が 那所 にある 乎 を 深く 調べて 見ますならば、 其、 

此 恐るべき 主の 裁判 の 日の ために 準備 を爲る こ とで ある ことが 解かる ベ き 害であります。 

然しな が ら此 喜ば しき 牧穫の 前兆 は 之を此 世に 於ても 見る こ とが 出來 ます、 我 倚 は 我 儕 の牧穫 るべ 

き 禾穀の 味 を 前以て、 此 世に 於て 味 ふこと が 出来ます、 神の 報 (=1^ は 充分に 來 世に 於て 来ります るが、 

然 かし 其 一部 は 現 I に 於ても 來 ります、 我 儕が 我 儕の 播種の 事業に 於て 失望せ ざらん がた めに、 我 倚 

が 終末の 牧 獲の 如何に 喜ばしき ものなる 乎 を 知らん がた めに、 祌は此 世に 於ても 我 儕の 勞 働の 結 ra^ を 

與へ給 ひて 我 倚の 絕 なんとす る §1- み を 復活ら しめ 給 ひます、 i に歡 ばし きこと とて 靈の 結びし を： n 

擊す るが 如きはありません、 或 ひ は 十 年、 或 ひ は 二十 年、 血と 淚とを 漉いで 播 いた 結果と して 一 人の 

；. ユん. -.1 う  VS ろ 二 

眞 個の タリ ス チャン の 出来し を 見て は 我が 靈魂は 天に も 昇らん 乎と 思 ふば かりに 喜ばしく あります、 

1 人の 同胞が 宇宙 萬 物の 造 主なる 父なる 神を發 見した のであります、 雨う して 我れ が 此發昆 を 促す た 

め の 機關 となつ たとの こと で あります、 世 の 帝王が 其臣 F に 下す 榮譽 の屮 にも 之に 優る の 榮譽 はあり 

ません、 世の 富豪が 萬 金 を 投じて 得ん とする 快樂も 此快樂 には較 ぶべ くもありません、 歡 喜の 極、 滿 

足の 極と は 人 を 其 造 主に 導いた こと を 知った 時の 感 であります、 此歡喜 を 得ん がた めに は 十 年 身 を^ 

する も 決して 惜 むべき ではありません、 此昇： 大の快 樂を味 はんがた めに は 二十 年に 涉る 世の 嘲 1*^、  M 

詈、 龜謗も 決して 悲 むべき ではありません、 傳 道の 報酬 は金錢 となりて 現 はれ 來る もの は 極く々々^ 

少 であります、 否な、 或る時 は 皆無であります、 叉^の 名譽 として 現 はれ 來る もの とても 箅 ふるに 

しんせい 

りません、 否な、 眞 正の 傳 道に は 名譽は 皆無であります、 世に 愚弄 せらる 目に止まりません、 敎< ^に 

ま で 嫌 はれます、 然しな がら 傳逍に は傳 道相應 の 報酬が あ ります、 卽ち 活ける 靈魂 の 報酬が あ ります、 
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若し 人生の 寶の 中に 己が 生みし 子に K る 者な しと すれば、 肉 體の子 以上の 寶は實 に キリ ストに 在りて 

生みし 靈 魂の 子であります、 斯 かる 子供 を 一人 持つ こと は 全世界 を 持， つに 優る の 富みであります， 傳 

道の 效果 は實に 偉大なる ものであります。 

爾 うして 神 は 我 倚が 思 はざる 所に 我 倚に 由て 生み 給 ひし 子 を隱し 置き 給 ひて 我 倚 を 驚かし 給 ひます 

此 k の 山奥， 彼 處の海 逢に 我 倚の 播 きし 種 を 吹 送り 給 ひて、 そこに 我 倚の 知らざる 問に 我 倚の 靈 魂の 

子 を ずて 置き 給 ひます、 爾 うして 或る 機會を 得て、 我 儕が それに 邂返 した 時の、 我 儕の 歡 喜と 驚愕 

と は 之を霄 ひ 現 はすに 足る の 言はありません、 我が 師父よ と、 我が 兄弟よ、 我が 靈子 よと、 肉 體の父 

子よりも 優 かに 親しい 者は靈 魂の i 子であります、 此快樂 を 一度 味 ふて 傳道は 終生 止められません。 

善 を 行 ふに 倦む こと 勿れ、 そ は 若し 弛む ことなくば 我 倚 時に 至りて 穫 取る ベければ 也、 

この 通りであります、 是は |< 驗の 言であります、 我 倚 は 善行に 倦んで は；, りません、 殊に 傳 道に 倦で 

はなり ません、 敎會 より 正式に 授かりし 傳 道の 職 を 持つ と 持たない とに 關 はりません、 否な、 多くの 

場合に 於て は斯 かる 無益な 「職」 は 持たない 方が 善う 厶 います、 何人も イエスキリスト を 信す る 者 は 

キリス ト のために 善を爲 して 其 偉大の 報 賞に 與 かるべき であります。 

余の 好む 人物 

附 友誼の 神聖 


余 は 基督 信者と して 總 ての 人 を 愛すべき では あるが、 然し 余に も 好きな 人と 嫌 ひな 人が ある、 嫌 ひ 

な 人と て 勿論 余の 敵で はない、 余 は 嫌 ひな 人 ほど、 其 人に 對 して 余の 爲 すべきの 義務 を盡 さなければ 

ならな い 、 然れ ばと て 余 はすべ て の 人 を； E 様に 好む こ と は 出來な い 、 是れは 余 の 天性の 然 らしむ る 所 

であって 止む を 得ざる 次 弟で ある、 甘まい 物の 好きな 人 も あれば 辛ら い 物の 好きな 人 も ある、 人の 嗜 

好 は 道德を 以て 縛る ことの 出来る もので はない。 

余の 好む 人物 は 第一 に 常識の 人で ある、 常識と は 勿論 世才の ひで はない、 世才の 人 は 余 は 大嫌ひ 

である、 常識の 人と は 原因 結 の 理^ 能く 辨 へた 人で ある、 天然 普通の 理に從 て 行動す る 者で ある、 

余 は 奇跡 を 信す るが、 然し 理由の ない 奇跡 は 之 を 信じない 積り である、 余 は， 度々 世論に 反對 する が、 

然し 余 1 人の 判斷を 以て は 之に 反對 しない 積り である- 余が 世論に 反對 する 時には 余 は 余の 知る 世界 

の 智識 を 以て 反對 する、 余 は 自身 は此 世が 在て 以来の 最初の 智者で あると は 信じない、 余の 有つ 小み 

許の 智識 は是れ 余が 古人より 受けし 者に 僅かば かりの 自身の 發見を 加へ たもので あって、 決して 余 一 

人の 懐く 智識で はない、 爾 うして 常識 は 智識 界に 於け る 余の 適當の 地位 を敎 へる、 余 は 或る こと を 知 

る、 然し 總て のこと を 知らない、 故に 余の 行動の 方針 を定 むる 時には 余 は 余の 知る 世界 设大の 智者の 

指導 を 仰がなければ ならない、 是を爲 すの が 常識で あると 思 ふ、 雨う して 之を爲 さない 人 は 常識 を缺 

く 人で あ つて 余の 好む 人で はない。 

余 は 第二に 快活の 人 を 好む、 陰 I おの 人 は 余 は大嫌 ひで ある、 < ^は 心の奥底まで 透徹て 見 ゆる やうな 

OOOOOOOOO0O0O000OOO 

人 を 好む、 山中の 湖水の 如く 透明に して 深き 人 を 好む、 余 は 己 を 蔽ひ隱 さんと する 人 を 好まない、 余 

は _大 眞 有の 儘の 人 を 好む、 余は隱 すに 物な く、 亦、 之を隱 さんと 欲する も 隱す能 はざる 人 を 好む、 余 
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は已を 他人の 前に 吐露して 恥ぢる ことなき. < を 好む、 余 は 已れ獨 り 高き に 止まり、 他人を眼下に見^^ 

す 人 を 好まない、 亦 己 の 周圍に 高き 城壁 を 構へ て、 己の！： 部 を 人に 窺 はしめ ざらん と努 むる 人 を 好ま 

ない、 余の 理想 は淸签 である、 水晶で ある、 山間の 溪流 である、 若し 淸 水に 魚 接ます とならば 後 ます 

とも 宜しい、 余 は 余の 心の 水 を 濁して まで も、 鯰、 蝤の 類を迎 へんと は爲 ない、 泥水 を 愛する 者 は 泥 

水に 到るべき である、 余 は 余の 心の中に 淸水を 堪えて 其處に 天使の 姿 を 映した く 望む 者で ある。 

余 は 第三に 公平の 人 を 好む、 公平の 人と は 勿論 無愁の 人で はない、 人に 多少の 慾の あるの は 已むを 

得ない、 公平の 人と は 他人の 適 當の慾 を 認め、 其 權利を 熏ん する 人で ある、 余 は 横着い 人 を 嫌 ふ、 卽 

ち 己 を 成る ベ き 丈け 無爲の 地位に 置いて、 人 をして 成る ベ き 丈け 重き 責任 を 負 はし めんと する 人 を 嫌 

ふ、 余 は 人の 擔ふ 丈け の 貴 任は已 も亦擔 はんとす る 人 を 好む、 公平と は 責任 平分の 意で ある、 爾 うし 

て 公平の 人と は自 から 進んで 責任 を 平分し、 己の 擔 ふべき 分を擔 はんとす る 人で ある、 余は斯 かる 人 

を 好む、 責任の 輕 きを 貴び、 之 を 避く る を 得 たれば とて 喜び 且つ 誇る 人 は 余の 大嫌 ひな 人物で ある。 

余 は 第 四に /1 ブル (高 氣) なる 人 を 好む、 ノ ー ブルと は 英語であって、 是に適 當な譯 字がない、 

ノ ー ブルに 豪氣の 意味が ある、 雨う して 小事に 頓着し ない 點に 於て はノ ー ブル は 確かに 豪氣 である、 

然しながら 豪氣は 時には 不品行で ある、 放縱 である、 彼 は 善く 飲み、 善く 談 じながら 彼の 妻子が 饑渴 

に 迫って 居る こと を 知らない、 雨う して ノ ー ブルと は斯 かる 無慈悲なる 豪氣 ではない、 ノ ー ブルと は 

豪 氣に愛 を 加 へ たも の で あ る リ 

ノ ー ブ ル に 亦 高潔の 意味が ある、 爾 うして 利 慾の 念 を 離れ 俗事に 拘泥し ない 點に 於て はノ ー ブ ル は 

確かに 高潔で ある、 然しながら 高潔 は屢々 獨尊 である、 情の ない 潔白で ある、 彼 は 秋の 月の 如く、 皎 


皎 たる も而 かも 冷 かで ある， 爾 うして ノ ー ブル は 高き と 同時に 溫か である、 高潔に 溫情を 加へ たもの- 

是 れがノ ー ブ ル である、 爾 うして 余は斯 かる 豪氣 なる 斯 かる 潔 ほなる 人 を 好む。 

國の ため、 人の ため、 社會 のた めと なれば 時々 自己 を 忘る、 人、 何故か 其 理由 は 知ら ざれ ども、 或 

る 動機に 觸れ て、 知らす 識ら すの 間に 或る 無私の 行爲に 出る 人、 是 れがノ ー ブルなる 人であって 余の 

好む 人物で ある、 ノ ー ブルなる 人の 反對は 冷算の 人で ある、 自 覺の觀 念の 餘 りに 强 きょり 自己 を 忘る 

る ことの 出来ない 人で ある、 詩人と 云 ひ、 豫言 者と 云 ひ、 皆な ノ ー ブルなる 人で ある、 彼等 は 冷靜な 

る 暴 者で はない、 亦、 周到なる 政治家で もない、 彼等 は 世に 所謂る 智者で はない、 彼等 は 或る時 は 

前後 を 忘れて 動く 者で ある、 天啓に 接せし 盲人の 如き 者で ある、 彼等 は 何 を 言 ひつ i ある 乎 を 知らな 

い、 义 何を爲 しつ、 ある 乎 を 知らない、 彼等 は 自己 を 高き 或 他の 勢力に 委ねし 者で ある。 

此高尙 なる 盲目的なる 所の ない 人、 何事 も自覺 し、 何事 も 精算し、 何事 も 探り 究め ざれば 爲 さない 

人、 注. 意】 方の 人、 是れ 余の 好まざる 人物で ある、 余 は 時には 猛進す る 人 を 好む、 余 は 時には 哲學を 

離れて 詩的 觀念を 以て 動く 人 を 好む、 余 は 科學と 常識と を贵 ぶが、 然し 科學 のみの 人 を 好まない、 余 

はグ ラッド ス ト ンの やうな 時には 政略 を 忘却す る 政治家 を 好む、 アガシの やうな 研究室に 人って 神に 

感謝の 祈 禱を捧 ぐる 科 學者を 好む、 すべて 貴き こと、 すべて 眞 なること、 すべて 義 しき ことに 對 して 

は滿 腔の 同情 を 表する 人 を 好む、 詩歌の ない 人物、 殊に 詩歌の ない 宗敎 家、 是れ 余の 耐え 難い 人物で 

ある。 

余 は 第五に 獨 立の 人 を 好む、 獨 立の 人と は 孤獨の 人で はない、 勿論 唯我獨 尊の 人で はない、 獨 立の 

人 は 高慢に なり 易い、 然し 獨 立の 人 は 勿論 高慢の 人であって はならない、 獨 立の 人 は先づ 第一 に 神と 
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自己と に 鋭る 人で ある、 神の 偉大なる 援助 力 を iijls じ、 また 神が 自己に 賜 ひし 驚くべき 耐忍カ を 信す る 

者で ある、 獨 立の 人と は 他人の 投 助と 一 K へば 悉く 之 を 斥く る 者で はない、 彼 は 神と 自己と を 信す るの 

餘り、 他人の 援助 を 多く 要せざる 者で ある、 神 は 禁き造 物屮： であるから、 彼 は 決して 1^3 人 备自を 他人 

に 親らなければ 何事 も爲 得ない 者と して は 造り 給 はない、 神の 造り 給 ふた 人類 は 各自 完備したる 一 小 

ャ宙 である、 獨立は 人た る 者の 本性であって、 獨立 せざる 者は霄 ふまで もな く 一  人前の 人間で はない、 

聖書に 於て さへ も .爾 西 は 神な りと 誓いて ある (約 翰傳 十章卅 四 節)、 我等 は 或る 意味に 於て は 確かに 

神で ある、 卽ち 獨り自 から 或る 確" なる^ を 行 ふことの 出來る 者で ある、 然るに 此琪を 忘れて、 「人 

は 社交的 動物な り」 との 希臘 の^ 學者ァ リスト ー トルの 首 を循に 取り、 依賴を 恥と せざる 人の 多き は 

K に 驚くべき の 限りで ある、 余 は 依頼の 人 を 一人前の 人と は： ない、 彼 は 半人前の 人 か、 或は 四 分の 

一 の 人で ある、 斯 かる 人の 好まし からざる は. 一一：；！： ふまで もない。 

余 は 第 六に 勞 働の 人 を 好む、 設 害の 人、 美術の 人、 昔樂の 人、 演說、 說敎の 人 を 好まない ではない 

が、 然 かし、 鏺を 取り、 槌を 板り 上げる 人に 較 ぶれば、 余の 彼等 を：^ むこと は 至って 少ない、 余の 嫌 

ふ 人と て懶け 者の 如き はない、 余 は 懒惰は 大罪 惡 であると 11^ する、 世に；^ も 神聖なる もの は 高 擅に 立 

て說敎 する ことで はない、 田園に 出て 働く ことで ある、 働かない 者 は 神 を 知らない、 神に 就て 最も 棘 

い 者と て 神 學者敎 役者 の^の 如き はない、 故に 余 は 勞働者 を 愛する 丈け それ 丈け 世に 所謂る 宗敎 家な 

る 者 を 嫌 ふ， - 

其 他 余の 好き 嫌 ひを霄 へば 數 限りない、 然 かし 是等 は先づ 余の^ 好の 重なる 者で ある、 斯く llKl ひて、 

余 は 自身 己の 理想に 合 ふ 完全 無缺の 者で あると 信す るので はない、 余 は 度 々己の 理想に 反し、 「しれと 


己れ を 忌み嫌 ふ 者で あ る 、 如何な る 嫌惡 でも 己れ に對し て 懷 く嫌惡 の 如くに 辛ら いもの はない。 

余の 好む 人物 は斯の 如しで あると して、 扱斯 かる 人物 は 何處に 居る 乎と 云 ふに、 何 所に でも 居る、 

政府 部內 にも あら ふ、 然 かし 多く は あるまい、 民間の 政治家の 中に も 一人 や 二人 は あら ふ、 敎會內 に 

も あら ふ、 然 かし 余 は 不幸に して 其處に 多く を 見ない、 ノ ー ブルで あると か、 獨立 であると か 云 ふこ 

と は 余の 見た所で は 今の 基督 敎會內 に は 至て I！ ない、 否な、 ノ ー ブルで あれば 今の 敎會に は 居た まら 

ない のが 常で ある、 若し 獨立を 主張 すれば 宣教師に は 嫌 はれ、 宜 敎師學 校より は逐 はれる、 今の 基 « 

敎會 なる もの は 高氣、 獨立を 養 ふ 所ではない。 

余 は 余の 好む 人 を 最も 多く 平 人の 中に 發見 する、 政府に も政黨 にも 敎會 にも 何の 關係だ も 有たない 

人の 中に 發見 する、 百姓の 中に、 職工の 中に、 町人の 中に 發見 する、 所謂る 學 生の 中には 餘り 多く 見 

ない、 學生は 少しく 學 問を修 むれば 直に 生 |思 氣 になる、 同時に 懶 ける、 學 問を繼 けた さに、 主義 を賣 

り- 獨立を 捨てる、 社 會の狀 態に 省み、 己の 地位の 安然 を 計らん ため、 萬 事に 注意 深くな りて、 言 ふ 

ベ き こと を も 一一 一一 n はす、 fB ふべ からざる こと を も 一一 一一 a ふやう になる、 學 生の 最大 多數は 少しば かりの 學問 

と 身の 快樂 とのた めに 己の 自由と 靈 魂と を寶る 者で ある、 今の 社會に 於て 最も iinheroic  (非 ？奥) な 

る 者は學 生の 中に 多い、 余 は 容易に 今の 學生を 信ぜざる 者の 一人で ある、 斯く云 ひて 余 は 勿論 愛すべ 

き學 生の ある こと を 疑 はない、 然 かし 其 發 見の 非常に 困難なる を 見て、 一 Ha 深く 今の 學生 社會の 腐敗 

墮 落を感 する 者で ある。  . 

余 は 自身が 基督 信者で あるから 余の 好む 人 は 重に 基督 信者の 中に ある 乎と 云 ふに 決して 雨う ではな 

い、 否な、 余 は 余の 最も 好まざる 人 を 基督 敎 信者の 中に 發見 する、 熱心 家と 稱 して 科學的 常識に 全く 
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缺乏 する 人、 韜晦 を 愛して 透明 を 避く る 人、 否な、 透明 を 暗愚な りと て 嘲け る 人、 非常に づ るい 人、 

依賴の 人、 懶 ける 人、 是れ 余が 今の 基督 敎會に 於て 遭遇す る 人物で ある、 余 も 多分 彼等の 眼から 見た 

らば 缺點 だらけの 人で ある だら ふ、 然 かしながら 余が 今の 基督 敎會 なる ものに 耐えられない 理由 は 余 

一 人が 惡ぃ ばかりで はない と 思 ふ。 

之に 反.^ て 余 は 余の 甚だ 好む 人 を 基督 敎界 以外に 於て 發見 する、 余の 最も 好む 人の 一人 は 西本願寺 

派の 廿术 僧侶で ある、 < ^と 非 戰論を 共に して 永く せの 嘲笑 を 受けし 人 は 激烈なる 基督 敎の 反對 者で ある- 

其 他 余 の 友に して 宗敎 問題 に は 至て 冷淡な 人 も 多く あ る 、 余 は 勿論 余 の 信仰 を 維持す る 上に 於て 彼等 

の 主張に はー步 も讓ら ない 積り である、 然しながら 友誼 は 友誼であって 信仰 は 信仰で ある、 是れ斯 # 

の 逆說の 一 つで ある、 我等 は 死す とも 我等の 信仰 を棄 つる こと は 出来ない、 然れ ばと て 我等の 好まぬ 

人 を 友と する こ とも 出来な い 、 宗敎と 友誼と は 全く 刖 物で ある。 

勿論 同 主義 の 人が 同宗 敎を 信す るに 至って 最も 深い 友誼の 起る の は 言 ふまで もない、 而し て 余 も 幸 

にして 少し は斯 かる 友人 を 有つ、 「我等の 心 を キリストの 愛に 於て 結ぶ 其 愛 は 祝すべき かな」、 是れ 

友誼の 最上で ある、 然しながら 斯 かる 友誼 は 金剛石が 稀れ なる が 如く 稀れ である、 雨う して 金剛石 を 

瓦礫の 如くに 與へ給 は ざり し 神は斯 かる 友人 をば 夥多 賜 はない、 之 を 一 つか 二つ 有てば 充分で ある、 

鳴 呼 キリストに 在る 友人！ 我 何 を 以て か 之 を評價 せん。 

人 その 友の ために 己の 命を捐 つる は 之より 大 なる 愛 はなし、 すべて 我、 汝 等に 命す る 所の 事 を 行 

は 5,- 則ち 我 友な り、 今より 後、 我、 爾曹を 僕と 稱 ばす、 そ は 僕 は 其 主の 行す こと を 知ら ざれば な 


り、 我、 先き に 爾曹を 友と 呼べり、 我、 汝 等に 我 父より 聞きし 所の こと を 盡く吿 げしに 據る (約 

翰 俾.； '五 章ト： 二、 む S ；、 十五 節)、 

是れは 貴い キリ ストの 一 百 葉で ある、 世に おも 親密なる 關係は 親子で もなければ、 兄弟で もなければ- 

夫婦で もなければ、 師弟で もなければ、 君臣で もなければ、 同政黨 員で もなければ、 同敎會 員で もな 
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い、 世に 最も 深い 關係は 友人の 關係 である、 すべての 關 係が 友人の 關係 となる まで は 永久の 關係 とな 

る こと は 出来ない。 父子 もた が ひに 友人と なりて 最も 親密なる 父子と なる ので ある、 兄弟 も 夫婦 も 君 

臣も 師弟 も 同じ ことで ある、 我等 は 夫婦た るよりも 先づ 友人でなくて はならない、 君臣で あるよりも 

先づ友 人 でなくて はならない、 神で さへ も 我等 し き 人 問と 深き 關 係に 入らん と 欲せば 先づ 我等と 友 

人の 關 係に 人り 耠ふ、 友人と ならす して 政黨 員と なりたれば とて、 敎會 員と なりたれば とて 何んでも 

ない、 余輩が 今の 敎會 なる ものに 重き を 置かな いのは その 友-人の 關係 になった もので ないから である、 

監督 あり、 牧師 あり、 執事 ありて 今の 敎會 なる もの は 小 政府であって、 家庭で はない、 友誼 的 團體た 

る俱樂 部で はない (語弊 は ある けれども)、 斯 かる 所 は 靈魂を 養 ふ 所ではない、 今の 敎會 なる もの は 

裁判所の 一種で ある、 "五：： 人の 缺點を 指摘 詰責 せらる k ための 所で ある、 誰が 斯 かる 所に 安堵して 25 ら 

ふぞ。 

も U/ ヽ  誊 9 肇誊 螫，誊 9 誊曹 9 誊看 

然しながら キリ ストの 敎會は 素々 斯 かる 者ではなかった らふと 思 ふ、 敎會と は實に 友人の 團體 であ 

つたので あら ふと 思 ふ、 則ち 友誼て ふ 人間の 最も 深い 關 係に 由て 繁 がれた 團體 であった ので あら ふと 

思 ふ、 其 建設の 初期に 方て 之に 非常の 發達 力の あつたの は 全く 之が ためであった らふと 思 ふ、 然る を 

後世の r 宗敎 家」 なる ものが 屮 I て、 此 神の 造り 給 ふた 美 はしき 友人の 團體を 政府の 一種に 變 じて 了つ 
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たので あら ふと 思 ふ、 余の 靈魂は 實に斯 かる 敎會を 要求す る、 余 は キリストの 友と なりて、 また 彼の 

友， を 余の 友と して 有ち たく 欲 ふ、 嗚呼、 斯 かる 敎會を 今日 起す こと は 出来まい 乎。 

然 かし 若し 今日 直に、 友人の 敎會、 叉 は 敎會の 友人 を 有つ ことが 屮 I 來 ないならば， 余 は敎會 なくと 

も 友人 を 有ち たく 思 ふ、 敎會の 無 いのは 忍ぶ ことが 巾 Z 來る、 し 友人の 無 いのは 忍ぶ ことが 出来ない、 

故に 余 は キリ ストの 敎會の 建つ のを俟 ちつ 、ある 間 は、 すな はち 少しな りと も 其 建設に 貢獻 しつ 、あ 

る 間 は、 余の 靈 魂の 慕 ふ 少数の 友人 を 余の 心の奥 窒に迎 へ、 其處に 出来 得る 限り 彼等 を 款待して、 此 

冷酷なる 世に 在る 間、 天國に 在る が 如き き 靈交を 味 は ひたく 欲 ふ。 


今年の クリス マ ス 

クリスマス の 意味、 平和の 中心 點 

叉 クリス マ スが參 りました、 财 年の 通り 甚だ 歡ば しくあります、 然 かし 如何に 歡ば しいか、 それ は 

歲々 變 ります、 今年の クリス マスの 歡 ばし さは 昨年の それと は 遠 ひます、 今年の クリス マスと 三十 年 

前の クリ ス マ スとを 較べ て 見ます と、 何やら 同じ タリ ス マス ではない やうに 感ぜられます。 

然か しそれ は 雨う あるべき 害で あると 思 ひます、 私共の 信仰 は 常に 進步 すべき ものであります、 基 

督敎は 1 年 や 二 年で 其 奥義が 解る ものではありません、 日に日に、 歳に 歳に 新ら しく 感ぜられる のが 

基督 敎 であります、 基督 敎は 毎年 新ら しい 宗敎の やうに 感ぜら るべき 害の ものであります、 隨 てクリ 


ス マ スの痦 しさ、 有難 さも 歳 毎に 新ら しく 感ぜら るべき：^ であります。 

クリスマス！ キリストの お生れ 遊され た 日！ 此日は 基督 信者に 取りて は實に 意味の 深い 日で あ 

ります、 若し 此 日がなかったならば 今日の 私共の 生涯 は 全く 別の 物で ぁッ たで ありませ う、 世に は 私 

供が 景慕 する 英雄 豪傑 は 衆多あります、 然 かし 其 中の 一人が 生れな かッ たと て 私共の 生涯に 左程の 差 

違 はな かッ たら ふと 思 ひます、 縱令 -ー ュ ー トンが 生れな かッ たら ふが、 コ ロム ゥ H ルが 生れな かッた 

らふが、 ワシントンが 生れな かッ たら ふが、 それが 爲 めに 私供の 生涯が 今日と は 全く 違った もので あ 

つたら ふと は 思 はれません、 一一 ュ ー トンな しに も 私供 は 宇宙に 就て 大分 知て 居ッ たら ふと 思 ひます、 

コ ロム ゥ H ル なしに も 英國は 如何に かして 其 自由 を 恢復した らふと 思 ひます、 ワシントン なしに も 米 

國に大 共和 國は 起ッ たら ふと 思 ひます、 然 かしながら 若し キリ ストが お生れ 遊ばされ なか ッ たなら ば 

私供の 生涯 は 今日と は 全く 異っ たもので あつたに 相違ありません、 キリスト は獨 一 無二の 人物で あり 

ます、 彼に 似た者と て は 他に 一 人 もありません、 彼 は 一 人の 人ではありません、 彼 は 唯 一 の 人で あり 

ます、 釋迦も 孔子 も ソクラテス も 私供に キリストの 代理 を 勤めて 吳れる こと は 出来ません、 キリスト 

に 由て 顯 はれた る 眞理は 他の 人に 由て は 決して 顯 はれませんでした。 

クリスマス！ 此 日に 私の 自由 も 救濟も 希望 も 永生 も 生れ 來っ たのであります、 私 をして 今日 活き 

るの 甲斐 あらしめ しすべ ての 善き 物 は 此日此 時世に 出た のであります、 キリ スト は 今 は 私の 萬 事で あ 

ります、 彼 は 私の 義、 救濟、 生命であります、 彼 は 令 は 私自身であります、 今 は 私に は 「私」 なる も 

の はない のであります、 若し 在る とすれば それ は 私が 「罪の 私」 として 旣に棄 去った ものであります、 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられた リ、 もはや 我れ 生ける に 非ず、 キリスト 我に 在りて 生けるな 
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り、 今、 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲 めに 己 を捨し 者、 卽ち 神の 子 を 信ずる に 由リて 

生けるな リ (加 拉太書 二 章 二十 節)、 是れ今 口の 私の 生涯で あるの みならす、 叉す ベての 基督 信者の 

生涯であります、 キリストの 降 世に 由て 新 生涯が 此 世に 始 つたので あります、 爾 うして 私 も 其 生涯に 

入る を 得て、 其 生涯 は 又 私の 生涯と なった のであります、 クリスマス！ 此日は 私の 救 主の 生れ 給 ふ 

た 日であります、 爾 うして 又聖 めら れ たる 新ら しき 私供の 生れた 口であります、 私供 基督 信者の 生涯 

は 文久ゃ 慶應ゃ 明治に 始っ たもので はありません、 これ は 一 千 九 百年 前の 昔し ュ ダャ のべ ッレ ヘムに 

始っ たもので あります、 我等 は キリストの 屬 であります、 故に キリストの 生涯 は 我等の 生涯で ありま 

す、 我等 は キリス 卜と 偕に べッレ ヘムに 生れ、 キリストと 偕に 成長し、 キリストと 偕に 人に 憎まれ、 

世に 棄 てられ、 彼と 偕に 十字架に 釘 けられ、 彼と 偕に 葬られ、 爾 うして 終に 彼と 偕に 更生り て 父の il^ 

に往 くもので あります、 私供 は キリストの 御 生 •  独を歷 史的に 研究す るの みに 止って はなり ません、 义 

實踐 的に 其聖 足の 跡に 從ふ のみに 止って はなり ません、 私供 は實 質的に キリ ス ト と同體 になら たけれ 

ばな りません、 卽ち 葡萄の 樹の 枝が 其 幹に 連なる やうに 私供 は キリストの 一部と なりて 彼の 生涯 を 我 

が 生涯と なさなければ なりません、 福音書 卽ち 我が 履歷 書と なさなければ なりません。 

爾 うし て 信仰 の 進歩と は 是れで あら ふと 思 ひます、 信仰の 進歩と は 必 しも 我が 德性 の 完備す る こ と 

ではない と 思 ひます、 叉必 しも 我が 確信の 益々 强固 となりて、 岩 をも鎔 かす 熱心 を 起す ことで はない 

と m わ ひます、 信仰の 進歩と は キリ ス ト に 近寄る ことであります、 キリス トが 信仰の 目的物で ある の で 

あります、 彼に 達して 私供 は 信仰の 極致に 達する のであります、 彼が 私供に 來 るので はありません、 

私供が 彼に 柱く のであります、 或 ひ は 私供が 彼に 牽 きつけら る.^ のであります、 爾 うして 彼の 生 Si が 


全く 私供の 生涯と なる に 及んで 私供 は 私供の 「馳 るべき 途 程を盡 し」 たのであります、 キリストの 御 

誕生が 私共の 誕生と なり、 キリ ス 卜の 死が 私共の 死と なり、 彼の 復活が 私共の 復活え なる まで は 私共 

は 未だ 全く キリス トの屬 と 成った のではありません、 爾 うして クリ ス マ スが 少しな りと 實に 誠に 我が 

誕生日と して 祝 せらる k に 至って 私共 は 稍々 キリストに 近寄った の であると 思 ひます。 

0OOOOOOOOOO0OOOOOOOOOO0O 

クリスマス！ 此日 をす ベての 人の 誕生日と なさなくて はなり ません、 私共の 敵 も 味方 も 皆な W び 

此 日に 生れ 更ら なければ なりません、 世界 萬國の 人が 皆な 此 口 を 其 誕生日と.： えむ るに 及んで 始めて 眞 

個の 平和が 地上に 臨む のであります、 主 一つ、 信仰 一 つ、 パブ テス マ 一 つ、 神、 卽ち萬 人の 父 I つ 

(以弗 所 書 四 章 五、 六 節)、 然り、 誕生日 一 つ、 東北人 も 西南 人 も、 關東人 も 肥 後人 も、 然り日 水 人 

も 露 西" 亞人 も、 外交上の同盟に由て^-はなく、 神が 斯 世に 賜 ひし 唯一 の 生命の。 ハ ン なる ィ H ス キリス 

トの血 を 飮み肉 を 食 ふこと に 由て、 骨肉 の 兄弟 も 管なら ざる 靈 の 兄弟 姉妹と なる に 及んで 眞個 の 平和 

が斯 世に 臨む のであります、 それまでの 平和 は 皆な 假 りの 平和であります、 武装 的 平和であります、 

よは ひ 

人が 皆な 性 を 異にし、 齢 (誕生日) を 異にし、 國を 異にし、 人種 を 異にし、 宗敎を 異にし、 宗派 を異 

にす る 間 は 或る 種の 戰爭は 決して 絕 えません、 彼等が すべ て是 等の 異同 を 忘れ、 すべてべ ッレ ヘムに 

柱いて、 天使の 讚美の 歌に 伴 はれて キリス 卜と 偕に 槽の 中に 生れる まで は 永久の 平和 は 世に 臨み ませ 

ん。 

爾 うして 斯 かる 平和 は 世に 臨みつ、 あります、 萬 民 は徐々 とべ ッレ ヘムに 向 ひつ & あります、 彼等 

は 相互の 血 を 流しつ，^ ある 問に も ダビ ヂの 村に 向 ひつ、 あります、 彼等 は 正義の 名を藉 りて 戰を 開き 

ましても、 人道の 名に 餘儀 なく せられて、 之 を 止めざる を 得ざる に 至りました、 文明と 云 ひ、 人道と 
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云 ひます もの .^、 是れは 皆な ベ ッレ ヘムへ の 途中であります、 非 戰論は 嘲 けられ ますが、 それ は 東洋 

の 日本 國に 限ります、 文明の 本舞臺 なる 西洋 諸國に 於て は 非 戰論は 今や 事實 上の 大勢 力であります、 

今年 九月 十九 日瑞西 國ルチ H ル ンに 於て 開かれました 第 十四 囘萬國 平和主義者 大會に 於き まして は 

口 本國を 除く の 外す ベての 文明 國は 代表され まして、 曾て 詩人 テ 一一 ソ ンが 夢想せ し 世界 議會 (parlia- 

ment of  the  world)  開設の 議 さへ 其 議事に 上る に 至りました、 軍備 は擴 張され つ、 ある 問に 軍事よ， 

日々 に不人 §W になり つ-あります、 宗敎 家が 戰爭を 謳歌し つ、 ある 問に (呪 ふべき 彼等よ！) 商人 や、 

O0OOOOOOO0OOOOOOOOC0O0O 

製造 家 は 相 結んで 戰爭廢 止 を 企てつ X あります、 べッレ へ ムに 於け る呱々 の聲は 今や 世界の 舆論 とな 

りつつ あります、 戰爭に 疲れ 果たる 此 世界 は 東の 方の 博士の 如くに 星に 導かれて 平和の 君 を其槽 の 

中に 探りつ k あり， ます、 「すべての 道路 は羅 馬に 向 ふ」 との 諺に：^ れす、 すべての 事件 はべ ッレ へ ム 

に 向 ひつ k あります、 商業 も 工業 も、 農業 は 勿論、 政治 も 敎育も 皆な ベ ッレ ヘム の 平和 を 翹笔ら 、あ 

ります、 世界 歷タの 終局 點は 他ではありません、 日本の 東京ではありません、 英國 の倫敦 では ありま 

せん、 ユダヤの 郡 中に ていと 小さき ものなる べッレ ヘムであります、 其處に 平和の 君が 生れ 給 ひまし 

た、 そうして 其 處に萬 國の民 は 再び 生れなければ なりません、 そうして 其處に 再び 生れて、 露 西亞の 

熊 も 英國の 獅子と 共に 棲 ひ、 獨 逸の 豹 も 米國の 肥えた る 家畜と 共に 居りて べッレ ヘムの 小さき 童子の 

つ. ぎ  すき  やり 

導く 所と なります (以賽 亜 書 十一 章 六、 七 節)、 其 時劍は 打ち か へられて 鋤と なり、 搶は 鎌と なり、 

國は國 にむ かひ 劍を あげす、 戰鬪 のこと を 再び 學 ばざる に 至ります (同 二 章 四 節)。 

爾 うして 私共 は 又 世が ベ ッレ ヘム に來 るの を 手を束ねて 待って 居って はなり ません、 私共 も 進んで 

彼等 を 其處に 連れて 往 かなければ なりません、 少く とも 彼等に べッレ ヘムの ある こと を 明かに 示さな 


け わば なりません、 或 ひ は 口 を 以て、 或 ひ は 筆 を 以て、 又 其 他の すべての 方法 を 以て 私共 もまた べッ 

レ ヘムの 星と なりて 東方の 博士の みならす、 其 賢者 を も 愚者 を も、 ユダヤの 王と して 生れ 給 ひし 人類 

の 王に して 其 救 主なる 者の 許に 導かなければ なりません、 眞 個の 平和 は渠の 君に 於ての み 布し ます、 

世の 所謂る 平和運動なる もの は 永久の 平和 を來 すに 足る ものではありません、 家庭の 平和 も、 社會の 

平和 も、 國 家の 平和 も、 世界の 平和 も、 べッレ ヘムの 平和に あらざる 以上 は 永久 眞 個の 平和で はあり 

ません、 世に 平和 を與 へたい とならば べッレ ヘムの 平和 を與 ふるより 他に 途 はありません、 it 道是れ 

唯一 の 平和 事業であります、 平和 を宣 ベ、 善き ことの 福音 を宣 ぶる 者の 足 は 如何に 美 はしき かな (羅 

馬 書 十- K 十五 節)、 萬 民の 平和 を 望む 者 は 政治に 入る より も 寧 ろ 福音 の 傅 逝 に 從_5；^ す ベ き ， で あ り ます 一 

ベ ッレ ヘム の 夕 をして キリス ト 降誕の 日た るに 止めす して、 新ら しき 天と 新ら しき 地との 開闢の n た 

らしむべき であります。 

鳴 呼 キリス ト はべ ッレ ヘム に 生れ 給 ひました、 神 は 讚美すべき であります、 私の 永生の 希望 も、 萬 

民の 救濟の 希望 も、 社會改良の希^11-も、 萬國 平和の 希望 も、 希^と いふ 希望 はすべ て此 一事に 存 しま 

す、 神が 人となりて 人の 中に 降り 給 ひしと よ、 驚くべき 音、 然 かも 信すべき 昔れ …… 我等 は此 音れ に 

接して 我等の 斯 せの 事業に 就て 決して 失望して はなり ません、 祌は已 に 業に 世に 降り 給 ひました、 罪 

の 11、 世界の 改善 は 巳に 業に 始まりました、 我等 は 唯 我等の 微力 を 以て 神の 聖業を 協贊し 奉る のみ 

であります、 べッレ ヘムの 槽に 始まりし 神の 偉業 は キリストの； 冉來、 聖徒の 復活、 萬 物の 復興 を 以て 

終るべき 者であります、 神の 聖意は 必す行 はれます、 縱令大 政府が 之に 逆 ふが、 假令 新聞記者が 總掛 

りに 成りて 之に 反抗し やうが、 縱 令全國 民が 起って 之 を 妨げ やうが、 神の 聖意は 太陽が 東より 出て 西 
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に 人る よりも 確かに、 河が 其 源に 發 して 大洋に 注ぐ よりも 確かに、 吃 度、 必す此 世に 行 はれます、 主 

H ホバ此 事 を 宣べ給 ヘリ、 彼 必ず 之 を 行 ひ 給 ふべ し、 キリスト は旣に 生れ 給 ひました、 彼 は旣に 昇天 

し 給 ひました、 故に 必す W び 來り給 ひます、 八； 'はま だ 夜であります、 然 かし 歡びは 朝と 同， 時に 来り ま 

す (詩篇 三十 篇 五節)、 ベ ッレへ ム の 星 は 復活の 朝を吿 ぐる 曉の 明星であります、 爾 うして 旣に此 星 

を 見ました 私共 は 愈々 光輝 を增 して 晝の 正午に 至る 旭日の 到 來を疑 ふて はなり ません (箴言 四 章 ト 八 

節)、 戰爭も 終に は 止みます、 獰人も 惡人も 奸物も 終に は 滅びます、 私共の 事業 は 無益で はあり ませ 

ん、 私共 は今晚 またべ ッレ ヘム の 星 を 仰ぎ 瞻て 私共の 垂れた る 首 を 揚げ、 私共の 失 ひたる 希 を 恢復 

し、 新ら しき 勇氣を 得て 新ら しき 歳に 新ら しき 事業 を 計畫す べきで あり ます。 
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パプ テス マの 目的 

四月 サニ n 埼玉縣 和 戶敎舍 に 於て 

是 故に 汝等 ゆきて 萬！； の に パプ テス マ を 施し、 之 を 父と 子と 聖靈の 名に 人れ て 弟子と し。 お 太 

傳廿八 章 十九 節。 

パプ テス マと は 如何なる 式で ある 乎、 其 事に 就て 予は 八，' 日 述べん と 欲する ので はない、 或 ひ は 水に 

浸す 式で ある 乎、 或 ひ は 水 を 掛ける 式で ある 乎、 或 ひ は 水 を 儒る 式で ある 乎、 是れ予 の 明白に， 5 る處 

ではない、 或 ひ はバプ テス マと は 全く 水 を 要せざる 式で ある 乎 も 知れない、 バプ テス マの 字義に 就て 

今日 論議 を 闘 はすの は 全く 要の ない ことで あると 思 ふ。 

聖書の 言葉から バプテ ス マ は 如何なる 式で あつたか を定 むる こと は 甚だ 六ケ 敷い、 然 かし パプ テス 

マの 目的の 何んで ありし 乎 は 聖書の 明白に 敎 ふる 所で ある、 パプ テス マ は 如何なる 式で あるに もせよ- 

是れは 人 を 父と 子と 聖靈 の 名に 入れて キリストの 弟子と なす 式 で あった こと 丈け は 明かで ある、 如 3： 

なる 信者で も此 式に 與 かるの 必要が ある、 或 ひ は 之 を 監督 牧師 官： 敎師 などい ふ敎 職の.^ より 受けざる 

とする も、 或る 莊嚴 なる 方法 を 以て、 祌と 人との 前に ナザレの ィ H スの 弟子と 成りた る こと を 表.. n す 
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るの 必要が ある。 

然 らば. パブ テス マの 目的 は 何んで ある 乎と 問 ふに 是れは 父と 子と 聖靈の 名に 人る ことで ある、 卽ち 

しち ミ 

三位 一 體の神 を 認め、 之 を 我が 主、 我が 理想、 我が 祟 拜のロ 的 物と してせ- A め 奉り、 之に 子と して、 僕 

として 事へ まつる に 至る ことで ある、 三位 一 體の 神を認 むる まで は 基督 敎の バプテ ス マ を 授かる ベ き 

ではない、 祌は * 往昔 は獨ー 無二の 能力 ある 祌 として 自己 を アブラハムに 顯 はし 給 ふた、 乂 其後モ ー セ 

を 以て H ホパ の 神と して 自己 を顯 はし 給 ふた、 故に ュ グャ人 は 皆な 雲と 海に て パブ テス マ を 受けて モ 

l セに 屬けリ とい ふ (コ リン ト 前書 十窣 一 一節)、 然 かし 基督 信者の 拜 する 祌は單 に 天地 萬 物の 造 主で 

はない、 彼 はまた 單に 正義 仁愛の 神で はない、 彼はィ H スキ リストの 御 父なる 神で ある、 キリストに 

在りて 世の 罪を聰 ひ、 彼に 由り て 生命の 靈 なる 聖靈を 下し 給 ふ 神で ある、 神 を 父、 子、 聖 靈と認 むる 

まで は 基督 敎の 信仰 はない、 H ホバ の祌が ユダヤ人の 特 训の祌 であった やうに、 父、 子、 聖靈は 基督 

信者の 特训の 神で ある、 我等 基督 信^ は 世. 界萬 0!^ と共に 同様の 神を拜 する ので はない、 卽ちゾ I- ァス 

トル 敎徒、 々敎 徒が 拜 する 同じ 祌を拜 する ので はない、 我等 は 三位 ー體の 祌を拜 する ので ある、 斯 

かる 祌は 他の 宗敎に はない、 是れは 基督 敎が 世に 傳 ふる 獨特の 神で ある。 

父と 子と 聖靈を 認め、 三者の 聖 なる 相互 的關 係を識 り、 其信賴 者、 其歸依 者、 其？ ぉ拜 家た らんと 欲 

して 玆にバ プ テ ス マ の 式に 與 かる の である、 此靈覺 と 決心と がな くして 如何なる 方式の バ プ テス マに 

與 かると も 全く 無益で ある、 三位 ー體を 認めざる 者の 受 くる パプ テス マ 式 は 全然 無意義で ある、 バプ 

テス マ は敎會 の入會 式で はない、 之 は 又 何にも 或る 利益の 伴 ふた 儀式で はない、 之 は 或る 特训の 信念 

を 表白す るた めの 宣誓式で ある、 基督 敎の傳 ふる 特训の 神 を 明，： n に 了解せ ざる 者の 徒らに 受 くべ き 式 


ではない。 

日本 譯の 聖書に は 「名に 入れ」 と ある、 然 かし 之 は意譯 である、 X 布躐 語に て はた 「名にまで」 と 

あるば かりで ある、 然 かし 「まで」 とい ふ は 「に 入れて」 とい ふより は 意味が 强く ある、 今 全 節 を 直 

譯 すれば 左の 如くになる、 

萬 國の民 を 父と 子と 聖靈の 名にまで バ プ テス マ し 之 を 弟子と すべし 

0  0  .i 

と 扨、 名にまで バプ テス マす ると は 何う いふ 事で あら ふか、 「まで」 と は希臘 語で は eis とい ひ、 

. »  に びび i  . . 

英語で は into 叉 は imto とい ふ、 方向 を 示す 言葉で ある、 旅人が 東京にまで 往 くと いふ は、 東京に 

向って 往 くと. いふ ことで ある、 此 小なる 言葉の 中に 旅人の 取るべき 三つの 態度が 含まれて ある、 第一 

は is^ 京に 向って 其方 向を轉 する ことで ある、 第二 は 東京に 向って 其步を 進む る ことで ある、 第三 は 終 

に 東京に 着す る ことで ある、 信者が 父と 子と if ー靈 にまで バ プ テス マ を受 くると い ふの も ！：！： じこと で 

ある、 第一 は 三位 ー體の 神に 向って 彼の 心の 方向 を轉 する ことで ある、 第二 は此聖 き、 高き 愛の 祌を 

理想と して、 之に 傚 はんと 欲して 彼の 日々 の 生涯 を 送る ことで ある、 第三 は 終に キリスト と^に 神の 

子と 成る を 得て、 此 理想、 此 完全に 達する ことで ある、 £;^|れがバプテス マの 目的で ある、 罪 を 離れ、 

愛 を 行 ひ、 終に 父の 完全が 如く 完全くなる ことで ある。 

上が バ プテ ス マ の 目的で あると すれば 是れは 一 時の 式で ない こと は 明白で ある、 我等 は 完全の 祌 

にまで バブ テス マ せらる \ の である、 故に 之に 到着す るまで は 我等の バプ テス マ 式 も 了らない ので あ 

る、 我等 は實に 日々 にバブ テス マ 式 を 授かるべき 者で ある、 卽ち 父の 國に 於て キリス 卜と 偕に 榮を受 

くるまで は 我等 は 常に 此聖 式に 與 かるべき である、 パプ テス マ を 一時の 式と 見る の は 犬なる 誤 ® であ 
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る、 是れは 終生 楱 くべき 式で ある、 我等 は 之 を 三位 一 體の祌 にまで 受けた ので ある、 雨う して 今 は 彼 

に 向って 進みつ、 ある 者 なれば、 今尙ほ 日々 之に 與 かりつ、 ある 者で ある、 我等 は パプ テス マに 由て 

信者と なった ので はない、 信者と なり 始めた ので ある、 我等 は 今 信者と なりつ、 あるので ある、 雨う 

して 神の 國に 入って キリストの 貌に傚 ふ を 得て 始めて 我等の パプ テス マ 式 は 了る ので ある、 父、 子、 

聖靈の 名にまで バプ テス マし 云々、 我等 は此 小なる 「まで」 の 一 語 を 忘れて はならない。 

三位 一 體 論の 詳細に 就て は 之 を 拙著 『基督 敎 問答』 (第 八卷 『敎義 研究 上』 參照 —編者〕 に 於て 見られ 

ん こと を §1^, む 0 

ュ ダの 反逆 

五月 二十 rM 角 害 自宅に 於て 

馬可傳 十四 章 三 節より 十一 節まで、 十七 節より 廿 一節まで、 ra: 三 節より s 六 節まで。 

ィ ス カリ ヲテの ュダは 何故に ィ H スに叛 きし 乎、 ィ ェ スに 就て 失び ti" してな り、 彼はィ ェ ス より 政治 

的 並に 社會的 革命 を 望んだ、 然るに ィ H スが其 望に 應ぜ す、 幾囘か 好き 機會の 到来せ しに 係 はらす、 

之 を 逸し、 彼れ ュダが 待ち望みし 大々 的 政治的 並に 社會的 運動 を 開始せ ざり し を 見て、 失望の 極 終に 

イエ スを 恨み、 之 を 其 敵の 手に 附た すに 至った ので ある、 ュダは 世に 所謂る 惡 人ではなかった、 彼 は 

il の 己の 利^の ために ィ H ス に從 つたので はない、 彼は當 時の 愛國 者であった、 今日の 言葉 を 以て 曰 へ 


ば 熱心なる 社會 改良 家であった、 彼 は 彼の 國 人の 多 數と 等しく メシャ (救世主) の 職 を 現世 的に 解し 

た、 卽ち 救世と は 政治的に 叉 は社會 的に 世 を 救 ふこと であると 思 ふた、 然るに ィ H スのメ シャ的 思想 

は 全然 是と 異なり、 全然 心靈 的であった 故に、 ュダは 自己 はィ H スに 欺かれた りと 感じ、 憤怒の 餘り 

彼に 叛 いて 彼 を 敵 人の 手に 渡した ので ある。 

雨う して 此 疑惑、 此 失望、 此 憤怒 はュダ 一人に 限ら-なか つたと 思 ふ、 十二 弟子の すべてに 多少 此叛 

逆の 精神が 起った やうに 見える、 馬 可傳第 十四 章 第 四 節に 「或る人々 互に 怒 を 含み 言 ひける は」 と あ 

る は 弟子 等 を も 指して いふた ので あると 思 ふ、 「此 を 糜すは 何故 ぞゃ、 之を鬻 らば 三百 あまりの デ 

ナリを 得て 貧者に 施す こと を 得ん」 と は社會 改良 家の ィ H スに對 する 不平であった、 然るに ィ H スは 

彼の 頭に 此價 貴き ナ ルドの 香油 を沃 ぎし 婦人 を 賞め て 不平 的 批評 を 試みし 弟子 等 を 誡め給 ふた、 婦人 

はィ H スの 救世 的 事業 は 彼の 贖罪の 死 を 以ての み 遂げら る \ ものである こと を 知った、 然るに^^子等 

は 此事を 解せ す、 イエ ス が何處 まで も 彼等 を 率 ひて 大王 國を此 世に 建設し、 神政 を 世界に 布かん こと 

を 望んだ。 

十一 一 弟子の すべてに 此失 tlK と 憤怒と があった やうに 我等 今日の 信者に も 亦 キリストに 對 する 此 反逆 

の 精神が 無から ざる を 得ない、 今の 信者 も キリストの 許に 來る 時には 大抵 は ュダと 同じく 現世 的の 希 

望 を 以て 來る、 キリスト 敎は 文明 國の 宗敎 であると か、 社會 改良の 最大 勢力で あると か、 人類の 最高. 

道徳で あると か、 幸福なる 家庭の 建設者で あると いふが 如き、 基督教の 現世 的 利益 を 信じ、 自己 も 其 

福利に 與 からん と 欲して キリストに 來る 者が 甚だ 多い、 然 かし 斯 かる 者 は遲 かれ 早 かれ ィ ス カリ ヲテ 

の ュダと 成り 了らざる を 得ない、 基督 敎は 勿論 現世 を 益す る 者で ある、 然し 現世 を 益す る 前に 人の 靈 

明治 三十 九 年  I 一三 七 


魂 を； s する 者で ある、 雨う して 人の 靈魂を 益す るに 方て キリスト は先づ 一度 は 世に 棄 てられ * 辱 かし 

めら れ、 十字架の 死 を 遂げなければ ならない、 キリスト は 人の 靈 魂の 糧 とならん ために は 世の 殺す 所 

とならなければ ならない、 然 かし 是れキ リストより 直接に 現世 的 利益 を^む 者の 到底 解し 得ない 所で 

ある、 故に 斯 かる 信者 (所謂る) は 彼に 就て 躓く、 彼等 は 曰 ふ 「基督 敎は 以て 終に 國 家と 社 會と を齊 

ふに 足らす」 と、 斯くて 彼等 は キリスト を 去て 政治に 入り、 社會 主義者と なる、 彼等 は キリストに 就 

て餘 りに 緩慢く 感 する、 彼等 は 短刀 直 入、 直に 政治、 叉は實 業、 又は 社會 主義 を 以て 世 を 救 はんとす 

る。  ， 

イス カリ ヲテの ュダと 云へば キリ ストの 敵の 張本人で ある 乎の やうに 思 はれて 居る、 然 かし キリス 

ト より 現世 的 利益 を 求めん と 欲する 者 はすべ て ュダの 徒で ある、 キリ ストの 贘 罪の 何たる 乎 を 解せ す、 

聖靈の 恩赐の 3: たる 乎 を 知らす、 キリスト 敎とは 社會的 最高 道德 なりと か、 固 家 精神の 現 化な りと か 

唱へ て、 我 も 人 も キリ ストの 現せ 的 利益に 浴 せんと 欲する 者 は 一 度 は 必すィ ス カリ ヲテの ニダと 同じ 

く キリス 卜に 叛き、 彼を棄 去る 者で ある。 


キリストの 表白 

五お 廿七 H 角喾自 {モ に 於て 

凡そ 人の 前に 我を識 ると 言 はん 者 を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 之を識 ると 一 百 はん、 人の 前にお を 


識ら すと 言 はん 者 を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 識ら すと 一一 ー曰 はん。 馬 太 傳十隶 卅ニ、 卅三 節。 路加 

傳 十二 章 八、 九 節。 

茶惡 なる 此 世に 於て 我と 我 道 を 恥 づる者 をば 人の子 も 亦 聖 使 と共に 父の 榮光を 以て 來る時 之 を- 

恥づ べし。 馬 可 傅 八 章 三十 八 節。 路加 傳九章 二十 六 節。 

若し 汝 口にて 主ィ H スを認 はし、 又汝 心に て 神の 彼 を 死より 甦らし、 を 信ぜば 救 はるべし。 羅馬 

書 十 章 九 節。 

是に 類した る 聖書の 言葉 はま だ 他に も澤山 ある、 ユダヤ人の 宰 I 一  コ デモが 人の 目を撣 かり 夜 イエ ス 

を訪 ふたとの 事の 如き (ヨハネ 傳三章 )、 ぺテ a が 幾^かざる 前に 三次 イエス を識ら すと 言 ひしと 

の 事の 如き (馬 太 傳仆六 章 六 九 節 以下)、 パ ゥ Q が 我 は 福音 を 恥と せす と 一一 一一 a ひしが 如き (羅馬 書 一 章 

十六 節)、 皆な 此類 である、 キリストの 直弟子で すら 彼に 就て 恥ぢた ことがあ ると 見える。 

不信者 は 公然と 其 不信 を發 表して 博らない、 然 かるに 基督 信者 は キリス トに 於け る 其 信仰 を 公言す 

るに 躊路 する、 貴族に して 其 地位 を 恥る 者 はない、 然るに 祌の 子な りと 稱 する 基督 信者 は祌 より 賜 は 

りし 特權に 就て 恥る、 是れは 最も 奇異なる 現象で ある。 

多くの 基督 信者 は 曰 ふ、 「我 は 心に キリスト を 信す、 故に 之 を 人の 前に 發 表する に 及ばす」 と、 斯 

くて 彼等 は 不信者の 前に は 之 を 包んで 言 はない、 彼等 は 「耶蘇 信 i^」 として 世に 認めら れんこと を懼 

る、 彼等 は隱れ たる 信者と して^ 在 せんこと を 欲す、 彼等 は 信仰の 表白 は 用な きのみなら す辔 ありと 

言 ふ、 彼等 は 信念と 實 行と を 以て 彼等の 信仰 を顯 はすべし と 云 ふ。 

然 かし キリス トは斯 かる^ 病的 沈默を 喜び 給 はない、 彼は我等ょり明门なる信仰の^！^，：：を要め給ふ、 
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勿論、 我等 は 人の 問 はざる に 我等より 進んで 我等の 信仰 を吹聽 する に 及ばない、 我等 は 豚の 前に 眞跌， 

を 投じて はならない、 人 を 見れば 直に 之に 我が 宗敎 を說 くが 如き は 是を無 禮の行 爲と云 はざる を 得な. 

い、 我等 は 我等の 信仰 を展覽 物と なさ る やうに 注意すべき である、 然 かし 濫りに 之 を 世に 示さ る 

の は 之 を 沈 默に附 する の 謂で はない、 我等 は 時と 場合に 由て は 明白に 我等の 基督 敎的 信仰 を 表白し な. 

ければ ならない、 我等 は 人の 前に 基督 信者た る こと を 恥て はならない、 我等 は 人 をして 我等の 基督 信 

者た る こと を 疑 はしめ て はならない、 殊に n 本人 多数の やうに 基督 信者 を 忌み嫌 ふ 者に 向って は 我等 

は豫め 明， 日に 我等の 基督 信者た る こと を吿 白して 置かなければ ならない。 

キリス トが 我等より 信仰の 表白 を 要求し 給 ふの は キリス 卜 御自身の 利益 を 思 ふて に はない、 キリス 

トは 今時の 醫師ゃ 代言人の やうに 自己 を 世に 向て 廣吿 して 吳れ ない とて 怒る やうな 賤ぃ 者で ない こと. 

は 何よりも 明 S である、 信仰の 表白が キリストの 爲 であるならば 彼 は 之 を 我等より 求め 給 はない に 相 

違ない、 然 かし 之 は 彼のた めで はない、 我等 彼 を 信す る 者の ためで ある、 我等 は 彼 を 人の 前に 表 お す 

るに あら ざれば 彼 を 我が 所有、 我が 救 主と なすこと が 出来ない、 キリスト を 我が 友と なさん ために は 

我等が 世に 嫌 はる、 の 必要が ある、 我等が 世人に 彼等の 一人と して 認められる 間 は キリスト は 我等の 

心に 臨み 給 はない、 我等 は 彼 を 我等の 心に 迎へ 奉る ために、 我等の 信仰 を 世に 表 はし、 我等 は キリス 

トの屬 であつ て、 世の 羼 でない こと を 明白に 世に 吿げ なければ ならない。 

羅馬書 十 章 九， 節に 由れば 人の 救 はる、 の は 心で キリスト を 信す るに 由る ばかりで はない、 是れと 同 

いひ あら 

時に" にて 主ィ H スを認 はすに 由る との ことで ある、 卽ちィ H ス は 主なる こと を認 はすに 由る との ； 

とで ある、 此 公然たる キリストの 識認 なくして は 我等 は 救 はれざる べしとの ことで ある、 爾 うして； HC 


理由 は 明白で ある、 キリス 卜に 救 はる k と はた 無意識に 救 はる、 ので はない、 實 際に 救 はる、 ので. 

ある、 卽ち キリスト を 我が 有と なして 救 はる、 ので ある、 キリスト を實驗 し、 其 苦難 を 我が 苦難と 

し、 其 歡喜を 我が 歡喜 として 救 はる、 ので ある、 キリストと 深き 同情 推察の 關 係に 人て 我等 は 彼に. E 

て 救 はる k ので ある、 爾 うして 世に 向つ て我等の彼に於ける信仰を^1^{::せすして我等は彼に對する此 

深き！： 情 推察 に 入る こ と は 出来な い、 信仰の 表白 は實に 我等の 救靈 上の 必要で ある。 

我が 信仰 を 衷に藏 し 置く は キリ ストに 對 して 不忠で あるば かりで はない、 世に 對 しても 不實 である、 

我等 は 神と 自己と を 欺いて はならない ばかりで はない、 世 を も 欺いて はならない、 我等 は 世の 忌み嫌 

ふ 基督 信者で あるに 係 はらす、 恰 かも 彼等の 親愛す る 世人の 一人で あるかの やうに 自己 を 見せかける 

の は 彼等に 大 なる 迷惑 を懸 くる ことで ある、 予は予 の 敵 人 は 明 C に 予の敵 人た る こと を 予に吿 C せん 

こと を 姿， む、 予の 味方なる が 如くに 見せかけて 予に 近き、 終に 予を捕 へんと 欲する やうな 敵 人 は予の 

甚だ 賤む 所の 者で ある、 其 如くに 我等 も 基督 信者た る こと を f に 公言すべき である、 我等 は キリス ト 

の 僕に して 世の 敵で ある、 世人 は 宜しく 我等に 就て 注意す ベ き で ある。 
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男性的 基督 敎 

忿 怒の 祌聖 

六月 サ 四日 角勞自 に 於て 

イエ ス、 M ルサ レムに 上り、 1 にて 牛、 羊、 鴿を賣 る 者と 免 銀す る 者の 坐せ る を 見、 繩を もて 鞭 を 作り、 彼等 

及び 羊 牛 を 殿より 遂 出し 免 銀す る 者の 金 を 散らし 其 案 を 倒し、 鵠を賣 る 者に 曰 ひける は、，， を- り往 け、 ず 

父の 家 を. „is の 家と する 勿れと、 弟子 等、 汝の 家の ための 熱心 我 を 触 はんと 錄 された る を 憶 起せり (約 翰傳第 

二 章 十三— 十七 節)。 

基督 敎は 愛の 宗敎 であって、 キリスト は 慈悲 一 方の 救 主で あると は 今 q 人が キリストに 就て 懐く 一 

般の 感想であります、 キリスト は 側む 者、 赦す 者、 彼の 服 中には 只 宥恕憐 偶の 淚 あるの みと は 大抵の 

基督 信者が 其 心に _s ふ 所であります、 彼等の 服に 映す る キリスト は 婦人の やうな 人であります、 「汝 

の 我.^ る 愛 は sl^ ならす、 婦人の 愛に も 勝りたり」 (撒 母 耳 後書 一章 廿六 節) と は 信者 全體が キリ 

ス 卜に 就て 懊く觀 念 であります。 

然し そ 叱-は if 、りたる 觀 念であります、 キリス 卜 は 婦人の やうな 救 主ではありません、 彼 力- c ォき 力，？ „ - 

くに 見えた の は 彼に 非常に 强ぃ 所があった からであります、 彼の 愛 は 父なる 神の愛であります 卽ち 

嚴 格なる 强ぃ 堅い 愛であります、 聖書 を 讀んで キリスト を 婦人の やうに 解す るの は 誤解の 最も 犬なる 


ものと 言 はざる を 得ません C 

キリスト は 怒られました、 度々 怒られました、 彼が 傅 道 を 始めら る k に 方て 所謂る 「始めの 神殿の 

捂攘」 が ありました、 叉 傳道を 終らる、 に 方て 所謂 「終りの 掃攘」 が ありました (馬 太 傅 ほ 二 早 十二、 

十三 節)、 始めに は 「柱け、 我が 父の 家 を 貿易の. 冢 となす 勿れ」 と 篤ら れ まして、 兌 銀す る 者、 牛 や 

羊 や 餡 を 賫る者 を 殿より 追拂 はれました、 終りに は 「汝等 は 祌の殿 を盜賊 の： となせ り」 との 更らに 

激烈なる 言葉 を 用 ひられまして、 同じ 事を爲 されました、 此 場合に 於け る キリスト は 決して 柔弱なる 

救 主ではありません、 彼 は 神の 忿怒 を 表 はされ ました、 赏に H ホバの { 糸の ための 熱心 彼 を 蝕 はんまで 

に 怒られました。 

キリスト は 又 頑 硬なる パリ サイ 人 を 見て 幾囘か 怒られました、 「イエ ス怒を 含みて 環 し 彼等が 心 

の 頑 硬なる を 憂へ 云々」 と (馬 可 傳三章 五節)、 彼 は 叉 S 々彼の 弟子の 信仰の 鈍き を 見て 間 怠し く感 

ぜ られ、 怒の 聲を發 せられました、 「喧、 信な き 世なる 哉い つまで 我れ 汝等を 忍ばん や」 と (同 九 章 

十九 節)、 是れ 確かに 忍耐 將 さに 盡 きんと する の聲 であります、 殊に ぺテ n が 其 主の 救世の 事業の 何 

たる を 解せ す、 彼 をして 十字架の 死 を 避けし めんと せし 時、 キリストの 忿怒 は 其 極度に 達し、 彼 を 叱 

咜 して 曰 ひ 給 ひました (日本 譯 聖書に 「戒めて」 と ある は 弱 過ぎます、 「叱陀 して」 であります)、 

サタンよ、 我が 後に 退け、 汝は祌 のこと を 思 はす、 反て 人の こと を 思 ふ 

と (同 八 章 三十 三 節)、 罵詈 叱責の 言葉と して 之より 强 いものはありません、 己の 弟子 を サタンと 稱 

ばれた のであります、 此時ィ H ス はべ テ" が 惡 魔の 手先と なりて 彼 を 誘 はんとし たの を强く 怒られた 

のであります。 

明冶ョ 十九 牟  . 


斯の 如くに キリ スト は 多くの場合に 於て 怒られました、 彼 は 怒る こと 其 事 を 以て 惡事 であると は認 

めら れ ませんで した、 神の 聖 名の 漬 されし 時、 其 公義の 無視され し 時、 彼 は 忿怒 を發 せられました、 

忿怒 は 不義に 對 する 愛の 發 憤で.^ ります、 神に 此聖 なる 忿怒が あります、 故に キリスト にも 亦此 忿怒 

の ありし は 決して 怪 むに 足りません。 

然るに 今の 人、 殊に 今の 基督 信者 は 怒りません、 彼等 は 怒 はすべ て 非 基督 敎的 行爲 であると 言 ひま 

す、 然 かし 斯う 云 ふ 彼等と 雖も 自己の ことに 就て は 怒ります、 自己の 名 譽を傷 けられし 時、 自己の 利 

そこな  そし 

益 を 害 はれし 時には 彼等 は 非常に 怒ります、 彼等 は それが ために は 罵り もし、 誹り もし、 多くの 奸策 

を 弄して 彼等の 敵を仆 さんと もします、 然しながら、 神の 聖 名が 瀆 されし とて、 他人の 權 利が 侵され 

しとて、 社會の 公義が 蹂躪され しとて、 彼等 は 怒りません、 斯 かる 場合に 於て は 彼等 は 至て 冷靜 であ 

そん 

ります、 彼等 は 怒る は 損で あると 云 ひます、 健康に 害が あると 云 ひます、 怒て 事の 成らざる を說 いて、 

^^靜忍耐を勸めます、 M ホバ の 家の ための 熱心 は 彼等 を敏 ひません、 彼等 はすべ ての 公的 罪悪に 對し 

て は 至て 廣量 大度であります。 

いちじるし 

今の 人が 罪 を 憎まない こと は 著 ぃ事實 であります、 彼等 は キリスト を 去る と 同時に、 叉 彼 を 誤解 

すると 同時に、 罪の 罪た る こと を 忘れました、 彼等 は 罪と は 境遇の 然 らしむ る 所であって、 憫 むべき 

ものであって、 責 むべき もので ない と 云 ひます、 竊盜は 貧の 然しむ る 所で あると 云 ひます、 姦淫 は自 

由 戀 愛 が 行 は れ な い か ら で ぁ る と 云 ひ ま す 、 彼 等 は す ベ て の 罪 惡 を 境 遇 の 結 果 と し て 去 ら ん と し ま 

す、 故に 彼等の 眼中に は 罪なる 者 はない のであります、 彼等 は 罪と は 律法 を 犯す ことなる を 知り ませ 

ん、 彼等に 取りて は 罪 は 疾病の 一種であります、 意志の 荏 弱であります、 憐 むべき 者、 同情 を 寄す ベ 


き 者であって、 怒るべき 者、 譴責すべき 者ではありません。 

雨う して 何が 彼等 をして 罪に 就て 斯 かる 柔弱なる、 締 りなき 観念 を懍 くに 至らし めし かと 云 ふに、 

央れに は 種々 の 原因が あると 思 ひます、 爾 うして 其 中 最も 著明なる もの は、 利己心で ある こと は 云 ふ 

000000000000000000000000000000 

まで もありません、 彼等が 罪 を 責めな いのは 己の 罪 を 責められ ざらん がた めであります- 彼等 は 架 書 

に 謂 ふ 所の 「汝 等が 人を議 する 如く 己も議 せらるべし、 汝 等が 人 を 量る 如く： u も 量らるべし」 との 言 

紫 を 最も 淺 薄に、 最も 利己的に 解釋 して、 他人 を恕 して 自己の 罪 をも恕 されん と 欲します、 彼等の 宥 

恕 なる 者 は 自己の 安全 を 謀る ため の 宥恕 の 交換に 過ぎません、 彼等 はす ベての 事 を 自己の ために 求む 

る 者であります から、 祌の 公義まで を 自己の ために 使用 せんと 致します、 彼等 は キリストの 譬喩に あ 

かしこ  *  .J, しきん  ゆる 

る慧き 不義の 番頭の やうな 者でありまして、 主人 (祌) の货金 (罪) は悉く之を負5^^者に免してゃっ 

て、 自己が 世に立つ 時の 便せ， に 供 せんと 致します (路加 傳 十六 章  一 I 八 節)。 

然しながら 今の 人の 罪に 對す る 放縦なる 觀念 は 悉く 之 を 彼等 の 利己心に のみ 歸 する こと は 出來ま せ 

ん、 彼等の愛讀する近| 文學が此事に與っ て大にカぁるのは是れ义否むべからざる事實でぁ^^ます、 

罪に 對 する 寛大の 態度 は 近世 文學の 特質であります、 ゲ ー テの 劇作、 ゾラの 小說、 其他是 等の 所謂 文 

豪の 流 を 汲む すべての 文 學は此 一 事に 於て 一 致して 居ります、 卽ち是 等 はすべ て i^, 書が 罪 を觀る やう 

に は 之を觀 ません、 是等は 「神 は苟合 また 奸淫 する 者 を 審判き 給 ふ」 とは說 きません (希 伯 來齊. H 一一 

章 四 節)、 是等は 皆な 姦淫 を憫 みます、 然り、 多くの場合に 於て は 之に 對 して 熱き： IE 情 を 表します、 

"： 几 等 は 「戀 愛の 神聖」 を說 きます、 赛淫を 怒らす して 遂淫を 怒る 社 會の壓 制 無情 を 怒ります、 ！：_ 疋等は 

戀 愛の チヤ ムピ オン (戰士 ) を 以て 自 から 任じます、 新 社き を 自由 戀 愛の 某 礎の 上に 立てん と 致し ま 
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、ゲ， 'テの 『フ ハウ スト 劇』 と は 何であります 乎、 其 女 主人公 マ ー ガレット は 明白なる 遂淫を 犯した 

者であります、 彼女 は 情夫との 密會を 遂げん がた めに は 其 母 を 殺しました、 彼女の 實 兄は此 罪の 會合 

を 妨げん として 彼女の 情夫の 殺す 所と なりました、 彼女 は 勿論 法の 問 ふ 所と なりまして、 悲慘の 死 を 

遂げました、 然 かしながら 少女 マ— ガレット は 大罪 を 犯しながら も 基督教が 要求す る やうな 改悔の 苦 

悔を經 る ことなしに 直に 聖母 マリヤの 傍に 運ばれ、 其處に 他の 天使と 共に 彼女の 情夫の 昇天 を迎 へま 

した、 ゲ ー テの 『フ ハウ スト 劇』 を 讀んで 誰も 姦婦 マ ー ガレットに 對 して 怒を發 する 者はありません 

只 彼女 を憐 むの みであります、 彼女に 尠 からざる 同情 を 表せざる を 得ざる に 至ります。 

其他ゲ ー テの 著作に 對 して 一 々玆に 批評 を 試む る こと は 出来ません、 然しながら その 全體に 不道德 

なること、 其 男女の 關係を 記す に 方て 放縱 にして、 蹄り なき こと は 何人も 認 むる 所であります、 爾ぅ 

して 彼れ が 近世 第一 流の 文豪で あるとの ことであります、 他 は 推して 知るべし であります。 

雨う して 近世 文學に 止まりません、 文 學と云 ふ 文學、 特に welled  IJettrs 美文 學と稱 する もの は 

古今東西の 训 なく、 此 種の 軟弱なる 思想 を 吹 入す る 者であります、 希 臘文學 に 在て は 女 詩人 サッ フホ 

1、 日本 文學に 於て は 同じく 紫 式部、 何れも 堅固なる 男性的 精神 を 吹 込んだ 者ではありません、 所謂 

純 文學其 物が 全體に 女性的で 柔 「いであります、 戀愛 のために 自殺 を勸 める 的の ものであります、 雨う 

して 近世 文學は 殊に 然るので あります、 爾 うして 其 感化 を 受けし 今の 人が、 殊にん， の靑 年男 女が、 殊 

に 基督 敎を 信す ると 稱 する 青年 男女が、 此悲む ベ き軟！ S に陷 つたので あ ります。 

然しながら 言 ふまで もな く是れ 基督 敎の. 精神ではありません、 某 督敎は 罪 を 憎む 者であります、 其 


拜 する 神 は 愛で あると 同時に、 然り. 愛で ある 故に 燬盡す 火であります、 汚穢に 堪え 得ない 神で あり 

ます、 故に 正 當の 理由な くして は 罰すべき 者をぱ 必ず 赦す こと を爲さ V る 者であります (拿 翁 書 一音 + 

三 節)、 ，祌 は 自由に 人の 罪を赦 します、 と 云 ふの は無條 件に て赦 すとの IS ひでありません、 キリスト 

を 信す る 者 を 自由に：^ すとの 謂 ひであります、 卽ち 信仰 を義 として 赦 すとの 謂 ひであります、 神 は 罪 

を 問 はすして 我等 を 赦し給 ひません、 キリストの 十字架が 我等の 罪の 極端の 問責であります、 我等が 

十字架 を認 むる と は 我等の 罪の 極 惡を認 むる ことであります。  ， 

我等 は 自己に 對 する 他人の 罪 はすべ て 之を赦 すべきであります、 「汝等 互に 忍容 をな し、 若し 人に 

貴むべき 事 あらば 之を恕 るせ、 キリスト 汝等 を恕し 給へ る 如く 汝等 も然 かすべし」 と は 此事を 言 ふた 

のであります (哥羅 西 書 三 章 十三 節)、 我等に 自己の 敵なる 者が あって はなり ません、 自已に 害 を 加 

へ た 者 は 悉く 之を恕 るさなければ なりません。 

然しながら 物に は 公私の 训 があります、 キリスト でさへ も 言 はれました、 

凡そ 人の子 を 謗る こと は赦 さるべし、 然れ ども 聖靈を 褻す 者は赦 さるべ からす (路加 傳 十二 章 十 

i 卩ン 

と、 キリストに すら 彼が 赦 さんと 欲して 赦す ことの 出来ない 人の 罪が あつたので あります、 己に 對す 

る 罪 は 凡て 之を赦 すと 雖も 聖靈を 褻す 罪は赦 されない とのこと であります、 聖 詩人 は 言 ひました。 

M ホバ よ、 我 は汝を 憎む 者 を 憎む にあら す や、 汝に逆 ひ 起り 立つ 者を腋 ふに あらす や (詩篇 第 百 

三十 九篇 i 一  節) 

と、 自己の 敵 は 之 を 愛さなければ なりません、 然 かしながら 神の 敵、 正義の 敵、 人類の 敵 は 之 を 憎ま 
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たければ なりません、 情の ために 國 家の 敵 を 赦す者 は 不忠の：^ であります、 ビ ス マ ー クは 曾て 獨逸聯 

邦 議會に 臨んで 述べて： n ひました、  . 

諸君、 余 を 轚ち給 ふと も 余 は 決して 擊ち 返へ さぐるべし、 然れ ども 若し 皇帝 陛下 を 撃ち、 獨逸帝 

固の 尊 嚴を漬 すが ごとき 事 を 爲す者 あらば、 余 は 嘲 篤 を 以て 嘲罵 を 返すべし、 打撃 を 以て 打撃 を 

返すべし 

と、 鐵血 宰相の 剛毅 堅 心、 斯く あるべき であります、 我等 何人に も 正義、 純潔、 神聖に 對 する 熱心が 

なくて はなり ません、 不義 を 憤り、 不潔 を 忌み嫌 ひ、 褻瀆を 怒る の 熱心がなくて はたり ません、 け-えれ 

がない 者 は 無骨 漢 であります、 眞理 のために とならば 死を辭 せざる fS? 者ではありません。 

然るに 兮の 世に 在て は、 今の 基督 信者の 中に 在て は、 斯 かる 忿怒 を發 する 者 は 無慈悲なる 者と して 

佾 まれます、 多數の 同情 は 谊に罪 を 犯せし 者の 上に あって 之 を 憤る 者の 上に はありません、 罪惡は = - 

て 之 を恕す 敎師、 是れが 人望の ある 敎師 であります、 ん はすべ て 弱い者、 殊に 女 は 弱い者、 情 は晚ぃ 

者、 爾 うして 罪 は-おい 人が^い 情に 驅られ て 犯せし もの、 是 れは恕 すべき もの、 偶むべき もの、 赦す 

べき ものであると 云 ひて 淚を 以て 罪人 を 遇す る 敎師 が歡迎 される の であります、 然しな が ら是れ 聖書 

が 我等に 命す る 所の 罪人 待遇の 途 ではありません、 是れモ ー セ、 ヨシ ユア、 ナ タン、 。ハウ 口 等が 取つ 

た途 ではありません、 我等 は 罪人 を 愛すべきであります、 爾 うして 彼等 を 愛する が 故に 彼等が 罪 を 犯 

したる 時 は 彼等が 之を悔 ゆるに 至る まで は 彼等に 對 つて 不承の 面 を 向け、 明白に 彼等の 罪 惡を認 むべ 

きであります、 爾 うして 斯く する も 人が 我等 を 不人情な り、 無慈悲な りと ひて 排 \^ します るなら ば. 

其 時 は 我等 はヌ ンの チヨ シュ ャの 一一 一一 n を 以て 彼等に 答 ふべき であります、 


汝等 若し H ホバ に 事 ふること を惡 し、 とせば (卽 ち嚴 格なる 正義の 神に 事 ふること を惡 し、 とせ 

ば)、 汝等の先祖が河の彼^^にて事へし祌々 にもぁれ (卽ち美の祌、 情の神にもぁれ)、 又は 汝 

等が 今 居る 地の ァ モリ 人の 祌々 にも あれ (卽 ち蔡 力の 神、 獸 慾の 祌 にも あれ)、 汝 等の _5 ^ふべき 

者 を 今日 選ぶべし、 但し 我と 我家と は 共に M ホバの 祌に事 へん (約 書" fSj 記 二十 四 章 卜- r;- 節)。 

聖靈を 受けし 時の 感覺 

七 刀  一 H 角箬 自宅に 於て $3 せる 講演の 一 節 

聖靈を 受けし 時の 感 は是れ である、 卽ち 斯んな 善い 者 は 全世界に ない、 是れ さへ あれば 余 は 何ん に 

も 要らない、 金 は 勿論、 位 も 名譽も 何ん にも 要らない、 家庭 も 要らない (若し 神の 聖 意なら ば)、 事 

業 も 要らない、 成功 も 欲しくない (若し 祌の聖 意なら ば)、 傳 道に 從 事す る ことが 出来た くと も 可い 

(若し 神の 聖意 ならば〕、 何ん にも 要らない、 唯 之 (§t 靈) を 永久に 有って 居りたい、 之に 去られて 

ti  .i  .7  そん 

は 堪らない、 如何に かして 之 を 永久に^して かなければ ならない。 

嗚呼、 平和、 平康、 安心、 聖書に 書いて ある 人の 思念に 過ぐ る 平和と は此 事で あら ふ、 我が 過去 は 

すべて 忘れられ、 我が未來は希§1^|滿々たり、 人生の 意味 は 判 かり、 殊に 苦痛 問題 は 美事に 解釋 され、 

けもの i り 

； 大は晴 x-、 池 は 動かす、 樹も草 も、 獸も鳥 も、 日 も = ：も虽 も、 皆な 我に 同情 を 寄す る やうに はれる 

是れが 若し： 大雨で ないならば 何が 天圃 である 乎、 天より 降る 新しき エルサレム を 我は此 世に 於て U る 
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ことが 出来て 感謝す る。 

人は聖 靈を受 くる は 自覺を 失 ふこと であると 云 ふ、 狂氣 する こと、 心神が 轉倒 する ことで あると 云 

ふ、 彼等 は 或る時、 ん， の 敎會に 於て 行 はる. V 所謂る リバイバルなる もの を 見て 雨う 云 ふので あらう、 

然か しあれ は眞 正の 聖靈 の 降臨で はない と 思 ふ、 究靈 の 降臨と は 實に靜 か なる ものである、 心の 根底 

より 始まり、 全身に 行涉る ものである、 其 時 我等 は 自覺を 失 ふので はない、 否な、 其れと は 正 K 對で 

ある、 我等 は 其 時 始めて， 正氣に 還へ るので ある、 聖靈の 降らない 我れ が 狂って 居る ので ある、 聖靈が 

降って 我 は 始めて 正 ^ に 還へ るので ある、 自覺 する ので ある、 神と 宇宙と 我との 關係を 正確に 知覺す 

るので ある、 此時我 は 始めて 人ら しく 感す るので ある、 聖書 に 書い て ある 神の 己 を 愛する 者 の 爲に備 

へ 給 ひし もの は 目 未だ 見ず 耳 未だ 聞かず 人の 心 未だ 念 はざる 者な りと の 言葉の 意味 を 始め て 了解す る 

に 至る ので ある。 

ぎんな 嬉しい 事、 斯んな 有難い 事 を 余 は 余の 斯 せの 生涯に 於て 實驗 しゃう と は 思はなかった、 嗚呼 _ 

ヶ より 後 永久 綾け て斯 かる 歡 喜に 與 かりたい と は 或 ひ は 望外の 望で あるか も 知らない、 然 かし 縦し 一 

分 間で も 可い、 一分 間な りと 斯 世から 天 國を说 いたので ある、 此 一分 間 を 得ん がた めに 余の 生涯の す 

ベ ての 苦痛が あつたと する も 余 は 悔いない、 余 は 唯 此！： t 天 的 歡樂を 一 度 も 味 はないで 世 を 逝る 人の 多 

いの を 見て 彼等の ために 非常に 氣の 毒に 感す る、 余 は 八：' より 後 余の 死ぬ るまでに 斯 かる 經驗. を尙ほ 一 

度 も 有つ ことが 出来す とも 深く 神 に 感謝す ベ き で あ る 。 

天 國とは 何で ある 乎、 斯 かる 經驗の ：5S 碍 なき 享樂の 連 綾で あるに 相違ない、 我等 は此 世に 於て は 僅 

かに 靈の質 を 得る ので ある、 卽ち天 W に 於て 受 くべき 聖靈の 一部 を 得る ので ある、 神 は 我等 をして 斯 


世に 於て 天 國の前 味を爲 さし めんがた めに 之 を 賜 ふので あら ふ、 我 は 一度び 聖靈を 味 ふて 其 味 を 忘れ 

る こと は 出来ない、 縱し 我が む 通りに、 我 は 終生 之 を 我 衷に留 むる ことが 出来ない にもせ よ、 來欧 

に 於て 再び 其 恩賜に 與 からん と 欲する 希望 を 以て 我 は 忍耐 を 以て 斯 世の すべての 戰爭 を鬪ひ 通す こと 

が m 來る。  . 

是れ である、 然り、 是れ である、 是れが 基督 敎が 人類に 與 へんと する 最大の 賜で ある、 是を受 くる 

ための 手段と ならす して バプ テス マの 式 も、 聖 晩餐の 式 も、 祌學の 研究 も、 n 曜日 毎の 禮拜 も、 何の 

E にも 立たない、 是を 得て 我 は 始めて 滿 足す るので ある、 是を 得る 迄 は 我に 何等かの 不滿は 絶えない • 

siimmiim  Isnum 主なる 善と は是れ である、 是を 我等に 賜 はんため に 神 は其獨 子を斯 せに 遺 はし、 乂 

キリス トは 我等の ために 十字架の 上に 血 を 流し 給 ふたので ある、 聖靈の 恩 惠に與 かりて 我 は 始めて 聖 

書が 明白に 解る に 至った、 舊 約の 準備 も 新約の 充應も 此恩惠 を 人の子に 賜 はんため である、 此恩惠 に 

接して 我 は 罪に 勝つ ことが 至て 容易す くな るので ある、 從 つて 何の 苦 もな く キリストの 蕭誡を 守 る こ 

とが 出来る やうになる ので ある、 聖靈を 受けす して 聖書に 示して ある 神の 命令 を 能く 守る こと は 非常 

に 難い、 然り、 不可能 事で ある、 然しながら 祌の此 最大の 恩惠に 接して 見れば 敵 を 愛する こと は 何ん 

f  .1  f  ひら . ゆる  ■!.!,、 ふ 

でもない、 財 囊の扭 を 緩めて 其 中に ある 金銀 を 人に 施す こと も 何んでも ない、 聖靈 に 接し て憎惡 とか 

愁 とか 云 ふやうな もの は 皆ん な 何處か へ 飛んで 往い て 了う、 是を 受けて 大傳 道も大 慈善 も 來 るので 

ある、 玆に 至て 督敎 國に大 慈善家が 起て、 非 基督 敎國に その 起らない 1- 由が 明白に 判る、 聖 靈に愁 

の 根を絕 たれて 富豪 も 自由 に 其 金を搏 つに 至る ので ある、 此經驗 を 持たない 我國の 富豪が 思 切って 大 

慈善 を爲し 得な いのは 決して 怪 むに 足らない。 
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故に 祈 求むべき もの は是れ である、 聖靈 である、 是れが 基督 信者の 祈禱の 目的物で ある、 彼 は 何よ 

り も 先き に 先 づ之を 祈 求むべき である、 事業の 成功、 家庭の 平和、 敎會の 隆盛、 傳 道の 成功、 是れ勿 

論 祈 求めて 惡 いもので はない、 然 かし 基督 信者が 第一 に 祈 求むべき もので はない、 基督 信者の 祈 求と 

云へば^ 靈 でなくて はならない、 故に キリス トは 臼 ひ 給 ふた、 

汝 等の 中 父なる 者 誰か 其子パ ンを 求めん に 石を予 へん 乎、 魚 を 求めん に 其れに 代へ て 蛇を予 へん 

に まご  さ り  あしき も .5  よ.？；. Nro の  .  0  0  0 

乎、 卵 を 求めん に 蝎を予 へん 乎、 然れば 汝等惡 者ながら 善 賜 を その 兒 等に 予 ふる を 知る、 况 して 

000000OO00O0OOOO0OOO00O 

天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん 乎 (路加 傳十 一 章 十 一 —十三 節)。 

祈 求 むれば 進靈 が予へ られ るとの ことで ある、 我等 何人も 此恩惠 に 洩れ ざらん やう 祈るべき である リ 


余の 今日の 基督 


イエスキリスト は 昨日 も 今日 も I 水 遠變ら ざる 也と 云 ふ (希 伯來書 十三 章 八 節)、 彼 はまこと に 歳と 

共に 變る 者で はない、 然し 我等の 心に 映す る キリス 卜 は 我等が 變 ると 同時に 變る 者で ある、 我等の 生 

の e: 的 は 勿論 完全の 人卽ち キリストの 滿ち 足れる 程と 成る までに 至る ことで ある (以弗 所 書 s: 隶十 

三 節)、 おかし 此の 終局の 目的に 達する までに は、 我等 は 種々 の狀に 於て キリスト を 仰ぎ奉る ので あ 

る、 < ^のへ， 年の 基督 は 十 年 前の それで はない、 然 かり、 余 は n に 日に 異 つたる 方面より キリス 卜 を 仰 


ぎ 奉る」  1<? である  >  勿論、 異 つたろ キリストで はない、 同じ キリス 卜で ある、 然 かし；！： じ 富士の 山が 之 

を 眺める 方面と 之を仞  1 む 雲の 樣子 とに ホて其 形狀を 異にする やうに、 キリ ス トも彼 を 仰ぎ 瞻る 方面と 

我等 を 包む 雲の 有無 種類 等に 由て 其、 我等に 顯 はし 給 ふ 容貌 を 變へ給 ふので ある。 

余 は 八/年の ケ ：=、 何う キリスト を觀 奉る 乎、 是れ 余が 今讀 者に 吿 げんと 欲する 所で ある。 

余 は 今 も 前の 如く、 然り、 前よりも ー警 深く、 キリスト を 余の 友人と して 認 むる 者で ある、 余は此 

世に 於て 友ん に 乏しき 者で はない、 然 かし キリ ストなる 友人な くして は 非常に 淋しく 感 する 者で ある. 

余の 心の中に は ぼの 友人の 同情 推察 を以 て し て は 到底 充 たす ことの 出来な い 空所が あ る、 余の す ベ て 

の 友人に！ i 園 せられても 余 は 矢張り 宇宙に 於け る 孤客で ある、 世に 余 を 充分に 慰め 得る^ は 一 人 もな 

い、 余 は 心の奥」.^ に 於て 鰥寡 孤獨、 宇宙の 漂流 人で ある。 

然しながら キリスト を 友と して 持って、 此寂 .1 の感は 余より 全く 取 除かれる ので ある、 キリスト 

は 〈ぶの 唯一 人の 友人で ある、 人の 如く 不實 ならす、 然 りと て祌の 如く 森嚴 ならす、 人に して 神、 神に 

あゆ  お そ れ 

して 人、 彼と 偕に 歩んで 人に 欺かる \ の危險 もなければ、 亦 神を棄 去る の 恐懼 もない、 彼 を 友と し 持 

つて.. 余 は 一方に 於て は 俗人と 成 了り、 他^に 於て は 狂 と 成 了る の危險 より 免 かる、 ことが 出 米 

る。 

殊に 無 敎會： ^者た る 余に 取りて は キリストの 友愛 は 余の 交友の 渴を 潤す 唯一 の 甘露で ある、 余 はま 

ことに キリスト なくして は 無敎會 信： 一!^ たり 得ざる 者で ある、 余に は敎會 はない、 從 つて 法王 も、 主敎 

も、 監督 も、 牧師 もない、 若し 今の 敎會 信者が 「聖徒」 であるならば、 余 は 所謂る 「聖徒の 交際」 な 

る 者 は 一 つも 宵たない 者で ある、 然 かしながら 此 地位に 立って 余 は 一 1^ 深く キリストの 友愛 を感 する 
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ので ある、 キリスト も 無敎會 信者で あり 給 ふた、 ナザレの 敎會は 彼 を 放逐した、 彼 は 祭司 學者パ リサ 

ィの 人の 中に 一人の 友人 を 有ち 給 はなんだ、 彼 は 身 を 寄す るの 信者の 圑體を 有ち 給 はなんだ、 狐に 穴 

あり、 {4! の 鳥に 巢 あり、 然れ ども 人の子 は 枕す る 所が 無った、 彼 は 社交的に のみなら す 亦敎會 的に、 

然り、 殊に 敎會 的に 孤獨 であり 給 ふた、 我等 は此 世に 在て いくら 孤獨 であっても キリス 卜 ほど 孤獨で 

ある こと は 出来ない、 キリ スト は 人の 中で 最も 孤獨 なる 者であった。 

雨う して 斯 かる 人 を 友と し 持って、 孤獨は 却って 歡 喜と 化する ので ある、 キリストと 親交 を 厚く せ 

ん爲に 丈け でも 孤獨は 却つ て 追求すべき 者で ある、 キリ スト は 彼と 一 一人 歩む にあら ざれば 彼の 深き 事 

を 我等 各自に 傳へ給 はない、 此 世と 此 世の 敎會 とに 棄ら るるに あら ざれば キリストに 深き 同情 を 有つ 

こと は出來 ない、 余 は 無敎會 信者なら ざる 者が 何う して キリ ストの 善き 友と なる ことが 出來 やう 乎と、 

獨り私 かに， _ ^かる 者で ある。 

然 かし 余 は 勿論、 今 キリスト を 余の 友人と しての み 尊ぶ 者で はない、 キリスト は 余の 友で ある、 余 

の靈 魂の 牧者 監督で ある、 余の 敎師 である、 余の 王で ある、 余の 救 主で ある、 然り、 余の 總て ある、 

O0000O000O0OOOO000  ふたつ ぺっ 

管， 余の 今の キリスト は 余 以外の 者で はない、 キリス 卜 は キリスト， 余 は 余と、 二 個別の 者で はな 

い、 余 は 余の^ 在 をす ベて キリス 卜に 移した 者で ある、 然り、 日々 に 移さん と 努めつ、 ある 者で ある、 

循っ て 余 は キリ ス トに眞 似ん と 欲する 者で はない、 彼 は 叉 余が 眞 似ん と 欲して 眞 似る ことの 出来る 者 

ではない、 キリス 卜の 如く 成らん と 欲する は 余の 求 願で は あるが、 然 かし、 今日の 余 は斯く 成らん と 

自 から 努 むる 者で はない、 其 故 如何にと なれば 余 は旣に 今日までの 余の 生涯の 實驗に 由て 斯 かる 努力 

の 全く 無益なる こと を 知った からで ある、 余 は 今 は 4^ の 信仰 を 以て 十字架 上の キリス トを 仰ぎ 瞻る者 


である、 單に それ 丈け である、 余に は自 から 余の 罪 を 贖 ふこと が 出来ない、 故に キリストに 贈って 戴 

くので ある、 余に は自 から 神 を 喜ばし 奉る ことが 出来ない、 故に 余に 代って キリストに 神 を 喜ばして 

戴く ので ある、 余の 義 なる もの は 余が 死力 を盡 して 之 を 遂げん とする も實に 取る に 足らない 者で ある 

力  ね-ひち 

故に 余 は キリストの 義を 余の 義 として 受けん と 求 願 ふ 者で ある、 余 は 神の 恩惠の 一 つ をも受 くるに 滅 

しない 者で ある、 唯 キリス 卜の 功績に 由ての み 之に 與 からん と 欲する 者で ある、 个の余 は 信仰 を 以て 

十字架 上の キリスト を 余の 所有と なさん と 唯此事 をのみ 努 むる 者で ある、 余 は是れ 以ドの 意味に 、て 

キリスト を 余の 救 主として 戴く こと は出來 ない、 雨う して、 斯 かる 萬 全の 意味に 於て 余が キリスト を 

余の 救 主として 戴かん こと は、 余に か k はる 神の 4^ 大の聖 であると 信す る。 

故に 余 は 今、 盛に f に 行 はる、 「基督 敎 救せ 論」 なる 者 を 信す る こと は 出来ない、 余 は 余の キリス 

トを 所謂る 「社會 的 最大 勢力」 として 見る 事 は 出来ない、 < ^に 取りて は キリスト は 最良の 「道 德的敎 

師」 であるば かりで はない、 彼 は 最も 深い 且つ 最も 高い 意味に 於て 余の 身代りで ある、 余の なすべき 

義を キリスト は 余に 代つ て 旣に爲 し 給 ふたので ある、 余の 今より 爲 すべき こと は 進んで キリス 卜の. W 

く 成らん と 欲する ことで はない、 旣に 成されし キリ ス 卜 の義を 余の ものと して 信 得せん ことで ある、 

キリストの 救濟は 未成 事で はない、 旣成 事で ある、 是れ 新約聖書の 明白に 示す 所であって、 又 聖靈が 

余の 心に 確證 する 所で ある。 

故に 余の 祈禱 はすべ て キリストに 於て ある、 余 は キリス 卜 を 離れて 神に 祈る こと は 出来ない、 キリ 

ストの ために 我 を 受け 給へ、 キリスト のために 聖靈を 我に 賜へ と、 是れが 余の 祈禱 である、 キリスト 

は實に 余の 靈的 宇宙で ある、 萬 物が 神に 賴 りて 生き また 動き また 在る こと を 得る やうに、 余の 露はキ 
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.リ ストに 賴 りて 生き また 動き また 在る こ- -J を 得る 者で ある (使徒 行傳 十七^ 什 八 節)、 天 國は赏 こ： & 

た. *4も0  ち ケ-ノ 

の 賜なる キリスト を 以て 我等に 近いた ので ある、 雨う して 我等 は 信仰 を以. て キリスト を 我等の 有と な 

して 今より 此天國 にんる ことが 出來 るので ある、 玆に 至って キリスト は 余の 友人、 王、 牧者た るに 止 

まらす して、 余の 生命の 食物と なり 給 ふので ある、 又は 余の 呼吸す る空氣 となり 給 ふので ある、 ま 二- 

と に 余 は キリストの 血を飮 み、  其 肉 を 食 ふて 生 布す る 者で ある (約 翰 傳六章 五十 五節)。 

余 は 今、 斯の 如くに キリス 卜を觀 する、 爾 うして 是れ 余が 官： 教師に 敎 へられた ことで はない、 义祌 

學 者の 著 はした る 書に 由て 學んだ ことで もない、 是れは 或 者が 直接に 余に 傳へ たこと である、 其 或 

者と は 何で ある 乎、 誰で ある 乎- 彼の 容貌 如何、 彼の 音聲 如何、 是れ餘 りに 祌 g ちに して 余の 汚れた る 

.3  > し る  お ^  、づこ  、づこ  S 

筆 を 以てして は 書記す ことの 出来る 事で はない、 風 は 己が ま、 に 吹き、 何處 より 來り、 何處に 逝く を 

知らざる やうに、 斯 かる 示顯は 影と 形と を 以て 來る 者で はない、 然れ ども、 其來る や、 事實屮 の事實 

であって、 之に 接して 我等 は 天地 は 失する も 其眞现 なること を 疑 ふこと は 出来ない ので ある、 

o(>oc-c〇〇oo〇〇ooooooooo 

萬 物 を 以て 萬 物に 滿 たしむ る 者の 滿る 所の 者 6 以弗所 書 一 章 末節) 

是れが 余の 今日の キリスト である。 


基督の 死狀に 就て  、 

彼が ユリ、 ユリ、 ラマ、 サバ クタ 二の 聲を發 し 給 ひし 理. e。 

. , 馬 太 傳廿七 章 四 五 ー 四 九 節。 

是れは 過ぐ る 八月. 越後 國柏崎 町 に 於て 開かれ た も 敎友會 員 夏期 懇談 の 席上に 於て 會 員の 質問に 對 して 

内衬 生が 述べた ものであります。. 

基督 は其傳 道の 初めに 方て カナに 於け る婚 筵の 席に 於て 人に 葡萄酒 を 飲ませ 給 ひ、 終に 自分 は 酢 を 

飮ま せ ら れ るに 至った ので あります、 聖. 書 の 此の所 を讀ん で 基督が 神性 を備 へ 給 ひしと 同時に 义眞假 

の 人間であった こと を 深く 感じます、 此の H リ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一の 辭は 詩篇 (廿ニ 章 一節) 

から 引いた 言葉であって、 是 れはィ H スが 幼い 時から 母の 膝に 恁れて 護んで 居られた 詩篇の 言が 自然 

に發 したので あります、 基督に 其 時 ましい 死狀を 人に 見せ やうと 云 ふやうな 御 心が あったならば、 

皮よ 魏 然として 十字架 上に 立ち r り、 猶太 人 を 罵る とか、 或は 羅馬語 か 希 縢 語で 學者牧 伯 を 貴む ると 

、， ふやうな 事 をな された であらう と 思 ひます が、 彼 は 決して そんな 事 はなさり ませんで した. 彼 は 其 

時 知らす 知らす 其 祖國の 言葉た る X 布伯來 語を以 つて H"  、  H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一と 叫ばれました、. 

之に 依て 基督が 如何に 私共に 近い 方で あつたか を 想像す る ことが 出来ます 、 私 も 死ぬ 時に は 多分 英語 
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や 其 他の 外 國語を 語りながら 死に 就かう と 思 ひません、 それで 私共から 見ます と 或は 基督に もう 少し 

ましく 死んで 戴きたかった、 少 くと もステ パノ位 ひに 奥まし く、 叉 ヨブの 様に 「神 我 を 殺す とも 我 

は 神 を 捨てす」 と 云って 死んで 戴きたかった やうに 思 はれます、 併し 能く 考へ て 見 ますれば 基督が 

「吾が 神 我が 神なん ぞ我を 捨て 給 ふ 乎」 と 云って 下された 事が 私共の 心 を 非常に 强 くします、 或 時 は 

私共が 病氣 にで も 罹れば 苦痛の 餘 りに 神 を 怨み 奉る ことが 往々 あります、 そこで 斯く神 を 怨み 奉る や 

うな 罪 を 5- したので あるから 神 は 到底 私共 を 赦し給 ふまい と 思 ひて 非常に 心 を 痛めます、 然しながら 

基督の 死 狀を考 へる 時には、 彼が 「我が 神 我が 祌何ぞ 吾 を 捨て 給 ふ 乎」 と 叫ばれて それで 神の 獨 子で 

あると すれば、 私共の 不信の 罪 をも祌 は， 必す赦 し 給 ふこと を 信じ、 それに 由て 犬なる 慰安 を 得る ので 

あります、 基督の 死 狀がス テパノ の やうで ありましたならば 私共 は 苦痛の 餘り神 を 怨み 奉った 時に 如 

何に して 良い か 行く 瀨が 無い のであります。 

英國の 有名なる 文學者 サム エル . ジョン ソン は 立派な 信仰 を 有て 居った 人で ありまし たが、 彼が 死 

のい i£ に 就きし 時に 或！！ 人が 彼 を 訪問 致します と、 彼 は ブル， -\ ふるへ て 居ました から、 「何が 恐し い 

のであります か」 と 尋ねましたら 「地獄に 陷る のが 恐し い」 と 答へ ました、 そこで 「地獄に 陷 ると は 

如何い ふ 事であります か」 と 聞きましたら 「祌を 離れて 惡 魔に 交される ことで ある、 貴女 は それが 恐 

しくはありません か」 と 病床から 叫んだ と 云 ふこと であります、 ジョン ソ ンの 如き 立派な 信仰 を 有し 

乍ら 地獄に 陷る こと を懼れ たと 云 ふ もの は 人の 人た る 所以で 又ジ ヨンソンの ジョン ソ ン たる 所以で あ 

ります。 

能く 世間で は 基督 敎 信者の 死 狀は美 はしい 者で あると 云 ひまして、 其れが ために 基督 敎を 貴びます 


るが、 然 かし 人の 死狀の 如何によ つて 彼が 天國 に：；；： く か 地獄に 陷 るか 分る ものではありません、 彼 

が 彼の 全生涯 を 祌の爲 めに 用ゐ たか、 彼の 全生涯の： =: 的 は 何であった か、 其れに 依って 定まる もので 

あります。 

北米 合 衆 國の獨 立 を 助け、 ワシントン、 フランクリン と共に 盡 力した 人に 卜 マス • ペイ ンと云 ふ 人 

が ありました、 此人は 「道理の 世」 と 云 ふ 本 を 書いて 大に當 時の 基督 敎會を 攻撃した 爲 めに f 人から 

非常に4^められまして、 今に至るも誰もト マ ス • ぺ ィンなど、呼ぶ者は無く、 トム. ペイン、 トム. 

ベインと 呼ばれて 居ります、 そこで トム • ペインの 死狀は 非常に 恐ろしい、 苦悶 を 極めた もので あつ 

て 彼 を 看病した 老婆 某 は將來 決して 無神論者の 看病 は爲 すま じと 決心した と 云った との 事であります、 

然 る に 其 後 無神論者 の インガソルと 云 ふ 人が 出て 十 萬 弗の 懸賞 を以 て 若し 3^ して 老婆 の ず つ たと 云 ふ 

一一 一一 n を. 證據 立て 得る ものが あるならば 此 金額 を 與 へんと 云って、 證據の 出る の を 待ちました けれども、 

幾年す ぎても 此事 を證據 立つ る ものな く、 今 は 終に トム • ベインの 死狀 の悲慘 であった と 云 ふこと は 

何時と なしに 消滅して 仕舞った のみなら す、 近頃に 至って 卜 マ ス • ぺ イン は ワシントン、 フラ ンクリ 

ン との 三人 中 最も 多く 信仰 を したる 人に て 、 彼が 佛蘭 西に 行 つ た 時には 彼國人 の 神 を 信す る こ と^ 

だ 少なき を慨 き、 書 を 著して 大 に.： 示 敎心を 彼等の 屮に 鼓吹した と 云 ふこと が 明かに なり、 コン ウェイ 

と 云ふ學 者が 其傳を 書いて、 彼 は 彼 時代に 於て 人類の 爲 めに 多く 靈 したる 人であった こと を 世ん に 知 

らしめ る樣 になり ました。 ジ ョ ン . バ ンャ ン の 書いた 『惡 人の 傳』 に 惡人は 安らかに 死んだ と 書いて 

あります、 そこで 私共 は 基督. をして か i る 聲を發 せしめし 人類の 罪の 如何に 大 なる かを感 すると 同時 

に、 人の 死狀 によって 其善惡 を刺斷 する ことの 誤 護なる を 了り ますれば、 斯 かる 考は此 懇話 會を 限り 
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として 一切 止めて 仕舞いた いと 思 ひます。 

新 ら し き 誡め 

明治 三十 九 年 十月 十七： ：！ 信 州 小 諸 町 懐古！ S に 於け る 北 信 某督信 i 化 第五 囘 懇親 命： 席ヒに 於て 述べし もの。 

我れ 新し *y ぼを汝 等に 予ふ、 卽ち汝 等 相愛す べしとの 是れ なり、 我が 汝等を 愛する 如く 汝等も 相 

愛すべし、， 汝等 若し 相愛せば 之に 因りて 人々 汝 等の 我 弟子なる こと を 知るべし (約 翰 傅 十三 章卅 

rar 卅 五節)。 

玆に キリスト は 其 弟子 等に 新しき 誡めを 予へ給 ひしと あります、 雨う して 共誡 めと は汝等 相愛す ベ 

しとの ことで あると あります、 然しながら 私共に 判明らない こと は汝等 相愛す べしとの 誡めは 果して 

新ら しい 誡め である 乎、 其 事であります、 舊約 聖書 利 未 記 ト九章 十八 節 を ますれば 斯う 書いて あり 

ます、 卽ち 

汝、 仇を復 へす ベから す、 汝の 民の 子孫に 對 ひて 怨み を懷 くべ からす、 己の 如く 汝の隣 を 愛すべ 

し 

と、 斯 くも 旣にモ ー ゼに 由て 予 へられし 誡めは 決して 新ら しい 誠め ではない 苦であります、 キリスト 

も 叉 一 人の 敎 法師に 答へ て モ ー ゼ の 律法の 中で 最も 犬なる もの k 第一 一は 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし と 

い ふこと であると 述べられました (馬 太 傳廿ー 一章 卅九 節)、 放に 汝等 相愛す べしとの 誡めを 以て キリ 


ストが 其 弟子に 與へ絵 ひ： 新ら しき 誠め で あ る ，こは 何う 昆ても 判 かりません d 

故に 玆に 聖書の 誤解 がなくて は なり ま せん、 或 ひ は 誤譯 がた く て は た りません、 爾 うして 少しく 原 

文に 照らして 見ます ると その 誤譯 である ことが 判 かると ひます、 「予 ふ」 の 下に 句切 を附 けたの が 

抑々 誤解の 始めで あると 思 ひます、 新ら しき 誡 めと は 三十 W 節 全 體に涉 るべき ものであると 思 ひます、 

今、 希疆 文に 循 つて、 言葉な りに 之 を直譯 しま すれば 斯うなら ふと 思 ひます、 卽ち 

汝等も 亦 相愛 せんがた めに 我が 汝等を 愛せし 如く 汝等も 相愛すべし、 是れ 我が 汝 等に 予ふ 新しき 

誠な り。 

普通の 日本 譯に 「我が 汝等を 愛する 如く」 と あるの は 何う しても 「愛せし 如く」 でなくて はなり ませ 

ん 

a, 斯う 改譯 しまして、 其 意味 は 之 を 探る に 難くありません、 キ" ストが 玆に予 へ 給 ひし 汝等 相愛 

すべし との 誠め の 新ら しき 理由 は 其 愛の 性質に 存し ま す、 單に 相 愛す べしとの ことではありません、 

我が 汝等を 愛せし 如く 相愛すべし とのこと であります、 キリ ストが 在世中、 弟子 等の 模範と ならん た 

めに 彼等 を 愛し 給 ひし 如く、 其 如く、 又は そわと 同じ 性質の 愛 を 以て 彼等 互に 相愛すべし とのこと で 

あります、 爾 うして キリストの 愛が 一種、 特^、 世の 未だ 知ら ざり し 愛であった こと は 我等 基督 信者 
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に は 善く 判 かります、 キリストの 愛 其 物が 新ら しい 愛で ありまし たから 此愛を 以て 相愛すべし との 誠 

め は 新ら し 、. 誠 め で たく て はなり ません。 

キリスト はつ *、 い 一 一 言 はれました、 前節に 傚って 私の 直 譯を申 上げます、 

汝等若し愛を相^^;の間に懷かば此事に因りて/、々汝等の特に我が弟子なることを知るべし。 
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普通 譯に 「汝等 相愛せば」 とあります が、 原文な りに 「愛 を 相互の 間に 懐かば」 と譯 する 方が 稍々 意 

味が 深いと 思 ひます、 單に 努めて 愛 的 行 爲に屮 につる に 止まらす、 心の中に 愛を湛 えなば、 爾 うして 心 

の滿 つるより 之 を 行 爲に表 はすに 至らば との 意味が 原文の 中に 含まれて 居る と 思 ひます (英譯 の if 

y の Imve  love  one  to  anotlsr を 參考な さい)、 爾 うして 斯 かる 愛 を 相互に 懷 くこと が 是れが 彼等が 

特に ィ H スの 弟子で あるとの 世に 對 しての 證明 であるとの ことであります (私が 玆に 「特に」 の 字 を 

加へ ましたの は 原文の ensi に存 する 語勢 を 表 はさんと したので あります)、 キリストの 此 訓誡に 由 

り ますれば、 人が 彼の 弟子た るの 證據 は此特 稀の 愛 を 心に 懐き、 之 を 行 爲に表 はすの 一事に あるとの 

ことであります、 キリスト は玆に 洗禮を 受けた る 者が 我が 弟子で あると は 言 はれません、 义 或る 特別 

の 敎義を 堅く 維持す る 者が 基督 信者で あると は 言 はれません、 キリ ス トの 弟子た る は キリス トが其 弟 

子 を 愛し 給 ひし 其 愛 を 以て 互に 相愛す る ことであります、 キリス トの此 誡めは 最も 明白であります、 

誰も 是を 曲解す る こと は 出来ません。 

扨、 キリストが 此 誠め を予 へられました 前後の 關係を 能く 調べて 見ます ると 其 意味が 更らに 一層 明 

ねに なって 來 ると 思 ひます、 キリスト は 何故に 此 時に 此誡め を 弟子 等に 予 へられた ので ありませ う 乎、 

其 事 は 前節 卽ち 三十 三 節を讀 めば 能く 判 かります、 

小 子よ、 我れ 尙ほ 片時、 汝 等と 偕に 在り、 汝等、 我 を 尋ねん、 我が 往く 所に 汝等往 く 能 はす。 

是れに 由て 觀 ますれば 此新 らしき 誡 めなる もの は キリストの 留刖の 言葉で ある ことが 能く 判 かります- 

キリスト は 今や 其 弟子 等 を 去らん とする に 方て、 彼等の 將來を 慮 り 給 ひて 此言を 遣され たので あり 

ます、 キリストの 世に 在り 給 ひし 間 は 弟子 等 は 其師の 保護 を受て 居りました 故に 安全で ありました、 


0 る に 今や 此 保護者 を 失 は ん とする に 方て、 彼等が 此妝に 在て 敏る べき 53^ は じ： 帥に 從 ふ M 志 の 者 共 

より 外にありません、 彼等 は 今や 將 さに 孤兒 とならん として 居った のであります、 勿論 上 は 新たに 

「慰む る 者」 を 送って 彼等 を 導き 給 ふと は雖 ども、 然 かし、 主の 容姿 は 今より 之 を 失 はなければ なり 

ません、 人 f より 彼等 は 牧者な き 羊の 如き 者と なりて 狼の 群の 巾に 人らなければ なりません、 故に キリ 

ス トは 彼等 を憐 まる 、 こと 甚だしく、 父が 其 子に 遣 首す るの 心を以 て此 一一 H を 遣され たのであります， 

弱き 按助 なき 小 子よ、 我れ 汝 等と 偕に 在る は 片時の み、 我が 汝等を 世に 遣して 父の £に往 かざる 

ベから ざる 時 は 目前に 迫れり、 我れ 去りて 後に 汝等 寂寞の 餘り我 を 導 ねん、 然れ ども 我 を ：：！- る 能 

はざる べし、 汝等は 今 我が 往く 所に 柱く 能 はす、 尙ほ此 罪の 世に 止まりて 我が 車 業 を 成さ るべ 

からす、 故に 我 は 我が 訓誡と して 此言 を汝 等に 遺す、 是れ卽 ち 我が 特^の 訓誡な り、 郎ち 我が 化 

に 在りし 問、 我が 汝等を 愛せし 如く 汝等 互に 相愛すべし、 而 して 我が 亡き後 は、 汝 等が ケ n まで 

我より 受けし 愛 を 相： A より 求めよ、 今より 後、 汝等 相互に 對 して 父 たれ、 义兄 たれ、 以て 汝 等が 

要求す る 我が 愛の 缺乏を 補へ よ。 

若し キリストの 御 一一 目 葉の 意味 を 敷衍して 見ましたならば、 大略 斯うい ふやうな 者で あ. らふと 思 ひます、 

恰 かも 我國の 歷史 におる 毛 利 元 就が 死に 臨んで 其 子を誡 めた やうの 者でありまして、 一 木の 矢 は 容易 

に 之 を 折る ことが 出來 るが、 數 本の 矢 を 一束に 爲 せば 之 を 折る ことが 出来ない、 其 如く、 ：： も 弟が^々 

^々 に 立てば 容易に 敵の 亡す 所と なる、 然れ ども 互に 相圑 合して 一 體 となりて 立てば 如何なる 敵 も 之 

に當る ことが 出来ない、 是れが 毛 利 元 就の 其 子に 對 する 遣 首でありまして、 其、 之 を. r へし 動機に 至 

りまして は キリストの 愛の 遣訓と 少しも 異なる 所はありません。 

明治 三十 九 年  一一 i 


ris  m  一-一  五 K 

爾 うして キリストの 弟子 等に 關 はる 此 時の 憂慮 は 決して 憂ではなかった と 思 ひます， ^に キリス 

トの 弟子 程 援助ない 者はありません、 彼等 は此 世と は 全く 關係を 絶った 者であります、 彼等 は キリス 

トに從 ひしの 故 を 以て 其 父母 兄弟 親戚にまで すべ て 憎まる &に 至った 者であります、 . 世 に賴邊 なき 者 

とて 實に キリストの 弟子の 如きはありません、 彼等 は此 量に 在て は 外國に 滞留す る 旅人の 如き 者で あ 

ります、 孤獨、 寂寞、 窮乏の 狀は 最も 深く 彼等. に 於て 見る のであります、 日暮れて 途 遠し、 主 は 去り 

て 天國は 未だ 臨ら す、 不信者 は跌 息し、 惡人は 跳梁し、 我等の 貴ぶ 名 は 嘲 けられ、 我等 は 化の 汚、 竊义 

よろ づ  あ > 

萬の 物の 塵 掠の 如くに 极 はる、 此 場合に 在りて キリ ス トの 弟子た る 者が ゲに 相愛せ ざ，；；； ば 使に 憐 むべ 

き 者と て實に 彼等の 如きはありません、 バウ a は 若し キリストに 由れ る 我等の 望みた V 此世 のみなら 

ば總 ての 人の 中に 我等 は 最も 憐 むべき 者な リと言 ひました r 哥林多 前書 十五 章ト九 節)、 私 は 彼の 首 

.  OO00OOO00O00OOO000OO00OOO00O 

葉 を 少しく 變 へて 曰 ひたく 思 ひます、 若し 我等 キリストの 弟子に 相互の 愛な くば 總 ての 人の 中に 我等 

は 最も 憐 むべき 者な りと、 世の 人 は 利益の 爲 めに 一致し ます、 名譽 のために 結合し ます、 然 かし 利益 

と 名 譽とを 放棄せ し キリス トの 弟子 は 之 を 以て 一 致 結合の 動機と なすこと は 出来ません、 キリストの 

弟子 等が キリストの 愛 を 以て 互に 相愛す る ことが 出來 ません ならば、 ゆに； き 者と て、 援助な き 者と 

て、 心 淋し き^とて、 活 きて nJs るの 甲斐な き 者と て實に 彼等の 如きはありません J 

然 かし 事 實は如 3： であります 乎、 キリストの 弟子 等 は 果して 互に 相愛し ます 乎、 彼等 は黨を 結び ま 

せん 乎、 敎會 のために 忠實 であって キリスト のために 不忠ではありません 乎、 相 ft:.: を謖 りません 乎、 

他 敎會、 他 信者の 衰退 墮落を 聞いて 竊に悅 びません 乎、 敎 # の 財產爭 ひを爲 しません 乎、 所謂る 信^ 

め屮に 在る も 敵の 巾に 在る が 如きの 感を懷 きません 乎、 所謂る 基督 信者なる 者 は S に 相 欺きません 乎、 


相陷 いれません 乎、 キリ ス トの愛 を 以て 互に 相愛す る こと はん，' n の 所謂 基督 信者の 特質であります 乎、 

是 等の 問に 對 して 私 は. 6 皆様の 前に 答 を 供すべき ではありません、 私 は獨り 私の 心の中に 答 ふべき で 

あります、 皆樣も 各々 其 心の中に 答 ふべき であります、 キリストが 此世を 去らる、 に 方て、 殊に 此ー 

おも ひ はか  いはれ 

事 を 憂 慮られて 特に 此誡め を 彼の 弟子 等に 予 へ られ ましたの は 其 中に 深き 理由が あ つ たから-、 又 今尙 

0  0 

ほ 有る からであります。 

「我が 汝等を 愛せし 如く」 と ある キリストの 其 愛 は 何ん な もので ありませ う 乎、 是れを 知る に は 新 

約 聖書 全體を 能く 讀ま なければ 判 かりません、 我 は 善き 牧者な り、 善き 牧者 は 羊の ために 命 を捐っ 

(約 翰 俾十章 十一 節〕、 是れ キリストが 其 弟子 を 愛せられし 愛の 丁： いであります、 キリストの 愛、 我 

を勉 せリ、 我等 思 ふに 一 人す ベての 人に 代りて 死にた れぱ すべての 人旣に 死にた る 也 (哥林 多 後齊五 

章 十 i: 節)、 t だれ キリス 卜の 愛の 實カを 示した 言葉であります、 Ci: に 屮ヒげ ますが、 兹に 「勉 ます」 

と ある は誤譯 であると 2 心 ひます、 原語の 意味 は 英語の constrainetll と M じ やうに 限る とか、 兩侧ょ 

り狹ば めら る k とかの 意味で あると 思 ひま 十、 キリストの 愛 我が 途を 限る、 我 は 八.'、 此愛 以外に 行動 

する 能 はすとの 意味で あら ふと 思 ひ ます)、 キリストの 愛に 就て 悉く 兹 に 語る こと は 到底 不 能 一?^ で 

あります、 然しながら 同じ 約 翰傳の 十三 章に 具體 的に 其 如何なる ものである 乎が 示して あると 思 ひま 

す、 キリスト は 彼の 愛の 實例を 示された 後に 此 愛の 誡 めを予 へられた ので あると 思 ひます、 个 同じ 章 

め 三節以 ド を讀ん で 御覽 なさ い 、 

イエ ス 己の 手に 父の 萬 物 を 賜 ひし こと、、 祌 より 來り 神に 歸る こと、 を 知り、 タ釵の 席 を 起ちて 

-5 は y  ^ て ひ  _;,! らひ  .si 

上衣 を 脫ぎ手 巾 を 取て に 纏 ひ、 而 して 盤に 水 を 人れ、 弟子の 足を灌 ひ、 その 纏 ひたる 巾に て 
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拭き 始 じめ、 遂に 、ンモ ン. べテ n に 及ぶ、 ベ テ B  E ひける は 主よ、 汝、 我 足 を 濯 ふ 乎、 イエ ス答 

へて 曰 ひける は 汝が爲 す こと を汝、 今、 知らす、 彼、 之 を 知るべし、  彼等の 足 を 濯 ひし 後、 

その上 衣 を 取り 乂 坐りて 彼等に 曰 ひける は 我が 汝 等に 行し、 事 を 知る 乎、 汝等我 を 帥と 呼び、 又 

主と 呼ぶ、 汝 等の 言. ふ 所 は 宜し、 我 は 誠に 是 なり、 我は汝 等の 師又 主なるに 尙ほ汝 等の 足 を 濯 ふ、 

汝等も 亦 互に 足を潘 ふべ し、 我れ 汝 等に 例 を 示せり、 此は 我が 汝 等に 行し、 如く 汝等 にも 行 さし 

めん ためなり (三— 七、 十二 I 十五 節 )= 

是れが キリス 卜が 其 弟子 等 を 愛せし 愛の 實 例であります、 雨う して 彼 は 彼等に 此の 如く： 立 ひに 相愛せ 

ん こと を 敎へ給 ふたので あります。 

相互の 足 を 濯 ふと は 勿論 水 を 以て 相互の 足の 泥 を 濯 ひ 落す とい ふに 止まりません、 謙遜 以て 相役 ふ 

の 意であります、。 ハウ 口の 所謂る 

然れ ども 我等 强き 者は强 からざる 者の きを 負 ひて 己の 心に 悅 ばざる をも爲 すべき 也- … ：：： キ 

リストす ら尙ほ 已を悅 ばす 事 をせ ざり き (r 維 馬 書 十五 章 一 、 三 節) 

との ことであります、 卽ち强 き 者 は 弱き者の 婢僕 となる の 覺悟を 以て 互に 相役 ふべ しとの ことで あり 

ます、 是れ 確かに 新ら しき 誡 めであります、 斯 かる 訓誡 はモ ー ゼに 由ても、 ソクラテスに 由ても、 孔 

す  く ど.'、 

子に 由ても 世に 予 へられませんでした、 爾 うして 斯う 爲 るの は 何にも 功德 のた めではありません、 自 

己の 潔 C を表顯 する ためで もありません、 「愛 を 心に 懐く」 からであります、 愛が 此 謙遜 を帶ぶ るに 

O0OOO00OO0O00OOOC0OOOO00C0 

至ります まで は 之 を キリ ス トの 愛と いふ こと は 出来ません。 

雨う して 斯の 如くに 相互 を 愛して 我等 は 始めて キリス 卜の 弟子と して 世に 認められ るに 至る ので あ 


るとの ことであります、 我等 は 或る 特训の 儀式 を 守つ て 我等の キリ ス トの 弟子た る こと を^に 向って 

^^£:すべ きではぁりません、 义 或る 一 定の 信仰 個條を 一一 一-一口して 我等の 地位 を 明かに すべきで はあり ま 

せん、 キリスト 6 弟子の 特質 か 其 相： A に對 して 懷く 特稱の 愛であります。 

信仰、 信仰と 云 ひます が、 信仰 は 決して 基督教の 特 In; ではありません、 ！；；^仰の强ぃもの はキリ ス ト 

の 弟子に 限りません、 囘々 敎の 信者で お 仰に 於て は遙 かに 基督 敎 信者よりも 强ぃ 者が 澤山 居ります、 

彼等 は 宗敎の ためとな らば 命を鴻 毛よりも 1： く m 心 ひます、 過る 年、 亞非利 加ォム ダル マンの 役に 何 萬 

とい ふ： 1： 々敎徒 は英國 人の 速射砲の 前に 枕 を 並べ て 斃^ました、 若し 信仰の 強弱に 由て 宗敎の 優劣が 

定まる 者であります ならば 囘々 敎は造 かに 基督 敎 以上の 宗敎 で あります。 

然 かしながら 信仰の 多い と 寡い とに は 由り ません、 信仰の 性質に. E ります、 如 3： なる 信仰で ある 乎- 

E だれ 我等の 第一 に 起すべき 11： 题 であります、 愛 を 基礎と する 信仰で ある 乎、 或 ひ は 愛 を 離れた る 信仰 

である 乎、 凡ての こと を 愛の 犠牲と なすの 信仰で ある 乎、 或 ひ は 自己の 主張 を 押し通 さんがた めに は 

反 對者を 傷け、 之 を 篤り、 畿り、 幾す も敢 てす る 信仰で ある 乎、 是れ 我等の 第一 に究 むべき 問題で あ 

ります、 爾 うして 私の 見る 所に 由り ますれば 囘々 敎と言 はす * 督敎に 於ても 所謂る 信仰なる もの は^ 

二種の 信仰であります、 卽ち 愛と は 何の 關係 もない 信仰であります、 兄弟の 足 を 濯 はない は 勿論， 場 

合に 由て は 之 を 傷け、 其 心臓 を 絞って 快哉 を 叫ぶ 信仰であります、 斯 かる 信仰 は 我！： の 基督 敎界に 於 

て あるば かりで なく、 米國、 英國 等の 古き 基督 敎國に 於ても 翳 々目撃 さる、 所であります、 實に 一;^ 歎 

の 極ではありません 乎、 而 かも それで も 基督 敎 で あ ると 一一 r ふ ので あ ります。 

斯く痛 一一-;:: して 私 は 特に 贵ド方 を 責める のではありません、 私 は 愛の 不足 を 以て 責 むべき 者 は 第一 に 
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私自身で ある こと を 知ります、 私 始め、 常に 信仰の 不足 を 歎いて 愛の 不足に 氣附 かない 者であります、 

私 始め 某 督敎は 特別の 愛の 宗敎 であって、 信仰の 宗敎 ではない こと を 忘れる 者であります、 然しな が 

ら 是れ大 なる 不注意、 犬なる 忘失であります、 愛 を 最上 位に 置かない 者 は キリストの 弟子で はあり ま 

せん。 

然 らば 私供 は 如何した らば 宜しう 厶 いませう 乎、 私共の 心に 確かに 愛 はない のであります、 私共 は 

キリス トの 弟子た るの 第 一 の 資格 を缺ぃ て 居る のであります、 然 らば 私共 は 如何したら ば，：；^ しう 厶ぃ 

ませう 乎。 

OOOO0OO0OOO00COO0O00O 

祌 より 愛 を 賜 はらん こと を 祈るべき であります、 私共 は 度々 愛 は 神の 最大の 賜物で ある こと を 忘れ 

ます、 私共 は 愛 は 之 を 自己に 發 採し 得すば 神の 心み に與り 得ない と 忍 ひます、 雨う して 自己の 愛の 無 

いの を 見て 失望し、 返て 神より 遠ざからん とします、 然しながら 是れは 誤った る^へ であります、 私 

共 は 直に 祌の寶 座に 近いて 愛に 滿 たされん こと を 祈るべき であります、 パゥ 口 のコ リン ト 人に 關はる 

祈 禱は是 でありました、 卽ち 

めぐみ ©  ®  ©  じひ， リ 

願く は主ィ H ス キリストの 惠、 神の愛と 聖靈の 交際、 汝等 すべてと 偕に あらん こと を (哥林 多 後 

書 末 章 末節) 

と、 私共 も 亦、 自己の ために、 相互の ために、 殊に 斯 かる 會 合の ために 神の愛の^ 等と 偕に あらん こ 

と を 切に 祈らなければ なりません。 

今や 我國の 基督 敎は舊 時期 を 去て 新 時期に 人らん としつ k あると 思 ひます、 舊來の 西洋 傳來の 基督 


敎は旣 に 其爲す べき だけの こと を 爲し了 はった と 思 ひます、 故に 若し 此上 基督 敎其 物が 發展 しませ ん 

ならば 我國に 於け る是れ 以上の その 發達 は覺 束ない と 5 心 ひます、 爾 うして 基督 敎の發 展とは W んでぁ 

ります 乎、 其眞理 の. 發揚 であります、 基督 敎は 未だ 其 精力 を消盡 しません、 祌は日 木 人に 命じて 其 新 

發展を 待ちつ k あり 給 ふと 信じます、 今やす ベ ての 方面に 於て 日本人 は 歐米人 を 凌駕し つ i あるで は 

ありません 乎、 下瀨 火薬の 如き、 木 村 式 無線； 電 II の 如き、 皆な 歐米人 以上の 新發 明ではありません 乎、. 

爾 うして 惟り 宗敎 に 於ての み 我等 は 西洋人 の 糟糠 を 何時 ま でも 嘗めて 居らなければ ならない ので あり 

000000000000  0  0  000000 

ます 乎、 私 は それ は 神の 聖意 ではない と 思 ひます、 我等 日本人 は 宗敎に 於ても、 然り、 殊に 宗敎に 於 

て 歐米人 以上に 出なければ なりません、 爾 うして 彼等 以上に 出る と は 彼等 以上の 言語 學的發 見 をな し、. 

彼等 以上の 敎義的 明確に 達する と 一ず ふこと ではありません、 此 事も爲 しませう、 然 かし是 れ よりも 大 

切なる 事が あります、 それ は 愛に 於て 上進す る ことであります、 日本 國に 於て 宗派 的 偏執 を 全く 絶つ 

ことであります、 かの 冷たき、 理論と 法則と 儀式と を 以て 維持 せんとす る歐米 流の 基督 敎に代 ふるに 

溫 かき、 靈と 生命と 愛と を 以てする 新たなる 基督 敎を 以てすべき であります、 我等 は 富と 智識と に 於 

て は 彼等に 及ばざる 所 ありと する も、 St 靈の 力なる 愛に 於て は 彼等 以上に 立たん とする 聖望を 懐く ベ 

きで あると 思 ひます、 斯 くして こそ この 淺間 山の 麓、 干 曲 川の 邊 より^ 界を 動かす の 勢力が 湧き出 7 お 

の であると 出 わ ひます。 
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第一 夜 聖書の i き 理由 

〇g^- 書 は 其 物 自身に て 貴い 者で ある、 人の 保護 や 贊助を 受けて 貴い 者で はない、 グク ッ ドスト ン翁ゃ 

ビク 卜リャ 女王が 之 を 讚め たれば とて 贵ぃ者 で はない、 斯 かる 貴い 書 を 讚め た 故 に 彼等が 貴くなる の 

である、 聖書 は 人間以上 である、 聖書 は 之 を 讀む人 を 貴く する、 貴い 人に 讀 まれ たれば とて 貴くなる ■ 

者で はない。 

oil 書 は 敎會の 保護に 由て^ 在す る 者で はない、 若し 雨うならば ブラウ 一一 ングの 詩集 や 力 —ライルの 

論文 集 は 聖書よりも 遙 かに 貴い 者で ある、 是 等の 書類 を 保護す る の 敎會も 團體も ない、 然 かし 是 等の 

書類 は 其 物 自身の 惯 値に， £ て ゆに 迎 へ られつ k ある、 聖書が 獨り 立つ ことの 出來 ない 書で あるならば 

之れ は 至って ッ マ ラ ない 書で ある、 然 かし 聖書 は 雨ん なッ マ ラ ない 書で はない、 聖書 は 敎會に 據て立 

つ 者で はない、 敎會が 聖書に 據て 立つ 者で ある、 聖書 は 其^ 在擴 張の ために 敎會の 保護 を 要しない、 

否な、 多くの場合に 於て は敎， ^の 保護 は 却て 聖書の 進歩 を 妨げる、 聖書 は 其獨り 放任 せられん こと を 

敎會に 向って 望む 者で ある。 

〇 聖書 は 第一 に 道德の 書と して 贵く ある、 之に 優 さるの 道德の 書 は 全世界に ない、 其 事に 就て 余 は 今 


故に 述ぶ るに 及ばない。 

〇 道德 の 書で ある、 然 かし 聖書 は 高い 淸ぃ 道德の 書と して 殊に 貴い ので はない、 聖書 は殊 に 信仰 の 途 

を敎 ふる 書と して 貴い ので ある、 罪人に 其 罪の 赦免 を 傅 ふる 書と して 殊に 貴い ので ある、 聖書 は 殊に 

義んが 其 義を樂 まんと て 請むべき 書で はない、 罪人が 其の 罪を赦 されん ために 讀 むべき 書で ある、 聖 

書 は 殊に 罪人に 取りて 貴い 書で ある、 故に 是れは 我等が 罪 を 犯し たれば とて、 其の 叱责 する 所と なら 

ん こと を 恐れて、 閉ぢて 筒 底に 葬るべき 書で はない、 我等が 罪 を 犯し 神より 遠 かるの 虞れ ある 故に、 

nu 母に 繙く ベ き 書で あ る 。 

〇 聖書の 貴 さは 神に 自己の 罪を鞫 かる V 時に 判 かる、 我が E 前に 我がす ベての 罪を畫 かれ、 免る、 に 

途 なきに 至って、 始めて 其、 i: 界 唯一 の 書で ある ことが 分かる、 我が 罪 を 全能 全智の 祌に购 かる 、時、 

や，、 れ ほしよ 

聖書が 示す 隱 場所 を 除いて 他に 身 を隱す ベ き 所 はない、 爾 うして 斯 かる 恐る ベ き 裁判 は 我等 各自の 生 

に 於て 遲 かれ 早 かれ 必す來 る 、 雨う して 其 時 聖書 を 知ら な い 者 は 所謂る 地獄の 苛 * に 遭遇し なけ れ 

ば たら な い 、 聖書 は來る べき 神の 忿怒より 我等 を 庇護る が 故に 貴く ある。 

第二 夜 聖書の 硏究法 

〇•， ュ！； 人 の 今 口 採る べき 聖書の 研究 法 は自. S 研究 法で なく て はならない、 な， や，：. 萬 物が す 、ベ て 此方 法 

に. E て 研究され つ、 ある 時に 方て、 聖書の み、 神聖に して 犯す ベ か らざ る：^ として 自由 攻究 の範 1! 以 

外 に S く - J と は 出来な い 、 聖書 は 始めより 祌の 書な りと の 前提 を 置 いて 研究す ベ きもので はない、 "一;! 

わ ra^ して 神の 書で ある 乎、 是れ 研究に 由て 定 むべき 問題で ある、 自由 研究の 結果と して その 祌の 書た. 
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る ことが 判 かるまで は、 我等 は滿 足して はならない。 

〇 爾 うして 斯 かる 研究 は 過去 五六 十 年間 泰西の 大學 者に 由て 綾 けられた、 爾 うして 其 研究の 結 si- とし 

て 聖書が 祌に 由て 人類に 與 へられし 唯一 の 書で ある ことが、 段々 と 明. n になって 來た。 

〇 赏に聖 書 は 自由 攻究に .m て 常 に 其 光 を 放 つ 者 で ある、 第 十六 世紀に 於け る 歐洲の 宗敎 革命 た る 者 は 

全く 其 時代の SSIm 研究の 結 raK として 始 つた 者で ある、 希 臘羅馬 古代 文學の 復興が 導火線と なり、 聖書 

の 自由 攻究が 行 はれ、 其 結果と して 比 絞 的に 純粹 なる 福音が 歐洲 人の 中に 復興し、 終に かの 驚： 大動地 

の大 運動が 起った ので ある。 

〇宗 敎的大 革命 は 常に 經濟的 大發展 に 伴 ふて 来る、 十六 世紀の 宗敎大 革命 はバ ス コ . デ . ガ マの 東，： •  ゆ 

航路 發見、 コ a ム ブスの 新 大陸 發 見に 緩いて 起った、 若し かの 時 に此 精神的 大 革命が 起らなかった 

ならば 人類 は 全く 經^ 的 動物と 化して 了った であら ふ、 然 かし コ ム ブス を 起し 給 ふた 祌は 同時に メ 

ランク ソン、 ル ー テル を 起し 給 ふた、 神 は 人類 を 愛し 給 ふ、 故に 彼 は 其 子供が 一方に のみ 發展 する を 

許し 給 はない、 新 大陸 を 加へ 給 ひし 祌は 同時に 新 福音 を 校け 給 ふた、 第 十六 世紀に 於て 爾ぅ であって 

第一 一十せ 紀に 於ても 雨う でなくて はならない。 

〇 今 は 實に經 濟發展 の 時代で ある、 我國に 於ての みならす、 世界 备國に 於て 爾ぅ である、 人類 は 今 は 

其 肉 體の快 樂を增 すため に 全力 を 注ぎつ、 ある、 八/や 精神 問題 は經濟 問題に 壓 せられて、 文明と は經 

濟的 發展の 一事に 止まる 乎の やうに 思 はれる に 至った、 然 かし 此の 狀況は 永く 續く べきで はない、 神 

若し 祌 であり、 人 若し 人であるなら ば、 此經濟 的 大發展 に 精神的 大 革命が 伴 ふべき である、 余 は 過.^ 

の 歷史に 省みて、 又祌の 特性に 鑑みて 此 事の あるべき を l^H じて 疑 はない。 


〇 爾 うして 此 精神的 大 革命 は 聖書の 新 研究 を 以て 世に 臨むべき ものである、 過去に 於ても 雨う であつ 

,  OOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOO 

た、 今に 於ても 爾 うでなくて はならない、 キリストの 福音が 其純粹 なる 形に 於て 世に 供せられ る 時に 

精 祌的大 革命が 始まる ので ある、 爾 うして 過去 六十 年間に 涉る 聖書の 自由 攻究が 來 るべき 此大 革命の 

準 倫であった らふと 思 ふ、 近世の 大戰 (辛 は 米 西 戰爭、 南阿 戰爭、 日露 戰 (J^ に 止まらない、 俗人の 知ら 

ない 所に、 聖書の 研究の 上に 幾囘 の大戰 爭が鬪 はれた、 其 劇 戰の狀 は 旅 順 y 攻擊の それに も 劣らたい- 

知る 者 は 知る であら ふ、 過去 半 百年 間 聖書 は實に 論戰の 修羅の 街であった こと を。 

〇§\a 曰學 上の 論戰 今や 酣 ならん とする に 方て 大發 見は獨 逸雨より 報ぜられつ、 ある、 其 ハイデル ブル 

グ大學 の 若き 敎授 ダイ ス マ ン氏は 埃 及の 砂漠の 中に 保お せら わし 古代の 屑 紙の 中より 聖書 研究に 關は 

る 最良の 材料 を發 見し、 是に 由て 新約聖書 は 其 創 成 時代 の 意味に 於て 新たに 讀 まれつ、 あるとの こと 

である、 世界の 富 は 金 鑌の發 掘、 新 領土の 開發を 以て 增大 しつ k ある 問に、 祌は埃 及の 砂漠の 屮に 

されし 屑 紙 を 以て 精神的 大 革命 を 人類の 中に 起しつ i あり 給 ふやう に 見える、 幸， 一 i なる は 獨逸國 であ 

る、 前後 一 一 囘の精 祌的大 革命 を 世界に 供す るの 名眷は 彼國に 授けられし やうに 見える。 

〇 我等が 玆に注 意すべき 一 つの 事が ある、 夫れ は 大人物の 顯 はれん こと を 待ち^む の 誤謬で ある、 祌 

の 事業 は 大人物 を 以て は 始まらない、 ル ー テル 其 人が 骨に 所謂る 大人物ではなかった、 彼 は 架 害に. W 

て 大人物と たったの である、 聖書 を 能く 識る ことに 由て 我等 柯 人 も 大人物と なること が出來 る、 何に 

も 大人物の 特に 我等の 屮に生 れ來ら ん こと を 待ち siii むに 及 ば な い , ッ マラない 人物 を 大人物と なす の 

が單 純なる 福音の 特性で ある、 聖書 は 我等 各自の 乎の 巾に あるで はない 乎、 ：！： を 苦んで 大人物の 顯屮 I 

を絕 叫す る の である 乎、 我等 备自 は此 書を讀 んで自 から 大人物と なる ベ きで ある。 
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〇 我等 は 直に 聖書に 就て 神の 福音に 接すべき である、 外國 宜敎師 等に 就て 其 末流 を 汲む ベ きで はない 、 

誰か 淀川の 淸流を 汲まん とする に 方て 之 を大阪 安治川口の 濁流に 於て 爲す者 あらん や、 せし く 琵琶湖 

畔に 溯り、 比 良の 高 根より 積雪 滴りて 溪流 となり、 湖面に 注ぐ 所に 於て 爲 すべきに あらす や、 神の 一一-一口 

葉 は 直に 之 を 聖書に 於 て 汲む ベ きで ある、 自由 攻究 を以 て 之 を究む べきで ある、 而し て 永遠 流 れて盡 

きざる 泉に 於て 活ける 生命の 水 を飮む ベ き で ある。 

第三 夜 余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎 

〇 是れは 余が 曾て 余の 信仰の 經歷 を外國 人に 示さん とて 余の 拙き 英文 を 以て 錢 りし 小 著述の 題猇 であ 

る、 此書 世に出て より 英米.：； =: 敎師の 多くの 笑 ひ を 買 ひ、 橫濱 在留の 英國 穴敎師 某の 如き は 其 英文の 

厶厶<"<"<1<1<1<1<1厶< ：厶  <:厶<<3<<1<3厶<"厶厶厶<3<<"厶<"厶厶<1<-<1ム<1<-厶乙<1<1 

異なる を 示さん がた めに 戲れに 其數ト 部を購 ひて 之 を 其 本國の 友人に 送りし とのこと である、 其、 米 

W に 於て 出版 さる」 や、 三 叫 年 を 經て渐 く 五百部 を賣盡 くす を 得しの み、 叉 英國に 於て は。 ン ドンに 

於ても、 H ヂン バラに 於ても 一軒の 書店の 其 出版 を 引受けん とする 者がなかった、 余 は 英文 を 以て 此 

書 を 書いて 英米 兩國 人の 嘲笑 を 買 ふに 過ぎなかった、 彼等 は 唯 余の 英文 を 笑った、 爾 うして 余の 精神 

の 在る 所に は 少しも 服 を 留めなかった、 唯 一 「絲 育ネ ー シ ョ ン. 一 なる 一 文學雜 誌が 之に 多大の 同情 を • 

表し、 之 を 宗教 以外に 價値 ある 書と し て 其讀者 に 紹介して 吳れ たの を 記憶す る 。 

〇 然るに 此小 著述が 獨 逸人の n に觸れ てより 大 に歐洲 人の 歡迎 する 所と なった、 其 獨逸譯 は 英書 獨譯 

を W て 名 を 知られた るチ ュ ー ビ ンゲ ン巿の ェ I レ ル孃の 筆に 成った、 爾 うして スッッ トガ —ト 市に 於. 

て 出版 さる k や、 獨逸、 填 地 利、 瑞西 等、 獨逸 語の 行渡る 所に 於て 讀 まれた、 數 多き 同情の 手紙 は 余 


の 乎に 達した， 余 は 思 はす も、 歐洲 大陸に 於て 多くの 善き 信仰の 友 を 得た。 

〇 此小 著述 は獨 逸より 露 西亞に 渡った、 而 かも 曰露戰 1?^ 设屮、 露闽の 基督 敎 徒と 余と 5 問に 親しき 信 

仰の P 妖が 交換され たとい ふ 次第で ある、 終に 此書は 露 領芬蘭 土にまで 行涉 つた、 繭う して 其 處にソ 

ルタバ ラ巿 高等 師範 學校 敎授ス オマラ イネ ン 氏の 筆に 由て 芬蘭 土語に 翻譯 された、 雨う 斯うす る 巾に 

瑞典 語の 翻譯が 出た、 雨う して 今や 义 r 瑶譯が 出で つ、 ある、 獨 逸に 於て は ベル ネッケ 博 土の 批^ を 

ふした、 ベ テックス 敎授の 愛 讀の榮 を 得た、 余 は 余の 精神的 女人 を 英米人の 屮に 得る 能 はすして、 

ノ之 を歐洲 人の 巾に 得た、 而 かも 塽地 利に 於ての 如き は 其 尸、 主敎 信者 の 巾に 得た、 是れ實 に 奇異なる 現 

象で ある。 

.〇 然 かし 是れ 決して 怪 むべき 現象で はない と 思 ふ、 我等 日本人と 全く 靈性を 異にした る 國民は 英米； S 

an^ である、 殊に 米国人で ある、 n 木 人 は 政治的に は 英米人の 灰で あら ふ、 然 かし，： 示敎 的に は 決して 

彼等の 親 灰で はない、 英米人、 殊に 米 人に は piety 卽ち 敬虔の 念なる 者 は殆ん どない、 宗 敎は逮 ふと 

雖も、 米國の 宗敎 に は 我國の 法然ゃ 親鸞な どの 深き 濃 かなる 宗敎 的 感情 は 到底 解 かるまい と 思 ふ 。 

〇< ^は 如何にして 基督 信徒と たりし 乎、 然 かり、 余 は 洗禮を 受けて 基督 ii^ 徒と はならない、 洗禮 は，^ 

を 基督 信徒と なすの 力 を 有たない、 余 は 敎會に 加 はって 基督 信徒と はならない、 其 餐式、 堅 信禮は 

ヘル を 基督 信徒と 成す こと は 出来ない、 余 は义 大家に 接して 基督 信徒と はならない、 大著 述を讀 んで基 

督 信徒と はならない、 余の 基督 信徒と 成った の は 人 や 敎會に 由って ではない。 

0 然 ら ば 人 は 言 ふで あら ふ、 汝の 基督 信徒た るの 證據は 河.^ にある 乎と、 其 時 余 は 加拉， ^書 第 六せ い 卜 
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ノ七 節の パ ゥ n の 言 を 以て 答 ふるのみ である。 

今より 後、 誰も 我 を はす 勿れ、 そ は 我れ 身に ィ H スの印 記 を 佩び たれば 也 

「印 記」 とは恪 印で ある、 奴隸の 持主が 其 所有の 奴隸に 捺す恪 印で ある、 爾 うして バウ 口 は 身に イエ 

ス の 恪印を 佩びて 居った との ことで ある、 卽ちィ H ス のために 受けた 迫害の 傷痕 を 佩びて 居った との 

事で ある、 或 ひ は 之 を 身に 佩びて 居った であら ふ、 或 ひ は 乂之を 心に 佩びて 居った であら ふ、 何れに 

しても 彼れ パゥ n はィ ヱ ス を；； ：5 ぜ しに 由て 蒙りし 多くの 痛き 經驗の 痕跡 を 佩びて 居った に 相違ない、 

繭う して 彼は是 等の 傷痕 を 人に 示して 云 ふた、 「是れ が 我が 基督 信徒た るの 證據 である」 と。 

0 余の 如き 數 ふるに 足らぬ 者と 雖も亦 同じで ある、 余と 雖もィ H ス の 印 記 を 身に 佩びす して 基督 信徒 

なりと 稱 する 事 は 中： 来ない、 勿論 明治の 照 代に 生れし 余 は 幸に して 余の 肉 體に傷 を 負 はせられ なかつ 

た、 然 かし 余と 雖も 余の 心に は からざる 痛き 傷の 痕を 佩びて 居らない ではない、 ィヱ ス のために 固 

0  00  OOOOOOO00  O0O0OO000OO あ ふ しん 0 ざ. フ 0000O00OOOOOOO 

ん， 親戚、 敎會 より 受けし 誤解、 其た めに 流せし 熱き" おの 痕、 心の 臟を 研ら る k までに 苦み し 痛みの 

0  00000000 やきいん OOOO00C-O0OOOOOOO  ©©©©3©©©©3  ©  ©  ©  ©  © 

跡、 余 とても 亦斯 かる 烙印 を 余の 心に 佩びて 居らない ではない、 爾 うして 是 等の 傷痕が、 是れが 余の 

基督 信徒た るの 證據 である、 余は是 を 證據に キリストの 臺 前に 立たん と 欲する 者で ある、 余 は 其處に 

監督、 牧師、 { 且敎師 等の 證明を 要しない、 余が ィ H スの ために 受けし 苦痛の 跡， 是れが 余が ィ エスの 

Is- 子で あり、 其奴 僕で あるの 證據 である。 

0 世に は 「ィ H スの印 記 を 佩び」 ない 所謂る 基督 信者が ある、 彼等 は 洗禮を 受け、 敎會に 列し、 聖餐 

の 式に 與 かる、 故に li- 統 の基智 信者で あると いふ、 然れ ども 彼等 は 未だ 曾て 一 囘も キリスト のために 

彼等の 社會に 於け る 地位 を 犧牲に 供せ しこと なく、 キリス ト のために 金錢 上の 大損 失 を 招きし ことな 


く、 キリスト のために 世に 憎まれし ことなく、 キリスト のために 偽善^、 不信者と して 敎會 より 逐は 

れし事 はない、 彼等 は 水の 洗禮を 受けたり と 云 ふより 外に 基督；； E 徒た るの 證明を 有たない、 彼等 は 度 

に憐 むべき 信者で ある、 當て にならぬ 信者で ある、 籍た」 統敎會 に S  くも、 欺き， 偽 はり、 他人に 多 

くの 迷惑 を掛 くる こと を敢 てす る 信者で ある、 嗚呼、 主 キリスト は 彼等に 向って 言 ひ 給 ふで あらう、 

汝 等が 我がた めに 受けし 迫害の 印譜 を 示せよ、 然らざ わば 我は汝 等が 千 Ki: 度び 水の 洗 t" を 受けたり と 

する も汝 等の 基督 信 たる を 認めざる べしと。 


ィヱス の 系圖 中の 婦人 

十 一 月 十八 H 人阪犬 滿敎會 質問 會に 於て 

馬太俾 第一章に 記さ わたる ィ H スの 系圖中 叫 人の 婦人の 名が 錄 されて ある、 卽ち タマル、 ラ ハブ、 

ルツ、 ゥリャ の 妻の 夫れ である、 五十 餘 人の 男子の 名が 錄 されて あるのに、 何故に 唯 g: 人の 婦人の 名 

が錄 されて ある 乎、 何故に 「メ シャの 母」 たるの 榮 譽に與 かりし 他の 婦人の 名は錄 されて ない 乎、 M 

故に サラ、 リベ 力、 レャ 等の 名 は 除かれて、 特に 前記 四 人の 名が 錄 されて ある 乎、 是れ 注意すべき 事 

實 である。 

ク マルと は 誰ぞ、 彼女 は ュダの 正妻で はない、 之 を 創 f 記 第：：；！ 八.^: 十に 就て 見る に、 タマルが ュダ 

に 由り てパ レズ、 ザ ラの學 を產 みし 談は 決して 美 はしき 談 ではない、 媳が 娼妓の 装 をして 舅 を 罪に 誘 
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ひたりとの 事で ある、 雨う して 斯 かる 背 倫の 結 ra^ として 生れた る 者が ィ ヱ ス の 祖先の 一 人なる パ レ ズ 

であると のこと である。 

. ラ ハ ブとは 誰ぞ、 彼女 は ユリ コ の邑の 娼妓で ある (約 書亞： 記 一 一章 參考 )、 彼女 はィ スラ H ル人を 力 

ナ ンの 地に 導きし 功に 由り、 士師ョ シ ュ ャの 副官の 一 人サル モ ンの 妻と なりて、 名 を イスラ 土 ル の歷 

^に留 むる に 至った 者で ある、 彼女 は 異邦 力 ナンの 產 であって、 而 かも 娼婦で ある、 賤 しきが 上に も 

賤 しき 者で ある、 而 かも 彼女 も 亦 r メシャ の 母」 の 一人と なる の榮 * に與 かりし との 事で ある。 

ルツと は 誰ぞ、 是れも 亦 異邦 モ アブの 婦人 で あ る 、 其 貞節 の 故 を 以て イスラ H ル人 ボア ズの迎 ふ る 

所と なり、 ダビ、 デ 王の 曾祖母と なりて、 r メシャ の 母」 の 一人た るに 至った。 

爾 うして ゥリャ の 妻と は 誰ぞ、 其 名をバ テセバ とい ひ、 ダビデ 王の 誘 ふ 所と なり、 王に 出て 子を設 

わざ はじ 

けしと 同時に、 災害 を 其 夫の 身上に 及ぼさし めた 者で ある、 世に> 症淫 の歷史 多し と雖 も、 ヅ ビデが バ 

テセバ に 由て 犯せし や 淫 罪の 如く 醜惡 なる もの はない (撒 母环 後書 4- 一章 を 見よ)、 而 かも ィ エスの 

組 の屮には斯か る^ 夫^ 婦も あつたと のこと である、 是れ又 驚くべき 事實 で あ る 。 

タマルと ラ ハブと ルツと バ テ セバ、 是等 ra 人の 婦人の 名が 殊更ら に 人類の 救主ィ H ス キリストの 系 

圖の屮 に 記されて あるとの 事で ある、 嗚呼、 是れィ H スに 取りて は 恥辱の 歷史 ではない 乎、 北 H 倫 者 あ 

り、 娼婦 あり、 異敎 信者 あり、 姦娃の 婦人 ありたり との 事で ある、、 而 して 馬 太傳の 著者 はィ H スの祖 

お 巾に 他に 多くの 淑德聲 名の 婦人 ありし を 知りながら、 悉く 之 を 省い て、 ^更 らに是 等の 惡 名の！^ 人 

の 名を揭 げたので ある、 大工の 子ィ H スを キリストと 稱び 做した 馬太傳 記者 は义 殊更ら に是等 ra: 人の 

Ji 人の 名 を 揭げて 彼の 大膽 なる 信仰 を 一 1^ 明 C に 表白した。 


然 かり、 斯 かる 惡名 の^人 を 其 祖先の 中に 有った るィ H ス は *1 の 人の 眼から 見て 卑賤 下劣の 者で あ 

らふ、 然しながら 我等 罪 を 履 はれん ために ィヱ スの 許に 來る 者に 取て は 是れ又 多大の 慰藉 を 供す る 事 

實 である、 我等の 中 何人 か、 其 祖先の 歷史を 調べ 見て 其 中に 恥辱の 記錄を 認めざる 者が あら ふ 乎、 我 

等 各自の 祖先の 中に も 放蕩 兒 あり、 淫婦 あり、 或 ひ は 娼婦 も妓婦 もあった であら ふ、 我等 M 人 も 決し 

て 血統 的に 淸淨無 坂の 者で はない、 我等の 血液の 中には 多くの 據； 多くの 罪惡が 混って 居る、 我等 

备自は 己れ 一人の 犯した 罪の ためにの み 苦しめられて ^5 るので はない、 我等の 父母、 我等の 祖父母、 

我等の 曾 祖ハ乂 母、 又 其 前々 の 祖先 等が 犯した 罪 を も 亦 身に 負 ふて 居る 者で ある、 憐 むべき は 人の子で 

ある、 彼等 各自 は 善と 惡 との 遣傳の 蓄積 所で ある、 然 かも 善は少 くして 惡は 多い、 善 は 弱くして 惡は 

强ぃ、 而 かも 情なき せの 人 は、 然 かり、 其 基督 信者と 稱 する 者まで が、 此 人生 明白の 事實を 認めす し 

て、 我等が 犯せし 罪 は 惟り 我等 自身が 犯した 罪で ある やうに ひ、 我等 を^め、 我等 を 其敎會 より 放 

遂し、 我等 を 其 牢獄に 投じ、 我等に 惡名を 着せて 世の 逐放 人と ならしむ、 然れ ども 萬 事 を 能く 知り 給 

ふ祌は 知り 給 ふ、 我等の 犯せし 罪 は 我等の みの 罪に あらざる 事 を、 我等の 先祖 も 亦 我等に 在りて 多く 

の 罪 を 犯しつ \ ある、 我等 も 亦 或る 意味から 云へば 「^の 罪 を 負 ふ羔」 である、 他人の 罪の ために 自 

から 鞭た る- 憐 むべき 者 で ある。 

然しながら 學 者と パリ サイの 人に 類す る 今の 世の 人々 を uvir して、 我等の 救主ィ H ス キリ スト を 

奉る 時に 我等に 大 なる 慰めが ある、 彼れ も 亦 我等と 均しく 多くの 惡 しき 汚れた る 遣 傳性を 以て 生れ 給 

ふたる 者で ある、 娃婦、 娼婦、 其 他 マナ セ 王の 如き、 アモン 王の 如き 「H ホバの 眼の 前に 惡を爲 した 

る」 多くの 惡 人の 遺 傳性を 以て 生れ 給 ふたる 者で ある、 ィ H スは聖 善の 靈 性に 由れば 明かに 神の 子で 
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あるが、 然し 肉體に 由れば 確かに ダビデの 裔 より 生れた る 者で ある (羅馬 書ー牽 三、 四 節)、 雨う し 

て ダビデの 裔 より 生れ 給 ひし 彼 は 罪 惡と云 ふ 罪惡を 悉く 其 身に 負 ひ 給 ふた、 我等の 救主ィ H ス キリ ス 

トは f の 人が 想 ふが 如き 罪と は 全く 無關係 の 者で はない、 彼 はす ベ て の 事に 於て 我； t の 如く 誘 はれ 給 

ヘリ (希 伯 来書 四 章 十五 節)、 彼 は 其 身に 於て タマル、 ラ ハ ブ、 ルツ、 バ テセバ の 罪 を 悉く 感じ 給 ふ 

た、 然れ ども 唯 罪 を 犯さ V りしの みで ある (同 章 同 節)、 彼 は 能く 罪の 苦痛 を 知り 給 ふ、 是 故に 能く 

我等の i 任 弱 を 體恤り 給 ふ (同 章 同 節)、 我等の 救 主 は 身に 一 點の 汚據を 留めす と稱 する 此 世の 王子 王 

孫の 如き 者に あらざる を 知って、 我等 は 憐恤を 受け、 機に 合 ふ 援助と なる 恩惠を 受けん ために 憚らず 

して 彼の 恩寵の 座に 来るべき である (同 章 十六 節)。 

ィ ェ スは其 身に 於て 人類 全 體の罪 を 贖 ひ 給 ふた、 然しながら それと 同時に 又す ベて 彼の 祖先の 罪 を 

贖 ひ 給 ふた、 彼 を 十字架に 釘け た 者 は 彼と 同時代の 者、 叉 は 彼より 後に 生れし 者ば かりで はない、 彼 

は 又 其 身に 娼婦 ラハブ の 罪 を も、 赛婦バ テセバ の 罪 を も、 虐王ァ ハズ、 マネ セ 等の 罪 をも擔 ひて 十.：： J 

O0C0OO00OO0OOOOO0OOOOO0O 

架に 上り 給 ふた、 ィ H スの 系圖は 確かに 彼の 擔ひ給 ひし 罪の 目錄 である、 馬太傳 記者 は 之に 由て、 ィ 

ェ ス の 贖罪の 事業の 如何に 廣 且つ 犬なる ものである 乎 を 示した ので あると 思 ふ。 

イエ ス にして 雨う であった とすれば 我等 彼の 弟子た る 者も爾 うでなくて はならない、 我等 は 自身 ィ 

ェ スに救 はれる と 同時に 又 我等の 身に 於て 我等の 祖先の すべての 罪を牘 はなければ ならない、 其 迷信- 

其 頑 硬、 其 接縱、 其 放肆、 其 妬 忌、 讒害、 刻薄、 毀 謗の 罪 を 悉く 我等の 身に 於て 贖 はなければ ならな 

い、 我等 は 現 if の 人の ため 又は 後世の 人の ために 十字架に 上る の覺 悟を定 むる のみなら す、 又 過去の 

人の ため、 殊に 我等 各自の 祖先の ために 罪 祭の 供物と して 獻 げらる-. -の 決心 を爲 さなければ ならない 一 


イエスの 祖先の 中に 娼妓が ありし と 云 ふ、 然 らば 娼妓と てィ H スに 由て 救 はれない 者で はない、 ィ 

ヱ スは 娼妓に 對 して 深き 同情 を 懷き給 ふ、 沟に 彼の 最始の 弟子に して 最も 誠實 なる 者の 一 人 は r 邑の 

中に 惡行 を爲 せる 婦」 なりし と 云 ふ (路加 傳 七章卅 七、 卅八 節)、 マグ ダラの マリヤ は 娼妓な りしと 

は 一 般に 信ぜら る、 傳說 である、 イエス にあり て は 婦人の 娼妓た る こと は 彼女 を 潔む る. ための 碍： St と 

はならない、 タマル、 ラハブ を 其 祖先の 中に 認め 給 ひし ィ H スは 娼妓 を も 其 弟子の 中に 加へ 給 ふて 恥 

辱と なし 給 はない。 

來れ 娼婦よ、 來れ墮 落 婦人よ、 来れす ベての 罪人よ、 ィ H スに 在りて 祌 はすべ ての 穰汚、 すべての 

罪惡を 潔め 給 ふた、 我等 も 亦 彼に 来りて 我等の 罪 を 潔 めら る K と 同時に、 叉 我等の 祖先の 罪 を も 悉く 

滅 す ことが 出来る、 多くの 婦人の 中より 殊更ら に 背 倫、 汚據、 異敎、 姦娃の 婦人の 名 を 掲げて 其系圖 

を 示さし め 給 ひし ィ H ス はすべ ての 墮落 婦人、 すべての 罪人 を 己に 招き 給 ふ 者で ある。 

ィ H スの 三 方 面 

完全なる 救 主の 性格 

十一 H; 廿 六日 角 ilia に 於て 

イエ ス 彼に 曰 ひける は、 我は途 なり、 眞理 なり、 生命な り (約 翰 傅 第 十 ral 章 六 節) 

之はィ H スの 自己に 關 はる 最も 完全なる 自顯 である、 彼 は 之に 由て 最も 簡潔に 彼の 何た， る^ を 彼の 
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弟子 等に 示し 給 ふた、 イエ ス はまこと に途 である、 眞现 である、 生命で ある、 是れ であるが 故に 人類 

の 完全なる 救 主で ある。 

途とは M である 乎、 處 世の 途 である、 所謂る 道德 である、 人に 對し 祌に對 し、 人の 取るべき 道で あ 

る、 卽ち實 行の 方法で ある、 ィ H スは 其躬に 於て 完全なる 道德の 標準 を 示し 給 ふた、 我等 は 國に對 し- 

社 會に對 し、 主權 者に 對し、 父母に 對し、 兄弟に 對し、 朋友に 對し、 敵に 對し、 惡 人に 對し、 如何な 

る途を 取るべき 乎、 我等 はィ H スの 行爲に 於て 之を學 ぶべき である、 世に 處す るの 途は 困難し く ある _ 

然 かしながら ィ H ス は 其躬に 於て ；：•  取 も 明白に 之 を 我等に 示し 給 ふた、 バウ 口 はコリ ント 人に 書 贈つ て 

曰 ふた、 我 キリストに 效ふ 如く 汝等 我に 效ふ べしと (哥林 多 前書 十一 章 一節)、 我等 はすべ ての ^に 

よ  せ i 

於て キリストに 效 へばまい ので ある、 ィ ェ スの途 は 之を踐 むに 難く は あるが 暖昧 ではない、 窄くは あ 

るが 直ぐで ある、 之に 十字架 は 伴 ふなれ ども 其 到達 點は 天國 である、 ィ H スの 生涯 は 人生の 模範で あ 

る、 之に 由る にあら ざれば 人 は 父の 所に 往く こ と 能 はす。 

然 かし ィ ェ スは途 であるば かりで はない、 實踐 道德の 模範で あるば かりで はない、 彼 は道德 である 

と 同時に 义眞理 である、 ィ H スは 行爲を 以て 效 ふべき 者で あるば かりで はない、 彼に 知識 を 以て 坆究 

すべき 者で ある、 彼 は 萬 物が 由て 存っ 所の 基で ある (哥羅 西 書 一 章 十七 節)、 智慧と 知識の 蓄積 は 一 

切 キリストに 蔵れ ある 也 (同 三 章 三 節)、 キリスト はまこと に 智慧 其 ものである、 一水 遠よ リ、 元始よ 

り、 地の 有ら ざリし 前よ リ 立てられ、 未だ 海洋 あらす、 未だ 大 なる 水の 泉 あら ざリし 時旣に 生れ 給 ひ 

し 者で ある (箴  一一 一一 n 八 章)、 キリスト は 架 書に 從 へば CHa の 原理で ある、 故に 彼 は實行 的に 解 得すべき 

者なる のみなら す、 亦 思索的に 探求すべき 者で ある、 彼 は 道德の 模範で あるの みならす、 亦哲 M やの 題 


口で ある、 彼 は 眞现其 ものである、 折：： 學の 終局 點、 萬 物の 解 i: である。 

道な a であって 眞现 で ある イエ スは 同時に 又 生 命 である、 殊に 靈的生 V 、叩 で ある、 人 を 其^ 在 の 根」 K に 

於て 動かす 者で ある、 之に 生 あり、 此 生命 は 人の 光な りと (約 翰 傅  一 十 w 節)、 イエス 曰 ひける は 

我は復 生な リ 生命な リと (同 十 一 章サ 五節)、 彼に 由ら すして 人は靈 的に 死んだ 者で ある、 彼 はまこ 

とに 神より 贈られし 生命の パ ン である、 彼に^る にあら ざれば 活 きたる 道德 もなければ 义活 きたる 哲 

學 もない、 彼 は 特^に 人 を 活かす 者で ある。 

斯の 如くに して ィ H スは 完全なる 救 主で ある、 た に實踐 道徳の 模範 を 示す に 止まらす、 人の 道理 

に 評 ふる 者で ある、 雨う して 道 德を敎 へ 道理に 訴 ふると 同時に、 叉 人の 靈 魂に 生命 を與 ふる 者で ある、 

イエス は 孔子の やうな 道德 家で はない、 去りと て 叉 プラト ー の やうな 哲學 者で はない、 彼 は 人類の 救 

主で あるが 故に、 道； P 以外、 哲學 以外に 活ける 深き 祌の 生命 を 供す る 者で ある。 

イエ スは如 斯き救 主で あれば、 彼 を 完全に 解 せんと 欲せば、 彼の 特性た る 三方 面より 彼 を 見な けれ 

ばなら ない、 三方 面の 一 を缺 いて 我等の 基督 觀は 片端たら ざる を 得ない、 完全た る 基督 觀と 健全なる 

信仰と はィ H ス を 其 三方 面より 解 得した る 結 si^ である。 

世に は 所謂る 實行的 基督 信者なる 者が ある、 彼等 はた 單 らにィ H スを其 行爲に 於て 眞 似ん とする、 

ィ H ス の 如く 謙遜に、 ィ H スの 如く 慈悲 深く、 ィ H スの 如く 勤勉な らんと する、 基督 敎哲學 の 如き は 

彼等の 措いて 問 はざる 所で ある、 彼等 は 义心靈 的 生涯なる もの を輕 蔑す る、 祈り、 泣き、 罪を悔 ひ、 

架靈を 求む るが 如き は 彼等の 解し 得ざる 所で ある、 彼等 は 曰 ふ、 基督 敎 何も のぞ、 實際 的道德 にあら 

すして M ぞゃ、 キリストの 敎訓 を實踐 躬行す るより 他に 某督敎 なる もの あるべ からすと、 祌の 特性の 
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如き、 キリストの 眞 性の 如き、 復活の 敎義の 如き、 彼等 は 之 を 不用 問題と 見做し、 基督 敎の すべて は 

ソロモンの 蔑 一一 百と、 キリストの 山上の垂訓と、 使徒 ヤコ ブの 書翰と に 在りと 言 ひて、 最も 簡 に 基督 

敎 を解釋 せんとす る。 

然しながら. 是れ 甚だ 簡易に して 甚だ 單 純なる 基督 觀 である やうに 見 ゆれ ども 實は 甚だ 淺 薄なる、 循 

つ て 維持す るに 甚だ 困難なる 基督 觀 である、 基督 敎 の 道德な る もの は 其 敎義を 離れて 存在す る もので 

はない、 其 道德は 常に 其 教義の 結果であって、 二者の 關係は 樹と其 菜との それで ある、 深き 敎義 がな 

くして 高き 道德 はない、 キリス トは祌 である、 彼 は 萬 物の 造 主で あると 言 ふこと は 基督 敎直惠 に栄ぃ 

深い 關 係の ある ことで ある、 基督 敎道德 と はた に キリストの 行爲の 機械的 模做 ではない、 是れは 宇 

-w と 人生と を 支配す る 深遠なる 道理の 一 身の 行 爲に現 はれた る 者で ある、 人 はィャ でも ォゥ でも 基督 

敎を 知識 的に 解さなければ ならない、 然ら ざれば 彼 は キリ ス 卜を眞 似ん と 欲する も 彼を眞 似る こと は 

屮 H 来ない。 

殊に 祈禱 を輕ん じ、 讚美 を 笑 ひ、 すべ ての 心靈的 感情の 發動を 迷信 視 する 者の 如き は 宗敎を 其 根底 

に 於て 拒否す る 者で ある、 宗 敎は活 きたる 祌と活 きたる 人との 交際で ある、 さう して 斯 かる 交際が 深 

き 感情 を 以て 現 はる、 の は當然 のこと である、 詩歌な く、 音樂 なく、 悔 改の淚 なき 宗敎は 極く 淺 薄な 

る宗敎 である、 神 は 規則の 勵 行者で はない、 愛の 父で ある、 我等 は 心に 深く 父の 愛を感 する にあら ざ 

れば 能く 其 命に 從 ふこと は 出来な い 。 

ュ 一一 テリア ン 主義の 基督 敎が 甚だ 單 純なる が 如くに 見えて 常に 淺薄 にして 消え 易き は是れ がた めで 

ある、 卽ちィ H スを 主. に途、 卽ち 道德の 標準と して 見て、 露现 として 究 むる こと 淺く、 叉 生命と して 


受 くる ことが 少 いからで ある、 使徒 ャ コ ブの 神なる 父の 前に 潔くして 穰れ なく 事 ふること は 孤 子と 寡 

婦を其 患難の 中に 見舞 ふ事是 れなリ との 首 を 極く 淺 薄に 解す るからで ある、 イエ スは 〈もで ある、 實踐 

道德 である、 然しながら 夫れ 許りで はない、 夫れ と 同時に 乂哲學 的眞理 である、 心靈的 生命で ある。 

世に は 义ィヱ スを 主に 眞理と 見る 者が ある、 是れ が卽ち 世に 所謂る 神學 者で ある、 彼等 は 理解の 一 

ソ- 面の みより イエ スを會 得せん とする、 宇宙に 於け る イエ スの 位置、 ィ H スは 人で ある 乎、 三位 ー體 

の哲 學的說 明、 聖書の 文學的 批評、 神の 自顯の 範圍、 其 他是に 類す る 問題で ある、 雨う して 是れ 亦輕 

ん すべから ざる 問題で ある は 言 ふまで もない、 然 かしな が ら神孽 者 の 大缺點 は實行 敬虔 の 二方 面をム 

る ことで ある、 眞理 は现解 性に 由ての み 了解し 得らる、 もので はない、 實行も 亦 3M 理會得 上の 必要 條 

件で ある、 祈 禱も亦 眞理の 了 得に 必要で ある、 祈って、 行って、 考 ふるに あら ざれば 眞现を 完全に 解 

する こと は 出来ない、 祌學 なる もの k 多くが 干 燥 無味、 砂 を 曙む が 如くに 感ぜら る i は 之 こ 實驗が 伴 

はす、 生命が 無い からで ある、 大祌學 者 ネアン.、 テル は 一一 H ふた 「心 ぞ神學 の 中心 なれ」 と、 基督 敎は貴 

族の 宗敎 でない と 同時に 叉學 者の 宗敎 ではない、 是れは 書齋に 在りて 考 出せら るべき 質の もので はな 

い、 是れは 感じて、 驗 して、 始めて 判明る 宗敎 である、 神學の 議論に 果は 無い、 世に 無益なる 學問と 

て 純神學 の 如き はない、 祌學 おが 其 反 對者を 謗り、 陷 ゐれ、 殺した 場合 は 昔 も 今 も澤山 ある- 祌學^ 

必 しも 其丄督 信者で はない、 否な、 多くの場合に 於て は 神學者 ほど キリストの 心の 解らない 者 はない、 

キリ スト を 殺した 者は學 者と パリ サイの 人と である、 爾 うして 學 者と は 今の 祌學 者で ある、 殺す 文字 

に 拘泥して 活かす 靈を 忘れた る 者で ある、 ィヱ ス を眞现 としての み 見る の 弊 は 終に 人 をして 玆に 至ら 

しむ、 卽ち彼 を 「.t 學者」 となして、 誇り、 驕り、 詣り、 謗り、 殘刻、 友を資 り、 放肆、 自負のお た 
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らしむ (提摩 太 後書 三 章 二— e: 節)、 謹みても 尙ほ 慎むべき は 此神學 的 偏見で ある。 

然しながら 偏見の 害 は 前 一 一 者に 止まらない、 ィ ヱ スを 生命との み 見る 者 も 亦 多くの 誤謬に 陷る 者で 

ある、 宗敎は 確かに 人と 神との 心靈的 交際で ある、 其 最大の 慰藉、 最 深の 歡喜は 心 靈の範 園に 於て あ 

る、 眞： 止の クリスチャン は 天國を 彼の 心靈 以外に 於て 求めん とは爲 ない、 彼 は 其處に 父と 語り、 友と 

交 はり、 天の 饗宴に 與 らんと する、 基督 敎は 特に 心靈 の宗敎 である。 

ふる ** ひ 

然しながら 天 の饗 筵に 與 かるの みが 神と キリスト を識 るの 途 ではない、 過食 は 肉 體に害 あるの みな 

らす、 叉靈 魂に も 害が ある、 生命の パ ンも只 之 を 食 ふの みに して 之 を 消化せ ざれば 靈魂を 活かさす し 

て 返て 之 を 殺す に 至 る 、 爾 うして 生命の 消化と は 其實行 である、 卽ち善 を 自己に 得 て 然る 後に 之 を 他 

に 施す ことで ある、 生命 は膏 雨の 如し、 た 之を蓄 ふれば 返て 腐敗 を釀 す、 之 を 燥け る 地の 上に 灌ぃ 

で 花 は^き 果は實 るので ある、 善行 は 生命の 放散で ある、 是れに 由て 自己 も 活き他 も 救 はる.^ ので あ 

る、 1^5 仰., fi ふと 稱 して 祈 禱斷食 をのみ 是れ 事と する 者 は 終に は 信仰の 腐敗 を來 して、 自己 を も滅す 

に 至る 者で ある、 所謂る 寺院 的宗敎 なる ものの 危險 は玆に 在る、 卽ち 宗敎を 私用に 供す るの 結果、 他 

人 を も 救 ひ 得すして、 自 から を も 亡ぼす に 至る、 生命の パンと 雖も獨 り 無限に 之を盒 はんとして はな 

らな い。 

心靈的 生命 を 重ん する 者 は往々 にして 自由 攻究 を卻 る、 彼等 は學問 は危險 なりと 云 ふ、 聖書 は 文字 

たりに 之 を 信ぜよ と 迫る、 彼等 は 理性 を 束縛して、 之 を 全然 信仰の 奴 隸 となさん と 計る、 彼等 は學理 

に訴 ふる 者 を 無神論者と 呼ぶ、 彼等 は直覺 的に キリスト を感 する の 外、 折：： 學 的に 彼 を现 解す る こと を 

悅 ばない、 彼等 は 宗教 は 主として 感情な りと 見做して、 冷 かなる 理性に 由て 之 を 解剖され る こと を巩： i 


れる、 所謂 信仰 家の 宗敎が 迷信に 陷り 易き は是れ がた めで ある、 卽ち 時々 道现の 光線 を 其 中に 注射し 

て、 病的 徽菌を 取 除かない からで ある、 道理 若し 冷豁 なれば 夫れ と 同時に 乾燥で ある、 道理 は 心靈界 

に 於け る 最善の 殺菌 劑 である、 道现に 由ての み 宗敎は 迷信の 害毒より 免 かる k ことが 出来る、 イエ ス 

を 生命と しての み 見て 眞？^- として 見ない 者 は 終に 彼 を 迷信す るに 至る 者で ある。 

イエス、 トマスに 曰 ひける は 我は途 なり、 真理な リ、 生命な リ、 人 もし 我に 由ら ざれ は 父の 所に 往 

くこと 能 はずと、 ィヱス は實際 的道德 である、 哲學 的眞现 である、 心靈的 生命で ある、 故に 彼の 敎訓 

を 身に 於て 行 ひ、 彼の 人 成 を 智識 的に 解し、 彼の 生命 を 心に 受 くるに あら ざれば 彼 を 完全に 解す る 能 

はす、 叉 斯く爲 すに あら ざれば 終に 救 はれて 父の 天 國に往 く 能 はす、 我等 は實 行、 知識、 i;:^ 仰の：： ； 方 

面より 完全の 救 主 を 仰ぎ 瞻て、 彼の 完全き が 如く 完全くな らん かな。 
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死の 慰藉 

IT 四月 サ曰 角箬に 於て) 

世に 死 ほど 恐ろしい 者はありません、 是れを 「恐怖の 王」 と稱 します、 之 を 慰む るに 足る 者 は 天上 

天 ド何處 にもありません、 生者必滅と は 言 ひます が然 かし 死に際 會 する 毎に 我等 は 新ら しく 其 恐怖 を 

感じます、 縱 令へ 命 救の 旣に 定まりた る 老人の 死で あるに しても、 死 は 死よりも 他の 者で はあり ませ 

ん〕 

M を 以て 死 を 慰め ん 乎 、 哲學 を 以て も 之 を 慰む る こと は 出來ま せん、 文學を 以て も 之 を 慰む る こと 

は 出来ません、 力 ー ライルの やうな 一象ら い 人で も、 其妻ジ H 1 ンを失 ひて より 彼が 死に 至る まで 幾囘 

となく 聲を 揚げて 「嗚呼、 唯の  一 II たりと も 我 は 再び 我が ジ HI ンに會 はんこと を」 と 一一 一一 n ふた さう で 

あります、 ミルの やうな 哲學 者で さへ、 其 妻の 死に は 堪え 得すして 其 墓より 遠く離れて は 居住し 得な 

かった との 事であります、 人の 智慧 は 如何に 豪ら くと も、 其 能力 は 如何に 强く とも 彼 は 死に 勝つ こと 

は屮 Z 來ま せん、 死の 前に は 英雄 も 赤子で あります、 其 前 に は 只淚と 麻の 衣が あるの みで あ ります。 

00000000000  0-0000000000000 

何 を 以て 死 を 慰めん 乎、 死 は 死に あらす との^ 仰のみ 能く 死 を 慰む るに 足ります、 人 は ドウしても 


死 を 思 切る こと は 出来ません、 或 ひ は 時 を 經て死 を 忘れる こと は^ 來 ませう、 然し 死 を 思 5- る こと は 

ドウしても 出来ません、 學 者が 何ん と 一一 一一 n はう と、 哲學 者が 何ん と說 明し やうと、 死者 はまこと に 死せ 

りと 聞い て 彼 は 諦める こと は 出来ません、 彼 は 人 は 死す るた めに 造られた 者で ない こと を 知ります、 

死 を非認 せらる k まで は 彼 は 心に 滿 足しません、 彼 は それまで は 心に 要め て 止みません 「我が 愛する 

者 を 我に 還 へ せよ」 と。 

福音と は 他の 事ではありません、 是れは 死の 死滅 を 報す る 昔 信であります、 

ィ ェ ス曰 ひける は 我は復 生な り、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし (約 翰傳十 一 章 

=^ 五節 )o 

彼 は 死 を もて 死の 權威を 有て る 者 卽ち惡 魔 を 減し、 且つ 死 を 畏れて 生涯 繋がる &者を 放ち 給へ り 

C. 希 伯 来書 二 章 十四、 十五 節： >。 

復た死 あらす、 哀み哭 き 痛み ある ことなし (默 示錄廿 一章 四 節)。 

是れが キリ ス トの 福音の 極致であります、 福音が 若し 死 を 慰む るに 足りませんならば、 それ は 幅 昔で 

はありません、 社會を 改良す る 者 は 他に も ありませ う、 家庭 を 潔む る^も 亦 他に あります、 然した が 

ら死を 慰む るに 足る 者 は キリストの 福音 を 措いて 他に ありません、 死 を 忘れし むる にあら す、 に 死 

を宥 むる に 止ら す、 死 を 無き 者と して 死後の 生命 を 約す る 者 は キリス 卜の 福音 を 除い て 他に ありませ 

ん、 福 昔の 特性と 其 能力と は玆に 在ります、 卽ち 是れは 充分に 死 を 慰めます、 「恐怖の 王」 を 服へ ま 

す。 

福音 を 信す るの 困難 は くありません、 或 ひ は 十 年、 或 ひ は 二十 年、 或 ひ は 三十 年、 其 探究に 身 を. 
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委ねて、 得る 所 は 殆んど 無き やうに 感ぜら る、 時が あります、 それが ために は、 ゆに は嫌+ ^れ、 は 

失 ひ 地位 は棄 て、 多くの 一一： 一口 ひ 難き 艱難に 出會 ひます、 然しながら 其 報 賞 は 愛する 者の 死に 遭禺 一して 

知られます、 我等 は 勿； i 其 時に 歎きます が、 然 かし 希 は 1- なき 他の 人の やうに； 愛戚 きません、 我等の 死 

^ の 憂戚 は 絶望 の 一 變戚 ではありません、 再會 の 希望 を 有す る 憂戚 で あ り ます、 美 はしき 淚の伴 ふ 憂戚 

であります、 仰： 大哭 地の 絶叫ではありません、 淚に 咽びながら 歌 ふ 讚美の 聲 であります、 爾 うして 此 

時に 斯 かる 經驗を 有つ を 得まして 數 年に 涉る^ 仰 維持の 苦痛 はすべ て 充分に 憤 は X- る の であります、 

恐怖の 王なる 死 を 慰む るに 足る の 慰藉、 是を 得る ために は 一 生 を 費しても 惜 くはありません、 キリ ス 

ト の 福 昔 を 信す る の 利益 は 特に 死に 際會し たる 時に 判然り ます。 

世に 憐 むべき 者に して 不信者の 葬式の 如きはありません、 我等 は 之に 臨んで 遣 族 を 慰む るの 言 を 知 

ら すして 窮 します、 不信者の 死別 は 悲痛の 極であります、 一 點の 光の 照らす 所な き眞喑 であります、 

我等 はた r 頭 を 低れ て？？ 意 を 表する まで あります、 信者の 信者た る 特權が 死に際 會 して 顯 はれます 

やうに、 不信者の 不信者た る 悲境 は 同じく 死に際 會 して 顯 はれます、 暗 黑を主 どる 死の 前に 立ち まし 

て 一 つ は按け 起さ；；、 他の 者 は 打ち沈む のであります。 

故に 我等 は 終まで 耐え忍ぶべき であります、 我等の 信仰の 報いら る X 時 は必す 到ります、 死が 我等 

の 家 を 襲 ふ 時に、 我等の 信仰 は 充分に 報いられます。 

無抵抗主義の 根據 


(五月 十九 = 角^に 於て〕 

われ 爾曹を 遣す は 羊 を 狼の 中に 入る \ が 如し、 故に 蛇の 如く 智く鵠 の 如く 馴良 かれ。  この 邑 にて 人なん 

ぢらを 責めな ば 他の 邑に 逃れよ、 我 まことに 爾 曹に吿 げん、 爾曹 イス ラエ ルの諸 邑を姬 り盡さ 2^ る 間に 人の子 

は 来るべし (馬 太 傳第十 章 十六— 廿 一一： 節)。 

〇 羊の 體躺の 構造 を 見よ、 かれに は 牙な く、 その 角 も 蹄 も 防禦 用と して は 全く 無效の ものである、 之 

に反して狼はその牙も爪もハ.^鬪攻擊の鋭利なる具でぁる、 羊は始 より 平和の 子であって 狼は始 より 鬪 

の 子で ある こ と は そ の體の 構造 を 見 て も 明で ある、 信者 は 羊で あり 世 は 狼で あるなら、 最も 平和 無力 

の ものが 最も 獰猛 殘 忍の もの、 屮に投 する ので ある、 M と 恐ろしい ことで はない か、 爾 うして 此の 無 

力なる 羊 は 恐ろしき 狼に 對し克 く 無抵抗でなくて はならぬ と 云 ふ、 蛇の 智は あっても よい、 善に 對）： 

て敏 くなくて はならぬ、 併 かし if 囊を すてなくて はならぬ、 さう して 鴻の 如く 馴良 でなくて はならぬ、 

然り、 純良でなくて はならない と。 

〇 殘 害べ く 構ら れ たる 世に 入りて 無抵抗の 態度 を とれとの ことで ある、 或る 學者は 此の 語の 餘 りに 强 

きに 過ぎる が 故に 後せ の附 加で あると 云 ふて 居る、 その 說の當 否 はさて をいて 吾等 信者が 世に 人る に 

當 りて は 此の 態度 を とらな けおば ならぬ、 キリス ト 御自身が 此の 態度 を とられた ので ある、 彼 は奸惡 

の^に 來りキ ^ の 如くに して 十字架に 上り 給 ふた、 初代の 使徒 等 も 亦 其師の 如くに (同 章卄 五節) 此の 

態度 をと つた、 彼等に は 蛇の 智慧と 分^ はあった、 彼等に は 善 を 13- るの 智と機 を 察し 人を識 るの 慧が 

あった、 然し 彼等 は 如何なる 場合に 於ても 害 を 以て 人に 向 ふ 事 は 出来なかった、 基督 者 は 元より 所謂 
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「街 人 好」 である、 彼の 生涯 は當 初より 無抵抗の 生涯で ある、 彼 は 性質と して 害 を 以て 人に 迫る こと 

は出來 ない。 

〇 此の 語 を擴充 すれば 馬 太傳五 章が 無くと も戰爭 など は 基督 者の 主張し 得べ きもので ない、 我等 は 敵 

の爲 めに 祈り その 救 ひの 方法 を 講ぜなければ ならぬ、 この 點に 於て は クロン ゥ エル も、 ワシントン も、 

今の 基督 敎國 なる もの も、 戰爭辯 護の 牧師 も 根本に 於て 誤て 居る、 キリスト は 義務と して 無抵抗の 生 

涯を 送り 給 ふたので はない、 これ は 彼の 固有の 性質から 屮： たので ある、 されば キリス 卜に 速ら なる 基 

督者も 無抵抗が 本来の 性質でなくて はならない。 

〇 故に キリ ス トは曰 ひ 給 ふた、 この 邑 にて 人、 -爾曹 を 責めな ば 他の 邑に 逃れよ と、 權利を はるな、 攻抗 

9  9  9  9  .U.H  こと i 

するな、 逃げ 廻れと、 これは實に武士敎育を受けた者などにとりては堪らなぃ語辭の樣に^If^ぇる、 し 

0OOO0OOOOOOOOO  OOOOO0OOOO0  ©©©©©©©©©©©©3©®© 

かしこれ は 恐れて 逃れる ので はない、 怯懦で 逃げる ので はない、 これ は 實に祌 の 力 を 信じ 彼の 義 の，： * 

.5? に信賴 して 逃げる ので ある、 故に 主 は 直ちに 嚴肅 なる ロ氣を 以て 言 ひ 給 ふた、 我 まことに 爾 曹に吿 

げん 爾曹ィ ス ラエル の 邑を廻 リ盡さ > る 間に 人 の 子 は來る べしと、 逃げ 廻る こ と は隨分 長く 逃げ 廻 

ら なければ ならぬ、 長く 忍耐し なければ ならぬ、 然し 逃 場の なくならない 1^ に 確に 神の， 雜 判は來 ると、 

吾等 は 此の 祌の義 の 現 はれる 時の 來るを 信じて 逃げる ので ある、 故に 吾等 は 敵に 杭して 共に 亡ぶ るの 

愚を爲 して はならない、 敵と 和らぎ 敵の ために 祈らなければ ならない、 さう すれば 神 は 吾等に 代り て 

審き給 ふので ある、 か、 る {# 判 は 末日で なくと も 吾等の 短 かき 生涯に 於て 屢々 實驗 すると ころで ある。 

〇 報知 新聞の 講談に 面白い 咄が ある、 卽ち大 岡 越 前 守が 一 日將軍 家より 善惡を 示せとの 難題 を 一一！： ひか 

お.？ あ がり こぼし 

けられた， すると 頓智 ある 越 前 は 次の 日將 軍- の 前に 不倒翁 を ころがし、 倒れて は 起き 倒れて は；^ 


きする の を 指し、 善と はこれ で厶 ると いふた、 乂 美しい 京人形 を 出し、 ー擊の 下に その美し き 面 をく 

だき、 惡と はこん な もので 厶る とい ふたとの ことで ある、 實に 面白い 咄 である、 さう である、 倒れて 

は 起き 負けて は 勝つ のが 善の 性質で ある、 爾 うして これが キリストの 敎 である、 無抵抗なる ものが 勝 

つ、 愚かなる ものよ、 天然 はこの 眞理を 示して 居る ではない か、 ：亞 非 利 加 €： 地に 年々 獅子の 减じ 行く 

の は 驚くべき ものである、 之に 反して 獅子 や 虎に 食 はれる 鬼 や 玲羊は 相 變らす 繁殖し 行く との ことで 

ある、 これ は！^ 者 柔和なる もの k 勝利 を 示す 生 吻界の 大事 實 である。 

〇 先頃 有名なる 魚類 學者 カリフ ヲ ルー ーァ大 學のジ ヨルダン 博士 は r 戰爭と 亡國」 と 題す. る大 論文 を 公 

にし、 古今の， 例 を ひき、 戰爭 は國を 起す ものに 非す して 國を 亡ぼす ものなる こと を 論じた、 彼 は X 布獵 

も羅馬 も戰爭 で 亡んだ ものなる こと を考證 明確なる 鋭利の 史眼 を 以て 論斷 した、 彼 は 日露 戰爭を 論じ 

て 日本 は 三百 年の 平和の 蓄積に よりて 露國に 勝った ので ある、 日 露 戰爭後 の 日本 こそ 最も 注意す ベ き 

であると いふた、 而 して 博士の 言 は事實 である、 戰爭 後の 議會を 見よ、 前 議會は 最も 醜惡腐 股せ る議 

會 ではなかった か、 獅子が 減る の は 彼の 精力が 侵撃爭 闘に 集注して 生殖 育兒の 方面に 及ばない からで 

ある、 戰爭 で國が 亡ぶ るの は 「人」 が 無くなる からで ある、 有爲 なる 人物 は 皆な 力の 府 なる 軍隊に 人 

りて 戰 場に 骨 を 晒し、 道 德界は 社界の 腐敗 を 支 ふる 有爲 なる 人物 を缺 き、 殖產 興業 も 人な きがため に 

衰 ふから 國は 遂に 亡ぶ ので ある、 今日の 希 臘人を 見て 吾等 はこれ が 彼の 大 文明 を 生みし 國 民の 子孫で 

あるかと 疑 ふ 程で ある、 是は 外で はない、 かの 絕 えざる 戰 に有爲 なる 人物 は 死に 絕 えて 令 日 殘れる 

も の は當時 生殘の 屑の 子孫で あるから である、 余輩 は橫須 賀に傳 道し て 海軍々 人中 實に 人物 の 多い の 

に 驚く ものである、 斯 かる 人物 は 宗敎界 ゃ文學 者の 中には 3- られ ない、 國の 勢力の 屮 心なる 存爲 のん 
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杉 か べ7^ 鬪 事業に 集中し て 平和の 事業が 屑の 手に 托せられ ると は實に 寒心す ベ き こと で ある、 こ -,, が國 

を 亡ぼす 基に 非す と 言 ふか、 誰か 戰爭 が國を 輿す と 言 ひ 得る 者ぞ。 

〇 かく 考 へて 鶴の 如く 羊の 如く 無抵抗 純良なる こと は 勝利の 道で ある ことが わかる、 此 キリストの 御 

言葉 は實に 天と地に 溢る.. 大眞理 である、 故に 基督 者 は 個人と しても 社會 としても 國家 としても 無抵 

抗の 態度 を とらなければ ならぬ。 


世の 讒謗と 天國の 希望 

馬 太 傳十章 二  4- S:— 二十 六 節 

意義 明瞭な り、 ^に 註釋を 要せす、 「ペルゼ ブル」 は惡 鬼の 王 を 云 ふ、 可 傳三章 二十 二 節 を 見よ。 

「掩 はれて 露 はれざる は 無し」、 人、 其 善を掩 はれて その 善の 終に 露 はれざる は 無し、 敵 人の 批評 

は 如何に 苛酷なる も、 以て 善人 を惡 人と 成す に 足らす、 善ん は 終に 善人と して 露 はるべし、 若し S ぼ 

に 於て にあら ざれば 來 世に 於て 露 はるべし、 我等 は 敵の 惡ロ罵 脊を懼 るに 足らす、 そ は 神 イエス キリ 

スト を 以て 人の 隱微を i¥ 給 はん 時、 我等 は 我等の 眞 性に 於て 露 はるべ ければ 也。 羅馬書 二 章上ハ 節。 

余の 如き 者が 死して 後に 榮 光の 體衣を 被せられて 神の 天國に 人る ので あると 云 ふ、 是れ 果して 事實 

であら ふ 乎、 是れは 信す るに 茶 だ 難い ことで ある。 


oooooooooooooooooooooooooooooooooo 

是れは 勿論 余に 斯 かる 榮光を 獲得す るに 足る の德が あると 云 ふこと ではない に 相違ない、 若し 余が 

余と して 扱 はる、 ならば 余 は 地獄の 底に 投 入れられべき 者で ある、 余が 若し 榮 光の 國に 入る を 得て 其 

處に 永久の 幅 祉を享 くる ことが 出来る とならば、 それ は 何に か 以外の 善德に 由る のでなければ なら 

ない。 

爾 うして 斯 かる 善 德が 余の 衷に 在る と 余 は 信す る ことが 出來 やう 乎、 鳴 呼、 余 は 救 はれたり、 必す 

天國に 入る を 得べ しと 云 ふ は 余に 取りて は：；.^ だ 傲慢の 言で は あるまい 乎、 潜 越で は あるまい 乎。 

嗚呼 余が 救 はれし 證據 は何處 にあら ふ 乎。 

嗚呼、 然り、 無いで はない、 此 永の 年月、 余が 幾囘 となく 神 を棄ん とせし にも 關 はらす、 今尙ほ i 

OOC0OOOOOC0OOOOOOOOOO0OOOOO 

に棄 てられ ざるの は、 其 事が 余が 神に 選 まれし 一 つの 確かなる 證據 では あるまい 乎。 

余と 同時に 信仰 を 表 はせ し 人に して 今 は旣に 全く 之 を 放棄せ し 者 多き に關 はらす、 余が 尙ほ 不束な 

がら も キリ ストの ために 世の 詣誶を 受けつ i ある は、 其 事が 余が 救 はれつ \ あるの 確かなる 證據の 第 

一 一で は あるまい 乎。 

もの 

雨う して 世の 詬誶其 物が、 其れが 余が 神の 霉 である 3： よりも 善い 證據 では あるまい 乎、 M は キリス 

il の 

トの屬 でない 者を斯 くまでに 詬ら ない、 曰く 國賊、 曰く 亂臣、 曰く 偽善者、 曰く 破壞 者、 曰く 親 殺し、 

in く 弟 殺しと、 余 は 何故に 斯 くまで 此 世と 此 f の敎會 とに 惡 まれる ので あら ふ 乎、 余 は 神の 前に 立て 

罪人の 首で ある こと を 自認す る、 然 かし 人 の 前に 立 て斯 かる 罪人 で あると は 何う しても 思 はれない 、 

は 及ばすな がら も 使徒。 ハウ 口に 傲 ふて、 恥づべき隱れたる事を^！^て、 詭譎を 行 はす、 神の 道 を亂さ 

す、 眞 理を顯 はさんと 努めつ、 ある (哥後 四の 二)、 然るに 余 は 大罪 人の 如くに 謂 はれ 又 謂 はれつ、 
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ある， 是れ 果して 何 を 示す ので あらう 乎。 

00 そしり 00  0OOOOOOOOO00O0OOO0OOOOOOO0O0O0O 

嗚呼 世の 詣誶 こそ、 余が キリストに 永久の 愛 を 以て 捕 はれし こと を 示す ので は あるまい 乎、 彼 を 

ペルゼ ブル 卽ち惡 魔の 王と 詬 りし 世が 同じ 憎惡を 余に 表しつ、 あるので は あるまい 乎、 鳴 呼、 斯くぁ 

れ かし、 余 も 世に 十字架に 釘 けられて キリストの 屬 たる を證明 されん こと を 希 ふ、 余が 甘に 譽 めら る 

. るに 至る 時 は 余が 天國に 人る の 資格 を 失った 時で ある、 世の 甚だしき 證 謗が 余に 臨む 時に 余 は 安全で 

ある、 余が 受 くる t の 讒謗 は 余が 天 固に 入り 得る の 「印 記」 である。 

去らば 來れょ 讒謗、 來て 余の 天國に 入る の 特權を 確かめよ、 何ん とで も 云へ よ、 余と 余の 同志と を 

謝る は汝 等に 取り 多少の 慰藉な らん、 余 等は汝 等より 此 慰藉 を 奪 はざる べし、 然し 余 等に は 又 余 等の 

慰藉 あり、 汝 等の 讒誇は 余 等の 信仰の 耳に は 天使の 聲 として 聽 ゆるな り、 天國の 語は此 罪の 世に 於て 

は 正 反對の 昔を發 するな り、 祝福 は呪詛 と、 善良 は罪惡 と、 眞善は 偽善と 響くな り、 然 らば 誹れよ 世 

よ、 汝の 誹謗の 語 を 鬼め よ、 而 して 之 を 余 等の 頭上に 堆ん で、 余 等の 天 固に 人る の 權利を 確かめよ。 


余 は 如何にして 基督に 來 りし 乎 

余 は 第一 に キリ ストに 引附 けられて 彼に 来った、 彼が 其 無窮の 愛 を 以て 余 を 己に 引 附け給 ふに あら 

れば余 は 如何にしても 彼に 來る こと は 出来なかった、 余の 場合に 於ても 亦、 我 儕 神 を 愛する は 彼れ 


先 づ我擠 を 愛する に 因れり (約 翰 第一 書 四 章 十九 節) であった、 余が キリスト を擇 らんだの ではない、 

キリス トが余 を 選び 給 ふたので ある、 夫れ 故に， ぷは 彼の 弟子と なること が出來 たので ある。 

余 は 第一 一に 生涯の 忠 難に 逼られ て キリストに 來 つた、 余 は 世と 人との 全く 賴 むに 足らざる を 知って 

終に キリストに 来らざる を 得な くな つた、 余 も 亦 余の 短 かき 生涯に 於て 多くの 忠 難に 遇 ふた、 余 も 亦 

パみ a と 等しく 同族の 難、 異邦人の 難、 僞はリ の 兄弟の 難に 遇 ふた (哥林 多 後書 十二 早廿六 節)、 0 

うして 之に 遇 ふて， チ "は (ま々 キリ ス 卜 に來ら ざる を たくた つた、 人生の 辛ら き經驗 を經し 者はル に，， 、H 

言 者 M レミ ャ と共に 云 ふ、 汝等 各自 其 隣人に 心せよ、 何れの 兄弟 を も 信ずる 勿れ、 兄弟 は 皆な 欺き を 

なし、 隣人 は 皆な 讒リま はれば なリと (耶利 米 亞記九 章 四 節)、 人に 信 を 置かざる に 至て 祌に信 を 

くに 至る、 雨う して 祌に信 を 置く に 至て 人に 人と して 信 を 置く に 至る、 余 も 亦 此徑路 を經て キリスト 

に 至り、 彼に 在て W び 人 を 愛し 得る に 至った 者で ある。 

余 は 第三に 自己の 罪に 責められて キリストに 來 つた、 我れ 願 ふ 所 は 之 を 行 はず、 反 リて願 はざる 所 

の 惡は之 を 行 ヘリ …… 噫 我れ 惱 める 人なる 哉、 此 死の 體ょリ 我 を 救 はん 者 は誰ぞ やと は 余 も 幾 同 か 叫 

んだ 者で ある、 雨う して 其 時、 十字架 上に 余の 罪 を 釘け し 救 主 を 示されて、 余 も 亦。 ハウ Q に 傲 ふて、 

是れ我 II の： 王 イエスキリストな るが 故に 神に 感謝す と 言 ひて 神 を 讚美した 者で ある (雑 馬 書 七 章)、 

神に 己が 罪 を 指さる \ 程 苦しい こと はない が、 然 かし 此 苦み を經 すして キリストに 來る こと は 出来な 

い、 神 は 傷け 給 ふ、 义 癒し 給 ふ、 余 も 一度 は 罪の 苦痛の 地獄に 投 込まれて、 其 中より キリストに 救出 

された る 者で ある。 

上より は キリストに 引附 けられ、 周囫 より は f に逼 まられ、 衷 より は 罪に 責められて 余 は キリスト 
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に 来る を 得た、 斯くて 余 は 人に 由て キリストに 来た 者で はない、 キリスト 御自身と 世路 難と 衷 なる 苦 

鬪と、 余 は是等 三者に 導かれて 余の 尊むべき、 讚むべき、 崇 むべき 救主ィ H ス キリストに 来た 者で ち 

る 0 

鳴 呼 神よ、 悲慘の 道 は 

余が 爾に 到る の徑路 なりき 

而し て 今 も 尙暗黑 の 裏に 在て 

余 は 目 を 閉て惟 爾に從 ふ 

幽陰 日光 單に爾 の 聖旨に 任 かす 

悲喜 哀樂唯 雨の 命に 從 はん 

雨の 大圖に 則りて 

余の 生涯 は聖 なら ざ る を 得す 

(『愛吟』 —第 十二 卷 『所感』 收錄— より) 


力る 十月 十一 Hw^ はざる に陛中 花卷に 至る を 得た リ， 翌十 二日の 夜- 其 地に 在る 十數 名の 敎友余 を 取 園み- 余 

に 多くの 質 間 を 試みた リ、 佘は高 壇に 立て 演說 を爲 すに 非ず して、 親友と 膝 を 交 へ て 語る ことなれば 余 Q 心の 

門戸 は 開かれ， 思 はざる に 余の 信仰の 祕密を 語りたり. 此ー篇 は 其 一節な リ- 全 國の誌 友が かの 小なる 1 室に 

集 はれし と假定 して 玆に 是を揭 ぐる こと 、做せり。 

永 生 

問、 先生、 永生と は 何う 云 ふ 事であります 乎。 

答、 雨う であります、 永生と 云へば 何人で も 讀んで 字の 如く 永い 生命で あると m 心 ひます、 故に 永生 

の 字に 「かぎりなき いのち」 と訓 じて あります、 然しながら 聖書で 云 ふ 永生、 殊に ョ ハネが 云 ふ 永生 

は 果して 永い 生命で あ る 乎、 是れ 考究す ベ き 問題 であります。 

聚 書の 原語で 云 ふ 永生と は必 しも 「永い 生命」 と 解す る を 要しません、 永生と 譯 されし 希 臘語は 之 

れは 時と 關係 のない 生命であります、 卽ち 肉體の 生命の 如く 時と 共に 變 化せざる 生命であります、 哥 

林 多 前書 十五 章パゥ 口 の 復活 論の 中に 靈と 血氣 との 區^ がして あります が、 永生と は 靈と云 ふと 同じ 

で 血 氣卽ち 肉體の 生命に 對し て 云 ふた も ので ある と 思 ひます、 必 しも 永い のが 貴い 生命で はあり ませ 

ん、 高い 聖 いのが 貴い のであります、 長い 布の 帶は 短い 縑 珍の 帶に 及びません、 其 如く 如何に 永い と 

て^ 味の ない、 目的の 低い 生命 は 決して 貴い ものではありません、 キリス 卜が 我等に 與へ給 ふ 貴い 生 

命 を 永生と 譯 したの は 最も 不幸で あると 思 ひます、 支那 人の 敎 にも 夕に 道 を聽て 朝に 死す とも 可な り 

と 云 ふこと があります、 善き 道 を 聞けば 其 日の 中に 死んで 了つ て も 可い との ことであります、 實に高 
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い 且つ 勇ましい 心 立ではありません か、 然る に 基督 信者 は 唯 永 い 永い ぎ 時 ま でも 消 へ な い 生命 を 得ん 

とて 喘ぐ ので ありませ う 乎、 若し 雨うならば 基督 信者 は 支那の 道德 家に 劣る と 思 ひます、 私 一 個人の 

經驗に 於き ましても 私が 神より 新たの 露理に 接した 時に、 此眞理 に 接し たれば 今 § に 死んで 了って 

も 可い と 思 ふた 事が あります、 神の 3呉 理に 一分 時間 接すれば 人生の 苦痛 はすべ て 償 はれる ので ありま 

す、 眞理 とは斯 くも 費い ものであります、 必 しも 生命の 永き を 要求し ません、 其 高く して 聖 きを 要求 

します、 キリストの やうな 生涯 を 一 日 送る ことが 出来れば それで 此 世に 生れて 來た 甲斐が 充分に ある 

と 思 ひます、 私 は 世間 普通の 基督 信者が 永生々 々と 云 ひて 唯單 すらに 永く 生きん とのみ 欲する を 見て 

彼等の ために 甚だ 歎く 者であります、 キリストの 與へ給 ふ 生命 は聖 いのみなら す、 永久に 績く 者で あ 

り ませう、 然し 其 永 いのは 我等の 注意すべき 事ではありません、 其 高い 事、 其 秋の 空 天の 如くに 淸ぃ 

こと、 其 事が 此 生命の 殊に 貴い 理由であります、 我等 は 唯 死にた く いと 云 ひて 永い 生命 をのみ 望ん 

ではなり ません、 私の 永生の 解 は是れ であります。 

盗賊の 慰 藉 

むャ びと 

問、 先生、 路加 傳廿三 章 四十 三 節に ある キリストが 其の 側に 在りて 同じく 十字架に 釘 けられし 盜人 

の 一人に 語られし 辭の 意味 を 語って 下さい、 「今日、 汝は 我と 偕に 樂 園に 在るべし」 と は 何う 云 ふ 

とであります 乎。 

答、 爾 うであります、 是 れは隨 分六ケ 敷い 問題であります、 キリストの 此御 言葉に 由て 多くの 祌學 

說が 立てられました、 或 ひ は 「今日」 と あるから 人 は 死す と卽 時に 天國に 入る 者で あると か、 或 ひ は 


「樂 園」 と あわば 灭國は 或る 一 定の 場所で あると か、 或 ひ は 天阈は キリストの 再臨と 同時に 建設 せら， 

るべき 者で あれば、 樂 園と は 其 時までの 死せ る 善人の 一 時の 休息所で あると か、 主の 死 際の 此 一 言が 

多く の 神學者 の 頭腦を 1.1 ます 原因と な つ たと は 實に不 思議 で あ り ます。 

然しながら 是れ キリス トの情 性を考 へない から 來る誤 想の 結果で あると 思 ひます、 キリス トは 死に 

際して 神學 說を唱 へられた のではありません、 キリスト は 人で ありました、 爾 うして 今 玆に罪 を悔ひ 

し 一 人の 罪人 を 慰めん とせられた のであります、 此 罪人 は 多分 無智 無學の 人であった ので ありませ う、 

彼 は 勿論 神學を 解せ す、 キリストの 天國の 福音す ら會て 聞いた ことの 無い 者で ありまし たらう、 彼 は 

唯當 時の 平 人の 一人と して 死後に 樂 園の 在る こと を微に 聞いて 居った ので ありませ う、 爾 うして 此無 

智の者 を 慰む るに 方て キリスト は 御自身の 理想 叉 は 信仰 を 語られす して、 平 人の 解し 得る 言 を 以て 平 

人の 心 を 慰め 給 ふたので あると 思 ひます、 今や キリ ストに 取りても 盗賊に 取りても 氣息 の將 さに 絶え. 

ん とする 問 際であります、 其時ィ H スは 子供 を 慰む るに 子供の 言葉 を 以てせられた のであります、 ィ 

H スは悔 ひたる 罪人に 曰 はれました、 「我 は汝の 改悔を 聞いて 甚だ 喜ぶ、 慰めよ、 汝が 聞きし 如く、 

汝は 死す る 今日、 我と 偕に 樂 園に 在るべし」 と、 此聖言 を 聞きし 盜賊は 如何ば かり 悅 びました らふ、 

彼に は 死の 苦痛 は 無かった であり ませう。 

キリス トは 勿論 斯く云 ひて 悔 ひたる 罪人 を 騙し 給 ふたので はありません、 キリ ストの 此 言葉の 中に 

深い 意味が 含まれて あります、 罪人 は 誠に キリストと 偕に 其日樂 園に 在った のであります、 實に 彼が 

罪を悔 ひた 其 卽刻彼 は旣に キリス トと 偕に 樂 園に 在った のであります、 神の 眞理を 遣 漏な く 說悉す こ- 

との 出来る 人間の 言葉と てはありません、  我等の 言葉 は 神の 眼より 見れば 何れも 皆な 赤兒の 言葉で あ. 
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ります、 卽ち 表號に ほか 過ぎません、 キリス 卜は此 場合に 4、 て は 彼の 天國の 福音 を 無智の 罪人の 言辭 

に譁 された のであります。 . 

, 新約聖書 中に 「樂 園」 の 文字が 使って ある 所は此 所の 外に 哥林多 後書 十二 章 四 節と 默示錄 二 章 七 節 

であります、 何れも 後世の 人が 使った のでありまして、 キリストが 此辭を 使 はれた の は唯此 所ば かり 

であります、 彼 は 天國に 就て 語られました、 神の 國に 就て 述べられました、 然し 「樂 園」 に 就て は述 

ベ られ ませんで した、 彼 は 多分 故ら に 此辭を 避けられた であら ふと 思 ひます、 丁度 今日 我等が 日本に 

於て 「極 樂」 と 云 ふが 如くでありまして、 是れに 多くの 物質的の 意味が 着いて 居りまして、 キリスト 

の 純然たる 靈の 世界 を 表明 はすに は 最も 不適 當 なる 辭 であった らうと 思 ひます、 然しながらん r- は 言辭 

の撰擇の場合ではぁり^！-せん、 令 や 一人の 靈 魂が 罪を悔 ひて 死なん とする 場合であります、 其 時 イエ 

ス は 死者に 天國の 奥義 を說 聞かせん と は 爲し給 ひませんでした、 彼 は 今 は 信仰の 4i 兒に 赤兒 の言辭 を- 

以て 語られた のであります、 斯く爲 す は當然 であります、 眞 情の 然 からしむ る 所であります、 人なる 

ィ H スは斯 かる 場合に 於て 神學 者の 態度 を 取られて、 十字架の 上より 說敎 せんと は 爲られ ませんで し 

た。 

此事 たる 又 我等 キリストの 弟子た る 者に 多くの 貴い 敎訓 を與 ふるではありません 乎、 我等 も 亦 或る 

時 は異敎 信者の 死の 枕邊に 招ば る X ではありません 乎、 爾 うして 其 時 我等の 或 者 は 「極 樂」 を 語り、 

「高天原」 を 口にする を大 なる 罪惡 である 乎の 如くに 感じ、 厚かまし くも 外國 {ー曰； 敎師か 又は 彼等に 雇 

はる、 牧師 傅 道 師に傚 ひて 基督 敎の敎 義を說 かんとす るではありません 乎、 雨う して 斯 かる 偽善者の 

態度に 出て 我等 は祌 のために 何に か 犬なる 善事で も爲 したやう に 信す るではありません 乎、 然しな が 


ら是は 人類の 友た るィヱ ス キリ ストの 精神ではありません、 佛敎 徒の 死 際に 極樂を 語て 彼 を 慰む る は 

決して 罪ではありません、 天 國と云 はすして 高天原と 云 ひたれば とて 場合に 由り て は 少しも 惡 るく あ 

りません、 人の 眞情 は聖 いものであります、 我等 は 其 要求に は聽躇 なく 應 すべきであります。 

畢竟す るに、 十字架の 上に 於け る キリ ストの 盜贼 慰藉の 御言 葉 は 彼の 御眞情 を 能く 我等に 示す もの 

であります、 我等 は聖 ルカが 此御言 葉 を 彼の 筆に 留めて 置いた ことに 就て 深く 彼に 感謝し なければ な 

り ま 亡ん- 私 は キリストの ヒ ュ ー マー ーチ ー (人道 感) を 深く 探れば 探る 程、 彼の 神なる こと を覺り 

すつ 

基督 敎道德 の缺點 

十 一 月 二十四日 柏木 聖書 研究 會に 於け る 講演の 大耍 

基督 敎道德 に 缺點が あると 云 ふ、 是れは 基督 敎を 信す る 余輩の 口より 出づ べき 言 ではない やうに 見- 

え る 、 然し 余 W は 察實有 の 儘 を 語らざる を 得な い 。 

基督 敎道德 は 愛の 一字 を 以て 盡 きて 居る、 夫れ 故に 基督 敎道德 の 缺點と 云へば 愛の 缺點 である、 愛 

レ には义 愛の 缺點が ある。  。  f; 

愛 は 人 を 軟弱に する、 愛 は 人の 律法 的 觀念を 緩める、 愛 は 放埒 を 助ける、 愛 は 人の 依頓心 をお 力す 

愛 は 女性的で ある、 愛 は 勇氣を 挫く、 愛 は 人 をして 女々 しからし む。 
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愛 は 美德の 女王で ある、 然れ ども 女王 は獨 りで 立つ こと は 出来ない、 彼女 を 支 ふるに 強き 勇者が 要 

る、 彼女 は 單獨で 位 を 保つ 者で はない、 彼女が 美く しくして 擾 さしき は 彼女の F に 多くの 太き 逞しき 

- 丈夫が 居る からで ある。 

其 如く 愛 も亦獨 りで 立つ ことの 出来る 者で はない、 愛 を 支 ふるに 嚴 格なる 道德が 無くて はならない、. 

愛が 美德の 女王と して 諸德の 上に 聳えん がた めに は、 彼女の ドに 多くの 嚴 格なる 道德と 峻烈なる 律法 

とが 行 はれなければ ならない、 愛 は 道義の 尖塔の 頂點 である、 之に 律法の 地盤がなくて はならない、 

叉 道 德の支 石がなくて はならない、 愛 は獨り 理想の 虚空に 浮ぶ 者で はない、 愛 は 動かざる 固き 道念の 

上に 立つ ベ き 者で ある、 基督 敎は 漂然と し て 天より 降った 者で はない、 基督 敎 は 嚴烈な る 摩 西 律より 

生れ 出た 者で ある、 始めて 基督 敎を 受けた 民 は 二 千年間 最も 嚴 格なる 道德の 下に 最も 厳格なる 鍛鍊 を- 

經た 者で ある、 律法が 其 極に 達して 愛の 福音が 與 へられた ので ある、 基督 敎の 有難 さは 律法の 苦さが 

解からなければ 解からない、 恰 かも 血 を 流して 得た る 憲法に あら ざれば 其 貴 さが 解らない と 同然で あ 

る 0 

嚴 しき 律法の 上に 立て キリ ストの 愛の 幅 音 は 瞻て美 はしく 仰いで 慕 はしい ので ある、 恰 かも 富士山. 

た ケひ す が -U  しほ  ミ  や  yn.; 一 

が魏々 たる 山脈の 上に 聳えて 其 儔な き 容姿 を 表 はすと 同然で ある、 縛られ、 撻 たれ、 燬 かれ、 殿 えら 

わ、 免が るるの 途 なきに 至て 十字架の 放つ 軟 かき 光 は 認めら るるので ある、 平和の 白き 百合の 花 は 岩 

はざま  くわ びん 

の狹 間に 於 て^く、 我等 は 之 を 花瓶に 移して 其 香 を も 色 を も 知る こと は 出来ない。 

故に 道德を 知らす して 愛 を 知る は大 なる 危險 である、 愛 は 苦き 律法と 共に 味 ふべき 者で ある、 道德. 

の 下地 を 作らす して 愛を授 くる 敎師は 人 を 滅亡に 導く 者で ある、 基督 信者の すべての 腐欧 とすべ ての. 


墮 落と は此不 注意 より 來る。 

初代の 基督 信者より 其 猶太 敎を 除き、 英 民族より 其ピ ユリ タン 主義 を 除き、 日本人より 其 m 士道 を 

ま」 て 、 基督 敎道德 の 害は權 るべき ものである、 人の 心 を 腐らす 者に して 無分別 な る 慈善 の 如き は な 

い、 爾 うして 無分別なる 慈善の 中に も 愛の 福音の 無分別なる 傳播 ほど 懼 ろしい 者 はない、 之に 由て 身 

は 亡び、 家 は i れ、 社 會は亂 る、 謹みても 尙ほ愼 むべき は 同き 道念の 上に 築かざる 愛の 福音の 宣俾で 

ある。 
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ィ ヱ ス の 容貌に 就て 

或る 晚餐會 の 席上に 於て 友人 某に 語 リし所 

問、 ィ H スは ー體如 M いふ 容貌の 人で ありました 乎 伺 ふこと は 出来ます 乎。 

答、 然れ ばであります、 イエ スの傳 記と して 残って 居る もの は四ッ あります が、 其 中に 彼 は 如!： い 

ふ 容貌の 人であった 乎、 其 事に 就て は 少しも 書いて ありません、 其 身の 丈け は. き 13、 其 額の 色 は 白 

くあった 乎、 黑 くあった 乎、 眼 は 鋭く あった 乎、 優 さしくあった 乎、 聲は 高く あった 乎、 低く あった 

乎. 其 等の 事に 就て は 彼の 傅 記者 等 は 何の 記す 所 もありませんでした、 只 約 翰 俾の第 八 章 五十 七 節に 

彼の 敵 人が 三十 歳 前後の 彼に 問て 汝 未だ 五十 歳に 達せざる に アブラハム を 見し と 言 ふやと 言 ふたと あ 

る を 見まして、 私共 はィ H スが歳 不相應 に 其 額に 年波 を 港え て 居った こと を 知る のであります、 其 他 

イエ スの 肉體に 就て 私共 は絡對 的に 何にも 知らないと 云 ふても 宜ぅ厶 います。 

然しながら 能く 考 へて 御覽 なさい、 此 一 事が 善く 基督教の 何たる 乎 を 示す ではありません 乎、 卽ち 

基督 敎は 結對 的に 靈 の 宗敎 であって、 肉の ことに は 少しも 思 ひ 及ばなかった 事 を 示す で はありません 

乎、 若し 是れが 他の 宗敎 であったならば 如何で ありませ う、 其 始祖た る 者の 容貌 體 格 は 其 弟子 等の 录 


も 注目す る 所であって、 其傳 記なる もの は 詳しく 之 を 記す に 相違ありません、 然るに 玆に祌 の 子と し 

て 仰がれし ィ H スの傳 記に 其 容貌に 就て  一 一一 一一 c の 記す 所がない のであります、 是れ實 に 著る しい 事で は 

ありません 乎、 雨う して 事 は兹に 4- まりません、 ィ H スの 弟子の 一人なる バウ ：！ の 如き は 特更ら に 彼 

の 肉體に 就て は 知ら ざらん と 欲しました、 彼れ パ ゥ 口 は 口 ひました 

是 故に 今より 後、 我等 肉體 に： W りて 人 を識る まじ、 誠に 我等 肉體に 依りて キリスト を識 りし かど 

も 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ (哥林 多 後書 五 章 十六 節)。 

面う して 彼れ パ ゥ ロはィ H ス の 容貌に 就て は 一 言 を 述べませんでした、 數 多き 聖書 記者 等はィ H ス の 

敎訓、 彼の 行爲に 就て は 洩らす 所な く 記しました、 故に 後世の 私共が ィ H スに 就て 知る 所 は 唯 彼の 靈 

に 就ての みであります、 歷 史的 ィ H スとは 全然 靈的ィ H ス であります、 私共 は 肉的 ィ H スに 就て 知ら 

んと 欲する も、 之 を 知る の 夤鎵は 一 つもありません。 

爾 うして 此事 は單に 過去の 事實 としての み 見逃すべき ではありません、 此事は 私共に 大 なる 敎訓を 

與 ふべき であります、 イエ スの 人格が 全然 靈 的であった 故に、 其 弟子 等が 之に 見 れて 少しも 其 肉に 

思 ひ 及ばなかった やうに、 私共 後世の 基督 者 等 も靈に 於て 秀で & 肉に 於て は赏際 的に 消えて 了 はなけ 

れば なりません、 肉 は 如何で も宜 いのであります、 小さから ふが、 大きから ふが、 美く しから ふが、 

醜から ふが、 如何で も宜 いのであります、 肉 は 益な しであります (約 翰 傳六章 六十 三 節)、 肉の こと 

に 就て 語り、 肉の ことに 就て 書き、 肉の ことに 深き 注意 を拂 ふの は 私共の 信仰の 極く 弱い 且つ 低い 兆 

候であります。 

然るに 此 事に 關 する 今の 基督 信者、 卽 ち敎會 信者の 爲す所 は 如何であります 乎、 彼等が 何よりも 好 
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むこと は 人物 批評であります、 爾 うして 人物 批評と は 人の 惡ロ でありまして、 人の 惡ロは 肉體の 悪口 

であります、 人の 容貌より 其 住居の 狀態、 牧人の 多少、 小兒の 有無、 其 他聞く に 忍びざる 所の 肉に 係 

はる 觀察談 であります、 爾 うして 少しく 自己の 意に 適 ふ 人が あれば 直に 其 寫眞を 乞 ふて 之 を 印 M に附 

して 紙上に 揭げ、 其 能辯 を 賞し、 其 身振り を譽 め、 以て 偏へ に 彼に 由て 自己の 理想的 人物 を畫 かんと 

する のであります、 我等 肉體に 依りて 人 を識る まじとの 使徒 バウ a の 決心 は 今の 基督 w 者の 55こ_ は少 

^行 はれません、 否な、 彼等の 間に は 其 正 反 對が行 はれて 居ります、 きi-;^i:きi^<}^s;uキi^かト 

識る まじと 決心して 居る やうであります。 

聖書の 中には ィ H スの 容貌に 就ての みならす、 其 直弟子 等の 容貌に 就ても 少しも 記る して ありませ 

ん、 靈 なる 神を崇 むる の餘り 人の 容貌に 就て 少しも 注意し なかった の は イスラ H ル 人の 美 * 一？ と 云 はな 

ければ なりません、 之に 反して 今の 基督 信者、 殊に 米國 流の 基督 信者が 爭 つて 人の 容貌に 就て 知らん 

と 欲する の を 見て、 彼等が 如何程、 キリストの 理想より 離れた る 人々 であるか 分かります、 私共 は 

聖書 記者 等が 神の 子に して 人の 首なる ィ H スの 肉體に 就て  一 一一 一一 n を 書き 淺さ なかった のにが!. みて 基督 敎 

を 全然 靈 的に 解 釋し、 叉 相互の 交際に 於ても. 5： を 顧みす して 靈 に 注 HE する やう 努 むべ き つ」 あります。 


フ 一  ti  、ゆ 

其大耍 なリ， 同行者 倉 橋 の 筆. S に 出る 


一 、 不義なる 番頭の 譬 

路加 傅 第 十六 章 一 ー 十一 節 

(三月 十日 天 滿敎會 に 於て) 

此の 譬 にあって 先づ 注意すべき は、 基督 敎の 財產觀 であります。 卽ち侗 人の 富 は 所有に して 所有に 

あらす。 之れ を 自分の 金庫に 牧め、 自分の 帳簿に 錄 すれ ども、 實は 一 時の 預り ものに 過ぎない とい ふ 

事であります。 假 令ば 己が 生み 子の 如き ものであります。 我が ものであります けれど、 實は 神からの 

依託 物な のであります。 此の 意味に 於て 考 へます と、 我れ 等 は 皆 主人の 財産 を 司る 番頭で あると いふ 

ことが 出来ます。 而 して、 此の 譬 にある 不義の 番頭の 所爲 は、 巧みに も 主人の 富 を 利用して、 已が爲 

によき 友 を 作った のであります。 基督が 此の 譬を 語り 給 ひました お 心 も、 つまり 此の 預り もの-利 川 

とい ふ點 にあります。 不義に ならへ とい ふので はありません。 その 巧み を學 ベと 敎へ給 ふたので あり 

ます。 

富 は預り もので、 义 一 時の ものであります。 如何に 百 萬の 富を貯 へた 人 も、 一 と 度 死 を 以て 此世を 

去る 刹那に は、 只 その ま k に 捨てて 逝く のみであります。 叉 如何と もす る こと は 出来ません。 M に 父、 

假令 之れ を 持って 逝いた 處で、 此の世の 富 は 彼の 世の 富ではありません。 何の 通用 もしたい ので あり 

ます。 而 して 此の 死、 卽ち 此の世から 番頭の 役 を 解雇され る 日限が、 明日と も 計り ，5 れ ない はかな さ 

である こと を E 心 ふ 時には、 富 は 愈々 一時の 預り ものと 知る ことが 出來 ます。 

0 し、 基督 敎の 时產 觀は玆 では. まりません。 只 一 時の ものと 輕 しめた 文け で 終りません。 却つ て 
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此の はかない 小さい もの を 以て、 尙ほ大 いたる 眞の 寶を購 へと 敎 へます。 他の 例 をと つて 中し ますれ 

ば、 丁度 他國へ 旅行 せんとす る 前の 準備の 如き ものであります。 此の世 限りの 富 を換貨 して、 彼の 世 

の 通貨に して 置け と敎 ふるので あるので あります。 叉 之れ を 商業 上の 放資 にもた と へる ことが 出來ま 

す C 機 を 見て は 惜しむ ことなく 此小 資本 を 放 資して、 更に 後の 大 いなる 利得 を 準備して 置け と敎 ふる 

のであります。 卽ち 財產は 小事であります けれども、 之れ を 善用 すれば 大 いなる 誠の 富 を 得る ことの 

出來る 具で ぁリ ます。 

不義なる 番頭 は 巧みに 主人の 預り もの を 利用して 多くの 友 を 造りました。 我等 も 之れ になら ひ、 友 

を 造って 置かねば なりません。 第 九 節に 曰く 「我れ 汝 等に 告げん、 不義の 財 を 以て 己が 友 を 得よ。 之 

れ乏 しからん 時、 彼等 雨曹を 永久の 天幕に 迎 へんが 爲 なり」 と。 兹に 「彼等」 とい ふの は 誰れ であり 

ませう。 一 人の 孤兒 でもよ ろしい。 貧婦 でもよ ろしい。 只 我等が 死んで 永久の 天幕に 人る 時に、 之れ 

等の 友が 一 人で も迎へ 出で て吳れ て、 相互に 歡 ぶこと が 出来る やうに し 度い のであります。 先づ 今の 

中から 其 友 を 作って 置かねば なりません。 (倉 撟惣 三筆 記) 

二、 富者と 貧者 

路加 偉 第 十六 章 十九— 卅 一節 

( 三月 二十 二：！！ 今 井 氏 宅に 於て ソ 

； J. りさ，？  モ.？ ぬの 

先 づ目を 閉ぢて 心に 此數 節の 光景 を 描いて 見 ませう。 紫 袍と細 布と を 着て 誇れる 富者と、 肌 はた、，. 

れて 腫物に なやみ 犬が 來て砥 める とい ふ 貧者。 美味 佳 看に 奢り 樂む 富者と、 其の 案より 落つ るぎ &に 


て 養 はれん とする 貧者。 其の 對 照が 實に 著しい のであります。 而 して 此の 富者の 氏名 を あげないで、 

却って 貧者 ラザ & の 名 を 署し給 ひました 基督の 御 態度 こそ、 先づ 注意すべき 一 事であります。 更に 此 

の兩 者の 死 狀を說 かる i に 至りまして、 言簡 にして 意味深長、 文章の 妙 を 極めて 居ります。 曰く  (二 

十一 一節) 貧者 は 死して 其靈を 直に アブ ラ ハ ム の 懐へ 送られ、 富者 は 死して 其の 遣骸の 前に 壯 混なる 1^ 

儀の 式 を 供せられ たりと。 只此 一 聯句に 旣に 萬斛の 味が あると いふべき であります。 

次に 活畫は 一 轉 します。 只 一 枚の 黑 幕の 前後であります けれども、 此 I と 来世と はよ くも （-總 て 

の ものの 位置が 轉 倒して 居ります。 此處に は 貧者 慰められ、 富者 苦しみ、 其の 問に は M いなる 淵が あ 

つて、 渡る こと さへ 出來 ぬと いふので あります。 現世と 來 世との 別 は 著しく も 描かれて 居りまして、 

光景の 急轉、 誠に 人の 心 を 驚かす のであります。 而 して 來世は 普通に 考 へられて 居る 様に、 無差^ 平 

等の 世界ではありません、 只 その 差刖 のよ つて 分けら る-標準が 異なる のであります、 卽ち 人の R か 

ら 見る 階級 は 富と 位と により、 神の 目に よって 分た る 、階級 は 純 道 德的價 値に よるので あります。 

斯くて 此の 位の 大 いなる もの、 富める もの、 權 ある ものが、 必す しも 眞に大 いなる もの、 富める も 

の、 權 ある もので 無くなる のであります。 眞に 之れ を定 むる もの は來 世でありまして、 富者 も 陰府の 

苦に は 只 一滴の 水に さへ 渴し、 犬に だに 侮られし ラザ& は 却って 安泰の 懷に 憩うて 居ります。 主人、 

主人に あらす、 奴 僕、 奴 僕に あらす。 心すべき 事 どもであります。 

更に 一 一 つ の 注意すべき ことがあります。 それ は 一 一十 五節 及 一 一十 九 節に ある アブ ラ ハ ム の 一一 =11 であり ま 

す。 第一 に 曰く、 「子よ 爾は 生きたり し 時に 爾の福 を 受け、 また ラザロ は 苦み を 受けし を 憶へ」 と。 

日本 譯 にある 「其の 苦」 とい ふの は誤譯 であります。 除いた 方が よろしい。 卽ち 此の 意味 は、 富 人 は 
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彼れ 自らが 福と 信す る 處の幅 (祌 より 見た まへ る 福で なく) を ほしい ま \ にし、 ラザ n は 彼れ 自ら は 

欲せざる 併し 神から 與 へられた 苦み の 生涯 を 送った とい ふ 意味であります。 「其の」 とい ふ 一字の 有 

無に よって 大 いなる 違 ひが 起る のであります。 卽ち 聖書の 說は、 富者 必す惡 にして 來 世に 苦み、 貧 人 

必す 善に して 慰めら る k とは斷 お致しません。 富と 貧と は 其 もの 自身が 來 f の 幸 不幸 を 定める もので 

はない のでありまして、 只 現世に 於て、 己が 欲する 一 1 をのみ 贫 りつく した ものと、 己が 欲せざる 不遇 

の 一生 も 柔順に 送り 通した ものと、 來 世に 於いて 違が 起る とい ふので あります。 

第二に 曰く、 「彼等に はモ I セと豫 言 者 あれば 之れ に聽 くべ し。 …… 若し モ ー セと豫 言 者と に聽か 

すば 縱ひ 死より 甦る もの ありと も 其の 勸めを 受けざる べし」 と、 之れ 又 我等の 最も 注意すべき ことで 

あります。 往々 にして 人 はい ひます、 奇蹟 を 以て 證し給 はば 信ぜん と。 併し 聖書に よって 信ぜな. いも 

のが、 何の 方法に よった とて 信す るに 至り ませう。 Ri つ 叉た、 先づ 聖書に よって 信ぜざる 程の ものに 

は、 奇蹟 を與 へても 之れ を 奇蹟と して 受けられない のであります。 今假 りに、 死せ る ラザロ を 甦らし 

て 富 人の 家に 送った とせよ。 五 人の 兄弟 等 は 之れ を 何の 彼のと 解釋し 去りまして、 眞に 神の 遣し 給 ひ 

たる 輕 りの 使者と して 受 くる もの は 一 人 もあります まい。 而 して 此の こと は此 富者の 兄弟 等の みで は 

ありません。 世上 日常の ことでありまして、 また 我々 も陷り 易い 謬 想であります。 (倉 橋 三筆 記；； 


，眞 理」 と は 何 そ 

(八 九 n ；、 千 葉 縣鳴濱 村に 於け る 講演の 大 sc- 

律法 はモ ー セに 由り て傳 はり、 恩寵と 眞理 とはィ H プ、 キリ ストに 由り て 来れり。 約翰傳 一 章 十七 節。 

是 れー讀 して 解し 難い 言葉で ある、 恩寵の こと は暫 らく 措き、 律法 はモ ー セに 由り て傳 はり、 眞理 

は キリ ストに. E りて 來れ りと あれば、 モ ー セ の 律法 は 5^ して 眞理 でなかった かとの 疑問が a に 起て 來 

る、 然し 祌がモ ー セに傳 へし 律法が 眞理 でない 害 はない、 又 聖書 は 繰返し、 繰返し 其眞理 である こと 

を 述べて 居る、 r 汝 殺す 勿れ」 と は 確かに 眞理 である、 r 汝、 己の 如く 汝の 隣人 を 愛すべし」 とは宏 

遠なる 眞理 である、 眞 理はモ ー セに 由り て傳 はらない と は ドウしても 言へ ない、 モ ー セの 律法の 中に 

確かに 多くの 眞理が 籠って 居る。 

去らば 比， 一 節 は 如何に 解釋 すべき ものである 乎と 云 ふに、 これ は眞 理と譯 されし 言葉の 意味 を 索る 

に 由て 判明る ので ある。 

約 翰傳に 「M 理」 なる 一一 H 葉が 澤山使 はれて 在る、 「イエ ス曰 ひける は 我は途 なり、 露 (理) なり、 

生命な り」 と (十 ral 車 六 節)、 「露 理 の靈來 らんと き 汝等を 導きて 凡の 眞理を 知ら しむべし」 と (卜 六 

ゴヰ 十三 節)、 r 汝の 眞理を 以て 彼等 を 潔め 給へ、 汝の言 は眞理 なり」 と (十七 章 十七 節)。 

其 他に もま だ澤山 ある、 雨う して 是 等の 場合に 於て 虞 理とは 吾人が 今日 稱ふ 所の 眞理を 謂 ふので は 
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ない、 卽 ち哲學 的眞理 とか、 道德 的眞现 とか 云 ふ もの を 謂 ふので はない、 原語の r ァレ— サイ ャ」 は 

猶太 氣 質の 人の 書いた 約 翰傳に 在て はすべ て 猶太 人的に 解釋 しなければ ならない、 卽ち 吾人 今 R の 言 

葉 を 以てすれば 實體 とか 本質と か 言 ふべき 者で ある、 陰影に 非す して 實物、 像に あらす して 本體、 & 

れが眞 理と譯 されし 原語の 意味で ある、 故に 之を眞 理と譯 して 人 を 誤謬に 導き 易く ある、 之 を 第 —四 

章 六 節に 於け るが 如く 單に 「眞」 と譯 する か、 左な くば 「實」 とか、 或 ひ は 場所に 循 ては眞 者と か實 

體 とか 譯 すべき ものである。 

斯う 解して 一章 十七 節の 意味 は 能く！： 明る、 律法 は實 物の 陰影で ある、 哥羅西 書 二 章ト七 節に.；^ る 

力. 5^ くで あ る 

此等は 皆な 來 らんと する 者の 影に して 其 眞の形 は キリ ストに 屬 けり 

と、 後者 は 前者の 最も 好き 註解で ある、 律法 は 幅 音の 前驅、 キリス 卜なる 實 在の 像と して 與 へられた- 

乍 f つ 謂 ふまで もな く 律法 は 幅 昔 其 物、 キリスト 彼 自身ではなかった、 希伯來 書の 記者の 言 を 以て 日 

へば 是れ 「人に 在る 者の 狀と 影」 とであった (同書 八 章 五節)、 叉 同書の 十 章 一 節に 曰 ふが 如く 

律法 は 来らん とする 善事の 影に して 實の 形に 非す 

であった。 

律法であった から 之れ に 刑罰が 附 いて 25 つた、 所謂 ri^i 法の 詛」 たる 者が 伴って 居った (加 拉太書 

三 章 十三 節)、 恩寵 は 律法の 特有 物で はない、 是れは 特に 福音に 由て 来った 者で ある、 福 昔の 福音た 

る 所以 は 呢詛と 刑罰と を 除いて 赦免と 恩寵と を來 たした からで ある、 神が 自由に 人の 罪 を 赦し給 ふて 

ふ 幅 音はモ I セ の 律法の 中にはな かつ た" 


キリストが 眞 である、 實物 である、 實の 形で ある、 イスラ ェ ル人が待望みし希？1_^1の木體でぁる、 キ 

リ ス トに 於て すべての 預言 は 成就され たので ある、 故に 謂 ふ 

律法 はモ， 'セに 由り て傳 はり (與 ~ら れと譯 すべし)、 恩と S 呉と はィ H スキ リストに 出り て 米れ 

り〕 io 

善 惡 の 遺 傳 

(八月 十六 日 千 葉 媒鳴濱 村に 於け る 講演の 大意) 

我れ M ホバ汝 の 神 は 我 を惡む 者に 向 ひて は 父の 罪 を 子に 報いて 三 四 代に 及し、 我 を 愛し、 我 誡命を {寸 る 者に は 

恩惠を 施して 千代に 辛： るな り。 出 埃 及 記 二十 章 五、 六 節。 

?1?！ 傳は免 かるべからざる 天然の 法則で ある、 人類 は 一個 有機 體 であるから、 人 は 相： ひ： に 其 罪 をも德 

を も分擔 せざるを得ない、 祌は 親の 罪の ために 其 子孫 三 g 代まで を 罰し 給 ふと は^だ 無慈悲の やうに 

聞 ゆるが 然し 止む を 得ない、 是れ 第一 に事實 である、 第二に は 是れ人 をして 罪の 罪た る を 知らし むる 

に 甚だ 必要で ある、 父母 は 己の 犯した 罪の 結 3^ を 其 愛しい 子孫に 於て 見て  一 I 深く 罪の 恐ろし さを感 

する ので ある、 否な、 多くの場合に於ては人は其罪の結B^V其子ゃ孫に於て見るまでは.：Jの罪に^I^附 

かたいの である、 子を以 て 親 を 罰すと は 甚だ 無慈悲の やうで あるが、 然し 人類の 屮 より 罪 を 除く の 乎 

はとして は 甚だ 有效 なる ものと 云 はざる を 得たい。 
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講 演  E5 六  - 

然し 祌は 無慈悲で はない、 彼 は 父の 罪 を 子に 報 ひて 三 四 代に 及び 給 ふが、 共 德は之 を 報 ひて 千代に 

至る とのこと である、 罪の 報 ひの 三 四 代に 及ぶ に對 して 德の報 ひ は 千代に 及ぶ とのこと である、 三 g; 

代に 千代、 神の 忿恚は 恐ろしく あるが、 其 恩惠は 無窮で ある。 

爾 うして 此事は 明かに 人生の 事實に 於て 顯 はれて 居る， 罪 は沟に 子孫 三 代にまで 及ぶ、 然し 永遠 

にまで 及ばない、 如何なる 惡 病の 結 菜と 雖も三 四 代 を 歷れば 大抵 は 消へ て 了 ふ、 肺病 忠 者の 子孫と て 

永久に 肺病 患者で はない、 徵毒も 三 四 代 を 歷れば 消へ て 了 ふ、 若し 雨う でないならば 人類 は 悉く 惡疾 

を 以て 絶えて 了 ふに 相違ない、 亦 其 他の 罪の 結 とて 同じで ある、 父母の 不德の 結果と して 其 三 四 代 

くるしみ つく 

の 子孫 は 非常に 苦む が、 然し 困憊に も 終りが ある、 苦盡 して 光明 は復 たび 不幸なる 家に 臨んで 来る。 

若し 夫れ 德に至 て は 其 結果た る ゃ實に 無^で ある、 源義家 の 事跡の 如き は 其 最も 好き 實例 である、 

(第 十九 卷敉錄 「勿 來 關を訪 ふの 記」 參照— 編者) 善 は 之を爲 すに 甚だ 難い、 然 かし 難い 丈け それ 丈け 其 

結果が 永く 續く、 世に 惡が 多い に關 はらす 善が 段々 と 勝ちつ K ある は 一 つの 善 は 百 千の 惡 よりも 強い 

からで ある、 一人の 孔子が 支那 を 支配し、 一人の 釋迦牟 尼が 東洋 全體を 支配して 居る やうに、 善は斷 

じて 之 を爲し 置けば 其 功 架た る や 千載に 至る も讓 きない。 

故に 我等 何人も 努めて 善 を爲し 置くべき である、 善は爲 すのに 決して 容易くない、 惡は 何人と 雖も 

容易に 之 を爲す ことが 出來 る、 恰も 積まれし 財產は 如何なる 馬鹿 息子に も 消費す る ことが，： S 來 ると 同 

然 である、 然し 善 を 爲すは 財產を 作る が 如く 難い、 然り、 財產を 作る よりも 難い、 善 は 容易に 爲 せる 

もので はない、 故に 我等 何人も 多くの 善を爲 さんと て 焦心るべき でない、 然 かし 一 つの 善 をも爲 さす 

して 此世を 去るべき ではない、 我等 は 唯 石塔 を 遣す のみに て此 i を 去って はならない、 只の 一 つなり 


とも子 孫 千代に 至る 善 を 遣して 去るべき である、 之を爲 すに 多くの 勇氣が 要る、 忍耐が 要る、 然 かし 

千代に 至る も 功 * の 消えざる 種を播 かんとす るので ある、 困難 は當然 である、 我等 何人も 努めて 善 を 

爲 すべ きで ある。 

生活 問題の 解決 

r 八 =iM 一十三 日鳴濱 村に 於て) 

汝等何 を 食 ひ、 何 を 飲み、 何 を 衣ん とて 思 ふ 勿れ、 是れ 皆な 異邦人の 求む る 者な り、 汝等 天の 父 は 凡て 此 

等の もの & 必 需 こと を 知り 給へ り、 汝 等先づ 神の 國と其 義 と を 求めよ、 然 らば 此 等の もの は 皆な 汝 等に 加 

へらるべし。 馬 太 傳六章 三十 一 —三十 三 節。 

汝等世 を 渡る に 貧る こと をせ ず、 有る 所 を 以て 足れり とせよ、 そ は 我れ 汝を 去らず、 更らに 汝を棄 て じと 言 給 

ひたれば 也、 然れば 我等 毅然として 曰 ふべ し、 主、 我 を 助く る 者 なれば 恐れな し、 人、 我に 何 をか爲 さんと。 

希 伯 来書 十三 章 五、 六 節。 

衣食の ために 憂慮す る 勿れと の敎訓 である、 斯 かる 憂慮 を懷く こと は祌の 子と して 恥づ ベ きこと、 

是れ 異邦人の なすこと、 クリスチャン たる 者の 爲 すべ からざる 事で あるとの 事で ある。 

然し 實際は 如何で ある 乎、 信者 不信者 を 問 はす、 生活 問題 は 人生の 最大 問題で はない 乎、 我等の 見 

る こと. 聞く こと、 考 ふること はすべ て此 問題に 關聯 して 居る ではない 乎、 然るに キリスト は敎 へて 
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a  EC ん 

IE ひ 給 ふので ある、 斯 かる 問題 を 放棄せ よ、 是れ汝 等に 取り 不用 問題で ある、 汝等は 他に 大 問題の あ 

る あり、 之 を 解決せ よ、 去らば 生活 問題の 如き は 問 はすして 明かになる べしとの 事で ある。 

爾 うして 世に 誰か 生活 問題の 煩悶より 脫 せん こと を 願 はざる もの ある や、 是れ 吾人 を 縛る 繩 である 

吾人 を壓 する 石で ある、 是れ あるが 故に 吾人 は奴隸 である、 吾人 は 錢餓の 鞭に 撻 たれながら 止む を 得 

す 動く 牛馬の 如き 者で ある。 

然れ ども 祌は 吾人が 斯 かる 淺 ましき 地位に 在る こと を 欲み 給 はない、 萬 物の 靈長 たる 人間 は 牛馬の 

如くに 饑餓の 恐怖に 驅られ て 事を爲 すべき 害の 者で はない、 人生の 目的 は 食って、 飮ん で、 衣る こと 

ではない、 人生の 目的 は 他に ある、 それ は 神の 國と 其義 である、 是れを さへ 求 むれば 衣食の 如き は 求 

めすして 來 るとの ことで ある。  . 

聖書の 此 言葉 を 取て 多くの 人 は 極く 簡 短に 且つ 淺 薄に 解 釋 する、 卽ち r 汝 正義 を 執て 動く 勿れ、 然 

らば 饑娥の 憂慮 あるな けん」 と、 是れ惡 るい 解釋 ではない、 其 中に 取るべき の 眞理が 無いで はない。 

乍然、 單に 正義 を 追求 すれば とて 衣食 問題 は 解けない、 少く とも 其 心配 は 去らない、 世の 正義 を唱 

ふる 人士に して 往々 に して 貧 を 嘆 つ の 悲 聲を發 する 者 多き は. 是 れが ためで ある。 

祌が 吾. < 'より 求め 給 ふ 所 は 貧 を 忍ぶ ことで はない、 之 を 意に 介せ ざる 事で ある、 貧に 居りながら 責 

公： の 態度に 在る 事で ある、 必す與 へらる べしとの 確信 を 以て 生活の ことに 就て は 些少の 心配な く 神 

の 命じ 給 ひし 事業に 就く ことで ある、 「神の 子の 自由」 とは此 事で ある、 此 自由 を 得し 者が 卽ち クリ 

ス チャン であるの である。 

然 らば 如何したならば 此 自由と 此 安心と が 得られ やう 乎と 云 ふに、 それ は 祌の國 と 其 義とを 得る に 


.m て ある、 祌の國 一名 之 を 「父の 國」 (馬 太 俾ニ卜 六 章 二十 九 節) とい ふ、 雨う して 父の 國と. U へズ 

0  0  0  , 

卽ち 父の 家で ある、 國と 云へば 是れに 法律 も ある、 政治 も ある、 然し 家に は 法律 はない、 ホ ー ム の：^ 

は 愛で ある、 愛 は 法律なら ざる 法律で ある、 此處 は恩惠 の^ち 滿 つる 所で ある、 此處に は 「アバ 父 

よ」 と 云 ふ聲と 「ァ 、我 子よ」 とい ふ聲 との 外に 權利 義務の 聲は 聞えない ので ある、 父の 家に は 帝-土 

の 威厳がない と 同時に 叉 臣民の 奴隸 根性がない、 愛する 父に 愛せら る i 子、 二者に. S て rifi^ へ」 は 粗 

織 せらる るので ある。 

祌の國 と は 父の 家であって、 愛 は 其 唯一 の 法律で あるから、 其義 なる 者は此 世で いふ、 硬い、 冷た 

い， 规 則の 義 ではない、 是れは 人が 己を義 とする 義 ではなく して、 神が キリストに 由て 人に 被せ 給 ふ 

義 である、 卽ち 神より 與 へらる、 義 である、 故に 受 くる 人の 側に 在て は虛 心で ある、 極く 深い 意味. 

に 於ての 謙遜で ある、 卽ち 父に 紘る 小兒の 心で ある、 是れが 父の 家に 於け る義 である、 最も 單 純なる， 

而 かも 最も 高い 最も 貴い 義 である。 

此國 (家) と其義 (小兒 心) を 求めよ、 去らば 衣食の 心配 は 全く 取 去らるべし とのこと である、 雨 

うして 是れ 理由な き敎訓 ではない、 天地 は 父なる 神の 造った 者、 其 中に 父の 心 は充ち 溢れて 居る、 之 

に對 する に 小 兒の心 を 以てすれば 神 は 父の 心 を 以て 吾人に 對し、 天地 は 其 寶庫を 開いて 吾人に 供給す 

る、 爾 うして 是 れ六ケ 敷い 一 つの 人生 哲學 ではない、 何人も 實驗 する ことの 屮 U 来る 人生の 事實 である、 

吾人が 己の 義に賴 り、 權利を 笠に 被て 天地に 迫り、 吾人の 受 くべき もの を 受けん とする 故に、 天地 も 

亦 吾人に 臨む に 權能を 以てし、 吾人 相當の ものより 他の物 は與 へない ので ある、 「父の 家」 に 居らな 

い 人の 萬 物に 對 する 熊 1^ は 債主が 負 倩 者 に對 する の 態度 にあら ざれば、 被 雇人が 雇主に 對 する 態度 で 
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ある、 卽ち 法律 一方の 態度であって、 極く 冷たい、 狹 苦しい 態度で ある。 

然れ ども 斯 かる 冷たい 狹 苦しい 態度 を 去て、 小 兒の心 を 以て 神と 萬 物と に對 せんか、 二者 は 大手 を 

擴げて 我等 を迎 へ、 子 を 愛する の 愛 を 以て 我等 を 待ら ひ、 我等 をして 何の 乏しき 所 あら ざら しむる の 

である、 斯 かる 態度に 出て 我等 は 直に 心に 犬なる 平和 を 感じ、 磯锇の 憂慮の 如き は 其 時 直に 消去て 跡 

なきに 至る ので ある、 キリ ストに 子た るの 此心 があった、 故に 彼 は 身 は 貧に 居りし と雖も 曾て 一 囘も 

衣食と 金錢 との 事に 關 して 心配 を爲し 給はなかった ので ある、 恰 かも 天地と 其 中に 在る 萬 物 は 我 有で- 

あるかの 如くに 感じ、 大手 を 揮て 人生の 大道 を步 まれた ので ある、 我等 も 亦 彼より 「子た るの 靈」 を 

受け、 神に 對し 子た るの 態度に 出で、 饑餓の 憂慮の 如き は 全然 之 を 放棄し、 毅然として 此 世に 對し、 

其 中に 在て 神の 聖意を 行 ふべき である。  • 


明治 四十 二 年 二 九 〇 九 年) 

人生の 目的と 之に 達する 途 

r 一  月 十：；！ 柏木 今 井 館に 於て) 

ビリボ 彼に 曰 ひける は 主よ 我 倚に 父 を 示し 給へ、 然 らば 足れり、 ィ H ス 彼に 曰 ひける は ビリボ よ、 我れ 斯く久 

しく 汝 等と 偕に 在りし に 未だ 我 を識ら ざる 乎、 我 を 見し 者 は 父 を 見し 也、 何 ぞ父を 我 倚に 示せと 言 ふや (約 翰 

傳 十四 章 八， 九 節)。 

汝等 聖書に 永生 ありと 意 ひて 之 を 索ぬ、 此 聖書 は 我に 就て 證 する 者な り (同 五 章 三十 九 節/ 

人、 若し 我 を 遣し k 者の 旨に 從は 此敎の 神より 出づ るか 又 己に 由て 言 ふなる か を 知る ベ し (同 七 章 十七 節」。 

人生の 目的 は 祌を識 るに 在る、 其 他に 無い、 金 を 溜める ので はない、 人に 譽 めら れ るので はない、 

哲學 と美 術と を樂 むので はない、 神を識 るに 在る、 是れが 人生の 唯一 の 目的で ある、 此 目的 を 達せす 

して 人生 は 全く 無意味で ある、 眞 正の 夢で ある、 此 目的 を 幾分な りと 達せす して 最も 成功せ る 生涯 も 

失砍 である、 我 倚 は 歳の 始めに 方て、 復 たび 此事を 深く々々 心に 留 むべき である。 

0000000000000000000*  - 1 

人生 唯一 の 目的 は 神を識 るに 在る、 而 して 祌を識 る 唯一 の途は キリスト を識 るに 在る 神 は 哲學の 

研究に 由て は 解らない、 天然の 觀 察に 由ても 解らない、 歷史も 文學も 神の 誠に 何たる 乎を敎 へない、 
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キリスト のみ 能く 神 を 傳へ給 ふ、 キリスト を識る こと は 祌を識 る ことで ある、 「我 を 見し 者 は 神 を 見 

しぬ」 と、 實 にさう である、 神 は絕對 的實在 物な りと 言 ふたりと て祌は 解らない、 祌は萬 物の 造 主な 

り と 首 ふたりと て祌は 解らない、 神 は 父な りと 言 ふたりと て 未だ 能く 祌は 解らない、 祌は キリストの 

如き 者で ある、 卽ち實 際 的に 言へば キリス トは祌 たりと 言 ふて 神 は 最も 善く 解かる、 是れは 議論で も 

たければ 哲學 でもない、 是れ は實驗 である、 而 して 祌は實 物で あるから キリス トな る實 現物に 由ら な 

ければ 解らない、 キリスト を 離れて 祌を識 らんと する は 不可能 事で ある、 他の 事 は キリストに 由ら す 

して 解かる 乎 も 知らない、 然れ ども 神の みは キリストに 由らなければ 解らない、 キリスト は 神の 唯一 

の：： 小 現 者で ある、 キリス 卜 は沟に 人が 神に 至る の途 である、 故に 彼 は トマスに 臼 ひ 給 ふた、 

我は途 なり …… 人、 若し 我に 由ら ざれば 父 の 所に 往く こ と 能 はす 

と (約 翰傳 十四 章 六 節)。 

人生 唯； の 目的 は 神を識 るに 在る、 而 して 祌を識 る 唯一 の途は キリスト を識 るに 在る、 然 らば 如何 

にして キリスト を識 らん 乎と 云 ふに、 其途は 二つ ある、 其 第一 は 聖書 を 探る にある、 「此 聖書 は 我に 

就て 證 する 者な り」 と キリスト は 曰 ひ 給 ふた、 聖書 を 探らす して キリスト を識る こと は 出来ない、 單 

に 新約聖書に 止まらない、 聖書 全體を 探らなければ ならない、 創世記より 默示錄 まで を 探らなければ 

ならな、、、 新約の みで はない、 舊約も 亦 キリストに 就て 證明 する 者で ある、 實に舊 約 を 探らす して キ 

リ スト は 解らない、 今の 日本の 信者が キリ ス トを識 る ことの 至て 淺 いのは 彼等が 舊 約を讀 むこと 至て 

いからで ある、 新約 は舊 約と 相 待て キリストに 就て 證 しする 者で ある： 舊約は 新約の 极 である、 土 

薆石 である、 舊約 を識ら すして 新約 は 解らない、 解る と 思 ふの は 迷 想で ある >  舊約を 以て 一 たび M ま 


れる 良心 を打碎 かれなければ 新約の 恩惠に 有難 味を感 する こと は出來 ない、 舊約は 人の 宗敎 心 を 深く 

する 者で ある、 舊 約の 供す る 下 搏を經 ざれば 人 は 眞£ に キリ ス 卜の 救に 與 かる こと は 出来ない。 

キリス トを 識 る 第一 一の 途は其 3s に從 ふこと である、 卽ち其 明. H なる 敎を赏 行す る ことで ある、 此^5^ 

を爲 さすして 聖書の 研究 も 吾人 を キリス トの 善き 弟子と なすに 足りない、 キリ ス トは實 行 的に のみ 識 

る ことが 屮： 來る、 吾人 今日の 弊害 は キリ ス ト に 就て 風 手ぶ こと 餘 りに 多くして 彼の 旨に 從ふ こと 餘り に 

歡ぃ ことで ある、 若し 從ふ とすれば 敎會に 出席す ると か、 ffi かば かりの 慈善 金 を 出す とか 云 ふこと に 

止て、 此世を 担み 十字架 を擔 ふて 彼に 從 ふと 云 ふ 根 木の 敎訓に 於て 彼に 從 はない、 而 かも 斯 くな して 

幾年 間 敎會に 列ら なり、 聖書 講演き に 出席す る も キリスト は 解ら なレ、 キリスト を 解らん とすれば キ 

リ ス ト と共に 此 世の 憎しみ を 受けて 彼と 偕に 十字架に 就かなければ な. りない。 

實に キリ ストに 從 はんとせ すして 基督 敎を究 むる は 害 有て 益 は 無い、 祌の眞 理は之 を 行 はなければ 

吾人の 心の中に 在て 激烈なる 毒と 成る、 靈魂を 救 ふべき 幅 昔 の 靈藥 は 行爲を 以て 之 を 消化せ ざれば 返 

て 靈魂を 亡す 毒素と 化す、 是れ實 に 恐るべき 事實 である、 而 して 否むべからざる 事實 である、 キリス 

トに對 して 最も 激烈なる 反 對を唱 ふる 者 は 全くの 不信者で はない、 一た び は 厚く 彼 を 信じ、 彼 を 心の 

中に 迎へ 奉った 者で ある、 然るに 彼の 旨に 從ふ能 はすして 彼に 反く や！ i 昔 は 其 人に 取り 耐え 難き 苦痛 

となり、 爲 めに 彼 をして 之に 反抗せ しめ、 終に は 之 を篤詈 せしめ、 嘲弄せ しむ、 實に愼 むべき は實行 

の 固き 決心 を 以て 取掛ら ざる キリ ストの 福音の 探究で ある、 天國に 登り 行く 道 は 又 地獄に 下り 行く (迫 

で ある、 愼 みても 尙ほ愼 むべき は 十字架 を擔 ふの 決 心 を 以 て せざる 遊び半分の 共」 督敎 の 研究で ある。 

然 らば 我 儕 は 今年 何を爲 さん 乎、 以上の 四つ の こと を爲 さんと 欲する、 之 を 重複 すれば 左の 如し、 
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第 一 、 人生 唯 一 の 目的た る 神 を識る こと。 

第二、 祌を識 るた めに キリス 卜 を識る こと。 

第三、 キリスト を識 るた めに 聖書 を 探ぐ る こと、 殊に 舊約 聖書 を 探ぐ る 事。 

第 四、 キリストの 旨に 從 ふこと、 卽ち 十字架 を擔 ふて 彼に 從 ふこと。 

余 は 諸君が 今年 履行すべき 事項と して 以上の 四 ケ條を 諸君に 獻 上す る。 


無謀の 信仰 

(■ 一  月 十七 日. 今 井 館に 於て) 

多くの 人 々イエスのと 偕に 行きし が、 イエス 顧みて 彼等に 曰 ひける は、 凡そ 我に 来りて その 父母、 妻子. 兄弟、 

姑 妹 また 己れ の 生命 を も 憎む 者に 非 ざれば 我が 弟子と なること を 得ず、 又 その 十字架 を 任ずして 我に 從ふ者 は 

我が 弟子と なること を ず、 汝等、 誰か 城 を 築かん に先づ 坐して 其つ £._~J の 事の I るまでに 足る や 否や を 計ら ざ 

らん 乎、 恐らく は 基 を 置 ゑて 之 を 成し 能 はずば、 見る 者 ijc 嘲笑 ひて、 此人は i^?- 成し遂げ ざり しと 曰 はん、 

j< か 王いで、 他， 王と 戰 はんに、 先づ 坐して 此ー萬 人 を もて 彼れ がー 一 萬/、 に 敵すべき 否や.^ SI ら ざらん 乎、 もし 

及ず ば 敵な ほ 遠 たれる 時に 使 を 遣 はして 和睦 を 求むべし、 然れば 此の 如く 爾曹 その を盡く 捨てざる 者 は 我 

が 弟子と なること を 得ず (路加 傳 十四 章 廿五— 卅三 節〕。 

此時ィ H スの 人望 は 益々 揚り、 天國の 建設と 其 榮光を 聞て 人々 益々 彼に 心服す るに 至った、 故に g 


も 彼 も ィヱス の 弟子と 成らん と 欲し、 今や 彼が M ルサ レムに 上らん と 欲する に 際し、 多くの 人々 は 彼 

の 後に 從ひ、 彼が 天國を 建設す るに 際して 其 恩 惠に與 からん とした、 其時ィ H スは 振囘 りて 已に從 ふ 

人 等に 路加 傳の玆 に 在る 言葉 を 語り 給 ふたので ある、 卽ち 彼等が 天國の 建設に 伴ふ榮 光に のみ nn を 注 

いで、 之に 達する 費と 犠牲と を 思 は ざり しが 故に 此警吿 を 彼等に 向て 發し給 ふたので ある。 

而 して 其 時 さう であって 今も尙 ほさう である、 多くの 人はィ H スと天 國とを 理想して 之に あこがれ 

て 彼に 來る、 彼等 は 想 ふ クリスチャンと なること は 美なる ことで ある、 天國を 建設す る は 立 液なる こ 

とで ある、 故に 我 も クリスチャンと 成り、 我 も 力 を 天國の 建設に 盡 さんと、 然れ ども 彼等 は此 理想に 

つ ひえ くるしみ 

達する に 必要、 缺く ベから ざるの 費と 苦闘と を算 へない ので ある、 而 して 豫め已 の 實カを 計らす して 

此 理想に 向て 出立して、 彼等 は 中途に して 疲れ 又 倦み、 終に CM 的に 達し 得すして 世の 嘲笑 を 己が 身に 

招き、 又 一 たび 担み し此 *1 と 和睦せ ざる を 得ざる に 至て 犬なる 恥辱 を 己に 取る ので ある、 恰も 遠くよ 

り 富士山 を んで其 美 を 賞し、 之 を 歌に 謠ひ 詩に 吟 じて、 旣に 富士山 は 己が 所有で ある 乎の やうに 忍 

ふなれ ども、 サ ー 愈々 登山と なると 六合 目 七 合 目に 至て 力 き、 見すぼらし くも 登山 を 菜し 得すして 

歸り來 りて 友人の 嘲け る 所と なると 同然で ある、 富士山 は沟に 美で ある、 乍然、 富士山に 登る のは容 

易で ない、 如何なる 蟲 でも 富士山の 賞 讚 者と なる 事が 出来る、 乍然、 健脚 者の み 能く 富士山に 登る 

を 得て 天 の眺？ 11- を樂む 事が 屮 Z 来る、 其 如く キリストと 其の 建て 給 ふ 天 國は沟 に 立派で ある、 乍然、 

すべ ての 所有 を 靈く捨 つるの 勇 氣と覺 悟との ある 者の み 能く 彼の 弟子と 成り、 天 國の榮 光に 與 かる こ 

とが 出来る。 

實に キリス トの 弟子と なり タリ ス チャン となる こと は 容易の 事で はない、 
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凡そ 我に 來て其 父母、 妻子、 兄弟、 姉妹、 义已の 生命 を も 憎む 者に 非 ざれば 我が 弟子と 爲る こと 

を 得す 

「父母 を 憎む にあら ざれば 云々」 との ことで ある、 我國の 多くの 漢學者 は 今日まで 幾た びと なく 此言 

葉 を 引い て 基督 敎を 罵った、 是れ 人倫 を 亂す敎 であると、 而 して 叉 多くの 意氣 地の ない 基督 敎の 敎師 

傳道師 輩は此 攻撃に 耐えす して 「憎む」 と 云 ふ 言葉 を 「より 少く 愛する」 とか 何ん とか モット 輕ぃ意 

味に 於て 解釋 せんとした、 乍然、 憎む は 憎む である、 若し キリストが 非 倫 を 語りたり と 云 ふなら ば 止 

む を 得ない、 キリスト は玆に 明白に 「其 父母、 妻子、 …… を 憎む にあら ざれば」 と 曰 ひ 給 ふたので あ 

る 0 

キリ ストが 不孝 を獎勵 しない 事 は 聖書の 他の 所 を 見て 瞭か である (馬 可 傳七章 一 —十三 節 を 見よ)、 

然るに 此 キリ ス トが 父母 を さ へ 或 時 は 憎む にあら ざれば 彼の 弟子と 爲る こと を 得すと 曰 ひ 給 ふたので 

ある、 彼 は 勿論 玆に非 倫 を 敎へ給 ふたので はない、 彼の 弟子と なる の 非常の 困難 を 示し 給 ふたので あ 

る、 卽ち 場合の 要求す る あれば 人の 最も 捨 難き 情 をも捨 つるに あら ざれば 彼の 弟子と 爲るを 得すと 曰 

ひ 給 ふたので ある、 而 して 實際、 幾人の 人が 情 實に惹 かされて キリスト を棄 てた か、 實に數 ふべ から 

すで ある、 先祖の 墓に 對 して 濟 まない とか、 妻子の 行末が 案じられる とか、 兄弟 姉妹の 反抗が 劇しい 

とか 云 ふ 理由の 下に 一 たび 信じた キリ ス トを拾 去った 者 は 我國に 於ても 澤山 ある、 彼等 とても 始てキ 

リスト を 見た 時には 最も 美 はしい 心 を 以て 彼に 從ひ 奉った ので ある、 然しながら 意志薄弱、 情實 纏綿 

に 勝ち得す して、 終に 又 元の 不信者と 成った ので ある、 實に憐 むべき である、 彼等 は イエ スに從 ふに 

先んじて 己の 力量 を 測らなかった、 故に 此 恥辱 を 己が 身に 招いた。 


而 して キリスト を棄 去った 後の 彼等の 狀態 は什麼 である 乎、 世に は 笑 はれ、 意 氣は銷 沈し、 其 後の 

狀態は 前の 狀 態よりも 遙 かに 惡く ある、 殊に 一 たび 棄 てし 世と 和睦 を 結ぶ の 見苦し さよ、 純然たる ク 

リス チャンた る 能 はす、 然れ ばと て 純然たる 俗人た る 能 はす、 クリ ス チャンの 理想 を 心の中に 藏 すと 

稱 して 實際は 世人 同様に 行 はざる ベから す、 世に 見苦しき 者と て墮落 信者の 如き はない、 

應は 善き 物な り、 然れ ども 鹽其味 を 失 は 何 を 以て 之に 味を附 けんや、 田に も 糞に も 益な く 外に 

棄 てらる k なり (卅 §:、 五節 )0 

クリスチャンと 成る こと は沟に 善い 事で ある、 余輩 は 何人も クリスチャンと 成らん こと を 願 ふ、 然し 

輕々 しく 成らん と 欲する こと は 甚だ 危險 である、 反て 身と 靈 魂と を滅 すに 至る、 クリスチャン となら 

んと 欲する に大 なる 覺悟を 要する、 大 なる 城 を 築かん と 欲する ので あるから、 決心の 資本 を 充分に 蓄 

へてから 之に 取掛 るべき である、 又强き 敵と 戰 はんとす るので ある、 故に 奮 鬪權牲 を 決心して 戰 場に 

臨むべ.*^1でぁる、 敎會に 入て 妙齢 女子と 共に 讚美歌 を 歌 はんと 欲し、 宣教師 牧師 等の 庇.. 保に 與 からん 

と 欲し、 或 ひ は 少しく 進んで 家庭の 幸 一 i、 社會國 家の 改良 位 ひ を 目的と して ィ H スの 弟子と 成らん と 

欲する 者 は、 其 希望 は 全く 失望に 終り、 大 なる 恥辱 を 身に 招きて 再び 立つ 能 はざる に 至る、 殷鑑 多く 

目前に 有り、 謹みても 尙ほ W むべき である。 
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無 意 識の善 

馬 太 傅 廿五章 三十 一 節 以下 

(一月 三十  一 n 今 井 館に 於て〕 

善 は 無意識 の もので なければ 眞 正の 善で はない、 我 は 善 を爲せ りと 意識す る 時に 我 は 善 を爲し て 居 

ら ない、 我 は 善を爲 した か爲 さない 乎 少しも 識ら ない 時に 我 は 善を爲 して るので ある， 骨の 最終の 

裁判の 時に 我等の 善と して 認めら る k もの は此 無意識の 善で ある、 

斯くて 王、 其 右に 在る 者に 曰 はん、 我 父に 恶 まる k 者よ、 來 りて 世の 創始より 以來汝 等の ために 

備 へられた. る國を 銅げ、 そ は汝等 我が 飢えし 時 我に 食 はせ、 渴 きし 時 我に 飲ませ、 旅せし 時 我 を 

宿らせ、 裸な りし 時 我に 衣せ 病みし 時 我 を 見舞 ひ、 獄に 在りし 時 我に 就り たれば なりと、 玆に於 

.u^- しきもの  い つ 

て義 者 彼に 答へ て 曰 はん、 主よ 何時 汝の 飢えた る を 見て 食 はせ、 渴 きたる に飮 まし、 乎、 何時 

主の 旅した る を 見て 宿らせ 又 裸なる に 衣せ し 乎、 何時 主の 病み 又獄に 在る を 見て 汝に 至りし 乎と 

いとち ひ 

王 答へ て 彼等に 曰 はん、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 旣に汝 等、 我が 此 兄弟の 最微 さき 者の 一人に 行 

へる は卽ち 我に 行 ひしな り。 

「^時」、 「何時」、 「3: 時」 と 義者は 不思議に m 心 ひ 繰返して 主に 問 ふた、 彼等 は 善を爲 したる 記憶 はな 

い、 キリスト のために 働いた る 記憶 はない、 彼等 は 特に 惠 まるべき 人で はない、 主の 彼等に 曰へ る は 


問 違で あらう と 彼等 は 思 ふた、 而 して 義人の 此 無意識 に反して 惡人は 其爲し た る 少 し 許り の 善 を 悉く 

記憶し、 之 を 術に 取て 天國に 入らん とする、 彼等 は 王の 責 11: に 答へ て 曰 ふ 

主よ 3： 時汝の 飢え、 又渴 き、 叉 旅し、 又 裸 か、 又 病み、 又獄に 在る を 見て 主に^へ ざり し 乎 

なしと， 

と、 彼等 は 善と 云 ふ 善 は 悉く 成就たり と 自信して 居る、 故に 主は斯 かる 者に 宣告 をド して 曰 ひ 給 ふ 

我 を 離れて 惡 魔と 其 使者の ために 備 へられた る媳 へ ざる 火に 人れ よ 

と、 赏に キリストの 嫌 ひ 給 ふ^とて 意識せ る 善の 如き はない、 彼 は 全然 之 を 善と 認め 給 はない、 汝の 

右の 手の 爲す事 を 左の 乎 をして 識 らしむ る 勿れと 敎へ給 ひし 彼 は 無意識の 善に あら ざれば 之 を 善と し 

て 受取り 給 はない。 

是に. E て 今日 基督 敎會 に. 5 て獎勵 される 所の 善なる 者の キリス トの 前に S の 惯攸も 無い 事が 解かる、 

「キリストの 爲 めに 此 事を爲 すべし、 キリスト のために 彼の 事を爲 すべし」 と 言 ふ、 令の 基督 信者 は 

善を爲 すに 凡て 基督 信者の 義 きとして 之を爲 す、 彼等の 爲 せし 善行 は 敎ゾ％ の 機關雜 誌に. E て ia}c され、 

彼等 の 信仰まで が 彼等 を 信仰に 導きし 宣敎師 の 功績 話と して 全世界に 傅 へらる、 然し キリストの 見 給 

ふ 所 は 彼等の 見る 所と は 全く 異なる、 キリスト は 善の 隱匿を 欲し 給 ふの みならす、 其 無意識なる を 求 

め 給 ふ、 善 を爲す こと を 當然の 事と 思 ひ、 之に 注意 を 拂らは ざらん こと を 欲し 給 ふ。 

玆 に 於 て か 我等 は 善行 を努む る に 止まらす し て 品性 を 善良 にす るの 必要が 起る ので ある、 詩人 ホヰ 

ット マンの 曰へ るが 如く 

根本的の 所有物 又は 常習と して 善良なる 心 を 有する 

の 必要が 起る ので ある、 キリスト も 亦 敎へ給 ふた、 
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或 ひ は 樹をも 善と し 其 果をも 善と せよ、 或 ひは樹 をも惡 とし 其果 をも惡 しとせ よ、 夫れ 慰 は其果 

に 由て 知らる.^ なり (馬 太傳 十二 章卅三 節) 

と、 樹を 善くせ すして 善き 5^ を 得る 事 は 屮ぃ來 ない、 惡 しき 樹を强 ひて 善き を 結ばし めたり とて、 其 

果は 世の 眼に は 善く 見えても キリストの 前に は惡 しく ある、 今の 基督 信者 は 果を瘦 る ことにの み 汲々 

として 樹を 善くす る こと を 等閑に する から 其 獲ん と 焦心る 鬼 を さ へ is ら， e ない。 

洵に 善に 無頓着になる まで は眞 正の 善人と 成った と は 言へ ない、 己れ 善を爲 すに 汲々 として 他人の 

善 を 爲すを 見 わば 之 を 妬み、 之 を貶視 み、 以て キリストの 前に 立て 我 こそ 第一 の 恩賞に 與 からん と 欲 

する 者の 如 は先づ 第一に 惡 魔と 其 使者と のために 備 へられた る媳 へざる 火の 中に 懲らるべき 者で ある。 

信仰 表白の 必要 

(二月 七：；！、 今 井 館に 於て〕 

凡そ 人 の 前に 我 を識る と 言 は ん者を 我 も 亦 天に 在す 我 父 の 前に 之を識 ると 言 は ん、 人の 前に 我 を識ら ずと 言 は 

ん者を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 識ら ずと 言 ふべ し (馬 太傳 十章卅 二、 三 節)。 

. 夫れ， へ は 心に 信じて 義 とせられ、 口に 認 はして 救 はる、 なり (羅馬 書 十 章 十 節/ 

信仰 は 心の 事で あれば 之 を 衷に蓄 へて 置けば 澤山 である、 3： にも 之 を 人の 前に jgm はすの 必要 はな 

いと はん f の 基督 信者の n より 置々 聞く 所で ある、 彼等 は 信仰の ために^と 爭 ふの 愚を說 いて 歇 まない、 


彼等 はァリ マ タヤの ヨセフ の 如く ユダヤ人 を 權れて 隱にィ H スの 弟子た る を 以て 滿足 する (約 翰傳十 

九 章 三十 八 節)、 彼等 は 自己の 心の中に 於て 基督 信者で ある、 叉 基督 信者の 前に 立て 善き 基督 信者で 

いひ あら 

ある、 然しながら キリ ス トを 憎み 幅 昔 を 嘲け る贡 人の 前に 立て は 慎んで 彼等の 基督 信者た る を 表白 は 

さない、 而 して 彼等 は斯 かる 態度 を 以て 智慧で あり、 深慮で あると 言 ふ。 

然しながら キリ スト は斯 かる 態度 を 許し 給 はない、 彼 は 或る 場合に 於て は 我等より 明， 円なる 信仰の 

表白 を 要求し 給 ふ、 パゥロ も亦斯 かる 態度に 贊 成しない、 彼 は 信仰の 表白 は靈 魂の 救の ために 必要で 

あると 言 ふて 居る、 是れ 抑々 何が 故で あら ふ 乎。 

ふ いちやう 

我等 は 勿論、 問 はれざる に 我より 進んで 我が 信仰 を 世に 吹聽 する の 必要 はない、 信仰 は聖 事で ある， 

是れ は輕々 しく 人の 前に 曝 出さるべき 者で はない、 余擎は 此點に 於て 信仰 表白 を 以て 傳 道の 乎 段と す 

る 一派の 基督 信者に 反對 する 者で ある、 聖事を やたらに 露出 すれば 終に 聖 事たら ざるに 至る、 信仰の 

表白 は 容易 に 爲す べき 事で はない。 

余輩 は 叉 通常 基督 敎會に 於て 行 はる k 所の 信仰の 表白なる ものに 少しも 重き を 置かない、 是れ 信者 

の 前に 於け る 信仰 表白で ある、 多くの場合に 於て は 宣教師、 牧師、 傳道師 等 を歡ば せんた めの 表，：： で 

ある、 斯 かる 表白に 何の 苦痛 もない、 隨て 何の 益 もない、 キリスト は 人の 前に 我を識 ると 言へ と 曰 ひ 

給 ふたので ある、 卽ち 彼が ピラト や 力 ャパの 前に 彼の キリスト たる を 表白し 給 ひしゃう に、 暗ら きを 

好む 此 世の 人の 前に 表白せ よと 敎へ給 ふたので ある、 今の 基督 敎會に 於け る 信仰 表白なる 者 は キリス 

トの此 訓誡と は 何の 關係も 無い 者で ある。 

然 らば 我等 は 如何なる 場合に 於て 我等の 信仰 を 表白すべき 乎と 云 ふに、 不信者に 問 はれ、 或 ひは不 
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信者が 我等の 信仰に 就て 疑惑 を 懐いて 居る 時に、 彼等の 前に 於て、 彼等の 嘲弄と 誹謗と を みす、 我 

等の 身に 臨み 來る すべての 不利益と 困難と を覺 悟して、 大膽に 我等の 信仰 を 表， 曰すべき である、 此場 

合に 於て は 勿論、 敎會に 於て 爲 さる &敎會 信者の 表 はの 如く 多くの 言葉 を 用 ゆるに 及ばない、 我等 は 

VJ や, メ  / ヽ し 

何にも 行々 敷く 「我 は是を 信す、 彼 を 信す」 と 言 ふに 及ばない、 然れ ども キリストが 其 敵の 前に 於て 

爲 されし が 如く 「我 は キリストの 弟子な り」 とか、 「汝 等が 言 ふ 如し」 とか、 極く 簡 短に、 而 かも 全 

心の カを罩 めて、 キリストに 對 する 我等の ® 服 を 表 ，H すべきで ある。 

而 して キリスト は斯 かる 表白に 必す報 ひ 給 ふとの 事で ある、 而 して 斯 かる 表白 は 我等の 救濟 のた め 

に 必要で あるとの 事で ある、 何故に 爾ぅ である 乎。 

斯 かる 表 C は 我等の 意志 を强 くす る、 隨て 我等の 人格 を 堅く する、 我等の 信仰 を確實 にす る、 思想 

は 之 を衷に 蔵して 置いて 常に 混沌の 狀 態に 於て ある、 之 を 外に 言 表 はして 始めて 確實 になる、 人の 前 

に 信仰 を隱 して 之 を 言 表 はさ る 者 は 自身 信仰 を 懐く と 想 ふと 雖も實 は 未だ 之 を^たない の である、 

表白せ ざる！ i^E 仰 は 半 信仰に 過ぎない、 是れは 未だ 信仰と 稱す るに 足りない：^ 仰で ある、 故に 靈魂を 救 

ふに 足りない 信仰で ある。 

故に 恩惠に 富み 給 ふ祌は 我等の 信仰 を確實 にせん がた めに 時々 信仰 表白の 機會を 我等に 供し 給 ふ、 

而 して 我等 此機會 を 利用し- 人の 面 を權る M ことなく、 大膽に 我等の 信仰 を 世の 人の 前に 表 {Z して、 

我等 は 我等の 眠らん とする 信仰 を醒 まし、 我等の 死なん とする 靈魂を 活かす ので ある、 然 れ ども 此機 

Z 皆 を 供 せらる る や、 大難の 我 身に 臨みし が 如くに 感じ、 權 れ戰慄 き、 何 にか ツマら なき 理屈に 訴へ、 

n を 襟いで 語ら ざらん 乎、 其 結 は 直に 我等の" i 性に 及び、 熱心 は 冷へ、 靈魂は 萎へ、 終に 有りし 僅 


かば かりの ：！：！ 仰まで を 失 ふに 至る、 實に 信仰の 危機と は斯 かる 場合で ある、 此 時に 方て 「キリス 卜 を 

識 る」 と 言 ふのと、 r 識ら す」 と 云 ふのと に. H て 我等の 永遠の 運命 はお まるので ある。 

今や 信者の 世才 頓に 進み、 信仰 表 {" を 無 S 視する 「基督 信者」 は社會 到る 處に^ 伏す るに 際し、 午 

リ ス トと 使徒との 言辭に 由る 余 M の此 注意 は 全く 無益で はない と 思 ふ。 

爭鬪と 平和 

(二 ハ廿 一 日， 今 井 館に 於て) 

• 汝 等の 巾の 戰鬪 と爭 競と は 何より 來り しゃ、 汝 等の 百 體を 以て 戰ふ 所の 愁 より 來 りしに 非す や 

(雅各 書 四 章 一 節)。 

夫れ 衣食 あれば 之 を もて 足れり とすべし (提摩 太 前書 六 章 八 節)。 

地と 其 中に 充 つる もの、 世界と 其 屮に椟 む 者と は 皆な H ホ バの屬 なり (詩 一 掃 二 卜叫篇 一節)。 

外に 求めて (半 鬪が あり、 中に 求めて 平和が ある、 外に 求む るは惡 魔の 途 であって、 中に 求む るは祌 

の途 である、 (ザ 闘と 平和との 相 分かる k 點は 一 目 瞭然で ある。 

M 故に 國 〈I は國 家と 爭ふ 乎、 何故に せに 所謂る 國際 的戰爭 なる 者が ある 乎、 言 ふまで もな く 一  つの 

國 家が 他の 國 家の 土地 を 占領 せんとす るからで ある、 國家が 外に 擴 がらんと 欲して 他の 國 家との 戰爭 

は 免 かれない。 . 
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何故に 政 黨相爭 ひ， 敎派 相閱ぐ 乎、 一 つの 黨 派が 他の 黨を 侵蝕し、 彼の 黨員を 奪て 我黨 員と 爲 さん 

とする からで ある、 政黨 間の 嫉妬 暗闘、 敎會 問の 誹 毀 陷裤は 二者 等しく 外に 向て 擴 がらんと 欲する か 

ら である。 

何故に 個人 間の 銃爭 排斥が あるか、 首 ふまで もな く、 彼等 衷に 足る こと 能 はすして、 他人の 物 を 奪 

つて 我 有と なし、 他人の 名譽を 傷け て 我 名 を撝ん とし、 他人に 損失せ しめて 我れ 利得 せんとす るから 

である、 信者なる と 不信者な ると を 問 はす、 其 間に^す るすべ ての 嫌 ふべき 罪惡は 彼等が 中に 深から 

んと 欲せす して 外に 廣 がらんと 欲する からで ある。 

然しながら 神 は 平和の 神であって 爭鬪の 神で ない、 彼 は自已 にて 足り 給 ふ 者で ある、 故に 彼 を識る 

者 は 彼に 似て 自己 を 以て 足りて 他 を 侵さん としない、 神 は 全能 全智に して 無限大で あると 云 ふ、 而し 

て 無限大で あると 云 ふ は 無限に 廣 いと 云 ふ 事ば かりで はない、 無限大 は 外に 廣 いと 時に 中に も廣く 

ぼつ 深い ことで ある、 神の 無限 は 宇宙の 端にまで 及び 乂 分子 原子の 微妙にまで 及ぶ、 祌の 無限 は 之 を 

天體に 於て 探ぐ る を 得る と 同時に 又 之 を 岩石の 一片に 於て 窺 ふこと が 出来る、 神 は 無限に 大 にして 無 

限に 小で ある、 神の 造りし 地 は 無盡藏 である、 外に 求めても 無盡藏 である、 中に 求めても 亦 無 盡藏で 

ある、 アマゾンの 平野 を 難く 我 有と なして 我 は 富む を 得る と 同時に、 叉 一歩の 畑 を 我 有と なして 我 は 

叉 等しく 富む ことが 來る、 萬 卷の書 を涉獵 して 我れ 智者た る を 51： ると 同時に 我心に 神の 眞影 を認む 

る を 得て 我 は 等しく 智者た る ことが 出来る、 神と 神の 造り 給 ひし 萬 物の すべての 方面に 於て 無限大な 

る を 覺て我 は 他人の 領分 を 侵して 我が 幸福 を增 さんと 欲する の 思念 を 起さない、 我 は 神が 我に 賜 ひし 

我 自身 を以 て 足れり とする、 故 に 自づ と爭鬪 を 嫌て 平和 を 愛する 人と なる。 


日本 は小國 であると 云 ふ、 誠に 小國 である、 面積 は 僅かに 十五 萬 方 IT 之に 充た すに 五干餘 萬の 人 

口 を 以てす、 故に 經世家 は 言 ふ、 日本 は 外に 擴 がらざる ベから す、 然ら ざれば 人口 稠. 祈の 故 を 以て 終 

に 窒息死 に 至るべし と、 然れ ども 顧みて 其國土 如何 を 察す れ ば 其 中 に 改善 擴張 の 域の 多大なる を兑 

る、 其 表面の 八 割 八 分 を 占む ると 云 ふ 山地 は 八 「は 概ね 禿山で ある、 今 若し 之 を 原始時代の 森林に 復す 

ると せん 乎、 其產 する 木材 を 以てしても、 國 民より 一 錢の稅 を も徴牧 せす して 優に 帝國の 經濟を 維持 

する ことが 出來 るとの 事で ある、 又 山林 役 奮より 來る 間接の 結 茶と して 洪水 は 止んで 河流 は 其 岸に 溢 

れす、 今日の 確 は 化して 昔日の 良田と 成り、 爲 めに 國 土の 生産力 を增す こと は 非常で ある、 殊に 外に 

擴 がらんと 欲する 力 を 悉く 內に 注ぎ、 農事の 改良、 運搬の 便益 を 計らん 乎、 日本 國の 人口 は 八，' 日の 二 

倍义は 三倍と なると も國民 餓死す るの 虞れ は 少しもない、 今や 科學の 進步に 由て 一段の 田圃 は 能く 一 

町の 產を 供し 得る に 至った、 無限の 宇宙の 一部分た る 日本 國も亦 無限で ある、 之 を 耕す に 智慧と 德と 

を 以てすれば 其 小面 積も 以て 能く 數 億の 民 を 養 ふに 足る、 何 を 苦んで 劍を 磨き、 砲 を 鑄て 外に 擴 がら 

んと 欲する ので ある 乎、 我等 は 未だ 自國の 富 を 知らない、 其 山の 富、 野の 富、 海の 富 を 知らない、 故 

に 常に 國 土の 狹 きを 歎じ、 機會も あらば 外に 向て 擴 がらんと 欲する ので ある、 他 國の事 は 首 ふに 及ば 

ない、 獨逸 や、 英國 や、 露國 や、 佛！： が 狼虎飽 くこと を 知らざる の 愁を這 うし、 互に 相嶙 み相吞 まん 

とする の 愚を學 ぶに 及ばない、 我 は 我 を 以て 足るべき である、 而 して 平和なる 幸福なる 國ぉ的 生活 を 

送るべき である。 

敎派 とても 同じで ある、 敎派は 嫌 ふべき 者で あるが、 然 かし 自己に 足りて 他派 を 侵さ ゾ らんと 欲す 

れば敎 派は敎 派で なくなりて 愛すべき 者と なる、 自己の 信者 は 信仰 足らす、 §^:書を識る こと至て浅く、 
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歡 喜に 乏しく、  X 布 に缺 くるに 關 はらす、 之を敎 へ、 之を滿 全の 幸福に 導かん と 努めす して、 唯單へ 

に 教派の 勢力 を^さん とし、 信者の 增加を 計り、 大演 說會を 開き、 大蓮動 を 行 ふ、 故に 他宗と 他 旅と 

の 衝突 起り、 鼓に 忌 はしき 地獄の 狀 態が 地上に 於て 演ぜられ るに 至る ので ある、 一 人の 霊魂と 雖も之 

を 神に 導く を 得ば 大 なる 事業で ある、 米國の 有名の アン • サ リバ ン 女史が 其 全生涯 を 費して ヘレン. 

ケラ ー なる 一 盲啞 生を敎 育せ し 例が ある、 何故に 一 傳道會 社 は 全力 を 捧げて 一 人 叉 は 一 一人の 信者 を 養 

成せん としない ので ある 乎、 之を爲 さすして 信者の 數の增 す を 以て 傅 道 成功と 見做す が 故に 傳道も 成 

功せ すして 常に 他^と 惡關 係に 於て あるので はない 乎、 神より 一人の 不死の 靈魂を 託せら るれば それ 

で澤 山で あるで はない 乎、 何 を 苦んで 自 から 進んで 數 fn 數 での 信者 を瘦ん とする ので あるか、 敎派問 

の 机 轔を絕 つ は 最も 容易で ある、 备 派が 己れ に與 へられし 者 を 以て 滿足 する 時、 其 時世に 最も 嫌 ふべ 

き 宗派 的 憎惡は 全然 其 根を絕 つので ある。 

^人に 於ても 爾ぅ である、 如何なる 人と 雖も M 物 をも與 へられな いと 云 ふ 人 は 一 人 も 無い 害で ある- 

或 ひ は 小なる E:>^ である 乎、 或 ひ は 小なる. ぉ屋 である 乎、 或 ひ は 小なる 職業で ある 乎、 或 ひ は 若し 自 

己 以外に M 物 を も 有たない としても、 其 自己 丈け は 己が 有で ある、 乎 も ある、 足 も ある、 ^も ある、 

耳 も 鼻 も ある、 是れ又 善く 使へば 大 なる 财產 である、 縦し 又 身體の 自由 を 失 ひて、 不幸 臥床の 人と な 

りしと する も 我 靈魂は 尙ほ我 有で ある、 我 は猶ほ 愛し、 考へ、 祈り、 讚美す る 事が 出来る、 英國の 名 

士 チヤ ー レス • キング スレ ー と 云 ふ 人の 言 ふた 事が あ る 、 

心ぞ 我の 王國 なれ 

と、 實に心 其 物が 大 なる 所有物で ある、 是れ ありて 人 は 何物 を缺 くと も滿 足すべき である、 然るに 之 


を 以て 足らす と 做し、 自己 以外に 何物 を か 求めん とする が 故に 不平 は 起り、 競 (学 は 生じ、 終に 極々 の 

惡 むべ き 社 會的關 係に 入り、 煩悶 憂慮に 身を簍 すに 至る ので ある、 何にも 金 を 獲ん とて 苦む ばかりで 

はない、 或 ひは學 問の 不足 を 歎す るの 餘り、 節 を 折り、 頸 を 曲げて まで も 高等 敎有を 受けん として 焦 

心り、 或 ひ は 己が 手に 在る 書 を讀み 終らざる に 更らに 新ら しき 書を蓄 へ、 視力 を 傷ない、 頭腦を 痛め 

てまで も 博識の 名 譽を博 せんとす る、 外へ、 外へ、 外へ と、 野心 勃々 として 抑 ゆべ からす、 平和な く. 

滿足 なく、 唯 他人 を羡 み、 自己の 不幸 を 歎つ のみで ある、 乍然、 一朝 志 を 翻し、 外に 求む る を 4- めて 

中に 求む る のん とならん 乎、 其 時に 平和と 幸福と は 沛然と して 我 衷に流 込み、 我 は 瞬 問に して 滿ち溢 

る&の 人と なる ので ある、 我 所有物 は斟 しと 雖も 以て 我が 缺を補 ふに 足る、 我が 知識 は淺 しと 雖も以 

て 我が 默 想の 題目た るに 足る、 我 は 又 信仰的にまで 滿 足の 人となりて、 今 H! までの 如く 薄 信 を 標榜し 

て 偽 はりの 謙遜 を 人の 前に 呈し、 常に 自己 を 責めて 又 他人 を 責めて 止まない 信仰的の 餓鬼たら ざるに 

至る。  . 

然 らば 我等ば 國家 としても、 團體 としても、 叉 は 個人と しても 中に のみ 求めて 外に は 一切 擴 がるべ 

からざる 乎と 言 ふに、 雨う ではない、 外に 擴 がらんと 欲する も 可い、 然しながら 健全に 外に 擴 がるの 

OO000OOO0OO0O0OOO0O0  00000000000000 

唯一 の 途は自 から 外に 擴 がらんと 欲せす して、 中 を 以て 足れり とする 事で ある、 キリストの ー百 ひ 給 ひ 

し、 

夫れ 有つ 者は予 へられて 尙ほ餘 り あり、 有たぬ 者 は 其 有つ 物 を も 奪る i 也 (馬 太傳 十三 章 十一 一節) 

との 言 は 此事を 敎へ給 ひし ものである、 卽ち 旣に與 へられし 物 を 我 有と 認め、 之 を 尊重し、 之 を 使 川 

し、 之 を扶殖 せんと 努 むる 者は自 から 求めざる も更ら に^ ほ與 へられて 餘り あり、 旣に與 へられし 物 
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を 無き が .5. くに 感じ、 之 を棄て 他に 獲ん と 欲する 者 は 其 有て る 物 を も 取上げら るとの 事で ある、 此事 

に 就て は 他 n を 期して 更らに 論じ やうと 思 ふ。 

恩 惠と云 ふこと に 就て 

(九月 十九： E 今 井 館に 於て) 

律法 はモ ー セに 由り て傳 はり、 恩寵と 眞 理はィ H ス キリ ストに 由り て 来れり (約 翰傳 一 章 十七 節 )o 

兄弟よ、 願く ば 我等の 主 イエスキリストの 恩汝 等の 靈と 偕な らんこと を ァメン (加 拉太書 末 章 末 

節)。 

聖書に 「恩 惠」 と 云 ふ ことがある、 或は 單に 「恩」 と 云 ひ 又 r 惠」 と 云 ふ (共に 「めぐみ」 と訓 す)、 

叉 恩寵と も 云 ふ、 其 文字から 察すれば、 いかにも 祌に 特別に 寵愛され て 賜 ふ 恩賜で ある やうに 見へ る、 

而 して 多くの 人 は、 然り、 多くの 基督 信者 は斯る 淺き賤 しき 意味に 於て 此 尊むべき 言葉 を 解す る、 乍 

然、 其實際 如何なる 者なる 乎 は 之 を 表 はすた めに 用 ゐられ たる 文字に 由て は 解らない ので ある、 聖書 

の 他の 一一 一一 n 葉に 於け るが 如く 此曾 葉に 於ても 文字 は 其 眞義の 表號に ほか 過ぎない、 我等 は^に 善き 文字 

を發 見す る 能 はざる が 故に、 單に此 文字 を 用ゐて 文字 以上の 意味 を 通う ぜんとす るので ある、 卽ち愛 

と 云 ふが 如き、 信仰と 云 ふが 如き、 皆な 爾ぅ である、 キリストの 弟子が 云 ふ 愛 や 信仰 は、 是 等の 文字 

を 以て 表 はされ たる 者と は 全く 別物で ある、 恩惠 とても 同じで ある、 先 づ恩惠 の 何たる 乎 を 知らす し 


て、 恩惠の 字義 を 知り たれば とて 其眞に M たる 乎 は 解らない。 

然 らば 恩 惠とは 何んで ある 乎と 云 ふに、 其 文字の 示す が 如く、 人が 己に 於て 有つ 者で はなく して 神 

より 出て 人に 賜 ふ 者で ある こと は 明かで ある、 卽ち 愛の 賜物で ある こと は 確かで ある、 然し 賜と 云 ふ 

て 勿論 「物」 ではない、 然れ ばと て 恩寵と 云 ひて 單に 愛せら る、 ことで はない、 神が 賜 ふ 或る もので 

ある、 而 して 其 何たる 乎 は 之 を 受けた 人で なければ 知らない。 

英語で 此事を gTace と 云 ふ、 而 して グ レ ー ス と 云 へ ば 風雅と 云 ふが 如き、 しとやかと 云 ふが 如き 意 

昧が ある、 卽ち 王公 貴族の 如く 裕福の 家に 育ちし 者に は 自づと 緩やかなる 氣 高き 所が ある、 然しな が 

ら 風雅、 優長に て は 基督 者の 稱 する 恩 惠は盡 きない、 恩惠は 勿論、 人 を 緩やかに する、 溫 かくする、 

優 さしくす る、 然し 是れ其 結果た るに 過ぎな い 、 恩惠其 物で はな い 、 恩惠 はも ので ある、 性質で はない- 

OOOOOO0O0OOOOOOOO  0- り. 0  0 

然 らば 恩 惠とは 何で ある 乎と 云 ふに、 凡 化れ は キリスト を 以て 神より 人の 靈に賜 ふ 愛の 能で ある、 短 

やさつ,、  よき 一 J ゝろ 

かく 言へば 聖靈 である、 然し^ 盡す 聖靈の 火で はなく して、 罪を赦 し、 之 を 打消し、 之に 代へ て 善意 

を與 ふる 靈の 能で ある、 之 を 「キリストの 恩」 と 云 ふ は キリスト を 以ての み與 へらる、 者で あるから 

である、 恩惠は キリストに 於て 豐 かに 宿った、 

其 子 (卽 ちィ H ス) 成長して 精神 强 他に、 智慧 充ち、 神の 恩寵 其 上に 臨れ り 

と ある は此 事で ある (路加 傅 二 章 四十 節)、 ィ H スの 全生涯が 恩 惠に充 つる 生涯であった、 故に 彼に 

聽 きし 者 は 

あやし 

其 口より ST つる 恩ま^ の 首 を奇み 

たりと 云 ふ (同 払廿ニ 節)、 彼の 溫雅 なる 風采、 柔和なる 擧動、 觸 るれば 德の 流れ 屮 I る 愛 心 はすべ 
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て 彼の 爽に 充溢れ し 恩 惠の結 si- である、 愛の 電流と 云 はんか、 和 光の 貯蓄と 稱 せんか、 何れ こしろ 其 

强き、 效カ ある、 靈能 である 事 は 確かで ある。 

而 して 凡て キリストに 救 はれた る 者 は 多少 此能を 受けた ので ある、 之 を 受けて 罪 は何處 となく 消え 

去った ので ある、 之に 由て 生れつきの 忿怒の 性 は 失せて、 其 代りに 宥如 i の 性が 臨んだ ので ある、 之に 

由て、 敎 育に 由て はなく、 又 境遇の 變 化に. m て はなく、 キリスト か, 惠£ -.^  一：；、  ^^^fは眞正の意 

味に 於ての 紳士 又は 淑女と なった ので ある、 卽ちパ ゥ n の 曰 ひしが 如き、 

輕々 しく 怒らす、 人の 惡を念 はす、 不義 を 喜ばす、 眞理を 喜ぶ 者 

と 幾分な りと 成り 5^ たので ある、 誠に キリストの 恩 ^1  心の 如き 能 は 他に は 無い、 此 世の 王公 贵族 ま. t ム匕匕 

を 知らない、 如：^ なる 道德を 以てする も 此能は 得られない、 キリスト のみ 此 斧し なる の 貯蓄 所で 

ある、 故に 人 はすべ て 彼に 至りて 此、 人 を 心の 根底より 善 化する 結 犬の 能力の 恩賜に 與 かるべき であ 

る。 


平 安 獲得の 途 

十ガ十三：1:^*京青山なる監督ハ リ ス氏宅に於て故 ハ リス 夫.^ 紀 念のために かれた る 美、 W 敎會 信徒 組 < ^に 臨 

み 其席ヒ に 於て 述べし 者の 大略な リ。 


凡て 疲れたる 者、 叉 は 重き を 負へ る 者 は 我に 來れ、 我れ 汝等を 息ません、 我 は 心、 柔和に して k 

遞る者 なれば 我 軛を負 ひて 我に 學べ、 汝等 心に 平安 を 得べ し、 そ は 我が 軛は 易く 我 荷は輕 ければ 

3、 馬 太傳十 一 章卄 八— 三十 節。 

玆に言 ふ 「凡て 疲れたる 者、 又は 重き を 負へ る 者」 ，こ は必 しも 「凡て 忠 難に 在る 者」 と 云 ふ 事で は 

ない、 前後の 關 係より 推して 見て 或る 特別の 疲勞を 感じ 或る 特刖の 重荷 を 負へ る 者 を 指して 云 ふた も 

ので ある 事が 判明る、 それ は 卽ち其 常時の ユダヤ人の 中に 行 はれし 祌學上 並に 宗敎 上の 疑 ii: 並に 煩悶 

を 指して 云 ふたもの である、 其 時に 於ても 今の 時に 於ての 如く 宗敎家 の 問に 多くの 議論が 鬪 はされ た、 

聖書 は 如何に 解釋 されべき ものである 乎、 何れの 敎 會が眞 正の 敎會 である 乎、 其 他 稀々 雜 多の 問题が 

正直なる 信者の 頭腦 を！^ ましたの である、 而 して 之 を解釋 せんとして 多くの 人 は 疲れ、 义之を 重荷に 

感じ、 或 時 は；^ 仰が 嫌に なった ので ある、 宗敎は 元々 人の 本性に 在る 者であって、 之 を 健全に 發 達す 

わば 多くの 利益 を 彼に 供す る 者で あるが、 然し、 一 朝 其途を 誤れば 宗敎 ほど 世に 害 を 爲す者 は 無い の 

である、 而 して 其 當 時の ユダヤ人 も此 誤謬に 陷 つて 居った のであった 故に、 ィ H スは兹 に 彼等に 對し 

て 此敎訓 を 叙べ 給 ふたので ある、 卽ち彼 は 曰 ひ 給 ふたので ある、 

凡て 神 學問题 を 以て 心を勞 し、 敎會 問題 を 以て 身に 苦痛 を感 する 者よ、 汝等之 を 去て 我に 來れ * 

我れ 汝等を 息ません 云々 

と、 彼 は玆に 世の 所謂 宗敎 問題解決の 秘訣 を 俾へ給 ふたので ある、 而 して 其 秘訣と は 外で はない、 是 

もちや. ひ 

れは 哲學の 研究に 於て 在る ので もなければ、 亦 敎會の 選 揮に 於て 在る ので も 無い、 眾に 心の 持 樣に於 

て 在る ので ある、 卽ち 柔和に して 謙遞 なる に 於て 在る の で あ る 、 宗敎 問題 の 解決に 苦む と は 云 ふ もの 
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の、 其 源 は 智識の 不足に 於て あるので はなく して 心の 傲慢なる に 於て 在る ので ある， 故に 若し イエス 

おの  し *♦ 

に 傚ら ひ、 彼の 如くに 柔和に、 彼の 如くに 謙遜に なれば、 問題 は自づ から 解けて 了 ふとの ことで ある。 

而 して 是れ 誠に 簡單 なる 敎 であって、 別に 語る の 必要 はない やうに 見 ゆる なれ ども、 然し 實際此 難 

問題に 接した 者 はィヱ スの此 敎訓の 如何に 深い、 如何に 力 ある 者で ある 乎 を 能く 知る ことが 出来る、 

實 は宗敎 問題の 研究 程 益の い 者 は 無い ので ある、 其範 圍の餘 りに 廣 いが 故に、 叉 其 終極 點の餘 りに 

遠い が 故に、 之に 從事 する は 拾 かも サハラの 沙漠に 迷 込みた ると 同然であって、 殆んど 際涯の ない 事 

である、 玆に 於て か 多くの 無益の 問題 は 簇出し、 之に 嫉妬、 忿恚 等の 劣情の 伴 ふ ありて、 神聖なる ベ 

き此 問題 は 時には 陋劣の 極を演 する に 至る ので ある、 敎會 問題 も 亦 同じで ある、 人世 を惱 ます 者に し 

て 實は此 問題 ほど 險惡 なる^ はない の である、 敎會 問題 を 解決 せんがた めに 多くの 大戰 爭は鬪 はれた、 

此 問題 あるが 故に、 信者の 間 に 犬猿 も啻 ならざる 憎惡と 反目と が 行 はれ、 愛の 檫目 たるべき 基督 敎^ 

は 終に 今日の 如く 紛爭、 結黨、 兇 殺の」 时と 化した ので ある、 如何にして 神學 思想 を 統一 せん 乎、 如 3： 

にして 基督 敎會を 結合 せん 乎と は 常に 起て 常に 結ばれざる 問題で ある、 而 して 此 等の 二 大 問題 を 解決 

する に 足る 大神學 者も大 牧師 も 未だ 世に出で ない ので ある。 

すで 

然るに ィ H スは旣 に 業に 其 解決法 を 供し 置き 給 ふたので ある、 卽ち此 等の 大 問題 を 放棄して 彼の 柔 

和と 謙 遞を學 び、 彼のん 叩 じ 給 ひし 愛の 軛を 頸に 懸けよ とのこと である、 然 らば 是 等の 大間 題は倏 にし 

て 解け、 其れより 來る 煩悶と 心 勞とは ffl に 去るべし とのこと である、 人が 己れ を 知らす、 有る ことな 

くして 自ら 有りと して 己 を 欺きつ、 あるが 故に 此 煩悶と 心勞 とが あるので ある (加 拉太書 六 章 三 節、 

柔和と 謙遞と 愛の 軛、 是れ がすべ ての 祌學 問題解決の 祕訣、 敎會 問題 解釋の 根本で あるとの 事で ある。 


然 らば 我等 は イエ スの 如くに 謙遞 るべき である、 心に 低くな りて 我等 は 頭 を 無用の 問題に 觸れ ざる 

に 至る、 而 して 深く 已の衷 を 探ぐ る を 得て 其處に 虞 现と 神と を發 し 得る に 至る、 又ィ H ス 5 如くに 

柔和に なりて 我等 は 人と 衝突せ ざるに 至る、 而 して 友 を 深く 己が 衷に迎 へ て 其處に 彼等と 共に 見え ざ 

る靈の 敎會を 作り 得る に 至る、 柔和に して 謙遞 なる ィ H スに 在りて は 今日の 所謂る 祌學 問題 もな けれ 

ば敎會 問題 もない、 彼に 在りて はすべ てが 平安 である、 世に 無： 献 の 問題と 無益 の. 耍 求と を 以て 我等 を 

煩 はす 者の 多き 今日、 我等 は W びィ H スに復 へりて 彼の 與 ふる 休息と 平安と を 我 有と なすべき である。 


聖 誕 節の 教訓 

一 、 ダビ.、 テ の裔 より 生る。 羅馬書 一 泰三 節。 馬太傳 一 章。 路加 傳三章 一 一十三 節 以下。 

イエ スは ユダヤ人の 想 を 身に 體 して 生れたり との 意で ある、 父祖の 希望 も、 預言者の 理想 も、 詩 

人の 祈願 もす ベ て 彼に 在りて 成就され たりとの ことで ある、 彼 は 誠に 聖 民の 精華で あつたので ある、 

眞正の 意味に 於て 「ユダヤ人の 王」 であった ので ある、 其 血統に 於て、 其 人格に 於て、 其 理想に 於て、 

彼 は 純潔 無垢の ユダヤ人で あつたので ある。 

11、 處女 マリヤに 由り て 生る。 馬太傳 一章 廿 一：； 節。 路加 傳 一章 卄六節 以下。 

ィ ェ ス は 特训に 神に よりて 遣され たる 者な りとの 意で ある、 卽ち 約翰傳 記者の 曰 ひしが 如く 
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斯 かる 人 は 血脈に 由る に 非す、 情愁に 由る に 非す、 人の 意に 由る に 非す、 唯祌に 由り て 生れし 也 

との 意に 適 ひたる 者で ある、 ィ H スは ヨセフに 由って 生れた ので はない、 叉 マリヤに 由て 生れた ので 

はない、 架靈に 由て 生れた ので ある、 卽ち 直に 祌に 由て 世に 遣られた ので ある、 ィ H スに 限らない、 

すべ ての 偉人 は斯の 如くに して 世に 遣らる、 者で ある、 其 父と 母とば 單に 出世の 機械と して 使 はる k 

に過ぎない、 偉人の 出：^ は 遣俾の 法則 を 以てして 之を說 明す る こと は 出來な い、 力 ー ライルが 疆々 唱 

へしが 如く、 偉人 はすべ て祌 の特產 物で ある、 而 して ィ H スの 如き 偉人に 於て. 我等 は 特に 其 然る を 見 

るので ある、 イエスが 後日 其 母に 向て、 

婦ょ、 汝と 我と 3： の干與 あらん や 

と 一一 m はれし は、 其中に深き意味がぁる|5^-でぁる (約 翰 傳ニ章 四 節)、 ィ H スは マリヤの 子であって、 

叉 彼女の 子でなかった ので ある、 彼 は祌の 聖旨 を 成す ために 直に 神より 遣られた る 者で ある、 イエス 

にも 亦パ ゥ 口 ともしく 

, ^肉と 謀る こと をせ す、 

神の 命に 從 ふの 機 會 があった ので ある (加 拉太書 一章 十六 節)、 處 女の 懐胎と 聞いて 我等 は 奇異の 感 

を 起さ る を 得ない が、 然し 之 を 祌人特 遣の 途と 解して、 其 奥義 を覺 るに 難くない" 

三、 ィ H スべ ッレ ヘム なる 客 舍の糟 の屮に 生る。 路加 傅 一 一章 七 節。 

神に 巾って 生れし 人 は 神に. E て 起たざる ベから す、 彼 は 境遇の 寵兒 たるべ からす、 萬 民の 救 主 は 貧 

者の 一人たら ざるべ からす、 祌は其 愛子 を槽の 中に 送りて 先づ 第一 に 家畜と 貧者と を 祝し 給 ふたので 

ある、 美服 を 衣る 人、 錦 繡を纏 ふて 奢れる 者 は 王の 宫に 在り、 然れ ども 祌は 特に 草盧の 純撲を 愛し 給 


ふ、 祌の子 は 其呱々 の聲を ffi の 中に 揚げて 永久に 貧 を 祝して 富 を 詛ひ給 ふたので ある、 ィ H スを 以て 

大 なる 革命 は此 世に 臨んだ、 彼の 降哥： を 以て 贲賤は 其 位地 を轉 倒した ので ある、 而 して 其 iE- 命運 動 は 

今 も 尙ほ靜 かに 行 はれつ i ある、 神の子が^^の屮に生れたりと聞ぃ て王者は震へ 、 貧者 は歡 呼した の 

である。 

四、 天軍 牧者に 現 はる。 路加 傳ニ章 八 節 以下。 

よろこび ハ？ とづれ 

萬 民 救 濟の歡 喜の 音 は 先 づ純樸 の 民に 傳 へられたり とのこと である、 M ルサ レム の祌 殿に 多くの 祭 

司の 神事 を 司る ありし に、 又多くの學者等は日 々 に|\^書を縦きてメ シャの到來を待っ &ぁりしに、 神 

は 彼等に 聖子降 世の 喜 信 を 吿げ給 はすして、 野に 在りて 羊を牧 ひし 者に 先 づ之を 傅へ 給へ りと 云 ふ、 

實に 貧しき 者 は 福 ひで ある、 彼等 はすべ ての 人に 先 だち て 天 固の 幅 昔 を 聞かせら る、 ヒレ ル 3； 者ぞ、 

ガ マリ H ル 3： 人ぞ、 神 は 智者 を愧 かし めんと て 世の 愚かなる 人 を 選び 給 ふに あらす や、 然り、 學ぉ W 

者ぞ、 士 M 者ぞ、 神の 事に 關 して は 農夫と 牧者と 職工と 商人と は 彼等に 優 さりて 遙 かに 慧き者 であ 

る、 天の 萬 軍 は 今 も尙ほ 牧者と 其 同 階級の 者と に 現 はれて 救 濟のー i 音を傳 へつ i ある、 學^ は 嘲け り、 

智者 は詈 り、 敎 職と 稱 する 今の 祭司 等 は 聖書 を繙 きて 古き 俾說 を辯證 せんと 努めつ- - ある 問に、 大使 

は 其 淸き變 を 以て 勞 働の 子等に 天の， 一 i 昔を唱 へつ、 ある、 天使が 牧者に 現 はれて メシャ の 降臨 を吿げ 

しと 聞いて 祌學者 等 は 其 講堂に 在て： _ ^だしく 憤懣した ので ある、 基督 敎は其 始めより 平信徒の 宗敎で 

あ る 、 敎 職と 稱 する 宗教 專 門ク水 を 忌 嫌 ふ宗敎 で あ る 。 

五、 新星べ ッレ ヘム の 上に 現 はる。 馬 太傳ー ー袁ー 一、 七、 九、 十 節。 

嬰 兒は槽 中に 生れ、 天使 は 牧者に 現 はれ、 瑞星は 天に 現 はれた、 贫と勞 働と 天然と は 期せす して 同 
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時に ィ H スを迎 へた、 ィ H スの 降誕 は 人類に のみ 關 係の ある 事で はない、 是は亦 天然に も 深き 關 係の 

ある 事で ある、 

つくられし. 0 の  の, み  こ たち 

それ 受造 物の 切なる は 神の 子等の 顯 はれん ことなり 

とい ふ (羅； 書 八 章 十九 節)、 人 は 萬 物の 長であって、 ィ H スは 人の 首で ある、 造化 はィ H スに 達し 

て 其 終極に 達した ので ある、 若し 造化に 聲 あらん 乎、 彼 も 亦 此時聲 を 揚げて 叫びし ならん、 天地の 始 

めて 成りし 時に 

あけの i ぶし  こ たち  よは 

晨星相 共に 歌 ひ、 神の 子等 皆な 歡 びて 呼 はりぬ 

と 云 ふ (約 百 記 三十 八 章 七 節)、 今や 造化の 最 美の 產 たる 神の 獨 子の 中い 現に 際して 造化 は 役た び歡び 

喜ば ざらん や、 宇宙 は元是 れー體 である、 人事と 天然と は 深く 相關聯 して 居る、 天の 時 を 待て 人の 1 

は 臨る、 星 現 はれて 聖子 生れし 乎、 聖子 生れし が 故に 星 現 はれし 乎、 否ら ざり しならん、 星と 聖 子と 

は 同時に 現 はれし ならん、 榮光 天に 輝きし 時に 地に 平和 は 臨みし ならん、 ィ H スは祌 の 聖旨に 從ひ、 

人類の 要求に 應じ、 天の 時 を 得て、 べッレ ヘムの 客舍に 生れ 給 ふたので ある。 

六、 博士、 東方より 訪來 る。 馬 太 傅 一 一章 一 節 以下。 

國の 中に 在りて は 家畜と 牧者と はィ H スを迎 へた、 闽 の 外より は 異邦の 博士 等 は 彼 を 訪% た、 1  莨に 

ふるさと  うやま 

預ー W 者 は 其-ぼ 鄕 にて は 敬 はる i 者に 非す、 ユダヤに 多くの 博丄は 居りし も 其 一 人 だもィ H ス の 生る- 1 

を 知らなかった、 燈臺下 暗し、 犬なる 光輝 は 遠 を 照らして 近 を K ます。 

^^^o  くらき 

光 は 暗に 照り、 一 1^ は 之 を 隙ら ざり き。 

彼れ 己れ の 國に來 りしに 其： 彼 を 受け ざり き。 


多くの 人々 東よ り^より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブと 偕に： .Kw に 坐し、 國の 子等 は 外の 

お ひい かなしみ ,u が ，ひ 

幽暗 に 逐 出さ れ 、 其處 に て 哀哭 切齒す る こと あらん。 

イエ スを 受け ざり し 者 は 彼の 國 人と^ 族と 敎會 とであった、 牧者 は 彼を拜 せし も 王者 は 彼 を 殺さん 

とした、 外の 博士 等 は 彼 を訪來 りし も內の 博士 等 は 彼 を 無視した、 贲にィ ヱ スの 全生涯 は 上の 排 lit と 

下の 歡迎 と、 ：2： の 迫害と 外の 優遇との それであった、 而 して 彼れ が 生れし 時に さう であって、 八， も 小 M 

ほさう である、 彼に して 八/再た び 生れ 給 はん 乎、 彼 を 第一 に 排斥す る 者 は 八.' の 所謂る 基督 敎會 であら 

ふ、 其 監督と 長老と 牧師と 傳道師 とで あら ふ、 而 して 彼等 は贵 族と 相 結びて 彼 を 社交的に 殺して 了う 

であら ふ、 而 かも 彼 は 多くの 「不信者」 の 接く る 所と なる であら ふ、 無神論者と 猶太 人と 社 < ^主義者 

と は 反て 彼を迎 ふるで あら ふ、 而 して 眞理は 敎會の 乎より 楚 はれて 異 信の 徒に 與 へられる であら ふ。 

*  氺 

以上 はィ H スの 誕生に 關 する 架 書の 記事が 我等に 傳 ふる 永久の 眞现 である、 其 中に 歷 史的 事實 とし 

て 疑 はしき 節 はあり もしゃう、 乍然、 其 傅 ふる 心靈的 眞理は 永久に 變 はる もので ない、 歷 史的に..^ 確 

なれば とて 記事 は必 しも 實際 的に 惯 値の ある もので はない、 多くの 歷 史的 事實は 多くの 心 靈的虛 偽 を 

敎 ふるもの である、 眞理は 歷史に 由ての みならす、 叉 詩歌に 由て、 叉祌 話に 由て 俾 へらる、 设大の 事 

實は 有った 事で はない、 有るべき である、 歷史は 有った 事の 記錄 であつ て 詩歌 は 有る ベ き 事の 預言 

である、 理想の みが 唯一 の 永久 不變 の事實 である、 我等 は 理想 を學 ばんと 欲て 歷 史.； 1^ にの み賴 つて は 

ならない。  . 

成るべき 事 は必す 成る、 有るべき^？-は必す有る、 然り、 有るべき こと は 旣に冇 つた 乎 も 知れない、 
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理想の 人が 生れし 時に 理想の 事 は 有った 乎 も 知れない、 イエス は 誰か、 人の子 か、 若し 然 らんに は 彼 

の 誕生に 關 する 記事 は妄譚 であら ふ、 果して 祌の 子なる 乎、 若し 然 らんに は 彼が 永久の 眞现を 示す ベ 

き 多くの 異象に 伴 はれて 世に 生れ 出で 給 ひしと は 信じ 難い ことで はない、 舊記を 否定す る は 至て 易く 

ある、 然し、 深慮 は 否定に 先 だつべき である、 敎會の 破門 を 恐れて にあら す (余 聚は之 を 恐れす 反て 

之 を歡迎 す)、 眞理 に忠實 ならん ために、 余 は 今， 猶ィ H スの奇 的 出生の 記事 を單に 「美 はしき 神 

話」 としての み 受取る ことの 出来ない 者で ある。 


明治 四十 三年 二 九 一 〇 年) 

福 音 の 活殺 力 

(哥林 多 後書 一 一章 士  丁 十七 節まで) 

大抵の 人 は 思 ふ、 福音 は 人 を 救 ふための 者であって、 必す人 を 活かす 者で あると、 誠に 雨う である- 

然し 人 を 活かす 者で あるが 故に 場合に 依りて は 人 を 殺す 者で ある、 甚だ 歎 か はしき 次第で あるが、 然 

し 止む を 得ない 次第で ある、 職 を 溶く の 太陽の 光線 は 粘土 は 之 を ra: くす る、 太陽の 惡 いので はない、 

之 を 受く る 者の 惡 いので ある、 祌の 恩惠は 名薬と 同じ で あ る 、 其功驗 の 著大 で あ る 丈け 其 害雍も 亦 隨 

て 激甚で ある。 

故に。 ハ ゥ 口 は 言 ふたので ある、 

ほろ ぶる もの  に； ュひ  いのち 

沈淪 者の 爲 めに は 死の 香に して 彼等 を 死に 至らし む、 救 はる、 者の ために は 生の 香に して 彼等 を 

生に 至らし む 

と、 同じ 幅 昔 は 生の 因 ともなり 亦 死の 因と もなる とのこと である、 同じ 事を老 ひたる シメ オン は wi< 兄 

ィ ェ スに 就て 共 母 マリヤに 語りて 曰 ふた、 

へ？ r- な- ;-， ろ  いひ さか 二-ひ  し, 0 し 

此嬰兒 は イスラ H ルの 多くの 人の 額び て 且つ 與 らん 事と、 辭駁を 受けん 其號に 立てら る 

ろび もと ゐ 

と (路加 傅 ニ章卅 ra 節)、 ィ H スは 多くの 人の 額の 基と なった ので ある、 此 意味に 於て 彼 は 人の 救 主 
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ではない、 其 類 亡者で ある、 誠に 惡鬼は 彼に 面と 對 ひて 闩 ふた、 

ほろぼ 

喧 ナザレの ィ H スょ、 汝來 りて 我 を 喪す か 

i ろぼ 

と (路加 俾 Si 章卅 w 節)、 而 して ィ H スは 今猶ほ 多くの 人を顏 しつ k あるので ある。 

誠に 福音 は必 しも 人 を 救 ふための 者で はない、 是れは 神の 證明 である、 神の 何たる 乎を證 する 者で 

ある、 故に 之 を 提供 せられて 人の 運命 は 定まる ので ある、 之 を 受けん 乎、 其 人 は 救 はる &の である、 

■ - . , は-ろ ほ  厶 厶厶<"厶厶厶厶<1.3厶<3<:厶<<"厶<1厶<3<:厶厶<1<1 

之 を 斥けん 乎 其 人 は 類 さる &の である、 誠に 幅 昔に 接する の は 何人に 取りても 其 人の 危機で ある、 頹 

ると 與 ると は 之に 對 する 彼の 態度に 由て 定まる ので ある。 

世 に 惡人は 多い 、 然し 未だ 福音に 接し たことの ない 人の 屮に極 惡の人 はない、 福 昔 は寫眞 術に 3^ 、け 

おも ひ あら 

る 顯像劑 の 如き 者であって、 人の 心の 念 を 露 はす 者で ある、 善人の 善 を も 露 はし、 同時に 惡 人の 惡を 

-  ,  とり G  ，で 

も 露 はす 者で ある、 而 して 福音に 由て 惡を露 はされ て、 之 を 取 除かれす して 其 儘 福 昔を棄 つる 者は實 

に禍 ひなる 哉で ある、 其 人は此 事を爲 すに 由て 極惡の 人と 化する ので ある、 非 基督 敎阈に 於て 想像す 

る こ とだ も 出来ざる 惡 人が 基督 敎國に 於 て 多く 存 する は 全く 之 れが ためで ある、 恐るべき ことで あつ 

て、 同時に 又 避く る こと 能 はざる 事で ある。 

玆に 於て 余輩 は 知る ので ある、 余輩 一 -1音{ 且傳を 職と す る 者は必 しも 人の 救濟を 目的と する 者に あら 

ざる こと を、 余輩が 最も 忠實 に、 缺 くる 所な く、 幅 昔 を 宣傳 するとす る も、 其 結果と して 必 しも 余輩 

に聽 きし 者 は 悉く 救 はる、 と は 限らない ので ある、 否な、 事實は 其反對 であるべき である、 若し 余 W 

の 福音 宣傅 にして 缺 くる 所な くば 其 結 5^ として 多くの 墮落 信者 を 出すべき である、 人の 罪 を 露 はし 得 

ざる やうな 福音 は 偽 はりの 福音 である、 若し 活かす にあら ざれば 殺す 底の 福 昔 で なけ れ ば 其 幅 昔 は キ 


リ ス トの幅 昔で はない。 

故に バウ 口 は 曰 ふて 居る ので ある、 

こ ii4  4*  二-こ 

我等 多くの 人の 如く 祌の道 を混亂 せす、 誠により、 祌に. S て 神の 前に キリス 卜に 在て 一一-一 ：！ ふなり 

と、 「混 亂 する」 と は 「偽 和す る」 の 意で ある、 牛乳に 米 汁 を 混じ、 砂糖に rt: 堊を 和す るが 如き を 云 

ふ、 祌の道 を 「偽 和す る」 と は、 其 俊を說 かすして、 之 を 飾り 义は之 を 緩和して 聽く 者の？ lui に 適する 

やうに する ことで ある、 斯く爲 して 或 ひ はすべ ての 人 を 「救 ふ」 ことが 出来る 乎 も 知れない、 卽ち彼 

等を敎 會の會 員と なし、 救 はれたり、 救 はれたり、 平安 かれ、 平安 かれと 稱 して、 彼等の 心を宥 むる 

ことが 出来る 乎 も 知れない、 乍然、 是れ 神が 我等に. 耍め給 ふ 所ではない、 愛の神 は 慈悲の 神で あると 

冋 時に 叉 正義の 祌 である、 祌は 我等が 彼の 道 其 儘 を 傅 へん こと を 要め 給 ふ、 玆に 至て 我等 は 人 を 喜ば 

せんとせ す、 叉必 しも 彼等 を 救 はんとせ す、 

誠實を 以て、 祌に. E り、 神の 前に キリストに 在りて 

語らざる を 得ない ので ある、 誠に 辛ら い 職分で ある、 然し. ii む を 得ない ので ある、 祌 の忠實 なる 佼と 

して 我等 は 人に 對し 此嚴 lij の 態度に 出ざる を 得ない ので ある。 

我等 は 勿論す ベての 人の 救 はれん こと を 欲する、 是れ又 神の 心で ある こと は 架 書の 明かに 示す 所で 

ある (提摩 太 前書 二 章 四 節)、 然し 神の 僕と しての 我等 は 人の 友と しての 我等と 異なる、 我等が^ 書 

を 手に して 立つ 時 は 人の 私 友で なくして 神の 公僕で あ る 、 我等 は 人 を歡ば せんた めに 神の 道 を 曲げ る 

らろ is つ る >> 

こと は 出來な い， 兩 刃の 劍 よりも 鋭き 此道は 人 を 活かし もし、 亦 殺し もす る、 意志の 自. m を陚與 せら 

れ たる 人は此 危機に 際して 殺されざる やう 努 むべき である、 然し 此 時に 際し 彼が 如何に 振舞 ふ 乎 は 我 
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等 は 勿論、 祌と雖 も干涉 する ことの 3^ 來な いこと である、 人の 最大の 榮譽は 其 意志の 自由に 於て ある、 

彼が 天國に 昇り 得る の 特權に 伴 ふて 彼が 地獄に 墮 るの 危險が ある、 すべての 善事に 其 反 對の惡 事が 伴 

ふ 、 而し て 福音 は 恩 惠と共 に 其 中に 呪 詛 を藏す 者で あ る リ 

し f< なし 

然れば 人よ、 心して 幅 昔を聽 けよ、 古 談を聽 くの 心 を 以て 濫りに 之に 來る 勿れ、 輕卒に 之を聽 き、 

耐え 得すして 之を棄 て、 深き 墮 落の 淵に 沈みし 多くの 人に 鑑みよ、 福音 を 聽て活 きょ、 之 を 棄て其 殺 

す 所と なる 勿れ。 


嬰 兒の死 

五月 十一 日. 生後 十 ヶ月の 小 女の 葬 儘に 臨みて 述べし 所な リ- 時に 暴風 屋外に 荒れ、 內に集 ひし *:、 其兩親 

を 合せて 僅かに 十 人な リき。 

.fl ろ.， J  *J  つか ひ 

汝等愼 みて 是 等の 小さき 者の 一人 を 輕視る 勿れ、 そ は 我れ 汝 等に 告げん、 彼等の 天の 使者 は 天に 

在りて 天に 在す 我が 父の 面 を 常に 兑詰 むれば 3。 馬太傳 十八 章 十 節、 自譯。  . 

ィ H スが 小兒の 事に 就て 言 はれし 言葉 は 幾 個 もあります が、 是れは 其 中で 最も 美しい、 又 意味の 最 

も 深い 者で あると 思 ひます、 r 汝等愼 みて 小さき 者 (小 兒) の 一人 を 輕視る 勿れ」 と 言 はれ、 後に 

「我れ 汝 等に 告げん」 と 雷 はれて 蔡の 至て 重大なる を 示し、 「彼等の 天の 使者 云々」 と 述べられ たの 

であります、 卽ちィ H スの 偉大と 權 能と を 以てして、 小 兒の事 は 重大 事件で あると 言 はれた ので あり 


ます。 

小兒に 天の 使者が 附 いて 居て、 天に 在りて、 地上の 彼等 を 代表して 常に 在天の 父 樣の聖 id を 詰め 

て 居る と は 多分 此 事に 關 する ィ H ス 在世 當 時の ユダヤ人の 思考 を 述べた ものでありまして、 眞の 事- K 

おのく  5  r 

では 無から うと 思 ひます、 それ は， < に は 备自， 彼 を 護る の 星が あって、 彼の 運命 は 其 星 を 見て 判明る 

と e 心 ひし 中古 時代の 思想に 類した る 者で あると 忍 ひます、 ィヱ スが兹 に 述べられ たの は 小兒と 天使と 

の關 係に 就て ではありません、 祌 と小兒 との 關 係に 就て あります、 若し 祌を國 王に 譬へ、 天 國を彼 

の 朝廷に 喩 へますならば、 小 兒は其 朝廷に 於て 彼の 公使 を 有ち まして、 其 公使 は 彼 を 代表し 彼に 代り 

て 常に 圃 王の 前に 俘り、 國 王と 彼との 問に 親しき 交通 を 計って 居る とのこと であります、 ，§ ち 神 は 小 

兒に對 しても 世の 國 王が 他國の 王に 對す るが 如き 態度に 出 でられ、 親しく 之と 交 はり 給 ふとの ことで 

あります、 此事 たる 實にィ H スを 待て 始めて 人類に 示された る 事でありまして、 實に 驚くべき； i 音と 

云 はざる を 得ません、 神が 國家を 護り 給 ふと か、 國 王と 親しみ 給 ふと か、 特に^ 人 を 顧み 給 ふと か 云 

ふこと は、 信す るに 難い 事ではありません が、 然し 彼が 小兒を 守り、 之と 親み、 之に 對 して 偉人 帝王 

に對 すると 同じ ィ ン テレス トを 取り 給 ふと は實に 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぎて 驚くべく 义喜 ぶべ き 事で 

あります、 然し 此事は iii 理 であるので あります、 神に 取りて は 人 は 其 老若 大小 を 問 はす、 すべて 茶 だ 

贵く あるので あります、 其點に 於て は 今や 英國ゥ ヱ スト ミン スタ ー 寺院の 內に 盛装され て 横た はる 故 

ヱドヮ ー ド第七 世 陛下 も、 亦 今 此處に 我等の 前の 此 小さき 柩の屮 に 眠む る此 小さき 女子 も 神の 服の 仏 S 

に は 一 樣に 貴く あるので あります。 

實に 世人の 眼から 見まして 一 人の 人の 死 は 何んでも ありません、 殊に 一 人の 小 女の 死と あれば 一 顧 
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の價値 もない 事の やうに 思 はれます、 唯 社會の 一員が 消えた のであります、 未だ 何の 事業 をも爲 さす、 

何の 責任 を も 負 はない 者が 去った のであります、 是 れ^に 注意すべき ことではありません、 然し イエ 

ス キリス 卜の 御 父なる 祌に 取て は 雨う ではな いの であります、 彼に 取りて は 是は大 詩人 义は大 政治家 

叉は大 軍人が 死んだ のと 同じ 車 件であります、 五！^ の崔 はー錢 にて 售 るに 非す や、 然るに 祌は其 一 を 

も 忘れ 給 はす、 汝等は 多くの 報より 優れり とィ H スは 他の 時に 曰 ひ 給 ひました、 人の 死と 云 ふ 大事 件 

に 就て は 帝王の 死 も 少女の 死 も 同じく 「恐怖の 王」 と稱 せらる、 「死」 でありまして、 其 我等に 與ふ 

る 大敎訓 に 至て は 少しも 異なる 所はありません。 

人の 生命 は斯 くも 貴重の 者であります が 故に、 我等 は 今日 復 たび 玆に 生命の 貴重なる こと を學 ばな 

ければ なりません、 今、 此 愛らしき 小 女 を 失 ひし 親御の 心に 成って 御覽 なさい、 是れ單 に 損：！ ii- と稱す 

べき 者ではありません、 若し 是れが 他の 者であります ならば、 價を拂 ふて： び 之 を 取り 換 へる ことが 

出来ます、 若し 惯の 高き 獅子が 死にましたならば、 或は 麒麟が 死にましたならば、 刖に 之に 代 ふるの 

者 を 獲る ことが 出来ます、 然し 人 は 生後 十 ヶ月の 小 女で も爾 うは 成りません、 是れは 永久の 損失で あ 

ります、 此 世の 財貨 を 以てして 到底 計算す る ことの 屮： 來 ない 損失であります、 昔し ダビデ 王の 曰 ひま 

した 通り 

彼れ 最早 復び 我に 還らす、 我れ 彼に 往 かんの み 

であります、 死の 恐し さは 玆に あります、 生命の 貴 さは 之れ で 判明り ます、 此大敎 訓を與 ふるに 於て 

は此小 女の 死 は 今や 一 身に 全世界の 哀悼 を惹 きつ、 ある 英國前 皇帝の 死と 何の 異なる 所はありません J 

夫れ であり ますから 我等 は 今日 此 小さき 者に 敎 へられまして 今より 後  一 生命 を 貴ばなければ なり 


ません、 一 日に W 萬 人が 戰 死した と 聞き 歡 喜す るが 如き 無情に 3： て はなり ません、 街頭に 遊ぶ 貧乏人 

の 小兒を 見て、 之 を 度外視して はなり ません、 彼等の 天使 も 亦 天に ありて 天の 父樣の 聖顏を 見詰めつ 

つ ありと 知りて、 玆に大 に 彼等の 救^ を も 講じなければ なりません、 而 して 斯の 如くに 此 小さき 者の 

死より 學んで 我等 は 彼女 をして 無益に 死なし めない の であります、 人が 犬 死す ると 否と は 後に 殘 りし 

彼の 骨肉 友人の 行爲如 3： に 由て 決：； li- まるので あります、 彼の 死に. m て 善き 敎訓を 得、 之に. E て 善き 事 

を爲 して 彼 は 誠に 地下に 瞑す るので あります、 人 は 死んで 其靈は 天に 往く のみではありません、 彼 は 

义 地に. i:- まります、 其 骨肉 友人の 心に，^: まります、 而 して 彼等に. E て 地上に 働ら きます、 而 して 如斯 

くにして 彼 は 亦 地上に 於ても 永久に 生きる のであります。 

此嬰兒 は 生後 十ケ にして 此世を 逝り ました、 彼女 をして 五十 年 六十 年の 生命 を 保た しめん もの を 

とは兩 親の 心であります、 然し 其 事 叶 はすして 彼女 は 失せて 兩 親の 心に 無限の 悲哀が あります、 然し 

ながら 今と 雖も 彼女 をして 長き 生命 を 保た しむる ことが 出来ます、 ち 彼女の 死に 由て 學び、 彼女の 

名のた めに 多くの 善き 事を爲 して、 彼女の 父と 母と は 彼女 をして 永久に 地上に^ら へしむ る ことが 出 

い i  つぼみ  ， でさな ご 

來 ます、 ドウ ゾ此 愛憐し き、 蕾の 如き 婴兒が 永久に 我等の 中に 在て 働く やう 努めて 下さい。 


敎 育の 基礎と しての 信仰 

十お 十五 H> 長 野縣南 安曇 郡 東 穗髙村 研 成 義塾 設立 第 十二 年紀念 席ト： に 於て 述べし 所の 大耍 なリ。 
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そ 神に よりて 生まる i 者 は 世に 勝つ、 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り。 約 翰 第一 

書五^^：+四節。 

金 は 勢力な りと 云 ふ、 まことに 金は大 なる 勢力で ある、 今や 金 は 兵力 を 支配し、 政治 を 支配し、 文 

明 を 支配す る、 今や 金な くして 國.： 豕は 一日 も 立つ ことが 出来ない、 故に 實業敎 育 は 頻りに 獎勵 される。 

然れ どもせ に は 金 を 以てする も 獲る 能 はざる 者が 多く ある、 叉 金を璲 るの ー點 より 見る も 金 は 金 を 

獲ん と 欲して 據る ことの 出来る 者で ない、 金 を 獲る に 金 以外の 勢力が 要る、 知識 は 確かに 金 以上の 勢 

力で ある。 

知識 は 勢力で ある、 知識 は 富 を 作り 幸福 を增 す、 知識 は 天然 を 征服し 之 を 利用す る、 知識 は 最大の 

富 源で ある、 富 は 之 を 山と 海と に 於ての み 探るべき でない、 亦 之 を 人の 腦裡に 於て 求むべき である、 

國 民の 知識 を開發 して、 荒 蕪を拓 くに 勝る の 利益が ある。 

然れ ども 知識 は 以て 人の すべての 要求 を充 たす に 足りない、 知識 は 誇り 易く ある、 叉 誤り 易く ある、 

知 II は腦を 開く も 未だ 以て 心を拓 くに 足りない、 知識 は 非社交的 である、 獨り己 を 以て 足れり とする、 

知 11 を敎 育の 基礎と なして 多くの 利己主義の 人 を 作らざる を 得ない。 

玆に 於て か 知識の 上に 道德が 必要 である、 道德は 富と 知識と を 人類 共有 の ものと 爲 すため に 必要で 

あ る , 富者 の 驕奢と 智者の 傲慢 を 破る ために 必要で ある、 國に道 德が缺 乏して 其 富 は 少數 の 富者 の 手 

に 止まり、 其 知識 は少 數の學 者の 專 有する 所と なる、 道德は 直接に 叉 間接に 富と 知識と を增 すため に 

必要で ある、 道德は 知識の 領域 を廣 め、 富 を 其 根柢に 於て 涵養す る、 道德は 知識に 勝りて 深く して 堅 

岡なる 力で ある。 


然れ ども 道 德と雖 も 亦 獨り自 から 已を 維持し 得る 力で ない、 道 德も亦 人の 力で あれば、 人と 共に 有 

限で ある、 道德を 其れ 自身に 放任して 終に 枯渴 せざるを得ない、 道德は 硬き 規則と 化し 易く ある、 偽 

善と 變じ 易く ある、 道德 をして 問き 律法と なら ざら しめんが ために、 近德 以上の 者が 要る、 夫れ は. S 

ち 信仰で ある。 

信仰 は 人 を 無限の 祌に繁 ぐ 者で ある、 而 して 祌は道 德、 知識、 實 力の 本源で あるが 故に、 彼に り 

ちから  ジ ら； -f.  の I 

て 人 は 能力の 本源に 聯 るので ある、 玆に 於て か 彼 は 规則を 以て 自己 を 縛る ことなくして 道德を 維持す 

る を 得、 愛の 泉 を 己が 心の中に 發 見して、 强 ひて 躬 から 努 むる ことなくして 生命の 水 を 他に 供給し 得 

るに 至る、 而 して 道德 は自づ と 彼より 湧出 づ る に 止まらす 彼 の 心靈は 自由 を 得 て 其 結果と して 彼の 智 

能まで が 著しく 發 達する、 信仰 は 単に 信仰と して 止まらない、 直に 自. E 研究の 精神と して 現 はれ、 科 

學と 學の發 達 を 促す、 殖產是 れが 故に 起り、 事業 是れが 故に 舉る、 信仰の 杖 を 以て 堅き 心の 磐 を 叩 

いて、 其 中より すべての 善き 物 は出來 るので ある。 

資金な く 知識な く德 なしと 雖も 敢て悲 むに 足りない、 我等 は：^ 仰 を 以てすべ て是 等の 缺乏を 補 ふ 

ことが 出来る、 我等 は 信仰 を 以て 世に 勝たん とする、 世が 金力と 知 識 と 道 德とを 以て 爲 さんと する 事 

を 我等 は 信仰 を以 て爲 さんと する、 而 して 我等の 此希 の 決して it^Jll- でない こ と は 聖書と 歷史 と實驗 

との 明かに 示す 所で ある。 
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余が キリス トを 要する 時 

余 は キリスト を 要する、 余 は キリスト なくして  一 rn を も 過す ことが 3^ 來 ない、 余 は 食物 を 要する が 

くに キリスト を 要する、 日光 を 要する が 如くに キリスト を 要する、 然り、 或る 意味に 於て は、 或る 

より 深き 意味に 於て は、 余に 取りて は キリ ス トは 食物よりも、 亦 空 菊よりも 日光よりも 必要で ある、 

誠に 余に 取りて は キリスト は 生命の パンで ある、 義の 太陽で ある、 彼れ なくして 余 は 機え、 暗 黑に彷 

徨ふ 者で ある。 

キリスト は 余の 先生で ある、 實 現された る 理想で ある、 人生の 校範 である、 余の 模範と する 所の 者 

は ソクラテス ではない、 プラト ー ではない、 將 た又リ ンコ ルン ではない、 力 ー ライル ではない、 釋迦 

でもない、 孔子で もない、 勿論 二宮 尊德 ゃ西鄕 隆盛で はない、 余の 模範と する 所の 者 は キリストと 稱 

せられし ナザレの イエスで ある、 余 は 彼に 傚って 生涯 せんとす る、 世に 憎まれても 可い、 キリス 卜 は 

世に 憎まれ 給 ふた、 而 して 師を 憎みて 之 を 殺せし 此世は 其 弟子 を も 憎み 义之を 殺す に定 つて 居る、 戰 

t- に 負けても 可い、 然り、 負ける 方が 勝つ よりも 可い、 キリスト は^と 鬪 ひて 之に 負け 給 ふた、 而し 

て 之に 負けて 終に 之に 勝ち 給 ふた、 余 も 亦 彼に 傚 ふて 負けて 勝つ の 戰術を 施さん とする、 十字架 はキ 


リストの 武器であって 又 余の 武器で ある、 余 も 亦 此表號 を 以て 世に 勝たん とする、 コ n ムゥ H ルゃ隆 

盛に 傚 ひて 劍を拔 いて 仁 道 を I に 布かん としない。 . 

ち ふぎみ 

余 も 亦 時には 身の 不幸 を 歎す る、 然れ ども キリスト を仰瞻 て、 の 此歎息 は 直に 消失す るので ある、 

余 は 如何 ほど 不幸で あると も キリ ス ト ほど 不幸で ある こと は 出来ない、 若し 身の 不幸 を 云 ふなら ば此 

さよ 

世に 未だ 曾て キリスト ほど 不幸の 人はなかった ので ある、 而 して 此 最も 不幸な 人が 最も 聖き 人で 又：^ 

も 偉い人であった こと を 知って、 余 は 返て 余の 不幸の 足らぬ の を 恥ぢ、 憂き ことの 尙ほ此 上に 積れ か 

しと 心の 衷 より 願 ふに 至る ので ある、 余 は キリ ス トを師 として 仰ぎて 不平 家た らんと 欲する も 得ない、 

ぐちし 

此世は 如何 ほど 余を齊 むる とも、 余が キリ ストに 師事す る 間 は 余 を 不平 家と 爲す こと は 出来ない。 

余 は 叉 時には 祌 より 離れん とする、 而 して 人生の 不幸と して 無神論者と なること 程 不幸なる こと は 

無い、 然るに 此危險 は疆々 余に も 臨る ので ある、 余が 此 世に 於て 不義が 成功して 正義が 失敗す る を 目 

もてはや 

擊 する 時、 神の 前に は 一文の 價値 なき 者が、 やれ 貴族よ、 紳商よ と 云 はれて 持嚇 さる.^ の を 見る 時に、 

叉 余 自身 の 最善 の 意志が 最惡 の 意志と し て f に 了解 せらる、 時に、 叉 余の 親友 近親 ま でが.^ の 善意 を 

誤解して 余の 敵と なりて 余に 反く 時に、 余 は先づ 第一に 余の 神を棄 て、 公然たる 無神論者 として 殘餘 

むすびつ 

の 生涯 を 送らん とする. 然るに 此 時に 方り て 余 を W ぴ 余の 神に 結附 くる 者 は キリスト である、 キリス 

トは 「父よ、 父よ 何故に 我 を 棄て給 ふや」 と 叫びて、 父に 棄 てらる &も尙 ほ 父に 線り 給 ふた、 若し キ 

リストが 神の 最愛の 子で ありし とならば、 神の愛 は此 身に 臨む 幸 不幸 を 以て 推量るべき 者で ない、 而 

して 若し キリストの 十字架が 神の愛の 表現で あると ならば、 宇宙 何物 も 余 をして 神 を 疑 はしむ る こと 

は 出来ない、 余の 疑 ふ 神 は 余の 想像した る 神であって、 眞の 神で はない ので ある、 キリスト は 余に 眞 
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め 祌を 示し 給 ふて、 余 をして： 叫び 無神論^た る こと 能 は ざら しめ 給 ふの で あ る 。 

其 他數へ 来れば 余が キリ ストに 負 ふ 所 は 無限で ある、 キリ スト は 余 をして 生く るに 甲斐 ある 者と 成 

らしめ 給 ふた、 キリスト は 余が 世路を 逃る 時の 最良の 友人で ある、 彼と 共に 歩みて 淚の谷 は 微笑の 園 

と 化し、 死薩の 谷に X 布 ひ卞： の 花 は^くの である。 

然しながら 余が キリ ス トを： ：- な も 切に 要する 時は此 世に 於て は 無い と 思 ふ、 キリスト は 人世の 友と 

して 最も 實ぃ 者で あるが、 然し 彼の 貴 さは 此 世に 於て は!： 明らない と 思 ふ、 キリスト は ±？ 世に 於け る 

余の 慰藉 者で あるば かりで はない、 然り、 慰藉 は 彼が 余に 下し 給 ふ 鼓 犬の 恩 惑で はない、 

主で ある、 而 して 救 主で あると 云 ふ は、 余に 善き 道 德を敎 へ、 生涯の 校範を 供し、 悲痛 を I し、 淚を 

拭 ふと 云 ふこと ではない、 余の 救 主で あると 云 ふ は 余 を祌の 前に 義 とし 給 ふい 云 ふこい か.^ か、 卽ち 

余の 罪 多き を 以てする も 尙ほ余 をして 神の 臺 前に 立って 其 光輝に 堪 ゆる こと を 5^ しめ 給 ふと 云 ふこと 

である、 我等 は 罪の 此 世に 在りて 神 は 如何 ほど 進なる 乎 其 事 を 知らない、 此 世が 善人と 稱 する 者 は： g 

世の 善人であって、 恰 かも 病院に 於け る 比較的に 輕 症の 忠 者の 如き 者で ある、 監獄に 在りて は輕 懲役 

の 囚徒 は 重 懲役の 囚徒の 中に 在て は 善人で あり、 義人で ある、 其 如く、 暗黑の 罪の 世に 在て は 稍々 輕 

き 罪人 は 義人よ 聖人よ と稱 ばれて 人に 崇めら る&の である、 然し 一 たび 神の 光輝の 照らす 所と なりて 

は 人 も 義人 も 有 つ た， おで はな い 。 

人 は 如何なるお ぞ 如何にして 潔 からん、 

婦の產 みし 者 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 義 からん、 

それ神は其聚者にすら！一:^を©き給はす、 


諸の 天 も その EI の 前に は 潔から ざ るな り、 

(約 百 記 十五 章 十 g:、 十五 節) 

祌の 前に 立って 我 は 義人な り 聖人な りと 言 ひ 得る 者 は 一 人 も 無い 害で ある。 

況して 余に 於て を や、 余 も亦此 罪の f に 在て 余の 如何に 犬なる 扉 人で ある 乎 を 知らない、 余 は 自身 

を 他の 人に 比べて、 時には 愚かに も 余の 聖 一潔 を 誇る ので ある、 然し 神 は 時には 此 *1 に 於て 余に 余の 罪 

の 深さ を 示し 給 ふ、 或 ひ は 人と 離れて 獨り歩 を 林 中に 運ぶ 時、 或 ひ は 深夜 獨り 目を^まして 幽暗に 對 

して 端」 M する 時、 或 ひ は電雷 大樹 を 挫きて 我 身 も 共に 震動す る 時、 殊に 聖， 靈が 我攻に 降り、 心裡の 暗 

窒を 照らす 時に、 余 は 余の； 坊穢の 程度 を 示されて、 蔽 ふに 薩 なく、 隱る i に 穴な く、 我と 我が身の 所 

に 苦しむ ので ある、 而 して 余 は 信す 神が 余 を 裁 利き 給 ふと は此 車で あると、 此^に 在りて は斯 かる 

心靈 的實驗 は 唯 稀れ に 有る のみに して、 通常に は 良心 鈍りて 己の 罪を感 する こと 至って f, 已を他 

人に 較べて 見て 他 を 責めて 己を義 とする なれ ども、 然れ ども 最後の 雜 判の H に 於て、 各人が 其 肉に 在 

りて 爲 せし！： 爲を 一 々神の 前に 裁判 かる k 時に 人 は s 人 も 罪の 苛 責を免 かれんと 欲する も 得ない ので 

ある、 人の 良心 は 永久に 麻睡 的狀 態に 於て 在る 者で はない、 其 激烈に 喚起 せられて、 鋭く 其 罪 を 1^ す 

る 時 は 必す來 るので ある、 而 して 此 恐るべき 時に 至りて 罪 を 免 かる 、 の 道 を 知らない 者 は 實に禍 いな 

る 哉で ある、 

その is  vr  .1! ふ  vy  お ほ 

當 時人々 山に 對 ひて HI はん、 我等の 上に 壓れ よと、 陸に 對 ひて 曰 はん、 我等 を掩 へよ と (路加 傅 

廿三章 三十 節)、 

世に 恐るべき こと 多し と雖も 神に 己れ の 罪 を 示さる \ 事 に まさりて 恐るべき こと はない、 然し 是れ遲 

W 治 四 十四 年  nil 


SI  is  EIE  二 

かれ 早 かれ 何人に も 臨み 来る 災難で ある、 而 して 此 災難 を 免 かる &の途 を 講ぜす して 人 は 未だ 全く 將 

來に備 へたり と 云 ふこと は 出来ない、 火災 を保險 し、 生命 を保險 する も、 靈魂 を保險 せす して 人の 將 

來は 甚だ 危險 である" 

而 して 余が 余の 罪 を 示さる & 時に、 余 は 何 を 以て 已を 神の 前に 義 とせん 乎、 余が 余の 爲 せし 少しば 

かりの 善業 を 彼の 前に 列べ 立つ る も 無益で ある、 余が 余の 境遇 を 辯 じ、 遣 傳を唱 へ、 社 會の罪 を 鳴ら 

しだり とて 余 は 余の 罪より 免 かる \ こと は出來 ない、 余 は 他の 人の 如くに 罪 を 犯さす と 云 ひたれば と 

て、 それ は 余の 辯 護と ならない、 余が 洗禮を 受けたり と唱 ふる も、 敎 會に屬 したりと 辯す る も 余の 罪 

の 赦免 は 来らない、 其 時 余に 特權 なる 者 はない、 神 は 人 を偏視 たま はす、 彼の 前に 立て 洗禮を 受けし 

者 も 受けざる 者の 如く、 監督 も 平信徒の 如く、 學位も 爵位 も禾稿 一本 程の 價 値がない ので ある。 

而 して 其 時に 方り て價 値の ある 者 は 唯一 つ あるので ある、 唯一 つの 外 は 無い ので ある、 それ は キリ 

ストの 十字架で ある、 それ を 仰げば 救 はる \ の である、 モ ー セが 野に 銅の 蛇 を擧げ て、 之 を 仰ぎし 者 

はすべ て 其 病 を 癒されし が 如くに、 祌は キリスト を 十字架に 擧げて 之 を 仰ぐ 者 を 赦し給 ふので ある、 

何故に 雨う である 乎、 其學理 的說明 如何？ 余 は 知らない、 然し 余 は キリストの 血が 余の 罪 を 潔む る 

を 知る、 余 は 彼 を 十字架の 上に 仰ぎ 瞻て 余の 罪の 重荷の 直に 余の 肩より 落つ る を 知る、 余 は 神の 前に 

自已を 辯 明す る こと は屮 I 來 ない、 余 は 余の 罪人なる を認 はす、 余 は 唯 キリストの 十字架 を 仰ぐ、 而し 

て 唯 之に 由ての み 救 はれん とする、 余 は 神の 前に 立て 余の 罪 を 裁判 かる &時、 哲學 者で もなければ 神 

學者 でもたい、 余 は 罪人で ある、 余の 傳 道の 功績 を 以て 救 はれん としない、 余の 聖書 智識 を 以て 義と 

せられん としない、 唯 キリス トの 十字架 を 以て 救 はれん とする、 


手に 物 持た で 十字架に 鎚る 

是れ 丈け である、 余 は 迷信家で ある 乎 も 知らない、 然し、 余が 余の 罪 を 裁判 かる k 時 は 余の 學問ゃ 迷 

信 を 語るべき 時で はない、 余 は へに 余の 罪を赦 されん とする、 而 して キリストの 十字架の み 能く 余 

を 罪より 救 ふので ある。 

余は此 世に 在りて キリスト を 要する、 然し 余が 最も 切に 彼 を 要する 時 は 此世を 去て 後に 來る、 其 時 

余 は 善き 辯 護人に 伴 はれて 神の 前に 屮 Z るので ある、 

我れ 知る 我 を 贖 ふ 者 は 生く、 

後の 日に 至りて 彼れ 必す (我と 共に) 地の 上に 立たん (約 百 記 十九 章卄 五節)。 

人 若し 罪 を 犯せば 我等の ために 父の 前に 保惠師 (辯 護人) あり、 卽ち義 なる ィ H スキ リストな り 

(約 翰 第 一 書 一 一章 一 節) U 

余 は 其 時 彼に 賴り、 然り、 惟り 彼に 賴 りて 祌に納 けられん と 欲する、 キリスト は 最後の 日に 於て 余に 

取りて 最も 必要で ある。 

聖 書 研究の 話 

(四月 十  一 仅長峰 メソヂ ス ト敎 <w! に 於て) 

私 は此度 休養 かた-^ 當地 にある 友人 を訪 はむ が爲 めに 初めて 此長 崎に 參 りました、 かねてい ろい 
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m  m  ra 五 四  , 

ろと 想像いた して 居り ましたが 參 つて ra^ ますと In* 々に 私の 感與 を惹 くもの が 多くあります、 第一 に は 

周 園の 景色と 草木と であります、 先づ 到着し ました 翌朝 友人の 家から g: 方の 山々 を 見ます ると、 束 京 

あたり はま だ 花ば かりであります が、 こちらに は 何れの 山 も 各種の 草木 殊に 樟樹 が靑々 と 新芽 を ふい 

て 居ります の は 誠に 心地の よい ものでありまして、 これに 由て 直ちに 考 へ 及びます るは此 草木が 傳へ 

る 所の 歷史 であります、 夫の 和 蘭人で あり 瑞典 人で あり 獨 逸人であります る ケムぺ ル、 ッンべ ルグ、 

シ —ホルト (Kaempfer,  Thunberg,  Von  siebolcl) 等の 人々 によりて 探 集せられ、 研究せられ、 n 

本の 植物と して 最初 世界に 紹介せられ ましたの は 此長崎 附近の 山野に 生長す る 草木で ありました、 又 

市中に 出まして 目につき ますの は此 地の 魚類であります、 私 は 早くより 此の 研究が 好きで ありました 

が、 我 日本の 動物と して 初めてせ 界の 學界に 提出され ましたの は 度に 凡ん 等此 地の 魚類でありまして、 

シ ー ボルト 氏が 之を宽 して 歐洲に 送り、 之を當 時の 碩學 でありました テ ミンク ゃシレ ，ゲル 氏 等が 

(Temminck,  Hchlegel) 研究 致しまして 「ファ ゥナ、 ジャ ポー 一 力」 (Fauna  Japollica) とい ふ E 本の 

動物に 關 する 3 取 初の 大 著述が 出版され たのであります、 私共 明治の 初年に 敎育を 受けました もの は、 

先 づ是等 諸氏 の 研究した る 長 崎 附近 の 動植物に 付て 學む だのであります、 今是 等の 草木 や 魚類 に對し 

まして、 かも 舊き 先生、 舊き 友人に 出會 したる の 思が 致しました、 次に 此 土地が 私に 深き 感慨 を與 

へます もの は宗 敎に關 する 事で、 卽ち此 地の 基督 敎の 歷史 であります、 或 西洋人が 長 崎 を 以て 日本の 

金 門 と 呼び ましたが 私 も 「城の 古址」 に 卜； り 西の方 港口 を-ば ェみ まして 最初の 西洋の 文物が 皆 あの 

二つの 岬の 間より 日本に 入り 來 りたる 事 を 思ひ赏 にこれ が 我 國の金 門で あつたと 感じました、 ん^'ロ 

も 雨の 屮を浦 上まで 參 りまして 山の 上に 立って ^5 る 十字架 を^むで、 最初に 此 國に此 敎を傳 へた 人と 


之 を 受け たる 人々 と を 追懐 致しまして 思 はす 帽 を 取って 敬意 を 表して 參 りました * 此の 如く 此 土地に 

付て は 多くの 感が 湧いて 參 ります が 私が 年 來其. の 研究に 從 事して ほります る § め-書 も 亦 此金門 を 經て初 

めて 此國に 人り ました 事 を 思 ひ 之 を 今晩の 題目と して 少しく 其 研究に 付いて 語りたい と^じます。 

聖書 の 硏究 に 付 て 御話致し ます前 に 信者 の 方 に は 旣 に よ く御承知 の 事 で ぁ り ます が 、 先づ §^.ー書 の M. 

物で あるかに つ い て 述べ ませう、 聖書 は 基督 信者が 經 典と 致しまして 無上の 憤 値 を 置く もので ありま 

して、 其 如何なる もので あるか は 一 請し なければ わかり ませぬ が、 しかし 未だ 讀 まぬ 人に でも 如何な- 

る 愤 値の  ある もの  か は 之 を 知る 事が 出來 ると 思 ひます、  先づ 第一 に此 世に 於て 何が 最も 中； W いかと 巾し 

まする に、 それ は 書物で あると いふ 事 は 誰れ も 承認す る處 であると m 心 ひます、 或は 常 地に 於て 製造せ 

らる& かの 壯大 なる 汽船で あると か、 軍艦で あると か、 或は 陸上に 於て 便利 を 私共に 供し まする 汽_3^ 

及び 之 等 を 動かす 蒸氣 力、 電ぐ淑 力な どの 事 を 見まして、 此 せに 於て 最も 大切なる もの は 書物で なくし 

て 他に あると m 心 ふ ものが あるか も 知れ ませぬ が、 併し 若し 人間が 人間であります る 以上 は 其 最も 贲し 

とする 處は 書物でなくて はなり ませぬ、 力 ー ライルが 彼の 『英雄 崇拜 論』 の 中に 曰て 居ります るに、 

英國に 取りて 最も 大切なる もの はシ ェ 1 ク ス ピャの 戲曲 である、 英國は 印度 帝 國を失 ふもシ H 1 クス 

ピャ 全集 を 失うて はならぬ、 それ は 印度 全國を 失うても 英！： は 滅びる 事 はない が、 シ HI クス ピャな 

くして 今 曰 の英國 は^ 立す る 事 は 出来ない と、 實 にさう であります、 今日 世界の 五分の 一 乃至 g: 分の 

一 を 占む るに 至れる 英 民族 を 敎育 してん， 'G3 あらしめ たもの は實に シヱ ー クス ピャ の 戯=^ である 事 は M 

人 も 疑 はない 所であります、 人 問に 贵 いものが ありと すれば 其れ は 其 思想であります、 此の m 心 想 を 結 

晶 して ii5 か 一 一つの 表紙の 問に 納めた る 書物 こそ は赏 に， 人の 有ち 得る 最も 貴い ものと 云 はざる を 得 ませ 
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ぬ、 さて 書物が 最も 贵 いもので あると して 然 らば 此せ界 にある 多くの 書物の 中で どの 書物が 最も 貴い 

もので あるか、 此 問題に 對 して 世界の 舆論は 疑 ひもな く 一  つの 本に 一 致して 居る のであります、 昨年 

でありました か 一 昨年で ありまし たか、 東京の 時事 新報 社が 廣く 世の 名士に 書 を 寄せて 备の讀 むだ llm 

物の ：2:、 はお も價値 ありと m 心 ひ 有益な りと 信す る もの 三十 種 を 擧げて くれとの 事でありまして 私の 處に 

も それが 參 りました、 其 募集の 結 菜 を 統計に 作った もの を 見ます ると、 日本の 讀 書家が 認めて 以て 录 

も 大切な りと する もの は、 第一 に 論語で ありました、 これ は 如 a: にも さも あるべき 事と 思 ひます、 其 

次第 一 一 第三 は 忘れ ましたが 第 四 乖目か 五番 目に ダ ー ゥヰン の 進化論が ありました、 而 して 第 七 番目が 

新約聖書 であ りました、. これ は 注目す べき 事であります、 先づ 基督 敎國 でない 我國に 於て しかも 基督 

敎が我 上流社^に 於て 甚だ 歡迎 せられざる 事 を 思 ひ、 殊に 時事 新報と いふ 新聞が 最も 物質主義の 新閒 

として 知られて ゐる事 を 思 ひます と、 此 新聞が 其讀 者の 爲め になした る 催に 於て 聖書が 書きの 第 七 位 

に 置かれた とい ふ 事 は 著しい 事と いはねば なり ませぬ、 以上 は 時事 新報 讀 者の 輿論で あると しまして" 

さて 之 を 日本 社 會全體 に 問うたならば 如何で ありませ うか、 或はもう 少し 上の 方に 聖書 を 置く かも 知 

れ ませぬ、 それ なれば 界の 輿論 は 如何で ありませ うか、 同じ 事 を 英國の 社會に 問うたならば 如 3： で 

ありませ う、 或は 佛蘭 西ゃ獨 逸の 社會に 問うたならば 如何で ありませ う、 先頃 英國 のル ー トレ ッジ出 

版會 社に 於て、 今や 世に 多くの 本が あって 讀者 は往々 其 選 擇に迷 ふが 故に どうか 人類と して 最善の 智 

識を 得べ く、 以て 讀 書の 標準と なすべき 様の 書籍 一 百 部 を 選びたい との 計畫 がありまして， 其 書物の 

選 擇は之 を英國 第一流の 學 者に 請 ふ 事に なりました、 而 して 此 選に 當 つた 人はサ I • ジョン • ラボッ 

ク氏 でありました、 氏 は 銀行家であって、 博物 拳 者で あり、 最も 常識に 富む だ 人と 云 はれ、 叉 國會議 


員と して 盛名 ある 人であります、 そして 注目すべき は此 人が 宗敎 に對 して は 寧ろ 冷淡なる 人で ある 事 

であります、 さて 此 ラボック 氏が ル ー トレ ッジ會 社の 爲 めに 選む だ 百 冊の 本の 第 一 桥に何 を 置た かと 

申します るに， 博物 學 者の 事であります から ダ ー ゥヰン の 原種 論で も あげる かと 思 ひます るに、 此宗 

敎に 冷淡なる 博物 學 者なる 銀行.； なる 彼が 第一 に 聖書 を 記さざる を 得 ませぬ でした、 其 外 百 冊の 2: に 

は 論語 も あり、 ff 藏子も あり、 ダ ー ゥヰ ンの 原種 論 も ダン テの祌 曲もシ H ク ス ピャの 戯曲の 一 一三 も あつ 

たと 覺 えます、 然し ラボック 氏に 限りません、 西洋 諸國に 於て 思考の ある 人に 尋ねましたならば 誰れ 

しも 第一 に此 聖書 を 置く の は 動かすべからざる 事實 であります、 しかし 乍ら 第二 以下になります と 人 

人に よりて 干 差 萬^ で あ り ます、 之 を 以て 見ても 歐 米に 於て 聖書が 如何なる 價値を 置か れて あるか を 

知る 事が 出来ます、 現今 世界に 於て 出版され る 書籍の 數は實 に 多くありまして、 數年 前の 統計に より 

て 見ます ると 一 ケ 年間に 約 二 萬の 新刊書が あるとの 事であります、 グ ラッド スト ー ン氏は 最も 多く 本 

を讀 むだ 人と して 知られて 居ります が、 氏の 死後 氏が 目を通して しるし を 付けた 术を 剥べ ましたら 約 

二 萬 部あった との 事であります、 さう して 見ます とグ 氏の 大頭 腦と大 精力 を 以てして 一生涯に 世界に 

於て 僅かに 一 ケ年 問に 出版す る 本に 漸く 目を通す 事が 出來 るので あります、 グ氏 にして さう であり ま 

す、 私共に 於き まして はたと へ 生 li に 他の 何等の 仕事 をな す 事な く、 專ら讀 書に のみ 耽りました 處で 

1 生の 間に 讀 破し 得る 處は之 を f 界に存 する 書籍の 多き に 比して 誠に 微少なる ものと 云 はざる を 得 ま 

せぬ、 玆に 於て 私共 は少數 のよ き 書籍 を選撵 して 之 を讀む 事を以 て滿 足しなければ なり ませぬ、 然ら 

ば 我が 本と して 何 を 選ぶべき か、 若く は 生涯 「一書の 人」 として 只 一冊の 本 を 選む で 請む ので ありま 

したならば 何れの 本 を 取るべき であり ませう か、 世界の 奥 論が 以て 書籍 中の 第一 位に 置く 處の此 聖書 
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を 選ぶ は 自然 の 順序と 云 は ざ る を 得 ま せ ぬ リ 

聖書 を識 ると いふ 事 は單に 信仰 を 養 ふとい ふ 事の 外に 世界の 知識に 接する と い ふ 上より して 我等 は 

是非共 之 を 研究し なければ ならぬ のであります、 斯く 申します と、 夫れ は外國 では さう であらう が 日 

本で はさう は 行かない と 申す 人が あるか も 知れ ませぬ が、 然しながら 事 實は令 日の 日本に 於て 聖書が 

論語よりも、 孟 子 よ り も多數 に 發行 せ られ讀 ま れて 居る 事 を 示します、 横濱 の 聖書 出版 會社 に 參りま 

すと 大きな 印刷機 を 並べ て 大小 各種の 聖書 を 印刷して 居ります が、 刷つ て も 刷っても 尙 足り ませぬ、 

年中 此 同じ 本 を 印刷して 居ります、 私 は 他に 年々 只 一 種の 本のみ を 印刷して 居る 印刷所の ある 事 を 知 

り ませぬ、 w 處に 年中 論語の み 若く は經 文の み を 印刷し 居る 大 印刷所が あります か、 此 一事 を 以てし 

て も 聖書が 我國に 於て 多く 弘 まりつ .1 あり 讀 まれつ & ある 1* を 知る 事が 来ます、 さう 中し ますと 或 

人 は、 それ は 人が 聖書 を 買って 讀 むので はなくて、 宜敎師 が 無代で 吳れて やる から 其樣に 多数に 印刷 

される ので ある、 施 本に 用 ひられる からで あると 申します、 然し 乍ら 事賓 はさう であり ませぬ、 現に 

私 は 宣教師から 聖書 を 貰 ひませ ぬ、 私の 同志の 人 もさう であります、 叉 私 は 人に 聖書 を やり ませぬ、 

それ は 人 は 金 を 出して 買った 本は讀 みます が、 只で 貰った 本 は 決して 讀む 者で ない 事 を 知って 居る か 

ら であります、 私 も 私の 極く 親しくして ゐる 友人で、 叉 此の 本 を 愛する 人で、 彼の 大切な 機會、 例へ 

ば 結婚の 祝な ど 時に 之 を 贈る 事 は 致します が、 妄りに 他人に 之 を施與 した 事 はあり ませぬ、 又も 一 つ 

の 話 は ft きに 東京で 聖書 改譯 事業が 企てられました 時に、 私 も 之に 携 はって 居り ましたが 之 を 聞い て 

其 出版の 權利を 得たい と 云って 東京 は 素より 大 阪祌戶 あたりの 本屋まで が 先を爭 うて 申込む で 參りま 

して 數千阆 の 出資の 約束 は 直ちに 成った のであります、 殊に 奇妙な 事に は 彼等が 其 版 權は之 を 子々 孫 


孫に 傳へ る樣 にしたい と 云って 來た 事であります、 商人なる 彼等が 改 譯聖， 書の m 版に 着目す るの は， § 

ち 聖書が 日本に 於ても よく 賣れる 本で あり、 又 永久す たらぬ 本で ある 事 をよ く 知って 35 るからで あり、 

まして 又 以て 現今の 日本に も 聖書が 多く 護 ま れる大 なる 證據 で あ り ます、 卽ち 聖書 は 今 曰と て も我國 

に 於て H 々に 第一 の 本と なりつ- - あるので あります、 前 申しました 時事 新報の 投 M ポ では 第 七 位で あり 

ましたる 聖書が 今後 五十 年を經 すして 必らす 日本人の 讀む 書籍の 第 一 位に： ぬかる 、 に 至る と 想像す る 

は だしく 當を 失した  一一 一一 C 葉 でない と 思 ひます。 

然るにせ に はこの 聖書 を 嘲る ものが 常に あるので あります、 七 八 年 ii 屮江 兆民 先生が 生前の 遺稿と 

して 『一年 有半』 並に 『續 一年 有半』 を 著 はして、 無 神 無靈魂 論を唱 へました 時 は 天下の 人心 糜 然と 

して 之に 赴く とい ふ 風で 發寶部 數約七 萬、 當時 かくの 如く 多く 賣れた 本はなかった さう であります、 

何でも 一 一年 問 位 は 版 を 重ねて 賣れ たさう であり ますが、 然るに 此 本が 其 後す つかり 影 を かくして しま 

ひまして 今 口で は 最早 何れの 本屋に 尋ねても 之 を 求める 事 は出來 ませす 却て 場末の 古本屋 あたりで 安 

くて 手に入れる 事が 出來 ると いふ 風であります、 叉 先頃 不幸の 死 を 遂げました 幸德 秋水 氏の 『* 督抹 

殺 論』 とい ふの が 同氏 死後に 其 記念と して 出版せられ、 私 も 嘗て 同氏と 朝 報 社で 机 を 並べ て 居り まし 

た 緣故を 以て 其 一 部 を 贈られました、 これも甚く§^^書を請り嘲り之を其根抵ょり覆さんと試みたもの 

であります、 私 はこの 本 を 一 見 致しました 時に 考 へました、 此本も 亦  一 二 年なら すして 滅び、 さう し 

て 聖書 は 相 變らす 益 々盛に 行 はれる ので あ らうと、 かく！^書を仆さ ん と試み たも の は古來 多く ありま 

した、 しかし 其 終 は^ 同様でありまして 聖書 は 常に 活 きて 居る のであります、 を 以て も 沖 S 百の 惯 

の 何たる か は 略 ぼ 明かで あると 忍 ひ ます、 旣 に 申ました 如く 人類 の 持つ 者で ；； 取 も？： □! いもの が 書籍 で あ 
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りに、 而 して 書籍の 內の 最も 貴い ものが 聖書 で あ る と 致し ますれば、 聖書 は 世界中 凡てに 優りて 貴い 

ものと 云 はねば なり ませぬ、 かく も 古往今来 世界の 輿論が 貴き 惯値を 置く 處の架 書で ありま すれば 私 

共 思想 を 有する 人 問と して 先づ 探るべき の 本であります、 ダン テゃ イブ セン や 一一 1 'チ H の 書 を 研究す 

るが 爲め のみに 其 書かれました 困難なる 太 利 語ゃス カン デナ ビヤ 語 や 獨逸語 を 學ぶ人 も！！  くないの 

であり ますれば、 私共 此 聖書の 研究の 爲 めに は 一 生の 精力 を 費す も尙 足らざる を覺 ゆるので あります、 

殊に 基督 信者と して 立つ 者に 取りて 其 研究の 必要なる は 只 當然の 事と いふべき のみであります。 

然 らば 此 大切なる 聖書の 研究 は 容易なる 者で ある 乎と 云 ひます るに 決して 雨う では ありませ ぬ、 其 

書かれ ましたの は 化 世紀の 日本人た る 我等の 爲 めに 書かれた ので はあり ませぬ、 尠くとも 千 八 百年 前、 

亞細亞 洲の西 端 パレスチナ、 若く は 其 附近に 於て 我等と は 性質、 思想、 境遇 を 異にせる 當 時の ユダヤ 

民族、 希臘 民族、 若く は r 維 馬 人の 爲に其 國語を 以て 書かれた ものであります、 我國の 古事記 は r 三百 

年 前に 書かれた ものであると 云 ふ 事で あり、 萬 葉 集 も 之に 比して 古い もので はあり ませぬ が、 此兩者 

が 今日の 我等に 取りて 難解の 書で ある 事 を 思 ひま すれば、 我等との 關係 更らに 遠き 人に よりて 書かれ 

し 此 聖書が 之 を 解し て 其 意 を 汲まん 事の 容易 でない 事 は 略 ぼ 推し 得られる のであります、 之 を學ぶ 

に は 先 づ之を 書きし 人と 之を與 へ ら れし讀 者の 周 園と 其の 內部 の 狀態を 明かに し 其 思想と 言語と を究 

めて それが 菜して 何 を 傅へ る もので あるか を靜 かに 考へ冷 かに 判斷 しなければ なり ませぬ、 卽ち 一 言 

2a」 之を售 ひま すれ は ^共 は 先づ學 者の 態度 を 以て 之に 臨まなければ なり ませぬ、 信^の 間に は聖 

書 は 神の 御 1! であるが 故に 誰に でも 直に わかる ものであると 考 へる 人々 もあります、 其 熱へ 1 はュ； ^す ベ 

きであります が 併し 之 は 誤 まれる 考 であると 云 はねば なり ませぬ、 由 來宗敎 は 人の 情に 訴 へる 事の 强 


きもので あり、 宗敎 家と いふ もの は 至って 拗 いものであります が 故に 聖書 を讀む に 此 學者 の 態度 を 取 

る 事が 困難でありまして le^ 角 或る 旣定の 思想 を 以て 之に 臨み 知らす 識らす ある 一 定の 結論に 持て 行か 

うとす るので あります、 例へば 聖書 は 神の 言葉で あると いふ 意義 を 高調して 遂に 其の 一 字 一 句 誤謬の 

ない ものであると 唱へ るが 如き も 其 一 つであります、 それで 甲が 或說を 1? へます と 乙 も 亦 巳の 見方 を 

以て 聖書 を 解し、 丙 は 叉 我 敎會の 主張に 忠 ならん として 他 様に 之 を 解 するとい ふが 如く、 其 結 rain の 

聖書が 種々 なる 意義 を 以て 讀 まる k に 至る のであります、 故に 私共 聖書の 眞意 を學 ばむ とする もの は 

宗派の 敎義ゃ 旣定の 思想 を 去り 學 者の 態度 を 以て 先づ 聖書 それ 自身 は 何を敎 ふる か、 パゥロ や ヨハネ 

やべ テロ は 其 tM: に 何を說 きし か を 研究し、 それが 菜して 眞理 なるや 否や、 我等 之 を 信すべき や 否や は 

然る 後に 考 へねば なり ませぬ、 斯の 如くに して 研究 致します ると 聖書 は是 迄の 讀方を 以てした るに 比 

して 全く 新しき 本と なつ て 私共の 前に 現 はれ 私共 は 多くの 新しき 眞理を 之より 學ぶ のみなら す 今迄の 

如く多く の說の 問に^^する差異が^だ少くな つて 來 るの であります、 例へば 近頃 置々 講壇 の 上より 唱 

へられます 所 をき k ますと、 或は 文明の 宗敎は 此世を 離れて、 靈 魂と か天國 とか をのみ 說 くべき もの 

にあら す、 基督教 は 實に此 現世 を 救 ひ、 世 道 人心 を 正う し、 犬に 社會の 改良 を 行 はむ が爲 めに 此 世に 

送られた る ものであると いふ 様な 事 を 承ります のであります、 此說は ±^ だ 尤と耳 を 傾くべき 說 であり 

まして 或は 眞斑 であるか も 知れ ませぬ が、 併し乍ら 聖書 は此 事に 就て 何を敎 ふる かは义 別の 問題で あ 

ります、 或は 其 反對が 使徒 等の 語る 所で あるか も 知れ ませぬ、 私の 研究し ました 所に よります ると、 

聖書 は 凡ての 價値を 現世に 置かす して 天國に 置く ものである、 此せを 改良す る 事を說 かすして 反對に 

基督の w び 來り給 ふ 時迄此 世は聖 化される 者で ない、 彼 を 信す る もの は此 罪の 世に ありて 其 時に 至る 
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迄 其」 瞀の證 人と して 立 つもの で あると 吿げ て 居ります、 此 意味 を以 て 聖書 を讀 みます と 其 多くの 點が 

明白に なって 參 ります、 然るに 之 を 現世 的、 倫理的に 解 せんとして 聖書 を讀 みます と 其 5: に 不用なる 

もの、 寧ろ 障害と なる ものが 多く あるので あります、 五つの。 ハン を 以て 五 千 人 を 養 ふたる 事 や、 叉 は 

復活、 E 升 天、 再臨、 そんな 事 は 皆無 用でありまして 之 を 其 時代の 思想と して 何とか 說 明し 去らな けれ 

ばな り ませぬ、 今日 新祌學 なる ものが 世に 現 はれまし たの も此 聖書の 內の 奇蹟 的 分子 を 除いて 倫理的 

分子の み を殘し 以て 基督 敎を 現世に 通用す る ものに なさむ と 云 ふが 其の 動機の 一 であります、 さりな 

がら 聖書 そ の ものに 就て 果し て左樣 であ るか 否や を 研究 致します と 其 何を敎 ふるもので あるかが わか 

るので あります、 例へば かの 山上の垂訓と 知られて 居る 者 は 第一 に 「心の 貧しき もの は 福な り」 とい 

ひ、 叉 「義 しき 事の 爲 めに 責めら る& もの は 福な り」 と 申して 居ります、 之 だけ なれば 世の 道 德と甚 

だ 異る所 はなく、 隨て 之に 就て 誰も 申 分 はあり ませぬ、 只 これ 等 毎 句の 次に 付け 句が あります、 卽 

「、いの 貧しき もの は 幅な り 何と なれば 神の 國は其 人の もの なれば なり」、 「義 しき 事の 爲 めに 責めら る 

0-  C  0  0  0  0  0-  0  0-  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  -  »  J  , 

る もの は 福な り 何と なれば 神の 國は卽 其 人の もの なれば なり」、 此 第二 句 神の 國は 云々 か 之 か 聖書 

の 特徴でありまして、 卽ち 基督教が 其 迸德の 基礎の 置き 處を此 世 以外に 移して おる とい ふ 事 を 示す も 

のであります、 叉 默示錄 により ますに 「われ 必らす 速 かに 至らむ」 とい ひ、 r ァ メン、 主ィ H スょ、 

来り 給へ」 と あ る 基督 臨 の 思想 の 如き 是又 聖書が 大 膽に唱 へる ところ で あ り ます、 之 等來世 的の 観 

念が 善い もの か惡 いもの かは^と しまして、 鬼に 角 聖書 を 一 貫して 居ります もの は是等 他界 的の 觀念 

で あ ります 事 は實 に 泰西 に 於け る 不信者なる 聖書 學者も 亦 之 を 唱 ふる 所でありまして、 彼等 は 聖書 の 

主として 說く 處は來 世の 事であって、 此 世の 改良の 如き は 第一 一位 第三 位に 置く の であると いふ 事 を 立 


!;„ ^する のであります、 次に 肉體の 復活と いふ 事が あります、 之 も 亦 邪魔物でありまして 往々 人々 が 如 

3： 樣 にか 說 明し 去らむ と 試みる ものであります、 去り 乍ら 此 不公平なる 此 苦痛の 餘 りに 多き 人世に 在 

て 私共に 眞 正の 深き 慰安 を與 へ る ものにして 此 復活の 思想の 如き はあり ませぬ、 私共 之 を 除かむ とし 

て 架 書の 最も 重要なる 柱石の 一 を 除かむ とする のであります、 新約聖書の 三分の 二 を 占む る 保 羅の書 

翰 は 彼が ダマ ス コ 途上 设活 せる 基督に 出會 つたと いふ 事 度 を 以て 某 礎 観念と なして 居ります、 之 を 取 

り 去って 彼の 基督 論 は 崩れ て し、 ま ふ の であります、 復活が 眞现 で あ るか 又は 誤謬で あ る かは^ 問題と 

して、 只 一 つ 明瞭なる 事 は 此事を 以てせす して 聖書 を 解す る 事が 出来ない 事であります、 或は これ 今 

日の 我等に 無用で あるか は 知れす とする も 聖書 記者が 此 事に 犬なる 重き を 置いた 一 事 は： E 人 も 拒む 能 

はざる 所でありまして、 我等 は 先 づ身を 其 著者の 境に 置て 之を讀 むの 必要が あります、 かくして 著者 

の眞 意が わかりましたならば、 それが 果して 眞理 であるか 又其敎 ふる 所が 實に 今日の 私共が 要求す る 

所の もので あるか 如 3： とい ふ 事 は 之 を 我等の 實驗 に照らして 悟るべき であります、 私共 は往々 無 用 で 

あると 思 ふ ものの うちに 非常に 責 いものの ：！^ する 事を發 見す るので あります、 來 I 觀 のない 宗敎が 私 

共 を 慰む るに 足ります か、 叉 其 宗教が 力 ある もので ありませ うか、 基奢敎 の 來世觀 は 啻 に 聖書 記者 が 

高調し て 語る ところで あるの みならす、 現今 の 社會 思想が 叉 此來 f 觀と 密接なる 關係を 保 つと いふ 事 

に 就て 一 つの 面白い 話しが あります、 米 國紐宵 の 株式取引所に 永年 理事 を 勤めた る 老人 某が 申し ま 

したに 

取引所 は 昔 も 今 も 變らな いが 變 つたの は 之に 出入す る 人 で あ る 、 往年 人 の 心に 尙來世 の 觀 念が 强 

かった 時分に は 人の 信 ffl が 盛であった なれ ども、 ん， や 此の 観念が 薄らぐ と共に 信用が 減じて 取引 
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が不 確な ものと なりつ i ある 

と、 此話は 今日 歐 米の 社會 思想が 来世 觀の缺 乏の爲 めに 其 根 抵を危 くされつ、 ある 事を說 明す る もの 

であります、 元 來倫现 思想の 動機 は 誤りな き 正義の 裁判 を受 くると いふ 自覺 より 發 する もので ありま 

して、 未来の 観念 を 取り除いて 强き 道德の 根本 は 失せる のであります、 今日の 我國に 於て は 「未だ 生 

を 識らす 奚ぞ死 を 識らむ や」 で 未来の 觀念は 至って 輕視 されて 居る のであります が、 未來 なき 道德が 

して 國 を 救 ひ 得る か 否や、 此 問題に 對 して 歷史の 答 ふるところ は 明お であります、 英米の 歷史ょ 

り 淸敎徒 を 取 去ったならば 私共 は 其 最良の 部分 を 取 去る のであります、 今日の 商業 道德の 最も 高い と 

して 知られて ある 英國を 生む だもの は資 にかの 淸敎 徒で ありました、 而 して かの 淸敎 徒なる もの は 其 

來世 ある 事 を 信す る 事、 我等が 明日 ある 事 を 信す るが 如くで ありました、 これ あるが 故に かの ク a ン 

ゥ エル や ミルトンが 爲 したる が 如き 深刻なる 社會 運動、 根本的の 革命が 起り 得る のでありまして、 ど 

うしても 此の 來 I 觀 なしにせ 界を其 根本より 動かす 處のカ は 来らない のであります、 爱に 於て か聖 «1 

が 深く 未来に 付て 語る の 理由 を 解す る 事が 出來、 又此 事を敎 ふる 其 事が 聖書の 聖書た る 所以で ある 事 

を 知る のであります、 尙又 復活の 事に 就て 十分に 述ぶ るの 時間が ありませ ぬが、 之 を 信者の 自覺 に； お 

へ て 見て 彼が 眞のカ ある 慰藉 を 要求す る 時に 之に 應 する もの は此 復活の 信仰で ある 事が 判明り ます、 

r 祌は 愛な り」 と 申しましても 此 復活の 信仰な しに 眞の 希望 は 生じ ませぬ、 私 は 復活 を科學 的に 說明 

する こと は出來 ませぬ が、 私が 大 なる 苦痛に 際會 します 時に 私 を 慰め 私に 希望 を 供す る もの は此 復活 

の 信仰であります、 斯の 如く 聖書の 敎 ふるところ、 或は 来世と いひ、 或は 復活と いひ、 一見 我等の 现 

ft に 逆ら ふ 如く で あります が、 之に 最も 貴重 なる 眞理の ある を 見ます る と 、 聖書 記者 の 語る と こ ろ實 


に 我々 の 最も 切に 要求す る ものである 事 を 知る 事が 出来ます、 故に 我々 は 先づ學 者の 態度 を 以て 公平 

に 聖書 を讀 み、 其敎 ふる 處の 何たる か を 解して 而 して 時に 至って 其與 ふる 慰藉 希 51- 及び 其 潔め の 卿き 

が 我等の ものと せられむ 事 を 待つべき であります、 聖書 は眞 理の大 なる 賓^^ でありまして、 私共 一時 

に 之 を 取 出す 事 は出來 ませぬ が 次第々 々に 必要に 應 じて 之を受 くべき であります、 叉敎會 たどい ろい 

ろに 別れて 居りましても 此聖 書の 思想 を 知らむ とする 一 事に 於て は 彼等 は 皆な 一 致す る 事が 出來 ると 

信じ ますれば、 此長 崎の 地に 於ても 各敎會 の敎師 方が 主唱 せられて、 聖書 倶樂 部と いふ 樣な もの を 起 

されまして、 此 聖書の 研究が 此地 にも 起ら む^を 希望す るので あります。 

私 は 玆に十 一 年 問 『聖- 書 之 研究』 と 云ふ雜 誌の 發 行に 從 事して 居ります、 其 目的 は 外ではなく^^ 

として 架 書 を 研究す るに あります、 然るに 其 結果、 聖書 の 眞理を 學ぶ襄 の 外に 寧ろ 意外なる もの を 私 

に與 へたので あります、 私 は 何れの 敎會 にも 屬 して 居り ませぬ が此 研究の 爲 めに 何れの 敎會 にも 友人 

を 有する に 至りました、 私の 敎友は メソヂ スト 敎會 にも、 聖公會 にも、 叉 天主 敎會、 其 他の 敎會 にも 

あります、 一一 コ ライ 氏の 主 どる 正敎會 の敎師 なる 一人が 申し ましたに、 或 時 東京に 其 敎會の 役^の 會 

合が 開かれ 各地より 5^ ま つ た 人が 大きな 宿舍に 落ち合つ て 各 其 行李 を 解いた 時に、 あ つ ちに もこ つ ち 

に も^4 の 出します る 『聖書 之 研究』 雜 誌が 出 て來て 其數十 人の うちの 多數 がその 讀者 で あ つ た 事を發 

3^ して 互に 驚いた とい ふ 事であります、 义 基督 信者 以 外の 人 にても 聖書 の 研究 である な らば 之 をせ. ハ に 

しょうと いふ 人々 が あり ます、 此長 崎縣下 の ある 眞宗 の 御寺の 住職 は 私の 雜誌 の 初 號以來 の 愛讀ぎ で 

あります、 叉 東京で 淨土宗 の 或 有名な 僧侶で 私の 事業 を赞 成す る 人が あります が-嘗て 若 千 の 金 を 持 つ 

て 私の 許に 參られ まして 之 を 私の 事業の 爲 めに 使用して くれとの 事で ありました、 沸敎 の和尙 さんか 
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ら 寄附 金 を 受けた 基督 敎の 敎師は 或は 私 一人 かも 知れ ませぬ、 此 人が 或 時 私に 申され ましたに、 此間 

自分が 靜 岡に 用事が あって 行く 汽車 中 で 先生の 雑誌 を讀 むだ が、 誠に 自分が 佛敎で 云 はんとして 云 ふ 

能 はざる ところ を 云って くれて 甚だ 愉快であった、 併し 餘り 輿に 入って 讀み 耽った 爲 めについ 自分の 

降り る ベ き驛を 通り越して 大に困 つ たと の 事で ありました、 其 外 又小學 校長で 其 筋より 敎育上 の 功勞 

大 なりと して 賞譽を 得た 人に も 私と 同意見で 聖書 を 研究して 居る 人が あります 、斯様な 次第で 聖 書 の 

研究と い ふ 事と なります と 其 立場 を 異にした 多くの 人々 と 事 を 共に する 事が 屮：； 來、 且又 其內 によき 朋 

.. 友 を 見出す 事 を 得た のであります、 今や 基督 敎 各派の 合同なる ものが 企てられて 居ります が此 聖書 を 

研究す ると 云 ふ 事になります と、 常に 基督 敎 各派の みならす、 私共に は沸敎 とも 儒敎 とも ー處 になれ 

るので あります、 私は考 へます、 人 を 最も 深き ところに 於て つなぐ もの は 聖書で あると、 されば 私 は 

諸君が 傳 道の 方法と してで なく、 單に 研究 を 目的と して 此 研究に カを盡 されむ 事 を 御勸め 致します、 

實に 聖書の 研究 はよ き果を 結びます、 之に 依つ て 私共 は 最良の 兄弟 姉妹 を 得られます、 私自身 はこれ 

まで 從事 しました 多くの 事業の 內 之が 最も 多く 私に 滿足 を與 へました、 私 は 明日 此地を 立って 歸宅致 

します が 途中 重なる 停車場の ある 處には 大抵 眞實を 以て 私 を歡迎 して 吳れる 友人が ありまして、 は 

東京 ま で の 旅行 も 恰も 我家 の內を 行く の 思 ひが 致します、 さう して これ 皆此 研究が 私に 與へ た 賜物 で 

あります。 (敎友 三 氏 筆記) 


ハ リ サイの 人の 僞善 

(九月 十： ：！ 今 井餘に 於て *| ぶ ) 

其時數 多の 群衆 互に 相 踐合ふ ほどに 菜り け わば、 ィ H ス先づ 其 弟子 等に 曰 ひける は、 汝等パ リサ 

ほん-たな  お ；-!  あら 

ィの 人の 舞酵に 注意せ よ、 是れ 偽善たり、 然れ ども 掩 はれて 露 はれざる はなく、 隠れて 知らお ざ 

る はなし、 E:,- れ と相對 して、 汝 等が 幽暗に 於て 語りし こと は 光明に 於て 聞かるべし、 密室に 於て 

耳に附きて語りしことは屋根の上ょり，^:ー傳へらるべし。 路加 傅 トニ 章 一— 三 節。 改譯。 

夠酵と は 主義で ある、 精神で ある、 パリ サイの 人の 夠醉と は 彼の 丄 義精祌 である、 而 して 其れが 偽 

善で あると 云 ふ、 今日で は 偽善と 云 へば. g: の 惡を掩 ふに 外の 善 を 以てし、 の 醜を掩 ふに 外の 美を以 

てす る 事で ある、 而 して パリ サイの 人に も此 意味の 偽善の あった 事 は 疑 ふべ くもない、 ィ H スが 彼等 

を 罵り 給 ひし 言辭の 巾に 

tr 禍 ひなる 哉 汝等僞 善なる 祌學 者と パリ サイの 人よ、 汝等 は， in く 塗りた る 墓に 似たり、 外 は 美 

がいこつ 人 けがれ  た-. • 

はしく 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 樣 々 の 汚據に て充っ 、 此 の 如く 汝等も 亦 外は義 しくんに 見 ゆ れ ども 

內は 偽善と 不法と にて 充っ、 

と ある (馬 太傳廿 三章卄 七、 卄八 節)、 イエスの 此雷辭 よりして 當 時の パリ サイの 人の、 今日 我等の 

間に 見る が 如き 偽善者であった ことが 判明る。 
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然しながら 偽善と は 単に 外の 善を以 て 內の惡 を 飾る こと 計りで はない、 今日の 謂 ゆる 偽善者の み が 

イエスの 言 ひ 給 ひし 偽善者で はない、 パリ サイの 人 は 全體に 誠實の 人であった、 

彼等が 祌に 熱心なる こと は 我れ 之 を證す 

と パゥロ は 曰 ふた (羅馬 書十葷 二 節)、 而 かも 彼等 は 偽善の 人であった ので ある- 希 職 語 §ヒ ポク^ 

.0  0  ,  0  0  0  COOOO  C0OOOOO ひ O0O0  0  00O000 

一 フス (偽善者と 譯 せられし 原語) は 「俳優」 の 意で ある、 而 して 俳優 は 舞臺の 上に 行 爲を演 する 者で 

ある、 卽ち 人に 見られん と 欲して 事 を 行 ふ 者で ある、 外形 を 重ん する 人で ある、 事業と 稱し、 功 積と 

稱し、 公衆の-斗 目 を 惹くを 以て 行動の 第一 の 目的と 做す 者で ある、 故に イエス は乂 パリ サイの 人に 就 

て 曰 ひ 給 ふた、 

彼等の 行爲 はす ベ て 人に 見られん が ためにす る 也 

と (馬 太 傅 廿三章 五節)、 卽ち パリ サイの 人 は 俳優の 一種で あつたので ある、 而 して 彼等の 行爲 はす 

ベて： M 劇的で あつたので ある、 人に 見られん がた めに、 人に 好く 評せら れんがた めに、 今日の 言 辭を 

以て 言へば、 社會の 好評 を 博 せんがた めに、 彼等 は 萬 事を爲 したので ある、 俥 道に 從事 せんか、 彼等 

は 信者の 多き を 求め、 敎 勢の 降 盛 を-ぎ； ん だので ある、 天國の 建設 を唱 へんか、 彼等 は 地上に 於け る 政 

權 の 實施を 期した の である、 彼等 は卽 ち宗敎 家で あ るより は 寧ろ 政治家で あ つたので あ る 、 信仰 家 で 

あるより は 寧ろ 運動家で あつたので ある、 今日の 言 辭を 以 て 言 へば、 彼等 は 手腕家で あつたの で あ る 、 

社會 に 宗敎 の 勢力 を 張る 其 技術 に 長 じたる 者であった ので ある、 宗敎的 俳優 で あつたの で ある、 社き 

の 舞臺 の 上に 立て 善く 信仰 を演す るの 技倆 を 有し、 以て 世 を 自己に 化する の 才能 を 誇りた る 者で ある „ - 

而 して イエスが 特に パリ サイの 人 を 嫌 ひ 給 ひし は是れ がた めであった、 而 して 是が 故に 彼 は 彼等 を 


ヒ ボクリ テス 卽ち诽 優、 卽ち 偽善者と 稱び給 ふたので ある、 宗敎は 元 來心靈 的の 事で ある、 是 れは靈 

と靈と の 關 係で ある、 容易に 外に 現 はす ベ き 者で ない、 恰 かも 夫妻 の 間に 杯す る 愛の 如き 者であって • 

之 を 人に 示せば 損害を被らざる を 得ない 者で ある、 然るに パリ サイの 人 は 神と 人との 間に^す る此神 

聖 なるべき 愛 を I の 露出 物と 爲 したので ある、 而已 ならす、 之 を 以て 自己の 勢力 を 作らん としたので 

ある、 宗敎を 政治 化せん としたの である、 信仰 を舞臺 (敎壤 ) の 上に 演ぜん としたの である、 而 して 

是れ イエスに 取りて は 耐えられない 事であった、 イエスに 取りて は 信仰 は衷の 事であった、 外の 事で 

はな か つた、 是れは 政治問題 叉 は社會 問題と なすべ き 性質の も の ではない 、 れは 神聖 の 祕密を 守る 

べき 者で ある、 決して 舞臺の 上に 演 すべき 者で はない、 然るに 當 時の 祌學 者と バリ サイの 人と は爭っ 

て イエスの 最も 嫌 ひ 給 ひし 此事 を爲 したので ある， 故に 彼 は 耐え 得すして 幾囘か 怒って n ひ 給 ふたの 

で あ る 、 

fT 禍 ひなる 哉學 者と パリ サイの 人よ 

と、 叉 弟子 等に 告げて 或る時 は 

心して パリ サイと サド カイの. <： の夠酵 に 注意せ よ 

と 曰 ひ 給 ひ (馬 太傳 十六 章 六 節)、 乂 或る時 は 

心して パリ サイの！； 酵 とへ ロデの 酵 とに 注意せ よ 

と 曰 ひ 給 ふたので ある (馬 可 傳八章 十五 節)、 サド カイの 人 は 宗敎を 文明の 用具と して 利用 せんとし 

へ 口 デは之 を 政治の 機關 として 使用 せんとした、 而 して バリ サイの 人 も 亦、 是等 兩黨の 人に 傚 ひ、 內 

たるべき 信仰 を 外なる 勢力と 化せん とした、 彼等の 三者 は 政略 を 異にし たれ ども 目的 を 共に した、 信 
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仰 を 現 の たらし めんと する に 於て は、 パリ サイ も サド カイ もへ II デも 三者 同じく 其の 軌を 一にし- 

たので ある。 

故に イエス は 彼の 前に 集 ひ 来りし 群衆 を 敎へ給 ふに 先き だち、 先づ 其の 弟子 等に 敎 へて 曰 ひ 給 ふた. 

ので ある、  . 

汝等 パリ サイの 人の^ 酵に 注意せ よ、 是れ僞 善 (ヒ ボクリ シス) なり 

と、 .§ ち イエスの 弟子た る 者 は パリ サイの 人の 主義に 則り 信仰 を 外形的に 維持す ベから す、 之 を 公衆 

のおに 炎す ベから す、 數と景 と 成と 權 とに 倚る ベから すとの 事であった、 イエス は 彼の 弟子より 信仰 

の 秘密 を 要求し 給 ふた、  ， ： 

汝 祈る 時に 偽善者 (卽ち バリ サイの 人) の 如くす る 勿れ、 彼等 は 人に 見られん ために 會堂ゃ 街衢 

す, *  まこと  む く い  つ そか 

の 隅に 立て 祈る こと を 好む、 我れ 洵に汝 等に *1 げん、 彼等 は 旣に其 報 賞 を 得たり、 汝 祈る 時は密 

なる 窒に 人り 戶を 閉ぢ て隱れ たるに 在ます 汝の 父に 祈るべし、 然 らば 隱れ たるに 蜜た まふ 汝の父 

は 明に 報 ひ 給 ふべ し (馬 太 傳六章 五、 六 節)。 

公 問 浪說と 云 ひ、 路傍？^^敎と云ひ、 是れ 偽善なる パリ サイの 人の 爲 した 事であって、 イエスの 命じ 給 

ふた • でない、 イエス はすべ て 演劇に 類した る 事 は 之 を 心より 嫌 ひ 給 ふたので ある、 故に 彼は續 いて 

in ひ 給 ふた、  ， 

パリ サイの 人 は 偽善 を 主義と す、 然れ ども 掩 はるる 者に して 露 はれざる はなく、 又隱れ たる 者に 

して 知られざる はなし、 又 之に 反して、 汝 等が 暗ら き 所に 於て 密かに 語りし こと は 公然と 明るき 

所に 於て 聞かる るに 至るべし、 又 密室に 於て •pi' ： 猗 きしこと は 屋根の 上より 宣傳 へらる るに 至る ベ， 


と、 イエス は兹に 特に バリ サイの 人の 傅 道 法に 就て 語り、 併せて 彼の 弟子た る 者の 取るべき 傳道 法に 

就て-〕：： 一べ 給 ふたので ある、 パリ サイの 人 は 會堂ゃ 柯衢の 傍に 立ちて 聲を張 揚げて 祈り 叉說敎 し、 或 ひ 

はへ 口 デ黨と 結び、 或 ひ は サド カイの 徒と 和して、 成るべく 公け に、 成るべく 廣く 其の 主張 を 述べて 

1 人たり とも 多くの 同信の 者 を 作らん と 欲す、 然れ ども 斯く爲 したれば とて 彼等 は 彼等の 價 より 自 

己 を 中： W くな す 能 はす、 演劇 は 偽善な り、 俳優 は 偽善者な り、 -5： の 露惯は 外の 鍍金 を 以て 飾る 能 はす、 

ふづ 

眞现は 特に 之 を廣吿 する の 必要なし、 パリ サイの 徒 は 人の 方法 を 以て 神の 眞理 を擴 めんと 計りて 自 

から 欺きて 知らす 識ら すの 間に 偽善^と 成れり、 之に 反して 汝等 我が 弟子た る 者 は 彼等に 傚 ふべ から 

みの 

す、 汝等は 外に 張らん とせす して、 內に實 らんと すべし、 高 壇の 上に 道を說 かんとせ すして 密窒に 

於て 人と 對 座して 語るべし、 眞理は 自己の 廣告 者な り、 汝 にして 眞现を 語らん か、 眞现は 汝の乎 段 を 

待た すして、 獨り幽 一晴より 屮 I て 光明に 輝き、 密窒 より 出て 屋根の 上より 響くべし、 眞理は 之 を 舞臺の 

上に； 河す るの 要な し、 之 を 幽暗に 語り、 密室に 耳語 すれば 足る と、 ィ H スは玆に如斯くに彼の^&子等 

に 敎へ給 ふたので ある。 

贵 きかな 此 敎訓、 是れ 誠に イエスの 敎訓 らしき 敎訓 である、 イエス は 誠に 如斯 くに 敎へ給 ふたに 相 

逢ない、 すべての 偉人 は 眞玴の 確信 者で ある、 況して イエスに 於て を や、 イエス は 眞理の 眞價を 信す 

る こと 餘 りに 强くぁ りしが 故に、 バリ サイの 人が 政治 を 利用し、 文明と 結合し、 すべての 俗 乎 段 を 弄 

し て 、 敎勢擴 張 に 從 事す る を 見て 之 を 耐え 難く 感じ 給 ふたので ある、 イエスの 立場より 見て 今日の 謂 
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ゆ る 敎勢擴 張 運動 はす ベ て パリ サイの 人の！： 酵に 依る ものにして 僞善 である、 之に 從 15?- する 者 はす バ 

て 偽善者 で ある、 何にも 必 しも 惡 意より 之を爲 すが 故に 偽善者と 稱ふ ので はない、 神の 眞理の 誤り た 

る 評 似より 之を爲 すが 故に 偽善者と 稱す るので ある、 卽 ちパゥ 口 が 彼等に 就て 述べし が 如し、 

彼等が 神に 對 して 熱心なる こと は 我れ 之 を 證す、 然れ ども 其 熱心 は 智識に. m るに 非す 

と (羅 馬 書十眾 二 節)、 玆にー 14 ふ 「智識」 と は 之 を 常識と 云 ふて 可な りと 思 ふ、 パリ サイの 人 等 は 熱 

心ならざる にあら ざり しと 雖も 常識 を缺ぃ て 居った ので ある、 彼等 は 天 W の こと を此 世の ことの 如く 

に 解した ので ある、 彼等 は 宗敎を 政治と 同した ので ある、 彼等 は 信仰の こと を社會 問題と 誤 想して- 

其 傅播の 方法 を 全然 誤りた るので ある。 

而 して 昔し の パリ サイの 人に 止まらない、 今の 宗敎家 も 多く は此 常識 を缺 いて 居る ので ある、 彼等 

が 自己に 常識が あるかの 如くに 思 ひて、 此 世の 手段 を 以て 宗敎 の 傳播を 計る 其 事が 彼等が 靈 と天國 の 

事に 就て 全く 常識 を缺 いて 居る g„ ^據で ある。 

「幽暗 に 於て 語りし こと は 光う 明に 於て 聞か る ベ し 、 密室 に 於て-斗に 附け て 語りし - と は 屋根の 上 よ 

り宣傳 へらるべし」 と、 然 らば 福 ひなる かな 倾人傳 道、 福 ひなる かな 宣敎師 が 嘲け りて 稱 ふる 「火鉢 

偉 道」、 二人 相對 して 祌の道 を 語る 事是れ 決して 小なる 事業で ない、 是れ軀 て は 光明に 於いて 聞かれ- 

屋根の 上より 宣傳 へらる k に 至る 大眞 理の傳 達で ある、 師父 ス タウ ピッツが エルフルトの 修道院の 密 

窒にル I テルと 相對 して 語りし 時に、 其 時に 實はト 六 世紀の 宗敎大 改革 は 始まった ので ある、 ゥ オル 

ムスの 會議に 帝王、 侯伯、 高愤、 貴顯、 歐洲の華を荒めたる五^^の聽衆を^^めたる其席上に、 ル I テ 

ルが唱 へし 大眞理 は 素 是れス タウ ピッツが 密室に 在りで 細き 聲を 以て 彼れ ル I テルに 傳 へし 者で あつ 


た ス タウ ピッツ かル. 'テル か、 叱界歷 史は傳 へて 言 ふ、 宗敎改 本 はル. I テルの， 業な りと、 然れど 

も 誰か， らん、 天の 帳簿に は、 ス タウ ピッツ こそ 其 主唱 者 なれと 記し あらん 事 を、 <§&:&ノド^1^き，：^ 

r  .9  ".,〇- 「 0 ウ 0  0  0>  0  0  0 つ 0 つ 0  0  0  0  0  0  0  0-  C-  /| 

身 力 1  お ifi- 傳 道の 主 in 者なる を 知り、 大に心 を 安う する 者で ある、 余輩 も 亦、 一書に 明， n に 記 しある 

に關 はらす 傳 道と 云へば 矢張りき 堂 や 街衢の 傍に 立て 祈り 叉 叫ぶ ことで あると 思 ふた、 斯 くな すは爲 

善 者の 行爲 であると は イエス 御自身の 言 を 待って 始めて 知る ことが 出来た、 パリ サイの、 o^，、 寅 

劇 主義、 公開 演說、 资 顯純士 招待 會.、 帝王の 祝電、 貴族 を宗敎 運動の 會頭 として 戴く こと、 是れ 皆な 

ヒ ボクリ シスで ある、 偽善で ある、 其虚 なること、 其不實 なること は 遠から すして 曝露 さる、 に定っ 

て 1= る 、 

そ は 人の 援助 は 空しければ なり 

と， 10 お 人 は 繰返して 言 ふた、 社 會の贊 成 を 求む ると 云 ふ は 「人の 援助 を 乞 ふ」 と 云 ふこと ご ある、 

等 イエスの 弟子た る 者 は 社 會も敎 會も之 を 眼中に 置かす、 唯祌と 偕に 直に 人の 靈 魂に 接すべき である。 

神の 國は 能に 在り 

十 一 力 五 =自 せに 於て 

力 わら 路を 行ける 時 イエ ス或 村に 入りければ マルタと 云へ る婦 これ を迎 へて 自己の 家に 入りぬ、 その： 8に 

マリアと-. ムへ る 者 あり ィ ェ スの 足下に 坐りて 其の 道を聽 けり、 マ ル タ 供給の -J と 多くして 心 いりみだれ イエ 
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スに 近より て 曰 ひける は、 主よ 我が 姉妹 われ を 一 人 遺して 勞 働かし むる を 何とも 意 はざる か、 彼に 命じて 我： 

を 助けし めよ、 イエス 答へ て 曰 ひける は、 マルタよ マルタよ 爾 多端に より S 蕙 ひて、： 23 勞 せり、 さ ，2i ど 無 
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くて 叫 ふま じき 者 は 一な り、 マリア は旣に 善業 を 選びたり、 こ は 彼より 奪るべからざる ものな り (路加 傳十 

章 三十 八 節より 四十 二 節まで)。 

そ は 神の 國は 言に あるに 非ず 能に 在れば なり (哥林 多 前書 四 章 一 一十 節：)。 

かれら 路を 行ける 時。 ィ H スが 弟子と 共に 傳 道の ため 此 虚彼處 を編歷 つて 居る 間に。 

或 村。 エルサレムの 附近の ベタ 1 一 ャと云 ふ 村で ある こと は 約 翰傳第 十一 章 を 見れば わかる、 此 村の 

或 〔*^ に マルタ、 マリアの 姊 妹の 外に ラザ 口と いふ 弟が あった、 イエス は エルサレム への 往復な どに 時 

時此 家に 立ち寄られ たので、 此 家はィ H スの 休養 所の やうな ものであった。 

主よ 我姊妹 われ を 一 人 遺して 勞 働かし む。 マリヤ は； _取 初から 働かないで ィ H スに 道を聽 いて 居た の 

ではなく、 自分の 宜 いと W 心 ふ：：^ まで 働いて 後、 イエスの 敎を聽 いたので ある。 

おも ひり づら 

マ ルタょ マ ルタ よ^ 多の _5?； により 思 慮 ひて 心 1^ せり、 され ど 無くて 叶 ふま じき もの は 一 なり。 此 

「 一 」. とい ふの は 敎を聽 くこと を 指した の だと 一 般に解 せらる X けれど 之 は 後から 附 した 解 釋 である， 

イエ スの 語に 對 する 後人の 感想で ある、 ィ H ス の-::: 言 集 語に も 眞理が ある 故、 これ を 種々 の 事に 應用 

して 解す る ことが 出来る、 敎を聽 くこと と 解す るの も 善き 解釋 であらう けれど、 これ は 後人の 應 用で 

ある、 其 上 斯う 解釋 すると ィ H スが 「敎 さへ 聽 いて 居れば 直しい 働く に は 及ばぬ」 というた ことと な 

つて、 ィ H スの 二人に 對 する 態度に 榀頗 不公平の 疑 を附し 度くなる 。かく^ lis?^ い^きと し、 一 を 

一 の 物と し、 此ニ語を對照して^}5,,' へ 、 無くて 叶 ふま じき もの を 必要なる ものと 直す とよく. かる、 多 


くの 物 は 多くの n§ である、 幾 皿 もの 馳走で ある、 一 の 物 は 一品の 馳走で ある、 一 皿で ある、 多分 マリ 

ャは 僅かの 馳走 を 準備した だけで 充分と 思って ィ H ス の 足 ドに來 たので あらう、 然るに マ ル タは as- 山 

の 馳走 をし なければ ならぬ と 思って、 一 人で 氣を もんで 一 人で 卿いて 居た ので ある、 故に イエ スはマ 

ルタに 向って、 多くの 馳走 を ■ へようと 苦慮す るに 及ばぬ、 馳走 は 一 皿で 充分で あると 云 まれた の 一に 

ある。 か う 解す る 方が 自然 的の 解釋 で 正しい と 思 ふ、 卽ち之 は n 常應待 の 言 で 自然と 口 から 出た 普通 

の； 語で ある、 イエ スが 不用意の 問に、 自然 的に かう 云 はれた ので、 說敎 をす る 積り で 云 はれた ので は 

ない、 同時に 义此 語に. E てィ H スの n: 常の 生活の 如何に 簡易であった 乎が 解かる、 彼に 取て は 食事 は 

1 時に 一 品で 足りた ので ある、 ィ H スの語 は 成るべく 辭義 なりに 自然と 解す るが 宜ぃ、 但し 吾々 がか 

かる ィ H ス の 片言隻語 によって 大 なる 眞 理を敎 へらる、 ことの あるの は 自ら 训問 S である。 

マリア は旣に 善業 を 選びたり。 善業と はィ H スの 敎を聽 くこと、 云ひ換 へれば ィ H ス より 馳走 を受 

くる ことで ある、 「イエ ス への 馳走 は」 一 皿で 澤山 である、 之れ は輕 いこと である、 大？ 5^ なの は、 「ィ 

H ス よりの 馳走」 である、 靈の 馳走で ある、 眞现の 皿で ある。 

此^^？にはー 一人の 婦人の 性質が 對照 的に 鮮 かに 表れて 居る、 此ー 一種 類の 性質に つ いて は 吾々 は 充分に 

考 へなくて はならぬ、 W しそれ よりも 大切な こと はィ H スの言 語 及び 態度で ある、 福 昔 書はィ ェ スの 

傳記 である 故 常に ィ H スが屮 心で ある、 どの 所に 於ても 吾々 はィ H スの言 行に 教も 重き を 置て 見、 丰 

として それにつ いて 考 へねば ならぬ、 此 一 小話に も 萬 事に 對 する ィ H スの 精祌ィ H スの 態度が 明かに 

あら はれて 居る、 從て又 一,i!: 々の 萬 事に 對 して 抱くべき 精神、 執るべき 態度、 卽ちィ H スのビ ：：： 々に. 嬰 求 
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し 給 ふ精祌 態度が 明かに 表 はれて 居る ので、 よく 考 へて 見て 敎 へらる、 ことが 多い， 勿論 ィ H スは吾 

吾を敎 へる ために か、 る 語 を 述べられ たので なく、 唯 マルタに 對 して 自然 的の 返答 をした ので あるが、 

か k る 一 小事に も 眞理は 自ら 發 せられて 居る ので ある、 それ 故此 一 小話と 雖も、 萬 事に 關係 する 大切 

な 問題の 解決 を 含んで 居る ので ある。 

一 小事、 一 短 語に も 人の 主義 方針 はよ く あら はれる ものである、 故に 人の 傳記 などに 於ても、 吾人 

に 最も 興味の あるの は 其 華 かな 社會的 活動 や 外面 的 生涯の 敍述 ではなく、 却て 其 逸事と か短言 とかい 

ふ ものである、 從て 家庭生活の 有樣ゃ 友人への 書翰た どが 面白い ので、 之 等 比較的 輕 いこと がむ しろ 

其 人 を 能く 紹介す るので ある、 ィ H スの傅 を 研究す るに は此 マルタ、 マリアの 話の やうな ものに 充分 

注意せ ねばならぬ、 約 翰 傅の 四 章に ある サ マリヤの 婦人の 話の やうな の も 同様で ある。 

マ ルタは 勝氣な 活動的な 嬸 人であって 自分で ィ ヱ スを迎 に S で (三十 八 節)、 連れ 来って 充分の 馳 

走 をしょう と 一 生 懸命に 働いた、 之に は 客 を 充分 喜ばせ 度い とい ふ 願 も 含んで 居る が、 其 外に も 一 つ 

澤 山の 馳走 を 出して 自分 も 賞め られ 度い 卽ち 「自分 を も 喜ばせ 度い」 と 云 ふ 私欲 も 交って 居る、 そし 

て どちら かと 云へば、 賞め られて 自分 を 喜ばせる 方が 主で ある、 他愛 心の 一 一分に 自愛 心の 八 分 を 合せ 

たやうた も ので ある、 客の 方が 主で なく て 自分の 方が 主で ある、 こ れ は勝氣 の 婦人 によく ある こと で 

東西 古今に 變り はない。 

マリア は マルタよりも 静淑な 深い 婦人で ある、 そして ィ H スの 如き 人 を 接待す 場合に 於て は、 自分 

等より 充分の 馳走 をすべき 者でなくて 客なる 人より 充分の 馳走 を受 くべき ものである こと を 知って 居 

た 故、 ィ H ス より 馳走 を 受けん と 其 足下に 行った ので ある、 そして 姉の 不平 を訴 へたのに 對 して、 ィ 


H スは 活動す る マ ルタ よりも 活動せ ぬ マリア を 良しと した、 之れ は 吾々 に 何を敎 ふる か。 

世に キリストに 仕 へんとの 熱心 を 抱く 人で、 所謂 活動 を 貴び、 餘り 計畫手 に訴へ 過ぎて、 衷心に 

深く 味 はないで、 傳道 とか 事業と か 云 ふこと を 有形 的に 行 ふこと に 腐心し、 早く 立派な 結果 を 造り 

して キリスト を 喜ばせようと 計る 人が ある、 かう 云 ふ 人の 常と して 自分 を * ばせ 自分で 成功 を 樂み度 

いとい ふ 私欲 心 を 抱き、 遂に 欲心の 扠隸 となり、 爲に慮 ひ 煩 ひ 心 勞れ、 偶々 事豫 期に 反する や 絶 悲 

嘆に 陷る ものである、 姉の マルタ は此 類の 人であった。 义 キリストに 仕へ るに、 活動せ す計篑 せす 運 

動せ す 奔走せ す、 自力 を 以て キリスト を 喜ばせん と はしないで、 先づ靜 かに 敎を聽 き 之 を 味 ひこれ よ 

り 力 を 得ようと する 人が ある、 マリア は此 種の 人であった、 そして ィ H スは マリアの 態度 を 可とせら 

れた 卽ち 此方から キリストに 馳走 をす るので ない、 キリストから 馳走 を 受ける が 良い ので ある。 

新約聖書の 大精祌 は 行 を 貴ばないで 信仰 を 貴む 點 にある、 殊に 之 を細說 したの は羅馬 書で ある、 行 

に 止まって 居る 屮は 煩悶 を 免れぬ、 信まで 來 なくて は 歡びは 得られぬ、 道德は 第二義の ことで 信仰 は 

第 一 義 のこと である、 イエスが マリア を 可とせられ たの は 物の 根源 を 貴ばれた ので ある。 

ョ ハネが 主の 愛する 弟子 (約 翰傳 十三の 二三) であった の は、 元 氣澄淛 たる 活動. 冢 のぺテ 口よりも 

靜 かに 道を聽 いて 飢ゑ渴 くごと く 救濟を 願った ョ ハネの 方が 主の 喜ぶ 所であった からで ある、 唯溫順 

た 弟子 を 愛した と 云 ふわけ ではない、 能く 云 ふこと を M くもの が氣に 入った とい ふわけ ではない、 之 

に 深い 意味が ある。 

宗敎を 求む る 態度に 二種 ある、 一 は 知識 的 研究 的の 態度で 一 は 實際的 信仰的の 態度で ある、 知識 的 

の宗敎 研究 も 面白い もので， 近頃 r 宗敎 研究」 と 云て： g 行す るの は 多く 之で ある、 ：w し廣く 材料 を 集 
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めて 諸毺の 方面より 哲學的 知識 的に 研究す るの は 快 は 則ち 快な りと 雖も、 ？ 早なる 知の 快樂を 得た のみ 

で、 丁度 亞米利 加で 金が 儲かる とい ふ 話 を 澤山聽 いただけで 實際 13- 米 利 加へ は 行かす、 自 から は 金 を 

儲け ぬ と！ Z 様で あ る 、 斯う すれば 安心 が 得ら れ る 、 斯う すれば 歡喜 の 人と なれる とい ふこと を 知った 

_ だけで、 一向 自己の 事實 とならぬ ので ある、 唯 美しい 夢を見せられ ただけ で、 空想で ある、 充 たされ 

■ ぬ 望で ある。 

第二の 態度 は 事實の 信仰 を 求む るので、 願 ふ處は 暗中の 光明、 苦 中の 力で ある、 そして 之が ョ ハネ 

の 態度、 マ リ ァの 態度で あつ た、 言語 を以 て 慰めら る \ 丈の 第 一 の 態度で は滿 足しない 一.」 I お を 求る の 

である、 バウ 口が 「神の 國は言 にある にあら す、 能に あり」 と 云った の は 第一 の 態度 を^して 第二の 

態度 を 可とした の で あ る。 

多くの 敎 會の與 ふるの は 第一 の 方の 「言」 である、 說敎 である、 種々 の 儀式で ある、 形で 慰める こ 

と で あ る 、 しかし 貧 人 の 要する も の は 慰藉 の 言 で なくて 慰藉 の實 である、 今日の 糧に 苦む ものに は 言 

を與 へ て も無效 である、 實を與 へ ねばならぬ、 我等 は 能 を 要する。 

マリア は 心を拓 いて ィ H スの 足下に 坐した、 我等 も 能 を 得る に は 心を拓 いて 主に 迫らねば ならぬ、 

一度び 心を柘 けば 能 は 上より 加 へられる、 マルタ ー 活動 を 愛する 人、 活動 を 愛する 敎會、 活動 を 愛す 

. る 社會— は 此事を 知らないで 自分の 力で 一生懸命に 沾 動しょう と扭き 苦む、 しかし 自己 を 放って.： 千宙 

に 住せば 活動せ る 宇宙の 一 部と なって 自ら 活動 を 開始す るので ある、 丁度 徒歩で 遠地に 達する の は 困 

難で あるが、 一度び 進行して 居る 汽車に 我 身を投 すれば、 我 も 自づと 進行して、 容易く：： ：！ 的 地に 達す 

ると 同樣 である。 


此 池の 敎會は 計畫を 好み 手段 を 愛し、 極々 の 方法 を案屮 I して 之を實 行し、 神の 事業 を 助けよう とす 

る、 併し 私 は 唯 神に 任せて しまって 神の 活動の 一部と なって 自然 的に 活動す る ことが 露の 信仰的^^ 

であると 思 ふ、 眞の 力の 生涯で あると 思 ふ、 卽ち 神に 己れ を 投じて 力に 充 つる 一 侗體 となる ことが！^ 

も 必要で ある、 我等 はィ H スの 力の 一部に 觸れ たのみで ある、 其 力の 中に 投入して しま はねば ならぬ、 

「我 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ、 我 も 亦 働く 3」 (約 五の 十七)、 此 「勵」 きの 中に 己 を 人れ てし ま 

はねば ならぬ、 ィ H スは 力に 充 ちくて た 故、 人 は 之に 觸れた 丈で 醫 された ので ある、 吾等も^,;! 

己の 力に 依って 活動し ないで、 大 なる 力の 巾に 投じて 自ら 力 ある ものと なって、 自ら 活動 體の  一？ e と 

ならねば ならぬ。 

而 して、 之れ に は先づ マリアの 態度、 ヨハネの 態度 を學 ぶべき である。 (來聽 者 維 記) 

善 惡の 差別 

(十 一 月 十二： ：！ 自セに 於て) 

我 は 善き 牧羊者な り、 善き 牧羊者 は 羊の ために 其の 生命 を捐 るな り、 然れ ども 被 雇人 は 牧羊者に 非ず、 羊 は 

其の 有に あらざる が 故に 彼 は 狼の 來るを 見れば 羊 を棄て 逃るな り、 狼、 之を捉 へて 散すな り、 そ は 彼 は 被！ 種 

人に して 其の 羊 を 顧 ざれば なり。 約 翰 傳十章 十 一 —十三 節。 

き 牧羊者と は 誰で ある 乎。 
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善き 牧羊者と は必 しも 牧羊 術に 熟練したる 者で はない、 博く 羊に 就て 知り、 多く 羊に 就て 語る 者で 

はない 、 善き 牧羊者と は 能く 羊 を 愛する 者で ある、 場合に 由れば 羊の ために 其 生命 を捐る 者で ある、 

自己に まさりて 羊 を 愛する 者で ある、 自己本位の 者で なくして 羊 本位の 者で ある。 

之に 反して 惡 しき 牧羊者と は 羊 を 本位と せす して 自己 を 本位と する 者で ある、 彼 は 牧畜 學を 修めた 

る 農學者 である 乎 も 知れない、 牧羊の 術に 5^、 て は 天下 第 一 を 以て 稱 へらる- -人 である 乎 も 知れない、 

乍然、 羊 を 愛せざる が 故に 彼は惡 しき 牧羊者で ある、 彼 は 自己の 利益の ために 羊を牧 ふので ある、 故 

に 狼 の來り て 彼の 身に 危害 を 加 へんと する あれば 彼 は 羊 を棄て 逃る ので ある、 彼 は實に 牧羊者 の 名 を 

さへ 負 ふの 資格の ない 者で ある、 彼 は 單に被 雇人で ある、 賃金の ために 人に 赌 はれて 羊 を 守る 者で あ 

る、 羊 を 愛して 之を牧 ふので はない、 賃金 欲し さに 之を番 する に過ぎない。 

牧羊者の 善 惡は此 一事 を 以て 定まる ので ある、 自己よりも 羊 を 愛する 者、 是れが 善き 牧羊者で ある、 

羊よりも 自己 を 愛する 者、 是 れが惡 しき 牧羊者で ある、 其の 學カ、 技藝、 才能 等 は 問 ふ 所でない。 

豈 惟り 牧羊者の みならん やで ある。 

善き 醫師と は 誰で ある 乎、 善き 醫師と は 必 しも 醫學 の お I 奥 を 究めた る 者で はない、 治療 の 術に 巧な 

る 者で はない、 善き 醫師と は 善く 息 者 を 愛する 者で ある、 患者の 利益と 幸 一幅と を 第一位に 置き、 己が 

利益 は 之 を 第二 位 又は 第三 位に 置く 者で ある、 己に 委ねられし 忠者 にして 癒 ゆる を 得ん 乎、 己が 利益 

かへ りみ 

も 名 譽も敢 て 之 を W ざる 者で ある、 之に 反して 惡 しき 醫師と は忠 者よりも 自己 を 愛する 者で ある、 忠 

者の 癒ん 事よりも 自己の 病院の 榮 えん 事、 自己の 財襄の 膨脹 れんこと を 欲する 者で ある、 彼に 學殖ぁ 

る 事 は 以て 彼 を 善き 醫師 となす に 足りない、 彼の 醫術 にして 若し 富者と 貴族との ためにの み 施す 者で 


あるならば、 彼 は大醫 にあら すして 蕭醫 である、 自己の 腹 を 肥さん ことのみ 是れ努 むる 惡 しき 醫師で 

ある、 醫師の 善惡は 牧羊者の それと 同じく、 其の 學カ、 技術、 ォ能等 を 以て 定 むべき でない。 

善き 牧師と は 誰であって 惡 しき 牧師と は 誰で ある 乎、 深く 神學を 究め、 博く 聖書に 通じ、 加 ふるに 

人心 牧攬の 術に 長す る者必 しも 善き 牧師で ない、 善き 牧師と は 自己よりも、 叉 自己の 敎會 よりも、 己 

に 委ねられし 神の 羊卽ち 信者 を 愛する 者で ある、 場合に 由れば 信者の ために 其 生命 を捐る 者で ある、 

卽ち 自己本位 又は 敎會 本位の 者で なくして 信者 本位の 者で ある。 

之に 反して 惡 しき 牧師 は 信者よりも 自已を 愛する 者で ある、 其の 神學 も、 其哲學 も、 其 雄 辯 も、 其 

文才 も、 總て 悉く 之 を 自己と 自己の 敎會 のために 使用す る 者で ある、 人の 救 はる &と 亡ぶ ると は 彼の 

深く 關 する 所ではない、 彼 は 只 自己 を 人に 及ぼさん とする、 自己 を擴大 せんとす る、 彼の 撃殖 は只此 

事 を 行 ふの 機關 たるに 過ぎない、 彼 は 信者の ために 自己 を 失 はんとしない、 自己の ために 信者 を 用い 

ん とする、 如斯 くにして 彼に すべての 素養と 才能と ありて 彼は惡 しき 牧師で ある。 

人の 善惡 はすべ て如斯 くにして. だむ る ことが 出来る、 善き 官吏 は 自己よりも 自己に 委ねられし 職務 

を 愛する 者で ある、 惡 しき 官吏 は 其反對 であって、 職務よりも 俸給 を 愛する 者で ある。 善き 銀行家 は 

先づ 第一 に 株主と 預金者との 利 ハ钕を 計り、 自己の 利益 は 之 を 其の 次ぎに 置く 者で ある、 之に 反して： 忠 

しき 銀行家 は 株主と 預金者との 利益 は 措て 之 を 顧みす、 只 ひたすらに 自己の 地位 を 利用して 自己の 利 

ハ i ^をのみ 是れ 計らん とする。 善き 商人 は 顧客の 利益 を 先にして 自己の 利益 を 後に する、 惡 しき 商人 は 

其反對 であって、 彼の 念頭に 顧客の 利益 あるな しで ある。 善き 辯 護士は 訴訟 依 賴人を 愛し、 彼の 權利 

を 保護す る を 以て 第一 の 目的と する、 惡 しき 辯 護士は 利益の 多き 方に 味方し、 依頼人の 權利は 之 を 眼 
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巾に 置かない。 善き 村長 は 自己よりも 村 を 愛し、 惡 しき 村お は自. 13 の 利益の ために 村 を 犠牲に 供す る 

厶厶厶 厶厶 A 厶厶 <!<!△△△  厶 A 厶厶 △△<"<: 

に躊路 しない。 其 他す ベて 同じで ある、 善 は 他 を 愛する ことであって、 惡は 自己 を 愛する ことで ある 

善惡 の 差別 は 他に ない、 一 s 瞭然 で あ る 。 

祌は善 者で ある、 イエスの HI ひ 給 ひしが 如し  . 

ひとり  よ の 

1 の 外に 善 者 は 無し、 卽ち祌 なり 

と (路加 十八の 十九)、 彼 は 其 日光 を 善 者に も惡 者に も 照らし、 雨を義 者に も 不義 j にも 降せ 給 ふ 

(馬 太 五の g: 十五)、 神 は 愛で ある、 卽ち 人の ために 自已を 指て 給 ふ 者で ある、 其 獨子を さへ 與へ給 

ふ 程に 世 を 愛し 給 ふ 者で ある、 故に 神の 子た る 事 は 他の 事で はない、 彼の 完 きが 如く 完 くなる _s ^であ 

る、 卽ち 彼が 善なる が 如く 善なる 事で ある、 善、 愛、 權牲、 他の ために 自己 を 忘る k 事、 是れ が祌の 

心で ある、 此心を 得て 我等 は 神の 子と なりたる ので ある、 基督 信お となりた るので ある、 水の 洗禮を 

t?{ けて 敎會に 人り、 其す ベての 儀式に 與 りたれば とて、 祌の此 心 を 我心と なす を 得すして， 我 は 神の 

子で はない、 勿論 基督 信者で はない ので ある。 

神が 特に 善 者で あるに 對 して 惡魔は 特に 惡者 である、 主の 祈禱の 一節に、 

こ 、ろみ わ は  0  -Vm ひいだ 

我等 を 試 誘に 遇せす 惡 より 扬 出し 給 へ 

と ある は惡 者の 手より 扱 出し 給へ との 意であって 惡魔 を 指 し て 云 ふ たので ある、 馬太傳 十三 章の 毒麥 

t!i へ  -lift 

め譬に 「惡 鬼」 と あり (十九 節) 又 「惡 魔」 と あろ は (一一 一九 節)、 に 「惡 者」 と譯 すべき 辭 であつ 

て、 勿論 惡魔を 指して： ーム ふたので ある、 又 W 弗 所 害 六 章 十六 節に 

此 ほ か ：：^ 仰 の 盾 を 取 る ベ し 、 此盾を もて 悉く. 惡 者の 火箭 を 滅す こと を 得ん 


と ある 其の r 惡 者」 と は. IW ふまで もな く 惡魔を 指して 云 ふたので ある、 义約翰 第一 書 二 章 十三 節 に 

卜 四 節に 「惡 者に 勝る」 と ある は r 惡 魔に 勝つ」 の 意で ある、 ち惡魔 是れ惡 者な りとの 意で ある、 

神が 善 者なる に對し て 惡魔は 惡者 である、 神が 他者 中心で あるに 對 して 惡魔は 自. u 中心で ある、 祌は 

自己 を 人に 與 へ んと 欲し 給 ひ、 惡魔は 人 を 自己の ために 利用 せんとす る、 

人の子の 來るは 人 を 役 ふために あらす、 反て 人に 役 はれ、 又 多くの， <: に 代りて 生命 を予 へ、 その 

贖 とならん ためなり 

と は キリス 卜の 心であって 又祌の 心で ある (馬 太 二十の 廿 八)、 之に 反して 

汝 俯伏して 我を拜 せよ、 然 らば 我れ 此 等の もの (世界の 諸國 と其榮 華と) を 悉く 汝に與 ふべ し 

とは惡 魔の 精神で ある (馬 太 四の 九)、 「我に 傚って 與 へよ」 と は 神の 敎へ給 ふ 所で ある、 「我に 傚つ 

て瘦 よ」 とは惡 魔の 吿 ぐる 所で ある、 故に 善き 牧羊者と は 他の 者で はない、 神に 傚って 羊 を 愛する 者 

である、 之に； 2- して 惡 しき 牧羊者と は 他の 者で はない、 惡 魔に 做って 羊を牧 ふ^で ある、 善き 醫師は 

祌の心 を 以て 忠 者に 對す る 者、 惡 しき 醫師 は 惡魔 の 心を以 て忠者 を极ふ 者で ある、 祌の 心を以 て 信^ 

を 導く 者、 其 人が 善き 牧師で ある、 惡 魔の 心 を 以て 牧會の 職に 居る 者、 其の 人が 惡 しき 牧師で ある、 

神の 心を以 て 商業に 從事 すれば 善き 商人が あり、 惡 魔の 心を以 て すれば 惡 しき 商人が ある， 其 他す ベ 

て斯の 如しで ある、 職業の 如何に 由ら す、 智識 才能の 如何に 由らない、 イエ スの曰 ひ 給 ひしが 如く 

よさき よ，？ み  あしきき あし.？ み 

凡て 善樹は 善果 を 結び、 惡樹は 惡果を 結ぶな り 

である (馬 太 七の 十七： >、 善 者 を 牧羊者と なせば 善き 牧羊者と たり、 醫師 とたせば 善き 醫師 となり、 

牧師と なせば 善き 牧師と なり、 商人と なせば 善き 商ん となり、 2^ 護+ となせば 善き 辯 護 七と なり、 衬 
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長 ，こなせば 善き 村長と なる、 之に 反して 惡者は 之 を 何に なすと も惡 者で ある、 惡 醫師、 悪 牧師、 惡傅 

道師、 惡 商人、 惡 法律家、 惡 村長、 是れ 皆な 惡 魔の 化身で ある、 自己の 利益 を 第一 の 目的と して 他人 

に 臨む 者で ある。 

善惡の 差別 は斯の 如くに 明白で ある、 然も 善 を 選む は 難く して 惡を擇 むは 易く ある、 誠に 善 者たら 

. ^と 欲せ i 我等 はィ H スと 同じく 十字架 を覺 悟し なければ ならない、 世 は 善を迎 へて 惡を 斥く る 乎と 

思 ふに 其 正 反- 對が 事實 である、 惡 魔に 欺かれし 此世は 何よりも 欺かる、 こと を 好む、 此奸惡 の 世に 在 

りて は 善き 牧羊者 は惡 しき 牧羊者の 迫害す る 所と なり、 善き 醫師 は惡 しき 醫師の 厭 ふ 所と なり、 善き 

牧師 は惡 しき 牧師の 憎み 且つ 殺す 所と なる、 世の 善 を 意 ふて 世に 憎まる V と は 不思議なる 事で あるが 

然し 其 事が 此批 の此 世た る 所以で ある、 故に 我等 此 世に 在りて 神に 傚って 善 者た らんと 欲せば、 畿謗 _ 

拂斥、 迫害 を覺 悟し なければ ならない、 善 者の 模範た るィ H スを 十字架に 釘け し此世 は今尙 ほす ベて 

の 善 者 を 迫害して 止まない、 善き 醫師 も、 善き 代言人 も、 善き 商人 も、 善き 農夫 も、 善き 牧師と 傳道 

師とは 勿論、 凡て 神の 善なる が 如く 善な らんと 欲せば、 此 世と 此 世の 敎會の 憎惡、 排斥、 迫害 を 免 か 

れんと 欲する も 得ない、 キリスト は 世界の 基礎の 据えられし 前より 十字架に 釘 けられし 者で あつ て 

(默 示錄 十三の 八)、 叉 世の 終末まで 殺さる \ 者で ある、 而 して 我等 彼に 傚って 義 者な らんと 欲して 

我等 各自の 地位に 於て 小 キリスト たるの 運命に 遭遇 せざるを得ない、 此覺 悟な くして 小 基督 又は 小善 

者た らんと 欲する も 能 はすで ある。 

艱難 は必す 善に 伴 ふて 來る、 然し 善 は 善に して 善 以外の もので ない、 善 は 美で ある、 快で ある、 平 

和で ある、 歡喜 である、 善に 人の 稱讚は 無い、 然し 祌の 嘉納が ある、 我等 一た び 善の 美 を 味 ふて 死す 


とも 之と 離る こと は屮 I 來 ない， 人生 最大 幸 一一 i は是れ である， 卽ち キリ ス トに 傚つ て 自己 を 他に 與ふ 

る ことで ある、 惡 魔が 俾 ふる 自已擴 大の途 は、 是れ 虚偽で ある、 永久 盡 きざる 淚の 泉で ある、 利益な 

るが 如くに 昆 えて 實は視 失の f 取 も 大., li る ものである。 
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其の 言盡 されぬ 祌の 賜物に H りて 我れ 神に 感謝す る 也。 哥林多 後書 九 章 十五 節。 

今年 も 復た久 振りに て クリス マス 演說を 致さ-つと 欲 ひます、 训に 新ら しい 事 を 述る事 は 出来ます ま 

い、 舊ぃ 事の 繰返しで ありませ う。 

天 地 萬 物 はす ベて 悉く 神の 恩惠 の 賜物であります、 然 かし 其 中に ありて 最も 貴 い 者 は 一一： 一：！ ふ ま で も な 

く 人で ぁリ ます、 人の 中で 最も 責ぃ者 は 言 ふまで もな く キリ ストと 稱 へられし ナザレの イエスで あり 

ます、 私共 は 星に 就き、 太陽に 就き、 月に 就き、 山に 就き、 川に 就き、 花に 就き、 鳥に 就きて 祌に感 

謝し、 义 神が 人類に 下し 給 ひし 多くの 偉人に 就て 感謝し まする が、 然し 言 盡 されぬ 神の 賜物と して 感 

謝に 感謝 を Imii ぬる も尙ほ 足らす と 思 はるる 者 は 私共の 救 主として 仰ぐ 所の ナザレの イエ ス であります 

彼の 如何に 責き乎 は 私共の 生涯 を 顧み、 又 世に 彼 を識ら ざる 者の 生涯に 照らして 見て 益々 明白になる 

のであります。 
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私共 は 天然 は 美な りと 稱 します、 .： 千宙は 偉な りと 稱 します、 人生 は 快な りと 稱 します、 乍然、 其の 

美、 其大、 其 快 は 單に浮 雲の 如き 者でありまして、 衣の 如くに 古び、 袍の 如くに 變る 者なる こと は 詩 

/、の 一一：；：： を 待た すして 明かであります 、天然の 美 は 唯 肉 服で 之 を 見た 丈け で 見える 者ではありません、 

野蠻人 は 終生 美く しき 天然 を 見て 居りまして も 其 美 を 認め ませ ん、 天然の 美 を 認めます る に は、 之 を 

認む るの 心が 要ります、 同じ 富士山で も 見る 人々 に 由て 樣々 であります、 大抵の 人 は 夜々 弯 蒼の ドを 

步 きましても、 彼等の 頭の 上に 何ん な 冕が 輝いて 居る 乎 を 知りません、 帝王の 宮殿 も 乞丐の 子に 取り 

て は 多く 茅舍と 異なりません、 天然 を 身の 搖ぐ ばかりに 樂 まんと 欲すれば、 之を樂 むの 心が il- ります- 

灭然 丈け では 未だ 以て 神の 大 なる 恩恶の 賜物と なすに 足りません、 王の 子た るの 資格 を與 へられす し 

て 宮殿 は 有りて 無き が 如き 者であります、 此靜 かたる 冬の 夕暮、 金星 西に 輝き、 弦月 其 上に 懸り、 一 

おと 

葉 落ちて、 其 音 全 林に 響き渡る 時に、 地上に； 大國の 在る を 知る 者 は 天然 以外に 何か大 なる 恩惠の 賜物 

ぁづ か 

に與 つた 者であります。 

然 らば 智識 あり、 哲學 あり、 詩歌 あり、 美術 あれば それで 人生が 樂 しめる 乎と 云 ふに 決して さう で. 

ありません、 私共 は 時には 人類 は 人類 を 以て 足れり と 思 ひます、 我に 釋迦 あり、 孔子 あり、 エマソン 

あり、 力 I ライル あり、 トルストイ あり、 ニイ チェ あり、 ビスマルク あり、 モルトケ あり、 豈他を 要 

せん 乎と 一 H ふこと があります、 實 にも 人類 は 偉大なる 者であります、 其 政治、 其 法律、 其 文學、 其宗 

敎、 其 商賫、 其 工業、 之 を 悉く 絵 合すれば 以て 我 靈を充 たし 得て 餘り ありと 思 はる i ことがあります. 

文明 を 罵る 者 は 生 it 鼓-せの 失敗 者で あつ て、 なく 人生 を 味 ひ 得る 者 は是れ 以外に 樂園を 求めざる べし 

とは此 ゆの 謂 ゆる 幸運 兒が 時々、 私共に 聽 かする 說敎 であります" 


然し、 人生が 左程に 完全の 者で ない こと は 少しく 深く 之 を 味 へ ば 直ぐ 分る のであります、 世に 憐む 

べき^に して 謂 ゆる 成功者の 傲 語の 如きはありません、 今 EW は 得意、 明 n は 蹉跌、 明後日 は 絕^、 其 

えんせい  き i 

後が 厭世、 其 行く先き は定 つて 居ります、 常に 隆盛 を唱 へて 常に 悲歎、 野心 勃々 たる ドには 死の 氷河 

が 流れて 居ります、 若し 文明と 偉人と、 交際と 文藝 と、 政治と 實業 とが 人生の 全部であります るなら 

ば、 少しく 眞 面目に 人生 を考 ふる 者 は 匕首 か 毒 杯に 往 くより 他に 良き 隠れ 場 を 翁 出す こと は出來 まい 

と S ひます。 

兹に 於て か 私共に 特に 神に 感謝す ベ き 言 ひ盡 されぬ 祌 の 賜物と は 何で あるか 判る のであります， 

それ は 金銀に 非す、 寶 石に 非す、 アマゾンの 平原に 非す、 a ツキ .》 山の 鑛 脈に 非す、 將た又 電車に あ 

らす、 汽車 汽船に 非す、 ^^?ー法に非す、 敎會 にあら す、 然 らば 人が 敬せ A して 止まざる 數 多の 偉人で ある 

0000000OOO00OO0  O0COOC00O0OO0 

乎と 云 ふに、 さう でもありません、 私共 は 各自 他に 依頼す る ことなく、 己れ 一人 を 以て 足る ことの 屮 Z 

來る者 を 要する のであります、 美術の 思想な き 者に ラフ ハエ ルゃ レム ブラント は 不用であります、 ェ 

マ ソンと 力. I ライル は 如何に 偉大でありまして も、 日本人の 多 數には 有て 無き に 等しき 者であります- 

建國の 野心な き 者に ビスマルク や モルトケ は 無き も 同然の 者であります、 カントと 云 ひ、 ス ピノ I ザ 

と 云 ひ、 フィヒテと 云 ひ、 其 眞憤を 判別る 者 は 幾人 もありません、 湘 南の 海風 は 暖かな りと 雖も、 之 

に 吹かれて 冬の 寒さ を 忘る \ 者は少 數の贲 族と 富^と であります、 金剛石 は 美な りと 雖も、 其^^を§= 

み 得る 者 は 少数の 淑女と 貴婦人と であり ま 十/ 神の 最大の 賜物と は斯 から 偏 跛 的の 物であって はなり 

O0O  OOOOOOOOO0OOOOOOOOOO0-OOOO 

ません、 すべての 人 をす ベての 境遇に 於て 惠む 者でなくて はなり ません、 而 して 斯 かるお が 私共に 與. 

へられた のであります、 
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ひ- J り みどり- ■ 一 

一 人の 嬰兒は 我等の ために 生れたり、 

一 人の子 は 我等に 與 へられたり、 

と 预 言 者ィザ ャの宣 ベました 者は此 者であります。 

00000000000000000  0-000 

イエス、 彼が 神が 人類に 賜 はりし 最大の 賜物であります、 此 人が 在りて 人生が ー變 する ので ありま 

す、 然り， 此 人が 在りて 無言の 天然まで が其眞 美を發 揮す るので あります、 此人を 看 出して 私も亦 生 

れて 甲斐 ある こと を 知った のであります、 イエス は 山の 樱に 優り、 谷の 百合 花に 優り、 ダンテの 詩に 

優り、 シェ クス ピャの 劇に 優りて 遙 かに 美く しい 者であります。 

何故であります 乎、 彼が 眞に 人であった からで ぁリ ます、 世界に 十二 億の 人が あります が、 彼等 を 

合 はしても 「人」、 卽ち 完全なる 人に はなり ません、 世の 謂 ゆる 偉人なる 者 は 人で なくして 人の 諸方 

面であります、 或 ひ は 政治家で あります-, 或 ひ は宗敎 家であります、 或 ひ は 美術家であります、 或 ひ 

は 詩人であります、 或 ひ は實業 家であります、 或 ひ は 教育家であります、 然し 「人」 ではありません， 

廣 しと 雖も 私共 はィ H スを 除い て 他に 人に 見當ら ない の であります、 イエ スを 裁判き し ピラト は 

n 力 ら何を 言 ふ 乎 を 知らす して 彼 を 指して 言 ひました、 

人 を觀ょ 

と (約 翰 傅 十九 章 五節)、 賁に ピラトの 言 ひし 通り 玆に 「人」 があった のであります、 に 多くの 偉 

人 はありました、 英雄 はありました、 豪傑 はありました、 美姬 はありました、 才媛 はありました、 然： 

し玆に 始めて 唯 一 人、 「人」 があった のであります、 曾て 曾呂利 新左衞 門が 大閤 秀吉に 答へ て、 

世に 最も 多き 者 は 人であって、 最も！^ き 者 は 人で ある. 


と 言 ひしとの ことであります が、 誠に 人と 稱 すべき 人 は イエス 一人であった のであります、 此人 のみ 

が 人であります、 而 して 此 人に 傚つ て 私共 も 始めて 人と 成る ことが 出來 るので あります。 

然 らば 人と は 何であります 乎、 X 布臘 の哲學 者の 曰 ひしゃう に 「羽の 無い 二 本 足の 動物」、 其れ は 人 

ではありません、 太閤 秀吉 も西鄕 隆盛 も、 人と 云 ふ 定義に は 合 入りません、 人た るに は 野心な く、 が 

しん  きょ  け かれ  i  i,? 

心なく、 聖く、 罪な く、 據 なく、 人の 中に 在りて 人に 遠 かり， 他 を 救 ふて 己れ を 救 ひ 得ざる 强 くして 

弱い者で なければ なりません、 而 して 斯 かる 人 は イエ スを 除いて 他に 一 人 もなかった のであります、 

而 して 斯 かる 人が 一人 此 せに 現 はれた と 云 ふ 事、 其 事が 此 世の 最大 事件であります、 是 れはシ I ザ.' 

が 生れた よりも、 彼の 文 星、 此の 軍神が ぼに 出た よりも、 5_|！ かに 祝すべき 大事 件であります。 

私 は 今 他人の 事に 就て は 語りません、 自分の 事に 就て 語ります、 若し 私が イエス を 知りません でし 

たなら ば 如何で ありました らふ、 或 ひ は、 若し 私 は 世に 生れて 來 ましても、 若し イエスが. 曾て 此 世に 

在りませんでしたならば 如何で ありまし. たら ふ、 私 は 勿論 普通の 日本人と しての 生涯 を 送ったら ふと 

思 ひます、 私 は 忠君 愛國の 精神に 於て は 人の 背後に 落なかった らふと 思 ひます、 私 は 新 文明の 利ハ； ^を 

充分に 自己に 牧 めたら ふと S 心 ひます、 私 は 決して 此 せに 在りて 不幸の 人ではなかった らふと 思 ひます， 

然しながら、 嗚呼、 然しながら、 私の 理想 は 如何で ありました らふ、 私の 心の 狀態は 如何で ありまし 

たら ふ、 私の 人と しての 價値は 如何で ありました らふ、 私に 希 と稱 すべき 希望が ありました らふ 

私は歡 喜の 何物た るか を 知りました らふ 乎、 嗚呼 之 を 5ふ ふて 私も亦 今日 此クリ ス マ ス に 際して バウ 口 

と共に 叫ば ざ る を 得な い の で あ ります、 

其の 言 ひ盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 3、 と。 
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私の 理想 は？、 若し 私が 政治家に なりました とするならば 私の 现想は 正 一 位 大勳位 公 であり まし- 

たら ふ、 若し 私が 學者 となり ましたと す る な ら ば大 學敎授 3： 博士で ありました らふ、 若し 敎會 に人リ 

ましたと するならば、 監督 神學 博士で ありました らふ、 若し 殖産に 從事 しましたならば 大會 社の 社長 

で其大 株主で ありました らふ、 イエス を 知ら ざり し 私の 现想は 政府に 譽 めら れ、 社 會に譽 めら れ、 敎 

會に譽 めら れ、 人に 羨まる、 ことで ありました らふ、 卽ち 人の 上に 立ち、 人に 崇められ、 人に 事 へら 

る、 事が 私の 现想 でありました、 の 稱讚を 博 せんた めに は 私 は 死 をも辭 さなかった らふと 思 ひます- 

然るに イエス を 知りて より 玆に此 理想 は 全然 破壞 されまして、 新ら しい 別の 理想が 私に 與 へられた の 

であります、 イエス を 知て 人に 譽 めら る k こと は 最も 小なる 事と なりました、 彼が 其 弟子の 足 を 洗 ひ； 

給 ひし こと を 知りまして、 私も亦 人の-卜に 立つ ことの 決して 卑しい 事で ない 事 を 知りました、 

人の子の 來 りし は 人 を 役 ふために は 非す、 反て 人に 役 はれ、 叉 多くの 人に 代りて 生命 を與 へ、 そ- 

の 贖と ならん 爲 なり 

との 彼の 首 を 聞きまして、 野心 功名 は 私の 心の奥底より 打壞 されました、 人 を 使 ふ 者と ならん との 私， 

の靑年 時代の 理想 は、 人に ^ ^ふる 者と ならん との 现 想に 化しました、 隨て 私の 事 ふべき 主人 は ー變し 

たの であります、 今までは私に恩賞を賜ふ^？；に仕 へんと 欲する 心が 八.' は 私に 何の 報酬 を も 供し 得ざる. 

憐れなる 弱き 貧しき 者に 事 へんと 欲する 心と 化しました、 若し 地上に 神の 代表者が あるならば 其 人 は 

權 カを捤 りて 人の 上に 立つ 王侯 牧 伯の 類な らんと 3:- ひし 私 は、 イエス を 知て より 以来 は 之 を^の 贫し， 

き 者、 義 のために 迫害ら る、 者、 政府と 社會 と敎會 とに 忌み嫌 はる、 おの 中に 求む るに 至りました、 

イエス を 知りて より 人生に 關 する 私の 意見 はー變 しました、 上下 轉 倒と は 此 事であります、 前の 尊い. 


者 は 卑しくな り、 前の 卑しき 者 は 尊くな りました、 之 をば 稱 して コ ンボ& シ ョ ンとー 1;? ふので あら ふと 

思 ひます、 コ ン ボル シ ョ ンは 改宗ではありません、 11 轉 であります、 ^に 向て 進まん と 欲した 者が 東 

に 向 て 進む に 至る ことで あ ります、 聖人の 傳 を讀ん でも 喰 止む る ことの 來 なか つた 私の 野心 を、 ィ 

エス は 容易く 喰 止め 給 ひ て 之 を 新 ら しき 大の 方向 に 向け 給 ふたので あります。 

父ィヱ スが 私に 爲し給 ふたる 不思議の 事が あります、 それ は 彼が 私の 敵 懷心を 壞ち給 ふた 事で ぁリ 

ます、 日本人と して 生れ 来りし 私 は復響 は 決して 惡ぃ 事で ない と 思 ひました、 私の 道徳なる 者 は 敵 有 

つての 道德 でありました、 國の 敵、 家の 敵、 我が 敵と、 敵に 對 して： S 敢に、 敵に 劣らす、 敵に 辱 かし 

めら れ すと、 私の 道德は 敵對道 と稱 しても 可い 者で ありました、 故に 戰爭は 私の 道德の 一部分で あ 

りました、 然り、 其 大部分で ありました、 私 は 多く 人 を 愛する 事に 就て は考 へませんでした、 敵 を 憎 

む 事に 就て 思 ひました、 私の 生命 は 敵と 相對 しての み 在った 者であります。 

然るに イエス を 知つ てより 此 態度が 全く 一  變 しました、 私の 道德は 敵な くして 在 る^と 成りました， 

如何にして 人を援 けん 乎、 惠 まん 乎、 如何にして 萬 人と 和らがん 乎、 如何にして 彼等の 友誼 を貿 はん 

て iv かいしん 

乎と n 々思考す るに 至りました、 而 して 敵 懷心を 失 ひし 私 は ：4 事に 就て 全く 趣味 を 失 ひました、 隨て 

今日まで 喜んで 讀み來 りし 軍談なる 者が 全く 興味 を 失 ひました、 武 田信玄 とか 上 杉 謙 r;^ とか、 加： i 淸 

正と か 小 西 行 長と か、 戰 (+の 審の外 多く を爲 さなかった 人物 は 私より 何の 尊敬 も惹 かなくな りました" 

彼等に 代て 私 は 二 宫尊德 と か 上 杉 鷹 山と か 云 ふ 様な、 人を援 くるた め に カを盡 した 人 に 就て 請み ぼつ 

學 ぶの 心 を 起しました、 戰爭史 としての 歷史は 全然 嫌に 成りました、 之に 代って 平和 史、 産業 史、 幸 

< 厶  < -厶厶 △  <：  △ 厶厶厶 <3  < ；、. ： ム，" *  A  A  y 

福 增迪史 としての 歷史が 非常に 面， u  くな りました。 
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而 して 斯 く敵懷 心が 壞 たれし が 故に 私に 勇氣が 無くなった 乎と 云 ふに、 決して さう ではありません、 

成程 敵を斃 さんと する 勇氣は 無くなりました、 然し、 之に 代りて 更ら に責き 勇氣が 起り ました、 卽ち 

己が 確信 を 維持す るの 勇 が 起り ました、 「否な、 否な」、 r 然り、 然り」 と、 「否な」 は全國 民が 私 

に反對 しても 「否た」、 r 然り」 は 骨肉 兄弟が 擧 つて 「否な」 と 云 ふても 「然 り」、 進んで 敵 を 作らす 

叉 之 を 攻めす と雖 も、 神が 私の 心に 築き 給 ひし 信念の 城 は 全世界が 起て 之 を 攻めても 渡た さじとの 決 

心 は イエ スを 知る に. 5 りて 私に 起り ました、 私 は 叉 イエ スに 由り て 人 は 之 を 憎ます と雖も 不義 は 之 を 

憎む の 心を强 くせられ ました、 義愤 なる 事 は其眞 個の 意味に 於て 私が イエスより 學んだ 事であります、 

イエスが 曾て 愤 怒の 面 を 示し 給 ひし は 弟子 等が 嬰兒の 彼に 來るを 禁ぜし 時で ありし こと を 知りまして、 

私 は 憤怒の 如何なる 場合に 於て 發 すべ き 者で ある 乎 を 知りました (馬 可 傳十章 十四 節)。 

イエス は 又 私に 勞 働の 貴き 事を敎 へました、 遊惰 は 特權に 非す して 大 なる 罪 惡 である こと を敎 へま 

した、 今まで は 百姓 町人と 云へば 働く が 故に 賤 しき 者、 貴顯 紳士と 云へば 働かす して 座食す るが 故に 

責 きおと 思 ひし 私 は イエス を 知りて より 以來、 貴賤の 觀 念が 轉 倒しました、 働かざる 貴族 是れ卑 族、 

働ら く賤 夫是れ 貴人との 思想 は 私が イエスに 親しめば 親しむ 程 起る 觀 念であります、 勞働 は祌聖 なり 

と は 今や 何ん な 文士で も唱 ふる 所であります が、 然し、 是れ イエス を 以て 始めて I に傳 へられた 觀念 

であります、 而 して 其 如何に 貴き 觀念 である 乎は自 から イエ ス に 接しなければ 判明ない 者であります 0 

イエス を 知って 私の 快 樂の觀 念が ー變 しました、 遊ぶ ことが 樂 しく なくなり， 働ら くこと が樂 しく 

なりし と 同時に 又 快樂の 種類が ー變 しました、 馬の 競 ふ を 見て 喜ぶ 快樂、 人の 相撲 ふ を 見て 喜ぶ 快樂、 

人生の 喜 怒 哀樂の 舞臺の 上に ぜら る.^ を 見て 樂 しむの 快樂は 私より 全く 取 除かれました、 之に 代て 


生きて 居る 事 其 事が 大 なる 快樂 として 感ぜら る、 に 至りました、 日の出る 事- 日の 入る 事、 草の 萌ゅ 

る 事、 共枯 る、 こと、 鳥の 林に 囀づる こと、 魚の 水に 游ぐ こと、 母が 子供 を 養 ふこと、 父が 野に 耕す 

事、 之 を 見 乂之を 聞て 無上の 快 樂を感 する に 至りました、 獨り 野に 出て 芋の 葉の 風に 搖ぐを 見る 時に、 

大 俳優の 舞臺に 技倆 を演 する を 見る に まさるの 快樂 があります、 イエス を 知って 平凡なる が 如くに 

ゆる 此せ界 が 與味盡 きざる 大 劇場と なる のであります、 而 して 是れ 決して 小なる 恩惠 ではありません。 

然し イエスに 由て 得し 所 は 決して 此 せに 止まりません、 彼 を 知ら ざり し 私 は 野心 勃々 としながら は 取 

も 憐れむべき 者で ありました、 私の f£f! ましき 容貌の 下に は大 なる 悲痛が あつたので あります、 然り、 

私が 悲歌 懷慨 致し ましたの も實 は此大 悲痛 を 包み 匿さん がた めで ありました、 私が 生命 を惜 みません 

でした の は、 死 を 恐れなかった からではありません、 私に 生命の 價 値が 解りませんで したから 其れが 

惜しくなかった のであります、 生く るの 甲斐が ありませんで したから、 死ぬ る も敢て 悲しく 無った の 

であります、 勇 氣とは 言 ひます もの &、 實は絕 望であります、 自暴自棄であります、 死んだ 方が 生き 

て 居る 方よりも 宜 かった から 死 を 恐れなかった のであります、 生く る も 暗黑、 死す る も 暗黑、 孰れ も 

暗黑 であり まする 故に、 死して 無 感覺の 暗黑に 至らん と 欲した のであります、 イエス を 知らざる 者の 

勇氣 なる 者 は 如斯く にして 實は 決して 尊い 者ではありません、 而 して 私も亦 曾て は斯か る禽獸 の 勇氣 

を 有った 者であります。 

乍然、 イエス を 知って より は 現 # も 朱來も 明るくな りました 故に、 生 も 死も贵 くたり ました、 死 は 

其 恐怖 を脫 しません が、 然し 其の 生命の 行 詰で ない 事が 解りまして、 更 らに大 なる 生命に 達する 門と 

して 之 を待受 くるに 至りました、 此 世の 才人が 痴人の 夢な りと 嘲け る 所の 來世 存在 は事實 中の 審實と 
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おりました、 人生 僅かに 五 ト 年の 歎聲は 私の 口より 出 なくなりました- 人生 は 五十 年で もありません、 

又聖 詩人の 歌 ひしゃう に、 

我等が 年 を 經るは 七十 歳に 過す 

でもありません (詩篇 九 ト篇十 節)、 近め 人の 唱 ふる 完全の- 二十歳で もありません- き 限 P が，^ わ 

十、 蜉 跪の 齢 は 六 時間、 猫の 齢 は八ケ 年、 象の 齡はー 百 歳であります、 然し イエス を 知りし 人の 齢 は 

歲を 以てして は數 へられません、 イエス を 知りて より 私の 生命 は 無限に 仲び ました. 私 は 百年の 計 を 

立つ るに あらす して 永遠の 計 を 立つ るに 至りました、 失せに し 愛する 者との； 冉會は 疑 ふ 能 はざる 事に 

成りました、 人生 は兹に 無限に 延長され しのみ なら. -、 义 無限に 意味 深き 者と なりました、 私 は玆に 

詩歌と 美術との 新 題目 を 得ました， 性來 詩人なら す 又 美術家 ならざる 私 も 歌ひ义 iS かすに は 居られな 

くな りました、 ，ふ\ の， メ、 落葉 を 蹴りながら 獨り靜 かに 林の 中 を 歩みます る 時に、 木の間 を 通して 指し 

來る 夕陽に 對 しまして ヲルヅ ヲスの 名句 を 我が 句と して 誦んぜ ざる を 得ません、 

つ：？ 

我が 肩の S は將 さに 動かん とす、 

然れ ども 今 猶ほ此 地に ：！^ して 我 は 立て 眺む 

かの 輝く 措 段の 天の 方向に 

共 通路 を 問く こと を。 

其 他 イエスが 私に 爲し給 ひし 多くの 事 を Jll 立れば 限りが ありません、 私の 全生涯 を變 へ、 又 之 を 富ま 

した 者に して イエ スの 如きはありません、 其 他の 偉人に して 私 を 感化した 者 は 無いで はあり ま. y ん、 

乍然、 イエスが 感化した やうに 私 を 感化した 者 は 一人 もありません、 私に 若し 孔子が なく も 孟子が 無 


くも、 菜た 义ヲル ヅォス が 無く も， 力 I ライルが 無く も、 私の 生^に 左程の 變化は 無かった らふと 田ぬ 

ひます、 然し 若し イエスが ありませんで したたらば 私 は 唯の 日本人、 唯の 東洋人、 唯の 近狀 人と して 

一生 を 終った のであります、 然し 幸に して イエス を 知る ことが 出来まして、 古へ の聖人^！^子等が探て 

知 る こ と 能 は ざ り し 犬 な る に 接 し た の で ぁ り ま す 、 之 を 思 ふ て 私 は 此 言 ひ盡 されぬ 神の 賜物に 就て 

彼に 感謝した け；， ばたら ない のであります、 クリス マ スが來 ります る 毎に 此 感謝の念が 益々 深くな り 

ます、 今年 も亦此 佳節に 會 しまして 感謝 を 禁じ 得ません から 兹に其 大略 を 述べて 之 を； 君に 頒っ 次第 

で あ り ます。 
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艱難と 开 ff 

余輩が 艱難に 逍 遇する 度 毎に 惡 魔と 此 世の 人と は 余輩に 告げて III ふ、 

汝は祌 と 人と に對 して 犬なる 罪 を 犯した るが 故に 此 艱難 は 汝に 臨みし なり 

と、 而 して 余 羅と雖 も 亦 自身 艱難の 渦中に 在る 問 は 其 苦痛に 堪えす して、 IM じ 思念に 驅 られ、 己に 省 

み、 罪 を 探り、 之 を 除きて 余輩に 臨みし 艱難より 脫 せんとす る、 然しながら 大抵の 場合に 於て 艱難 は 

如斯 くにして 脫 する ことの 出来る 者で なく、 罪を悔 ゆる も、 悔ゐ ざる も、 艱難 は 余輩 を 苦しむ る 丈け 

苦しむ るに あら ざれば 余輩 を 去らない の である。 

玆に 於て か大 問題 は 余輩に 提供 せらる、 ので ある、 艱難は5^-して祌0刑罰でぁる乎と、 而 して 聖書 

を 探りて 見て 艱難 は 刑罰で あるかの やうに 書いて ある 所 は 無いで はない、 

ねざ は ひ 

災禍の 起る は H ホバ の 之 を 降し 給 ふなら す や 

と 預言者 ァ乇ス は 思 ひ 切って 曰 ふて 居る (亞 -M 士書三 章 六 節)、 彼 は 又 曰 ふ 

主 エホバ 曰 ひ 給 ふ、 我れ 雨 を 止めて …… 田 國は雨 を 得すして 枯れたり、 然るに 汝等は 我に 歸らす 

しひな せ ，、さり .i  その ぶ だ- rsfjii け い ち じ/?: 

…… 我れ 枯死 殼と朽 腐 糖と を もて 汝等を 撃ちな やませり、 汝 等の 多くの 國と 葡萄園と 無 花 樹と 


かんらん のき  いなご  え A び や •>  つるぎ 

橄欖樹 とは惶 これ を 食へ り、 然るに 汝等は 我に 歸らす …… 我れ 汝 等の 中に 疫病 を 起し、 劍を もて 

汝 等の 壯年を 殺したり …… 然るに 汝等 我に 歸ら すと H ホ バー 一目 ひ 給 ふ、 

と (同 四 章 七 節 以下)、 之に 由て 觀れば 旱魃 も 调蒌病 も 蟲害も 疫病 も 戰爭も 神の 起し 給 ふ 事であって 

民の 罪 惡を懲 さんがた めの 刑罰で あるとの ことで ある。 

ユダヤ 王へ ゼ キヤ 病んで 死なん とせし 時、 彼れ 神に 祈りて 

嗚呼 M ホバ よ、 願く は 我が 眞實 とでむ を もて 汝の 前に 步み、 汝の 目に 適 ふこと を 行 ひし を 記憶へ 

給へ 

と 一一 m ひて 痛く 泣き たれば、 神 は 王の 病 を 癒し、 其 齢 を 十五 年增 したりと 云 ふ (列 王 紀略下 二 卜 章)、 

之に 由て 觀れば 病 氣も亦 神が 人の 罪 を 怒りて 降し 給 ふ 刑罰であって、 是は 悔改を 以て 取 除かる i 者で 

あるとの 事で ある。 

わ v< は y 

舊約 時代 全 體に涉 り、 神の 選民が すべての 災禍に 關 して 抱きし 觀念は ヨブの 友人の 一 人なる テ マ ン 

人 エリ バズ に 由て 一一 一一 11 はれた、 

惡 しき 人 は その 生ける 口の 間 常 に^え 苦しむ 

强 暴の 人の 年は數 へられて 定めお かる、 

其 耳に は 常に 怖ろ しき 音 聞 こ え、 

平安の 時に も 滅す者 之に 臨む、 


や ふ くるしみ 

ま 難と 苦痛と は 彼 を懼れ しむ、 
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是 故に 彼 は 富ます、 其 貨物 は 永く 保た す、 

そ の 所有物 は 地 に ^rs- 延 らす、 

叉 自己 は黑ー g を 出る に 至らす、 

火焰 その 枝葉 (子孫) を枯 さん、 

而 して 其 身 は 神の 口の！^ 吹に よりて 亡び 往ん 

i  (約 百 記 十五 章 二十 節 以下)、 而 して 是れ舊 約 時代の イスラ H ル.^ の 抱きし 觀人， ャ、. 」 ありし のみなら 

す、 人類 全體の 懷く觀 念で ある、 卽ち 幸福 は 神の 恩惠の 兆であって 災禍 は 神の 怒の 候で ある、 故に 

幸福 は 善人に 臨み、 災禍 は惡ん に來る . 人 の 善悪 は 彼に 臨む 禍と， 一 i とに 由て 判^ る こ とが 出來 ると 、 

而 して 是れ舊 約 時代の イスラ H ル 人に 止まらない、 又 眞の祌 を識ら ざる 異敎の 民に 止まらない、 自か 

ら 基督 信者な りと 稱 する 者 も 亦 大抵 は 同じ 觀念 を懷 いて 居る、 彼等 も 亦 異邦人と 等しく 人の 善 惡を札 

明す に 彼に 臨みし 禍福 を 以てする。 

然しながら ュ ダャ人 ギリ シャ 人、 信者 不信者の 刖 なく 人 は 全體に 禍福に 就て 斯 かる 觀念を 抱く に關 

はらす、 キリストの みは 是れと は 正 反 對の觀 念 を 抱き 給 ふたので ある、 光の 主にして 正義の 體得 者な 

り ざ は ひ  :. ^  .^ しるし 

るィ H ス • キリスト は 世の 謂 ゆる 災禍 を 以て 祌の恚 怒の 兆と 認め 給はなかった ので ある、 身の 禍福に 

ちが 

か i はる キリストの 觀 念は此 世の 人の それと は 全く 異 つて 居った ので ある。 

そのころ  そな へも^  ** ぜ 

當時 集りた る 者の 中に ピ ラ トがガ リラ ャ 人の 血 を 其 供物に 混し 事をィ H ス に *i ぐる 者 ありたり、 

ィ ェ ス答 へて 彼等に 曰 ひける は、 汝等此 ガリ ラャ人 は是の 如く 迫害ら れ しが 故にす ベての ガ リラ 

ャ 人よりも 勝りて 罪 ある 者と 思 ふや、 我れ 汝 等に 告げん、 然ら す、 汝等も 若し 悔 改めす ば 皆 同じ 


く 亡 さるべし、 义シ t アム の 塔 倒 わて 壓死 されし 十八 人 は エルサレム に める すべての 人々 より 

もま さりて 罪 ある 者と 思 ふや、 我れ 汝 等に 告げん、 然ら す、 汝等も 若し 悔 改めす ばせ 同じく 亡 さ 

るべ し (路加 傳 十三 章 一節 以下)。 

イエ スは玆 に 一一 s ひ 給 ふたので ある、 人に 臨む 災害 は 其 人の 殊更ら に 罪人で ある 兆候で はない、 若し 人 

の 罪 を 一一 一一 n ふなら ばす ベての 人 は 罪人で ある、 悔 改めす ば 彼等 は 終に 悉く 亡 さるべき 者で ある、 幸福な 

る 人 も 不幸なる 人 も 富める 人 も 貧しき 人 も、 健康なる 人 も 病める 人 も 神の 前に^ はない、 彼等 t 右し 毎. 

ほろ，？ 1  ま- )，-■-  めの ** へ 

改めす ば 彼等 は $1 な 悉く； I さるべき 者で あると、 實に義 しき ィ H スの 眼前に は 「義人な し 一人 も ある 

なし」 であった、 彼 は 人に 臨む 禍福 を 以て 其義、 不義 を 定め 給はなかった。 

然し ィ ヱ スは玆 に 止まり 給はなかった、 彼の 愛の 服 中には 災禍なる 者はなかった、 - 入の 父の 心を以 

て 心と なし 給 ひし 彼 は 災禍 を も 福祉と して 見た まふた、 

ィ H ス道を 行く 時生來 なる 瞽を 見し が、 其 弟子 彼に 問 ふて 曰 ひける は、 ラビ 此 人の 瞽に 生れし は 

誰の 罪なる か、 巳れ に 由る か. 乂兩 親に * るか、 ィヱス 答へ ける は、 此 人の 罪に 非す、 乂 共：. g 靱 

の 罪に も 非す、 彼に 由り て 神の lb 爲の顯 はれん ためなり (約 翰 傳九章 一節 以下)、 

玆に 災禍が 全然 恩惠 の 立場より 解 釋 された ので ある、 盲 III と 云へば 何れの 國に 於 て も 特^ の .大， 到と し 

て 認めら ろ、 に關 はらす、 ィ H スは 玆に斷 然と 盲目 は 天罰に あらす、 恩 惠の顯 はる \ ための 機會 なり 

と 云 ひ 給 ふたので ある、 實 に大膽 なる 言に して 如 斯きは 無い、 是は 神の 子 を 待た すして は 一一 一一 n ふ 事の 出 

來なぃ^！-でぁる、 ィ H スの此 言に 由て 災禍に 對 する 人類の 思考 はー變 したので ある、 然り、 ー變 すべ 

きで ある。 
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災禍 は 災禍で はない、 天罰で はない、 祌の恚 怒の 表現で はない、 其反對 である、 災禍 は 神の 行爲の 

顯 はれん がた めの 機會 である、 故に 若し 人が 之 を 其 目的 を 以て 川 ひれば、 恩惠 である、 ィ H スの 立場 

より 見て、 义ィ H スに救 はれし 者の 立場より 見て、 身の 艱難 は 凡て 祌の 我等に 降し 給 ふ恩惠 であると 

是れィ H スが 特训に 人に 傅へ 給 ひ し 大幅 音 であって、 基督 信者なる 者 はす ベ て此 福音に 循 つて 人 i.: を 

解釋 すべきで ある。 

キリスト 以前、 旣に舊 約 時代に 於て 人生の 此解釋 があった ので ある、 約 百 記 は如斯 くにして 艱難 を 

解 釋 した 書で ある、 ヨブ は 何故に 惱 まされし 乎と 云 ふ 問題に 對 して、 彼の 三人の 友人 は當 時の 敎會と 

神 學とを 代表して、 彼 は 或る、 人に 知られざる 大罪 惡を 犯した るが 故に、 彼に 異例の 大 艱難が 臨んだ 

ので あると 曰 ふた、 而 して 彼等 は 親切， の 心より して ヨブ をして 此罪惡 を 表 ほ はさし めて、 彼より 災害 

を 除かん とした、 然るに ョ ブは 彼に 臨みし 災禍に 適當 する 自己の 罪 を 思 出す ことが 出来なかった ので 

ある、 彼 は 神の 前に 罪人で ある こと を 認めた、 然し 神の 恚 怒の 擦 的と なる 程の 罪 を 犯したり と は認む 

る ことが 出來 なかった、 彼の 友人 は 彼に 臨みし 災禍に 於て 彼れ ヨブが 罪人で ある ことの 確 を 握った 

と 思 ふた、 故に 彼に 迫る に 罪の 表白と 悔改と を 以てし、 如斯 くにして 彼 を 救 はんとした、 彼等の 灰 誼 

たる ゃ贵 むべ しであった、 然し 彼等 は 神の 心 を 知らなかった、 彼等の 艱難 哲學は 甚だ 淺 薄であった、 

彼等 は此 事に 關 して は 時代の 子供であった、 敎會 信者であった。 

艱難 は ヨブ を 罰する ために 彼に 臨んだ ので はない、 神が 御自身 を 彼に 示さん がた めに 臨んだ ので あ 

る、 ..m して 艱難が ヨブの 身に 加 はれば 加 はる 程、 神 はより 深く 自己 を 彼に 顯 はし 給 ふたので ある、 約 

百 記 は 艱難 を 以てする 神の 自顯 の記錄 である、 是 れん 類に 與 へられた る 最も 美 匿なる、 且又 最も 深遠 


なる 艱難 哲擧 の敎科 書で ある、 而 して ヨブが 終に 神に 向つ て、 

我れ (令 日まで) 汝の事 を 耳に て聞ゐ たりし が 八.' は 目 を もて 汝を 見た てまつ る， 是を もて 我れ 自 

から 恨み、 塵と 灰の 屮 にて 悔ゅ 

と E ひて 神が 彼に 艱難 を 送り 給 ひし 目的が 完全に 達せられ たので ある。 

人生の 目的 は祌 を； i るに ある、 

に ひ i り 41 こ i のケふ  つ， f- は  かぎりた きいの， り 

唯一の 眞神 なる 爾と其 遣し 、イエス • キリス トを識 る こと、 是れ 永 生 なり 

とィ H ス は E ひ 給 ふた (約 翰俾 十七 章 三 節)、 而 して 艱難に して 若し 此 目的 を 達する ために 必要で あ 

ると ならば、 艱難 は 決して 災禍で はない、 恩惠 である、 而 して ヨブの 場合に 於て 艱難 は此 祝すべき 目 

的 を 達した ので ある、 而 して 我等の 場合に 於ても 亦、 艱難に 由ら すして 此 目的 は 達せられな いの ご あ 

る， ィ H ス 御自身が 「苦難 を 以て 完く せられ」 たので ある (希 伯 來書ニ 章 十 節〕、 我等 も亦ィ H スの 

苦難 を 受けす して は 彼の 如くに 成る ことが 出來 ない の である。 

ィ H スに 由て 神の 人に 對 する 態度が ー變 した、 循 つて 人の 神に 對 する 態度が ー變 した、 

彼れ 木の 上に 懸 りて 我等の 罪を自 から 己が 身に 負 ひ 給へ り 

のろ ひ  ，-. りの tt> 

と (彼 得 前書 二 章 二十 四 節)、 玆に すべての 呢詛、 すべての 刑罰 は 取 除かれた ので ある、 ィヱス が 

「木の 上に 懸り」 てより 災禍 は 災禍で なくなり、 ；人罰 は 天罰で たくな つたので ある、 而 して 祌は旣 に 

恩惠の 態度 を 以て 世に 對し給 ふなれ ども、 未だ ィ H スを 知らざる 者 は 今 尙ほ舊 時の 恐怖の 態度 を 以て 

祌に對 し、 世の すべての 艱難に 於て 神の 恚 怒と 呪， 詛 とを認 むる ので ある、 然し ィ H スを 知る 者 は此世 

の 人の 如くに 人生 を 解し ない、 ィ ェ ス を 知る 者に 取りて は 天罰と か 災禍と か 云 ふ 者 は 一 つもない ので 
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ある、 すべてが 皆な 恩惠 であるので ある、 饑饉 も璺稔 も、 成功 も 失敗 も、 健康 も 疾病 も、 生 も 死 もす 

* へ て が 悉く 恩惠で あるので ある、 バウ 口の 曰へ るが 如く、 

すべての 事 は 神の 旨に 依りて 召 かれ たる 神 を 愛する 者 のために 悉く 働ら き て 益 をな す を 我等 は 知 

れり 

である (羅馬 書 八 章卄八 節)。 

余輩 は 愛の神に 刑罰なる 者 は 無い と 一一； 一口 ふた、 然し 若し 刑罰なる 者が あると すれば、 それ は 事業の 失 

耽で はたい、 生活の 困難で はない、 肉體の 疾病で はない、 家庭の 不和で はない、 然り、 死 其 物で もな 

い 、 是等は 皆な 艱難 不幸 天刑の 中に 算 へ ら るべ き 者で はな い 、 若し 祌 の 刑罰なる 者が あると すれば、 

それ は 祌を識 る ことの 出来たい 事で ある、 未來 と天國 とが 見えない 事で ある、 聖書 を讀ん でも 其 意味 

が 解らない 事で ある、 感謝の 心の 無い 事で ある、 俗人の 如くに jsS 事 萬 物 を 見る 事で ある、 是れ が眞の 

難で ある、 最も 重い 刑罰で ある、 余輩の 常に 祈る 所 は、 如何なる 艱難に 遭遇す ると も、 祌を 忘れ、 

キリス ト より 遠 かり、 俗 腿 を 以て 人生 を 見る に 至る 其 災害 を 蒙ら ざらん 事で ある、 而 して 之に 反して、 

益々 明かに 神と キリ ス 卜と を 識るを 得て、 〔^^々深く人生を恩惠的に解釋するを得て、 ハ；^ 々鮮 かに 來せ 

を認 むる を 得て、 余輩の 身に ヨブに 降りし 七 倍の 艱難が 降る とも、 余輩 は 喜び 且つ 感謝す るので ある、 

恩 惠とは 身の 幸 一 i ではない、 靈の 光明で ある、 財貨と は 全世界で はない、 服に 見えざる 眞の 神で ある、 

ヒ i もの 

唯一 の 眞の祌 と 其 遣し 給 ひし キリスト を識る こと、 是れが 永生で ある、 最大 幸福で ある、 最大の 奢 賜 

である、 而 して 此 至大 至高の 恩 惠に與 からん がた めに は、 食 も 可な りで ある、 世と 友人と に棄 てらる 

る も 可な りで ある、 疾病 も 可な りで ある、 然り、 死 其 物 も 可たり である、 余輩 はィ H スに 在りて 死 其 


物に 於て すら 神の 笑 額 を拜し 奉る ので ある。 

基督 敎と其 信仰 

イエス を 友と する に 外なら す 

(三月 七日 大 森に 於て) . 

約翰傳 一章 四十 三 節以ド 

基督 敎 は 何んで ある 乎と は 不信者 のみな らす 信者 に も 度 々起る 問題 で あ る 。 

0000OO0000OOO0OOOO0000CC  OOOOOOOOC-OCOOOOOOOO 

基督 敎は キリス トと唱 へ られ しナザ レのィ H ス である、 而 して 基督 敎を 信す ると はィ H ス を 友と す 

る ことで ある、 至て 單純 である、 ^に 困難い 事で はない、 敎會に 入る とか 敎義を 探る とか 云 ふこと は 

基督 敎に 人る ための 必要 條件 ではない。 

イエス を 友と して 丼せ 督 敎に關 する すべての 事 は 判明る ので ある、 イエ ス さへ 判明れば 其れで 基督教 

は 悉く 判明る ので ある.」 

イエ スを 友と する 前に 勿論 彼に 就て 知る 必要が ある、 而 して ィ H スに 就て 詳しく 我等に 吿 ぐる 者 は 

聖書で ある、 兹に 於て か 聖書 研究の 必要が 起る ので ある、 聖書、 殊に新約聖書はィ H スの^^記でぁる- 

彼をすべての方面ょり傳へんとした者、  其れが 新約聖書 である、 故に 聖書 を讀 ますして ィ H スは 解ら 

たい、 循て 基督 敎は 解らない、 聖書の 研究 を 等閑に して 基 将敎を 語る は： 大を 仰がす して 天文 を 語る と 
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同然で ある、 而 かも 斯 かる 事 は 無い 事で はない。 

勿論 旣にィ H スを 友と したる 者に 接する は 直接 彼に 接する に 至る までの 階段と して 有益で ある、 或 

る 場合に 於て 敎會に 入る の 必要が あるの は是れ がた めで ある、 然し 目的 はィ H ス 御自身に 直接に 接す 

るに ある、 敎界の 人物 に 接し て 其 感化 を受 くる ので はない 。 

イエ スを友 として 始めて 神の 何たる 乎が 解る ので ある、 祌の 存在 は 哲學を 以て 證明 する こと は出來 

ない、 世に 神學 なる 者が あるが 故に、 之を究 むれば 必す 神が 解る だら うと 思 ふ 人 も あるな らん も、 事 

實は 決して 爾 うで はない、 

ひとり-. 一  ふところ  あ -ょ 

未だ 祌を 見し 人 あらす、 惟り 彼の 生み 給へ る獨 子、 卽ち 父の 懷に 在る 者の み、 彼れ 之 を彰， せり 

と ある (約 翰 一 の 十八)、 祌は イエ スを 見て 始めて 解る ので ある、 ィ H スを 友と する まで は 神 は 決し 

て 解らない、 先づ 神の 存在 を 認めて 然る 後に キリ スト を 信ぜん と 欲する 者 は 神 を も キリス トをも 到 

ち. みち 

信す る ことの 屮： 來 ない 者で ある、 神を識 るの 捷徑、 然り 唯一 の 途はィ H スを 知りて 彼 を 友と する にあ 

る、 . 眞の祌 は其獨 子と して 顯 はれ 給 ひし ィ H ス に 由ての み識る ことの 出来る 者で ある。 

OOC00O0OC0O00O00  O0O00  お 0れ 

イエス を 友と して 始めて 人の 何たる 乎が 解かる、 人 は 何人も 自己 を識 るの 必要が ある、 然るに 憐む 

べし、 彼 は 自身で 自身 を さへ 識る ことが 出来ない * 人の 如何に 贵き 者で ある 乎、 人生の 如何に 意味 深 

き 者で ある 乎、 我が 此 世に 生れ 來 りし 理由、 忠 難の 說明、 死の 解釋、 是れ 皆な ィ H スが 明白に 我等に 

おのれ  -.. 'ち 

吿げ給 ふ 事で ある 人はィ H スを識 ると 同時に 自己 を識 るので ある， ィ H スを識 るに 由て 衷 なる 新 宇 

宙が 我等 各自に 示さる 、 の である。 

0DOOOOOOO00O0O000O0000O000OO00OO  ^'  ^  a よ i 

イエ スを 友と して 我等の 計畫 する すべての 善事が 實行 せらる そので ある、 我れ 我心の 汚 據を攘 はん 


と 欲する 乎、 道德 修養の 工夫 を 凝らす も其效 某 は 甚だ i: く ある、 心 を 其根抵 より 潔む る 唯一 の 方法 は 

お- -、 ざ し，？ しゃ- フ 

御自身 は 罪 を 識り給 は ざり しィ H スを 我が 友と して 心中の 奥座敷に 請 じ 奉る ことで ある、 彼の 降臨に 

由り て 惡魔は 其 光輝に 堪え 得すし て 我 を 去り、 我 は自づ か ら聖靈 の聖 殿と なること が 來 るので ある、 

此 I の道德 と敎會 の神學 とが 人心 淸 洗の 途 として 悉く 失敗に 終る に反して、 ィ H ス のみ は 彼 を 友と し 

て迎 ふる 者 を 潔め て 今日 尙ほ錯 り 給 はない ので ある、 世の 道德 問題 はすべ てィ H スを 以て 決定る ので 

ある、 靑年 男女に 新約聖書の 示す ィ H スを 紹介し、 彼 を 彼等の 友と して 有た しめて、 彼等 は 此危險 極 

まる 社 \ 奢 にあり て 安全なる ので ある、 若し 家庭 を 潔 めんと 欲せば ィ H スを迎 へよ、 イエ スを 主人公と 

たして 其 家庭 は 潔から ざる を 得ない、 イエス を 嘲け り、 彼と 何等の 關係を 有たざる ゲ 時の 政治.： k 秋と 彼 

等 を 以て 成立す る議會 等に、 汚 據と腐 耽との 充ち 盈ち 居る は 敢て怪 むに 足りない、 ィ H スの 臨み 給 は 

ざる 所に 未だ 曾て 淸淨 なる 政治の 有つ. たこと はない、 殊に 淸 潔なる 自治 政治の 有った こと は 無い。 

0000OO00OO00O0OOO0000O000000COO00 

イエ スを 友と しての み 人は歡 喜と 希望と を 以て 死ぬ ことが 出來 るので ある、 死 は 小事で はない、 大 

事で ある、 死 は 少数の 不幸 者に のみ 臨む 事で はない、 何人に も來る 事で ある、 人 は 何人も 平安 を 以て 

死を迎 ふるの 準備 を爲 すの 必要が ある、 彼 は 單獨で 死の 河 を 渡らなければ ならない、 其 時 醫師も 牧師 

も 彼に 何の 用 をも爲 さない、 叉 哲學も 宗敎も 彼の 援助と は 成らない、 死の 河 を 渡る 時の 唯一 の 伴 ffl、 

な .ir さ めて  つ  - .;- ひ  さびしく 

唯一の 慰藉 者はィ H スで ある、 彼に 携れ られて 死の 旅行 は 寂 霧ない ので ある、 ィ H スの みが 現世と 米 

ま ヒ V-  み. つ- P きあんな い 

世と に 跨る 友人で ある、 此人 のみが 無限の 大海に 乘屮 Z す 時の 唯一 の 水先 案內 である。 

實に 人の 生涯に 取り ィ H スを識 り 彼 を 友と する 程 大切なる こと はない、 而 して 是れ難 いやう で 至て 

易い である、 基督 敎を 信じ 基督 敎會に 人る と 云へば 至て 困難い やうで あるが、 然し ィ H スを 友と す 
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る こ と は 何人 に も爲し 得る こ と で あ る 、 而 して 彼と 友誼 を 緩 くれば 繽. くる ほど 彼に 就 て 深い 事が 段々 

と 解って 来り- 別に 宗敎ゃ 神學を 研究す ると 云 ふに あらす， こ雖 も、 人生の 奥義が 段々 と 彼に 由て 示さ 

る 、 ので ある、 卽ち 彼が ナタナ H ル に 向 ひて 

つ ケ ひたち  >、v- 

；大 開けて 神の 使者 等 人の子の 上に 陟り 降りす る を兑ん 

っゝ  し ャ  t こと 

と H ひ 給 ひしが 如く、 我等 はィ H スと i 六乂 との 問に 靈的 交通の 絮 くして、 彼に 在りて 沟に 天が 地に ふせ 

し、 神が 人の 間に 現 はれ、 現せと 來^ との 間に 鞏同な る 懸撟の 架せられ て、 人が 之に 由て 此 所より 彼 

所に 達し 得る の途の 開けし こと を 見る ので ある。  . 

イエ スを識 り 彼 を 友と する こと、 是れが 某- 督敎 である、 信仰で ある、 又 永生 と 云 ふ も是を 除い 

て 他に 在る ので はない、 卽ち 

永， ^ と は 唯一 の眞の 神なる 繭と、 其 遣し、 イエスキリスト を識る こと れ なり 

とィ H ス 御自身が 闩ひ給 ひしが 如くで ある (約 翰 it 十七 章 三 節)。 


悲欽と 歡 喜 

是れは ：；！=T 廿づ -H-  Jof 樯敎^ e; 藤 E 宽太郎 氏 夫妻が 傻 されし 其 一 子 久太郎 せ 永吡。 五 通 年 記念. 曾に 於て へ ん 

と し て 腹^ i. "しもの な る が . 都合 力 り て 3? 席す る 能 はざリ しが 故に. 之 を 筆 に. 記して 玆に 揭ぐ る こと、 ほせ レ 

も -.; な リ 0 


を さな 

親が 其 子の 死 を 痛む 理由 は數 多あります が、 其 中の 一 つ は 確かに、 親の 手 を 離れて 幼き ぶが 知らぬ 

未来の 國に往 きて 如何して； lis るで あら ふ 乎、 サゾ 不自由で は あるまい 乎、 淋しく は あるまい 乎、 |g り 

で 知らぬ 國に往 きて 途に迷 ひ はすまい 乎、 他人に 虐待され はしまい 乎な ど 云 ふ 心配であります、 是れ 

まことに 無益の 心配で ある やうであります が、 然し、 親の情と して 無理なら ぬ 心配で あると 思 ひます 0 

是れ 勿論 来 來の事 を 明かに せざる より、 未來を現^^の如き所と想ふてょり起る心配でぁります、 勿 

論 我等 は 未来の 狀 態に 就て は 少しも 知る ことが 出来ません から、 斯 かる 心配 は 根據の ある 者で ある 乎 

無い \ ^を 刺 斷 する こと は出來 ません、 乍然、 未來も 亦祌の 支配の ドに 在る 宇 苗の 一部分で ある こと 丈 

け は 明かであります から、 是 れは此 世と 全く 異た りたる 所でない こと 丈け は 明かであります、 其れ故 

に 私供 は此 世の 事に 較べて 见て稍 や 未来の 事 を到斷 する こ と が出來 ると 思 ひ ます" 

而 して 此 世に 於き まして 赤子の 始めて せに 臨る 時の 狀を 33- まする と、 實に 一人で 他人の 間に 生れて 

來 るの を 見る のであります、 若し 或る 學者 輩の 唱 へます やうに (而 して 斯 かる 說を唱 へる 學者は 有名 

なる ユリウス . ミレル 氏 其 他に 澤山 在ります) 人の 此 f に 生れます るの は 他の 世界から 此 世に 轉 生す 

るので あると 致します るなら ば、 其 他界 を 去て 始めて 此 に 出で まする 時 はサゾ かし 淋しく 感 する 二 

とで あら ふと 思 ひます、 縱し當 人に 斯 かる 感じ は 無い と 致します る も、 其 父母 兄弟 等 は， 私^ 此 世の 

者が 私供の 愛する 者 を 喪 ひし 時と 少しも 變ら ない 感を懷 くので あら ふと 思 ひます、 乍然、 事資は 何で 

あります 乎、 赤子 は 一人で 此 世に 生れて 來て 菜して 孤獨寄 方た くあります 乎、 決して 雨う では ありま 

せん、 母 あり 之に 乳を與 へ、 父 あり 之 を 膝に 上げ、 兄弟 あり 之を歡 呼して 迎へ、 父母の 友人 あり 其 出 
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生 を 祝す るではありません 乎、 此 世に ありて 出生 ほど 人に 喜ばる、 こと は 無いで はありません 乎、 新 

らしき 人が ぼに 出たり と 言 ひて 歡喜は 了冢に 溢る-" ではありません 乎、 之 を 他界に 於け る 憂愁に 較べ 

てんち 3 ん でい  . 

て 見て 天地 雲泥の差が あるではありません 乎。  _  _ 

私は此 世に 於け る 人の 死 も 同じ 事で あると 思 ひます、 死 を 悲しむ の 悲歎 は 人を途 るの 悲歎で ありま 

す、 私供の 間より 愛する 者の 一人が 消え失せし 事 を 悲しむ の 悲歎であります、 然しながら 送らる \ 者 

は乂迎 へらる、 者であります、 而 して 迎 へる 者 は途る 者と は 全く 異なり 大に歡 ぶので あります、 私供 

は 嘗て は 新ら しき 人を迎 へて 大に 歡ん だのであります、 然し、 今 は 送る 者と なりて 悲しむ ので ありま 

す、 然し 私供が 此 世に 於て 歡 びし 時に 他界に 於て 悲しむ 者が あつたの であると 致し ますれば、 今日 私 

供が _ 現世に 於て 悲しみ まする 時に 彼^に 於て 叉歡ぶ 者が あるに 相違ありません、 私供の 愛する 者 は 私 

俱の手 を 離れて 一人で 知らぬ 未来に 往 きました が、 然し 其 處には 叉 多く？ 彼の 歡迎 者が ありまして、 

彼 は 少しも 孤獨を 感ぜす、 不自由、 危險等 は 少しも 無い ので あると 思 ひます、 同じく 神の 造り 給 ふた 

る 宇宙 で あります、 肉の # 界も靈 の 世 3^ も 同じく 神 の 法則の 行 はる & 世界 で あります、 此のせ 界に 行 

？ け  .U ん しゃう いは ひ  へ 

はる i ことが 彼の 世界に 於て 行 はれない 理由はありません、 此のせ の 誕生の 祝の ある 時に 前の せに 葬 

式の 悲が ありし と 致します るなら ば、 同じぐ 乂此 せに 葬式の 行 はる、 と 同時に 後の世に 叉 誕生の 祝賀 

が擧 げら る、 ので あると m 心 ひます、 勿論 前 の f に 就て も 亦 後の世に 就て も 確かに 知る こと の 出来な い 

私 W に 委しい 事 は 判明り ません が、. 然し 私 俳の 能く 知って 居る 此 世の 事 實 に照らして 見まして、 私が 

ふ そ.、 

今玆に 述べました 推測の 當ら すと 雖も 遠から ざる 事 を 疑 はない のであります 

iv.  おや  むすめ 

,w 义 之に 類す る こと を 他の 事に 就ても 見る のであります、 親が 其 女 を 他家に 嫁す る 時に も^じ 事が 


行 はる k の であります、 女 を 遣る 家と isaj ふ 家と は 其 感情に 於て は 天地 雲泥の差が あるので あります、 

F  ？ tcy  お" -* その に は- 

遣る 里方に 取りて は悲雲 全家 を蔽ひ 園の 庭木の 一 本が 根より 拔 かれて 他家に 移さる k やうな 感 がする 

ひるが へり もら 1- ひ： しこ  -  W 

のであります、 翻 て 賞 ふ 新郎の 家 を 見 ますれば 家庭に 新たに 花が き^で まして 歡 fa: 全ク& を-嗽す 

.-7 りさ i  J  よろこ  お- >  むすめ 5^ 

ると 云ふ狀 態であります、 悲しむ.： 冰が あり、 歡ぶ 〔氷が あり、 生みの親 は 我が 女 を 奪 はれた やうに 感す 

V-  n. , ；; や  .：. 二 *め 

ると 同時に、 義理の 親 は 新たに 女 を 得たり と 云 ふて 歡ぶ のであります. 無慈悲と 云へば 無慈悲 で あ り 

ます、 然し 是れが 世の中であります、 結婚 祝儀と 云へば 歡ば しい 事ば かりで あると 思 ひます るが、 然 

かなしみ 

し、 其 裏に は 生みの { 象 を 去る 女の 淚が あります、 彼女 を 送る 雨 親の 悲 があります、 此淚、 此 悲しみが 

ありて 新郞 新.： バれ の歡直 C が あるので あります。  ， 

同じ 事が 死の 場合に 於ても 行 はる k ので はあり ま" すまい 乎、 死 は 結婚の ー稷 ではあります まい 乎、 

葬式の 悲歎と 云 ふ は 里方の 親が 其の 女 を 嫁に 遣る 時の 悲歎で はありますまい 乎、 若し 雨う であります 

ならば、 死 は 悲歎の みの 事ではありません、 悲歎 は 僅か、 に 其 半面であります、 泣く 生みの親が ありま 

すれば 歡ぶ 新郎が あるので あります、 此 世に 於て 葬式の 鐘の 鳴ります 時に、 彼せ に 於て は 祝 俄の 鐘が 

むすめ ふる  よ る ベ  ほん 

響いて 居る のであります、 女 は 舊き家 を 去りて 寄 方な き孤獨 者と なった のではありません 彼女 は眞ハ 

正の.； ISA に 入った のであります、 一喜一憂 は 人生の 免 かるべからざる 所で あると 云 ひます、 而 して 憂の 

無い 立 ； は 無い やうに 喜の 無い 憂 は 無い 箸であります、 私供 は此 世に 於け る 私供の 寳驗 に照らして 見 ま 

して、 死の 悲歎の 悲歎ば かりで 無い こと を 知る のであります、 私供の喪ひし私供の愛する^^は其舊き 

私供の 家 を 去りて 新ら しき 新 郞卽ち キリストの 家に 往ぃ たのであります、 悲歎が 私供の 方に あると： i: 

時に 歡喜は 新郎の 方に あるので あると 思 ひます。 
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： ：  とりの-? 

斯く考 へま すれば 私供が 幼き 者の 死 を 悲しむ 其现 由の 一 ッは取 除かる k ので あると ひます 私供 

は 生きても 死んでも 神と 其 造り 給 ひし 宇宙と より 外に 出る こと は出來 ません、 而 して 愛の 法則の 到る 

所に 行 はる，^ 此 世の 事より 推して 見まして、 死の 決して 悲しむべき ことで なく、 又來 世の 決して 恐る 

べき 所でない 事 を 知る のであります。 


眞、 理と 智識と， HI 山 

且つ 汝等眞 理を識 らん、 而 して 眞 理は汝 等に 自由 を 得さすべし (約 翰 傳八章 三十 二 節)。 

此 一節の 中に 三つの 犬なる 詞 があります、 其 第一 は r 眞理」 であります、 第二 は 「識 る」 であり ま 

す、 第三 は 「自由」 であります、 何れも 大 なる 詞 でありまして、 深き 研究 を 要する 者であります。 

普通、 「眞 现」 と 云 ひま すれば 學問 上の 詞で あります、 理學 上の 眞理 であると か、 哲學 上の 眞现で 

あると か 云 ひまして、 E^-者が硏磨の結果實得する者と思はれて居ます、 然し 玆に云 ふ 眞理と はさう 云 

ふ 意味の 眞理 ではありません、 之を眞 理と譯 したの が 抑々 誤解の 始めであります、 學問 上の 眞理 では 

ありません、 信仰 上の 實體 であります、 空虚に 對す るの 實 物であります、 露の 理で はありません、 實 

の：^ であります、 默示錄 十九 章 トー 節に 謂 ふ 所の 忠信 叉 誠 實と稱 へらる. - 彼であります、 ィ H スが已 

を 指して 


我 は眞理 なり  _ 

と 曰 はれた 其 意味に 於ての 眞理 であります (約 翰傳 十四 章 六 節)、 生命で あり 又 光で ありし ィ H スは 

同時に 叉眞理 であった のであります、. 人 を 離れた る 理論 上の 眞理 ではありません、 眞理が 人と して 現 

はれた る 者であります、 ィ H ス キリ ス 卜であります。 

r 眞理」 は學問 上の 眞现 でな く、 眞现 の實現 者なる ィ H ス であります るが 故に 「識 る」 と は 智識 的 

に識る ことではありません、 んを識 る は 物を識 ると は 遠 ひます、 人を識 ると は 彼の 心 を識る 二と であ 

ります、 彼に 接近し、 彼の 友ん となる ことであります、 彼と 疑 も 深い 關 係に 人る ことであります、 故に 

永生と は 唯 一 の眞の 神なる 面と 其 遣 はし、 ィ H ス キリス トを識 る！ Tli! れ なり 

とあります (約 翰傳 十七の 三)、 此事を 他の 言 辭を 以て 言 ひま すれば 

我れ (.-H スリ 彼等に 在り、 爾 (祌) 我に 在る、 蓋、 彼等 をして 一 に らし めん ためなり 

となる のであります (同廿 三 節)、 「識 る」 と は 「在る」 ことであります、 我 を 彼の 衷に 置く ことで あ 

ります、 彼れ と 我れ と 一 になる ことであります、 卽ち夫 の關 係の 如き ものであります、 ー體 になる 

ことであります、 ノ 心になる ことであります。 

「眞理 を識る 一 こと、 卽ちィ H スとー 體に 成る こと、 其結51^;が 「自由」 であるとの 事であります、 

故に 兹に謂 ふ 所. の 自由なる もの は 思想 上の 自. m ではありません、 その、 政治 上の 自由で ない こと は 1 

ふまで もありません、 「自由」 は 罪 を 犯さない 自由であります、 ィヱス は 自由の 反對 なる 奴 ff の M ん 

である 乎を說 明して 曰 ひ 袷 ひました、 

誠に 實に汝 等に 告げん、 „^"て惡を行ふ者は惡0奴^|なり 
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と (約 翰俾 十一 一章 卄七 節)、 若し 此 一 節 を 日本 譯の 通りに 解 すれば ィ H ス は此 場合に 於て 死 を 免 かれ 

ん こと を 祈った ので ある、 「父よ 此 時より 我 を 救 ひ 給へ」 と、 卽ち 今、 此 時に 我に 臨まん とする 苦難 

より 救 ひ 給へ と 祈った ので ある、 然し ィ H スは ra^ して 雨う 祈った ので あら ふ 乎、 ィ H スは 果して 死 を 

恐れた ので あら ふ 乎、 ィ H スは して 十字架 を 避けん としたの であら ふ 乎、 

父よ、 若し 聖 意に 適 は 此杯を 我より 離ち 給へ  - 

と 祈りたり と あれば、 或 ひは爾 うであった 乎 も 知れない (馬 太 傳廿六 章 三十 九 節)、 然しながら 約 翰 

俾の此 一 節に 現 はれた る 死に 對 する ィ H ス の 態度 は 「より」 なる 一 語の意味に 由て 決せら る 、ので あ 

る、 此 所に 於て 「より」 は ek であるか、 apo であるか、 研究者 は 其 事を辨 へる の 必要が あるので あ 

る 0 

而 して 此 所に 於て は apG にあら すして ek が 用 ひられて あるので ある、 故に イエ スは此 時單に 苦難 

より 救 ひ 給へ、 卽 ち苦疝 より 免れし め 給へ と 祈った ので はない、 此 時の 中より 我 を 救 ひ 給へ と 祈った 

ので ある、 卽ち 十字架の 苦痛に 我 を 導き 給 ふと 雖も、 我 をして 其 勝つ 所と ならしむ る ことなく、 我 を 

して 父の 命に 服し 然 る 後に 美事に 之に 勝つ こと を 得しめ 給へ と 祈った ので ある、 十字架 を 除け 給 へ と 

祈った ので はない、 十字架に 営り、 其 苦痛に 人り、 之 を 通過して、 死と 墓との 彼方に 於て 我 を 活かし 

め (救 ひ) 給へ と 祈った ので ある、 ek は 中からで ある、 苦痛の 中からで ある、 苦痛 を 通過して から 

である、 「此 時より 救 ひ 給へ」 と ある は 「此 時に 臨みし 苦痛 を 通過して 然る 後に 其 中より 我 を 救 ひ 給 

へ」 と 意ふ義 である。 

而 して 斯く 解して ィヱ スの此 祈禱が 最も- ましくな るので ある、 ィ H スは此 場合に 於て 女々 しく も 


彼に 臨みし 苦痛より 免 かれん こと を 祈 求った ので はない、 彼 は 之に 當 るの 覺悟 をお めた， 彼 は 只 十字 

架が 恥辱と して 終ら ざらん こと を 祈った ので ある、 死に 遇 ふて 死の 吞む 所と なること なく、 死に 由て 

終に 死に 勝たん こと を 祈った の である、 而 して &れィ H ス たる 者に 取って 適當 の祈禱 である、 實に希 

伯來 書記 者の 曰 ひしが 如くで ある、 

ほろ ば 

是れ死 を も て 死の 植威 を^ て る 者 卽ち惡 魔を滅 し、 死 を 畏れて 終生 紫が る、 者 を 放たん ためなり 

と (X 布 伯 來書ニ 章 卜 叫、 十五 節)、 イエ ス にして 若し 此 場合に 於て 死 を 免 かる、 を 得しな らん 乎、 我 

等 肉と 血と を 具へ、 一度 は必す 死すべき 者 は 如何にして ィ H スに. m て 慰められ、 且つ 救 はるる を 得ん 

や、 然し、 ィ H スは 勿論 此 場合に 死 を 免が れんと 欲し 給 ふたので はない、 彼 は 「父よ 此 時より 我 を 救 

ひ 給へ」 と 祈った ので はない、. r 此時を 通過して 後に、 其 中より 我 を 救 ひ 給へ」 と 祈った ので ある、 

而 して ィ H スの此 祈 禱に對 する 父の 應答 は役活 であった ので ある、 ィ H スは 死して 葬られ、 第三 日に 

復活して 完全に 死より 救 はれた ので ある。 

斯の 如くに して ィ H スの死 は 死ではなかった、 死の 通過であった、 故に 之を稱 して 死 (thanatos) 

と は 云 はない、 脫屮 Z  (exodos) と 云 ふ、 路加傅九^;:^|.に記されたる變貌の山に於けるモ ーセとェ リャと 

の對 話に 於て 彼等 

榮 光の 中に 現 はれて ィ エスの マール サ レム に 於て 旣 やせ を 逝らん とする 事 を！ ^12 る 

と ある 其 中の 「世 を 逝らん とする」 と ある は 確かに 誤譯 である、 モ ー セと エリヤと は此 所に エル サレ 

ムに 於け るィ H スの 死に 就て 語り合 ふたので はない、 彼の 脫屮 z(ek-odos) に 就て 語った ので ある、 卽 

ちィ H スの 死に 合せて 復活に 就て 語った ので ある、 恰 かも 昔時の イス ラ H ルの 子孫が モ I セの 指導の 

大正 元年  五一 五 
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r  ,f  しゅっぃぢ！^と 

下に H ヂプト を 出で 紅海 を 通過た と 同然で ある、 イエ スの 場合に 於て 出 埃 及 (excdos) は眞 正の 意味 

に 於て 行 はれた ので ある、 變貌の 山に 於て モ ー セと H リャ とはィ H ス と相對 して 彼の 出 埃 及に 就て 語 

つたので ある、 故に 路加 傳第九 章 三十 一 節 は 左の 如くに 譯 すべき 者で あると 思 ふ、 

モ ー セと エリヤ 榮 光の 中に 現 はれ、 H ルサ レム に 於て ィ H スに 臨まん とする 脫 出に 就て 語れり。 

エヅク  アポ： 

卽ち 死を此 世よりの 脫 出と 見ての 一一 一一 口で ある、 此 場合に 於ても ek であって iipo ではない、 死の 忌避で 

はない、 其 通過で ある。 

死に 關 する ek の 意義 は 更らに 明白に 希 伯來書 第五 章 七 節に 於て 現 はれて 居る、 

彼れ 肉體に 在りし 時 哀み哭 き涕を 流して 死より 已を救 ひ 得る 者に 祈れり 云々。 

神 を 指して 「死より 己 を 救 ひ 得る 者」 と稱 せし は 「死 を 免 がれし むる 者」 との 意義で はない、 此 所に 

於ても 「より」 は ek であって iipj ではない、 神 は 人 を 「死の 中より 救 ひ 得る 者」 である、 死 を 彼に 

降して 而 して 後に 其 中より 彼 を 救出す 者で ある、 卽ち 復活の 恩惠を 以て 信仰の 死に 報い 給 ふ 者で ある I 

祌 にして 若し 單に 死より 救 ひ 給 ふ 者、 卽ち、 死 を 免 かれしめ 給 ふ 者で あると せん 乎、 彼の 獨 子なる ィ 

エス さへ も此恩 惠に與 かる ことが 出來 なかった ので ある、 聖書に 「H  ノクは 居らすな りき」 と あり 

(創世記 五 章廿四 節)、 「火の車と 火の 馬 現 はれ、 H リャ 大風に 乘 りて 天に 昇れり」 と ありと 雖も (列 

王 紀略下 一 一章 十 一 節)、 其 他に 人が 死に 遇 はすして 此世を 逝り たりとの 例 は 無い ので ある。 

一 たび 死ぬ る 事 は 人に 定まれる 事な り 

と ある (希 伯 来書 九 章廿七 節)、 死 は 免 かるべき 事で はない、 然し 死の 中より 救 はる、 事 は 出来 得る 

ことで ある、 而 して 神 は斯 くして ィ H スを救 ひ 給 ふた、 而 して 叉 我等 ィ ェ スに恃 む 者 を 救 ひ 給 ふので 


ある。 

ェづク アポ—  こ-な i 

ek と apc>、 「より」 と 「中より」、 詞は 短く あるが、 其 間に； 大地の 別が ある、 死と 之に 伴 ふす ベて 

の 苦痛 を 免 かれんと する が此 世の 宗敎の 目的で ある、 死 は 單に之 を 凶事と 認め、 苦痛 はすべ て 神の 刑 

罰で あると S 心 ひ、 之 を 免る k を 以て 祈禱の 第一 の 目的と なす 者 はすべ て 異敎の 信者で ある、 彼等 は哀 

哭 流涕懇 求して 一一 一一 n ふ 「願 ふ 死より 救へ よ」 と、 然れ ども 基督 者 は、 然り、 眞 正の 基督 者は爾 うは 祈ら 

ない ので ある、 彼等 は 彼等の 主に 傚 ひ 

父よ 死 を 下し 給 ふ も 可な り、 唯 願 ふ、 其 中より 救出し 給へ、 我 をして 死に 勝た しめ 給へ、 死 を 通 

過して 不死の 生命に 達せし め 給へ、 

まこと クリス チヤ..' 

と 祈る ので ある、 义 死に 限らない、 すべての 艱難に 對 しても 雨う である、 眞の 基督 者 は 艱難より 救 は 

れんと しない、 艱難の 中より 救 はれん とする、 火 を 避けん としない、 火の 中に 投ぜら れて其 中に 在り 

な や A  ユック  ァボ— 

て 潔 めら れんと する、 死と すべての 艱難に 對 して は 我等 は ek を 以て 祈るべき である、 ftpo を 以て 祈 

るべき ではない、 祌 癒と 稱 して 肉體の 疾病の 治癒 を以 て祌の 特別 の 恩惠と 《^ 做す 者 は 基将敎 の 此 祌 

を 解せ ざる 者で あると 思 ふ、 最大の 恩惠は 死より 救 はる、 事で はない、 死に 遇 ふて 其屮 より 救 はる- A 

事で ある、 ラザ & は 死より 救 はれて 再た び 死んだ、 然 りと 雖も キリスト によりて 死の 中より 救出 さる 

る 者 は 再た び 死なざる の 生命に 入る ので ある、 斯 かる 者に 就て 默示錄 記者 は 曰 ふた、 

このと. ir, ぐり 

此 輩 の 上に 第二の 死 は權を 執る こと 能 はす 

と (二十 章 六 節)。 

ek なる 哉、 然り、 ek なる 哉！ 


(博士 ゥ イリヤ ム . ミ リガ ン著 『主の 復活』 に 依る) 


義 者と 患難 

.^^しきもの な や ふ 

義. 者 は 患難 多し 

然れば H ホバ は 皆な 其 中より 救出し ：5li ふ。 

(詩篇 第三 十 ra 篇 十九 節) 

義者 此 世の 謂 ゆる 義人で はない、 聖人 叉 は 忠臣 又は 愛國 者と 謂 はる 、者 ではたい、 彼等 は 自身の 

修養と 努力と に 由て 義人た る を 得し 者で ある、 聖書に 所謂 義者は 全く 之と 異なる、 義 者と は i4 い i レ 

き關 係に 於て 在る 者で ある、 卽 ち謙遞 なる 者で ある、 心の 碎 けたる 者で ある、 靈の悔 額れ たる 者で あ 

る (十八 節)、 信仰 を 以て 神の 恩惠に 浴す る 者で ある、 必 しも 高潔の 士 ではない、 忠烈の 臣 ではない 

あ ,、 .1- よ" つづ  ち （- 

人の^に ゆる 義人で はない、 神に 義 とせられ たる 者で ある、 信者で ある、 世の 汚據叉 萬の 物の 塵 垢 

の 如き 者で ある、 i 、一れ ども 神に 愛せられ、 其 眼の 前に 貴き 者で ある。 

患難 多し 患難 は 何人に も ある、 然し 神に 義 とせられし 者卽ち 信者に 殊に 多く ある、 信者に 世の 人 

の 知らざる 忠 難がある、 惡 魔の 誘惑が ある、 骨肉の 叛逆が ある、 人と して 彼に 臨む すべての 忠 難の 外 

に、 信者と して 彼に 臨む 種々 樣々 の忠 難がある、 彼に 在りて は 難 は單に 患難と して 臨まない、 惡き 


の强き 誘惑と して 臨む、 彼 は 之に 依て 祌を疑 はんとす る、 攝理 を惡意 的に 解 せんとす る、 信者に 在り 

て は忠難 は單に 身の 苦痛で はない、 心の 苦 煩で ある、 彼に 忠難は 多くして 叉 其 苦痛 は强く ある。 

然れど 患難 は忠 難と して 終らない、 忠難は 信者の 生涯の 終極で はない、 信者に 忠難 多し、 然れ ど、 

英語に Bid  is  a  big-  word と 云 ふ 諺が ある、 「然れど」 は 意味深長の _詞 であると、 忠難 多し、 然れ 

ど、 夜 は 暗し 然れど 凌晨は 近し、 聖書 を解釋 する に 方て 「然れど」 なる iSf 語に 深き 注意 を 拂ふを 要す。 

ヱ ホバは 者に 忠難 多し、 r 然れど M ホバ は」、 玆に 救助 者の 顯 はれ 來るを 見る、 我が 意志 を W 

て 之に 勝つ にあら す、 他人の 援助 を 仰ぎて 之 を 除く にあら す、 H ホバ に依頼む信者に臨む^^^ー難は H ホ 

バ 御自身 之に 打 勝ち 給 ふと。 

もら  あ ま 

皆な 「悉く」、 「 一 つ を も 漏 さす」、 敵 は 一 人も剩 さす 之 を 平らげ 給 ふ、 忠難は 一 つも？ I さす 之に 

打 勝ち、 之 を 恩惠の 機關と 化し 給 ふ、 恩惠に 無" 钕 なる 者がない やうに、 忠 難に は 亦 無益なる 者がない、 

寶に 患難 は恩惠 である。 

其 中より 忠 難に 遭 はしめ て其屮 より。 忠難を 避けし め 給 はない、 之に 陷 しめ 給 ふ、 而 して 其屮ょ 

り 救出し 給 ふ、 忠難 をして 充分に 働ら かしめ 給 ふ、 火 をして 燬盡す 丈け を燬盡 さしめ 給 ふ、 而 して 其 

中より 救出し 給 ふ、 息 難 を 避く る は 之に 勝つ の途 ではない、 息 難 は 之に 常り、 一た び 其吞む 所と なり 

ての み 終に 能く 之に 勝つ 事が 出来る、 是 れが眞 正の 救濟 である、 患難に 遭 ふて 之に 勝つ の 能力 を 供給 

せられ、 而 して： 冉 たび 之に 遭 ふ も 之に 呑まれ ざるに 至る、 是 れが眞 正の 救濟 である、 死 は 死に^ての 

み 之 を滅す ことが 出來る (へ ブライ 書 二の 十 ra/ 息 難は忠 難の 屮を 通らす して 之に 勝つ ことが 屮 Z 來 

ない、 祌は 信者 を忠 難の 中より 救出し 給 ふ、 而 して 完全に 彼 を 救 ひ 給 ふ。 
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救出し 給 ふ 啻に 救 ひ 給 ふに 止まらない、 更らに 進んで 救出し 給 ふ、 救出 は救濟 の更ら に切實 なる 

者で ある- 祌は 天の 高き に 在して 管に 命令 を 下して 下界の 人類 を 救 ひ 給 はない、 自 から 地上に 降り 給 

ひて 罪の 束縛より 彼等 を釋 放ち 給 ふ、 救出 は 救 者 自身の 出動 を 要する、 人を忠 難の 屮に訪 ひ、 彼に 同 

，ラ しゅ つ 

情し 彼と 協力して 彼 を 其 中より 救 ふ、 是を稱 して 救出と 云 ふ、 而 して H ホバ は斯の 如くに して 信者 を" 

多くの 患難の 中より 救 ひ 給 ふので ある、 啻に 救 ひ 給 ふので はない、 救出し 給 ふので ある、 我等の ^1;. を- 

携り 我等の 足 を 支え、 御自身 を 我等の 境遇に 置いて 我等 を忠 難の 中より 救出し 給 ふので ある、 救出 は 

親が 其 子 を 救 ふ 時の 救齊 法で ある、 而 して H ホバ は 此切實 なる 方法 を 以て 信者 を 彼に 臨む 多くの 息雞 

の 中より 救 ひ 給 ふとの 事で ある。 

斯く て 義者卽 ち 神に 義 とせ られし 者 は忠難 多き 此 世に 在りて 安全な るので ある、 彼に 多くの 忠難臨 

み、 世 は 祌に詛 はれし 者と して 彼 を 見ん も、 H ホバは 彼と 偕に 在まして 御自身、 彼 を 皆な 其 中より 救 

% し 給 ふので ある、 

M ホ パ は 彼が す ベ て の 骨 を 護り 給 ふ、 

其 一 つ だに 折らる & ことなし 

と ある (二十 節)、 H ホバの 施し 給 ふ 救濟は 完全で ある、 沟 にパゥ n の 言へ るが 如し、 

夫れ 神は豫 めお めた る 所の 者 は 之 を 召き、 f« きたる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之に 榮を賜 

へり、 然 らば 此 等の 事に 就て 我等 何 を か 言 はん、 若し 神 我等 を 守り 給はヌ 誰か 我等に 敵 せん 乎、 

-った  そへ 

己の 子を惜 ますして 我等す ベての 爲に附 せる 者 は、 など か 之に 併て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん 乎 

と ( n マ 書 八の 三. _ .— 卅ー 一)。 


自殺の 可否 

書 に 自殺 は 禁じ てない、 故に 或る 場合 に 於て は 之 を 行 ふ も 可たり と 言 ふ 者が ある、 洵に 架 i 書 に 自 

殺 は 禁じて ない、 r 汝、 殺す 勿れ」 と は あるが r 汝自 から 殺す 勿れ」 と はない、 唯 イス カリオ テの ュ 

ダが 自殺した 事を傳 へて、 自殺の 美事で ない 事 を 示して 居る (馬 太傳 七 章 五節、 並に 使徒 行 傅 一章 

十八 節 を 見よ)。 

聖書に 自殺 は 禁じて ない、 同じ やうに 戰爭も 禁じて ない、 多妻 も 禁じて ない、 聖書が 明，：： に 文字 を 

以て 禁じて ない 事に して、 今の 人が 見て 以て 惡 事と 做す もの は 決して！！ くない。 

自殺に は 勿論 幾多の 種類が ある、 人生 を 俊んでの 自殺が ある、 死 を 以て 生に 擾 さるの 義務と 兄 做し 

ての 自殺が ある、 故に 自殺 はすべ て不德 であると 云 ふこと は si 來 ない、 或る 自殺 は 高潔で ある、 武士 

道の 立場より 見て 自殺 は 之 を絕對 的に 非難す る こと は 出来ない。 

然しながら 基督 者の 立場より 見て、 余 載 は 自殺の 必要なる 場合 を 看 出す 事が 出来ない ので ある、 何 

にも 聖書に iR 殺が 訓誡と して 禁じて 有る 义無 いの 問題で はない、 基督 者の 何たる 乎 を 知て 余翠は 彼の 

自殺すべからざる 者で ある こと を識る ので ある。 

或る 意味から 云 へ ば 基督 者 は旣に 自殺した る 者で ある、 


我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 

なり 

と ある (ガラ タヤ 書 二の 廿)、 又 

汝等は 死にし 者に て 其 生命 は キリス 卜と 偕に 神の 屮に 藏れ 在るな り 

と ある (コ II サイ 書 三の 三)、 基督 者 は旣に 肉に 死し 慾に 死し、 此 世に 死した る 者で ある、 彼 は 今 は 

其 身 を 神の 聖 3 曰に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と なして 神に 獻 

おの もの 

げんと 欲する 者で ある (n マ 書 十二の 一)、 彼の 身 は 今 は 己が 有で はない、 故に 己が 自由に 之 を處分 

クリスチャン  . 

する こと は 出来ない、 バウ 口 は 左の 言 を 以て 死生に 對 する 基督 者の 態度 を 明かに した、 

我等の 中、 己れ のために 生き、 叉 己れ のために 死ぬ る 者な し、 蓋、 我等 生く る も 主の ために 生き、 

死ぬ る も 主の ために 死 ぬればな り、 此 故に 或 ひ は 生く る も、 或 ひ は 死ぬ る も 我等 は 皆な 主の 有な 

り 

と ( C1 マ 書 十 g: の 七、 八)。 

クリス チヤ 二  も の  も の 

基督 者 は 主の 所有で ある、 キリストの 屬 である、 故に 彼は自 から 生きん と 欲して 生く る 事 は 出來な 

い、 又自 から 死なん と 欲して 死ぬ る こと は 出来な い、 故に 彼に 取りて は 自殺 は 他殺と 共 に 禁物 で あ る ， 

いましめ 

同じく 他人の 屬を 殺す ことで ある、 「殺す 勿れ」 の誡は 自他の 差^な く 適用すべき 者で ある、 其 故 如 

何と なれば、 他 も 我 も 同じく 神の 像に 象れて 造られ、 我が 有に あらす して 神の 有で あるから である、 

お のれ  もの そこな 

我 は 自己 を 殺して 勝手に 他人 (神) の 有 を 害 ふので ある。 

人世に 矛盾が ある、 苦痛が 多い、 斯 かる 世に 在りて 我等が 時に 墓 を 思 ひ 死 を 欲 ふ は 免 かれ 難い 事で 


ある、 生は必 しも 求むべき 者で ない、 死は必 しも 避くべき 者で ない、 我等 時に 人の 無情と 世の 冷酷と 

身の 不幸と を 想 ひて ョ プ の 一一 一一！ I を 以て 眩かざる を 得ない、 

如何 なれば 艱難に 居る 者に 光 を 賜 ひ、 

心苦しむ 者に 生命 を 賜 ふや、 

斯る者 は 死 を む なれ ども 來ら す、 

之 を 求む る 襄藏れ たる 寶を 掘る より も^し、 

若し 墳墓 を 尋ねて 獲ば 

彼 は大に 喜ぶな り、 然り、 躍り 歡ぶ なり、 

其 道 匿れ 神に 取 籠られ 居る 人に 

如何 なれば 光 を 賜 ふや、 

と (約 記 三 章 二， 一 >— 三 節)、 死 は 時には 慕 ふべき 者， 懍 しき 者で ある、 而 して 斯 る^に 方て 生 を 

え-り  .15 きお： 

棄て死 を 撰む は 決して 難い 事で はない、 故に パ ゥ P は ピリ ピ 人に 書 贈つ て 言 ふたので ある、 

我に 取りて は 生く る は キリストの 爲 なり、 死ぬ る は 益な り、 然れど 肉體に 在りて 生く る こと 若し 

我が 斷勞の ra^ を 結ぶ 因と なるべくば 何 を 撰ぶべき か 我れ 之 を 知らす、 我れ 此ー 一の ii に 介 まれたり、 

我が 願 $1^: は 世 を 逝り て キリストと 偕に 在らん 事な り、 是れ 最も 優れたる 事な り、 然れど 我が 肉體 

に 居る は汝 等の ために 更らに 必要な り、 我れ 深く 此事を 信す るが 故に 生存へ て汝等 一 冋 と共に ぼ 

に 在らん と 欲す 

と (ピリ ピ書 一章 廿ー— 廿 五節)、 パゥロ は 死 を^んだ、 死 は 彼に 取りて は 損で はなく して 反て) せで 


あった、 彼の 願望 は 世 を 逝り て キリストと 偕に 在らん ことであった、 r 是れ 最も i 、れ たる 事な り」 と 

彼 は 一 W ふた、 然し 彼 は 死なん とは爲 なかった、 彼は自 から 死して キリストの 所へ 往 かんと は爲 なかつ 

た、 彼に は此 世に 在りて まだ 爲 すべき 事が あった、 彼に 慰むべき 友が あった、 接くべき 信仰の 兄弟 市 

"^力 あ た、 而 して 彼等に 事 ふる は キリストに 事 ふること であった、 自身の 意志に 從 はん v^、 おは 死 

にたく 欲 ふた、 妙 、〔化-キリストの 意志に 從 はん 乎、 彼 は 生め-へて 同胞の ために 盡 さ，. る を 得なかった、 

「我れ 此 二の 間に 介れ たり」 と 彼 は 言 ふた、 然し 彼 は 死を斷 念して 生 を i んだ、 生命が g いからで は 

なレ 之に 伴 ふ 責任が 重い からで ある、 彼 は 責任の 輕重を 量りて 其 重い 方 を擇ん だ、 誠に 彼に， 《 りて 

は 死 は 易く して 生 は 難く あった、、、. J^b して 彼 は キリス 卜と 同胞との ために 難く して 辛ら き 生 を 寧んだ、 

「我れ 深く 此事 を；^ する が 故に 生存へ て汝等 一同と 共に 世に 在らん と 欲す」 と 彼 は 言 ふた。 

淘に 我等 は 生を樂 まんと て 1 世に 送られた ので はない、 我等 各自 は 或る 特殊の 任務 を 負 はせられ て 

之 を 架 たさんが ために 此 世に 遣 はされ たので ある、 故に 主が 我等 を 召還し 給 ふまで は 我より i んで七 

責任の 地 を 去る こと は 出来ない の である。 


礼幌 講演 

一 我 は 福音 を 恥と せず 


十月 十三 日 (日曜日) 朝， 札 幌獨立 敎會に 於て 

我 は 福音 を 恥と せす、 此幅昔 は ユダヤ人 を 始め ギリ シャ 人す ベて 信す る 者 を 救 はんとの 神の 大能 

たれば なり (羅馬 書 一 堂 一 六 節)。 

これが 私共の 常に 讀ん で 居る 日本 譯の 聖書 の 言葉 で あります。 此 言葉 は よく 其 前後 の關 係、 之れ を 

首った バウ 口 の 生 ひ 立ち、 彼の 敎育等 を 知って 初めて 了解す る 事の 出 來る言 葉であります。 私共 は 之 

を バウ 口 自身の 境遇から 離して 見る から、 我々 の 心に 訴 へる 事が 弱い のであります。 一 體パゥ 口の 如 

く キリストに 全身 を 獻げて 「我れ 生ける に 非す、 キリスト 我れ に 在りて 生ける 也」 と 言て 居る 人が、 

殊更に 「我 は 一 i 昔 を 恥と せす」 と 明言した の はどう 云 ふ 理由で 有り ませう か。 若し 之が 薄 信の 者の 口 

から 出た 言葉であった ならば 「何んで すか、 そんな 事 を 言って」 と 責められ るに 違 ひありません。 若 

し 叉べ テ & ゃャ コブが 之 を 聞いたならば r ハウ 口 は 可 笑い事 をい ふ」 と 怪しんだ に 違 ひありません。 

然し 此等は バウ B の 境遇、 學識、 生 ひ 立ち、 等 を 知らないからの 事であって、 パゥ u 自身に とって は 

斯く言 はすに 居られなかった のであります。 

其當 時の B  マと 云へば 今日の 倫敦ゃ 伯林の 樣な處 でありました。 ギリシャの アナ クサ ゴ ラス、 プ 

ラト ー、 ピタゴ ラス 等の 哲學、 其 他 凡ての 宗敎 が、 其 處で皆 思 ひ 思 ひに 自分の 主張 を 述べて 居ました。 

かく 總 ての 學問 宗教が 各 其の 意見 を 主張して 居る 眞 中に 進んで 自分の 主張 を 通して 行く に は 非常な 勇 

氣を 要した のであります。 

バウ n は羅馬 帝國の 東端、 小亞 細- 亞の キリ キヤ 州の タル ソと いふ 町に 生れました。 學者の 研究に 依 

大正 元年  五 二 五 


講 0  五 二 六 

ると、 其の タル ソ とい. ふ 町 は 非常に 學 問の 盛んな 所で 有名な 大學が 有った とい ふこと であります。 羅 

馬 皇帝 ァゥ ダス ッ スの 先生であった ァ セノド I ラ ス の 如き も 此の タル ソ大學 の 32 身 者であった とい ふ 

ことであります。 パゥロ は、 其の 書翰より 見ます と、 ユダヤの 學問 のみなら す 尙ほ弘 く學問 をした 人 

らしく あります ので、 彼 も クル ソ大學 の 出身 かと 思 はれます。 然 うすれば パゥ 口と ァセ ノド ー ラスと 

は 其の 青年時代に 多分 學 友であった かと 思 はれます。 斯 くの 如く バウ 0 は 知識の 深い、 趣味の 弘ぃ、 

敎 育の ある 人で ありました。 故に ャ コ ブゃぺ テ 0 の 樣な漁 をして ゐた 人と は 其の 學識に 於いて 非常に 

違って 居りました。 然るに バウ 口 は 口..' マに 行く に當 つて、 彼の 深く 學んだ 哲學を 捨てました、 又ェ 

ルサ レム に 於て ガ マリエ ル より 授けられた ュ ダャの 學問を 捨てました、 さう して 唯 だ 一 つ キリストの 

輻昔を 持って行った のであります。 アナ クサ ゴ ラス、 ァ セノド ー ラス、 プラト ー、 ピサ ゴ ラス 等は哲 

學を 持って行き ましたが、 バウ n は キリストの 福音 を もって 胸を弘 くし 澗步 して 行きました、 さう し 

て此 等の 哲學の 間に 在って 「我 は 福 昔 を 恥と しない」 と 言た のであります。 此 等の 事情が 解ります と 

バウ B の 此の 言葉に 對 して 資に 同情に 堪 へない のであります。 

次に 何故に； i 音 を 恥と しない かと 云 ふに、 彼 は 其 理由 を說 明して 

そ は 凡て 信す る 者 を 救に 至らし むる 祌の大 能 なれば なり、 ユダヤ人 を 始め、 而 して 又 ギリシャ 人 

を も 

と 言つ て 居ります。 今 之 を 解し 易き 日本 文に 言 ひ換へ て 見ます と 

我 は 幅 音 を 恥と しない、 何故 なれば これ は 力であります、 神の 力であります、 救に 至らし むる 祌 

の 力であります、 凡て 信す る もの を 救に 至らし むる 神の 力であります、 ユダヤ人 それから ギ リシ 


ャ人を 救に 至らし むる 神の 力であります、 

と 斯うなる のであります。 羅馬書 は元來 手紙であります から 手紙の 文體に 直して 讀 めば 更に 力が あり 

ます、 先づ 私が 札 幌獨立 敎會に 宛て k 同じ 主意 を 手紙で 書き送った とすれば、 

小生 は キリストの 福 昔 を 恥と 仕らす 候、 そ は 力に て 有 之、 祌の 力に て 有 之、 救に 至らし むる 神の 

力に て 有 之、 凡て 信す る 者 を 救に 至らし むる 祌の 力に て 有 之 候、 ユダヤ人 を 第一に、 次に ギリ シ 

ャ人を も 救に 至らし むる 神の 力に て 有 之 候、 

となります。 「神の 大能 也」 と 言 ふ 句 は 終りに 附 すに 先にすべき もので 賓 ります、 卽ち 「我 は キリス 

トの幅 音 を 恥と せす、 何故です か、 これ 祌の 力であります」 とすべき であります。 

バウ 口 は 賢き 人に も 愚なる 人に も敎を 傅へ ましたが (此の 賢者と は哲學 者の 事、 愚者と は專 門の 學 

を 修めぬ 人 をい ふ)、 殊に 其の 賢者に 對 して 彼 は 一一 目った のであります、 此れ は 哲學の 組織で はあり ま 

せん、 思想の 系 銃ではありません、 解釋の 方法ではありません、 キリストの 福音 は 力であります、 ダ 

イナ ミック . 。ハヮ —であります、 原動力であります、 故に 私 は 之 を 恥と しないので あります、 と 言つ 

たのであります。 學說は 思想 を 供す るが、 福音 は 力 を 授ける ものであります、 それ だから 恥と しませ 

ん、 之 は 思想で ない、 パヮ ー であります、 ダイナ マイトであります、 ゴ ッド ， ダイナ マイトで ありま 

す、 力 以上の 力であります、 それ だから 恥と しません、 とい ふので あります。 卽ち キリストの 福 昔 は 

人格の 力と か 品性の 力と か學 問の 力と か 云 ふ もので なく、 祌樣の 力で あると 云 ふので あります。 如 M 

なる 性質 を もてる 力 かとい ふと、 其れ は 人 を 救に 至らし むる 力で あると 云 ふので あります。 「救 はん 

との」 として あるの は 「救に 至らし むる」 と譯 すべきであります。 私 は 初め キリストの 福音 は 救 ふ 力 
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なりと 思 ひました。 然し 「救 ふ 力」 と 言 ふのと 「救 ひに 至らし むる 力」 と 言 ふのと は 違 ひます、 救 ふ 

力と 云 ふと 飮酒 や！！ り や 其 他の 惡癖を 取り去って 吳れる 力と いふ 意味になります。 バウ 口 の 福音 はか 

かる 狹ぃ 意味の 救ではありません。 救に 至らし むる と 云 ふの は、 人の 全生涯に 亙りて 其 惡癖を 取り去 

ると いふ 意味ではありません。 羅馬書 八 章の 終りに 記して ある 樣に、 單に 我々 信者の みならす 宇宙 全 

體が救 はれる と 云 ふの が バウ：： の考 であります。 「救 ひに 至らし むる 力」 とい ふの は 全人 類 全 宇宙 を 

して 其 最後の 榮 光に 達する 迄の 救に 至らし むる 力 を 言 ふので あります。 夫れ 故に、 我れ 之 を 恥と せす 

と 云 ふので あります。 處で或 人 は 云 ふでせ う、 「若し そんな ものなら ば キリストの 福 昔 は無條 件で 全 

人類 誰 を も 救 ふとい ふ 事になる ではない か」 と、 それで 其處に 「凡て 信す る 者 を 救 ふための 神の 力な 

り」 として あるので あります、 此 言葉で 羅馬書 は 云ひ盡 くされて 居る のであります。 

バウ n がー i 昔 を 恥と しないと いふ 理由 は 之れ で 明かに なりました、 卽ち これ は 哲學の シ ス テム だか 

らと いふので はなく、 學問 だからと いふので はなく、 學 問から 離れた 神の 力で ある、 信す る 者 を 最後 

の 救に 至らし むる 力で あるから と 云 ふので あります。 之れ だけ 話せば パ ゥ 口 の 述べん とせる 幅 昔の 大 

略は盡 きて 居る とい ふ 事が 屮 I 來 ます。 

此時パ ゥ n は 自分の 信條を 述べ て 居る 様に 見へ ますが 決して 然 うではありません、 之 を 述べ る 迄に 

彼 は 巳に 種々 の實驗 を經て 居る のであります、 彼 は ピリ ピに、 アテネに、 コ リントに 傅 道し、 キリス 

ト の 福音 が 人 を 動かす 力の あ る 事 を 實驗し て 居ました、 其 尊 い 實 驗を述 ベた ものが 此の 羅馬書 で あ り 

ます。 

これ はパ ゥ 口 の實驗 にして 亦 我 々クリス チ アンの 一 一千 年に 互る 實驗 であります、 人 を 救 ふ 實カは 何 


處 にある か、 それ は キリス トの幅 昔より 外に 發見 する 事 は 出来ません。 私 は歷史 を硏究 した 後に 斯く 

云 はざる を 得ない のであります。 また キリス 卜の 福音 を 離れて 我々 の 八：' 日 迄にな りし *  (不完全で あ 

ります が) を考 へる 事 は 出来ません。 私 は 少しく 學問 をす る 事 を 許されました、 n 十く から 札 幌に來 て 

友達と 一 緖 に勉强 しました、 然し 私自身の 經驗に 照しても て 私 を 救った もの は キリ ス 卜の： i 昔の 他に 

はありません。 智識 を擴 め、 難題 を 解く 事 は^ 來 ました、 天然の 見方 も、 ゥ オル ヅゥォ ー スも、 力 ー 

ライル も、 此等は 福 昔な し で も 解りました、 然し 私自身 を 救 つたと い ふ 點 に 於て は キリスト の ；i 昔 を 

措いて 他に 考 へる 事 は 出来ません。 キリストの 福音 は ダイナ マイトであります。 ダイナ マイトの 力、 

爆發 する 力、 殺す 力、 抵抗す る 事の 出来ぬ 力、 此 力が キリストの 福音 以外より 得られた とい ふ 事 を W 

きません。 ^の 親友 は 私の 色々 の 惡ぃ事 を 知って 居ります、 其 色々 の 罪で 閉ぢ られて 居た 私 を 解き放 

ち、 隱れて 居た もの を 現 はして 吳れ たもの は キリストの 十字架より 外ありません C 其說明 をせ よと 言 

はれても それ は 出来ません、 然し 之に よりて 大變 動の 來 たとい ふ 事 は事實 であります。 之 を實驗 する 

事 は 凡ての 人の 出来る 事であります。 「私 は 罪人の 首です」 と 言 ふ 事の 出 求る の は 折！ I 學を 見た が 故で 

はありません、 十字架 を 見た 故であります、 パゥ 口と 共に キリス 卜に 接した が 故であります。 此點に 

於て キリ ストの 福 昔 は 神の ダイナ マイトであります。 私共の 岩 を 打ち 碎 くもの はこれ 以外に はあり ま 

せん。 然し 此 力なし で 他の 力 を^ ひて 之 を 企てた る 人が 少く ありません、 大學 生な どが 此れ を 學問か 

ら說明 せんとし ます、 處 がよく ある 事です が、 少し 學 問の 上の 人から 「キリストに よらす に 如 3： して 

本當の 救に 入れる か」 などと 云 はれます と、 神 は 論理から 考 へても 無から ざるべ からすと 直ぐに 感服 

して、 マァ學 校に 居る 間 は キリスト 信者で ある、 處 が學士 になる、 地位が 出来る、 他から 誘 ひが 來る 
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キリストの 聖 名を稱 ると 不便が 出来て くる、 キリストの 福音が 恥 かしくな つてく る、 杯 を さ、 れて理 

I？ をつ けて  一 口 飲む、 其 中に キリストの 福 昔 は 3： れ にか 遣って しま ひ、 「私 も 元は 敎會に 行きました」 

とい ふやう になる のであります。 これ は ダイナ マイトで 心の 51? を碎 かれなかった からであります、 救 

に 入って 居なかった からであります、 敎の 感化 を 受けた だけで、 ぺ ンキを 塗って 居た からであります- 

私 も 嘗て 自分に 學 問が あると いふ 事 を 始終 念頭に 置て 俾 道した 事 も ありました、 今では 馬鹿な 事 をし 

たもの だと 愧ぢて 居ります。 人が 何と 云 はう が あなた は 罪人です、 生れながら にして 罪の 人です、 そ 

うして 其 罪 を 許される 道 は此處 にあります、 それ だから 信じなさい、 と 言 はれて 敎を 信じた 人 は、 一 

寸 一 時 雲が か、 る 事が あっても、 やがて 又 光 を 見出す 人であります。 人 を 救 ふに はダ ー ウィン やへ ッ 

ケルを 要しません、 キリス トの福 昔で 充分であります。 

少しく 日本の 社會 問題に 人って 話します。 明治 十一 年と 今と は 餘程變 つて 居ります、 昔の 札幌は 人：' 

は 消えて 居ります、 實に殘 念であります。 n 本 全 國が了 度 其 通りで、 今や 世界の 第 七 位の 海軍 國、 陸 

軍に 於て は獨 逸に 優り、 敎 育に 於ても 歐米 人に 劣りません、 其 問題 は先づ 解決され ました、 けれども 

誰でも 知って 居る 事 は 口 本に 腿 鼻 を 入れなければ ならぬ とい ふこと であります、 之 は 最後の 死活問題 

であります、 之 を 如何に 解釋 する かとい ふ 事になる と 困って しま ひます。 私の 友人で 教育界に 身 を 

入れて 居る 人が あります、 文部省で 色々 意見 を 問 はれる 時に、 外の 事 は 何でも 云へ る けれども、 最後 

Q 德育 問題になる と#づ2P^ まらす して、 相談 もお 流と なって しま ふと 云 ふこと であります。 これなら 

をし へ 

ば 日本 國民を 救 ふに 足る とい ふ 確信 を 持って 居る 人がない の であります。 基督 敎は 西洋の 敎 だからい 

かぬ、 佛敎は 厳 世 的 だからい かぬ、 神道 は狹 いからい かぬ と 批難 はしても、 さて 「それで は、 責下は 


如 3： します」 と 問 はれた 時に、 誰も 皆闲 つてし まふので あります。 私共 は ダイナ マイ 卜 を 受けて 心の 

岩を碎 かれ、 不完全ながら も 今 ロ迄續 けて 来ました。 私に は此 問題 は 解けて 居ります、 家庭に 於ても 

友人間に 於ても 此 問題 は 已に 解けて 居ります。 日本 を 救 ふに は 矢 張 同じ 力に 頼らねば なりません。 私 

共は此 確信に 於て は 今の 文部大臣 其 他に 對 して 一 歩 も讓る 事が 出来ない のであります。 

此 處に學 生な り 職工な りが あって、 彼等 を 救に 入れ、 彼等 を 喜びに 生かし、 失望を希^1_1にかへ、 死 

を 悲哀の 極と なさす 反つ て 讚美の 歌を唱 ふるが 如き 麗 はしき 深き 考 へ にす る 事が 出來 るの は、 キリス 

トの 福音 を 除いて 他に 何處 にあり ませう。 バウ Q の 場合 を 私に とって 云 ひま すれば (不遜な 話で あり 

ます けれども)、 私が 久しぶりで 札 幌に歸 つて 來て考 へます こと は、 明治 十 年に 此 地に 來て 友人と 共 

に農學 校に 學 びました、 友人 は其專 門に 於て 第一流の 人となりました、 私 は 之 を 大いに 得意と 致し ま 

す、 處が 若し 私が 「君 は 何 を 持って 居る か」 と 問 はれましたら、 私 は 何も 持たない、 私の 水産 學も 3： 

も殘っ て aw ない、 農 學校四 年の 生活が 今 何も 殘 つて ゐ ない、 それで M の K 獻も 日本の 爲め にして ゐな 

かん is せ 

いで 番頭が 無 一 文に なって 歸 つて 來 たと 同じ 事 だと すれば、 私 は 何の 額あって 此 地に 歸 つて 來る こと 

が出來 ませう。 然し 幸に も 私 も 何 か を 持って 歸 つて 来ました。 私 は キリストの： i 昔 を 恥と しません、 

此福昔 は 神の ダイナ マイトであります、 祌を 信す る 者の 神の ダイナ マイトであります、 日本 朝鮮 支那 

の 人々 を も 救 ふ 神の ダイナ マ イトであります。 幸に 私 も 此の 一 つ の もの を 持つ て 感謝に 溢れて 札幌に 

歸 つて 来ました。 何卒 諸君 も此 一一 一一 c 葉を考 へて 頂き 度い のであります。 今日 私の 云った 事 は 雜馬書 講義 

の 入門と して 聞いて 頂き 度く あります。 (筆記) 
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二 逝きに し 人々 

ト =: 十三： n-; 仪、 札 幌獨立 敎會に 於いて 

今夜 色々 話し 度き 事が あります けれども 逝きに し 人々、 死んだ 人々 と 云 ふ 事に ついて、 少々 話して 

みょうと 思 ひます 0 

こんな 事 は 一 寸考へ ると 無益の 事の 様に おへられます、 基督 敎は 生きて 居る 人 を 助ける もので あつ 

て、 死んで 居る 人 は 如何と もす る 素 は 出来ない、 如何にも 之れ は 無益の 事の 様であります。 他の 方面 

から 見ても あまりに 感情に 走る 事の 樣で、 只 分からぬ 事 を 想像に よりて 語る ものと しか 者 へ られ ませ 

ん。 

然しながら 聖書の 方面から 考 へます と、 決して 無益な 事ではありません。 死せ る 人 は 消え去つ たの 

であって、 吾々 とは關 係がない とすれば、 聖書の 中に 分からない 事が 澤山 出来ます。 例へば ョ ハネ俾 

十 s: 章の 始め を 見ても、 「我なん ぢら の爲に 所を備 へに 往く」 とあります。 此の 行く と 云 ふ 言葉が 私 

が 東京に 歸 ると 云 ふのと 同じ 意味に 云 はれて をり ます。 死んで しま ふと 云ふ考 へ が 少しもありません n 

艾 吾等 の 信仰 茵條 とな つて lliS る 復活と 云 ふ 事 も、 實に 此の 事がなくて は 少しも 分から なくなり ます。 

死せ る 人が 行って しま ひ 消えて しまった ものと すると 書 の 首 葉から 云 つても さっぱり 分から なくな 

つ てし まひます。 默示錄 は 生きて ゐる 人が 生きて 居る 人に 言って ゐるー 百 葉であります が、 之れ にも 何 

か六ケ 敷い 理由 をつ けねば 分からない になります。 此等は 聖書 研究の 立場から 言った 事で あり ま す 


が、 今度 は 自分 等の 經驗 から 考 へて 見ましても、 若しも 諸君の 巾で 最も 親しき 者 を 失った 時に、 夫れ 

が 消えて しまったの だと 考へ るの は 殆ど 堪られ ぬ 事で ありませ う。 死と 云 ふ もの は 永久に^れ たので 

はあり ませぬ、 -時^ かれた のであります、 否、 更に 近し くな つた もの だと 考 へるべき であります。 

之 れ が 實 に 愛す る 者 を 失 ひ し 時 に 起 る 赏際 の 至情 で ぁ り ます。 昨夜宮部先生 と も話 し た^* で ぁ り ます 

が 「キリストに 依れる 者 は 死しても 尙 死なない と 云 ふ 事 は，. テ モンス ッレ— テッド. フ ハク ト (設明 さ 

れた 事實) である」 と 云って、 本年 一 月に 私が 自分の 娘 を 失った 其の 當時 其の 枕邊に 居った 私の 經驗 

を 話しました。 义岩 手縣の 今夜 此處 に來 て： 115 られる 人の 若い 細君の 其の 臨終の 時の 有様 をも^ しまし 

た、 彼等が 其の 死に 行く 時の 有樣は 如何にも 死んで 行く と 云 ふ 風が なく、 川 を 渡って 其の 向 ふに 迎ひ 

に來て 居る 尺と 一 所に 何處 にか 行く 樣な考 へ で をり ます。  . 

かく 考へ て昆 ますと キリス 卜に 在る 者に は 死はありません、 「地の 中に 眠って ゐて 復活 を 待って ゐ 

る と 云 ふ の で なくて 今^ 在し 八， 尙我 々 と 交通し て 居る の で あ る」 と斯く 信仰 の 立場から 見て 私共 は 信 

ぜ ねばならな いの で あります。 

第一 に プロ テス クン 卜. チヤ ー チ では 此 事に は 頗る 淡であります。 普通の 敎會 では 死者の 爲 めに 

祈る 事 は 禁ぜられて をり ます。 死ぬ る 前に 於て は 盛んに 祈ります が 一 =: 死んで しまへば 其 人の 爲 めに 

祈る 事はありません、 此事は 殆ど^ 共に は 堪られ ない 事であります。 此點 では 天主 敎の 方が 聖書の 意 

に 協つ て を り ます。 ； 大主敎 で は 死^1<？ に對し て 今 も尙ほ 吾等と 共 にある と 云 ふ 感念を 忘れ ま せん。 其の 

敎會に はわ； 一 使徒の 畫像を 初め 夫れ 以外に 信仰の 爲 めに 死んだ 人、 卽ち 殉敎 者の 肖像 を殘 して 追想 を 

誘って をり ます。 人 主教の 信者 は 「敎會 は 二つに 分かれて 居て、 一つ は 地上の もの、 一つ は 天に 在る 
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もので、 此の 二つが 上下 一 つに なって 卿いて ゐ るの だ、 共同 事業 をして ゐ るの だ」 と 云 ふ 信仰 を 持て 

をり ます。 プロテスタント は 此點に 於て は缺 けて ゐ ると 思 ひます。 新敎の 人は此 事に つきて は 冷淡で 

死者 は 如：^ ともす る 事が 出来ない と 云 ふ 普通の 考を 持つ て をり ます。 

私 先年 此 地に 来まして よく 世話に もな り、 叉よ く 將來の 事に ついても 語り、 共に 相携 へて 錢函 にも 

遊んだ 事の ある 彼の 祌田 老人が 今 此處に 居られな いの を 遣 憾に思 ひます。 神 田 老人 は 普通から 言へば 

5^$られたのでぁって、 敎會 にと つても 大損 失で あると 考 へられます。 然し 私は然 うは 思 ひません、 キ 

リスト は 「我れ の 行く は汝 等の 爲也」 と 云 はれて 居ります。 吾々 の 服に 今 見えす とも 神 田、 橫山君 等、 

よく 盡 して 下さった 人々 は 今 尙此處 に 居られる に 違 ひない、 此の 人々 が 行って しまって 吾々 だけが 殘 

つて 居る と考 へれば 成程 大損 失で ありませ う、 プ 口 テス タント だと 然ぅ考 へます が、 天主 敎 だと 死ん 

だ 時には 其の 人達 は此世 に 在りし 時よりも 尙ほ 努力して 盡し て 吳れ て ゐ ると 考 へて るの で あ り ます。 

私 は 信仰 の點 から 云 ふて も 後者 の 如く 考 へる の が 非常な 助 になり 又 之れ が本當 の 事 だと E 心 ひます。 此 

等 を 證據 立てる 事 は 或る人が 其 友人と か 親しい 者が 逝って しまった 爲 めに 其の 人に 非常に 力が 加 はつ 

たと 云 ふ 様な 例が 數々 ある 事であります。 私の 親しく 知って ゐる 事で 次の 様な 例が あります。 

私の よく 知って ゐる 一 婦人の 夫になる 人 は 私の ために も 色々 心配して 吳れる 人で ありました- 其婦 

人 は 人形の 様な 人で 河に もなら ない と 言 ふ 様な 人で ありました。 良人が 急に 腦 充血で なくなりました 

時、 私 は 驚いた のみなら す、 其 家の 爲め にも 亦 私の 爲め にも 悲しく 思 ひました。 所が それからと 云 ふ 

もの は、 其 人形 の 如き 細君が 丸で 變っ た 人の 様になつ て 力が つ い て 元 の 友達が 見て 驚く 位に なり まし 

た、 良人が 死して から 肘產も 元の 六 七 倍に もな つたと 云 ふ 有樣、 私に とりて 大損 失の 害が 反 對に大 に 


助けに なって もらって ゐ ると 云 ふ有樣 であり ます。 

此の 事實 には理 笳を附 ければ 附 かない 事はありません、 或は 此 婦人 は 能力が あつたの では あるが、 

良人が あって 其れ を 表 はす 機會 がなかった の だと か、 或は 良人が 死んだ 爲に 刺戟 を與 へられて 發愤し 

たの だと か、 と 云 ふ樣な 調子に 云へ ない 事はありません" 然し 良人が 死して 其 力の 一半 は此枇 に殘っ 

て 彼女 を 助け、 其の 事業 を 通して 吾等 を も 助けた の だ、 と解釋 する 事が 出來 ます、 然 うとる 方が よい 

樣に思 ひます。 

吾々 の 中から 愛する 者が 取り去られ たと. 霄ふ事 は 損害で はない と m わ ふ 可き であります、 此の 考 へ に 

は 非常な 慰が あります、 決して 惡ぃ考 ではありません。 今一 っ考 へて 見たい 事 は敎會 でも 團體に 於て 

もです が、 其 中に 死者が 出ない 問と 云 ふ もの は 本當の 仕事 は^ 來て 居ない のであります、 本 常の！ lllEg: 

と 一一 一一 a ふ もの は出來 てゐ ない のであります。 皆が 健全で 榮 えて ゐる ii は 本 當は擎 固な のではありません リ 

昔から r 殉敎 者の 血 は 敎會の 礎石 也」 と 云 ひます が、 此の；；； E 仰を以 つて 其 人が 死んだ と： K ふ が 其の 

敎會 の 信仰 の 證明 とな る の で あります。 吾等の 團體の 事業が 神の 事業なる や 否やと ニム ふ 事 は 此主魏 を 

以て 幾人が 祌を 讚美して 死んで 行った かと 云 ふ 事に 在る のであります。 樹は 其實を 以て 知られる と 云 

ひます が、 本 當の實 であるか どうか は 此の 信仰 を 抱いて 死す る 人が あって 初めて 分かる のであります... 

近來 私の 事業に 對 して 心 强く 感じます 事 は、 私の 傳道 により 此の 信仰 を 抱いて 多くの 人が ハレルヤ 

を 歌って 死んで 吳れた 事であります。 若し 此 私の 信仰 を 抱いて 死んだ 人がなかった として 見る と、 私 

の 事業 は噓 であります。 伊藤と 云 ふ 帝室の 按摩が ありました。 其 人が 三十  一 二で 死にました。 口 もき 

けなくな つて 病院に 居る 時に 細君に 私の 愛吟 を 持って 來 さして、 其の 力なき 手で 其書屮 にある 「短 か 
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き 生涯」 と 云 ふ處を 指して、 「滿足 だ」 と 云って 死にました。 私の あの 短 かき 詩が 彼れ を 慰める 事が 

出來 たと 思 ふ て 嬉しく 思 ひました。 私の 信仰 を 人が 死んで 設 明して 吳れ たので あ ります。 

此の 獨立 敎會の 事に つい て も 或 人 はどうせ 何時 迄も續 かないで あらう と 云 ひます。 又 先口 も輕 井澤 

から 歸 りの 汽車の 屮で  一 {ー曰： 教師が 「北海道の 獨立 敎會が 永く 續 くと 思 ふか」 と 私に 言 ひました。 然し 

此敎會 が 常に 祌 と共にあって、 此 信仰 を 以て 滿足 して 死んだ 人が あると 言 ふ 事が 何より 確かな 證據で 

あります。 之れ が ある 間 は 敎會は 容易に 死に はしない のであります。 「か、 る 人が あって 我々 を 助け 

て 行く」 と斯く 信じたい のであります。 之れ が 聖書の 示す 處 だと 思 ひます。 敎會は 二つ、 肉 を 去りて 

サ ウル (靈 魂) になって 居る 部分と 地に 殘 つて 居る 部分と 此 二つに して 考 へたい と 思 ひます。 私 は 逝 

きにし 人が 今 も尙 吾等 を 助けて ゐて sK れ ると 思 ふので あります。 (筆記) 

三 基督 敎は 如何にして 始めて 礼 幌に傳 へられし や 

十 十四 =： C ぉ曜： 3)、 札幌 敎育會 食堂 (舊札 幌造學 校 演武 場) に 於け る 公開 演說 

只今 森 本 君から 過分な 賞 讚の 言葉に 接しまして 誠に 愧 かしい 次第であります、 昔の 此の 演武 場に 來 

て 新ら しい 諸君と 相 見る 事の 出来た 事 は それ 自身が 旣に イン スピレ ー ショ ン であります。 

顧れば 明治 十 e: 年 丁度 此 部屋で 多分 今 私の 立って 居る 此遷に 校長の 森 源 三 氏が 立 たれ、 ペン ハ 口 ー、 

ブルックス、 カツ タ I 等の 諸 先生が そこに 並んで 居られ、 後ろに は 私の 敎友も 立って ゐ ました， 其 前 

で 學：！ ^を 貰った 事 を 思 ひ 出します。 今 三十 年を經 過した 今日 此處 に來て 見る と此 建築が 残つ て 居る 許 


りであります。 當 時の 寄宿 舍 もありません、 化學ゃ 物理 學を敎 はった 建物 もありません、 ノ ー ス カレ 

ッヂと 云って 一 番 北の 端に 建って 居た 建物 も殘 つて 居ない のであります。 此の ノ ー ス カレ ッヂ から 此 

の 邊ー帶 は 草原で ありました。 秋になります と 寄宿 舍の 前に 馬が 飛んで やって来ます、 月夜な どで あ 

ると 捕まへ て 馬具 を 取り出して 夜中 乘りま はした 事が ありました。 今 其の 草原の な いのは 悲しい 思 ひ 

がします。 明： 一 m 卜 一年、 札 幌に來 た 翌年で ありました、 丁度 今頃 寄宿 舍で 勉強して 居る と 如 M いふ 丑； 

合 かそ こら 一 面に 崎が 下りて 來た 事が ありました、 彈丸を こめて r 度 兵士が 旅 順 口に 打ち か、 つた 時 

の 様に 室から 打った 處が、 方々 の{^-からも同時に鉄の昔がして澤山とれました、 其晚は 方々 の爐邊 で 

香ばしい 鴨の 香りが した 事が ありました。 こんな 事 も 今 は 全く 消えて 了 ひました。 今來て 見て 渝らな 

いもの は此 演武 場と、 一 一三の 友人の 論らざる 友情で 迎 へ て 吳れる 事と であります、 悲しく も 亦 嬉しい 

思 ひがします、 まるで 夢 を M つて；： W る やうであります。 物 は 跡 もな く變 ります、 然し こ.. - に變ら ない 

ものが 一 つあります。 札 幌の變 遷は私 は 知りません、 今晩は 此變 つた 事で なく 變ら ないで 益々 力 を 

て 居る ものに ついて 諸君に 御 話し 仕度い と 5 心 ひます。 之れ について は 諸 5!?; の 中に 旣に 聞かれた 方々 は 

繰り 返 へ し に な り ます が然 し有ハ献 な^^- で ぁ り ます か ら幾度聞 か れ て も 好 い ^ と 出心 ひ ます、 友人 の 屮 に 

は 未だ 知られて ：！^ ない 事 もあります から 此處に 話して 見ようと 思 ひます。 

明治 九 年 で あります、 札 幌農學 校 の 前身 が 東京 の 芝に ありまして 開拓 使假學 校と 云 つてお りました 0_ 

其の 當 時の 長官 黑 S 们が種 々 な關 係から 之 を 如何し て も 札幌に 移さなければ ならない と 云 ふので 遂に 

移された のであります。 其の 理由と 云 ふの は 色々 ありまし たが 其 主たる もの は 北海道の 開拓 を 束せ 小で 

敎へ るの はん 卜 都へ：： であると 云 ふので ありました。 然し 黑 出：^ を 最も 惱ま した 問題 は 他に あつたの であ 
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ります、 それ は靑 年の 敎育を 目的と する 人に は 誰に も 起る 所の 德育 問題で ありました。 尤も 此 問題 を 

起させた の は 東京で は 品行方正と 云へ ない 人が 隨分 多かった の も 原因して 居ります。 それで 之れ を 札 

幌に 移す と共に 十分 道 德を學 生に 敎へ 度い と 云 ふの が 長官の 目的の 主なる ものであった のであります 

(尤も 之 は 後から 分った 事であります)。 それで 此事を 含めて 其當時 米國の 公使で あ つ た吉 田と 云 ふ. 

人に、 か、 る 主義の 敎 頭と 敎師と を 招き 度い から 一 つ 周旋して 吳 れと賴 まれた のであります。 吉； E 氏 

が 色々 と 調査の 結果 其の 當時ァ マ ー スト 大學を 出身せられ マサ チ ュ ー セ ット 州の 農學 校の 敎頭 であつ 

た ゥヰリ アム . S  • クラ ー ク 先生 を迎 へ る 事に なった のであります。 其の 頃 クラ I ク 先生 は 米國に 於. 

て 名 譽の絕 頂に 達して 居られた ので、 一年 も 貸せない と 云 ふ 事で ありまし たが、 先生 は 凡て を 犠牲に 

しても 口 本に 建つ 農學 校の 爲 めに 盡 して 見 度い と 云 ふので、 一年 だけ 来ても らふ 事に なりました。 そ- 

こで  先生  はべ  ンハ nl、 ホ イラ ー 等と いふ 自分の 學 校の 卒業生 を 伴れ て來 朝され たのであります。 其 

の當 時の 船 は 昔の 外輪船でありまして サン フラ ン シ ス コ から 横濱迄 三十日 も か \ つたので あります。 

此當 時の 屮： 來事 にっきまして は 私が 米國に 居ます 時ァ 了ス トで 二三 度 先生 を 訪問して 先生 自身の 口 

から 親しく 聞いた のであります。 横濱に 上陸 せらる \ゃn 十々 米 固 人の 經營 して 居る 聖書 會 社に 行って 

英語の 聖書 を 五十 冊賣 つて 吳れと 云 はれました。 會 社の 方で は 不思議に 思って 「何で 五十 冊 要する か 

？」 と 問 ひました。 「なに 札幌に 行って 農 學校を 建て、 學 生を敎 へる の だが、 聖書 をも敎 へようと 思 

ふ」 と 云 はれました。 明治 九 年と 云 へ ば 基督 敎 の 禁制 のとれ て 問 もない 時であった ものです か ら其 の 

g^; 書 を 官立 學 校に 敎 へようと 云 はれる の を M い て 皆が 大に 驚きました。 其の 社長が 「とても 駄目です」 

と 云 ふの を 先生 は 無理に 「なに 宜しい、 僕に 賫 つて 吳れ、 賣 つて 吳 れと賴 むんだ から 賣 つて 吳れて も 


も 差 支へ は あるまい」 と、 遂に 五十 册を 買って 旅行 袍の 中に 仕舞 はれた のであります。 それから 東 

京に 來て 遂に 札 幌に向 はれた のであります。 其の 時分の 交通 は 品 川から 小 椅迄只 一 隻の 船し か ありま 

せんでした、 玄武 丸と 云って 七百顿 計りの 船で ありました、 今でも 北海道の 何處 かで 使って 居る と 云 

ふ 事であります、 後に 黑田 丸と も 云 ひました、 餘 りょく 搖れ るので ゴ tl タ丸 とも 云 ひました、 私共 も 

此 船で 餘り 稀れ るので 度々 重い 病に か k つた 事が ありました。 其の 船に 長官 初め クラ ー ク 先生、 學生 

等 も乘り 込みました。 丁度 品 川 を 出てから 何れ 位ゐ來 たか 分りません が、 金 華 山 沖 位 迄 來た顷 であり 

ませう、 (之 等の 話 は 其の 時 通 辯 をして 居られた 掘 正太郞 氏から 聞いた 事であります)、 黑田 長官 は 

クラ ー ク 先生の 飽の 中に 五十 冊の パ ィ ブルの 入って 居る 事 は 勿論 知りません、 誰も 知って る もの も あ 

りませんでした、 段々 話しが 新ら しく 建てる 學 校の 敎育 方針に 進んで 來 ました。 農 學校を 建てる 事、 

農 學敎育 を 授ける 事、 此等は 決まって 了 ひました。 次に 最後の 問題が 来ました、 長官 は 「先生に 特^ 

に賴み 度い 事 は 此の 學 校の 生徒の 德育 問題であります、 吳々 も 之れ は 十分 賴み 度い が 先生 は 如何 云 ふ 

方針で 敎 育され ます か」 と 問 ひました。 クラ ー ク 先生 は アマ ストで 此の 消息 を 私に 話されました。 先 

生 は 南北 戰举 に戰 功が あつたので 大佐で ありました。 ドクトル . クラ ー ク とも プ レ シデン ト. クラ ー 

ク とも 云 は れ すに 大佐 ク ラ ー クと 呼ばれて 居た 程で ありました。 黑田 長官 も 複本 武揚 を：， 1 館 に 破った 

薩摩 武士であります。 武士と 武士との 寄り合であります から 話し は 至って 簡單な もので ありました。 

クラ ー ク 氏の 言 はれる に は 「それ は 何でもありません、 私に は 只 一 つの 途 があります、 私 は 私に 託せ 

ら れた學 牛； に 基督 敎を敎 へます」。 黑田 長官 は 驚いた。 「耶蘇 を敎 へる 其れ は不 ずん、 耶蘇 は Ifjn 國に 

永い 間 禁ぜられた 宗敎 である、 吾 國には 我國の 宗敎が ある、 耶蘇 は 御免 蒙り 度い」。 「さう です か、 私 
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の 道德は 耶蘇 敎 であります、 それで 惡 ければ 私 は 道 德敎育 は 致しません、 博物 も敎 へます、 農 學も敎 

へます、 M でも 忠實 に敎 へます、 然し 德育は 致しません， f  ^„5しは夫れ丈けでぁります。 軍人と 軍人 

とて 話し はすぐ に濟 みました。 ^ほ 堀 氏が 私に 話された のであります が、 暫くす ると 义初 まる、 「先 

生、 如 M です か、 考へ 直して もらへ ません か」。 「私の 道德は 基蝥敎 であります， r それでお しま ひ。 

そし て 幾度 話し が 屮 Z て も 同じ 事 でありました。 二 人 共 意志 の强ぃ 人で ありまし たから 其れ な りで 遂に 

小 樽に 船が 着きました。 それから 明日 開校式が (今 は燒 けて ありま せんが) ノ ー スカ レツ- チで 開かれ 

ると 云 ふ 様になりました。 すべての 問題 は 定まって しま ひました が、 只 一 つ 定まらな いもの は 此の 德 

育 問題で ありました。 此の 問題 が 定まらねば 開校式 は 出來ま せん。 それで 明日 11 校 式 と 云 ふ 前夜 に 長 

官が使 を やって、 クラ ー ク氏を 呼んで 叉 其の 話しが 始まりました。 「先生、 あなた 變へな いか」。 「變 

へ ません、 私の 道德は 基督教です」。 如何しても 變 へない と 云 ふの で、 黑田 長官 も 仕方なく 折れて 

「デ ハ. K しい、 敎 へなさい、 然し 極く 內證 で敎 へ て 下さい， f 之 を 聞いて 先生 非常に 喜ばれました。 

私 は 其の 當時 居なかった のであります が 第 一 期の 生徒で 今夜 此處に 居られる 佐 藤 博士 や- 2： 田 君、 又は 

今夜の 汽車で 十 勝から 来られる 黑岩 君な どが 居られた のであります。 英語の 分らない 日本人の 前で 先 

生 は 嬉し さの 餘り 3： でも 英語で ノ ー スカ レツ ヂが 割れる 樣な聲 で 平素に も 似す 雄 辯 を 振 はれた さう で 

あ り ます。 ク ラ I ク 先生 は米國 では 決して 雄 辯 家 で はなかった の で あ り ます。 

夫れ から 學生を 家に 呼んで 飽から 五十 冊の バイブル を屮 Z して 分け 與 へられました。 私 も 其 一 册を持 

つて 居りました。 私 は 夫れ を 今日 持って来ようと E 心 ひました が 生憎 紛失した のか 見當ら なかった の は 

殘 念であります。 然し 獨立敎 會には 此れが 一 冊あります。 之は歷 史的に 貴い 聖書であります。 初年 生 


は 街 之で 學 びました。 私の 友人の 大島正 健 君から 聞いた 話しであります が、 クラ ー ク.. ^生の バ イブ ル 

の 解 釋は獨 創 的であった さう であります。 岡より 先生 は 其方の 專 門の 學 者ではなかった のであります 

が、 其の 平民 的の 考へ は獨創 的な ものであった さう であります。 あの 有名な 此の 農學 校の；； 仰 慨條は 

其 時分に 書かれた のであります。 今 それが 獨立 敎會に 保存され て を ります。 

先生 は 札 幌に八 ヶ月 居られて 米國に 歸られ ました、 歸られ る 前に 一種の 敎會の 樣な物 を 建てられ ま 

して 自分で バ イブ ルを 敎へ函 館から 宣敎師 を 招いて 洗禮も 受けさせました。 其の 次の 私共の 組もバ ィ 

ブル を 一 肶宛貰 ひました。 之れ が 基督 敎が札 幌に傳 はりし 實歷 であります。 

拟て クラ ー ク 氏の 基督 敎に 人り し 原因 は 如何で ありまし たか。 私が 留學 屮のァ マ ス ト大 學總長 J . 

H  . シ イリ— 先生 は 干 八 百 四十 九 年 (今から 六十 三年 前) に は 十八 歳で 初年 生、 ゥヰリ アム ;>  • ク 

ラ ー ク氏は ト 九 歳で 二年生で ありました、 此時、 アマ スト 大學で 基督 敎の リバイバルが 起り まして 多 

くの 青年が 潔め られ 決心 をして 基 #敎 にんり ました。 諸君の 間に は 此の リバ ィバ ルを 一 時の 感情の 發 

作の 様に 聞かれる 方 も あるか も 知れ ませ んが之 は 基督 敎國に はよ く あ る 例で あります、 义靑年 時代に 

は 置々 來る 事であります。 之が 始まる と 道德的 運動が 始まります、 自 身の 身に 罪 を 感じ、 ある 靑年は 

寢食 さへ も 忘れ、 只 何となく 犬に 對し 人に 對し、 云 ふに 云 はれぬ 重荷 を感 する のであります、 此の 

期を經 過して 初めて 新 生涯に 入る 事が 屮 Z 來る のであります。 學生 時代に 外 固に 於け る 此の 運動 を 見る 

と 不思議に 思 はれます、 何だか 分らぬ 人 も あるか も 知れません が、 尊き 心の 革命の 來る いであります。 

私 も 札幌に 於て 少し 經驗が ありまし たので 多少 評 價 する 事が 出来ました。 昨日 も 友人と 話し合つ 

た 事であります が、 「明治 十 一 年頃 起った あの 運動が 今日 札 幌の學 校に あるか」 と 聞きましたら 「全 
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くない」 と 云 ふ 事で ありました。 之は殘 念な 事であります。 名 は 何とで も 宜しい、 是非あって 欲しい 

ものであります。 今の 一般の 人の 云 ふ 如く 靑年 各自が 品行方正 であると か 俯仰 天地に 愧ぢ すと か 云 ふ 

樣な弯 へ でな く、 天 を 慳れ神 を 懼れて 何 處か云 ふに 云 はれぬ 苦痛 を感 する 事がなくて はならない ので 

あります。 

世界 巾に 名を擴 めし シ イリ ー 先生 も、 長官に 抵抗して 札幌に 基督 敎を傳 へた 偉人 クラ ー ク 先生 も、 

其の 時はボ ー ルを 持って 遊んで ゐた無 邪 氣な靑 年で ありました。 其れが 斷然 決心して 身 を 神に 捧げる 

時代が あつたので あります、 之 は 尊き 時であります、 此の 時代に 永遠の 生命が 宿った のであります。 

シ イリ ー 先生 も クラ ー ク 先生 も 卒業後 獨 逸に 行かれました。 シ イリ. I 先生 は 祈； I 學 であり ましたが、 ク 

ラ I ク 先生 は 鑛物學 を專攻 されました。 クラ ー ク 先生が ドクトル • ォブ. フ ヰロソ フヰ ー を 得られた 

の は文學 でもなければ 哲學 でもありません。 其 論文 を 私 も 見ました がそれ は 「メテオ リック • スト— 

ン ス」 と 云 ふ 論文でありまして 隕石の 委しい 研究で ありました。 獨 逸から 歸國 されて 暫く ァ マ ス ト大 

學で 研究 を續 けられ 鱭物學 を敎授 して 居られました。 其 後 南北 戰爭の 折に 功 を 建てられ 戰が 終って か 

ら マサ チ ュセッ ト 州の 農 學 校で 專 門の 鑛物學 から 植物 學に轉 ぜられ ました。 そこで 人々 の 口に 上る 程 

な 有益な 實 驗を發 表されました。 勿論 今から 見れば さう 大した もので はない かも 知れません が、 其當 

時は屮 々値の ある もので、 歐米 諸阈で 評判に なった もので ありました。 只 一 つ 注意すべき は クラ 1- ク 

先生 は 十九 歳の 時に ァ マ ス ト大學 で 心の 變動 があって から 後 は、 宗敎 的の 事 は何處 にも 表 はされ なか 

つたこと であります。 單に學 者と して 見られました 此の 人が 日本に 來て 遂に 黑田 長官 を說き 伏せ 基督 

敎を傳 へたと 聞いた 時に、 クラ ー ク 氏の 同僚 は 殆んど 信じなかった 程で ありました。 米 國の傳 道會社 


の 人な どが 「ゥ ヰリ アム •  S  • クラ I クが 札幌に 行って バ イブ ルを敎 へたの は 大出来で ある」 と 云つ 

た位ゐ でありました。 日本に 來る 迄の 11 は 善き 基督 信徒と しての 外 は 何等 傳道 的の 人と して は 認めら 

れて 居られなかった のであります。 

札 幌に來 て 八 ヶ月 居られ 我々 に 宗教 を敎へ て 歸られ たのであります が、 其の 歸ら れる途 筋が 八：' の 島 

松、 干 歳、 苦 小牧、 登^、  i 至 蘭と 云 ふ 順序で ありました。 八，' の 様に 其の 當時は 汽車はなかった 

ので、 馬で 島 松まで 行かれました。 見送って 行った 生徒と 其 處で训 かれる 時に、 皆と 握手して 馬に 跨 

り、 馬 腹に 一 鞭を當 てて， 姿 は 消え ましたが、 其の 時の 最後の 一一 一一 C 葉が r ボ ー イス、 ビ ー、 アム ビシァ 

ス」 (靑 年よ、 野心 を 持て) と 云 ふ 言葉で ありました。 野心と 云 ふと 悪い 言葉の 樣に聞 こ ゑます がク 

ラ ー ク 的の 進めと 云 ふ 言葉であります。 アム ビシァ スと云 はれた 史 けあって 歸 W 後 も 犬なる 計畫 をせ 

られ ました。 私が アマ ストに！， 仃 つて 知った 事であります が、 小さい アマ ストの 町に 遠方から 水道 を 引 

いたり、 お ほ 世界の 耳目 を 驚かす 樣の事 をしょう と 心掛けて 居られました。 例へば 其顷フ 口  I ティン 

-グ， ュ 一一 ヴァ シティ ー を 作らう とせられました、 つまり 大きな 船 を 作って 大學の 設備 を Iffi 事. ぬ 屮に人 

れ、 敎授 初め 學 生が 乘 つて 船の 中で 講義 もし、 實驗 もし、 世界 を 巡遊し つ k 三年で 卒業す る計晝 であ 

りました。 之に は 金が 必要な ので 鑛山を 買って やらう とせられ たのが 失敗の 基で、 遂に は 破 摩； せられ 

ました。 私が ァ マ ス トに 行った の は 其 破産 せられた 翌年で ありまし たが 實に同 すべき 狀 態に 居られ 

ました。  一 

私が 或る n のこと 食堂で 新聞 を 見て 居ります と 「ゥ ヰリ アム クラ ー ク、 ダ イド」 と 云 ふ廣吿 

を 見まして 非常に 驚きました、 旣に 葬式 は 湾んだ 後で あるので 非常に 遣憾に E 心 ひました。 もし 誰れ か 
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が 知らして nJK れ たらば 私 は 元より 一 貧 生に すぎません けれ 共、 札幌 S お 學校を 代表して 行きたかった の 

で殘 念に 思 ひました。 先生 は 失意の 境遇に 居られました、 舊 友に 迄 も 誤解され 葬儀 も 公に せす， して 私 

かに 葬られた 位ゐ でありました。 

私 は 後で ァ マ ストの 組合 敎會 の牧 のヂッ ケンソ ンと云 ふ 人に 逢って クラ ー ク 氏の 臨終の 模樣を 聞 

きました。 ヂ ッケン ソン 氏 は クラ ー ク 氏の 死の 床の 傍に 最後の 息 を 引き とられる 時 迄 居られ ましたが、 

クラ ー ク氏は 其 時 細い 聲で 「私 は 永い 生涯に 色々 の 事 をす る 事が 中 Z 來た、 戰爭 にも 功を樹 てた、 學術 

上に 貢獻 もした、 然し 今 終り を 吿げる 時に、 希望に 滿 ちて 居る 事 は 日本に 居た 八 ヶ月の 問に 學生 達に 

パイブ ルを敎 へた 事で ある、 此 一事が 今の 自分の 犬なる 慰めで ある」 と 云 はれた さう であります。 其 

話し を 聞いた 時 私 は 自分の 父が 死んだ 樣な 感じが しました。 ：2： 田瀞 君に ヂ ッ ケンソ ン 氏の 言葉の ま- 

を 英語で 書き送った 樣に E 心って ijw ります。 かくして クラ， -ク 生は此 世から 去られた のであります。 

扭て 今にな つて 之を考 へる と 北海道に 盡 して 吳れた 人は澤 山あります。 一 寸 停車場 通りに 出れば-水 

山將 軍の 銅像が あります。 大 通の 西の方に は黑田 長官の 銅像 も 立って 居ります。 此 外に もケプ トン 氏、 

又 之れ と 同伴して 来た ライマン 氏、 卽ち 今の 夕 張、 幌內の 炭 山 を 初めて 調査した 人であります。 植物 

學 ではべ ー メル 氏、 今でも 橫濱に 花園の 主人であります。 又學 校の 前に 居た ダン 氏、 石油 會 社の 日本 

の 代表者で 牧畜の 方に 詳しい 人で 储か あの 眞 駒：^ の 牧場 も 氏の 設計 だと 思 ひます。 又 クロック フォ ー 

ルド 氏、 小拇と 礼幌の 問に 鐵道を 布いた 人であります。 そして 初めて 農學校 (今 東北 帝 W 大學 農科 大 

學 になって 居ります J> を 建てた のが ゥヰリ アム •  S  . クラ I ク 氏であります。 數へ 来れば 北海道の 爲 

めに 盡 した 人々 は 多い のであります。 然し 八/ 晚此處 に 集まって 居られる 諸君が 「クラ ー ク 氏の 北海道 


に盡 した 事業 は札幌 il^ 學校を 建 てた のみで ある」 と 云 はれるな ら ば 間 違 ひ で あ り ます。 ij;: し クラ ー ク 

先生の 靈 があって 此處に 315 られ たなら ば 「否、 否」 と 叫ばれる に 違 ひない のであります。 「私の した 

事 は澤山 ある、 八 ヶ月 問學生 達に バイブル を敎 へた 事が 私の 事業で ある、 之が 私の 審業 中の 最大なる 

ものである」 と 云 はれる に 遠 ひない のであります。 礼幌の 人はパ イブ ルを敎 へたと 云 ふ 事が 大切の 事 

だと は 云 ひます ま い。 クラ ー クた 生の 考へ と 札 telEcl- の考 へと は 一致して おらな い の で あります。 

人が 私に よく^ ひます、 「お前 は 三十 年 問 働いて： E んな 勢力が あるか、 其屮 からどん な 偉人が 出た 

か」 と。 成程 偉人 は 出ません。 偶に 村長 位 ゐが屮 I ると 喜ぶ 位ゐ であります。 斯様な 問題 は 二 ト年ゃ 五 

十 年で は 定まらない のであります。 今の 人々 は會 堂が 如何で あると か、 ：；^ 者が 幾人 あると か 云 ひます 

が、 これ は 宗教の 何たる を 知らないからで あります。 紫檀 黑懷の 如き 堅き 木 は 長年 月 を 要して 成長し 

ます。 宗敎の 事業、 精神の 事業 は 百年 千年の 後に 分る ものであります。 クラ ー ク 生の 八ケ： ：！： の；？^ 業 

は實に クラ ー ク 先生の 預言 的 事業で ありました。 我々 神 を； 一;^ じ 永 生 を 借す る 人 は 斯く^ じます、 

時が 来れば 必す芽 を 出す 事 を 我々 は 信す るので あります。 三十 年後の 今 口 クラ ー ク 先生の 預 一一 1：： は 常つ 

て 居ります。 札幌の 最大 問題 は 何 か、 日本の 最大 問題 は M か。 八， n の n 木の：： 取 大問题 は 軍 偏で はあり 

ません、 殖產 工業で もありません、 文 學哲學 の 問題で もありません。 今や 日本の 死活 を 司る 問題 は 道 

德宗敎 の 問題に 立ち 人つ て るので あ ります。 如何したならば 人心に 平和 を與 へ 家庭 を 潔め る が 出 

來 るか。 然し 人心 を根抵 から 建築す るに 就て は 大政" 盼の 文部大臣 初め 敎育者 も 之れ ならば 出来る と 確 

信 を與へ 得る もの はない のであります。 動物 學、 植物 舉 ならば 斯うして 敎へ ると 云へ ますが、 然し 德 

肯 問題と なると 確答 を與へ 得る 人 は 一 人 もない のであります。 今に 如： h: にかなる だら うと 云って 放 ij^ 
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して 置く のであります。 

之 は 實に大 問題であります。 昔、 此の 演武 場の 下の 敎窒で 意地の 惡 ぃ敎師 がむ づ かしい 問題 を 出し 

た 事を覺 えて をり ます。 幾ら 考 へても 出来ない 問題で ありました。 神が 今 我等に 出した 問題 は 丁度 之 

れ であります。 如何に すれば 人心に 平和 を與へ 得る か、 道 德を敎 へ 得る か、 文部大臣 も 之れ に 答べ る 

事は屮 I 來 ません。 文部 大ほを 此處に 伴れ て來て 「あなたの 德育 方針 は 何であります か」 と 聞いたなら 

ば、 「それ は 暫く 御免 を 蒙り 度い」 と 云 ふに 違 ひありません。 

私 今玆に 有名な 論文 を 一 つ 持って来ました、 それ は ロンドン • タイム スの 東京 支局の 通信員が 日本 

の 大問题 であると 云って 本社に 送 つた もので あり ます。 世界 の 注目 を惹 い た 論文 で あ ります。 3： で も 

時事 新報で 之れ を譯 して 出した さう であり ますが 其方 は 私 は 見ませんでした。 内容 を 一 々此處 で 述べ 

. る 事 は 出來ま せんが、 中には 日本の 今日 迄の 文明 を述 ベ 來り 明 治 天皇 の 崩御 を 報じ 其 御 治績 を 賞し、 

. r 旣に 第一 の 維新 は 終った、 然し 第一 の 維新より Is- に大 なる 維新が ある、 日本人が 之れ に 如何に 迷つ 

-て 居る か は氣の 毒な 程で ある」 と 云って cig ます。， 其 例と し て 三敎 合同 の 事 を擧げ て 居ります。 「實に 

小 供ら しい 事 をして 居る、 然し 其 結果 は 失敗 で あった、 如何に し て 日本人 が 國民的 觀念を 作 る か に 就 

て は 誰れ も 皆 迷って 居る、 何の 解 釋も與 へられて 居ない、 大正の 年號 をつ けたの は 誰か 知らぬ が 察す 

るに 元老で あらう と m ャか、 然し 乍ら 元老 自身 も 恐らく 氣 がっくまい」、 斯くロ ンド ン • タイ ム ス の 通 

信 員 は 書いて 居ります。 更に 「明治 年 問 は 文明の 輸人 時代であった、 文明 的 進歩 はやれる えけ やった 

八/は 他の 文明 を 人るべき 時代で ある、 大正 を譯 せば グレ ー ト . ライ チア ス ネスで ある、 今や 元老の 解 

決すべき 問題 は 巳に 去った、 之れ を 解決す る 者 は 新ら しき 理想 を 有する 新ら しき 人で ある」 と。 之れ 


を 聞いた 外國人 は皆然 りと 云 ひました。 之れ を 私共が 見ても 亦 r 然り」 であります。 

政府の 三敎 合同 は 失敗し ました。 政府 はせ つて 二宮 宗を やって 見ました" 其 時 は 我々 の 領分 を 餘^£ 

尊德 先生に 取られました。 或る 處に傅 道に 行って 見る と尊德 先生の 方に 多勢が 集って 我々 の 方に は 一 一 

三十 人し か 集まらなかった 事が ありました。 然し 近来 ニ宫宗 は 全く 魔 たれました。 先 n 或る 本屋に 行 

きま じた 處が r 此頃は 二宮 宗の 本が ー番賫 れ ない」 と 云って こぼして をり ました、 三年 前 なれば 五十 

錢 一 圆と 云って ドンく 賣れ たもの が 今 は賫れ なくて 澤山 一 塊り にして 一 冊が 三- M だと か 一 錢五厘 だ 

とか 云って をり ます。 此頃は 又た 歸 一 協 會と云 ふの が 出来ました。 之 は 如何 かする と： i りさう だと 云 

ふ 事であります が、 出来る や 否や 新聞紙 等が 1^5 やかして をり ます。 先年 黑出 長官が 「あなた は 如何に 

して 私の 學 生に 道 德 問題 を 解決して 吳れ ます か」 と 云った のと 等しく： W 本人 は 今日 辆ほ此 題に つい 

て 苦しめられて ilS るので あります。 

モ 一 ッこ、 に 農科 大學の ライブラリ ー から 本 を 持って来ました。 題 は 「H ジュケ ー シ ヨン • ィ ン . 

ジャパ ン (日本の 敎 育)」 と 云 ふので あります。 此本は 恐らく は 日本に もこれ  一 ^かも 知れません、 

外國 にも 今 は 恐らくないで ありませ う、 普通なら ば 桐の 箱に でも 入れて S いて 貰 ひ 度い のであります- 

此を 築めた 人 は當時 米國に 居られ 後に 文部大臣に なられた 森有禮 氏であります？ 氏 は 日本が せって 持 

つ た 最良 の 文相で あつたと 云 はれ て 居ります。 日本の 敎 育に 心配し て 米國 に - 店る 時 多く の 友人に 紙 

を 出して 「日本の 敎育 について 御意 見が あるならば 何卒 忌撣 なく 述べ て 頂きたい」 と 云って s: 答 を.^ 

めら れ、 夫れ を 集めた のが 此本 であります。 中には 哲學 者の マ シ ュ ー 氏、 紐 育の 市：；： -敎 育に-夷 獻 した 

ク ー パ， -氏等 も 書いて 居ります。 一 千 八 百 七十 二 年、 丁度 今より 十 年 前の ものであります。 然るに 
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寄 遇と も 云 ふべき は クラ ー ク 先生の 上に 立って 居られた ァ マ ス ト大學 の 敎授の スタ. "ン 氏の 書き送ら 

れ たもので あります。 此の 人 は 一 一十 年間 ァ マ ス ト大學 の敎頭 をして 此の 學校 にも 非常に 盡 された 方で 

あります。 森 氏の 智育 德育體 育の 問題に 關し 如何に y 本人 を 導くべき かの 點に關 して 此の 老スタ ー ン 

氏が 答 へらる &には 「あなたの 手紙 は 受け取った、 私 は 何も 包ます に 云 ふ、 述べ 度い 事 は澤山 あるが、 

CI 本の 敎育を 完全に する に は 新約聖書 を敎 へなさい、 其 他に 善き 方法 はない と E 心 ふ、 智識 も M も 凡て 

第二で ある」 と。 ： 取 後に 「かく も 率 ffi に 申し 上る 事 を 許して 下さい、 i、i し 之れ が 私の 生涯の 研究の 結 

5^ で 私の 確信であります」 と 言 はれ、 更に 附け 加へ て 「私 は 今，： u 狀 します、 私 は 日本人 を 特別に 愛す 

る 者であります、 日本人の 爲 めに は 常に 祈って 居ります、 キリスト は 萬 民の 爲 めに 死にました、 今 私 

は 吾が 老纏を 日本の 爲 めに 獻げる 事が 出来ないならば 神の 前に 愧ぢ とします」 と 云うて 居られます。 

问じァ マ ス ト大學 を 出られた クラ I ク氏も 同じ 考 へ を 抱いて られた 事 は已に 述べた 通りであります。 

又 シ イリ ー 氏 も 同じく 其 書に 同意見 を 出して；：^ られ ます。 三人が 二人共 同 一 意見で あるの を 聞いた 時 

に 森 氏 は大に 驚かれた のであります。 

报て 此グレ ー 卜 • ライ チア ス ネス (大正) の 時代に、 三人 は nj に 故人と なって しま はれまし たが、 

人， こ k に 一二 人の 精祌 があって、 n 木 人の 爲 めに 盡 さたければ 神の 前に 愧ぢ とすると 云 はれた ス タ ー ン 

氏が 中央に 立ち、 雨 方に クラ ー ク 生、 シ イリ—^ 生が 立つ て  一二 人の 通 辯 を 私しが して ると します 

ゆに、 私 は 今 「グレ ート • ライ チア ス ネス を 布く に は 新約聖書で なければ ならない」 と 云 ひます。 然 

し： n 本の 現今 は 夫れ 程までに 進んで は 居りません。 亇 ではべ ルグソ ン とか オイ ケ ン 位のと ころで まご 

ゥ い て： W ります が、 然し私はぃゃでも應でも終に其^！に行くのだらぅと出心ひます。 r 度將拱 詰の やう 


な ものであります、 角が 逃げよう とすれば 桂 Hit で とめられる、 乂 逃げよう とすると 頭 を r 步」 ではら 

れる、 そして 終に 追 ひ 詰められて 負ける ので はなから うかと 思 ひます。 終に は黑田 氏が クラ ー ク 氏に 

1  一一 C つた 樣に 「內證 で」 と 云ふ樣 になる ので あらう と 思 ひます。 

時間が あれば 私の 赏驗を 述べたい と 思 ふので あります が 出来ません〕 ^^づ. 告社會 改良 問题に ー桥適 

當な もの は 農村の 改良 問题 だ と 5 心 ひます。 東京 に 廓淸會 と 云 ふ ものが あって 專 ら 遊廓 魔 止 を 主唱して 

居ります。 島 £ 一二 郞、 安部磯雄 氏 等が 專ら 力めて i$ られ ます。 如何に すれば に n が 日 木 在 來の惡 I^n 惯を 

除く 事が 出來 るか、 良家の 子弟 さ へ も 直接 間接に 害 を 蒙つ て 居る 此の 货 座敷 業を廢 止す る 事が 出來る 

か。 それにつ きましても 新約聖書に 勝る もの はない のであります。 其の 新約聖書 によりて 爲 された 1- 

業が 一 番 完全であります。 例 を 擧げて 見ます と、 是れは 有名な 話であります から 名前 も あげます が、 

茨城 縣の磯 濱に椎 木 小 太 郎と云 ふ 人が あって 貸 座敷 を やって^り ました、 今 は 全く 魔 業し ました。 

日 廓淸會 で 話し ましたが これ 程 完全に 廢 業した 人 はない と 云 ふ_5^- で あ り ます。 其 の 動機 は 只 新約 

一 冊 を讀ん で 罪 を 感じ て 如何して も廢 業せ ねば ならない と 感じた からだと 云 ふ 事で あります。 之 れ は 

只 一 例であります が此 事に つい て は 私 はま だ 永らく 札蛻 に- i5 ります から 一 度 大學で 「我 设村改 .： ^と-ま 音 

との 關係」 を 話して 見たい と 忍って 居ります。 

農 ：}1^ も靈 の あ る 人間で あります、 挿し木 の 改良と か 種子の 選擇と か？ お 具 の 改^^」 か は 勿論 必要 で あ 

り ませう >  然し 夫れ 丈け の 改良で はま だ 駄目であります。 必要な の は 人 問の 改良であります。 之れ は 

私 一 侗 人の 意 a- として 述べ たくない の であります。 

私 は 今 多くの 學生 を预っ < て 居ります、 何が  一 ^根本的に 學生を 改める かと-" ム ふと 新約 架 書 程 完全な 
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ものに な い の で あります。 道德 問題と 云 ふの は單に 之れ 迄 惡ぃ事 をして 來 たか ら 之から 改める と 云 ふ 

やうな のではありません、 更に 進んで 善に 導く のであります。 今日の 最大 問題 は 「如何にして 我々 の 

學問を 適當に 使用す る 事が 出來 るか、 何の 爲 めに 學問 をす るので あるか、 何の 爲 めに 我々 を 犠牲に 供 

する か」 と 云 ふ 問題であります。 今日は 自分の 專門を 決める にも r 醫者 になら う、 牧人が 澤山 とれる 

から」 と 云 ふ樣な 牧人 問題で なく、 眞理 の爲に 專鬥を 選ばねば なりません。 農學 であるならば 農學は 

神と人とを知っ て生命の價値を知る爲めに必要でぁると^|„?へ る樣 にならなければ ならない ので ありま 

す。 か、 る 事柄 は 今日の 品行方正と 云 ふ 位ゐの 道德で 出来る 事ではありません、 之に は 是非共 コ ンパ 

1 ショ ン卽ち 心の 大 革新が 必要であります。 論語と か ff 風 子等で は 出来る 事ではありません、 倫理 學も 

論 现學も 哲學も 之 をな す 力はありません。 之に は 心 を 打ち 碎く 力が 必要であります、 ダイナミック • 

パ ヮ ー が 必要であります、 之 は卽ち 新約聖書であります。 

米國の 一一 ュ. ー ョ ー クにル ー フ ァス. ショ ー 卜と 云 ふ 人が 居りました、 米國第 一 流の 法律家で ありま 

す。 此 人の 罪人 を 辯 護した 記事 を讀 むと 丁度 小說 でも 讀んで 居る 樣 だと 云 ふ 事であります。 一 日 ある 

友人が 彼れ の 法律事務所 を 訪問して 見る と 其 時 先生の 机上に ギリシャ 文の 新約聖書が 一 冊あった 許リ 

で 他に は 何もありませんでした。 不思議に 思って 「あなた は 米 W 第一流の 法律家で あると 云 はれる の 

に 机上に 新約聖書が 一 冊 あるば かりで よいので すか」 と 問 ふた 時に、 ショ ー ト 氏の 答 へらる、 に は 

「あなた 方 は 知らない か、 之が英米の法^^の基礎となって居るのでぁる、 之に は 國家を 根本的に 救 ふ 

ダイ ナミ ック. パ ヮ ー が 人って 居る ので ある」 と 云 はれました。 之れ を 握るならば ル ー テル も 出ます- 

ウェス レ ー も 出ます、 ピュ ー リタ ンも 出る のであります。 之れ は 私の みの 信仰ではありません、 ゥヰ 


リ アム •  S  . クラ ー ク 氏が 札幌 にて 述べられた 事であります。 クラ ー ク 氏が 私の 後ろに 立つ て 云 はせ 

ます、 My  boy!  Speak  tc  them  about  Jesus,  my 1  一 oy! IVIy  boy!  we  gsbitious! (我 子よ 我 子よ 

イエスに 就て 語れ、 我 子よ、 我 子よ、 野心 を もて) と。 个 夜の 話し は 私が ゥヰリ アム クラ，' ク 

先生の 通 辯 をして ゐ ると 思って 聞いて 頂きたい のであります。 (筆記) 

四 羅馬書 講演 

第 一 囘 

,  十お 十五： M, 札幌 獨 立 敎會に 於て 

是れ 力に 有 之 候 

神の 力に 有 之 候 

救 ひに 至らす る 神の 力に 有 之 候 

凡て 信す る 者 を 救 ひに 至らし むる 神の 力に 有 之 候。 

羅馬書 第一章 十六 節 

今夜から 績 いて 聖書の 研究 をしょう と 思 ひます。 只今 竹 崎 君の 言 はれた 通り 我々 は 聖書 を學 び主ィ 

ェ スを 知りたい のであります。 然し 主ィ H ス キリスト を敎へ て sK れる者 は 人 問の 先生ではありません 「、 

私が 今晚 あなたがたに 主ィ H スを敎 へたい の であります けれども 敎 へ る 事が 出来ない の であります。 
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是れを 知る と 云 ふ 事 は 生命であります が是 れを敎 へ る 者 は主ィ H ス 御自身であります。 近來 私の 信仰 

を 最も 力 づけます 事 は主ィ H ス キリ ス トを 死せ る^と 思 はない 事であります。. キリス トを干 九 百年 前 

の 人で あろと 思 はないで、 キリスト は 十字架に つけられた 後に 復活して 天に 上り、 父の 右に 坐し、 ケ 

口ん r 此處に 居られ、 私の 此の 拙ない 言葉 を 以て あなたがたの 心 を 開いて 下さる と m ケ つて をる 事で あり 

ます。 諸君が 私の 言葉 を 聞かれる 時に 常に 此事を 思うて 下さい。 私 は キリストの マウス ピ ー ス卽ち 道 

具であります、 先生 は キリスト 御自身であります。 

扭て 聖書 研究の 必要に ついて は 竹 崎 君 の 言 はれた 通りで あ ります。 キリスト 信徒に とりて は 此れ ほ 

ど 大切な 事 は 他に 考 へられな いので あり ます。 多くの 人の 中 で は敎會 問題 などに は 备自隨 分 意見 を 以 

て をら れる 人が あります が、 然し 其の 人た ちに 聖書の 智識 を 尋ねます 時に 度々 失 ^ す る の で あります 0 

十 年 一 ート 年の 信者に して 聖書 を 本 當. に讀 めない 人、 また 喜んで 讀 まない 人が 澤 山あります。 之れ では 

信仰が 進んで 行って 神と キリ ス トとを 理解す る 事 は 出来ない の であります。 私に 宗敎 問題 を 提出して 

私 を 試みん とせら る& 人が 澤山 あります、 叉 大抵の 人、 殊に 宜敎師 など は 私が 敎會に 就て 特^の 意見 

を 持て ゐる ものであります から、 よく 此 問題 を 出される のであります。 私 は 此時は M 時で も 斯く言 ひ 

ます、 「あなたに とりて は 他の 問題 はも はや 解けて ゐ るので すか、 そして 只 一 っ敎會 問題の みが 殘 つ 

て をる のです か、 是れ より は 更に 大 なる、 又此 等の 根本的 問題で ある 聖書 を 研究し ませう、 共の 校に 

敎會 問題 を 論じ ませう」 と、 是れで 大抵 此の 問題 は濟 みになる のであります。 

紫 書の 研究 を 怠って は 我々 は 全く 價値 のない ものであります。 慈善と か、 敎會擴 張と か、 俾道 とか 

を 盛に すれば それで 乎 足が 强 くなる と 忍 ふ は 間違 ひであります。 我々 は 祌のド さった 此の 聖書 を 食 ベ 


なければ ならない のであります。 人 il の 生命 は 食物に あります。 キリスト 信者の 生命 は 否で も應 でも 

此の 小さな 聖書に 在る のであります。 ：：；i- れは 大切の 事であります から 第 一 に 云って 澄く のであります * 

札^の 凡ての 敎 きの 方々 も此點 によく 注意して 貰 ひたいので あります。 是れ さへ 味へば 分灕 する 事 は 

ない の であります、 惡：！ など はい やで もなくなる のであります。 外に 向ける 注意 を 書に ：l;i げば 萬 事 

今 n より は 進歩す るに 遠 ひ はあり ま せん。 先づ是 から は 書の 研究 を 札幌の 信者の 方々 の 特徴と して 

ひたいので あります。 其の 研究の 方法に ついて 一 言して ；ま きたいと 忍 ひます。 先づ 今迄 なれば a  I 

マ 書の 第  一 を 間いて 第 一 節より 見て 行く のであります、 

イエ ス キリス 卜の 僕。 ハウ 口 刀：： されて 使徒と なり 祌の福 昔の 爲 めに 選ばる 

と ありま すれば、 ィ H スとは M か、 キリストと はどう 云 ふ 事 か、 僕と は 如何.. 刀 I： された と はどう、 侦 

徒と はどう、 福 昔と はどう、 選ばれる と はどう、 と斯く K を 追て 詳く やって 行く のであります。 かう 

すると 其の 言葉 言葉に 皆 意味が つい て 迷つ てし まひ 後が 緩かない の であります、 其の 文字に 就ての 意 

味 を 喜ぶ 丈け で 全體に X る 眞现を 忘れる のであります。 私の 知つ て をる 人で ni::iil 書 全體を 通じて は 

解らない が 然し 部分 部分なら ばよ く 知って ゐる」 と 云 ふ 人が あります。 是れは 其の 研究の 方法が あま 

りに 細かに 1 り 過ぎる からであります。 r 汝の敵 を 愛せよ」 と 云 ふ 句 は 分って をり ますが、 羅 書 全 

體が 如何なる 敎へ であるかと" ム ふ^は 分かって ゐな いのであります。 r 度 札 幌の美 はしい エルムの 樹 

を 見る 樣な. ものであります。 葉 をと り 幹の 一部 をと つて 見る から 其の 全 體の美 を 見失 ふ樣 になる ので 

あります。 是が 聖書の 研究が 私共に 輿 味を與 へ ない 原 ra: であると 思 ひます。 私共が 聖書の 研究 會に行 

きます といつ でも 聖書の あちこちから 引き出して かう だの あ、 だ のと； 一-一 I： ひます、 成程 證明は 立 ちます， 
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本文 (テキスト) を 引いて 云へば M とで も 言へ ます。 聖句を 引いて 來て 「祌 なし」 とも 言 ふ 事が 出 來- 

ま す 、 詩篇 を 見 ま す と 然 う 書 いてあります、 然し 其の 直ぐ 前に 「愚かなる^ は 雷 ふ」 と 云 ふ 文 字 が あ 

ります。 

愚かなる 者 は 云 ふ、 神な しと。 

愚かなる もの がー 一一 一 n ふので あり ます、 斯く の 如く あち ら こちら を 引き^し て說を 出す の は 止 める 可き で ■ 

あります。 是れは 本當の 研究で はない の であります。 

今夜から 私の 試みん とする 方法 は 新ら しき 方法であります。 八， B まで 行 はれて ^5 りません から 新ら 

しき 方法と 云 はねば たりません。 令 口まで 本當の 方法が 行 はれて ゐ なかつ た 事 は 不思議な 事 であり ま 

す。 先 R も宮部 先生と 話した のであります が、 此 頃の 說敎は 初め 自分が 說敎を 作って お い て 後から 是 

れに聖 句 をく つつけ るので あります、 卽ち聖 句の ォ ー ソリチ ー を 借りて 來 るので あります、 之 は 云 ふ. 

迄 もな く大 なる 誤であります。 今夜から は 常識に かな へ る 聖書の 研究に 入って 行かう と ひます。 

舊 約の 事 は 今度 は 言 はない 事に して、 今度の 研究で 聖書と 云へば 新約の 事であります。 新約聖書の 

中には 二十 七の 記事が あります。 其 中に パゥ 口の 書いた ものが 十三、 バウ 口 以外の 人の 書いた ものが 

ト四、 其の 十四の 中の 七つが 公開 書簡でありまして 後の 七つが パ ゥ P の 書かない 大切な 記事で ありま. 

す、 卽ち 福音書、 使徒 行傳、 希伯來 書、 默示錄 であります。 パゥ a の 書きし 十一 二の 屮を 分けて 一一 一一：； ひ. 

ますれば 大きな ものが 四つ、 羅馬 書、 哥林多 前、 後書、 加拉太 書、 それに 有名な 獄中 書簡と 一 K ふの が 

kk^, 書、 腓立比 書、 哥羅西 書の 三つ、 牧會 書簡と 言 ふの が、 提摩太 前、 後書、 提多 書の 三つ、 傳道. - 

の 書と 云 ふの が、 帖撒羅 iH^ 迦前、 後書の 二つ、 其 外に ピ レ モ ン 書と 云 ふ 一 人の 紹介 書が 一 つ、 夫れ で- 


都合 パゥ n の 書いた ものが 十三になります。 總 計で 新約聖書 は 以上の 一 一 卜 七から 成って をり ます。 

私共が 此ー 一十 七 を 調べ て 見ます と 同じ 様で 實 は皆異 つて をり ます、 例へば 多くの 人 は ra: 幅 昔 書の 

初めの 馬 太 傳を讀 んで後 は 大概 同じ もので あらう と 思 ひます が、 皆 違つ て をる のであります * 各々 立 

場が 途ひ 皆^の 方面から 見て をる のであります。 

馬 太 傅 は 猶太 人に 向て キリ スト を 紹介した ものであります、 卽ち， 猶太 思想 を 持てる 人に キリス トを 

^ へ たもの であります。 馬 可 傳は權 能 を 重ん する 雑 馬 人に 向て 書いた ものであります、 ラ テ ン 語の 分 

かる 人が 一一 一一 C つて をり ますのに. 馬 可 傅と シ ー ザ ー の文體 とがよ く 似て 居る 相であります、 卽ち 文が 完 

結で 勢が よく 勝利の 文體 であります。 路加 俾に なると 全く 反對 であります、 ギリシャ 人に 宛てて 書い 

たもので 情に 富み 文章 も 美 はしく 凡てが 文學 的であります、 殊に 其 初めの 三 章 は 美 はしい 文 章 で あ り 

ます。 筆づ かひが やさしくて 殊に H リサべ ッ、 マリヤ、 アンナ、 マク ダレ 十の マリアな どの 女の 記事 

が澤 山あります から 女性の 幅 音 書と 一 百 はれて をり ます、 全く ギリ シャ 的の 一 .i 音 書であります。 最後の 

約 翰傳は 人類 的であります、 ィ H スを 神の 子 また 人の子と して 書いて あります。 ■ 

我々 の 中で も 猶太 人の 如く 保守的な 人 もあります、 基督 敎を 昔の 武士道、 儒 敎 などと 關係 をつ けて 

考 へ て 見たい と 言 ふ樣な 人に は 馬 太 傅が 適當 であります。 また 大將 軍の 勝利 を 歌った 様な 勢 ひの よい 

の を 喜ぶ 人 は 馬 可 傅、 また 女性の 樣な やさしい の を 望む 人 は 路加 傳、 或は 祌が 人間に 接した ものが キ 

リ ストで あると 一一 一一 C ふ樣に 人類 的に 考 へたい 人 は 約 翰 傅に、 各々 好む 所に 赴く  きであります。 

かく 人々 の 心に 適する 様に 此の 四 幅 昔 書は與 へられて をる のであります、 是れを 知らす して 牧師が 

無暗に 聖書 を 讀め讀 めと 勸め るの はよ くない 事であります。 ^^書はー 一十 七 種の 藥で あります、 肺^：^に 
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T: 病の 藥を與 へ て も 無駄であります、 忠者 によりて 藥を 選む 可き であります、 我々 の 心の 狀態 に. 應じ 

て 色々 2 處を讀 むと 訴 へ る處が 深いので あります。 

次に。 ハ ゥ 口 の 書簡に 就て 述べ て 見 ますれば、 實 際に はパ ゥ 口 の 書翰 はト三 以外に 尙澤 山あった らう 

と m 心 はれる の で あ り ます * 手紙で あ り ます からま だ 外に 澤山書 いたに 違 ひありません。 然し 此 の 事に 

就て 深く 研究した 人が 「若し 我々 に 其の 屮 から 選 擇を 許された としたならば 矢張り 此の 4- 三 を 選ぶ」 

と 言って をり ます。 今此の十三を皆述べ るiJ^-は出來ません。 初めの 三つ、 卽ち羅 馬 書、 哥林多 前、 後 

書の 三大 書翰 をと つて 見ましても 矢 張り 差が ありまして 場 合に 應じ て 讀 む 可き であります。 羅馬書 は 

羅馬 人に 書いた ものでありまして、 。ハウ a の 信仰と 敎義 (此の 語 は 適切ではありません が) と を 述べ 

たもので あります。 哥林多 前書 はパ ゥ 口 の神學 思想 を 述べ たもので ありまして、 DZ 的はパ ゥ 口 の敎 會 

觀 であります。 意地の 惡ぃ人 は；^ に 「常に 無 敎會を ：！ にす る 者が 何故 敎會の 事 を 言 ふか」 と 言 はれる 

かも 知れません が、 然し 一 K 葉 は敎會 でも 今日の 敎 會はパ ゥ c が 哥林多 前書に  一一：  一 C つ て 居る 敎會 では あり 

ません。 敎會と 云 ふ 言葉 は 英語で 云 ふ 「チヤ ー チ」 ではありません、 「ヱ ク レシ ァ」 と 云って 呼び出 

された る會 衆と 言 ふ 事であります。 卽ち r クリャ コ ン」 と 云 ふ 事 を チヤ ー チ 或は キル へと 言って 居る. 

のであります。 近 來英國 の モフ ハツ 卜 氏 は 其の 著した ヒ ス トリ カル. 二 ュ ー . テス タメ ントの 中には 

チヤ ー チと言 ふ 一一 一一 C 葉 を 用 ひすに 其 代りに コ ンミ ュ 一一 テ ー と 云 ふ 文字 を 使って をり ます。 然し 此の 事 を 

今夜 は 論す るので はありません. 一 ^に 角 か、 る 事が 哥林多 前書 に は 書 いて あるの で あ ります。 扨 て 敎 

會が 出来た、 れを 司る 人が いる、 其 人が 如何なる 人 か、 如何なる 態度 をと る 可き か、 如 M なる 资枨 

が 必要で あるか、 此 等の 事 が 哥林多 後書 に 書い て あるの で あ ります。 何れに しろ 問題が 告違 ふ の で あ 


ります、 聖書 を 學ぶ 時に 若し 敎會 問題 で あれば 哥林多 前書、 敎會 の 御 役人 の 事 で あれば .哥 林 多 後書、 

敎義 全體の 事で あれば 維 馬 書と、 斯く 必要に 應 じて 變へ て 行く のであります、 「架 書 は 何 齒を讀 むで 

もよ い、 祌の霄 葉で あるから」 と 云って しまって は 本 常の 研究 は 來 ない のであります。 

私 は 近頃 新約聖書 を 艦隊の 如く 見て ：5 ります (私 は非戰 論者であります が U ハ例 を舉げ るので ありま 

す)。 私共 は 之 を率ゐ て 惡魔 に W はれた 人 を 攻擎に 行く の で あ り ます、 殺す の で はなく 生かす 爲 めで 

あります。 私共 は 新約 書と 云. ふ 艦隊 を 貰って をる のであります。 戰闘 艦に 相當 する もの は、 四 幅 昔 

0, 使徒 行傳、 默示錄 であります。 形も大 であって 之れ を 沈められて は キリストの 一 i 音が 壊れて しま 

ふので あります。 此等は 聖書の 中堅であります。 中堅 を 守る 巡洋艦に 相當 する^が パゥ n の 書翰で あ 

ります、 一 等 巡洋艦が、 羅馬 書、 哥林多 前、 後書、 加拉太 書、 布们來 書であります。 雅各 書の 如き は 

一等 か 二等 か 分かりません が 重要の ものであります。 二等 巡洋艦が 以弗 所、 腓立 比、 羅^、 帖撒羅 

尼迦 前書であります。 驅逐 艦に 相當 する 者 は 約 翰 第一 書、 彼 得 前、 後書であります。 ； f 取 後に = ハ 一 章し 

かない 猶太 書、 腓利門 書な ど は 小に して 屮々 有力な ものであります。 此等全體を以て靈魂を！！^^ひに行 

くので あります。 之れ を 上 乎に 指揮し 得る 人 は 第一 流の 牧師であります。 之れ を 離して 一 句々 々を 拾 

つて 投げる の は 丁度 石ころ を 投げる と 同じ 察で 效果 のない ものであります。 束 鄉大將 の P シァ 艦隊 を 

破った 様な やりかたが 本當の やりかたであります。 「ビ ー、 アン ビシ ァス」 (野心 を 抱け)、 ^^君は 

聖書の 海軍 大將 になる 架き 野心 を 抱かれむ 事 を 望みます (本卷 五六 一 —五六 三 頁 「艦隊と して =^ たろ 新約 if 

書」 參照 I 編者，)。 

以ヒは 從來の 聖書の 學び 方と は 大に異 るので あります。 よく 北 問 で は 「俗務が あるか ら硏究 が 出來 
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ない」 と； 一一 E ふ 人が あります。 そんな 人が よく 新聞に 一 時 問も费 して をる のであります。 其の 時間の 半 

分 を 聖書に 用 ひて 一 年續 ければ 大分 書學 者になります。 私 は 一 日に 五分 問 新聞に 與 へます がそれ で 

大切の 事 は 分かります。 福 島縣に 忙しい 友人が あります が、 一度 其 人と 山 あるき をした 時に 腰に 煙草 

人 を ぶらさげて 居ました。 「11?; はま だ 煙草 をのむ のか」 と 私が 聞きましたら 「いや、 煙草 はの みませ 

ん、 此 中には 聖書が は ひって をり ます， 山 を 歩く 時、 汽車に 乘る とき、 隙の ある ごとに 出して は讀み 

ます」 と 一一 一一！ I つて をり ました。 注意 さへ すれば いくらでも 時間 は 見出せる のであります。 よく 若い 婦人 

が 春 を 持ちながら 小說を 讀んで をり ますが、 あれ はよ くありません、 是 から は 备自が 聖書 研究者に な 

ると 云 ふ 野心 を 起して 下さい。 非常に 前置きが 長くな りました、 然し 是れら の 事 は 皆無 益な 事で はな 

い と 思 ひます。 

羅馬 書と  一一 =11 へば 巾で も 一 番六ケ 敷い のであります、 私な ど. も 讀んで ゐて或 時 はい やになる 事が あり 

ます、 敎義 的であって 讀み惡 い 爲め他 かの もの を讀 みたくなる 事が あります。 其 時 は 私 は それ を やめ 

て 他の 美 はしい もの を讀 みます。 然しながら 羅馬 書な しで は キリ ス ト敎は 分からない のであります。 

if 馬 書 は 萬 髓を傳 へた ものであります。 御 承知の 如く、 十六 世紀の 獨逸、 瑞 西の 宗敎 革命の 時の 第一 

の 仕事 は羅馬 書の 研究で ありました。 其 當時唯 一 の 本であった メラ ンク トン の 神學は n 1 マ 書の 解釋 

でありました。 羅馬書 は 我々 の 一 番 深い 所に 訴 へる 本であります。 

扨て 研究の 方法であります が、 是れを 讀んで 一 々解釋 して 行く の はむ づ かしい 事であります。 羅馬 

塗Eな^1になると殆ど手にぉ へない 位であります。 ところが 私の 實驗 によると 一 一時 問で 羅馬書 全 體を讀 

んでしまった_5^-がぁりました、 其 屮には 分からない 所 も  一 ニケ所 はあり ましたが 殆ど 皆 分かりました。 


然し 時に よると 初めから 分からない 事が あります。 つまり 心の 狀 態が 變 ると よく 分かる のであります ( 

私の 所で 學生を 集めて 聖書の 研究 をして をり ました 時に、 一 人の 學 生が 大きな 聲で 口 ー マ 書 を讀む 

で をり ましたが、 「どう だ、 分かる か」 と 私が 問 ひます と 「分かります、 分かります、 呰 分かります. 

皆 私の 經驗 その ま k です」 と 言 ひました。 然し 叉 或る時 は 全く 分からな いと 言 ひます。 かやう にむ づ 

かしい、 むづ かしくな いと 言 ふの は 心の 狀 態に 由る のであります。 或狀 態から 離れて はむ づ かしく、 

或狀態 の 時 はたやす いので あり ます。 文學 的に むづ かしい、 折； I 學 的に むづ かしい と 云 ふ ので はあり ま 

せん。 分かる 分からぬ は 智識の 問題で はない のであります。 つまり。 ハ ゥ 口 の 心になる と祌と キリ ス 卜 

の 態度が よく 分か るので あ ります、 さ うでない とたと へ ギリシャ 文が 讀 める 人で も 分から な い と 一一 一一" ふ 

• 事になる のであります。 諸君の 中に 此の 經驗の ある 人が ありま すれば- 此の 話の.^ んだ 後で 時間 を與 

へます から 此事 につい て 話して 貰 ひたいので あります。 これで 羅馬 書が むづ かしい 本で あると 言 ふ 其 

. の 由が 分かりました。 

亇 一 つ 學者 側から 出る 言葉が あります、 「羅馬 書に 限ら-す 凡 て。 ハウ の 書いた もの は 其 巾に 統 一 が 

か 「い、 組織がない、 羅馬 書の 如き は 其 例で ある、 ダ ー ウィンの オリ ヂン . ォブ • スぺ シ ー ス などで あ 

れば 組織が ある」 と 云 ふので あります。 然し それ は その 害であります。 羅馬書 は 手紙であります、 友 

人に 宛て て 書いた ものであります から 口、 チック に 合 はない 點も ありませ う、 感じの 俊に 書く ので あり 

ますから 組織の ない の は 無理 もな い 事であります。 然し 羅馬 書が 全部 組織の な いもので ない 事 は 明白 

な る 事實 で あります。 此を 精神的に 見れば 立派に 組織が 立って をる の で あります。 此が 分 か れ ば 非常 

に 讀 み 易く たるの で あ ります。 羅馬書 をお 話しす る の は 自 然 此の 點を 話す： * になる と W 心 ひます。 祌の 
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靈 によらす に は 諸 1^ に 何物 も與 へ る 事 は E,I 來 ません が、 然し 断う いふ 事を敎 へ る の であると 云 ふ 事 丈 

けは示す！？^-が出來ると思ひます。 

如何に r 維 馬 書に 一 稲の 組織が あるかと 言 ふ； 5| は、 一 昨日の 朝お 話した 第 丁 軍の 第 十六 節 を 見ても 分 

かるので あります。  . 

是れ 力に 有 之 候 

祌の 力に 有 之^ 

救 ひに 致ら する 神の 力に 有 之 候 

凡 て 信す る 者 を 救 ひに 至 らす る祌の 力に 有-二お。 

之れ は 羅馬書 を 縮めた 一一 一一 C 葉であります。 私の 農學 校で 學んだ 解剖 學 によって 見ても、 乎の 巾に 全身 を 

見る 事が 出来ます、 樹は 板に も 葉に も 幹に も あら はれて をり ます、 バウ 口の 書いた 言葉 は 3: 處を拔 き 

出し て 見ても バウ 口 だと 言 ふ 事が 分か る の で あります。 私 は 農學校 で 力 ー ライル ゃヲル ズヲ— ス を讀 

みました が、 力 ー ライル は どこ を 見ても チ H ルシ ー の 老人 だと 言 ふ 事が 直ぐに 分かります。 ヲ ルヅヲ 

1 ス で も 直ぐに 分かります 。同様に バウ n であると また それが すぐに 分か るので あります。 力と 云 ふ 

字が 出て 来れば。 ハウ n だと 云 ふ 事が 分かります。 パゥ& は 哲學が 嫌 ひで、 前に も 言った 通り、 智者と 

去 ふの は 祈 n 學 者と 云 ふ 意味であります。 バウ 口 は實際 的の 人、 頭より は 意志の 人であります。 此 v:,^ 

の 文 を 見ましても 初めに 力と 云 ふ 字が あります。 それです ぐに バウ n だな と uis は 化ます。 其の， 5^ の *■ 

と 云 ふ 字 は何處 にも ある 字で 151;^ に はなり ません が、 其の 次の 救と 云 ふ 字 卽ちソ ー テリア、 又は サル 

ヴ H 1 ショ ンと云 ふ 字が 來 ると 义パ ゥ n だな と 云 ふ 事が 分かります。 する 者と 云 ふ 字が ま t 之れ よ 


。ハウ Ji 獨特の 一 百 葉であります。 力、 救、 信す る 者、 ：： だ 等 は i^z バウ a 的の 言 菊でありまして" ー マ 全 

體は 此の 三つ を 敷衍して 述べ て あるの であります。 

羅馬 書に 論じて ある 事 は 第 一 は 「救 ひ」 であります。 一 番 ながく 述べ てあります、 第  一 ^:+の..初めか 

ら 十六 節まで は挨按 であります、 第 十七 節から 第 八 章の 終りまで は 此の 「救 扬」 が 述べて あるので あ 

ります。 第 九 章、 十 章、 十 一 章に 於て ュ ダャ 人と ギリ シャ 人との 關 係が 述べ てあります。 パ ゥ 口 は 全 

人類 を 二つに 分けて をり ます。 卽ち ユダヤ人と ギリシャ 人と であります。 我々 は 異邦人であります か 

ら ギリ シャ 人に 屬す るので あります。 パ ゥ 口 の 一一 目 はんとした 事 は 十 一 章 迄で 濟んで をる のであります 

けれども、 其の後に おまけが ついて をる のであります。 普通なら ば 倫理 道 德を說 かねば 宗敎 ではない 

と 云 ふので あります が、 。ハウ 口の やり方 は反對 であります。 バウ ロは敎 義を說 いたのであります。 

「斯 く斯 くで あるから * ゼャ フォア ー、 それ だから、 斯 くなさい」 と 言 ふので あります。 一番 最後に 

美 はしき 一 W 葉 を 以て、 二十 五 人の 友の 名 を i^!: ほめて、 「神の 榮光 限りなく イエスキリストに 巾り て あ 

らん 事 を」 と 言って、 それで 全體を 結んで をる のであります。 

斯 くの 如く 見て 行けば 羅 書 は解釋 のし やすい 本で ありま す。 諸君の 考 へられる ほど 六ケ 敷い もの 

ではありません。 疲れました から 今晚 はこれ にて やめます。 明晚は 「救 ひ」 と 云 ふ V について 述べた 

いと 思 ひます。 最後に 短 かく 祈禱 をいた します。 (筆 s.^ 

艦隊と/そ 見た る 新約聖書 (札幌 講演の 一 節) 

約 聖書 は 之 を 一個の 艦隊と して 見る ことが 出来る、 其 中に 戰鬪 艦が ある * 巡洋艦が ある、 驅逐艦 
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が： あ. る、 水雷艇が ある、 之 を 統一して 敵に 當り、 彼 を 殺す にあら すして、 キリストの 愛 を 以て 彼を虜 

にし、 以て 永久に 彼 を 活かす ことが 出来る。 

戰鬪艦 は 四 福音書で ある、 使徒 行 傅で ある、 默示錄 である、 是 等の 六艘が s£i 曰 艦隊の 中堅で ある、 

其 中 約 翰 偉が 旗艦で あら ふ、 キリス 卜 は 之に 坐乘 して 全 艦隊 を 指揮し 給 ふので あら ふ、 而 して 我等 は 

彼の 側に 侍りて 艦隊の 統率 を輔 仕け まつる であら ふ。 

戰鬪艦 を園繞 して 巡洋艦が ある、 其大 なる 者が 羅馬 書で ある、 哥林多 前書と 後書と である、 加拉太 

書で ある、 希怕來 書で ある、 以上 を稱 して 新約 a: 書の 第一 等 巡洋艦と 云 ふこと が屮 Z 來ゃ う、 其 顿數は 

けんろ 5 

多くして 速力 は大 である、 堅牢 無比の 攻擊的 武器で ある。 

之に 次いで 第二 等 巡洋艦と 稱 すべき 者が ある、 それ は 以弗所 書で ある、 腓立比 書で ある、 哥羅西 書 

である、 而 して 艦 種 を^に して 雅各 書が ある、 彼 得 前書と 後書と が ある、 殊に 約 翰 第一 書の 如き は 

數に 於て は 劣る と 雖も實 力に 於て は戰鬪 艦に も 等しき 戰鬪カ を 有する 者で ある、 攻擊 並に 防禦の 特^ 

任務に 就かん がた めに 各 艦 其 設備に 於て 缺 くる 所がない。 

驅逐 艦と して はテサ n 一一  力 前書と 後書と が ある、 テ乇テ 前書と 後書と が ある， テ トス 書が ある、 或 

た ？： り. "よ  >、っ>.;..5 

ひ は 之 を 海防 艦と して 用ゐる 事が 出来る、 淺 瀨を乘 廻し、 小艇 を驅逐 する に は屈竞 の 武器で ある。 

最後に 小 艇隊が ある、 ピ レモ ン書、 ョ ハ ネ 第一 一書と 第三 書、 並に ュダ 書より 成る， 取る に 足らざる 

が 如き 輕舟 なりと 雖も、 巧に 之 を 運用 すれば 义 以て 敵の 全 艦隊 を も 撃沈す る ことが 出来る。 

實に此 世の 罪惡と 不信と 戰 ふに 方て は、 新約 艦隊 は有效 無比の 武器で ある、 我等 は 之に 由て 

國々 を 服し、 義を行 ひ、 約束の 物 を 得、 獅の ロを箝 み、 火の. 勢を滅 し， 劍の刃 を れ、 弱き より 


して 强 くせられ、 戰爭に 於て 勇ましく、 異邦人の 陣を 退ぞか 

する ことが 出来る (希 伯來書 十一 章 三十 三、 三十 ra(：s)、 新約 艦隊 を 適宜に 利用して 征服し 得ない 敵 

はない と 思 ふ、 若し 敵に して 保守主義の 道 德一點 張りの 人な らん 乎、 我等 は先づ 彼に 向って 馬 太 傅と 

雅各 書と を 遣り、 舊 思想の 充實 者と して ィ H ス キリスト を 紹介し、 然る 後に 羅馬 書と 加拉太 書と を 放 

つて、 彼の 頑强を 挫き、 彼 をして 終に 謙遜の 主なる ィ H スの 前に 彼の 全 靈全生 全身 を獻 げしむ べきで 

ある、 若し 敵に して 權能を 重ん する 政 治 趣味 の 人な らん 乎、 我等 は 彼に 向けて 先づ 馬 可俾を 遣り 描 能 

の 把持 者なる 神の 子 を 紹介し、 然る 後に 又 羅馬書 を 遣り 彼の 良心 を突擊 し、 終に 彼 を 神の愛の 捕？ W と 

なして 恩惠の 主なる ィ H ス キリ ス トの 前に 携來 るべき である、 若し 敵に して 文學 趣味の 人な らん 乎， 

或 ひ は 心- さしくして 慈 惠を慕 ふ 人な らん 乎、 路加 傳 こそ 彼 をして キリ ストに 降參 せし むる ための 屈 

竞の 軍使で ある、 其 他 敵に 循り、 彼れ 相 應の艦 極 を 撰み、 或 ひ は 攻め、 或 ひは說 ひて、 彼を敕 ふに 難 

くないと 思 ふ。 

聖書 は斯の 如くに して 用 ゆべき 者で ある、 軍師が 艦隊 を 操縦す るが 如くに して 用 ゆべき 者で ある、 

艦艇 备自其 特長が ある、 能く 之 を 知り 之 を 用ゐて 主の ために 大功 を 奏する ことが 出来る、 §ぁ 書 は？ おに 

金言 玉 條の鲼 山で はない、 是れは 完備せ る 艦隊で ある、 故に 馬 太 傳は馬 太 傅と して、 路加 傳は 路加 it 

として、 羅 馬 書 は 羅 馬 書と して 之 を 用 ゆ ベ き 者で ある、 之 を 知り 之 を 用 ゆるの 途を 知る の が 聖書 研 i 乜 

の 目的で ある、 決して 容易なる 研究で はない、 然れ ども 人 を して 永生に 至らし むる ための 硏究 であ る 

我等 渾身 の 努力 に 値す る 研究 で あ る 。 
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第二！！ 

パ ゥ 3 の 救拯觀 (第 六卷 『新約 W 究巾』  一 oi 二 o-G、n. 卜き， gT 編者. > 

十 =： 卜 六 礼 幌獨立 敎會に 於て 

きょ.？  あが.；、 ひ 

面前 曰 は 神に 由て キリスト イエスに 在り、 ィ H スは祌 に 立ら れて 爾曹の 智慧 また 義 また 架 また 贖と 

爲 たま へ り。 哥林多 前書 第 一 章 三十 節。 

昨 晚雜馬 書の 研究の 終りに 申しました 如く 羅馬 書の 主題 は 救 ひであります、 救 ひとは 何ぞ や、 何人 

が 如何にして 救 はる k や、 が 問題でありまして、 後 は それより 來る 結論であります。 羅馬書 は 組織の 

無い 樣に 見える 書であります が、 決して さう ではありません。 一 つの 明白なる 人生 觀で ありまして 又 

救濟觀 であります。 故に 其の 要 點を窺 ひます たらば 其の 全般 を 知る 事が 出來 るので あります。 一 章の 

トじ節 以ド十 一 章の 終り 迄 は 其の 主要なる 部分でありまして 其の 要點は 一 言に して 薪 さわます" 若し 

私共が バウ 口 の 云 ふ 救 ひの 意味 を 了解 するならば 羅馬書 を讀 むの が 極く 容易に な のであります。 然 

らば 則ち。 ハ ゥ a の 救 濟觀は 如： E なる もので あるかと 云 ひます と、 之 を 一 節の 中に 云 ひ 表 はして あるの 

が 卽ち哥 林 多 前書の 二せ の 三十 節であります。 之 は イエ スの 何で あるか を說 明した ものであります が 

此の 文.？ の 巾の 智慧と 云 ふ 字 はパゥ 口 に 云 はせ ますと ソ フィャ と 云 ふので あります から、 哲學 と讀む 

可き であります、 。ハウ！ 1 はコ リン 卜 人に 向って 若し キリ ス トの 信者に も 折：： 學が 入用な ものなら ばィ H 

スが卽 ちそれ であると 一 K つて 居る のであります。 而 して 此の 義、 聖、 贖の 三つが 彼の 救 濟觀の 骨子で 


ぎ き よめ あ な ひ 

あるので あります。 義、 聖、 贖の 三 字 は ギリシア 語より 譯 したので あります から 其の 意味 を 解す るに 

必す しも 文字に 拘泥す る 必要はありません。 文字に 枸泥 すると 色々 の 不都合が 生じて 來 るので ありま 

す "然るに 世人 は 文字 で 議論す るの が 容易であります から 何ん で も 文字 で 以 て 議論す る。 其の 例 を 巾 

します ると 私に 度々 間 かれます る 無敎會 主義な ど は 夫れ であります。 無敎會 主義 を稱 ふるものが 敎會 

で 說敎す る の は 間違 ではない かと 云 ふが 如き 質問 の 類で あり ます。 日 も 札 幌に參 り ます 途中、 汽車 

中で 平 岩 君に 遇 ひました が、 其 時 平 岩 君が 札幌に 行って 何 をす るの かと 聞きました から、 私 は 札幌で 

會合 をす る爲 めだと 答へ ました。 すると 平 岩 君 は 夫れ は 君の 主義に 反する と 云 ふ. 樣な言 葉 でした が、 

私 は 之れ に 答へ て 君 等の を メソヂ ス トと云 ふで はない か、 して 見る と W ん でも 四角に 行 ふ 規則 を 重 

ん する 人で あるべき だが 資際 君達の 中には 圆 滑なる 人が ある 樣で あると 云 ひました。 之れ は餘 計の 事 

であるが、 實際 一一 一一 n 葉 や 文字に よって 其の 內容を 論す るの は惡ぃ 事であります。 いま 義、 聖、 噴に つい 

て も 此等は 其の 表 はさんと する 意味の 符號 である 事 を 知らねば なりません リ 

。ハウ 口の 言葉に よります と 玆に救 ひの 道が 二つあります、 則ち 義、 聖、 贖でありまして、 ^一  に 我 

我 は 祌に義 とせられなければ ならぬ、 次に 聖 めら れ なければ ならぬ、 而 して 終りに 贖 はれな け わば な 

らぬ、 この 三つ を稱し て 救 ひと 云 ふので あ ります、 救 ひ を 全 ふす るに は 此の 三つの 階段 を經 なけ ば 

なり ませぬ。 然 らば 義と は何ぞ や、 これ は義 とせら る、 事であります。 普通の 意味に 解し まする と義 

は 正義であります、 卽ち國 に は 忠義、 人に は 正直の 意味と なります。 けれども 聖書の 所謂 義と は斯の 

如き 倫现 的の ものではありません、 神と 正しき 關 係に 人る と 云 ふ 意味であります。 之が 第一歩の 救 ひ 

となる ので あり ます。 人類が 墮 落し て 居る の は 神と 人と が 其 の 正し き關係 に 人って 居ない 爲め であり 
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ます。 義人と は 完全 無缺 なる 人と して 神に 認められた 者ではありません。 神と 正しき 關 係に 人れ る 人 

を 指して 云 ふので あり ます。 玆に 子が あります と 其の 子 は 親に 對 して 色々 の六ケ 敷き 關 係が あ ります-い 

路加 傳の 十五 章に ある 彼の 放蕩 串 ^ 子の 喩を 見ます ると、 息子 は 親 を 放れて 放浪の 生活に 人り、 遂に は 

人に 慵 はれ 豚の 食 ふ もの を 食し 着る に 衣な き 有様に 落ち、 實に 冷酷なる 取り 极ひを 受けた とあります。 

斯うた つたの： も 元は 自分が 親の 子で あるのに、 父 を 放れて 親と 正しから ざる 關 係に 入りた るが 爲 めで 

あります。 救 はれる 爲 めに は 丁度 子が 親に 對 して 子た る關 係に 歸 るが 如く、 人は祌 との 正しき 關 係に 

歸ら なければ ならぬ のであります。 之が 救 ひの 第一歩であります。 我々 が 人 を 救 ふと 云 ふ 事 は 放蕩 や 

飮酒を 厳め させる と 云 ふ 事で はない のであります。 基督 敎の 立場より 中し ますと、 これ は 病氣の 現象 

を 取り去った のでありまして、 未だ 根本的に 其 病 源 を 治癒し 盡 したと 云 ふので はあり ませぬ。 惡 しき 

は 神と 正しき 關 係に 入って 居ない からであります が 故に、 若し 之れ を 改めて 正しき 關 係に 入れます 時 

に眞の 改心が 得られる のであります。 人 を 神との 正しき 關係 にかへ す 事 は、 獨 りパゥ 口の. みならす、 

キリスト 始め クリス チア ン全體 が救濟 法と して 同意し 是認す る 所の ものであります。 之 は 世人の 稱す 

る社會改^ls^<類改良の方法とは大に其の主張を異にする所のもの でありまして、 彼等 は 禁酒 或は 廢娼 

連動 を 成功 させれば それで 充分 だと 思って 居ます。 けれども、 我等 はこれ にて 滿足 する 事 は出來 ませ 

ぬ。 社會 の. 病根 を 斷っ爲 めに は 是非 社會を 神との 正しき 關 係に 導かなければ ならぬ のであります。 然 

かし 之 は 救の. 第一 步に 過ぎない のであります。 

然るに 多くめ 基督 信者 は 自ら 此處に 止り て 進ます、 また 人 を祌に 連れ 歸れば それで 充分 だと 思つ て 

居ります。 今迄 惡ぃ世 渡 をして 居た 者が 悔 改めて 敎會に 入った 時に、 信者 達 は 御 芽出度う と 云って 喜 


ぶので あります。 けれども 我等に 缺 點は澤 山に 殘て 居ります。 故に 救 ひ は義に 止まらす 進んで 第二^ 

に 入る 必要が あります。 則ち 聚 くせられ なければ ならぬ のであります。 

ル，' テルの 唱道した る新敎 信^の 缺 點は義 とせら るれば 鼓 早 救 はれた と考 へて 滿足 してし まふ 事で 

す。 然し バウ 口 は キリ スト は汝 等の 雜 である 聖 である 贈で あると 云って 居る のであります。 変め ると 

云 ふ 事は義 とせられ たる もの を； 史らに 一 層强 からしむ る 事であります。 この 一 桥 よき 說明 はチブ ス病 

であります。 私 は 自身 この 病 氣に摧 り 又 人 を も 着 病した 事が あります が、 其の 際 t: 者 は專ら チブスの 

熟 を 取る 事 を 計ります、 三 週 問 を 無事に 經 過し ますと チブス は 逃げ去る のであります。 之れ は 丁度 義 

とせられた 事に 當 ります。 けれども 其の後に 心配なる 時期が 來 るので あります、 第 s: 週間 目より は、 

熱 は 去っても、 嚴 重なる 食 養生 をせ なければ なり ませぬ。 暫 らくお も 湯、 粥、 牛 5^ の 類で 空腹 を 忍ば 

なければ^5.^りませぬが、 三 HI 週間 後に 食慾が 熾ん になって 耐えられ ぬと 卵 位 許される、 それから 三 m 

日の 後に 牛肉の 煮た もの を少 しづ、 取る 様になり、 漸次 元の 身體 に， おする のであります。 靈の救 ひ は 

丁度 此順序 による ものでありまして、 聖 めの 時代 は 神と 正しき 關 係に 人り たる 後に 來る のであります。. 

義 とせられ ただけ では 罪の 餘波、 卽ち 生れつきの 習慣 や 遣 傅 的の 罪 惡が殘 つて 居ります ので、 初めは 

信仰の 牛 5^、 次に は軟 かき 靈の肉 を 用 ひて 渐々 に聖 めら れ なければ なりません) 私は義 とせられ まし 

たけれ ども 尙ほ救 ひに 至りつ k あります。 福 fpji は 信す る もの をして 救 ひに 至らし むる 道であります。 

されば 我等 は義 とせら る k に 止ら す、 更 らに聖 めら れ なければ なり ませぬ。 此の 事に 重き を 置きた る 

は メソザ ストであります。 ウェス レ ー はカ强 く、 聖 潔 の 必要 を唱 へて、 ル ー テル 主義の 新敎信 

者が 義 とせられて 安んじて 居る の を餐醒 し、 基督 敎會 に大 なる 貢獻を 致した のであります。 
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所が 救 ひ は 之に て 終る かと 云 ひます と 左様ではありません。 聖の 後に 暧が あります、 聖られ たる 結： 

果が 其の 極に 達して 完全なる 救 ひに 人り、 靈は 之に 適 ふ 新ら しき 身體 則ち 靈體を 纏 ひ、 靈が 自由に 活 

動す る 事 を 得る 様になった 時に、 完全に 贖 はれた のであります。 言ひ換 へれば 凡ての 罪の 覊祥 を脫し 

完全なる 域に 達する、 之が 贖であります。 其の 時には 今 持って 居る 肉の 代りに 新ら しき 肉が 出來、 此 

の 世の 外にて 祌の 子の 自由の 生涯に 入る 事が 屮 I 來 るので あります。 普通に 救 ひと 云へば 經齊 上の 困難 

より 救 はれる 事 か、 又は 惡 習慣 を 取 去られる 事 か、 或は 單に 罪より 救 はれる 事 を 意味し ます けれども、 

バウ B は それで は 承知 致し ませぬ。 彼の 所謂 眞 正の 救 ひとは 罪の 遺傳 性を聖 めら れ、 此の 身體が 腐敗 

したる 時に 聖 めら れた靈 魂に 適 ふ 身 體を貰 ひ、 自由なる ものと なる 事 を 云 ふので あります。 我々 は斯 

の 如き 神の 子の 榮 えに 入る 事 を 以て 目的と すべき で あります。 諸君 は 基督 敎を 研究し て 此 處迄考 へ ら 

れた 事が あります か。 バウ 。の 救 ひの 意味 は 罪より 全く 救 はれ 罪の 結果より 盡く放 たれる のみなら す、 

遂に 朽ちざる 靈體を 纏 ふて 現 はれる 迄 を 意味して 居る のであります。 之 を 目的と して 神 は キリ ス トを、 

f.- し 給 ふたので あります。 故に この 救 ひに 人る に は 神に 向って 敵對の 態度 を 改めて 義 とせられ、 更に- 

此の 罪の 結果 を 潔め て 貰 ひ、 漸々 に聖 めら れて 其の 極に 達し、 遂に 聖 めら れ たる 靈が 新ら しき 身體 に 

宿って 自由なる 活動に 入り、 神の 子と して 恥し からざる 者と なる のであります。 神 はこ、 迄 我等 を 連 

れて 行き度いので あります。 

？ よ  ち -か な 

然 らば 義 とせられ 聖 くせられ 贖 はれる 方法 は 如何。 我等 は 其の 順序 を 知り 度い のであります。 如 W 

にして 義 とせられ るかと 云 ふに、 これ は 半分 は 神、 半分 は 人間の 仕事であります。 則ち 我等 は 罪を悔 

い 改めて 神と 正しき 關 係に 人り、 神 は 叛逆せ る 我等 を 正しき 神の 敎 へに 導き 給 ふので あります。 眞正 


の 基督 信者 の實驗 によれば、 義 とせられて 神と 正しき 關 係に 人る に は 特別な る ものが 必要た の で あ り 

ます。 世の 道 德ゃ山 トーの 垂訓 を誡 として は 駄目であります、 我等が 義 とせられる 爲 めに 是非共 必要な 

る もの は、 彼の 聖書に 幾度と なく 繰返して 敎へ て ある 祌の 十字架であります。 之れ が 示された 時に 神 

と 正しき 關 係に 入り 祌の 子供と なる 事が 出來 るので あります。 勿論 祌の誡 を 守るならば 義 とせら る 、 

事 を 得る であらう が、 之れ 計り は 私共が どんなに 勉めて も 遂に 失敗に 歸 する のです。 私共 は 神が 我等 

に與へ 給うた 十字架 を 仰いで、 初めて 祌と 正しき 關 係に 人る 審 が出來 るので あります。 自分 も 學生時 

代 に は 信者 は 完全 無缺 なる 行 をし て , 基督 信者と は斯く の 如き ものであると 云 ふ 標本 を 示さなければ 

ならぬ ものと 考 へました。 人 r 思 ひ 出して 見る と 甚だ 馬鹿げた 事であります が、 其の 頃 新入生が 人學し 

て來 るに 際しまして、 此 等の 學 生に 對 して 道徳的の 標本 を 示す 爲に、 之から は 生れ 页 つた 人間の 様に 

たらなければ ならぬ、 就て は此 一 週間 許りの 間 古き 罪のお 暇 乞 を やらう ではない かと 罪と お 暇 乞の 实 

Z 煮 を 開いた 事が あります。 けれども 渐々 心靈 上の 經驗を 積む に從 つて 之で はいけ ない と氣が 付き まし 

た" 段々 追 ひ 詰められまして、 山上の垂訓 も 到底 我等に は 行 はれぬ 事が 解り、 聖書の 光明に 照され て 

私 は 反って 唯 だ 苦痛 を感 する のみでした。 特に 最後の 審判の 時に、 我等 は 如何に 神の 前に 恥づ 可き も 

ので あるか を 思 ふ 時には、 非常なる 苦痛 を 感じた のであります。 此の 苦痛た る 正しく クリス チ アンの 

生き地獄の 苦しみで ありませ う。 私共 はこの 時期 を 經て來 たのであります。 先日 敎育 會の樓 上で お 話 

しした る 彼の クラ ー ク、 シリ— 兩 先生の 青年時代の 改心 は 則ち 之れ であります。 如 3： にして 神の 前に 

謝罪 をしょう か を 思 ひまして 殆んど 身 も 世に あられぬ 思 ひ を 致します 時に、 我等 は 神の 十字架 を 見る 

のであります。 而 して 私の 罪 は斯く 此處に 釘つ けられて あるが 故に 私の 罪 は 贖 はれた ので あると 悟つ 
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た 時に、 私は兹 に 贖 はれた のであります。 此の 時 は眞に アバ 父よ と 云 ふ 事が 出来ます。 此の 事に 就て 

は 倫理 學も 折；： 學も科 學も其 の說明 をつ ける 事が 屮 Z 來ま せぬ が、 然し 我等の 罪 は 彼 所に 打ち 釘 けられ て 

あると 信す る 時に、 神 を アバ 父よ と稱ぶ 事が 出來 るので あります。 信仰 は 理由が 解って 信す る もので 

はあり ませぬ、 信す るが 故に 理由 を發 見す るので あります。 

さよ 

次に 如何にして 聖 めら る、 ので あるか を 話し ませう。 我々 は 十字架の 救 ひに ぁづ かり 義 とせられし 

恩惠を 感謝して、 之れ より i5s 行 を 慎ん で 立派なる 生涯 を 送り 恩惠に 報いん と 試む ベ き で あります。 然 

し 實際を 見ます と左樣 では ありませ ぬ。 我々 は斯 かる 心掛を 持って 居ります けれども、 絕 えす 罪 を 犯 

し、 毎日 每日徵 悔しなければ なりません、 義 とせられた けれども 恩に 報 ゆる 事が 足らぬ 爲め、 悔 ゆる 

心に 制せられて 思 ふ樣に 進歩し ません。 か k る 時には、 前に 十字架 を 仰いだ 樣に、 ^くせら る k 爲め 

に 上 を 見なければ なり ませぬ。 それ は 聖書の 所謂 聖靈の 降臨であります。 弱き 私共 は聖 くせら る、 時 

に 限らす、 すべ て 自分の 力に て 如何と もしが たき 種々 の 事 を 成就 せんが 爲に は必す 我等 以外の 犬なる 

力 を藉ら なければ なり ませぬ。 特に 今晚の 如き クリス チア ン のき 合に 於て、 最も §n! ましき もの は 聖-靈 

の 降臨 であります。 聖， くせら る &と云 ひます と 普通 の 解釋で は！ I れを洗 はれ 罪 を 取られる 事で ありま 

すが、 聖書に ある 聖く せらる、 と 云 ふ 文字の 意味 は然 うではありません。 サン クチ フィケ —シ ヨンと 

は 罪より 救 はれる 事で はたく、 新ら しく 德を加 へられ 善 をな す カを與 へられる 事であります。 私は堙 

草は吞 まなくな つた、 酒 も 呑ま なくなった， 此事 もし なくなった、 あの 事 も 魔め たと 云 ふ 人が ありま 

すが、 斯 かる 人：！ パ 他人の 罪 を 指して 彼 人 は あんな 事 をす る、 あれ も爲る 此れ もす ると 責め立て るので 

あります。 所が 其 人の 心の中に 這 入って 考 へます と、 斯 かる 人 は强く 自ら を 制して 惡 習に 歸る事 を 抑 


へて 居る 人-であり ますから、 中々 其の 辛抱が 苦しい、 それです から 罪惡に 眼が 着き 善事に 眼が 着かな 

いのであります。 併し 聖く せられた る 人 は 甚だ 其の 趣 を 異にして 居ります。 罪 を 取り去られました 其 

の 代りに、 新ら しき 力が 付いた のであります から、 善事 をな すが 嬉しく、 他人の 苦しめる を 見て は 救 

はすに 居られなくなります し、 國の爲 めに は 立って 之 を 助けざる を 得なくなる のであります。 此の 心 

が 非常に 大切であります。 實に 聖靈の 降る は 生命の 降る と ！：！： じ 事でありまして、 之 さ へ あらば 凡ての 

善事 をィ ン スピレ ー シ ヨン を以 つて 爲す事 を 得る の であります。 何 か爲す 可き 善事 はないで あらつ か 

と 待ち望んで 居る のであります から、 機 # さへ あれば 喜んで 善 を 行 ひます。 例へば 國. おの 問題が 起つ 

た 時な どに は 直ちに 行ら して くれと 云 ふ 様に 積極的に なつ て來 るの です。 則ち 喜んで 善 を 行 ふ 進取 的 

の 人と なる のであります。 私 は 斯様な 進取 的の 基督 敎 信者 を 知って 居ります。 斯 くなる に は 是非とも 

聖靈 の 降臨 を また なければ なりません。 

最後に 來る もの は 贖 ひであります。 此れ は 如何にして 成就す る もので あらう か。 我等が 今 有する 此 

の 肉體は 終に 敗れ 朽っ 可き ものであります が、 人生 百年に 滿た すして 最後の 死滅の 時期に 達した 時に- 

斯 くなる は 已むを 得ざる 事で あると 云って 諦める 可き であり ませう か。 秋が 來た 時に 木の葉 は 朽ちて 

落ちます が 其の 跡に は來 年の 芽を殘 してあります。 斯様に クリス チ アンの 此の世の 生涯が 終りた る 時 

に已に 新ら しきものが 備 へられて 居る のであります。 此の 事 を 信 すれば こそ 「左様なら」 と 云 ひて m:- 

んで樂 しき 天國に 行く 事 を 得る のであります。 彼の 所に は 罪な き 身 體が具 へられ、 私共 も 罪な く從っ 

て淚 なき 身體 をと る 事が 出來 るので あります。 之 は 神が 我々 にして 下さる 事でありまして、 哥林多 後 

書 五 章に 「われらが 地に ある 幕屋 もし 壞れ なば 祌の賜 ふ 所の 屋、 天に あり、 手に て 造らざる 窮 なく 保 

大正 元年  五 七 I 


ff 澝  五 七 二 

つ 處の屋 なり」 と あ る 通り 丁度 冬の 朝 子供が 起きます と 母が 暖かき 衣服 を 着せて やる 樣に、 暖か き靈 

體が 着せられる のであります。 此の際 子供に 着物 を 着せる に 母の 手 を 必要と します 如く、 我等の 贈に 

は 聖書の 中に 示された 通り キリス 卜の 再来が 必要な のであります〕 斯の 如くして 十字架- 聖靈の 降臨、 

キリス 卜の： 冉來、 この 三つ を 經て救 は 完成せられ るので す。 羅馬書 は 長い けれども 其の 本體は 之れ に 

盡 きて ゐ るので あります。  ， 

羅馬書 j 章の 十七 節より 七 章 迄に は 何に 據 りて 斯く責 き 救 を 受け 得 可き かを說 明して あります。 彼 

の ギリシャ 人の 有する 智識、 卽ち哲 學道德 にて は 如何で あるか。 彼等 は 學問を 有すと 云 ふが 祌を 持つ 

て eij ら ない、 それで 自分が 作りた る もの を 自ら 拜 する 結 5^、 情 は 腐れ、 男 は 男と して 女 は 女と して 其 

の 天性 を 全うする 事が 出來 ぬ、 從 つて 心 は 暗くな り、 妬み；^ み 其 他 種々 なる 不德は 之れ から 發生 する 

と 云 ふ 有様で ある、 之れ 畢竟 知る 可き 神 を 知らなかった 故で ある、 叉. 猶太 人 は 其の 始め 完全なる い 

を 貰って 居た けれども 彼等 は 之れ が爲 めに 却って 其の 罪が 明かに せられる だけであった、 して 見る と 

祌の 律法 も 駄目、 哲學も 駄目であって、 救 はる、 には祌 にあり て は恩惠 (十字架)、 人に ありて は 信 

頼の 他に 途 はありません。 (普通の 信仰の 二字 は 或る時に は 「仰」 の 代りに r 賴」 を 置き 換 へて、 其 

の 意味が よく 表 はれる 事が あります。 親子の 正しき 關係は 親に 對 する 信頼に 其の 根 木 を 置かなければ 

たりません- 親 は 子が 信頼せ ぬ は 何事 を もな す 事が 出来ない のであります。 故に 祌には 十字架の 惠 

み、 人に は 信賴、 この 二つが 必要であります )o 之れ が羅馬 書の 二、 三、 四 章に 互る 大體の 議論で あ 

ります。 同じ 事 をパゥ 口 は加拉 太 書に も 述べて をり ます。 ^し バウ a の救濟 觀は義 とせら る k だけに 

て 足れり とせす 更に 聖 くせら る \ 事 を 論じて ゐ るので あります。 唯だパ ゥ 口 は義 とせられ なけれ ズな 


ら ぬ 事 を餘り 力 を 籠め て 論じ て をり ます の で 聖 めの 事 は 閑却され て ゐ る 様に 見 えます が 、 八.； S せ に 於て 

彼は聖 めら る、 事と 贖 はる、 事と を 論じて 居る のであります。 其の 證據に は 八 章の 聖靈 なる 文.：：^ に：. 比 

意して 御覧なさい、 一節から 十一 節 迄に 靈と云 ふ 語 を 十七 度 用 ひて あります。 而 して 聖 めら る K に は 

聖靈の 働きが 必要で ある 事 は 前に. S. した 通りであります。 斯 くして 遂に 贖 はれる に 至って 大地ず：： 物が 

凡て 眞の救 ひに 人る のでありまして、 此の 順序 はパゥ a が 他の 場所に 於て 述べた のと 變り はあり ませ 

ん" これが 解ります と羅馬 書の 研究 は樂 にな る の であります。 羅馬 書の 第 四 章より 第 六 章 迄 は 全體の 

議論に 關係 のない 部分でありまして、 アブラハムが 3： の 爲に義 とせられた るか を說 き、 义 キリス 卜に 

關 する バウ 口 の 奇態なる 人生観が 述べ て あるので す。 八 章の 終りに 至ります ると 神の 惠みを 述べ て 其 

の廣大 なる 事 を 言 ひ 表 はし、 終りに 祌を 讚美し、 「キリストの 愛より 我 儕 を 絡たん もの は誰ぞ や、 忠 

くるしみ  、リゑ  は i,! か  つ ら V, 

みで あるか、 困苦で あるか、 飢锇 であるか、 裸 程で あるか、 刀劍 であるか、 云々」 と數 へまして、 そ 

つかさ  ちか ららち もの 

は 或は 死、 或は 生、 或は 天使、 或は 執政、 或は 有能 者、 或は 今 ある もの、 或は 後 あらん もの、 或は 高 

つ,、 ら "しもの 

き、 或は 深き、 また 他の 受造 者、 何れも 神の愛より 絕ち 離す 事が 出来ぬ、 實に 神の愛に 滿ち滿 ちて M 

と 云 ひて 善き か 分らん と、 嘆美の 聲を 以て 終つ て 居る のであります。 

羅馬 書の 七 ケ章を 一 晩に 講義して 濟 みません が 今晚歸 つて 此の 心に て讀ん で御覽 なさい = 大體は 極 

く 容易に 解す る 事が 出来る 事と 思 ひます。 (筆.： Tlo 
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第 三 囘 

羅馬書 第 九 章、 十 章、 十 一 章 (第 六卷 『新約 S 究 *』 二  0— 二 九 5Ki— 編者) 

十お 十七 日、 札 幌獨立 敎會に 於て 

羅馬 書のう ちで 先夜 來御 話した 所 は 個人に 關 する 救 ひの 性質 及び 順序 を說 明した ものであります。 

バウ 口 は斯 くの 如くに 論じて 將に 彼れ の 倫理 問題に 論步を 進む 可き でありました。 多くの 人 は 自分が 

義 とせられ、 聖 くせられ、 贖 はれ 其の上 妻子まで が 天國に 行ければ それで 澤山 であると 巾し ませう、 

けれども パ ゥ 口 は 左様ではありません、 まだ 其の 外に 大 問題が 殘っ て 居る のであります、 之 を 云 はな 

ければ 彼 は 乎 紙 を 終る 事が 出来ません。 試みに 羅馬書 第 九 章の 始め を讀ん で御覽 なさい。 。ハウ ！ I は 今 

迄に 述べた 事 を盡く 打ち 壞 した 様な 事 を 云って 居ります。 卽ち第 八 章 は 犬なる 神の 讚美 を 以て 結む で 

あります のに、 第 九 章に 於 て は先づ 次の 様な 事を述 ベ て 居ります。 

我 キリ ストに 屬 する 者 なれば 我が _ 言は眞 にして 偽な し、 且 わが 良心 聖靈に 感じて 我に 大 なる 憂 あ 

る 事と、 心に 耐えざる の 痛み ある 事と を證 す、 若し 我が 兄弟 我が 骨肉の 爲 めな らんに は 或は キリ 

ストより 絶れ- 沈淪に 至らん も 亦 我が 願 ひ 也 

と。 何ん と 强ぃ言 葉ではありません か。 恐らく 此れより 强ぃ 言葉 はありますまい。 我 を キリストより 

放す もの は 何かと 云 ひ、 一 言 休みて、 併し キリストの 愛より 我等 を 放す もの は 何もない が、 兹に 一 つ 

大 問題が ある、 卽ち 我が 骨肉、 我が 國 人の 救 はれん 事で ある、 此の 事の 成らん が爲 めに は 私 は 呪 は^ 


て も 宜しい、 キリストより 放れても 宜しい、 と 其の 滿 腔の 感慨 を 述べて 新ら しき 議論が 始められて あ 

るので あります。 若し バウ 口 の 熟 情 を 度外視して 之を讀 むなら ば 茶 だ 矛！ is せる 如く 見えます。 然し 彼 

が 確く 主の 救 ひ を 信じながら 斯様な 事 を. m. したの は 其愛國 心が 人並す ぐれて 强 かった が爲 めで ありま 

す。 

或 人 はパゥ 口が 「キリストより 放れても 宜しい、 呢 はれても 宜しい、 他人 を 救 ひに 入れ 度い」 と述 

ベた のはパ ゥ 口 の 云 ひ 過ぎで あると 論じて 居ります。 併し これ はパ ゥ 口が 「if, 靈 にある 良心の 證 する 

所に てこれ が 私の 希 §1!.: である」 とさ へ 云って-あるので あります から、 寧ろ パ ゥ 口 の精祌 を卟： 露せ る も 

のと 見て 宜しい と考 へます。 

扠て大 問題が 提出され ました。 此の 問題に 對 する パゥ の 態度 を考 へて 見 ませう。 試みに パヵ "の 

此の 考へ をお 互の 場合に 應 用して 見ます と、 諸君の 中には 私 も 救 はれ 度い、 我が 〔豕族 も キリストの 榮 

光に 入れ 度い、 と 求める 方 はあり ませう が、 更らに 神の 前に 偽らす して 日本 國の救 はれん が爲 めに は 

私 は 呪. はれ 神より 放れても よいと 云 ひ 得る 方が あります か。 かく 考 へます 時には * 如何に バウ B が 私 

なき 心 を 以て 此の 問題に 對し たかを 知る 事が 出來 るので あります。 。ハウ ：！ は 此の 無私の 心 あるが a- め 

に斯の 如き 尊き 思 ひ を 有ち 得た のであります。 

それで 九. fi„ 十 十-;! 早 十 一 章の 議論の 主題 は 第 一 章の 十六 節に ある 

第一に ユダヤ人、 而 して ギリシャ 人 も 亦 

であります。 ユダヤ人 は 如 3： にして、 救 はる &ゃ、 次に ギリシャ 人 は 如何にして 救 はる  やの 問題 は 

此 等の 三 l^f に說 明して あるので あります。 
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バウ 口 の考 へで は 人類 は 一 一つに 分れて 居ります、 卽ち 自己の 屬 する ユダヤ人と ユダヤ人 以外の 文明 

人と であります、 彼 は 後者 を總稱 して ギリシャ 人と 稱 へて 居ります。 それです から 此の ギリシャ 人の 

中には、 n 1 マ 人 も スペイン 人 も 入れて あります ので、 つまり 野 蠻人を 除く 他の 凡ての 白色 文明 人で 

あります。 卽ちパ ゥ 口 がュ ダャ 人、 ギリ シャ 人の 一 一つ を 以て 世界中の 人 を總稱 して 居る ものと 認めて 

宜しい のであります。 そこで 第一 に 起る 問題 は パゥ& の 此の 云 ひ 方です。 それ は 丁度 我々 が 日本人と 

他の 外國 人と 分けて 云 ふ樣な ものであります から、 パ ゥ 口 も 亦 我等の 有する が 如き 偏狭なる 愛國 心に 

驅られ て、 斯の 如き 分類法 を 用 ひたので は あるまい かとの 疑問が 起る のであります。 併し パゥ B の此 

の 分類法の 眞意を 知る 爲 めに は、 猶太 人が 現今 社會 にあり て 如何に 大切なる 地位 を 占めて 居る か を 了 

解し なければ なり ませぬ。 私が 萬 朝 報 社の 記者 時代に 同僚で ありました 茅 原 華 山 君が 洋行し まして 摘 

太 人の 勢力の 大 なる 事 を 看て 參り、 歸 朝以來 盛に. 猶太 人に 關 する 記事 を 萬 朝 報の 紙上に 書いて 居り ま 

す。 これ は 頗る 同感でありまして 我等の 傳道 界の爲 めに も慶す 可き 事で あると 思 ふので す。 日本人 は 

英、 露、 佛國の 勢力 を 知って 居ても 猶太 人の 勢力 を 知れる 人 は 極少數 です が、 萬 朝 報の 云 ふが 如く 猶 

太 人 は 實に大 なる 勢力 を 有せる 種族であります、 凡ての 世界の 勢力 を あはせ 有して 居る と 云っても よ 

いのであります。 日露 戰爭は 猶太 人が やらした ので、 日本人 は 之れ が爲 めに 二十 億の 國债 をつ くり ま 

したが、 其 半分 以上 は 猶太 人が 有って りまして、 此 所に 居る 我々 も 皆 猶太 人に 金を拂 ひつ、 あるの 

であります。 最近の 統計に よります と、 世界中に 於け る 猶太 人の 總 人口 は 僅かに 一 千 二百 萬 人で、 し 

かも 其の 半分 は 露 西 isj の 南部に 住居して 居り 残りの 半分 は 世界の 各所に 散在して 居る のであります。 

歐洲全 體には 六 七 百 萬 人 も 居り、 其の 他 は 南北 亜米利加 は 勿論、 日本へ 迄 も 来て 居ります。 人口 はた 


と へ 斯 くの 如く 少數 でありましても、 其の 勢力 は 非常であります。 獨り 現今に 於け るの みならす 歷史 

上に 於き ましても 侮り 難き 勢力 を賓 つて 居た 事 を 知る 事が 出来ます。 其の 一例と して 俾 へられた 有名 

な 話が あります。 それ はフ レ デリック 大王 は 有名な プ C シァ國 中與の 英傑であります が、 叉唯现 論者 

として 知られ、 基督 敎に關 しても 種々 議論 を 試みた と 傅 へられて をり ます。 この フレデリック 大王の 

醫に チン メルマンと 云 ふ 人が ありました、 丁度 太閤に 曾呂 利の やうな 關 係であった のでせ う。 けれ 

ど 彼れ は贫呂 利の 如き 淺 薄な 人間ではありませんでした。 或る時 王 は 彼 を 呼んで 「どう だ、 お前 は醫 

者 を 始めてから 幾人 殺した か」 と 聞きます と、 彼 は 直ちに 「陛下よ 私は澤 山人 を 殺し ましたが 陛下が 

戰爭で 殺した 程 は 殺しません」 と 答へ たと 云 ふ 程の 人物であります。 或 日 大王が 彼に 「基督教の 證據 

は何處 にある や」 と 尋ねました 時に、 r 陛. トょ 陛下の 國 にあり て 陛下 を 苦しめつ ト ある は 猶太 人な り」 

と 答へ たと 云 ふ 事であります。 大王 は 填國を 破り、 佛國を 破り ましたが、 猶太 人 許り は 如何ん ともす 

る 事が 出來 なかった のです。 せ界の 財力 を 握れる 猶太 人 は 恐る 可き 種族であります。 若し 日露 戰爭に 

於て 一一 ュ ー ョ ー ク のシッ フが 日本に 贊 成して 金を货 して れ なかったならば、 第三 囘の戰 爭を繼 続す 

る 事が 出来なかった のであります。 それで 日本 は勳 章を途 つて 御禮 をした と 云 ひます が、 彼が ぁる实 

きの 席上で 「日本 は 信用が 出来ぬ」 とか 云った とて、 當局者 は 縮み 上った と 巾す 程であります。 口 ー 

トシ ルト なくん ば歐洲 の列强 は戰爭 をす る 事が 出来ません。 而 して 此の 二人共 猶太 人であります。 0 

太 人 は 財力 許りでなく 叉 美術、 文學、 政治 等 種々 の 方面に 於て 今日 迄 傑出せ る 人物 を 出しました。 共 

の 割合 は 其の 人口に 比較し ますと、 世界中 及ぶ ものはありません。 英國に 於て グ ラッド スト— ンに對 

抗 した ビ ー コ ンス フィ ー ルド は 摘 太 人であります。 叉 第一 流の 新聞記者 として 歐雜 巴の 總现 大臣と 稱 
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づ て臺 木た る 彼等 を 笑 ふ 事 は 出来ない、 異邦人 は 其の 信仰に よって 其の 极 たる 猶太 人の 上に 立つ を 許 

されて 居る ので あるから 猶太 人 を 尊敬し なければ ならない と 言 ふ ので あり ま す J 

之れ が バウ の 議論の 大要であります。 頗る 簡單 であります。 之 を 承知して 居ります と 此の 三 章 は 

容易 に 解ります。 丁度 吾が 家の 救 ひ は 他人の 家の 救 ひに 始まって 自家に 及 ぼす の で あ る と 云 ふのと 同 

じであります。 簡單 は簡單 であるが、 此の 法則 は 如何にも 廣ぃ 範圍を 包括して 居りまして、 此の 法則 

に從っ て 全世界が 救 はれる ので ある 事 を 知らねば なり ませぬ" 今日 我國に 於け る 問題の 內で 最も 面， 2 

いのは 朝鮮 問題であります。 日本に 福音が 傅 はつてから は 凡そ 五十 年と 云 ふ 永い 年月 を經 過して ま 

す。 其の 問 福音 は 凡ての 方法 を盡 して 擴 めら れ たが、 其の 結果 は 甚だ 微弱であります。 然し 之れ に 反 

して 朝鮮が 一 度 宣教師の 手に よって 開かれ ますと 福音 は 非常なる 勢 を 以て 擴 まりました。 かく 朝 J^. 人 

が 基督 敎を 採用した 事 は 米 人の 保護 を 受けん が爲 めで あると 云 ふ 者が あります、 けれども これ は淺薄 

■ なる 人々 の 言 でありまして 朝鮮人 を 一 1 ふるの 甚だしい ものであります。 私の 朝 報の 記者 時 代に 同僚 で 

あって 今 は 朝鮮の シゥ ー ル • プ レツ スの 主筆 をして 居ります 山縣 五十雄 君の 話しに 因ります と、 朝鮮 

で 見る 樣な 信者 は 日本で は 見る 事が 出來 ない、 日本の 敎師は 智識の 點に 於て 勝つ て 居る けれども 11：? 仰 

に 至って は遙に 及ばない と 云 ふ 事であります。 私 は 之 を 初めは 信す る 事 は 出来ませんで したが、 近来 

は 信す る樣 になり ました。 私の 知人に 東京で は 有名な 一人の 朝鮮人が ありました。 此の 人 は 日本語 は 

あまり 達者 で なぐ， 丁度 私 の 希 臘語位 の 程度の もので あり ます。 毎週 土曜 R に來て 私の 聖書 講義 を 聞 

き 始め ましたが、 私の 驚いた 事に は 二三 ヶ月た ちます と、 今迄來てをられた敎友諸^？；ょりも深ぃ質！！： 

を 出す のです、 斯 くの 如き 質問 は我國 人に 見る 事 甚だ 稀な ものであります。 乂會 堂より 申しましても 


東洋 第一 の 食堂 は平壤 にありまして 二三 干 人の；；： IE 者 を 有して 居ります。 其の重なる會堂は^^^獨立し彼. 

等に よりて 維持せられ て^る 事 を 見ましても 如何に 信仰が 深く 這 入って 居る かが 解る と m4 ひます。 私 

は此 等の 有 樣を兑 て 深く 感じた のであります。 日本に は敎は 早く 來 たが 直ちに 受けない、 然るに 朝鮮 

は 直ちに 受け入れた. ので ある。 故に 日本の 救 ひ は先づ 朝鮮に 始まって 居る と 云 へませ う。 n 十く より 傅 

へられて 而 かも 不振なる 日本 は 十年廿 年の 後に 基督 敎が 如何に 朝鮮人 を 感化し つ k あるか を兒た 時に、 

初め て ^を醒 まし 羅 る 事 を や め て 福 言 を 受け ざ る を 得ない 樣 になる ので あり ます。 祌が社 會を聖 化す 

るに も； IE じ 法則に 據 るので あります。 又 此の 法則に 從 ひますならば 敎會を 救 ひ 潔め る 事 も六ケ 敷い 事 

はありません。 牧師が 熱血 を濺 いで 説いても 中々 聞き 容れ られ ない 時に、 他の 敎會 より 牧. 師を 頼んで 

來て やって 世 X ふ、 これ は 仕方のない 事であります。 舊敎が 腐敗し ました 時に ル ー テルが 出て 新 敎を唱 

へた 爲 めに； 大主敎 が大に 改革され た 事 は事實 であり まし て、 今日の 天主教 は 昔 日に 比し て 大層 善くな 

つて 居る のであります。 聖公會 が 汚れた 時に ゥ H ス レ ー が 外に 出て 改革 を稱 へたが 爲 めに、 架 公會は 

潔 まりました。 基督 敎 自身 も 猶太 敎 より 出まして、 猶太 敎を 大いに 改革した ものであります。 希伯來 

書 第 六 章 第 七 章に は メル キセ デクに 就て 詳說 してあります。 猶太 敎 では モ ー ゼの 律法に 從 つて 祭司な 

る もの は レビ 族より 出さる、 事に なって 居た ので、 人々 は 此の 種族 を大に 尊敬して 居ました。 然るに 

祌は 此の レ ビ族 以外に 祭司の 職 を 取り得る ものと して 異邦 サ レ ム の 王 メル キセ * テク を 倫へ 給 ひました〕 - 

之れ も 前述の 理由に 基く ものでありまして、 レ ビ 族を淸 める に は レビの 系統の 外より 起り し メル キ セ 

パァク を 必要 とした の で あります。 同様に 無敎會 主義が 敎 會を聖 める 事になる の は 敎會の 外部より 敎會 

に 刺戟 を與 へる が爲 めであります。 パゥ口 は 此の 點に 注意し まして、 猶太 人の 拾ら れ たる 時に 希 腿 入 
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が 救 はれ、 其の 結果 終に 猶太 人が 救 はれる 時には、 如何に 幸福で あらう かと、 速 かに 彼等の 救 ひに 人 ■ 

らん 事 を 望んで 居る のであります。 此の 事はパ ゥ 口 が羅馬 書の 十 一 章 一 一十 五節に 

に 弟よ 我 爾曹が 自己 を智 とする こと 無から ん爲 めに 此の 奥義 を 知らざる を 欲ます、 卽ち 幾分の ィ 

スラ H ル の 頑 硬 は 異邦人の 數盈 るに 至らん 時 迄 也 

と豫 fla して 居る の を 見ても 明かに 知る 事が 出來 るので あります。  . 

今日 歐米 备國の * 督敎 信者の 等しく 望んで 居る 事 は、 猶太 人が 基督 敎を 信じて 我々 の 仲間に 人る 事 

であります。 若し 此の 望みに して 成就し ます 時 は H ク レジ ァの 勢力 は 何十 倍す るか 分りません、 其の 

時 こそ #界 は 凡て 基督 敎國 となる 事が 出来る のであります。 猶太 人中に は宗敎 上の 熱心より 云 ひまし 

て も、 ぺ テロの 如き 乂パゥ 口の 如き 人が あります。 故に 精神 上より 見ても 恐る 可き 勢力で ありませ う" 

其の 他 美術で も文學 でも、 凡ての 猶太 人の 精力が 基督 敎に 捧げられる 時 は 鬼に 金棒の 觀が あるので あ 

ります。 日本人 は あまり 注意 を拂 つて 居りません が歐羅 巴に は 猶太 人の 傳 道に 苦心して 居る 人が 少く 

ありません。 それ は 此の 掌が 人類 全體の 救す S と 云ふ點 より 觀 察する 時には 實に 大切なる 問題で あるか 

ら であります。 今日 猶太 人中に ザィォ 一一 スト. ム ー ヴメン 卜と いふ 運動が あります が、 之れ は备 地に- 

散在せ る 辦太人 を パレス クインの 地に 移住せ しめ、 昔し の 如く 十二 種族に 分ち、 M ホバを 祟む る國 を. 

建^せん とする ものであります。 猶太 人が 斯 くの 如く 救 ひ を 望む の 念の 熾ん なる 事 は隱れ なき 事で あ. 

ります。 何れにしても 猶太 人が 救 はれる 時に 世界が 救 はれる と 云 ふ バウ „1 の 信仰 は歷 史の證 明す る 所 

であります。 

話 は 前に 歸 ります。 何に しろ 私共 は 信仰が 自分 丈け に 止って 居る.？： はま だいけ ない のであります"^ 


力 ー ライル はメソ ディ ストが 嫌 ひで ありまし たが、 彼等 を 嘲. つて、 メソ ディ スト は腑 許り 眺めて 居る- 

からい けない と 評しました、 之れ は 彼等が 自分の 事 許り 見て 廣く 人類の 救濟を 見なかった 車 を 指した 

ものであります。 我々 信者の 中 にても 斯 かる 臍の 事 許り を 心配して 居る 人は少 くない。 祈る 時 にても 

私、 私、 私と 云 ふ 人 は澤山 あるので あります。 併し 菜して 自分の 事 許り を 心配して 居て それで 充分で 

ありませ うか。 否な、 私 も 救 はれなければ ならぬ が 口 本 も 救 はれなければ なりません。 支那、 印度、 

波斯、 英吉利 等、 全世界が 基督の 王國 となった 時に 初めて 自分の 祈が 成就せられ るので あると 云へ る 

様にならなければ ならない のであります。 自分 一 人に て 天國に 行く 事 は 出来ません、 全人 類と 共に 行 

かなければ なりません。 日本 全 國が救 はれた のでなければ 私 は 救 はれた ので はない のであります。 家 

の內を 掃除 をす るに しても、 如何程 內の 塵埃 を 取り 屮 I しても 外が 不潔で あれば 何にも ならない ので あ 

ります。 札幌の 人が 其の 家を淸 める 爲 めに は札幌 全部 を 綺麗に しなければ ならない。 私 一人が 救 はれ 

て も 駄目です、 日木國 丈け が 救 はれても 駄目です、 支那が 救 はれなければ ならない、 印度が 救 はれた 

ければ ならない、 英吉利、 波斯. 其の 他世界 全 體が救 はれなければ なりません。 何と なれば 救 ひ は 一 

人の 問題ではありません。 猶太 人、 希臘 人、 全世界の 人が 救 はれなければ ならぬ 害の ものであります，. 

私共 は 初めは 自分、 次 は愛國 者、 次はコ スモ ボリ タン (世界 を 家と する 人) とならなければ ならぬ。 

ゥ.. 'スチ アンに は 二つの 型が あります、 一 つ は 自分の 臍 計り 眺めて 居る もの、 他 は 他人の- 1 許り 眺め 

て、 或は 社會 事業、 圃家 事業、 人類の 感化 等を專 門と せる 部類であります。 之れ は 双方 共 誤りで あり 

まして、 初めは 自己 を 全うし、 然る 後に 他に 及ぼさなければ ならぬ と 云 ふが 眞 正の 順序で ありませ う。 

私 は 諸君が どうか バウ „1 の敎 ふる 様に、 基督に よって、 義 とせられ、 くせられ、 隨 はれん 事 を 願 
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ひます。 日本 は 今や 大 問題に 逢着して 居る のであります からどう にかして 我等の 愛する 同胞 を 我等の 

群に 入れなければ なりません。 叉 全世界の 人 を 我等の 祈禱の 中に 人れ なければ たりません。 自分の 事 

を 心配す るが 如く- 亞弗利 加の 黑 人の 事 を 心配し、 叉 は 亞米利 加の ァ マゾン 河の 岸に 殘 酷なる 虐待 を 忍 

びつ、 ある 土人の 爲 めに 淚を 流して 心配す るに 至らねば 諸君 は眞の クリス チア ン ではありません。 私 

共の 此の 同情が 日本、 否、 全せ 界の菜 迄に も 及ばなければ 私共の 事業 は 終らない のであります" どう 

ぞ お 互 ひに 斯く ある 樣に 祈り 度い と 思 ひます。 「筆記 ) 

第四囘 

羅馬書 第 十一 一章 以下 及び 第 十六 章 (第 六卷 『新約 研究 屮』  一 0 三— 一 一 二 頁參照 I 編者).. 

ト月 十八 H、 礼 幌獨立 敎會に 於て 

今一度 初めから 大略 を 云 ひます。 羅馬書 は 救 ひの 書であります。 此の 救 ひ は 偶人、 國人、 世界人 類 

の 救 ひでありまして、 現世に 始まり 死後に 及ぶ 性質の ものであります。 人類の 問題と して 之れ に 勝つ 

て 重大なる ものはありません。 諸君が 聞く 問題の 中で 今 內閣を 苦しめつ 、ある 整理 問題に しても、 之、 

れが 如何に 重大なる ものと する も、 日本 國の 問題に 過ぎません、 百年 後の.？ 1： 題に 過ぎません。 けれど 

も 救 ひの 問題 は 永遠に 亙り 人類と 祌と 聖-靈 とに 係る ものであります。 故に 何よりも 大 問題で あるので 

あります。 

此の 羅馬 書はパ ゥ 口 が 自身に 書いた のではありません、 後 節に 書い てあります 樣に テリ テ ォと云 4- 


人が 書いた のであります。 。ハウ n が 何故に 自身で 書かな かつ たかは 解りません、 或 人 は 服 病に か 、つ 

て 居た からで あるな どと 云って 居ます が、 鬼に角友人を煩はしは事た^^かでぁります。 玆に バウ！ "は 

テリ テオ をして 筆記せ しめて 大 問題 を 論じました。 彼が 救 ひ を 論じ、 人 問 も 動植物 も 皆 祌の榮 光に 歸 

する ものと 說 いた 時には、 人間の 考へ 得る 最高 最大 の 能力 を發 採した のであります。 私の 人なる X 布 

職人が 申します に、 他國 語の 飜譯 にて は 分らぬ が 原文 を讀 めば 如何に パ ゥ 口 が 熱烈に 論じて ゐ るか を 

知る 事が 出來 ると 云 ひました。 併し 英語が 讀 める 人 はせ めて 英語で 讀ん で御覽 なさい、 共の 力、 其の 

美 其の 一男、 實に喩 へんに 物な き 程であります。 。ハウ a は斯の 如くして 此の 大 問題 を 第 十 二 雄の 終り 迄 _ 

論じ 盡 しました けれども、 後に まだ 少し 云 ひ 度い 事が 殘 つて 居りました。 勿論 それ は 十一 章 迄に 論じ- 

て 來た救 ひの  問題 程 重大な ものではありません。 

そこで 第 十一 一章に 人り まして 問題 は 一 變 します。 十一 一章の 第 一 節に 

/\ も は ひふ  こゝ t-l- いな  きょ 、け そな、 ら の 

然れば 兄弟よ、 我れ； W の 諸の 慈悲 を もて 爾曹 に勸 む、 その 身 を 神の 意に 適 ふ き 活る祭 物と なし. 

て 神に 獻げ よ、 是當然 の 祭な り，^ 

とあります。 注意す 可き は 此の 「然れ ば」 卽ち 「この 故に」 と 云 ふ 字で 議論が ー轉 して 信者の 道德問 

題に 人って 居る 事であります。 パゥロ は 先き に 倫理 を 述べないで 人と 神との 關係、 卽 ち敎義 (此の 言 

葉 は 善くありません が) を 述べました U バウ B の 議論の 順序 は 大抵 此通 りであります。 羅馬 書に 於て 

は敎 義を說 くこと 山 を 登る が 如く 渐々， こして 上って 行きます。 猶太 人が 何故に 救 はれぬ か、 義、 聖、 

贖と は 如何 等の 問題より 急に 全人 類の 救 ひの 問題に 至って 山の頂き に 達し、 「それ だから、 斯うし な 

さい」 とドり 坂になる のであります。 以弗所 書 も 始めの 三 章 は 敎義を 論じ、 第 四 章に 人り て 「それ だ 
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から」 とずって 倫理的 敎訓に 入って 居ります。 基督 敎に 於て 最も 大切なる は敎義 であります" 凡てり 

倫理的 觀念は 皆 此の 敎義 より 生み出され たる 結果であります。 然るに 世上 往々 之 を 誤解して 基督 敎と 

は高尙 なる 倫理に あらす やと 云 ひ、 叉 敎義は 不必要な り、 只 だ 其の 倫理が 此の世に 於て 利用 せら るれ 

ば 足れり と 云 ふ ものが あるので す。 ^し バウ 口の 論じ 方 は反對 でありまして、 敎義に 於て 神と 人との 

關係を 明かに して 後、 それ だから 云々 と 倫理的になる のであります。 敎義の 立場より 見ます と、 我々 

が 正しく 行 ひ 得な いのは、 單に 我等が 不 德の爲 めで はなく して、 神と 我等との 關 係が 狂 ひたる 結果で 

あると 解釋 さる 可き であります。 バウ 口 は 論じて 敎義を 明かに し、 更に 進んで、 かく も 祌の憐 みを受 . 

けたる が 故に 「それ だから」 汝を 活ける 聖き 供物と せよ、 敵 を 許せよ 云々 と 述べ、 十三 章に 入りて は ■ 

政椅 に忠實 なれと も 論じて あります。 私 は 今 玆で羅 馬 書に ある 基督 敎の 道德 にっきて 述べる 時 を 持ち. 

ません が、 我々 は パゥ& は 病 を 其の 源 因より 見た と 云 ふ 事に 注意し なければ なりません。 社會の 腐敗 

は 倫理的に 其の 結果 を 見て はならない、 神と 我等との 關 係が 狂 ひたる が 故に 同胞に 對 して 罪 を 犯す の 

であると 見る 可き であります。 或 人 はパゥ 口の r 然 らば」 を 「グレ ー ト .ゼ ァフォ ー ァ」 (大 なる そ- 

れ故に)  と稱 びました。 私共が これから 善事 をな さんと 思 ひ 立ち、 身 を 生ける 供へ 物と し， 同胞 を 愛 

し、 家庭 を淸 めん 事 を 決心し、 互に 愛す 可き 事 を 約束しても、 其の 結 は 甚だ 覺束 なきもので ありま 

す。 然し 若し 斯様な 約束 をす る 前に、 私と 神との 關 係が 正しくあるなら ば、 敎會を 組織す る 事な しに 

自づと 兄弟と なり、 家庭 は淸 まり、 敵と 手 を 握る 事が 出來 るので あります。 基督 敎の倫 现は此 所に あ 

るので ありまして、 彼のべ テ B 前書 第三 章に 「婦は 飾って はならぬ、 心の中の 朽ちざる もの を 飾り と- 

す可き である」  と說 いてあります が、 之れ は 汝は髮 や 衣服に 贅澤 をす るな と誡 めた ので はなく して、 


靈を 飾れ、 然 らば 他の 虚飾 は自 から 廢 める 様になる と敎 へた ものであります。 誤れる 信者 は a 々世の 

道德を 論す ると 同じ 態度 を 以て 基督教 倫 现を考 へます が， 之れ は 信仰の 性質 を 知らす、 神と 和睦する 

時に 他の 問題 はル 2 解ける と 云 ふ 事 を 忘れ てゐ るから であります。 柏木の 宅に 敎を學 び に來る 人の 內に 

上流 社會の 者が 少 くありません、 初めの 內は 殆ど 男子の みで ありまし たが、 此の節 は！ ^人達が 來る樣 

になり ました。 彼等が 最初 私 を 訪問す る 時には 立派な 着物 をき て、 指環 を 三つ も 四つ も はめ- 自然美 

に 加 ふるに 人工 美 を 以てし 實に 非常な 風であります。 若し 之れ が 五 年 十 年 前の 私で ありましたならば 

頭から 怒り 付ける 場合で ありまし たらう、 さう すれば 次に 私の 所へ 來る 時には 粗末な 着物 を 着て 來る 

に相逮 ありますまい、 然し 他の 所へ 行く 場合に は 元の 通り 着飾 つて 出掛る に 相違ありません。 それで 

は 眞に人 を 救 ふ 事 は 出来ません。 其れで 私 は 此頃は 「衣服 は それで 善いです、 叉 お出でた さい」 と 申 

します、 而 して 漸々 と 神の 道を說 くので あります。 さう すると 二度目 か 三度 目に は 指環の 數が 減り、 

次に 帶が惡 くな り 始め、 次から 次 へ と 私に は 分りません が 私の 內の 女達に は 目に付く 様に 虚飾が 減じ 

て、 三 四 年の 後に は 普通の 女の 様になって 終 ひます。 獨り私 を 訪問す る 時 許りで はなく、 市中で 見掛 

けた 場合に も 依然として 質素な 着物 を 着けて 居る のです。 之れ は 神様が 解り キリストに 交る 事が 出來 

る樣 になった が爲 めでありまして、 誰れ でも 信仰が 出來 ると 虚飾 を 藤 ふ 様になる のです。 敎會の 熱心 

が 足らぬ とか 何とか 云って 盛んに 之れ を 責める 事 も 時には 必要であります が、 實は 根元に 溯りまして 

神と 敎會と を 親密に する 樣に しなければ ならない の です。 之れ を 要するに 神と 人と 和らぎますならば、 

人と 人と も 自ら 睦み 親しむ ものであります。 第 十二 章の 始めの 「然 らば」 を 斯様に 解釋 しまして 十二、 

十三、 十四 章 を讀ん で御覽 なさい。 第 十五 章 は 前後の 關 係が 頗る 六ケ 敷い のです が、 別に 大切なる 事 
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は 論ぜられて ありません、 從 つて 十 ra: 章 迄にて 倫理 觀は 終った と a- て & しいので あります。 

第 十六 章に 至り パ ゥ 口の 云 ひ 度い 事 は 未だ 残って 居ました。 彼 は 是れを 述べす に は 居られません) 

前 ^Isf 迄に 於て 彼 は 人類の 救 ひを說 き、 神が 全 宇宙 を 救 ふ 方法に 關 して 滔々 として 論じ 来りました。 そ. 

れでパ ゥ a の 偉大なる 所 は 已に盡 されて 居る 樣に 見えます が、 尙 此の 外に 取り 殘 されて 居る ものが あ 

ります、 それ は バウ B のか 情であります、 彼 は 優しき 心 を 有って 居ました、 堂々 と大 問題 を 論じた 後 + 

に、 彼 は タル ソのパ ゥ 口 に歸 りて、 いみ じく も 友人に 一 人々 々挨拶 を 始めた のであります。 實に此 所 

を讀 むで バウ II の^ 情 を^ぶ 時 は、 彼の 華厳の 瀧が 飛沫 を 散らして 落下す る壯大 なる 景色の 傍に、 可 

憐 なる 石竹の 花が ゆ、 き 出で、 飛燕の 其の 間 を 一過す るの 趣き を 彷彿せ しめる のであります。 壯大 なる 

瀑布に 對 して 此の さ& やかなる 石竹と 燕が 配合 さる k 事に よりて、 非常に 景色の 美 を 增し溪 布の 壯を 

して 尙ほ大 ならしむ るので あります。 第 十六 章 は 正しく パ ゥ の 此の 優しくして 濃 かなる 情の 發 露で 

ありまして、 パゥ B の 偉大 は 更らに 其の 光 を 加 ふるのであります。 福 f?|S になくて かな ふま じき もの は. 

此 の 心情 の 方面で あ り ます。 

第一 節 第二 節に 「我 ケンク レアに ある 敎會の 執事なる 我 倚の 姊妹 フィ べを爾 曹に薦 む、 たん ぢら聖 

な  より  ラ  そ も-こ  10 と 

徒の 行すべき 如く 主に 緣て 彼を納 け其需 むる 所 は 之 を 助けよ， 彼 は 素お ほくの 人 を 助け また 我 を も 助 

く」 とあります。 此處に 云 ふ 敎會の 原語 は 希 鼠 語の ェク レシ ァと云 ふ 字でありまして、 此の 字は單 に. 

會と云 ふ 位な 意味し か 有たぬ ものであります。 哥林多 前書の 一 章の 一 一節 を 見ます ると 「書 を コ リント 

にある 祌の 敎會に 送る」 云々 とあります が、 神の 敎會 と- -ムふ 言葉 は 奇態に M えます。 然し ヱク レシ ァ 

は 會と云 ふ 意味でありまして、 區 \%、 道 <ll の 會 なる 意味と 少しも 異 ひません。 故に 神なる 字 を 附け加 


へ て 初めて 祌 の會、 卽ち敎 會と云 ふ 意味になる のであります。 多くの 誤解 は 此の 事に 注意し ない 爲め 

に 起る のであります。 執事 は ディ ー コ ンと云 ふ 字を譯 したので す、 其の原；^^叫の意味は僕でぁります。 

フィべ は 女であります から 婢と云 ふ 意味と なります、 執事と 云 ふ 字 は 役人 を 想 はしめ ますから 非常な 

る誤譯 であります。 それで 此の節の 意味 は ゲン クレア 敎 會の會 員の 一人で ある フィべ を 紹介す る、 ク 

リス チ アンの 名に 相應 はしく 彼女 を 助けて 下さい、 と 云 ふので あります。 ケン クレア はコ リントに 近 

き 交通 稀な る 港で ありまして、 フィべ は其處 より 羅馬 へ 上った ので あ ります。 彼女 は 用事が あって 羅 

馬に 行く から 世話になる 事が あるか も 知れぬ 故 宜しく 賴む、 元々 彼女 は 多くの 人 を 助けた、 私 も 助け 

られ たので ある、 それ故に 彼女 を タリ ス チャン に 適 ふ 方法で 助けて 下さいと 依賴 したの てあります。 

之 は 普通 の箏 では あるが 美 はしき 事であります。 第三 節 「請 ふプ リス キラと アクラに 安 を 問 云々 」_u 

や.？ - 

安 を 問へ と は、 安否 を 問へ と 云 ふ 事でありまして、 「サ ー 口 ー ム。 ァレ ヘム」、 汝に 平和 あれと 云 ふ 

意味 を 有った 挨 接に 使用す る 言葉であって、 單に 「宜しく」 の 意味であります。 天主 敎の譯 に は 「-:ni 

しく」 としてあります、 それで は 何んだ か 安っぽい 樣な氣 がします が、 原意に 適って 居る ので ありま 

す。 プリ ス キラ は 女でありまして アクラ は であります レ 。ハウ B が 嘗て コ リ ントに 旅して 生活に 窮し 

た 時、 天 製造 人なる 此の 夫婦の：^ 介に なり、 其の 業 を 助けて 糊口の 資を 得ました。 後ち 此の 二人が 

エペ ソに 移った 時、 パゥロ は そこで また 世話になった のであります。 パゥ& が 此の 手紙 を 書いて n^s る 

時には アクラ 夫婦 は羅 馬に 歸 つて 居た と 見えます。 それで 此の 人々 にせし くと 云った のであります。 

「私の 爲 めに は 非常なる 危險に 遭 ひ、 己れ の 首 を 刃の 下に 置いた 事 も あるので あります、 其の 他 我等 

一 同が 世話にな つたこと 非常な もので ありました、 どうか 宜しく」 と 云-つたので ありまして * 誠に 親 
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切なる 言葉であります。 第五 節 「その 家に ある 敎會 云々」。 ァ ク ラとブ .リ ス キラ の 家に 敎會が あつ た 

らしい、 一 體敎會 に は 何も 建物 はいらない、 二三 人 キリストの 名に 於て 集る 時には 其處に 敎會が ある 

のです 、斯様に 备自の 家に 敎會が ある 樣で なければ なりません。 監督 の 權利 が與 へ ら れ なけれ ば敎會 

にならぬ と 云 ふ は 偽です。 此 等の 文句に よって 如何に 當 時の 敎會 なる 思想の 單 純で 又 愛情 的 で あった. 

か を 知る 事が 出來 ます。 つまり 家に ある 敎會 員に も 宜しくと 云 ふ 意味であります。 之れ を 今日の 敎へ IT 

觀と 比較して 見る と 如何にも 其の 差の 大な るに 驚かざる を 得ない のです。 東京 や 一一 ュ ー ョルク には大 

なる 敎會 があります が、 我等 は 二三 人の 集る 所に も 敎會の あり 得る 事 を 忘れて はなり ません。 我が 愛 

丄》^る ヱパ ィネトと云っ て、 我が 愛する と 云 ふ 字 を 加へ たの は 特^に 彼 を 愛して 居た が爲 めでせ う、 之 

れには 何 か 意味が あるので は あるまい かとの 疑問に 對 して 或る人 は 彼 は 多分 パ ゥ 口 自身が 導いた 信者 

であらう と 云って ゐ ます。 第 六 節 「我 祷の爲 めに 多の 苦勞 をせ し マリア 云々」。 此の 苦 勞と云 ふ 文字 

は惡 く解釋 をし ますと、 嫁が 姑に 苦勞 をした とか、 主人の 下に 番頭が 苦勞 をした とか 云 ふ 所謂 苦勞の 

意味になります が、 此の 場合に は 信仰の 爲 めに 苦闘した 意味であります。 故に 我等の 爲 めに 苦闘した 

る マリアに 直しく と 云 ふ 意味であります。 第 七 節 「また 我と 同に 囚人と なりし 我が 親戚なる 云々」。 

此の 文面 を 正面より 解釋 します と、 。ハウ 口 の 親戚であって 囚人と なりし ものが 一 一人 ある 様であります。 

併し それにして はパ ゥ 口 は あまり 澤 山の 親戚が あり 過ぎる 樣 であります。 又た とへ 澤 山の 親戚 ありと 

する も- パゥ 口が 信者と なりて 此の 年に 至る 迄 は、 まだ 二十 七 八 年に しかな りません から、 さう 澤山 

の 親戚が 信者に 改宗せ し 害な く、 又 これが 雜 馬に 11^ まって 居る 蒈 もない のであります。 それで 此の 親 

威と 云 ふ 字の 意味 は 同族と 云 ふ 位の 意味でありまして、 ベ 一一 ャ ミ ン 族と 云 ふ 譲な もので ありまきう。 


, 叉 囚人と 云 ふの は 縛 I られて 牢屋に 入れられ たと 云 ふ 意味で はなく、 私と 共に キリ ストの 囚人と なった 

と 云 ふ 意味で ありませ う。 つまり 私の 同族で ある 而 して 眞の惠 を 受けて； 15 る 誰れ 誰れ と 云 ふ 意味で あ 

ります。 ァ ンデ Q 一一  コ は 夫で ジ ュ リア は 妻で せう。 或 人はジ ュ リア をジ ュ リア ス として 與と 解し ます" 

此の 二人 は 何れも 聞え ある 人で、 パゥ B より 先き に 信^と なった 人であります。 第 八 節 第 九 節に はァ 

ン ピリ アト、 ウル バノ、 ス タク 等に 宜しく、 とあります。 ゥ ル バ ノ は多分熱心なる^*ゅ；：1:1者でぁっ たの 

でせ う。 第 十 節 「キリストに ありて 鍛練なる 云々」。 此の 鍛鍊 なると 云 ふ 意味 は、 極く 實驗の 深き、 

充分に キリス トを味 ひたる 人と 云 ふ 意味でありまして、 私共の 中に 往々 斯の樣 なる 兄弟 姉妹 を 見る；^ 

があります。 斯の 如き 鍛鍊 なる 人に は 如何なる 事に 遭 ひましても キリ ス トを捨てる！^^-は出來なぃ ので 

あります。 其の アベ レに 宜しくと ー百 ふので あります。 アリス トプ 口 は 大家の 長であって、 多くの 召使 

ひ を 有して 居り、 彼等の 中に 信者が 澤 山あった のでせ う。 つまり アリス トプ 0 の 家の 敎會に 宜しくと 

云 ふ 意味になります。 十 一 節の 親戚と 云 ふ 字に は 前に 說 明した 通り 血族 的の 意味はありません" その 

へ ロデオ ナに 宜しく、 又ナル キソの 家僕 中の 信者に も 宜しくと 云って をり ます。 十二 節の テルバ イナ 

は 夫で テル ボサは 其の 妻であります。 男女の 區別は 文字の 組み立て によって 解る のであります、 此の 

一 一人 は キリス トの爲 めに 苦闘した 人々 であります。 次に ぺ ル シ ー、 之れ は 婦人であります。 パゥロ は 

彼女に 對 しても H  。ハイネ トゃス タクに 對 して 云 ひし 通り、 「我が 愛する」 と 云って 云へ ぬ 事 はないけ 

れ ども、 ペル シ ー は 女であります から 遠慮 をして 神に 愛せら る&と 云って をり ます。 之れ は 些細な 

であり ますが パ ゥ 口 の 注意深い 事 を 表 はして 居ります、 彼の 偉大 はか i る 所に も 表 は れゐる のです。 

. 多くの 人 は 偉人 は 小事 を 顧ぬな どと 申します がそれ は 誤りであります。 排，^ は 人の 感情 を 傷け る もの 
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ではありません、 自分 は大 問題 を 有して 居る ので あるから 小い 事 は 顧る 必. 耍 がない と 云 ふの は 紳士的 

ではありません。 バウ a は 前章まで 大 問題 を 論じ 來り ました 後に、 多くの 友人に 挨按 をす るので あり 

ます、 我が 愛する ベ ルシ ー と 云って 云へ ぬ 事 は 勿論 ありませ ぬ、 けれども 彼の 注意 はか &る 微細な 點 

に 迄 行き渡って 居る のであります。 私 も 手紙 を 書く 時には 大に 注意 を拂 つて 居ります、 考 へて 見ます 

と 手紙 を 一 本 認める と 云 ふ 事 は 重大なる 事であります、 此の 事 を 思 ひます と 「どうか 誤りが ありませ 

ぬ樣 に」 と 祈らす に 居られません、 か、 る 事 を も 祈 を 以てする と 云 ふ 事 は 善き 事であります。 第 十三 

節に 「主に 選ばれし ルポと 其 母と に 安き を 問へ、 かれが 母 は 則ち 我 母な り」 とあります。 實に。 ハウ 口 

の 優しい 所であります。 パゥロ は何處 かで ルポの 母に 世話になった 事が あつたので ありませ う、 彼 は 

此の 事 を 思 ひ 出した ので 此の 偉大なる 手紙 を 書いた 後で、 友人の 母 を 自分の 母の 如く- あれ は 私の 母 

だと 云った のであります。 誠に 美 はしい 感情ではありません か。 バウ a は 他の 場合に 於て 自分の 手紙 

に 少しも 父母の 事を述 ベて 居りません ので、 彼 は クリスチャンの 親不孝 者 の 手本で あると 云つ て 非難 

する 人 もあります が、 それ は 何ん とで も 他に 說 明が 付く 事で ありませ う。 兎に角 彼が 此の 優しき 情緒 

を 保って 居た 事 は、 敬す 可き 事ではありません か。 十四 節 十五 節に ァ スキ キリ ト、 ピリ ゴ ン、 ヘレ マ、 

パト ロバ、 ヘレ メ 及び；^ 等の 人々 と共に 居る：； 儿弟達 また、 ピロ  a コ (女)、 ジュリア (女)、 ネ リオ、 

及び ネ リオの 姉妹、 オル ンパ 及び 彼等と 共に 居る 總 ての 信者 達に 宜しく を 傅へ て 居る のであります。 

以上の バウ a の 挨拶 を 讀んで 諸君 は 如何なる 感を 起される か 知りません が、 私 は 之に よって 大 なる 

慰め を感 する ものであります。 加 拉太書 三 章 一 一十 八 節 を 開けて 下さい。 其 慮に は キリス ト 信者 は 如何 

なる 人々 であつ たかを 示して 居ります。 卽ち 「斯る 者の 中には ユダヤ人、 また ギリシャ 人、 あるひ は 


I  一一  -  ** 

奴 ir あるひ は 自主 * あるひ は e? ！、 あるひ は 女の 训 なし、 一せ， なん ぢら i^:: キリス トイ H ス にあり て 一 な 

わば 也」 とあります。 之に よって H ク レシ ァは 如何なる 人々 から 成立つ か を 知る 事が 出來 ます。 其の 

贲例 は此. の羅馬 書に 於け る H タレ シァ であります。 之れ が敎會 でなければ なり ませぬ。 i^,*: は 平 問 的 

に 智識 を 以 て 讀む 必要 はない が、 智識 的 に 讀む時 は 其の 中に 面， n い 事 も發兑 せられる ので あり ます。 

以上 列擧 した 二十 七 名の 名前の 中、 ^太 人の 名前が 三つ、 ロマ 人の が ra つ、 ギリシャ 人の が 二十 あり 

ます。 又 SR 女に 分類して 見ます と、 十八 は 男、 殘りは 女です、 义奴^|  (召使) もあります。 これによ 

つて 見 ますれば 奴 隸 あるな し、 主人 あるな し、 男 あるな し、. 女 あるな し、 猶太 人 あるた し、 ギリシャ 

人 あるな しであります。 凡て キリストに 在って 一 つで ある 事 は 明かであります。 此の^ は (焚に 犬なる 

福 昔であります。 

此の 中に 偶像の 祌の名 を 持って 居る ものが 三つあります、 フィべ は 女の 名で 月の 神の 名です、 H の 

祌に析 りて 生れた もので ありませ うか。 へ レメは 日の 神の 名であります、 太閤、 日蓮の 誕生の 時に 太 

陽が 關 係した と 同じ 樣な因 緣がぁ る の で せ う。 ネリ ォは 海の 祌 であります * 之 も 何 か の關 係に よって 

付 けた ものと 思 はれます。 こんな 調子に 偶像の 名前 を 借り 來る事 は 日本で も 其の 例 は 乏しく ありませ 

ん。 し 我々 に は、 偶像 を大に 排斥して 居た キリスト 信者 達が、 何故に 偶像の 神の 名前 を 其の ai 使 川 

して： is たか、 と 云 ふ 事が 疑問と なって 來 ます。 併し 彼等の 態度 を 察します ると そんな 惯な^ は 如 M で 

も (ュ かった のでせ う。 之 れは 注意す 可き 事で あります、 大抵の 人 は 名の 爲 めに 我 を 忘れて 1^ つて ま 

すが、 實は 名前 は 3： んと でも {且 しいので あります、 クリスチャン たる 木質 を備へ るなら ば それで 充分 

であります。 人：' 日 は 3R 女 同じ 會 堂に入って 同じ 敎 へ を 聞く と 云 ふ 事 は 何の 不思議 もない^ であります- 
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併し 能く 考 へ ると 之れ は 非常なる 惠 みであります。 。ハウ 口 の 挨拶に 男女の 名前 を 揃 へ る 事が 出來 たの 

は 全く 幅 音の 力であります。 福音 は 男女の 問を淸 める ものであります。 

特^ に 注意す 可き 事 は 色 々 な 人 の 名前 を述 ベ た 中に、 一 人と して 何 か 讚め 言葉 を 使つ てない もの は 

ない と 云 ふ 事であります。 單に 名前の み を 述べて 挨按の 出来ぬ 事 はない のであります。 しかるに 一 々 

讚め 一一 一一 n 葉 を 用 ひたの は、 人の 美點を 忘れない が爲 めで、 眞に キリストが 宿りた る證據 であります。 我 

我 は 誠に 之より 學ぶ 可き 事が 藻 山 ある 樣に思 はれます。 他人 の^をす るに 「彼 は 何々 に は 有名 だと 云 

ふ 事 だが、 併し …… 」 と 非難し、 或は 「熱心で ある けれども 狭い」 などと 云 ひます。 然し バウ B は 違 

ひます。 彼 は 名前 を 指す に當 りて、 美點 のみ を 心に 明かに 覺 えて 缺點を 忘れて 居ります。 私 は 初めて 

アマ ストに 行きまして シ ー リ ー 先生に 遇 ひました 時に、 先生 は 誰れ 誰れ と 名前 を 指して、 皆 其の 美點 

のみ を數 へました。 私 は ひねくれた 人間で ありまし たから 先生 は 日本人 を 買 ひかぶ つたので あらう と 

思って 居り ましたが、 後で 誠に 此の 人に は キリストが 宿って 居た の だとい ふこと を 知る 事が 出來 たの 

であります。 私 も 日本に 歸 りまして これ を實 行し ました 時に、 人々 より 往々 非難 を 受けました。 生 意 

氣な 若い 書生が 先生 は 人 を 無暗に 贄 める とか 何とか 云 ふの を 聞きました。 けれども 私はシ ー リ ー 先生 

に 接しまして から、 誰でも 善く 見える 樣 になった のであります。 彼の 人は學 者で あると か、 歌が 上手 

であると か、 事務家で あると か、 色々 長所 を附け 加へ て 名前 を覺 える 事が 出來 るので あります。 眞實 

にキリ ス ドの感化をぅけた者は他人の缺點を忘れて長所をのみ記憶する事が3^來る害でぁります。 我 

我が 若し 斯 かる 優しき 心 を 有つ て 居る パ ゥ &と 列んで キリ ス トの臺 前に 立つ 時に、 果して 如何なる 裁 

利 を 受ける であり ませう か、 バウ p の 信仰 は 到底 我々 の 比ではありません、 彼れ の 智識 も乂遙 かに 我 


等の 上に あります、 此の 偉大なる 人に して 女の 如き 柔和なる 心情 を蓄へ て 居る と 云 ふ 事 は 敬服に 耐 へ 

ぬ 事であります、 どうです か 諸君、 諸君に この 心が あります か、 我々 も勉 めれば 此の 心が 起らぬ 事 は 

ない のであります、 バウ 口の 如く 暖き 赤き 血の 出る ハ ー トを 持ち 度く はありません か。 卜 六 章 を讀ん 

で 二十 七 人の 一人一人に 善 を 言 ひ 表 はして ゐる 彼れ の溫愦 に觸れ ました 時に、 私共 は 彼 を 友人と して 

握手した き 心地になる のであります。 願く は 聖靈が 降り、 聖められ救はれて擾しき心を_^^まれ、 惡事 

を 忘れます る樣 に、 願く は 人々 相 親しみ、 平等に して、 主人 あるな し、 奴隸 あるな し、 男女 あるな し 

位 あるな し、 智識 あるな し、 凡て 主に 於て 全く 一  となる に 至らん 事 を。 斯 くなる に 至らば 北海道 全道 

が 救 はれ 此 地より 新ら しき 光が 出る であり ませう。 諸君 は 理窟 一 方で は 不可ません、 感情 一 方で も不 

ず ません、 バウ 口の 如く 偉大で、 ノ ー ブルで、 親切で あれば * 眞に キリスト を 宿す 事が 出來る もので 

あります。 (筆記〕 

五 宗教と 農業 

十月 十九 日， 東北 帝 國大學 農科 大學 農政 學 講堂に 於て 

(第 十四 卷 『時事』 六 八 〇ー 七 〇 三頁參 照— 編者) 
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六 キリスト 今 我と 共に 在り 

十ガ 二十 H  rn 曜 n) 朝， 札 幌獨立 敎會に 於て 

ひとりご  ほろ ふ 

それ 神 は その 生みた ま へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給 へり 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡る こ 

か ダり なさい のち 

となく して、 永 生 を 受けし めんが ためなり。 ヨハネ 傳三章 一六 節。 

此の 飜譯 の屮 で、 世と 云 ふ 言葉 は旣に 人類 全 體せ界 各人 を 含んで 居る のです から、 「1 の 人」 の 人 

と 云 ふ 言葉 は餘 計な ものであります。 私共 は 書 を讀む 時に 西洋の 法則に 從ひ、 一番 重き を 置いて あ 

る 字 を 先き に讀 みます が、 此處 では 鼓 も 力 ある 言葉 は 「程に」 であります、 「かば かりに」 「かほ ど 

ばかりに」 と 云 ふ 字であります。 故に 「かば かりに、 を 愛し 給へ り、 其の 獨子を 賜 ふ 程に」 と讀む 

可き であります。 「神 は 愛な り」 と は、 よく クリスチャンの n にす る 言葉で、 餘 りに 耳 なれて； li5 る爲 

めに 之 を 聞いても 左程に 感じ なくなりました、 然しながら 文明 人 を 今まで 支配し 來 つた 此 言葉 は 夫れ 

自身に 於て 實に 驚く 可き 思想であります。 私共 神 を 信す る 前 は、 神 を 愛と は 思 はす 唯 「神 は 力なり」 

と 思って！ 15 り ま. P た、 卽ち 神と は畏る 可き もの、 洪水、 太陽、 の 如き ものであると 思って たので 

す。 神に 力の ある 事 は 云 ふ 迄 もない 1* です が祌は 更に それ以上の 者であります。 次ぎに 「神 は 智慧な 

り」 と 思 ひました。 科學を 研究して、 天地 萬 物の 現象 を 見ました 時に、 之 は 驚く 可き もの だと m 心 ひま 

I た。 木の葉 一枚 を 見ても， 智慧が 現 はれて： ります。 然しながら 祌は尙 夫れ 以上の ものであります。 

終に 「神 は 愛する 者に あらす して 愛 その 者で ある」 と 一 K ふ 事 を 知りました 時に、 私に 大 isK 叩が 來 まし 


た、 根本から 思想が 轉 倒した のであります。 私共が 信者と して 此の 言葉 を 繰り返へ す 時に、 如 M に大 

なる 思想と 考へ とが 此の 屮に 含まれて 居る か を、 忘れて はならない のであります。 此の 事に ついては 

諸 君 は 最早 ゃ旣に 知って 居られる 事と 思 ひます から 此處 では 述べない 事に します。 一 體 神の愛 は 普通 

の 愛ではありません、 愛と して 考へ 得る 絕顶に 達した ものであります。 どれ 程 愛した かと 云 ふと、 其 

の 生み 給 へ る 獨子を 賜 ふ 程に 世の 人 を 愛し 給 ふたので あります。 神が 愛で あると 云 ふ 事 すら 驚く 4 き 

思想であります のに、 更に 其の 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に、 と 云 ふに 至って は尙更 驚く 可き^ であり 

ま す。 

私 は 神に 子が あつたか 如何 か は 知りません が、 人間の 言葉 を 以て、 最高 最 深の 意味 を 現 はすた めに 

は 之より 深い 表 はし 方 はない と 思 ひます。 私が 「國を 愛す」 と 云 ふ 時に、 此れ だけで は 何んだ か、 云 

ひ 足りない 樣な氣 がします。 其れが ために、 私の 財 產を與 へようと 一一： a へば、 餘程 愛情が 深くな つて 來 

ます。 次ぎに 私の 名譽 生命 も 犠牲に すると 云へば、 尙ー 深く とれる のであります。 次ぎに 阈の ため 

に、 獨子 さへ も與 へる と 云へば、 もう 此 より 深い 云 ひ 表し 方はありません。 自分の 子を與 へる と 云 ふ 

事 は實に 辛い 事であります、 私 は 親と なって 良く 此の 事 を 知って 居ります。 神に 子が あつたか どうか 

の 議論 はおいて、 神の愛の 凡て を 云 ひ 表 はさう とする に は、 此 より 以上の 云 ひ 表 はし 方 はない ので あ 

ります。 神が 其の 子を與 へて まで も尙 人類 を 救 ひ 度い と 云 ふの は 愛の 極であります。 神が この美し き 

世界、 太陽、 月、 星、 父母、 友人、 及び 悟性 を 賜うた と 云 ふ 事 は 非常なる 愛であります、 然し 夫れ 以 

上に、 最後に 其の 獨子を 賜 はった と 云へば， もう 此れ 以上に 深い 愛 はない のであります" ム ー ディと 

云 ふ 人が 「自分 は 若い 頃 基督 敎を 信じて、 キリストが 我等の ために 生命 を 捨てた 事 を 實に難 有く 思つ 
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た、 然し 祌は 唯與 へたの みであって、 苦み 給 ふたの は キリスト であると 思った から 祌は 少しも 難 有く 

なく、 從 つて、 神の愛 は 判らなかった、 然し 自分 は 親と なって 初めて 之 を 知る 事が 出来た」 と 言って 

をり ます。 神 は 自分の 身 を 捨てる よりも 其の 子の 苦み を 見る 方が 辛い のであります。 子供の 苦み に 代 

りたい と 云 ふの が 親の情であります。 十字架 を 見た 神の 苦み は キリストの 苦み 以上であります" 幸 か、 

不幸 か、 私 は 自分の 子供の 死ぬ るの を 見て、 如何に 之が 深い 愛の 心で あるかと 云 ふ 事が 判りました。 

私 は 神學は 知りません が、 神が か i る 愛で あると 云 ふ 事 を 知って 難 有く 思 ひます。 「神 は 世 を 愛し 給 

へり、 其の 獨子を 賜 ふ 程に」、 實に 此れ 以上に は 愛した くも 愛せない のであります。 

三位 一 體と云 ふ 事 は 兎角 宗教家の 避けたがる 事であります、 「多神教と 基督 敎の 三位 ー體と は、 何 

の 異る處 が あるか」 と は、 私共の よく 聞かされる 言葉であります。 然しながら- 私共の 考 へます に は、 

三位 一 體と は、 神が 三つに 分かれて 居る と 云 ふ 事ではありません。 此の 事 は、 神が 愛で あると 云 ふこ 

との 最もよ き 云 ひ 表 はし 方であります (斯く 云って、 三位 一 體の實 を 否む 者ではありません)。 神が 

愛で あると 云 ふ も單獨 ではなり 立たない。 譬 へば 私に 愛が あると しても- 一人で 山に 入って 居って は 

其の 愛 は 消えて しま ひます。 子が あり、 妻が あり、 友が あって 愛は發 達する のであります。 永遠の 神 

が 愛 を 以て 世に ある 時 は、 愛の 交換が あります。 祌はュ 一一 ット でありません、 三つであります、 愛の 

|<換 であります。 三位 一 體と云 ふ 事 は、 哲學の 方から 云っても、 今日の 樣に ソン ナに輕 々しく 否定す 

る 事 は 出来ない のであります。 

祌は 其の 獨子を 賜 ふ 程に せの 人 を 愛すと 云へば、 神の 深き 愛 は 非常に 明らかになって 来ます。 然し 

斯う 云 ふと 或 人 は 言 ひます、 「そんな 立派な 言葉が あるか、 實 際さう あって 欲しい、 其の 獨子を 賜 ふ 


程に 世の 人 を 愛する 神 を 見たい、 然し 實 際に そんな 神が 居る か 如何 か、 神 は 果して 愛で あるか」 と。 

私共 は 自分の 生涯 を 省みる と、 神 は 無慈悲で あると 思 ふ 事が 度々 あります、 世の中に は 矛盾が ありま 

す、 友人間 骨肉 間に さへ 爭 ひがあります。 さう して 見る と祌は 愛の 反對 であると 云 はねば なりません。 

此の頃の 新聞 を 見ても バ ルカン 半島で は 戰爭が 起って 居ります。 日露 戰爭も 亦た 隨分慘 憎な もので あ 

りました。 神が 愛であるなら ば、 何故 斯る 事が あるので あらう か、 私 は 之を證 明す る 事 は 出来ません。 

叉 私自身の 生涯 を 省みても、 實に斷 腸の 思 ひのした 事が あります、 私の 身體の 血が 湧き、 熱い 淚が池 

となった のを覺 えて 居ります。 然し 私 は 此の 生涯 を 省みて、 此を總 括して 見て、 やはり 神 は 愛な りと 

云 ふ 事が 出来ます。 親 を 失 ひ 友 を 失った と 云 ふ 事 は 非常につ らい 事でした、 けれども 其の 底に 於て、 

やはり 祌は 愛な りと 云 ふ 事 を 知りました" 英國の 或る 婦人が 一 年に 五 人の子 供 を 失 ひました。 人々 は 

非常に 彼女に 同情して、 發狂 する 樣な事 はなから うか、 さう いふ 事から もしゃ 信仰 を 失 ふ樣な はな 

からう かと、 大曆 心配し ました。 然し 其の 婦人が 最後に 云った 言葉 は、 「成る 程 五 人の子 供 を 一 ゆに 

失った 事 は、 つらい 事であった、 けれども、 神樣 はや はり 愛であった、 私 はさう 感じさう 實驗 する」 

と 云 ふ 事で ありました。 

私共の 生涯の 根底 は 愛であります。 地上に は 汚い 水が 流れて 居っても、 深く 探 ぐれば、 札幌の 山の 

手の 方に ある 樣な淸 い 泉が あるので あります。 如何に 苦しき 經験 をしても、 魂の 一番 深い 所に は 「祌 

は 愛な り」 と感 する 時が 必す あるので あります。 或る人が 火災で 家財 を皆燒 いてし まひました。 淺薄 

に 之を考 へる と、 祌は 無慈悲 だと 思 はれます が、 其の 人 はさう は 云 ひませんでした。 彼 は 一時 は 非常 

に 苦み ました、 けれども 數年 たった 後に 彼 は 「難 有かった、 之で 神様の 愛が わかった」 と 申しました。 

大 正. 元 年  五 九九 


0 演 •  i ハ 〇o  、 

私自身で も祌は 愛な りと， 云 ふ 事 を實驗 致して 居ります。 經驗 であります 故 其の 理窟 を 述べる 事 は 出 米 

ません。 凡ての クリスチャンが 次第に 經驗を 重ねて、 生涯の 終に 於て 發し 得る 一一 一一 C 葉 は卽ち 此れで あり 

ます、 「祌ほ 愛な り」 であります。 

私は脊 て 此の 聖句 を讀む 度に 一 の 疑 ひが 起り ました。 神 は キリス 卜 を ドし給 ひ キリスト は 人間と し 

て 最も 苦き 杯 を なめられました、 淸き 人なる に 十字架の 苦み を 受け 給 ひました、 祌には 其れが 非常に 

辛い 事で ありました、 さう して 共れ が 愛で あると 云 ひます、 然しながら キリ ス トは 墓に 郭られ て 三： n 

目に 蘇り 給 ひ、 新しき 身體を 以て、 四十 日 弟子 達に 臨まれ、 終に 昇天せられ たと 云 ふこと であります、 

して 見る と、 なる 程祌は 其の 獨子 と共に 苦 まれました、 然し 三十 三年た てば、 キリスト は 天に 歸られ 

るので あります、 それで は、 さう 大きな 苦み ではありません、 神が 三十 三年 間 子 を 棄て給 ふの は 私が 

三年 間 子 を 捨てた のと 同じ 事であります、 三年た てば 立派に 返される のです から 之 は 苦痛で はなく 却 

て 喜びであります。 夫れ 故 三十 三年 間 私共 人類に 其 の^子 を 賜うた と 云 ふ 事 は 確に 祌の大 なる 愛の 表 

れ ではあります けれども、 之が 永久の 愛 を 表 はす か 如何 か、 これ は 非常に 深い 問題であります。 これ 

は 人と して 考 へる 最大 の 問題であります、 人と して 免 かれる 事の 出来な い 疑問で あり ます。 然し 新約 

聖書 を 始めから 終りまで ズ ー ッと讀 みます と、 一 つの 著しい 事が あります。 諸君 は氣 がっかれ たか 如 

何 か は 知りません が、 新約聖書 全體が 示して ゐる 明白な 言葉 は、 「夫れ 祌は 其の 獨子を 賜 ふ 程に 世の 

人 を 愛し 給へ り」 と 云 ふ 事であります。 「賜 ふ 程に」 の 賜 ふ は 原文に て H ド ー ゲンであります。 そし 

て ギリ シャ語 文法に 依れば H ド ー ゲンと fK へば 賜うて しまった 事で、 旣に 過去に 屬す るので あります， - 

卽ち 賜うて しまった 程に 骨の 人 を 愛し 給うた のであります。 永久に 與へ てし まった のであります。 聖 


書の 他の 部分 を 見る と、 キリ スト は 天から F り 給うた 方で あると. E- して：^ ります、 然し ド つて 後の キ 

リ スト は 下った 前の キリストと は 全く^な 方であります。 神 は キリス トを 下し 給うて た 三十 三年 だ 

け 世に あ づけ 給うた のではありません、 永久に 賜うた のであります。 降 世、 受肉 (インカ ー ネ ー ショ 

ン) と 云 ひ、 I に 降って 三十 三年 間 肉 を 有し、 又 元に 歸る ものであるなら 唯 此の世に 觸れ ただけ で、 

何も 決して 人類と 永久の 關 係に 人った のではありません U 唯チ ョ イト 三十 三年 問 世に 来たと 云 ふに，^ 

まるので あります。 然しながら 神 は 永久に キリスト を 人類の 手に 渡し 給うた のであります。 マリアの 

胎に 宿った 時、 も 早 ゃ旣に 永久に 人類の 乎に 渡し 給うた のであります。 初めは 祌 と共に 御いで になつ 

たのであります が、 降此 せられてから は 人なる 祌 として せに 居 給 ひ、 祌は 此の 時 最早 や 其の 獨子を 失 

ひ 給うた のであります。 そして キリ スト は旣 にもう 眞の祌 ではなく 人 以上の 神で はなく なられた ので 

あります、 吾々 の 兄；？： となられ たのであります。 

此處に 一 人の金 持ちが 自分の 國に澤 山の 奴隸を 召し使って 居る とします、 如 3： かして 此を 救うて や 

りたい と 思って、 自分の 子 を 其の 園に 送り、 彼等の 中に 人れ てし まった が、 其の後 二三 年た つて、 父 

W び 其の 子供 を 自分の 許に 呼び返した とします。 然し キリ ストの 降せ は 斯様な ものではありません、 

祌は 人類 を 慰める ために、 自分の 子 を 永久に 人と なし 給 ふたので あります。 一人の 皇子 を 其の 愛の 餘 

り に 平民 になし 給う た の で あります。 平民 は 之に 依て 神に 達する 道 を 得た ので あります。 

キリスト は 人と なられ、 人と して 布 在し 給 ひました。 私共が いま： 太に 於て 有する 祭司の 長 は 此の 地 

上に て 人の 苦み を め盡 くさ れた 人であります。 私共 をよ く 知 つ て 居る 友達 が 天に 居られる と 云 ふの 

であります。 人の 救 はる、 ために は 此の 仲立ち は 必要であります、 叉 この 仲立ちの あると 云 ふ 事 は 人 
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として 最大の 幸福であります。 單に 三十 三年で なく、 永久に 渡し 給うた のであります。 之が 私共の 聖 

書の 敎 ふる 所であります。 實に 愛の 上の 愛、 どれ 程の 愛で あるか 分からない 程であります。 

英 國の學 者が 基督 敎に 接して 「基督教 は 良い、 けれども 餘 りに 良す ぎる」 とさへ 云って 居ります。 

私共が 聖書 を 讀んで 知る 所の 神の愛 は 無限であって、 唯の 愛で はなく、 獨子を 賜 ふ 程の 愛であります- - 

それ も單に 三十 三年 此の世に 下し 給うた のみで はなく、 永久に ドし 給うた のであります。 其の 愛は實 

に 計 かられない 程で あると 云 ふ 事であります。 此んな 話 をす ると 神の愛 を 餘 りに 賞め すぎた 様に 思 は 

れ ます。 人間 は それ 程までに 尊い もので あらう か、 神が 其の 獨子を 賜 ふ 程 人間 は 神に 愛せられて 居る 

だら うかと 云 ふ 疑 ひが 起り ます。 然し 之れ は 人間から 見た 神の 考へ 方であって、 神より 見た 人間 はこ 

んな ものではありません。 世の中に 親の 愛の 分からない 子供 は澤山 居ります、 然し 反 對に子 を 愛さな 

い 親はありません〕 父 や 母が 其の 子 を 愛する は 非常な ものであります。 然し 小 供に は それが 少しも 分 

かりません。 「子の 心 親 知らす」 と 申します が、 然し さう ではなく 却て 親の 心 子 知らす であります。 

私共 は ホン タウに 神の愛が 分からない、 神 は 此の 愛 を 示す ために 其の 獨子を 吾等に 賜 ひ、 而も 尙 足ら 

すと した まふ 程に 私共 を 愛し て 下さる の であります。 然るに 未だよ く此 の 神の 愛が 分からな いと 云 ふ 

の は、 眞に 申し わけの ない 事であります。 

此の 愛 を 私共が ホ ン タウに 知る 事が 出来れば ホ ン タウの 悔い改めが 起り ます、 私共の 徒らに 生活し 

て 居る の は 神様に とって は 實に齒 痒い 事であります、 此の 事が 分かれば 分かる 程、 私共の 信仰 は增し 

て來 るので あります。 

私 は 單に之 を 思想と して 諸君に 云 ひたくない のであります 、神の愛 は實 際の 事賁 であります。 今尙 


^共の 友と して、 助け手と して、 叉 仲立ちと して 其の 獨子 キリスト を 此の世に 與へ 給うた ので ありま 

す。 丁度 天子が 其の 皇太子 を 臣下と して 人民の 中に ドし 給うた 樣な ものであります。 私共 は 此の や！： 

となりし 皇太子に 如何なる 態度 を ffi る 可き であり ませう か。 ー體 クリスチャン の 多く は 只 だ ra: 幅 音 書 

に 記された キリストの 三十 三年の 偉大なる 生涯 を 追想して 淸 めら れ敎 へられて 居る 様であります。 勿 

論 それ も 大切であります が、 然し それだけ では 眞に 神の 深い 愛 を 識り强 き 力の 人と なる 事 は川來 ませ 

ん。 F!^ き 我等に はヶ 生きて 居る キリストが 必要であります。 過去の キリスト を歷 史的に 囘 想して 力 を 

得る にあら すして、 今 立ちて 我等に カを與 へ、 父と 私との 間に 立ちて 私共の 心 を 父の 心に 結び つ け る 

キリ ス トが 大切な のであります。 服に 見えない 生きた る キリストが 世の 終りまで 私共と 共に あると 云 

ふ 事が 大切， なのであります。 キリ スト は 今 我々 と關 係の ない 見えない ものであると は I*; 書は敎 へませ 

ん。 私共の 一番 深い 所に 住みて、 我 共 を 慰め 給 ふ、 生きた 救 ひ 主が 今尙 居られる と 云 ふの が 聖書の 敎 

へる 所であります。 キリスト は 先生で はない、 孔子 ゃ釋 逸の 如き 死んだ 人で はない、 私共の 友 あなた 

方の 友達でありまして、 此の 人と 常に 交際が 出來 ると 云 ふの が 新約聖書の 敎 へる 所であります。 英國 

の 有名な 牧師で マ ンチ H スタ ー のデ ー と 云 ふ 人が 其の 晩年に 至って 云った とい ふこと であります、 

「私に キリストが 今も尙 生きて 居る と 云 ふ考が 出来た 時に、 初めて 私の 新紀元が 始まった」 と。 實に 

其の 通りであります。 ガリ ラャの 海、 ナザレの 山に キリスト を @： 想す る 時、 成る 程 力 づけら れ るに は 

違 ひありません、 が 然し キリストが 今 も尙 各自の 友で あると 云 ふ 事が 分った 時が 私共の 性格の ー變す 

る 時であります。 キリスト は 此處に 居られて 凡ての 助 を 賜 ふと 云 ふ 事 を 知った 時に、 非常な 力 を 受け 

るので あります。 無き もの を 信す るので はありません) 現に あるが 故に、 斯く 信す るので あります。 
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尤も 此れ は 機械 を 以て 測る 事 は出來 ません が 魂 を 有する 者は斯 く實驗 せざるを得ないので あります。 

其のお 在 を 私共の 屮に 認めた る 時に 私共 は 本當の クリスチャンと な るので あります。 凡て 慰藉 獎勵 は 

思想からで はなく、 此の 實驗 から 來る のであります。 此の 事 は 殊に 終りの 言葉と して エンファサイズ 

して 力を入れて 云って おきます。 

キリス トは 啻に 一 一 干 年 前の 偉大なる 先生で はなく、 學 生なら ば學 校の 敎 場に 在る 時 も、 其の後に 立 

て 私共 を 守って 下さる 救 ひ 主であります、 職工なら ば淸き 生涯 を 送らう として、 色々 の 事情に 妨げら 

れる 時に も、 全力 を そ、 いで 私共 を 救って 下さる 救 ひ 主であります、 牧師 も 敎師も 誰も 賴る 者の ない 

時に ィ H ス が 私共と 共に 働いて 居て 下さる と 云 ふ 事 を 信じた 時に 初めて 强き カを感 する のであります。 

婦人が 家庭の 問題に 頭を惱 める 時に、 キリスト はべ テロ ゃパゥ 口と 共に、 あなた 方の 臺 所に 於て、 或 

は 針 を 以て 仕事 をして 居る 時に 於て、 常に ー綠に 行動して 居る と 信す るなら ば、 何物 も 怖ろ しきもの 

-  一  いと i  さ を さ 

はありません。 各自が 獨り 此の世に 暇 を つげて、 永遠の 眞 暗な 海に 一 人 棹して 行く 時に、 決して 一 人 

じ やない、 誰かが 一緒に 居て 吳れ る、 旣に死 を 味った 誰かが 私の 舟の 舵 を 取って ゐ て吳れ ると 云 ふ 事 

を 知ったならば 如何に カ强 いでせ う。 知れざる 永久の 海へ 掉す 時に、 r 汝 一人なら す、 我汝 と共に あ 

り」 と 一 ふ聲を 聞くならば 如何に 嬉しいで せう。 確に 其處に デス ベッド (死の 床) の 慰めが あります。 

其の 時プ ラト ー の 如く 永世 論を考 へる 事 は 中 々出來 ない のであります。 私 も 一 一三 度 死に そこなった 事 

があります が、 實際 その 間際に は考 へる 力 さ へない ものであります。 神に ついて 考 へる 力 さ へない の 

であります。 自分が した 功縝 すら も考 へる 事は屮 I 来ません。 今將に 死なん とする 時に 何が 力 かと 云 ふ 

と 友達に 或は 母に 自分の 手 を 握って 貰 ふ 事であります。 然し 父 も 母 も 兄 も 友達 も 私と 一 緒に 逝く 事 は 


出来ない のであります。 其の 時に 「俺が 手 を ひいて 行って やる」 と 云 ふ 人が あったら どんなに 心强ぃ 

でせ う。 サ ョ ナラと 云って 心から 暇 を つげて 吳れる 敎會員 はあって も、 最後に 行く 時 は 一 人で ありま 

す。 然し 人と して 下り 給 ふた キリスト、 すでに 死 を 味 ひ、 死 を 知れる ィ H スが來 て、 私の 手 をと つて 

ド さるなら ば 喜んで 一 人で 行けます。 斯 くの 如く 祌は 死ぬ 時に も 離れない 友 を 下さった、 それが 神の 

愛で あると 云 ふので あります。 之が 我等の 最も 必要な ものであります、 之なくて は 我々 はせ 在が 出來 

ない のであります。 單に 三十 三年の 短い 御 生涯ではありません、 永久に 人なる 神、 神なる 人と して 我 

等の 友と して 下さ ク たのであります。 神に は 之 は 非常な 犠牲であります、 我等に は、 之れ 程 火なる 惠 

みはない のであります。 諸君に 此の 事 を考へ て 貰 ひたいので あります。 祌を信すると云ふ^^-は之れで 

あります。 日本 を キリス 卜敎 化する と 云 ふ 事 は 日本人 をして 此の 友を迎 へしめ る 事であります、 亇も 

生きて 居る 人で ある キリ スト を阈 人に 紹介す る 事であります。 私が 若し 靑年 を札幌 によ こすと したな 

らば、 彼に 敎訓 を與 へたり、 注意 を與 へたり する よりも、 私 は 第 一番に 彼 を先づ 私の 信す る 友達に 途 

ります、 人に 送る と 云 ふ 事 は 此の 場合 大切な 事であります。 神 は 人に 敎訓等 を 送らす に先づ 友 を 送つ 

て 私共 を 導いて 下さった、 此の 最大の 犠牲 を與 へて 下さった 事が 我等の 生命であります。 此の 事に つ 

いて はいくら 述べても 盡す事 は 出来ません。 私の 辯 舌 をつ くしても- 全 {.H 由 をつ くしても、 此を云 ひ 

つくす 事 は 出来ません。 然し私共が信仰生涯をっ ^^けて行くにっけ、 全.： 于{ 由 全 存在が 卜： より ド、 i: 方 

八.^ W 處に 到る とも 皆 此の 深き 神の愛の 糸で 縛りつ けられて 居る 事 を 知る 事が 出来ます。 他の 粜は分 

ら. ずと も、 此の 事が 分って 来れば、 私共 は 本當に 生き甲斐の ある 生涯 を 送る 事が 出來 るので あります。 

此の 問題 は あまりに 深く 遠大でありまして 悉く 述べる 事 は 出来ません、 死ぬ まで 繰り返しても、 到 
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底 云 ひつく す 事 は 出来ません。 約 翰傳の 終りに 「此を 一 々書くならば 其の 書 は 此の 地に 載せる 事 は 出 

来ない」 と 記して あります、 まして 私の 唯 一 囘の演 說が此 を 述べ 盡す事 は 出来ません、 唯單に 一 の 暗 

示と して 聞いて 頂きたい のであります、 卽ち この 約翰傳 一二 章ニハ 節が * 督敎の 主眼で あると 云 ふ 事 を 

知て 頂きたい のであります。 (筆記〕 

七 

歷代志 略 上 十六 章廿 三節以 f  , . 

十月 廿：： ： err 曜 =) タ. 礼 幌獨立 敎會に 於て 

私 も 今晩の 感謝 會に祌 と 皆様の 前に 感謝の 意 を 述べたい と 思 ひます。 今度 札 幌に來 るに ついては、 

久しぶりで 石 狩の 鮭漁 も 見たい し、 登^の 溫泉 にも 遊びたい と計畫 して をり ました。 然し 悉く 水せ こ 

歸 して 少しの 暇 もない 有樣 でありました。 

私 は 十 一 日から 今晚 まで 九日 間に 十三 囘も 講演 をし ました、 或る 會の 如き は 私 一 人で 受け持った 事 

さへ あって、 隨分 困難な 事 も ありました。 けれども 幸に 健康で つ ける 事の 出来た の は 有難い 事で あ 

ります。 私 は 筆 を 採る 者で 口 をき く 事 は 滅多にありません。 今度 札 幌に來 て かく 澤山， -K をした の 

は、 米國 から 歸 つて 以来ない 事であります。 今度の 札幌の 講演 は 私に は 何となく^ 快で ありました。 

話 をして 居る 間に も、 私の 後に 誰かが 立て 居て 私に 話 をさせる 様に 感じて 非常に^ 决 でありました。 


それで 事の 此處に 到つ た 譯を述 ベ る 事 を 有して 下さるならば 私 は 諸君に 感謝の 意の 深い 事 を 述べ 得る 

のであります。 今日 『聖書 之 研究』 讀者 諸君の 集 をし ましたが、 其の 席で 二三 人の 人が 感想 を 述べら 

れて、 『聖書 之 研究』 の 二、 三月 號に屮 Z て 居る 記事が 感動 を與 へたと 云 ふ 話で ありました。 私の 一人 

の娘が死んで諸；^？；を感動さしたかと思ふと、 感謝に たへ ない のであります。 勿論 一人の 娘の 死せ る 事 

實は 天下から 見れば 何でもない 事であります、 然し 私に とって は大 なる 事件であります。 私 は 之に は 

何 か祌の 深い 御 心が あるに 違 ひない と 思 ひました、 私共の 愛する 者の 取り去らる、 に は 何 か 深い 意味 

が ある だら うと は 直ちに 感じた 事であります。 處 が札幌 でも 斯様に 人々 が 此の 事實 によって 感動 せら 

れ ましたし、 外國 でも 此の 雜誌 によって 頑固な 人が 悔い改めて、 キリストに 來 つた 例が 街で 二十 人 は 

ありました。 未だ 私の 知らない 所に も、 同じ 力が 及んで 居る に 違 ひない 事と 思 ひます。 娘 を 失った 共 

の 苦み は 急に は 取り去られません、 受けた 傷 は 中々 に 癒えません、 然し 私 は斯る 場合に 一方に 於て は 

此の 傷 を 癒す ために" 他方に 於て は 逝きし おの 心 を 述べる ために * もっと 多く 善 をな さねば ならぬ と 

思つ て 居ります。 私共が善をなすと云ふ事は此の首葉を以てょり多くの幅昔を傳へ るとーぶふ^^^でぁり 

ます。 私 はさう いふ 考 であった ものです から、 其の時東京の田村君の許に行って1^?;の敎4;で三度程聖 

書の 研究 をしょう と 云 ひました。 田 村 君 は 非常に 喜ん で 受けて 吳れ ました。 私 は 追善 のた めと 思って、 

田 村 君の 數寄屋 橋 敎會で 馬 太傳の 十三 章 を 三 II に 1 つて 講演し ました。 同日に 此の 獨立敎 會で田 村 君 

が 講演 を やって 吳れ たのであります。 此の 前に も 田 村 君と 說敎の 交換 をして、 田 村 君が 此の 獨立 敎會 

で說敎 をした 時に、 私 は 數寄屋 橋の 敎會で 講演 をした 事が ありました。 今年の 夏 も 亦 不思議に も 私が 

頼んで 說敎を 交換す る 事に なりました。 私 は 田 村 君に 「君 は 札幌に 行けば、 獨立 敎會で 話して 吳れ」 
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と賴 みました、 そんな 譯で 此の 敎會 でも 田 村 君の 来られた のを悅 び、 田 村 君 も 大いに 悅 んで歸 つて 來 

ました。 夫れ から 暫くして 此の 敎會 から 私に 交涉が 始まりました。 「代人 をよ こす 位なら いっそ 本人 

が來 て吳れ たら 良から う」 と、 あの 筆不精な 宮部 君が 一 間 半 も ある 長い 手紙 を吳れ ました。 そして 其 

處 にあの 學 者の 宮部 君が 滅多に 云 はない 言葉が 書いて ありました。 「今度 どうしても 君が 來て 吳れね 

ばなら ぬ、 此の 事 さへ 出来れば 我々 年 をと つて 居る 者 は 何時 召されても 關 はない」 と。 此の 手紙が 來 

れ ばもう 問題 は pi つたので あります、 どんな 故障が あらう とも、 此の 乎 紙 を 貰って は 行かざる を 得な 

いのであります。 今 私 は 大きな 著述 を やって 居ります、 其の 五 百 頁から ある もの を クリス マスまでに 

やって しま はねば なりません、 其の上に 毎月の 雜誌 がありまして 非常に 忙しい のであります。 札幌に 

來ても 二三 日で は 足りません、 如 3： しても 往復 二 週 問 はか k ります。 如 M して 此の 日數が 作れる か 色 

色 苦心 をし ました、 それで 直ぐ 原稿 を 集めて 伊香保に 行きました。 かな 處で 一生懸命で 勉强 しまし 

た。 宿の 者が 「此の世の 屮に は、 此處に 遊びに 來る人 はあります けれども、 あなたの 樣に此 處に來 て 

晝も夜 も勉强 する 人 はない」 と 云って 驚いて 居りました。 一生懸命 にやって 漸く 一週間で 作り あげ ま 

した。 初めの 百 五十 页 ばかり を 印刷屋に やって 置いて それから 雜 誌の 方 をす ませて. 渐 くやって 來た 

のであります。 處で 今度 来る につけて は 親友の 許に 手紙 を やって 「どうか 祈って „4<れ 給へ、 祈 禱を以 

て 私 を 助けて 吳れ」 と 頼みました。 叉 雜誌を 以て 廣吿 しまして、 「！_ たち は 旅費 を自辨 し、 尊き 時間 

を さいて、 私と 一緒に 來て 助けて 吳れ ないか」 と 云 ひました。 處が私 も 私 もと 來て 吳れ ましたの が 十 

六 人ば かり ありました。 こんな 次第で 札 幌に來 たのであります。 今日まで は 一 日の 隙 もな く- 主なる 

會合は 私 一人で やって 來 ました。 此の際 私 は キリストが 健かに 私と 共に、 1" 給うた と 信じます。 十三 


囘の 集り を 之れ と 云 ふ 失錯 もな く、 少しも カも拔 けす になし 終り ましたの は 不思議な 位であります。 

比の前の安息日に云ひました通り私は死者の^^在を信する者でぁります。 こんな 仕事 をす る 時に、 私 

共と 心 を 同じう し 世 を 去りて 天に ある 人が 助けて 吳れ ると 云 ふ 事 を 信じます。 そんな 事 を 云 ふの はプ 

B テス タントで はない、 天主 敎 だと 云 ふなら ば、 私 は 天主 敎で 良い のであります。 私 は クラ ー ク 先生 

に 助けて- ト さる やうに 祈りました、 シリ ー 先生に 今度 は 私 を 助けて 下さる やうに と 祈りました、 此の 

人、 あの人、 私の 死んだ 娘にまで もお 前のお 父さん を 助けて 吳れと 祈りました、 キリストが 助けて 下 

さった のみなら す、 私の 愛する 人々、 私の 娘まで も 健に 私 を 助けて 吳れ たと 思 ひます。 此の 前の 日曜 

日に も 長い 電報で 先生の 成功 をい のって 居る と 云って 來 ました。 今度の 樣に 力が 此の 私の ライフに 加 

はった 事 は S に 空前であります。 單に 七日 間 十日 間 私に 滿足 を與 へ たのみ ならす 永久の 結果 を 持ち 來 

しました。 此の 獨立 敎會が 之に 依て 責任 を 感じ 何 か玆に 新紀元 を 開いた 様な 心地が する のであります- 

is かに 今度の 會 合に は 聖靈の 下って 居った 事と 信じます、 黑岩 四方 之 進 君の 樣な あんな 沈默 家が 遙 

遙 遠くから 來て、 祈って 吳れ たと ふ 事 は 誰も 豫 期しなかった 事であります。 今日 『聖書 之 研究』 讀 

者會 の すん だ 後で 黑岩君 は 私に 向 ひ 「僕 も 君 も 今度 新 にせられ たから 握手 をしょう」 と 云うて 改め て 

握 乎 をして 吳れ ました。 私共の 敎會の 一番 古い 信者で 此の 沈默の 生が、 今度 は fB 葉の 先生と なつて- 

我等 をす、 め勵 まして 吳れた 事 は 札 幌學生 生活 以来ない 經驗 であります。 私 は 實に惠 み を 受けました I 

一番 惠みを 受けた の は 私であります。 

• 今度 札 幌に來 たの は、 米國 から 歸 つて rail: 目であります。 第一 K に は悲觀 して 歸り ました。 第二 同 

の 時 はかなり の 結 * を 得て 歸りま し. た" 第一 二： S 目 は 成功で はあり ませ ん で し た。 然し. 今度 は 大成功 で 
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ありました。 明後日 は 私 は 凱旋して 歸 ります、 ハ レルャ を 歌って 歸 ります。 ドウ 力 此の 會 合で 諸；^ に 

點 火され た 聖靈の 火が 消える 事な く、 此の 小き 火から 全國に 燃え 擴 がる 様に 祈つ て 下さい。 

最後に 今 此處で 諸君の 感ぜられた 事 を 聖靈の 示す ま \ に、 語るな り 祈るな り、 口 を 開く に禱蹉 する 

事な く 云って 下さい。 (筆記 


クリス マ ス演說 

キリス ト降 世の 意義 

キリ ストが 世に 降り 給 ひしと 云 ふ 事 は單に 一 人の 偉い人が 世に 現 はれた と 云 ふ 事ではありません、 

世に は 孔孟 釋 基と 唱へ て キリ スト を 孔子 孟子 釋： i などと 同日に 談 する 人が あります が 然し 我等 基螯信 

者 は キリス トを爾 うは 觀な いのであります、 隨っ て キリ ストの 降誕 を單に 一 人の 嬰兒の 誕生と して 觀 

ない のであります、 キリストの 誰なる 乎、 其 事に 關 する 聖書の 啓示 は 明白であります、 而 して 私共 は 

聖靈の 啓示に 由て 聖書の 其 啓示 の眞理 である 事 を 知る の で あります。 

預言者 ィザャ は 曾て 預言して 曰 ひました、 

一人の 嬰兒 我等の ために 生れたり、 我等 は 一人の 子を與 へられたり、 政事 は 其 肩に あり、 其 名 は 

奇妙 また 議士 また 大 能の 神、 永久の 父 平和の 君と 稱 へられん 


と (以 賽-? Si 書 九 章 六 節)、 而 して キリスト は此 預言に 鼠 ふて 生るべき 者であります、 「奇妙」 r 議丄」 

の 說明は 之 を 他日に 讓る 事に 致しまして、 此 一人の 嬰兒が r 大 能の 祌、 永久の 父、 平和の 君」 の 名 を 

擔 ふ ベ き 者で あ る 事 は 預言者 の 此 言 が 明かに 示す 所 であります、 祌は 終に 自己 を 人に 顯 示し 給ぶべし 

而 して 自己 を顯 示し 給 ふに 方て 御自身 肉體を 取りて 人の 間に 降り 給 ふべ しと は イス ラ H ル人全 體の信 

念 で ぁ つ て 又 其 希 ^Is で ぁ り ま し た 、 而 し て 神 は 此 希 望 に 應 せ ん が 爲 に 其 獨 子 を 世 に 遣 り 給 ふ た の で ぁ 

ります、 而 して 斯の如 くにして 生れ 給 ひし 者が キリストと 稱 へられし ナザレの イエスであります、 勿 

論 世の 人 は 斯る事 を 聞て 笑 ひます、 又 近頃 は自 から 基督 信者な りと 稱 ふる 人の 中に も 此事を 否認す る 

人が gi く ありま， せん、 然し 人の 批評 は 如何で も 可い のであります、 聖書の啓示は明^11でぁります、 信 

者の 確信 も 亦 動きません、 若し キリス トが祇 の 人であります ならば 基督 敎は 倒れて 了 ふので あります 

人類 は 其 最大 の 希 ^1マ 一 を 失 ふ のであります、 救拯 とか 永生と か 云 ふ 事 は 全く 意味 の 無い 事に 成る ので あ 

ります。 

_ 言肉體 となりて、 我等の 間に 寄り 給へ り、 我等 其榮を 見る に實に 父の 生み 給へ る獨 子の 榮 にして 

恩寵と 眞理 にて 充り 

とあります (約 翰傳 一章 十四 節)、 此に言 ふ 言と は 道理ではありません、 又 宇宙の 原理と いふが 如き 

漠然たる 者ではありません * 言と は 自己 を顯 示し 給 ふ 神であります、 太初に 神と 偕に 在り、 萬 物 之に 

りて 造られ、 造られた る 者に して 一 として 之に 巾ら. で 造られし は 無き 神であります， 其 言、 其 造化 

の 神、 人の 生命に して 其 光が 肉體 となりて 我等の 問に 降り 給へ りと 云 ふ 事であります、 實に 驚くべき 

事であります、 信じ 難い 事であります、 然し 事實 であります、 事實 でなくて はなり ません、 事實 であ 


つ て 欲しく あります、 若し 人類の 父なる 眞の祌 が實に 在る としま すれば 斯 かる 事 は 在るべき 害で あり 

ます、 

我等に 父 を 示し 給へ 然 らば 足れり 

との ピリ ボの 雷 は 人類 全體の 心の奥底より 發す る 言 であります、 我等 备自は 父を識 りたく 欲 ふので あ 

ります- 而 して 人 は 何人も 完全に 父 を 我等に 示す ことが 出来ない のであります、 又 人 は M 人 も 死と 敗 

壞 より 救 はれた く 欲 ふの で あります、 然し 人 は 何人も 我等に 不朽 の 生命 を與 ふる こ とが 出來な いので 

あります、 神の みが 神 を 完全に 人に 示す ことが 出來 るので あります、 活ける 祌 のみが 我等の 衷に 在り 

て 死に 勝つ ことが 出來 るので あります、 若し 祌が 人と 成りて 世に 降り 給はないなら ば 神 は 永久に 我等 

の 疑問と して； るので あります、 叉 人 は 永久に 死の 練紲 より 脫 かる、 ことが 3-Z 來な いのであります、 

神が 人と 成りて 我等 人類の 間に 降り 給 ひたれば こそ、 玆に 始めて 神と 人との 間に 眞實の 交通が 始まり、 

**  二と  ** こと  みち 

神 は露實 に 人の 父と なり、 人 は 眞實に 神の 子と 成り 得る 其途が 開けた のであります、 愛が 爲し 得ない 

事 は 無い のであります、 神の愛が 爲し 得ない 事はありません、 神の愛が 宇宙と 其 中に 在る 萬 物 を 造つ 

たのであります、 神の愛が 之 を 支へ て 今日に 至った のであります、 而 して 其 同じ 神の愛が 終に 神御自 

身 をして 天に 在る 其榮光 を脫で il- しき 人の 肉體を 取り 我等の 一 人と して 我等の 間に 寄ら しめたの であ 

ります、 是れ 勿論 奇跡であります、 最大の 奇跡であります、 然し 奇跡 なれば とて 否定す る こと は出來 

ません、 愛 は 奇跡 を 行 ひます、 神の愛 は 終に 祌 御自身 をして 人と して 世に 降らしめ 給 ふに 至った ので 

あります、 驚くべき 愛、 而 して 此 愛に 伴 ふ 驚くべき 奇跡、 其 愛 を 信じて 其 奇跡 を 信す るに 難く ありま 

せん。 


夫れ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り (ョ ハネ傳 三 章 十六 節)。 

汝等 我等の 主ィ H ス キリ ストの 恩惠を 知るべし、 彼 は 富める おなりし が汝 等の ために 貧しき 者と 

tj ぼし-さ 

なれり、 是れ汝 等が 彼の 窮乏に. e りて {£ める 背と ならん ためなり (コ リント 後書 八 章 九 節)。 

い， 一 4  みづか  ひとし  すてが さ  おも 

彼 (キリスト) は 神の (本) 體にて在せしかども自ら其祌と匹く在る所の15^-を棄難き^と意はす 

かへ つ  むなし  しら. ぺ か-」 ち  ^i. 

反て 己を虛 うし 僕の 貌を 取りて 人の 狀に なれり (ピリ ピ書ニ 章 六、 七 節)。 

せんぞた ち  ，\*ts: の ひ 

神、 昔は多くの1^1;^をなし多くの方法をもて預言者等にょり列祖に吿げ給ひしが、 この 末 n" に は 

其 子に よりて 我等に 告げ 袷へ り (ヒ ブライ 書 一章 一、 二 節)。 

キリスト の 降^ は 神が 人類 を 愛し 給 ふ 其 愛が 闪 となって 有った まであります、 キリスト は此 I を爲す 

に 方て 萬 物 を 己に 有し 給 ふ 其 富 を 去て 我等の ために 貧 生涯 li 入り 給 ふたので あります、 キリ ス トは素 

素 神の 本體に ましまして 祌と 等しき 者であった のであります、 然るに 我等 を 罪と 其 結 菜た る 死より 救 

はんため に 天の 榮光 を棄て 僕の 貌を 取りて 我等の 問に 寄り 給 ふたので あります、 彼 は 同時に 乂 完全に 

祌を 我等に 示す 者 で あ ります、 祌 の 遣り 給 ひし 最後 の ^ー百 者 で ありまして、 Klw 者以 上 の 者で ありま 

す、 彼 は卽ち 子であります、 

祌の榮 の 光輝、 其 質の 像な り 

と ヒ ブ ラ ィ書 の 記者 は繽 い て 言 ふて is ります、 §ギ： 誓 は斯く の 如くに キリスト と 其 降^と を說ぃ て is り 

かく 

ます、 而 して 私共 も 亦斯の 如くに 彼と 彼の 降誕と を 解すべき であります。 

斯 かる 絶大の 奇跡が 此 世に 於て 行 はれた のであります、 而 して 其 結果と して f に大變 動の 來 つたの 

は 言 ふまで もありません、 之に 由て 歷史は 一 變 したので あります、 マリヤの 讚美歌に も冇 ります やう 


に、 神 は 之に 由て 

權柄 ある 者 を 位より 下し 

卑賤し き 者 を 舉げ給 ふ 

たのであります、 責賤 上下が 轉 倒した のであります、 大 革命が 此世 全體に 臨んだ のであります、 而し 

て 事 は玆に 止まりません、 宇宙の 改造が 始まった のであります、 敗壞の 奴たり し受造 物が 神の 諸子の 

榮 なる 自由に 人る の途が 開けた のであります (ロマ 書 八章廿 一節)、 事 は 更に 玆に 止まりません、 神 
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御自身の 構成に 變 化が 来たので あります (私 は 敬 長 を 以て 斯 かる 言 辭を使 ひます)、 三位の 一 なる 聖 

子が 此時其 神た るの 性 を 去て 人と 成り 給 ふたので あります、 今より 後 子 はも はや 神で はなく して 人で 

， 9，  99 嘗 9  99 會  しま 

あり 給 ふので あります、 此時 天の 聖 家庭 は 罪に 沈める 人類 を 救 はんがた めに 破 壌され て 了 ふたので あ 

ります、 聖 天子 は 憐れむべき 臣民 を 救 はんがた めに 其 一 人の 皇太子 を 庶民と なして 之 を 彼等の 中に 送 

り 給 ふたので あります、 聖 子が 人となりて 人類の 間に 降りて より 後 は 天 には子なる 神 は 無い なった の 

であります、 今 在る 者 は 神ではありません 人なる キリスト イエスであります (テ モテ 前書 二 章 五節)、 

彼が 肉體と 成りて 我等の 間に 寄り 給 ひし は 僅かに 三十 三年の 短 年月 を 以て 止んだ のでありません、 彼 

は此 時より 永久に 人と 成り 給 ふたので あります、 故に 彼 は 言 ひ 給 ひました、 

神の 我に 予へ 給へ る 諸子 を視ょ 

と、 又 

此 故に 彼 は 彼等 を 兄弟と 稱 ふる を 恥と し 給 はす 

と、 叉 


我れ 汝 (父) の 名 を 我が 兄弟に 示さん、 汝を (彼等と 共に) 會 衆の 中に 讚 めん  ， ， 

と (ヒ プライ 書 二 章 十 一節 以下)、 受肉 後の 聖子 は祌 たる を 止めて 人と 成り 給 ふたので あります、 而 

して 彼れ は 今猶ほ 我等の 兄弟で あり 給 ふので あります、 父に 取りての 犠牲に 此 上はありません、 子に 

取りての 謙遞 に叉此 上はありません、 實に  • 

我等 稱 へられて 神の 子た る こと を 得たり、 是れ 父の 我等に 赐ふ^ 何ば かりの 愛ぞ (ョ ハネ 第一 書 

三 章、 一節)、 

嗚呼 實に 如何ば かりの 愛ぞ * 我等 は此 事を識 りて 祌の此 最大 最 美の 賜物の 無限に 貴い 理由が 解る ので 

あります、 。ハウ n は 曾て 曰 ひました、 

其言盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也 

、. ひつく  ね 5 ち いひ あら は 

と (コ リン ト 後書 九 章 十五 節)、 キリ スト は實に 「言 盡 されぬ 神の 賜物」 であります、 其 價値を 言 表 

すに iin 辭 はありません、 全 宇宙 を 賜 ふよりも 犬なる 賜物であります、 最愛の 獨子を 賜 ふたので ありま 

す、 アブラハムが 其 敵の ために 彼の 獨子 イサク を與 へたと 見て 宜 いのであります、 我々 人 §1 に 取りて 

も 我 子を與 ふる は 我れ 自身 を與 ふるよりも 辛く あります、 然るに 神 は 其の 獨子を 我等の ために、 而か 

も 我等 罪人の ために 與へ給 ふたので あります、 一 時ではありません、 僅か 三十 三年の 問 人と 成し 給 ふ 

たのでありません- 永久に、 世々 窮 りなく、 人と 成し 給 ふたので ある、 我等 罪人の ために 世々^ りな 

く 天の 聖 家庭 を破壞 して 了 ひ 給 ふたので あります、 是れ 如何ば かりの 愛ぞ、 然し 字 宙萬物 を 造り 給 ひ 

し 神に は斯 かる 愛が あるので あります、 此事を 我等に 告知す のが キリ ストの 一 i 昔であります。 

お そ れ  きえさ 

而 して 斯 かる 愛が キリ ス トを 以て 我等に 示されし こと を 知る が 故に 我等の 恐怖 は 全く 消去る ので あ 


己れ の 子を惜 ますして 我等す ベ ての ために 之 を 付せ る 者 はな どか 彼に 併せて 萬 物 を も 我等に 賜 は 

ざらん 乎 

との。 ハウ ヲの言 を 聞いて 我等 は 其 深い 意味が 能く 解る のであります (口 マ 書 八 章卅ニ 節)、 キリスト 

を 我等に 賜 ひし 祌は 彼に 併せて 業に 巳に 萬 物 を 我等に 賜 ふたので あります、 パゥ B は 叉 曾て 基督 信者 

の 財 產を算 へて 曰 ひました、 

或 ひ は。 ハウ „1、 或 ひ はァ. が ロ* 或 ひ は ケパ、 或 ひ は 世界、 或 ひ は 生、 或 ひ は 死、 或 ひ は 今 ある も 

の、 或 ひ は 後に ある 者. 是れ 皆な 汝 等の 所有な り、 而 して 汝等は キリストの 所 「キリスト は 神 

の 所有な り 

と (コ リント 前書 三章卄 二、 廿三 節)、 然り、 死 其 物 さへ も 我等の 所有で あるとの 事であります、 實 

に キリストに. m りて 我等 は 死の 所有たら すして 死が 我等の 所有と なった のであります、 死まで が 我等 

の 利用すべき；！ IT 我等に 感謝 を 供す る 者、 我等 を 導きて 父の 所に 至らし むる 者と なった のであります、 

實に 神が キリスト を 我等に 賜 ひし 其 主なる 目的の 一 つ は 

死 を 恐れて 生涯 紫る、 者 を 放たん 爲 

であります (七 ブライ-書 一 一章 十五 節)、 而 して 此 目的 は キリストの 降 世と 彼の 十字架 上の 死と に 由て 

美事に 達せられた のであります。 

キリスト 降 世の 意味 は斯 くも 深長なる 者であります- 單に 一 偉人が 生れた のではありません、 單に 

一光 明が 世. に 輝いた のではありません、 單に 優れたる 道 德が說 かれた のではありません、 神が 人と 成 


り 給 ふたので あります、 人の 光が 世に 臨んだ のであります、 神の愛が 事實 的に 行 はれた のであります、 

まさ 

世に 之に 優る の 大事 件はありません、 百の シ ー ザ ー が 生れ やうが、 干の ソクラテスが 世に出で やうが 

神の 獨 子が 天の 其 架 座 を 菜て 人と 成り 給 ふた 而 かも 永久に 人と 成り 給 ふたと 云ふ此 事に 優る 事件で は 

ありません、 文明 * 界が 今や 其曆を 作る に 方て 紀元 を キリ ス トの降 世に 取る の は 決して 怪しむ に 足り 

ません、 歷史の 屮心點 は ユダヤの 山地なる べッ レ へ ムに 於て あります、 今 を 去る 干 九 w 十五 年 前 (ffi 

洋曆に 三年の 違算が あります) 處女 マリヤが ベ ッレ ヘム の槽の 中に 架き 冢子を 生みし 時に、 人類の 歷 

史は其 新紀元に 入り、 宇宙の 改造 は 始まり、 祌 御自身にまで 大變 化が 来たので あります、 其 事 を 知り 

て 其 時 衆多の 天軍 現 はれ 天使と 共に 祌を 讚美て 

最高き 所に は 榮光祌 にあれ 

地に は 平康、 人に は恩惠 あれ 

と 歌 ひたりと 聞いて 我等 は 怪しまない のであります、 天地が 成った 時に さ へ 

あけの ほし 

晨星相 共に 歌 ひ 

神の 子等 な歡 びて 呼 はりぬ 

とあります (ヨブ 記 三十 八 章 七 節)、 して 神の 獨 子が 第二の アダムと して 世に 現 はれ 給 ひし 時に 於 

て を や、 天軍-大使が 此時 ュ ダャの 山地の 靜肅を 破て 祌を 讚へ て 歌 ひしと 云 ふ はさ も ある きで ありま 

す。 

然れば 我等 も亦歡 ぶべき であります * 我等 も 亦 讚美すべき であります、 我等 も 亦す ベての 恐怖 を脫 

して 神の 子た るの 榮 えなる 自由の 生涯に 人るべき であります、 而 して 斯 かる 絶大 無比の 賜物に 對 して 


は 我等 も 亦 

その 身 を 神の 聖 意に 合 ふ聖き 活ける 祭 物と なし 之 を 神に 獻 ぐべき 

であります (0 マ書士 一章 一 節)、 是れ 當然の 祭であります、 殊に 此 時に 際して 當然の 祭であります、 

神 は 其 獨子を さ へ 惜 ますして 之 を 我等に 賜 ひました、 我等 は 之に 骤ゐん がた めに 何 を 神に 獸げ ました 

か、 クリスマス は單に 嬉しい 嬉しい と 云 ひて 遊ぶべき 時ではありません、 深く 考へ、 深く 決心し、 深 

く 感謝して 神と キリ ス トと 同胞との ために 驟然 起て 働ら くべき 時であります。 


福 音 の恩惠 的解釋 

福音 は 固と 是れ 神の 恩惠の 福音 であれば、 是れ は恩惠 的に 解釋 すべき 者であって 律法 的に 解釋す ベ 

き 者. でない、 福 昔 を 律法 的に 解釋 して 福 昔 は 福 昔でなくなる ので ある、 バウ a の 言 を 以てすれば、 斯 

く爲 して キリストの 死 は 徒然なる 業と なる ので ある (ガラ タヤ 書 一 一章 末節)。 

然るに 事實は 如何で ある 乎と 云 ふに、 大抵の 人 は、 然り、 大抵の 基督 信者まで が、 福 昔 を 律法 的に 

解釋 せんとす るので ある、 今、 試に 馬 太 傳五章 八 節に 就て 見る に、 - 

心の 淸き者 は 福な り、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也 

と ある、 キリストの 此 言に 對 する 大抵の 人の 見解 は 全然 律法 的で ある 、彼等 は 山上の垂訓と 云 へば モ 

1 セ の 律法に 對 する キリストの 律法で あると 思 ふ、 モ ー セがシ ナイ 山の 嶽に 於て 神より 授かりし 卜誡 

の更 らに嚴 正なる 者が キリストの 山上の垂訓 であると 思 ふ、 故に 彼等 は 恩惠に 富める ィ H スの是 等の 

言に 接し て も 感謝 を 感ぜす し て 反て 恐怖 を感 する の である、 

汝、 心を淸 くせよ、 然 らば 汝、 神 を 見る を 得べ し 
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と、 彼等 は斯 くの 如くに 垂訓の 此 一條 を 解す るので ある、 然るに 心を淸 くせんと 欲して 淸く する 能 は 

す、 却て 其反對 なる 汚濁の み 之を認 むる を 得て、 彼等 は 己れ に 失望し、 神 を 見る の 資格な き 者と して 

終に 幅 昔より 遠 かるに 至る ので ある。 

乍然、 キリスト は 決して 斯 かる 事 を 敎へ給 ふたので はない、 彼 は 

先 づ汝の 心を淸 くせよ  - 

と 言 ひ 給 ふたので はない、 

心の 淸き者 は 幅 ひなり 

と 言 ひ 給 ふたので ある、 我等 は先づ 第一 に 「幅」 なる 言辭の 意味 を 探って 見なければ ならない、 「福」 

と は 福祉 を祌 より 受 くるの 意で ある、 故に 是れは r 惠 まる」 と 訓んで 差 支の 無い 言辭 である、 福祉 は 

恩惠の 結果で ある、 八，、 原因 を 結果に 代へ て 讀んで 意味 は 一 層 明白になる ので ある、 

心の 淸き 者は惠 まれた る 者な り 

と、 斯く 護んで キリストの 此言辭 が 明かに 恩惠の 調子 を帶 びて 來 るので ある。 

次ぎに 究 むべき は 「心の 淸き」 と 云 ふ言辭 である、 是れ は淸淨 潔白 一 點の 汚據を 留めす と 云 ふ 事で 

あら ふ 乎、 若し 爾ぅ であるならば 河 人も斯 かる 狀 態に 達する こと は 出来ない、 循 つて M 人 も 神 を 見る 

事 は 出来ない と 云 ふ 事になる ので ある、 然し 雨う であり やう 害 はない、 神 は 人より 無き もの を 要求し 

給 はない、 誠に ヨブが 一一 一一 n ひし 如くで ある、 

誰か 淸き物 を 汚れた る 物の 中より 出し 得る 者 あり や、 一 人 も 無し 

と (ヨブ 記 ト四章 四 節)、 汚れた る 人が 神 を 見る ことが 出来る 丈け に淸く 成り 得 やう 害 はない、 祌は 
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故に 「心の 淸き」 と は 「淸 きを 求む る」 の 意で あるに 相違ない、 卽ち 「機え 渴く 如く 義を慕 ふ」 と 

云 ふと 殆んど 同意義の 言 辭 であるに 相違ない、 旣に淸 く 成りた る 心で はない、 心の 淸淨を 求めて 悶え 

苦しむ 狀態 である、 普通の 言 辭を 以て 言へば 「銳き 良心」 である、 ジョン • バ ン ヤンが 有ち しゃうな 
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自己の 汚據に 堪えす して 常に 泣 叫びし 心の 狀態 である、 實現 的の 淸淨 ではない、 預^ 的の 淸淨 である、 

罪に 生れし 人間の 淸淨 は是れ 以上に 達する こと は 屮：： 來 ない。 

キリ スト は 一 H ひ 給 ふので ある、 

鋭き 良心 を 以て 己が 衷を 索り、 其 汚據に 堪えす して 泣 悲しむ 者 は 神に 惠 まれた る^たり 

と、 而 して 是 れ事實 であるの である、 罪 を 悲しむ の 心 は是れ 確かに 神の 犬なる， 恩賜で ある、 世に は此 

悲歎 を 感ぜざる 者が 多い ので ある、 他人の 汚穢 は 能く 之 を 見る ことが 出來 るが、 自己の 汚 機 は 之 を 

るの 眼の 無い 者が 多い ので ある、 特別に 神に 惠 まる、 に 非れば 心の 此淸淨 を 持つ ことが 出来ない ので 

ある。 

然し 恩 惠は玆 に 止まらな いので ある、 汚 碳を認 むる の 心の 眼 を 賜 はりし は、 是れ 纏て 之 を 取 除かれ 

て 神 を 其淸淨 に 於 て 仰ぎ奉る に 至る の預 兆で あるので ある、 

其 人 は祌を 見る こと を 得べ ければ 也 

と ある、 己の 汚穢に 堪えす して 淸淨 をび W んで 止まざる 者 は 終に 赦 罪の 福音 を 齎 して 世に 降りし 神の 子 

に 由り て 父なる 祌 を仰瞻 るに 至る ので ある、 イエス キリ ストの 御 父なる 眞の祌 は 罪人 は 之 を 己れ に 近 

づけ 給 はざる 峻嚴義 罰の 神で はない、 彼 は 罪 を 赦し給 ふ 神で ある、 矜恤の 神で ある、 慈愛の 神で ある、 


淸淨を 追求して 罪に 泣く 者 は 終に 斯 かる 祌を見 るに 至るべし との 事で ある。 

祌は 自己 を 罪人に 示さん と 欲し 給 ふので ある、 而 して 罪人 を 自己に 引附 けんがた めに 彼に 汚 據に堪 

た. i も 刀 

えざる の 心、 卽ち淸 き 心 を 賜 ふので ある、 罪に 苦しむ の 心、 是れ祌 よりの 恩賜で ある、 此 恩賜 を 授か 

りし 者 は 實に惠 まれた る 者で ある、 其 故 は 彼 は 特^に 神に 招かれた る 者で あるから である、 彼 は骢て 

；. 一し-め はん  ふる まひ 

天の 筵に 侍べ り、 靈の饗 應に與 かるので ある、 其れ故に 彼は惠 まれた る 者で ある、 キリスト は 山上の 

垂訓の 發 端に 於て 惠 まれた る 者の 目錄を 示された ので ある、 新たなる 律法 を 布 かれた ので はない つ 

心に 淸淨を 追求む る 者 は 神に 惠 まれた る 者たり、 其 人はィ H ス キリストの 御 父なる 愛の 御 神 を 終 

に 見る こと を 得べ ければ 也。 

山上の垂訓 はすべ て此 例に 傚って 解釋す べき 者で あると 思 ふ、 新約聖書 全體も 亦斯の 如くに 解釋す ベ 

き 者で あると 思 ふ。 

世 を 救 ふ 唯一 の 力 

キリストと 其 十字架 

二  = ^十六 m 朝 靜！； 市 富士靑 年會館 に 於け る 說敎の 大意 

凡そ 新約聖書 を通讀 して 二つの 事 を 知り 得、 其 一 は 基督の 福音 は 極めて 簡單 明瞭なる ものに て 現今 


多くの 人に よって 考 へらる.^ 如く 文 學哲學 の 深淵なる ものに 非る 事 也。 保 羅の傳 道せ し 年 數はー 一十 五 

年 乃至 三十 年に 過ぎざる に、 バルカン半島より 羅 馬に 至る， 當 時の 文明 國 を殆ん ど巡囘 し、 基督の 幅 音 

をして 天下に 普から しめたり。 其 間 或は ェ ぺソに は 三年 問、 コ リントに は 一 年 半の 如く 長く 滞在 傳道 

せし 恫所 なきに 非す と雖 ども、 ガラ タヤ、 テサロ 一一  力の 如く 只 一 一 一週 問の 滯在 にて 殆んど 通過せ しと 

曾 ふに 止まる 所 多し。 而も 斯 くも 廣く傳 へ 深く 徹底せ しめし は 如何に 精力 絕倫 信仰 强烈の 保 羅と雖 ど 

も單に 精力と 信仰との みに 由り てな し 得る 所に 非す。 彼の 傳 へし 福音の 極めて 簡單 にして 數日を 以て 

說き義 し 得 可き ものた る を 知得 可し。 

次に 吾人 は 聖書 中に 二種の 基督 敎 ある 事 を發 見し 得。 一 は 十二使徒 等に よって 傳 へられし 基督の 敎 

訓を傅 ふるもの にして 馬太雅 i 等の 系統に 霉 する ものに て 山上の垂訓の 如き これ 也。 これ 容易に 說き 

盡し得 可き ものに 非す して、 短時日 を 以て 傳へ 得べき ものに あらす。 他の 一 は 則ち 保 羅の傳 へし もの 

にして 簡單 明瞭 一言 以て 盡し得 可き もの 也、 他の 使徒 等はィ H スの敎 訓を傳 へしに 對 して、 保 羅はー 

言に して 直ちに 肺腑に 人る の 福音 を俾 へ たり。 

そ は  つけ 

蓋 われ ィ H ス キリストと 彼の 十字架に 釘ら れし 事の 外は汝 等の 中に 在て 何 を も 知る まじと 意を定 

め たれば 也 (哥林 多 前書 一 一章 一 一節)。 

保 羅の說 く 所 はこれ にて 盡く。 これ ぞ簡 ssf にして 而も 深遠なる 基督 敎の 全部と 一一 一一 口 ひ 得 可く、 此 中に 吾 

等の 慰藉と 希望の 總 てが 含まる、 也。 如何にして 救 はる、 か、 道现を 研究せば 極めて 多樣 ならん も、 

吾等 自身の 實驗を 以てせば、 何等の 道理な く、 實に救 ひはィ H スキ リストと 彼の 十字架に 在りて 存す 

る 也。 無學 不文の 翁媼も 少しく 學を 修めし 吾等 も 毫も 異る 事な く、 等しく 主の 十字架 を 仰ぐ 事に 因て 


のみ 救 はる 可し。 基督 敎を 一 言に して 全部 言へ と 一一： 一 11 へば 义此 外にな し。 吾 信仰 は 世界の 書を讀 破せ し 

によると 言 ふ を 得す、 良書 は 吾等の 信仰 を 補 ふ 事 多し と雖 ども、 これによ りて 基督 敎の 眞理を 知り 靈 

したりと 思 ふ は 不可に して、 斯の 如き は 叉 再び 他の 良書に よりて 根據 なく 破壤 され、 今日の 人生 觀は 

明日の それに 非す、 今日の 持說は 明年 變 ぜん も 計られす。 然 らば 吾 道德 の 完全なる によりて 諸 Ih; の 前 

に師 たる か、 蓋し 五分 問 諸^の 前に 起つ に堪へ じ。 道德を 以て 信仰 を 保たん とせん か、 恰も 流る、； I： 

川 を堪く 如く 何れ かより 破壞 され すん ば 止ます。 吾 を 道德の 模範と して 來る もの は 須臾に して 吾 敵と 

なる もの 也。 博學高 德は傳 道に 必貌の ものに 非す、 唯 主 キリスト は 吾等 人類の 罪 を 負うて 十字架に 就 

かれ 以て 救を完 うされ し 事 を 明瞭に 知り 强く感 する を 以て 足れり。 吾 今日 罪 を さば 主の 十字架 を 仰 

がん、 明日 又 罪 を 犯さば 明日 叉 十字架 を 仰がん、 幾度 如何なる 罪 を 犯す とも 乂斯 くせんの み。 罪の 故 

に 主より 離れす、 主の 愛 は 無限に して 罪に よりて 吾等 を 棄て給 ふ 事 は 決してな し。 信仰 强 きと は 主の 

十字架 を 强く感 する 事に して、 微弱に 感 する 人 は 信仰 弱き 也。 此 外に 基督 敎 あるな く、 これ 實に人 を 

救 ひせ を 救 ふ 唯一 の 道た る 也。 其 何故か は 知らす、 恰も 日光の 人の 健康に 必要なる は 知れ ども 其 何故 

たる か は 一部分の 說明は あれ ども 全 體の现 は 分明なら ざるが 如し。 「十字架 を 見て 云々」 の 如き は當 

今 何となく 學 者に 對 して 恥 かしき 樣の感 を 抱く もの あれ ども 決して 然ら す、 神 は 飽くまで 公平無私に 

して 此 せの 智慧 を して 愚かなら しめ、 人 を 救 ふに 高遠なる 哲 學を以 てし 給 はす 河 人 も爲し 得る 十字架 

を 仰ぐ 事 を 以てせら る。 實に人 は 十字架 を 仰ぐ 事に よりての み 救 はる。 二宮 尊 德翁を 尊敬す る は 差 支 

なし、 され ども これ を 以て n: 木 國を救 はん 杯と は 以ての外と 一一 一一 n ふ 可し。 斯く考 へて 吾等の 傅 道 は 極め 

て簡單 容易なる _5 ^となり 何人もな し 得、 又な さざる 可らざる 所た る 也。 露の 大傳道 は 常に 非敎 役者た 


る 信徒の 語る 實験 による ものにして 學說 哲理の 關 する 所に 非す、 各自 此實驗 を 有せ ば 宜敎師 を 要せす 

大敎會 を 要せす、 諸转 各自 を 以て 福 昔 宜傳の 大業 は 成さる、 3。 十二使徒 等に よりて 傳 へられし 道德 

的 幅 昔 は 僅に エルサレム 附近に 止まり、 保 羅の傳 へし 十字架の 福 昔 は 全世界に 擴 まり 永遠に 1 りて 力 

あり。 敎會の 基督 敎の衰 へ 行く は 道德を 期待す るに 因るな り、 吾等 如何なる 失敗 を 幾度 繰り返す とも 

ィ H ス と 彼の 十字架 さ へ あれば 猶 基督 信者た る を 失 はす、 誠に 學者廿 木の 言 へ る 如く キリ ストの 釘に 

刺された る 掌の 上に 全 宇 * の 全道 德を 載す。 身 を 救 ひ 世 を 救 ふ 道 は此簡 sef にして 深遠 窮 りなき イエ ス 

キリス トと 彼の 十字架の 外にな し。 保 雜は福 昔 -in: 傳に言 辭と 智慧の 美た る を 以てせす して、 實 によき 

轤語を 撰み たり。 これに 無限の 力 あり 無限の 露现 あり。 ゆに これに 勝りて 簡單 にして 意味 深遠なる 語 

あらん や。 彼の 傳 道の 驚く 可き 效を 奏せし 所以 玆に 在り。 凡そ I を 動かす の 語 は I 似く 簡 短なる を 要す、 

然 淘汰の 語はダ ー ゥ キンの 進化論 を 代表し、 ス ペン サ，' の 學は 分化 統一に あり、 ベン タムの 經濟 

學は 最大 多数に 最大 幸福 を與 ふるに あり、 而 して 保 羅の福 昔はィ H ス キリストと 彼の 十字架 を 以て 輝 

く。 抑 も 人 問眞の 苦痛 は 所謂 逆境と 云 ふが 如き 不遇と 云 ふが 如き 處世 難と 云 ふが 如き 劣等 淺 薄なる も 

のに 非す、 只 一 人 神の 前に 引出されて 「汝は 如何に」 と鞋 されん 時 を 想像す るの 苦痛なら ざる 可ら や、 

而 して 是を 癒す もの は 唯 主の 十字架の 履 罪の 確信の み。 實に 萬事盡 く破壤 されし 後に 殘るは 唯一 の— 

字 架 也 U 十字架の 輝く 家庭 は 救 はれ、 十字架 村に 輝けば 村、 國に 輝けば 11 救 はる。 使徒 保羅に 輝きて 

彼の 偉大 は 3： 人 も 比す 可ら す、 彼は渺 たる 自己 一 人 を 以て 大羅馬 帝國を 引受けて 掉々 として 餘り ある 

の 確信 を 以て 起てり。 ィ H ス キリストと 彼の 十字架、 これ ぞ 吾等の 標語に して、 身 を 救 ひ、 日本 阈を 

敎ひ， を 救 ふ 唯一 の 力に して 又 基督 敎の 全部た る 也。 (中 E 信 藏 筆 S) 

火 ： 止 二 年  六 二 五 
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-,, ビ デ の 話 

(一月 二十 六日 5. 後， 四！： の 安息： W に 互リて 柏木 今 井 館 に 於て 講ぜ ら れし 講演の 筆記) 

ダ ビ デ の 受 膏 

(撒 母 耳 前書 第 十六 章) 

イスラ H ル 全地 を 治めて 其 民に 公道と 正義 を 行 ひし 理想 王 ダビデ は 如：？ なる 人であった らう か、 彼 

はべ テ レ へ ム 人なる ェ サイと 言 へ る 人の 八 人の子 供の 中の 季子で 其 父の 爲に羊 を牧て 居った もので あ 

る。 而 して 季子 ダビデ は 兄弟 中に 最も 價値 なきもの として 何等の 注意 も拂 はれす、 野外の 羊の 番人 を 

させられて 置かれた ものである。 其 如何に 一 家の 中に 輕視 されて 居つ たかは 豫 一一 サ ム H ルが M ホバ 

のん 叩に より 膏を 注がん とて M サイの 家に 行き、 其 子供 を 犧牲の 場に 呼びし 時、 M リ アブ、 アビ ナ ダブ 

シャン マ、 と 七 人の y-;?^ を 出せし も 彼 をば 屮 Z さす、 サム ヱ ルが汝 の 子 はせ 此 所に をる やと 問 ひし 時 

に 始めて r 尙 季子の これり 彼 は 羊を牧 をるな り」 と 言 ひし にても 知られて、 m 心 ふに 「彼の 小愤 が」 と 

一 家の ものの 服 中に なかった 事で あらう。 而も 祌はィ ス ラエ ルの 王と して 此價 値な き 小 憎 を 選み 給う 

たので ある。 實に 「家-匠の 棄て たる 石 は 隅の 首 石と なる」 にて 神の 選擇は 常に 意外で ある、 驚く 可き 

である。 


イスラ H ル王サ ウル は H ホバ の 命に 背きし によりて ^^ ホバ は 彼を棄 てて 外に 王 を 尋ね 給ひ豫 一一 一一 5|<;サ 

ム H ルを遣 はして 膏を 注がし めた。 サム H ルは エホバ の 命に よりべ テレ へ ムに 至り ェ サイの 子供 等 を 

呼びて 點撿 した、 先づ第 一 に H リ アブの 立派なる 容貌 體格を 見て サム H ルは 心の中に 此人 こそ 必すェ 

ホバ の膏を そ、 ぐ ものな らんと 思うた、 しかるに H ホバ は、 其 容貌と 身長 を觀て はならぬ、 我 觀る所 

は 人に 異なり 人 は 外の 貌を 兑、 エホバ は 心 を 見る 也と 首 ひ 給うた。 次に アビ ナ ダブ、 次に は シャン マ 

と、 順次 七 人の 兄弟 は 呼び出され、 何れも 立派な 人物で はあった が M ホバは 其 孰れ を も 擇み給 はなん 

つれき に 

だ。 而 して 遂に 兄弟に 卑 めら れて 居った 季子 ダビデ を 野外の 牧場より 携來 りしに、 エホバ は 意外に も 

總 ての 人の 豫想 に反して サム H ルに曰 ひ 給うた、 「起ちて 膏を 沃げ、 是れ其 人な り」 と。 これ ぞ眞に 

一 i 音で ある。 而 して 其 選擇の 誤らなかった 事 は 撒 母 耳 前後 書 を 始め 列王紀 略、 歷代志 略、 其 他 歴史の 

證明 する 所で ある。 人を視 るに は 須く斯 く あらねば ならぬ。 吾等 動もすれば 人品、 體格、 氣品、 乃至 

は 門地、 學績 等に よりて を囑 する が これ は大 なる 誤で ある。 

己に ダビデ は H ホバ に擇 まれ 膏を沃 がれた。 而 して 此 サム H ル に膏沃 がれし 事と、 琴に 巧であって 

サ ウル 王に 召された る 事と、 ゴ リア テを 殺せし 事との 三つの 記事の 連絡 は古來 碩學鴻 儒 の 苦み し 問題 

であった、 然し 此 問題の 解釋は 信者の 心的 狀態を 知て 明かに する ことの 屮 I 來る 者で あると 思 ふ。 元々 

基督 者 は 世に 知らる 可き もので はなく、 唯 或 者に 認められて 非常の 力 を 得る ので、 ダビデの サム エル 

00  0  coccocoo〇c〇cooooooo 

に 認められ たる 事 は 任命式で もな く宜誓 式で もな く 唯 ダビデと サム H ルのー ； 人に 於て 相 知った 計りで 

他の 何人も 與り 知る 所でなかった らう、 これが 此 難問題 解 釋の龥 であると m 心 ふ。 サム H ル の膏沃 ぎし 

事の 如き は 人々 の 何の 注意に も 上らな か つ た 事で あらう。 若し これが 大に 人の 注意 を 促す 程 の 事で あ 
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つたならば サ ウルに 知られて 彼等 は 直ち に^され はせ す やと は 當然に 起る 疑問で ある。 唯 サム H ルは 

サ ウルが 王の 資格 を 失 ひし 事に より 非常の 憂慮 を 抱き 居りし も此 所に 代る もの を 見出して 犬に 安心せ 

しなる 可く、 ダビ，、 テには サム H ル より 膏そ、 がれた 事が 非常の 力であって 此 後の 彼の 行動 は實 に目覺 

ましき ものであった。 斯の 如き 經驗は 大小の ャ； - こそ あれ 吾等に も 亦 有る 事で ある。 

ダ ビ 、、テ の 琴 彈く技 は 奥妙 の 域に 達せし ものと 見え、 サ ウル 王の 耳に 達し 遂に 召されて 琴を彈 じて、 

王 を 惱す所 の 惡鬼 を 逐ひ m し 大に寵 遇 を 得る に 至 つ た。 玆に 所謂 惡 鬼と は 如何なる もの か は 知ら ざれ 

ども 眞の 音樂 の 趣味 ある ものが 惡 鬼を逐 出す の 力 ある 事 は事實 であって、 西班牙 王 フィリップ 第五 世 

の 狂暴 を 有名なる 音 樂家フ ハ リ ネリの 昔樂を 以て 癒せし 等 は 人口に 啥炙 せる 名高き 話で ある。 ダビデ 

が 神に 擇 まる k 事 は サム H ル の受膏 にて すみ、 琴の 堪能なる 事 を 以て 現世 立身の 端緒 を 得て 王に 用ゐ 

らる k に 至った。 これ 世 問 普通 にある 立身 談の 類で あつ て ダビ ヂ 現世 立身の 端緒 は 亦 現せ 的で あつ た。 

ダ ビ 、デ 對ゴ リア テ 

(撒 母 耳 前書 第 十七 章) 

ダビ.、 テとゴ リ ァ テ の 物語 はよ く 人口に 喰 炙 さる」 所で あつ て 頗る 與味 深き ものである。 ダビデ 對ゴ 

リア テは 信仰 對 腕力で あつ て 叉 信者 對此 世で ある。 吾等 はこれ によりて 多くの 敎 訓を惠 まる V 事を感 

謝する ので ある。 

さて ペリ シテ 人と ィ ス ラ ェ ル 人との 兩 軍はパ スダミ ムと H ラ の 谷に 陣を 取りべ リ シテ人 は 彼方の 山 

に イスラ H ル人は 此方の 山に たちて 相對 す。 ペリ シテ 人の 勇士 ゴ リア テの 軍装 は實に 勇ましく も 堅固 


な 者であった、 其 身の 長 一 丈 (六キ ュビト 半) に 近く、 首に は 銅の 态を 戴き、 身に 鱗 綴の 鎧 甲 を 着、 

其の 鎧 甲の 銅の 重さ 二十 二 貫目 (五 干シ ケル、 一 シケル を 四、 三 六 匁と 算す) と 言 ひ、 銅の 脛 當を着 

け、 銅の 矛 戟を負 ひ、 携 ふる 所の 槍の柄 は 機の 梁の 如く、 其 鋒 刀の 鐵はニ F 、五 百匁 餘 (六 百シ ケル) 

であって 循を 執る 者 其 前に 行く と あれば 威風 四 邊を拂 ふ ®|j 猛の樣 も 思 ひ やられて、 味方の ために は 如 

何に 心 强くィ ス ラ H ル 人に は 如何に 怖ろ しきものであった であらう。 此壯ん なる 勇士 ゴ リア テは毎 R 

陣頭に 現 はれ 詈り 呼ばって 戰を 挑む ので あ る 。 曾 て は 千 軍 萬 馬 の 問 を 往来し て 凡て 向 ふ 所に て 勝利 を 

得た るサ ウル 王 始め イスラ H ル人皆 驚きて 犬に 懼れ たりと 言 ふ も、 尤もの 次第で ある。 赏に ™: 十日の 

問此 辱 を 忍んだ ので ある。 此時 H サイの 季子 ダビデ は 其 父の 羊を牧 つて： ：5 つたが 父の 命に より サゥ 

や.？ むぎ  んら. -、 

ルに從 つて 軍事に ある 三人の 兄の 安否 を視ん ために 烘 麥とパ ンと 乾酪 を携 へて 軍營に 行った、 時に 恰 

も兩 軍陣 列 をた てて 行 伍と 行 伍と 相對 してべ リ シテ 人の 陣頭に は 例の 怖ろ しき ゴ リア テ現 はれて 晉り 

叫んで 居った。 イスラ H ル人は 只管に 戰き 怖れて 誰も 之に 抗 はんとす る もの はなく、 誰か 彼 を 殺して 

王の 犬なる 賞に 與る もの は あるまい かと 相 語る のみであった。 ダビ，. テは是 を 聞いて 言 う た 「割禮 なき 

則ち 神 を 信ぜざる ペリ シテ人 は 誰 なれば 斯く 活ける 神の 軍 を 挑む」 と、 サム H ルに脊 そ i がれた る牧 

羊 少年 ダビ デ の 腺 中には ゴ リア テ なく 猛 々 しき 武装 もな く、 唯 祌の援 なきものの 怖る \ に 足らざる 事 

と， 吾 は 活ける 神の 軍な りとの 確信が ある 計りで ある。 而 して 此 確信 こそ 百 萬 軍の 援助に 勝る 力で あ 

つて、 これ さへ あれば ペリ シテ人 何 か あらん、 ゴ リア テ何か あらん、 此 世の 權勢 武力 何 か あらん やで 

ある。 ダビデ は 已に戰 はざる に 勝った ものである。 八.' や 此靈の 消息に 通ぜ ざる サ ウル は、 汝は 少年に 

て 彼 は 百戰鍊 磨の 勇士 なれば と 現世の 力の 比較 を 以て 戰 ふに 堪へ まじと 差し止めた、 而 るに 之に 答へ 
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し ダ ビ ..テ の 言 ぞ 記憶す 可き もの で あ る、 曰く 

僕 さきに 父の 羊を牧 へる に 獅子と 熊と 米り て 其 群の 羔を取 たれば 其 後 をお ひて 之 を 搏ち羔 sj ハロ 

けもの  ii け  ひけ 

より 按 ひいだ せり、 しかして 其獸 我に りか k りければ 其髯を とらへ て 之れ を 撃ち ころせり、 僕 

いけ  ナ も？^ 

は旣に 獅子と 熊と を 殺せり、 此割禮 なき ペリ シテ 人、 活る祌 の 軍 をい どみ たれば 亦 かの 獸の 一 の 

ごとく なるべし、 ェ ホバ 我 を 獅子の 爪と 熊の 爪より 桉ひ 出した まひければ 此ぺ リ シテ 人の 手より 

も援 ひいだ した ま はん (三 四 節より 三 七 節まで) 

と- ダビデの 服 中には 神の 軍 を 挑む 士ゴ リア テゃ 群る ペリ シテの 軍勢 は 祌の援 によって 擊ち 殺した 

る 獅子と 熊と に 少しも 變る事 はない ので ある。 憫れ Kf!  士も大 軍 も 神に 擇 まれし 少年 ダビデに は獸畜 と 

同視 せられて 居る。 優秀 を 誇る 武器 ゃ獸の 爪牙の み。 稽 にも 令の 世に M じ 獸畜の 誇に 驕る 文明 國は 

さゲ.  い，、 r 、つ 一 ろ も  ろか ごね かふと 

なき か。 サ ウル 王は此 少年の 壯ん なる 一一 一一 c に 動かされ 之を戰 線に 送らん として 已の戎 衣 を 衣せ 銅の 态： を 

5 ろ 二. 0 ち よろ ひ  .11 め 

か むらせ 麟 絞の 鎧 をき せた。 ダビデ は 未だ 曾て 斯る軍 裝を驗 せし 事なければ 戎 衣の 上に 劍を帶 びて 往 

かんと 試みし も、 斯る裝 して は 往く能 はすと てこれ を脫 ぎす て、 手に 杖 をと り、 溪 間より 五つの 光 滑 

なる 石 を 拾 ひて 牧羊者の 具なる 袋に 容れ、 手に |« 石 索 を 執りて ペリ シテ 人の 陣に 近いた、 何たる 大膽 

ぞゃ、 驚く 可き は 彼の 確信で ある。 軍装 いかめしき ゴ リア テと、 に 一 條の杖 を 手に し 牧羊者の 具な 

る 袋 を 持ちた る 音樂に 堪能なる 美少年、 誠に 好 倘の對 照で ある。 一 は 飽くまで 此 世の 力に より 堅固な 

た のみ 

る 武器と 腕力と を 頼と し、 一は H ホ バの按 に依賴 する 根本的の 謙遜で ある。 此明. R なる 區^ は 其 軍装 

に 現れて 相對 した。 現世の 力 は 薄 信の 徒 を 恐怖せ しむる に は 充分で ある。 實にゴ リア テの rah 曰 問の 

挑み 嘲りに 對 して イス ラ H ル軍 は唯戰 懐の 外はなかった ので ある。 


此物； f^i の屮に 多くの 敎訓が ある。 亇卩 も猶械 々 な る 形に 於て 絶 えす 繰り返さ れつ k あるの で あ る Q 

當 時の 誇 は 堅 ra: なる 甲胄 劍戟の 類であって イスラ H ル人も g: 十 ロ問 其 嘲笑 を 忍んだ。 此書 書かれて 以 

來 幾人 これ を 繰り返せし 事ぞ、 今の 基督 敎排 \it 者の 如き も 亦 これで ある。 EE く 政府の 權カ、 曰く 博士 

の 學說、 敎授の 言と、 學 と金と 權とは 何ものより 力 ある ものと して 傲然と して 「汝等 河 者ぞ、 笑 ふ 可 

き渺 たる 基督 信者よ」 と 言 ふ。 然り 吾等 基督 者、 不學 にして ス ぺ ン サ ー を 知らす、 へ 1 ゲル を 知らす、 

金な く權 力なし、 唯 基督 あるの み、 神の 按 助の 實驗が あるの みで ある。 これ ありて 吾等 決して 永久の 

敗者で はない ので ある。 吾等 西洋 歷史， を 研究して 慰めら る、 はこれ である。 繰り返さる、 歷史 の痕を 

尊 ぬれば 實に 智者 安く にある 學者 安く にある にて、 最後 の 勝利 は 常に 現世 的に 觀ては 意外の 邊に 歸す 

るので ある。 ダビデが ゴ リア テに對 する 態度 これ 义幾度 か 史上に 演ぜられた 所で ある。 ル ー テルの 羅 

馬 天主教に 於け る、 ゥ H ス レ ー の 英國聖 公會に 於け る、 何れも これで ある。 今 も 辆斯の 如き 對抗は 到 

る處 にあり て H ラ の 谷 を 隔てて ぺ リ シ テ人は 彼方に イス ラ H ル人は 此方に と相對 して： ：5 るので ある。 

知らす 大正 ケ -IT の ゴ リア テは誰 ぞ、 ダビデ は あるか。 れルを 一 の 作 話と する も猶 永久に 憤 値 ある もので 

あるが、 而し作 話と して は餘 りに 實話 的であって 斯る作 話の 有り得る 事 は 想像す るに 困難で ある。 こ 

れ數干 年 來續き 来りし 歷史 であって 叉 永遠に 綾く 可き 眞理 である。 八：' の 人 は 動もすれば：：： く 政權、 曰 

く 民心、 IM  く政黨 と、 唯祌 に依賴 する 者の なき は 誠に 悲む 可き 事で ある。 此 物語の 精神が ダビデ を 立 

たしめ し 精神であって 又 基督 信者 總 ての 精神で ある。 タル ソの 保羅が « 犬の 大羅 馬に 杭して 起ち 世界 

の歷史 を 一 變 せしめし もこれ である。 誠に 神の 力の 加 へらる \ 時に 小石 五つ は 以て イスラ H ルを救 ふ 

に 足る ので ある。 此 世の 道 を 以て 此 世の ものに 捷 つに 非す して 神の 力に よりて なすので あおば を 動 


かすに 大著 述を 要せす パ ム フレット 一 冊に て 可なる 可く、 大雄辯 を 以て 天下 を遊說 せす とも 唯 一 囘而. 

も 五六 人に 對 する 演說 にても 充分で ある。 今一 勝 學問淺 くと も德 足らす ともよい、 祌の擇 み 給 ひし 時 

に 吾等 は 小石 一 つ を 以て 何人に 對 しても 勝 を 制し 得、 此時此 世の 權者何 か あらん、 所謂 元勳 大政 黨唯 

兒戲の 類で ある。 祌は 一 度 は 吾等と 神との 關係を 付け 給ひ而 して 後に 吾等 を 世に 現し 給 ふので ある。 

斯 くして 少年 ダビデ は戰 線に 出た、 ぺ リ シテ人 は 如何なる 勇士 や 現れた ると 環視せ しに 赤く して 美. 

はしき 貌の 少年 一條の 杖と 牧羊者の 具なる 袋 を 手に して 立つ。 親視 ざる を 得ない。 其 杖 を 手に せる を 

見て 「吾豈 犬な らん や」 と iM り、 「汝の 肉 を 空の 鳥と 野の に與 へん」 と 侮り 叫んだ。 ダビ.、 テは 之に 

答 へ て 

汝は劍 と搶と 矛戟を もて 我に 來る、 然ど我 は 萬 軍の M ホバの 名、 卽ち汝 が 挑みた る イスラ H ルの 

軍の 神の 名 を もて 汝に ゆく、 今日 エホバ 汝を 我が 乎に 付し 給 はん、 我れ 汝を 撃て 汝の 首級 を 取り 

ぺ リシ テ 人の 軍勢の 尸體を 今日 空の 鳥と 地の 野獸 にあた へ て 全地 をして イスラ H ルに神 ある 事 を 

知し めん、 且又 この 群衆み な エホバ は 救 ふに 劍と槍 を用ゐ たま はざる 事を識 るに 至らん 云々 (四. 

五節より 四 七 節まで) 

と、 神の 拨 助の 確信に 立つ 彼 は 陣頭の 問答に 於ても 決して 讓る 所はなかった。 立派な 言 分で ある。 卽 

ち 袋の 中より 石 をと り 出して ぺ リ シテ人 を擊ち 殺し 其劍を 取りて 敵の 勇士の 首級 を 斬りし かば 形勢 忽 

ち 一 變 して イス ラ H ルの 人々 は 勢 を 得て 起り、 喊呼を あげて 逃ぐ るぺ リ シ テ 人を逐 うて ガテの 人口 及 

び H クロンの 門口まで 至り 大捷を 得て 凌ぎに 凌ぎし 屈辱 を 雪いだ。 ダビデ はサ ウル 王に 寵 用され、 ： 

れ より 所々 の 戰に功 を 現 はし 國 民の 感謝 彼に り イス ラ H ル の 婦人 をして 


サ ウル は 干 人 を 打殺し ダビデ は 萬 人 を 打ち殺せり 

と 踊躍り 歌 ひ て 其 凱旋 を迎 へしむ るに 至った。 

ダビデの 功名 赫々、 盛名 サ ウル を 凌ぐ に 至って 彼 は 1=^ しく サ ウルの 憎み を 受け、 サ ウル は 種々 非道 

の 乎 段 を 以て 執念く 彼 を 迫害し 殺さん としたが、 ダビデ は 一 に は H ホバ の脊沃 ぎし サ ウル なれば、 叉 

一 に は ダビデ 自分が エホバ より 膏沃 がれた もので あれば 決して 害さる &事なく；^^後の勝は己に來る可 

き 事 を 知る が 故に 敢て 敵對 せす、 不思議なる 機會 により 幾度 かサ ウル は 彼の 手中の ものと なりし も 之 

ひたすら 

を 害せん とせす、 只管に 避け 逃れ、 あらゆる 善良 柔順の 手段 を 以て 其 怒 を 宥めん と勉 めた。 誠に 見 上 

げた 心掛 である。 神の 援助 を 確信す る もので なければ 出来ない 事で、 此 信仰 ありて 人 は 始めて 敵 を 愛 

する の 雅量に 達し 得る ので ある。 其後サ ウル は ペリ シテ 人との 戰に 討死し、 サ ウルの 〔豕と ダビデの 家 

の 間の 戰爭 久し かりし が ダビデ は益强 くな りサ ウルの 家 は 益 it? く なれり と は 撒 母. 耳 後書に 記す 所で あ 

ろ。 斯 くして 輿 $1^-: 全く ダビデの 一身に 築り 彼 は 王位 を 求めざる も 遂に 祌に擇 まれ 人に 推されて 王と な 

つた。 ダビ.、 テは實 に 完全に 近き 人であった、 イスラ H ルは玆 に 理想の 王 を 得た ので ある。 

ダ ビ デ の墮落 

(撒 母 耳 後書 第 十 一  > お 0 

H サイの 子、 牧羊者の ダビデ は 今や 目的 以上の 目的 を 達して 王位に 上り 其 民に 公道と： 止義を 行ふ理 

想 王と なった。 邊境皆 其 威德に 服し 民 は 其 治を悅 び、 欲 ふ 所に して 成されざる はなく 人生 榮 の 極に 

達した。 


SI  六 三 四 

然し 乍ら 鼓に 犬なる 誘惑 は 彼に 臨んだ、 而も 誠に 些細の 動機に よって 臨んだ。 榮 華に 伴 ふ 誘惑 何れ 

の 世に も 免れ 難き 事と a える。 委しく は 撒 母 耳 後書 十 一 章に 細 記され たれば 讀者は 之 を精讀 すべきで 

ある。 彼の 臣僕 並に イスラ H ルの 全軍 は 王の ために 生命 を赌 して 戰 場に 出て ラバ を攻園 中で ある。 此 

時ダ ビ デ 王 は 或 夕 暮屋蓋 の 上 を 散歩して、 出陣 屮 の： 士ゥ リャの 美しき 妻が 體を洗 ふ を 見、 心 不義に 

亂れて 遂に 言 ふに 忍びざる 醜陋 なる 罪惡を 犯した。 彼 は 其 妻 を 奪 はんがた め 忠臣 ゥリャ を 殺す に 世に 

も 残酷なる 乎 段 を 取った。 彼 はゥリ ャを戰 場より 呼びよ せて 殺さん としたが 其 企が 成就せ なんだ ので 

遂に 其將ョ アブに 書 を 遣 はして ゥリャ を 烈しき 戰の 先鋒に 出して 彼 をして 戰死 せしめよ と 命じた。 而 

も此 手紙 を 人 も あらう に ゥリャ 自身に 持せ て 遣した ので ある。 痛ましく も憫 むべき 哉 忠義 一 徹の 勇士 

ゥ リャ、 己が 妻 を 奪 はる、 ために 殺さる、 手紙と も 知らで、 王に 召されて 都に 吸り はせ しも 陣營に 在 

る 戰士の 勞苦を 思うて 吾 家に 入りて 憩 ふ 事 だに なさす 戰場 さして 引返し 吾 身の 殺さる & 手紙 を 將ョァ 

r つ -7  ,、  ,u い *た -ひ 4i  '？ 

ブに 渡した。 老 獰猛 慈悲 も淚 もな き將軍 彼れ ョ アブ は 王の 心 を 知り抜き 乍ら 諫言 一 つ 進む る 事 だに 

せす 勇士 ゥリャ を惜氣 もな く 敵 刃に 幾れ しめた、 而 して 戰況 報告の 使者に 王 若し 其戰 況に對 して 怒 を 

發 さば 汝の 僕へ テ人 ゥリャ もまた 死ねり と 言へ と 旨 を 含めて 遣せ し 心事の 狡猜 唾棄す 可き である。 案 

の 如く 王 は 使に 命じて ョ アブ を 勵 ますべし とて 「刀 劍は此 を も 彼 を も 同じく 殺すな り、 强く城 邑を攻 

めて 戰ひ之 を^るべし」 と 言 はしめ た。 世に 之に 勝りて 殘忍 酷薄の 所業が あらう か、 憎む 可き 大罪 惡 

にして ダビデの 犯せし 此 罪に 比す 可き ものが あらう か、 若し ゲ ー テ 或は シ ルレ ル をして 書かし めば こ- 

れ だけにても 長 篇の大 悲劇が  出来る  e  あらう。  實に彼 は 僅かの 心の 迷より して 人間の 犯す 罪の 最大に 

して：： 取 も醜陋 なる もの を 最も 殘 酷なる 手段 を 以て 犯した ので ある、 誠に 淺問 しき 限りで ある。 然しな 


がら 吾等の 感謝す 可き は 權威を 怖れす I に 1: ら ざる 大歷 史家 ありて 此 理想 王の 大失欧 大罪 惡を 記す に 

斯 くも 明細 を 極めた 梨で ある。 吾國に 於て は 想像 も 出来ぬ 事で 歷 史家の 偉大と 尊 嚴は玆 にある。 ダビ 

デは 旣に此 大罪 惡を 犯し、 ゥリャ の 妻 を 納れて 己が 妻と なし SR 子 を 生んだ と ある。 而 して 恐る 可き は 

「但し ダビ ヂの爲 したる 此事は エホバの 目に 惡 かりき」 の 一句で ある。 實に 怖る 可き 哉、 H ホバの 目 

に惡 かりし がた めに、 これより 後 ダビデの 生涯 は 困難 悲惨の 連續 であって 豫言 者ナタ ンの王 を 責めて 

つる y い つ 

言 ひたる 如く 「劍 何時までも 其 家 を 離」 る、 事がなかった ので. ある。 子 は 子と 相殺し、 親の 刃 は 最愛 

の 子に 加 へらる 悲慘の 極を盡 したので ある。 而も 乂 之に 伴うて ダビ， デの罪 を 悔い 神 を 怖る k 態度 も 亦 

具 さに 示されて ある。 ダビデ は 犯した る 罪に よりて 祌を 離れし もので なく、 罪の 報 を 身に 負うて 神に 

陳謝し 愈 神に 総った ので ある。 此狀況 が 罪と 共に 明細に 記されて ある。 これ 此 聞く にも 堪 へざる 醜 

惡 なる 罪 惡を 記した る 書たり と 雖も架 書た る 所以で ある。 此大極 惡罪を 犯せし 者の 赦 さる、 の 道が 宇 

O0O0C000O00CJC-CO0OO00  0  00 

{巾 にあるならば： E 人の 罪か赦 されない ものが あらう。 これ 罪の 吾等に 蘇生の 福音で ある。 *1 に 最も 醜 

惡 なる 姦淫 罪 に 最も 醜惡 なる 殺人罪 を 併せ 犯した る ダビ.、 テを祌 は 特に 「吾 撰 み しダ ビ ヂ 」 と 一 百 ひ 或は 

「わが 僕 ダビデ を 得て 之に わが 聖膏を そ、 げり」 と 言 ひ 給うた。 これが 若し 大眞 理を傳 ふるもの では 

なければ 大 異端で ある。 然 りこれ によりて 吾等 は 神と 人との 關 係に 付て 大眞 现を訓 へらる k ので ある， 

玆に 特記す き は 預言者 ナ タンが H ホバ の 命 を 受けて 王の 前に 出て 譬喩 を 以て 憎む 可き 罪 を 犯せし 

人に 化て 語り、 ダビデ 王が 其 人の 事 を 犬に 怒り 此 をな したる 人 は 死ぬべき 3 と 言 ひし 時に、 『败然 と し 

て 

汝は其 人な り 
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と 寸毫假 借す る 所な く 其 罪惡を 詰責して 憚ら ざり し 態度の 立派 さ 神々 しさで ある。 壯 なる 哉 偉なる 哉 

彼ナ タン、 眞に豫 言 者た るに 恥ぢぬ 堂々 たる イスラ H ル SR 子で ある。 老， 捨 將軍ョ アブと 比して 其 差 天 

淵も啻 ならす で ある。 王の 前に こ れを言 ひ 得る も の は實に 國寶で あ る 、 彼 は 實にダ ビ デ 以 上 であ つ た。 

此 人あって ィ スラ H ルは 永遠に 救 はれた ので ある。 

アブ サ C1 ムの 叛逆 

(撒 母 耳 後書 第 十三 章より 第 十八 章まで) 

撒 母-耳 後書 並に 歷代志 略の 記す 所に. E れば ダビ.、 テに は 八 人の 妻と 猶 他に 多くの 妾が あった。 これ 基 

督敎 主義より 言 へ ば 許す ベ か ら ざ る 事 で は ある なれ 共、 印度 や 土 耳 古 や 支那 日本 等に 於け ると 同じく 

是れ 時代の弊であって 强ち ダビデ 一 人を责 むる は 酷で ある。 聖書に は 人 は 何人も 必す 一 夫 一 婦に 限る 

と は 明白に 敎 へ てない、 然し 多妻の 如何に 怖る 可き もので あるか は 事實を 以て 之を敎 へ てゐ るので あ 

る。 アブ サ & ム の 話の 如き は 其 一 の說 明で ある。 多妻の 罪惡、 閨鬥の 紊亂の 怖る 可き 例 はせ に 多し i 

雖も ダビデの 場合の 如く 激しき は 類例の ない 事で ある。 日本に 於ても 千代 田 城 奥 を 始め 各 大名の 家庭 

に 於て は 類似の 事は數 多くあった ので あるが 唯 聖書に 於け る 如く 些の 隱蔽 修飾す る 所な く 有の 儘 を 赤 

裸々 に 記さない のに 止まって 居る ので ある。 アブ サ B ムの母 は マカルと 言って タル マイ 王の 娘に てグ 

ビデの 多くの 妻妾 中 最も 秀でた る ものであった。 他の 妻妾 は 神官 若しくは 豪族の 娘た るに 止まって 居 

つたが 獨り マカルの みは 王の 娘であって 氣品 自ら 高く 女王の 品位 を 有って 居り、 從 つて 其 子 アブ サ 口 

ムも 品格 備り 其貌も 美しかった 事で あらう。 撒 母 耳 後書 十四 章に は 記して 「イスラ H ルの 中に アブ サ 


n ム の 如く 其 美貌の ために 讚め られ たる 人 はな かりき、 其 足の 跖 より 頭の 頂に 至る まで 彼に は 瑕疵 あ 

る ことなし、 アブ サ II ム其頭 を 剪る 時 其 頭の 髮を衡 るに 王の 權衡の 二百 シケル あり、 每 年の に 其 頭 

おもき  か. り  ふさ  び よつ よ- T-sv 

を 剪れり、 是は 己の 重に よりて 剪た るな り」 と ある、 其 房な す 美髮、 容貌の 優秀、 窥 高き 品位 も 思 は 

れ、 母子共に 嶄然 頭角 を拔 いて 居り、 これが 又 アブ サ B ム をして 叛意 を 生ぜし むる 基に もな つたで あ 

らう、 而 して 此美髮 が 後に は 吾 身 を橡樹 に繫け 生命 を 敵に 渡す に 至った 事 は 偶然 か 神意の 配 劑か對 照 

頗る 妙で はない か。 さて アブ サ n ム は 己の 妹タ マ ルが 王の 子ァ ム ノ ンに 辱められ たる を 憤り 彼 を 殺し 

王 をして 非常に 悲 ましめ た。 暫時 逃れて ゲ シ ュ ル に 居った が 其 後 王の 心 は 死た る アム ノン を あきらめ 

て アブ サ 口 ム を 思 ひ 煩 ふ 程に なりし によりて、 王の 將ョ アブ は 彼 を エルサレム に 携れ歸 つた。 猛き 一 

面に 極めて 優しき 女性的の 愛情 細かなる ダビデ は アブ サ 口 ム を 愛する の 情深く ァ ム ノ ンを 殺して より 

五 年に して 始て會 ひたる 愛兒 アブ サ 口 ム に 接吻した。 さて ダビデ 王 は 次第に 老衰して 其缺 點も國 民に 

知られ、 衆望 は 漸く アブ サ ロムに 傾いて 來た。 アブ サ C1 ムは 謙遜り て 民に 對し恩 を 垂れ 凡ゆる 璣會を 

利用して 先ィ スラ ェ ル 人の 心 を 取る に勉 め、 一 方 己の ために 戰備を 整へ 四 年の 後へ ブ 口 ン にて 叛旗 を 

揚げ 父の 王位 を 奪 はんとして 王の 元老 ァヒ トぺ ルの 之に 從ふ あり、 徒黨强 くして 民 次第に アブ サ n ム 

に 加 はりければ、 あはれ ダビ， テ王は 吾 愛子 アブ サ a ム の爲に 先に は 同じ 子 を 失 ふの 悲みを 嘗め 今復急 

遽都 落の 止むな きに 至った。 其 首 を 蒙み 跌 足に て哭 きつ k 橄橙 山の 路を涉 り 行く 樣の 痛まし さよ、 平 

.11^ 一  族の 都 落に も 似て 哀れに も叉淺 間し き 限りで ある。 唯 ダビデ 王の 一 の 幸福な りし は 智慮 ある 臣の 

ァ ル キ人ホ シャイなる もの 佯 りて アブ サ 口 ム に從ひ 巧に ァ ヒトべ ル の 建策 を 妨げて 遂に ダビ ヂ 王の 軍 

に 勝利 あらしめ た 事で ある。 智慮 深から ぬ アブ サ 口 ム はお ぞく も 新来の ホ シャイの 一一 百 を容れ 老臣の 謀 
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を郤 けて 敗 を 取った。 吾 國の戰 記に も 救 ある 例に て 武田勝 頼の 長篠に 於け る 如き 之で ある。 ダビデ 王 

の 軍 は 幸に して 勝った、 而し 乍ら 叉 不幸であった。 已 にして アブ サロ ム の 謀臣 ァヒト ペル は 事の なす 

可らざる を 知り 其 家に 歸り 自殺 を 遂げ アブ サ 口 ムの軍 は 勢 を 削られた。 斯る 中に ダビデ 王の 下に 集る 

もの も 次第に 增し王 は 其 軍 を 整へ て 吾子 アブ サ ロム 征伐に 差 向けた。 王 は 民の 望に よりて 止まって 戰 

線に は 出です 門の 傍に 立ちて 民の 出陣 を 達った。 其 時 王 は 其將ョ アブ、 アビ シャイ 及 イツ タイに 命じ 

て 「我がた めに 少年 アブ サ ロム を 寬に 待へ よ」 と 一一 一一 口った。 何たる 切なき 命で あらう、 斯 くまで 可愛き 

吾子 征伐の 軍 を 出さねば ならぬ 王の 心の 苦し さ 思 ひ 遺ら る k ので ある。 これ 备 所に 發露 する ダビ.. テの 

美 はしき 人情 的の 所であって 叉 同時に！ II 點 であった でも あらう。 已 にして 軍の 捷利を 報す る 使者 は來 

た、 王 は先づ 第一 に戰况 をば 閜 かんとせ すして 「少年 アブ サ&ム は 平安なる や」 と 問うた。 怜 倒なる 

第一 の 使者 ァヒマ ァズは 單に捷 利の み を 報じて 犬なる 噪を見 たれ ども 何 を も 知らす と 巧に 逃れた、 心 

許な き 王 は 次の ク シ 人なる 使者に も 11： じく 少年 アブ サ 口 ム の 安否 を 問うた、 王の 心 を 知らぬ 正 S なる 

ク シ人は 有の 儘に アブ サ n ム の 死 を 報じて 彼 を 罵った。 之 を 聞いた 王 はん；' は 座に 堪 へす 大に み 門の 

樓に のぼりて 哭 いた。 彼 は 行きながら 悲の餘 り斯く 言った との 事で ある、 

我が 子 アブ サ a ムょ， 我が 子 アブ サ ロムよ、 我が 子 我が 子 アブ サ ロムよ、 鳴 呼 我れ 汝に 代りて 死 

たらん もの を、 アブ サ II ム、 我が 子よ、 我が 子よ 

と、 これ 聖書 中 有名の 章であって 親の 心の 最も 深き 所が アブ サ n ム に 向って 現 はれた ものである。 誠 

に 劍其家 を 離 る k 事な き ダビデの 家 は 悲慘な も ので ある。 如 柯に祌 に 愛せら る、 とも 其 犯した る 罪惡 

は 盡く拭 はる k 事 は 出来ぬ、 罪の 報 は 何人も 其 身に 負 はねば ならぬ。 吾擇 みし ダビデと 言 ひ 給 ひし 神 


も猶 其罪惡 をば 見逃し 給 はない ので ある。 ダビ ヂに 臨みし 罪の 報の 如何に 慘擔 たる もので あつたか を 

见へ。 子に 注ぐ 愛の^ けても 深き ダビデ は 其 第 一 の子ァ ム ノン は 第三の 子 アブ サ ム の 殺す 所と なり、 

其 アブ サ n ム は 更に 悲慘 の；： 取 期 を 遂げ、 第 叫 の アド 一一 ャ亦 ダビデの 生 の 終 を 最も 苦め たの である 

(列 王 紀略上 第 一 章 を 見よ)。 ダビデは牧羊^|<?ょり王位に迄登りて榮華の極を盡せしも而も最も不幸 

の 人であった。 誰か 彼の 如き つらき 經驗を 嘗めた ものが あらう か。 ダビデの 神に 愛されし 印 は 王位に 

OCOCOO  000  COO0O0  0O0  CCCOOO  OOOC0OOO0C  0000  0  0-^00 

非す 榮 華に 非す して、 苦しき 災厄 連繽の 中に ありて 罪 を 悔い 身 を 責め 一 段  一 i? 深く 神 を 認めし 事に あ 

る。 ダビ デ は辛慘 極り なき 生涯 の 中に 愈々 神に 近づく を 得 て 依然 神に 惠 まれた る もので あつたの であ 

る。 (中 田信藏 筆記〕 

サム エルの 話 

、ノ ンナの 信仰 

婦人の 福 音 

(撒 母 耳 前書 第 一 章より 第一 一章 十 一 節まで) 

凡そ 信仰に は 家柄 もな く學閥 もな く職權 もな く 飽くまで 信仰 本位で ある。 これ は 聖書 を 一 貫せ し 思 

想であって 撒 母 耳 前書 一 章 一 節 も 亦た 單に 乾燥無味なる 人名の 臚列 ではなく して 能く 此意 を傳 へて 居 
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るので ある。 

當時 イスラ H ル にて は 祭司の 勤はァ & ン の 家に 傳 はり 家柄と なり 代々 繼镜 して 來た。 けれども 今や 

そな へらの vi  よこしま 

祭司は腐敗墮落を極め：！^^の捧ぐる祭物を掠めて己を肥し、 其 子 は 邪に して M ホバを 知らす. 道ならぬ 

所業の 日に日に 增長 する も 制する 事 は 出来ぬ 有様に て、 到底 神の 殿 を 任せ 得ない ので、 神 は 之に 代る 

人と して H フ ライムの 山地の ラ マ タイム ゾ ピムの ェ. フライ テ人 H ル カナの 子、 サム H ルを擇 み 給うた 

ので ある。 然 らば 其の H ル カナと 言へ る 人の 祖 は 如何と 言 ふに 祭司 ァ 口 ンの 家に は 少しも 關係 はな 

いので ある (歷代 志 略 上 六章卄 七、 i: 八 節 參考： _o 實に豫 想 外の 事であった。 其 冒頭に 於て 此 精神 を 

傅へ ん とする 撒 母 耳 書 は 明白に 革命の 書で ある。 聖書 は 幾度と なく 繰り返して 此事を 記せ ども 人 は 又 

幾度 か 之 を 忘れる ので ある。 神 は 何時も 國を救 ふに 當ては 思 ひ 掛けな き 所より 其 人 を 擇み給 ふので あ 

る。 今や 國の豫 言 者 祭司の 長と なる 可き サム H ルを擇 むに M 等の 家柄 も 特色 もな き H フ ライム の 山地 

よりせられ たので ある。 實に思 ひ 設けぬ 事で ある。 

さて サム H ルに 付て 語る 前に 先 其母ハ ンナに付て；^^1らねばならぬ。 これ 單に 一 人の 婦人の 話に 非す 

して イスラ ヱ ルの 話であって 叉 婦人の 幅 音で ある。 ハ ンナは ダビデと 同じ ェ フライ テ 人なる H ル カナ 

と 言へ る 人の 妻であった。 其 時代の 風習と して H ル カナに も 二人の 妻が あって、 一人の 名 はべ 一 1 ンナ 

と 言って、 これ には子 供が あつたが ハンナ には子 供がなかった 爲 にべ 一一 ンナ から 常に 侮辱 を 受けた。 

其 頃 イスラ ェ ル にて は 子供の な いのは 婦人の 非常の 恥辱と されて 25 つたので ハ ンナは 是を悲 み 泣いて 

1^.-っと  な. J 、さめ  みや 

i 队貪 しなかった と 言 ふ。 夫 H ル カナの 親切なる 慰 論に よって 渐く飮 食して たちあがり エホバ の 殿に 至 

り哭 いて 誓 をな し、 吾に 男子 を 與へ給 ふなら ば 之 を 一 生の 間 スホバ に 捧げて 剃 髮刀を 其 首に あて まじ 


と 熱心 罩 めて 長く 禱り 祭司の H リ をして 酒に 醉 ひたる ものと 思 はしめ た 程で ある。 ハ ンナ は"」 に .r?!:: 祈 

禱の聽 かれた 事 を 確信して 宮を 去った。 先に は哭 いても の 食はなかった と 一一 一一！： ふ 彼女が 禱り 終って 殿 を 

去る 時には 其の 額 は 晴れて 再び 哀しげ なら ざり きと ある。 彼女に は 深き 美しき 宗敎 心が あった。 眞に 

禱は聽 かれて 男子 を 得た。 喜悅と 感謝に 充ち たる 彼女 は 其 子の 名 を サム エル (H ホバ聽 かるの 意) と 

名け て 養育に 一 心 を 傾け 盡 した。 斯くて 其 子の a ばなれす るの を 待ちて シ 11 なる エホバの 殿に いたり 

ft きに 誓 ひし 如く 之 を H ホバ に 捧げん とて 祭司 H リに 託した。 此 時の 彼女の 禱 (撒 母 耳 前書 一 K ぜ  一 I 

一 〇) は實に マリアの 讚美と 共に 美しき 婦人の 心 を 歌 ひし ものである。 其 滿足思 ふ 可く、 其 感謝 美 は 

しと 言 ふ 可し である。 ハンナ は 一 子に 全心 全力 を 注ぎて 養育し 之 を 神に 捧げた。 此兒 M ホバ の 恩. g 豊 

かに 成人し、 サ ウル を擇み ダビデ を擇 みて イスラエル を 救 ひし 豫 一一 一一 n 者 サム H ル となった ので ある。 ハ 

ンナの 念願 や 達したり と 言 ふ 可し である。 延 いて は 基脊出 で保羅 出で 吾等 亦 時代の 相距る 遠し と雖も 

近き 救 を 受けつ i あるので ある。 三千 年 前に 於け る H フ ライム の 山地なる 名 もな き 家の 纖き  一 人 は 

男子 サム H ルを 生んで 永遠に 亙って 普ね く祌を 信す る ものより 感謝 さる。 實 にこれ 婦は 子供 一人 を 神 

に惠 まれた る 事に よって 世界 を 動かし 得る 明白なる i 貧 例に て；^ の 大福 音で ある。 せの 婦 たる もの は此 

大福 昔に 接して 宜しく 奮 ひ 起つ 可き である。 

サム H ル は 幼 けれども 殿に あって M ホバ にっかへ て忠實 であった。 其 母 ハ ン ナは 小さき 明 衣 をつ く 

り 毎年 夫と 共に 年の 祭 物 を. さ.^ げに 上る 時に 其兒 のために 携へ 行きし とい ふ、 如何に 樂 みな 事で あつ 

たで あらう (二 章 十八— 十九 節 )o 三千 年の 昔 も 八 「も 母子の 愛情に 變り はない ので ある。 斯 くして 生 

れ、 斯 くして 育てられた サ ム エル の 向上 進步の 著しき も理 りで ある。 是 に反して 祭司 長 エリ { 求の 代々 
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傅 承の 聖職 を 汚せし 報.. として 衰退す る樣 は敎訓 多き 對照 である。 w ノて宗 敎 〔豕 が此 世に 榮達 を^！! れば必 

す 腐敗し 墮落 する 事 は 古今 を 通じての 定則で ある。 サム H ルは エホバ に惠 まれて 成長し 神の 榧の 置か 

れし其 殿に 起居した。 或 夜 エホバ は 彼 を 呼び 給うた が、 當時 H ホバ の 言 は 稀で 默 示が 滅多になかった 

事故 サ ム H ルは 同じ 殿に 寢 居る 祭司 長 H リの 呼ぶ 聲と 心得て 三度まで 起きて H リの 許に 趨 ゆきければ 

エリ はさて こそ H ホバ の 一一 一一 n ならん とて サム H ル に 答 ふ 可き 言を敎 へた。 M ホバ は サム H ル を 呼び 給う 

て エリの 家の 敗墮落 を责め 纏て 加 へらる 可き 災！ を 示 し 給うた。 斯の 如き 事 は 今の 心现學 者に は！ 15 

々 の說も あらう 事で、 或は 靈に 響きし か. 斗に 響きし か は 知らないが、 保羅 曰く、 ， ル，' テル 曰く、 曰く 

M と 古言の 引用 を以 て宗敎 〔来の 能事と なし 居る 令 日、 誰か 祌 曰くと 言 ふなら ば 普く 宗敎家 は 笑 ひ- 世 

は舉 つて 詈る 事で あらう けれども、 斯の 如き 事 は 元より 歷 史的 證明を なす 事 は 出来な やが 信仰的 意識 

を以 て すれば 容易に 解し 得る 事で ある。 八；' rn と雖 ども 或は 豫想 外の 人に 神の 言の， 降る 事 ある や も 計ら 

れ ない。 此時 は實に サム H ルに 降った ので ある。 敎會 以外に 神の 靈 降らん 杯と は 今の 何人も 考ふ まじ 

けれども、 こ は祌の 力の 革命的で ある 事 を 知らないに 由る ので ある。 斯も明白なる§ぬ書の記^£^-と、 操 

り 返し 繰り返し 示された る 歷史の 事 實に腿 を閉ぢ て、 徒らに 死せ る 系統に 依賴 する 敎會の 如き は H リ 

の 家の 樣に 倒れる より 外に 途 はない ので ある。 實に 神が サム H ルを擇 み 給 ひし 事 は 萬 世 を訓へ 照す 革 

入 叩であった ので ある。 而 して サム ェ ルには 毫も 〔ゑ 柄の 系統 こそない が 彼 は 信仰の 茶統に 由つ て 生れた 

ものである 事 は 前に 述べた 通で ある。 信仰の 家に 信仰 家 起る 事はル ，1 テル の 如き もせ ハ 最もよ き 適例 だ、 

父母 共に 稀なる 篤信 家であった； $ は 人の 知る 所で ある。 斯くて こそ ル ー テル は 出た ので ある。 M 人に 

も解る平易なる話を以て深き眞现を傅ふるは舊約加^：書全體の精神でぁっ て、 おもしろき ハ ンナの 話 も 


貴き 眞现を 以て 充 たされて-り： るので ある。 

ュ リ 家の 滅亡 

(撒 母 耳 前書 一 一菜 士  ； 節より 四 章 末節まで) 

イスラ H ル 人と ペリ シテ 人と は 代々 の 仇敵であって 常に 其 問に 戰が筢 えなかった。 玆に イスラ エル 

人 は H ベネ ゼル の 邊に陣 をと りべ リシ テ人は アベ クに陣 を 取って 义も 戰鬪が 開始され た。 其 結 イス 

ラエル 方の 敗北と なり、 其 民が 敗れて 陣營に 至りし 時に 其 1； のお 老 たち は、 H ホバの 櫃を陣 營に携 へ 

來， ら なかった 事 を 敗軍の 原因と なし、 人をシ 口に 遣 はして H ホバ の櫃を 携へ來 らしむ る 事と した。 此 

エホバ の 契約の 櫃と言 ふ は 申命記に よる モ ー セがシ ナイ 山に て 神より 直接に 受けた る 十誡 を 刻せ し 石 

の 板 一 一枚 を納れ たる もの を 一一： 一口 ふの か、 或は 御 is の 如き もの を納れ たる もの か、 何れにしても ィ ス ラ ヱ 

ル 人の 非常に E ぉ拜 せし ものに て、 之 を 奉じて H リコの 市 を 七：！ して 之を陷 落れ し 話 も ありて、 此 契約 

の櫃が 陣營に 着いた 時 イスラ ェ ル 人の 呼ば はり 叫んだ， 聲地 になり ひ き、 敵の ベリ シテ人 をして 甚く 

怖れし め 「嗚呼 我等 禍な る：^」 と 繰返し 嘆 聲を發 せしめた と 一一： 一 C へば 其 如何に 之を迎 へたる イスラ H ル 

人が fS? み 立った かも 思 はれる、 これによ つて 必捷を 期した ので ある。 此 所に 注意す 可き はべ リ シテ人 

は イスラ H ル 人と 一一 一一 口 はすして へ ブル 人と 言うた 事で ある。 イスラ H ルとは 「神の 兵卒」 の 意であって 

彼等 自身の 言 ふ 所であって、 ペリ シテ人 は 彼等 をへ ブル 人 則ち 「渡り もの」 の 稱號を 以て 卑ド したの 

である、 -,^：： 國 にもよ く ある 例で 薩摩 人が 他 國の人 を 「ョソ モノ」 と； 一 H ふが 如きで ある。 さて 契約の 榧 

の 到着に よって イスラ H ル人は ：® 氣 正に 百倍し、 ペリ シテ人 は 恐れて 而 して 犬に 決心の 鹏を 堅め 「お 
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子の 如く 爲 して 雄々 しく 戰 へよ」 と相勵 まし 「へ ブル 人が 曾て 汝 等に 事へ し 如く 汝等 これに 事 ふる 勿 

れ」 と 相 戒めて 戰は 又も 開かれた。 而も イスラ H ル人は 又も 敗れた。 契約の 榧 を 奉じて 必 il^ を 期し 喊 

呼の 叫に 地 を 鳴り響かせし イス ラ H ル人 はお ぞく も 敗れ、 剩へ賴 みに 頼みし 神の 櫃 まで 敵に 奪 はれ、 

櫃を 護り て ありし ェ リの 二人の 子ホ フ -ー と ビネ ハ ス まで 殺されて しまった。 嗚呼 實に 止ん ぬる 哉で あ 

る。 普通 戰 記で あるならば 此 所に イスラ H ル人大 に 掩ち斬 獲 幾 萬と ある 可き なれ ども、 聖書 は 常に 意 

外の 結果 を 記す るので ある。 これ は 果して 何 を 意味す る もので あらう。 祭司 噴 落し 民 腐 耽して 如 M に 

神の 櫃を擔 ぐと も H ホバ は疾に 彼等 を 去り 給うた ので ある。 吾等 如何に 神を拜 すると も 吾等の 行爲に 

して 神に 背かば 何の 效か あらん。 本願 寺の 僧侶 輩に 於け る 如く 「吾に 宗祖の 墓 あり、 歷代 法師に 偉人 

を 出せり」 など 言 ふ も 毫も 彼等が 不品行の 辯疏と はならぬ。 聖書 は撣 りなく 之 を 示す ので ある。 檷の 

如きに 依賴 する 時 は 神 は 少しも 之 を 顧み 給 はない のみでな く 其 機まで も 奪 はれて 終 ふ、 玆に 至りて 聖 

書 は 古より 常識の 書で ある 事が 瞭 かに 知らる \ ので ある。 保羅、 ル ー テル、 ゥ H スレ ー の 信條を 奉す 

と暂 ふと も、 そして 此點に 於て は假令 基督 吾に 在りと 言 ふと も、 「來 りて 吾を視 よ」 と 言 ひ 得る に 非 

れば 何の 效 もない のであって 神の 援は 得られな いので ある。 多くの 書 は 書れ れ、 說敎 はされ、 演說は 

爲 されつ k ありと 雖 ども、 飜 つて 基督 敎を 傅へ つ-ある 者の 其 行爲は 如何、 基督の 愛 はよ く 彼等の 問 

に實行 さる、 かを考 へる 時に、 誠に 爽 一心に 堪へ ぬので ある。 敎理の 良、 歷史の 誇の 如き は 毫も 吾等 を 

援 くる 事な く、 これ 等 は 吾等の 行 爲を蔽 ふに は M の 力 もない の である。 

イスラ H ルの 悲劇 は 摘 も- く。 高齢 九十 八 歳 憂 國の情 押へ 難く 道の 傍の！？ 一 に 坐して 神の 榧の 事 を 思 

l, づら  うかが ひ，；？  ，：..し<^を，  ；-- 二 

ひ 煩 ひ戰況 如何にと 觀望 居た る 祭司 長 エリ は戰 耽れ、 吾子 殺された りと 聞き、 猶も祌 の櫃奪 はれたり 


と M くに 及んで 遂に 壞 より 仰け に 落ち 頸骨 折れて 果なく 死んだ。 而 して 其 媳 則ち ビネ ハ スの妻 は姙娠 

しう i なつと  .V  U  ？ 

中に て 產期も 巳に 近 かづいた が、 神の 櫃の奪 はれた 事と 舅と 夫の 死にし との 傳言を 聞き、 驚きと 悲み 

とに て驟. かに 產氣 付きて 男子 を產ん だが、 看護の 婦人が 「懼 る、 勿れ 汝は 男子 を 生めり」 と勵 ませし 

も、 答へ す 叉 顧みす、 只 r 榮光 イスラ H ルを 去りぬ」 とい ひて 其 子 を イカ ボデ (榮 なし) と 名 づけ 敢 

なく 死んだ。 幸 多 かかと 祈る 可き 吾子に イカ ボデと 名け て 死せ しと は 誠に 悲 くも 哀れ 極まる 物語で あ 

る。 後年 北米 合 衆國に 於て ダ  一一 H ル • ゥ H ブス タ.. "が 中途に 奴隸廢 上に 反對 せし 時、 其變 節を慨 して 

詩人 ホイ ツチ ャ ー は 彼の 抑へ 難き 悲憤の 情を訴 ふる 詩 題に 「イカ ボデ」 を 以てして 一 人時 人の 血 をぎ 

かさし めた。 イスラ ヱル 人の 名 を 學ぶは 興味深き 事に て、 或は 祈聽 かれて 生める 子 を サム H ル (エホ 

パ に St かる」 と 名け、 或は ダビデ (H ホバ の 愛する もの) と 名け、 ョ シ ュ ァ 叉はィ H ス (救 主) と唱 

ふる 等 信仰の 助けと なる 事が 多い ので ある。 玆に猶 も 注意す 可き は此 大切なる 聖書に  一^人の 產搏 の 

事まで 明細に 記されて ある 事で ある。 之 を 東洋 流に 考へ たなら ば、 イスラ H ル 人と ペリ シテ 人との 戰 

の 狀况を 記して 詳細 を 極む る はよ し、 祭司 長 H リの 身の上 を 記す はよ く、 其 勇士 名 族の 物語 は 聞かん 

とする 所 なれ ども、 一 人の 出産の 話 を 事細かに 記す 必要 はない と 思 ふで あらう が、 これが 叉 聖書た 

る 所以であって、 神の 前に は 王公 貴族 も 一 婦人 も 何の 差^も なく； E 等で あれば、 王の 事 を.？^ すと 同樣 

に 一 婦人の 出来事に 付ても 明細なる 記事 を揭 ぐる 事を辭 せぬ ので ある。 

さて 墮 落せる 祭司 長 H リの 家幷に 腐敗せ る イスラ H ル 人に 臨みし 祌の 刑罰 は實に 痛ましき 者で あつ 

た。 然し 乍ら また これ 神の 惠 である。 刑罰と 言へば 何人も 怖れ 厭へ ども 飽くまで 祌の惠 であって、 ィ 

スラ ェ ルんは 刑罰に よって 救 はれた ので ある。 吾等 も 亦 身に 臨む 刑罰に より 自ら 省みて 遠 からん とす 
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る 祌を慕 ひ 彼に 鎚り まつる 事 は 度々 である。 惠 なくば 刑罰 も 臨まない ので ある。 吾等と 雖 ども 人の 不 

義墮落 を 怒る 間 は祸其 人に §卞： を囑 する によるに て 愈 "絶望 すれば 敢て 干涉 せす 頓着せ ない ので ある。 

神 の 刑罰 あ る 間 は 神 は 吾等 を 記憶し 給 ふ の で あ つ て 、 罪 を 罰して： 冉び 父子の 關 係に 入らし め 給 ふの で 

ある。 -水久 に 許され ざるの 罪 は ffii 靈を 罵る 事の 唯 一 であって 他 は 悉く 赦 さる、 の 道 を 神 は 具へ 給 ふの 

である。 吾等 愚かなる もの は 容易に 神を棄 つると 雖も、 神 は 容易に 吾等 を 棄て給 はない ので ある。 ft 

00  0  00  0  00000000000^-  0000000  0  00000000000  00000000 

後の 最も 怖る 可き 刑罰 は 神 吾等の 犯罪に 干 涉し給 はすして 刑罰の 終に 吾等に 臨まざる に 至る の 刑罰で 

ある。 これ こそ 眞に 怖るべき 事で ある。 神と 父子の 關 係に 入る 事が 最後の 目的で あれば、 如何なる 災 

_厄の1=^11等に來るとも、 吾等が 祌を認 むる 間 はこれ 恩惠 である、 怒の 刑罰でなくて 愛の 刑罰で ある。 吾 

等 は 愛の 刑罰に よって 次第く に 神に 近 けらる、 ので ある。 刑罰 は實に 神の愛の ぎで ある。 

ェ ベ ネゼ \  (助けの 石) 

r 撒 母 耳 前書 第 七 章) 

ベリ- ンテ人 は イスラ H ル 人との 戰 に大捷 し、 彼等の 唯一の 賴 とせし 神の 櫃 まで！^ ひ 取った、 痛快 此 

上 もな き 事であった。 其櫃を 彼等の 神た るダゴ ン の 殿に 持ち 来りて 其 傍に iiil き 多分？^ 捷會も 催された 

事で あらう。 然し 乍ら これより 恐ろしき 禍は 其櫃の 到る 處に 起った。 先ダゴ ンの像 は 俯伏に 地に 倒れ、 

其兩 乎は斷 切られ 其 安置の 地なる ァ シドド の 人に 腫物 生じた" ベ リ シテの 諸君 主相議 して 之 を H ク a 

ま ちぢう  ！ ろ び  よれ も 0  .54 ち ？ ナ  >ひ 

ン に 移せば 其邑 中に S ろしき 滅亡お こり 死なざる もの は 腫物に くるしめられ 邑の號 呼 天に 達せり と 言 

ふ、 慘 澹の狀 察する に餘り ありで ある。 ペリ シテ 人は戰 には捷 つたが 櫃の處 置に は殆 んど窮 した。 惱 


まさる i 事 七 箇月 人 「は 如何と も 致し方た く、 祭司と 卜筮 師の敎 を 乞うて 滑稽なる 過 祭 (撒 母 耳 前書 

六章參 照) なる もの をな し、 二 頭の 牛に 牽 かせて ベ テシ メシに 送りし に 禍は此 所に も 起った。 I 取 後に 

キリアテヤリム の 人 これ を携へ のぼりて アビ ナ ダブの 〔哝に 持來り 其子ェ レア ザ ルを聖 て 守ら しめたれ 

ば此 所に は^ 段の 禍も なく 一 一十 年を經 過した。 これ 誠に 笑 ふ 可き 迷信 談に 似たり と 雖も亦 其 中に 深き 

眞现 あり て 吾等 は是 によって 學ぶ 所が 澤山 ある。 凡て 迷信の 起る 前に は 深き 眞理の ある 事 を 忘れて は 

ならぬ。 強ち 迷信 なれば とて：： ハ 一 笑に 附し 去る 町き ではない。 此物 Ifig の敎 ふる 眞理は 何で あらう か。 

聖 きもの を 據れに 置けば 禍 となるとの 事で ある。 祌の敎 は 之 を！^ やる 人に は大 なる 力と なれ ども！；；^ ぜ 

ざるん に は 犬なる 禍 となる。 試に！^ー書中ょりー 一三の 語 を 揚げん に、 先づ往きて：乂を葬らんとせしぉ.^ 

の 一 人に 對 して 「我に 從へ 死た る 者に 其 死し 者 を 葬らせよ」 と 一一 一一 c ひ (馬 太 傅 八章廿 一 、 廿ー 一節)、 又 

よめ  し-つと 

「我 來るは 人 を 其 父に 背か， せ 女 を 其 母に 背かせ 媳を其 姑に 背かせん が爲 なり」 と 言 ひ (間 十- lb さ 一十 五 

節)、 或は 母と 兄弟と は會 はんとて 外に 立つ と 報ぜし に對 して 「我 母 は 誰ぞ我 兄弟 は誰ぞ や， 一 と 言 は 

れし 事の 如き f 同 十 一 一章 g: レ八 節)、 祌を 信ぜざる 者に は 容易なら ざる 事に て大窖 となる であらう。 

信者に は 貴き 敎 であって 不信者に は危險 極まる 語と 一一 一一 n はねば ならぬ。 或 人が 「基督教の 中には 一 筒 W 

ことわ 

にして 全社 會を破 壌し 去る に. 足る の眞理 あり」 と 言った のも理 りで ある。 良 藥は良 醫が是 を w ふれば 

人 を 助く る も睹醫 一 度 之 を 誤り^ ふれば 人 を 殺す。 世の 文明に 貢默 多大なる- m 氣の 如き も 光力に 動力 

に 通信に 驚く^く 利用され 世 を 益し つ 、ある も 亦危險 之に 過ぎた る もの はない ので ある。 神の 敎も亦 

斯 の 如く 信者 に は大 幸で あ つ て も 不信者に は大 禍を來 すので ある 。神の 榧 は至聖 きものに て 神の 捋み 

し イスラ ヱルに 置く 可き であって、 之 を 不信者の 乎に 渡して 大 なる 災害と なる。 これ 吾等が 福 昔.！". 傅 
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に f  、 令の 傳道 法に 傚うて 大衆 を 招く 事 をな さすして、 厳密なる 制限 を 加 ふる 理. m である。 確かに 

11::^ する 人 を 選み て 眞の輻 昔を傳 ふれば 凡ての 人に 適する 如き 說敎 をな すの 要はない ので ある。 實に基 

督の福 昔 は 信ぜざる もの 或は 半ば 信す る ものに は大 なる 禍 であるの である。 基督 敎 信者の 或 人の 家 を 

見て よしと し、 之 を 直ちに 吾 家に 移さん とする も 或は 却つ て 家を亂 すの 基と なる であらう。 

祌の櫃 は キリアテヤリムに 何事もなく 止る 事 二十 年、 此間 多分 サム H ルは國 民に 絕す悔 改を說 いた 

事で あらう。 . 偶像 信者と 成り ド りし ィ スラ H ル 人も渐 く覺醒 して 今はェ ホバ を 慕 ひ 嘆く に 至った。 此 

時 サム H ル は宗 敎の大 革命 を 宣告し、 偶像 を棄 て、 一 心罩 めて H ホバ に 事 ふ 可き 事を勸 めた。 全國民 

サム H ル の 警吿に 從ひぺ リ シ テ人ビ 一一 ケ 人の 神なる バ アルと ァ シタ 口 テを棄 てて ェ ホバ にの み 事へ ミ 

ヅパに 菜って 大祈 禱會を 個した。 サム H ルは此 所に て イスラ H ル人 をよ く敎へ 導いた。 (撒 母-耳 前書 

七 章 六 節 中 「水 を 汲みて 之 を M ホバ の 前に 注ぎ 云々」 は 心 を 汲みて 云々 の 誤記な らん)。 イス ラ H ル 

人が ミヅパ に 集りて 一 團 となった の を 聞きて ぺ リ シテ人 は 叉 も 攻めの ぼった。 四十 年間 其壓迫 の 下に 

あった ィ ス ラ ヱ ル 人の 怖れた と ー百 ふ も 無理 はない。 然し 乍ら 彼等 は 今や H ホバ に信賴 する 心が 堅固で 

あった。 彼等 は 祈禱を 止めて 戰 備に 取り か、 る審 をし なかった。 彼等 は サム ヱ ルに曾 つた、 「ェ ホバ 

に 祈る 事 を やむ る 勿れ、 然 らば エホバ 我ら を ペリ シテ 人の 手より 救 ひ 出さん」 と。 サム H ルは潘 祭 を 

エホバに 捧げて イスラ ェ ル のために 熱心 こめて 祈った。 其 未だ 終らざる にべ リシ テ 人の 軍 は， -勢 猛く 

攻め 近いた。 あはれ 何等の 戰備 たき イスラ H ル人は 忽ちに して 粉碎 されん と 思 ひき や、 エホバ は此時 

大雷 をく だして、 ペリ シテ人 をう ちて 之 を 亂し給 ひければ 捷は 意外に も イスラ H ル 人に 歸し、 ミヅパ 

をいで てべ リシ テ人 を逐ひ 打ちて べテ カルの U- まで 至った。 此時 サム H ルは戰 捷の祌 の 援助に よる 事 


を 永く 記念 せんが 爲め ミヅ パとセ ンの 間に 一 の-:^ を 建てて 其 名 を エベ ネゼル (助けの 石) と 呼んだ。 

せめ ふせ 

ペリ シテ 人は攻 伏ら れて！ W び イスラ H ルの 境に いらす、 曾て 占領され たりし 地 は 悉く 取り返し、 ァモ 

リ人 とも 好 を 結び、 外に は 威嚴を 張り. 2： に は 平和 ありて イスラ H ルは、 今や 實に萬 歳であった。 而し 

て此 記事の 大意 は 常に 聖書に 記された る ものであって、 腐敗に 次で 悔改 あり、 而 して 榮光 臨む。 これ 

一 帝： に國の 事で はなく 义 一 身 生涯の 事であって イスラ H ルに 於て は 一 圃斯 くして 救 はれた ので ある。 元 

より 古き 時代の 物語で は ある けれども 今日 吾等の 福 昔の 根本 も亦玆 にある ので ある。 世の 嘲 篤 あり、 

家に は 平和な し、 如何にせば 救 はる 可き か、 他な し 偶像 を 斥けて 祌を迎 ふる 事の 一 あるの みで ある。 

てんめん  も* た 

各人 纏綿の 事情 ありて 之れ に ネ：： めら る K ゃ备人 特別の 事情と して 解決の 道な きに 悶 ゆれ ども、 其 根 木 

は 極めて 簡單 であり、 明白な事 である。 其 は 偶像 を迎 へて 神 を 斥く るに 因す るので ある。 而 して 八， ほ 

のバ アルと ァ-ン タロテ は 多くの場合に 於て 金で ある、 又權 勢で ある、 叉名譽 である。 ん：' n と 雖も總 て 

の 禍の基 は 偶像 崇拜 である。 此 等の 偶像 を 斥けて 眞の 神を迎 ふるに 非 ざれば 國も人 も 永久に 救 はる 、 

-S ん： b 

の 道 はない ので ある。 イス ラエ ル人 は其國 をべ リ シ テ 人の 手より 救 ふために ミヅパ に 集りて 懺悔して 

相 祈った。 これが 最良の 道で ある。 敵に 對抗の 準備 は. 要らぬ、 戰は H ホバに 在って は 只 逃ぐ る を逐ふ 

計りの 事で ある。 吾 n 木 人に して 誰か 大黑 天ゃ聖 天の 偶像の 前に 立て 吾を義 しくせ よと 祈る ものが あ 

らう。 一身 一家の 繁榮、 相場に 勝つ 事、 不義の 成功 を 祈り 得る 地藏 菩薩 や 不動 尊の 流行る 吾 日 木國の 

救 はる、 は 果して 何時の ことで あらう か。 唯 謙 通りて ミヅパ に 集まりて 靜 かに 祈らん のみで ある。 世 

に .ー百 ふ 人生 の 戰と 聖書 の 戰と違 ふ 所 は こ れ である。 管 に H 本 在来の 古き ものの みに 非す して 西洋 の 新 

らしき 思想に も 注意せ ねばならぬ。 近頃 頻りに 持嚇 さる X 人生 奮鬪 主義 を 鼓吹す るス 力 ンヂナ ビヤ 文 
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學 の 如き も 亦畢竞 す る に 多 興 の 文 風た たる に過ぎないの である、 稀れ に は 之に 由 て 成功す る もの も あら 

んも其 大部分 は 失敗に 終る が iiH 通であって、 其 害た る ゃ實に 著しき ものである。 實に 「誰かよ く  に 

勝たん、 吾等 を じて 世に 勝た しむる 者 は 吾等が 信な り」 であって、 せ 等 は：： ハ神 によりて 勝た せて 貰 ふ 

のみで ある。： 敵來 るに 女々 しく 泣いて 祈る、 何ぞ 勇ましく 起って 葡鬪 せざる と 雄々 しく 言 ふ もの も あ 

るで あらう が、 戰は H ホバ に. 一;^ りて 吾等に はなく * 若し 吾等に 勝つ 可き ものが あるならば 吾 自身に 勝 

たん S みで ある。 力 ー ライルの ク 口 ム H ル 傅を讀 みたる もの は、 其 中の 祈禱の 一 章 を 記憶す るで あら 

う。 民 軍 不利に して 勢 窮まる ゃク 口 ム ェ ルは已 に 評定 を 要せす とし、 將士を 集めて ゥ ィ ンザ ー 城. 

に大祈 禱會を 開き 各 " 不信を^^白して英國民を救 へと 神に 祈った。 力， 'ライル は 之に 評 を 下して 一一 リン 

た r ケの 人よ くこれ を 解し i:: るか、 誠に 狂氣の 沙汰で ある、 然し 乍ら 此狂氣 じみた る 事に よりて 英 W 

民 は 救 はれて 彼等の 間に 永く 自 ある 所以で ある」 と、 若しも 今の 政治家が 其 陋劣なる 小策と 駄 辯と 

を 架て 祈禱を なす|5^- が 出来たならば 吾 國は其 時より して 改まる で あ ら う。 これ 又 l^s 等 各自 の 事で あつ 

て 新 生涯 は 其 所に 始まり 各自 記念の H ベネ ゼル (助けの 石) を 建て 得る ので ある 9 吾等の 凡ての 善事 

と 革命 は ミヅ. パ に 始まる ので ある。 同じ 事の 樣 なれ ども 加工 書 を 研究 すれば 此を 繰り返す の 外 はなく、 

舊 き祈躊 が 常に， 生きた る 意祙を 有する ので ある。 OS-EB 信藏輋 記」 


東洋 道德と 西洋 道德 


四月 十六 口、 八丈島 大賀鄉 村 高等 小學 校に 於け る 講演の 人 意 

東洋 道 德は言 ふ、 「己の 欲せざる 所、 人に 施す 勿れ」 と、 西洋 道 德は霄 ふ 「己れ 人に 施ら れんと す 

る 事 は 亦 人に も 其 如く 施よ」 と、 二者 は 相互に 能く 似て る、 ； W しながら 其 問に 犬なる 相違が ある、 

前者 は 消極的 道德 であって、 後者 は 積極的 道徳で ある、 前お に從 r は 他人に， } ^を 加へ さ へ爲 なければ、 

それで 事は濟 むので ある、 後者に 從 へ ば！ -れの 善と 認 むる こと は 進んで 之 を 他人に 施さなければ なら 

ない ので ある， 前者に 從 へば 山に 退いて 獨り 己れ を 潔くす る も、 それで 惡くは 無い ので ある、 併しな 

がら 後者に 從 へば 隱遁 は罪惡 である、 人に 爲 すべきの 善を爲 さすして、 我 は 德義に 背く ので ある。 

東洋 西洋の 別 は 地理で もなければ、 人 稲で もない、 此道德 上の 根本的 相違で ある、 悪 を爲す 勿れと 

敎 へられて 人 は隱退 的に なり、 善を爲 すべし と敎 へられて 進取 的と なる、 人に 害 を 加へ ざれば 其 他 は 

我れ 措いて 問 はすと 言 ひて、 人は强 ひらる k にあら ざれば 世の 公事に i.. はらざる に 至る、 村政爲 めに 

緩み、 郡政秦 れ、 縣 治擧ら す、 國政振 はざる に 至る、 我 は 進んで 他人に 善を爲 さ、. -る ベから すと 一一 n ひ 

みづか  仁づさ  じん V る 

て、 んは 自ら 進んで 公事に にり、 阈 政に 參與 し、 縣政、 郡 政、 村 政に 盡瘁 する ので ある、 獨裁政 ：5,E 

が 東^に 榮 へて、 自治 政體が 两 洋に 起り し 现由は 東西 一 一種の 道 德の此 根本的 相違に あるので ある。 

余 は 東洋 道德と 一 W ひ 叉 西洋 道 德と言 ふた、 併しな が ら道德 は 宇宙 的で あって 之に 東西の 別の あり や 

う 苦 はない、 東洋人が 所謂 東洋 道德 則ち 消極的 道德を 作った ので はない、 又 西洋人が 所謂 西洋 道德則 

ち 積極的 道德 を. 作つ， た の で はない、 束 洋人は 不幸に して 消極的 道 德を受 け、 h: 洋人は 幸 ひに して 積極 

的 道德を 受け. たに， 止まる ので ある、 故に 東洋人に して 若し 今 n 積極的 道 德 を 採用 すれば 彼等 も 遠から 
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すして 西洋人の 如き 進取 的の 民と なること が 出來、 西洋人に して 若し 今日 消極的 道 德に從 ふに 至らば、 

彼等 も 亦 支那 人 印度人と 其 運命 を 共に する に 至る ので ある、 道 if は 衣の 如き 者であって、 毛髮ゃ 皮膚 

の やうに 身に 附 いた 者に あらざる が 故に、 今日 直に 之 を 改め、 劣りた る 者 を 去て 31^ りたる 者 を 採用す 

る ことが 出来る。 

余 は 東洋 西洋の 別 を 述べた、 而 して 日本 は 東洋で もなければ 西洋で もない、 地理 學 上より 貢 ふ も 日 

本 は 東西 兩洋の 間に 立つ 國 であって 其 孰れに も屬 すべき 者で ない、 故に 東洋 道 德と言 ひて 余 は 日本 道 

德と言 ふので はない、 叉 西洋 道 德と言 ひて 外 國道德 と 言 ふので はない、 日本 は 東洋 西洋の 別な く、 其 

最も 優れたる 者 を 採用すべき である、 日本 は 八：' 日まで 東洋 文明 を 採用して 其 益 を も 受け、 害 を も 蒙つ 

た、 今より 進んで 西洋文明の 最善 を 採り、 之 を已が 有と なして 最善 最美 の國 とな る ベ きで ある。 

「己れ の 欲せざる 所、 之 を 人に 施す 勿れ」、 是れが 東洋 道德 である、 「己れ 人に 旋ら れんと する 事 

は 亦 人に も 其 如く 施よ」、 是れが 西洋 道德 である， 退歩と 進歩、 冷淡と 熟 心、 壓 制と 自由、 衰微と 繁 

榮 …… 二者の 岐る、 所 は玆に 在る、 我等 は 勿論 後者 を擇 ぶべき である。 
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五パ 十三 n 夜 村 松 町 SI* 書 社に 於て 

基督 敎を 越後に 俾 ふるため には隨 分力 を盡 せし 人が 多く、 其 官敎師 の 中には 世界的 偉人 もあった が 

越後の 人 は 特に 基督 敎に對 して 深き 疑の 目 を 以て 見、 容易に 之 を 信ぜん と はせ ない、 越後に 傳道 する 

の 困難な る 事 は 傳道界 の 奥 論で あって 吾等が 此所 に 叉 同じ 事 を 繰り返す も 何 の效 もない 事で あらう が 

借す る 所 を 述べ てお かねば ならぬ。 

宗敎論 は 誠 に おもしろい 事で は あるが これ は實際 の 宗 5^ 問題 に は觸れ ない。 宗敎 問題 は 理論で は な 

くて 善 をな し惡を 避く るの 力 を 得る 事で ある。 一 兀來 H 本人 はよ く 道德を 解し 善を冀 ふの 心 は 盛んで あ 

つて 學校 にて はよ く 道 德を說 き， 一般の もの はよ く 善の 爲す 可き を 知り、 惡の 避く 可き 事 を 熟知して 

居る。 而も 事實が 常に 其反對 なる 奇態なる 現象 ある は M 故で あらう。 先づ 代議士 を 視られ よ、 個人と 

して は 選良た らん も 議會に 於て 問題 起る 毎に 利益と 情實 のために 動き、 正と 不正との 如き は 曾て 顧み 

られ ない。 新聞記者 はよ く 之 を攻擊 する も 自身 代議士と なれば 亦 同じ 惡事 をな し 變節も すれば 賄赂も 

取る。 而も 彼等 は 善惡を 知らないので はない、. 善の 爲す 可き を 知りて これ を爲 さす、 惡の爲 す 可ら ざ 

る を 知りて 之を爲 すので ある。 政治 界の事 はさて おき 日 木の 普通の 家庭 は 如何で あるか、 正義の 其屮 

に 行 はれ 難き 痛ましき 經驗談 を 常に 聞く ので ある。 されば 吾等 は 道德を 聞き 叉唱 ふるのみ にて は 到底 

駄目で ある 事 を 知る ので ある。 結局 道 德てふ 事 は 善い 事で は ある けれども 行 はれぬ と 言 ふ 事に なって 

居る、 善事の 善なる、 惡 事の 惡 なる を認 むる は 容易 なれ ども 行 ふ は 難いので あって 玆 に宗敎 問題が 生 

する ので ある。 善事と 信 すれば 假令 何人の 反對 あり 如何なる 困難 ありと も 是を寳 行し 得る の 道 は ある 

あん をん 

まじき か これな くして は 或は 無事 安穏の 生涯 は 送り 得ん も 愉快と 一一 一一 C ふ 事 はない ので ある。 此カ 若し 
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佛敎 に あ ら ば 誠 に 結構、 敎 にあ ら ば 亦 甚だ 結構 の 事で あるが 儒 佛の敎 ありて 正義め 行 はれない 國を 

見る の は悲む 可き 事で ある。 

基督教の P ふる 所は簡 短で ある。 善 を 行 ふの 力 を 神より 受 くる 事で ある。 試に 先づ 思へ、 吾等 日本 

圈 民に は 皇室に 對 する 義務が ある、 國に對 する 義務が ある、 町村に 對 する 義務が あり、 家に 對し 兄弟 

に對し 同族に 對す るの 義務が ある。 其 一 を缺 かんか 吾等の 生涯 は 誠に 憐む 可き もやであって 常に 是等 

の 義務 を缺 かない 事に 心 を 用 ふるので ある。 然 らば 是 等の 義務 を滿 足に 果 したりと せんか、 是 にて 人 

は滿 足す 可き であらう か、 否な 決して 然 うでない。 これ だけにて 滿足は 出来ぬ。 是は猶 ほ 外に 盡 さな 

い 義務 か あるから では あるまい か、 然り靈 魂の 造 主なる 祌に對 する 最も 大 なる 義務 を 盡_ さざる に 由る 

ので ある。 これ 人生 不幸の 根本で ある。 祌に對 する 義務 を盡 さんため に 起ち. たる 人の 幸福 は 羨む 可き 

ものである。 これが ために 生れ 變 つた 人 を 吾等 は 多く 見る ので ある。 神が 吾等の 後循 とな. る 時に 善 を 

なす に 易く 惡を郤 くる に： S 放と なる ので ある。 斯 くし て 始めて 人 は 誘惑 多き 此 世に 起ち 正義 を 行 ひて 

偸 快なる 生涯 を 送り 得る ので ある。 其 他 子弟 を 都會に 送る に 彼等に 仁義 忠孝 を敎 へた 力と て 安心 は 出 

來ぬ、 神と 親しき 關 係に 置く 事が 最も 安全なる 道で ある。 幾多^ 爲の靑 年が 神 を 知らざる により 自ら 

品性 下劣と なり、 ために 失敗す る は 誠に 痛ましき 事に て、 單に 此點に 於ての みに でも 人に-神 を 知らし 

むる 事が 如何に 必要で あるかが 知り 得らる、 ので ある。 

吾等が 基督 敎を 諸君 に勸 むる は 其 中に 必し も佛敎 に 勝れる 敎现が あるから ではない. 佛敎家 の 宗敎 

論に 巧みなる は 驚く 可く、 而も 彼等が 善 を爲し 惡を資 むる に 敢 でない 事 も 亦 驚く 可き である 。吾等 

の 求む る 所 は宗敎 論で はたく して 善 を 行 ふの 力で ある。 其 力 は 神より 受く 可き ものであって、 此事を 


記した る 書物 は 聖書で ある。 聖書 は 全世界に I りて 干 九；：^ ハ ゃ來此 カを與 へ て來 たので あれば 越後の 地 

ばかりが 獨り此 カを此 書より 得られない 理 はないで あらう。 つ 中 H 信 藏 筆記) 

帖撒雜 迦後養 一 章 一 節よ. -八 節まで  . . . 

五 十ヒ = .: 仅新 在 人 鹿敎友 席に に 於 て 

使徒 保羅 がテサ c 一一  ケ 人の 敎會に 送った 此 一一 一一 II は 私が 今 火 鹿の 信者 諸君に 言 はんとす る 所で ある。 此 

地の 信者が 困難の 中に 立派な il^s 仰 を 持つ て： ii5 る 事 は 私が n 本闽屮 到る i^ll に 誇る ので ある、 誠に 諸： IjE よ 

.urL/r-rtsss しるし  ぶつ-ふ  .P-J*z 

祌の義 鞠の 表で あるので ある。 凡そ 今の 口 本の 社會に 於て 基督 を 信 すれば 迫害と 艱難と ある は當然 

の 事であって、 これの な いのは 正しく 信ぜない 證據 とも； 一 H はれる ので ある。 而 して 种を 信す る ものに 

たや パ  む-.、  なやみ  J す き  . ノ、 

中ん 難 を 加 ふるものに は 神が 之に 酬 ゆるに 患難 を 以てし、 忠 難を受 くる ものに は 乎 安を以 て 報い 洽 ふと 

の 事で あれば、 ケ忠 難の 屮 にある 吾等 は 誠に 喜ぶ 可き であれ ども ijjC 等に 患難 を 加 ふるもの は賁 に^む 

可き ものであって、 吾等 は是 等の もの のために 切に 其 有恕を 神に 祈らなければ ならぬ。 

一名の 爲に大 に 苦み 得る は大 なる 惠 みであって 感謝す 可き である。 さ；^ ば 2= 者 は 串 j 難 を 受けつ 」 も 

よろこび ち ふ  ぶ ,J ス， つ  ,  よ， - 一： 

常に 喜悅に 溢れて 居る ので ある、 私共の 知れる 信者の 中で 最も 大な る 患難に き ひ た る 者が 最も 喜 1^ に 

充 ちつ 、ある は事實 である。 意外に して 驚く 可き は 祌の惠 みで あつ て 吾等 は 如何なる ts^ 迫に も S5 難に 

も 唯 神 の i: 乃に 賴り 忍耐と 信仰と を 以 て 感謝し て 其 慈 恩の ある 所 を 知る きで ある。 (中 田 信藏维 記) 
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維 馬 書 十二 章 一 節 

五月 十八 H 朝 仝 所に 於て 

神の 慈 恩 は實に 驚く 可き ものであって 其惠 みに は 限りがない、 人 は 皆 罪人であって 義人 一 人 だに な 

き 時に 祌は 其獨子 キリ ス トの犧 牲を以 て 人類の 救 扱 を 全うされ たので ある。 神 はかく も 犬なる 慈悲 を 

以て 恩 惠を賜 ひたる 事 なれば 吾等 も 亦 此身を 神の 意に 適ふ聖 き^ける 祭 物と なして 祌 に獻げ なければ 

ならぬ。 これ 當然の 祭で あると は 保 羅の述 ぶる 所で ある。 普通 神を拜 する の 方法 は 供物 をな して 願事 

をな すので あるが、 基督 敎の 祌を拜 する は 全く 是に 相違し、 吾等 未だ 神 を 知らざる 先に 祌は 々なる 

はう はふし ゆ "；ケハ  さゝ. ^もの  .： 上 *v き 

方法 手段 を 以て 吾等 を 救 ひ 給うた る 其 犬なる 惠に對 して 祌に獻 物 を 爲すは 當然の 事と 心得て なすので 

もろ/、  そな へ もの さ、 

ある。 神の 諸の 慈悲の 如何程 大 なる もので あるか を 知る 時に 神に 祭 物を獻 げすに は 居られなくなる の 

である。 此 心が 生じない もの は 信仰がない ので ある。 されば 神に 物を獻 ぐるに は 剩餘物 を 以てして は 

じん. 0,0きラ しょ-?  ； -t 『り _.-)  つ 

ならぬ。 祌は 人類 救拯 のために 其 獨子を さへ 與へ 給うた ので あれば、 是に對 する の 祭 物 は 言 ふまで も 

なく 最良の もの を 以てす 可き である。 神社 佛閣の 赛錢に 見る 如く 普通に 使用せ ない 鐺錢 を以 てす るが 

如き は 祌に對 する 心得で はない、 吾 所有物の 中の 最良の もの をす る も， 猶 足らぬ、 其 全部 を獻ぐ 可き で 

ある。 子 を 持つ 親 は 知る 事 なれ ども 子の 死 を 見る は 自身の 死に 勝りて 苦しき 事なる に 祌は其 獨子を 十 

字 架に 釘け て 實に神 御自身 以上の もの を與へ 給うた。 人と 人との 間に 於け る 日常の 贈答に 於ても 亦 各 

^^5^3- .5  し，， レ  - 、  >  ，リナ - 

自相應 の もの を以 てす るに あら ざれば 眞の 親しき 關 係に 人る こと は 出来ない、 神と 人との 關 係に 於て 

も 亦 同様であって 吾等 は祌の 下されし ものに 對 して 吾等 自身 を獻げ ねば 相當 しないの である。 而 して 


义 心得 可き 事 は 活ける 祭 物と せねば ならぬ 事で ある。 ^^13 等 動もすれば 死物 を獻 げんと する 處が ある、 

血氣の 時代 は 放将を 極め 老後 を寺參 りに 募す 等怫敎 信者に 往々 見る 所で あるが、 獨 り怫敎 信者に 止ら 

ひじ  ふ. oi ひ 

す 基督 信者 にも 亦是に 類す る ものが あるので ある。 壯時は 盛に 活動 を 要すと 稱 して 欲する 儘の； 舞 を 

ヒ うて？  た 

なし 其 失敗す る や 始めて 宗教に 来る 如き は 到底 神の 大 慈悲に 答 ふるの 道で はない。 用に 堪 へざる 老後 

あ ひ. 1- 

の 身 を 獻げて も 祌は受 け 給 ふで は あらう けれども これで は相濟 まぬ 事で ある。 神 は 吾等に 最良の もの 

ふん V つ？ ケ  yv. 

を 賜 はり たれば 吾等 も 亦 分別盛り 活動 盛り を 神に 獻げ、 吾子 を獻 ぐるに も最 優良なる もの を以 てし、 

末子 か 或は 役に も 立たぬ もの を 寺院に 達り て儈 侶と なす 等の 如き 態度に 出で て はならぬ。 而 して 乂活 

そな へ もの  si  fcffl 

ける 祭 物と なすに 當 りて 之 を r 聖 きもの」 として、 卽ち惜 みなく 全く 神の 有と して 獻げ ねばならぬ。 

人 或は 全部 を 祌に獻 ぐる 事 は出來 難き 犧牲 であるとの 考が 生す るで あらう けれども 元々 祌の もの を 神 

に獻 ぐる な れ ば 當然 の 事で ある。 ffif に 當然で ある 計り で なく 吾等が 世 に 處す る 最. 良 の 方法で ある。 世 

に 種々 の 放資の 方法 あれ ども 神に 獻 ぐるに 勝りて 良き 方法 はない。 人 は 富な くして 生存す る は出來 

ない が而 かも 又 其 富なる ものが 如何に 多くの 苦痛 を 人に 與ふ るか を 思うたならば 孰れ も， 淡 1 心に 堪へ ぬ 

さま 

事が あるで あらう。 大 富豪の 家庭に 地獄の 狀を 見る の 例 は隨分 多い 事で ある。 人 は 多く 富 を s;^ 大の目 

的と して 奮鬪 する も豈 計らん や これが 苦痛の 種と なる ので ある。 而も 之 を 神に 獻げて 難問題 は 直ちに 

解決す るので ある。 或は 一 家の 處理に 付いて、 或は 子女の 敎養に 付いて、 其 他 各種の 事に 付いての 困 

難なる 問題 は 之 を祌の ものと せざる によりて 生す るので あれば 其 全部 を 神に 獻げて 處 分 は 甚だ 容 0^ と 

なる ので ある。 神の もの を 吾 ものと して 見る 間 何時までも 難問題 は 生す るので ある。 ^も 吾等 他人の 

物を預 りて 後に 返却 を 要求 さる i に當 りて 之に 應ぜ ざれば 雑 問題 は 之が ために 絶えす 生す ると 同じ 理 
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である。 然れ ども これ 財産 を 悉く 敎會に 寄附せ よ、 人 は 皆 牧師 傳道師 となれ との 意味で はない。 然ら 

ば實際 問題と して 如何にして 神の ものと なす 可き かとの 疑問が 起る ので ある、 舊約 聖書に は 牧人の 七 

分の 一 を獻ぐ 可し と あれ ども 今日に 於て は必 すし も 十分の 一 に 限らす、 其 一 部 を 獻げて 全く 神の 用途 

に當て 其餘を 神より 聖 めら れて賜 はる 證 とする ので ある。 斯 くして 吾等の もの は 全部 祌の もので あつ 

て 又 神より 賜 はりた る 吾 もので あれば これが 不正の 道に 用 ひられよう 害が なく 叉 不幸の 原因と なる 如 

き 事 はない ので ある。 

世の 人 はよ く 犧牲と 一 百 ふ 語 を 用 ふれ ども、 世に 犧牲の 人と なる に は 先 づ須く 神に 對 して 犠牲と なら 

なければ 能 はざる 事で ある。 而 して 罟等 は-吾 所有物 全 部 と 吾 自身と を 神 に 獻げ てこれ にて 完全 なる 犧 

牲 となり 得る であらう か、 否 吾等 は 完全の 犠牲 を 神より 要求され て 是に應 する 事の 出来ない もので あ 

OOOOOO0OOO0OOOOOOOOO0OOO0OOOOOOOO0O0OOOOCOO 

る、 玆に 完全の 犧牲は 吾等 人類に 代りて 犠牲と なられし ィ H ス キリス ト 御自身 を 以て 獻 げられ たので 

ある。 キリスト を 吾等 人類 を 代表す る 完全なる 犧牲 として 神 を 祭り、 キリスト を獻 ぐると 同時に 吾等 

の 身を聖 めて 吾等 も 亦 完全の 祭 物と なる ので ある。 誠に キリストが 基督 者の 完全なる 祭 物で ある。 吾 

等の 生涯 は 犠牲であって、 完全の 犧牲は 神の 援けを 借り キリスト を 以て 默げ 之と 同時に 我 全身 を聖き 

祭 物と なすので ある。 (中 田信藏 筆記〕 

神 の 慈愛 に關す る 聖書の 言辭 


其 一、 エホバの 名 

H ホバ 雲の 中に 在りて 降りて モ ー セ と共に 其處に 立ちて エホバ の 名を宣 たま ふ、 H ホバ卽 ち 彼の 

6^'^,^  めぐみ 

前 を 過ぎて 宣 たま はく、  H ホバ、 H ホバ は憐撊 あり 恩惠 ある 神、 怒る こと 遲く、 慈愛と 眞實 とに 

富み、 慈愛 を 千代に 施し、 惡と愆 と 罪と を赦す 者、 必す 罰すべき を 罰して 容赦せ す、 父の 罪 を 子 

に 報い、 子々 孫々 に 及ぼして 三 四 代に 及ぼす 者な り (出 埃 及 記 三十 四 章 五、 六、 七 節)。 

略 註 

舊 約の 祌、 M ホバの 神と 云へば 唯嚴格 一方の 神で あると 思 ふ 人が 多い、 然し 事實は 決して 繭う では 

ない、 玆に H ホバ はモ ー セの前 を 過ぎて 其 名 (iy 格) の 何たる 乎 を 示し 給 ふた、 曰く  M ホバは 憐憫 あ 

* ぐみ 

り， 恩惠 ある 神、 云々 と、 卽ち 憐憫と 慈愛と 眞實 とが H ホバの 特性で あるとの ことで ある、 忍耐 深く 

して 怒る こと 遲く、 罪 を 永久に 憶えす して 之 を 赦し給 ふ、 然れ ばと て 慈悲 一方の 神に あらす、 彼 は 罰 

すべき は 罰して 容赦せ す、 父の 罪 を 子に 報いて 子孫 三 ra: 代に 及ぼし 給 ふ、 然れ ども 慈愛 を 千代に 施す 

に 比して 罪 は 之 を 三 四 代に 及ぼす に 過す、 則ち 詩人の 曰へ るが 如し (詩篇 三十 篇 五節)、 

その 怒 はた^ 暫時に して、 

その 惠は 生命と 共に 永し。 

怒らざる 神は義 しき 神に 非す、 義 しからざる 神の 慈愛 は 慈愛の 如くに 見えて 實は 慈愛に 非す、 一握の 

まこと  .rv- 

鹽を 投じて こそ 甘味 は眞 のせ 味を發 揮す る なれ、 エホバ に 正義の 冒すべからざる 者 あるが 故に 其 慈愛 

は實に 慈愛た るな り、 斯くて 正義 は 之 を 慈愛の 一面と して 見る を 得べ し、 正義 はまこと に 慈愛の 抉く 
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ベから ざる 要素な り。 

其 二、  H ホバの 憐憫 

"em み め -i, ふ 

H ホバ は憐 偶と 恩 惠に充 ち、 

怒る こと 遲く 慈愛に 富み 給 ふ。 

恆に 咎め 給 はす、  . 

永久に，. 怒 を 懐き 給 はす。 

H ホバ は 我らの 罪に 循 ひて 我ら を 扱 ひ 給 はす， 

我らの 不義に 循 ひて 我らに 報 ひ 給 は ざり き。 

天の 地よりも 高き が 如く、 

彼を畏 る、 者に 對 する 彼の 慈愛 は大 なり。 

西の 東より 遠き が 如く、 

彼 は 我らの 想 を 遠ざけ 給へ り。 

父が 其 子を憐 むが 如く、 

H ホバは 已を畏 る k 者 を 澗み袷 ふ。 

(詩篇 百 三 篇八. —十一：： 節) 

义ロ  i 

W  き H 

^に 註すべき 程の 難句 はない、 詩人の 言 は 多分 前項に 述べし H ホ バがモ ー セに 下し 給 ひし 其 名の.！！ 且 


言に 基ゐて 成った 者で あら ふ、 終りの 三 節が 殊に 美く しいので ある、 天の 地よりも 高き が 如く、 則ち、 

天と地との 比較ぶべく も あらざる が 如く、 エホバ の 慈愛 は大 なりと 云 ふ、 我らの 愆に 就て 言 はん 乎. 

H ホパ は 之 を 遠け て 西の 東より 遠き が 如くに 至らし め 給へ りと 云 ふ、 西と 東と は 宇宙の 兩 極端で ある、 

兩々 相 距る其 距離た る や 無限で ある、 M ホバ は 己に 依る 者の 想 は 全然 之 を 拭 去り 給 ふとの 意で ある。 

高い 者 は 地の t に錄 ゆる 山で はない、 造 かに 之 を 包む 天で ある、 深い 者 は 地の 窪に 湛 まる 海で はな 

い 、 父が 其 子 を 憐む其 憐憫で ある， エホバの 慈愛 を ヒマラヤ 山に ir へて 足りない、 天に 铰ぶ ベ き で あ 

る、 其 憐澗を 海に 絞べ て 足りない、 父の 心に 較ぶ べきで ある、 父が 其 子を憐 むの 心、 世に 最も 深い 者 

は是れ である、 而 して 其 心が ェ ホバ の 心で あると 云 ふ、 詩人 は 能く 親の 心 を 知り 又ィ スラ H ルの 神な 

る エホバ の 心を識 つて i5 つた、 後年に 至り キリス トが祌 が 罪人 を 愛し 給 ふ 其 愛 を 示さん とする に 方て 

放蕩 子 の 比喩 を 設け 給 ひし も亦此 理由に 基く ので ある、 

父が 其 子を憐 むが 如く 

^^ ホバ は己を畏る 、者を憫み給ふ . 

いひ あら は  こと？」 

と 云 ひて 神の 慈愛 を 言 表す ための 人の 言辭 は盡 きたので ある、 神の愛 は 勿論 是れ 以上で ある、 然し 人 

間の 最上 は是れ である、 ピリ ボの 一一 m ひしが 如く 「我らに 父 を 示し 給へ、 然 らば 足れり」 である" 神 は 

父 の 慈愛 を以 て 我等 を 愛し 給 ふ を 知りて 我等に 是れ 以上 柯の 求む る 所な きに 至る ので ある、 而 して キ 

リスト は 最も 明. m に斯 かる 神 を 我等に 紹介し 給 ふたので ある、 歡 ぶべ く义 感謝す ベ きで はない 乎。 
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其 三、 婦人の 愛 

をん な  も G み-一  おの は。  にと 

婦 その 现兒を 忘れ、 己が 胎の 子を憐 まざる こと あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我 は汝を 

忘る \ こ となし (以 賽亞書 四十 九 章 十五 節)。 

略 註 

父の 愛 は 深く ある、 母の愛 は强く ある、 故に 神の愛の 深度に 就て は 之 を 父の 愛に 比べて 語るべく、 

其强 度に 就て は 之 を 母の愛に 較べて 傳 ふべき である、 神 は 人の 父で あり 又 母で ある、 彼 は 父の 如く 深 

く 愛し 又 母の 如く 強く 愛し 給 ふ、 「M ホバは 嫉妬む 神 なれば」 と ある は 彼の 愛の 女性的 半面 を稱 ふた 

ので ある、 ダビデが ョナ タン を惜 みて 歌 ひし 辭に 

汝の我 を 愛め る 愛 は 尋常なら す、 婦人の 愛に も 勝りたり 

と ある は此 種の 愛 を 指して 言 ふたので ある、 實に H ホバは 父と して 賴むを 得べ く、 叉 母と して 親しむ 

を 得べ し、 父が 其 子を憐 むが 如くなる のみなら す 亦 母が 其 乳 兒を憐 むが 如く H ホバ は 我等 を 憐み給 ふ 

と 云 ふ、 聖書 の 示す 神 は 正義の 神であって 慈 恩の 神で ない と 云 ふ 者の 如き は 未だ 聖書 を 知らない 者で 

ある、 聖書の 示す 神 は强ぃ 神であって 同時に 义優 さしい 祌 である、 

噫 H ルサ レムよ、 M ルサ レムよ、 預言者 を 殺し、 汝に遣 はさる &者を 石に て擊っ 者よ、 母 雞の其 

ひな つ々 さ  二 ども  r.ci 一び  した パ S 

雛 を 翼の 下に 集む るが 如く 我れ 汝の 赤子 を 集めん とせし こと 幾次ぞ や、 然れど 汝等は 服 は ざり き 

と は是れ たしかに 婦人の 聲 である、 神の 代表者と して 預言者 M レミ ャを 見よ、 預言者 ホゼァ を 見よ、 

彼等 は 女性的 預言者であって、 能く 神の 女性的 半面 を 表 はす 者で ある、 然り H ホバは 婦人の 熱情 を以 


て 我等 を 愛し 給 ふ、 婦人が 其 胎の子 を 愛する 愛 も 神の愛に は 及ばない ので ある、 而 して 斯 かる 神が 如 

何で 人の 滅亡 を 好み 給 ふの 理 あらん や、 人なる 母に 問 ふて 見よ、 其 心 を 痛む る こと 最も 甚だしき 場合 

の 何たる 乎 を、 其 子の 病む 時で ある、 其 子の 死に 瀬す る 時で ある、 其 子の 墮 落の 淵に 沈みて 救. 河の 希 

51- 絶えん とする 時で ある、 悲歎の 極、 痛恨の 極と は斯 かる 場合で ある、 而 して 神 は是れ 以上の 11^ 痛 を 

以て 人の 墮落を 臂 はし 給 ひつ \ぁ るので ある、 噫、 人 は 神の 心 を 知らない、 父なる 祌の心 を 知らない、 

母なる 神の 心 を 知らない、 彼 は 恆に聲 を 揚げて 叫び 給 ふ、 

我 子よ、 還れ、 還れ 

と、 而 して 其 聲の 中には 男聲 のべ， 'スが 轟く と共に 女聲の ソプラノ ー が 響く ので ある、 而 して 謹んで 

M ホバが 示し 給 ひし 彼の 性格 (名) を 解剖して 見て、 彼に ありて は 女性 は 優 かに 男性に 勝つ の を 見る 

ので ある、 

エホバ は 憐憫 あり 恩惠 ある 神 (女性で ある)、 怒る こと 一!^  く  (稍々 男性で ある)、 慈愛と S 實と 

に 富み (女性で ある)、 慈愛 を 千代に 施し (女性で ある)、 惡と愆 と 罪と を 赦す者 (女性で ある)、 

罰すべき を 罰して 容赦せ す (始めて 男性で ある) 云々 

若し 聖書 全體が 示す 神の 性格に 由り 彼に 名を附 しまつるべし とならば、 彼 を 籲 び まつる に 方て 「天に 

在す 我等の 母よ」 と 云 ふが 「父よ」 と 云 ふよりも 遙 かに 眞理に 近く あると 思 ふ。 
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来世 獲得の 必要 

哥林多 後書 四 章廿七 節より； M 五 章 十 節まで 

(六月： h 九 ：：！ 拍木今 井 館に 於， ける 講演の 人耍： ) 

バウ n の傳 道の 傅大 なりし を 知る 人 は 大抵 は 彼 は性來 にして 剛毅の 人で ある 乎の やうに 想像す る， 

然し 事 實は其 正反對 であると 思 ふ、 バウ； 1 は 生れながら にして 臆病者で あつたと 思 ふ、 其 事 は 彼の 書 

いた 書翰 を： 3- て 能く 解る、 殊に 哥林多 後書 を 讀んで 見て 能く 解る、 哥林多 後書 は バウ a の 書いた 書翰 

の 中で 最も 善く 彼の 情 性 を 示す^ である、 而 して 此 書の 一； 小す パ ゥ a は 決して 剛毅 勇敢の 人で はない、 

彼， は 孰 かと 云へば 女らしき 神經 過敏の 人であった、 彼 は 友人 を 失 はんこと を 懼れた * 彼 は 友人の 愛 を 

繁 がんが ために は總の 方法 手段 を盡 した、 彼 は 泣いた、 怒った、 恨んだ、 訴 へた、 彼 は 彼の 友人が 彼 

の 敵の 術中に 陷り 彼に 就て 誤解 を懷 くに 至りし 其 誤解 を 解かん として、 樓々 彼の 心情 を 彼等の 前に 披 

瀝 して 止まなかった、 若し 儒者の 謂 ゆる 「君子 重から ざれば 則ち 威 あらす」 との 標準 を 以て 衡 るなら 

ば 哥林多 後書に 現 はれた る。 ハウ „1 は 決して 君子で はない ので ある。 

バウ。 は 死 を 怖れた * 其點に 於て 彼 は 決して 勇者ではなかった、 死 を輕ん じた 點に 於て は 旅順攻 

に 際して 其 山野に！ を 爆せ し 無数の R 木 兵士 は遙 かに パ ゥロ 以上の 男 者であった。 

我ら 此 幕屋に 居りて 狄き、 一大より 賜 ふ 我らが 屋を 衣の 如く 着ん こと を 深く 欲へ り、 まことに 着る 
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こと を 得ば 裸になる ことた からん、 我等 此 幕屋に 居り 重 を 負 ふて 歎げ くな り， 之 を 衣の 如く 脫ん 

こと を 欲ます、 彼 を 衣の 如く 着ん こと を 欲 ふ、 是れ 生命に 死ぬべき 者の 呑 れんが 爲 なり (五 章 二 

— 四ハ. ca、 

是れ 確かに 死 を 怖れ 之 を 忌 嫌 ひし 者の 發 せし 言で ある、 パゥ 1- は 死の 苦痛 を經 過せ すして 神の w に 生 

れんこと を 切望した ので ある、 肉の 生命 は 之をハ おんだが (「此^^|屋に在りて歎く」 とい ふ)、 然し 靈の 

(大 より 賜 ふ屋) を 着せられ すして 肉の 體を脫 がんこと を 忌んだ、 ねか も 冬の 寒き 朝、 小； が寢衣 

/ひ-つ  しんい  P  をん う  . 

を脫 がし めら れんこと を 嫌 ふが 如くで ある、 寢衣は 之を脫 がん も脫 ぐと 同時に 溫袍の 直に 彼に 着せら 

れんこと を 欲 ふ、 其 如く バウ a も 亦 肉の 衣を脫 ぐと 同時に 靈の衣 を 着せられん こと を 欲 ふた、 彼 は 死 

の 苦しき 經 驗を經 すして 神 の！： に 生れん こと を 欲 ふた、 殆んど 無理の 要求で あると いふても 可い 程で 

ある。 

然し 彼 は 多く の 實驗 に. E て 彼の 此 要求 の充 たされざる を^った、 彼 は 彼 も 亦す ベての 人と； M  く 死の 

辛ら き 經驗を 通らざる を 得ざる 事を覺 つた、 然し 彼は斯 く知覺 して 失 しなかった、 彼 は 雷 ふた、 

我等 此事を 知る、 我等が 地に 在る 幕屋 (肉 體) もし 壞 なば 神の 賜ふ屋 (靈體 ) 天に 在り 云々 

と (五 章 一節)、 此 一節に 於て 注意して 讀 むべき は 「もし」 なる 短 かき 辭 である、 「縦し 我が むが 

如くに 成らす して、 若し 萬 一 齊通 一 般の 人の 如くに 肉體敗 壞の經 驗を經 ざるべ からすと する も、 其 場 

合に 於ても 神の 賜ふ屋 則ち 靈體は 我等の ために 備 へられて 天に 在り」 との ことであった、 斯くて バウ 

P は 死 を 忌んだ、 ，おみし が 故に 之 を 避けん とした、 而 して 彼の 在世中に 起るべき キリ ストの. 冉來に m 

て 死の 苦痛 を 免 かれんと した， 然れ ども 其の 終に 免 かる 能 はざる を 知りし や、 彼 は 墓の 彼方に. 科生復 
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活を 認めた ので ある o_ 

彼れ (祌) 靈を 質と なして 我等に 賜へ り  _ 

と 言 ふた (五節)、 則ち 神 は 今旣に 我等が 肉體に 在る 間に 聖靈の 質 (證據 金) を 我等に 賜 ひたれば、 

我等が 肉體を 去りて 後に 其の 全部 を 賜 ふ 事 は 敢て疑 ふべき にあら すと 云 ふた、 バウ の 来世 慾 は 非常 

に强 くあった、 彼 は 自己の 死後の 生命 を 確かめ 得る まで は滿 足す る を 得なかった。 

-ri*::- つき；？、 び や- つ  、ひ 

バウ n の 來世觀 が 果して 眞理 である や 否や は刖 問題と して、 性來 臆病な りし 彼が 世に 儔な き 勇者と 

たりし 其 理由の 全く 彼が キリストに 在りて 來世 存在 を 確かめ 得し 事に 存 する は 疑な き 所で ある、 バウ 

，口 は キリストに 由て 来世 存在と 其 榮光を 確かめ ら れ て 怯 ii を 去 つ て 剛毅に なった ので ある， 

是 故に 我等の 心恆に 剛毅し 

とい ふた (六 節)、 此 確信が 生じて より 彼に 恐い ものと て は 全く 無くなつ たので ある、 彼 は危險 多き 

此 世に 在て、 剛毅 勇敢の 人と なった、 彼が 好んで 幾囘 となく 用 ひし 希臘 語の parrCsia は 能く 彼の 此心 

の 狀態を 表す ものである、 「パル レ ー ジャ」 は 「侃々 して 言 ふ」 とも 譯 せられ (哥林 多 後書 三 章 十二 

節)、 「勇 氣」 とも 譯 せられ (提摩 太 前書 三 章 十三 節). r 撣 かる 所な く」 とも 譯 せらる (排 科 門 書 八 

節)、 此 世の 畿譽 褒貶に 無頓着になる の 謂で ある、 全く 自由に なること、 肩幅 を廣 くして 大路 を濶 4_ 一 

す る の 意、 自由自在に 障害 多き 此世を 無人 の 地 を 行く が 如くに 歩む の狀を 示す 詞 である、 而し て パ ゥ 

口 は キリ スト を 知る に 由て 此羡 むべ る狀 態に 人る を 得た ので ある。 

今 の 人 は宗敎 の來世 的な らんこと を 恐る， 故に 彼等 は 現世 的宗敎 を唱 へて 宗敎 をして 現世に 於て 實 

益 ある 者たら しめんと 努 むる- 勿論 希望 を來 世に のみ 絮 いで 其の 弊た る や 決して 衫 くない、 然れ ども 


宗敎を 現世 的たら しむる に 較べ て 其 害た るゃ數 ふるに 足りない、 人 は 生れながら にして 現世 的で ある、 

彼は來 世の 事 は 之 を 思 は ざらん こと を 好む、 彼に 現世 的た るを勸 むる の 必要 は 少しも 無い、 水の 低き 

に 就く が 如くに 人 は 地に 就く 者で ある、 而 して 宗敎は 人 を 地より 天に 向って 引 上ぐ るた めに 必要で あ 

る、 宗敎 にして 明白に 來世 的なら ざらん に は、 ぼに 來世を 示す 者 は 他に 何者 も 無い ので ある、 言 ふま 

でもな く 宗教の 本領 は來 世で ある、 政治、 經濟の 本領の 現世で あるが 如くに 宗敎の 本領 は來 世で ある、 

來世を 明白に 示さす、 之に 入る の途を 明白に 敎 へない 宗 敎は宗 敎と稱 する に 足らざる^ である、 佛敎 

然り、 囘々 敎然 り、 基督 敎然 りで ある、 ィ ヱ スの福 昔、 パ ゥ 口 の 福音、 ベ テ の 福音、 ョ ハ ネの 福音 

は 皆な 明かに 来世と 之 を讓受 くるの 途を 示す、 来世 を 明かに せす して 宗敎は 現世 を 救 ふこと は 出来な 

い、 宗敎は 政治 經濟と は 違 ひ 現世 を 以て 現世 を 救 はない、 宗敎は 人 を 現世の 外に 導き、 彼に 來世 獲得 

の途を 供して 間接に 而 かも 確 實に 現世 を 救 ふので ある。  - 

今の 敎會 信者の 基督 敎は名 は宗敎 であって、 實は 文明 敎 である、 曰く 敎育、 曰く 慈善， E く 倫 IT 

曰く 道德 と、 彼等 は來 世に 就て 知る こと 甚だ 少く ある、 彼等 は來 世に 就て 深く 知らん と 欲しない、 彼 

等 は 来世 を說 くも 是れ 死者 を 慰む るに 方て 止む を 得す 說 くので ある、 彼等 は 来世 を 認め 之に 入る の特 

權に與 りて 歡喜 措く 所 を 知らざる 者で はない、 彼等の 志望 は 曲 人の それと 等しく 現世の 進歩 改良に あ 

る、 今や 基督 敎 といへば 慈善 を 意味し、 家庭 を 聯想す、 彼等 は 天 國其物 を 求めす して 唯 偏へ に 地上に 

天 園 を 見ん と 欲する、 而 して 此 くの 如くに 宗敎を 誤解して 彼等 は 天 國をも 示す 能 はす 亦 彼等の 目的た 

る 地上に 天國を 見る こと も 出来ない、 世に 不器用なる 者と て 所謂 現世 的 宗敎の 如き はない。 

キリストの 復活に 由り 永生と 其榮 光に 與 かるの 途を 確かめ 得て 性來 臆病な りし バウ 0 は 剛毅 儔な き 
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者と なった、 而 して 惟り バウ 口に 止まらない、 宗 敎，； 一,1 と 云 ふ宗敎 (i にして、 信仰 を 以て * を 導き、 最 

も確實 なる 意味に 於 て 之 を 救 ひし 者 は先づ 現世より 離 晩して、 籍を來 世 に 移した 者で あ る 、 

我等の 國は 天に 在り、 

と 言 ひ 得し パゥ n が 地に 在りて 最も 剛毅き 者であった、 我國 の法然 上人の 如き も 亦 其 一人で ある、 彼 

5 ま：：： つ-さ  きん や •、  みと 

の 如き id 來 柔和の 人 も極樂 往生の 確： J;^ を 得て より 欣躍 自在の 人と 成った、 人は來 世を認 むる まで は 未 

ニゝ ん へう  やけ-. 、づ  やけつ  もろく 

だ歡 喜の 何物た る 乎 を 知らない、 此に眞 個の 歡 喜が あるので ある、 天 は 焚 毀れ 地 は焚盡 き、 諸の もの 

は鎔 されん も、 

我ら は 其 (神の) 約束に 因りて 新ら しき； 大と 新ら しき 地 を 望み 待り、 義其 中に 在り 

と 知りて 玆に 大宇宙 は 我 有と なり、 夭 上天 下 我が 自由 を妨 ぐる ものな きを 感す るに 至る ので ある (彼 

得 後書 三 章 十三 節)、 義其 中に あり、 歡喜其 中に あり、 自由 其 中に 在り、 すべての 善き もの は 其 中に 

あるので ある、 此歡 喜と 此 自由と が 無くなって 我等 は此 世に 在りて 剛毅く なること は 出来ない、 讚美 

と榮 光、 詩と 歌と は窮 りなく 此 感謝の 条 より 湧屮 I るので ある。 

神に 在りて 最も 深い 者 は 愛で ある、 人に 在りて 最も 深い 者 は 信で ある、 神 は 愛を以 て 人に 臨み 給 ひ 

人 は 信 を 以て 之に 應 へまつ る、 玆に祌 と 人との 個の 和合が 行 はる、 神の 喜び、 人の 救 ひ、 天地の 調 

和、 祌 人の 合一と は此 事で ある、 神 は 永生 を 人に 賜 はんと 欲し 給 ふ、 而 して 人 は 信仰 を 以て 之を受 く 

賜 はんと 欲する の 愛、 受けん と 欲する の 信、 …； 宗教と 云 ひ、 永生と 云 ひ、 決して 解す るに 難い 事で 

はない、 神の愛と 人の 信、 律法 も 預言 も、 福音 も 神 學も之 を 以て 盡 きて 居る ので ある、 

小さき 群よ 懼る& 勿れ、 汝 等の 父 は 喜びて C 大) 國を汝 等に 予へ給 はん 


と ある (路加 傳 十二 章 三十 二 節)、 而 して 彼 は キリス 卜 を 以て 國を 我等に 予へ給 ふたので ある、 我等 

O0OO0O0O  も0 

は 今 唯 感謝して、 父の 好意 を 信じて、 之を受 くれば 其國は 我等の 有と なる ので ある。 

羅 HIM 曰 一 章 十七 節に 

祌の義 は 之 (；i 昔) に顯 はれて 信仰より 信仰に れり 

と ある、 「！！ 仰より 信仰に K 士る」 と は 有名なる 神學者 フレデリック. C  • バウルの， 禅釋ァ i 依， 入 ば 「：^ 

W を以 て 始まり^ 仰を以 て 終る」 との ことで あると 云 ふ、 パ ゥ p の此 一一 一一 a の 最も 完全なる 解釋 であると 

思 ふ、 キリ ストの 幅 昔に 顯 はれた る 神の 義は 徹頭徹 信仰 を 以て 拜受 すべき 者で ある、 信仰に. S て義 

とせられ、 信仰に 由て 潔め られ、 信仰に 由て 永生の 恩賜に 與 かる、 罪 を解脫 する も 信仰に もる、 i^, 德 

に 進む も 信仰に 由る、 最後に 天 國の榮 光に 入る も；；；； E 仰に 由る、 信仰より 信仰に 至る、 言 仰 を 以て 始ま 

り 信仰 を 以て 終る、 研究 を 以てに あらす、 德行を 以てに あらす、 勿論 難行苦行、 修養 鍊達を 以てに あ 

らす、 單 に！^ 仰 を 以て、 ？堆 純なる 信仰 を 以て、 永生 權 得の 恩 惠に與 かる ことが 出來 るので ある、 來阯 

は 望んで 詮なき 事で はない、 永生 は 求めて 得られない 事で はない、 神の愛に 應 へまつ るに 人の 信をュ 

わ-かもの 

てして、 來*^も永生も之を我有となすことが出來るのでぁる。 

佛 W 有名の 聖者 フ *1 ネ 口 ン 曰ぐ、 

汝、 ^に對 する 時、 橋 上に 立て 足下に 流水 を眺 るの 態度に 出づ べし、 水 をして 欲 ふが 儘に 流れし， 

めよ、 然れ ども 之 をして 汝の 身心に 觸 おしむ る 勿れ、 

と、 此 の 批評と 其 嫉妬、 誹 誇と 護 害、 排擠と 凶 殺、 二十世紀の 今日と 雖も此 世 は 今猶ほ 罪の 世で あ 

や ど  J.^ ろ 

る 據土 である、 我等 之と 運命 を 共に して 之と 共に 滅びざる を 得ない、 我等 は此世 以上に £ なければ 
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ならない、 橋 上に 立て 足下に 世の 濁水の 流る るを瞰 るの 態度に 出で なければ ならない、 而し て 謗ら る 

る も、 害 はる k も， 排 けらる、 も、 縱し义 殺さる、 も、 我等の 靈 魂を瀆 されざる の 地位に 身 を 置かな 

ければ ならない、 則ち 世に 在て 世の 屬 ならざる の 態度、 世 を 助く る もせに 汚され ざるの 地位に 身 を 置 

かなければ ならない、 而 して 「撟 上」 と は 何ぞ、 天の 高き にあら す や、 神と キリストとの 在し 給 ふ 所 

其處 に我靈 魂の 居住 を 定めて 我等 は 橋 上に 立て 地上の 擾 亂に處 する ことが 出来る ので ある、 然り、 我 

等 をして 橋 上の 人たら しめよ、 天上の 人たら しめよ. 二十世紀の 今日に 在る と雖 も、 一せ 紀の。 ハウ n 

の 如く、 十二 世紀の 法然の 如く、 現世の 人に あらす して 来世 在住の 人たら しめよ。 

聽 かれざる 祈禱 

七月 六日 今 井鎔に 於て 

信者が 神に 捧 ぐる 祈 禱は 悉く 聽 かる k と 聖書の 或る 所に は 書いて ある、 約翰傳 十四 章 十三、 十四 節 

の 如き は 其 最も 著しき 者で ある、 ィ H スは其 弟子 等に 告げて 言 ひ 給 ふた、 

汝等 すべて 我 名に 託り て 求 ふ 所の こと はすべ て 之 を 行さん、 父の 榮の 子に 因りて 顯 はれん ためな 

り、 若し汝等何事にても我名に託りてまは^-我れ之を行さん 

と、 而 して 之に 類した る 聖書の 言葉 は尙ほ 他に も澤山 ある、 馬 太 傳七章 七 節より 十一 節まで、 羅馬書 

八 章 三十 二 節、 雅备書 五 章 十七、 十八 節の 如き は 聖書 を讀む 者の 誰 人 も 善く 知る 所で あ-る、 祈れば 


「何事」 にても 聽 かる i との 事で ある、 「己が 子を惜 ますして 我等す ベての ために 之 を 付せ る 者は豈 

彼に 併て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん や」 と ある、 神の 此 約束 あれば 我等 は撣ら すして 恩惠の 座に 近づ 

き、 我等が 欲する すべ ての 善 物 を 求めて 必す之 を 得る ことが 出來 るに 相違ない。 

然るに 聖書の， 他の 所に は聽 かれざる 祈禱 の-例 が 幾 個 も揭げ て ある、 使徒 ヤコ ブに從 へば H リャは 切 

に 祈りて 三年 六 ヶ月の 問、 天より 雨の 降る こと を禁 め、 又 祈りて 雨 を 降して 地の 產を 潤したり と ある、 

乍然、 聖書に は 叉 信仰に 於て H リャに 優る 所 ありし も 劣る 所な かりし モ ー セの 切なる 祈 禱は聽 かれ ざ 

しる 

りしと 記して ある、 バウ 口に も 亦 一 の聽 かれ ざり し祈禱 があった と 書いて ある、 而 して 主ィ H ス キリ 

ストの 最後の 祈禱 も亦聽 かれなかった と 明かに 示して ある.. 故に 「何事」 も聽 かる \と 書いて あるが、 

然し、 何事 も 我が 求 ふが 儘に 聽 かれざる 事 は 確で ある、 信者の 祈禱の 悉く^ かれざる 事、 信者が 神に 

捧 ぐる 祈禱の 中に 彼に 受納ら れ ない 者の ある 事 を 知る は、 我等の 信仰 を 維持す る 上に 於て 極めて 大切 

である。  . 

ひっせい わん 

先づモ ー セに 就て 語らん 乎、 モ ー セの 生涯に 彼の 畢生の 祈願と も稱 すべき ものが あった、 それ は 彼 

が 彼の 足 を 以て 約 _ ^の 地を踐 まん ことであった、 彼 は 之 を 目標に ィ ス ラ H ルの民 を 率 ひて H ジブ トを 

^で、 四十 年間 曠野に 彷徨 ひ、 負 ひ 難き の 贵任を 負 ひ、 堪え難き の忠 難に 堪えた ので ある、 彼れ 今や 

齢 百 二十歳に 達し、 此 世の 希^と て 他に 何にもなかった、 彼 は 曾て 人生の 傻 きを 歎じて 曰 ふた、 

我等が 年 を 經る日 は 七十 歳に 過ぎす、 

或 ひは壯 かにして 八十 歳に 至らん、 

され ど 其 誇る 听は 勤勞と 悲痛との み、 
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その 去り ゆく こと 速に して 我等 も 亦 飛..^、 る、 

と (詩篇 九十 篇十 節)、 而 して 彼れ 八，' や 勤勞と 悲痛との 生酒の 終りに 方て 彼に 唯一 の 祈願が あつたの 

である、 而 して 此 祈願た る 決して 無现 なる 祈願でなかった、 义惡ぃ 祈願でなかった、 彼 は 彼の HI 十 年 

間の 永い 勤勞に 報いられん ために 神より 何の 報 賞に 與 からなかった、 柔和なる 彼 は 又 何の 報 賞 を も 

求めなかった、 彼 は 唯 死ぬ る 前に、 足自 から ヨルダンの 流水 を 渡り、 目自 から 力 ナンの 土地 を 見ん こ 

と を 欲 ふた、 彼の 一生の 祈願と は 唯 I； 化れ 火け であった、 老 ひたる 忠僕の 祈願と して 拒む に餘 地な きも 

のであった、 彼 は 神に 祈りて 言 ふた、 

主 エホバよ、 汝は 汝の大 なる 事と 汝の强 き 手 を 僕に 一： 小す こと を 始め 給へ り、 天 にても 地 にても 化 

れの神 か 能く 汝の 如き 事業 を爲 し、 汝の 如き 能力 を 有ん や、 願く は 我 をして 涉り往 かしめ よ、 ョ 

ル ダンの 彼方なる 美 地 美 山 及び レバ ノ ンを 見る こと を 得させ 給へ 

- 、わよ く 

と (申命記 三 章 二十 四、 二十 五節)、 何ん と謙遞 なる 柯んと 寡欲なる 祈禱 ではない 乎、 其 子が パ ンを 

求めん に 石 を， r へす、 魚 を 求めん に 蛇を予 へざる： 人に 在す 彼の 父 は 此ぽ禱 に 聽き給 はざる の理 あらん 

や、 然るに H ホ バはモ I セの此 祈 禱に對 して 何ん と 答へ 給 ひし 乎、 M ホ バはモ ー セに 答へ て 一一 一一 c ひ 給 ふ 

た、 

旣に足 わり、 重ねて 此事を 我に 一一 一一 E ふ 勿れ、 汝、 ピスガ の に 登り 目 を 擧げて 東西南北 を 望み 汝の 

目 を もて 其 地を觀 よ、 汝はョ ル ダン を濟る こと を 得 ざれば なり 

と (同 二十 六、 二十 七 節)、 其 子の 切なる 祈願に 對 して 何ん と簡 短に して 情ない 答で はない 乎、 玆に 

ひっせい 

モ ー セの 畢生の 祈願 は 斷然担 絶され たので ある、 


汝はョ ルグン を濟る こと を 得 ざれば なり 

と、 H ホバは 曾て 己れ の 如何なる 者なる 乎をモ ー セに 示して 一一 H ひ 給 ふた、 

エホバ、 M ホバは 憐憫 あり、 恩惠 あり、 怒る こと 遇く、 恩 惠と眞 實の大 なる 祌云々 

と (出 埃 及 記 三十 ml 章 六 節)、 然るに モ ー セの 祈願に 對 する H ホバの 仕 打 は 決して 憐憫 あり， 恩惠ぁ 

る ものであると 云 ふ 事 は 出来ない、 モ —セが H ホバ に對 して だ忠實 なりし に對 して H ホバ は 甚だ 冷 

酷で あり 無慈悲で あつたと 云 はざる を 得ない、 モ 1 セの； * 禱は 情なく も 担 絶され たので ある。 

神は舊 約の 忠僕なる 一一」 ー セの 祈禱を 斥け 給 ふた、 彼 は 亦 新約の 忠僕なる バウ 口 の 祈 禱をも  一 if: け 給 ふ 

た、 。ハウ 口 にも 亦 一 つの 切なる 祈願が あった、 彼 は 一 つの 刺の 彼の 肉體 より 除かれん こと を 祈 求 ふた、 

彼 は單に 彼の 肉體の 苦痛と しての み 之 を 感じた のでない と 思 ふ、 彼が 傳 道に 從 事す るに 方て 彼 は大な 

る 妨害と して 之 を 感じた ので あら ふ、 彼 は幾囘 となく 之が ために 敵の 侮辱 を 受けた であら ふ、 彼の 福 

1 音 は幾囘 となく 之れ がた めに 人に 嘲 けられた であら ふ、 彼 は 自分の 健康の ためば かりで はない、 幅 音 

. のために、 神の 榮ぇ のために、 此 痛き 刺の 彼の 身より 除かれん こと を 祈った、 

我れ 是れ がた めに 三次 主に 之 を 我より 離ん こと を 求めたり 

と ある (コ リント 後書 十二 章 八 節)、 「三次」 と ある は 多分 一度 を 三度 繰返した 三次で は あるまい、 

數次、 置 次と 云 ふこと であら ふ、 バウ 口 は 幾 囘か此 事に 就て 主 キリストに 祈った ので あら ふ、 然るに 

主の 此 忠僕の 祈 求に 對 する 答 は佝ん であった 乎、 是れ亦 H ホバ のモ ー セの祈 求に 對 して 發 せられし 言 

棄 に似て 簡短 であって 無情く あった、 

我が 恩 惠汝に 足れり、  . 
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と 云 ふに あった (同 九 節)、 汝の 痛き 刺 は 除かる に 及ばす、 我が 恩 惠は之 を 補 ひ 得て 足れり と 一 •， 一 ふこ 

とであった、 バウ a の 切なる 祈 求 も亦モ ー セの それと 等しく 聽 かれなかった、 新舊兩 約の 信仰の 代表 

者 は 其 厚き 信仰 を以 てす る も 其祈禱 の 應驗を 見 る こ と が 出來 なか つたので ある。 

而 して 神の 忠僕ば かりで ない、 彼の 愛子 も 亦 其 最後の 祈 求を受 終れら れ なかった ので ある、 神の 子 

ィ ェ ス キリスト にも 亦聽 かれざる 祈禱 があった、 

みこ ゝろ  かな 

ィ H ス 少し 進み 行きて 地に 俯し 祈り 言 ひける は、 若し (聖 意に) 適 は 5.. 此時を 去らし め 給へ、 ま 

た 言 ひける は、 アバ 父よ、 雨に 於て は 凡の 事 能 はざる なし、 此 杯 を 我より 取りた まへ と (馬 可 

傅 十四 章 三十 五、 三十 六 節)、 

然 かも 血の 滴る が 如くに 汗 を 流して 祈り 給 ひし ィ H スの此 切なる 祈禱 も亦聖 父の 聽納る 所と ならな か 

つた、 彼 は 彼の 敵の 手に 附 されて 其磔 殺す る 所と なった、 ィ H スの 祈禱は 無益であった、 神 は 其 眼 を 

閉ぢ、 其 耳 を 蓋 ふて 其 愛子の 祈， 求 を 斥け 給 ふた。 

イエ スは 「若し 汝等 何事 にても 我 名に 託り て 求 は 5- 我れ 之 を 行さん」 と 宣べ給 ひしに 對 して、 兹に 

聽 かれざる 祈禱の 著しき 例が 三つ あるので ある、 モ ー セの祈 禱が聽 かれす、 バウ a も聽 かれす、 イエ 

ス 御自身 も亦聽 かれなかった ので ある、 依て 知る 祈 禱の聽 かれな いのも 亦 決して 惡ぃ 事で ない 事 を、 

^偶 あり 恩惠 ある 祌は 時には 其 忠僕 愛子の 祈禱を 斥け 袷 ふこと を、 卽ち. g る、 祈 禱を聽 かる &事、 必 

しも 恩惠 にあらざる こと を. 祈 求 を 斥けら る、 こと， 決して 詛 はれし ことに あらざる 事 を。 

然り、 祈 禱の聽 かれない 事が その 露に 聽 かれた る 事で ある、 神が 人に 下し 給 ふ 最大の 恩賜 は 神御自 

かぎり な 5 いのち  つ.、 り 3 し つ： ら a しもの  5 

身で ある. 彼 を識る 事が 永 生で ある、 造 主 は 被 造 物よりも 貴く ある、 宇宙と 其- にある 萬 物 を瘦る 


とも 若し 祌を我 有と する ことが 出来ないならば 我等 は眞に 貧しき 者で ある、 而 して 祌 j よ ぽこ 此暖大 の 

恩賜 を 其 子に 予 へんと なし 給 ひつ \ あるので ある、 而し て 此 恩賜 は 苦痛と 共 に予 へられつ、 あるので 

ある、 而 して 信者の 最大の 苦痛 は聽 かれざる 祈禱 である、 而 して 能く 比 苦痛に 嚷ぇ 得る 者に； W は御自 

に * 一ら の  1 * や、.,  よ" 

身なる 彼の 最大の 恩賜 を 下し 給 ふので ある、 モ I セは其 畢生の 祈 求なる 力 ナン に 入る こと を聽 されす 

して、 一時 は 非常に 失望した であら ふが、 然し 終に は 彼の 信仰の 眼 を 開かれ、 生涯の 終りに 方て 最も 

明白に 憐撊 あり 恩惠 ある M ホバ を認 むる を 得て、 感謝に 溢れて ネボの 山上に 永き 眠に 就いた ので ある、 

バウ 口と 雖も 同じで ある、 彼 は 彼の 祈 求 を 斥けられし 時に 言 ふた、 

- -  みづ. f.i  ち. K ら やど 

我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん、 是れ キリストの 能 我に 寓 らん ためなり、 之に 因りて 我れ キ 

よ わ ，一 にづゲ しめ t.- もし.？ せ も  なやみ 

リストの ために 懦弱と 凌辱と 空乏と 迫害と 忠 難に 遭 ふを樂 しみと せり、 そ は 我れ 弱き 時に 强 けれ 

ば 也 

と (コ リント 後書 十二 章 九、 十 節)、 モ ー セも バウ 口 も、 然り、 グ ビデ も エレ ミヤ も， パブ テス マの 

ョ ハ ネもョ ハネの 兄弟 ヤコ ブも、 然りィ H ス 御自身 も、 聽 かれし 祈禱に 由て にあら す、 聽 かれ ざり し 

祈禱に 由て 神に 近づき 神に 關 する 最も 深き 事 を 知る ことが 出來 たので ある、 神に 捧げし 祈 禱 が II かれ 

たれば とて 欣ぶ 信者 は淺ぃ 信者で ある、 深い 信者 は 返て 祈 禱の聽 かれない こと を欣 ぶので ある、 神 は 

一 たび 其 額 を _m し 給 ひて 再びより 美 はしき 其 聖額を 我等に 向け 給 ふので ある、 愛なる 祌は 時々 其 愛子 

を 欺き 給 ふので ある、 而 して 彼等の 終に 欺かれざる を 見て取て ；史ら に 犬なる 愛 を 彼等 の 上に 注ぎ 給 ふ 

ので ある。  - 

神の愛の 此 秘訣 を 知て 我等 は 我等に 聽 かれざる 祈 求の 常に 存 する を 知て 感謝す るので ある、 充 たさ 
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然れ ども 我が 眼 は 神に 向 ひて 淚を 注ぐ、 

と (約 百 記 十六 章 二十 節)、 神に 棄 てられし 觀念は 我が 切々 の 祈禱の かれざる 時に 起る ので ある、 

我 父よ、 爾、 何故に 我を棄 たま ふ 乎 

との 十字架 上の ィ H ス の 叫び は斯る 場合に 信者の 脣に 上る ものである。 

然しながら 

夜 は よもすがら 泣き 悲 むと 雖も、 

あ. Li: 

朝に は 喜び 歌 はん、 

であった (詩篇 三十 篇 五節)、 余の 懐疑の 夜 も 亦 短く あった、 朝 は 直に 来て 余は淚 ながらに 喜び 歌 ふ 

ねがつ  わケっ  むすめ 

た、 神 は 余の 祈 求 を 斥け 給 ふて 余と 余の 愛する 者 を 惠み給 ふたことが 判明た、 死せ し 余の 女 は 復活し 

た、 彼女の 生存 は 前よりも 更ら に確實 なる ものと なった、 天 國の門 は 余の ために 開かれた、 彼女の 形 

ち  い-た  す 1 すめ 

體が 見え なくな つて、 余 は 彼女の 靈を 余の 靈に懷 くやう になった、 今や 彼女 は 永久に 余の 女で ある、 

何人も 彼女 を 余より 奪 去る こと は 出来ない、 余 は 彼女 を 失 はんこと を 恐れた、 而 して 彼女 を 失って 永 

久に 且つ 確實に 彼女 を 余の， 女と なすこと が 來た、 神 は 余の 祈禱を 斥けて 更らに 深き 意味に 於て 余の 

祈 求 を 取上げ 給 ふた、 余 は 今 は 神が 此 事に 關し 余の 祈 禱を聽 き 給 は ざり しこと を 感謝す る、 余の 女の 

死 を 以て 余に 臨みし 神の 刑罰な りと 言 ふ 者 は 基督 信徒の 此歡喜 を 知らない 者で ある、 而 して 斯 かる 憐 

むべき 者の 不信者 社會に 於ての み ならす、 所謂 信者 社會 の 中に 數多ぁ る こと を 知て 余 は 彼等の ために 

歎かざる を 得ない ので ある。 

此 ほか 余に 猶ほ聽 かれざる 祈 禱が存 つて 居る、 然し 余 は 今や その 聽 かれん こと を 以て 神に 迫らない、 


余 は その 彼が 余 を 御自身に 引附 けんとて 設け 給 ひし 恩惠の 手段で ある こと を 知る、 故に 聖 父の 此 「愛 

の 詐術」 に 欺む かれす して、 之に 由て より 犬なる 恩 惠に與 らんと する、 余に 聽 かれざる 祈禱の ある は 

神が 特に 余 を 愛し 給 ふ 最も 確かなる 證據 である、 福 ひなる 者と は 神に 悉く 其 祈 禱を聽 かれた る^で は 

ない、 其 最も, 求 ふ 所の こと を聽 かれない 者で ある、 モ ー ゼは斯 かる 者であった、 H レミ ャも斯 かる 

者であった、 。ハウ ロも斯 かる 者であった、 ィ H ス 御自身が 斯 かる 者で あり 給 ふた。 

然 らば 我れ 何 を か 恐れん、 我が 祈禱 の. 聽 かれざる がた めに 祌を 恨ます、 又 彼の 恩 惠を疑 はない、 曾 

て英 國の贵 婦人 某 一年の 間に 相次いで 五 人の子 女 を 失 ひ、 苦 鬪惡戰 の 後、 終に 懊 疑の 惡 魔に 打 勝ち、 

凱旋の 聲を擧 げて言 ふた、 

神 はや はり 愛な り 

と、 我等 も 亦 彼女に 做 ひ、 我等の 祈禱 の！ i かれざる たび 毎に 愈々 深く 祌の 愛なる こと を識 るべき であ 

る 0 
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ル— テル 傳 講話 

第一 囘 舊敎國 と 新敎國 

明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 九月 二十 五日 夜 柏木 ル ー テル 館に 於て 

今晚ょりル ーテル^^に就てぉ話し致さぅと思ひます、 而 して 今晩は 先づ舊 敎新敎 の^に 就て お話し 

致さう と 思 ひます。 

基 餐敎國 ならぬ 日本に 於き まして は舊敎 新敎に 就て 多くの 問 違った る 思考が 行 はれて 115 ます、 會て 

或る 知名の 文學 士が此 事に 就て 述べた ことがあり ますが、 彼の 言に 依り ますれば、 舊敎新 敎とは 基督 

敎か ニ大敎 派であって、 奮 敎とは 聖書の 中の 舊約 聖， 書を經 典と して 奉す る 者で あり、 新教と は 其 中の 

新約聖書 に 依て 立つ 者で あるとの 事で ありました、 若し 此文學 士が此 事 を 巴理か 倫敦に 於て 述べ まし 

たなら ば、 彼 は 再び 文壇に 立つ こと を 許され まいと 思 ひます、 然し 日本で は斯 かる 事 を i 口へ ましても 

彼 は^に 無智 無 學の畿 を 受けない のであります、 基督 敎の 事に 關 して は 日本人の 智識 はま だ 至て 淺ぃ 

と 言 はざる を 得ません。 

言 ふまで もな く 舊敎と は羅馬 天主 敎の こと をい ふので あります、 而 して 新 敎とは 所謂 ブ B テス タン 

ト敎 のこと をい ふので あります、 而 して 其の 他に 露國に 於て 行 はる & 所謂 希臘敎 がありまして、 其 創 
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設の 時代より 一 百 ひま すれば、 是 れ叉舊 敎と稱 すべき 者であります が、 然し、 普通 舊敎と 云 ひま すれば 

所謂 「西方 敎會」 卽ち羅 馬 天主 敎會の 奉す る 基督 敎を 指して 云 ふので あります。 而 して 之に 反對 して 

立った 者が プロテスタント 敎卽 ち新敎 であります、 前に 在った が 故に 之 を 舊敎と 云 ひ、 後に 起った が 

故に 之れ を 新 敎と云 ふので あります、 舊敎、 新敎の 名稱は 基督 敎國に 於て 有る 者ではありません、 誰 

が 始めた 譯語 であるか 判听 りません が、 然し 日本に 在て は 今や 一 般に用 ひらる k 名稱 となった ので あ 

ります。 

扨、 舊敎と は 3： を 主として 立つ 宗敎 である 乎、 而 して 新 敎とは 之に 對 して 如何なる 事 を 主張す る宗 

敎 である 乎、 其 事 は 至て 難い 問題であります から、 後日に お 話 致す こと k 致しまして、 今日は 誰に も 

克く 判明る 地理 學 上の 舊敎國 並びに 新 敎國の 區 別 並に 狀 態に 就て 申 上げ やうと おも ひます。 

諸君の 克く 知らる」 通り 世界 は 之 を 基督 敎國と 非 基督 敎國 との 一 llEil に 分つ ことが 出来ます、 而 して 

日本と 土 耳 古と を 除く の 外 は 文明 國と稱 する 國 はすべ て 悉く 基督 敎國 に屬 する のであります、 土. 耳 古 

を 除いた る歐洲 大陸、 南北 兩米 大陸、 並びに 潦斯太 利 大陸 は 悉く 基督 敎國 に屬 する のであります、 

故 に 文明 i 界； 1 疋れ 基督 敎國と 云 ふ も敢 て 過言で な い の で あります、 基督 敎國 勿論 キリストの 福 昔 の 完 

全に 行 はる、 所ではありません、 然しながら、 何れに しろ 此罪惡 の 世界に 在て 比铰 的に 善良なる 其最 

大部分 は是れ 基督 敎國 であるので あります。 

而 して 基督 敎國も 亦 之 を 明白に 二分す る ことが 出來 るので あります、 其 一部分が 舊 敎國、 其 他の 一 

部分が 新敎國 であります、 之 を 二者の 地位より 云 ひま すれば、 舊敎國 は 南方に 位し、 新 敎國は 北方に 

在ります、 ^太 利、 填 地 利、 佛蘭 西、 白-耳 義、 西班牙、 葡萄牙， 是等は 舊敎國 であります、 獨逸、 和 


蘭、 丁瑪、 那威、 瑞典、 英吉利、 是等は 新敎國 であります、 而 して 歐躲巴 以外に 於き まして は、 加奈 

太、 北米 合衆國 並に 濠洲 諸 邦 は英國 人の 支配 を 受け、 叉 は 始めに 英 5^ 族に 由て 植 おされし 者で ありま 

すから 新敎國 であります、 墨 其 西哥、 中央 亞米利 加 並に 南米 諸 邦 は 西班牙 人並に 葡萄牙 人の 核：^ を以 

て 始まりし 者であります から 舊敎國 であります、 其 他に 露國 並に バ ルカ ン 半島 諸 邦の 希 隨敎を 奉す る 

者が あります が、 然し、 是 れはル ー テル 傅を講 する に 方て は 直接の 關 係の 有る 國 でありません から 玆 

に は 述べません、 叉 今や 阿弗利加 大陸の 南部が 有力なる 新敎國 として 勃與 しつ K ある こと を 我等 は 忘 

れて はなり ません。 

今、 單に數の上ょり言ひますれば世界に於ける基督信者の數は^：^^餘でぁり、 北 ハ屮、 ニ傥が 舊敎徒 

であり、 一億 二 干 萬が 新教徒で あるとの ことで ありま： V -、 單に此 世の 勢力と して 見ましても、 舊新兩 

敎國は 絶大の 勢力であります。 

地理 學上、 斯 くも 明白に 151! 分され たる 舊新兩 敎國は 其 目下の 狀 態に 於ても 又 明. E に 之を兩 分す る こ 

とが 出来ます、 舊 敎國必 しも 惡 しき 國 にあら す、 新 敎國必 しも 善き 國に あらす であり ますれ ども、 然 

し 一 一 者の 間に 明白なる 差^の ある こと は 何人も 認 むる 所であります、 其 面積と 人口と に 於て 略々 相似 

たる 和 蘭と 自耳義 と を 較べ て 見まして、 一 一 者の 間に 其 文明の 性質に 於て 現然 たる 相 遠の ある ことが 牧 

1^ ります、 殊に 國相 遠..， り、 1^-相異なりたる西班牙、 蘇 蘭 土の 如き 例 を 取て 見 ますれば、 蔡新 國の 

民が 其の 過去 現在に 於て 如何に 經歷を 異にして 居る か 最も 明白に 解ります、 西班牙 は 過去 四百 年 問 

に涉り 舊敎の 最も 忠實 なる 戰士 でありました、 之に 反して 蘇 蘭 土 は 新教の 生みし 子と 稱 しても 可い 程 

であります、 而 して 二 者 今昔 の狀 態を铰 ベ て 見 まし て 其 問 に 霄壞 も啻 ならざる 差異の ある こと を 見る 
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の であります。 

し. U がつ 

STKn 年 前の 西班牙 は 世界の 最大 强國 でありました、 其 領土 は 文明 世界の 半ば を 占め、 循て其 國威は 

そのと き 

全歐 洲を壓 し. 今日の 英國と 雖も當 時の 西班牙に 及ばざる こと 遙 かに 遠し と 謂 はざる を 得ません、 而 

して 單に其 兵力と 權 力と を 以ての みならす、 其 美術と 文 學とを 以て 當 時の 西班牙 は 世界の 敎導 者で あ 

りました、 美術家と して はヴ H ラス ケ ー ス (A^elasqnez) あり、 ムリ 口 ー (Murillo) あり、 文學 者と 

し て は 有名なる 「ドン キホ ー テ」 の 著者 セ ル バ ンテ ー ス (cel.vilntes) あり、 口 ー ぺニァ •  • ヴェ， I ガ 

(Ifepe  de  Vega) あり、 カル.. テ & ン (caklerolo ありて 一 時 は 全世界に 轟いた 者であります、 今で 

こそ 西班牙 人と 云へば 人 は 殆んど 之 を 顧みません が、 然し 今より 三百 年 前に 於き まして は 西班牙 人 は 

世界の 恐怖と 尊敬と を惹 いた 者であります、 其 精力に 於て、 才能に 於て、 殊に 宗敎的 熱心に 於て 世界 

に 第 一 位 を 占めし 此國 民が 僅か 一 一三 百年の 間に 殆んど 見る 影 もな きまでに 衰退した の を 見まして 是に 

は 何 か 深い 原因がなくて はならない こと を 我等 は 思 はざる を 得ない のであります。 

西班牙に 較べて 蘇 蘭 土 を 見て 御覽 なさい、 四百 年 前の 蘇 蘭 土 は 未開 國で ありました、 其 富と 文明の 

程度に 於て 蘇 蘭 土 は 西班牙に 比較ぶべく もありませんでした、 然るに 今日に 於け る此 北方の 不毛の 國 

と 其 民との 狀態は 如何であります 乎、 其 耕地と 云へ は 僅に 七 千 五 百方 哩に 過ぎす、 其 人口と 云へば 僅 

かに 五 百 萬に 足らす して、 此國と 民と は 「世界の 敎師」 の 地位に 立つ のであります、 單に 此國が 近世に 

於て 產 せし 世界的 人物 を算 へて 見ましても、 其 如何に 偉大なる 國柄 である 乎が 解ります、 過去 二百 年 

間に 於て 哲學 者と して はヒュ ー ムを產 じ、 詩人と して はバ ー ンスを 生み、 經濟學 者と して は アダム • 

ス ミス を 供し、 探險 家と して は リビングストン を 出し、 思想家と して は 力 ー ライル を產 じ、 科學 者と 


して はゥ イリヤ ム . トムソン を 生み、 其 他 思想界に、 科學界 に、 宗敎界 に、 蘇 蘭 土が 產 せし 世界的 人 

物は實 に 夥多い 者であります。 

西班牙と 蘇 蘭 土と を 較べ て斯の 通りであります、 伊太利と 獨 逸と を 較べ て 叉 其 通りであります、 佛 

蘭 西と 英吉利と が 其 通りであります、 墨 其 西哥と 合衆國 とが 其 通りであります、 南米 諸 邦と ("な 洲諸邦 

とが 叉 其 通りであります、 新 敎國は 進歩 を 代表し、 自. m を 代表し、 振興 を 代表し ます、 之に して 舊 

敎國は退步にぁらざれば^！！滯を代表し、 壓制 にあら ざれば 拘束 を 代表し、 不振に あら ざれば 沈 靜を代 

表します、 基督 敎國を 一 一分して 舊新兩 敎國の 相違 は實に 判然たる 者であります。 

W にが 斯く あらしめ たので ありませ う 乎、 人種で ありませ う 乎、 氣候 であり ませう 乎、 歷 史家 バッ 

クルの 如き は歷史 はすべ て 氣象學 的に 解釋 する ことが 來 ると 言 ひます、 然し 其 原因の 人 稱ゃ氣 候に 

於て 無い こ と は 歷史の 研究に 由て 克く 解る と 思 ひます、 私 は 其 原因 は 民の 宗教に 於 て ある と W おひ. *i つ 

而 して 宗敎と 云 ひて 儀式 や 宗義を 謂 ふので はありません、 共 人生 觀を謂 ふので あります、 人 化に 對し 

て 民が 如何 な る 思考 を懊く 乎、 是れに 由て 其 運命が 定ま る の で あ ります。 

而 して 基. 督敎國 に此ー 一大 差^ を あらしめ し 其 最大 勢力 は マルチン • ル ，テル 其 人であった ので あり 

ます、 若し 人類の 歷史は 偉人の 傳記 であると 云 ひますならば、 基督 敎國 過去 M 百年 間の 歷史は 實にル 

1 テルの 傳 記であります、 ル ー テル を 離れて せ界 近世 史を 論す る こと は出來 ません、 ル ー テルの 事業 

は經 となり 緯 となりて 人類の 歷史の 中に 織 込まれて あります、 新 敎はル ー テル を 以て 始まった^ であ 

ります、 彼の 靈 魂の 中に 始まった 者であります、 ル ー テルの 靈 魂の 中に 大變 化の 起り し- 叮に、 人類の 

歷 6- に 新紀元が 開かれた のであります、 歷 史上の 大事 件と は 他の 事ではありません、 一人の 人が 光明 
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を 認めた 事であります、 其 時に 大國家 は 起り、 大 思想 は 胚 まれ、 大事 業 は 始まった のであります、 我 

等はル ー テル 傳を 研究して 我等 各自の 偉大なる こと を 悟る のであります。 

而 して 叉 ル ー テル 傅の 研究 は 今日の 日本に 何の 關係 もない ことではありません、 我國 維新の^ 國の 

元々， 2： より 始まりし 者に あらす して 外より 促されて 成りし 者で ある こと を 知る 者 は、 其 遠き 原 E を歐 

洲 の宗敎 改革に 於て 發 見せざる を 得ません、 若し 改革の 結 として 和 蘭が 起ら す、 又改， 革の 餘波 とし 

て 北 亞米利 加に 大 共和 國が 起ら ざり しなら ば 如何で ありました らふ、 若し 西より 希び 1- 峰、 印度 を經て 

和 蘭が 来らす、 東より カリ ホル 一一 ャを經 て 亜米利加が 訪 ひませんでしたならば、 日本 國は 2^ して 獨り 

自ら 立て 其 門 を 開いて 世界の 人を迎 へたで ありませ う 乎、 縱し叉 日本 固 は 獨り自 から 其國を 開いた と 

して 其 自由 思想と 進歩 科學 とを歐 米の 自由 國に負 ふ 所な くして 獨自 から 翻む る 事が 出来ました らふ 乎 

若し tn 本 國は英 國に負 ふ 所が あり、 米 國に負 ふ 所が あり、 和 蘭に 負 ふ 所が あり、 獨 逸に 負 ふ听が あり 

と 言 ひますならば (而 して 日本 國は是 等の 新 敎國に 負 ふ 所な しと は 如何しても 首へ ません)、 n 本國 

一  000O0O00O000OCOO 

はル ー テルに 負 ふ 所な しと は 如何しても 雷 ふこと は 出来ません、 世界の 偉人たり しル ー テル は獨 逸人 

OO0OOOO0OO  00000000000  i  y  ？  2  IIAG  -'  二  J  r> 

の 有の みでありません、 又 日本人の 有であります、 ル ー テル は 今日 旣に曰 外人と 淺 力らぬ 關係を 千つ 

者であります、 而 して ケ 口 以後、 日本人が せ界の 文明 を 消化 すれば する 程、 彼と 我等との 關係は  一 

深くなる のであります。 

然し 日本人 全 體の事 は 令 は 措て 問 はざる 事と 致しまして、 我等 日本の 基督 信者と ル ー テルと，； 關係 

は實に 深い 者であります、 我等の 信ぜし 基督 敎は 主として プ II テス タント 敎 でありまして、 是はル ，1 

テル を 以て 始まった 者であります、 勿論 所謂 新敎は 悉く ル ー テル 敎で はありません、 英米の 基督 敎は 


ル ー テルよりも 寧ろ カル ビンに 近い 者であります、 殊に 英！； 監督 敎會 (所 公會) の 如き は 自身 ル 

1 テルに は 何の 關係も 無き 者で あると 稱 して、 却て 彼に 反對 します、 然しながら 新 敎の發 起 者の ル ー 

チル でありし こと は M 人と 雖も 否む こと は屮 I 來 ません、 ル ー テルの 缺點を 摘 指して、 彼より 新敎^ 彻 

の 名 譽を寒 はんと 欲する 者は眞 现に對 して 甚だ 不忠なる 者であります。 

殊に 私自身に 取りまして は、 ル ー テル は 深い 盧 接の 關 係の ある 者であります、 私に 取りまして はル 

1 テル は歷 史的 人物ではありません、 個人的 友人であります、 主ィ H ス キリスト を 除て、 私の 心に 最 

も 近い 者 は 使徒 パ ゥ n とまぬ ァゥガ ス チ ンとル ー テルと であります、 是 等の 三人が 無くして 私 は 人，' 日 あ 

る を 得ませんでした、 私の 靈の 生涯 は 彼等に 傚って 始 つた 者であります、 殊に 三人の 中で ル ー テル は 

時代 的に 最も 近い 者であります が 故に、 私 は 彼に 對し 特^の 親密 を感 する のであります、 

凝 人 は 信仰に 由て 生くべし となり、 福 昔に 巾り て 神の 前に 立て 我等に 有效 なる 義は 示されたり、 

卽ち祌 は 恩 ま ^ と單 純の 慈悲より して、 信仰に 託り て 我等 を義 とし 給 ふとな り、 

ル ー テルより 斯 かる 言 を 聞いて 私も亦 罪の 重荷 を脫 し俾ら すして 恩 心の 座に 近づく ことが 出來 たので 

あります、 勿論 神學 上の 琪 細の 點に 於て は 私はル ー テルに 服從 する こと は出來 ません、 然しながら： 幅 

音の H; 髓に 就て は 私 は 全然 之 を 彼より 學 ばざる を 得ません * クリス チヤ ン としての 私はル ー テ ル の 友 

であり、 其 弟子で あり、 叉 其 兄； であります、 私 は 心の奥底に 於て 彼と 责驗を 共に する おであります. 

故に^に 取りまして は、 ル." テルに 就て；？ 一 i る は 多く は 私自身に 就て 語る ことであります、 彼と 私との 

il に 大小の 〈. ^はあります、 乍然、 生命の，：： 水をィ H ス キリストの 十字架に 於て 求む る 要點に 於き まして 

は 彼と 私と は 全然 一 致します、 私も亦 一 一 トゅ紀 の 今 H、 東洋の 日本に 於て 小なる ル ー テルた らんと 欲 
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ュ， る 者であります。 

第二 囘 ル —テ ル 以前の 改革者 

叨治 四十 三年 二 九 一 〇 年.) 十  一 = ^二  U.: 仅 柏木，) I テル $S に 於て 

ル ー テ ル の 時に 於き ましても 今の 時に 於き ますが 如く 敎會と 云 ふ 厄介物が ありました、 如何にして 

敎會を 改革 せん 乎と は、 彼の 時に 於き ましても、 今の 時に 於き ますが 如く、 志士の 心と 識者の 腦を惱 

せる 大 問題で ありました、 世に 腐れ 易き 者に して 敎會の 如きはありません、 之れ は 生魚の 如き 者で あ 

りまして、 其 新鮮なる は 只の 束 間であります、 敎會は 成れば 直ぐ 腐る 者であります、 敎會が 在て 其 腐 

ら ない 時 は 未だ 曾て 無い のであります、 基督 敎會の 起ら ざり し 前、 ユダヤ人の 敎會 は旣に 腐敗 を 極め 

； たのであります、 祌は豫 言 者 を W て其當 時の 敎會 信者 を 責めて 曰 ひ 給 ひました、 

...  よし 

汝、 盗人 を 見れば 之 を 可とし 

姦淫 を 行 ふ 者の 伴侶と なれり 

と (詩篇 五十 篇 十八 節)、 而 して 基督 敎會の 現 はる i や 否や、 アナ-一 ャ、 サッ ビラの 如き 偽善 男女 は 

直に 其 中に 起り (行 傅 五 章)、 監督 制度の 設けら る k や 否や、 酒を嗜 み、 人を擊 ち、 財 を 貪る 監督と 

. 執事と が 其 中に 現 はる、 に 至りました (テ モ テ 前書 三 章)、 今の 信者 は 初代の 敎會と 云 ひま すれば iiJ 

に 愛 心に 充ち、 正義 溢る &所 でありし 乎の やうに 思 ひます るが、 然し 事實は 正反對 でありました、 近 

頃 歷史の 研究に 由て、 初代の 敎會の 相 も變ら ざる 腐敗の m であった 事が 明瞭に 成って 來 たので ありま 


す. アム ブ nl ス とか、 クレメント とか、 ク リソス トムと か 云 ふ 所謂 敎會の 祖父が 敎に職 在りし 頃 

に 基督 敎會は 業に 已に 非常に 腐敗して 居りました、 其 中に 賄賂 盛に 行 はれました、 敎職は 公け に賫買 

されました. 敎會の 勢力 は 俗人の 手に 歸 しまして クリソ ス トム の 如き 名 上で すら 一 一度まで 其 敎職を 奪 

はれ、 終に 追放の 身と なりて 流人の 死 を 遂げました、 敎會は 最初 其 草創の 時より 義人 を 殺す 者で あり 

ます、 其れが 基督 敎會と 成り たれば とて 其 本来の 性を變 へませんでした- 使徒の 時 旣に然 り、 使徒の 

繼承 者たり し敎 父の 時 旣に甚 しく 然り、 ル ー テルの 時に 至りて 更らに 甚だしく 然り、 而 して 今の 時に 

至りて 尙ほ然 りであります、 曾て 英國々 敎會の 監督 ゥヱ ス トコ ットが 曰 ふたことが あります、 

基督 敎會 はコ ン スタン チン 帝の 時に (紀元 三  一二 年) 一 たび I と 結びて より 以來 今：！： に 至る も尙 

ほ 来 だ 之と 絶つ 能 はす 

と、 まことに 敎.^ は 世を改 むる ための 者で あると 稱れ ますが 實は 世に 改められる ための 者で ある やう 

に 思 はれます、 敎會は 人を改 むる ので はなく して、 人 は 敎會を 改めん とし、 其^む 處 となり、 時には 

其 殺す 所と なりて、 自己の 救 齊を完 うする ので あると H 心 ひます、 一言 を更へ て 云 ひま すれば、 敎會は 救 

OOOO00OOOOOO0O0OOOCO  i 

濟 の機關 ではなく して 迫害の 機關 であります、 縦し 人 を 救 ふと 致しましても、 救 はんと 欲して 救 ふの 

ではありません、 殺さん と 欲して 救 ふので あります、 人の，. 怒 は 神の 義を行 ひません が、 然し、 多くの 

場合に 於て は祌は 人の 怒 を 以て 己が 義を行 ひ 給 ひます、 祌は 敎會の 存在 を 許し 給 ひて、 之 を 以て 己が 

，、るし み 

愛子の 信仰 を 磨き、 苦難の 中に 彼等 を： 大の榮 光に 導き 給 ひます、 敎# の 用 は 全く 玆に 在る ので あると 

忽 ひます。 

ル ー テルの 時代に 於け る 敎會の 腐敗と 云 ふ もの は實に 一一 一 1 口語 同斷 でありました、 其 15 地上に 於け るキ 
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リ ストの 名代と して 羅 馬の 法 位に 坐りし 者 は 多く は 敗德亂 倫の 人で ありました、 其 代表的 人物と も稱 

すべき 者 は 有名なる ァ レキサ ン ドル 第 六 世で ありました、 彼 は獨身 生活 を 標榜せ る惯侶 階級の 首長で 

ありながら、 自身 g; 人の 男子と 一 人の 女子と を 設け、 之に 高位 を 授け、 高 錄を與 へ、 一 .；^^ 舉 りて 此世 

の榮 華に 耽りました、 彼の 寵兒 をシ ー ザ ー • ボルジャと 云 ひました、 俊奸 極まる 人でありまして 惡と 

云 ふ惡は 一 つと して 行 はざる ことなしと 云 はれた 人であります、 然るに 彼 は 彼の 父の 敎權 の； 卜に 立て 

バ レン ザの 大^正の 聖職に 就き、 叉 法王 廷內 閣員の； fH 席に 水： して、 父と 共に 敎權を 擅 にしました、 

父子 共謀して  一^ 正 を 毒殺 せんとし、 誤ち て自 から 其 毒を飮 み、 父 は 死し、 子 は 礎に 死 を 免 かる、 こ 

と を 得た との 事であります、 然も 斯 かる 人が キリスト を 代表して 敎會を 治め、 敎會も 亦 彼等 を 戴いて 

敢て自 から 改めん としなかった のであります、. 以て 其の 腐敗の 程度 を 推量 る ことが 出来ます 、 其 他 ョ 

ハ ネ第廿 三世の 如き、 シック ス タス 第 g 世の 如き、 イノセント 第 八 世の 如き、 ジ ユリウス 第二 世の 如 

き、 。ハウ 0 第三 世の 如き、 何れも 似たり 寄たり の 法王で ありました、 彼等 は 其 實子を 甥と 稱 しました、 

而 して 甥 を 庇 保 ふと 稱 して 其の 實 子に 高き 敎職を 授けました、 nepotism なる 辭は 之より 起り ました、 

卽 ち甥最 負の 意でありまして、 今 は 「親戚 推薦」 を 意味す る辭 であります、 ル ー テル 時代の 法王、 大 

愤正 等が 其 私 生兒を 甥な りと 稱 して 之 を顯 位に 卽 かしめ しょり 起り し辭. であります。 

此 時に 又赦罪 券なる 者が 盛に 贩賫 されました、 赦罪恭 は羅馬 法王 廳の發 行に か i る 者でありまして、 

之 を 購ふ者 は 敎會の 課する 懲罰 を 免 かる k を 5r 页らに 逸んで は來 世に 於て 受く ベ き 刑罰 を 免 かる- 

を 5r へしとの ことで ありました、 而 して 迷信に 沈める 當 時の 歐洲 人は爭 つて 之を購 ふたので あります、 

故に 雑 馬 法王 廳に 於て 何に か 募金の 必要 を 感じます る 時には 必す 此赦罪 券を發 行した のであります、 


甚 しきに 至って は 或る 法王の 如き は 其 私 生兒の 嫁入 仕度の 費用に 常ん ために 此赦罪 券を發 行した との 

ことであります、 後日 ル ー テル をして 終に 默 する 能 は ざら しめし 者は實 に此赦 罪券發 行の 惡事 であり 

ました。 

法王 監督が 斯の 如くで ありました 故に 其 餘の事 は 推して 知るべき であります、 而 して 如： E にして i 

< ^と 云 ふ 此晤ら き 團 塊 を 改めん 乎、 是れが 架 徒と 識者との 心を惱 ます 問題であった のであります、 今 

口の 日本に 在て は 基督 敎會 の 腐敗 は 社 會全體 の 上より 兒て 至て 小事であります、 之に 由て 直接 の 害毒 

を 蒙る 者 は 十 萬 足らす の 所謂 信者に 過ぎません、 又數百 萬の 信徒 を 有する と 云 ふ 佛敎の 眞宗义 は曹洞 

宗が 腐敗 を 極む る と 雖も是 れ叉國 民 全體に 取りて 深く 痛痒 を感す る ことではありません、 日本に は 未 

だ圃民 的宗敎 なる 者 は 無い のであります、 然るに ル ー テル 時代に 於け る歐羅 巴に 於て は 宗敎と 云 へ ば 

唯一 つの 外に 無かった のであります.. それ は卽ち 基督教で ありました、 敎會と 云へば 唯一 つの 外に 無 

かった のであります、 それ は 卽ち羅 馬 犬主敎 \ きで ありました、 是は又 単に 獨逸、 ^太 利、 沸 蘭 西と 一 K 

ふやうな 國 民の 宗敎で あつたに 止まりません、 全歐洲 の宗敎 であった のであります、 露 西 亞と土 •； ^古 

と を 除きまして 波 蘭 土 以西 葡萄牙に 至る まで、 ^太 利 以北 那威瑞 典に 至る まで、 其當 時の 文明 世界 は 

齊 しく 此宗敎 を 奉じ、 此敎 會に屬 したので あります、 若し 外面の 一致が 基督 敎の 理想でありますなら 

ば 其時此 理想 は此 世に 實 現した のであります、 其 時 實に全 歐洲を 通じて 

信仰 一 つ バ プ テスマーつ 

であった ので ります、 其 時 英阈人 も、 佛 W 人 も、 獨 逸人 も、 西班牙 人 も、 ^太 利 人 も、 塽地利 人 も 

ir- な：！： 一  の 法王 を 戴き、 同一 の 敎會條 例の 下に 彼等の 信仰的 生涯 を 送った のであります、 其 時、 歐雜 
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巴人 は 擧て雜 馬 天主 敎會の 信者であった のであります、 故に 其 時に 於け る 基督 敎會の 腐 敗 は 害毒 を 全 

歐洲に 流す 者で ありました、 歐洲 人の 宗敎的 信仰 は 勿論、 其 政治、 經濟、 文學、 藝 術まで が 腐敗の 影 

響 を 蒙った のであります、 故に 問題 は單 に敎會 改革ではなかった のであります、 歐洲 改革で あつたの 

00000O0O0000O0O0000000 

であります、 如何にして 全 歐洲の 社 會を其 根底に 於て 改めん 乎、 是れが 問題であった のであります。 

玆に 於て か 多くの 改革案が 講ぜられました、 或 ひは內 より せんとす る も あり、 或 ひ は 外より せんと 

する も ありました、 而 して 其 中 最も 際立て 見えし 者 は 外より する 敎會 の攻擊 でありました、 ペトラ ー 

ク、 ボッカ チォ、 ダンテ、 H ラス マスな ど 云 ふ 文豪 は 筆 を 揃へ て^ 侶の 腐敗 を攻擊 しました、 叉ル 

テルに 先 づる百 五十 年 前、 英國に 於て は ジョン • ウィクリフ は 羅馬敎 會に對 し 公け に 叛旗 を 翻へ し、 

其 迷信 墮落を 曝露して 撣 かりませんでした、 又ボ へ ミヤ 國に 於て はジ ヨン • ハ ッス 起り、 改革 を 主張 

して 終に 焚かる k ために 其 身を予 へ、 新敎 最初の 殉敎 者と して 大いに 後進の 奮起 を 促しました、 獨浼， I 

國に 於て はジ ヨン • ヴ エツ セル 起り、 ル ー テルに 先 じ 彼の 唱 へ しと 殆んど M 一  の敎 義を唱 へ、 以て 彼 

國に 於け る 改革の 地盤 を 作りました、 又 伊太利に 於て はサ ボナ II 1 ラ 起り、 彼れ 义夠敎 の 火に 其 身 を- 

焚かれて 其靈を 幾多 後進の に頒 ちました、 斯の 如くに して 筆 を 以てし 叉 口 を 以てして、 敎會 攻擊は 

歐洲 各地に 於て 行 はれました、 然れ ども 死せ る 敎會の 屍 は 復活すべく もありませんでした、 醜 漢は依 

然として 其 敎權を 握り、 暗黑は 依然として 歐洲全 體を蔽 ひました。 

外より せんとせ し 改革に 對し； 2： より せんとす る 改革が ありました、 惡魔は 終に 敎會を 占領し、 深き 

暗黑は 全地 を蔽 ひ、 其 廓淸は 終に むべ からすと する も、 其 中に ありて 獨り 心の 淸淨を 保ち、 祌と交 

り、 人 を 愛する を 得べ しと は其當 時の 人の 多くが 懷 きし 觀 念で ありました、 玆に 於て か 多くの 祌祕 家. 


が 現 はれました、 神秘.：^ と は 直接に 祌と交 はらんと 欲する 者であります、 敎會ゃ 監督の 媒介 を經 すし 

て、 直に 祌に 到らん と 欲する 者であります、 敢て敎 會の廢 止 を 計る にあら ざれ ども 實際 的に 敎會を 無 

用なら しめんと 欲する 者であります、 敎 倉が 腐敗して 其 用を爲 さざる に 至って、 斯 かる 雜の現 はる、 

は怪 むに 足りません、 宗教の 目的 は 神と 交際す るに あります、 而して敎會のほ的は此§^なる交際を助 

くるに あります、 而 して 敎 會が此 交際 を 助けざる のみなら す 却て 之を妨 ぐるに 至って、 兹に敎 /ゆに 由 

ら すして 直に 祌に 達せん と 欲する 者が 出づ るので あります、 而 して 神 祕家は 儀式、 神 學等を 全く 離れ 

て、 敎會が 少しも 干涉 する 能 はざる 所に. 於て、 卽ち靈 の 奥 殿に 於て、 獨り靜 かに 祌の靈 に 接せん と 欲 

する のであります、 而 して ル ー テル 在世 當時、 叉 其 以前に 於て 敎會の 腐敗に 堪え 得すして、 斯 かる 

輩 が 綾々 として 現 はれた のであります、 其屮、 最も 廣く 世に 知れ渡り たる 者 は 有名なる 『基督の 校 

範』 の 著者なる ト マス. ァ. ケムピ ス であります、 彼は獨 逸圃デ ッ セ ル ドル フ巿 附近 ケ ム ペン に 於て 

生れ、 長 じて 和 蘭人 ゲラ I ド • グ 口 1 ト なる 人の 設立に か、 る 「共同生活 團」 に 人り、 其忠赏 なる 一 

員と して 靜肅の 生涯 を 送りました、 彼の 著書に 由て 當 時の 神秘的 思想の 如何なる おなりし 乎を収 ふこ 

とが 出來 ます、 

汝の 心に して 義 しからん 乎、 然 らば 萬 物 は汝に 取り 生命の 鏡 たるべし、 又 き 敎訓の 書 たるべし。 

萬 物 は 神の愛に 關 しての み 意味 あり、 神の愛に して 心に 宿ら ざらん 乎、 聖書 も哲學 も： E の 益す る 

所な し。 

『基督の 模範』 は斯 かる 言 を 以て 充 ちます、 此 書より して 改革者 ル I テル も、 文 一： 家 ジョン ソン も、 哲 

學者 ライプ 一一 ッッ も、 科學 者ラゴ ー チン も、 將軍ゴ ルドン も大に 得る 所が ありました、 世に 聖書 を 除 
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い， て此書 ほど 多く 讀 まる 、書はありません、 幸に して 日本語 を 以てしても  一 二の 翻譯 があります、 諧， 

1|?^は之に由て、 ル ー テルの 改革 以前、 歐洲 人の 心に 淸き キリストの 心 をつ ぎ 込みし 神 祕敎の 泰斗 ケム 

ペンの トマスの 心 を 窺 ふ ベ き で あります。 

トマス • ァ • ケム ビス の 外に ヨハン • タウ レ ル が ありました、 彼 は 有名なる Tlieologia  Germanica 

の 著者と して ル ー テルが 世に 紹介した 者であります、 タ ウレ ルが此 書の 著者で ない こと は 後で 分明り 

ました、 然し 此 書が タウ レル の屬 せし 「祌の 友」 なる 祌秘的 團體の 思想 を 表 はす 者で ある こと は確實 

であります、 ル ー テル 自身が 此 書に 就て 言 ひました、 

聖書と 聖ァゥ ガス チンの 書に 次で 此書 ほど 祌に 就き、 キリストに 就き、 人類に 就き、 萬 物に 就き、 

もの 

余に 敎 へし 書 は あらす、 

と、 以て ル ー テル 自身が 如何に 其當 時の 神秘 家に 負 ふ 所が ありし 乎 を 察する ことが 出来ます、 タ ウレ 

ルの 外に 彼の 先導者なる H ックハ ルトが ありました、 又 「祌の 友」 の 設立者なる バ ー ゼル 市の 一一 コ ラ 

スが ありました、 又 和 蘭人に して 有名なる ョ ハ ン • ルイス ブレ ー クが ありました、 其 他に 又 種々 の祌 

秘的 M 體が ありまして、 其當 時の 敎會と 名義 上 は 關係を 絶た すして、 實際上 は 之と 全く 離れて 信仰的 

生 ：！^ を途 りました = 

一 方に 神秘 家の 起る ありて 敎會に 依らす して 直接に 神と 交 はり、 其 信仰的 生涯 を 送らん とする あれ 

ば、 义 他の 一方に は 敎會の 敎義に 耳 を 傾けす して、 la に 神の 言なる 聖書に 就き、 玆に 法王、 監督、 僧. 

^ の 輩の ロを經 すして 直に 神の 敎 示に 接せん とせし 聖書 的 信者と も稱 すべき 者が ありました、 是れ叉 

確かに 敎會の i^, 敗に 伴 ふ 現象の 一と 云 はざる を 得ません、 敎會は 眞理を 傅へ す、 故に 直に 眞现の 源た. 


る ilffi 曰に 到り、 玆に 其淸き 流に 飲まん と は 何人に も 起る 思想であります、 而 して 斯る 思想より 起った. 

者が 有名なる ワルデ ン ス派 でありました、 佛國 リオンの 市の 商人べ テ 口 . ワルド一なる 人 を 以て 始っ 

た 一派でありまして、 終に は 伊怫兩 國に擴 り、 到る 處に 書の 研究 を獎勵 し、 改革の 土臺 を^へ まし 

た、 敎會の 祌學に 頼らす して 聖書に 賴 りて 人 は 自由たら ざらん と 欲する も 得ません、 ワルデ ンス 派の _ 

人 々 は^^書に學びて自づと敎權を信者各自に於て認むるに至りました、 後日に 至り ル ー テル、 ッ ウイ 

ングリ 等が 唱 へし 自由主義 は 十一 一世紀の 末つ 頃、 旣 にべ テ 口  . ワルド ー の i? へし 所で ありました、 前 

に 述べました ウィクリフ、 ハツ ス、 ヴヱッ セル 等 も 直接に 系統 を ヮル. 、テンス 派より 引かない と 致し ま 

して、 其 1? へし 所 は 矢張り 聖書に 頼った のでありまして、 彼等 も亦聖 曰 的 信者の 階級に 霉 する 者で あ. 

り I す 

ルナ サン ス卽 ち文學 復興が 宗敎 改革の 先驅 として 力 ありし こと は 人の 能く 知る 所であります、 英國 

に 在りて はコ レ ー と モア ー、 大陸に 在りて は ロイク リ ンと H ラス マス、 彼等 は此新 運動の 知名の 代表 

者で ありました、 トマス. モア ー は 有名なる 「ュ ー ト ピア」 卽ち 「理想 國」 の 著者であります、 彼 は 

此 著を以 て 社 會萬般 の 改革 を唱 へ しと 同時に、 特に 新 社會に 於け る 宗敎の 何たる ベ き 乎に 就て 述 ベ ま 

した。 

斯の 如くに して 敎會の 改革 はすべ ての 方面より 唱 へられました、 文學の 方面より、 信仰の 方：. E より 

聖書の 方面より、 社會 組織の 方面より、 同一 の 問题は 攻究せられ ました、 然しながら 人が 欲 して 止 

まざりし 改革 其 物は擧 りませんでした、 敎會は 改めざる ベから すと は 何人も^へ し 所で ありました、 

乍然 3： 人 も 之 を 改め 得ませんでした、 事は餘 りに 重大で ありました、 志士の 絕叫 も、 識者の 論難 も、 
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聖徒の 祈禱 も、 學 者の 研究 も、 敎會 なる 病人の 治癒に は 何の 效驗 もありませんでした、 之に は 何に か 

人 問 以上の 能力が 要る やうに 見えました、 改革の 必要 は旣に 充分に 認められ、 改革の 途は旣 に 充分に 

講ぜられ、 改革の 時機 は旣に 充分に 熟した る やうに 見え ましたが、 然し 改革の 實は舉 りませんでした， 

玆に 於て か 改革の 決して 人間の 業で ない 事が 分明り ます、 才能 あり、 熱心 あり、 智識 あり、 然 り道德 

ありて、 未だ 改革 を 行 ふに 足りません、 之に 上よりの 何か^ 加 はらなければ なりません、 

ゼ ル バ ベ ルに M ホバ の 吿げ給 ふ 言 は是の 如し、 卽ち萬 軍の M ホバ 宜ふ、 是は權 勢に 由ら す、 能力 

. に 山ら す、 我靈に 由るな り、 ゼル バベルの 前に 當 たれる 大山よ、 汝は 平地と ならん (撒 加 利亞書 

四^^六、 七 節)、 

お fc ひい-た  ち か ら 

私はル ー テル 傳を讀 むた び 毎に 舊約 聖書の 此首を 想 出します、 ル I テル 以前の 改革者 は 改革の 能力 を 

人 問の 中に 求めて、 之 を 行 ひ 得ませんでした、 然るに ル ー テル は 改革 を すら 思 はす、 唯 i へに 神に 事 

へんと 欲して、 己れ は 欲せざる に 終に 改革の 任に 當ら ざる を ざるに 至りました、 ル ー テルに エラス 

マスの 學 問が ありました、 タウ レルの 信仰が ありました、 ウィクリフの 聖書 智識が ありました、 然し 

ながら、 彼に 此 準備 ありて 彼 は 未だ 改革者と 成る に 足りませんでした、 彼 は 神に. m りて W び 生れ まし 

た、 彼 は 世を改 むる に 先立ちて 己 を 改めました、 然り、 己を改 むる にあら すして、 祌に已 を 改められ 

ました、 ル ー テルが 他の 改革者に 異 りて 力 ありし 现. 5 は 全く 此ー點 に 於て あります、 神はル ー テルの 

O0O000O00OO0OOOO0O0O0 

心に 降り 給 ひて 歐洲に 降り 給 ふたので あります、 故に ル ー テル の 前に 當れる 困難の 大山 は 何の 苦 もな 

く 平地と 化した のであります、 人類の 歷史は 英雄の 傳記 であると 言 ひます、 然し、 深く 之 を 研め ます 

れば 人類の 歷 史は祌 の：.！；： 爲 の記錄 であります、 ダンテの 『祌 曲』 も、 モア ー の 『现 想國』 も、 トマス. 


ァ. ケム ビスの 『基督の 模範』 も 改革の 豫言 たるに 止まりました、 改革 其 物 は 理想 や 著述 や 運動に 出 

ては來 りませんでした、 卽ち 人の 方面より 來 りませんでした、 神の 方面より 來 ました、 トマス. カラ 

ィルが 度々 曰 ひました 通り 

歷史は 深く 之を究 むれば 聖書な り 

であります、 而 して 此事を 最も 能く 說明 する 者が 十 六 世紀 に 於け る 歐 洲宗敎 改革 史 で あると m 心 ひ ます。 

第三 囘 ル I テルの 出生 

明治 四十 三年 (一 九  一 0 年) 十  一 廿ニ： w 夜，^  I テ ル 前に 於て 

前 囘に巾 上げ まし た 通り 宗敎 改革 は 世界的 大事 業で ありました、 爾 うして 多くの 偉い人が 之 を 成 さ 

んと 欲して 成し 得ませんでした、 敎會は 勿論 自 から 己れ を改. め 得ませんでした、 其 法王 も 監^ も此事 

に 常て は 全く 無能力で ありました、 ジョン. ハツ ス は 此事を 成さん と 欲して 屮途 にして 離 おれました、 

サ ボナ ti 1 ラ叉此 事に 當 りて 終に 其 敵の 殺す 所と なりました、 文學 者の 敎會攻 擊も實 際に 3： の效 * も. 

ありませんでした、 歐洲全體は唯改革をび"^^むばかりでぁりまして、 之を赏 行す るの カを備 へませんで 

した、 此 時に 方て 實に 聖書の 一一 一一 口の 如く 

智者 安に ある、 學者 安くに ある、 此 世の 論者 安くに ある、 

であります、 敎 X 皆 は 會議を 重ね、 神 學者は 首 を 鳩め、 多く 改革の 案 は 出で ましたが、 然し 改革の 實は 

舉 りませんでした、 玆に 於て か 改革 運動 は 中止せ ざる を 得ざる に 至りました、 隨て "ば 革 談も玆 に 一時 
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中止せ ざる を 得ません、 私共 は 今玆に 改革 談を 去て 個人の 談に b らな ければ ならない ので 有ます、 然 

かも 其 個人た る 敎會に は 何の 關係 もない、 名もない 位 もない、 極く 詰まらない 平民の 談 に轉ら なけれ 

ばなら ない のであります。 

マルチン . ル ー テル は 干 ra 百 八十 三年 十 一 月 十日 を 以て 獨逸國 アイス レ ー ベ ンに 於て 生れました、 

彼の 父 を ハンス • ル ー テルと 稱 ひまして、 鑛山 業者で ありました、 而 かも 至て 貧い 人でありまして、 

彼の 勤勉の 功に 由て 僅かに 坑夫の 境遇 を脫 する を 得た ばかりの 人で ありました、 母 を マ ー ガレ テ とい 

ひ、 是れ亦 誇るべき 何の 家系 を も 有たない 人で ありました、 ル ー テル は 後日 屢々 彼の 家系に 就て 一一 一一 c ひ 

ました、 

余の 父 も 田夫な り、 余の 祖父 も 田夫な り、 余の 曾祖父 も 亦 田夫な り、 

と、 如斯 くにして 彼 は 全く 「勞 働の 子」 であった のであります、 彼 は遣傳 として 敎會の 宗敎を 受けす. 

學 者の 才能 を 受けす、 貴族の 高風 を 受けませんでした、 彼の 弟子 クラ ナツ ハに 由て 畫 かれた る 有名な 

る 彼の 肖像 を 見まして、 彼の 容貌の 純然たる；. C 姓の それで ある ことが 判，！； ります、 私共 は 彼の 眼に 於 

て 彼の 非凡 を認 むる の 外、 彼に 於て 何の 贵き所 を 見ません、 此 人が 終に 歐洲の 社 會を其 根底より 改造 

した 人で あらう と は 彼の 家系と 肯像を 見て は 解りません U 

乍然、 是 れが斯 かる 場合に 於て 神の 常に 取り 給 ふ 道であります、 

おも ひ 

我が 意は汝 等の 意と 異なり 

我が 道は汝 等の 道と 異なり 

と 彼 は 言 ひ 給 ひました (以賽 ：t4 書 五十 五 章 八 節)、 宗教改革 は 常に 敎會 以外より 始まります、 聖書に 


示め された る 最初の 宗敎 改革 も 亦如斯 くにして 始まりました、 祌は 祭司 H ルの 〔I を 棄て給 ひて ヱ ルカ 

十と 其妻ハ ン ナの子 サム H ルを簡 み 給 ひ、 彼 を 以て 新たなる 信仰 を イスラ H ル の 中に 起し 給 ひました 

(撒 母-耳 前書 一章)、 而 して 神が 其 聖子を I に 降し 給 ふや、 彼 を M ルサ レムなる 祭司の 長の.： に 降し 

給 はすして 

ガリ ラャ より w の 善き 者 出ん や 

と 言 はれし 其 ガリ ラャ なる ナザ レ の 木 匠の 家に 降し 給 ひました、 人類の 宗敎 歷史は 決して 其敎 會歷史 

ではありません、 敎會は * 々宗敎 缺乏の 故に 絕 えんと しました、 而て 之に 露の 宗教 を ヘル 人し、 W 度 之 

をして 蘇生せ しめし 者 は 常に 敎會 以外の 者であります、 十五^ 紀の歐 洲宗敎 改革 も 亦 歴史の 此 法則に 

違 ひませんでした、 牛 大學 の敎授 ウィクリフに 非す、 ^國名 族の 子弟 サボ ナ „1 1 ラに 非す、 勿論 

法王の 「甥」 に 非す、 獨逸ッ ー リン ギヤの 山中 森 深き 所に 貧しき 正直なる 生涯 を 送りし 鑛夫 ハンス • 

ル ー テルの 長子、 彼 を 以て 歐洲の 宗教改革の 功は擧 つたので あります、 

ァ 、 眞理 よ、 ァ 、 自由よ. 

汝は昔 も 今 も尙 ほ、 

馬槽の 床に はごく まる  ♦ 

暗夜の 關の木 碎く手 は 

限の 伏屋に 人と 成る。 • 

ハンス • ル ー テル は 極めて 嚴 格なる 人で ありました、 彼 は 神 を 長れ、 虚偽 を 愤み、 殊に 敎會と |5 侶 

と を 嫌 ひました、 
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偽 信と 偽善と にて 充 つる 者 

と は 彼が » 々敎 職に 在る 者に 就て 發 せし 罵言で ありました、 彼 は 平信徒の 生涯 を 以て 神の 聖意を 行 ふ 

に 最も 適した る 者で あると 信じました， 彼 は 叉た 事に 反對 する 力 を 有ち ました、 彼 はた だ然 り、 然り 

とのみ S ひて 何事に も服從 する 人ではありませんでした、 彼 は 時には 否と：：： ひて 全世界に 反對 しても 

己れ の 意見 を 通う さんと する 氣慨を 有ち ました、 すべ て是 等の 點に 於て ル ー テル は 善く 其 父に 似て 居 

りました、 彼の 强ぃ 所、 堅い 所、 ましい 所 は、 彼 は 之 を 彼の 父より 受けました。 

然し ル I テル は § 単に 粗野 剛毅の 人ではありませんでした、 彼に 又 優 さしい、 風雅の 所が ありました 

なみ： 一! もろ 

被 は 能く W を 吹きました、 彼 は 曰 ひました 惡魔は 笛の 昔 を 聞て 去る と、 彼は淚 脆い 人で ありました、 

而 して 是 等の 女性的の 性質 を 彼 は 彼の 母より 讓 受けた のであります、 Margarethe  Ziegler は 其 家柄 

に 於て ハ ンス • ル ー テル 以上で ありました、 隨て 彼女の 趣好 は 彼女の 夫 以上で ありました、 ル ー テル 

め 優美なる 半面 は遣傳 的に は 彼の 母より 來た 者であります。 

如斯 にして 彼の 父より する も 亦 母より する もル ー テ ル は 純 粹の平 K でありました、 彼に 在りて 獨逸 

の 平 は 起て 其 腐敗せ る敎 會を仆 し、 其 社會を 根底より 改めた のであります、 改革と は 何の 改革で も 

常に 平民の 業であります、 國の 常識 は 常に 其 平民に 於て 在ります、 而 して 贵 きは學 者の 犟 問で はあり 

ません、 政治家の 改革ではありません、 平民の 常識であります、 是れが 政治に 入りて 政： m の 改革が あ 

り、 宗敎に 人り て 宗教の 改革が あるので あります、 歐 洲の宗 敎はル ー テルに 由って 成った と 云 ひます 

が、 實は 彼に 由て 歐洲の 平民が 其 宗敎を 改めた のであります、 ル ー テル 對羅馬 敎會 であった ので は あ 

りません、 平民の 宗敎 對敎會 の宗敎 であった のであります、 ル ー テル は 新たに 信仰 を發 見した ので は 


ありません、 彼の 唱 へし 信仰 は 敎會を 離れて 當 時の 平民の 間に 懷 かれて あつたので あります、 ル ー テ 

ル は 唯 平民 を 代表して 敎 會に當 つたまで あります、 而 して 之に 當っ て 敎會の 神學と 儀禮と 迷信と は 

み. ぢん こに  し. -* 

微塵に 壞れて 了つ た の であります。 

令 少し ル ー テルの 生れし 時と 場所と に 就て 考 へて 見 ませう、 年 は 紀元の 干 四百 八十 三年で ありまし 

た、 之れ より 先き 三十 年、 卽 ち 干 四百 五十 三年に 東雜馬 帝國の 首府 コ ン スタン チノ I プル は陷 落て 土 

耳. 其 人の 手に 渡りました、 之に 由て 敎會は 外形的に 大打擊 を 蒙りし と 同時に、 又 文士の 西方 移 轉に由 

. で 文 藝復與 は 更らに 振興の 度 を 進めました、 之より 後 十五 年、 卽ち干 四百 九ト八 年に サボ ナ 。ー ラは 

.il. ゎ激の 改革 を唱 へて 法王 廳の 忌諱に 觸れ 伊國フ 口 ー レン スに 於て 焚 殺されました、 ル ー テルが 呱々 の 

聲を 揚げし 頃に はコ 口 ム ブス は 世界 周航の 企 阖を懷 い て 西班牙に 往ぃ て 其 主の 贊助を 求めつ、 あり 

ました、 千 grrc: 五十 年に は 印刷術 はグ ー デン ベルグに 由って 發 明され、 後 六 年を經 て、 拉典 語の 聖書 

全部 は 始めて 印刷に 附 せられました、 如斯 くにして 十五 世紀の 後半期 は 人 運 發展の 時期で ありました- 

新 大陸 は將 さに 人類の 領土に 加 へられん とし、 新 光明 は將 さに 其 心裡に 臨まん として 居りました、 此 

時に 方て 此の 人が 生れた のであります、 歷史は 目的な き 出来事の 混 流ではありません、 神の 械现 の賓 

現であります、 ル. ー テル も 亦 彼の 靈魂 の 救 主と 等しく 時充 ちて 生れた のであります、 グ ー デン ベルグ 

とサ ボナ 口 ー ラと、 コ ロム ブスと 口 イク リ ンと、 時 を 同う して 世に出し が 故に、 彼 は 大事 を 成就げ た 

めであります、 恰 かも 名將の 定めし 軍略の 如くに、 彼 も 亦 起るべき 時に 起った のであります， ル ー テ 

ルとコ ロム ブスと は 生國を 異にし、 事業 を 異にし、 宗敎を 異にしました、 然し 大 能の 神の 聖圖の 巾に 

つか i  -フち  な は 

. ^りて は 彼等 は 同一 の： HI 的 を 以てせに 遺された 者であります、 ル ー テル は 東に 靈 魂の 束縛 を釋 いて 信 
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仰の 自 t を 供へ ました、 コ ロム ブス は 外に 活動の i5i 域を廣 めて 自由 實 現の 舞臺を 給へ ました、 二者 其 

一 を缺 いて 其 事業 は 成りませんでした、 獨逸ッ ー リ ン ギヤの 林屮 アイス レ ー ベ ン の 茅屋に マ ー ガレ ー 

テ • ル ー テルが 產の 苦痛 を爲 しつ k ありし 頃に は大膽 なる ゼ ノア の 航海 者 は 西班牙の 朝廷に 於て 彼の 

1^ 檢に對 する 女王 ィサ ベラの 援助 を 乞 ひつ k ありました、 神 は 無益に 人 を 造り 給 ひません、 ル— テル 

が 產れし 時には、 神 は旣に コ " ム ブス を 以て 彼の i? ふべき 主義の 實 行の 地 を 倫へ つ k あり 給 ひました、 

1 テル の宗敎 改革と コ。 ムブ ス の 新 大陸 發見と は 相 待て 攻究す ベ き 歴史的 題 n であります。 

ル. J テルの 生 國は獨 逸であります、 彼の 家 は マ ン スフ ヱ ルトに 在り、 生れし 所 は アイス レ ー ベ ン、 

、 

辜び し 所 は アイ セ ナツ ハと マグデ ブル グと H ル フルト、 事業の 本據は ヴィテ ン ベ ルグ でありました、 

II 逸 帝 固の 中 矢に 當っ て 後 n ゲ ー テとシ ル レ ル とが 其 文名 を擧 げし ヴ アイ マルより 程遠から ぬ處 であ 

りました、 n 1 マの 法王 廳と アル ブス 山 派 を 離て k 相對 し、 而 かも 英國、 瑞 典と 云 ふが 如く 其 ^の 達 

せざる 處 ではありませんでした、 サボ ナロ ー ラは 0  I マに 餘 りに 近くして IS れ、 ウィクリフ は餘 りに 

遠くして、 改革の 功 を 奏し 得ませんでした、 之に 反して ル ー テル は S£ よき 「攻擎 の 距離」 に 立ち まし 

た、 a 1 マ 敎會の 轉覆は 屮央獨 逸より 始まるべき 者で ありました。 

如斯 くにして ル ー テル は 天の 時と 地の 理を 得て 生れました、 時運 は 彼の 業 を 助け、 地勢 は 彼の 身 を 

護り ました、 彼 は 自身 偉大で ありました、 然し 彼の 時代と！： と は 亦 彼を援 けて 偉大で ありました、 偉 

んは 獨の 人ではありません、 時代と との 共 魔物であります、 而 かも 天然の 産ではありません、 

神の 生み 給 ひし 子であります 、わ 五 世紀の 氣 運と ッ ー リン ギヤの 森林と が 架靈に 感じて 生んだ 者、 そ 

れが マルチン • ル ー テルで ありました。 


第四囘 ル I テルの 改信 

.^g にも 述べた 通り 宗敎改 革 は 歐洲全 體の耍 求であった、 然 かも 何人も 此事を 行 ふこと が 山 I 來 なかつ 

た、 法王 も 監督 も、 政府 も 敎會も 之 を 行 はんと 欲して 行 ふ 事が 出来なかった、 然るに 一人の 爽ー惯 マル 

チン • ル ー テルが 終に 之 を 行 ふこと が出來 たので ある、 斯 く- K へば ル ー テルが 如何にも 絕大の 人物で 

あった 乎の やうに 聞え る。 

ル ー テル は 誠に 偉大の 人物であった、 乍然、 彼の 偉大 は此 世の 偉大ではなかった、 彼 は 彼の 人格 を 

以 て 彼の 偉業 を 遂げた ので はない、 學者 として は 彼の 友人 メラ ンク トン は 彼よりも 遙 かに 勝つ て 居つ 

た、 信仰の 人と して は 彼の 師父 ス タウ ピッツ は 彼の 長者で も あり 乂先 達者であった、 人と しての ル ー 

テルに 特に 著しい 所はなかった、 彼が 歐洲を 一 變 した 其 由 は 彼の 學問ゃ 人格に 於て 在った ので はな 

い、 彼に 「或 者」 が 入った からで ある、 而 して 其 結 架と して 彼が 神に 就き 人生に 就て 見る 所が 一 變し 

たからで ある。 

ャ， 0 ど 

ル ー テル は H ル フルト 大學の 卒業生であった、 然し 彼 は 所謂 學 問の 人ではなかった、 彼 は銳ぃ 良心 

の 人であった、 「如何にして 樂 しく 此 一 生を途 らん 乎」 とか、 叉 は 「如何にして 滿 足に 宇宙 を 解釋せ 

ん乎」 と は 彼の 頭 腦を惱 ました 問題ではなかった、 如何にして 淸き 良心 を 以て 祌の 前に 立たん 乎、 凡， I 

れが 幼時より 彼 を 苦しめた 問題であった、 而 して 此 問題が 彼が 長す るに 循 つて 益々 强く彼 を 苦しめた 

ので ある、 彼 は 大學に 入って 此 問題 を 解決 せんとした、 彼の 父 は 彼 を 善き 法律家と 成さん と 欲して 貧 
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しき 中より 彼に 學资を 緩け つ i ありし 間に、 彼 は 如 M にして 己れ の 靈魂を 救 はん 乎との 問題に 彼の 思 

.考 を 傾注し つ、 あつたの である。 

彼 は 干 五 百 五 年に 文 學士の 學位を 得た、 而 して 今や 將 さに 法科 大學に 人り、 法律の 研究に 取掛 らん 

とする に 方て、 其 年の 七月 十七 日に 彼 は 突然 大學を 去って、 ァ ゥグス チン 派の 寺院に 入って |5 と 成つ 

た、 彼の 此 動作に ル ー テルの ル I テルた る 所が 善く 現 はれて 居る、 其當 時の 獨 逸に 於ても、 今 s の En 

本に 於け るが 如く、 靑 年の 眼に 映す る 法律 は遙 かに 宗教よりも 贵き 者であった、 宗敎 を棄て 法律に 人 

る 靑年は 幾 干 も あるが、 法律 を棄て 宗教に 人る 靑年は 滅多に無い、 殊に ル ー テルの 場合に 於て は 法律 

を雍て 宗敎に 入る 何等の 必要 もなかつ たので ある、 彼が 學资の 不足 を 感じた からで はない、 义學 力の 

他に 劣り て 彼が 法律に 於 て 名譽 の 成功 を 博す るの 希望 を 有たなかった からで はない、 學問 に 於て は 彼 

は 常に 優等生であった、 彼 は 卜 七 人の 級の 屮に 第一 一席 を 以て 彼の 文學 科を卒 へたとの ことで ある、 彼 

に 取りて はべ？' や 希 §1^, の 生涯 は 彼の 目前に 横た はった ので ある、 彼に 關 はる 彼の 父の 希望 は將 さに 充實 

されん として 居った ので ある、 然るに 彼 は 獨り斷 然意を 決し て 大學を 去て 寺院に 入 つたので ある、 無 

謀なる 哉ル ー テルよ、 無智なる 哉ル. I テルよ、 市長と なりて 市民の 尊敬 を 受け 得る の 希 を 去り、 又 

は 王侯の 側に 座して 其 顧問たり 得る の預 を棄て 寺院に 人り て^と 成りし と は！ 彼の 父 は 之 を 聞い 

て 怒った、 彼の 友 は 之 を 見て 歎いた、 彼等 は 彼の 眞意を 解す る ことが 出来なかった、 彼は發 狂した の 

では あるまい 乎、 或は 彼の 心の中に 人の 知らない 祕密 があって、 其れが ために 彼 は S を棄 てた ので は 

あるまい 乎、 失意 か、 失戀 か、 彼の 隱遁 は大 なる 疑問 を 彼の 親戚と 友人と に與 へた。 

然し ル ー テル 彼れ 自身に 在り て は 人の 知らない 大 問題が あつ たので ある、 其れ は 彼の 靈魂 問題で あ 


つた、 救濟 問題であった、 来世 問題であった、 

人 は 如何にして 神の. 恭 判の 前に 立ちて 無罪なる を 得る か 

是れが 彼 を 苦しめた 大 問題であった、 此 問題に 驅 追れ て 彼 は 法；^ を 去って 宗教に 人った ので ある、 彼 

に 取りて は 宗敎は 如： E でも 可い 問題ではなかった、 彼 は 宗敎を K; 面目に 解した、 世の 監督、 牧師、 又 

は 彼等に 由て 導かる、 信者が 解す る やうに 解し なかった、 神 は 彼に 取りて は 影像ではなかった、 實物 

であった、 靈魂は 彼に 取りて は 空想ではなかった、 彼 自身の 本體 であった、 活ける 神に 對 する 活ける 

靈 魂の 關係、 此關 係が 明らかになり、 此關 係が 正しく 成る まで は 彼は滿 足す る ことが 出来なかった、 

如斯 くにし て ル. I テル は 宗敎改 革 者と 成る 前に 旣に露 面目なる 人であった、 勿論 彼の swig 目 丈け が 彼 

を 改革お となした ので はない、 然し 〈面目なら すして 人 は 何人も 永久に 人^ を 益す る 事 は出來 ない、 

然り、 »!; 面 R ならす して 人 は 河 人 も 宗敎を 解す る こと は 出来ない  >  更 らに然 り、 眞 面目なら すして 人 

は M んも キリ ス ト の伤 となる こと は 出来ない、 神の 前に 義と せられん が爲 めに は 地位 も 名 譽も學 問 も 

之 を 抛ちて 惜 まざる 者で なければ 神 を其榮 光に 於て 仰ぐ ことが 出来ない、 ル ー テルが 二 卜 1 一歳の 壯さ 

い とま  そむ 

を 以て 大學と 法律と に 暇 を 告げ、 父の 意志に 反き、 . ^人の 勸吿を 斥けて 獨りァ ゥグス チン 派の 寺院に 

人り し 時に、 兹に 一人の 眞 面目なる 人が 獨逸國 に 起り、 玆に其 根本的 改革が 始まり、 獨逸 民族の 勃興 

きざ  ， 

と獨逸 帝國の 今日と が 萌した ので ある、 鳴 呼 慕 はしき かな. ル ー テル、 我 は汝の 如き 者の 今日 我 0 に 於 

て 幾人 も 起らん こと を-まむ や 切で ある。 

ル ー テル は 彼が 廿ー 一歳の 時に H ル フル ト大學 を 去りて 同じ 市なる ァゥグ スチ ン 派の 寺院に 人った、 

然し 寺院に 人 つたれば とて 彼の 宗敎 上の 疑問 は 解けな か つ た、 否な、 彼 の 心中の 戰鬪は 其 時より 更ら 
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に 一 1^ 激 ：！.^ を 加へ 來 つたので ある、 彼 は 善く 寺院の 規則 を 守った、 祈禱 した、 斷 食した、 或る時の 如 

き-は 三日 間 綾て 斷 食した、 彼 は 細かに 彼の 罪 を 彼の 餓悔 僧の 前に 吿，： n した、 彼 は 謹んで 能く 彼等の 課 

する 難行 を 履行した、 彼 は赏に 模範的 |5 侶と して 朋乘の 間に 迎 へられた、 然し 彼の 心に は 少しも 平和 

は來ら なか つた、 彼に 取りて は 神 は 恐る ベ き 裁判人 で あった、 而し て 福 昔 は嚴密 なる 律法で あ つ た、 

彼 は 祌の義 に 適 ふ 者と 成らん と 欲して 日々 刻々 己れ に 鞭撻 を 加へ た、 然 かも 神 は 少しも 彼に 近寄り 給 

はす、 彼 は 却て 心の中に 神より 遠くなる やうに 感じた、 彼 は 勿論 當 時の 祌學書 を讀ん だ、 オッカム を 

讀ん だ、 ビ I ル を讀ん だ、 スコ ー クス を讀ん だ、 然 かも 祌學も 亦 少しも 彼に 光明 を與 へなかった、 彼 

は 失望した、 或 日の 如き は 失望の 餘り氣 絶して 彼の 愤 房の 中に 倒れた、 神の 義と 己れ の 罪 を 較べて 彼 

は S 々耐えられ なくなった、 彼 は 幾 同 かパゥ 口 の 如くに 叫んで 曰 ふた、 

喧 我れ 困苦め る 人なる 1;^、 此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ 

と、 而 かも 寺院 も 祌學も 彼 を 救 ふこと が 出来なかった。 

然し 彼の 懺悔 僧の ス タウ ピッツ は 慈悲 深き 人であった、 彼 は 能く ル ー テルの 苦痛 を 解した、 彼 は 又 

祌と靈 魂との 事に 就て 深き 經驗の ある 人であった、 彼はル ー テ ル に 告げて 曰 ふた、 

^書に 神 は 罪 を 憎み 給 ふと あるが、 同時に 叉 罪を赦 しれ i ふと も ある、 H ホバ の祌は 正義の 神で あ 

ると 同時に 又 罪の 赦 しの 神で ある、 

と、 ス タウ ピッツ は 乂ル， I テル を 論して ：！ ふた、  • 

祌の義 は 人に 逆ら ひての 義 ではない、 人の EF めに する 義 である、 我等 は 神の 義を 恐れて はなら な 

い、 彼 を！ R じて 彼の 義を 我が 有と なすべき である、 


と、 彼は又彼に勸めて§^^,書を讀ました， 义 タウ レルの 著書 を 紹介した、 而 して 如斯 くにして 段々 とル 

1 テル を 福音の 平和に 導いた、 此 時より して ル ー テル は 特に 注意して 羅馬 書の 研究 を 始めた、 彼 は 一 

R- 史ら にこの 書 を讀み 終って E ふた、 

余 は 曰 夜 バウ 口 の 意味 を 解らん として 努めた、 而 して 終に 余 は斯の 如くに 之 を 了解す るに-至った、 

卽ち， 幅 音 に 由り て 祌に對 してお 效 なる 義が 我等に 示された ので あると、 卽ち 神が 其 恩惠と 慈悲と 

しる 

に 由り て 我等 を義 とし 給 ふ義が 示された ので あると、 義者は 信仰に 由て 生くべし と錄 されて ある、 

其 時 余 は 新たに 生れし 乎の 如くに 感じた、 八.' や 余 は 全然 新たなる 光明 を 以て 聖書 を 見た、 余 は 余 

の 記憶に 存 する 限りの 聖 語の 全部 を 喚起して 之を對 照して 此義 のま ことに 祌が 我等 を義 とし 給 ふ 

義 である こと を覺 つた、 何と なれば^ 書に 於け るすべ ての 他の 記事が 此 事に 一 致す るからで ある、 

前 に は 余が 甚だ 恐れ し 神の 義 なる 一 W 辭は今 は 慕 はしき 尊き 者と なった、 余の 愛す ベ き 慰め の 一 百 辭 

となった、 バウ 口の かの 一言 は 余に 取りて は樂 園に 入る ための 眞の 門で ある。 

斯くて 奮鬪數 年の 後に 彼 は 終に 彼の 待 §w みし 心の 平和 を 得た、 彼 は 信じて 救 はる、 の單 純に して 然か 

も 深淵なる 奥義 を 知った、 神を其約束の言辭の俊に信じて^^かに其恩惠に與かるの祕訣を學んだ、 噫 

Eg かなる は 人で ある、 彼 は 神に 近づかん と 欲して 彼 を 信す る ことの 外 は、 他の すべての 方法 を 試みて 

まない、 彼 は 敎會を 作る、 祌學を 作る、 规則を 作る、 敎義を 作る、 俊 式 を 作る、 然し 容易に 神 を；；；： S 

ふ ところ 

じない、 人 は 遠 ま はりに 祌に建 せんとして、 信仰 をり 〔て 直に 彼の 懐に 入らん としない、 ル ー テル 時代 

の羅馬 天主 敎會も 亦 人が 信仰に 由ら すして 他の 途に 由り て 神に 達せん として 工夫、 案出せ し 制度で あ 

つた、 而 して 時代の 子なる ル ー テル も 亦 此の a 囘の途 に 由て 神に 達せん としたの である、 然し、 神 は 

ル. I テル 傳 11 話  七 C 九 
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A づ 

自 から 人 をして 己れ に 達せし むる の 途を備 へ 給 ふた、 其れ は 卽ち彼 を 信す るの 途 である、 而 して ル— 

ち、 i,、；-J 

テル は此直 道を發 見して 之 を 彼の 時代の 人に 紹介し たれば、 人の 工夫した る 大敎へ ia は 全然 無用に 歸し 

たので ある、 純 は 眞， 现 の 證據 である、 ル ー テ ル の 發 見した る 軍 純 の 眞理 は複雜 なる 羅馬 天主 敎會を 

其土臺 より 覆へ した、 法王 何者 ぞ、 監督 何者 ぞ、 神學 3： 者ぞ、 信仰 筒條 何者 ぞ、 神 は 機械で はない、 

法律で はない、 込 人り たる 折；： 學 組織で はない、 彼 は 愛で ある、 故に！ 一:! すべき 者で ある、 lis すれば それ 

で 解かる 者で ある、 ル ー テル は 此事を 信じて 其時旣 に； 大主敎 會を脫 したので ある、 彼 は 今 は 自由の 入 

と 成った、 世に 恐るべき 者 は 3： も なくなった、 平和 は 彼の 心に 復 つた、 彼は歡 喜の 人と 成った、 イエ 

ス キリストに ^ りて 父なる 神 を 信じて 彼 は 生涯の 目的 を 達した、 彼 は 八：' は 何 を 成しても 可い、 又 3： を 

成さないでも 可い、 イエス、 イエス、 十字架、 十字架と 彼 は 日夜 心に 繰返して 曰 ふた、 宗敎 改革 は 勿 

論 彼の 眞理 探究の 目的ではなかった、 彼 は 信仰に 由り て 彼の 靈魂を 救 はれた、 獨逸國 み 蓮ん 叩、 歐洲の 

前途、 ソン ナ事は 彼の 問題ではなかった、 彼 は 彼の 靈 魂の 救 濟を 得た、 是れで 彼の 最大の 事業 は つ- 

たの  である。 

然し 神 は 彼のた めに 他に 事業 を 具へ 給 ふた、 而 して 彼れ は 自身 求めざる に 時の 要求に 餘俊 なくせら 

れて 歐洲の 改革者と 成 つた， 實に自 已の靈 魂 を 救 ふこと は 決して 小事で はない、 是れ はやが て國 (灰 を 

救 ひ、 人類 を 救 ふこと である、 自己の 靈 魂の 安全 は 之 を 不問に 附 し. 常に 社會 改良 國家 救^ を 口にす 

る 者 は、 己れ を も 救 ひ 得す 亦 他 を も 救 ひ 得ない 者で ある" ル— テルが 終に.： 的 人物と なりし は 彼が 

彼の 心の中に 神と 靈 魂との 關係を 明かに したから である。 


第五 囘 ル ー テルの 平和 時代 

ル ー テル は 寺院に 人り て 後に 心の 平和 を 得た、 然し 寺院が 之 を 彼に 供した ので はない、 彼 は 信仰に 

由 て 之 を 得た ので ある、 彼 は 寺院に 入らす とも 之 を 得る ことが 出來 たので ある、 彼 は 平和 を 得て 後に 

曉 つた、 彼 は 之 を 得る ために 世 を棄て 寺院に 人る の 必要がなかった こと を、 彼 は 平^^と して 义 法律 

學者 とし て 之 を 得る こ とが 出来た ので ある、 寺院と 寺院 の 課す る 修養と に 由ら すし て に祌の 約^ を 

信す るに 由て， 彼の 待 ひ-あみし 心の 平康を 得て、 彼 は 今 寺院に 止まる の 必要 は 無かった、 故に 彼が 若し 

浮薄 の 靑年 で あ つ たなら ば 、 彼 は 其 時 直 に 寺院と 緣を斷 ち て W び 大學の 課業に 返った で あ ら う、 然し 

ル ー テル のル ー テルた る 所 は 乂兹に 現 はれた、 彼 は 正直であった、 彼 は 一 たび 心に 誓った こと を，； in 分 

の 便 まの ために 變 へなかった、 彼は倂 侶と して 一生 を 送る に 決した、 故に 一年の 見智の 後に 公然と 肘 

職 を 授けられて 一人前の 愤侶 となった、 而 して 彼れ は 僧侶と なりし こと を悔 ひなかった、 彼 は 彼の 僧 

職 授與式 に 臨みし 彼の 父に 吿げて R ふた、 

父樣、 ナゼ 大人 は 私に 反 對し給 ひし 乎、 ナゼ 大人 は 怒り 給 ひし 乎、 ナゼ 大人 は 今 n と 雖も化 ほ 私 

の 呂 となる を 見て 不快に 感じ 給 ふ 乎、 是は實 に 平 くして、 樂 しき 聖き 生涯であります > 

と、 而 して 彼に 對 する 父の 忿怒の 尙ほ 解け ざり しに 關 はらす、 彼 は 全力 を 傾けて 彼の 擇 みし 新生 に 

人った、 彼 は 僧侶の 職 を 授けられて 今は彌 撒^ を 司る の特 權を與 へ られ た、 卽ち 彼の 獻 ぐる 祈 禱 に 出 

てパ ン は 化し て實に キリストの 肉と なり、 葡萄酒は化して^_^に キリ ス 卜 の 血と 成る との^であった、 

ル— テル^  gi 話  七 一一 
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彼 は 叉 人の 罪を赦 すの 特權を 授けられた、 新敎の 牧師の それと は 違 ひ、 舊敎の 僧侶の 職務 は遙 かに 莊 

重で ある、 促、 肉 を 具へ たる 罪の 人が、 身 は縱令 僧職に 就く と 雖も斯 かる K 任に 當り 得る 乎、 其れ は 

大 問題で ある、 乍然、 斯 かる 疑問 は 其時ル ー テルの 心に 起り しとす る も、 彼 は强く 之に 11 まされな か 

か へり  いとま 

つた、 彼 は 新たに 心の 平和 を 得て、 其歡 喜に 充 たされて、 他 を 顧みる の 暇がなかった。 

乍然、 彼の 熱心と 天才と を 具へ て、 彼 は 長く 普通の^ 侶と して 止まるべき でなかった、 彼 は 自ら 擇 

らんで 寺院の 靜肅に 人った、 然し 運命 は 彼の 長く 此靜 肅を樂 しむ こと を 許さなかった、 而 して 此 時に 

方て 復た 彼を援 けて より 廣き 活動の 地位に 彼 を 引き出した 者 は 彼の 指導者に して 善き 友人なる ス タウ 

ピッツであった、 之より 前 六 年、 サク セン 撰 侯 は 彼の 領内なる ヴィ テンべ ルヒに 於て、 新たに 一 つの 

大學を 起した、 而 して 其 設立の 相談に 與り、 其 經營の 任に 當 りし 者の 一人 は 此ァゥ ガス チン 寺院の 取 

締役 にして ル ー テルの 無二の 益友なる ス タウ ピッツであった、 彼 は 撰 侯に ル ー テル を 推薦し、 エルフ 

ルト より 彼 を 呼 寄せて 大學 敎授の 任に 當 らしめ た、 祌は人 をみ 门 すに 人 を 以てし 給 ふ、 バウ 口 を タル ソ 

の沈默 より 呼出して 世界の 傳道 者と なした 者はバ ル ナパ である、 叉 カルビ ンをバ ー ズ ル の隱 退より 呼 

出して、 彼 をして ゼネバ に來 りて 宗敎 改革の 任に 當 らしめ た 者はゥ イリヤ ム • フ ハ レル である、 故に 

言 ふ、 

フ ハ レ ルは ゼネバ を 改革に 引附 け、 又 カルビ ンを ゼネバ に引附 けたり、 

と、 其 如く、 ル— テル をヱル フルトの 寺院より 引出し、 彼 をして 欧洲 改造の 原動力たら しめし 者は實 

に 此の ス タウ ピ ッ ッ であった、 紹介者の 任 も亦大 なる 哉で ある、 彼れ ス タウ ピ ッ ッは 始めに ル ー テル 

t すけい-た  ir. ぶつ  -  ない 

を 懐疑の 闇黑 より 助 出し、 今 又 寺院の 埋沒 より 彼 を 引出した、 彼れ 微 りせば ル ー テル は 無かった ので 


ある、 彼 は 一生 を 舊敎の |5 侶と して 終った、 然し 彼 は 改革の 産婆であった、 彼に 由て ル ー テル は 光 I 

に 屮：： で、 又た 世に出で たので ある。 

千 五 百 〇 八年、 ル ー テル は 歳 二十 五に して H ル フルトの 寺院 を 去って ゲイ テ ン ベル ヒに來 り、 其大 

學 の敎授 となつ た、 彼はフ イロ ソヒ ー を敎ゅ ベ く あ つ た、 而 して フィ a ソ ヒ ー と 云 へ ば 今 は 之れ を W: 

學と譯 する なれ ど、 其の 時の フィ a ソヒ I は 哲學に 止まらなかった、 其の 時に 歐洲の 學問は 唯 だ 二つ 

あつたの みで ある、 其」 は テオ ロギ ー であって、 其の ニはフ イロ ソヒ —であった、 テオ ロギ ー は 神に 

關 する 智識であって、 フィ a ソ ヒ ー は 人に 關 する 智識であった、 前者 を 若し 神 學と譯 すべく むば 後お 

は 人間 學と譯 すべき 者であった- 而 して ァゥグ ス チ ン 派の 愤 侶なる ル ー テル は祌學 を 校くべく はなく 

して 人間 學を敎 ゆべ くあった、 彼はァ リスト ー トルの 論理と 物理 を敎 ゆべ くあった、 祌學に 就いて 彼 

れは 知らないではなかった、 然し 神學は 彼の 好む 所でなかった、 彼 は 生命 を 賭して 心の 平和 を 求めた 

みづ 

が、 然し、 自 から 世の 所謂 宗敎 家と 成らん と 欲しなかった、 彼の 父ハ ンス • ル ー テル は實務 家で あつ 

て- 惯 侶と 神學 者と は大嫌 ひであった、 而 して マルチン も 亦た ハ ンス に似て、 信仰 は 之 を 求めた けれ 

ども 祌學は 之れ を 斥けた、 彼 は 神の 一 i 音 を 愛した、 然し 神學 者の 祌學は 心より 之 を 嫌 ふた、 故に 彼 は 

神學 よりも 人間 學を 愛した、 希臘拉 典の 古典 を 愛した、 殊に ヴァ ー ジ. -を 愛した、 田園 生活の 美と 快 

と を 歌 ふたる 其 Bucolics と Georgics と は 彼れ の 特愛 の 書であった、 聖書と ヴァ ー ジル、 キリスト 

と 花、 此の 二者に 對 して 彼 は 終生 興味 を 失はなかった、 ル ー テルの ル ー テルた る 所 を 知らん と 欲する 

者 は、 人間 學の 敎授 としての 彼れ を 知らなければ たらない。 

乍然、 大學の 教授と 成っても 彼れ は 寺院との 關係を 絶たなかった、 彼 は 依然として 元の^ 侶で あつ 

ル— テル «sl 話  七 ニー 一 
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た、 而 して ヴィ テン ベル ヒに來 りて より 三年、 乂々 ス クウ ピッツの 周旋に 由り、 或る 寺 用を辨 ぜんた 

めに、 彼 は 或る 他の 一 人の 愤侶 と共に 口 1 マ にまで 派遣され た、 是れ 彼れ の 生活に 取り 新紀元 を 劃す 

べき 出来事であった、 彼等 二人 は 徒歩に て獨 逸より $1 太 利まで 柱いた、 各自 僅かに トフ 口 ー リンの 旅 

ふところ  マ、 ヰヅ つ n 

费を懷 にし、 架 都 を 指して 出發 した、 瑞两に 人り、 ア^プス 山 を 越へ、 ボ ー 河の 平原 を 横ぎ り、 フロ 

1 レン スを 過ぎて 終に 口 1 マ の聖 都に 達した、 彼等 は 北歐の 蠻界を 去って 南 歐の樂 土に 其 耳 口 を 樂し. 

ました、 而 して ル— テルの 眼に 止まりし 者 はァ， - ブス、 アベ 二 ン兩 山の 風景であった、 叉ボ ー 平原の 

農事であった、 彼 は其姜 くしき 葡萄と 橄權と 無 花 と柑 橘との 菜園 を nf- て、 心より 之 を 歎美した、 然 

れ ども フ 口，' レンスに 入りて、 其 有名なる 鎗畫と 彫刻と を 見ても、 彼 は 之に は^に 眼 を 留めなかった. 

彼 は 到る 所に 寺院の 待遇 を 受けて、 深く 其の 內狀を 探った、 風景と si- 園と 信仰、 彼の 注意 を拂 ふた 者 

は 之れ であった、 美術 は 之 を 問 はす、 政治 は 之れ に 眼 を 留めなかった。 

而して 口  — マ の§,^都が始めて彼の叭へに人った時は如何に！ 彼 は ly\;J を 上げ、 逸に 之に 向って 叫ん 

で 曰 ふた、 

我れ 汝を 祝す、 汝、 m なる 1 マよ 

と， 彼 は 今 は 地上の 天 圏に 達した ので ある、 使徒べ テロと パゥ 口と が 其の 殉敎の 血 を 以て 敎會の 基礎 

を 定めし 所、 キリストの 代现 者が 地上に 敎權を 握る 所、 若し 祌聖を 地上に 於て 見る を 得べ くんば 此處 

を 除いて 他に 在る ベから すで ある、 ル ー テルと 其の 侶伴の 足 は 今 は此 聖地 を践ん だので ある、 遙々 ッ 

,1 リン ギヤの 僻陬 を 去りて、 此處に 「聖ぺ テロ」 の 大寺院に 接せし 彼等の 感想 は 如何な りし ぞ。 

然れ ども、 鳴 呼然れ ども、 ^實は 如何な りし ぞ、 祌 は 赏に口 ー マに 於て ありし 乎、 信仰 は 誠に 此 


地に 於て 燃えし 乎、 否な、 否な、 法王 は 信仰 i¥ であるより は 寧ろ 美術品の 鑑定 者であった、 監 はキ 

リストの 僕で あるより は 寧ろ 此 世の 政治 { 象であった、 其 他の 僭 侶！^ に 至って は赏に 雷 語 同斷 であった、 

くつ-し  がう しゃ ん わい す んき ゃラ  かんさい き -7 ざんがい 

信仰 はた f 名のみ であった、 華 侈、 获奢、 媒猥、 醉狂、 之に 加 ふるに 陷擠、 讒謗、 ^寄、 …… 鳴 呼、 

之れ が 一き 口 ー マ であらう と は 僻地 のル I テ ルには 如何しても m 心 はれなかった、 然し 之 は 夢で はない， 

事實 である、 口 ー マと はまこと に斯 かる 處 である、 諺に CI ふ、 

. 若し 地 h に 地獄 ありと すれば a  — マ は 其 上に 建てら る、 

と、 叉 

口，， 'マ に 近づく 丈け キリ ス トに遠 かる、 

と、 ル ー テル は 自ら 此事 を實 見した、 敎會の 木 山の 彼の 獨 逸の 故鄕 よりも 遙に惡 い 所で ある こと を^ 

た、 彼が 命ぜられし 寺 用 は 容易に 落着した、 而 して 翌年の 夏に 彼 はヴィ テンべ ルヒに つた、 彼に 取 

りて は此 旅行 は 悲し き 旅行であった、 然し^だ 有 5 被 なる 旅行であった、 敎會の 神お に 關す る 彼の 夢 は 

此 時に 覺 めた、 此 時より して 敎會は 彼に 取り 恐ろしく なくなった リ 

彼 は 首尾よく 彼の 使命 を 架して ヴィテ ン ベル ヒに つた、 而 して 彼の 師父 スク ゥピ ッ ッは_5^レソに彼 

のために # 進の 途を 講じた、 彼 は 彼に 勸む るに 祌學 博し の 學位を 得て 彼に 代て 神 學敎授 とならん こと 

を 以てした、 然し ル ー テル は 容易に 此勸 誘に 應 じなかった、 神學は 彼の 好む 科でなかった、 彼 は： S 

時まで も希獵 折；： 學の 講座に 據て敎 授の任 を ra^ たさんと した、 然し ス タウ ピ ッ ッは其 事 を 許さなかった，. 

而 して ル ー テ ル の 彼の 勸 誘に 應ぜ ざる を 見て取る や 彼 は 命， せ を 以て 彼に 迫った、. 而 して 長者の 命 八？ に 

服從 する を 以て 规定の 一 條と定 むる 寺院に. W て は、 ル ー テル は 之 を 避けん と 欲する も 能はなかった、 

ル I テル iSfi 話  七 一 五 
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彼 は 嫌々 ながら 彼の 恩師の 命令に 服した、 而 して 祌孽 研究に 從 事した、 彼 は 其 時まで 旣に 多くの 祌 

書 を讀ん だ、 而 して 口，' マ滯 在中、 猶太 人に 就て ヒ ブライ 語を學 び、 ギリシャ.： < に 就て ギリシャ 語 を 

學ん だ、 故に 今 は 故の H ル フル 卜 寺院に 退き、 一 年間の 準備の 後、 博士 號を 授かれば、 夫れ で 事 は 足 

りたので ある、 後年 彼は此 時に 於け る 彼の 心の 煩悶に 就て； fii て 曰 ふた、 

如何なる 善事と 雖も 吾人 自身の 計 劃に 由て 來る 者に あらす、 吾人 は 必要に 逼 まられ て.^ む を 得す 

之に 取掛 るな り、 余 は 余の 事業にまで 驅逐れ しなり、 余に して 若し 其 時、 今日 ある を 知りし なら 

ん乎、 十 頭の 荒馬 を以 てす る も 余 を 之に 引 人る k こと 能 は ざり しならん 

と、 斯の 如くに して ル I テル は 長者の 命令に 强 いられて、 止む を 53： すして、 嫌々 ながら 祌學 研究に 入 

つたので ある、 今日で こそ 新 敎神學 の 始祖と して 仰がる、 ル I テル は 元々 神 學は大 嫌 ひであった ので 

ある、 誠に 自 から 進んで 祌學 者と 成らん と 欲せし 者に して 未だ 曾て 大祌學 者と なった 者 はたい、 モ— 

ゼが 民の 敎導 を辭 し、 H レ ミヤが 預言 職を辭 したやう に、 ル ー テル も 亦神學 者た るを辭 した、 而 して 

十 頭の 荒馬より もより 强き 或る 力に 强 いられて 止む を 得す 此硏究 に 人つ て、 彼は斯學の奥^^に達する 

ことが 出來 たので ある、 後日 彼が 斯學 を稱 して 

神馨は 音樂の 一 種な り 

と 曰 ふに 至りし は、 彼が 祌學 者と なりし 前に 博く 深く 神學の 事實を 彼の 心の中に 探った からで あろ、 

ル ー テ ル は神學 者なら ざる 祌學 者で ある、 人世に 害を爲 さすして 益を爲 す祌學 者で ある。 

彼 は 干 五 百 十二 年の 十月 十九 日、 齢 ニト九 歳に して 祌學の ドクトルと 成った、 而 して 直に ス タウ ビ 

ッッに 代りて ウイ テ ン ベ ルヒ大 學の神 學敎授 の 職に 就いた、 强 いて 神 學を學 ば しめられし 彼 は 祌學に 


於て 新機軸 を 開いた、 彼 は 聖書の 講義 を 始めた、 ぉづ 詩篇 を 講じた、 彼 は 之を稱 して 「聖書 中の 架 1! 

なり」 と 云 ふた、 次ぎに 彼 は 羅馬書 を 講じた、 而 して 之に 由て 彼の 特 愛の 敎義 なる 信仰に 由て 義 とせ 

らる、 こと を 述べた、 其 次に 彼 は 加 拉太書 を 講じた、 是れは 彼が 後に 「我れ 自身の 書翰」 と 稱んだ 者 

である、 彼の 講義 は 勿論 大學々 生の ためであった、 然るに 其嶄 新に して 凱 切なる よりして、 多くの，： 十 

老 ひたる iEIli^ は自 から 聽講 生と なりて ル ー テルの 敎 場に 出席した、 彼の 名 は 今や 獨逸 全國に 響き渡つ 

た、 而して此の！^^：年敎授の聖書講義を聽かんと欲して、 學生 は全國 よりして、 此 新設の 大學に 集ひ來 

つた、 サク セン 撰 侯 は 善き 敎授を 得し を悅ん だ、 而 して 彼 を 推薦せ しス タウ ピッツ は 人に 向て 彼に 就 

て 誇った、 是れ 蓋し ル I テルに 取て 一生 _ま の 最大 幸 幅の 時であった らう。 

而 して 教場の 屮に 在て 斯 くも 人 を 博せ し 彼 は 終に 市中に 引出されて 巿 ni^ に 福 昔を傳 へざる を 得 ざ 

るに 至った、 彼 は玆に 普通の 獨 逸人に 接した、 無學 にして 而 かも 誠 實 なる 當 時の 彼の 函人に 接した、 

而 して 彼の 信仰 は 市民に 取ても 亦 解し き 者であった、 彼 は祌學 者で ある 前に クリス チヤ ン であった _ 

彼 は 實驗に 由て 罪の 赦 しの M ん である 乎 を 知った、 故に 平易なる 言辭を 以て 能く 信仰の 奥義 を 平民に 

傳 ふること が出來 た、 斯くて 彼の 人望 は 大學の より 終に 其 外にまで 擴 がった、 彼 は 市民の 說敎^ と 

なった、 彼 は 能く 當 時の 獨逸國 民の 心 を 解した、 故に 兩 者の 心 は；.； 一 に 相 投合して， 玆に新 運動の 氣運 

は 開かれた。  _ 

チ 五- rrn 六 年、 彼が 信仰の 戰鬪に 勝て 心に 大 たる 平和 を 得て より、 干 五 百 十七 年、 彼が 赦罪 券の； 5f に 

就て 『維 馬 敎會と 戰鬪を 開かざる を 得ざる に 至った までの 十 年間が 彼に 取り 最も 幸福なる 時代であった 

らう、 此時、 彼 は 衷に歡 喜 を 以て 溢れ、 外に は (1^. 'ふべき 敵がなかった、 彼の 學識は 年と 共に 進み、 彼 
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め 聲名 は隆々 として 揚 つた、 是れ 誠に 彼に 取りて 聖書に 謂 ふ 所の 

智慧 も 齢 も 彌增り 神と 人と に 益々 愛せられたり 

との 時代であった (路加 二 章 末節)、 彼れ 自身が 此 時に 於け る 己れ の狀 態に 就て：： ふた、 

あつ  さ、.；  こと 15  い， りいた  わか 

余 は 熟く し て 幅 ひなる 祌の 言の 鏡 造 所より 新たに 鑄 出された る 若き ドクトル で あ る 

と、 然し 斯 かる 幸福なる 時代 は竞に 終結 を吿 げざる を 得なかった、 彼は遙 かに 大風の 彼の 靜 かなる 报 

つみ 

に 近く を 聞いた、 ヨハン. テッツェル は 法王 レ ォ第十世の命令の下に辜なき獨逸の信者の中に赦罪^^ 

を賫 りつ k あるで はない 乎、 若し 此 狼 が 彼に 托されし 羊の 群に 近づいたならば；^ 何、 彼 は 狼の 來る 

を 見て 羊 を li- て 逃げ去るべき ではない、 善き 牧羊者 は 羊の ために 命を捐 つる、 彼 も 亦 彼の 靈 魂の 牧者. 

に 傚 ひ、 彼の 羊の ために 命を捐 つべき である、 彼 は 自己の ために あらす、 自己に 托せられし 神の 子 佻 

のために、 止む を 得す 戰鬪の 人と なった、 余輩 は玆に 平和の ル ー テルに ぼ を 告げて、 戰 鬪のル ー テル 

と 親しまなければ なら な い 。 

第六囘 戰 闘の 開始 

5 まれつ き 

ル， 'テル はヶは 改革者と して 人に 知られる、 而 して 改革者と あれば 必 す性來 の 破壞者 で あるかの 如 

くに はれる、 然 ながら ル ー テ ル を性來 の破壞 者と 解す る は 彼 を 誤解す るの 最も 甚だしき 者で ある、 

0  0  0  0  C う つ *.-0  0  0-0  0  0  0  0  C  C-  0  P  0>  0  0  0 つ -- , •  ••: 

其 正 K 對 が事實 である、 ル ー テル は性來 の破壤 者で はない、 性來の 保守 {1 である 其 事 は 彼の 生 に 

渉る 事 is に 就て 見れば 瞭か である、 保守.； ¥ にあら ざれば 文藝 復興 時代に 生れし 彼 は 文學と 法律と を 一 ^パ" 


て 寺院に 入って 僭 侶と 成らない、 保守 (氷に あら ざ^ば ァリ スト ー トル の析： 舉を 去て 書に 緒らない、 

保守 家に あら ざれば 彼の 如く 舊き 信仰 を改 むる に ！ し ない、 而 して 性 米の 保守 家で ありし が 故に、 

彼 は 一 つの 敎會 を壞て 之に 代へ て 他の 敎會を 建てた、 所謂 ル— テル 祌€- なるお は 彼の 壞 ちし 舊敎神 學 

丈け それ 丈け 頑 岡で ある、 然り、 或る 場合に 於て は それよりも 更らに 頑 阁 である、 ル ー テル は 性米顽 

K であった、 狹 くあった、 迷信に 傾く 程 保守であった、 ル ー テル は 何の 點 より 見る も^ 進 破壤の 人で 

は 無かった" 

而 して ル ー テル 許りで はない、 余の 知る 範圍に 於て、 すべての 大 改革者 は 性 來の保 {寸〔 尿で ある、 ル 

1 テルよりも 更らに 大 な る 屮古 S 心 想 の 改 ^„5^者は 彼 の 先達 者なる 詩人 ダ ンテ であった、 此 詩人な かり せ 

ばル ー テ ル 5£ ると も 改革の 實 は擧ら なかった に 相違ない、 然るに ダン テは 何う 云 ふ 人であった 乎と 云 

ふに、 彼 は大々 的 保守 家であった、 彼は當 時の 信仰に 對 して 何の 疑 を も 挾まなかった、 彼 は 屮古時 e: 

の 思想 を 其 儘に 受けた、 彼 は 曾て 力— ライん が 彼に 就て n ひしが 如く 「中古 干 w 年間の 辯 護 者」 であ 

つた、 然るに 中古 思想 は 此人を 以て 其 終. お を 告げ、 近世 思想 は 此人を 以て 生れた ので ある、 何に， S て 

然 りし 乎と 云 ふに、 其 說明は 探る に 難くない、 グンテ は 中古 思想の 根本に 達した からで ある、 物 は 其 

眞髓に 達すれば 其 外形 は 自づと 壊る k ので ある、 能く 形骸 を 保^せん と 欲すれば 其 精 祌を鬧 明せ ざる 

に 若く はない、 餘 りに 深く 其 精神 を 探 ぐれば 其 物 は自づ と壞る k ので ある、 詩人 ダンテ は 中古 忍 想に 

餘 りに 忠實 であった が 故に 終に 彼が 保^せん と 欲せし 者 を 毀った、 斯くて 彼 は 中古 時代 3 忠僕で あつ 

て、 n 時に 义其逆 ほで ある、 彼は餘 りに 眞 面目なる 保守 家で あつたが 故に、 終に 知らす 識ら すして 進 

歩の" は 鋒と なった。 

A  — テル！ *1 九 
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而 して ダンテば かりで ない、 コ B ムゥ H ルで も、 ワシントン でも、 近く は ビス マ ー ク でも、 グラッ 

ドス トン でも、 改革者と 云 ふ 改革者 は 皆な 性來の 保守 家であった、 破壞 者の 破 壞は實 は 少しも 恐る X 

に 足りない、 彼 は 始めより 破壞 せん として 事に 從 ふので ある、 故に 自 から 淺 薄で 自づ か ら 冷淡で あ る 、 

然し、 保守 家 は 之と 異なる、 彼 は 保存 せんとす る、 故に 熟き 同情 を 以て 舊を 探り、 深く 其 眞理を 究め 

ん とする、 而 して 深き 溫 かき 考察の 結果、 終に 壞 たざる を 得ざる に 至る や、 彼 は自づ から 舊を其 根柢 

より 湲へ すので ある、 單に新 を 愛して 舊を嫌 ふ 者 は 舊を廢 する の 能力 を 有たない、 能く 舊を廢 する 者 

は 能く 奮 を 愛する 者で ある、 故に 善き 保守 〔豕 たるに あら ざれば 善き 改革者た る ことが 出来ない、 此理 

を辨 へす して 改革者の 言行 を 究めん として 我等 は 彼 を 誤解せ ざらん と 欲する も 得ない、 最大の 國賊は 

性來 の愛國 者で ある、 最大の 破 壞者は 性來の 保守 家で ある、 改革者で あるが 故に 性來 の破壞 者で ある 

と 云 ふ 者の 如き は 歷史を も 傳記を も 共に 語る に 足りない。 

ル ー テル は 性 来の 保守 家であった、 同時に 乂學 問の 人であった、 同時に 义 良心の 人であった、 學問 

の 人で ありし が 故に 彼 は 明白の 背 现には 耐えられなかった、 良心の 人で ありし が 故に 彼 は 明白の 虚僞 

に は服從 する ことが 出来なかった、 若し 営 時の 敎會が 明白の 背理と 明白の 虚偽と を 以て 彼に 迫らな か 

つたならば、 彼 は 永久に 沈默を 守った に 相違ない、 然るに 當 時の 羅馬 天主教 會は獨 逸に 一人の 彼の 如 

き 者の 在る の を 知らなかった、 敎 會は獨 逸人 を慢り 敎會の 命で あれば 彼等 は 何んでも 服從 する 者で あ 

ると じた、 故に 時の 法王 レオ 第 十 世が： 1 i マに 『聖ぺ テロ』 の 大會堂 を 建築 せんとす る や 彼 は獨逸 

人の 信仰心 を 利用し、 彼等の 間に 赦罪券 を贩賣 し、 以て 大に資 金 を 募らん とした、 而 して 獨逸 におり 

て は マインツの 大 監督 アル ベルト は 大に此 擧を贄 成し、 又 一 つに は 自身 其 利益に 與 らんと して、 费く 


之 を 彼の 監督 管.？： に 於て 行 はんとした、 而 して 直接 販資の 任に 當 りし 者はョ ハン. テツ ツユ . ^と稱 す 

るドミ 一一 力 派の 一 僧侶であって、 其 成功 を 計らん がた めに は 手段 を も 方法 をも擇 まない 人であった、 

而 して 此 法王 あり、 此 監督 あり、 此 手代 ありて、 此忌 はしき 商 賫は始 つたので ある。 

赦罪 券と は 抑々 何で ある 乎と 云 ふに、 赦罪 券と は羅馬 法王 廳に 由て 發 行され たる 券であって、 之に 

クタく の 宗敎的 利益が 附 いて 居った、 監督 アルべ ル トの說 明に 由れば 其 利益の 主なる 者 は 左の 如くで あ 

つた、 

此券を 購ふ者 は 罪の 完全なる 赦免 を 進、 神の 恩 惠に與 り、 煉獄より 赦免 せらる.^ を 得べ し、 而し 

て 人 は 自身是 等の 恩 惠に與 かる を 得る のみなら す、 或は 彼の 友人 或は 親戚に して、 八.' や 死して 煉 

獄に 鍍煉の 苦痛 を嘗 むる 者と 雖も 若し 地上に 在りて 彼等に 代りて 之 を 購ふ者 ある 時 は、 彼等 は 直 

に 試煉 の 火 を 去り て 天堂の 安息に 入る を 得べ し  - 

と、 して 大 監督の 此の 布 達に 加へ て 乎 代の テツ ッヱル は 述べて 曰 ふた、 

代金の 筐 底に 響く と 同時に 靈魂は 谏獄の 外に 飛 去るべし。 

赦罪 券の 功德は キリストの 十字架の それに 等し。 

此$ ^を 購ふ者 は縱令 聖母 マリヤ を 辱 かしむ るの 罪 を 犯す こと ありと 雖も、 其 罪より 免 かる、 を 得 

べし- 

と、  . 鼓 瀆も玆 に 至て 甚だしと 云 はざる を 得ない、 而 かも 憐 むべき 無智の 民 は _^„il; んで 之を購 ひ、 之に 由 

て 自己と 死者との 罪の 赦免 を 得ん とした、 而 して 當 時の 獨逸國 に 於て 一人の 勇者の 起つ ありて 之を批 

難す る 者が 無かった、 恐るべき は 迷信で ある、 而 して 迷信に 乘 じて 起る 腐敗で ある、 中古 時代の 暗黑 

ル— テル 傅 講話  七 二 1 


ル I テ -J  講演 集  七 ニニ 

は 終に 玆 にまで 達した、 3： 人 か 立って 鷲 は 鷲な りと 云 ひ、 鸦は鸦 なりと 一 百 ふの 必要が あった。 

此忌 はしき 商 責の獨 逸 國內に 行 はるを 聞し と 雖もル ー テ ル は敢て 起て 之を错 めんと しなかった、 彼 

は其赦 すべから ざる 罪惡 である こと を 知った、 然れ ども 罪 惡は此 他に も尙ほ 多く ある、 事の 自己に 關 

はらざる 限り は 敢て自 から 進んで 之に 關涉 すべきで ない、 然れ ども テ ッ ッ H ルは徐 々と ウイ テ ン ベル 

ヒに 近いて 來た、 ル ー テルの 牧 する 羊の 或 者は旣 に恥づ べき 費 品を購 ふて 来て 之 を 彼に 示した、 而し 

で 事 は玆に 止まらない、 彼等 は 彼に 要求す るに 赦罪 券が 其 購買者に 約束せ る 權利を 彼等に 附與 せんこ 

-とを 以てした、 ル ー テル は敎 の敎 職であった、 又 民の 牧者であった、 而 して 敎 職と して 彼 は 長者の 

人 叩 令に 從 はなければ ならない、 叉 牧者と して 彼 は ：J5^ の 靈魂を 守らなければ ならない、 赦罪券 は 敎會の 

. 首長た る 法王の 發 行した る 者で あるが 故に、 脇 を 敎會に 奉す るル ー テル は其條 件を實 行した A ければ な 

.ら ない、 然し 靈魂は 神より 委ねられ たる 者で あれば、 彼 は 神の 忠實 なる 僕と して 义 民の 牧者と して、 

之 を 虚偽と 北 H 现 とに 委 ぬる こと は 出来ない、 是を さん 乎、 彼を爲 さん 乎、 人に 從 はん 乎、 神に 從は 

ん乎、 法王に 事 へん 乎、 キリストに 事 へん 乎、 鋭き 良心 を 有ち たる ル ー テルに 兹に大 問題 は 提出され 

たので ある、 彼 は 彼の 信仰に 反き 聖書の 明敎に 逆って、 金錢を 以て 購 はれた る赦罪 券に 由て 罪の 赦免 

を：：：： に宜吿 する こと は屮 I 來 ない、 然れ ばと て 赦罪恭 の 功力 を 否む は 敎會の 敎權を 担み 法王の 神聖 を 否 

, むこと である、 嗚呼禍ぃなるは鋭き£5^心を有ったる人でぁる、 ル ー テルなら ざる 當 時の 敎職 輩に は此 

難問題 は 起らなかった、 彼等 は 善い 加減に 此 問題 を解釋 し、 敎會 にも 逆ら はす、 法王 を も 怒らせす、 

而 して 自己の 良心の 聲は 之を壓 迫して、 平和の 日 を 送った ので ある、 而 して 若し 二十世紀の 今日、 同 

じ 問題が 起る とする も 多數の 牧師と 俾道師 と、 監督と 祌學 博士と は 同じ 平和の 途を 取る に定 つて 居る、 


敎き の 決議と 良心 の 命.^ と 一 一 者 孰 れか き やと 問 はるれば 大抵 の敎 役者 は 勿論 前者 を 重 し と なす の で 

ある、 此點に 於て は 十六 世紀の 獨 逸と 二十世紀の 英國义 は米國 又は 日本と 多く 異なる 所 はない、 我等 

は 今、 殊 Is- らに 法王 レオ や 監督 アル ベルト や 乎 代の テツ ッ H ルを 食むべき でない、 彼等の 類 は 今 n と 

雖も澤 山 居る、 而 して 3： 時の 配に 在ても 稀れ なる は 良心の 人なる ル ー テルで ある。 

斯くてへ， やん，' テルに 取りて は 赦罪券 問題 は敎會 問題で もな く、 亦國家 問題で もな く、 亦祌學 問題 

でもな く、 亦社會 問題で もなかった、 彼に 取りて は此 問題 はケは 個人 問題であった、 彼 は 良心の 許 

を 得て 赦罪 券の 條件を 其 購賫者 の 上に 赏行 する こと は 出来ない、 然れ ばと て 今 敎職を 退く は 神に 對し 

て 不忠で ある、 人に 對 して 卑怯で ある、 進まん 乎、 敎<; ^と 法王と 監督と、 ".^ して 彼等 を 通う して、 常 

時の 全 歐洲と を 敵と して 有たなければ ならない、 退かん 乎、 彼の 神と 良心との 彼を责 むる あり、 余 は 

此 境に 立ちて ル— テル は 法 iff を 去て 宗敎に 入りし こと を 甚く 悔いた であらう と、 彼が キリ ス 

トを發 a して 心に 平和 を SJ: し 其 代 價を拂 はねば ならぬ 時が 今 は 彼に 來 つたので ある、 彼 は. は 世界 を 

相手に して キリ ス ト のために 立たなければ ならない、 彼 はん： 'は 一 人で ある、 ウイ テン ベ ル ヒ の 大學に 

も、 其 所 聾の 敎會 にも、 今や 彼と 共に 良心の 聲に從 つて 羅-ぉ に對 して 批難の 聲を 揚げん と 欲する 者 は 

一ん もなかった、 偉人 は赏 に單獨 である、 而 して ル ー テルの 波 潤 多き 生 "J^ の 問に、 此時 ほど 彼が ffii 獨 

であった こと はない、 隨て此 時 ほど 彼の 偉かった 時 はない、 齢 は iil さに 三十 S 歳、 キリストが 十字架 

に 釘 けられし 時と 同年、 大學 の敎授 にして 敎會の 牧者、 今 は 止む を 5£す 世界に 對 つて 彼の 良心の 聲を 

fe たんと 欲す、 偉大なる 哉ル ー テ" ン！ 

然し 彼 は 常識の 人であった、 故に 彼 は 演劇的に 敎會反 對の旗 を 揚げん としなかった、 彼 は 又 他人 を 
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引 入 れ て 彼等 を して 彼の 必然 蒙 るべき 禍を 彼と 共に 頒た しめんと 爲 さなかった、 彼 は 反對の 責任 は 彼 

れ 自身に 悉く 之 を 負 ふやう に計畫 した、 故に 彼 は獨り 計り 獨り 行った、 彼の 親友す らも、 事の 發 表さ 

れ しまで は 彼の 大膽 なる 舉 動に 就て 何の 知る 所がなかった、 彼 は 又 事の 遂行 を 決し たれば 人の 之を妨 

ぐる こと 能 はざる やうに 注意した、 常時の 世界の 大勢 力た る羅馬 天主 敎會 に對 して 獨り 戰鬪を 挑む に 

方て、 ル ー テル は 名將が 大戰爭 を計畫 する が 如くに、 用意周到、 一 點の缺 くる 所な く 準備した。 

は 紀元の 一 干 五. KH 十七 年 十月の 三十 一 日 正午の 十一 一時、 ウイ テ ン ベ ル ヒ 城：^、 敎會堂 人口の 扉に 

ドクトル . マルチン • ル ー テルの 提出に か、 る赦罪 券に 關 はる 九十 五ケ 條の 質問 は 拉典文 を 以て 褐載 

された ので ある、 是は此 問題に 關 する 敎 會に對 しての 攻撃ではなかった、 是は 單に此 問題に 關 する 質 

問であった、 ル ー テル は 質問 を 提出して 識者の 解答 を 仰いだ ので ある、 然し、 斯 かる 明，：：： の 背理に 對 

して は 問 ふこと は攻 むる ことで ある、 解答 は^ 人 も 容易 に 之に 與 ふるこ とが 出来る , 何人も 其 背理 で 

あり、 虚偽で あり、 明，：：： なる 妄誕 である こと を 知って 居った、 . ^偽 は 問 はるれば 自づ から I 死る k ので 

,っき：-.1 る ま  おの  Li 

ある、 恰 かも 雪達磨の 如き 者で ある、 日光に 遭へば 獨 り自づ から 消えて 了う ので ある。 

. 然し 驚いた の は 公衆で ある， 此 質問 を發 する の大膽 さよと 彼等 は 曰 ふた、 而 して ル ー テルに 問 はれ 

て 見て、 彼等 は赦罪 券を購 ふて 如何に 大 なる 陋 愚 を 演じた 乎を覺 つた、 敎會も 亦ル， - テルに 問 はれて 

E んて、 如何に 大 なる 迷信に 陷 りし 乎を覺 つた、 ル ー テル は 九十 五箇 條の 質問 を 羅馬敎 きに 提出して 敎 

會は其 根本より 搖ぎ屮 I したので ある、 偉大なる 哉 眞理の 力、 誠實の 功、 一 人の ル ー テルが 一 木の ぺ ン 

を 以て 全 歐洲を K ふた の で あ る、 誠に se- 现は 神の 造り 給 ひし 此 宇宙に 在て 今 も尙ほ 最大 の 勢力で あ る。 


第七囘 ライプ チッ ヒ宗論 

ル. I テル は終に羅馬敎會に向て公然と戰^l^^を宜吿した、 其 大膽さ 加減 は 今日 之 を 想像す る こと は 出 

來 ない、 羅 KiT 天主 敎會は 常時の 世界最大 勢力であった、 政ー时 以上の 1 府、 皇帝 以上の 皇帝であった、 

此 勢力に 反對 して 災害 を 免 かれた 者はなかった、 ル ー テルに ん する： 华- ヨハン. フッス は ボへミ 

ャ國 に 改革の 聲を 揚げて 法王 廳の 命令の 下に 燒 役され た (千 ra:;.^ 十五 年 七 ハ：： ：)、 フッス の 友人に 

，-て 同 主義の 主張者なる ブラ ー グのゼ 口— ムも、 年 Kin: 三 卜 日に フッ スと M じ 運命に 終った、 敎義. 

の 改革 を唱 へしに は あら ざり しと 雖も、 敎會の 腐敗 を攻掣 せし の 故 を 以て 5- 太 利の サ ボナ a 1 ラはル 

1 テルの 戰 (辛 {:"; 吿に 先ん する 十九 年、 同じ 法王 廳の 手に 由て フ HI レン ス 市に 於て 絞殺され て、 其ぎ 

艉はナ 、にて 燒 かれた、 世に 殘 忍なる 者に して 敎會の 如き はない、 敎會は 己に 反對 する 者に 對 して は、 

其 力. 2 あらん^りに 反對 する、 殺し5^?時には殺す、 殺す 能 はざる に 至れば 逐放 する、 遂放 する も屮 

斐 なきに 至れば 彼に 種々 の 醜名 を 負 は して 彼 をして. 世に立つ こと 能 は ざら しむ、 而 して 何の 詰 责も功 

を 奏せざる を 見て取る や、 異端 を迎 へ、 彼 を カノ ナイ ズし (聖 列に 加へ)、 彼 をして 聲を揚 ぐる も 無 

效 ならしむ、 而し て 十六 i 紀 の 始め に方 て羅馬天主敎會は尙ほ未だ其反對者を殺し5^0 の 充分 の 權能 

を^した、 而 して ル ー テル は此權 能に 對 して 獨り反 對の聲 を 揚げた ので ある。 

敎會は 始めの 間はル ー テルの 反對を 以て 差した る 大事で あると 思はなかった、 獨 逸の 一 寒 僧が 帝 Mi 

の 帝王なる 羅 馬の 法王に 向て 反 對の聲 を 揚げた ので ある、 檔螂 斧に 當 ると は此事 である、 羅馬 敎會 の 
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ル ー テル を 見し は、 今日の 英國監 哲敎會 が 余輩 無敎會 主義者 を 見る 程に も 無 かつ た、 敎會は 言 ふた、 

彼れ 何者 ぞ、 敎 會に對 して 反對の 聲を揚 ぐると は、 來 つて 大 監督 を 見よ、 大愤正 を 見よ、 其 帝王の i 呂 

^に 等しき 第 宅 を 見よ、 國 家の 給す る 厚き 作 祿に其 威嚴を 維持す る數 多の 敎職を 見よ、 祌學 博士 を OB- 

よ、 舊き歷 お を 見よ、 之に 逆らって 立つ は 厳に 逆らって 立つ が 如し、 宗敎は 瞬間に して 生る 者に 非す- 

一 人の 確信 は 以て 萬 の 所信 を 覆へ すに 足らす、 使徒 時代より 連綿と して 繼總 する 祌の 敎會を 離れて 

獨り 立たん とす、 無謀 之より 大 なる は 無し、 唯 改心せ よ 改心せ よ、 無條 件に 改心して- S たび 母敎會 の 

,0 に 歸り來 り、 其 恩愛と 撫育と を 受けよ，.」。 

ル ー テルの 場合に 於ても 此 通りであった、 而し て 破門の 威嚇 は 改心 の 說 論と 相 共 に來 つた、 彼の 九 

十五 衝條 出て より 彼に 對 して 所謂 護法の 鉢 を 執て 立った 者 は 幾人 もあった、 I に 容易なる 事に して 異 

端 攻撃の 如き はない、 此 罪の f に 在りて は 異端と 云 ひ 正義と 云 ふ は 正现過 謬の 差に. S て 云 ふので はな 

い、 强き 者が 正義であって、 き 者が 異端で ある、 天主教 岡の 西班牙に 在て は 今日と 雖も 舊敎が 正義 

であって 新敎は 異端で ある、 之に 反して 新 敎國の 英國に 在て は 其 所謂 聖公會 の 外 はすべ て 悉く 異 派で 

ある、 基督 敎國に 於て は 正 護 派 之 を オル ソ ドック スと稱 し、 異端 派 之 をへ テ a ドック スと云 ふ、 オル 

ゾ ド ックス は敎會 の 主張であって 其 背後に は强き 政- が ある、 ヘテロドックス は 確信 ある 少數平 

の 主張であって、 其 據る所 はた ゾに祌 と 自己の 良心と である、 而 して ル ー テル は 八 r や 異端の 魁 首と し 

て 立った の で ある、 故 に 彼 を 幾す は 容易で あって、 叉 彼 を斃し て 政」 射と 敎會と の 賞に 與 かる の 希 &ギ" が 

あった、 玆に 於て か 多くの ル ー テル 反 對が此 所 彼 所に 起った ので ある、 彼等 は 弱き 孤立の ル— テル を- 

幾して- 敎會の 忠僕と して 法王に 賞め られ、 護法の f 男 者と して 世に 囉さ れんと 欲した.， - 


ル ー テル 反對の 一 人 は 勿論 マ ィ ン ッ大 監督の 乎 代、 赦罪^  一 H 捌きの 當人， ヨハン • チッツ H ル其 人. 

であった、 乍然、 彼れ テッツェル はル ー テルの 論敵と して は 取る に 足りない 者であった、 次ぎに 起つ 

たのが ョ ハ ン • エックであった、 彼 は ii にはル ー テルの 友人で ありし 者、 祌學博 土で あり、 辯 論 〔ち > 

あった、 彼は此 時より 終生 ル ー テルの 敎 敵であった、 义ロ ー マに 於て はシ ルヴェ ス テル. マツ オリ -1,, 

一名 プリ H リアスが 起った、 彼 はドミ 一一 力 派の 僧侶で あり、 異端 抑 壓には 長き 經驗を 有った、 彼は議 

-1 ひい -,. こ  ひし 

論よりも 寧ろ 政略 を 以て ル ー テル を サクセ ン侯領 以外に 呼出し 其 處に彼 を 挫がん とした、 斯の 如くに 

して 俗人 起り、 學者 起り、 策士 起り て • 忠誠 を 街 ひ、 護 敎を競 ふて 若き 敎會の 反逆人 を 幾さん とした，. 

余輩 は 玆にァ ゥグス ブル グに 於け る 彼と 法王の 使節 力 H 1 タンとの 會 合に 就て 語らない、 ル ー テル は 

今 は自 から 求めす して 國. 冢的、 否な、 世界的 人物と たった、 彼の 招 喚を强 ふる 法王 あれば、 之 を 拒む _ 

皇帝が あった、 彼の 運命 は獨 逸全國 民の それに. 树 接の 關係 ある 者と なった、 憐 むべ しル ー テル は 彼の 

志願に 反いて 勤學の 七た る を 魔して 戰鬪の 人 たるべく 餘谈 なく せられた、 彼 は 終生 此事を 歎いた、 然 

し 止む を 得ない、 彼は此 ために 此 世に 遣られた ので ある、 彼 は 今より 後 は 彼れ 一人の 彼で はなく して，： 

獨逸國 の、 然り、 全 欧羅巴の 彼と なった、 彼の 生涯に 矛盾の 多 かりし は是れ がた めであった、 彼 は 八，' 

より は 羅馬敎 會に對 して 獨逸 民族に 代って 語らす ばなら なくなった。 

ル ー テルの 生涯 中、 大事 件の 一 ッは 有名なる ライ プチ ッ ヒ宗 論で ある、 干 五 "r.:: 一 一ト^ 六： ム： z、 

彼 は 彼の 敎敵 ヨハン •  H ッ クの挑 戰に應 じ、 彼の：！ E 僚 力 ー ル スタ ー ト、 メラン タトンの 一 一人と、 外に 

學生 二百 餘 人に 擁護 せられて、 ライプ チッヒ に 到った、 其， 虚にゲ オルグ 大公の 215 城 プライ セン ブル 

グ域々 內の大 講 堂に 於て ル ー テル 對 H ックの 大宗 論は鬪 はれた ので ある、 宗論は 卜 H に涉 りて 綾いた，. 
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始めに 力 —ルス タ ー トはェ ッ クに當 り、 五日 を 過ぎて ル ー テルと エックと、 當 時の 宗敎界 の 龍 虎 は 面 

と 面と 相對 して 同一 の 壇上に 現 はれた ので あ. る、 龍なる ル ー テル は衷に 信す る 所 あり、 虎なる エック 

ば 外に 賴む 所があった、 城の 主人公 ゲ オルグ 大公 は大々 的舊敎 信者であった、 山 を 越えて 遙か 南に 羅 

馬の 大敎 會はェ ックの 後援と して 立った、 之に 反して ル ー テル の 保護者なる フ レ デリック 賢 君 は 其 席 

に 居らす、 獨逸國 民はル ー テルに 頼む 所 ありし も、 未だ ル ー テルが 頼む に 足りなかった、 此 世の 勢力 

を 以てして は エック は 確かに 優勢であった、 故に 彼の 論鋒 も 自然と 此 世の 論鋒であった、 ル ー テル は 

. 自己 の 主張 を 護る に 聖書と 確信と を以 て せ しに 對し て、 エック は 彼 を 追 ii する に敎會 の 遣 傳と權 能と 

を 以てした、 H ッ クはル ー テル をして 彼れ 自身の 口より して 彼 は眞に 羅 馬敎會 の 反逆人 で ある こ と を 

表. R せしめん とした、 而 して 五日に 涉る 激論の 後に、 正直なる ル ー テルが H ックの 論法に 餘儀 なくせ 

ら れて聽 衆の 面前に 於て 

然り ハ ッ ス黨の 主張 は 悉く 誤謬に 非す、  . 

と 明 fB する や、 彼の 論敵 は 一 同舉 つて 勝利 を 叫んだ ので ある、 玆にル ー テル は 彼の 口より して 公然と- 

にか 

異端の友にして敎會の敵なることを^；^-：！：したのでぁる、 彼の 主張の 眞理 なると 否な と は 他の 問題で あ 

る、 ル，. 'テルが 異端の 徒た る は 今や 明 C に 成った、 而 して 國には 異端 を 罰する の 法律が ある、 今や ェ 

ックと 彼の 味方と は 此事を 法王に 奏し、 其 勒許を 得て 之 を 公司に 通じ、 公司 をして ル ー テル を 適當の 

刑に 處せ しむれば、 それで 事 は 終る ので あ る と 彼等 は 思 ふた。 

ル ー テル は 彼の 敵の 設けし 係 蹄に 陷 つた、 彼 は 今や 公然の 罪人と 認められて ヴィテ ン ベルグに 歸っ 

た、 然しながら 信仰の 事に 於て は 人に 罪 を 定められ たの は 未だ 神に 罪 を 定められ たので はない、 而し 


て 眞理が して 彼の 味方であるなら ば、 彼 は 返て 彼の 敎 敵の 罪 を定 むる ことが 出来る、 彼が 宗 論に 於 

て负 けたの は、 眞现を 以て 負けた ので はない、 世 の 輿論に 負けた ので ある、 而 して 多くの場合に 於て 

は 輿論 必 しも 眞现 でない、 彼 は 未だ 失&ェ たべき でない、 大 能の 神 は 帝王の 帝王なる 法王ので より 彼 を 

救 ふの 途を 知り 給 ふ、 彼 は 今 は 彼の 確信 其 俊を更 らに大 膽に述 ぶべき である、 神と 偕に ありて 彼れ 一 

ねん 

人 は 全歐羅 巴よりも 强く あると、 斯く 念じて ラ イブ チ ッ ヒ宗論 以後の ル ー テル は 以前に： K さるの 者 

となった、 彼を說 服せ しと 思 ひし H ックは 彼 を 以て 羅馬敎 會に對 する 獨逸 全圃 尺の 反對を 招いた ので 

ある、 龍 は 傷 を 負 ふて ウイ テン ベルグに 歸 つた、 而 して 歸て刚 刃の 劍と 化した、 龍に 雨を與 へ、 虎 を 

野に 放っと は此 事で ある、 今より 後、 ル— テルの 筆鋒に 摧る は： 大使の 利 劍に觸 る、 が 如くであった。 

ェ ック、 勢力の 辯 護 者なる H ック、 辯 論に 勝って 事實に 負けし H ック、 嗚呼、 彼の 類 は：^ 時 も ある 

何處 にも 在る、 十六 世紀の 始めに 在った、 二十世紀の 今日 も 在る、 西洋に 在った、 東洋に も ある、 然 

り、 我等の 愛する 此 日本 國に 於ても 居る。 (以下 績稿 なし I 編者) 


ル ー テルの 爲に 辯ず 


八.' や 全世界 は獨逸 國に對 して 總攻擊 を 加 へ つ k ある、 同時に 乂獨 逸人なる ル ー テルの 宗敎 改革 業 

を紀 念し つ、 ある、 實に 眞现は 地方 的に 非す して 中央 的で ある、 阈家 的に 非す して 吡界 的で ある、 人 
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リス チャン 

稱 的に 非す して 人類 的で ある、 ル. I テル は純粹 なる 獨 逸人な りし も純粹 なる 基督 者な りしが 故に 斯 く- 

も 全世界 全人 類の  同情 を惹 きつ  & あるので ある， 實にル ー テル を 產し獨 逸 は 福なる 國 である、 叱界的 

偉人 を 生 み て 獨逸 は 世界的 國家 とな つた、 縱し 今度の 戰爭 に 於 て 敗北す ると もル ー テルの 獨逸は 永^ 

に 亡びない、 英國 は诲を 制し、 佛國は 陸 を 制し、 獨逸は 空 を 制すと は 詩人 ハイネ. の唱 へし 所であった、 

而 して 「空」 と は單に 空氣を 指して 謂 ふので ない、 { や： を 制すと は 飛行機 航空 船 を 以て 空界を 横領す る 

と 云 ふ こ と で は た い 、 「空」 は E 心 想 で あ る 、 精神 である、 靈魂 である、 獨逸は 空 を 制すと は 獨逸は 人. 

類の 思想 を 制し、 精神 を 制し、 信仰 を 制すと 云 ふこと である、 英 W をして 海上の 王たら しめよ. 

をして 陸上の 權 威たら しめよ、 然れ ども ル ー テルの 獨 逸は此 地なら ぬ 空 界の莉 者たら しめよ、 而 して. 

若し 獨逸 にして 其 天職に 忠實 なりし ならば 今 囘の戰 は 起らなかった であらう、 獨 逸が 英 W と ^界ゃ 

覇 權を爭 ふに 至て 彼 は大に 墮 落した ので ある、 金と 銀と は 之 を英國 に讓れ よ、 而 して 汝は 鎏界の 王た. 

れとは 天が 獨 逸に 命じた る 所で ある、 而 して 偉大なる 獨 逸人の 理想 はすべ て玆に 在った ので ある、 析：： 

學者 フィヒテ は 彼等 を 代表して 曾て 彼の 國 人に 吿げて 言 ふた、 

肉體の 武器 を 以て 勝たん と努 むる 勿れ、 汝の 敵に 對 して 靈 的威嚴 を 以て 堅く 立つべし、 心と 道理. 

の 王 W を 建 _ー 一れ せよ、 而 して 粗暴なる 物質的 勢力 を 以て 世界 を 支配す る 者 を 征服せ よ 

と， 實に 偉大なる 理想で ある、 而 して レ ッ -ン ングも 力 ン トもゲ ー テも へ —ゲル もす ベ て此 理想 を懍 い. 

たので ある、 感史 .；\ 今フ ン ケはビ ス マ ー クの 政略に 由り 獨 逸が 尨大なる 世界的 勢力と なりつ 、ある を 見- 

て  歎じて 言  ふた、 

萬 事 は破壞 されつ \ あり、 今や 何人も 商賣 と金 錢 との 外 は 何事 も 語らす 


と、 斯 くして ル ー テルの 獨 逸は墮 落した ので ある、 明星 は- 大 より 隕 たので ある (ィ ザャ書 十四 章 十二 

節)、 靈界 の 王た る 者が 地 上に 權を爭 ふ に 至 て 恥-辱と 患 苦と を 取り つ i あるの で あ る 。 

れ ども 祌は獨 逸 を 愛し 給 ふ、 而 して 余 W も 亦 獨逸を 愛する、 折 门人ノ ー バリ スは言 ふた、 「竹學 は 

パン を 燒く能 はす、 然れ ども 神と 自由と 永生と を^す」 と、 而 して 獨逸は 余輩に 此 神と 自由と 永： と 

あ. U 

を 供へ たので ある、 米阈は 世界に。 ハン を 供し、 英圃 は鐵と 石炭と を 供す るに 對 して、 獨逸は 宗敎と 竹 

學とを 供した ので ある、 實に責 き 供給で ある、 人はパ ン のみに て 生く る 者に 非す、 鐵と 石炭と は 無く 

とも 可な り、 然れ ども 神と 自由と 永生と は 無 かる 可ら す、 而 して 貧しき 粗樸 なる 獨逸は 其靈的 偉人 を 

以て 此 必需 物 を 供した ので あ る、 折： 學 の 事 は玆に 言 はすと し て 宗敎 の 事に 於て 余輩 は 素々 獨逸 信者 

である、 殊に ル ー テル 信者で ある、 ル ー テル 敎會の 信者で はない、 ル ー テル 信者で ある、 ル ー テル を 

以て 傳 はりし 信仰 を 懐く 者で ある、 ル ー テル は 余輩の^ 在の 摘要なる 部分で ある、 キリストと 其 使 a- 

-こを 除いて ル ー テル 程 余 1^ を 感化した 者 はない、 ル，' テル は 余輩の 肉の 肉で ある、 骨の 骨で ある、 ル 

1 テル 微 りせば 余輩の 今日は 無った ので ある、 そ はル ー テルに 由て 余 W は キリスト を發 見す る ことが 

W 來 たからで ある、 八 水 輩はゥ ェ ス レ ー を 尊敬す る、 然れ ども ゥ ェ ス レ ー 信者で あると 云 ふこと は出來 

ない、 ム ー. 、テ， 'を 嘆美す る、 然れ ども ム ー デ， I 信 であると 云 ふこと は 出来ない、 英米の 信者に 多く 

ft ふ 所が ある、 然れ ども ル ー テルに 負 ふ 所 は 優に それ 以上で ある、 其 故 如何と なれば、 ル ー テル は 余. 

W に 信仰の 絶 對的慣 値を敎 へて 吳れ たからで ある、 ル ー テル 以外の 宗敎 〈永 は (多分 我 W の 親 上人 を.. 

除いて は) 信仰 を 補 ふに 多少 道德を 以てした、 人は信仰に由てのみ救はるとは彼等の斷ーー：ー1;し，；：.^なぃ所 

である、 然れ ども， レ ー テル は 大瞻に 爾か斷 言した ので ある、 人の 救 はる \ は 行爲 に， E らす 信仰に のみ. 
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由る と、 而 して 彼 は此眞 理を發 見して 眞の 自由と 平和と 歡喜 とに 入った ので ある、 聖書 は 始めより 終 

りまで 信仰の 書で ある、 新約聖書 は 殊に 然り である、 信仰 は 聖書の 中心 點 である、 信仰の 立場に 立て 

見て 聖書 は 一 の 調和せ る 完全 體 として 見 ゆるに 至る ので ある、 信仰と. ゆ,；" と 愛と ありて 其 中 最も 犬なる 

者 は 愛な りと 雖も、 罪に 汚れし 人に 取りて は 信仰 ありての 愛であって、 愛 ありての 信仰で はない、 信 

仰 は 信仰生活の 根で ある、 花 は 根よりも 美しく あるが 根が 無くして く 者で はない、 其 如く 愛 は 信仰 

の 結ぶ 架であって 1^ 仰な くして 實る 者で はない、 罪人 は 信仰に 由て 罪 其 儘、 善な く義 なく 愛な く、  B, わ 

據其ま i  ^^其ま \神の愛に人る ことが5^來るの である、 是れ實 に 絶大なる 福音で ある、 以て 儒者 を 

して 起た しむる と 云 ふて は 足りない * 罪人 をして 祌に往 かしむ る 福音で ある、 此ー i 昔に 接して 如何な 

„。 と 

る 罪人 も 「起ちて 我 父に 往 かん」 と 曰 ひて すべての 恐怖 を脫 して 父の 許へ と 走り 往 くので ある、 而し 

てル ー テル は ftf りたく 此福昔 を實驗 して 渗々 と 其 有難 さ を 感じた ので ある、 

今 律法 (道 德) の 外に 神の 人を義 とし 給 ふこと 現 はれて 律法と 預言者と は其證 をた せり、 卽ちィ 

エス キリス トを 信す るに 由り て 其 義を神 はすべ ての 信者に 賜 ふて lEi;^ なし ：：： 神 は その 二 因り 

な • た 力 そな へしの  そ は  。る や. T. 

てィ ヱ スを 立て 信す る 者の 挽 囘の祭 物と し 給へ り、 蓋 神 忍びて 已往の 罪 を 寛容に し 給 ひし ことに 

就て 今 其 義を彰 さんため、 卽ちィ H スを 信す る 者を義 として^ 自ら 義 たらん ためなり (羅馬 書 三 

章廿 一 節 以ド) 

ル 1 テ ル はパ ゥ 口の 此ー 百を讀 んで羅 つたので ある、 實に然 り、 實に. おりと 叫んで 彼 は 聖書 を 已が胸 へ 

と 押し 當 たので ある、 ォ ルス ハウゼン は 曰 ふ、 羅馬書 第三 草 はプ。 テス タント 敎の本 城な りと、 而し 

てル I テ ル は此 城に 循 籠りて 已が鎏 魂の 永久 的 安全 を 計りし と 同時に 全世界に 對ぅ ひて 信仰 改革の 戰端 


を 開いた ので ある。 

ル ー テルの 改 革 事業 を 評 して z: ふ 者が ある、 「彼 は 素より 粗暴なる _ 傚 徒で ある、 隨 つて 彼の 宗敎改 

，ボ なる 者 は 彼の 破壤 性より 出た る 破壞的 事業に 過ぎない」 と、 然れ ど：： y れル ー テルと 彼の 信仰と を 知 

ら ざる 者の 首で ある、 ル ー テル は 暴徒ではなかった、 彼 は 心からの 紳士であった、 彼に 风ゃ殖 があった、 

彼の 粗大なる 身體の 裏に 優しき 心が 宿って た、 彼 は 音樂を 好んだ、 叉 花と 鳥と 小 兒とを 愛した、 若 

し 彼 をして 彼の 天性が 要求す る 生！^ を擇 ましめ しなら ば 彼 は 寺院に 聖書と 鋤と W と を 友と する！^ 肅な 

る 生涯 を 選んだ であらう. 彼の 改革 事業なる 者 は 彼に 取りて は 止む を 得ざる より 出た ので ある、 故に 

し & く 

改革の 渦中に 在りて 彼 は S 々預  一一 一一 口 者 M レ ミヤの 言 を 以て 叫んだ の で あ る 

H ホバ よ、 汝我を 誘 ひ 給へ り、 而 して 我れ その 誘に 從 へり、 汝我を 執へ て 勝ち 給へ り、 我れ 日に 

R に 人の 笑と なり 人々 告我を 嘲け る (耶利 米 記 一 一十 章 七 節) 

と、 ル ー テル は 改革 を擇ん だので はない、 彼 は 神に 執 へられて 改革の 滴 中に 投ぜ られ たので ある、 又 

彼の 信仰の 性質より 者 ふる も斯く あるべき である、 彼はィ H ス キリス トと 彼の^ 績に 於て 彼のす ベ て 

をお つたので ある、 彼の 義も聖 も 功績 もす ベ. て彼ィ H スに 於て 在った ので ある、 キリスト を 信す るに 

因る 救 扬を發 見せし 以後の ル ー テルに 事業 を 焦慮る の 必要 は 更に 無かった、 彼の 事業 は旣に 成った の 

で ある、 彼の 救 主が 彼に 代りて 十 字 架上 に旣に 完全に 之 を 成就げ 給 ふたので ある、 彼 は 八.' は 之 を 信じ 

信仰 を以 て 之 を 己が 有と すれば 可い の である、 彼の W 悶は旣 に 去った、 大事 を 就げ て 神に 赏ら れんと 

欲する の 欲 は 失せた、 彼は滿 足る 平和の 生涯に 人った、 ケ より は 聖書の 研究と 愛の 行 働と に 其 平和 

の 一 生 を 送らん と は 彼が おめし 生涯の 方針であった、 ，に 無害なる 者と て 實はル ー テルの 如き は 無つ 
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だ、 人生の 問題 は殘 りなく 〈兀 全に 且つ Ji 足に 解釋 され、 恐怖 は 去り 歡喜 は來 り、 殊に サク セン 侯に 招 

かれて ウイ テンべ ルヒ 大學に 敎鞭を 採る に 至りし 後 は、 彼の 靈 魂に 於ても 肉體に 於ても 何の 缺乏 する 

所な く、 彼 は 齢 三十 五 歳に 達して 兹に 始めて 人生の 卷に 遭遇した ので ある。 斯くて ル ー テル は 改革 を 

要求し なかった、 然れ ども 敎 < ^と 歐洲と は 之 を 要求した ので ある、 而 して 改革 はル ー テルより して 始 

. まった のでな くして * ル I テルに 觸れて 改革 は 始まった ので ある >  ル ー テルが 敎 會を壞 したので はな 

い， 敎 會はル ー テルに 當っ て壞れ たので ある、 全 歐洲を 足 ドに 置きし 羅^ 敎會 はん 1 'は 生命の 去りし 大 

なる 形骸であった、 之に 對 して 坑夫の 子なる マルチン • ル ー テルに は 活ける 眞の 信仰が あった、 敎權 

對； 仰、 物カ對 精神、 兹處 にも 亦歷 おの 舞臺の 上に ピラトに 對 して キリス 卜が 立った ので ある、 而し 

て 衝突 は 相 方より 挑まざる に始 つたの で あ る , 赦罪券 賣賈 の 事が 戰鬪 開始 の機會 となった ので ある、 

翁の 己に 關 せざる 間はル ー テル は 沈默を 守った、 然れ ども 問題の 彼に 委ねられし 小羊に； S るに 及んで 

彼の 良心 は 彼に 默認を 許さなかった ので ある、 然れ ども 彼 は 直に 罪惡を 攻撃し なかった、 唯敎理 上の 

問題と して 之 を 識者の 判定に 訴 へたので ある、 彼が ウイ テ ン ベル ヒの 城. e: 敎會の 門扉に 报 げしと 云 ふ 

九十 五 筒條の 論題 は讀ん で 字の 如く 神學 上の 論題に 過ぎなかった、 然し 乍ら 明白なる 誤謬 は 之 を 示 し 

た. 义 けで 倒れる ので ある、 議論 を鬪 はすまで もな く、 罪 を 疑？^ に附 して 罪 は 罪と して 現 はれて 罪に お 

めら る k の である、 敎會の 誤謬 は 何人も 之 を 認めし も 全 歐洲に 在りて 惟" ル ー テ ル のみ 誤謬 を 誤謬と 

-V のとき い *4 のと 

.呼 ぶの 勇氣を 有った ので ある、 當時 今時と 同じく 人 は 安全 第 一 を唱へ て 己に 危害の 及ぶべき 場合に は 

明 C なる 誤謬と 知りつ &も 何人も 智き 沈默を 守った ので ある、 然るに ル ー テル 一人、 彼は餘 りに 正直 

t なりし が 故に、 餘 りに 良心が 鋭く ありし が 故に、 彼 は 自已の 安全 を 顧みす 前後 を 忘れて (愚かなる ル 


,1 テルよ) 無謀に も 黑を稱 んで黑 と 云 ひ、 {! を 指して，！：： と 云 ふたので ある、 而 して 其 事が 羅馬 法王 is- 

を 怒らした ので ある、 ル ー テル の 明. n: なる 事 實の說 述が敎 きに 取りて は大 なる 攻撃と して 感ぜられた 

. の である、 玆に 於て か 「異端、 反逆」 の 聲がル ー テルに 對 して揚 つたので ある、 恰も 小兒が 柱に 其 頭 

を ブッ けて 柱 を 叱る の 類で ある、 柱が 小兒を 乘 つたので はない、 小兒が 柱に 當 つたので ある、 浮虛の 

火敎 t: が充實 せる 小ル ー テル に て碎 けたの である、 然るに 敎會は 罪をル ー テ ル に して 己が 空乏を 

蔽 はんとし たので ある、 ル ー テル は 信仰 を 以て 磐なる キリス トに顿 りしが 故に 磐の 如くに 堅く あった、 

ちろ 

敎 舞は此 世の 勢力に 頼みし が 故に； 仰 失せて 土器の 如くに^ くあった、 十六 世紀の 宗敎 改革 は 敎會の 

土 舟が ル —テルの 信仰の 磐に 當 つて 碎 けたまでの 事で ある、 大事と 云へば 大事で ある、 然れ ども 事 は 

至て 簡 である、 詩人 Q  — エル がー 一一 s ひしが 如く 

?£^敢なる ル ー テ ル 否と 答 へ ければ 

其 否に 觸れて 全歐洲 は動搖 たり 

である、 ル ー テルの 羅 lil 敎 會に對 する 正直に して 渾身の 精力 を罩 たる 「否」、 其， 能力 ある 「否」 に^ 

りて 全世界 は 一 變 したので ある。 

稱 して 「ル ー テルの 宗教改革」 とい ふ、 然れ ども ル— テル 自身 は 知った ので ある、 而 して 又ル ー テ 

ルを 知る 者 は， 5 るので ある、 是はル ー テル の 改革で はたく して キリ ス トの 改革で ありし こと を、 キリ 

ストが ル ー テルに 在りて 成し 給 ひし 改革で ある、 故に 斯 くも 有 效で斯 くも 遠大で あつたので ある、 ル 

I テル 如何に 偉大な りしと 雖も斯 かる 事業 は爲し 得なかった、 而 して 叉 ル ー テルの 偉大な りし 理. m は 

二；  モ の，. J? 

41： に玆に 在った ので ある、 當時ル ー テルに：^ さる 多くの 學者 はあった ので ある、 エラス マス も ロイク 

I テルの 爲に辯 や  七三 五 
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リン も 優 かに ル ー テル 以上の 學識 であ つ た、 然れ ども ル ー テルの み キリストに 在りて 死せ る 人で あつ 

た、 彼れ のみ ノ —パリスの 所謂 selbsttoedtune- (自己 消滅) を 自己に 實驗 したる 人であった、 「 最 

n ト 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな り」 と は 彼が 彼の 衷心の 聲 として 發 する ことの 出 

來 たもので ある、 故に キリスト は ^ 人 を 選びて 其 大事 業 を 成し 給 ふたので ある、 ル ー テルの 衷に 彼れ 

以上の 大能者 を 認めす して 彼の 改革 事業 は 解らない、 ル ー テル を 見る に 種々 の 見方が ある、 然れ ども 

自身 罪 を 自覺し て キリストに 之 を赦 されし 者の み此 偉人 を 解す る 事が 出来る。 

小兒 としての 信者 

テル は 如斯き 信者  . 

信者 は祌 の小兒 である、 其 事 は 左の 聖 語に 由て 明かで ある、 

ィ ェ ス 曰 ひける は 我れ { 是に汝 等に 告げん、 汝等 改まりて 嬰兒の 如くなる にあら すば- 大國に 入る を 

得 じ (馬 太 傳ト八 章 三 節)。 

彼 (キリスト) を 接け 其 名 を 信ぜし 者に は 能 を 賜 ひて 之 を 神の 子 (小 兒) と爲 せり (約 翰 傳ー窣 

十二 節)。 

汝等視 よ 我等 稱 へられて 神の 子 (小 兒) たる こと を 55 云々 (約 翰 第一 書 三 章 一節)。 

者 は 神の 小兒 である、 アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈を 受けた る 者で ある (羅馬 書 八 章 卜 五節)、 故 

に小兒 らしき は 彼の 特性の 一 である、 彼に 自己の 意志 あるな く、 聖 父の 意志 を 以て 意志と する、 彼 は 


唯 信す る 者で ある、 賴る 者で ある、 唯 聽て從 ふ 者で ある、 小兒 中の 最も 小兒 らしき^ である、 故に パ 

ゥ。 は 言 ふたので ある 「汝等 愛せら る.^ 小兒の 如くに 神に 效ふ べし」 と (以弗 所 書 五 章 一節)。 

斯くてす ベての 善き 信者 は小兒 であった、 バウ B もル ー テル も、 コ 口 ムゥェ ルもム ー デ ー も、 我が 

シ イリ ー 先生 も 皆小兒 であった、 彼等の 偉大なる 人格と 該博なる 知識と 强 健なる 意志と は 彼等が 小兒 

らしき こと を 妨げなかった、 彼等 は 日々 の糧を 父に 仰ぎ" 日々 の 敎導を 彼に 求め、 愛せら る、 小兒の 

如くに 彼に 效 はんと 努めし 者であった、 故に 彼等に あどけなき 所があった、 嬸々 として 恩 惠を樂 しむ 

所があった、 彼等 は 怒った、 叉 泣いた、 彼等 は 喜 怒 哀樂を 面に 表 はさない と 云 ふ 東洋の 豪傑の 如き 者 

でなかった、 彼等 は 叉 容易に 人 を 信じた、 故に 人に 欺かれ 易く あった、 世に 容易き こと \ て 彼等 を 欺 

くが 如き 事はなかった、 彼等 は容曰 if に 人の 善 を 信じて 容易に その 惡を 信じなかった、 故に 世 は 彼等 を 

與り 易き 者と 思 ふた、 彼等 は 水晶の 如くに 透^であった、 故に 彼等の 心事 を 探る は 至て 易く あった、 

彼等 は 老いた る小兒 であった、 老いて 老いざる 者であった、 宽に 信者 は小兒 である、 何時までも 變ら 

ざる 小兒 である。 

大膽 なる 信仰 

〃—テ グ の 信仰 は是れ 

信仰に 小心なる ものと 大膽 なる ものと が ある、 祌を 恐れ、 罪 を 犯さん こと を 陋れ、 只管に 神の 前に 

S ザ  みづ  ぉぢ 

疵 なき 者と 成らん と自 から 努む、 是れ 小心者の 信仰で ある、 神 を 愛し、 罪に 怖す、 わ 字 架上の キリス 

大^な る 信仰  七三 七 
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トを 仰ぎ 瞻て 己に 省て 自 から 神前に 義 たらん こと を 力めす、 是 れ大膽 者の 信仰で ある、 神と 我と 相對 

する 時、 我 は 小心者たら ざらん と 欲する も 得す、 キリスト を 介して 神と 相對 する 時、 我 は大膽 なる 者 

と 成る、 「死の 刺 は 罪な り、 罪の 能 は 律法な り」 と 云 ふ、 而 して キリスト は 「手に て錄し \ 所の 我ら 

を攻 むる 規條の 書、 卽ち 我らに 逆 ふ もの (律法) を 塗抹し、 之 を 中間より 取 去り、 釘 を 以て 其 十字架 

に 釘け 給へ り」 と ある (哥羅 西 書 二 章 十四 節)、 斯 くして キリストに 在りて 罪の 恐怖 は 全く 取 除かれ 

たので ある、 我れ 彼 を 介して 神と 相對 して 我 罪 は 刺と なりて 我 を 刺さす、 又 神 は キリストに 在て 我 を 

看た まふが 故に 憎むべき 我 は 愛すべき 者と して 彼の 聖 眼に 映る ので ある、 兹に 於て か 我 は大膽 なる 者 

となりて-:^ 判の 座に 堪 ふるので ある、 實に祌 は キリストの 故に 我 を 罪し 得ない ので ある、 キリスト は 

ち よ 、  i  い.？ ズ |ほ り ふ ゆ  ふと 二ろ もく 

千代 經し 磐と して 我を圍 み、 忿恚の 過 行 くまで 我 を 其懷に 匿し 給 ふの である (以赛 -亞書 廿六章 一 一十 

節)、 然れば 我等 何 を か 恐れんで ある、 「神 もし 我と 偕に 在 さば (我が 味方たら ば) 誰か 我に 敵 せん 

乎」 である (羅馬 書 八 章 三 一 節)、 キリストに 在りて 神と 和ぎ て 我 は 中心より 人と 和ぐ ので ある、 而 

して 愛に 恐怖な しで ある、 神の 子に 罪 を 除かれて 我 は 無限の 宇宙 に靑天 白日の 身と 成った の で あ る 、 

レ- と へ  じ や- フ ぶつ 

"親鸞 は 曰 ふた 「縱令 我れ 百 人 干 人の 人 を 殺す とも 彌陀の 慈悲に 頼みて 成佛 する を 得」 と、 我 も 亦然り 

である、 惟 恨む 殺し 得ざる 事 をで ある、 殺しても 信 すれば 救 はる k ので ある、 然れ ども 信す るが 故に 

殺し 得ない ので ある、 罪が 罪たら ざるに 至て 罪 を 犯し なくなる ので ある、 玆に大 なる 安心が ある、 

罪が 罪と して 認められざる 安心に 加へ て 罪 を 犯す ことが 益々 困難になる ので ある。 


ル ー テルと 一一 イチ ェ 

ル. 'テル 記念 會に 於け る演說 の 一 節 

ル I テルと 一一 イチ H と は 酷似た る 性格で ある、 前者 は 第 十六 世紀の 校 範的獨 逸人であって、 後者 は 

あや 

第 十九 世紀の 夫れ である、 一 一 者 共に 熟 誠で 勢力家で 簡潔に して 强烈 なる 獨 逸；？； i を 操つ るに 長 じて た、 

生来の ル ー テルと 一一 イチ H と は 同型 同格の 人であった。 

然し 乍ら 酷似た る 彼等 は 其 生涯の 目的に 於て、 其 事業の 性質に 於て、 其 思想の 根底に 於て、 全然 異 

様の 人であった、 ル ！• テル は 信頼の 人で ありし に對 して-一 イチ ェは 努力の 人であった、 ル I テル は a 

己 以外の 或 者に 賴 りて 鬪 ひしに 對 して、 -1 イチ H は 自己の 中に 無限の 勢力の 潜在す る を 感じた、 ル ー 

テル は 自己の 弱き を覺 つた、 二 イチ H は 自己の 强 きを 知った、 ル ー テルの 现想は 我れ" 4 き 時に 强 しと 

首 ひし 使徒 パ ゥ 口 であった、 一一 イチ H の 憧憬 は 如何なる 拘束に も堪 ふる 能 は ざり しゼゥ ス の 子ヂォ -ー 

サ ス であった、 -S: 的 生涯の 相異 りたる ル I テルと 一一 イチ H との 如き はない、 外に 酷似た る- 一人 は- S: に 

判然たる 反對 性であった。 

イエスキリスト を 「サバ ォ スの 神、 彼の 外に 祌 あるな し」 と稱 びし ル ー テル、 自ら 非 キリ スト 乂は 

反 キリスト 叉 は 第二の キリスト (Antichrist) を 以て 任ぜし 一一 イチ ェ、 人の 本性 は キリストに 對 する 

其 態度に 由て 定まる と 云 へば、 ル ー テルと 一一 イチ H の 备自其 キリストに 對 する 態度の 北極の 南極と 相 

ル. I テルと ニイ チェ  七 一一 一九 
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反する が 如くなる を 見て、 二 者 其實在 の 根底 に 於 て 全然 相容れ ざる の 人なる ことが 解る ので ある、 一一 

イチ H は 曰 ふた 

或 人 曰く  (彼 は キリストと は 言 はない) …… 或 人 曰く 「平和 を 好む 者 は 福な り、 其 人 は祌の 子と 

あらそ ひ 

稱 へらる ベければ 也」 と、 然れ ども 我 (自分 を 指して 云 ふ) …… 我 は 曰 ふ r 爭鬪を 好む 者 は 幅な 

り、 其 人はォ 1- チン (軍神) の 子と 稱 へらる ベければ 也」 と 

此ー 一一 一口 を發 せし 一一 イチ H は 勿論 キリストの 敵であって 义ル， 'テルの 敵で ある、 而 して 叉 余輩の 敵で ある 

と 云 はざる を 得ない、 而 かも 此 人がん マ 時の 獨 逸人の 代表者で あるので ある、 一一 イチ ェを其 折 n 學 者と 仰 

ぎし 獨 逸人が 今 囘の行 爲に屮 Z し は敢て 怪しむ に 足りない、 一一 イチ ヱ に 由り て 彼等 は キリス トの御 父な 

る 眞の神 を 去りて 自 から ォ ー ヂ ン卽ち 軍神の 子供と なった ので ある。 

然し 乍ら 神 はん： -猶 II 逸人 を 愛し 給 ふ、 而 して 愛の 鞭と して 此大 戰爭が 彼等に 臨んだ ので ある、 而し 

て此 鞭に 由り て 彼等 は 再び ル ー テ ル の 神に 歸 りつ、 あるので ある、 心理 學者バ ウマン は 言 ふた (彼れ 

自身が 獨 逸人で ある)、 

此戰 (サに 由て 獨 逸人 は -ー イチ H の 著書より 新約聖書に 歸 りつ k あり 

と、 卽ち獨 逸人 は此戰 (. ^に 由り て -ー イチ ェ より 聖書 を 彼等に 與 へし ル— テルに 歸 りつ、 あるので ある 

よ り .a の  ちから 

ル ー テル 乎 一一 イチ H 乎. r 靜 かにして 信頼 まば 能 を 得べ し」 と 云 ひし ル ー テル 乎、 「戰爭 と 勇 氣とは 

隣人 を 愛する 愛よりも 優 かに 犬なる 事を爲 せり」 と 云 ひし 一一 イチ H 乎、 ル ー テルに 依り キリスト を 救 

主として 仰ぎし に 由て 輿り し 獨逸は 一一 イチ H を師 として 亡びざる を 得ない ので ある、 再び 獨逸を 救 ふ 

者はル ー テルで ある、 彼が： 冉び 舊き單 純なる 十字架の 福 昔 を 以て 獨 逸に 現 はれて 玆に復 た 根本的の 大 


改革が 行 はる、 ので ある、 而 して 惟り 獨 逸に 止まらない、 日本 も 雨う である、 一一 イチ H に 學んで 日本 

人 も亦獨 逸人の 陷 りし 誤 錯に 陷ら ざる を 得ない、 愛 か憎惡 か、 平和 か戰 ^か、 キリスト かォ ー ヂン か、 

ル— テルた らん 乎、 一一 ィ チェた らん 乎、 ！！；本人も亦此撰擇を爲すべく餘^^なくせられっ 、ぁるのでぁ 

る 0 

一一 イチ H は 力の 福音の 宣傳 者で あると 云 ふ、 斯く云 ふ 者 は キリストの 福 昔 は 力の 供給^に あらす と 

云 ふので ある、 然れ ども 是れ ii 音の 犬なる 誤解で ある、 福 昔は大 なる 力の 供給者で ある、 「神の 園 

(此 場合に 於て は； i 昔 を 意味す) は 言に 在る に 非す 能に 在り」 と バウ 口 は 言 ふて 居る (コ リント 前書 

一 卜 節)、 而 して 是れル ー テルの 實驗 したる 所で ある、 福音 は 彼に 取りて は單に 議論 义は 敎義で 

はなかった、 實 力であった、 而 して 彼 は 充分に 此實カ を實驗 したので ある、 斯 くして 一一 ィ チェの みが 

力の 幅 昔 宜傳 者で はない、 ル ー テル も亦然 りで ある、 而 して ル ー テル は 力 をカ說 したる に 止まらす 之 

を實 行した ので ある、 其點に 於て ル ー テル は遙に 一一 イチ H 以上で ある、 -ー イチ H は 力の カ强き カ說者 

であった、 而 して 彼が して 力の 實現 者で ありし 乎、 犬なる 疑問で ある、 一一 イチ H にル ー テルが 獨り 

ヴ オル ムスの 議會に 於て 立ちし 實驗 はなかった、 世界の 權威を 前に 控 へて 「我れ 此所 にあり、 我れ 他 

に爲 すの 途を 知らす、 神 我 を 助け 給へ、 ァ ー メン」 と 一一； m ひて 良心の 命す る 所 を 守りし ル ー テルの 赏驗 

は-一 イチ H に は 無かった、 ル ー テルの 行 爲に徵 して 彼 は 確に 力の 人 勇氣の 人であった、 其點に 於て 彼 

は 一一 イチ H に « さる も 劣る の 人でなかった、 ル ー テル は實に 一一 イチ ェ の 理想の 人であった、 而 かも 彼 

は 基督：！！ であった、 而 して ル ー テル は 此カ此 勇氣を キリストと 彼の 幅 昔より 得た ので ある、 力と 勇氣 

と は 一一 イチ H の專有 物で はない。 

ル. I テル. i  ニイ チェ  •  七 E 一 


ル— テル 傳 slw 集  七 em 

而 して 實際は 如何、 -ー イチ H は 自己の 擔 ひし 重荷に 堪へ すして 早く 仆れ たるに 反して ル ー テ ル は 

さよ.？ ちの 

然れ ども 一 人の 聖者の 我等の 爲に戰 ふ あり 

と 一 W ひて 終生 戰爭を 綾け たので ある、 ル ー テルに 臨みし 力 は 一一 イチ H に 在りし 力よりも 遙に强 且大で 

あ つ た。 

DU1-C11  Stillesein  und  HolTen  werd の t  ilu.  stark  seiii 

<- ちの- s- 

(靜 かにして 待 sl^, まば 汝等カ を 得べ し) 

れル ー テルの 標語であった、 彼が 力 を 得る の 秘訣 は兹に 在った、 而 して 一一 イチ H は 此祕訣 を 知らな 

かった， 故に 彼 は 力 を 求めて 之 を 獲る 能 はすして 幾れ たので ある。 

然り、 救濟は 一一 イチ H に 於て 在らす して ル ー テルに 於て 在る、 ル ー テルの 俗 仰に 於て 在る、 ル ー テ 

ル が S- めめ 一一 イチ H が 嘲け りし ィ H ス キリス トと其 十字架に 於て 在る、 獨逸は 今や ル ー テ ル の 再現 を II- 

する ので ある、 而 して 日本 も 亦 彼の 出現 を 要求す る、 ィ H ス キリスト を 除いて 他に 天 下の 人の 中に 我 

等の 依賴 みて 救 はるべき 名 は 今も猶 ない ので ある (行 傳四章 十一 一節)。 


若し ル— テ ルが 日本に 生れたならば？ 


〇 若し ル ー テルが 日本に 生れたならば？ と 問 ふ 者が ある、 余輩 は此 問に 答へ て 曰 ふ、 ル ー テル は 日 


本に 生れない、 そ は 今日の 日本に 彼の 生れ 出る 必要がない からで ある、 祌は 用な き 人 を 國に这 り 給 は 

ない、 今日の 日本に ル ー テル を 出す も そ は 無用の長物 である、 ル，" テル はト六 世紀の 歐洲に 必要で あ 

つたので ある、 彼 を 接る の 準備が 欧洲 人に 成って ル ー テル は 獨逸ッ ー リ ン ギヤの 森林 蔭. 1: き アイス レ 

1 バ ン の 町に 生れた ので ある、 ル ー テル を迎 ふるの は 容易の 業で はない、 彼は單 なる 精神 { 永 ではない、 

勿論 神學者 又は 學者 ではない ル ー テル は 良心の 人で ある、 神の 前に 義 たらん と 欲せし 人で ある、 

而 f て 此 奇異なる 欲 が あり ての み ル ー テル を迎 ふるこ とが 出来る ので ある、 翠 に社會 の 改良 を 求め 

て、 乂は舊 制度の 破壞を 欲して ル ー テル を迎 ふること は 出来ない、 ル ー テル を迎 ふるに 歐洲人 は 千 一 

百年 問に 涉る 良心の 苦 鬪を經 たので ある、 所謂 中古 暗黑 時代なる 者 は 夫れ である、 此 長き 期^に 於て 

歐洲人 は 深遠なる 良心 問題の 解決に 向て 犬なる 進 や〉 を爲 したので ある、 彼等の 外面 は-ほ Mi であった が、 

彼等の 內. 部に 天の 光明が 輝いた ので ある、 ベル 十 ー ド、 ァ クイ ナス、 アン セル ム等 はル ー テル 以前 旣 

に 靈界の 大慌臺 であった、 而 して 暗夜の 曙に 近づく に 及んで ダンテ 出て 鷄嗚 曉 を 告げ、 ウィクリフ、 

フ ッ ス、 サ ボナ 1 ラ等 出て 改革の 先鞭 を附 けたので ある、 而 して 是等 偉人の 攻究せ し 問題 は經濟 問 

題に 非す、 社會 問題に 非す、 又單 に道德 問题に 非す、 信仰的 良心 問題で あつたので ある、 而 して ル ー 

テル は 最後に 完全に 且つ 簡明に 此問题 を 解決して 歐洲 人の 良心に 大 なる 慰安と 滿足 と を 供した ので あ 

る、 此苦鬪 があって 此 慰安が あつたの である、 此 苦闘が 無くして 此 慰安 は 要求され ない ので ある、 歐 

く.。 

洲 人が 彼等の 大恩 人と して ル ー テル を迎 へ し 现由は 彼等の 魂の 深き 所に 數 百 干 年に 涉る此 言 ひ 難き 苦 

難があつ たからで ある、 然るに 飜 つて 今日の 日本 を 見る に 十六 世紀の 歐洲 人が 有った やうな 心靈 的. #1- 

0000O00OO000OOO000 

求 は 更らに 無い ので ある、 人 は 如何にして 神の 前に 義 たる を 得ん 乎、 是れ 口木 人に 取りて は沒六 乂涉の 
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問題で ある、 如何で も 可い 問題で ある、 今日の 日本人に 取り 最大の 問題と 云へば 生活 問題で ある. 而 

して 之に 伴 ふ經濟 問題と 政治問題、 外交問題と 植民 問題、 敎育 問題と 倫理 問題、 其 他 すべてが 肉に 露 

する 問題で ある、 地上の 問題で ある、 人と 人との 問題で ある、 如何にして 活 きん 乎、 如何にして 社會 

に 認められん 乎、 如何にして 世界的 勢力た る を 得ん 乎、 今日の 日本人が 其 全 注意 を拂ふ 問題 はすべ て 

几ルれ である、 而 して 是れ皆 孰れ もル ー テルに は 3： 等の 興味 を も與へ ざり し 問題で ある、 彼は斯 かる 問 

題の 解決 を II らして I に 臨んだ ので はない、 彼の 專門は 人と 祌 とに 關 はる 問題であった、 人 は 如何に 

して 神の 前に 義 たる を 得ん 乎、，， 是れ當 時 の 歐洲 人を惱 ませし 最大 問題 であって、 ル ー テル は此 問題 を 

解決して 間然す る 所な かりし が 故に 大恩 人大 改革者と して 彼等に 迎 へられた ので ある、 今 試に 彼が 此 

解決 を 齎らして 日本に 臨んだ とせよ、 日本人 は 彼に 於て 何の 善き 所、 何の 偉大なる 所 を 認めない ので 

ある、 「人 は 十字架に 釘 けられし キリスト を 信す るに 由て 神の 前に 義 とせら る」 と 彼の 唱 ふる を 聞い 

て n 木の 智者と 學者等 は、 ァ テンスの 學者 等が パゥ ロを迎 へしが 如くに、 戯笑 を 以て 彼を迎 へる であ 

らう (使徒 行傳 十七隶 ). 曰く 是れ 一 の fiction  (假定 ) に過ぎない、 實 際の 生涯に 何の 關係 もな き 

問題で ある、 信す る も 可な り 信ぜざる も 可なる 問题 である、 我等 焦眉の 問題 は 他に 在る と、 斯く曰 ひ 

て 彼等 はル ー テル を 離れ、 彼の 信仰 問題解決の 如き は 之 を 忘却 暗裡に 葬り去る であらう、 實にル ー テ 

△  △△ 厶厶厶  <" 厶厶  <1<3 厶 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶  <1<"<3<1<"厶厶厶厶厶<"厶厶厶厶<" 厶厶厶 △ 

ルの： の 如き、 今日の 日本 スに 取りて は 胃病 串^ 者に 對 する 腦病特 效藥の 如き 物であって、 何等の 要 

△ 厶厶 △  △ 厶 A 

求な き 物で ある。 

〇 然し 乍ら 若し 天然の 何 かの 錯誤に 由り ル ー テルが 今日の 日本に 生れ 來 りしと すれば 如何、 其 場合に 

はル ー テル は 社 會の舞 臺に現 はれす して 湾んだ であらう、 而 して 彼 は 彼の^み 通りの 生涯 を 送り、 聖 


書 研究と 天然と 慈善と 之に 加 ふるに 彼に 委ねられし 小羊 一 群の 靈 魂の 世話 (seelensol お e) と を 以て 靜 

かなる 樂 しき 一 生 を 送った であらう、 斯 くして 九十 五箇 條の 論題の 提出な く、 法王の 破門 狀の 燒棄な 

く、 ライプ チッ ヒの大 討論な く、 ヴ オル ムスの 大會議 なく、 ァ ゥグス ブルダの 信仰告白 なく、 ル ー テ 

ル の 生涯 は 實に洋 々たる 春の 海 を 渡る が 如き ものであった らう、 而 して 是れ 彼に 取りて は 無上の 幸福、 

最大の 滿 足であった であらう、 然し 乍ら 祌は其 愛する 者に 靳 かる 贅澤を 許し 給 はない ので ある、 ル ー 

テル は鬪 ふべ く 生れた ので ある、 故に 彼 を 要せざる 八：' 日の 口 本の 如き 國に 生れ 来らない ので ある、 彼 

はむ 六妝 紀の獨 逸に 生れ 來り、 靈 魂の 平 康に關 はる 天よりの 大福 昔 を IEI らし、 神に 惠 まれ 尺に 歡 ばれ、 

惡戰 苦闘 を經て 後に、 H リャの 如くに 火 車に 乘 りて 彼の 父の 國 へと 還った ので ある (列 王 記 略 下 二 章 

を昆 よ)。 

〇 ル ー テル をん：' 日の 口 本に 於て 兒る こと は屮： 來 ない、 然れ ども 數 -fn 年の 後に 彼を此 國に迎 ふる 準備 を 

个 より 爲す ことが 出来る、 我等 は 日本人に 良心 問題 を 提出し、 彼等 をして 徐々 に 其 解決に 近づけし む 

る ことが 出來 る、 西洋の 護に 曰 ふ、 we  right  .with  God,  find  all  will l)e  right  (神と 義 しき 關 係に 

入れよ、 然 らば 萬 事に 於て 可なる べし) と、 政治、 經濟、 殖産、 工業、 敎育、 倫现、 社會、 國 {lln 冗れ 

街實は 枝葉の 問題で ある、 人が 人た る 以上 は 彼 は祌の 子と して 神と 義 しき 關 係に 人らなければ ならな 

お の づ 

い、 而 して 此關 係が 成立して 他は自 から 完備す るので ある、 而 して ル ー テル は歐洲 人の 此 根本 問題 を 

解決して 玆に 彼等の ために 進歩の 大 紀元 を 開 いたので ある、 ル ー テル は 歐洲人 を 神との 義 しき 關 係に 

導いて 彼等 を 思想の 開發 者、 天然の 祉服 者、 地上の 王者と なした ので ある、 ル ー テルが 歐洲 文明の 巾 

心的 人物た るは是 れが爲 である、 彼 は キリストに 由り 活ける 祌を 紹介して 眠れる 歐 洲を覺 まし、 文明 

若し ル I テルが 日本に 生れ ならば？  七 四 五 
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を 其す ベての 方面に 於て 進めた ので ある、 日本人 も 早く 此 事が 解ら たければ ならない。 


宗敎 改革 を迎 へし 國と之 を 斥けし 國 


1 テルに 由て 宗敎 改革が 始 つて 歐洲の 天 地 は大混 亂に陷 つたので ある、 玆に亦 キリス 卜の 福 昔 は 

平和 を持來 さすして 劍 を持來 したので ある、 子 は 父に 背き 女 は 母に 背き 媳は其 姑に 背いた ので ある 

(馬 太 傳十章 三 五節)、 平和の 福音 は 玆に亦 基督 敎 W を 割りて こ箇 の陣營 となした ので ある、 改革 を 

迎 へし 國と之 を 斥けし！：、  二者 は 犬猿 も一啻 ならざる 響 敵と 化した ので ある、 同じく キリス 卜 を 信す る 

と稱 する 民が 玆に 最惡の 同胞 戰爭を 始めた ので ある、 今日 我等が 目前に 見る 歐洲大 戰亂の 前 型 は 之 を 

M 百年 前の 改革 戰爭に 於て 見る ので ある、 唯 歐洲人 は 今 は 植民地と 世界 貿易の ために 戰ひ、 昔 は 信仰 

と 主義の ために 戰 ひたる の^が ある 丈け である、 歐洲人 は 元 來戰爭 の 尺で ある、 戰爭は 彼等の 生命で 

ある、 戰 爭を經 すして 彼等 は 進歩の 楷段を 昇る ことが^ 來 ない の である。 

改革 を迎 へし 國は之 を 大別 すれば 獨逸、 丁抹、 那威、 瑞典、 和 蘭、 瑞 •£、 蘇 格 蘭、 之 を 斥けし 國は 

西班牙、 葡萄牙、 伊太利、 塡地 利、 怫蘭 西、 牛ば 之 を迎へ 半ば 之 を 斥けし は 英國、 波 蘭 土， 洪牙 利で 

あった、 勿論 之を迎 へし 國 (新 敎國) の 中に も 多くの 之 を 斥けし 者 (舊敎 徒) があった、 叉 之 を 斥け 

し！：  0® 敎 M) の 中に も 掛からざる 之を迎 へし 者 (新敎 徒) があった、 試みに 和 蘭の 如き 國に 就て 見 


るに 其 東部 は 新敎國 であって 西部 は 舊敎國 であった、 夫れ が 後に は 分れて 今日の 和 蘭、 白-耳 義 となつ 

たので ある、 ル ー テル を 産みし 獨 逸に 於ても 羅馬 天主 敎 (舊敎 ) は 人， 日猶ほ 大勢 力で ある、 北方 普 

西亞の 新敎國 なる に對 して 南方の 巴 威 里 は 舊敎國 である、 ツウィングリ を 生み カルビ ン の 働きし 瑞西 

でさ へ 判然と 新敎 州と 葡敎 州と に lEi: 別 せらる 、ので ある、 然し 乍ら 世界 歷史の 局面より 見て 新 敎！； と 

舊敎國 との 區別は 判然たる 者で ある、 獨逸は 何人が 見ても 新敎國 である、 ^太 利 は 何人が 昆て も舊敎 

國 である、 第 十六 世紀の 宗敎 改革 を迎 へし 阈と之 を 斥けし w と は 之 を 世界 地 岡の 卜： に E. て 一 目 瞭然で 

ある。 

而 して 過.. ^；四 百年 問の i^s^ に 照らし 見て 二者の 國運 消長 は 如何、 アルプス 山の 北面、 丄地は^^せ、 

民 は 無學、 そ の 當時野 蠻視さ れし獨 逸 は 新 一 i へせ の 光輝に 接し て より 忽焉 として 眠より 覺め たるが 如く 

大哲學 ^現 はわ、 大文學 者 起り、 科學 に： 丄藝に 全世界 を 風靡す るに 至った、 之と 相對 して アルプス 山 

の 南面^ 太 利 を 見ん に、 土地 は 肥え、 民は智 く、 希 職 雑 馬の 文明 を 承け て當 時の 文化の 中心な りし 國 

は 衰退に 衰退 を 加へ、 パヂ ユア、 ボ ログ ナの 大學は 昔日の 影 を 留めす、 無智と 迷信と は 全 園に 普くし 

て、 マチー 1 、 ガルバ ルヂの ■ 起 を 待て 漸く 第 一 等國の 末席 を 贏ち 得た と 云 ふ 次第で ある、 又 之 を 北海 

の 小 邦 蘇 格 蘭に 就て 見ん 乎、 上 地 は磽地 多くして 耕耘に 適せす、 民 は 僅に 五 百 萬 (今日の 計算で ある 

改革 當時 は 百 萬 餘)、 而し て 常 に 南 隣 の壓迫 を 受け て 純然たる 自主の 民 たる 能 はす、 然 るに 此國 にジ 

ョ ン *  ノックス 出て ゼネバ 湖畔に 大力 ルビンより 直に 改革の 精祌を 受け、 故 國に歸 りて 之 を 其： Ji^ に 傅 

へしより、 玆處に 眞理の 鋒 火 は 上り、 自由 は 起り、 思想 は澳 き、 靈に 於ても 肉に 於ても 五 百 萬の 蘇 格 

蘭人 は 三千 萬の 英 蘭人 を 壓し、 叉 後者 を 通う じて 全 * 界を壓 する に： お， つた、 謂 ふ 其の 人口の 比例 を以 

i ポ教 改革 を迎 へし 1： と 之 を 斥けし！"  わ 四 七 
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てして 蘇 格 蘭 ほど 世界的 大人物 を產 せし 國た しと、 ヮルタ ー • スコット は 小 說界の 王で ある、 デビ ッ 

ド .ヒ ュ ー ムは 近世 哲學の 開祖で ある、 リビングストン は 阿弗利加 大陸の 開發 者で ある、 スチ ー ブン 

ソン は 蒸 汽機關 の發明 者で ある、 トマス • 力 ー ライル は新敎 主義の 上に 築け る 新 理想主義の 唱道 者で 

ある、 其 他世界 的に 偉大なる 蘇 格 蘭人の 名を擧 げんに は 日 も 亦 足りない ので ある、 彼等の 一人 を 人類 

に 供へ るは國 家の 大名 譽で あ る 、 然るに 蘇 格 蘭 は 其 狭き 耕作 面と 少き 人口 の 中より 數十人 の 世界的 大 

人物 を 生んだ ので ある、 而 して 何が 蘇 格 蘭 をして 斯く 偉大なら しめたの である 乎、 若し 蘇 格 蘭より 其 

「改革 精祌」 を 引 去るならば 淺る所 は 平々 凡々 の ゲルト 人種の 性格で ある、 蘇 格 蘭が 精神的に 英國を 

支配し、 愛蘭が 其 反對に 英國の 支配 を受 くる 现由は 何に 在る 乎、 二者 同人種であって 同 語の 民で ある、 

而 かも 一 は 主であって 他は從 である、 而 して 主なる 者 は 改革 を迎 へて 元始の 福音に 接した ので ある、 

從なる^！^は之を斥けて舊き敎會に屬したのでぁる、 明暗の 分る k 所、 榮 辱の 岐る、 點、 歷史の 板 面に 

大書 せらる、 此事實 は、 走 卒と雖 も 之 を 讀んで 誤らない ので ある。 

义之を 西班牙に 就て 見よ、 西班牙 は 改革 反對の 闘士であった、 羅馬 天主 敎會に 忠勤 を抽 でし 民に し 

て 两 班 牙 人の 如きはなかった、 而 して 百年 前の 西班牙 はせ 界の 最大 勢力であった、 西半球の 大半 を 

領土と して 窗し、 欧洲に 在て は 1 因 河口の 諸 邦、 獨 填の 大部分- 伊太利の 大半 は 其 支配の 下に 在った、 

ヴ オル ムス の 大會に 於て ル ー テルと 相對 して 立ちし 力 ー ル 五世 は 此大國 の主權 者であって、 舊 信仰の 

宜 誓せ る 保護お であった、 然るに 此 西班牙 は 今 は 如何 成った 乎、 何處に 西班牙 を 恐る i 國が 有る 乎、 

ドン キホ I テの 著者 セル バ ン テス を 除く の 外、 西班牙 人に して 今日 猶 人類の 敬 崇を惹 く 者 は あるか 

(； ー三の美術•^^Aは^として)、 西班牙 はル ー テル、 カルビ ン の唱 へし； i 音 を 斥けて 靈に 於て 死して 肉 


に 於て ま で 亡びた、 其 世界的 領土 は 悉く 失 ひて 八：' や 僅かに 力 ナリヤ 烏の 囀る 力 ナリヤ 群島 を殘 すの み 

である、 其哲學 文學に 見るべき ものな く、 宗敎 は屮古 時代の 迷信、 唯 僅に 其 西部 バル セ a ナ地ぢ に 於 

て 時々 社會 主義者の 騷擾を 見る のみで ある。 

OOOO000  000000000000 〇 00000  O000O0O0OOO000000 

嗚呼 我が 日本よ、 汝は キリストの 福音 を 如何せん とする 乎、 北歐諸 邦の 如くに 之を迎 へんと する 乎- 

000COO0OOOOOOOO0OOOO  OOOOO00OO0  00000000000  0 

或 ひ は 南歐諸 邦の 如くに 之 を 斥けん とする 乎， 獨 逸た らんと 欲する 乎， 伊太利た らんと 欲する 乎、 i 穌 

0000000000  00000000000  0  0  0  0  0  0  000000000000000 

格 蘭た らんと 欲する 乎、 西班牙た らんと 欲する 乎、 今や ル ー テル、 カル ビンの 唱 へし 福音 は汝に 提供 

000000  oooooooooooboooooooooooooo  0000000000O 

されつ k あり、 而 して 汝 の選擇 如何に 由て 汝の 永遠の 運命 は 定まらん とす、 此 世界的 大 記念日に 際し 

OO0OOO000OOOO0OOOOOOOO 

て 我 は 復义熟 誠 を いめ て 汝の爲 に 祈らざる を 得す。 


宗教改革の 精神 

大正 六 年 (一九 一 七 年) 十お 骨  一 n 夜 束 京祌 S 基督 敎靑 年會 館に 於け る 演 の草槁 

新 文明 义は 新世界 叉 は 新時代 は 一 五 一 七 年 十：：！： 三十  一 口 を 以て 生れた ので ある、 一 千 九； CI ート年 前、 

ユダヤの べッレ ヘムに ナザレの ィ H スが 生れ 給 ひし 日 を 除いて、 此日は 世界的に 最も 犬なる 一 日で あ 

る、 詩人 口 ー H ルの 一 句 を 以て 言 へ ば此ロ 

勇敢なる ル ー テル 「否な」 と 答へ ければ 

其 「否な」 に應 じて 全歐洲 は動搖 ぎたり 

宗教改革の 精神  七 K 九 


ル.. 'テル iSiSS 演集  七^;〇 

である、 一四 五三 年の 東 羅馬帝 II の 滅亡 を 以てに 非す、 一 W 九 二 年の コ n ム ブスの 新 大陸 發 EB^ を 以て 

に 非す、 一四 五 五 年の グ ー テム ベルグの 印刷 機械の 發明を 以てに 非す、 一 五一 七 年の ル ー テルの 羅 -i.? 

法王 廳發賣 の 赦罪券 反對を 以て 近代史 は 始まった ので ある、 此年此 日 を 以て 余輩が 今日 信奉す るプ ：！ 

テ ス タ ン ト敎は 始まった ので ある、 而 して 此年此 日 を 以て 近世 哲學と 近世 思想、 近世 科學と 近世 文學、 

代議 政體 と新國 家、 其 他 近代 人が 享有す る 凡の 制度 文物 は 始ま つたので あ る、 祝す ベ き は實に 此 日で 

ある、 記念すべき は 實に此 日で ある、 人類が 在らん 限り 永久に 忘るべからざる は マルチン. ル ー テル 

がヴ イツ テ ン ベ ルヒ 城内 敎會の 門扉に 其 九十 五 筒條の 論題 を揭 示せし 此日 である。 

歷 史上 此大 運動 を稱 して 單に 「改革」 とい ふ、 實 に歐洲 の； 大地に 臨みし 最大の 改革であった、 單に 

一 國叉は 一 方面の 改革で なく、 文明 世界 全般の 改革であった、 故に 之を稱 して The  Kefcrmaticu 卽 

ち 「唯 一 の 改革」 とい ひて 誤らない ので ある、 有名なる 英 國法现 學者ジ H 1 ムス . マツ キント ッシが 

言 ひし 如く 近世の 代議 政體 なる 者 は 元來人 の義 とせら る k は 行 に 由ら す 信仰 に 由る と  一 K ふ. - 1 テル 

の 信仰 を 以て 始ま つた 者で あると 云へば、 過去 四百 年間 の 政治 歴史 も 亦 其 發端は 第 十六 世紀 の 大 改革 

に 於て 在った ので ある、 斯くて 大 改革 は 之 を 孰れの 方面よりも 見る ことが 出来る、 之 を單に 思想 上の 

改革と 見る ことが 出來 る、 又は 政治 上の 改革と 見る ことが 出来る、 之 を また 敎養上 の 改革と IB- る こと 

が 出来る、 文 藝役與 の 一方 面と 見る ことが 屮 Z 來る、 獨逸 民俗 のれ 典 民族に 對 する 反抗と る ことが 出 

すぎさ 

來る、 「大 改革」 は複雜 せる 大 運動であった、 玆に屮 古 時代 は 過去って 新時代が 始まった ので ある、 

全 歐洲は 其す ベ ての 方面に 於て 新生 を 遂げた ので ある。 

然し 乍ら 新生 は 宗敎を 以て 遂げられ たので ある、 第 十六 f 紀の大 改革 は實に 宗敎的 改革で あつたの 


である、 而 して 宗敎的 改革で ありし が 故に 欧洲 を 其 根本より 改めた ので ある、 實に 宗敎は 人生の 一方 

ではない、 其 根柢であって 其 全般で ある、 宗敎に 於て 誤りて 人 は 其 全生涯に 於て 誤る ので ある、 政 

治 が 改まりて 宗敎 が 改ま るので はない、 宗敎 が 改まりて 政治が 改まる ので ある、 其 他 文 學科學 藝術悉 

く然 りで ある、 制度 文明 悉く 結 である、 而 して 宗敎 のみ 惟り 其 源 因で ある、 而 して 夫れ は 其 害で あ 

る、 宗敎は 人の 靈 魂に 關 する であるから である、 宗敎 は靈的 生命で ある、 すべての 活動の 根本で あ 

る、 故に 謂 ふ Be  light  .with  CUxl  a-ufl Jrn  M.ill Ije  right と、 神と 義 しき 關 係に 入るべし， らば 

萬 事に 於て 正し かるべし と、 神との 關係卽 ち 宗敎が 正されて 萬 事が 正されざる を 5^ ない ので ある、 而 

して 第 十六 世紀の 大 改革 は 特に 宗敎的 改革な りしが 故に 其 感化 は 全般的であって 其 結 は 永久 的で あ 

るので ある、 ル ー テル は 特に 宗教家な りしが 故に 此大 改革の 原動力と なること が出來 たので ある、 若 

し 人文の 改革な りしな らん 乎、 ル ー テル 以外に 人が あつたの である、 H ラス マス は 彼に 優 さるの 希臘 

學 者であった、 a イク リ ンは 彼に 優 さるの 希 伯來學 者であった、 然れ ども 改革 は 彼等 を 以て 始まらな 

かった ので ある、 若し 藝 術の 改革な りしな らん 乎、 ラフ ハエ ル あり、 ミケル アン ゼ a 1 あり、 レオ ナ 

ルド . ダ. ゲイン チ ありて 永久 不滅の 傑作 を 世界に 供した ので ある、 然れ ども 改革 は 彼等 を始て 始ま 

ら なかった、 第 十六 紀は 傑物 輩出の 時代であった、 何れの 方面に 於ても 英雄 天才 現 はれて 歷史の 舞 

臺を 飾った、 然るに 特に 信仰 家ル ー テル を 待て 大 改革 は 始まった ので ある、 人類 はや はり 宗敎的 動物 

である、 宗敎は やはり 人生の 最大 問题 である、 野人 ル ー テ ル 獨り 其心靈 の 奥深き 所に 宗敎上 の 大 問題 

OO0OOOOO0O0OOOO00O0OO0 

を 解決して 全世界 は 彼に 由り て 改まったの である、 偉大なる 哉宗 敎！ 

玆に 於て か： E 人 も- m らに問 はんと 欲する ので ある、 ル ー テル をして 斯 かる 火 改革の 率先 者たら しめ 

な敎改 i*- の 精神  七 五一 


ル ー テル 傅 演 P  七 五 二 

し 其宗敎 信仰 は 如何なる 者で ありし 乎と、 その 基督 敎 でありし こと は 言 ふまで もない、 然れ ども 基督 

敎も亦 多種多様 である、 ル ー テル は 如何なる 基督 敎を 以て 人類の 進路 をー變 せし 乎、 勿論 彼より 先き 

に、 又 彼と 時代 を 同う して、 彼に 等しき 或 ひ は 彼れ 以上の 宗教家が あった、 聖べ ルナ ー ド、 聖 フラン 

シス、 聖 トマス， ァ クイ ナス は 皆な 靈界の 明星であった、 叉ル ー テルと 殆んど 時代 を 同う して 伊國フ 

口 1 'レンスの ジ B ラモ ー . サボ ナロ ー ラは其 熱心に 於て、 其 勢力に 於て、 其 勇氣に 於て 少しも ル ー テ 

ル に讓ら ざる 改革者であった、 然るに 彼等の 唱 へし 改革 は 悉く 中 折して 新時代 は 彼等の 孰れ を 以てし 

て も 始まらなかった、 何が 故に ル ー テル 獨り 彼の 改革 を 以て 成功せ し 乎、 是れ 何人も 知らん と 欲する 

所で ある。 

此 問に 答へ て ル ー テル の宗敎 改革 は 聖書の. 冉發見 を以 て 始まった の で あ ると 言 ふの が齊 通で ある、 

i ちが ひ 

然し 乍ら ル ー テル 以前に g^l 書 は 無視せられ たと 言 ふは大 なる 間違で ある、 改革 以前に e*?, 書の 研究 はお 

つた， サ ボナ n 1 ラ の 如き は 善き 聖， 書學 者であって 彼 は 殉敎の 前日まで 詩篇の 註解に 從 事した、 宗敎 

改革 は 聖書に 由て 行 はれし 事業で あると 云 ふ 事 は 出来ない、 聖書 の^に 港め る 或る 大眞理 の 發撺に 由 

りて 爲 されし 大 運動で ある。 

而 して 其 大眞理 たる や {是 に簡單 にして 單 純なる 者であった、 それ は 人の 義 とせら る. -は 信仰に 由リ 

て 律法の 行に 由らず と 云ふ單 純なる 眞理 であった (羅馬 書 三 章 一 一八 節)、 語を換 へ て 言へば 羅馬書 並 

に 加拉太 書の 搏發 見であった、 更らに 語を換 へて 言へば パゥ D の 信仰の 復興であった、 此單 純なる 3 典 

理の發 見 並に 高調に 由て 舊歐羅 巴 は 倒れて 新歐羅 巴は與 つたので ある、 羅馬 天主 敎會は 勿論 惡ぃ 敎會 

ではない、 之に 多くの 弊害の 伴 ひし は 他の 敎會に 弊 の 伴 ふと 同然で ある、 此 世の 制度に して 弊害の 


伴 はざる 者と て は 古今東西 未だ. |n て 有る ことなし である、 然れ ども 中古 時代の 精神 は 律法の 實 行に 於 

て 在った ので ある、 其 長所 も玆に 在り 其 短所 も 亦兹に 在った ので ある、 而 して 中古の 精神 を 最も 善く 

實 現した る羅 馬； 大主敎 會は其 長所と 短所と を 最も 善く 實現 したので ある、 而 して 此 精神に して 永久に 

持續 せられん 乎、 人類 は 何時までも 未丁年 者の 狀 態に 於て 存ら なければ ならない ので ある、 律法 は 神 

より 人に 臨みし 命令で ある、 之に 恩 惠が伴 ひ 又 刑罰が 伴 ふた、 如何にして 祌の^ 法を嚴 守して 共 約^ 

の 恩 惠に與 り、 其 詰責の 刑罰 を 免が れん 乎と は 中古 時代の 最大 問題であった、 而 して 此問题 の 解決に 

追窮 されて 歐洲は 一大 寺院と 化した ので ある、 キリスト は 恐るべき 裁判人、 福音 は嚴密 なる 法、 而 

して 之 を 厳密に 守る にあら ざれば 地獄に 落ちて 永久 滅 えざる 火の 中に 苦しまざる ベから すと、 歐洲人 

に 熾烈なる 未來觀 念と 鋭敏なる 良心と が ありて 干 一 百年 間に 涉る 中古 時代が あつたの である、 而 して 

此觀 念と 良心と が 多くの 迷信 を 起す の 因と なりて^ 侶 階級に 乘す るの 機會を 供した ので ある、 歐洲人 

は餘 りに 祌を 長る- -の結 律法の 縛る 所 と^り 敎 會の囚 ふる 所と なった、 此 敬神、 此 良心、 此未來 

觀念は 孰れ も 貴き 者であった、 之を棄 つる こと は 出来ない、 之 を 束縛より 釋 放し、 靈 魂に を 供し 

て 其 無限の 發達を 計る の 必要が あつたの である。 

而 して 此 自由 は旣に キリストに 由つ て 供せられ た、 而 して 最も 深刻に 此自. m を 感じ 最も 鮮明に 之 を 

意識し 最も 確 實に之 を 獲得した 者 は 使徒 パゥ n であった、 彼の 一 i 昔に 神が キリスト を 以て 彼 を 信す る 

^に 賜 ひし 此 自由の 宣 首で ある、 羅馬書 は 特に 此 自由に 就て 論す る 書で ある、 加 拉太書 は 此自， m の 由 

來と维 法との 對 照に 就て 論す る 書で ある、 其 他 彼の 書簡 十三 通 は 孰れ も此 自由に 激 されて 作りし 者で 

ある。 

宗教改革の 精神  七五三 
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今 律法の 外に 祌の 人を義 とし 給 ふ 事は顯 はれて 律法と 預言者 は其證 をな せり、 卽ちィ H ス キリス 

トを 信す るに. m りて 凡て 信す る 者に 賜 ふ 神の 義 なり、 之に 何等の 差^ あるな し、 そは人は^^3旣に 

罪 を 犯し たれば 神より 榮 光を受 くるに 足らす、 只 キリス トイ H スの噴 罪に 頼りて 祌の 恩惠を 受け 

功 鑌 なくして 義 とせら る i 也、 祌はィ H スを 立て その 血に よりて 信す る 者の 和解の 祭 物と し 給へ 

り、 是れ祌 忍びて 已往の 罪 を 赦し給 ひし 事に 就て 今 其 義を顯 さんため、 又ィ H スを 信す る 者を義 

として 自 から 義 たらん 爲 なり、 然 らば 誇る 所 何處に 在る や、 在る ことなし、 何の 法に 由る 乎、 行 

の 法 か然ら す、 信仰の 法な り、 故に 我 m 心 ふに 人の 義 とせら る&は 信仰に ゆる、 法の 行に 出ら す 

(羅馬 書 三 章 一 一 一 丄 一八 節. } 

所謂 パ ゥ a 思想の 眞髓 は兹に 在る、 是れが 解ら すして パ ゥ a は 解らない、 而 して パ ゥ a は 能く キリ ス 

トの 犠牲の 意義 を 解した ので ある、 然るに。 ハウ a の此 信仰 は 後世の 敎會の 忘却 埋沒 する 所と なり、 時 

に 聖ァゥ ガス チン の 如き 之 を 復興せ し 者 ありと 雖も敎 會全體 は復び バウ II 以前の 律法 敎に歸 りて ィ H 

スが 攻撃して 止 まざりし パリ サイ 敎を 新ら しき 形狀に 於て 繼續 したので ある、 實に 中古 時代 は 律法 時 

代であった、 干 一 百年 間 律法に 囚 へられて 歐洲人 は 恐怖と 暗黑の 裏に 蟄伏した ので ある。 

然るに ル ー テル は 兹に祌 の 恩 惠の選 (羅馬 書 十 一章 五節 ：>  に 由り 。ハウ 口に 由て 傳 へられし 此 自由の 

一 1 昔に 接し たので ある、 人の 義 とせら る、 は 律法 の 行に 由ら す 信仰に 由 る と 聞 い て 彼 の 全身 は 躍つ た 

ので ある、 和解の 祭 物 は旣に 彼のた めに ィ ェ ス の 血に よりて 獻 げられ しと 聞い て 重荷 は 彼の 肩より 落 

ちて 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平和 は 彼の 心に 臨んだ ので ある、 羅馬 書と 加拉太 書と は 彼の 特 愛の 書 

となった、 其 屮に彼 は 彼の 心の 實驗を 護んだ、 其 一 言 一 句が 彼に 取りて は 「然 り然 り」 であった、 


我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生け 

るな り、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に已 を棄し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 出 

りて 生く る 也 (加 拉太書 ニ章卄 節) 

ル ー テルの 一 生 は パゥロ の 此の 一 言 を 以て 言悉す 事が 出來 るので ある、 中古 時代の^た りし 彼れ ル ー 

テル は 律法の 勵 行に 由て 神の 救に 與 からん と 欲した、 彼が 敎會の 課せし 難行苦行 を 脈 は ざり し は 之が 

爲 であった、 然るに 今や 

しる  いましめ  さ. ら  ねり ナ 

手に て錄し \ 所の 我ら を攻 むる 規條の 書、 卽ち 我らに 逆 ふ もの (律法) を塗拔 し、 之 を 巾^より 

取 去り、 釘 を 以て 其 十字架に 釘け 給へ り (哥羅 西 書 二 章 十 ra 節) 

と 聞い て 彼 は 全然 律法の 束縛より 脫 出した ので ある、 斯くて 古き 聖書 はル ー テル を？ きてき 法の 奴隸 

, 、び-さ 

の軛 (加 拉太書 五 章 一 節) より 脫せ しむる と 同時に 敎 會の壓 制と 中古 時代の 喑黑 とより 脫 せしめた の 

である、 實 に簡單 なる 眞理 である、 然れ ども 此眞现 が 一度び バウ 口 を 以て 世界 を 救 ひしゃう に W びル 

1 テル を 以て 歐洲を 救った ので ある、 キリストの 十字架、 彼が 其 上に 萬 人の 爲に 流し 給へ る， i …… ル 

1 テル は 之 を 信じて 先づ自 から 救 は. れ、 然る 後に 機 會到來 して 神に 用 ひられて 全 歐洲を 救 ひ 新時代と 

新 f 界を 間始す るの 道具と なった ので ある。 

宗敎 改革の 精祌 は是れ である、 ル ー テルの 信仰で ある、 人の 義 とせら る k は 律法の 行に 由ら す 信仰 

に 由る と 云 ふ 其 信仰で ある、 此 信仰 を W て 彼 は 先づ自 から 屮古 時代と 絶ちて 新時代に 人った ので ある、 

而し て 彼の 先導に 由り て 歐洲は 中古 の 暗黑を 離れて 近世の 光明に 入 つたので ある、 勿論 れ.^ けで 改 

革 事業 は舉 つたので はない、 是れ 以外に 多くの 他の 精神、 他の 動機の 之 を 封 巾 助く る 者が あった、 然し 

宗教改革の 精神  七 五 五 
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乍ら 改革 運動 を 所謂 文 學役舆 の 一方 面と 見る は大 なる 間違で ある、 歐洲は 希 躐羅馬 の 古典に 由て 救 は 

れ たので はない、 希伯來 人の ai 書に 由て 救 はれた ので ある、 十六 世紀の 大 改革 は文學 者に 由て 起され 

し 思想の 改革で はない、 信仰 家に 由て 興されし 良心の 改革で ある、 其他當 時の 經^ 狀態、 政治 狀態は 

大に此 運動 を 助けた、 然し 乍ら 其 原動力 は 他に 在った、 歐洲 人、 殊に獨逸民族の信き&^^き£^|;?<51 

つた、 此 運動が 此に 根ざした からこ そ、 火 を 以てする も 之を燒 くこと が屮 I 來す、 水 を 以てする も 之 を 

滅す ことが 出來 なかつ たので ある。 

キリストの 血ル ー テル を 救 ひ、 彼 を 以て 歐洲を 救 ひたりと 聞いて 現代人 は 笑 ふで あらう、 「然 らば 

歐洲は 迷信 を 以て 救 はれたり し 乎」 と、 然れ ども して 迷信で ある 乎、 羅馬書 三 章 は 5^ して 迷信 を 語 

る 者で ある 乎、 是れ 果して 所謂 パゥロ の ユダヤ 思想で ある 乎、 文學的 批評家 は然 りと 答 ふるで あらう、 

然し 乍ら 樹は其 果に由 て 知らる k ので ある、 ル I テルの 信仰の 如くに 人類 を 其 根柢に 於 て 全般的に 且 

つ 永久 的に 改革せ し 文學的 思想 叉 は 哲學的 眞理は 何處に 在る や、 キリストの 十字架と 之 を 仰 瞻て救 は 

る \ と 云 ふ、 是は 思想で はない、 實驗 である、 理論で はない、 生命で ある、 宇宙と 人生の 中心 點は玆 

に 在る ので ある、 博士 フ H ャべ ー ンが 一一 一一 II ひしが 如く 「キリスト は 其 血潮 滴る &掌の 中に 萬 物の 祕訣を 

撮り 給 ふ」 ので ある、 人は此 中心 點に 觸れて 始めて 自覺 する ので ある、 國民 も亦此 中心 點に觸 れて始 

めて 眞の 自己 存在に 入る ので ある、 人の 眞の 誕生日 は 彼が 母の 胎内 を屮： し 日で はない、 彼が キリスト 

に 接した 日で ある、 十字架 上の ィ H スを其 救 主として 受けし 日に、 其 日に 人 も 新たに 生れ 國 も 新たに 

輿る ので ある、 斯くて、 近世 哲學、 近世 科學、 其 他の 近せ の. 大產 地はル ー テルの 信仰 を 以て 始まりた 

りと 云 ふ 事が 出来る、 歐洲の 新 文明 はル ー テ ルの單 純なる 福 昔 的 信仰 を 以て 始 つた 者で ある。 


凡そ 神に s りて 生まる. -者は 世に 勝つ、 我ら をして 世に 勝た しむる 者 は 我らの 信な り、 誰か 能く 

世に 勝たん、 イエ スを 神の 子と 信す る 者に 非す や (約 翰 第一 書 五 章 闪、 五節)、 

然り、 今 も猶然 りで ある、 靈が 肉に 勝ち、 愛が 武力に 勝ち、 全人 類が 更ら に復び W 生の 實を舉 げんが 

爲に は、 ィ H スを 神の 子と 信す るの 必要が あるので ある。 

十月 讲 一：：：； 灰 東京 神 E 靑年會 館に 於け るル ー テル 紀念會 は 大盛會 であった， 會 する * 千 五 百餘名 * 陪上喈 

下 一 杯の 人であった * 日 獨戰爭 進行 中此偉 火なる 獨 逸人 を 紀 念して 我等の 心に 言 ひ 難き 廣 さと 暖かさと を 

感じた。 

ル ー テル の 遣せ し 害毒 

附 第二 宗敎 改革の 必要 

大正 六 年 (一九 一 七 〔や〕 十一月 十一 柏木^ 書 講堂に 於て 

ル ー テル は 多くの 功鑌を 遣した、 世界と 人類と は 彼に 多く 負 ふ 所が ある、 同時に 乂彼は St な. I から ざ 

る 害毒 を 遣した、 其 事を認 むる は 彼の 功績 をして 完全から しむる 爲に 必要で ある。 

ル ー テル は 不幸に して 改革に 成功した、 而 して 成功 其 事が 其 中に 失敗の 意味 を 含む ので ある、 眞の 

-6 功 £ 失敗で ある、 キリストの 御 事業が 其の 善き 實例 である、 彼 は 十字架に 擧 げられ て 萬 人 救^の 途 

ル —テルの 遺せし 害毒  七 五 七 
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を き 給 ふたので ある、 其 他 パゥ& の 事業、 許 多の 殉教者の 事業 は失肽 せし が 故に 成功した ので ある， 

然るに ル I テル は 其 改革 事業に 於て 成功した、 而 して 彼の 失 耽の M は玆に 在った ので ある。 

ル ー テル は羅馬 天主 敎會 なる 大勢 力 を IIS さんと 欲して 二 個の 勢力に 賴 つた、 其 第 一 は政權 であった， 

其 第一 一は 聖書であった、 而 して 政 權聖， 書 一 一つながら 彼と 彼の 後從 者と を禍 ひした ので ある。 

塞 遞侯 フリド リツ ヒはル ー テ ル 終生 の 保護者で あった、 侯の 庇 保微り せば ル I テルの 生命 すらな か 

つたので ある、 ル ー テルの 事業 は 彼れ と 侯との 共同 事業と 稱 する も 可な りで ある、 ヘッセの 方 伯フィ 

リップ も亦ル ー テルの 崇拜 家であって、 時に 彼の 護衛の 任に 當 つた、 其 他 獨逸國 多數の 王公 贵族 はル 

1 テルの 味方と して 起った、 ル ー テル は 半ば 獨逸 貴族の 愛國 心に 訴 へて 彼の 改革 事業 に 成功した ので 

OVJ は ひ もと  摯，誊999，，9,窜警拳，誊9警9曹竇，,，,,曹9 

ある、 而 して 災禍の 因 は玆に 在った、 此時 敎權の 大部分 は羅 馬敎會 より 獨逸 政^に 移った ので ある、 

法王の 神聖が 否認 せられて 國 王の 神聖が 是認せられ たので ある、 雨來ル ー テル 敎は獨 逸、 瑞典、 那 威、. 

丁抹 等の 國敎 となり、 其 敎義は 政府に 由て 制定せられ、 其 牧師 は 政府の 任命す る 所と なり、 其 現世 的 

もと 

なる に 於て 舊の羅 馬- 大主敎 と 何の 異なる 所な きに 至った、 哲學者 力 ン トを壓 して 彼が 言 はんと 欲する- 

所.^ 言 はしめ ざり し 者 は此ル ー テル 敎會 であった、 熱烈の 思想家 キル ケゴ ー ド をして 終生 其 攻撃の 鉢 

を斂 めざら しめし 者 も 亦此ル ー テル 敎會 であった、 而已 ならす、 普 露西亞 王家 をして 今日の 勢力 あ ら 

しめ、 カイ ゼ ル の祌 聖を唱 へ て 國を擧 げて其 命に 服從 する に 至らし めし 其 原因 は 之をル ー テ ルの 改革 

事業に 於て 見る 事が 出來 る、 ル I テル は 前門の 狼を逐 はんがた めに 後門の 虎 を呼來 つたので ある、 而 

して 狼 去つ て 後に 虎 は 猛威 を 逞しう して 家人 を 威嚇して 止まない ので ある、 ル ー テルが 政權を 用ね て 

宗敎 改革 を 行 ひし 結果と して カイゼル は 法王に 代って 起った ので ある、 法王 は 之を斃 すべ く あ つ た、 


妙-; れ ども カイゼル は 之 を 起すべく なかった、 ル I テルの 宗教改革 は 半ば 成功であって 华 ば失肷 であつ 

A  A  AAA^AAAAAAAA  づさ  厶厶 <3厶厶厶<3<3<:<"-<<3<1-^^<:<3、<1<1 、な-^  5^*1、 

た、 此世の王公贵族をして宗敎事業に携はらしめてル丄ァルは四^:年後§|-^.^-?.^5>^,^.?^^4争 

毒 を 遣した ので ある。  • 

羅馬 天主 敎會 に對 して 戰 ふに 方て ル ー テルが 採て 起し 第二の 武器 は 聖書であった、 是れ 正常の 武器 

でありし こ と は 言 はすして 明 i である、 然し 乍ら ル. I テルが 聖書 の 使 ffl 法 を 誤りし 結 架と して 後 # に 

大 なる 害毒 を 遣せ し 事 も 亦 見逃すべからざる 事實 である、 書 は祌が 人を義 とし 給 ふ 唯 一 の 途を傅 ふ 

る 書と して 永久 的に 貴く あ る 、 聖書 を 措い て 他に 此途 を傳 ふる 者 はない、 然し 乍ら 聖書 も 亦 人 に 由て 

書かれし 書で ある、 故に 人に 在る すべての 不完全 は 亦 之 を. M 書に 於て 見る ので ある、 一一 一一 E 語 其 物が 不完 ■ 

全なる 者で ある、 其 上に 謄寫の 不完全が ある、 傅 達の 不完全が ある、 縱し又 本文 は 完全な りと する も 

其 解釋に 不完全 は 免 かれない ので ある、 故に 聖書 は 神の 首な りと 稱 して 如何なる 意味 又は 程度に 於て 

神の 一一： 一" なる 乎 は、 れ 誤り 易き 人間の 3： 人 も 判定す る ことの 出来ない 事で ある、 然るに ル ー テル は 無 

誤 護的敎 會を斃 さんと 欲して 無 誤謬 的 聖書 を以 て 之に 當 つたので ある、 而し て 聖書 は敎會 よりも 遙か 

に大 なる 信仰的 權威 であるが 故に、 ル ー テルの 攻 擎 は 其 功 を 奏し て 羅 "it 敎會は 之 に. E りて 致命傷 に 等 

しき 傷 を 負 ふたので ある、 然し 乍ら 聖書 果して 無 誤謬なる 乎、 是れ 未だ 解決され ざる 問題で ある、 

ル ー テル 彼 自身が 聖書に 誤謬の ある こと を 認めた ので ある、 彼が 雅各 書を稱 して 「禾 稿の 書簡」 なり 

と 云 ひし は 其 一 例で ある、 彼の 見る 所に 依れば 信仰の 功德を 讚へ し羅！ it 書と 加拉太 書と は 「金の 書簡」、 - 

之に 次いで 銀の 書簡、 寶 石の 書簡 あり、 而 して 行 爲の功 德を唱 へし 雅各書 は 之を憒 値な き 「禾 稿の 書 

簡」 と稱 して 可な りとの 事であった (コ リント 前書 三 章 十二 節： }• 其 他ョナ 書に 就て、 ヨブ 記に 就て 

ル— テルの 遺せし 害毒  -,」 , 
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ル I テル は 毀 貶的批 ば をド して 律らなかった、 然るに 敎會の 覊雜を 免 かれんが ために 彼 は 聖書に 據っ 

た ので ある、 而 して 誤謬 な き 敎會に 代 る に 誤謬な き 聖書 を 以てした、 是れ戰 術と して は 確に 巧 な る 者 

であった、 然し 乍ら 比較的 眞现は 絶對的 眞现の 代用 を爲 さない ので， ある、 「拜 すべき 者 は 一 なり 唯祌 

のみ」 である、 其 如く  r 絕對的 M 理は 一 なり 唯祌 のみ」 である、 聖書 贵 しと 雖も祌 ではない、 聖書 を 

g 對的 眞理と 見て 玆に^ 像せ • -拜の 一 種なる 聖書せ. +拜 (Bibliolatory) が 起らざる を 得ない ので ある。 

而 して ル ー テルに 由て 此 偶像^ 拜が 始まった ので ある、 卽ち 聖書 崇拜が 始まった ので ある、 而 して 

もちき. il 

す ベ て の 偶像 祟拜が 多く の 恐る ベ き 害毒 を持來 すが 如くに 聖書 祟 拜も亦 多く の 恐る ベ き 害毒 を 流した 

ので ある、 先づ 第一 にプ a テス タン 卜 敎會が g 分 五 裂した ので ある、 第一 に カル ビン 派と ル ー テル 派 

とが 起った ので ある、 叉ル ー テル 派の 中より フ ィ リップ 派 (メラ ンク トン 派) が 出て 內輪 啶嘩を 始め 

たので ある、 而 して 分離 は 分離に 次ぎ、 宗派 は 宗派より 出て、 底止す る 所 を 知らないの である、 而し 

て备 宗派 孰れ も 其 根據を 聖書に 置いた ので ある、 ソシナ スが キリス ト非 神性 を唱 ふるに 方ても 聖書に 

據て唱 へたので ある、 實に 聖書 の 言に 據て 如何な る祌學^^をも唱 ふるこ とが 屮： 來る の で あ る 、 誤謬な 

き 聖書 あり 而 して 信者 は 何人も 各自の 判 斷に從 ひ 之 を解釋 する の 權利を 有すと 云 ひて 何人も 敎派を 立 

つる を 得べ く、 又 何人も 法王たり 監督たり 得る ので ある、 玆に 於て かプ 口 テス タント 敎內に 激烈なる 

宗派 戰が始 つたので ある、 而 して 其 戰爭は g:.rn 年後の 今日 猶ほ 止まない ので ある、 今や 新敎 €： に 六 百 

A  A  A  A  A  みづ から し. り * 

有餘の 敎派ぁ り て 各自 g 力 書 に據 りて 自己 を 讚へ 他 を 貶け っ& あるので ある、 メソヂ スト 敎會 と バ プ チ 

スト 敎會、 組合 敎會と 長老 敎會 (日 基 敎會 )、 其 他 有りと 有らゆる すべての 新敎會 …… メソヂ ス卜敎 

會の屮 にも 又 自由 メソヂ スト あり、 監督 メソヂ スト あり、 カナダ メソヂ スト あり、 長老 敎會の 中に も 


亦 南 長老 派 あり、 カム パ ー ランド 長老 派 あり、 其 他 之を算 へん 乎、 日 も 亦 足りない ので ある、 而 して 

注意すべき は是等 多数の 新教々 派が 何れも 「我れ こそ は 聖書の 正 當の解 釋 に 由る キリストの 眞の敎 ノ％ 

なり」 と唱 ふること である、 其點に 於て 彼等 备自 がル ー テルに 傚 ひ 加工 書に 據て 立つ ので ある、 新敎^5 

敎# にして 聖書に 據て 立たざる 者と て は 一 もない ので ある、 彼等 は 其 信仰 箇條に 於て は 西と 東と 與な 

るが 如くに 相 異なる 所 ありと 雖も、 聖書に 據 ると 云 ふ 一 事に 於て は 新 敎六百 有 餘派は 其 主張 を 一 にす 

るので ある、 是れ實 に 奇異なる 現象で ある。 

ル，' テルと カルビ ンとは 自由 を 標榜して 起った、 然れ ども 彼等 は 自分に 求めし 自由 を 他に 施し 得な 

かった、 彼等 は 聖書 を 以て 自分の 自. E を 獲て！ M じ 聖書 を 以て 他人 を 縛った、 カル ビン は 異端の 故を以 

て 西班牙 人に して ゼネバ の 市に 客たり し セル ベ ー トス の 燒殺を 是認した、 而 して 之 を M きし メラン ク 

ト ンは書 を カルビ ン に 寄せて 此 事の 神意に 適 へ る こと を 傅へ た、 セルべ ー トス は惡 人ではなかった、 

唯 カルビ ン、 メラ ン ク卜 ン等と加\^書の解釋を與にしたまで ^^ぁる、 カルビ ンは 聖書に 據り 良心の 許可 

を 得て 此事 を爲 したので ある、 然れ ども 異端の 故 を 以て 人の 生命 を 奪 ふは大 なる 罪惡 たる は： H を附る 

よりも 明かで ある、 ル，. 'テルに は 之れ ほどの 過失はなかった、 然れ ども 之に 類す る 者 はあった、 彼 は 

ァ ナバ プチ ス トと稱 して 極端の 信仰 自由 を 主張す る 者 を 憎む こと 羅馬敎 徒を惡 むよりも：！ * だしく、  M 

等の 或 者が 領主に 對 して 反亂を 起す に 方て は 彼 は 貴族 の 味方と な り て 殘忍 を 極めた る 鎭壓法 を 是認し 

た、 「柔和なる メ ランク トン」 も 亦 聖書に 由て 無辜の 血 を 流した、 クラウ ッ、 モルレ ル、 パイス ケル 

なる 三人の 平信徒 を 詰問し、 彼等が 熱心に 祌を 信じ キリスト を崇 むる 者なる を 認めし と雖 も、 赤兒の 

バプテ ス マ 其 他 一 一三の 點に 於て 聖書の 見解 を 異にせる の 故 を 以て 彼等 を 異端の 徒と 認め たれば、 大聖 

ル— テルの 遺せし 害毒  七 六 1 
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書學 ネの此 鑑定に 基き 有司 は是等 無辜の 信者 を 死刑に 處 したので ある、 而 して 當 時の プ 口 テス タン 卜 

敎 徒の 11 に 猜疑、 嫉妬、 憎惡の 如何に 甚だし かりし は 左の 事實に 由ても 能く 判明る ので ある U 

波 蘭 土の 貴族に して ジョン • ラス コ なる 人が あった、 彼れ 英國に 渡り 其處に 新敎の 敎義に 接し、 力 

ルビン 主義の 信者と なった、 而 して 彼 を 中心として 倫敦 在留の 外國 人に して 同 主義 を 奉す る 者が 一 圏 

を 作り、 一^の 敎會を 起した ので ある、 然るに 羅馬敎 主義の 女王 マリ ー 王位に 卽 くに 及びて 新敎 徒に 

對 して 劇烈なる 迫害 起り たれば ラス コ の 一 圑は 止む を 得す 外 國船ー 一艘 を 雇 ひ、 之に 會員 一 同を乘 せて 

英國の 地 を 離れた ので ある、 而 して 彼等の 目指す 所は獨 逸、 丁抹、 瑞典 等の 新敎國 であった、 彼等 は 

思 ふたので ある、 カル ビンの 徒と ル— テルの 徒と 小事に 於て は 聖書の 見解 を 異にする と雖 も、 其 信仰 

の 大要に 於て は 同じく ブ n テス タント 敎徒 である、 故に 迫害に 遭 ふて 彼等の 許に 走る、 是れ 兄弟の 援 

助 を藉る 事であって 當然 の 事で あると、 斯く て 彼等 は大な る 希^!11.； を懷 い て 倫敦を 出帆した ので ある、 

時は晚 秋の 頃であって 北海の 波 荒く、 船內 多数の 小兒と 老人と ありて 一行の 憂慮に 堪へ 難き 者が あつ 

た、 彼等は先づ丁抹國の首都コぺ ン ハ ーゲンに^^泊した、 此 所はル ー テル 敎の 盛なる 所であった、 然 

るに 一行 は 上陸 さへ を も 許されなかった、 彼等 は カル ビン 主義 を 奉す る 者、 故に 新敎 徒たり とも 接く 

る 能 はすとの 事であった、 此 所を逐 はれて ラス コの ー圑は 獨逸國 沿岸 a ストック 巿を 試みた、 此所 を. 

も逐 はれ 一」 ヴ イス マル、 レ ー ベック を 試みた、 然るに 此所 にも 亦 彼等 を迎 ふるの 愛 心はなかった、 止 

む を 得す バ ル チック 海 を 去り. 冉び丁 抹國を 一 周し、 ェ ルべ 河口 を 溯り ハ ム ブル グ 市の ル ー テル 敎 徒に 

援助 を 求めた、 然れ ども 此所 にも 亦 彼等 を 接く るの 暖かき 心 は 無かった、 彼等 は 更らに H ムデン を 試 

みた， 而 して H ムデン は 冷淡ながら も 暫時 彼等 を 受けた、 此事を 聞きし カル ビン は 特に 書を獨 逸の 新 


敎 徒に 少ォ せて 同情すべき 此等 亡命者の  一 M を 接待 せんこと を 求めた、 然れ ども あかれなかった、 彼等 

が新敎 徒た る こと は 彼等が ル ー テル 敎 徒に 迎 へらる.^ 便宜と は 少しもなら なかつ た- 聖書 は 明，：： に 

「遠 人 を 接待す 事 を 忘る & 勿れ」 と敎 へ (希 伯來書 十三 章 一 一節)、 又 「若し 機會 あらば すべ て の 人に 

善を爲 すべし、 ：一:E 仰の 友に は^けて 之を爲 すべし」 と吿 ぐるに 關 はらす (加 拉太書 六 章 十 節)， 獨 逸- 

の  ル  ー テル  敎徒 は是 等の 聖 語に  は 眼 を觸れ す、  聚餐 式の 事 バプテ ス マ の 事 等に 就て 聖書の 兄 解 を與に 

する の 故 を 以て 彼等に 倚來 りし カル ビン 派の 新敎 徒を斯 くも 冷遇 虐待した ので ある、 此  一 ^^は以て第 

十 六 f 紀宗敎 改革 の 喑黑的 半面 を 例證し て餘り あるので ある。 

而し て 此 憎む ベ き 精神 は今猶 絶えない の である、 今日の 新教徒 は カル ビン、 ル ー テル の 遣 傅 を 受け 

て今猶 相互 を排濟 して 止まない ので ある、 彼等 は 疇 昔の ュ ダャ 人の 如くに 書に 據 りて 相互 を 殺して 

神に 事 ふると 意 ふので ある (ョ ハネ傳 十六 章 二 節)、 世に 冷たき 所と て プロテスタント 敎會の 如き は 

ない ので ある、 此 所に 信仰 は 有っても 愛 はない、 聖書 は讀 まれても 兄弟 は 愛されない、 ル ー テルの 徒. 

は カル ビン の 徒 を 斥け、 ウェス レ ー の 徒はノ ックス の 徒 を 嘲り、 外面に 共同 一 致 を i? へ て內 部に 嫉：^ 

の 刃を懷 く、 而 して 此 憎むべき 精神 は 外國宜 敎師、 殊に 英米 宜敎師 に 由って 我等 日 木 人の 問に 傳 へら 

れ たので ある、 カル ビンが セルべ ー トス を燒 き、 ル ー テル 敎 徒が カルビ ン敎徒 を逐壤 ひし 精神 は是等 

.X 敎 帥に 由て 日本の 基督 信者に 傳 へられ、 日本に 於ても 亦 新 敎徒は 彼等の 歐 米の 敎師に 傚 ひ、 相- H=! の 

先に 聖書 を突附 けながら 彼の 異端 を 責めて 我が 正敎を 誇りつ、 あるので ある、 口 本に 於ても 聖書 を 

以て 幾多の 冷酷、 幾多の 無慈悲、 幾多の 背信、 幾多の 爭鬪が 新敎徒 相互の 問に 行 はれつ k あるので あ 

る、 歐洲に 於て 聖書 を 以て 羅馬 法王 を 幾せ し 後に、 同 一 の 聖書に 據 りて 「ゼ ネバ の 法王」 又は 「ウイ 
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ッ テンべ ルヒの 法王」 が 起り し 如くに、 極東の 日本に 於ても 新敎 宣教師の 感化 を 受けて 幾多の 小 法王 

が 其 小なる 基督 敎界に 起り っ& あるので ある リ 

然れ ども 是れ 勿論 聖書の 罪で はない、 聖書 濫用の 罪で ある、 而 して 聖書 は 明かに 其 濫用 を 警めて 居 

るので ある、 

文字の 舊 きに. m らす靈 の 新しき に 由り て 事 ふ („! マ 書 七 章 六 節) 

文字に 事 ふるに 非す 靈に事 ふる 也、 そ は 文字 は 殺し 靈は 生せば 也 (コ リント 後書 三 章 六 節) 

文字に， m りて 聖書の 文字たり と 雖も人 を 殺す ので ある、 ル ー テルと カル ビンと メラン ク トンと、 其 他 

彼等に 後從 せし 新 敎の祌 學者等 は 聖書の 文字に 事へ て 相互 を 殺した ので ある、 活かすための§^^,書は權 

威 を 其 文字に 置かれて 殺す ための 道具と 化した ので ある。 

然 らば 我等 は 今 何を爲 すべき 乎、 新教の 害毒 を 知り たれば 舊敎 に歸 るべき 乎、 否な、 否な、 然らす 

しら V 

である、 我等 信仰に 由り て 福 昔に 歸 りし 者、 「何ぞ 弱き 賤 しき 小 學に歸 りて 復 たび 之が 僕た らん や」 

である (加 拉太書 四 章 九 節)、 然 らば 我等 はル I テル、 カル ビンに 止まるべき 乎、 是れ 又然ら すで あ 

はる ケ， はじめ  つ 00OO00O00O 

る、 我等 は 彼等よりも 遙に 創始に 歸 りて バウ 口、 ョハ ネに 到るべき である、 然り 直に 主ィ ヱス キリス 

O00O0000C  ©©©©0 

トに 到るべき である、 我等 はル ー テルに 做 ふて は 足りない、 キリストに 傚 ふべき である， キリスト は 

ル ー テルの 如くに 政權に 由り て 改革 を 行 ひ 給はなかった、 キリスト は 政 權の棄 つる 所と なりて 十字架 

に 釘 けられて 人類 を 救 ひ 給 ふた、 其點に 於て ハ ッ スとサ ボナ 口 ー ラとは キリスト に似て ル ー テル 以上 

の 改革者であった、 キリスト は 亦 聖書 を 重 じ 給 ひしと 雖も其 文字に 囚 はれ 給はなかった、 彼 は 能く 律 

法と 預言者との 精祌を 解し 給 ふて 自由に 聖書 を 解 釋し給 ふた、 キリスト は敎 敵に 對 して 親切で あり 給 


ふた、 反逆者 ュダを さへ 救 はんとて 3« 後まで 努力し 給 ふた、 彼 は 喜んで 異教徒 を 迎へ給 ふた、 曾て 一 

A 厶厶 A 厶厶  <1<1厶<3 厶厶 厶厶 AA<"<3 厶 <3 厶 

间も 信仰 箇條の 故 を 以て 人 を 責め 給はなかった、 斯 くして キリ ス トとル ー テルとの 問に は 雲泥の差が 

i ね  まつ； i クリスチャン 

あるので ある、 我等 はル ー テル を眞 似て 完全き 基督 者た る こと は屮： 來 ない。 

人の 義 とせら る \ は 律法の 行爲に 由す 信仰に 由る、 其 事 は事實 であり、 又眞现 である、 然し 乍ら 其 

信仰た る 愛に 由り て 働く 所の 信仰た る を 要する ので ある (加 拉太書 五 章 六 節)、 第 十六 世紀の 改革者 

等 は 信仰より 愛 を引拔 いて 大に 誤りた るので ある、 信仰 丈け では 神 は 解らない、 隨て 愛を拔 去りた る 

仰 は 人 を祌の 前に 義 とする に 足りない、 カル ビン の 徒と ル ー テル の 徒と は 聖書の 文字に 由り て 神 を 

知らん と 欲して 大に 誤りた るので ある、 而 して 其 誤謬 を 正す 者が 又 聖書 其 物で ある、 約 翰 第 一 書 ra 章 

七、 八 節に 曰く 

愛する 者よ 我ら 互に 相愛すべし、 そ は 愛は祌 より 出れば 也、 凡そ 愛する 者 は 神に. S りて 生まれ、 

且神を 知るな り、 愛な き 者 は 神 を 知らす、 神 は 卽ち愛 なれば 也 

と、 此聖語 を 以て 改革者 等 を 評して 彼等の 信者た るの 價値 は大に 減ぜられざる を 得ない ので ある、 聖 

書 を 研究した 丈け では 神 は 解らない、 其敎 示に 從ひ人 を 愛して 始めて 神が 解る ので ある、 異端の 徒 を 

やきころ  よし 

燒 殺して 神が 喜び 給 ふので はない、 彼等 を 助け 敎へ 導きて 神に 善と して 認めら る k ので ある、 獨 逸の 

ル ー テ ル敎 徒はラ スコの 一 團 を逐攘 ひて 全然 聖書に 反き つ、 あつたの である。 

00OOOOO00OO0OOO00OOOO00  O00OOOOO0OO000000OOO 

玆に 於て か 我等 は 第一 一の 宗敎 改革 を 要する ので ある、 ル ー テ ル の 行 ひし 以上の 改革 を 要する ので あ 

0  ocoooooooooooooooooo  0000000000000000000OOO 

る、 信仰の 上に 愛 を 加 ふる 改革 を 要する ので ある、 加拉太 書なら で 約 翰 書に. m る 改革 を 要する ので あ 

0  0O00CC00000O0  0O00O00OOOOO00O0O0OOO0  0  0  0  0  0  0 

る、 勿論 信仰 拔 きの 改革で はない、 信仰 を經 過して 然る 後に 愛に 到達せ る 改革で ある、 ル ー テルの 改 
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革 を 改革す る 改革で ある 我等 はル ー テル 以上の 改革者た るべき である、 而 して 神は斯 かる 改革 を 我 

等 日本の 基督 信者の 中より 要求し 給 ふので は あるまい 乎。 


講演 餘錄 


明治 三十 三年 

夏期 講談 會 

(第一 囘の 夏期 講談 會。 『東京 獨立雜 誌』 の 陵刊と 『聖書 之 研究』 の發刊 との II に 催されし もの。 I 編者) 

何が 偖 置き、 一 社で 計畫 した 大會合 を 一 人で 引受けた 事 だから 溜らない、 旣に 申込 ズ切 期限なる 七 

月 十日までに 百 十^ 餘 名の 申込 あり、 其 一 割 は缺席 するとしても 九十 名の 友軍 は 押し寄せ 來り玉 ふ 事 

と 思へば 會 主の 心配 は 一通りではなかった、 所が 捨てる 神 あれば 援 ける 神 も ある もので、 會 主の 此艱 

難 を 聞く や 彼の 友人 は 東西南北より 馳せ附 け吳れ たり、 先づ 第一 に 彼の 同窓の 友なる 大島正 健 氏 は 萬 

事 を 打 捨て 奈 良の 舊 都より 馳せ 上り、 京都なる 便利 堂より は 其 家人の 一人 を 5； 达り、 信 州 上田なる 同志 

會員は 其 目下 切要なる 業 を 捨て、 援助に 来らる、 東京に 在て は 友人 松 村 介 石 氏 留岡幸 助 氏は滿 腔の 同 

情 を 以て 此會の 成立 を 助けられ、 阪入巖 氏 は 救世軍より 人り 來て 雜務 を擔當 せられ * 忽 にして！^ 雜は 

變 じて 整頓と なり、 多 數の來 客 を 遇する 途は備 はれり。  . 

斯くて 七月 廿 四日に 至れば 先登 第 一 として 下野の 國の 住人 其 都賀の 郡穗積 村なる 柴山由 太 氏人 來る 

彼の 風采 を 見 上れば 學 生に 非す、 商人に 非す、 手に 雨傘 一本 を 提げ、 紛 ふべき もな き 田圃の 子な り、 

彼が 獨立雜 誌の 愛讀 者な りし 乎と 思へば 役員 一 同 は 奇異の 感に打 たれぬ、 余輩 は 彼 を 女子 獨立學 校 

の 指定の 室に 彼 を 送り込みぬ。 
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次に 玄 關に顯 はれ 来りし は 丹 波 國何鹿 郡 志賀鄕 村の 住人 志貿 眞太郞 氏な りき、 昔時 酒 天童 子が 巢を 

作りし と 云ふ大 江山の 近邊 より 態々 此會に 列 せんが 爲め 山川 三百 餘里を 遠し とせす して 来られし 者、 

彼れ 身に 一 つの 西洋 的 修飾 を附 けす、 只 見る 氏の 双眼に 一種 云 ふべ からざる の歡 喜と 滿 足と を 浮べて 

我等 基督 敎を 信す る兹に 二十 有餘 年、 爾も憂 霰に 沈み 易き 者 をして 懒愧の 念に 堪へ ざら しめたり、 氏 

は 曾て 昨年 一 度 余輩 を 訪問 せられし 者、 余輩 一 ケ 年の 精神的 修養が 氏 をして 1  口ん ど 理想に 近き 農聖た 

らしめ しを發 見せり。 

伊豆 國 伊東より は 釵島忠 造 鈴 木 德太郞 氏 来り、 其賀茂 郡三阪 村より は 岡 村 誠 之 氏 来り、 或は 農 を 業 

とし、 漁 を 職と し >  醫に 志す 者、 至誠 は其滿 面に 溢れ、 余輩 をして 益々 此會に 於け る 余輩の 責任の 重 

きを 感ぜし めたり。 

信 州 は 日本 帝國 の脊髓 にして 叉此稀 有の 會 合の 眞髓 たりき、 其 上田より は 淺井敬 吾 氏 は 氏の 國 手た 

るの 職 を 省みす、 其數十 名の 患者 を 他に 托し、 來て 此會に 止まる こと 六日、 其 瀧 澤ー郞 氏 は 少壯の 身 

を 以て 蠶種 改良に 從事 する 者、 亦 吾人の 中に 在て 活動の 一中 心點 たりき、 其 飯 田より は 小 林 洋吉氏 は 

此會 合に 臨まん が爲 めに 特に 今年の 夏蠶を 半減せ ら れ 、 其 妹 君と 共 に來て 十 有餘日 を 吾人 の屮に 送ら 

れ、 其 南 安曇 郡 東穗高 村なる 井口 喜 源 治、 荻 原 守衛 氏 は 同腹の 兄弟の 如き 愛情 を 以て 一 日も缺 くこと 

なく 此會に 臨まれ、 其 上 伊那 郡 は柴祖 一 氏 を 送り、 小 諸と 飯 田と は尙ほ 一 人づ \ を 送る 害な りし も 事 

故 ありて 此 事な かりし は殘 念の 至りた き。 

飛 彈は長 谷川 勇、 渡邊 三藏、 柚 原 三 郞の三 氏 を 〈^^ り、 以て かの 山國に 於け る 獨立雜 誌の 多少の 感化 

力 を 表せられたり、 曰く 飛 州に 此 誌に 依て 生涯 をー變 せし 者 ii なから すと、 三 氏 共に 實務の 人 * 一は 


國に歸 り >  一は 哲學 館に 人り、 一は 余輩と 留まりて 聖經を 究めん とす。 

紀伊は 梅 北 雪 平氏 を 送れり、 見る 精神 有て 肉體 なきが 如きの 士、 七十 有 餘の村 堂 を 相手に 邦家の 情 

神 的 改造 を畫 す、 曰く 世 を 見れば 悲憤に 堪えざる 事 多し と雖 も、 亦 自我 を 省みれば 全身 襤褸た るの み 

と、 以て 氏の 謙と 遞とを 知る に 足る、 南海の精神界に亦希&^！多し。 

山陽 道 は 德田浩 司、 妹 尾 幅 松、 有 元 新 太郞、 森本慶 三の gl 氏 を 以て 代表され たり、 中國 人士に して 

雨 も 表裏の 別 を 留めす、 德田 君の 圓滿 なる、 妹 尾 君の 氣骨稜 々たる、 殊に 美 作 人士の 信 濃 飛彈の 人士 

に似て 海 無し 國の 性を帶 び、 超 世俗的 欲望 を懷 くに 至て は强く 余輩の 尊敬 を 引けり、 陰陽 兩 道の 革新 

或は 此國 より 昉 まらざる を 得ん 乎。 . 

長 崎より 池 田 福 司 氏 は 来れり、 氏 は 造船 を 以て 業と せらる、 者、 爾も 深く 意 を 心界の 事に 注ぎ * 大 

舶を 造て 親密せ る 我 邦人 を 汎く洋 面に 散布す るの 策 を 講ぜら る、 と 思へば、 亦侗 人の 心 裏に 天 國を扶 

殖す るの 要を說 かる、 余 は 傳道師 の 宗敎を 語る を 聞き 厭きし も 造船 師の天 國の事 を 談るを 聞て 新た 

に 福音 を 耳 にす るの 感 ありき。 

下野の 靑木義 雄 氏 は 肥料 商たり、 沈默 にして 席上 曾て 一 語 を 吐かす、 余輩 時には 氏の 吾人の 屮に在 

りし や 否 を 疑へ り、 爾も 氏が 實際的 に 氏の 熱情 を發 表せら る k の 事實に 至 て は 余輩 を し て 感奮せ しむ 

る 事 多 かりき、 瑞西 人の 諺に 曰く 「雄 辯 若し 銀なら ば 沈默は 金な らん」 と、 余輩 辯士の 位置に 立ちし 

者 は 青木 君の 前に 愧ぢ たり。 

新田 勝 寛 氏 は 磐 城國白 石より 来らる、 氏 は 知命に 近き 齢 を 以て 炎天 を 胃して 遠路 此會に 臨まる、 夏 

期學 校と し 云へば 世人 必 す靑年 の會 合と 見 做す 今日、 吾人の 中に 此 年長者 を 昆るを 得て 吾人の 此會合 
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の 通常の 夏期 學 校に あらざる を 知れり、 余聚は 氏に 先生と 仰がる、 者に あらざる を-: m 覺し、 返て 總て 

の點に 於て 氏の 後進 者た る を 認めたり。 

駒 井 權之助 氏 は 京都 洛 北なる 氏の 幽居より 来らる、 氏 は 余輩の 大阪 時代よりの 友人な り、 能く 英文 

學に 通じ、 多くの 友人 を 英米人の 中に 有し、 靜肅 にして 又 勤勉、 獨立雜 誌上の 華 山， ョ駒は 彼な り、 學 

博く して 情 熟き こと 氏の 如き 者 こそ 眞に世 を 救 ふの 力た る なれ。 

小川 達 氏 は水戶 より、 佐 藤 武雄氏 は 浦 和より 公務の 餘暇を 以て 此會に 臨まる、 人 は 云 ふ 余輩に 今日 

の 日本 官吏 を迎 ふるの 寬容 なしと、 然れ ども 是れ 余輩 を 知らざる の 首、 稅 たりし マ タイ を 擧げて 十 

一 一 弟子の 一 人と なせし キリス ト、 地方 長官たり しテ ョピ B に 使徒 行傳を 奉りし ルカ の 迹を踐 まんと す 

る 者に 絕對 的に 公吏 を 斥く るの 现由 なし、 余輩 は 二 氏に 於て 誠 赏謙遞 なる 官吏の 好 模範 を 認め、 二 氏 

の來會に依て余輩の意を强めし_?^^大なりき。 

山內 君と 倉 橋 君と 西澤 君と は好靑 年の. 三 幅對、 日 ふ 「後せ への 最大 遺物」 は 三 君 をして 此會に 引き 

しもの なりと。 其 他立敎 中學、 明治 學院、 高等 商業、 高等 師範、 何れも、 代表せられ ざる はな かりき， 

越後 あり、 相模 あり、 日向 あり、 筑後 あり、 余輩 は兹に 一 々諸氏に 關 する 余輩の 觀 察を述 ぶる 能 は ざ 

る を遣憾 とす。 

賄 係 は會主 夫人 其 衝に當 り、 彼女 を 助く るに 上田なる 同志の 姉妹 あり、 之に 加 ふるに 近隣の 老^ を 

以てし、 少 くも 四十 人前、 多き 時 は 六十 人前、 或は 二  に 或は 三囘に 諸氏の 廣濶 なる 胃袋 は充 たされ 

ぬ、 我等 白米 を 盡す事 六 依、 魚 を 平ぐ る こと 十七 餘、 牛肉 二十 斤、 茄子と 南蕃 瓜と は 無數、 五十 有 

餘 の M 志 相 共 に 會 食す る 事 なれば、 我等の 食慾 は頓に 增 進し 、 . ^飯に 山海の 珍味に 勝る 高 味 あ り て 、 


我等 は 十日 間  一 も 減食の- 耍を 感ぜ ざり き、 殊に 此會 合に 於て 注目すべき は樹 下の 饅頭. v% たりき、 €： 

答 村 は 遠く.^ 外に 在りて、 都市の 甘味の 其 附近に 鬻 がる k なし、 唯 信 長 時代より 傳 はりし と 云 ふ麥粉 

と 小豆 粉と を以 て 製せられ し此 好物の 盛に 近隣に 驚が る、 あ^ば 我等  一 m 三食 を以 て尙ほ 不足 を感す 

る 時 は淸談 高話の §w に备金 1^ 十 K を 投じて 幾！： となく 此屮古 的 甘味 を 喫したり、 共に 食 は ざれば 眞正 

の 親睦な しとの 余輩の 格言に して 眞 ならば 我等が 樹 下の 饅頭 會は 講師の ク ダラ ス說敎^^^„^に勝りてノゅ 

MG: 相互 の 心情 を 結び 附け るが 爲 めに 幾 倍 か 力強 かりし ならむ。 

北 信 侵入 日記 

夏と し 云へば 人士と も稱 すべき 者 は必す 一度 は 都 かの 黄塵 を 避けねば ならぬ やうに m 心 はれ- る 八：' n  、 

予輩 とても 人士の 屮間 入り を爲 したる 以上 は 凡 i| 非と も 一 度 は 夏期 旅行 を 企てざる を 得す、 去りと て獨 

立 雑誌 社 解散 の 後 を 受け、 殊 に 夏期 講談 會 て ふ大責任 を^^ ひ し 後 なれ ば 人 浴靜 養な ど は 思 も よらす、 

「我に 取りて は 世に 在る 事 は戰ふ 事な り」 との 或る 雑- ili? 人士の 格 ーー目 は 余輩の 生涯 を 述べし ものにして、 

ヘル 聚に 取りて は 夏 なれば とて 必 しも 休むべき の 時期に あらす、 歳の 首より 歳の 終りまで 、母の 胎內を 

出て より、 ネチ ユアの 胎 €： 卽ち 墓に 降る まで < ^輩 は 戰鬪と 度胸 を 定めし 事 なれば、 講談 會の疲 勞の去 

る や 否や、 余輩 は 夏 陣と意 を 決しぬ、 友人の 或る 者 は 云へ り、 宜しく 此 時機 を 利用し、 西の方 京都に 

攻め入り、 W て大 に！ « 翼 を攝河 泉 地方に 張るべし と、 余輩 は 知れり 余輩 は 彼 地に 少く とも； C 名 以上の 
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味方 を 有し、 余輩の 鞋 底の 彼 地 を 印す る 時 は 其 處に壯 快た る 夏期 講談 會の 第一 一次 會を 開く に 至らん 事 

を、 然れ ども 又 或る 友人 は 云へ り、 義務 は先づ より 近き ものより 果さ f るべ からす、 信 州の 地 余輩の 

出陣 を 促す こと 久し、 今の 時に 當て之 を 後に して 彼 を 先にす る は義と 情と に 於て 大に缺 くる 處 あり、 

今日は 北す べき 時に して 西すべき 時に あらす と、 余輩 は 此議に 伏し、 忽ち 余輩の 作 戰計畫 を 變更し 、 

兹に信 州 侵入と は 決しぬ。 

「ァス 一 バン ユタ、 ハ タラ ク」、 是れ 出陣の 前夜 余輩が 上田なる 余輩の 同志に 送りし 唯一の 通知な 

りき、 八月 十四日 家 を 出で、 北 走 八十 哩、 二十 八 箇の碓 氷の 隧道 を 過ぎ、 海面 を拔く 三千 八十 六呎て 

ふ標を 立てた る輕 井潔驛 にて 晝餐 し、 淺 間の 南 麓を馳 せて 小 諸に 至れば 余輩の 名 を 呼んで 瀕 りに 余輩 

を 求む る 者 あり、 車窓より 首 を 出して 脫 W すれば 是ぞ其 地の 友人が 巳に 上田より 報 を 得て 此 所に 余輩 

を迎 へしな りき、 「余 は 友人に 乏しから す」 と獨り 心に 念じて 喜びつ \ 尙 一時間 餘の 馳走 を績 くれば 

上田 停車場に は 同志の 一 群 余輩 を 待ちて 余翠 をして 如何なる 新婚旅行と 雖も 之に 優る の 快 はな けんと 

思 はしめ たりき。 

時は猛 夏の 最中、 爾 かも 地方の 中元に 當り、 人々 多忙 を 極む るの 際、 人生 問題 攻究た どと は 思 も 依 

らす、 然り とて 其 爲に來 りし 余輩の 事 なれば 聽 衆の if きが 爲 めに 余輩の 目的 を變更 すべきに 非す、 場 

所 は 上田 城 內の明 倫 堂、 時 は 毎夜 午後 七 時半より、 聽講券 は ー牧貳 十錢、 四日に 涉 りて 基督 敎的 人生 

觀の 一 斑 を 講ぜん となりき。 

第一 囘は 八月 十五 日夜 を 以て 開かれぬ、 來り聽 く 者 五十 餘名、 題 は 人心の 開拓、 先づ 日本 現 時の 經 

濟 問題より 說き 起し、 肥料 問題に 涉り、 日本 國の 土壌の 歳に 瞍せ 行きつ \ ある を 論じ、 富 源の 歳に 月 


に 減少し つ-. 1 ある を說 き、 終に 人心の 開拓 は 日本の 富を增 進す るの 唯一 の途 なる を 述べ、 以て 經齊學 

と 倫理 學 との 關係を 明に せんと 努めたり、 餘り 面白き 講演に は あら ざり しも 然 かも 聽 衆に 多少の 實益 

を 供せ しならん と獨り 自ら 慰めたり き。 

翌十 六日 は 同志 五名と 共に 馬車 を驅 つて 千 曲 川の 對岸 鹽田鄕 なる 別 所の 溫 泉に 遊びたり き、 途に桑 

葉の 未だ 成長 を 全 ふせざる に 夙く 旣に秋 蠶の爲 めに 摘み取らる 、を 見て、 談 昨夜の 講演に 及び、 土壤 

の 枯瞍の 止む を 得ざる を 語り、 肥料 問題の 人心 問題に 次ぐ の 最大 問題なる を 語りつ k 午前 十 時 目的の 

溫泉 地に 達しぬ、 宿に 投じて 先づ樊 煙の 利害 を 攻究し 煙草 を 利用して 之 を 濫用すべからざる を 語れば 

一行 少しく 不快の 容貌 を呈 する が 如し、 時に 其 地の 有志 衆 倉澤運 平氏の 余輩 を 訪ね 来る あり、 氏 は！！ 

種 改良 を 以て 有名なる 人、 然るに 余輩に 問 ふに 人心 改良の 大方 針 を 以てし たれば 余輩 は 何時の 通り 明 

白に 余輩の 確信 を 述べ 「祌、 人、 罪、 救、」 の 四 字 を 書して 余輩の 眞 意の 在る 處を 氏に 示したり しに、 

氏 は 二 コ デモの 如き 半 贄成を 余輩に 表し、 厚禮を 述べられて 余輩 を辭し 去られぬ。 

余輩 は 半日の 睡眠 を樓 上に 貧り、 午後 六 時 再び 上田なる 友人の 家に 歸り、 定時 再び 明 倫 堂に 人り て 

昨夜の 講演 を繽 けぬ。 人心の 開柘は 智識 注 人 を 以て 爲 すべから す 又 儒敎の 如き 微弱なる 敎義を 以て 行 

ひ 得べき ものに あらす して 神の 聖靈に 依る 人心の 根本的 改 鑄に 依らざる ベから すと は此 夜の 講談の 趣 

旨たり き、 事 勿論 新説に あらす、 然 かも 一顧の 價 ありし 事な らんと 信す、 殊に 此夜 祈禱と の朗讀 

と を 以て 余の 講義 を 始めし 事 は 太だ聽 衆の 注意 を 引けり と は 余輩の 後に て 聞きし 所な りき。 . 

十七 日 炎熱 茶し、 午前 八 時 汽車に 乘じ、 隣村 坂 城 村に 知己 兒玉 女史 を訪 ふ、 近隣の 有志 又 相 食し、 

靜談 午後 四時に 至て 歸る、 勞 多くして 益 ®s き は 公開 演說 なり、 勞少 くして 快 多き は 座談な り、 余は以 
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後 は 重に 途を 後者に 取らん と 欲す。 

夕に 入て 定刻 開會、 人心 開拓 用の ダイナ マイト は單に 神の愛 心なる を 語る = 

十八 日 終日 客に 接し、 叉 友を訪 ふ、 此日 上田 獨立 苦樂 部の 組織 成る、 部員 僅に 五名、 然れ ども， 彼 

等の 活動力 は 平凡 會 員の 五 百に 匹敵す る を 見たり、 午後 部員と 共に 撮影す、 夜に 人て 最終の 講演 あり、 

題 は 羅馬書 一章の 十六 節 「我 は 福音 を 恥と せす」 の 一句に 在りき、 政治 を 語り、 文學を 論す るの 幅 音 

宣傳に 比すれば 愚 極まる の 業なる を說 けり。 

二十日 日曜日な り、 上田 メソ. チ スト 敎會に 於て 說敎 す、 或る人 は 云へ り、 是れ 余の 平生の 主義に 

反すと、 然れ ども 余 は 云へ り、 斯の 如き は 余の 平生の 主義と する 所な りと、 余 は 嘗て 今の 敎會 なる 者 

其 物 を 憎みし 事な し、 余の 力の あらん 限り 之 を 助け 又 或る時 は 之に 助けら る、 は 余の 最も が一!^ む 所たり 

とす、 夜 明 倫 堂に 余の 爲 めに 有志の 慰 勞會は 開かれぬ、 席上 立 川 雲 平氏の 快活なる 演說 あり、 一同 滿 

足と 感謝と を 以て 別る。 

二十日 上田 を辭 して 小 諸に 至る、 舊友木 村 熊 二 氏と 相會 せんとして 得す、 殘念 なりき、 午後 二 時 

より 懷古 園內湖 月樓に 於て 演說 す、 來會者 八十 餘名、 題に 「吾人の 採用す る 道德の 種類」 にして 孝た 

り忠 たるの みが 必 しも 道 德には 非す して、 如何なる 動機より して 孝た るべき 乎、 忠 たるべき 乎、 人生 

は 如何に 觀す べき やに 就て 述べたり、 而 して 文明 的道德 は先づ 第一 に國家 的に 非す して 個人的た るべ 

き 事、 第二に 上向 的 (貴族的) に 非す して 下瞰 的 (平民 的) たるべき 事、 第三に 內顧 的に 非す して 遠 

§W 的た るべき 事、 第 四に 正義 的に 非す して 慈愛 的た るべき 事 を 述べたり、 後 茶話 會 あり、 夜 は 有名な 

る 政： m 家 小山 久之助 氏の 本家なる 小山 太郞 氏の {氽 に 客たり き、 氏 は 一 家 近親の 兒女 十五 六 名 を 招き、 


彼等 をして 余の 女子 敎 育に 關 する 意見 を M かしむ * 朝起きて より 夜^る まて 口の 閉る^ はたかり き。 

二十 一日 信 州の 夏 陣は玆 に 終りて、 朝 八 時 小 諸 停車場 を發 し、 碓氷を 下り、 關東 平原 を馳 せて 午 

後 s: 時 角 害の 舊 巢に歸 りぬ、 鳴 呼 信 州、 我 は 我が 一生 を 彼の地の 傳 道に 費やさん かな、 角 苦に 在て 偽 

善 者と 呼ばれ、 泥棒と 罵られ、 惡人极 ひ を 受けん より は、 淺間山 下に 基督の； i 昔を宣 ベ 傅 へんかな、 

n: 疋 より 余の 注意 は 千 曲 川の 岸に 鬼 まれり。 

あの 1 ゃ陣 

秋風た ら で淚香 氏の 筆に 促が さ れ て へ. -は角 害の 舊巢 に-居 堪り 得すたり たれば、 兼ての 計畫 を K に せ 

ん ため 丸 月 十七 日の 暮 つかた 余 は 西 征の途 に 上りぬ。 

友人と 兒女 とに 送られて 新 宿の 停車場 を發 し、 品 川に て神戶 行の 三等 列車に 乘替 へ、 il* けの 如き 

態たら くにて 搖られ ながら 程ケ 谷まで 進み 行けば 一 人の 紳士の 車中に て聲 高く 余の 名 を 呼ぶ 者 あり、 

誰な らんと 頭 を擰げ 見れば 余の 知れる 二 河 地方の 或る 政治家、 何の 爲 めの 御上 京 かと 聞けば 彼れ 少し 

く 恥 かしげに 「先生の 兼々 御 嫌な さる 政黨 事務の 爲 めに」 と 答 へられき、 ァァ是 は 新政 黨加 人の 爲め 

と < ^は 直に 合點 したれば 余 は 問 ふに 其 內情を 以てした るに、 彼の 答 辯 は 余の 豫想 通りな りし を 聞い て 

且つ は悲み 且つ 喜びたり、 卽ち 彼等 政友會 なる 者 も 矢張り 粘着力な き 砂の 粒の 如き 者の 集合 體 たる を 

知れり。 
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話頭 はこ、 に緖 切れて 余 は 三等 列車に 純然なる 平民に 揉まれ、 平民た るの 辛 さ 嬉し さ を 感じつ、 翌 

朝 四時 半 名 古屋に 下車し、 此處 に廢娼 運動 を 以て 有名なる 余の 友人なる 米國人 モルフ を訪 ひ、 名古屋 

附近に 於け る 運動の 打合せ を爲 し、 再び 汽車に 投じて 其 日の 午後 京都に 入りぬ。 

. 京都 は 余の 緣 家の 在る 處 余の 妻の 父 は 純然たる 三 河 武士な リ、 彼 能く 弓を蠻 き、 關西 或は 此 術に 於 

て 彼に 優る 者 はな けん、 彼 常に 曰く 「弓 を彎 くに 汝の臍 を 見て 的 を 見る 勿れ」 と、 彼 は 彼の 放つ 矢の 

其 目的物に 命中す ると 否と を 意 はすして 深く 意 を 之 を 放つ 時の 彼の 意志 如何に 注ぐ、 故に 余 を 見る に 

亦 同一 の 精神 を 以てし、 余の 事業の 失敗の 故 を 以て 余を責 むるな く、 反って 余の 意志の 那邊 にある を 

知る が 故に 余の 此行 を迎 ふるに 滿 腔の 同情 を 以てしたり。 

翌朝 友人に 伴れ て、 彼の 洛 北の 閑居に 連れ 行かれぬ、 所 は 高 野 川の 淸 流に 沿 ひ、 比 叙 山に 面し、 洛 

陽 を 去る 北に 一 里 閑雅 幽逮言 はむ 方な し、 是れ 出陣に あらす して 隱 退なる が 如し、 戰爭に 非す して、 

休養なる が 如し、 然れ ども 待て 新聞紙 は旣に 余の 演說の 廣吿を 載せて、 ビラ は巿 內數ケ 所に 貼り 出さ 

れぬ、 余 は 先 づ身を 高 野 川の 水に 洗 ひ 腹 を 平 八の 料理に 肥し、 以て 此 夜の 戰鬪の 準備 を爲 せり。 

獨立雜 誌 は廢刊 したれ ども 又々 萬 朝 報に 人り たりとの 故 を 以て か此 夜の 聽衆は 案外に 多 かりき， 場 

所 は 余の 同國 人に して 希 伯來學 者なる ドクトル 湯 淺吉郞 氏の 牧 する 平安 敎會、 題 は 「社會 改良の 秘 

訣」、 會費は 一人前 金 十錢、 京都に 於ての 無代 價 ならざる 眞理 の傳播 なれば 余の 責任 は 殊に 重 かりき、 

然れ ども 長旅の 疲 勞と嚴 しき 淺 暑との 故 を 以て 余の 口と 腦 とが 思 ふ 儘に 働 かざりし は淺 念な りき。 

有て 無き が 如き は社會 なる 者な り、 之 を 改めん とする に 適當の 方を以 てせ ざれば 勞 多くして 益 it 

なし、 社會 改良 法と し 云へば 人必す 演說會 め 開設と 雜 誌の 發 行と を 云 ふ、 然， れ ども 口 を 以てする 


改^5^は僅かに改良の聲を高むるに止て、 其箕 を擧 ぐるに 至らす * 筆 を 以てする の 改良 亦然 り， 若 

かす、 鐵道を 作らん に は、 詩人へ ンリ Ihjl,' は 云へ り、 「米國 人に 正確た る 時間の 觀念 を與へ 

し 者に. して 鐵 道の 如き は あらす」 と、 鐵道 技師 は 多くの 點に 於て 新聞記者に 優る 社會 改良 者な り。 

政府 は 其 事業の 擧 がらざる を 國民敎 育の 不完全に 歸し、 敎育家 は敎育 事業の 揚ら ざる を我國 家庭 

制度の 不完全に 歸す、 人 は 罪 を 他人に 嫁す る を 知て 自他 を改 むる の 術 を 知らす、 改良 は唱 へらる 

るの みに して、 其の 曾て 行 はる \ ものな きを 奈何 せん。 

弊害の 源 を 究め 得て、 改良 は 始まれり と 云 ふ を 得す 社會學 者なる 者の 多く は 病理 學 者の 一 種た る 

に 過ぎす。 

政治の 病 源は敎 育に あり、 敎 育の 病 源 は 家庭に あり、 家庭の 病 源 は 之 を 組織す る 個人に あり、 先 

づ 個人に 注ぐ に 無限の 神の愛 を 以てせよ、 彼 は先づ 無私の 人となり、 然る 後に 人面 を懼れ ざる 人 

とたり. 大膽の 人となり、 理想の 人となり、 終に 斷乎 たる 改良 事業 は 彼より 始まるな りへ 洗淨藥 

を 直に 個人の 良心に 投ぜ すして、 只 國家を 鞭ち、 社 會を責 むる も 其 改良 は 決して 來ら す。 

平々 凡々 の 演說、 之に 十 錢の價 値 は あら ざり しならん、 然れ ども 眞理は 重複に 由ての み 傅 へらる、 も 

のな り、 余の 證明亦 少しく 同志の 事業 を援 くる を 得ん 乎。 

二十日 朝 同志 社公會 堂に 於て 演說 す、 背後に 故 新島襄 氏の 肖像 を 戴きて、 余 は 懷舊の 感に打 たれ、 

聊か 氏に 代て 敎員 並に 生徒 諸氏に 向て 述べて 曰く、 

同志 社 は 基督 敎 主義の 學校 なり、 之より 基督 敎を 取り去て 同志 社なる もの は旣に 存在せ ざるな り、 

其敎 員と 生徒に して 哲學、 政治、 文學を 重す る、 基督 敎を 重す るより 大な るに 至て、 同志 社は旣 
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に 死滅の 兆を呈 せし なり、 同志 社の 振興 は 策士の 敏腕 を 待て 来るべき ものに 非して、 信仰 家の 熟 

心を以 て 始め て 望む ベ きものな り。 

少しく 苛性 的の 言な りし 乎 も 知ら ざれ ども 余 は 之 を 語る 時に 當て 背後の 舊友新 島 君の 肖像が 「モット 

遣て 吳れ 給へ」 と 頻りに 余に 迫りし が 如くに 感じたり。 

二十 一日 朝 京都 を發 し、 名古屋 にて 友人 モルフ 氏と 會し、 共に 尾 張 知 多郡龜 崎に 到る、 午後 は衣ケ 

浦の 風景に 眼 を 喜ばせたがら 心身 を 休め 夜に 人て 敬 祌社樓 上に 於て 叉々 演說を 試む、 來會者 二百 餘名、 

此夜 余を迎 へし 者の 中に 僧侶 あり、 神主ぁりしと聞き余はは！^^外の滿足を感じたりき。 

米 國の社 會と日 木の 社會 との 異なる 點は 他に あらす、 彼に 在て は 人々 相互 間の 信任 至て 篤く、 政 

治、 商業、 敎育 等、 多く は 「余 は汝を 信す」 の 一言 を 以て 行 はる、 に 比して、 我に 有て は 猜疑の 

念 熾に して、 不信任 問題なる 者 は 到る 處に 起り、 何人も 安心して 其 位置に 堪 ふる 能 はす、 文明 社 

會と は鐵道 あり、 電信 あるの 社會に 非す して、 人々 相互 間の 信任 篤き 社 會を云 ふなり。 

他 を 信ぜん と 欲せば 先づ 己れ を 信ぜざる ベから す、 己れ を 信ぜん と 欲せば 先づ 己れ 以上の 者、 卽 

ち 神 を 信ぜ ざ る ベ か らす、 社會 問題と 宗敎 問題， こ の 間に 直接の 關係ぁ り。 

後に て 聞けば 當時缩 崎 町に 於ても 町長 不信任^ 題^に 行 はれ、 余 〇 此演 說は頗 る 其. 地 Q 急所 にんり し 

觀 ありし と 云 ふ. - 

二十 二日 名 古 屋に歸 り、 夜久屋 町の 敎會 堂に 於て 演說 す、 聽者 堂に 滿っ。 

今日の 日本人の 要する もの は 正義の 念と 云 はんより は、 寧ろ 歡 喜と 滿 足との 念な りと 云 は ざ る ベ 

からす、 今や 不平 {| と稱 する 瘦 犬の 如き 者 は 到 る^に 存在し 正義 は 彼等に 依て 到る 處に唱 へらる、 


金 を 得 ざれば 喜ぶ 能 はす、 貧者 は必す 不平と 正義と を唱 ふる 社會は 決して 健全なる 者に 非す。 □ 

本 今日の 社會は 日光 を視て 喜び、 秋風に 觸れて 感謝し、 秋の 七草 を 乎に して 希 心に！！ B くの 人 

士 を 要す る や 切なり、 吾人の 發 逹を妨 ぐる ものにして 吾人 の 心 に 存す る 悲的 人生 觀 の 如き は あ し 

す 吾人 は 何れの 境遇に あ る も歡甚 措く 能 は ざ る の お 仰 を懷き 、 以 て 悲哀と 不平と を以 一 一充ち if ち 

た る 此社會 を 救 は ざ る ベ か らす。 

二十 三ヨ、 日曜日な り、 午後 名古屋 在留 宣敎師 諸氏と 一室に 會し、 且つ 談 じ- 且つ 祈る、 余 は 幾； n 

か 宜敎師 攻擊を 試みし 者、 而 して 彼等 或 者 は 今に 至る も 未だに 余の 此罪 を赦 さす、 然れ ども 或 者は此 

攻 擊の爲 めに 反て 余 を 信じ 余 を 遇する に 兄弟の 信任 を 以てす、 彼等 宣敎師 に 亦 我等 日本人 中に 稀に 見 

る 所の 有 恕と 寬裕と あり、 此行余 は モルフ 氏 夫妻と 共に 三日間 寢食を 共に す、 久し 板り にて 純潔なる 

クリスチャン ホ ー ムの美 を 味 ひ、 ；冉び 米 州に 在て 舊師と ：i5 を 共に する の感 ありき、 モルフ 氏 は 云へ り、 

< ^は 熟 心 K 娼 運動に 從^ し、 稍 や 日本人の 赞 成 を 得る に 至りし も 未だ 一 人 も資を 投じて < ^の 比 業 を 

ん とする 者 あるな しと。 

夜 义敎會 堂に 51、 て！ 敎し、 夜半 十一 一時 發の 汽車に 投じて 歸 東の 途に 就けり。 

三た び 信 州に 人る の 記 

原稿の 間 暇に は傳 道に 從事 せんとの 余の 希望 を充 たさんた め、  < 水 は 十月 十五 口 本誌 ( 『变 * 之 研究， n 
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第一 ー號の 原稿 を 悉く 活版 所に 送り出せし 後、 直に 信州傳 道と は 出掛けぬ。 

道 はいつ もの 通り 一本 筋、 只 時期に 因りて 沿道の 風景に 變色 あるの み、 碓 氷の 紅葉に は 時期 未だ 早 

くして、 只鼗に 近き 邊に 於て 早 や 旣に錦 を 染め出せし を 見し のみ、 小 諸 停車場に 於て 舊友木 村 熊 二 氏 

き ものき 

がいと も 粗相なる 衣 物 着て 數 年の 勤 勞に 頭に 霜 を 混へ、 而 かも 前年に 變 はらぬ 愛 心を滿 面に 浮べな が 

ら 余を迎 へられし を 見し 時 は、 余の 胸中に 推察の 情 は頓に 急き 來て余 は 車中に 暗 淚を禁 する 能 は ざり 

き、 一 一日 後の 再會を 約して 千 曲 川の 右岸 を馳せ 下れば 常例に 依り 上田の 諸氏 は 停車場に 余を迎 へ て 余 

をして また 里歸 りの 念 を 起さし めたり き。 

此夜明 倫 堂に 親睦 會を 開かれたり、 來り會 して 食膳 を 共に せられし 者 五十 餘名、 余 は 京都 名 古屋に 

於け る 戰狀を 報告し、 合せて 所感 二三 を 述べ、 諸氏の 應答 あり、 歡を盡 して 九 時に 至て 解散せ り" 

小 松 繁司氏 は 上 伊那 郡 河南 村の 人たり、 舊 獨立雜 誌初號 以来の 余輩の 紙上に 於け る 友人たり、 余の 

上田に 來るを 聞く や、 山路 二十 三 里 を 遠し とせす して、 往復 四日 間の 閑 を 竊んで 来て 余を迎 ふ、 余 は 

氏に 接して 此 好意に 報 ゆるの 術た きに 困し みたり、 身 は 東都の 一 隅に ありながら 天龍川の 上流に 在る 

氏と 共に 親交 を 結ぶ に 至りし は 之 を雜誌 記者た るの 一 の 幸福と ゃ稱 すべき。 

翌十 六日、 天晴れ 氣冷 かなり、 午後 一時より 明 倫 堂に 婦人 會は 開かれぬ、 余 も 之に 臨みて 一場の 感 

話を爲 しぬ、 中に COQO 女史 は 居られぬ、 亦 紙上の 友人たり、 然り 姉妹な リ、 然り 母な り、 女史が 

獨立 雜誌 終刊 に 接せし 時の 感 なりと て 彼女の 友人より 傳 へられし もの は實に 左の 如き ものたり き 

筆に 見し 美 を はし な くも 行爲に 見て 

濡る \ たもと にあ まる 嬉 し さ 


恰 かも 彼女の 實 子の 壯行を 賞め 且つ 悲しむ が 如し、 余は此詩と此詩人ならVJる詩人に接して：^にゃ.^^ 

廣き 天下が 我が 屬 にたりし やうに 感じた リき、 男子 何物 ぞ、 叉 弱き 脆き 動物なら す や、 彼 亦 婦人の； M 

^に 依て 動く 者、 此老實 な， る 母の 如き 者の 同情 は 余が 今囘信 州より 持ち 歸 りし 最大 最 美の 土產物 なり 

き、 余は餘 りの 嬉し さに 堪え兼ねて 家に 歸り てより 左の 如き 素人 歌 を 彼女に 送りたり 

つ  なさけ 

辛ら き 世に 同じ 情の 人に I お 了 か は 

沙漠に 淸き泉 汲むな り 

蠻 夫の 傳 道に も 亦 多少の 詩歌 的 興味 あり。 

此 日夕 七 時より 上田 町 神道 事務局に 學術演 說會を 開く、 題 は 「日本の 將來と 信 州 人の- 大 職」、 來聽 

者 堂に 滿ち、 尙ほ 外に 立つ 者 多 かりし やう 見受けたり、 晝は 儒 學を講 する 爲に 建てられし 明 倫 堂に 於 

て 基督 敎 徒の 婦人 食に 臨み、 夜 は 神官 諸氏の 集合 所た る 此處に 此>诚 說會を 開く、 實に 奇と稱 すべし、 

然れ ども 余輩の 如き 全く 無 敎會の 者に 取りて は 勿論 敎會 堂の 利用すべき ものなければ、 余輩 は 到る 所 

に 余輩と 宗敎 を 異にする 者の 集合 所 を 借り受けざる ベ からす、 然れ ども 是れ 反て 彼等と 余輩との 問に 

おする 誤解 を 取り去る の機會 となりて、 其 益 は 其 害に 勝る 萬々 なり。 

國 民の 將來 にして 吾人の 豫 知し 得べき ものと 豫 知し 得べ からざる ものと あり、 余輩 は 百年 後の ：：： 

本が 如何なる 人に 依て 支配 せらる や、 如何なる 法律と 習慣と を 有する に 至る や を 知らす、 然れ 

ども 善樹は 善果 を 結び 惡樹は 惡果を 結ぶ の 天則 を 知る が 故に、 若し 日本の 社會 にして 今日の 儘に 

成 行ん に は 其 終に 如何に 成 行ん か は 豫め之 を 知る を 得るな り、 世界 歷史の 研究 は 余輩の 此 推測 を 

助け、 社會學 上の 原理 は 余輩の 此 判定 を 確かむ。 
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日本 國 

の 今日 要する 者 は 富に 非す、 智識に 非す、 才能に 非す、 日本 國の 今日 要する 者 は實に 深き 個人的 

觀念 なりと す、 宇宙と 永遠と に繁 がる 道念な りと す、 人權の 貴き と 神聖なる と を自覺 し、 自ら 心 

に 足りて 他に 求めす、 爲に 自己 を 信す るに 篤く して 他 を 信す るに 吝 ならざる の 心の 狀態 なりと す、 

而 して 余の 思 ふ に 信 州 は 此責重 な る 貢 獻物を 日 本國 に 供す る の 位地 にあり と。 

山 は 自由 を 酸す と は 何人も 知る 所な り、 之 を 歐洲に 於け る瑞西 國の歷 史に徵 し、 米國に 於け るべ 

ル モント、 一一 ュ ー ハム プシャ の 事績に 稽 へ て 明かな り、 曾て 二 ュ ー ハム プシャ の 農夫 某 余に 語て 

n く、 此洲 別に 產物 として 誇る に 足る ものな し、 只？！？ 石の 間に 能く 硬骨 si- 子の 生長す る あるの み 

と、 日本の 信 州 豈亦此 特産物な か ら ざ ら ん 乎。 

『人國 論』 著者 は 信 州 人 を 以て 頑に して 野鄙な りと 云へ り、 然れ ども 彼 は 亦 曰へ り 「當國 の 風俗 

は 武士の 風 天下一な り、 百姓 町人の 風儀 も 健 かなる 事 他國の 及ぶ 所に あらす、 其 生得 義理 强 くし 

て 臆す 事な し」 と、 若し 此風满 をして 文明 的に 發 達せし めんか、 以て 日本 國に其 要求す る 新 元素 

を 注入す るに 足らむ。 

余 は 未だ 多く 信 州 人 を 知らす、 然れ ども 余の 知る 丈け の 者 は 未だ 曾て 余 を 失 せしめし 者な し、 

其 中心的 地位より して、 其 山國的 地勢より して、 其遣傳 的風满 よりして 信 州 人はク n ム ウル、 ヮ 

シン トン、 リン コル \ の 精神 を 消化して 之 を 我が 島 帝阈に 供す るの 天職 を 授けられ たる 者な りと 

曰 ふ を 得ざる か、 余 は 其の 然 らん 事 を 望む 者な り。 

是 にて 上田に 於け る 余の 今囘の 義務 は， 終て 、翌朝 はせ 良 m 故 海： 单少將 の 未亡人 を 見舞 ふ て 彼と 彼女 一 


とに 對 する 余の 同情と 尊敬と を _ ^し、 十八 nl 午前 十 時半 諸氏に 送られて ト： W 停車場 を發 し、 車 巾に 坂 

城より 来られし 友人に 會し、 共に 小 諸に 至て 下車し ぬ。 

サテ 之より は 小 諸に 於け る戰举 なり、 午後 は 木 村 熊 一 一 1^1; と 快^す、 r 曲 川の 逾に 建てられし：？；； の 小 

なる^ 莊に \tT し、 州の 過去と 未来と を 談す、 君 有数の 才と識 と を 以て、 rm ゆる 名眷を 都人 卜-の 巾に 

求めす、 夙に 意 を 決して 此 地に 退き 傳 道と 靑年董 一 陶とを W て 職と す、 小 諸 義塾 は 重に 君の 熱禱に 依て 

成りし 者、 今や 地方 屈指の 私立 中學 校な り、 君の 感化 今や 全鄕に 及び、 S おに ェに 商に 多少 君の イン フ 

ル H ン スを 受けざる は 稀な り、 余 は 君に 遭 ふて 實に 君の 地位 を みたり、 維新 以來の 君の 經歷を 以て、 

海外に 於て 受けられし 君の 敎育を 以て、 1^ は 一 身を此 一 地方の 爲に 捧げて 惜 ます、 是れ 基督の 愛 心に 

滿 たされし 人の み爲し 得る の審 業な り、 余 は 多くの 若 牧師、 若俾 道師、 殊に 洋行 歸 りの 神 學者 が^の 

此行爲 に 傚 はん を 願 ふ 者な り、 神 若し 許し 賜 はぐ 余 自身 も 何時か の 例に 傚 はん^ を 欲す。 

此ほ夜 七 時より 小 諸 町 光岳 寺に 於て 學術演 說會を 開く、 會 する 者 六 ぼ 餘 名と 註 せらる、 然るに 小^ 

諸氏の 不注意に 依て 余の 上田に 於て 爲せ しと 同一 の 演題 を廣吿 せられ たれば、 余の 如き 一度 爲 せし： M 

說は 如何なる 場合に 於ても 搏び之 を 繰 返す 事の 出来ぬ 者に 取て は實に 迷惑 千 ^E! なりき、 然れ ども 幸に 

木 村 君の 援助 を 得て 餘り 多くの 失望 を聽 衆に 與へ すして 此會を 閉るを 得たり、 此夜又 小山 太郞 氏の 客 

となり 氏 及び 全家の 懇切なる 接待 を 受けたり。 

翌朝 近隣の 女子 一 一十 餘名來 て 余に 基督 敎徒 たるの 途を 聞かん と 欲す、 < ^は 則ち 之に 應じ 一 時 に涉 

る 談話 をな せり (本 卷第六 七 10; 以下 「如何にして 基督 信者た る を おん 乎」 參 照—； i 者)、 是れ 前夜の 公開 演說 

に 優る の 有益なる 會合 にて ありき、 ^す 者 も 聽く者 も 一 つの 不 自 ぬを感 する^な く、 余は靜 かに 基将 
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敎の 眞现を 語る を 得て 數日 の 疲勞を 癒す に 足る の 快を此 小なる 會 合より 受けたり。 

十 一 時半 停車場に 至れば 木 村 君と 靑年會 諸君と 今朝 余に 聽 きし 若き 美 はしき 友人と は 余 を 送らん と 

て 旣に其 場に ありき。 汽笛 一 聲諸 友と 別 るれば 左方に 淺間 岳は錄 えて 晴天に 向て 地中の 憤怨を 吐く が 

如く、 雲 冠 其 巔を繞 らして 關 東の 平野に 對 して 其 所信 を述 ぶる が 如し。 

此 記事に 筆 を 走らせつ ト ありし 間に 左の 如き 愉快なる 親書 は 記者の 机上に 舞ひ來 りぬ、 此健兒 を 本 

誌の 讀者 として 有する 余輩の 歡喜は 如何 計り ぞ、 西洋の 或る 歌に 曰く 

世に 善き もの は澤 山に あり、 

薔薇花と燕と^^とぁり、 

小兒の 笑と 泡立つ 酒と 

40 鲁攀攀 鲁鲁 

我と 同志の 人と あり。 

拜啓、 述ば 過日 拜 額の 折 は 種々 御 敎訓を 蒙り 難 有 肝銘して 忘れ 申 問 敷 候、 先生に は 御 無事 御着 京 被 

遊 候 御 事と 存候、 小生 も 去る 十七 日朝 先生に 御^れ 申して より 和 田 峠に か \ り、 ひた のぼりに のぼ 

りて 同 四時 頃 迄に は 海拔ー 千 五 百 九十 七 米突の 頂上に 達し 候、 それより 更に 右方の 高峯 によ ぢ 登り 

て 駒 ケ嶽、 御嶽、 八ケ 岳、 淺間山 等の 天を摩す るが 如くなる と、 又 西方 遙に 諷訪 湖の 明鏡の 如くな 

ると を みつ、 巖 上に 直立して 渾身の 力 を こめて 神に 感謝の 祈 を 捧げ 申 候、 それより 下る こと 一 里 

餘、 西 餅屋に 健啖 を 誇り、 再び 足に 任せて 馳せ 下り、 七 時 頃に は 下諷訪 町に 着き 申 候、 其 夜 はこ & 

に  一：^ し、 翌 早朝 湖邊を 迂囘 して 上識訪 町に いたり、 神宮 寺と 云ふ處 より： 冉び杖 突嶺を 越え、 夜に 


人り て 無事 歸宅 仕り 候、 目下 農業 は 粟、 大豆、 稻等穫 人れ の 時節に て 小生 も 毎日 感讓 して W 畑に い 

そしみ 居り 候 間 乍撣御 安心 被 下 度 祈 上 候。 

先 は 御禮旁 無事 歸 村の 御 報知 迄、 早々 頓首 


明治 三十 四 年 

第二 囘 夏期 講談 會の地 

(信 州 小 諸) 

信 州 は 日本の 最高 所な り、 日本の 大河 は 概ね 信 州 を 中心として 画の W 方に 向て 流る、 其 信 濃 河 は 勿 

4™ 比 地に 生れ、 其 干 曲、 筑 摩に 養 はれて 西の方 日本海に 入る、 其 木 曾 河も此 地に 起り、 尾 張 美 に-.^ 

地 を 洗 ふて 東の 方 伊勢の 海に 入る、 其 天 龍 は佛の ンの 如く、 其！^ 訪湖は 瑞のゼ ネヴに 似たり、 其 

他 利根な り、 大井 なり、 多少 此 地に 養 はれざる はなし。  I 1 

日本 を 潔 めんと 欲せば 先 づ信州 を 潔 めんと は 余輩の 宿 論な り、 水の 最も 淸きは 信 州な り 山の 最も 

高き も 亦 信 州たり、 亦 人の 最も 純樸 にして 而も 時には 憐 むべき 程までに 正直なる も 信 州な り 若し 口 

本 二 精神的 大 革命の 臨む あらば 是れ信 州より ならん、 恰も歐洲を潔めし宗敎と政治とは瑞西山巾，^ セ 

ルン、 ゼネヴ の 湖邊に 起り しが 如し、 今や 四方 悉く 腐り、 廣 島の 如き、 名 古屋の 如き、 日本 國の 掃き 
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溜めと 稱 せらる、 に 至り、 大阪 に骨髓 なく、 東京に 熱血な く、 祌戶、 橫濱、 仙臺、 $. 皆 悉く 惡臭 

紛々 たるに 至て 惟り 淺間 山麓に 尙ほ 本人ら しき = 本人の 痕迹 を留る ある を 見る。 

余輩 玆に 惟ふ處 あり、 第二 囘芨期 講談 會の地 を 信 州 小 諸に 移さん と 欲す、 淺 間の 中 麓に 位し、 干 曲 

の 上流に 臨み、 遠く 飛越の 山嶽の 夏 尙ほ白 冠 を 戴く を 望み、 武田信 玄の猛 將山本 勘 助が 繩張りせ しと 

云 ふ 小 諸 城址 を 擁し、 冷泉 は 至る 處に湧 31 し、 松林 到る 所に 從爾撒 設< ^を 放つ、 此處に 全國の 同志 相 

會し、 ィ ザャ、 M レ ミヤの 蕃 吿を聽 き、 キリスト、 。ハウ tt の 幅 昔に 接せん と 欲す、 若し 夫れ 上田、 小 

諸、 伊那 地方の 同志の 歡迎 接待に 至て は 更に 問然 する 所な けん、 敢て乞 ふ 全國の 友人よ、 來て. V 渍！^ と 

彼處 に會 せよ、 若し 夫れ 露现 を聽 くの 餘^ に f|i! 問の 登山と 干 曲の 垂 釣と を 試みら れんこと は 勿み ま^ 氏 

の 勝手 たるべし、 謹んで ^ic ぐ。 

第二 囘夏期 講談 會 

「狐 は 穴 あり、 天空の 鳥は巢 あり、 然れど 人の子 は 枕す る 所な し」、 吾等に 敎 へられん とする の學 

生 あり、 亦敎 へんと する の 講師 あり、 然れ ども 吾等 は 敎授を 施す の 校舍を 有せす、 是れ， 个に 至る も 吾 

等 を 離れざる の 困憊な り。 

夏期 講談 會は 公廣 せられたり、 勿論 「神 若し 許し 給 は i -」 の條 件を附 して、 而 して 友人 は 援助 を 約 

されたり、 讀^ は镇々 と 人會を t 込まれたり、 然るに憐むべき.！=^"等は問會ー 一週 日 前まで は 集會の 場所 


を；；；： せ ざり き。 

は 之を錄 倉に 問かん とせり、 而 して 彼 地に 於け る 友人 は 甚く 吾等の 此舉を 成せり、 然れ ども 如 

3： せん 人 費の？ 一 ：2 む を、 貧なる 吾等 は 规定の 出費 以外に 堪 ゆる 能 はす。 

或は；；：； 3 州に 人らん とせり、 而 して 彼 地の 同志 は 立： ん で-; „jn 等 を迎 へんと せりへ 然れ ども 意外の 故障 は 

吾等の 此企 畫を實 行し 能 は ざら しめたり、 吾等 は 開 < ^を 約して 閒 會の 場所 を W せ ざり し。 

終に 木； Hi 主幹の 狭隘なる 屋を會 場に 宛てん と 決議せ り、 ^々一 一 百 坪餘の 地面に 建てられし 一 一十 叫 

坪 中の 建 {尿、 然れ ども 若し 一 歷 敷に：： 一人 を納 る、 こと、 す^ば 此狹： ^も 七卜餘 人を容 る、 に：： やりん と、 

且 若し 之 を 補 ふに 屋外の： 大 を以ー J す おば 優に^ 餘の來 客 を 迎 ふ る を 得ん と。 

然れ ども 恩惠 ある 祌は我 倚に より^き 場所 を與へ 給へ り、 せて ヘル 華の 管现 せし 女子 獨立 * 校、 今 は 

ft: や：： 女 翁 と 名 を 變 へて 余輩と 關 係^だ 遠 き 人の 手に 在りし が、 近 頃 其 役員 に大 更迭 ありし に. E りて 

余 乘に其 借 W を 中せ むの 機會を 供せられ たれば， 余輩 は 其 校長なる 在 越 後村上 加 藤勝彌 氏に 校舍卜 = 

問^ 川の 件 を 申納れ しに、 氏 は 甚んで 之 を 諸せられ、 玆に W び懷 かしき 女學 校の fl 堂に 於て 此會を 

き？：： るに If  - りぬ、 此恩惠 の 余輩に 供せられ し 時 は 余輩 は獨り 林の 中に た i すみ、 感謝の 暗淚に g: び. 

たりき。 

然れ ども 會 場の 不定 は 余 W をして 來會^ の數を 制限せ ざる を 得 ざ らしめ、 亦 講師た る を 約せ ら れ し 

諸氏に 向て 一 時 は 其 約 を 解かれん こと を 乞 はざる を？. ！： ざら しめたり、 S れ八， 问 のへ t 介に 昨年の それに 

iT へて 來會 者の 數の 絞々 少き 主なる 原因な りしなる べし。 

無宿 猿の 悲し さ實に 此の 如し、 然れ ども 宿な き は 宿るべき 者な きに 勝る、 校 舍；？ ^」學 生な きの 港督. 

W 治 三 十 四 年  七 八 九 
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敎 主義 の 學校 多き 八/ 日 、 余輩 の 如く 學生 ある も校舍 なきの 境遇に ある 者 は 決して 悲 むべき の 境遇に 在 

る 者と 云 ふべ からす。 余輩 は玆に び 加 藤勝彌 君に 向て 余輩 をして 雨露に 曝さる &事 なくしく 此偸 快 

なる 十日 間を此 地上に 有つ 事 を 得せ しめられし を 感謝す。 

*  *  *  * 

待ちに 待た る 七月 廿 五日 は 来りぬ、 友 は國の 四方より 來 りぬ、 或 者 は 鳥 海山の 麓より、 或 者 は、 凄 

の 浦の 岸より、 博 多より、 美 作より、 伊豫より、 京都より、 近 江より、 名古屋 より、 信 濃より、 越後 

より、 皆な 吾等 を 見舞 はんため に來 りぬ。 

之 を 講談 會と稱 ふ は 不可な り、 是れ 「研究」 雜 誌の 讀 者の 大 懇親 會 なれば なり、 而も 普通の 懇親 會 

にあら す、 其 會員は 千里 を 遠し とせす して 來る 者、 日本 國に會 合の 種類 は 多 けれども 多分 斯の 如き 會 

合 は 他に あら じ、 之に 一 つの 金錢的 利益の 伴 ふ あるな く、 之に 一 つの 肉體的 快樂の 約束 せらる、 なし、 

只單に 純粹に 精神的 同情 を 求めん ため、 且つ 之 を _颁 たんた め此 奇異なる 會合は 開かる、 な り 。 

是れ 懇親 會 なり、 亦た 代議 的 集合な り、 「^ち， 書 之 研究」 雜 誌の 讀者は 年に 一 囘其 £ 表 者 を 本社に 送 

て 其 實況を 視察せ しむ、 親しく 其 記者に 接し、 彼が 常に 口にする 所 を 直に 彼の 口より 聞かしめ、 而し 

て 之 を 誌上に 報告して 事 實の露 相 を 全 國に傳 へしむ、 斯くて 余輩 執筆に 從事 する 者 は 欺かん と 欲して 

欺く 能 はす、 讀者も 亦 其 意志 の ある 所 を 記者に 傳へ て 出來得 る 限り は 彼 をして その 要求に 服從 せし む、 

是れ實 に 記者の 利益に して 亦た 讀 者の 特權 なり、 是れ 「研究」 雜 誌の 特殊の 「政 體」 なりと す。 

而 して 如何なる 者が 「研究」 誌の 讀者を 組成す るぞ、 是れ 講談 會が 明白に 吾人に 示す 所の 事實 なり 

とす、 勿論 其 中に 一 人の 貴族 あるな し、 是れ 當然の 事な り、 大工の 子な りし ナザレの ィ H スの 福音が 


今 日の 我國の 貴疾に 受け 納れ られ やう 害な し、 若し 彼等に 受け 納れら れんか、 是れ 偽りの： i 昔た るな 

り、 余輩の fi 談會に 貴族の 代表者の 一人 もなかり し は 余輩の 此會 合の キリストの 聖 意に 適 ひし^なる 

のー證 なら すん ば あらす、 貴族の 在る 所に キリスト は 在 さす、 余輩の 此會合 は 幸に して 一人の 中； 凤人を 

有せ ざり し。 

然れ ども 貴族と 乞食と を 除く の 外 は 余輩 は總 ての 正直なる 勞働 者の 代表者 を 有たり と 信す、 農夫 は 

勿論 其 多數を 占めたり、 信 濃の 小山 君の 如き、 上總 の三須 君の 如き、 上野の 永 島 君の 如き、 陸 奥の 藤 

本 君の 如き、 美 作の 有 元 君と 森 本 君の 如き、 皆な 我 M に 於け る確實 なる 農家の 代表者に して 余 W は 

「研究」 誌 が 多く 農 〔糸 に 讀ま る、 を 知 て 其輕佻 浮薄 の 雜誌 にあらざる を 自認せ すん ば あら す。 

工業 家の 代表者と して は 伊豫の 北 脇 筍 次 君と 名 古 屋の廣 島 外 三 君と は 来られぬ、 一 一 君 共に 我 國に所 

謂 實業家 に は あらざる も、 而も 多く の 勞働者 を 使役す る 位地に 立た る、 人に して 單に空 を 論じ 漠を議 

する の士 にあら す、 姊に北 脇 君が 資本家に 接して 溫 良なる、 廣島 君が 勞働 者に 近て 謙遞 なる 余輩 をし 

て 余輩 理想の 製造業 の 決して 貧富 の 衝突に あらざる を 思 はしむ" 

上田の 瀧澤君 は蠶種 商な り、 大阪の 小 泉 君 は 雑貨商な り、 京都の 川 村 君 は 桶 商な り、 共に 正 品 を 商 

ふ を 以て 業と する 者、 聖書の 研究と 商 賣とは 其關係 甚だ 遠き が 如くに 見えて 實は 甚だ 近し、 余輩 諸氏 

と 飮食を 共に する 十日に して 曾て 一 II も 商 を 卑しと する の 念 慮を發 せし ことなし。 

敎育家 を 代表して は筑 前の 末 次 君と 下野の 小 西 君と 武藏 の宮崎 君と 信 濃の 高 橋 君と は 來られ ぬ、 小 

西 君の 謙遜 は 少しく 其 度 を 過ぎ やせ まじ 乎と 思 はれ、 宫崎 君の 誠實は 氏の 同鄕の 故人 熊 谷 直實を 想に 

しめ、 高 橋 君の 沈 默は信 山の |i 关启 たる を靦 はしめ たり、 身 を 今日の 敎育界 に 置きながら 聖書の 祌を探 

朋冶 三十 SI 年  七 九 一 
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り 求む るが 如き は 甚だ 奇なる が如くにIU^兄て、 而も 今 日の 敎 育界必 しも 祌を 求む る の 心に 乏し か ら ざ 

る を 示せり。 

は 亦 余 W の歡 んで迎 ふる 處、 昨年 は 茨城の 小川 君と 埼 玉の 佐 藤 君と 在て 余 §5- の 心を强 くせられ 

たりき、 八/年 は 干葉より は 小 田 米太郞 If; 来られ、 埼玉 より は 小野鄕 二君 臨まれ、 共に 十日 問 余 と 共 

に 書生 的 生涯 を 送られたり、 而 して 二君の 研 まの 精神に 至て は 今尙ほ 學を敎 室に 求む る學生 諸氏に 一 . 

歩 を讓る 所. ある を 見 ざり き、 稅 吏の マ タイと 宰 の-一 コ 、デモ を 愛せし 基督 は 今尙ほ 正直なる 官吏 を 愛し 

て 4- ます。 

越後 柏 崎の 品 川 君 は 牧牛 家な り、 1^ は 牛 を 牧場に 誘 ふに 手風琴 を 以てす、 君の 此會に 臨まる、 や 亦 

此 琴を携 へられたり、 曰 ふ 余 si^ の ii じ 且つ 談ぜし 所の 眞理は 君が 牛より 聞きし 所の ものと 異ならす と、 

君 は 幾 11 となく 君の 牧牛 歌 を 以て 余輩 を 慰められ、 滿面 悲哀の 痕跡 だ も 留めす、 君 は總て 幸福に して 

總 て甚悅 なりき、 而も 君 も 亦た 悲哀 を 知らざる の 人に あらす、 君 は 福 昔に 因て 斯 くも 喜ばしき 人と は 

なりし なり、 若し n; 本に ダビデ ありせば 彼 は 君の 如き 人な りしな らん、 聖書と 牛と 風琴、 嗚呼 是れ詩 

人の 现想 ならす や、 而し て此贵 き 活ける 綺畫は 玄：； ばし き 十 ョ を 余輩と 共に 送られき。 

昨年 は 丹 波より 志賀 K 太 郎君 臨まれて 吾人に 農 聖人の 何たる 乎 を 示された りき、 八 ：< 年 は 不幸に して 

君 を る こと 能 は ざり し 故に 神 は 君に 代 ふるに 羽 前の 梅 木 達 治 君 を 以てせられたり、 同一 の现 想と 同 

1 の 境遇 は 二君 をして 同 股の 兄；？ の 如きお たらしめ たり、 「我に 一 つの 寶物 あり、 服 を 病める 我の 妻 

なり」 と、 全 會之を 聞て-お 潸然、 基督 敎こ 、にあり、 此人 をして 此 聖者たら しむ。 

ゆ 生 は來會 者の 大部分 を 占めたり、 而 して 如何なる 學 生よ、 其 一人 をして 普通の 敎會に 在らし めば 


彼 は 活動の 中心た るべ き^なり、 ^^氏.^々 の紹介は之を感想錄の 「れ」 に 於て せん、」 

六ト餘 人の 同志、 居 を^に する 十 =、 ー囘の 噪 あるな く、 一杯の を 飲む 者な く、 新聞紙 はた^ 

の  一 ：^？^萬朝報の其間に讀まれしを見しのみ、 姹 話の 一 首 半句 も來會 者の替 を穢 せし を 聞かす、 廚 房に 

働く 一  人の 姉妹の 病の 爲 めに 倒れる あれば 會員相 代て 炊事 を援 く、 其 中に ニー 二の 不平 ありし は 之を感 

想 錄に徴 して 知る を 得しと 雖も、 而も 一人の 荒 一 K を 吐いて 非 純士的 行爲に 出で し 者 はな かりき、 余輩. 

000O00OO0O00000000000O0O000000000O0O0O000OOO0 

は 信す 不完全なる 人 問に 依て 組織され し會 合に して 是 よりも 聖く是 よりも 睦 ましき 者 は 他に むべ か 

ら ざる を 。惟り 悲む、 < ^繁 の德 足らす；；^ 薄き が 故に 遠来の 友 をして 缺を 感ぜし めし こと 極めて 多 かり 

し こと を 0 

待ちに 待ちし ト n は，^ れり、 友 は 相 緩いて 其故鄕 に歸れ り、 余輩 は獨り 後に 留て 孤島に 拾て 置かれ 

しの 感 あり、 余 f;^ は 卜 n 間の 接待に いたく 疲れぬ、 然れ ども 深淵より 深淵に 涉る歡 喜 は 余 華の 心の底 

より： g き 出で ぬ、 へ Ail^ は 十日 間傳 道に 從_5^ せり …… 鳴 呼 幸福なる 事業よ …… 聲を 以ての みならす、 鍋 

を 以て、 釜 を 以て、 ^を 以て、 皿 を 以て、 椀 を 以て、 卽ち 全家 を擧 げて傳 道に 從事 しぬ、 余 擎の傅 道 

と は 實に斯 の 如き^な り、 に樂を 奏する の 才能なければ 彼女 は 飯 を 炊いて 主に 事 へんと せり、 兄に 

贵 公子の 風采な きも 彼等 は 客に 接する に 〔I 人に 接する の；： 任 を 以てせり、 吾等 貧ク おのお、 我が 主に ギ 

ふるに は 他に 途 あるな しリ 

^に 七月 三 トー 日の 夜 は …… 天 は 蒼 i4i に 明月 を 懸けて 罪な き 我等の 鬨遊會 を 助けられぬ、 六ト の：： 1： 

士こ、 に相會 して 吾等 は 地 を 離れて 灭の樂 M にあり しに は 非す やと 感じたり き、 「ぺテ 口答へ てィ ェ 

スに； I ひける は ラビ、 我 倚 こ、 に： 115 る は 喜し」 と (馬 叮傳九 章 五節)、 我等 は實 に. 水久に 此會を 緩け 

TO ムん 一一 一十 ei 年  七 九 二. 
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ん こと を 望みたり き、 人の 一生に 喜ばしき 瞬間 あり、 かの 夜の 二 時間、 是れ 余に 取て は榮 光の 瞬間な 

りき、 ナボレ オン 大帝が 彼の 頂に 怫！： の 冠 を 戴きし 時も斯 くも 歡ば しき 時には あら ざり しならん、 我 

も此 世に 生れ 來 りて 此榮 光の 一 瞬時 を 持つ を 得たり、 我れ 死す とも 何の 悔 ゆる 所 か あらん。 

然れ どもより 犬なる 榮光は 我 を 待てり、 吾等 は 更に 進んで 此 天よりの 昔 信 を 我が 同胞に 傳 へざる ベ 

からす。 

來れ 秋風、 吾等の 疲勞 は旣に 癒えん として 勞 働の 精神 は： 冉び 我が 裏に 動き 始めぬ、 今秋 は 如何なる 

戰利品 を 我が 神に 奉らん か、 亦 明年 は 如. 何に して 何處に 講談 會を 開かん 乎、 若し 第三 十 囘の會 合 を 終 

へしなら ば、 吾等 は 休息の 床に 就く を 得ん 乎、 嗚呼、 希 歡喜、 感謝、 我 は 未だ 基督 信徒と なりし 

を悔 ひす。 (八月 十 §： 日 角 害 村 書齋に 於て) 

〇 

西 は 長 崎， 福 岡より、 北 は靑森 山形より， 美 作より、 飛！ S より、 信 1^1 より、 山城より、 六十 餘 名の 敎 

友 は 今 は 東京 市外 角 害 村の！^ 林の 中に 毎日 神の 道 を 研究し っ& あります、 我等 は 同じ 签の鈑 を 食 ひ 同 

じ 井戶の 水を飮 みつ k あります、 せに 偸 快の 事は澤 山ありましょう が 信仰 を 共に する 兄弟 姉妹が 共に 

神の 聖 3 曰に 從 ひつ、 衣食して 居る に 優る の快樂 はありません。 

我等 は此處 にきして 地方 遠隔の 地に 在らる k 多くの 同志の 人 を 忘れません、 我等 は 毎日 諸氏の ため 

に 祈りつ、 あります、 我等 は 諸氏 も 皆な 此處に 集 はれん こと を 願 ひました、 然し 之 は 望んで 行 はれな 


い 事であります、 然し 角 害 村に 於け る 此會合 は 神の 國に 於け る 未来の 會 合の 標本に 過ぎません、 我等 

はい まに 皆な 悉く キリストの 前に このように 集る のであります、 其 時には 世の 誤解 もありません * 親 

戚 友人 の 猜疑 もありません , 其 時には 皆な 罪よ り 洗 は れて喜 悅に充 たさ れて 神の 聖 前に 集 ふ ので あり 

ます、 角 害 村 の 會合 は 天國の 眞似事 で あ ります。 

香 取の 杉の 樹 

去る 二十 g;R 下總佐 原に 於て 常總 理想 W 支部の 發開 式が あつたので、 之に 臨まん がた めに、 淚香兄 

と共に 彼の地に 赴いた。 

道 は 本 所より、 千 葉、 佐 倉、 成 田を經 ての 汽車 道、 兩總の 山河に 見る に 足る 者な く、 只 途端に 生る 

藩閥の 薩摩芋 許り、 印藤 沼 は 名 は 沼 なれ ども 實は 湖水であって 賤 むべ からざる 風景、 成 田 は 偶像 祟拜 

の 中心で、 佛法は 盛 なれ ども 風俗 は 甚だ 下劣、 佐 原 は 利根 河に 濱 する 富裕の 小 都會、 是に道 德が高 か 

ければ 撫ぞ かし SI 隣 を風縻 するな らんと 思 はる、 所、 然し 商業が 旺ん でも 道德は 高から すと は 土地の 

人の 唱る 所であった。 

佐 原の 停車場より 三十 一 一丁に して 有名なる 香 取 神社が ある、 是は 神武 天皇の 十八 年に 始めて 立てら 

れた 社で ある さう で 至て 古い 社で ある、 其 境 內に大 下 無双の 杉の 林が ある、 直立 十數 丈、 之 を 見て 直 

に 思 ひだした の は 詩人 ブライアントの 「林 中の 祈禱」 の 一節、 此 所に 吹く 風の 何やら 明治 今日の 日本 
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帝！； に 吹く 風と は自 から 與 なるやう に 感 ぜられ て、 日 本 國来だ 全 く 腐敗せ すと の 感念 はフ卜 余の 心の 

中に？ ひんだ。 

寒，^ 亭は此 杉の 林の 傍に 建てられし 小さな 茶 一 や、 北 は 一面の 利根 平原、 坂 東 太郞は 服の 下に 流る、 

と 云 ふ 風景、 此茶亭 に 第り し 常總の 理想 圑員は 二十 有餘 名、 此 少数の 人達が 常 陸と 兩總と を 革 正せん 

とする お 志 者で あるかと 思 へ ば嬉 くも あり 亦 悲しく も あり、 先 づ關ロ 氏の 開 會の辭 あり、 次で 書記の 

祝電 祝 詞 の朗讀 あり、 淚- ^兄の 演 5^ あり、 兒玉篁 南 君の 勸言 あり 終に 余が 何 か- 猗ら ねばならぬ 顺が來 

た。 

右に 利根の 流れ を-まみ、 左に 1^ 取 神社の 杉の 林を控 へて、 私に も 少しく 云 ひたい 事が あり 

ます、 利根 は 坂 束 太 郞と稱 へまして、 最も 日 木 的の 河であります、 杉 は 亦 H 本 岡 有の 植物で あり 

まして、 之 は 善く n 本人の 理想 を顯 はす^であります、 n 本 魂 は 三日 見ぬ 間に 散り 鬼つ る やうな 

^ではありません、 叉 は 松の 操と か稱 へて 頻りに 松 を赏め 立つ る 人 もあります が、 然し 松 はヒネ 

タレた 植物でありまして、 其の 操 は變ら ぬか は 知れません が、 其 幹と 枝との 曲れ るの を 見て V ュ C 人 

の现 想と する に 足らない 者で ある 事が 分ります、 日本人の 现想は 櫻ではありません、 叉 松で も あ 

りません， 日本人の 理想 は 杉であります、 神代の 往昔より 植え 傅 へられました 正直 眞 面目の 杉で 

あります、 さう して 理想 圈は 杉の やうな 心 を 持った 者の 團體 であります。 

私の 今日 索む る 所の 者 は實に 杉の やうな 人物であります、 才子で も 佳人で も 樱の樣 な 外面 計りの 

人物 は眞平 御免で 有ます、 又 誠忠の 士 とか 唱 へ て 天下 を條慨 する 漢學者 流の ヒネク レた 松の 樹的 

の 人物 も 亦 御免であります、 猛は 私と宗 敎を 異にしても 义 政治 を 異にしても 宜ぅ 御座 い ます か. 


ら、 た^^杉の樹の樣な眞直ぐた人物が欲し い の で あります、 私が 现想 副に 人った の は 斯う-ぶふ 

人物 を 索 めんが 爲 であります、 |_.想阊 第一 の 支部が 利根 川の 杉の 林の 間で 生れた 事 は、 實に. お 念 

すべき 事で あると 思 ひます、 私 は 諸 翁が 利根の 如く 宏濶で 杉の 如く 直ぐな らん こと を-. W り ま 

す。  . 

是れで 式 は 終て 後に 现想園 子と 云ふ阐 子の 御馳走が あり， . ^合せの 通り 酒 は 一滴 もな く、 實に沾 い 美 

はしい 猿會 であった。 

後 は. 冉び佐 原の 町に 下り、 余 一人 は 利根の 水流に 至り、 小舟に 乘て 二た び 之 を 横ぎ り、 太陽が 黄金 

色の a に 包まれて 廣き關 東の 平原の 草の 屮に 人る の 偉觀を 眺め、 旅 宿に 歸て 諸氏と タ餐を 共に し、 後 

は 增田亭 と 云 ふ狹き 奥き 寄席に 於て 黑 5 石兒 玉の 兩 君と W び： g 說を 試みた が、 t 者 さと 臭 さとに 辟 2.5 して 

別に 宏遠なる 思想 も 出す、 佐 原 人士 に は だ氣 の 化 母な りし もまた 來ん 時の 機會を 期し て ， 其 夜 の 職務 

は 是れで 終った。 

翌朝 淚香^ と^れ、 君 は 常 陸に 入り、 余 は 獨り成 田 を 經て千 葉に 到り、 そこに 一 ：汨 して 茶代 魔 止 主 

義を實 行 し、 夜 は 千 葉敎會 にて 坊主の 職 を 務め、 Si 廿 六曰晝 少し 前に 角 の 古 c 桌へ歸 つた、 ^に 火し 

た 遠征 ではなかった が、 然し 何 にも^に 惡ぃ襄 はなさなかった と 思 ふ。 
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銷 夏 

暑い 夏 も 半 は 過ぎました、 私共に 取て は 實に忙 がしい、 亦 喜ばしい 夏で ありました、 私共に は 百姓 

と 同じ やうに、 夏が 一番 忙しい 時であります、 夏期 講談 會は 十日で 終り ましたが、 其 準備 は 十日 以上 

か、 り、 其 整 理も 確かに 十日 はか \り ました、 其 外にい つもの 通り 雜誌も 出さなければ ならす、 新 

W 紙へ も 書かなければ なりませんで したから- 私共に は 暑中 休 PI など 云 ふ もの は 一 日 もありませんで 

した。 

*  *  *  * 

然し 私共 は 多く 疲れません、 疲れません 計りで はなく、 至て 强壯 で、 身體も 大分 肥えた やうで あり 

ます、 神の ために 働く こと は 決して 苦勞 ではありません、 苦勞 でない 計りで なくせに 樂し いこと &て 

實は 斯んな 事はありません、 神 を 信じまして、 私共の 苦 樂が轉 倒す るので あります、 卽ち 今日まで 苦 

勞と思 ひし 事が 樂 しくな り， 樂と思 ひし 事が 苦勞 になる のであります、 神 を 信す る 者に 取て はた 眠 

て 遊んで 居る 程 辛ら い 事はありません、 私共 は 休養と 稱 へて 死んだ 眞似 をす るの は 嫌であります、 私 

共は活 きて 居る 動物であります るから、 活 きて 居る 間 は 常に 活動して 居りたい ものであります。 

叉 先日 干葉 縣へ演 說に參 りまして、 下 總の佐 原に 常總 理想 圑 支部の 發問 式が ありまして、 私 は 之に 


臨みました、 私の 非常に 喜ばしく 感じ ましたの は、 斯 かる 社交的の 會 合に 於き ましても 「聖書 之 研究」 

讀 者の 割合に 多い 事であります、 我々 基督 を 信す る 者 は 希望 を此 世に 置く 者ではありません が、 去り 

とて 此 世の 隱遁者 ではありません、 聖書の 敎 訓に與 つて 我々 はまの 改良に 從事 するな と 云 はれても 從 

事せ すに は 居られる ものではありません、 阈 家の 改造の 如き は 我々 に 取て は 義務と 云 はんより は 寧ろ 

道樂 仕事で あると 云 はなければ なりません、 然し 道樂 仕事で はあります るが 其效 ei^ の 多い 事に 至て は 

世人 の 熱誠 奮勵 を 以てする も 到底 及ばない 處 ではない かと m 心 ひます。 

*  ホ 

途 干葉 町に 立 寄りまして、 其 處で誌 友 小 田 米 太郞、 長 谷川 文哉兩 君の 兄弟 的 接待に 與 かりました， 

聖き 安息日 を 或る 旅亭に 守り、 夜 は 其 地の 敎會に 於て 演說を 致しました、 聽く者 百 二三 卜 名 も ありま 

して、 其 地に 在て は 稀に 見る 盛 食であった との 事であります。 

*  * 

斯く て 私共の 取つ た 夏期 旅行な る もの は是れ 丈け でありまして、 私共に 取て は 甚だ 愉快 なる 旅行で 

ありました、 神が 私共に 賜 ひました 最も 犬なる 恩惠の 一 つ は 到る 所に 精神 上の 兄弟の 私共 を迎 へらる 

る 事であります、 是は億 萬の 富 を 積んでも 得る ことの 出 來る寶 ではありません、 私共 は此 世に 於ても 

決して 貧しい 者ではありません、 私共 は 實に樂 しい 夏 を 過し ました。 
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人 信 日記 

昨 曰；^ 州より 歸 つた、 實に 愉快であった。 

余 は 天然 を 愛する 者で ある、 魏に山 を 愛する^で ある、 東京の やうな 山の ない 所に 居って は、 f 

時 かな 長 州 政： H. い 水の 感化 を 受けて、 人 問の 軟體 動物と 化する の 虞が あるから、 度々 都 城 を 去て 信 州 

の 地に 入る ので ある、 山の 有る 處に は必す 岩が ある、 - おのせる 所に は必 す-: 石の やうた 硬い 骨 をお たる 

人が 居る、 余が 信 州 を 愛する の は 一 つに は 其 岩の 爲 である、 二つに は 其 人の 爲 である。 

小  小 5- 

余は去る十八ロ古き友人なる律阳仙！^？；と同車して東京を立った、 車中に 君と 日本の 過去 並に 現在 を 

談 じつ k ありし 時に、 未だ 信 州の 地に 達せざる 廿 里の 此方に 於て 遙 かに 西の 空 を眺 むれば- 黑雲 一群 

高く 山頂に 上る を 見た、 是 なん 卽ち淺 問 嶽が關 東 平原に 向て 地中の 悲愤を 放った のであって、 其壯鋭 

實に 筆に も 言葉に も盡 されぬ 程であった、 其 時 余 は獨り 車窓に 凭り か、 りて 心に 叫んだ、 鳴 呼、 州、 

その 如く 一大 下に 向て 叫べよ， その 如く 薩長 政府の 罪惡を I？ へ よ、 その 如く 大地の 義愤を 叶： けよ と。 

碓 氷の 關門も 今 は 土木 術の 進歩に 依て 二十 六 個の 隧道 を 以て F 、かれ、 汽車と 云 ふ 文明の 輸送 者に し 


て而 かも 罪惡の 媒介 新 は；：：々 十 數囘此 難 道 を 上 F しつ i ある、 碓氷 があった 故に 信 州 は 八， 日迄武 州、 

上 州、 野 州、 相 州、 總 州の やうに 腐らなかった ので ある、 信 州に 今 H 尙ほ 多少の 氣 骨の： 1^ する の は 全 

たく 確 氷 峠の 庇隆 であると 思 ふ、 世に 薩長 人の 建てた 明治 政府 ほど 腐肷 力の 强ぃ者 はない、 之 を 防ぐ 

に 唯 天然の 山が あるの みで ある、 然るに 今や 碓氷は 貫通 せられて、 信 州の 地に も 政 友會も あれば 進歩 

常： も ある、 實に 堪らない 事で ある、 然し 致し方がない。  • 

十八 日に は 上田に 泊った、 此處に 松 平 神社と て舊城 內に祀 つた 社が ある、 其 傍に 明 倫 党と て、 背て 

舊 藩主が 孔孟の 支那 道德を 講ぜし めしと 云 ふ、 八十 疊 敷きの 大廣 間と 之に 添 ふ 建物が ある、 余 は 今日 

まで 幾度と なく 此明倫 堂に 支那 道德 ならぬ 余の 所信 を 講じた 者で ある、 故に ケ囘 も亦此 堂に 招かれ、 

ここに 余の 宿泊 を 許され たれば 余の 滿足 限りなく、 八十 凝 敷きの 大 廣間獨 卜：： と來て は、 余に 取て は 3： 

より の大 馳走と 心に 躍り 喜び、 こ 、 に 眞田幸 村に 代り て 三 ョの問 上田 城 を 守った ので ある。 

ホ  氺 

*  氺 

前に 干 曲の 流 を 擁し、 後に 太郞 山を控 へ、 右は盥 尻の 鄉を 以て 限られ、 左 は 田 中、 小 諸に 通じ、 山 

を 以て 繞ら れ、 野に 於て 缺る 所な く、 上田 は 確かに 一 つの 獨立鄕 である、 其 本丸 を 守りし 余 は 夜々 有 

志の 者に 宗敎と 眞理に 就て 語る の 外 は 別に 爲すこ ともなく、 東京よりの 腐敗 談を 耳に せす、 いと も靜 

かなる 三日 を消费 した、 余は此 問に 神學書 一冊 を讀 了り、 尙 ほ持來 りし 屮 古史 を 繙き、 を 七 百年の 

昔に 走らせ、 明治の 日本 を 見す して 十三 世紀の 伊太利 を 想 ひ、 聖 フランシスの 宗敎、 ダンテの 詩歌、 

ジ ョ ットの 美術に 幸 村の 上田 城まで を も 忘れん とした、 時に 暮雲 鹽 E の 鄕を掩 ひて 四隣 暗黑に 包まれ 
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鏞 }g 餘錄  <〇 二 

ん とする 頃、 何者か 古城の 土手の 上に 美音 を揚 ぐる 者が あった、 耳 を 澄して 聞けば 是れ 明治時代の 謠 

歌に あらす、 また 學校 唱歌に も あらす、 去りと て 普通の 敎會 にて 聞き慣れし 讚美歌に も あらす、 然し 

むつ 

ながら 濠に 響き、 杉に 應へ、 何とも 云へ ぬ 昔であった、 ァ、 解った、 是 はお 睦 さんが 彼女の 天主 敎<^ 

の 歌 を 歌って 居る ので ある、 中古 時代の 天主 敎會の 敎訓を 丁度 余の 讀んで 居った 中 古史に 和 せんた 

めであった らう、 ぉ睦 さん は 多分 其 歌の 深い 意味 を 知らない であらう、 然し 彼女の 無邪氣 なる 淸ぃ心 

は、 其 意味 を 知らす して 之 を 余に 傳 へて 居った ので あらう、 嗚呼 ダンテの ビヤ トリ スは あの やうな 歌 

を この やうに 歌 ふたので あらう. 雨 うして 之 を 聞いた るダ ン テは 終に あの やうな 高い 美 はしい 思想 を 

得た ので あらう、 ァ、 若し 此 歌 をして 信 州 人 を 感化せ しむれば、 千 曲 河邊の 上田 は アル ノ河 邊のフ 

ロレンス の やうな 者と なって、 . 口 木の ダン テは其 中から 出て 來る であらう。 

ホ  * 

明 倫 堂に 止る 二日 三 夜、 其の 主人の 歡 待に 與 かり、 赤腹 魚の 味 燒、 香魚の 盥燒 等の 御馳走に 與か 

り、 二十 一 日の 朝 余の 今囘 入信の 目的地なる 南 安曇 郡德 高の 地に 向. て 上田 城を發 した、 篠 井まで は 信 

越 線 を 取り 是 より 中央線に 乘更 へ、 左に折れて 松 本 平に 向 ふので ある、 有名なる 姥抬 山の 屮腹を 添 ふ 

て ロッキ ー 山 を 昇る やうに ソ 口/ \ と 昇る ので ある、 汽關車 は 如何にも 氣息 苦し さう に 廻り 繞 つて 姥 

^^ス テー シ ョ ン に達する、 眼下に 見下す 干： S の 平原、 稻 は色附 きて 黄 波 を 揚げ、 彼方なる は 善 光寺に 

して 如 來と北 信 政友會 支部の 在る 所、 此方 は 葛 尾 山に して 村 上義淸 の城趾 である、 景色 は 東北 無双と 

云 ふても 宜 からう、 若し 對 岸の 鏡臺 山に 一輪 卨く懸 るなら ば それ こそ. 大使が 舞 ふて 來る であらう、 嗚 

呼 日本 も 惡ぃ國 ではない、 斯んな 好い 景色が ある、 時には 好い人 物 も ある、 惡ぃ者 は 明治 政府で ある _ 


政友會 である、 進步黨 である、 其他總 ての 政黨、 政治家で ある、 敎育 家で ある、 哲學 者で ある、 是さ 

へなければ 日本 國は姥 拾 山の 秋 月で ある、 "： んに ffi るの 國は 世界に あるまい、 鳴 呼、 愛すべき 口 本、 憎 

む ベ き 政治家と 其附屬 物。 

姥捨 より 上る こと^ ほ  一 二 f., にして 冠 着の 隨 近に 入る、 是は 今日の 所では 日本 第一 の 長き 隧道で あ 

るとの ことであって、 之 を 通り 拔け るに は 凡そ 七 分 問 程 か、 る、 一寸と ダンテの 地獄に 降った やうな 

心地が して 七 分が 三十 分の やうに 思 はれる、 穴 を 通れば 厚川の 水域で、 これで 北 信 を 去て 南 信に 入つ 

たので ある、 北： Sil と は 千 曲の 水域 を IS ひ、 南 信と は渾、 木 曾、 天 龍の それ を 謂 ふの ださう だ。 

北 付 は 東京に 近く、 越後に 接して 居る 故、 其 風俗 人情 は自づ と關東 的で 亦 東北 的で ある、 然るに 南 

信 は 日本 國の大 淫婦なる 名 古屋の 巿に辏 いて 居る 故、 彼女の 魔力 を 感ぜざる を 得ない と 見える、 幸福 

なる 松 本 平 は 二重 三重の 山 を 以て 繞ら れ、 創 成 時代の 單純 潔白 を 守り 得べき 地位に あれ ども、 東京と 

名 古 屋とを 東西に 控か へ て は 如何なる 聖地 も堪る もので はない、 日本の 瑞 1: なる 筑摩 {夂* の鄉 にも 今 

や 三味線の 音 も 聞 ゆれば 政黨 員の 演說會 も 開かれる。 

ネ  氺 

麻 鎮を經 て 西條の 停車場に 達すれば 兹に 二人の 兄弟の 歡迎を 受けた、 二 氏 共に 純潔の 信 州 人、 有 明 

山が 人 問と なりて 現 はれし 者、 III?; は鄕 先生であって M 君 は 百姓で ある、 余輩 は兩 君に 接して 始めて 

眞 正の 信 州に 人った やうな 心地が した。 
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5 し；！ i-rj，< 

西條 より 松 本 街 迸 を 右に 折れ、 峠 を 二つ 越えて 潮澤に 入り. 谷川に 沿 ふて 二 里程 下れば 摩 川の 岸に 

出る、 ：lii.h 阡の 3 お 頂より 西に 見 ゆる は 信 飛 兩國の 境であって 是ぞ卽 ち 日本 國の脊 骨で ある、 若し 京都 

の 東 山 も 山 で あるならば 信 濃の 餘ケ嶽 も 山で あ る 、 恰も 平 宗盛も 日本人 であれば 木 曾の 義仲も 日本人 

である やうな ものである、 然し 鎗ケ嶽 と 鬼 山との 別 は關東 武士と 公卿 華族との 別で ある、 壯大 威嚴、 

被 飾 もなければ 猜疑 もない、 位階 もな けれ. ば 動 章 も 有たない、 天然 有の 儘の 岩と 岩の やうなる 心、 只 

早く 朝敏を 受けて 遲く 落陽に 接する まで ぐ ある。 

然し； g ケ嶽 は單獨 ではない、 彼に 隣り して 蝶 ケ嶽も あれば 有 明 山 も ある、 乘鞍嶽 も あれば 獅子 ケ嶽 

も ある、 .ル2  一  i™!: 尺內 外の 英傑であって、 若し 彼等の 一人 をして 中國 近畿の 地に あらしめば 大 英雄 大人 

物と して 仰がるべき ものである、 彼等の 中に 侏儒 は 一人 も 居らない、 小 早 川 隆景、 毛 利 元 就 的の 小策 

士 は屮柩 山脈の 産物で はない、 余 は 始めて 此 等の 山に 近いて 余の 意を强 ふせし と 同時に 日本の 未來に 

就 て 多く の X 布 §11.; を懷く に 至 つ た。 

爾 うして 此山々 より 流れ出る 水の 淸 さよ、 高 瀨は靑 木の 湖水より 來る 者で ある、 糸魚 川 街道なる 高 

瀨 橋の 上に 立て 四方 を眺 むる の 景色 は 五條 橋の 上から 三十 六 峰 を 臨む に 十倍して 居る と 云 ふても 決し 

て 差 支 はない、 其 外德高 川、 烏 川、 殊に 萬 水、 …… 萬 水 は 山に 依て 養 はれす して 地中より 噴出す る 泉 

に 依て 養 はれる、 斯ん なに 水に 富んだ 國は 日本中に 义と あるまい。 


二十 二日の 朝から 南 安曇 郡東穗 高の 研 成 義塾 等に 於て 三日 問に 涉る 余の 講演 を 始めた、 題 は 「« 理. 

と 其 攻究 法」 * 聽く者 は 其 地方 選 拔の好 青年、 天氣は 日本晴れの 好天 氣、 山 は 高く 水は淸 く、 玄情は 

溫く、 熱心 は？ 鉍る、 如何に 魯 鈍の 余な りと 雖も 多少の 天火に 接せざる を 得なかった。 

第一 日 目に は 大略 左の やうなる 講： 饭を なした、 

吾等 は 眞理其 物 を 追求すべき である、 露理の 結果 を 求めて はならない、 眞 现を究 むる は 進歩で あ 

る、 眞理の 結果に 着目す る は退步 である、 東洋主義と は 眞理を 利用 せんとす る ことで ある、 两 炸 

主義と は 眞现其 物に 達せん とする ことで ある、 東洋人 は： m 國平 天下 を 思 ひ、 西洋人 は單に 眞现の 

發顯を 思 ふ、 東洋の 退歩と 西洋の 進 步とは 單に此 一 事に 關 して， 居る と 思 ふ。 

叉 俗人と は 眞理の 實利應 用に のみ 注目す る 者であって、 非 俗人と は 其 結 ra^ 如何に 關 せす、 痕に 眞. 

理其物 を 求めん と 欲する 者で ある、 俗、 非 俗の 別は實 ffl と超實 川との 別で ある。 

キ  * 

*  -X- 

第一 一日 目 に は 

眞 理は單 純でなくて はならない、 込 入った る もの は眞理 ではない、 眞理は 山間の 湖水の やうな も 

ので ある、 透明に して 深い、 多くの 證明を 引き 來ら ざれば 證據 立つ る ことの 出来ない やうな もの 

は眞理 ではない、 眞理の 證明は 眞理其 物で ある、 眞理は 三才の 童子 も 能く 解す る を 得て 大 博士に 

も 探り 盡す ことの 出来な いもので ある。 
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眞现は 書物の 知識 を 以ての み 解し 得らるべき もので はない、 眞 理は淸 き謙遞 なる 心 を 以てする に 

あら ざれば 解し 得らる \ 者 ではない、 萬 卷の書 を 讀み盡 したと て 威張る 哲學 博士 も、 幼兒の 如き 

謙遜なる 心 を 有た ざれば 眞理を 見る こと は 出來な い、 世に 高慢なる 據れ たる 心 を 有た る 折 〔學 者宗 

敎家 ある を 聞いても、 吾等 は 決して 彼等の 言 を 信じて はならない。 

眞理は 义之を 行 は ざれば 知る ことの 出来ない ものである、 是を 書物に 請み、 是を獨 り 心に 考 へた 

所が 眞现は 曉れる もの ではない 、 かの 書籍 館に 入 て眞理 を 探らん と 欲する 者、 叉は禪 寺に 入て 坐 

禪を 組んで 眞理を 究めん と 欲する もの は 未だ 眞理の 何たる を 知らない 者で ある、 眞现は 之 を 身に 

行 はなければ 解らない、 之 を實行 的に 同胞の 救濟に 施さなければ 隨れ ない、 斯 くして 始めて- rln 人 

は その 眞现 なる を 知る ことが 出來 るので ある 云々。 

第三 日 目の 講演 は餘り 長くなる から 略す。 (本卷 一 三 三 下 「信 州 東德高 講談 會講淡 大意」 參照 —編者) 

*  ホ 

1 一十 五日に 安曇 を 切上げて 松 本 町に 來た、 是は其 人口より 云 ふ も 亦 地理 學 上の 位地より 云 ふ も 信 州の 

首府で ある、 若し 賄賂に 由て 決せられ すして 道理 を 以て 定められし ならば 縣廳は 松 本に 置かるべき も 

のであって 長 野に 置かるべき もので はない、 然し 何事 も 「運動」 に 由て 決せら る 、明治の 昭代に 在て 

は此 位の 事 は 致し方がない。 

松 本で 見し もの は武田 時代に 築かれし とい ふ 有名なる 天主 閣、 松 本 尋常 中學 校、 其 他 街 全 體の景 

況 であった、 驚いた のは學 校の 盛なる のと、 此地 にも 政友會 とか 憲政 本黨 とか 云 ふ 二 派が あって 相爭 


ふとの 事であった、 學 校の 盛なる の は 甚だ 結構で は あるが、 政黨の 盛なる の は 甚だ 結構で はない。 

其 日の 午後に 卞川亭 と 云 ふ 簿麥屋 で 其 地 百有餘 名の 有志 の 歡迎を 受けた、 余 の 如き 流浪者 を斯 くも 

叮 重に 极 はれし 松 本 人士の 好意 は 謝する に 言葉がなかった、 余 は 席上 余の 心中 を 吐露し、 余の 實 業-ま 

にあら す、 义 社き 改良 家に も あらす して、 一種の 耶蘇 坊主なる こと を ，H 狀 した、 諸氏 は 余の 其 口の 演 

說 に不滿 足であった かも 知れない、 然し 余 は 余の 友人の 前に 立て 有の 儘より 他の 事 を 云 ふ 事 は 出來な 


翌 二十 六日 友に. 送られて 松 本 を 立ち、 兩 腔に 賴て馬 飼、 立 時の 二 峠を越え、 西條に 至て W び 汽車に 

投じ、 姥捨を 經て善 光寺 平に 下り、 其 日の タ 刻に 小 諸に 至り、 友人 小山 太郞 氏の 〈¥ に 泊った、 氏の 家 

は 小山 久之助 君の 本 〔かであって、 君の 重病の 故 を 以て 何ん となく ヒ ッソリ として 居った、 尙 ほ此處 に 

同志の 會合 と會 貪と があって、 翌日 小 諸 を 立て、 其 日の 暮 方に 角 害の 舊巢 に歸 つた。 

歸 つて 見れば 矢張り 樂 しき ホ，' ム、 東京 は惡ぃ 所で あるが 其 中に ある 余の ホ ー ムは美 はしい 所で あ 

る (余に 取て は)、 信 州 は 好い 所で あるが 余の ホ ー ムは信 州よりも 好い 所で ある (余に 取て は)、 ^ 

呼、 ホ ー ム、 ホ ー ム、 美 はしき 美 はしき ホ ー ム、 如何に 贫 しき ホ ー ム なりと も 世に ホ ー ムに 優る 所 あ 

るな し、 世 にホ ー ムに 優る 所 あるな し。 
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若し 信 州に 山と 水との 他に 見る ものがないならば、 信 州 は 極く 詰らない 所で ある、 人 は 山よりも 大 

なる ものである、 余が 信 州に 於て 見ん と 欲せし もの は 信 州 人と 其の 事業と である。 

勿論 信 州に も 悪人 は澤山 居る， それ は 〇〇 侯の 政 友會ゃ 〇〇 伯の 進歩 黨が此 地に 於て 非常の 勢力 を 

占めて 居る ので も 能く 分る、 松 本の 町 は 人口 三 萬に 過ぎない が 其 中に 妾宅が 三百 軒 も ある さう だ、 長 

野の 市 は 善 光寺の 庇 蔭 で 風儀 は 甚だ 惡 いさう だ、 上田 人 は祭禮 的の 喧噪が 好きで 深く 考 へる 事 は大嫌 

ひだ さう だ、 其 他 余の 股 を 以てしても、 信 州 人の 惡ぃ所 は澤山 見える。 

然し 喜ばしい 事に はま だ 善 光寺に も 政友會 にも 感化され ない 信 州 人が 残って 居る、 卽ち 曾て 「人 W 

論」 の 著者が 評せし 「愚に して 頑なる」 信 州 人は殘 つて 居る、 彼等の^ 光に 人 を 欺く に 足る 中國 人士 

の 愛嬌 はない が、 彼等の 顔貌に 嘘 偽 を 吐かん と 欲する も 能 はざる 所の 馬鹿正直な 所が ある、 是れが 信 

州 人の 最も 貴い 所であって、 若し是 を 失 ふて 長 州 人 ゃ佐賀 人な どを眞 似る に 至らば、 信 州 人 は その 存 

在の 理由 を 失 ふて、 有っても 無き と 同然の ものと なる ので あらう。 

南 安曇 郡 東穗高 の 地に 研 成 義塾なる 小さな 私塾が ある、 若し 之 を 慶應義塾と か早稻 S 專門學 校と か 

云 ふやうな 私 熟に 較べ て 見たならば 實に 見る 影 もない ものである.. 其 建物と 云 へ ば 一 一間に 四 間の 板屋 

葺の敎 場 一 つと 八疊ニ 間の 部屋が ある 許りで ある、 然し 此小 義塾の 成立 を 聞いて 余 は 有 明 山の 魏々 た 

る 頂 を 筌んだ 時よりも 嬉しかった、 此小義 を 開いた 意志 は 蝶ケ嶽 の花崗 石よりも 硬い ものであった、 


亦 之 を 維持す るの 精 祌は萬 水の 水より 淸 いもので ある。 

信 州の 如き 山國 にも 依賴 派と 獨 立派との 二 派が ある、 依賴 派と は 政府 萬 能力 を 信す る 派であって、 

何事に 依らす 議會、 又は 縣會、 又は 郡會、 叉 は 村會の 補助 を 仰がん と 欲する 者で ある、 人 は獨り 立て 

天の 神と 已れの 腕に 賴て 大事 を爲し 得べ しとの 確信 は • 今や 悲 いかな 信 州の 山中に 於ても 多く 見る 

との 出来ない ものと なった、 然しながら 信 州 人 未だ 悉く 人 問の 軟體 動物と はならない、 安曇の 地に も 

小數の ハ ムブ. チン は 居る、 郡養にも村費にも賴らなぃ私塾を立てんとの大膽なる聖^！卞；は井ロ喜源治氏 

なる 或る 學校 教師の 心に 起った、 機械的なら すして 精神的 自由 的なる 敎育を 施さん と 欲する のが 此若 

き鄉 生の 目 的で ある、 爾 うして 如何に 勇ましく 彼は戰 ひしょ、 亦 今に 尙ほ戰 ひつ k あるよ リ 

*  * 

然し 彼 は 叉單獨 ではない、 彼を援 くるに 彼と 同じ 志 を 有った る 百姓が 有る、 町人が 有る、 彼等 は 相 

集て 小額の 金 を 集め、 爾 うして 金の 足らざる 處は 彼等の 勞カを 寄附して 玆 に純粹 なる 獨立學 校が なつ 

たので ある、 私立 學 校と 云へば 京都の 同志 社、 東京の 靑山 學院、 明治 學院の やうに 外國 俾道會 社の M 

助 を 仰ぐ 者 も あれば、 女子大 學の やうに 貴顯 紳士の 贊 助に 由て 成る 者 も ある、 然し 安 © の硏成 義^ は 

小な りと 雖も 全く 平民と 日本人との 力に. S て 成りし 學校 である、 余 は 小に して 大 なる 此 義塾 を：；：； E 州の 

地に 於て 發昆 して、 心 竊に信 州 萬歲を 絶叫せ ざる を 得なかった、 鳴 呼廣き 天下に 此小 義塾に Miw を 寄 

する もの は 他に あるまい 乎。 
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入信の 記 

みなみ あづみ ひ ノ\ し .i  .U  ^ 

私 は 昨日 信 州 南 安 * 郡 東穗高 村に 於て 特別に 私 を 招かれて 開かれました 講談 會を 終へ て歸 りました、 

穗高 村と 巾し ますれば、 松 本 町より 北 四 里に 當り、 有 明 山の 麓、 犀 川の 西岸に ある 宿であります、 こ 

こに は 井口 喜 源 治 氏と て 最も 敬すべき 展も 愛すべき 兄弟が 居られます、 彼 は 昨年 當角害 村の 講談き に 

臨まれた 人でありまして、 其 前より、 亦 殊更に 其 後 は 私共の 信愛す る 友人であります、 彼は穗 高の 地 

に 一 つの 私立 學校を 起され、 之 を 研 成 義塾と 名て 村童の 教授に 從 事せられ ます、 彼 はま だ 三十 前後の 

人であります、 然し 彼に 厳然たる 君子の 風采が あります、 或 人が 彼に 就て 申しました、 近 江 聖人 中：： d 

藤樹と は實に 彼の やうな 人で ありました らうと、 私も實 にさう 思 ひます、 私 は 同志 中に 井口 氏の やう 

な 人 を 有つ 事 を祌に 向て 感謝 致します。 

私 は 彼の地に 三日 s: 夜 滞在 致しました、 さう して 多くの 友人に 會 ひました、 南 信の 地， 有 明 山翁嶽 

の 麓に は 多くの 正直なる 我が 黨の 人が 居られます、 彼等 は 世に 謂 ふ 悲憤慷慨の 人ではありません、 彼 

等 は 皆な 謙遜なる 而も 勤勉なる 人達であります、 彼等の 多く は敎 會に屬 する キリ ス ト 信者で はあり ま 

せん、 然し 最も 熱心に 聖書 を 研究 せんと 欲する 人達であります、 彼等の 多く は 農夫であります、 亦 商 

人であります、 學 校敎師 であります、 文學 者で あると か、 政治.； M であると か 云 ふやうな 不生産的 人物 


は 彼等の 中には 一 人 もありません。 

讀者 fsl^ よ、 喜ばれよ、 諸君の 同志 は 天下 到る 處に 有ります、 信 州の 地に 於て は德 高に 於て、 共附 

4* つも i  し 力の， 0  - ひへ 5!  二 しろ  ふ， 

近の 村々 に 於て、 松 本に 於て、 篠 井に 於て、 上田に 於て、 小 諸に 於て、 其 他 まだ 行て は 見ません が- 

は  ；.l^"i:3A  さかした  い ひ-た  な * かん  まっしろ  i し 

訪に 於て、 高遠に 於て、 坂 F に 於て、 飯 田に 於て、 叉 長 野に も 松 代に も 必す三 四 人 叉 は十數 人の 

目なる 同志の 人が あります、 彼等 は 皆な 私共の 兄弟 姉妹であります、 彼等 は滿 腔の 同情 を 以て 私共 を 

迎 へ られ ます、 彼等 は^ 共と 希 を 共に して 人生の 方針 を 共に する 者であります、 何ん と 喜ばしい 事 

ではありません か。 

私 は 信じます、 同じ 同志 は全國 到る 處に 居られ ますこと を、 北海道に も、 臺 湾 にも、 琉球 にも、 朝 

鮮 にも、 淸圃 にも、 米國 にも 居られます、 彼等 は 皆な 精神 上の 兄弟 姉妹であります、 彼等に 一 面して 

私共 は舊 友の 如くに 感じます、 鳴 呼 若し 彼等と 共に 地上に 一度び 會 合致し ましたならば さぞ かし 樂し 

い 事で ありませ う、 然し 此事 はかない ません が、 我等 皆な 祌の 國に會 合する こと は 確であります、 天 

國 と は 如何に 樂 しい 處 であるか 今より 豫 察する ことが 出来ます、 信 州に 於ての 勞 働の！ Is^ に 就て は. ffr 

猇の 「聖書 之 研究」 を 見て 下さい (本卷 一 三 三— 一 四 一 頁參照 —編者)。 (九 月！ 一 十八 日誌す) 
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去月 (十月) 十四日 朝 東京 を發 し、 白 河に て 初めて 秋に 接し、 夙 內野邊 地に て 蕭條の 山野に 見え、 靑 

森より 薩摩 丸て ぅ實は 美に して 名 は 醜なる 汽船に て窒 蘭に 渡り、 此 處に久 振に て 北海の 處女林 を. ま， み. 

敷 生、 錦 多 布、 ズ门小 牧等懷 かしき 名の 停車場 を 過ぎ、 十六 日の 午後 舊き 故郷の 札幌に 友人 諸氏の 歡迎. 

を 受けぬ。 

思へば 北海の 地 を 去て より 玆にト 有 七 年、 世界の 諸 邦 を徨ひ 廻り、 故 國に歸 てよりも 常に 異鄕に 在 

るの 感 ありて、 容貌 こそ は 同じ けれ、 心 は異る 大和民族の 中に 住み、 所信 を 行へば 國賊と 篤ら れ、 a 呉. 

實を 語れば 偽善者と して 殹 かれ、 禮 多くして 實 き此社 會に處 する 途に殆 んど困 じ 菜た る 余 も、 久振 

りに て 石 狩の 流れに 臨み、 M  -ー  ハの頂 を^み し 時 は、 子が 其 母の 懷に歸 りし 感 ありて、 我に も 未だ 此 

世に 棲 家 ありと 思 ひ 喜び 淚は 胸に 溢れぬ。 

變 りし は； 幌の 市街、 曾て 校舍の 中より. 鵰を 狙撃に せし 光景 は 全く 消えて、 今 は 一角の 都 會を璺 平 

河.；？。 3 に 見る に 至りぬ、 「札 幌は旣 に 無し」 と は 余が 今囘其 地の 友人に 會 せし 毎に 語りし 所に して、 リ 

本國 の ^化 も旣 に 此處ま で 達せし かと へば、 其 心細 さ： 百 はん 方な かりき、 然れ ども 幸 にして 俗人の 


Ill 山 g 森林 古の 如く 養し、 ig 然として 彼等 俗人の 掠奪に 抗し 

つ ありき。 

. t、，i 、よま ビり、 浪は 喊ぜ り、 然れ ども 熊に も 勝る 悪獸は 現れたり、 彼等 を稱 して 

土地の けしと 共に 熊 は 減せ り 狼 は^せ 札幌 市街 創 成 通り 

政！と 云 ふ、 熊 は 人の 肉 を食 ふに 過ぎす ま；： unuli^H と」 旣に內 ず 食 ひ 荒せ 

に 政 I 支部の li し 時に 余 は I せ- ltbH"Ti1""" ん"、 ^ff 

し此 I は、 彼等の ii すの 術脊 て、 今や 山 を 食 はんため 海を 呑まん/め ？ ,ィ 


者 甚だ 多し と 云 ふ" 

今秋の 運動 

大分 雲に 傳道演說 を させられ ま 1 夏期き リ"" まで 引出されまして、 安き 編輯の 

お" U お！： 勿訂 SFii 事で！ け1ら 

# ば せ" i 然し 餘り好 I い 11 る^ 象であります 力 

us へて S 歸 つて 来ました 時には 實に ホット 一息 付く ので 御， ます 
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F 總の佐 原に 千 葉に、 信 濃の 上田に、 東穗 高に、 松 本に、 小 諸に、 石 狩の 札幌 に、 陸 中の 盛 岡に、 

到る 所に 神の 福音に 就て 語る 事の 出來 たの は實に 榮譽の 事であります、 昔し は 基督 敎の傳 道と 申し ま 

すれば 石に て 撃 たれ、 獄屋に 繁 がれ、 總 ての 侮辱 を 受ける 事で ありまし たが、 今 は然ら すして、 私共 

到る 所に 款待 優遇され、 殊に 私に 於き まして は 先方より 旅費まで 支辨 され、 御馳走され、 時には 别に 

謝禮 まで も受 くる 事が あります ので、 この やうな 基督 敎の傳 道 は 開闢 以來 未だ 曾て 有った 事の ない 事 

であると 思 ひます、 敎 會に屬 する ので もな く、 傅道會 社に 送られる ので もな く、 先方より 特別に 招か 

れて 主の 幅 昔 を 宣べ傳 ふることの 3,1 來 るの は是は 此國に 於て 私が 神より 給 ふた 特^の 恩惠 であると 思 

ひまして、 私は此 事を考 へて 實に 感謝の念に 堪えません、 疲勞位 ひの 事 は當然 であります、 私 は 深く 

神に 謝する のみなら す 私に 斯 くも 傳 道の 機 會を與 へ て吳 れられ ました 地方の 諸 友人に 深く 感謝 致さね 

ばな りません。 

佐 原 干葉に 於け る 運動の 實況は 之 を 萬 朝 報 に揭げ ましたから 玆には 述べません へ 「番 取の 杉の 樹」 參照 

—編者)、 又 信 州東械 高に 於け る 講談 會の 模様 は 「無 敎會」 第 九號に 於け る 井口 兄の 記事に 委しく 書い 

てあります、 松 本に 於け る 諸 友人 歡迎の 有様 は 之 を^ 項 舊知相 原英賢 君の 筆に 於て 讀んで 下さい、 私 

は 八. -玆に は 特^に 北海道 札幌に 於け る 運動に 就て 語らう と 欲 ひます。 

札幌は 私の 第二の 故鄕 であります、 其 山 も 河 も 皆な 私の 古き 友人であります、 私 は 其處に 始めて 基 

督敎を 信じた 者であります、 私が 創立の 榮 it に與 かった 日本 最始 の獨 立敎會 も其處 にあります、 私の 

學友の 多く は 今に まだ 其 地に 居ります、 札幌と 聞けば 私の 心の 臓 は 踊り 立ちます。 

此處 に 十 年 振りで 行た こと で あ ります 故^ は r 度 嫁が 里歸り をした 時 の やうに 思 ひ、 又 私の 友人 は 


母が 其 娘を迎 へる やうに 私を迎 へて 呈れ ました、 内地に 在て は 私 は 多くの 敵 を 有ち、 私の 出席す る敎 

きとて はなく、 敎 友と 稱 する 人の 中に も頓 でもない 悪い 人が 有りまして、 彼等に 少しも 氣を 許せ ませ 

んが、 然し 札幌に 行けば 自分の 作た 敎會も あり、 二十 五 年来の 友人 も ありま すれば 遠慮 心配と ては更 

になく、 思 ふ^ 分に 所信 を 語っても 言語 尻を捉 まへ て 私 を攻擊 する やうな 者は敎 友の 中に 一 人 も あり 

ません、 夫れ 故 彼 地に 行きまして より： 大地が 一 時に 廣く なった やうに 感ぜられまして 其 偷快は 實に筆 

にも 紙に も盡 されない 程で ありました。  、 

礼幌に 着て 直に 舊友宮 部 金 吾 氏の 〔¥ に迎 へられました、 氏 は 外 國語學 校 以來の 友人でありまして 明 

治の 十 年に 共に 札幌に 赴き、 同校 同級 同室の 交り を爲 した 人であります、 私 は 彼と 冋 時に キリスト 敎 

を 信じました、 さう して 彼 は 始めより 被 物學に 志されまして 今 は 日本 屈指の 械物學 者であります、 私 

はん，' 此 人に 就て 多く を 語りません、 語ります と 彼 は 怒ります、 彼 は 彼の 友人と して 雜誌 記者 を 有った 

事 を 頻りに コボ して 居りました、 然し 一 事 彼 は 私が 彼に 就て 言 ふこと を 許して „JK れま せう と 思 ひます. 

卽ち彼 は 彼の 該博なる 科學的 智識の 故 を 以て 彼が 私と 共に 二十 三年 前に 信じた 基督 敎を 捨てません、 

彼は尙 ほん：' 日 基督の 聖 名に 依て 父なる 神に 祈禱を 捧げて 居ります、 彼と 彼の 令閨と は 札 幌獨立 敎會の 

忠實 なる 會 員であります、 宗敎は 彼 の 頭腦を 占む る 最大 問題 で あります、 世 の 科 學と宗 敎とは 同伴す 

る 能 はすな ど 云 ふ 人が あります が、 さう 云 ふ 人 は 彼に 就て 學ぶ ベ き で あ り ます、 彼 は實に 有力なる 基 

督の證 人であります。 

雨う して 私共の 立てた 獨 立敎會 は？ 私 は 此敎會 に 招かれて 今度 北上した のであります、 其 傅 道 事 

業 を 助けん ために 私 は 多くの 障害 を排 して 今度 彼 地に 行った のであります、 私 は 實は此 敎會に 就て 多 
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く 心配 致しました、 多くの 宜敎師 と. W: 敎師的 基督 信徒と は 私に 度 々告げて 巾し ました、 「札 幌獨 立お 

は 到底 駄目で ある、.  一 IM も 早く 之 を 解散す るに 若 かす」 と、 私 も 時には それ は 止む を 得ない ことで 

はない かと 思 ひました、 然し 假令札 幌獨立 敎會は 駄目で あると も 其 一 員たり し 私 は何處 まで も 孤獨で 

其 主義 を 貫かん と 決心し ました、 私 は 幾囘か 札幌獨 立敎會 を見捨 ました、 然し 是 は^に 取て は 非常に 

ッ ライ 事で ありました、 日本に 於け る 唯一 の 獨立敎 會が消 ゆると 云 ふ 事であります、 若し さう なれば 

{ 一"： 敎師と 其 信徒との 勢力 は  一 增 すので ありまして、 私共 獨立 を唱 ふる 者 共 は それ 見よ がしに 彼等に 

評せら る、 のであります。 

然し- gf むべき かな、 自由 獨 立の 神、 札 幌獨立 敎會は 大丈夫であります、 札幌獨 立敎會 は^れません 

札 幌獨立 敎會は 解散 致しません、 一 一十三 年 前に 械ぇ附 けられし 獨 立の 樹は 少しも 衰へ すして 今に 尙ほ 

徒 全で 居ります、 勿論 斯う 云 ふ孤獨 の敎會 であり ますから 牧師 もな く 傳道師 もな く 其點に 於て は 常に 

困って 居ります、 然し 敎會は 牧師 傳道師 に 依て 成立つ 者ではありません、 誠實 なる 信仰の ある 所に は 

眞 正の 敎會が あるので あります、 今 は 聖餐 洗禮の 式まで も 中止した 此敎會 に 基督の 心が あります、 故 

に 札 幌獨立 敎會は 潰れません、 此敎會 の 會員は 皆な 銘々 敎師 であります、 彼等 は 日曜日 毎に 講壇に 立 

て 代 はるく 說敎 して 居ります、 彼等 は 亦 責任 を 重ん する 人達でありまして 彼等 を牧 する 牧師 を 有ち 

ませんでも 彼等 は屮 I 金の 義務 を 怠りません、 故に 彼 地 滞在の 或 米 國宣敎 師は此 敎會を 評して Kich, 

<-old  Churcli (富める 冷たき 敎會) と 云 ふた さう です、 何故に 冷たき 乎 は 知りません けれども、 その 

敎師 的敎會 に比べて 富んで 居る 事 丈け は 確かであります、 そ は 依賴を 知らざる 此敎會 の 會員は 亦 金 

を 出す こと も 割合に 多い からであります。 


斯くて 私は此 日本 最始 の獨立 敎會の 講壇に 上りまして 七日 七夜 何の 遠慮す る 所な く 思 ふ 存分に 私の 

所信 を述 ベ る 事が 出来ました、 他の 所へ 行きまして は 基 1^ 敎を述 ベ る _ ^は 出 來 ましても 獨立を 述べ る 

事 は 出来ません、 然し 私に 取りまして は 獨立は 私の 信仰の 半分であります、 私に 取りまして は 私の 基 

督敎を 信じて 吳れ ましても 私の 獨立を 信じて 吳れ ない もの は 私の 言葉 を 半分し か聽 いて 吳れ ない 者で 

あります、 さう して 斯う 云 ふ 人は此 國に澤 山あります、 私より 基督 敎を聽 いて 宣敎 師的敎 會の會 員に 

成った 者 は 今日まで 澤 山あります、 私 は 勿論 此事を 聞いて 喜びます、 然し 私の ための みならす、 日本 

國 のために、 基督 敎 のために 最も 善き 事 は 基督 敎を 信じて さう して 獨 立の 日本的 敎會を 立てる ことで 

あります、 然し 斯う 云 ふ 人 は 滅多にありません。 

今秋 札幌に 於て 私が 爲 しました 講演 は 之 を 一 冊と して 世に 公に する 積り であり ますから 玆に は刖に 

之 を 載せません、 私 は 只 私に 取て は 札幌に 於け る 今度の 一週 日 は 終生 忘るべからざる 自由と 快樂 とで 

あった こと 丈け を 玆に言 ひ殘 して 置かねば なりません。 

何しろ 札幌の 地に 獨 立の 種 は 植え 附 けられました、 是は實 に 貴い 種でありまして 私共 は 今より 後に 

日本 全 國に之 を 移植 致さねば なりません、 天の 神 は 私共の 祈 禱を聽 かれまして、 私共 二十 有餘 年の 勞 

働の 結果と して 少く とも 一 つの 純粹 なる 獨立 敎會を 日本の 地に 見る こと を 得さし め 給 ひました， 二十 

三年に 一 敎會と は 甚だ 遲ぃ 進步の やうであります が、 然し 之れ を 培養す るの 如何に 難い 乎 を 知る 時 は 

其 決して 小なる 事業で ない 事が 分ります。 

斯くて 最も 喜ばしき 一 週日の 運動 を 終へ まして、 有り 餘る 程の 好意と 款待と を 受けました 後に 私 は 

多くの 兄弟 姉妹に 送られまして、 彼 地 を 背に して 東京に 歸 つて 來 ました、 途中 靑森 にて 本誌の 愛讀者 
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吉崎俊 雄 君の 喜ばしき 訪問 を 受け、 盛 岡に 下車して 半日の 談話 を爲 し、 東北の 山野に 目を悅 ばし な 力 

ら心は 神の 恩 惠に充 たされまして 勇氣 凛々 として 角 害 村に 凱旋 致しました。 

「喜びの 音信 を 山の 上に 運ぶ 者の 足 は 幅なる かな」、 三 ヶ月の 連戰に 身體は 大分 疲れ ましたが 心に 

殘る美 はしき 記憶 は 私に 亦 出陣 を 促します、 願く は 神の 恩 惠全國 の 同志の 上に あらん こと をァ ー メン。 

(十 一 月 六日 夜 誌す) 

明治 三十 五 年 

大井 川上り 

(上)  t 

〇 人の 心の 穢れ たる 此 日本 圃に 於て 其 美しき 天然の 美 を 探らん と 欲へば、 之 を 人の 行かざる 所に 求め 

ざるべ からすと は、 余の 平素の 所信で ある、 近頃 「夏期 善人 養成 會」. (之 を 「夏期 聖書 研究 會」 と稱 

す) の 直き 任務 を 終へ たれば、 二三 日間 據れぬ 有の 儘の 天然と 交 はらんと 思 ひし 頃、 丁度 來會 者の 一 

人に して 愛すべき 田 舍漢を 其 故鄕に 達り 屆 くるの 必要が 生じ たれば、 天然 を賞づ ると 同時に 小なる 慈 

善 を 行 はんと 思 ひ、 去る 五日の 正午 彼 を 伴 ひて 彼の 故山なる 遠州大 井川の 上流 を 指して 發 足した。 

〇乘 り 慣れし 東海道の 汽車に 乘り、 午後 七 時 頃 島 田驛に 達すれば 一人の 小形の 紳士の、 內村 君、 內村 


君と 頻りに 呼ぶ 者が あった、 是は 誰な らんと 怪んで 其 紳士 を 能く 看れば 紛 ふべき なき 知友 小手 川豊次 

郎君であった、 今日 今頃 何のた めに 斯 かる 僻陬に 在す かと 尋 ぬれば、 君 は 少しく 恥 かしげに 「ィャ 君 

の 嫌 ひな 政治 運動の 爲め」 との 答であった、 去らば？ {會 の選擧 運動の ためで あるかと 問へば、 雨う 

であるとの 答であった、 然るに 如才なき 君 は 余に 向て 「君 どうか 此 所で 我輩の ために 一席の 演 說を爲 

て eK れ ない 乎」 との 注文で あつたが、 余 は 政治と 聞て は 身の \ ^の 立つ 程 恐ろしく 感 する 者であって、 

殊に 政 友 食と 聞て は 大の大 嫌 ひな 者で あるから、 其會 員た る 小手 川 君に 對 して は 常に gi からぬ 尊敬 を 

表 はす 者で あるが、 君の 此 注文に は 死んでも 應 する 事が 出来ない と 思 ひ、 程 能く 謝絶した 所、 君も頗 

はいから れん 

る 手 持 無沙汰 氣に、 君と 同行の 數 名の 灰 殼 連と 車に 飛乘て 何れ か 指して 飛 去られた、 殘 されし 余と 

の 被 保 人と は 島 田 宿の 藤村屋 とて 四 等 か 五 等の 旅籠 屋に 投じ、 其 所に 夜遲 くまで 余が 余の 足 を 彼に 揉 

まれながら 彼の 將來に 就て 彼に 訓誨を 加へ っ& あった 頃 は、 彼等 政友會 の灰殼 連はビ ー ルの 一 杯 機嫌 

に 反對黨 撲滅 策 を 講じつ、 あつたで あら ふ、 嗚呼、 我 は 天に 謝す、 我 は 耶蘇 敎の 傳道師 となって、 政 

治 家と なら ざり し 事 を、 此 一人の 罪を悔 ひたる 田舍 漢を敎 ふる 事 は、 多くの 反 對黨を 倒して 帝 國議會 

に 勢力 を 占む るに 優る 數層 倍の 名譽 と特權 とで ある、 嗚呼、 愚なる 日本人よ、 汝等は 何故に 政治家た 

る を 望んで 傳道師 たる を 嫌がる 乎。 

〇 明れば 六日、 大 井川の 水 漲て、 神 座の 渡船場が 渡れぬ とのこと なれば、 汽車に て 鐵橋を 金 谷 驛に渡 

り、 是 より 脚半 草鞋 褂の 装束に て大 井川の 水上 指して 歩 を 進めた、 平なる は 五和 村の 横 岡までの 僅か 

三十 丁餘、 後 は山义 山、 上って 下り、 下って 上り、 斯 かる 所にまで 人家が あると は 日本 國も 如何に 開 

けたる 國な るかな と 驚く 程で ある、 祌尾 峠の 頂より 大 井川の 下流 を眺 むれば 濁流 日光 を 受けて 銀 板 を 
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. 海に 連ぬ るが 如く、 前に 廣 原の 擴 がる あり、 後に 峯 I 山の 重なる あり、 此 所に 天然 は 勢力 を 占めて、 政 

治の 狂 愚に は關 せざる が 如し。 

(中) 

〇 横 岡より 家 山まで 川に 添 ふたる 山 又 山、 刖に 見る ものと て はない が * 山の 林 はドコ まで も 新ら しく、 

川の 水はド コま でも 勇ましく、 之 を 仰ぎ 之に 臨んで 言ひ盡 されぬ 程の 歡 喜が ある、 天然の 子供た る 人 

は 常に 斯く あるべき である、 自由で 心配な くして. 有の 俊で、 羨ましき は贲に 山と 山川と である、 若 

し ヲルヅ ヲスの 一句 を 借りて 云 ふなら ば、 余 は 其 時 は 「淸き 風に 誘 はれて 何處 ともなく 深山 指して 進 

み 行く 者」 であった (「プレル ー ド」 第一章 參考 )、 餘 りの 嬉し さに 余 は 余の 同伴の 被 保 人に 促して 

山の 中腹に 一 一人 佇立して 首 を 低れ て 天地の 造 主に 感謝の 祈禱を 捧げた。  ， 

〇 家 山 は 山中の 一都 會 である、 此 所に 電信局 も ある、 料理屋 も ある、 後で 聞けば 潜 代言 も 居れば 詐欺 

師も 居る とのこと である、 我等 は此 所に 晝 食し、 旅行の 半 を 終へ し を 喜んだ。 

〇 是れ から は 未だ 山 綾き の 四 里， 先づ 第一 に 登り詰めし は 葛籠の^ 道、 之より 足下 を 見下せば 名に し 

負ふ大 井川の 七 曲、 激流 は 右と 左に 數囘： ^曲し、 駭 河なる 半島 は 遠 江に 向て 突出し、 遠 江の もの は駭 

河に 向て 突出す、 矮松奇 石 を 飾り、 ，111 浪其根 を 洗 ふ、 嗚呼 美形、 天然の 戯作、 之 を 見ん がた めに 五 里 

の 山道 を 越えて 此 所に 來 るの 價値は 確かに ある、 而 かも 此 美形 は 人に 捨てられて 獨り此 山中に 潜む、 

然れ ども 彼女 を憐む 勿れ、 都に 出て 汚されん より は 山に 在て 淸節を 守る に 加 かす、 大 井川の 七： S よ、 

余 は汝に 傚って 生涯 せん。 

C 或 時 は 管 蒼た る 杉林に 隱れ、 或 時 は 磊落た る磧に 出て、 叉 或 時 は 碧 瑞に添 ふて 溯る、 變化 多き こと 


如 靳き道 は 稀なる べし、 終に 進んで 下 長 尾に 至れば 路傍に 横文 もて Swiss  Milk  (瑞西 牛乳) と 書し 

あり たれば、 是れ 我がた めに 特^に 書かれし ものと 思 ひ、 歩行 を 止る 半時 餘、 特に 其 三 合 を 捧 り 取ら 

せ て 立 と こ ろ に 之 を 飮み盡 しければ 傍に 見 て 居りし 腰掛 茶屋 の 者 共 は 余の 大酒に あらで 大^なる に 驚 

き、 斯 かる 剛力 者 も 世に ある 乎と 言 はぬ 計りに 余の 顔 を 見詰めた りき。 

〇 終に 我等の 目的地なる 遠 州 榛原郡 中 川 根 村 字 上長 尾に 達しぬ、 前の 村長 八 木 氏の 家に 投じ、 此 所に 

厚き 待遇 を 受けたり、 九 里の 山道に 足 を 疲ら かした る 余 も、 一 11： の 演說だ も なすこと なしに は、 此里 

を 去る を 許さ れ すと のこと にて、 其 夜 直に 余の 當夜 の 主人公の 家 の 廣き臺 所に 於 て 小： 浈說會 は 開かれ 

たり、 來 りし 者 は 多く は 家 持な りと 云 ひて 村で も權カ ある 者との 事であった、 余 は 「日本 今日の 困難」 

との 題に て、 西洋 東洋 兩 文明の 衝突より 今日の 困難なる 者の 多く 起る 所以 を 述べ、 例 を 軍隊 並に 議會 

の 腐敗に 引き、 東洋主義 を 捨て、、 全然 西洋 主義 を 取る にあら ざれば、 到底 此 困難の 取り去られざる 

を說 いた、 是れ にて 此演說 を 終 ひて 余の 室に 歸て、 耳 を 傾けて 來會 者の 余の 演說を 批評し つ、 ある を 

閱 けば、 彼等の 或 者 は 云 ふた 「萬 朝 報ソッ タリ だ、 行り 方が 中々 甘い」 と、 を M て 余 は 思 はす 吹 出 

した。 

〇玆 に 余の 被 保 人 を 其 家族と 友人と に 引渡し、 余の 遠来の 義務 も 之で 達し たれば、 之より は 面 C く 倫 

快に 歸途に 就かん と、 それ を樂 しみに 眠に 就いた。 

(下) 

〇 是 からが 大井 川下りで ある， 山に 由らん 乎、 川に 由らん 乎、 東都の 文壇と やら 稱 へて 懶惰 者の 多く 

從事 する 職に 在て 筆より 重い 物 は 滅多に 取った ことの 無い へ： なりと 雖も、 尙ほ九 里 や 十 里の 山道 を 越 
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え 得ない こと は 無い、 然し 山に 由て 上り 來て、 又 山に 由て 下る とは餘 りに 興味な きこと なれば、 歸途 

は 河流し と 意 を 決し たれ ども、 救 日 來の霖 雨に て 河水 殊の外 漲り、 漸く 辛と 其 朝 川が 開いた との 事に 

て、 舟 は 頗る 危險 なりとの 事な りし も、 少しの 危險を 冒さす ば 面白き 事 も 無 からん と、 友の 留める の 

も 聞かす、 雨の 降りし くに も 干 はらす、 遠 州 產の茶 十 箱 計り を 積みし 小舟に 乘り、 急流に 任 かして 川 

下 指して 流れ出で た。 

〇 早い わ、 早い わ、 早い こと 矢の 如しと は此事 だら う、 轟々、 ジャリ く、 渦 を 越え 岩 を 除け、 時に 

は 波 を 被りながら 進む 其の 狀は 面白く も あり、 叉怕 くもあった、 下り 下って 七 曲の 惡 所に 来れば 水 幅 

は 狭み、 流 は 益々 急な り、 遠 州へ 向て 進み、 叉駿 州へ 向て 進む、 僅か 四十 五分 間 計りに て 七 八 同駿遠 

二 國に對 する 余輩の 嚮背を 異にした と 云 ふ 有様、 七 曲 を 無事に 奔 下して 先づ 生き 伸びた と ホット 一息 

附 きしと 思へば 舟 は 家 山の 繁舟 場に 着いた、 五 時間 を费 して 漸く 越えし 山道の 麓 を 一 時間と 十五 分で 

下りし を 思 ひ、 時には 危險を 冒す の 利益 も あると 獨り處 世の 方法に 就て 考 へた。 

〇 家 山より は 河流 も 大分 緩くな り、 夫れ と 同時に 面白味 も 減じた、 午後 一時に 上長 尾 を 舟 出して、 同 

じく 四時に 横 岡に 着いた、 それより 雨 を 冒して 金 谷の 停車場に 着いた の は 午後の 五 時 頃であった、 後 

にて 間けば 此 日の 大 井川 下り は大膽 者の 行爲 であって、 舟 を 出した 舟 子 も 之に 乘 りし 乘客も 生命 知ら 

すで あるとの 事であった。 

〇 其 夜は靜 岡の 大東 館に 泊り、 其 番頭に 向て 茶代 廢 止の 利益 を 語りし に、 喜んで 之に 應じ、 未だ 公然 

と發表 はせ ざれ ども 旣に 大抵 は 之を實 行し っ& あるとの 事であった、 成程 其 极ひ方 も 至て 深切で、 文 

明 流の 旅館と して 恥 かしから ぬ 者で ある こと を 知った。 


〇 其 翌朝 汽車に 乘て 與津に 来れば 國府津 松 田 間 汽車 不通と 聞き、 其 日の 歸京 は覺 束なければ 沼 津に下 

車し、 此 所に 一夜の 安眠 を 貪らん とした。 何處に 身を投 ぜんと 考 へしに、 牛 臥の 三 島 館と やら は靜か 

なる 所と 聞き、 篠を衝 くが 如き 大雨 を 冒して 其處に 至り、 先づ 茶代 廢止會 員た る を 表白して、 宿泊 を 

求 むれば 善き 窒 なしとの 故 を 以て 入口の 小 部屋に 投げ込まれた、 是れ では 休養 も 如何 かと 思 ひ轉窒 を 

求め たれ ど應ぜ す、 然れば 再び 沼 津に歸 らん ものと 思 ひ、 晝食を 終へ て 後、 叉々 雨 を 冒して 沼 津に歸 

つて 来て 其 處の杉 本 旅 店に 投じた、 翌日 汽車に て 某外國 人と 同車し、 彼 も 前夜 三 島 館に 投じたり と M 
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きし かば 室 は 如何と 聞きし に 「 ォ、、 結構」 と 答へ た、 若干 拂ひ しかと 聞けば、 五六 圆と 答へ た、 

そこで 余 は叉曉 つた、 「金力 卽ち權 利で あると」、 余の 主義 は 到底 避暑 場で は 行 はれない。 

〇 翌九 日朝 汽車 開通し、 車中に 南洋 一一 ュ ー ジ ー ランドより 来りし 英人某 あり たれば、 彼に 彼國に 於け 

る社會 主義 實 行の 狀 態を閒 き、 同じ 島國 でも 東洋の 日本の 適 かに 南洋の 一一 ュ ー ジ ー ラ ンドに 劣る を 歎 

じ、 早く 此國 にも 斯 かる 主義の 行 はれ かしと 祈りつ、 角 害の 古 巢に歸 つたの は 其 曰の 午後 四時で あつ 

た。 


治 三十 五 年 


明治 三十 八 年 

北 越 巡行 日， 記 

明治 三十 八 年 ra 月廿 五日 午前 五 時 角 害を發 す、 乘 慣れし 西北 鐵 道に 由り、 關 東の 野 を 走り、 確 氷 峠 

を 越へ、 北 信 を 通過し、 越後に 入り、 午後 五 時 四十 分 直 江津に 着す、 腹痛の 故 を 以て 友人 を 訪ふ能 は 

す、 故に 旅 店に 在て 茫然と して 獨り 安臥す。 

同 二十 六日 午前 六 時 北越鐵 道に 由り、 新 潟へ 向け直 江津 驛を發 す、 米 山 沿岸の 隨道 殊に 美觀 なり、 

正午 信 濃 川の 東岸なる 新 潟驛に 達す、 驛に數 名の 舊 友の 迎 へられし あり、 七 丁に 餘る 太平 撟を 渡り、 

余の 古戰 場なる 新 潟に 入る、 友人 大撟 正吉 氏の 客と なる。 

晝餐後 直に 散策 を 取る、 先づ 白山 公園に 遊ぶ、 昔 を 思 ひ、 今に 鑑み、 夢を迪 るの 心地せ り、 後、 舊 

北越學 館の 跡 を 求めて 得す、 獨り 松林の 中に 默禱 す、 夜雨 降り、 友人と 談 す。 

同 二十 七日 午前 市外 松林の 問 を 散歩す、 午後 ra 時 有志の ために 聖書 研究 會を 開く、 同 七 時より 舊北 

越學館 同窓 會に 臨む、 會 する 者 三十 餘名、 感充ち 情 溢る。 

同 二十 八日 午前 新 津在大 鹿に 友人 を訪 ふ、 午後 新 潟に 歸り、 午後 E1 時 二た び 聖書 硏究會 を 開く、 午 


後 七 時 白山 公園 內偕樂 館に 於て 傲說會 を！？ く、 來會者 二百 餘名。 (二 九九 下 「= 本人の 研究」 參股— 

編者) 

同 二 七 九 曰、 午前 九 時 友人に 送られて 新 渴を發 す、 途中 三條に 下車し、 友人 三 ra 名と 會談 す、 W び 

汽車に 乘じ、 午後 四時 柏 崎に 達す、 友人の 歡迎を 受け、 宮川文 平氏の 客と なる。 

E 三十日、 午前 近郊の 山林 並に 海邊に 散歩す、 午後 二 時 柏 崎 ホテルに 於け る 有志 懇話 會に 臨む、 後、 

諸氏と 夕飯 を 共に す、 此處 また 友人 多し。 

五月 一 日。 午前 日本 石油 會社 製油所 を 見る、 同 十 時桕崎 驛を發 し、 春 日 新田に 下車し、 舊友 伊藤 一 

隆 氏の 客と なる、 午後 ス クンダ ー ド 石油 會 社に 到り、 其規梭 宏大なる 製油所 を 見る、 夜、 舊友 と共に 

過去と 現在と 未來 とに 就て 語る。 

五月 二日、 午前 六 時 直江津 驛を發 し、 十一 時 信 州 小 諸驛に 着す、 友人に 伴 はれ 千 曲 河畔の 小 亭に至 

り、 晝飯を 饗せら る、 此夜 小山 太郞 氏に 客たり、 近隣の 婦人 を 招き 談話 會を 開く。 

五月 三日、 午前 八 時 小 諸 驛を發 し、 午後 ra 時 角 害に 歸る、 行程 八日、 得る 所 甚だ 多し、 余の 歡 と 

滿 足と は 父なる 神の み 知り 給 ふ、 但し 疲勞 もまた 頗る 犬な りき、 家に 歸 りて 後一 旬、 何事 も 手に 附か 

ざり き、 然れ ども 遠く 信越の 山野 を 想望して 救の 祌を 讚美して 止 まざりき、 誰か 曰 ふ、 傅 道 は 無益の 

業な りと、 誰か 曰 ふ 無敎會 主義 は 無能の 主義な りと、 若し 樹の 善惡は 其果を 以て 知らる とならば、 余 

が 今 囘目擊 せし 果は 神が 余に 由て 植ゑ給 ひし 小なる 樹の 全然 惡樹 にあらざる を證 して 餘り あり。 

余 は 明治 二十 二 年、 米國 より 歸朝 早々、 新 潟に 到れり、 而 して そこに 止まる こと 使 かに 四 ヶ月、 ^ 

の敎育 事業に 失敗して 行李 匆々 東京に 逃れ 還れり、 而 して 十六 年後の 今日 一 ーたび北越の地に到リ！：^れ 

明治 三十 八 年  八 二 五 


ば、 余 は 異鄕に 人る の 感を爲 さすして 到る 處に 友の 優遇 を 受けたり、 余 は 北 越 巡行より 還り 来りて 大 

勝利者た る の 感を脫 する 能 はす。 
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秋の 傳道 

秋 も 半 を 告げ、 年の 中で 最も 好き 時期と なった、 依て 去月 十二 日 角 害の 古巢を 出て 秋の 傳道 にと 出 

掛けた。 

十二 日に は 栃木 縣の 宇都 宮に 行いた、 其 日の 午後に 余は敎 友に 伴 はれて 市內の 八幡宮の 丘に 登った、 

此所は 余が 明治 二 年余が 九 歳の 時、 父に 伴 はれて 奥州 石卷に 至る の 途中、 登った ことの 記憶の ある 小 

山で ある、 其 時 宇都 宮城 は 大鳥圭 介 氏の 燒く 所と なりて、 宮殿 も 灰と 化して 居った こと を 幽かに 記憶 

する、 嗚呼、 想起す、 三十 七 年 前の 昔、 余 は 其 時 幼な 心に 何 を 思った であらう か、 名譽 か、 利 達 か、 

將た叉 W か、 竹馬 か、 然るに 今はィ H ス キリストの 奴 僕と なりて 此 山に 登る、 絹 川の 流 は 彼方に 銀 線 

を 引き、 二 荒の 山 は 此方に 初雪 を 戴いて， ：" し、 感慨 心に 滿 ちて 夢を迪 るが 如き 心地した、 其 夜 舊城館 

に 一 泊し、 夜 も 朝 も 敎友數 名と 共に 神と キリストと 永生と に 就て 談じ、 余の 勸 めざるに 宇都 宮敎 友會 


の 成立 を 見、 翌朝 十時敎 友に 送られて 福 島縣に 向って 出發 した。 

十三 日、 天氣 晴朗、 那須山 は 其 全景 を 露 はし、 汽車 は 其 半面 を繞 りて 走る の感 あり、 黑磯を 過 ぐれ 

ば那須 川の 西岸 は旣に 秋の 紅を帶 び、 白 川の 城壁 は 赤き 蔦に まれて 古城 寂寞の 狀を呈 した、 午後 二 

時 岩 代 國本宫 町に 下車し、 友人の 家に _迎 へらる、 彼の 事業の 榮ぇ 行く と 信仰の 固き と を 見て 感謝した、 

午後 は 共に 山に 登り、 又 下りて 阿武隈川 を 渡り、 夜 は 道を談 じて 歡んで 眠に 就いた。 

十 西日、 日曜日な り、 朝と 夕と 兩囘 福音 を 語る、 午後 は 友人 二 名と 共に 磐 井の 淸水 を訪 ふた、 源義 

家が 奥州 征伐の 時、 弓 もて 岩 を 突きし かば 湧き出し ものな りと 云 ふ、 而 して 義 家なら ざる 我 も 福 昔 を 

以て 余の 友人の 心 を 突きし かば、 其 中より 活 水流れ 出て 今 は 其 地方 を 潤しつ \ ある を 見た、 余 は竊に 

思へ り、 余に 義 家の 名 * なしと 雖も義 家に 優 さるの 幸福 ありと、 磐 井の 淸水は 永久に 流れて 盡 きざら 

ん、 然れ ども、 神が 此 拙き 余 を 以て 余の 友に 予へ給 ひし 水 は 其 中に て 泉と なリ 湧出で 永生に 至るべし 

(約 翰傳 K 章 十四 節)。 

十五 日、 本宮の 友人の 家を辭 し、 南に 走る こと 十 時間、 黄昏 頃 一 先 づ角箬 の 家に 歸 りて 休息した。 

十六 日、 更らに 信 州に 向って 出發 す、 是れ 蓋し 余の 第二 十 何囘の 入信なる べし、 余が 信 州 を 愛する 

は大 なりと 云 ふべ し、 日は碓 氷の 山に 暮れて、 夜に 入って 小 諸に 達す。 

十七 日晴、 此日 午前 十 時より 小 諸 町 懐古 園に 於て 北 信 基督 信徒 第五 同 懇親 會が間 かれた、 余が 此地 

に 招 がれし は 此會に 出席して 一場の 講演 を爲 さんが 爲 めであった、 其 席に 於て 述べし ものが 前に 揭げ 

たる 「新ら しき 誡め」 (本 卷三五 〇 頁 以下 參照— 編者) の ー篇 である、 會 する 者 八十 餘名、 富者に あらす、 
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Jo めんじ ♦* わらん ぢ  た い 

然り とて 貧者に も あらす、 多く は 木綿 縞 草鞋 掛けの 態に て、 日本 國の 中堅 を 代表す る 勤勉 獨 立の 民で 

あった、 之 を 見ても 基督 敎は旣 に外國 の宗敎 ではなく して 日本 國の 宗敎 である ことが 判 かる、 余 は 彼 

等に 接して 斟 からざる 强 固と 平安と を 心に 感じた。  - 

夜 友人 某より の 揮毫 を强 請され た、 立派なる 絹地に 余の 惡 筆を揮へ との 嚴命 である、 固く 辭 すれ 

ども 聽 かす、 依て 止む を 得す 左の 如く ャッ附 けた、 但し 余の 舊作 である、 

仲秋 月 を 見て 千 曲 川 沿岸の 敎友を 思 ふ 

ャて や ** 

忍 ひやる 姨捨 山の 秋の 月 

ち ,、 ま  さし  みのり 

千 曲の 岸の 實 いかにと 

十八 日晴、 午前 七 時 小 諸を辭 し、 越後より 來り會 せし 敎友 某と 共に 歸路に 就く、 途に碓 氷の 紅葉の 

錦繡を 以て 全山 を 彩る を 見る、 十 時 上州磷 部に 至りて 下車し、 晝飯を 終り、 午後 徒歩して 妙義 山に 至 

る、 {i5 に 達すれば 日將 さに 暮れん とす、 故に 直に 山に 登り、 社殿 を 一覧し、 午後 七 時の 祈禱を 山中、 

しげ  くさむら  -、 ちび る 

松杉蓊 りて 蔭 暗き 叢の 中に 棒ぐ、 二人 帽を脫 し、 頭 を 低れ、 內村生 先 づ脣を 開き 

同き 岩 を 被らす に 紅葉の 錦 を 以てし 給 ふ 神よ 

と 叫び 出す や、 何つ 所より 來 りけん 一羽の 杜鵑の ケン、 ケン、 ゲンと 三聲 ほど 鳴いて 我等の 頭の 上 を 通 

る あり、 我等 は 其 聲に勵 まされて 近來 になき 聖き 熱き 祈 禱を捧 ぐる を 得て、 祌を 讚美しながら 山 を 下 

り、 宿に 歸り、 湯に 浴し、 食 を 終へ、 来世と 現世と を談 じながら 眠に 就いた。 

• 十 九日 快晴、 拂隨 目を覺 まし、 床 中に 路加 傳の 大綱 を談 じ、 日の出る を 待つ、 六 時 何分と 云 ふ 頃に 

日輪 は關 東の 平原より 出づ、 筑波 山は遙 かに 丘陵の 波の 中に 現 はれ、 光明 は 今 は 幽暗 を 輝ら せり、 之 


を 見て 余 は 叫べり 「神 はまこと に大 なり」 と、 又 詩篇 六十 八 篇の言 を藉 りて 叫べり 

願く は 神よ 起き 給へ、  • 

汝の仇 を 悉く 散らし 給へ 

と、 七 時 友人と 共に 山 を 下り、 再び 磯部に 至り、 此 所に 彼と 训れ、 彼 は 越後に 去り、 我 は 東京に 歸る 

家に 歸 りて 此聖き 旅 行 を 廻 想 すれば 感滿 ちて 抑へ 難し、 依て 左の 一首 を錄 して 越後なる 余の 同行の 敎 

友に 送る。 > 

紅葉せ る 妙義の 山の 秋の 暮 

鳥 鳴く 下の 祈， 禱 忘るな 

是を 以て 明治 三十 九 年の 秋の 傅 道 を 終る。 

關西 紀行 

〇 妙義 山上の 祈禱を 以て 今年の 秋の 傳道は 終りし と m 心 ひしに、 秋 は 未だ 全く 暮れざる にィャ な關. 内へ 

行かねば ならぬ 運命と なった。 

〇 ィャと 言て は濟 まない、 關 西に は 余の 恩人 も 友人 も 親戚 も 居る、 關西は 日本の 半分で ある 其 大.^ • 

なる 半分で ある、 然り、 或る 意味から 言へば 其 中心で ある、 關西を 賤む者 は 日本 國を賤 む 者で ある 

余の 關西嫌 ひ は 癖で ある、 而 かも 許すべからざる 癖で ある。 
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〇 三年 前より 大阪に 来れとの 懇切なる 招き を 受けた、 而 かも 今日まで 往く氣 にならなかった、 越後と 

か 信 州と か 云へば 直に 立つ 足が 大阪 へと 云へば ドウしても 立たなかった、 余は關 西に 與 ふべき 時と 力 

と を 常に 東北に 與へ來 つた。 

〇 然るに 今年 は 不幸に も關 西の 一友 人なる 今 井 樟太郞 君 を 矢った、 余 は 君の 永眠の 報に 接して 余が 今 

日まで 關西を 怠りし を悔 ひた、 余 は 君に 報 ゆる 爲 めだけ にも 一度 は關 西に 行かなければ ならない と 思 

つた。 

〇 此 時に 方て 余 は 大阪の 友人の 乘 する 所と なった、 彼等 は 今度 は 今 井 夫人と 敎會の 執事 某 君と を 余の 

許に 送て 余の 西 下 を 促した、 是 等の 貴き 使者 を 送られて 余 は ィャと は 一一 百 はれなかった、 余 は 終に 大阪 

に 行く に 決した。  • 

〇 十一月 十三 日、 雜 誌の 發送を 終って 後に 余 は 西へ 向って 發 足した、 乘 慣れぬ 東海道の 汽車に 乘り、 

す ど ほ 

久 振りに て 函根山 を 越え、 靜岡、 名 古屋の 友人 を 不本意ながら も 素通りに し， 十四日 拂曉に 京都に 着 

いた、 兹に 義母の 出 迎ひを 受け、 八 年 振りに て 京都の 緣戚の 家に 入った、 積り し 談話 は盡 くる 時な く、 

『研究 誌』 を發刊 してより 始めての 會見 であれば、 戰況の 報告に 日 も 叉 足らなかった、 午後 余の 京都 

在留 中の 恩人 便利 堂 主人 を訪 ふた、 彼 は 驚いたら しい、 彼 は 余 は 巳に， 彼 を 忘れた と 思 ふて 居ったら し 

い、 然 かし 余 は 彼 を 忘れる 事 は 出来ない、 余 も 不遇の 時に 京都に 於て 思 はぬ 友人に 援 けられし 點に於 

て は 木戶菊 松、 山縣狂 介に 異ら ない、 京都に 義俠憐 愁の人 は 居る、 便利 堂 主人の. i き は 確かに 其 一人 

である。 

〇 十五 日、 便利 堂 主人と 二人連れ 立ちて 嵐 山に 遊ぶ、 汽車に て 丹波龜 岡に 至り、 これより 舟 を 雇 ひて 


保津 川の 4- 流 を 下る、 激湍岩 を 突き、 靑. S に迎 へられ、 叉 送られ * 枫樹の 錦 は 深淵の 鏡に 映り、 口に 

も 筆に も盡 されぬ 風景であった、 二人 舟 板の 上に 直立し、 賞 言 讚辭を 綾け ながら 川 を 下った、 午後 二 

時 嵐 山に 至り 舟 を 下り、 紅葉 を 賞しながら 晝飯を 共に し、 微雨 を 冒して 京に 歸 つた、 終生 忘る ベから 

ざる 一 日。 夜 在京 都 『研究』 讀 者十餘 名の 來訪を 受け、 快談十 時に 至て 分かる。 

〇 十六 日、 朝 京都の 緣 家を辭 し、 正午 大阪に 到る、 停車場に て 友人 諸氏の 歡 迎を受 く、 中に 天 滿敎會 

牧師 長 田 時 行 君 あり、 君 は 余の 札幌 時代よりの 敎友 なり、 二十 有 五 年 一日の 如く 忠實 に敎 職を續 けら 

る、 今 計らす も 君と 共働す るの 機 會を與 へらる、 感謝に 堪えす、 一同 車を馳 せて 安堂寺 橋 通りの 今 井 

君の 家に 至る、 至れば 香料の 香 氣は鼻 を 突け り、 然れ ども 香 はしき 主人 は 今は此 世の 人に あらす、 

「嗚呼 若し 君に して 在し 給 はぐ」 と 余 は 叫びぬ、 r 實に然 らん」 と 主婦 は淚を 以て 答へ ぬ、 一同 害： 飯 

を 共に し 夕刻 を 期して 分れぬ。 

午後 七 時 を以. て 北 展榑屋 橋 通り 天 滿敎會 堂に 於て 講演 第一 囘を 開きぬ、 來り會 する 者 四 五 百 名、 會 

を 開く 半時 間 程 前、 二階の 洋燈 落ちて 將 さに 大事に 至らん とせり、 而 かも 來會 者の 努力に 由り て 一?^ な 

きを 得たり、 嗚呼、 祌に 感謝す、 大阪市の 歷史に 「內村 火事」 の 名を留 むる に 至ら ざり しこと を、 講 

演は 煙と なりて 消えん とせり、 而 かも 發 火は靈 火の 前兆な りしの み、 講演の 要點は 講演 攔に祸 ぐ、 

(本 卷三六 〇 頁 以下 參照— 編者)、 之に 就て 讀 まれた し。 

〇 十 七日、 午後 敎友三 名と 共に 大阪 築港 を 見る、 實 に偉觀 なり、 物質的 事業 も玆に 至て 偉大の 名稱を 

附 せざる を 得す、 安治川口 を 溯り、 船 檣 林立の 壯觀を 見、 途に 或る 病める 姉妹 を大阪 病院に 見舞 ひ、 

會 堂に 至り、 有志の 質問 を 受け、 暫時 休息の 上 再た び 高 壇に 上り、 五 百 乃至 六 百の 聽 衆に 凝して 「聖 
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書の 研究 法」 に 就て 一時 問と 华時 ばかり 語り、 十 時 疲勞を 極めてん 「井 氏の 〔VK に歸 りて 眠る。 

〇 十八 日、 朝より 多くの 來 客に 接し、 午後 故 今 井 樟太郞 君の 墓に 詣づ、 墓前に 希望の 祈禱を 捧げ、 讚 

美の 歌を唱 ふ、 後、 一人の 兄弟と 共に 敎友 婦人 某の 家を訪 ふ、 後に て 余 を 伴 ひし 兄弟 は 云へ り、 主キ 

リストが ベター 一 ャに 於て マ ルタと マリヤ の 歡迎を 受け 給 ひし も 多分 之に は 勝 さら ざり しならん と、 以 

て 余 等の 受けし 優遇 款待の 狀は 察せら るべ し、 後、 前日と 同じく 質問 會に 臨み、 馬太傳 一章 一節より 

十六 節までの キリストの 系圖に 就て 語る 所 あり、 午後 七 時より は 堂に 充滿 せる 聽 衆に 對し 「余 は 如何 

にして 基督 信徒と なりし 乎」 に 就て 語れり、 是れ 余の 擇 みし 題に あらす、 牧師 長 田 君が 余に 與 へし 題 

なり、 講演 終る 頃に 感極まり けん 拍手 盛に 聽 衆の 間に 起る、 說敎は 演說と 化せり、 而 かも 俗化せ しに 

は あら ざり しと 信す、 余が 講演 を 終りて 壇上の 席に 就く や、 紀州橋本ょり態々來聽せられし<;^の尊敬 

する 敎 友の 一人、 監督 敎會の 敎師卜 部 德太郞 君 は 年長者の 資格 を 以て 聽 衆に 代り 三 夜に 涉 りし 余の 拙 

き 講演に 對し 厚き 禮辭を 述べ られ たり、 君 は 言 ひ 給 へ り 

余 は今囘 の 講演に 由り 余の 感情に 於て にあら す、 余の 意識に 訴 へて 云々 

と、 「意識に 訴 へて 云々」 の 君の 一 百 は 甚く 余の 感を 動せ り、 そ は 余 は 今囘の 講演に 於て 余の 目的の 幾 

分 を 達する を 得し を 君の 言に 由て 知り たれば 也、 大阪 人士の 感情 を 動かさん こと は 余の 此 行の 目的に 

あら ざり し、 余 は 彼等の 意識に 訴 へんと せり、 そ は 感情 は 霜の 如くに して 解け 易き 者、 意識 は 岩の 如 

くにして 永久^つ 者 なれば 也、 眞 正の 宗敎的 運動 は 人の 意識に 訴 ふる 者なら ざるべ からす、 余 は 卜 部 

君に 此言 を呈 せられて 心に 非常の 滿足を 感じたり。 

玆に 多くの 祈禱を 以て 準備され し 連夜の 講演 は 終り を 告げ、 身 は 疲勞を 以て 碎 かれし も 心 は 感謝 を 


以て 充 たされ、 歡喜滿 々の 中に 會堂 を辭 し、 這般の 運動に 多大の 勞を 取られし 敎會の 執事 青木 庄藏君 

の，； 1^ に 到り、 全家 族の 優待 を 受けたり。 

〇 十九 c:、 午前 九， 時 g: 十五 分 多くの 友人に 途ら れて大 阪を發 す、 京都に 立 寄り、 更らに 一 夜を此 Jgl に 

過ごし、 二十日 歸途に 就く、 濱 松に 下車し、 天龍川 驛 より 来りし 敎友 二人と 談じ、 夜、 汽車に 乘じ、 

二十 一日、 朝 暾品川 海に 昇りし 頃、 身 は 蟬の拔 鼓の 如くに なりし も、 心に 多くの 感謝 を湛 えて 角^の 

家に 歸れ り。 


明治 四十 二 年 

山形 縣に 入る の 記 

〇 閒敎 五十年祭と やらが 柬 京に 於て 執行され つ、 あると 聞く 今日 此頃、 余 は 山形 縣の 或る 村落に 於て 

善き 林檎 畑 を 有する 敎友 某を訪 はんとて 去る 一 日夜 此地を 立て 彼 地に 向った。 

〇 小山 驛に 至る 頃、 汽車の 窓より 先生、 先生と 聲を 懸けて 吳れる 者が あった、 首 を 捧げて 見れば、 二 

十 年來の 友人に して 今 は 奥 羽 線に 或る 有 勢なる 地位 を 有する ェ學士 某 君であった、 招かれて 彼の 一等 

室に 入れば 談話 百出 終る 所 を 知らす、 板 谷^の 險も 知らざる 間に 過ぎて、 翌朝 九 時 祌町驛 に 於て 训れ 
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た、 余 は^る k に 臨んで 彼に 吿げて 曰 ふた、 「界 に此 汽車 中に 遭 ふ は 地獄に 佛に遭 ふが 如し、 持つ ベ 

きもの は赏に 友人で ある」 と、 彼れ 又 自分の 線路に 舊き 友人 を 運ぶ を 喜び、 今日 こそ は 先生が 弟子で 

あると 一一 一一 n はんば かりに 誇り 《^ つ 優待して sK れた、 斯くて 此行 友愛の^ 味 は 汽車の 中より 始 つたので あ 

る 0 

〇 一人の 友に 別 るれば 更らに 他の 一人の 犮の迎 ふる あり、 彼に 伴 はれて 關山 街道 を 東に 向て 進む こと 

■1 一里 餘、 右に 折れ、 松林の 問 を 過ぎ、 淸き 流れ を 横ぎ り、 小高き 丘 を 登り 詰 むれば 山の 中腹に 建てら 

れ たる ナザ レの 如き 小さき 付が ある、 玆處に 余 は 十年來 想像し 來 りし 友の 靜 かなる 住家に 達した ので 

ある、 {¥人に挨稷して後^&に林檎畑に往き、 其 栽培の 要義と^ 蟲の 困難と に 就て 學び、 紅 を 漲れる 二 

• 三 を 捩ぎ 取りて 之 を 胃の 船に 送り、 更らに 樹} ^に 立て 二人共に 撮影し、 勞 働の 困難と 快 樂とを 語り、 

暫時 詩人 的 冥想に 耽った。 

.〇 明 くれば 三日、 安息日であった、 朝 奥り、 午後 集り、 夜談 じ、 重に 主の 山上の垂訓に 就て 語った、 

來り會 せし 者 は 村の 學校敎 師と靑 年、 附近の 兄弟、 殊に 注意すべき は炭燒 業者の 二人であった、 彼等 

が 黑き指 を 以て 古き^ 書 を ら きし 其狀態 は. 水く 忘るべからざる 者であった、 此 山奥に 斯 かる 愛の 兄 

弟 的團合 ありと は豫想 外で あると 云 ふの 外 はない， 然し_5^^は想像ではなぃ， 事實 である、 玆に 勿論 宣 

敎師も 居らす、 牧師 も- ：5 ら ない、 然し 活 きたる 神の 靈は敎 友の 靈を 透う して 働ら きつ k ありて、 此日 

si- りし 人々 の 外に- 今 は 諸方に 散在す る 多くの 潔き：； 儿 弟と 姉妹と は 生れた ので ある、 其 日 我等が 學び 

し g,^ 書の 霄 葉の 中に 左の 如き 者が あった、 

汝等は 世の 光な り、 山の 上に 建ら れ たる 城 邑は隱 る、 こと を 得す 


trio  ifa しび 

と 誠に 其 通りで ある、 祌の燃し給ひし燈火は山の奥に隱る^と雖も隱る^ ことを5^^、 燭臺の 上に 

ijs- かれて 多くの 人 を 照らしつ k ある、 之に 反して 「人」 の 燃し 火 は 之 を 都會の 地に 引 し、 高 壇 

の 上に 立た せて、 叫ばせ、 喝采 させても 少しも 人 を 照らさない、 斯くて 主の 大業 を 見ん と 欲して 何に 

も 都 會に壤 合し 來 るの 必要 はない、 關山 峠の 西 麓、 月 山と 朝日 嶽 とを遙 かに む、 此 小さき 山の 村里 

に 於て 犬なる 焼 火 は 燃えつ k ある。 

雲の 嶺 いくつ 崩れて 月の 山 • 

とは-^：！蕉翁が羽前の月山を詠ぜし句なりと聞く、 誠に 天才の 明吟 であると 思 ふ、 「雲の 嶺」 と は 基礎 

なき傳道^5^-業でぁる、 金力と 勢力と 方便と に賴る 今の所 謂る 基督 敎會の 事業で ある、 それが 「幾 側と 

なく，： 朋れ て」、 卽ち 悉く 失败に 終りて 兹に 神の 造り 給 ひし 地の 1 めの 上に 立つ 「月の 山」 が顯 はれ 出る 

ので ある、 然れば 崩れよ-雲の 嶺 である、 其 形 は 如何に 壯大 なる も、 基の ない 實 のない 雲の- M である、 

然し 祌は岩 を土臺 とする 山 を 築きつ & あり 給 ふ、 山の 如き、 海山の 如き 地と 共に 動かざる 山 を樂 

きつ、 あり 給 ふ、 而 して A よは 此 U 此小 さき 村に 於て、 月 山を遙 かに^み つ K 之に 類した る 仰の^き 

山 を H 撃した ので ある。 

〇 尙ほ 一夜 を 友の 家に 過ごし、 翌日 彼と 共に 山 を 下り、 天童 を經て 山形 市に f}.: り、 ：j$l に乂 敎友廿 术を訪 

ふた、 彼 は 或る 敎會の 牧師で ある、 然し 彼 は 余 を 許し、 余 も 亦 彼 を 許す、 我等 は 至て 親しき 信仰の 友 

である、 此日此 地の 信者 諸氏の 要求に 從ひ、 メソ、 、チ スト 敎會に 於て 短 かき 談話 を 試みた、 會 する 者 三 

十餘 名、 靜 かなる 樂 しき 會 合であった、 余は此 地に 於て 敎派 の^なる 者の 殆ん どなき を て んだ、 

敎會 問題 を 離れて 信仰 を 以て 相 食す る 時に、 敎#、 無敎會 の^はない、 我等 は 主にお りて すべて 一 ッ 
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である。 

〇 其 夜 は 友の 家に 彼と 彼の 夫人との 優遇に 與 かり、 翌朝 諸氏に 送られて 山形 を發 し、 ；冉び 峠を越へ て 

幅 島に 至れば、 或る 所より 或る 敎 友の 迎へ來 り あるに 會 した、 彼の 耀 きたる 眼は滿 身の 歡喜を 示し、 

我等 は 停車場に 又 汽車 中に 二 時間の 樂 しき 時 を 有った、 彼 も 亦 信仰の 戰士 である、 彼の 吳服店 を 彼の 

戰 場と 見做し、 玆に 正直に 正 品 を 鬻ぐを 以て 彼の 天職と なしつ \ ある、 彼の 「敎會 員」 は 店員 二十 餘 

名で ある、 而 して 彼 は 其 監督で あり、 又 牧師で ある、 彼と 余と は 信仰 を 共に する のみなら す、 又傳贫 J 

の 方法 を 同じく する、 我等に 取りて は勞働 是れ傅 道で ある、 故に 店 も 畑 も 山林 も 神の 在 まし 給 ふ敎會 

堂で ある。 

〇 斯くて 秋に 入て 親た しき 東北の 山野と 舊 交を溫 ため、 數 多の 聖き 友に 接し、 感謝に 滿 ちて 夜 十 一 時 

柏木の 巢に 還り 来った、 人に 賤 しめらる \ 東北の 山野 は 多くの 信仰的 勇者 を 宿して 居る、 神よ 東北と 

其：：^ と を惠み 給へ。 


明治 四十 三年 

汽車 中の 談 


余 は 近頃 東北に 旅行し、 汽車 中 フト舊 き； 1: 級 生の 一人 農 學士某 君に 遭 ふた、 互に 久濶 を 述べし 後、 

相互の 運命 を 問 合 はせ しに、 界は^ づロを 開いて 曰 ふた、 

僕 は 北海道に 在りて 東京で 言へば 魏町 151: 全 體に神 田 一お 半分 を 加へ しに 等しき 地面 を 有し、 其 中に 牛 

ャロ 餘 頭を牧 し、 而 して 今や 益々 其 繁殖 を 計りつ k ある、 僕の 所より 程遠から すして 同窓 茶お は 凡そ 

三百 餘萬坪 を 有し、 牛馬 合せて 三 kn 餘頭を 飼育し つ k ある、 尙ほ某 君 は 水 百 町歩 をお し、 义廿木 

君 は 今 は 大地 主と なりて 安樂に 生涯し つ、 あり 云々、 

余 は からざる 輿 味 を 以て 此談を 聞き、 直に ラムネ 一本 を 命じ、 之を拔 いて 二人の 間に 分ち、 汽車. 5 

進行 中、 遙 かに 舊友 諸氏の 繁榮を 祝した、 サテ 汽車 は 余の 目的地に 達し たれば 余 は 1^1; に 収を 告げて. 卜 

草し、 出迎 ひの 友人に 作 はれて 停車場 を屮 I で、 春の 光 を 浴びながら. 晴き野 屮を迪 りつ、 ある 問に、 獨 

り 心の中に 思 ふて  一一 一 in ふ た 、 

サテモ 運命 は 奇なる 者なる かな、 冋 じ學 窓に 學 びし 者 も 三十 年 を經過 すれば 斯 くも 異 りた る^と 

なる かな、 舊友 諸氏の 所 に 較べ 余の 所^の 如何に 少 きょ、 余の 有する 土地と て は 父母 を 葬りし 墓 

地 六尺 四方に 過す、 余の 飼育す る 〔\# 畜 とて は 猫 一疋の み、 之 を 翅 町 lEi: 全體と 牛馬 數百 頭に 狡べ て、 

余の 運命 ゃ實に 憐れむべき ものな り、 然れ ども 飜て思 ふ、 余 は して 貧なる か、 余に も 亦 所有の m 

畑な きか。 

鳴呼然 り. 余に も 有る たり、 東京より 靑 森に 至る まで、 又靑 森より 秋 S を經て 東京に 歸 るまで、 

主なる 停車場の 在る 所に は 一人 又は 數 人の 同志 あらざる なく、 而 して 彼等の 或 者 は 2^ 園 を 有し、 或 

者 は 製造所 をお し、 叉 或る 他の 者 は 山林 を 有す、 若し 友人の 所有 は 余の 所有な りと するならば (而 
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して 余 は 彼等の もの は 余の ものであると 思 ふ) 余 も 亦廣き 東北の 山野に 渉りて、 山と 牧場と 畜と 

を啊 する ものである、 翻 町 區全體 は 愚か、 一郡 义は數 郡に 涉る 土地 田畑 を 有する もので あら ふ、 唯- 

余の 乎に^ しないの みで ある、 余 は 之 を 悉く 友人の 乎に 委ねて 置く、 而 して. が 余の 祌 のために 之 

を 要する 場合に は 彼等に 命じて 余 をして 之 を 使用せ し む 、 何 を も 有た ざ るに 似 たれ どもす ベ ての 物 

を 有すと のパゥ d の 言 は 余の 此 境遇 を 云 ふ の で あら ふ (哥林 多 後書 六 章 十 節)。 

然し 余の 所有 は 之に 止まらない、 東北の 山野、 松 島の 風景、 北上の 岸、 阿武隈の 畔が 悉く 余の 所 

有で あるば かりで はない、 余に は 又 人が 求めて 據る能 はざる 者が ある、 それ は 土地で もない、 亦 家 

畜 でもない、 然れ ばと て 無形の 財 產と稱 すべき 者で もない、 それ は 「或 者」 である、 名の 附け やう 

なき、 惯 値の 定め やうた き、 人 問の 一一 K 葉 を 以てして 形容し やうな き 「或 者」 である、 是れが 余の 寶 

物で あつ て义 余の 財產 である、 是れは 日本 全國 よりも 贵ぃ 者で ある、 是れは 又 土地 や 家畜と 異なり 

余が 死ぬ る時此 世に 置 去る 者で ない、 是れは 余の 霊魂に 宿る 者であって 永遠に 余と 偕に 在る 者で あ 

る、 是れを 有った ことの ある 人 はすべ て 曰 ふ、 世に 之に 優る の 財貨 はない と、 是れは 確かに 一 の修 

高き 眞珠 であって、 人、 看 出さば 之を祕 し、 其 所有 を 悉く 賣 りて 之 を 買 ふの 價値 ある 者で ある (馬 

太傳 十三 章 四十 六 節)、 而 して 此寶を 求めん ために、 余 は 余の 生涯の 全部 を 消費し、 土地と 〔氷畜 と 

もち 

を 獲る の 機會を 悉く 失 ひたりと て敢て 少しも 悲 むに 足りない、 此寶を 有て 余 は 余の 奮き 友人に 勝 さ 

りて 遙に 富みた る 人で ある、 誠に 余の 最大の 富 は 北海道に 於て ない、 义 東北 地方に 於て ない、 余の 

责 在の 中心に 於て ある、 余 は是れ あるが 故に 余の 神に 感謝す る 云々。 

5^ く獨 語しながら 東北 某 地の 余の 友人の 家に 到り、 玆に 二日 を 過し、 信仰 を 語り、 傳 道を勸 め、 後數 


日、 平 泉、 北？ g、 石卷、 野蒜、 松. iT 仙臺と 所々 を 引 廻され、 多くの 喜ばしき 印象 を 心に 刻みて 又 元 ■ 

の 柏木の 巢に 還り 来った" 


大正 元年 

北海の 秋 

神 許し 給 ひければ 余 は 卜 月 九日、 < ^の 仰の 故鄕 なる 北海道 札 ^ 指して < ^の 柏木の 〔*" を鍾 したり、 

森 本慶三 君の 岡 山縣津 山より 途上 旣に < ！-の ク おに 宿 る あり、 余 は * おと 共に 午前 九 時 八 分 新 宿 停 球場 を發 

したり、 字 都 { 呂に 至れば 靑木義 雄せ の 我等の 一行に 加 はる あり、 本宮驛 に 於て 原 瀬せ ニ郞 せの 我等 を 

迎 へて 梨 3^ 一  籠 を 単 屮に投 する あり、 黄昏 頃 仙 臺驛に 達すれば 木 ii: 任 藏ぉ乂 我等の 群に 人る、 夜 卜 時 

を 過ぐ る 二十 分 一同 水 澤驛に U- 車し、 驛前池 E 屋旅 館に 投宿す、 旅館 は 昨年 贷 座敷 を 魔 業して 新たに 

問 業せ し 者、 其 女主 人と 彼女の 妹と は 今や キリストに 於け る 我等の 愛する 姊妹 なり、 我等 一夜 を 此.； 

に 過して ベタ 一一 ャに 休息す るの 感 ありたり。 

翌 十日 天晴れ、 北上 河の 沿岸、 田 は 熟き て 牧穫を 待つ の 問 を 走る、 花卷に 到れば 齋藤 宗次郞 おと 小 

田代老 姉と 一 人の 少女 を 伴 ふて 我等の 一 行に 加 はる あり、 一 I 仃 八，' や 七 人、 汽車の  一 {15- は 悉く 我等の 占 
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領に歸 せり、 盛 岡に 到れば 敎友數 名 我等の 北行 を. 送る あり、 中に 歌人 「賤が 女」 女史 あり、 後に 當時 

の 感を傳 へて 曰く 

あはれ 汽車 汝が速 かに 運び去る  ■ 

贵 き 人 を 知る や 知ら ナゃ 

.14 し り 

と， 靈の 友に 肉の 友の 知らざる 深き 聖き 交際 あり、 我等 相會 して 沈默の 外に 爲す所 を 知ら ざり き。 

車中 思 はすして 舊友平 岩；！ ^保,！^ に會 す、 人の 善く 知る 如く 君 はん；' は 日本 メソヂ ス ト敎會 の 監督な り、 

r 一  し •-.* さ 

今や 北海道 巡視の 途上に あり、 無敎會 主義者なる 余 は 監督の 職に 對 して は 異議 を揷 まざる を 得す、 然 

れど も舊友 平 に對 して 余 は 今 も 昔と 異ならざる 深き 厚き 尊敬 を拂 はざる を 得す、 我等 相會 して 三 

しり 0 ち G ベ ち  あ. T- ひし 

十 年 前の 我等に 還り、 八.' を 忘れて 舊 事を談 じ、 尻內、 野邊 地、 淺 ill と 汽車の 進む を 忘れたり き。 

此日馬 淵：^ 沿岸の 秋色 殊に 愛た かりき、 末の 松山浪 越せし 昔し も 之に 擾 さら ざり けむ、 日暮れて 風 

寒く、 北海の， 恶氣已 に 身に 浸み. て 早 ゃ旣に 故山に 眠る の感 ありき、 六 時半 靑 森に 達す、 比 羅夫丸 船室 

に 到れば 淀 橋 敎會の 使 n^^ 鐵三郞 君の 一行の 又 北海道 俾 道の 途上に 在る に會 す、 平 岩 Jj?; 义 同船に て 渡航 

す、 一 一等 窒 の寢臺 悉く 基督 信者のお 領 する 所と なる、 津輕海 峽波靜 かにして 和平の， 幅 昔 を 窗らす 者の 

睡 k 安し。 

十 一 日 午前 一 時 11 館梭 橋に 上れば 敎友 虎渡 乙 松 君の 橋 上に 余 を 待つ に會 す、 君 は 眼科 醫 にして 頃 者 

秋田縣 より 此 地に 轉ぜ られし 人、 角 害 以来の 友人な り、 君の 接待に 半夜 を 停車場 待合室に 過し 黎^ K 

時 君に 送られて 北海道 鐵 道に 由り 札幌に 向て 發す、 大 の 湖水 は 駒 ケ嶽の 雄姿 を 映し、 錦繡其 嶋嶼を 

彩りて 北海の 秋&實 に全國 無比なる を覺 えたり、 森驛に 達すれば 火山 灣の 水懐ピ く、 遙 かに 室 蘭 港 を 


$11- みて 三十 年 前の 昔傯 ばれて 耐え 難し、 長 萬 部に 於て 海 を 離れ、 mi 松！： に 到る のへ；^ 上， 明治 初年の 石 

狩 原野の 狀態を 思 はしむ、 後志 河 沿岸の 楓樹 今や 當 さに 血 紅 を 藤ら し、 河流の 碧潭 と相對 して、 兹に 

1 幅 の 理想 畫を 現屮" せり、 マ クカリ ヌブリの 富士 形、 或 ひ は 匿れ 或 ひ は 現 はれ、 iLI. 安に 到りて 其 影 

を 失す、 小 澤驛に 達すれば-お^の 昔し 懐し く、 稻穗 峠の 隧ぎを 過ぎて 余 川の 沿岸に 出れば 余の 卞：円 年 

時代の 祈禱の 山なる 忍路高 島の 海 角 已に阵 中に 入りて 心 は 躍り 脈 は n 十し、 小 搏驛に 到れば 札幌石 狩よ 

りの 友人 三人 来りて < ^を此 處に迎 ふる あり、 快談に 注意 を 奪 はれ、 朝 里、 張 確の 舊 時の 風 最を 見失 ひ 

しは殘 念な りき、 汽車 は 愈々 札幌に 近づきぬ、 鳴 呼、 手稻 よ、 藻巖 よ、 石 出よ、 汝等恙 がき 乎、 我れ 

汝等を 見ざる こと 年 久し、 我れ 思 ふ、 我れ 齡旣に 半 だ を 過ぎたり と雖も 我心 は 今^ ほト  > 松の 如く 卞； r 

きを、 我れ 今 感謝に 滿 ちて 苒 たび 汝 等と 相 會す、 懷 かしき かな 舊 時の 靈交、 汝 等の 森の 下に 跪き、 汝 

等の 鳥の 聲を 聞きし 時  水久 に. M§ まれよ、 我が 愛する 諸 山よ、 自由と 獨 立の 聲 をして 永久に 汝 等の 

0 より 響かし めよ。 

終に 札幌 停車場に 着きぬ、 友人れ 一 團は ブラ ットホ ー ム に 余を迎 へ ぬ、 數 多の 乎 は 撮られぬ、 歡 

喜 は 胸に 溢れぬ、 熱き 淚は 腿に？ ひびぬ、 然れ ども 嗚呼 如何、 一人の 居るべき 友 は 居ら ざり き、 其 故 如 

何？、 彼 は 病める とよ！ 然し 重く は あらす と、 一た び は 驚きて 後 少しく 安し、 終に 彼の 〔！ ^に 至りぬ、 

三十 五 年 前の 同級 同室の 友、 同時に 神 を 信じ キリストに 身を獻 げし 者、 余 は 八：' より 十日 問 彼の 客た る 

なり、 鳴 呼 短 かき 十日 ST 講演 は爲 さす もがな、 彼と 語り、 彼と 遊ばん、 

ハ a 1 來 たか 

と 言 ひて 彼は迎 へ ぬ、 
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終に 来たよ 

と 余 は 答へ ぬ、 談話の 火蓋 は玆に 切られぬ、 是れ より 三 ra 日が 程 は 畫も夜 も 口 は閉ぢ ざり き、 眞面ロ 

なる 談話、 可 笑き 談話、 笑 ひ 怒り 沈み 昂る、 友 は 彼の 病 を 忘れぬ、 我等 は 友 の ifii 境に 入りぬ。 

十二 日 晴れ、 土曜日な り、 前半 日 は 之 を 談話に 費し、 後半 日 は 有志の 催しに 係る 歡迎 親睦 會に 臨み 

たり、 會場は 中島 公園、 元 山 鼻 村に K す、 其 昔し 我等が 呼んで 六 人 組と 稱 せし 者、 大島、 黑岩、 ^藤 

柳 本 等の 娥鬼 大將 連が 隊を 組んで- ii^ を 成せし 所、 我等 * 々襲撃 を 試み 論 戰践鬪 に 彼等と 雌雄 を (ザ ひし 

所な り、 今や 化して 立派なる 公園と なる、 酒 錦 あり、 茶亭 ありて 少しも 昔時の 跡 を 留めず、 過去 を： g 

み、 現在 を 思 ひ 感慨 IS く 能 はす、 玆 に札幌 所感 を 詠 じぬ。 

年 を經て 我が 故 鄉に來 て 3- れば 

昔し の 跡 は 消え去りに けり。 

年 を經て 我が 故 鄕に來 て a-  ^ ば 

友の 心 は變ら ざ りけ り。 

年 を經て 我が 故 鄕に來 て 見れば 

恩惠の ほど は 量られに けり。 

此日小 菅幸之 助 君埼玉 縣和戶 より 來り會 す。 

十三 日 晴れ、 日曜：！ I なり、 午前 ト 時より 舊き礼 幌獨立 基督 敎會に 於て 說敎會 あり、 余 は久 振りに て 

其 講 境に 上る、 牧師 竹 崎 八十 雄.^. 余を梭 けらる、 羅ぉ書 一幸 十六 節 「我 は 幅 昔 を 恥と せす」 なる パゥ 

P の 言に 就て 說敎 す、 余が 始めて 獨立 敎會の 講壇に 上りし は 今より 三十 一 一年 前 余が 十九 歳の 時な りき 


余に 取りて 「余の 講增」 と稱 すべき 者 は 唯一 侗此虚 に 在る のみ、 に 其 上に 立て 余の 心 はお £ つから 動き、. 

余 は 言 ひ 難き 自由 を 感じぬ q 

十四日 曇り 又 雨 降る、 月曜日な り、 へ. -の 常時の 休 口な り、 獨り屮 I て 郊外に 遊ぶ、 豊平樯 を 渡り、 豊 

平 川に 沿 ふて 上る、 奮 時の 叢林 今や 化して 2^ 阁 となり、 苹^ 紅く 熟して 重く 枝に 垂る、 曾て 祈 禱會を 

其 下に 催せし 樱樹の 大木 今や 跡 方 もな し、 然れ ども 璺 平の 水 は 流れて 止ます、 跬魚は 今尙ほ 溯りて 放 

卵す る や 否や 余 は 知らす、 余 は 曾て 此 川に 鮭 魚の 桥人を 務めし 者、 然れ ども 文明 は 今や 彼等 を逐 ひや 

りて其^^殖を許さす、 惜む べし 今日の 札幌は 神の 造りし 村 _ ^たらす して 惡 魔の 作りし 都會 たらん とす， 

河原 を踐み 水に 沿 ふて 上る こと 一 里餘 にして 歸る、 但し 碟上獨 り 立て 默禱 せす して は 此所を 去る 能 は 

ざり き。 午後 は 友人の 家に 憩 ひたり、 夜 大役 あり、 敎育會 々堂に 於て 余 を 辯 十： として： M 說會は 11 かれ 

たり、 へ 肖 堂 は 元の 農學校 演武 堂、 六 百 人 を 容るを 得べ し、 傍聽 料と して 一人に 付き 金 拾 錢を徴 せりと 

聞く、 一 去-し 札 幌問闘 以來宗 敎道德 の 演說會 に 於て 傍聽 料を微 せし は 此會を 以て 嚆 矢と なすと 云 ふ、 題 

は 「基督教 は 如何にして 始めて 札 幌に傅 へられし や」 なり、 札幌 以外に 住す る^が 來て札 幌の歷 おの 

一端 を 語る にて ありき、 大膽と 云 ふべ し、 然れ ども 幾分 かの 新 村 料の 余の 記憶に 存 する あり、 < ^は此 

機會を 利用して 之 を札幌 人に 傳 へざる を 得す、^ は 主として 農學校 創立者 米 國人故 ウイり ャム 。 H ス* 

クラ ー ク 氏に 關す、 余 は 氏の 永眠 常時 氏の 居住の 地なる 米國 マッサ チュ ー セ ッ ト州ァ マ ス 卜に 滞在せ 

り、 ； K に 氏の 最後の 有様に 就て 少しく 知る を 得たり、 氏 は 死に際して 札幌を 忘れ ざり き、 殊に 札幌に 

於け る 八 ケ：： ^問の キリ ス ト の. 1 音の 穴傳を 忘れ ざり き、 氏 は：： へ り 「余の 生涯の 車 業に して  < 水 を 死の 

床 に 慰む る 者 は 日 本札幌 に 於 て 余 の 學生 に |^|書 を 敎 へ し 事 な り 」 と 、 斯く て 偉人 は 札幌 に 1^、け る 幅.せ 
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の 播種 を 念じて 瞑目せ り、 敢て問 ふ 札幌人 十： は 此事を 知る や 否や、 彼等 は クラ ー ク 氏が 念ぜし が 如く 

に 書と キリ ス トを 念す る や 否や、 基督 敎は 始めて 札幌に 於て 敎會に 由て 遣られし 宣教師に 由て 傳 へ 

られ ざり しなり、 日本 政府の 雇人れ し 大敎育 〔VK に. m て 傅 へられし なり、 循 つて 初て 札 幌に傅 はりし 基 

督敎 は敎會 又は 宜敎師 の 基督 敎 にあら ざり しなり、 自由なる 米國の 平信徒より 直に 自由なる H 本の 靑 

年に 傳 へられし * 督敎 なり、 ヘル は 幸に して 其傳 播に與 りし 者の 一人な り、 而 して 札 幌の 地に 在て 之 を 

繼 承して 今日に 至りし 者 は 札幌獨 立敎會 なり、 宜敎師 の 成 者 は 云 ふ、 札 幌獨立 敎會は キリストの 敎き 

に 非す と、 眞に然 り、 -冗敎 帥に 由て 立てられ たる 敎會に 非す、 故に 彼等の 立場より 見て 眞 個の 敎會に 

あらざる べし." 然れ ども 是れ此 敎會の 特に 貴き 所以な り- 宜敎師 的 敎會に 非す、 故に 眞の 敎會な りと 

余 等 は 信す、 敎會 ならざる 敎會、 日本に 於け る 唯一 の獨立 敎會、 創始より 直接 間接に 宜敎師 の 乎より 

何の 補助 を も 受け ざり し敎 食、 最も 惠 まれた る 敎會、 最も 名譽 ある 歷史を 有する 敎會 …… 余 は 知らす 

札 幌獨立 敎會は 常に 此事 を自 覺し斷 えす 其 最初の 现 想に 據て 立し や 否 を、 然れ ども 余 は 其 創立に 與り 

し 者の 一人な り、 而 して 余 は 其 建設の 精神の 此 にあり しを證 明す、 余は此 事を當 夜の 演說に 於て は述 

ベ ざり き、 而 かも 事の クラ ー ク 氏に 關 する が 故に 玆に」 午に 之 を 記し、 以て 後日の 參考に 供す。 

聽衆 堂に 滿ち、 聽く 者！^ S る 者の 熱心 は 終に 至る まで 弛 まざりき、 余 は 余の 背後に クラ— ク 氏と 氏の 

友人に して 余の 恩師なる シ— リ liy 生の 靈の 立つ ありて 余を勵 し、  < 水 をして 彼等に 代て 語らし めつ k 

ある を 感じたり、 其 は 余 は 彼等に 就て 語りし も實は 彼等に 就て； 訢 りしに 非す、 彼等の 救 主にして 又 余 

の 救 主なる ィ H ス キリ ストに 就て 語りつ、 あり たれば なり、 眞に 余に 取りて は當 夜の 演說は 米 國歸朝 

以來の 大演說 なりき、 余 は 余に 此 理想と 精力との 今 尙ほ存 する を 神に 感謝せ り。 (以下 次號) (但し 續 


稿な し。 E ほ 五 二 四 i 六 一 〇： 貝 「札 幌 講演」 參照— 編， -|?0 
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八丈島に 渡る の 記 

去る 四 e: 七日 敎友福 田 藤 楠 君と 共に 八丈島に 渡り、 同一 一十三 日まで 十五 日間 彼 地に 流竄的 生涯 を 送 

つた、 源爲 朝、 浮 E 秀家の 事な ど！ fs! 想し、 感慨の 念に 堪えなかった、 長さ 五 里、 幅 二 里の 大洋 屮の孤 

島、 其 中に 一 萬の 生 靈が接 息して i5 るので ある、 人口 稠密、 〔ま 候濕 潤、 物產豐 富、 天然 偉觀、 然し 信 

仰 は 殆んど 無き に 等しく、 飮酒は 盛に、 人情 また 質 僕なら す、 祌の 造り 給 ひし 此 東海の 仙 島 も 亦輻音 

缺乏の 故を以 て 道德的 に は M 等の 意味な くし て ^在し て 居る ので ある、 誰か 此島 の 靈魂 開拓 のために 

一 生 を 祌に獻 ぐる 人 は あるまい 乎、 而 して 此島 を根據 として 靑ケ 島、 小 笠 原 島、 南北 鳥 島、 南北 硫黄 

島と、 恭 石の 如くに 洋屮に 羅列す る是等 佳麗の 島嶼 を： 複 ふに、 水が 大洋 を 覆 ふが 如くに H ホバ を， 5 る 

の 知識 を 以て 十る 者 は あるまい 乎、 曾て は英國 宣敎師 ジョン *ぺー トン、 福音 宜傳 の爲に 南洋 一一 ュ 

,1  • へ ブリデ ー ス 島に 渡り、 其 食 人人 種の 問に 神の愛 を說 くこと 數十 年、 彼れ 年老いて 彼の 故國 に： g 

休す る や、 人、 彼の 傳道 事業に 就て 唱 へて 曰く、 
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彼れ 來 りし 時に 島中 一 人の 信者 を 見 ざり き、 而 して 彼れ 去りし 時に 島中 一 人の 不信者 を 見 ざり き 

と、 島 傅 近の 快 樂は玆 に 在る と 思 ふ、 之 を 悉く 敎 化し i£ るに 在 ると 思 ふ、 今や 南洋に 53： 險的 事業 を 試 

み遽に E 萬の 富 を 作りし 者 我 W 人屮に 幾人 か ある 時に 際して、 我等の 中より 一 人の ぺ ー トン の 出る あ 

りて u 險的俾 逝 を 我が 南洋の 島嶼に 試みて jKW に 費 を 積む 者 は あるまい 乎、 三 原の 山 は 森 を 以て 茂り、 

"たや.. -  ど t う モのふ も i  おび  めた..  み 

八 丈 富 士は其 姿 優しく、 而 して 怒濤 其 麓に 碎 けて、 ，：n 浪帶 をな して 全島 を曉 る、 之 を 天の"； 2 きょり 陬 

て 海女の 洋 中に 漂 ふが 如くな らん、 嗚呼 誰か 彼女 を 救 ふ 者ぞ、 格 油の 香 芳しく 大島樱 の 花 C くして、 

彼女に 特種の 艷麗 なきに あらす と雖 も、 而 かも 幅 昔の 眞理を 供せ すして 美 色 は 呼吸の 如くに 消えん、 

鳴 呼 ，維 か 彼女 を 救 はんと 欲する 者 はなき 乎。 

越後 傳道  . 

ス越 感 

越後 人 は ：！.^ だ頑间 である、 彼等 は 容易に 基督 敎を 信じない、 併しながら 一 たび 之 を！：：^ すおば 容易に 

之 を 素て ない、 越後 俾 道の 困難 は玆に 在る、 其 快樂も 亦玆に 在る。 

越後 人の 來世慾 は^だ 強く ある、 彼等に 取りて は 後生 はん マ 生よりも 遙 かに 大切で ある、 彼等が 佛敎 

に 熱心なる は是れ がた めで ある、 彼等 は 明ね に來 世を說 かない 宗敎を 顧みない、 社 食の 改良と 云 ふが 

如き、 〔水 庭の 幸福と 云 ふが 如き は 彼等の 深く 問 はんと 欲する 所でない、 死して 後 如何と は 越後 人の 最 

大 問題で ある。 


此； 5^ を 知らないで、 越後 人に 近世 流の 現 的恶督 敎を傳 へんと 欲して 今 n までの 敎會傳 道が 不結 

に 終った のは敢 て^む に 足りない、 越後 人の 來世觀 は 英米 {け- 敎！； の それよりも 遙 かに 深く ある、 來 M 

のまに 就て は -〕 教師 は 越後 人より 學ぶ ベく あって、 越後 人に 敎ゅ ベくない、 現世の 事に 熟達せ る 英米 

宜敎師 は 越後 人の 宗敎 の敎. 師 として は！^ だ 不適任 者で あると 思 ふ。 

, ^^しながら霄ふまでもなく聖書は深玄にして鮮明なる來世觀を俾ふる、 而 して 越後 人が 一 たび 之 を 

覺 得すれば、 彼等 は 死 を 以て 之 を 守る、 彼等は復活を！一:^^る、 昇天 を；^ する、 永生 を 信す る、 ョ ハネ 

の默 示錄は 彼等が 絶大の 興味 を 以て 熟讀す る 書で ある、 彼等 は 未来永劫に 盡 きざる の 生命 を 得る の途 

として 感謝して キリストの 幅 昔 を；^ す る、 現世の 如何 は 彼等 の 深く 問 ふ 所で はない、 

-  r: しに  よみが へ 

鬼に も €： にも 死た る 者の 甦る こと を 得ん こと を 

と はパゥ n の 希 びびであって、 又 越後 人の 切なる》 布. まで ある (ピリ ピ書三 章 十一 節 )o 

故に 越後 人が 誠に キリス トを：一;Iするに•^^.:る時はI^本國に某^敎が勃與する時でぁると思ふ、 越後 は 

= 木の 獨逸 である、 越後 人に 獨 逸人の 氣 風が ある、 幽 |^) にして 深遠、 幽暗 を 牛 Z んで 光明 を 求めて 止ま 

す、 而 して 一た び 之を認 むる や 其た めに 全身 を獻 げて惜 まない、 若し 口 本に ル ー テルが 起るならば 彼 

は 多分 越後より 起る であら ふ、 摘 太 人が 救 はれて 後に 全世界が 救 はる、 やうに 越後 人が 救 はれて 後に 

n 本 全 國が救 はれる ので あると 思 ふ。 

ち どん 

然 れば勉 むべき は 越後 傳 迸で ある、 頑固なる、 遲 鈍なる、 愛らし からざる 越後 人に キリストの 一 i 昔 

を： ぼ 人す る は 口 本國を 福 昔 化す るの 途 である、 越後 人 が 今日 法華宗 ゃ淨 土眞宗 に 忠實な るが 如くに キ 

リストの； i 昔に 忠實 なる に K.^ て、 天下 何物 も 口 本 國の敎 化を妨 ぐる ものな きに .4- るので ある、 越後 人 

尺 正 二 年  八 四 七 
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は 生来の-: 示 敎的人 極 である、 ：！： 本國を キリス 卜に 獲ん と 欲する 者 は先づ 越後 人 を 獲べき である- 

て  自己に  深き  宗教  的實驗  ある  者の  み  能く  此任  に耐  ゆるので  ある。 


而 
し 


第 十 卷內容 年譜 

我 主 耶蘇 基督 聖書 之 研究 第一 五號、 第一 六號、 第一 七號 * 第一 八號. 第一 九號 * 第二 ◦ 號、 第二 一  號， 

第二  ニ號， 第二 三號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 十一月、 十二月、 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年 ) 一 月， 二 

三月， 四月 >  五月、 六月， 七お 感想 十 年再錄  - 

講 演 

明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 

女子 獨立學 校に 於け る 最後の 說敎 聖書 之 研究 笫ー號 九月 

如何にして キリスト 信者た る を 得ん 乎 聖書 之 研究 第五 號 一月 如何にして 基督 信者た る を 得ん 乎 W 錄 

明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 

基督 信徒の 謙遜 聖書 之 研究 第六號 二月 基督 敎 講演 集再錄 

他人 を議 する の罪惡 聖書 之 研究 笫七號 三月 基督教 講演 集. 冉錄 

キリスト 信徒の 勇氣 聖書 之 研究 笫八號 四月 基督 敎 講演 集再錄 

第二 囘 夏期 講談 會に 於て 讀 まれし 聖書の 部分 並に 其 略 註 聖書 之 研究 第一 ニ號 八月 

第二 囘 夏期 講談 會 講演 大要 (肇 記) 聖書 之 研究 笫  一二 號、 笫 一三 號- 第一 四號 * 笫ー 五號八 力、 九月 * 十 

第 十 卷內容 年 <B*^ 


第 十 卷內容 年. m  八 五 0 

月、 十一月 

信 州 東德高 講談 會 講演 大意 (筆記) 聖書 之硏究 第二 ハ號 十二月 某督敎 講演 集再錄 

明治 三十 五 年 二 九 〇 二 年) 

基督 敎の 信仰 聖書 之 W 究站 一七 號 一月 

基督教の 修養 聖書 之 W 究第 一七 號 一月 某： 督敎 講演 集再錄 

信者 不信者 を 見分ける 法 無 敎會笫 一四 號 四月 

基督 信徒の 忠難 if 書 之 W 究第 ニー  號五月 某： 督敎 講演 集再錄 

第二 囘 ： 夏期 講談 會 に 於 て 讀ま れし^ 語と 其 略 註 聖書 之 W 究 第二 四號 八お 

第三 囘 夏期 講談 會 講演 (筆記) ^書 之 研究 第二 四號 * 第二 五號 八月. 九月 

骨肉の 叛逆 聖書 之 研究 第二 五號 九月. 

實 力の {示敎 聖書 之硏究 第二 六號 十月 宗敎と 現世 再錄 

信仰 治療の 可否 聖書 之 研究 第二 七號 十一月 

予の宗 敎的生 の 一斑 (筆記) 高輪學 報 第 十三 號 之 研究 第二 九號 十二月 再錄 

宗敎 の 大敵 萬 朝 報 十 一月 一 曰 よろ づ短 言再錄 

クリスマス 演說 聖書 之 研究 第三 〇 號 十二月 

明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) 


家庭の 建設 聖書 之 研究 第三 八號 * 第三 九號、 i め 四 〇 號、 第 四ー號 四お. 五 刀 十四 = r/^ 

宗敎と 現世 再錄 

W 年に 吿ぐ 聖書 之 研究 第三 九號 五月 .ぉ 敎と現 *i 再錄 

祈禱の 精神と 其 目的物 (筆記) 之 研究 第 ニ號 七お 

大工の 子 イエスキリスト St 書 之 研究 第 四三號 八月 

信 卬 と 健康 聖書 之 研究 第 四六號 十一月 宗敎と 現世 再錄 

明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年)  ， 

予が 見た る 二宮 尊德翁 (筆記〕 靜岡 R 友 新聞 六月 St 書 之 研究 第五 四號七 錄 

キリストの 二 大敎訓 聖書 之 研究 第五 五號 八月 

如何にして 我が 天職 を 知らん 乎 sse 之 研究 第五 五號 八月 

一一 一-口 仰谁 持の 困難 聖書 之 W 究 第五 九 號 十二月 

道德 以上の 宗敎 聖書 之 研究 第 六 〇 號 明治 三十 八 年 (一九 〇 五 年) 一力 

明治 三十 八 年 ( 一 九 〇 五 年) 

お ま 町 故 こ キリス トを 愛する 乎 聖書 之 W 究第 六ニ號 一一 一月 

大. 二る 罪と ト なる 信卬 ssa 之 W 究笫 六三號 四月 

日本人の 研究 (筆記〕 新 1^ 日報 新 希望 第 六四號 六月 再錄 

< 五 1 

第 十卷内 年 ま 


第 十 e 容年 1ゅ 

善行の 報 賞 新 希？ 第 六四號 六月 

余の 好む 人物 新 希禁第 六六號 八月 宗敎と 現世 再錄 

今年の クリスマス 新 希望 第 七 0 號 十二月 

明治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六 年) 

バ ブ テス マの 目的 聖書 之 研究 第 七六號 六月 

ュダの 叛逆 聖書 之 W 究第 七六號 六月 

キリストの 表白 聖書 之 研究 第 七六號 六月 

男性的 基督 敎 聖書 之 研究 第 七七號 七月 

聖靈を 受けし 時の 感覺 聖書 之 W 究第 七八號 八月 

余の 今日の 基督 聖書 之 研究 第 七 八 八月 

基督の 死狀に 就て 聖書 之 研究 第 七九號 九月 

新ら しき 誡め S 書 之 研究 第 八 ー號 十一 刀 

大阪 講演の 要點 聖書 之 研究 第 八ニ號 十二月 

イエスの 系圖 中の 婦人 曰 之 研究 第 八三號 明治 3 十 年 (一九 〇 七年ソ 一月 

イエスの 三方 面 聖書 之 研究 第 八三號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 一月 

明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 


死の 慰藉 聖書 之 研究 第 八七號 五月 

無抵抗主義の 根據 聖書 之 研究 第 九 0 號 八月 

世の 龜 謗と 天國の 希望 聖書 之 研究 笫九 ー號 九月 

余 は 如何にして 基督に 來 りし 乎 聖書 之 研究 第 九 二 號十カ 

花卷 座談 聖書 之 研究 第 九 三號十 一 月 

基督 敎道德 の缺點 聖書 之 研究 第 九四號 十二月 

明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 

イエスの 容貌に 就て 聖書 之 研究 第 九五號 一月 研究 十 年再錄 

大阪 講演 (筆記) 曰 之 研究 第 九九 號 五月 

「眞 理」 と は何ぞ 聖書 之 研究 第一 〇 二 號九カ 

善惡 の遣傳 聖書 之 研究 第一 〇 二 號九月 

生活 問題の 解決 聖書 之 研究 第一 〇 ニ號九 月 

明治 四十 二 年 ( 一 九 〇 九 年) 

人生の 目的と 之に 達する 途 聖書 之 研究 第一 0 六號 二月 

無謀の 信仰 聖書 之 研究 第 一〇 六號 二月 

無意識の 善 ^書 之 研究 第一 0 七號 三月 

第十卷 内容 年 
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第 十 卷內容 年？ 一? 

信仰 表 {u の 必要 聖書 之 研究 第一 〇 七號 三月 

爭鬪と 平和 書 之 研究 第一 〇 八號 四お 

恩 惠と云 ふこと に 就て 聖書 之 研究 第一 一四 號 十一月 

平安 獲得の 途 犁書之 研究 第 一 一四 號 十一月 

聖誕 節の 敎訓 聖書 之 W 究第 一一 五號 十二月 

明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 

福音の 活殺 力 聖書 之 研究 第一 一七 號 二お 

嬰 兒の死 聖書 之 研究 第一 二 〇 號 六月  . 

敎 育の 基礎と しての 信仰 聖； 書 之 W 究第  一二 七號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 1HJ 

明治 四十 四 年 二 九 一一 年) 

余が キリスト を 要する 時 聖書 之 研究 第一 三 〇 號 五月 

聖書 研究の 話 (筆記) 聖書 之 研究 第一 三三號 八月 

パリ サイの 人の 偽善 ®f 書 之 研究 第一 三 五號十 

神の 固 は 能に 在り 聖書 之 研究 第二 一一 七號 十二お 

善惡の 差別 聖書 之 研究 第二 一一 七號 十二月 

クリスマス 演說 研究 第一 三七號 十二月 


八 

五 


明治 四十 五 年、 大正 元年 二 九 一二 年) 

艱難と 刑罰 聖書 之 研究 第一 三九號 二月 復活と 来世 再錄 

基督 敎と其 信仰 聖書 之 研究 第一 四ー號 四月 

悲歎と 歡喜 聖書 之 研究 第 一 四 一 號 四月 

眞理と 智識と 自由 聖書 之 研究 第一 四五號 八月 

忌避 乎 通過 乎 聖書 之 研究 第一 四六號 九月 復 1W と來 せ再錄 

義 者と 忠難 聖書 之 研究 第一 四七號 十月 復活と 來 世再錄 

自殺の 可否 聖書 之 研究 第一 四七號 十月 

札幌 講演 (筆記) 內村 先生 講演 集 大正 二 年 (一九 一 三年) 十 力 

艦 陵と して 見た る 新約聖書 聖書 之 研究 第 一 四 八號十 一 月 

クリスマス 演說 聖書 之 研究 第一 四九號 十二月 

大正 二 年 二 九 一 三年) 

福音の 恩惠 的解釋 聖書 之 研究 i& 一  五 〇 號 一月 

世 を 救 ふ 唯一の 力 (筆記) 書 之 研究 第一 五ニ號 一一 一月 

ダビデ の 話 (筆記，.) 聖書 之 研究 第 一 五三 號 四月 

サム H ルの話 (筆記) 聖書 之 研究 笫ー五 號 五月 

第 十 « 內容年 諮 
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卷內容 年 s?  八 五六 

東洋 道德と 西洋 道德 聖書 之 研究 第一 五五號 六月 

北 越 講演 大要 (筆記) 聖書 之 研究 第一 五六 號 七月 

神の 慈愛に 關 する 聖書の 言辭 聖書 之 研究 第一 五七號 八月 

來世 獲得の 必要 ^書 之 研究 第一 五八 號 九月 復活と 來 世再錄 

聽 かれざる 祈禱 *s 曰 之 研究 第一 五八 號 九月 復活と 來 世再錄 

ル I テル 傳 講演 集 

ル ー テル 傳 講話 聖書 之 研究 笫 一二 四號、 第二 一 五號、 笫 一二 六號. 第一 二八 號 * 笫 一二 九 猇、 ^ニニ 〇 

號、 笫 一三 一 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 十 力. 十一月. 十二月" 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 二月、 

三月、 五月、 六月 や ー テル 傳 講演 集 再錄 

レ ー テルの 爲に 辯す 聖書 之 研究 第二 〇 七號 大正 六 年 (一九 一七 年〕 十月 ル ー テル 傳 講演 集 再錄 

小兒 としての 信者 S1: 書 之 研究 第二 〇 七號 大正 六 年 (一九 一七 年〕 十月 ル ー テル 傳 講演 集 再錄 

大謄 なる 信仰 ^,^書之研究第ニ〇七號火正六年 (一 九 一 七年) 十月 ル ー テル 傳 講演 集再錄 

ル ー テルと 一一 イチ ェ 梨 書 之 研究 第二 〇 九號 大正 六 年 (一九 一七 年) 十二 力 . 

若し ル ー テルが 日本に 生れたならば？  SS 曰 之 研究 第二 〇 七號 大正 六 年. (一九 一 七 年〕 十月 ル， テル 

傳 講演 集再錄 

宗敎 改革 を迎 へし 國と之 を 一. It けし 國 聖書 之 研究 第二  0 七號 大正 六 年 (一九 一七 年〕 十月 ル 1 アル 傳 


綠演集 14： 錄 

宗敎 改革の 精神 犁窨之 研究 第二 〇八號 大正 六 年 (一九 一七た 十一月 ル 1テル«-淨：^4^-#錄 

ル ー テルの 遣せ し 害毒 S キ書之 研究 第二 〇 九號 大正 六 年 (一九 一七 年) 十二 刀 ル ー テル 傳講 集再錄 

講演 餘錄 

明治 三 十 三 年 

夏期 講談 會 聖書 之 研究 第 一 號 九月 

北 信 侵 人 日記 聖書 之 研究 第一 號 九月 

秋の 初陣 萬 朝 報 九" 廿 七日， 二十 九：：：， 十月 一日 聖書 之 研究 第二 號十刀 錄 

三た び 信 州に 人る の 記 書 之 W 究第 一一： 號 十一月 

明治 三 十四 年 

第二 囘 夏期 講談 會の地 (未發 表) 六月 (？)  • 

第二 囘 wis? 講談 會 聖書 之 研究 第一 ニ號 八月 無 敎會第 六號八 =^  . 

1^ 取の 杉の 樹 萬 朝 報 八月 二 卜 九！！： よろ づ短 言再錄 

銷 夏 無敎會 第七號 九月 

人 信 日記 萬 朝 報 十月 一日 ヨリ 八日 一 1 至ル よろ づ 短 貫； 冉錄 

入信の， 記 無敎會 第八號 十月 

第 十 卷內容 年 f!?  < 五 七 


第 十 卷內容 年 1" 

北上 錄 萬 朝 報 十一月 三日 よろ づ短 言再錄 

今秋の 運動 聖書 之 研究 第 十五 號 十一月 

明治 三十 五 年 

大井 川上り 萬 朝 報 八月 十二 日 ヨリ 十五 日 一一 至ル よろ づ短言 再錄 

明治 三十 八 年 

北 越 巡行 日記 新 希望 第 六四號 六月 

明治 三十 九 年 

秋の 傳道 g^: 書 之 研究 第 八 ー號 十一月 

關西 紀行 聖書 之 研究 第 八ニ號 十二月 

明治 四十 二 年 

山形 縣に 人る の 記 聖書 之 研究 第一 一三 號 十月 

明治 四十 三年 

汽車 中の 談 聖書 之 研究 第一 一九 號 五月 

大正 元年 

北海の 秋 聖書 之 研究 第一 四八號 十一月 

大正 二 年 


八 

五 
八 


八丈島に 渡る の 記 SS 書 之 研究 第一 五四號 五月 

越 後陣 道 聖書 之 研究 第一 五六 號 七月 


第十卷 内容 年 一 
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